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 【NDA削除版】 

ビデオプロセッサシングルユニット（VPU）、2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

およびサウンドプロセッシングユニット 2（SPU2）の章は秘守契約を結んで 
いただいたうえで公開いたします。 

詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。 

改訂一覧
改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、詳細については必ず本文の内容をご確認ください。
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処

理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 



 



 

 

本書の構成 

 
 

本書は、以下の構成で制作しています。 
 

1. 製品ご使用上の注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 目次 

5. 概要 

6. 各機能モジュールの説明 

・CPUおよびシステム制御系 

・内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュール毎に異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項 

   等の節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認の上設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項と、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください（使用上の注意事項は必要により記載されます）。 

 

   7. レジスタ一覧 

   8. 電気的特性 

   9. 付録 

   10. 索引 
 
 



 

はじめに 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

RISCマイコンです。本 LSIは、SH4A拡張機能を備えており、SH4Aに対して機能的に上位互換です。 
 

対象者  本マニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

本マニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 

目的   本マニュアルは、本 LSIのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくことを目的

としています。 
 

読み方  

• 機能全体を理解しようとするとき 

→ 目次に従って読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構成されています。 

• SH4A拡張機能の各命令の詳細を理解したいとき 

→ 別冊の「SH4A拡張機能 ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

 

【凡例】 

レジスタ表記： シリアルコミュニケーションなど、同一または類似した機能が複数チャネルに存在する

場合に、次の表記を使用します。 

 XXX_N（XXXは基本レジスタ名称、Nはチャネル番号） 

ビット表記： 左側が上位ビット、右側が下位ビットの順に表記します。 

数字の表記： 2進数は B'XXXX、16進数は H'XXXX、10進数は XXXXで表します。 

記号の表記： ローアクティブの信号にはオーババー（XXXX）を付けます。 



 

 

【略語の説明】 
 

ALU Arithmetic Logic Unit 

 演算論理回路 

ASID Address Space Identifier 

 アドレス空間識別子 

ATAPI AT Attachment Packet Interface 

 ATアタッチメントパケットインタフェース 

BEU Blend Engine Unit 

 ブレンドエンジンユニット 

BSC Bus State Controller 

 バスステートコントローラ 

CEU Capture Engine Unit 

 キャプチャエンジンユニット 

CMT Compare Match Timer 

 コンペアマッチタイマ 

CPG Clock Pulse Generator 

 クロックパルス発生器 

CPU Central Processing Unit 

 中央制御装置 

DBSC DDR-SDRAM Bus State Controller 

 DDR用バスコントローラ 

DMA Direct Memory Access 

 ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

ETU Elementary Time Unit 

 1ビットの転送時間 

FIFO First-In First-Out 

 先入れ先出し 

FPU Floating point number Processing Unit 

 浮動小数点演算ユニット 

FSI Fifo-attached Serial Interface 

 FIFO内蔵シリアルインタフェース 

H-UDI User Debugging Interface 

 ユーザデバッグインタフェース 

IIC Inter IC bus 

 I2Cバス 



 

 

INTC Interrupt Controller 

 割り込みコントローラ 

IrDA Infrared Data Association 

 赤外線通信の規格名称 

JPU JPEG Processing Unit 

 JPEGプロセッシングユニット 

JPEG Joint Photographic Experts Group 

 カラー静止画像の圧縮伸張方式の規格 

JTAG  Joint Test Action Group 

 バウンダリスキャン規格化 Gr 

KEYSC Keyscan Interface 

 キースキャンインタフェース 

LCDC LCD Controller 

 LCDコントローラ 

LRU Least Recently Used 

 （仮想記憶ページ置き換えアルゴリズムの名前） 

LSB Least Significant Bit 

 最下位ビット 

MMC Multi Media Card 

 マルチメディアカード 

MMU Memory Management Unit 

 メモリマネジメントユニット 

MPEG Motion Picture Experts Group 

 デジタル動画と音声圧縮伸張に関する規格 

MSB Most Significant Bit 

 最上位ビット 

MSIOF Clock-Synchronized Serial Interface with FIFO 

 FIFO付きクロック同期シリアル I/O 

PC Program Counter 

 プログラムカウンタ 

PFC Pin Function Controller 

 ピンファンクションコントローラ 

RISC Reduced Instruction Set Computer 

 縮小命令セットコンピュータ 

RTC Realtime Clock 

 リアルタイムクロック 

RWDT RCLK Watch Dog Timer 

 RCLKウォッチドッグタイマ 



 

 

SCIF Serial Communication Interface with FIFO 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

SPU Sound Processing Unit 

 サウンドプロセッシングユニット 

TAP Test Access Port 

 テスト端子 

TLB Translation Lookaside Buffer 

 変換ルックアサイドバッファ 

TMU Timer Unit 

 タイマユニット 

TPU Timer Pulse Unit 

 タイマパルスユニット 

TSIF Transport Stream Interface 

 トランスポートストリームインタフェース 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 

 調歩同期インタフェース 

UBC User Break Controller 

 ユーザブレークコントローラ 

USB Universal Serial Bus 

 ユニバーサルシリアルバス 

VEU Video Engine Unit 

 ビデオエンジンユニット 

VOU Video Output Unit 

 ビデオ出力ユニット 

VPU Video Processing Unit 

 ビデオプロセッシングユニット 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 



本版で改訂された箇所 

 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

1.3 モジュール仕様概要 

表 1.2 モジュール仕様概要 

1-3 表を修正 

項 目 説   明 

メモリ

マネジメント

ユニット（MMU）

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間識別子（ASID8ビット）

 

 1-8 表を修正 

項 目 説   明

USB2.0

ホスト＆

ファンクション

モジュール

（USB）

• 最大 10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む）

• パイプ 1～9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能

• 各パイプの設定可能な転送方式

パイプ 0：コントロール転送

パイプ 1、2：バルク転送またはアイソクロナス転送

パイプ 3～5：バルク転送

パイプ 6～9：インタラプト転送

• EXTALUSB入力クロック：48MHz  

 1-10 表を修正 

項 目 説   明 

LCDコントローラ

（LCDC） 

• 対応液晶パネル：TFTカラー液晶、最大 XGA、HD（1280×720）クラスまで対応可能 

 

1.4 端子配置図（BGA449） 

図 1.3 BGA449端子配置図 

1-14 図を修正 

A B C D E F G H J K
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6
AV33_

0
AG33_

0
VBUS1
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1
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AV33_

1
AV12_

1
MD5 MD8 MD0

RESET
P
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US0

TRST PTG5

3 DP1
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1
MD2 TSTMD STAT
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BOOT TMS PTG0 PTG3 MPMD
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REFR
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MD1
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CLK

RESET
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BRK
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RESET
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0

 

1.5 端子配置表（BGA449） 

表 1.3 端子配置表 

1-16 表を修正 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

6 A6 AV33_0 AV33 - - - open 

28 B3 AG33_1 AG33 - - - open 

29 B4 AV33_1 AV33 - - - open 

30 B5 DG33_1 DG33 - - - open 

31 B6 AG33_0 AG33 - - - open 

32 B7 DV33_0 DV33 - - - open 

33 B8 DG33_0 DG33 - - - open  
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

1.5 端子配置表（BGA449） 

表 1.3 端子配置表 

1-17 表を修正 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

54 C4 AV12_1 AV12 - - - open 

55 C5 DV33_1 DV33 - - - open 

56 C6 VBUS1 VBUS1 I  DV33_1 pull-down 

57 C7 AG12_0 AG12 - - - open 

58 C8 AV12_0 AV12 - - - open  

 1-18 表を修正 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

77 D2 RTC_CLK RTC_CLK I schmitt VCCQ 

80 D5 AG12_1 AG12 - - - open 

81 D6 UG12_1 UG12 - - - open 

82 D7 DG12_1 DG12 - - - open 

83 D8 UG12_0 UG12 - - - open 

84 D9 DG12_0 DG12 - - - open 

pull up/pull-down 

or Vss固定 

 

 1-19 表を修正 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

106 E6 UV12_1 UV12 - - - open 

107 E7 DV12_1 DV12 - - - open 

108 E8 UV12_0 UV12 - - - open 

109 E9 DV12_0 DV12 - - - open  

1.6 端子の機能 

表 1.4 端子の機能 

1-30 表を修正 

分類 端子名 入出力 機能 説明 

クロック RTC_CLK 入力 RTCクロック 32.768kHzの RTCクロックを入力。未使用時はプ

ルアップ、もしくは、VSSに接続してください。  

14.4.1 メモリアドレスマップ選択

レジスタ（MMSELR） 

14-9 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込むときは、上位バイトを H'A5A5

にして行ってください。  

15. DDR用バスコントローラ

（DBSC） 

15-4、

15-27、

15-51～

15-63 

端子名を修正 

MDM3～MDM0 → MDQM3～MDQM0 

15.3.4 SDRAMコマンド制御レジス

タ（DBCMDCNT） 

15-8 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CMD[2:0] 000 R/W SDRAMコマンド発行 

本ビットにより SDRAMの初期化シーケンス、セルフリフレッシュ移行／解

除を実行するために必要なコマンド発行を行います。このビットに書き込み

を行うと書き込み値に応じたコマンドが 1回発行されます。たとえばリフレ

ッシュコマンドを 2回発行するためには、このビットに 2回 B'100を書き

込む必要があります。プリチャージ期間、リフレッシュと次コマンドの最小

間隔などは後述の SDRAMタイミングレジスタで設定された値が用いられ

ます。読み出すと常に 0が読み出されます。 

000：通常動作時（パワーオンリセット時） 

001：設定禁止 

010：プリチャージオール（PALL）コマンド発行 

011：設定禁止 

100：リフレッシュ（REF）コマンド発行 

101～111：設定禁止  
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

15.3.15 SDRAMモード設定レジス

タ（DBMRCNT） 

15-24 説明を修正 

本レジスタへの書き込みを行うと、SDRAMにモードレジスタ設定

（MRS）コマンド／拡張モードレジスタ設定（EMRS）コマンドを出力

するとともに、アドレスピン、バンクピンを指定の状態に制御します。 

15.3.16 DDR-PHY部制御レジスタ

0（DBPDCNT0） 

15-25 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PLUP 0 R/W プルアップ設定ビット 

このビットにより、DDR-PHY部の初期化シーケンスでのプルアップを設定

します。設定方法は「15.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

0：プルアップなし 

1：プルアップあり  

15.5.3 初期化シーケンス 15-37 説明を修正 

初期化シーケンスは以下の手順に従って実行してください。SDRAMへ

の設定内容、手順については一例ですので、各メモリベンダのデータシ

ートに記載された手順に従ってください。 

16.5 使用上の注意事項 

（6）TEビットのセットと TEND割

り込みのタイミング 

16-39 説明を追加 

17.5.2 周波数制御レジスタ

（FRQCRB） 

17-11 説明を修正 

5. Sφ：M1φ：Bφ 

整数クロック比 Sφ：M1φ：Bφ＝2：1：1、2：2：1、1：1：1 

2DGをご使用の場合は、以下の制約も守ってください。 

Sφ：Bφ：Pφ＝4：2：1 

31.4 レジスタの説明 

表 31.4 USB1レジスタ構成 

31-9 表を修正 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD2_1 R/W H'A4D9 00D4 16  

31.4.15 割り込みステータスレジス

タ 0（INTSTS0） 

31-48 注を修正 

*6 RESMビット、DVSTビット、CTRTビットのステータス変化は、

ファンクションコントロール機能選択時のみ発生します。ホストコ

ントローラ機能選択時には対応する割り込み許可ビットを禁止（0）

にしてください。 

31.5.1 システム制御 

（1）USB電源投入後の設定 

31-107 注を修正 

【注】 USB機能を使用しない場合は、USB電源はオープンとし、

UPONCRレジスタは初期値のままとしてください。 

USB電源に電圧供給を行う場合は、USB機能の使用にかかわ

らず、UPON[1:0]ビットに 11を設定してください。 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

32.4.8 ウェイト動作 

図 32.16 ウェイト使用時の送信ソフ

トフロー例 

32-29 図を修正 

No

Yes

WAIT割り込み
WAIT割り込み要因のクリア

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

 

図 32.17 ウェイト使用時の 1バイト

リードソフトフロー例 

32-30 図を修正 

No

Yes

割り込み待ち

DTE割り込み
ICDRデータリード

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

割り込み待ち

割り込み待ち

WAIT割り込み
ICCR＝H'81

WAIT割り込み要因のクリア

WAIT割り込み
ICCR＝H'C0

DTE割り込み許可
WAIT割り込み要因のクリア

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

DTE割り込み
DTE割り込みを禁止

ICDR＝スレーブアドレス（R）
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

32.4.8 ウェイト動作 

図 32.17 ウェイト使用時の 1バイト

リードソフトフロー例 

32-30 図タイトル修正 

図 32.18 ウェイト使用時の nバイト

ライト／nバイトリードソフトフロ

ー例 

32-31 図を修正 

DTE割り込み

DTE割り込み

受信データ残り
1バイト？

WAIT割り込み禁止
ICDRの読み出し

DTE割り込み禁止設定
ICDRの読み出し

No

Yes

No

Yes

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

 

図 32.19 送信のソフトフロー例

（WAIT＝0） 

32-32 図を修正 

DTE割り込み

No

Yes

No

Yes

送信データ残り
なし？

ICDR＝送信データ

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

ICCR＝H'90
DTE割り込み禁止

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？
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35.2 機能概要 

図 35.1 VEUのブロック図 

35-4 図を修正 

SuperHywayバス

画像読み出し 画像書き込み

ICB

 

38.1 2Dグラフィックアクセラレー

タ（2DG） 

38-1 説明を追加 

2DGは、2Dグラフィックスの描画を行うモジュールです。 

本機能をご使用の場合は Sφ、Bφ、Pφのクロック比を下記に設定して

ください。 

 Sφ：Bφ：Pφ＝4：2：1 

38.2.1 システムコントロールレジ

スタ（SCLR） 

38-6 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SRES 1 R/W ソフトウェアリセット 

2DGをリセットします。 

0：コマンド処理の実行を許可 

1：リセット状態 

ハードウェアリセットを行うと SRES＝1になります。 

初期化時に 0に設定して使用してください。ソフトウェアで本ビットを 1に設定す

ると、描画動作のリセットを行います。2DGのレジスタ値も初期化されます。

SRES=1の間は、本レジスタ以外のレジスタは書き込みできません。 

【注】描画期間中（レンダリングスタートをかけてから TRAPまでの期間）にソフ

トウェアリセットをかける場合は、以下の手順に従って解除してください。 

（1）SRES=1にする 

（2）1vsync期間待つ 

（3）HRES=１にする（CLKPで 4サイクル以上） 

（4）HRES=0にする 

（5）SRES=0にする 

30 HRES 0  R/W ２DGにリセットをかけます（ハードリセット相当）。ソフトウェアリセットの解

除時のみ使用してください。2DG動作中に使用した場合の動作は保証されません。  

39.3.7 LCDモジュールタイプレジ

スタ 2（MLDMT2R） 

39-16 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28～26 CSUP[2:0] 001 R/W チップセレクトセットアップ期間設定 

本ビットは、SYS I/Fの表示データ転送時、表示データを転送する際のチ

ップセレクトのセットアップ期間（LCDCS～LCDWRの期間）を設定しま

す。 

23～16 WCSC[7:0] H'00 R/W セットアップ期間設定 

SYS I/Fのコマンド転送時、ライトストローブ（LCDWR）のセットアップ

期間（LCDCS～LCDWRの期間）をバスクロック単位で設定します。 

15～8 WCEC[7:0] H'00 R/W ライトサイクル期間設定 

SYS I/Fのコマンド転送時、チップセレクト（LCDCS）のサイクル期間を

バスクロック単位で設定します。 

7～0 WCLW[7:0] H'00 R/W ロー期間設定 

SYS I/Fのコマンド転送時、ライトストローブのロー期間をバスクロック

単位で設定します。  
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39.3.8 LCDモジュールタイプレジ

スタ 3（MLDMT3R） 

39-17 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

29～24 RDLC[5:0] 00000 R/W リードデータラッチ設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、リードデータをラッチするタイミ

ングをバスクロック単位で設定します。 

23～16 RCSC[7:0] H'00 R/W セットアップ期間設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、リードストローブのセットアップ

期間をバスクロック単位で設定します。 

15～8 RCEC[7:0] H'00 R/W リードサイクル期間設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、チップセレクト（LCDCS）のサ

イクル期間をバスクロック単位で設定します。 

7～0 RCLW[7:0] H'00 R/W ロー期間設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、リードストローブのロー期間をバ

スクロック単位で設定します。  

39.4.1 LCDC表示性能 39-46 説明を修正 

• 表示解像度 

最大WXGA、HD（1280×720）クラスまで対応可能 

39.4.7 ドットクロック設定例 39-49 説明を追加 

SYSインタフェース時、出力されるライトストローブ信号パターンは設

定したドットクロックパターンの反転したパターンになります。 

39.6 クロックと液晶データ信号例 

（3）16ビットデータバス、1サイク

ル 1回転送、TFT液晶モジュール 240

×320Pixel（SYSインタフェース接

続、コマンド転送時） 

図 39.15 クロックと液晶データ信号

例（3） 

39-58 図を修正 

LCDRS

LCDVSYN

LCDCS

コマンドライト

xLDMT2Rの
CSUPビットの
設定に従いアサート

コマンドリード

LCDRD *3

 

40.3.8 VOU表示サイズレジスタ

（VOUDSR） 

40-14 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25～17 

16 

HDS[9:1] 

HDS[0] 

H'2D0 R/W 

R 

水平方向画像サイズ 

水平方向の画像サイズを指定します。画面の調整用にご使用ください 

VOUは本ビットで指定されたサイズ分のデータを出力します。水平方向

の画像サイズは 2nに制限されますので、最下位ビットは必ず 0に設定し

てください。初期値は 720です。 

本ビット（VOUDSR.HDS）は以下の制約に従い設定してください。 

表示サイズ(VOUDSR.HDS)≧表示位置(VOUDPR.HP)+入力画像サイズ

(VOUISR.HSZ) 

8～0 VDS[8:0] H'0F0 R/W  垂直方向画像サイズ 

垂直方向の画像サイズを指定します。VOUは本ビットで指定されたサイ

ズ分のラインを出力します。初期値は 240です。 

本ビット（VOUDSR.VDS）は以下の制約に従い設定してください。 

表示サイズ(VOUDSR.VDS)≧表示位置(VOUDPR.VP)+入力画像サイズ

(VOUISR.VSZ)  

40.3.9 VOU有効画素開始位置レジ

スタ（VOUVPR） 

40-15 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～17 

16 

HVP[7:1] 

HVP[0] 

H'78 R/W 

R 

水平方向有効画素開始位置 

水平方向の有効となる出力データの位置をピクセルクロックで指定しま

す。本ビットの設定値と VOUDSRの HDSビットの設定値の和は、BT.601

インタフェイス使用時は 858以下（NTSC）、864以下（PAL）、BT.656

インタフェイス使用時は 856以下（NTSC）になるようにしてください。

また、水平方向の有効画素位置は 2nに制限されますので、最下位ビット

は必ず 0としてください。初期値は 120です。 

【注】 水平拡大処理時は VOUVPR.HVP＋VOUDPR.HPは 9以下に

は設定しないでください。  
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40.3.12 VOUモード設定レジスタ

（VOUMSR） 

40-19 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 LMD 0 R/W LCDCコンパチブルモード 

VOUのモードを LCDCコンパチブルモードに設定するビットです。LCDC

コンパチブルモード使用時は入力クロックを 24.5454MHzとしてくださ

い。また、VOUDSRの HDSビットを必ず 640に設定してください。 

0：通常動作モード 

1：LCDCコンパチブルモード  

41.2.1 ICBnnコントロールレジス

タ（MEnnCTRL） 

41-5 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24～16 MSAR[8:0] H'000 R/W MERAM上に確保するメモリ領域の使用開始アドレスをKバイト単位で指

定します（0～127）。（MEnnBSIZE.XSZM1[15:0]+1）を 2^n KBに切り

上げた数（1KBも含みます）の倍数で指定してください。 

MERAM上で使用されるメモリ領域の量に関しては、「41.2.3 

ICBnnMERAM設定レジスタ（MEnnMCNF）」を参照してください。  

41.3.4 ライン番号・オフセットアド

レスに関する補足 

41-26 説明を修正 

（b）画像モジュールのストライド長を外部メモリ上の値と合わせた使用

法 

• MEnnMCNF.BNM＝確保したいバッファライン数を 1KB単位で指定し

ます。 

• MEnnMCNF.KRBNM/MEnnMCNF.KWBNMには、「41.5 対応モジ

ュール個別の設定」で記述される各 IPの必要保持ライン数を nとし

て、次のように算出した値を設定してください。 

41.5.5 VPUの画像出力 41-37 説明を修正 

（b）保持ライン数の条件 

• VPU.VP4_DWY_ADDRに対応するバッファ：20以上 

• VPU.VP4_DWC_ADDRに対応するバッファ：12以上 

42.1 特長 

図 42.1 2D-DMACブロック図 

42-2 図を差し替え 

42.5 使用上の注意事項 

42.5.1 切り出し画像サイズに対す

る制約 

42-25 項目を追加 
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46.1 特長 

図 46.1 ATAPIブロック図 

46-1 図を修正 

HPBバスへ
HPBバスクロック：83 MHz 
データバス幅：32ビット

SHwyバスクロック：166 MHz 
データバス幅：64ビット

SHwyバスへ

レジスタバス
インタフェース

ATAPI
インタフェース
コントロール
レジスタ

SHwyバス
インタフェース

 

50.4.2 H-UDIリセット 50-8 説明を修正 

SDIRコマンドによりシステムリセットをかけられます。H-UDIの端子

から H-UDIリセット・アサートコマンドを送り、さらに H-UDIリセット・

ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます（図 50.3参照）。

H-UDIリセット・アサートコマンドと H-UDIリセット・ネゲートコマン

ド間に必要な時間は、システムリセットをかけるためにリセット端子を

ローレベルに保つ時間と同じです。 

51.1 レジスタアドレス一覧 51-2 表を修正 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

PRIコントロールレジスタ 4(ICB) PRPRICR 4 R/W H'FF80 0048 32 

PRIコントロールレジスタ 5     予約 R/W H'FF80 0050 

SuperHyway 

32  

 

 

51-4 表を修正 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

DBSC2ステータスレジスタ DBSTATE R  H'FD00 000C 32 DBSC  

 51-5 表を修正 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

SDRAMモード設定レジスタ DBMRCNT W  H'FD00 0060 DBSC 32  

 51-17 表を修正 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD2_1 R/W H'A4D9 00D4 USB 16  
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51.2 各動作モードにおけるレジス

タの状態 

51-58 表を削除 
略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ モジュール 

SYSCFG_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BUSWAIT_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SYSSTS_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DVSTCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TESTMODE_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFO_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFO_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFO_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFOSEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFOCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFOSEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFOCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFOSEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFOCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USB 

 

52.2 推奨動作条件 

表 52.2 推奨動作条件 

52-2 表を修正 
項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

1.15 － 1.3 V M1φ≦125MHz PLL用電源 VDD_PLL 

1.25 － 1.35 V M1φ≦166MHz 

1.15 － 1.3 V M1φ≦125MHz FLL用電源 VDD_FLL 

1.25 － 1.35 V M1φ≦166MHz 

DDR用電源 VCCQ_DDR 1.7 1.8 1.9 V  

USBアナログ 1.2V電源 AV12 1.15 － 1.35 V  

USBデジタル 1.2V電源 UV12 1.15 － 1.35 V  

USBデジタル 1.2V電源 DV12 1.15 － 1.35 V  

USBアナログ 3.3V電源 AV33 3.0 3.3 3.6 V  

USBデジタル 3.3V電源 DV33 3.0 3.3 3.6 V  

電源

電圧 

DDR2参照電圧 

（MVREF端子）* 

Vref 0.49×

VCCQ_DDR 

0.50×

VCCQ_DDR 

0.51×

VCCQ_DDR 

V  

 

52.3.1 電源の投入順序について 52-3 説明を修正 

クロックモード 3～7を使用する場合は、RTC_CLKの供給が必要です。

VCCQ電源を投入した後、1.2V系電源を投入するまでに RTC_CLKを入

力してください。 

52.4 DC特性 

表 52.5 DC電圧特性 

52-8 測定条件を修正 

IOH＝2mA  → IOL＝2mA 

52.5.4 BSCバスタイミング仕様 

表 52.11 BSCバスタイミング 

52-17 注を追加 

【注】 表中の tcycはCKOクロック出力サイクル時間 tCKOcycを示します。 

CSアサート開始（H->L）時 

通常空間、非同期バーストROM、バイト選択付きSRAM、PCMCIA

の初回ライトアクセス時は min側スペックは無効です。 

CSネゲート（L->H）時 

通常空間、バイト選択付き SRAM、PCMCIAのリードアクセス時

で連続した後続アクセスが無いとき、CS信号ネゲートの 1サイ

クル後にアドレス信号が変化します。 

この場合は max側スペックは無効になります。 

また、PCMCIA（IOカード）のライトアクセス時は、連続アクセ

ス時も CS信号ネゲートの 1サイクル後にアドレス信号が変化し

ますので、max側スペックは無効です。 

52.5.5 DBSCバスタイミング 

表 52.12 DDR2-SDRAMインタフェ

ースタイミング 

52-33 表を修正 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

CK周期 tCK 6.0 8  ns 

CK high期間 tCH (abs) 0.45 0.55 tCK 

CK low期間 tCL (abs) 0.45 0.55 tCK 

52.25 
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52.5.13 LCDCモジュール信号タイ

ミング 

図 52.49 LCDC AC特性 SYSインタ

フェース、コマンドライトバスサイク

ル 

52-51 図タイトルを修正 

（MLDMT2R.WCEC＝5、MLDMT2R.WCLW＝3） 

図 52.50 LCDC AC特性 SYSインタ

フェース、コマンドリードバスサイク

ル 

52-52 図タイトルを修正 

（MLDMT3R.RDLC＝4、MLDMT3R.RCEC＝5、MLDMT3R.RCLW＝3） 
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1. 概要 

1.1 SH7724の特長 

SH7724（SH-MobileR2R）は、ルネサスオリジナルの SH-4Aプロセッサをコアとして、モバイル、カーナビゲ

ーション、デジタル民生機器などのマルチメディアアプリケーションに適した周辺機能を集積したシステム LSI

です。SH7724の特長を表 1.1に示します。 
 

表 1.1 本 LSIの特長 

項 目 特   長 

最大動作周波数 • CPUコア：500MHz、内部バス：166.7MHz、周辺バス：41.7MHz 

CPU性能 • 900MIPS、3.5GFLOPS（500MHz動作時） 

キャッシュ • 一次キャッシュ：命令 32Kバイト／データ 32Kバイト 

• 二次キャッシュ：256Kバイト（命令、データ混在） 

外部メモリ 

インタフェース 

• DDR2-SDRAM/Mobile DDR-SDRAM兼用インタフェース：DDR333、バス幅 32ビット、最大 512Mバ

イト接続可能 

• SRAM、NORフラッシュメモリ、PCMCIAインタフェース：バス幅 32ビット、最大 83.3MHz 

内蔵周辺機能 • 各種動画フォーマット（H.264、MPEG-4、VC-1）に対応したマルチコーデック「VPU5F」を搭載し、

HD（High Definition 1280×720画素）サイズ 30fpsの録画／再生を実現可能 

• 高速、高品質な地図描画を実現する 2Dグラフィックスアクセラレータ 

• 24ビット TFTカラー液晶パネル対応 LCDコントローラに加え、ITU-R BT.601/656準拠のデジタルビ

デオ出力機能を搭載し、2画面の同時出力に対応 

• 24ビットオーディオ専用 DSPを搭載し、各種オーディオ処理を低消費電力で実現可能 

• USB2.0ハイスピード対応ホスト＆ファンクションを 2チャネル搭載 

• MMC4.2インタフェースにより NANDフラッシュメモリを接続可能。NANDフラッシュメモリからのブ

ートに対応 

• イーサネット MACを搭載（10M/100Mbps） 

低消費電力機能 • 電源領域の分離、各種スタンバイモードのサポート 

パッケージ • 449ピン BGA（0.8mmピッチ、21mm×21mm） 

• 441ピン POP（0.5mmピッチ、14mm×14mm） 

【注】POPのパッケージ情報については別冊資料を参照ください。 

電源電圧 • コア：1.15V～1.30V（VPU 125MHz以下）。1.25V～1.35V（VPU 125MHz～166.7MHzの場合） 

• I/O：1.65V～1.95V/2.7V～3.6V選択可能 

動作周囲温度 • －40℃～85℃（449ピン BGA） 

• －20℃～70℃（441ピン POP） 

製造プロセス • 65nm CMOSプロセス 
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1.2 ブロック図 

図 1.1に SH7724のブロック図を示します。( )内に各モジュールの主要な動作クロックを示します。 
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1.3 モジュール仕様概要 

各モジュールの仕様概要を表 1.2に示します。詳細は各モジュールの章を参照してください。 
 

表 1.2 モジュール仕様概要 

項 目 説   明 

CPU • ルネサスオリジナルアーキテクチャ（SH-4A） 

• 32ビット内部データバス 

• 汎用レジスタファイル 

• RISCタイプ命令セット（SH-1、SH-2、SH-3、SH-4と上位互換性あり） 

• FPUを含む 2命令同時実行型スーパスカラ 

• 命令実行時間：最大 2命令／サイクル 

• 仮想アドレス空間：4Gバイト 

• 空間識別子 ASID：8ビット、256仮想アドレス空間 

• 乗算器内蔵 

• 8段パイプライン 

浮動小数点 

ユニット（FPU） 

• 浮動小数点コプロセッサ内蔵 

• 単精度（32ビット）および倍精度（64ビット）をサポート 

• IEEE754規格に準拠したデータタイプおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍および 0方向への丸め 

• 非正規化数の扱い：0への切り捨て、または IEEE754に準拠のための割り込み発生 

• 浮動小数点レジスタ：32ビット×16ワード×2バンク 

（単精度×16レジスタまたは倍精度×8レジスタ）×2バンク 

• 32ビット CPU-FPU浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

• FMAC（乗算およびアキュムレート）命令をサポート 

• FDIV（除算）、FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0/FLDI1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 3Dグラフィック命令（単精度のみ） 

• 10段パイプライン 

メモリ 

マネジメント 

ユニット（MMU） 

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間識別子（ASID8ビット） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、8K、64K、256K、1M、4M、64Mバイト 

• 命令に対する 4エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアによる入換方法およびランダムカウンタ方式入換アルゴリズムをサポート 

• TLBの内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

• 32ビット物理アドレス拡張モードをサポート 

【注】初期状態は 29ビット物理アドレスモードです。 
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項 目 説   明 

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ（IC） 

－32Kバイト、4ウェイセットアソシアティブ 

－32バイトブロック長 

• オペランドキャッシュ（OC） 

－32Kバイト、4ウェイセットアソシアティブ 

－32バイトブロック長 

－選択可能な書き込み方式（コピーバック／ライトスルー） 

• ストアキュー（32バイト×2エントリ） 

2次キャッシュ

（L2C） 

• 命令・データ共用型 256Kバイトキャッシュ 

• 32バイトブロック長· 

• ライトスルー 

ILメモリ（ILRAM） • 3本の独立した読み出し／書き込みポート 

－CPUからの命令フェッチアクセス 

－CPUからの 8/16/32ビットオペランドアクセス 

－SuperHywayバスマスタからの 8/16/32/64ビットおよび 16/32バイトアクセス 

• 容量：16Kバイト 

SuperHywayバス 

（SHwy） 

• アドレス 32ビット、データ幅 64ビットの高性能オンチップシステムバス 

• パケットルータ（GPR）によりイニシエータ／ターゲット間の転送制御 

• イニシエータとなるモジュール：SH-X2、DBG、DMAC、ICB、2DG、ATAPI、EtherMAC、SPU 

• 各イニシエータ間の優先度を動的に設定可能 

通常転送時：完全 LRU方式 

緊急転送時：特定のイニシエータの優先度設定可能 

RSメモリ 

（RSRAM） 

• CPUおよび SuperHywayバスマスタからアクセス可能な内蔵 RAM 

• R-スタンバイモード時にデータを保持 

• 容量 2Kバイト 

• R-スタンバイモードから復帰用のプログラム格納用に使用可能 

割り込み 

コントローラ

（INTC） 

• 9本の外部割り込み端子（NMI、IRQ7～IRQ0） 

－NMI：立ち下がり／立ち上がり選択可能 

－IRQ：立ち下がり／立ち上がり／ハイレベル／ローレベル選択可能· 

• 周辺モジュール割り込み：モジュールごとに優先順位を設定。以下のモジュールが割り込みを発行。 

DMAC、ATAPI、TPU、TMU、CMT、MSIOF、SCIF、SCIFA、RTC、IrDA、KEYSC、USB、 

IIC、MMCIF、VPU、VIO5（CEU、VEU、BEU）、2DG、LCDC、VOU、JPU、ICB、2D-DMAC、 

TSIF、FSI、SPU2、EtherMAC、SDHI 
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項 目 説   明 

バスステート 

コントローラ

（BSC） 

• SRAM、バースト ROM、PCMCIAインタフェース機能をサポート 

• 合計で最大 256MBまでの外部アドレス空間をサポート。空間分割数は以下の 2通りから選択可能。 

－アドレスマップ 1：エリア 0、4、5A、5B、6A、6Bの 6空間 

－アドレスマップ 2：エリア 0、4、5、6の 4空間 

• 各エリアには独立に以下の設定が可能 

－メモリ種類：SRAM、NOR-フラッシュメモリ、バースト ROM、PCMCIA 

－データバス幅：8ビット／16ビット／32ビット切り替え可能（エリア 0は 16ビット／32ビット） 

－ウェイトサイクル数 

DDR SDRAM用 

バスステート 

コントローラ

（DBSC） 

• DDR2-SDRAM／Mobile DDR-SDRAMを直結可能 

• 物理アドレス空間：最大 512Mバイトをサポート 

• データバス幅：32／16ビット 

• オートリフレッシュ／セルフリフレッシュをサポート 

• サポートバンク数：4、8バンク（DDR2-SDRAM）、4バンク（Mobile DDR-SDRAM） 

ただし、8バンク設定時、同時にオープンとなるのは 4バンクまで 

• バースト長：4固定 

• バーストタイプ：シーケンシャル 

• CASレイテンシ：3固定 

• パワーダウン 

• ディープパワーダウン（Mobile DDR-SDRAMのみ） 

• パーシャルセルフリフレッシュ（Mobile DDR-SDRAMのみ） 

• オートプリチャージモード／バンクアクティブモード 

ダイレクトメモリ 

アクセス 

コントローラ

（DMAC） 

• 12チャネル内蔵、内 2チャネルは外部リクエスト受け付け可能 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は 4Gバイト 

• データ転送長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、32バイト 

• 最大転送回数：16,777,216回 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

転送要求：外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリクエストの 3種類から選択可能。 

• 内蔵周辺モジュールリクエストを発行するモジュール 

SCIF、SCIFA、MSIOF、SDHI、TSIF、IrDA、USB、MMCIF 

• バスモード：サイクルスチールモード（通常モードとインターミッテントモード）とバーストモードか

ら選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送終了時に CPUへ割り込み要求可能を発生可能 

• リピート機能：DMA転送終了時に、転送元、転送先、転送回数を自動で再設定する機能 

• リロード機能：指定回数分の DMA転送終了時に、転送元、転送先を自動で再設定する機能 
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項 目 説   明 

クロックパルス 

発振器（CPG） 

• 3種類のクロックソースを選択可能 

－EXTAL端子入力：10MHz～66.7MHz 

－RTC_CLK端子入力：32.768KHz。RTCの動作クロック 

FLL回路により MHz帯まで逓倍しシステムクロックのソースとして使用可能 

－水晶振動子：EXTAL端子、XTAL端子に接続 

• 4種類のシステムクロックを生成 

－CPUクロック（Iφ）：最大 500MHz 

－SuperHyway/DDRクロック（Sφ）：最大 166.7MHz（DDR333対応） 

－バスクロック（Bφ）：最大 83.4MHz 

－周辺クロック（Pφ）：最大 41.7MHz· 

• 周辺モジュールの専用クロックを生成 

－M1φ：VPUの動作クロック。最大 166.7MHz 

－RCLK：RWDT、CMTの動作クロック 

－FSICK：FSIのインタフェース用クロック 

• ソフトウェアによる PLL逓倍率／分周率制御によりシステムクロック周波数を動的に変更可能 

• 低消費電力機能 

－モジュールスタンバイ機能（モジュール単位でクロックを停止） 

－スリープモード（CPUコアのクロックを停止） 

－ソフトウェアスタンバイモード（I/O部と RCLK動作領域を除いて、LSI内部のクロックを停止） 

－R-スタンバイモード（RCLK動作領域、RSメモリ、一部レジスタを除き、LSI内部の電源を切断） 

－U-スタンバイモード（I/O部と RCLK動作領域を除いて LSI内部の電源を切断） 

Rウォッチドッグ

タイマ（RWDT） 

• 1チャネルの RCLK動作のウォッチドッグタイマ 

• 各種パワーダウンモード時に動作可能 

• カウンタオーバフローによりシステムリセットを発生 

タイマユニット

（TMU） 

• 32ビットタイマ、6チャネル内蔵 

• オートリロード方式の 32ビットダウンカウンタ 

• Pφでのプリスケーラ内蔵 

タイマパルス 

ユニット（TPU） 

• 16ビットタイマ 4チャネル内蔵 

• 4本のパルス出力が可能 

• 最大 4相の PWM出力が可能 

コンペアマッチ 

タイマ（CMT） 

• 32ビットタイマ 1チャネル内蔵（16ビット／32ビット切り替え可） 

• 源クロック：RCLK 

• コンペアマッチ機能内蔵 

リアルタイム 

クロック（RTC） 

• RTC_CLK動作のタイマで、時計・カレンダ機能を搭載 

• アラーム割り込み、周期割り込みを発生 
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項 目 説   明 

シリアル I/O 

FIFO付（MSIOF） 

• 2チャネル内蔵 

• 送受信 FIFOおのおの 64バイト内蔵 

• クロック同期シリアルマスタ／スレーブモード。全二重通信対応 

－8ビット／16ビット／16ビットステレオ音声入出力対応 

－24ビットステレオ音声入出力対応 

－Bφおよび外部端子からのサンプリングレートクロックを入力選択可 

－Bφでのプリスケーラ内蔵 

• SPIマスタ／スレーブモードサポート。全二重通信対応 

－データサンプリングとしてシリアルクロック（SCK）の立ち下がりエッジ／立ち上がりエッジを選択 

－送信タイミングとして SCKのクロックフェーズを選択 3つのスレーブデバイスを選択 

－送受信データ長は 8ビット／16ビット／32ビットを選択可能 

FIFO内蔵 

シリアルコミュニ

ケーション 

インタフェース

（SCIF） 

• 3チャネル内蔵（SCIF0～SCIF2） 

• 送受信用 FIFOおのおの 16バイト（8ビット×16段）内蔵 

• 調歩同期式モードおよびクロック同期式モード（マスタ／スレーブ）をサポート 

• Bluetooth対応の高速 UART 

• Pφでのプリスケーラ内蔵 

FIFO内蔵 

シリアルコミュニ

ケーション 

インタフェース

（SCIFA） 

• 3チャネル内蔵（SCIFA3～SCIFA5） 

• 送受信用 FIFOおのおの 64バイト（8ビット×64段）内蔵 

• 調歩同期式モードおよびクロック同期式モード（マスタ／スレーブ）をサポート 

• モデムコントロール機能（RTS、CTS）内蔵（SCIFA3のみ） 

• Bluetooth対応の高速 UART 

• Bφでのプリスケーラ内蔵 

IrDA 

インタフェース

（IrDA） 

• バージョン 1.2a対応 

• CRC生成機能あり 

キースキャン 

インタフェース

（KEYSC） 

• キースキャン対応：キー入力割り込み検出にチャタリング防止機能付 

• 入力／出力本数切り替え可能（入力 5本／出力 6本、入力 6本／出力 5本、入力 7本／出力 4本） 

• ソフトウェアスタンバイ、R-スタンバイ、U-スタンバイからキー入力で復帰可能 

ATAPI 

インタフェース 

（ATAPI） 

• プライマリーチャネル機能 

• マスタ／スレーブ機能 

• PIOモード 0～4、マルチワード DMAモード 0～2、ウルトラ DMAモード 0～4をサポート 

• ディスクリプタモードをサポート 

• 3.3V I/Oインタフェース 
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項 目 説   明 

USB2.0 

ホスト＆ 

ファンクション 

モジュール 

（USB） 

• USB2.0のホストコントローラとファンクションコントローラを内蔵 

• USBホスト機能 2チャネルとファンクション機能 2チャネルをレジスタ設定により切り替え可能 

• Hi-Speed転送（480Mbps）、Full-Speed転送（12Mbps）、Low-Speed転送（1.5Mbps）に対応 

• USBトランシーバ内蔵 

• USBの全転送タイプに対応 

コントロール転送、バルク転送、インタラプト転送（High Bandwidthは非対応） 

アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応） 

• 最大 10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む） 

• パイプ 1～9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能 

• 各パイプの設定可能な転送方式 

パイプ 0：コントロール転送 

パイプ 1、2：バルク転送またはアイソクロナス転送 

パイプ 3～5：バルク転送 

パイプ 6～9：インタラプト転送 

• EXTALUSB入力クロック：48MHz 

I2Cバス 

インタフェース

（IIC） 

• 2チャネル内蔵（IIC0、IIC1） 

• シングルマスタ送受信対応 

• 標準モード（100kHz）および高速モード（400kHz）に対応 

ビデオ 

プロセッシング 

ユニット 

（VPU） 

• 各種動画フォーマットに対応したマルチコーデック「VPU5F」を搭載 

• MPEG-4単一 VOP（Video Object Plane）符号化／復号処理実行 

• 対応規格： 

MPEG-4 Simple Profile 

MPEG-4 H.264（Baseline）*1 

JPEG Baseline（VLCはソフトウェア処理要） 

WMV Simple Profile MainProfile*2 

【注】*1 Baselineの一部 TOOLは非サポート 

 *2 一部 TOOL（Dynamic Resolution Change、B-Frame、Range Reduction）は非サポート 

• 対応画像サイズ：Sub-QCIF～XGA、HD（1280×720）対応 

• 対応ビットレート：最大 8Mbps 

• 動き検出方式：階層探索（ルネサスオリジナル方式） 

• Rate制御方式：符号量予測制御（ルネサスオリジナル方式）、VOP/MB双方対応 
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項 目 説   明 

キャプチャ 

エンジンユニット

（CEU） 

• カメラモジュールからの画像取り込み機能 

• 2チャネル内蔵（2カメラ対応） 

• カメラモジュールインタフェース 

YCbCrデータ（8／16ビット：YCbCr4:2:2）水平同期信号（HD）垂直同期信号（VD） 

バイナリデータ（RGB565等） 

• 取込画像サイズ：5M画素、3M画素、2M画素、UXGA、SXGA、XGA、SVGA、VGA、CIF、QVGA、

QCIF、QQVGA、Sub-QCIF等 

• 出力画像フォーマット：YCbCr（4:2:2／4:2:0） 

• 画像フォーマット変換機能： 

縮小画像生成プレフィルタ機能 

YCbCr 4:2:2→YCbCr 4:2:2、YCbCr 4:2:0 

YCbCrフォーマット（Y：8ビット／CbCr：16ビット） 

ビデオ 

エンジンユニット

（VEU） 

• メモリ内の画像処理機能 

• 2チャネル内蔵 

• ビデオ画像処理機能 

入力画像フォーマット：YCbCr画像（Y/CbCrプレーン画像）、RGB画像（RGBパック画像） 

出力画像フォーマット：YCbCr画像（Y/CbCrプレーン画像）、RGB画像（RGBパック画像） 

• 画像処理機能： 

縮小・拡大画像生成フィルタ機能 

YCbCr→RGB／RGB→YCbCr変換機能 

ディザ処理機能（RGB減色時） 

• フィルタ処理機能 

ミラー、上下反転、点対称、±90°画像変換機能 

デブロッキングフィルタ 

メディアンフィルタ 

• ビデオ画像処理機能とフィルタ処理の複合動作機能 

ブレンド 

エンジンユニット

（BEU） 

• 画像ブレンド機能 

• 2チャネル内蔵（2画面同時出力対応） 

• PinP機能 

入力画像フォーマット：YCbCr画像（Y/CbCrプレーン画像）、RGB画像（RGBパック画像） 

出力画像フォーマット：YCbCr画像（Y/CbCrプレーン画像）、RGB画像（RGBパック画像） 

• グラフィック処理機能 

入力グラフィックフォーマット：YCbCr／RGB画像 

出力グラフィックフォーマット：YCbCr／RGB画像 

• PinPとグラフィックの複合動作 

PinPの 2画面とグラフィックの 1画面を同時にブレンド処理 

• 処理結果のメモリへの書き戻し機能 

• フレーム間引き機能（1/2、1/3、1/4、1/5、1/6間引き） 
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項 目 説   明 

2Dグラフィック 

アクセラレータ

（2DG） 

• 描画機能 

4頂点面描画、多角形描画、線描画、高機能太線描画、アンチエイリアス処理、 

ラスタオペレーション／αブレンド付き BitBLT 

• 色表現  

－ソース：1、8、16ビット／画素 

－描画：8、16ビット／画素 

－ワーク：2値 

• スクリーン座標 

－X方向 0～4095 

－Y方向 0～4095 

LCDコントローラ

（LCDC） 

• 対応液晶パネル：TFTカラー液晶、最大 XGA、HD（1280×720）クラスまで対応可能 

• 入力データ形式：12/16/18/24bpp 

• LCDドライバインタフェース： 

－メモリバスとは独立した LCD専用バス 

－RGBインタフェースと 80系 CPUバスインタフェースから選択可能 

－ビット幅は 8／9／12／16／18／24をサポート 

－1ピクセル 1回／2回／3回転送モードをサポート 

－RGBインタフェース時、各信号の極性、SYNCの出力位置、幅をプログラマブルに設定可能 

－80系 CPUバスインタフェース時、アクセスサイクルをプログラマブルに設定可能 

• ドットクロック：ソースクロックにバスクロック、周辺クロックまたは外部クロックから選択可能· 

• 表示データ取得：パネルのリフレッシュレートに応じた連続モードと動画のフレームレートに応じた 1

ショットモードをサポート、または書き換え部分のみのデータ取得可能 

• カラーパレット：256エントリ／24ビット入出力のカラーパレットを搭載 

• 割り込み：フレーム単位やユーザ指定ライン位置での割り込み発生可能 

ビデオ出力 

ユニット（VOU） 

• 出力形式：ITU-R BT.601準拠、ITU-R BT.656準拠 

• 出力インタフェース：Y/C分離 16ビットインタフェース、Y/C多重 8ビットインタフェースをサポート 

• ピクセル周波数：13.5MHz（16ビットインタフェース時）、27MHz（8ビットインタフェース時） 

• パーシャル画像表示：任意背景色（レジスタ設定可能）＋表示画像 

• 対応画像サイズ：Sub-QCIF、QVGA、VGAなど 

JPEG 

プロセッシング 

ユニット（JPU） 

• 対応規格：JPEGベースライン 

• 演算精度：JPEG Part2、ISO-IEC10918-2準拠 

• カラーフォーマット：YCbCr（4:2:2／4:2:0） 

• 量子化テーブル：4テーブル内蔵 

• ハフマンテーブル：4テーブル内蔵（AC係数 2テーブル、DC係数 2テーブル） 

対象マーカ：SOI、SOF0、SOS、DQT、DHT、DRI、RSTm、EOI 
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項 目 説   明 

メディア RAM 

（MERAM） 

• 128Kバイト搭載 

• 最大 32面のラインバッファ管理機能搭載 

• 対応 IPのリードフィルバッファ、ライトバックバッファとして使用可能 

• 対応 IP間の中間バッファとして使用可能。 

• LCDC向けフレームバッファデータの一部をキャッシュ可能 

画像切り出し 

ダイレクトメモリ

アクセス 

コントローラ 

（2D-DMAC） 

• YcbCr 2面、RGB 4面の処理可能 

• RGB時 1画素、YCbCr時 2画素単位で画像の切り出しが可能 

• 各種 RGBフォーマット間でフォーマット変換をサポート 

• X方向、Y方向にそれぞれ 2倍に拡大出力が可能 

• 上下／左右反転および 90°/270°回転機能 

TSインタフェース

（TSIF） 

• シリアル TSデータ入力· 

• 合計 38種の PIDフィルタリング可能 

（ただし、PAT/CATパケットは固定、PCR/Video/Audioパケットは専用の PID値） 

FIFO内蔵シリアル

インタフェース 

（FSI） 

• 24ビットステレオ 

• PCM、I2Sフォーマット対応 

• サウンド入力、出力各 2系統 

• シリアル入出力は、外部の A/D、D/Aコンバータに直結可能 

• SPUと直結可能 

サウンド 

プロセッシング 

ユニット（SPU2） 

• オーディオ DSP（24bit Dual MAC）を 2個内蔵 

• DMA機能内蔵 

• プログラム用 RAM 160Kバイト、データ用 RAM 264Kバイトを内蔵 

イーサネットMAC

コントローラ

（EtherMAC） 

• イーサネットの MAC（Media Access Control）層規格に準拠したイーサネットコントローラ 

－イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信 

－10Mbpsおよび 100Mbps転送への対応 

－全二重モードおよび半二重モード対応 

－RMII（Reduced Media Independent Interface）対応 

－IEEE802.3x規格のフロー制御準拠 

• 専用 DMAコントローラを搭載 

－ディスクリプタ管理方式のデータ転送による CPU負荷の軽減 

－送受信フレームステータスのディスクリプタへの反映 

－ブロック転送（32バイト単位）によるシステムバスの効率使用 

－シングルフレーム・マルチバッファ方式対応可能 

－受信データへのパディング挿入によるソフトウェアの処理能力の向上 

マルチメディア 

カード 

インタフェース 

（MMCIF） 

• Multi Media Card（MMC）、CE-ATAデバイスとのインタフェース 

• データバス：1ビット／4ビット／8ビット MMCモードに対応（SPIモード非対応） 

• ブロック転送に対応（ストリーム転送非対応） 

• マルチブロック転送時のブロックサイズ：512バイト 

• Command Completion Signalに対応（CE-ATA） 

• MMC4.2対応 NANDブート機能 
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項 目 説   明 

SDカードホスト

インタフェース

（SDHI） 

• 2チャネル内蔵 

• SDメモリ／SDIOインタフェースに対応 

• カード検出機能 

• 最大動作周波数：50MHz（High Speed対応） 

I/Oポート • 入出力兼用ポートはビットごとに入出力切り替え可能 

ユーザブレーク 

コントローラ

（UBC） 

• ユーザブレーク割り込みによるデバッグをサポート 

• 2本のブレークチャネル 

• アドレス、データ値、アクセスタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設定可能 

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 

ユーザデバッグ 

インタフェース

（H-UDI） 

• E10Aエミュレータのサポート 

• リアルタイム分岐トレース 
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1.4 端子配置図（BGA449） 

BGA449の端子配置図を図 1.2、図 1.3に示します。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

SH7724 

21×21mm

（上面図）
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図 1.2 BGA449端子配置図 



 

1. 概要 

1-14  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

A B C D E F G H J K L M N P R T U V W Y AA AB AC AD AE

A B C D E F G H J K L M N P R T U V W Y AA AB AC AD AE

25 25VSS PTN0 PTL3 PTL0 PTM4 PTZ0 CKO IOIS16 CS5A WE1 A24 A20 A15 A13 A12 A8 A6 A1 A0 D29 D25 D22 D18 D14 VSS

24 24PTN5 PTL7 PTL5 PTM7 PTM5 PTZ1 PTU6 CS6A CS4 RD A25 A23 A19 A14 A9 A7 A2 D30 D28 D26 D19 D17 D13 D9 D4

23 23PTX2 PTN3 PTN1 PTL2 PTM6 PTM3 PTU7 WAIT CS6B CS0 WE0 A21 A16 A10 A5 A4 WE2 D27 D24 D20 D16 D12 D10 D6 D2

22 22PTX6 PTX5 PTX3 PTN2 PTL1 PTN4 PTL6 PTL4 PTM2 CS5B RDWR A22 A17 A18 A3 D31 D21 D15 D23 D7 D11 D8 D5
MDQ

21
VCCQ_ 
DDR

21 21PTZ5 PTX7 SDA0 SCL0
VCCQ_ 

SR
VSS VSS VCCQ1 VCCQ1 VCCQ1 VSS VCCQ1 VCCQ1 A11 WE3 VSS VCCQ1 VCCQ1 VCCQ1 VSS VSS D3 D1

MDQ
26

MDQ
29

20 20PTU0 PTZ7 PTZ3 PTX4
VCCQ_ 

SR
VSS D0

MDQ
18

MDQ
24

MDQ
31

19 19PTU4 PTU3 PTZ6 PTZ4
VCCQ_ 

SR
VCCQ_ 
DDR

MDQ
16

MDQ
23

MDQS
3

MDQS
3

18 18PTV1 PTE7 PTU2 PTU5 PTU1
VCCQ_ 
DDR

MDQS
2

MDQS
2

MDQ
25

MDQM
3

17 17PTV5 PTV3 PTV4 PTV2 PTE6
MV

REF1
MDQ 

22
MDQM

2
MDQ 

27
MDQ 

30

16 16
VDD_ 

PLL
VSS_ 

PLL
PTV7 PTV6 PTV0 VDD VDD VDD VDD VDD VDD VDD VSS

MDQ 
17

MDQ
20

MDQ 
19

MDQ 
28

15 15
VDD_ 

FLL
VSS_ 

FLL
PTH1 PTN6 PTN7 VDD VSS VSS VSS VSS VSS VDD

VCCQ_ 
DDR

MCLK MCLK MA6 MA11

14 14PTH0 PTH3 PTH6 PTH4 PTH2 VSS VSS VSS VSS VSS VSS VSS
VCCQ_ 
DDR

MA8 MA12 MCS MA2

13 13PTH5 PTH7 PTK1 PTK2 PTK0 VSS VSS VSS VSS VSS VSS VSS VSS MCAS MA0 MRAS MODT

12 12PTK3 PTK4 PTK5 PTK6
VCCQ_ 

VIO
VSS VSS VSS VSS VSS VSS VSS

VCCQ_ 
DDR

MA4 MA5 MBA1 MWE

11 11PTK7 PTS0 PTS6 PTS1
VCCQ_ 

VIO
VDD VSS VSS VSS VSS VSS VDD

VCCQ_ 
DDR

MCKE MA1 MBA2 MBA0

10 10PTS2 PTS4 SDA1 PTS3 VSS VDD VDD VDD VDD VDD VDD VDD VSS MA9 MA7 MA3 MA10

9 9SCL1 PTS5 VBUS0
DG12_ 

0
DV12_

0
VCCQ_ 
DDR

MDQ
2

MDQ
0

MDQ
5

MA13

8 8DM0
DG33_

0
AV12_

0
UG12_

0
UV12_

0
VCCQ_ 
DDR

MDQS
0

MDQS
0

MDQ
13

MDQ
7

7 7DP0
DV33_

0
AG12_

0
DG12_

1
DV12_

1
MV

REF0
MDQM

0
MDQ

6
MDQ

15
MDQ

10

6 6
AV33_

0
AG33_

0
VBUS1

UG12_
1

UV12_
1

VSS
MDQ

1
MDQ

3
MDQS
1

MDQ
8

5 5
REFR

IN0
DG33_

1
DV33_

1
AG12_

1
VSS VSS VCCQ VCCQ VSS VSS VSS

VCCQ_ 
MMC

VCCQ_ 
MMC

VCCQ_ 
SDC

VCCQ_ 
SDC

VSS
VCCQ_ 
LCD

VCCQ_ 
LCD

VCCQ_ 
LCD

VSS VSS MSLD
MDQ

4
MDQM

1
MDQS

1

4 4DM1
AV33_

1
AV12_

1
MD5 MD8 MD0

RESET
P

STAT 
US0

TRST PTG5 NMI PTW3 PTX1 PTY6 PTY3 PTC6 PTD4 PTE0 PTE4 PTF7 PTF3 PTM0 VSS
MDQ

14
MDQ

11

3 3DP1
AG33_

1
MD2 TSTMD STAT

US2
BOOT TMS PTG0 PTG3 MPMD PTW0 PTW4 PTX0 PTY4 PTZ2 PTC3 PTD0 PTD3 PTD6 PTE1 PTF0 PTF4 PTM1

MDQ
12

MDQ
9

2 2
REFR

IN1
XTAL
USB

MD1
RTC_
CLK

RESET
OUT TST TDI PTG1 PTG4

ASE
BRK PTW1 PTW6 PTY0 PTY2 PTY7 PTC1 PTC4 PTC7 PTD2 PTD7 PTE3 PTF2 PTF5 VSS

VCCQ_ 
DDR

1 1VSS
EXTAL
USB

MD3
RESET
A

PDST
ATUS

TCK TDO PTG2 EXTAL XTAL PTW2 PTW5 PTW7 PTY1 PTY5 PTC0 PTC2 PTC5 PTD1 PTD5 PTE2 PTE5 PTF1 PTF6 VSS

（上面図）

 

図 1.3 BGA449端子配置図 
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1.5 端子配置表（BGA449） 

表 1.3に BGA449の端子配置、各端子のマルチプレクス機能および I/Oバッファの仕様を示します。端子機能

の詳細については、「1.6 端子の機能」および関連するモジュールの章を参照してください。マルチプレクス機

能の設定方法は「第 48章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。各動作モードにお

ける端子の状態については「付録 D. リセット、低消費電力状態での端子状態」を参照してください。 

表 1.3の記載内容について以下に説明します。 

• No. 

端子の通し番号 

• ボール配置 

BGA449パッケージ上のボール配置。図1.4に対応します。 

• 端子名 

• マルチプレクス機能 

各端子にマルチプレクスされている機能を示します。 

• I/O 

IO：入出力（双方向）、I：入力、O：出力 

• I/OバッファTYPE 

analog：アナログ、schmitt：シュミットトリガ入力、open-drain：オープンドレイン出力、 

pull-up：プルアップ付き、pull-down：プルダウン付き 

• I/Oバッファ電源 

本製品は複数のI/O電源を使用します。各ピンのI/Oバッファを駆動する電源を示します。 

• 未使用時処理 

端子を使用しない場合の処理方法を示します。”-“の端子は必ず使用します。 

使用しない端子に関連するPFC（ピンファンクションコントローラ）のレジスタ設定は行わないでください。 
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表 1.3 端子配置表 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

1 A1 VSS VSS - - - - 

2 A2 REFRIN1 REFRIN1 I analog AV33_1 pull-down 

3 A3 DP1 DP1 IO analog DV33_1 open 

4 A4 DM1 DM1 IO analog DV33_1 open 

5 A5 REFRIN0 REFRIN0 I analog AV33_0 pull-down 

6 A6 AV33_0 AV33 - - - open 

7 A7 DP0 DP0 IO analog DV33_0 open 

8 A8 DM0 DM0 IO analog DV33_0 open 

9 A9 SCL1 SCL1 IO open-drain VCCQ_VIO open 

10 A10 PTS2 PTS2/VIO1_CLK/SCIF5_TXD IO/I/O pull-up VCCQ_VIO open 

11 A11 PTK7 PTK7/VIO1_D5/VIO0_D13/IDED5 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

12 A12 PTK3 PTK3/VIO1_D1/VIO0_D9/IDED1 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

13 A13 PTH5 PTH5/VIO0_D7 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

14 A14 PTH0 PTH0/VIO0_D2 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

15 A15 VDD_FLL VDD_FLL - - - - 

16 A16 VDD_PLL VDD_PLL - - - - 

17 A17 PTV5 PTV5/FSIIBBCK/MSIOF1_RXD IO/I/I pull-up VCCQ_SR open 

18 A18 PTV1 PTV1/CLKAUDIOBO/MSIOF1_MCK IO/O/I pull-up VCCQ_SR open 

19 A19 PTU4 PTU4/FSIIABCK IO/I pull-up VCCQ_SR open 

20 A20 PTU0 PTU0/CLKAUDIOAO IO/O pull-up VCCQ_SR open 

21 A21 PTZ5 PTZ5/IRQ5/SCIF3_SCK IO/I/IO pull-up VCCQ_SR open 

22 A22 PTX6 PTX6/DREQ1/IRDA_IN IO/I/I pull-up VCCQ_SR open 

23 A23 PTX2 PTX2/TS_SPSYNC IO/I pull-down VCCQ_SR open 

24 A24 PTN5 PTN5/DV_CLKI IO/I pull-down VCCQ_SR open 

25 A25 VSS VSS - - - - 

26 B1 EXTALUSB EXTALUSB I  VCCQ pull-down 

27 B2 XTALUSB XTALUSB O  VCCQ open 

28 B3 AG33_1 AG33 - - - open 

29 B4 AV33_1 AV33 - - - open 

30 B5 DG33_1 DG33 - - - open 

31 B6 AG33_0 AG33 - - - open 

32 B7 DV33_0 DV33 - - - open 

33 B8 DG33_0 DG33 - - - open 

34 B9 PTS5 PTS5/VIO1_FLD/TPUTI2/IDEIORDY IO/I/I/I pull-up VCCQ_VIO open 

35 B10 PTS4 PTS4/VIO1_HD/SCIF5_SCK IO/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

36 B11 PTS0 PTS0/VIO1_D6/VIO0_D14/IDED6 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 
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37 B12 PTK4 PTK4/VIO1_D2/VIO0_D10/IDED2 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

38 B13 PTH7 PTH7/VIO0_VD IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

39 B14 PTH3 PTH3/VIO0_D5 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

40 B15 VSS_FLL VSS_FLL - - - - 

41 B16 VSS_PLL VSS_PLL - - - - 

42 B17 PTV3 PTV3/FSIOBBCK/MSIOF1_TSCK IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

43 B18 PTE7 PTE7/FSIMCKB IO/I pull-up VCCQ_SR open 

44 B19 PTU3 PTU3/FSIIALRCK IO/I pull-up VCCQ_SR open 

45 B20 PTZ7 PTZ7/IRQ7/SCIF3_CTS IO/I/I pull-up VCCQ_SR open 

46 B21 PTX7 PTX7/DACK1/IRDA_OUT IO/O/O pull-up VCCQ_SR open 

47 B22 PTX5 PTX5/TS_SDAT/LNKSTA IO/I/I pull-down VCCQ_SR open 

48 B23 PTN3 PTN3/DV_VSYNC/SCIF2_RXD IO/O/I pull-up VCCQ_SR open 

49 B24 PTL7 PTL7/DV_D5/SCIF3_SCK/ 

RMII_RXD0 
IO/O/IO/I pull-up VCCQ_SR open 

50 B25 PTN0 PTN0/DV_D6/SCIF3_RTS/ 

RMII_CRS_DV 
IO/O/O/I pull-up VCCQ_SR open 

51 C1 MD3 MD3 I schmitt VCCQ - 

52 C2 MD1 MD1 I schmitt VCCQ - 

53 C3 MD2 MD2 I schmitt VCCQ - 

54 C4 AV12_1 AV12 - - - open 

55 C5 DV33_1 DV33 - - - open 

56 C6 VBUS1 VBUS1 I  DV33_1 pull-down 

57 C7 AG12_0 AG12 - - - open 

58 C8 AV12_0 AV12 - - - open 

59 C9 VBUS0 VBUS0 I  DV33_0 pull-down 

60 C10 SDA1 SDA1 IO open-drain VCCQ_VIO open 

61 C11 PTS6 PTS6/VIO_CKO IO/O pull-up VCCQ_VIO open 

62 C12 PTK5 PTK5/VIO1_D3/VIO0_D11/IDED3 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

63 C13 PTK1 PTK1/VIO0_FLD IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

64 C14 PTH6 PTH6/VIO0_CLK IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

65 C15 PTH1 PTH1/VIO0_D3 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

66 C16 PTV7 PTV7/FSIIBSD/MSIOF1_SS2/ 

MSIOF1_RSYNC 
IO/I/IO pull-up VCCQ_SR open 

67 C17 PTV4 PTV4/FSIIBLRCK/MSIOF1_TSYNC IO/I/O pull-up VCCQ_SR open 

68 C18 PTU2 PTU2/FSIOABCK IO/O pull-up VCCQ_SR open 

69 C19 PTZ6 PTZ6/IRQ6/SCIF3_RTS IO/I/O pull-up VCCQ_SR open 

70 C20 PTZ3 PTZ3/IRQ3/SCIF3_TXD IO/I/O pull-up VCCQ_SR open 

71 C21 SDA0 SDA0 IO open-drain VCCQ_SR open 
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72 C22 PTX3 PTX3/TS_SDEN/MDC IO/I/O pull-down VCCQ_SR open 

73 C23 PTN1 PTN1/DV_D7/SCIF3_CTS/ 

RMII_RX_ER 
IO/O/I/I pull-up VCCQ_SR open 

74 C24 PTL5 PTL5/DV_D3/SCIF3_TXD/ 

RMII_REF_CLK 
IO/O/O/I pull-up VCCQ_SR open 

75 C25 PTL3 PTL3/DV_D1/SCIF1_RXD/  

RMII_TXD0 
IO/O/I/O pull-up VCCQ_SR open 

76 D1 RESETA RESETA I schmitt VCCQ pull up 

77 D2 RTC_CLK RTC_CLK 
I schmitt VCCQ 

pull up/pull-down 

or Vss固定 

78 D3 TSTMD TSTMD I schmitt VCCQ pull up 

79 D4 MD5 MD5 I schmitt VCCQ - 

80 D5 AG12_1 AG12 - - - open 

81 D6 UG12_1 UG12 - - - open 

82 D7 DG12_1 DG12 - - - open 

83 D8 UG12_0 UG12 - - - open 

84 D9 DG12_0 DG12 - - - open 

85 D10 PTS3 PTS3/VIO1_VD/SCIF5_RXD IO/I/I pull-up VCCQ_VIO open 

86 D11 PTS1 PTS1/VIO1_D7/VIO0_D15/IDED7 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

87 D12 PTK6 PTK6/VIO1_D4/VIO0_D12/IDED4 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

88 D13 PTK2 PTK2/VIO1_D0/VIO0_D8/IDED0 IO/I/I/IO pull-up VCCQ_VIO open 

89 D14 PTH4 PTH4/VIO0_D6 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

90 D15 PTN6 PTN6/VIO0_D0 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

91 D16 PTV6 PTV6/FSIOBSD/MSIOF1_SS1/ 

MSIOF1_RSCK 
IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

92 D17 PTV2 PTV2/FSIOBLRCK/MSIOF1_TXD IO/O/O pull-up VCCQ_SR open 

93 D18 PTU5 PTU5/FSIOASD IO/O pull-up VCCQ_SR open 

94 D19 PTZ4 PTZ4/IRQ4/SCIF3_RXD IO/I/I pull-up VCCQ_SR open 

95 D20 PTX4 PTX4/TS_SCK/MDIO 
IO/I/IO 

schmitt, 

pull-down 
VCCQ_SR open 

96 D21 SCL0 SCL0 IO open-drain VCCQ_SR open 

97 D22 PTN2 PTN2/DV_HSYNC/SCIF2_TXD IO/O/O pull-up VCCQ_SR open 

98 D23 PTL2 PTL2/DV_D0/SCIF1_TXD/  

RMII_TXD1 
IO/O/O/O pull-up VCCQ_SR open 

99 D24 PTM7 PTM7/DV_D13/MSIOF0_TSCK IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

100 D25 PTL0 PTL0/DV_D14/MSIOF0_MCK IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

101 E1 PDSTATUS PTJ7/PDSTATUS O/O  VCCQ open 

102 E2 RESETOUT RESETOUT O  VCCQ open 

103 E3 STATUS2 PTJ6/STATUS2 O/O  VCCQ open 
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104 E4 MD8 MD8 I schmitt VCCQ - 

105 E5 VSS VSS - - - - 

106 E6 UV12_1 UV12 - - - open 

107 E7 DV12_1 DV12 - - - open 

108 E8 UV12_0 UV12 - - - open 

109 E9 DV12_0 DV12 - - - open 

110 E10 VSS VSS - - - - 

111 E11 VCCQ_VIO VCCQ_VIO - - - - 

112 E12 VCCQ_VIO VCCQ_VIO - - - - 

113 E13 PTK0 PTK0/VIO0_HD IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

114 E14 PTH2 PTH2/VIO0_D4 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

115 E15 PTN7 PTN7/VIO0_D1 IO/I pull-up VCCQ_VIO open 

116 E16 PTV0 PTV0/FSIIASD IO/I pull-up VCCQ_SR open 

117 E17 PTE6 PTE6/FSIMCKA IO/I pull-up VCCQ_SR open 

118 E18 PTU1 PTU1/FSIOALRCK IO/O pull-up VCCQ_SR open 

119 E19 VCCQ_SR VCCQ_SR - - - - 

120 E20 VCCQ_SR VCCQ_SR - - - - 

121 E21 VCCQ_SR VCCQ_SR - - - - 

122 E22 PTL1 PTL1/DV_D15 IO/O pull-up VCCQ_SR open 

123 E23 PTM6 PTM6/DV_D12/MSIOF0_RXD IO/O/I pull-up VCCQ_SR open 

124 E24 PTM5 PTM5/DV_D11/MSIOF0_TXD IO/O/O pull-up VCCQ_SR open 

125 E25 PTM4 PTM4/DV_D10/MSIOF0_TSYNC IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

126 F1 TCK TCK I pull-up VCCQ open 

127 F2 TST TST I  VCCQ pull-up 

128 F3 BOOT BOOT I schmitt VCCQ - 

129 F4 MD0 MD0 I schmitt VCCQ - 

130 F5 VSS VSS - - - - 

131 F21 VSS VSS - - - - 

132 F22 PTN4 PTN4/DV_CLK/SCIF2_SCK IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

133 F23 PTM3 PTM3/DV_D9/MSIOF0_SS1/ 

MSIOF0_RSCK 
IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

134 F24 PTZ1 PTZ1/IRQ1 IO/I pull-up VCCQ1 open 

135 F25 PTZ0 PTZ0/IRQ0 IO/I pull-up VCCQ1 open 

136 G1 TDO TDO O  VCCQ open 

137 G2 TDI TDI I pull-up VCCQ open 

138 G3 TMS TMS I pull-up VCCQ open 

139 G4 RESETP RESETP I schmitt VCCQ - 
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140 G5 VCCQ VCCQ - - - - 

141 G21 VSS VSS - - - - 

142 G22 PTL6 PTL6/DV_D4/SCIF3_RXD/ 

RMII_RXD1 
IO/O/I/I pull-up VCCQ_SR open 

143 G23 PTU7 PTU7/DACK0 IO/O pull-up VCCQ1 open 

144 G24 PTU6 PTU6/DREQ0 IO/I pull-up VCCQ1 open 

145 G25 CKO CKO O  VCCQ1 open 

146 H1 PTG2 PTG2/AUDATA2 O/O  VCCQ open 

147 H2 PTG1 PTG1/AUDATA1 O/O  VCCQ open 

148 H3 PTG0 PTG0/AUDATA0 O/O  VCCQ open 

149 H4 STATUS0 PTJ5/STATUS0 O/O  VCCQ open 

150 H5 VCCQ VCCQ - - - - 

151 H21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

152 H22 PTL4 PTL4/DV_D2/SCIF1_SCK/ 

RMII_TX_EN 
IO/O/IO/O pull-up VCCQ_SR open 

153 H23 WAIT PTR2/WAIT I/I pull-up VCCQ1 open 

154 H24 CS6A PTR6/CS6A/CE2B IO/O pull-up VCCQ1 open 

155 H25 IOIS16 PTR3/IOIS16/LCDLCLK I/I/I - VCCQ1 open 

156 J1 EXTAL EXTAL I  VCCQ pull-down 

157 J2 PTG4 PTG4/AUDSYNC O/O  VCCQ open 

158 J3 PTG3 PTG3/AUDATA3 O/O  VCCQ open 

159 J4 TRST TRST I schmitt VCCQ pull-down 

160 J5 VSS VSS - - - - 

161 J21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

162 J22 PTM2 PTM2/DV_D8/MSIOF0_SS2/ 

MSIOF0_RSYNC 
IO/O/IO pull-up VCCQ_SR open 

163 J23 CS6B PTR7/CS6B/CE1B IO/O pull-up VCCQ1 open 

164 J24 CS4 CS4 O  VCCQ1 open 

165 J25 CS5A PTR4/CS5A/CE2A IO/O pull-up VCCQ1 open 

166 K1 XTAL XTAL O  VCCQ open 

167 K2 ASEBRKBRKAK ASEBRK/BRKAK IO  VCCQ open 

168 K3 MPMD MPMD I schmitt VCCQ - 

169 K4 PTG5 PTG5/AUDCK O/O  VCCQ open 

170 K5 VSS VSS - - - - 

171 K10 VDD VDD - - - - 

172 K11 VDD VDD - - - - 

173 K12 VSS VSS - - - - 

174 K13 VSS VSS - - - - 



 

1. 概要 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  1-21 

2013.01.18  

 

SH7724 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

175 K14 VSS VSS - - - - 

176 K15 VDD VDD - - - - 

177 K16 VDD VDD - - - - 

178 K21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

179 K22 CS5B PTR5/CS5B/CE1A IO/O pull-up VCCQ1 open 

180 K23 CS0 CS0 O  VCCQ1 open 

181 K24 RD RD O  VCCQ1 open 

182 K25 WE1 WE1 O  VCCQ1 open 

183 L1 PTW2 PTW2/MMC_D2/SDHI1D0 IO/IO/IO pull-up VCCQ_MMC open 

184 L2 PTW1 PTW1/MMC_D1/SDHI1CMD IO/IO/IO pull-up VCCQ_MMC open 

185 L3 PTW0 PTW0/MMC_D0/SDHI1CLK IO/IO/O pull-up VCCQ_MMC open 

186 L4 NMI NMI I schmitt VCCQ pull-up 

187 L5 VSS VSS - - - - 

188 L10 VDD VDD - - - - 

189 L11 VSS VSS - - - - 

190 L12 VSS VSS - - - - 

191 L13 VSS VSS - - - - 

192 L14 VSS VSS - - - - 

193 L15 VSS VSS - - - - 

194 L16 VDD VDD - - - - 

195 L21 VSS VSS - - - - 

196 L22 RDWR RDWR O  VCCQ1 open 

197 L23 WE0 WE0 O  VCCQ1 open 

198 L24 A25 PTJ3/A25/BS IO/O/O pull-up VCCQ1 open 

199 L25 A24 PTJ2/A24 IO/O pull-up VCCQ1 open 

200 M1 PTW5 PTW5/MMC_D5/SDHI1D3/ 

EXBUF_ENB 
IO/IO/IO/O pull-up VCCQ_MMC open 

201 M2 PTW6 PTW6/MMC_D6/SDHI1WP/IDERST IO/IO/I/O pull-up VCCQ_MMC open 

202 M3 PTW4 PTW4/MMC_D4/SDHI1D2/ 

DIRECTION 
IO/IO/IO/O pull-up VCCQ_MMC open 

203 M4 PTW3 PTW3/MMC_D3/SDHI1D1 IO/IO/IO pull-up VCCQ_MMC open 

204 M5 VCCQ_MMC VCCQ_MMC - - - - 

205 M10 VDD VDD - - - - 

206 M11 VSS VSS - - - - 

207 M12 VSS VSS - - - - 

208 M13 VSS VSS - - - - 

209 M14 VSS VSS - - - - 

210 M15 VSS VSS - - - - 
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211 M16 VDD VDD - - - - 

212 M21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

213 M22 A22 PTJ0/A22 IO/O pull-up VCCQ1 open 

214 M23 A21 A21 O  VCCQ1 open 

215 M24 A23 PTJ1/A23 IO/O pull-up VCCQ1 open 

216 M25 A20 A20 O  VCCQ1 open 

217 N1 PTW7 PTW7/MMC_D7/SDHI1CD/IODACK IO/IO/I/O pull-up VCCQ_MMC open 

218 N2 PTY0 PTY0/SDHI0CLK IO/O pull-up VCCQ_SDC open 

219 N3 PTX0 PTX0/MMC_CMD IO/IO pull-up VCCQ_MMC open 

220 N4 PTX1 PTX1/MMC_CLK IO/O pull-up VCCQ_MMC open 

221 N5 VCCQ_MMC VCCQ_MMC - - - - 

222 N10 VDD VDD - - - - 

223 N11 VSS VSS - - - - 

224 N12 VSS VSS - - - - 

225 N13 VSS VSS - - - - 

226 N14 VSS VSS - - - - 

227 N15 VSS VSS - - - - 

228 N16 VDD VDD - - - - 

229 N21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

230 N22 A17 A17 O  VCCQ1 open 

231 N23 A16 A16 O  VCCQ1 open 

232 N24 A19 A19 O  VCCQ1 open 

233 N25 A15 A15 O  VCCQ1 open 

234 P1 PTY1 PTY1/SDHI0CMD IO/IO pull-up VCCQ_SDC open 

235 P2 PTY2 PTY2/SDHI0D0 IO/IO pull-up VCCQ_SDC open 

236 P3 PTY4 PTY4/SDHI0D2 IO/IO pull-up VCCQ_SDC open 

237 P4 PTY6 PTY6/SDHI0WP IO/I pull-up VCCQ_SDC open 

238 P5 VCCQ_SDC VCCQ_SDC - - - - 

239 P10 VDD VDD - - - - 

240 P11 VSS VSS - - - - 

241 P12 VSS VSS - - - - 

242 P13 VSS VSS - - - - 

243 P14 VSS VSS - - - - 

244 P15 VSS VSS - - - - 

245 P16 VDD VDD - - - - 

246 P21 A11 A11 O  VCCQ1 open 

247 P22 A18 A18 O  VCCQ1 open 
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248 P23 A10 A10 O  VCCQ1 open 

249 P24 A14 A14 O  VCCQ1 open 

250 P25 A13 A13 O  VCCQ1 open 

251 R1 PTY5 PTY5/SDHI0D3 IO/IO pull-up VCCQ_SDC open 

252 R2 PTY7 PTY7/SDHI0CD IO/I pull-up VCCQ_SDC open 

253 R3 PTZ2 PTZ2/IRQ2 IO/I pull-up VCCQ_SDC open 

254 R4 PTY3 PTY3/SDHI0D1 IO/IO pull-up VCCQ_SDC open 

255 R5 VCCQ_SDC VCCQ_SDC - - - - 

256 R10 VDD VDD - - - - 

257 R11 VSS VSS - - - - 

258 R12 VSS VSS - - - - 

259 R13 VSS VSS - - - - 

260 R14 VSS VSS - - - - 

261 R15 VSS VSS - - - - 

262 R16 VDD VDD - - - - 

263 R21 WE3 PTR1/WE3/ICIOWR/TPUTO3/ TPUTI3 IO/O/O/I pull-up VCCQ1 open 

264 R22 A3 A3 O  VCCQ1 open 

265 R23 A5 A5 O  VCCQ1 open 

266 R24 A9 A9 O  VCCQ1 open 

267 R25 A12 A12 O  VCCQ1 open 

268 T1 PTC0 PTC0/LCDD0 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

269 T2 PTC1 PTC1/LCDD1 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

270 T3 PTC3 PTC3/LCDD3 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

271 T4 PTC6 PTC6/LCDD6 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

272 T5 VSS VSS - - - - 

273 T10 VDD VDD - - - - 

274 T11 VDD VDD - - - - 

275 T12 VSS VSS - - - - 

276 T13 VSS VSS - - - - 

277 T14 VSS VSS - - - - 

278 T15 VDD VDD - - - - 

279 T16 VDD VDD - - - - 

280 T21 VSS VSS - - - - 

281 T22 D31 PTB7/D31/TPUTO1/IDEA1 IO/IO/O/O pull-up VCCQ1 open 

282 T23 A4 A4 O  VCCQ1 open 

283 T24 A7 A7 O  VCCQ1 open 

284 T25 A8 A8 O  VCCQ1 open 
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285 U1 PTC2 PTC2/LCDD2 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

286 U2 PTC4 PTC4/LCDD4 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

287 U3 PTD0 PTD0/LCDD8 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

288 U4 PTD4 PTD4/LCDD12 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

289 U5 VCCQ_LCD VCCQ_LCD - - - - 

290 U21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

291 U22 D21 PTA5/D21/KEYOUT0/IDED13 IO/IO/O/IO pull-up VCCQ1 open 

292 U23 WE2 PTR0/WE2/ICIORD/TPUTO2/IDEA2 IO/O/O/O pull-up VCCQ1 open 

293 U24 A2 A2 O  VCCQ1 open 

294 U25 A6 A6 O  VCCQ1 open 

295 V1 PTC5 PTC5/LCDD5 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

296 V2 PTC7 PTC7/LCDD7 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

297 V3 PTD3 PTD3/LCDD11 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

298 V4 PTE0 PTE0/LCDD16 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

299 V5 VCCQ_LCD VCCQ_LCD - - - - 

300 V21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

301 V22 D15 PTT7/D15 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

302 V23 D27 PTB3/D27/IDECS1 IO/IO/O pull-up VCCQ1 open 

303 V24 D30 PTB6/D30/TPUTO0/IDEA0 IO/IO/O/O pull-up VCCQ1 open 

304 V25 A1 A1 O  VCCQ1 open 

305 W1 PTD1 PTD1/LCDD9 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

306 W2 PTD2 PTD2/LCDD10 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

307 W3 PTD6 PTD6/LCDD14 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

308 W4 PTE4 PTE4/LCDD20/SCIF4_SCK IO/IO/IO pull-down VCCQ_LCD open 

309 W5 VCCQ_LCD VCCQ_LCD - - - - 

310 W21 VCCQ1 VCCQ1 - - - - 

311 W22 D23 PTA7/D23/KEYOUT2/IDED15 IO/IO/O/IO pull-up VCCQ1 open 

312 W23 D24 PTB0/D24/KEYOUT3/IDEINT IO/IO/O/I pull-up VCCQ1 open 

313 W24 D28 PTB4/D28/IDECS0 IO/IO/O pull-up VCCQ1 open 

314 W25 A0 A0 O  VCCQ1 open 

315 Y1 PTD5 PTD5/LCDD13 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

316 Y2 PTD7 PTD7/LCDD15 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

317 Y3 PTE1 PTE1/LCDD17 IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

318 Y4 PTF7 PTF7/LCDVSYN IO/IO pull-up VCCQ_LCD open 

319 Y5 VSS VSS - - - - 

320 Y21 VSS VSS - - - - 

321 Y22 D7 PTQ7/D7 IO/IO pull-down VCCQ1 open 



 

1. 概要 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  1-25 

2013.01.18  

 

SH7724 

No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

322 Y23 D20 PTA4/D20/KEYIN4/IDED12 IO/IO/I/IO pull-up VCCQ1 open 

323 Y24 D26 PTB2/D26/KEYOUT5/IN5/IDEIORD IO/IO/IO/O pull-up VCCQ1 open 

324 Y25 D29 PTB5/D29/IODREQ IO/IO/I pull-up VCCQ1 open 

325 AA1 PTE2 PTE2/LCDD18 /SCIF4_TXD IO/IO/O pull-down VCCQ_LCD open 

326 AA2 PTE3 PTE3/LCDD19/SCIF4_RXD IO/IO/I pull-down VCCQ_LCD open 

327 AA3 PTF0 PTF0/LCDD22/SCIF2_RXD IO/IO/I pull-down VCCQ_LCD open 

328 AA4 PTF3 PTF3/LCDDCK/LCDWR IO/O/O pull-up VCCQ_LCD open 

329 AA5 VSS VSS - - - - 

330 AA6 VSS VSS - - - - 

331 AA7 MVREF0 MVREF0 I analog VCCQ_DDR open 

332 AA8 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

333 AA9 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

334 AA10 VSS VSS - - - - 

335 AA11 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

336 AA12 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

337 AA13 VSS VSS - - - - 

338 AA14 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

339 AA15 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

340 AA16 VSS VSS - - - - 

341 AA17 MVREF1 MVREF1 I analog VCCQ_DDR open 

342 AA18 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

343 AA19 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

344 AA20 VSS VSS - - - - 

345 AA21 VSS VSS - - - - 

346 AA22 D11 PTT3/D11 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

347 AA23 D16 PTA0/D16/KEYIN0/IDED8 IO/IO/I/IO pull-up VCCQ1 open 

348 AA24 D19 PTA3/D19/KEYIN3/IDED11 IO/IO/I/IO pull-up VCCQ1 open 

349 AA25 D25 PTB1/D25/KEYOUT4/IN6/IDEIOWR IO/IO/IO/O pull-up VCCQ1 open 

350 AB1 PTE5 PTE5/LCDD21/SCIF2_TXD IO/IO/O pull-down VCCQ_LCD open 

351 AB2 PTF2 PTF2/LCDVEPWC/SCIF0_TXD IO/O/O pull-up VCCQ_LCD open 

352 AB3 PTF4 PTF4/LCDDON IO/O pull-up VCCQ_LCD open 

353 AB4 PTM0 PTM0/LCDRD/SCIF0_SCK IO/O/IO pull-up VCCQ_LCD open 

354 AB5 MSLD MSLD I  VCCQ_DDR - 

355 AB6 MDQ1 MDQ1 IO  VCCQ_DDR open 

356 AB7 MDQM0 MDQM0 O  VCCQ_DDR open 

357 AB8 MDQS0 MDQS0 IO  VCCQ_DDR open 

358 AB9 MDQ2 MDQ2 IO  VCCQ_DDR open 
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No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

359 AB10 MA9 MA9 O  VCCQ_DDR open 

360 AB11 MCKE MCKE O  VCCQ_DDR open 

361 AB12 MA4 MA4 O  VCCQ_DDR open 

362 AB13 MCAS MCAS O  VCCQ_DDR open 

363 AB14 MA8 MA8 O  VCCQ_DDR open 

364 AB15 MCLK MCLK O  VCCQ_DDR open 

365 AB16 MDQ17 MDQ17 IO  VCCQ_DDR open 

366 AB17 MDQ22 MDQ22 IO  VCCQ_DDR open 

367 AB18 MDQS2 MDQS2 IO  VCCQ_DDR open 

368 AB19 MDQ16 MDQ16 IO  VCCQ_DDR open 

369 AB20 D0 PTQ0/D0 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

370 AB21 D3 PTQ3/D3 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

371 AB22 D8 PTT0/D8 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

372 AB23 D12 PTT4/D12 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

373 AB24 D17 PTA1/D17/KEYIN1/IDED9 IO/IO/I/IO pull-up VCCQ1 open 

374 AB25 D22 PTA6/D22/KEYOUT1/IDED14 IO/IO/O/IO pull-up VCCQ1 open 

375 AC1 PTF1 PTF1/LCDD23/SCIF2_SCK IO/IO/IO pull-down VCCQ_LCD open 

376 AC2 PTF5 PTF5/LCDHSYN/LCDCS IO/O/O pull-up VCCQ_LCD open 

377 AC3 PTM1 PTM1/LCDVCPWC/SCIF0_RXD IO/O/I pull-up VCCQ_LCD open 

378 AC4 VSS VSS - - - - 

379 AC5 MDQ4 MDQ4 IO  VCCQ_DDR open 

380 AC6 MDQ3 MDQ3 IO  VCCQ_DDR open 

381 AC7 MDQ6 MDQ6 IO  VCCQ_DDR open 

382 AC8 MDQS0 MDQS0 IO  VCCQ_DDR open 

383 AC9 MDQ0 MDQ0 IO  VCCQ_DDR open 

384 AC10 MA7 MA7 O  VCCQ_DDR open 

385 AC11 MA1 MA1 O  VCCQ_DDR open 

386 AC12 MA5 MA5 O  VCCQ_DDR open 

387 AC13 MA0 MA0 O  VCCQ_DDR open 

388 AC14 MA12 MA12 O  VCCQ_DDR open 

389 AC15 MCLK MCLK O  VCCQ_DDR open 

390 AC16 MDQ20 MDQ20 IO  VCCQ_DDR open 

391 AC17 MDQM2 MDQM2 O  VCCQ_DDR open 

392 AC18 MDQS2 MDQS2 IO  VCCQ_DDR open 

393 AC19 MDQ23 MDQ23 IO  VCCQ_DDR open 

394 AC20 MDQ18 MDQ18 IO  VCCQ_DDR open 

395 AC21 D1 PTQ1/D1 IO/IO pull-down VCCQ1 open 
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No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

396 AC22 D5 PTQ5/D5 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

397 AC23 D10 PTT2/D10 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

398 AC24 D13 PTT5/D13 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

399 AC25 D18 PTA2/D18/KEYIN2/IDED10 IO/IO/I/IO pull-up VCCQ1 open 

400 AD1 PTF6 PTF6/LCDDISP/LCDRS IO/O/O pull-up VCCQ_LCD open 

401 AD2 VSS VSS - - - - 

402 AD3 MDQ12 MDQ12 IO  VCCQ_DDR open 

403 AD4 MDQ14 MDQ14 IO  VCCQ_DDR open 

404 AD5 MDQM1 MDQM1 O  VCCQ_DDR open 

405 AD6 MDQS1 MDQS1 IO  VCCQ_DDR open 

406 AD7 MDQ15 MDQ15 IO  VCCQ_DDR open 

407 AD8 MDQ13 MDQ13 IO  VCCQ_DDR open 

408 AD9 MDQ5 MDQ5 IO  VCCQ_DDR open 

409 AD10 MA3 MA3 O  VCCQ_DDR open 

410 AD11 MBA2 MBA2 O  VCCQ_DDR open 

411 AD12 MBA1 MBA1 O  VCCQ_DDR open 

412 AD13 MRAS MRAS O  VCCQ_DDR open 

413 AD14 MCS MCS O  VCCQ_DDR open 

414 AD15 MA6 MA6 O  VCCQ_DDR open 

415 AD16 MDQ19 MDQ19 IO  VCCQ_DDR open 

416 AD17 MDQ27 MDQ27 IO  VCCQ_DDR open 

417 AD18 MDQ25 MDQ25 IO  VCCQ_DDR open 

418 AD19 MDQS3 MDQS3 IO  VCCQ_DDR open 

419 AD20 MDQ24 MDQ24 IO  VCCQ_DDR open 

420 AD21 MDQ26 MDQ26 IO  VCCQ_DDR open 

421 AD22 MDQ21 MDQ21 IO  VCCQ_DDR open 

422 AD23 D6 PTQ6/D6 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

423 AD24 D9 PTT1/D9 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

424 AD25 D14 PTT6/D14 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

425 AE1 VSS VSS - - - - 

426 AE2 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

427 AE3 MDQ9 MDQ9 IO  VCCQ_DDR open 

428 AE4 MDQ11 MDQ11 IO  VCCQ_DDR open 

429 AE5 MDQS1 MDQS1 IO  VCCQ_DDR open 

430 AE6 MDQ8 MDQ8 IO  VCCQ_DDR open 

431 AE7 MDQ10 MDQ10 IO  VCCQ_DDR open 

432 AE8 MDQ7 MDQ7 IO  VCCQ_DDR open 
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No. ボール 

配置 

端子名 マルチプレクス機能 I/O I/Oバッファ

TYPE 

I/Oバッファ 

電源 

未使用時処理 

433 AE9 MA13 MA13 O  VCCQ_DDR open 

434 AE10 MA10 MA10 O  VCCQ_DDR open 

435 AE11 MBA0 MBA0 O  VCCQ_DDR open 

436 AE12 MWE MWE O  VCCQ_DDR open 

437 AE13 MODT MODT O  VCCQ_DDR open 

438 AE14 MA2 MA2 O  VCCQ_DDR open 

439 AE15 MA11 MA11 O  VCCQ_DDR open 

440 AE16 MDQ28 MDQ28 IO  VCCQ_DDR open 

441 AE17 MDQ30 MDQ30 IO  VCCQ_DDR open 

442 AE18 MDQM3 MDQM3 O  VCCQ_DDR open 

443 AE19 MDQS3 MDQS3 IO  VCCQ_DDR open 

444 AE20 MDQ31 MDQ31 IO  VCCQ_DDR open 

445 AE21 MDQ29 MDQ29 IO  VCCQ_DDR open 

446 AE22 VCCQ_DDR VCCQ_DDR - - - - 

447 AE23 D2 PTQ2/D2 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

448 AE24 D4 PTQ4/D4 IO/IO pull-down VCCQ1 open 

449 AE25 VSS VSS - - - - 

【注】 * DDR2-SDRAM使用時は基準電圧を入力してください。 
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1.6 端子の機能 

端子の機能を表 1.4に示します。ピンマルチプレクスの詳細は「第 48章 ピンファンクションコントローラ

（PFC）」を参照してください。端子の状態と未使用端子の処理方法については「付録 D. リセット、低消費電

力状態での端子状態」を参照してください。 
 

表 1.4 端子の機能 

分類 端子名 入出力 機能 説明 

VDD 入力 コア電源 コア電源 1.15V～1.3V 

VSS 入力 グランド グランド端子 0V 

VCCQ 入力 I/O電源 入出力端子用電源 2.7V～3.6V 

VCCQ1 入力 I/O電源 BSC、DMAC0の入出力端子用電源。 

1.8V/3.3V選択可能 

VCCQ_LCD 入力 I/O電源 LCDCの入出力端子用電源。1.8V/3.3V選択可能 

VCCQ_MMC 入力 I/O電源 MMCの入出力端子用電源。1.8V/3.3V選択可能 

VCCQ_SDC 入力 I/O電源 SDHI0の入出力端子用電源。3.3V 

VCCQ_SR 入力 I/O電源 シリアル入出力端子用電源。1.8V/3.3V選択可能 

VCCQ_VIO 入力 I/O電源 VIO、I2C_1の入出力端子用電源。 

1.8V/3.3V選択可能 

DV33、DV12、 

AV33、AV12、UV12 

入力 USB用電源 DV33 USBデジタル 3.3V電源 

DV12 USBデジタル 1.2V電源 

AV33 USBアナログ 3.3V電源 

AV12 USBアナログ 1.2V電源 

UV12 USBデジタル 1.2V電源 

DG33、DG12、 

AG33、AG12、UG12 

入力 USB用グランド DG33 DV33用グランド 

DG12 DV12用グランド 

AG33 AV33用グランド 

AG12 AV12用グランド 

UG12 DV12用グランド 

VCCQ_DDR 入力 DDR用 IO電源 DDR-IO用 1.8V電源 

VDD_PLL 入力 PLL用電源 内蔵 PLL用の 1.2V電源端子 

VSS_PLL 入力 PLL用グランド 内蔵 PLL用のグランド端子 

VDD_FLL 入力 FLL用電源 内蔵 FLL用の 1.2V電源端子 

電源 

VSS_FLL 入力 FLL用グランド 内蔵 FLL用のグランド端子 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

EXTAL 入力 外部クロック 外部クロック入力または水晶振動子を接続。未使用

時は VSSに接続してください。 

XTAL 出力 クロック出力 水晶振動子を接続。水晶振動子を使用しないときは

何も接続しないでください。 

RTC_CLK 入力 RTCクロック 32.768kHzの RTCクロックを入力。未使用時はプ

ルアップ、もしくは、VSSに接続してください。 

FSIMCKA 

FSIMCKB 

入力 FSI用外部クロック FSIモジュールのインタフェース用外部入力クロ

ック 

EXTALUSB 入力 USB用クロック 

クロック 

XTALUSB 出力 USB用クロック 

USB用の 48MHzクロック端子。EXTALUSB、

XTALUSBの間に水晶振動子を接続してください。

外部クロックを入力する場合は、EXTALUSBに外

部クロック信号を接続し、XTALUSBはオープンと

してください。 

動作モード 

コントロール 

MD8、MD5、 

TSTMD、MD3、MD2、

MD1、MD0 

入力 モード設定 動作モードの設定。MD2～MD0はクロックモード

設定用、MD3はバス幅選択用、MD5はエンディア

ン設定用。設定方法は BSCおよび CPGの章を参

照してください。MD8と TSTMDはテスト用です。

MD8は VCCQまたは GNDに固定、TSTMDは VCCQ

に固定してください。これらの端子は動作中には変

化させないでください。 

RESETP 入力 パワーオンリセッ

ト 

パワーオンリセット端子 

RESETOUT 出力 リセット出力 パワーオンリセットまたはシステムリセットの期

間中ローレベルになります。 

RESETA 入力 リセット入力 システムリセット端子 

STATUS0 出力 ステータス出力 ソフトウェアスタンバイ期間中ハイレベルになり

ます。 

STATUS2 出力 ステータス出力 R-スタンバイ期間中ハイレベルになります。 

PDSTATUS 出力 パワーダウンステ

ータス出力 

ソフトウェアスタンバイまたは R-スタンバイで内

部電源スイッチをオフしている期間ハイレベルに

なります。 

BOOT 入力 ブートモード入力 MMCIF接続のNANDフラッシュメモリブートを指

定。 

NANDフラッシュメモリブートを行う場合はハイ

レベル、エリア 0からブートを行う場合はローレベ

ルに固定してください。 

システム制御 

TST 入力 テスト端子 LSIの出荷検査用。VCCQに固定してください。 

NMI 入力 ノンマスカブル 

割り込み 

NMI要求端子 

使用しない場合はハイレベルに固定してください。 

割り込み 

IRQ7～IRQ0 入力 割り込み要求 7～0 IRQ要求端子 

レベル入力またはエッジ入力の選択が可能 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

A25～A0 出力 アドレスバス アドレス出力 

D31～D0 入出力 データバス 双方向データバス 

CS0、CS4、CS5A、

CS5B、CS6A、CS6B 

出力 チップセレクト チップセレクト 

CKO 出力 システムクロック システムクロック出力 

RD 出力 リードストローブ リードストローブ 

RDWR 出力 リード／ライト リード／ライト 

WE3～WE0 出力 ライトイネーブル 3

～0 

ライトイネーブル 

WAIT 入力 ウェイト 外部からのウェイトサイクル要求入力 

BS 出力 バス開始 バスサイクルの開始を示す信号 

通常空間、バースト ROM、および PCMCIAアクセ

ス時にアサートされます。 

CE1A、CE2A 

CE1B、CE2B 

出力 PCMCIA 

カードセレクト 

PCMCIAカードセレクト信号 

ICIOWR 出力 PCMCIA IOライト I/Oライトを示すストローブ信号 

ICIORD 出力 PCMCIA IOリード I/Oリードを示すストローブ信号 

WE 出力 PCMCIAメモリ 

ライト 

メモリライトサイクルを示すストローブ信号 

BSC 

（外部メモリ用

バス） 

IOIS16 入力 PCMCIA 

16ビット I/O 

PCMCIAの 16ビット I/Oを示す信号 

リトルエンディアン時のみ有効で、ビッグエンディ

アン時はローレベルにしてください。 

MA13～MA0 出力 アドレスバス アドレス出力 

MBA2～MBA0 出力 バンクアドレス バンクアドレス出力 

MDQ31～MDQ0 入出力 データバス 双方向データバス 

MCS 出力 チップセレクト チップセレクト出力信号 

MCLK、MCLK 出力 同期クロック DDR-SDRAM用クロック出力 

MWE 出力 ライトイネーブル ライトイネーブル出力信号 

MDQM3～MDQM0 出力 データマスク 3～0 データマスク出力信号 

MDQS3～MDQS0 入出力 データストローブ データストローブ入出力信号 

MDQS3～MDQS0 入出力 データストローブ データストローブ入出力信号 

MCAS 出力 カラムアドレスス

トローブ 

カラムアドレスストローブ出力信号 

MRAS 出力 ロウアドレススト

ローブ 

ロウアドレスストローブ出力信号 

DBSC 

(DDR用バス) 

MCKE 出力 クロックイネーブ

ル 

クロックイネーブル出力信号 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

MSLD 入力 メモリ選択 メモリ種別選択入力信号 

DDR2-SDRAM使用時はローレベル固定、 

Mobile DDR-SDRAM使用時はハイレベル固定にし

てください 

MODT 出力 ODTイネーブル DDR2-SDRAM内の ODTのイネーブル出力信号 

DBSC 

(DDR用バス) 

MVREF1、MVREF0 入力 リファレンス電圧

入力 

基準電圧入力 

Mobile DDR-SDRAM使用時はオープンとしてくだ

さい。 

DREQ0、DREQ1 入力 DMA転送要求 外部からの DMA転送要求入力 ダイレクト 

メモリアクセス 

コントローラ 

(DMAC) 

DACK0、DACK1 出力 DMA転送要求受け

付け 

DREQに対する要求受付出力 

MSIOF0_MCK、 

MSIOF1_MCK 

入力 マスタクロック入

力 

マスタクロック入力端子 

MSIOF0_TXD、 

MSIOF1_TXD 

出力 送信データ 送信データ端子 

MSIOF0_RXD、 

MSIOF1_RXD 

入力 受信データ 受信データ端子 

MSIOF0_TSCK、 

MSIOF1_TSCK 

入出力 送信シリアルクロ

ック 

送信シリアルクロック端子 

送受信共通クロック使用時、SCKとして使用。 

MSIOF0_TSYNC、 

MSIOF1_TSYNC 

入出力 送信フレーム同期

信号 

送信フレーム同期信号チャネル 0入出力端子 

送受信共通同期信号使用時、SYNCとして使用。 

MSIOF0_SS1、 

MSIOF1_SS1 

出力 送信フレーム同期

信号 

送信フレーム同期信号チャネル 1出力端子 

スレーブデバイスのみ選択可能。 

MSIOF0_SS2、 

MSIOF1_SS2 

出力 送信フレーム同期

信号 

送信フレーム同期信号チャネル 2出力端子 

スレーブデバイスのみ選択可能。 

MSIOF0_RSCK、 

MSIOF1_RSCK 

入出力 受信シリアルクロ

ック 

受信シリアルクロック 

クロック同期 

シリアル I/O 

FIFO付 

（MSIOF0/ 

MSIOF1） 

MSIOF0_RSYNC、 

MSIOF1_RSYNC 

入出力 受信フレーム同期

信号 

受信フレーム同期信号 

SCIF0_TXD、 

SCIF1_TXD、 

SCIF2_TXD 

出力 送信データ 送信データ用の端子 

SCIF0_RXD、 

SCIF1_RXD、 

SCIF2_RXD 

入力 受信データ 受信データ用の端子 

16段 FIFO内蔵

シリアルコミュ

ニケーションイ

ンタフェース 

（SCIF） 

SCIF0_SCK、 

SCIF1_SCK、 

SCIF2_SCK 

入出力 シリアルクロック クロック入出力端子 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

SCIF3_TXD、 

SCIF4_TXD、 

SCIF5_TXD 

出力 送信データ 送信データ用の端子 

SCIF3_RXD、 

SCIF4_RXD、 

SCIF5_RXD 

入力 受信データ 受信データ用の端子 

SCIF3_SCK、 

SCIF4_SCK、 

SCIF5_SCK 

入出力 シリアルクロック クロック入出力端子 

SCIF3_RTS 出力 RTS信号 RTS出力端子 

64段 FIFO内蔵

シリアルコミュ

ニケーションイ

ンタフェース

（SCIFA） 

SCIF3_CTS 入力 CTS信号 CTS入力端子 

TPUTO4～0 出力 出力信号 TPUからのパルス出力 タイマパルス 

ユニット（TPU） TPUTI2～3 入力 外部クロック入力

信号 

外部からの計数クロックの入力端子 

IrDA_IN 入力 受信データ入力 受信データ入力 IrDAインタフェ

ース（IrDA） IrDA_OUT 出力 送信データ出力 送信データ出力 

SCL1、SCL0 入出力 I2Cクロック入出力 I2Cバスのクロック入出力端子 

バス駆動機能を持っています。出力形式は NMOS

オープンドレインです。 

I2Cバス 

インタフェース

（IIC） 

SDA1、SDA0 入出力 I2Cデータ入出力 I2Cバスのデータ入出力端子 

バス駆動機能を持っています。出力形式は NMOS

オープンドレインです。 

LNKSTA 入力 リンクステータス PHY出力の LINK信号入力端子 

MDC 出力 管理用データクロ

ック 

RMII管理データ用クロック出力 

MDIO 
入出力 管理用データ入出

力 

RMII管理データ入出力 

RMII_CRS_DV 入力 RMIIキャリア検出 RMIIキャリア検出入力信号 

RMII_REF_CLK 入力 RMIIリファレンス

クロック 

RMIIリファレンスクロック（50MHz） 

RMII_RX_ER 入力 RMII受信エラー RMII受信エラー入力 

RMII_RXD0 入力 RMII受信データ RMIIの 2ビットの受信データ 

RMII_RXD1 入力 RMII受信データ RMIIの 2ビットの受信データ 

RMII_TX_EN 出力 RMII送信イネーブ

ル 

RMII送信イネーブル出力 

RMII_TXD0 出力 RMII送信データ RMIIの 2ビットの送信データ 

イーサネット 

MAC 

コントローラ 

（EtherMAC） 

RMII_TXD1 出力 RMII送信データ RMIIの 2ビットの送信データ 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

MMC_CLK 出力 クロック出力 クロック出力端子 

MMC_CMD 入出力 コマンド出力／レ

スポンス入力 

コマンド出力／レスポンス入力端子（MMCモード） 

マルチメディア

カード 

インタフェース 

（MMCIF） 
MMC_D7～0 入出力 データ出力／レス

ポンス入力 

データ出力／レスポンス入力端子（MMCモード） 

VIO0_D15～

VIO0_D0、 

VIO1_D7～VIO1_D0 

入力 VIO用データバス VIOへのカメラ画像データ入力 

VIO0_CLK、

VIO1_CLK、 

入力 VIO用クロック VIOへのカメラクロック入力 

VIO0_VD、VIO1_VD 入力 VIO用垂直同期 VIOへのカメラ垂直同期信号入力 

VIO0_HD、VIO1_HD 入力 VIO用水平同期 VIOへのカメラ水平同期信号入力 

VIO0_FLD、

VIO1_FLD 

入力 フィールド信号 フィールド識別信号 

キャプチャエン

ジンユニット

（CEU） 

VIO_CKO 出力 カメラ用クロック

出力 

カメラへのクロック出力 

LCDD23～LCDD0 出力 LCDデータバス 24ビットの液晶パネル用データ 

LCDDON 出力 表示 ON/OFF信号 表示 ON/OFF信号 

LCDHSYN 出力 水平同期信号 水平同期信号 

LCDDISP 出力 表示イネーブル信

号 

表示イネーブル信号 

LCDVSYN 出力 垂直同期信号 垂直同期信号 

LCDVCPWC 出力 電源制御 液晶モジュール電源制御信号 

LCDVEPWC 出力 電源制御 液晶モジュール電源制御信号 

LCDDCK 出力 ドットクロック信

号 

データ同期信号 

LCD 

コントローラ

（RGBインタ

フェース） 

LCDLCLK 入力 入力クロック 入力クロック信号 

LCDD23～LCDD0 入出力 データ データ入出力 

LCDDON 出力 表示 ON/OFF信号 表示 ON/OFF信号 

LCDCS 出力 チップセレクト チップセレクト信号 

LCDRD 出力 リードストローブ リードストローブ信号 

LCDRS 出力 レジスタセレクト レジスタセレクト信号 

LCDVSYN 入出力 垂直同期信号 垂直同期信号 

LCDVCPWC 出力 電源制御 液晶モジュール電源制御信号 

LCDVEPWC 出力 電源制御 液晶モジュール電源制御信号 

LCDWR 出力 ライトストローブ ライトストローブ信号 

LCD 

コントローラ

（SYSインタフ

ェース） 

LCDLCLK 入力 入力クロック 入力クロック信号 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

DV_D15～0 出力 データ出力 データ出力 

DV_CLK 出力 クロック出力 ピクセルクロック出力 

DV_VSYNC 出力 垂直同期信号出力 VOUが出力する垂直同期信号 

DV_HSYNC 出力 水平同期信号出力 VOUが出力する水平同期信号 

ビデオ出力ユニ

ット（VOU） 

DV_CLKI 入力 ビデオクロック入

力 

ビデオクロック入力端子 

TS_SCK 入力 クロック TS入力クロック 

TS_SDAT 入力 受信データ TSシリアルデータ 

TS_SDEN 入力 データイネーブル TSデータイネーブル信号 

TSインタフェ

ース 

（TSIF） 

TS_SPSYNC 入力 データ同期信号 TSデータ同期信号 

VBUS1、VBUS0 入力 USB電源検知 USBケーブル接続モニタ端子 

DP1、DP0 入出力 D＋入出力 USB内蔵トランシーバ D+入出力 

DM1、DM0 入出力 D－入出力 USB内蔵トランシーバ D-入出力 

USB2.0 

ホスト＆ファン

クションモジュ

ール（USB） 
REFRIN1、REFRIN0 入力 リファレンス入力 定電流回路用の基準抵抗接続端子 

AG33にプルダウン接続してください。 

FSIOALRCK、

FSIOBLRCK 

入出力 サウンド出力L/Rク

ロック 

サウンド出力 L/Rクロック端子 

（マスタまたはスレーブ） 

FSIOABCK、

FSIOBBCK 

入出力 サウンド出力ビッ

トクロック 

サウンド出力ビットクロック端子 

（マスタまたはスレーブ） 

FSIOASD、FSIOBSD 出力 サウンド出力シリ

アルデータ 

サウンド出力シリアルデータ端子 

FSIIALRCK、

FSIIBLRCK 

入出力 サウンド入力L/Rク

ロック 

サウンド入力 L/Rクロック端子 

（マスタまたはスレーブ） 

FSIIABCK、

FSIIBBCK 

入出力 サウンド入力ビッ

トクロック 

サウンド入力ビットクロック端子 

（マスタまたはスレーブ） 

FSIIASD、FSIIBSD 入力 サウンド入力 サウンド入力シリアルデータ端子 

FIFO内蔵 

シリアルインタ

フェース（FSI） 

CLKAUDIOAO、

CLKAUDIOBO 

出力 オーディオクロッ

ク 

FSI基本動作クロック 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

IDED15～0 入出力 データバス 16ビット幅の双方向バス 

IDEA2～0 出力 アドレスバス アドレスバス 

IDEINT 入力 割り込み要求 プライマリチャネル割り込み要求 

IDEIOWR 出力 WRイネーブル プライマリチャネル書き込み 

IDEIORD 出力 RDイネーブル プライマリチャネル読み出し 

IDECS0、IDECS1 出力 チップセレクト プライマリチャネルチップセレクト 

IODACK 出力 DMAアクノレッジ プライマリチャネル DMAアクノリッジ 

IODREQ 入力 DMAリクエスト プライマリチャネル DMAリクエスト 

IDEIORDY 入力 レディ信号 プライマリチャネルレディ信号 

IDERST 出力 リセット プライマリチャネル ATAPIデバイスリセット 

EXBUF_ENB 出力 外部データイネー

ブル 

外部レベルシフタイネーブル信号 

ATAPI 

インタフェース

（ATAPI） 

DIRECTION 出力 外部データディレ

クション 

外部レベルシフタディレクション信号 

KEYIN6～0 入力 キー入力 キー入力 キースキャン 

インタフェース

（KEYSC） 

KEYOUT5～0 出力 キー出力 キー出力 

I/Oポート PTA～PTZ 入出力 

入力 

出力 

汎用ポート 汎用ポート端子 

SDHI0CD、SDHI1CD 入力 カード検出 SDカード検出信号 

SDHI0WP、

SDHI1WP 

入力 ライトプロテクト SDライトプロテクト信号 

SDHI0D3～0、

SDHI1D3～0 

入出力 データバス SDデータバス信号 

SDHI0CMD、

SDHI1CMD 

入出力 コマンド出力、レス

ポンス入力 

SDコマンド出力、レスポンス入力信号 

SDホスト 

インタフェース

（SDHI0/ 

SDHI1） 

SDHI0CLK、

SDHI1CLK 

出力 クロック SDクロック出力端子 
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分類 端子名 入出力 機能 説明 

TCK 入力 テストクロック テストクロック入力端子 

TMS 入力 テストモードセレ

クト 

テストモードセレクト信号入力端子 

TDI 入力 テストデータ入力 インストラクションとデータのシリアル入力端子 

TDO 出力 テストデータ出力 インストラクションとデータのシリアル出力端子 

TRST 入力 テストリセット H-UDIのリセット端子 

エミュレータを使用しないときはローレベルに固

定してください。 

ASEBRK/BRKACK 入出力 ブレーク入力／ア

クノリッジ 

エミュレータからのブレーク信号入力／ブレーク

アクノリッジ出力信号 

ユーザデバッグ

インタフェース 

（H-UDI）* 

MPMD 入力 ASEモード ASEモード（エミュレーションサポートモード）

設定端子 

AUDATA3～

AUDATA0 

出力 AUDデータ ブランチトレースモード時の分岐先アドレス出力

端子 

AUDCK 出力 AUDクロック ブランチトレースモード時の同期クロック出力端

子 

アドバンスト 

ユーザデバッガ

（AUD） 

AUDSYNC 出力 AUD同期信号 ブランチトレースモード時のデータ先頭位置認識

信号出力端子 

【注】 * エミュレータ使用時は、各エミュレータのユーザーズマニュアルを参照してください。 
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1.7 内部バス構成 

本 LSIは、内部システムバスに SuperHywayバス（以下 SHwy）を採用しています。SHwyバスは、アドレス 32

ビット、データ 64ビット、バスクロック（Sφ）最大 166.7MHzのシステムバスで、SHwyバスに接続された各モ

ジュール間のデータ転送を高速に行うことができます。転送制御は、SuperHywayパケットルータにより行います。 

SHwyバスと各モジュールは、以下のバスブリッジにより接続されています。 

• ICB（Inter Connect Buffer） 

SHwyバスと画像モジュール群を接続するブリッジです。128KバイトのSRAM（MERAM：メディアRAM）

を搭載し、外部メモリアクセスのバッファとして使用することにより外部メモリアクセスの低減や効率化が

可能です。MERAMの詳細については「第41章 メディアRAM（MERAM）」を参照してください。 

• HPB（Peripheral Bus Bridge） 

SHwyバスとPφで動作する周辺モジュール群を接続するブリッジです。 

• HPB2（Peripheral Bus Bridge-2） 

SHwyバスとBφで動作する周辺モジュール群を接続するブリッジです。 

 

各モジュールはデータ転送において、リクエストを出すイニシエータ（SHwyバスマスタ）またはレスポンスを

返すターゲットとして動作します。イニシエータとして動作可能なモジュールは、SH-X2、DBG、DMAC、ICB、

2DG、ATAPI、EtherMAC、SPUで、リクエストの優先順位判定は、レジスタ設定値および LRU（Least Recently Used）

により行われます。使用するモジュールや使用方法によって優先順位の設定を変更する必要があります。詳細は

「第 12章 SuperHywayパケットルータ」を参照してください。 
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1.8 メモリアドレスマップ 

本 LSIに搭載されている CPUは、32ビット仮想アドレス空間をサポートします。仮想アドレスは、MMUによ

り任意の物理アドレスに割り付けることができます。詳細は「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」

を参照してください。 

図 1.5に本 LSIの物理アドレス空間を示します。物理アドレス空間は、29ビットアドレス（通常モード）およ

び 32ビットアドレス（拡張モード）をサポートしています。 

リセット後の初期状態は 29ビットアドレスモードとなります。32ビットアドレスモードへの切り替えは、

PASCRレジスタの SEビットで行います。設定方法は「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照

してください。32ビットアドレスモードで使用する場合は、TLBのモジュールストップビットMSTP031は 0（TLB

は動作）としてください。 

物理アドレス空間のうち、エリア 2、エリア 3は DBSC専用の空間です。エリア 4、エリア 5は、MMSELRレ

ジスタの AREASELビットにより DBSCと BSCから選択可能です。図 1.6に AREASELビットとアドレスマップ

の対応を示します。設定の詳細は「第 14章 バスステートコントローラ（BSC）」を参照してください。物理ア

ドレス H'4000 0000～H'5FFF FFFFの拡張 DRAM空間は、32ビットアドレスモードでのみ使用可能です。 

なお、CPU以外からのアクセスはMMUを経由しない物理アドレスでのアクセスとなります。特に記載の無い

限り各モジュールのアドレスレジスタには物理アドレスを設定してください。29ビットアドレスモード時には 29

ビット物理アドレスを指定してください。 

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'A7FF FFFF

H'E000 0000

H'E000 0000

H'F000 0000

H'FF00 0000

H'FF80 0000

H'FFC0 0000

H'FFFF FFFF

H'FC00 0000

H'FD00 0000

H'FE00 0000

H'FE20 0000

H'FE80 0000

H'FEC0 0000

H'FD80 0000

H'FDC0 0000

H'E520 0000

H'E800 0000

H'E808 0000

H'FFFF FFFF

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000

H'2000 0000

H'4000 0000

H'6000 0000

H'A400 0000

エリア0（BSC）

エリア1（内蔵周辺HPB）

エリア2（DBSC）

エリア3（DBSC）

内蔵周辺（HPB）

未定義

内部リソース

CPU

SHwy調停レジスタ

内蔵周辺（HPB）

SPU制御レジスタ

画像系制御レジスタ

BSC制御レジスタ

PSRAM（2KB）

DMAC1制御レジスタ

DMAC0制御レジスタ

キャッシュ

H-UDI

DBSC制御レジスタ

MERAM（128KB）

ストアキュー

ILRAM（16KB）

ICB制御レジスタ

エリア4（DBSC/BSC）

エリア5（DBSC/BSC）

エリア6（BSC）

エリア7（リザーブ）

未定義

未定義

DBSC

32ビット物理アドレス空間
（拡張モード）

29ビット物理アドレス空間
（通常モード）

 

図 1.4 物理アドレス空間 
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H'0000 0000 H'03FF FFFF エリア0

エリア1（HPB、内蔵周辺モジュール）

HPB（内蔵周辺モジュール）

エリア2（DBSC）

エリア3（DBSC）

内部リソース

シャドウ空間

エリア4（DBSC/BSC）

エリア5（DBSC/BSC）

エリア6（BSC）

エリア7（リザーブ）

未定義

未定義

未定義

未定義

DBSC 
（DDR2-SDRAM/Mobile-DDR-SDRAM）

32ビット物理 
アドレス空間
（拡張モード）

29ビット物理 
アドレス空間
（通常モード）

H'0400 0000 H'07FF FFFF

H'0800 0000 H'0BFF FFFF

H'0C00 0000 H'0FFF FFFF

H'1000 0000 H'13FF FFFF

H'1400 0000 H'17FF FFFF

H'1800 0000 H'1BFF FFFF

H'1C00 0000 H'1FFF FFFF

H'2000 0000 H'3FFF FFFF 未定義

H'4000 0000 H'43FF FFFF

H'4400 0000 H'47FF FFFF

H'4800 0000 H'4BFF FFFF

H'4C00 0000 H'4FFF FFFF

H'5000 0000 H'53FF FFFF

H'5400 0000 H'57FF FFFF

H'5800 0000 H'5BFF FFFF

H'5C00 0000 H'5FFF FFFF

H'6000 0000 H'7FFF FFFF

H'8000 0000 H'A3FF FFFF

H'A400 0000 H'A7FF FFFF

H'A800 0000 H'BFFF FFFF

H'C000 0000 H'DFFF FFFF

H'E000 0000 H'FFFF FFFF

BSC

HPB

DBSC-2

DBSC-3

DBSC-4

DBSC-5

BSC

DBSC-0

DBSC-1

DBSC-2

DBSC-3

DBSC-4

DBSC-5

DBSC-6

DBSC-7

HPB

BSC

HPB

DBSC-2

DBSC-3

BSC

BSC

BSC

MMSELR.AREASEL 0 1

DBSC-0

DBSC-1

DBSC-2

DBSC-3

DBSC-4

DBSC-5

DBSC-6

DBSC-7

HPB

 

図 1.5 AREASELビットによるメモリアドレスマップの選択 
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1.9 クロック一覧 
表 1.5 クロック一覧 

分類 Clock name 使用範囲 生成元 クロックソース 

Iφ SH-X2 CPG（PLL）

Sφ L2cache、SHwy、DBSC CPG（PLL）

Bφ BSC、SHwy接続モジュール、HPB2、

HPB2接続モジュール 

CPG（PLL）

システム 

クロック 

Pφ HPB、HPB接続モジュール CPG（PLL）

M1φ VPU CPG（PLL）

SPUCK SPU CPG（PLL）

CKO BSCインタフェース用クロック出力 CPG（PLL）

MCLK DBSCインタフェース用クロック出力 CPG（PLL）

VIO_CKO カメラ用クロック出力 CPG（PLL）

IrDACK IrDAインタフェース用クロック CPG（PLL）

RCLK RWDT、CMTカウントクロック CPG 

外部入力（EXTAL）、 

水晶振動子（EXTAL、XTAL）、 

外部入力（RTC_CLK） 

【注】RTC_CLKからシステムクロッ

クを生成するためには FLLに

よる逓倍が必要です。 

FSICKA、 

FSICKB 

FSIインタフェース用クロック CPG（PLL） 上記 3クロックソース、 

外部入力（FSIMCKA、FSIMCKB） 

RTC_CLK RTCカウントクロック 外部入力 外部入力（RTC_CLK） 

LCDDCK LCDCドットクロック出力 LCDC 外部入力（LCDLCLK）、Bφ、Pφ 

DV_CLK VOUインタフェース用クロック出力 VOU 外部入力（DV_CLKI） 

FSIOABCK、 

FSIOALRCK、 

FSIOBBCK、 

FSIOBLRCK 

FSIインタフェース用クロック出力 FSI FSICKA、FSICKB 

CLKAUDIOAO、

CLKAUDIOBO 

FSI基本動作クロック出力 FSI FSICKA、FSICKB 

MSIOF0_TSCK

MSIOF1_TSCK

MSIOF送信用シリアルクロック出力 MSIOF Bφ、外部入力（MSIOF0_MCK、

MSIOF1_MCK） 

SCIF0_SCK、 

SCIF1_SCK、 

SCIF2_SCK 

SCIFシリアルクロック出力 SCIF Pφ 

SCIF3_SCK、 

SCIF4_SCK、 

SCIF5_SCK 

SCIFAシリアルクロック出力 SCIFA Bφ 

MMC_CLK MMCインタフェース用クロック出力 MMCIF Bφ 

SDHI0CLK、 

SDHI1CLK 

SDHIインタフェース用クロック出力 SDHI Bφ 

個別 

モジュール 

クロック 

USB_CLK USB動作クロック USB（PLL) 外部入力（EXTAL_USB）、 

水晶振動子（EXTAL_USB、

XTAL_USB） 
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1.10 動作モード 

本 LSIの動作状態には、リセット状態、プログラム実行状態、低消費電力状態の 3種類があります。以下にリ

セット状態と低消費電力状態の概要を示します。 

1.10.1 リセット 

本 LSIのリセットには、パワーオンリセット、システムリセット、マニュアルリセット、ソフトウェアリセッ

トがあります。 

（1） パワーオンリセット 

RESETP端子にローレベルを入力することで、すべての実行中の処理を中止してパワーオンシーケンスから起

動します。電源投入時のリセットは、パワーオンリセットを使用してください。 

（2） システムリセット 

RESETA端子にローレベルを入力した場合、または RWDTがオーバフローした場合に発生します。 

（3） マニュアルリセット 

SRレジスタの BLビット=1のときに、ユーザブレークを除く例外が発生した場合に発生します。詳細は「第 5

章 例外処理」を参照してください。 

（4） ソフトウェアリセット 

一部のモジュールで、レジスタ書き込みによるモジュール単位のリセットをサポートしています。詳細は各モ

ジュールの章を参照してください。 
 

1.10.2 低消費電力モード 

低消費電力状態には、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、R-スタンバイモード、U-スタンバイ

モード、およびモジュールスタンバイがあります。詳細は「第 18章 リセット、低消費電力モード」を参照して

ください。 

（1） スリープモード 

SH-X2コアに供給するクロックを停止するモードです。SHwyバス以下の各モジュールや外部メモリアクセス

は動作可能です。割り込みによりプログラム実行状態に復帰します。 

（2） ソフトウェアスタンバイモード 

RCLK以外のクロックを停止するモードです。割り込みによりプログラム実行状態に復帰します。 

（3） Rスタンバイモード 

RCLK以外のクロック停止に加え、I/O部以外の領域の大部分に対して電源供給を遮断するモードです。一部の

レジスタやメモリ（RSメモリ）の内容を保持します。RSメモリに割り込み処理プログラムを格納しておき、割

り込みによりプログラム実行状態に復帰することが可能です。 

（4） Uスタンバイモード 

RCLKで動作するモジュールと I/O部以外の領域に対する電源供給を遮断するモードです。最も消費電流を低減

できるモードです。端子状態は保持されますが、内部状態は保持されないため、リセットから再起動となります。 
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（5） モジュールスタンバイ 

CPUは動作状態のままで、モジュール個別にクロック供給を停止できる機能です。使用しないモジュールのク

ロックを停止することにより消費電流を低減できます。 
 

1.11 電源シーケンス 

I/O電源（VCCQ、VCCQ1、VCCQ_LCD、VCCQ_MMC、VCCQ_SDC、VCCQ_SR、VCCQ_VIO、DV33、AV33、VCCQ_DDR）

と 1.2V系電源（VDD、VDD_PLL、VDD_FLL、DV12、AV12、UV12）の投入および切断順序について説明します。

詳細については「第 52章 電気的特性」を参照してください。 

（1） 電源の投入順序 

VCCQに供給する電源電圧は、以下の条件を満たすように設定してください。 

VCCQ+0.3V≧VCCQ1、VCCQ_LCD、VCCQ_MMC、VCCQ_SDC、VCCQ_SR、VCCQ_VIO、DV33、AV33 

本 LSIを起動するには、次の電源投入シーケンスに従ってください。 

1. VCCQ電源を最初に投入してください。電源投入の際には、RESETPをVIL以下のローレベルにしてください。 

2. VCCQの電圧が「第52章 電気的特性」で規定するMin値以上になるまで待ちます。 

3. VCCQ以外のI/O電源を投入してください。投入順序は任意（順不同）です。 

4. 1.2V系電源を投入してください。 

5. すべての電源投入が完了後、RESETPを解除してください。 

 

（2） 電源の切断順序 

電源切断は以下のシーケンスに従ってください。 

1. 1.2V系電源を切断してください。 

2. VCCQ以外のI/O電源を切断してください。切断順序は任意（順不同）です。 

3. 最後に、VCCQ電源を切断してください。 

 

1.12 ボード設計上の注意事項 

（1） バイパスコンデンサについての注意 

電源とグランドのペアごとに積層セラミックコンデンサをバイパスコンデンサとして入れてください。 

バイパスコンデンサは、LSIの電源端子の近くに実装してください。容量値だけでなく周波数特性が LSIの動作

周波数に合った特性を持つものを使用してください。 

（2） PLL、FLLの電源配線の注意事項 

PLL、FLLの電源はノイズ等に敏感であるため、「第 17章 クロックパルス発振器（CPG）」の注意事項に従

って配線パターン設計を行ってください。 

（3） DDR2インタフェースの基板設計上の注意事項 

DDRインタフェース実装ガイドを用意しています。基板設計の際の参考資料として利用ください。 



 

1. 概要 

1-44  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

 



R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  2-1 

2013.01.18  

2. プログラミングモデル 

本章では、本 LSIのプログラミングモデルについて記述します。本 LSIでは以下に示すレジスタとデータ形式

を持っています。 

2.1 データフォーマット 

本 LSIでサポートしているデータフォーマットを図 2.1に示します。 

バイト（8ビット）

ワード（16ビット）

ロングワード（32ビット）

単精度浮動小数点（32ビット）

倍精度浮動小数点（64ビット）

07

015

031

031 30 22

s e f

063 62 51

s e f

【記号説明】 s
e
f

：符号ビット
：指数フィールド
：小数フィールド

 

図 2.1 データフォーマット 
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2.2 レジスタの構成 

2.2.1 特権モードとバンク 

（1） 処理モード 

処理モードにはユーザモードと特権モードの 2つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が発生また

は割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジスタ、コントロ

ールレジスタ、および浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの処理モードで異なりま

す。 
 

（2） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには R0から R15までの 16本のレジスタがあります。汎用レジスタ R0から R7は、バンクレジス

タで、処理モードで切り替えることができます。 

• 特権モードの場合 

ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスできるレ

ジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタは、コントロー

ルレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。 

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0から

R7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1からR7_BANK1の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

• ユーザモードの場合 

バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタ

が汎用レジスタR0からR15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。 

 

（3） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレジスタ（SR）

があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログラムカウンタ（SPC）、

ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグベースレジスタ（DBR）があり

ます。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビット（例えば RBビット）があります。 
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（4） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカウンタ

（PC）があり、処理モードに関係しません。 
 

（5） 浮動小数点レジスタと FPUに関するシステムレジスタ 

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15の 32本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0～XF15

をおのおの FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1のいずれのバンクに割り付けるか選

択できます。 

また、FR0～FR15は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、またはレジスタペア）の 8本、FV0/4/8/12

（レジスタベクタ）の 4本として使用でき、XF0～XF15は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタペア）の 8本、XMTRX

（レジスタ行列）の 1本として使用できます。 

FPUに関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点ステータ

ス／コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU間の通信や例外処理の設定を行います。 
 

リセット後のレジスタの値を表 2.1に示します。 
 

表 2.1 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値* 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0、 

R0_BANK1～R7_BANK1、 

R8～R15 

不定 

SR MDビットは 1、RBビットは 1、BLビットは 1、

FDビットは 0、IMASKは B'1111、リザーブビッ

トは 0、その他は不定 

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'00000000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC H'A0000000 

FR0～FR15、XF0～XF15、FPUL 不定 浮動小数点レジスタ 

FPSCR H'00040001 

【注】 * パワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されます。 

 

処理モード別の CPUレジスタ構成を図 2.2に示します。 

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。 
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31 0
R0_BANK0*1, *2

R1_BANK0*2

R2_BANK0*2

R3_BANK0*2

R4_BANK0*2

R5_BANK0*2

R6_BANK0*2

R7_BANK0*2

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

SR

GBR
MACH
MACL

PR

PC

（a）ユーザモードのレジスタ構成

31 0
R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝１）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

【注】　*1　R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードと、
　　　　　　インデックス付きGBR間接アドレッシングモードのインデックスレジスタ
　　　　　　として使われます。
　　　　*2　バンクレジスタ
　　　　*3　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが１のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが０のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
　　　　*4　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが０のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが１のとき、LDC/STC 命令でのみアクセスされます。

31 0

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝０）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

SGR

DBR

SGR

DBR

 

図 2.2 処理モード別の CPUレジスタ構成 
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2.2.2 汎用レジスタ 

図 2.3に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。本 LSIには 24本の 32ビット汎用レジスタ（R0_BANK0

～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち 16本のレジスタのみ 1

つの処理モードで汎用レジスタ R0～R15としてアクセスできます。本 LSIには特権モードとユーザモードの 2つ

の処理モードがあります。R0～R7はその 2つのモードにより次のように割り当てられます。 

• R0_BANK0～R7_BANK0 

ユーザモード（SR.MD＝0）では、常にR0～R7に割り当てられます。 

特権モード（SR.MD＝1）では、（SR.RB＝0）の場合に限りR0～R7に割り当てられます。 

•  R0_BANK1～R7_BANK1 

ユーザモードでは、アクセスできません。 

特権モードでは、（SR.RB＝1）の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。 

 

SR.MD=0　または
(SR.MD=1, SR.RB=0）

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

(SR.MD=1, SR.RB=1)

 

図 2.3 汎用レジスタ 



 

2. プログラミングモデル 

2-6  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

【プログラミング上の注意】 

 ユーザモードの R0～R7は R0_BANK0～R7_BANK0に、例外・割り込み後の R0～R7は R0_BANK1～R7_BANK1に

割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードの R0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）を退避または復帰する

必要はありません。 

 

2.2.3 浮動小数点レジスタ 

図 2.4に浮動小数点レジスタを示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、2つの

バンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、この 32

本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXとして

参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。図 2.4を参照してくだ

さい。 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0、FPR l_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、 

FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、 

FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、 

FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、 

FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、 

FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、 

FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 



 

2. プログラミングモデル 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  2-7 

2013.01.18  

 

SH7724 

（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 
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FPR0_BANK0

FPR1_BANK0

FPR2_BANK0

FPR3_BANK0

FPR4_BANK0

FPR5_BANK0

FPR6_BANK0

FPR7_BANK0

FPR8_BANK0

FPR9_BANK0

FPR10_BANK0

FPR11_BANK0

FPR12_BANK0
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XF1
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XF3

XF4

XF5
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XF8 
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XF11
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XF13

XF14
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FR0

FR1
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FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14
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DR0
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DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0_BANK1

FPR1_BANK1

FPR2_BANK1

FPR3_BANK1

FPR4_BANK1

FPR5_BANK1

FPR6_BANK1

FPR7_BANK1

FPR8_BANK1

FPR9_BANK1

FPR10_BANK1

FPR11_BANK1

FPR12_BANK1

FPR13_BANK1

FPR14_BANK1

FPR15_BANK1

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR=0 FPSCR.FR=1

 

図 2.4 浮動小数点レジスタ 
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2.2.4 コントロールレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― MD RB BL ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

FD ― ― ― ― ― M Q IMASK ― ― S T

初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0初期値：
R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

30 MD 1 R/W 処理モード 

処理モードを選択します。 

0：ユーザモード 

（命令の中には実行できない命令があります。また、リソースの中に

はアクセスできないリソースがあります。） 

1：特権モード 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

29 RB 1 R/W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット 

0：R0_BANK0～R7_BANK0は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK1～R7_BANK1は LDC/STC命令でアクセスできます。 

1：R0_BANK1～R7_BANK1は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK0～R7_BANK0は LDC/STC命令でアクセスできます。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

28 BL 1 R/W 例外／割り込みブロックビット 

このビットが 1のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブレーク以外

の一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態に遷移します。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

27～16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

15 FD 0 R/W FPUディスエーブルビット 

このビットが 1のとき、FPU命令は一般 FPU抑止例外を発生させ、FPU

命令が遅延スロットにある場合、スロット FPU抑止例外が発生します（FPU

命令：H'F***命令、FPUL/FPSCRに対する LDS(.L)/STS(.L)命令）。 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 M 0 R/W Mビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

8 Q 0 R/W Qビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

7～4 IMASK すべて 1 R/W 割り込みマスクレベル 

IMASK以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り込みが発生

した場合に、IMASKが割り込み受け付けレベルに変化する動作と変化しな

い動作を、CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）を用いて切り替えること

ができます。CPUOPMの動作は、「付録 A. CPU動作モードレジスタ

（CPUOPM）」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 S 0 R/W Sビット 

MAC命令の飽和動作を指定します。 

0 T 0 R/W Tビット 

真／偽条件、キャリ、ボロー、オーバフローまたはアンダフローなどを表

します。 

詳細は、「第 3章 命令セット」を参照してください。 

 

（2） 退避ステータスレジスタ（SSR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

SRの内容は例外または割り込みの発生時、SSRに退避されます。 
 

（3） 退避プログラムカウンタ（SPC）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

例外または割り込みの発生した命令のアドレスは SPCに退避されます。 
 

（4） グローバルベースレジスタ（GBR）（32ビット、初期値＝不定） 

GBRは@(disp,GBR)、@(R0,GBR)アドレッシングのベースアドレスとして参照されます。 
 

（5） ベクタベースレジスタ（VBR）（32ビット、特権保護、初期値＝H'0000 0000） 

VBRは例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「第 5章 例

外処理」を参照してください。 
 

（6） 退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

R15の内容は例外または割り込みの発生時 SGRに退避されます。 
 

（7） デバッグベースレジスタ（DBR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合（CBCR.UBDE＝1）、DBRは VBRの代わりにユーザブレーク

ハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。 
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2.2.5 システムレジスタ 

（1） 積和上位レジスタ（MACH）（32ビット、初期値＝不定）、 

積和下位レジスタ（MACL）（32ビット、初期値＝不定） 

MACH／MACLは、MAC命令の加算値として用いられます。またMAC命令、MUL命令の演算結果を格納す

るためにも用いられます。 
 

（2） プロシージャレジスタ（PR）（32ビット、初期値＝不定） 

BSR、BSRF、JSR命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PRに格納されます。PRは、サブルーチ

ンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（3） プログラムカウンタ（PC）（32ビット、初期値＝H'A000 0000） 

PCは実行中の命令アドレスを示します。 
 

（4） 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable（EN） すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.2を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 

 



 

2. プログラミングモデル 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  2-13 

2013.01.18  

 

SH7724 

・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　 切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（2）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0
*1、*2 *2

 

図 2.5 SZビットとエンディアンの関係 

 

表 2.2 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（5） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32ビット、初期値＝不定） 

FPUレジスタと CPUレジスタ間のデータ転送は、FPULを介して行われます。 
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2.3 メモリ割り付けレジスタ 

制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領域に割り

付けられたレジスタには、2つのアドレスがあります。 

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

以上 2つの領域は次のように使用します。 
 

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番号をTLB

の該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領域に対して、MMU

のアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。 

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。ユーザモ

ードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照することができます。 

 

【注】 2つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付けられてい

ないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデータサイズでアク

セスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。 

2.4 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタへロ

ードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、

ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31
S S

S

067

67 0

31
S S

S

01415

1415 0

 

図 2.6 バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式 
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2.5 メモリ上でのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、32

ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペランドは符

号拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンかリトルエンディアンのどちらかのバイト順を選択できます。エ

ンディアンはパワーオンリセット時に外部ピンで設定してください。エンディアンは動的には変更できません。

ただしビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位（least-significant）へ左から右へ減少するように番

号が付けられています。すなわち 32ビットのロングワードでは、一番左のビット、ビット 31が最上位ビットで、

一番右のビット、ビット 0が最下位ビットです。 

メモリ上のデータ形式を図 2.7に示します。 

A 番地

A

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0
A + 1 A + 2 A + 3

バイト 0

ワード 0

ロングワード

ワード 1

バイト 1 バイト 2 バイト 3

A + 11

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0

23 15 7 0
A + 10 A + 9 A + 8

バイト 3

ワード 1

ロングワード

ワード 0

バイト 2 バイト 1 バイト 0

A + 4 番地

A + 8 番地

A + 8 番地

A + 4 番地

A 番地

ビッグエンディアン リトルエンディアン  

図 2.7 メモリ上のデータ形式 

64ビットのデータ形式については図 2.5を参照してください。 
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2.6 処理状態 

処理状態には、大きく分けてリセット状態、命令実行状態、低消費電力状態の 3種類があります。 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。リセット状態は、パワーオンリセット状態とマニュアルリセット状態に

分類されます。 

パワーオンリセット状態では、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。マニュア

ルリセット状態では、一部の内蔵周辺モジュールのレジスタと CPUの内部状態とが初期化されます。詳細は、製

品ハードウェアマニュアルの各章のレジスタ構成を参照してください。 
 

（2） 命令実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例外処理状

態があります。 
 

（3） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令で低消費電力状態になります。スリープモード、

およびスタンバイモードの 2つのモードがあります。低消費電力状態の詳細は、「第 18章 リセット、低消費電

力モード」を参照してください。 

すべての状態から

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット状態

命令実行状態
スリープ命令実行時

低消費電力状態
割り込み発生時

リセット／マニュアル

リセット解除時

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット／マニュアル

リセット入力時

 

図 2.8 処理状態遷移図 
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2.7 使用上の注意事項 

2.7.1 自己書き換えコードに対する注意事項 

本 LSIは、処理を高速に行うために命令の先読みを行っています。このためメモリ上の命令列の書き換えを行

った直後に当該命令を実行しようとすると、すでに先読みされた更新前の命令が実行される可能性が高くなりま

す。確実に更新された命令を実行するためには、書き換えを行う命令と書き換えられた命令の実行の間に下記の

命令列を実行するようにしてください。 
 

（1） 書き換える命令がキャッシング不可能領域にある場合 

SYNCO 

ICBI @Rn 

ICBI命令の Rnで指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスで構いません。 
 

（2） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時） 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI命令で無効化してください。ICBIはライン単

位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

（3） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時） 

OCBP @Rmまたは OCBWB @Rm 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域すべてを OCBP命令または OCBWB命令で主記憶に

書き戻しを行い、その後 ICBI命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。ICBI/OCBP/OCBWB

はライン単位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

【注】 自己書き換え：動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する処理 
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3. 命令セット 

本 LSIの命令セットは固定長 16ビット命令で実現されます。本 LSIはバイト（8ビット）、ワード（16ビット）、

ロングワード（32ビット）、クワッドワード（64ビット）のデータサイズでメモリにアクセスします。単精度浮

動小数点データ（32ビット）は、ロングワードまたはクワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。

倍精度浮動小数点データ（64ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。本 LSIがバ

イトサイズおよびワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデータは符号拡張されます。 

3.1 実行環境 

（1） PC 

PCはその命令自身の命令アドレスを示します。 
 

（2） ロード／ストアアーキテクチャ 

本 LSIは基本的演算をレジスタで実行するロード／ストアアーキテクチャを特長としています。メモリで直接

実行する論理 AND演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算はレジスタにロードし

た後、レジスタで実行されます。 
 

（3） 遅延分岐 

本 LSIの分岐命令および RTEは、BF、BTの 2つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐命令の次

の命令は分岐先命令の前に実行されます。 

（4） 遅延スロット 

遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA実行シーケンスは次のとお

りです。 
 

表 3.1 遅延分岐命令の実行順序 

命令列 実行順序 

 BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA 

 ADD  （遅延スロット） ↓ 

  ：   ADD 

  ：   ↓ 

TARGET target-inst  （分岐先命令） target-inst 

 

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「第 5章 例外処理」を参照

してください。分岐が成立しなかった BF/S、BT/Sの次の命令も遅延スロット命令です。 
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（5） Tビット 

ステータスレジスタ（SR）の Tビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命令で参照

します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。 
 

ADD #1, R0 ; Tビットは ADD演算で変更されません。 

CMP/EQ R1, R0 ; R0=R1のとき Tビットは 1にセットされる。 

BT TARGET ; Tビット=1（R0=R1）のとき TARGETに分岐する。 
 

RTEの遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）ビットは次のように参照されます。命令アクセスは変更の

前にMDビットを使用し、データアクセスは変更後のMDビットにアクセスします。変更後の他のＳ、T、M、Q、

FD、BL、RBビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、STC.L SR命令は、変更後すべての SR

ビットにアクセスします。 
 

（6） 定数値 

8ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また 16ビット、32ビットの定数値はメモ

リで定義することができ、PC相対ロード命令で参照できます。 
 

MOV.W @(disp, PC), Rn 

MOV.L @(disp, PC), Rn 
 

浮動小数点に対する PC相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して FLDI0、

FLDI1命令を使用することによって、0.0または 1.0にセットすることができます。 
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3.2 アドレッシングモード 

表 3.2にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をアクセスす

ると（MMUCR.AT＝1）、実効アドレスは物理アドレスに変換されます。複数の仮想メモリ空間システムを選択

した場合（MMUCR.SV＝0）、PTEHの最下位ビットもアクセスの ASIDとして参照されます。「第 7章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

表 3.2 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn
 

Rn→EA（EA：実効アドレス） 

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ R n の内容です。命令実行後 R n

に定数を加算します。定数はオペランドサイズがバイトの

とき 1、ワードのとき 2、ロングワードのとき 4、クワッド

ワードのとき 8です。 

Rn Rn

1/2/4/8

＋
Rn＋1/2/4/8

 

Rn→EA 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

クワッドワード：Rn＋8→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタ Rnの

内容です。定数はバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロング

ワードのとき 4、クワッドワードのとき 8です。 

Rn

Rn－1/2/4/8

1/2/4/8

－
Rn－1/2/4/8

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

クワッドワード：Rn－8→Rn 

Rn→EA 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

@(disp:4, Rn)  実効アドレスはレジスタRnに4ビットディスプレースメン

ト dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラン

ドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロングワ

ードで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋
disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：Rn＋disp→EA 

ワード：Rn＋disp×2→EA 

ロングワード：Rn＋disp×4→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0, Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに R0を加算した内容です。 

Rn

R0

Rn＋R0＋

 

Rn＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き GBR間接 

@(disp:8, GBR)  実効アドレスはレジスタGBRに 8ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラ

ンドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロング

ワードで 4倍します。 

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋
disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR＋disp→EA 

ワード：GBR＋disp×2→EA 

ロングワード：GBR＋disp×4→EA 

インデックス付き 

GBR間接 

@(R0, GBR)  実効アドレスはレジスタ GBRに R0を加算した内容です。

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き PC相対 

@(disp:8, PC) 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペランド

サイズによってワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。

さらにロングワードのときはPCの下位2ビットをマスクし

ます。 

PC＋4＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC＋4
＋disp×4

＋

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

PC

H'FFFFFFFC ＋

＆

4

＊ ＊ロングワードのとき

ワード：PC＋4＋disp×2→EA 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋4＋disp×→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp:8  実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp (符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

 disp:12 実効アドレスは PC＋4に 12ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

PC相対 Rn 実効アドレスは PC＋4に Rnを加算した内容です。 

PC＋4＋Rn

Rn

＋

PC

＋

4

 

PC＋4＋Rn→Branch-Target 

イミディエイト #imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイト immは

ゼロ拡張します。 

－ 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイト immは

符号拡張します。 

－ 

 #imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト immはゼロ拡張後、

4倍します。 

－ 

【注】 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オペラ

ンドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を書いています。これは、LSIの動作を明確にするた

めで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照してください。 

  ＠（disp:4, Rn） ;ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8, GBR） ;ディスプレースメント付き GBR間接 

  ＠（disp:8, PC） ;ディスプレースメント付き PC相対 

  disp: 8, disp:12 ;PC相対 
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3.3 命令セット 

表 3.4～表 3.13に示す SuperH命令の説明に使用する表記を表 3.3に示します。 
 

表 3.3 命令リストの表記 

項目 フォーマット 説   明 

命令ニーモニック OP.Sz SRC,DEST 

 

OP：オペレーションコード 

Sz：サイズ 

SRC：ソースオペランド 

DEST：ソースおよび／またはデスティネーションオペランド 

Rm：ソースレジスタ 

Rn：デスティネーションレジスタ 

imm：イミディエイトデータ 

disp：ディスプレースメント 

演算の要約  →、←：転送方向 

(xx)：メモリオペランド 

M/Q/T：SRのフラグビット 

&：各ビットの論理積 

|：各ビットの論理和 

^：各ビット排他的論理和 

~：各ビットの論理否定 

<<n,>>n：nビットシフト 

命令コード MSB←→LSB mmmm：レジスタ番号（Rm、FRm） 

nnnn：レジスタ番号（Rn、FRn） 

0000：R0, FR0 

0001：R1, FR1 

 ： 

1111：R15, FR15 

mmm：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK） 

nnn：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK） 

000：DR0、XD0、R0_BANK 

001：DR2、XD2、R1_BANK 

 ： 

111：DR14、XD14、R7_BANK 

mm：レジスタ番号(FVm) 

nn：レジスタ番号(FVn) 
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項目 フォーマット 説   明 

命令コード MSB←→LSB 00：FV0 

01：FV4 

10：FV8 

11：FV12 

iiii：イミディエイト値 

dddd：ディスプレースメント 

特権モード － 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。 

Tビット 命令実行後の Tビットの値 －：変更なし 

新規 － 「新規」と記載してある場合は、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）

の VERビットの値が H'20の SH-4Aで新規に追加された命令です。 

【注】 スケーリング（x1、x2、x4、x8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。 
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表 3.4 固定小数点転送命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOV #imm,Rn imm→符号拡張→Rn 1110nnnniiiiiiii － － － 

MOV.W @(disp*,PC),Rn (disp×2+PC+4)→符号拡張→Rn 1001nnnndddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,PC),Rn (disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4)→Rn 1101nnnndddddddd － － － 

MOV Rm,Rn Rm→Rn 0110nnnnmmmm0011 － － － 

MOV.B Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L @Rm,Rn (Rm)→Rn 0110nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+1→Rm 0110nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+2→Rm 0110nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)→Rn, Rm+4→Rm 0110nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,Rn) R0→(disp+Rn) 10000000nnnndddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,Rn) R0→(disp×2+Rn) 10000001nnnndddd － － － 

MOV.L Rm,@(disp*,Rn) Rm→(disp×4+Rn) 0001nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B @(disp*,Rm),R0 (disp+Rm)→符号拡張→R0 10000100mmmmdddd － － － 

MOV.W @(disp*,Rm),R0 (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 10000101mmmmdddd － － － 

MOV.L @(disp*,Rm),Rn (disp×4+Rm)→Rn 0101nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1100 － － － 

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1101 － － － 

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→Rn 0000nnnnmmmm1110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,GBR) R0→(disp+GBR) 11000000dddddddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×2+GBR) 11000001dddddddd － － － 

MOV.L R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×4+GBR) 11000010dddddddd － － － 

MOV.B @(disp*,GBR),R0 (disp+GBR)→符号拡張→R0 11000100dddddddd － － － 

MOV.W @(disp*,GBR),R0 (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 11000101dddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,GBR),R0 (disp×4+GBR)→R0 11000110dddddddd － － － 

MOVA @(disp*,PC),R0 disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4→R0 11000111dddddddd － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if(T==1)R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 － LDST 新規 

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST 

(Rm)→R0 

ただし、割り込み／例外発生時 0→LDST

0000mmmm01100011 － － 新規 

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)→R0 

非境界調整データのロード 

0100mmmm10101001 － － 新規 

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)→R0,Rm+4→Rm 

非境界調整データのロード 

0100mmmm11101001 － － 新規 

MOVT Rn T→Rn 0000nnnn00101001 － － － 

SWAP.B Rm,Rn Rm→下位 2バイトの 

上下バイト交換→Rn 

0110nnnnmmmm1000 － － － 

SWAP.W Rm,Rn Rm→上下ワード交換→Rn 0110nnnnmmmm1001 － － － 

XTRCT Rm,Rn Rm:Rnの中央 32ビット→Rn 0010nnnnmmmm1101 － － － 

【注】 * ルネサスのアセンブラでは、dispにスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。 

 

表 3.5 算術演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ADD Rm,Rn Rn+Rm→Rn 0011nnnnmmmm1100 － － － 

ADD #imm,Rn Rn+imm→Rn 0111nnnniiiiiiii － － － 

ADDC Rm,Rn Rn+Rm+T→Rn,キャリ→T 0011nnnnmmmm1110 － キャリ － 

ADDV Rm,Rn Rn+Rm→Rn,オーバフロー→T 0011nnnnmmmm1111 － オ－バ 

フロ－ 

－ 

CMP/EQ #imm,R0 R0=immのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

10001000iiiiiiii － 比較 

結果 

－ 

CMP/EQ Rm,Rn Rn=Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0000 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HS Rm,Rn 無符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0010 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GE Rm,Rn 有符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0011 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HI Rm,Rn 無符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0110 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GT Rm,Rn 有符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0111 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PZ Rn Rn≧0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010001 － 比較 

結果 

－ 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CMP/PL Rn Rn>0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010101 － 比較 

結果 

－ 

CMP/STR Rm,Rn いずれかのバイトが等しいとき 1→T

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1100 － 比較 

結果 

－ 

DIV1 Rm,Rn 1ステップ除算(Rn÷Rm) 0011nnnnmmmm0100 － 計算 

結果 

－ 

DIV0S Rm,Rn Rn の MSB→Q, Rm の MSB→M,  

M^Q→T 

0010nnnnmmmm0111 － 計算 

結果 

－ 

DIV0U  0→M/Q/T 0000000000011001 － 0 － 

DMULS.L Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm1101 － － － 

DMULU.L Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm0101 － － － 

DT Rn Rn-1→Rn, Rn が 0のとき 1→T 

Rn が 0以外のとき 0→T 

0100nnnn00010000 － 比較 

結果 

－ 

EXTS.B Rm,Rn Rm をバイトから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1110 － － － 

EXTS.W Rm,Rn Rm をワードから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1111 － － － 

EXTU.B Rm,Rn Rm をバイトからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1100 － － － 

EXTU.W Rm,Rn Rm をワードからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1101 － － － 

MAC.L @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+4→Rn, Rm+4→Rm 

32×32＋64→64ビット 

0000nnnnmmmm1111 － － 

 

－ 

MAC.W @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+2→Rn, Rm+2→Rm 

16×16+64→64ビット 

0100nnnnmmmm1111 － － － 

MUL.L Rm,Rn Rn×Rm→MACL 

32×32→32ビット 

0000nnnnmmmm0111 － － － 

MULS.W Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1111 － － － 

MULU.W Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1110 － － － 

NEG Rm,Rn 0-Rm→Rn 0110nnnnmmmm1011 － － － 

NEGC Rm,Rn 0-Rm-T→Rn, ボロー→T 0110nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUB Rm,Rn Rn-Rm→Rn 0011nnnnmmmm1000 － － － 

SUBC Rm,Rn Rn-Rm-T→Rn,ボロー→T 0011nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUBV Rm,Rn Rn-Rm→Rn,アンダフロー→T 0011nnnnmmmm1011 － アンダ 

フロー 

－ 
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表 3.6 論理演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

AND Rm,Rn Rn & Rm→Rn 0010nnnnmmmm1001 － － － 

AND #imm,R0 R0 & imm→R0 11001001iiiiiiii － － － 

AND.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 11001101iiiiiiii － － － 

NOT Rm,Rn ~Rm→Rn 0110nnnnmmmm0111 － － － 

OR Rm,Rn Rn｜Rm→Rn 0010nnnnmmmm1011 － － － 

OR #imm,R0 R0｜imm→R0 11001011iiiiiiii － － － 

OR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) | imm→(R0+GBR) 11001111iiiiiiii － － － 

TAS.B @Rn (Rn)が 0のとき 1→T 

それ以外とき 0→T 

両方に対して 1→(Rn)の MSB 

0100nnnn00011011 － テスト 

結果 

－ 

TST Rm,Rn Rn & Rm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1000 － テスト 

結果 

－ 

TST #imm,R0 R0 & imm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001000iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

TST.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR)&imm, 

結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001100iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

XOR Rm,Rn Rn ^ Rm→Rn 0010nnnnmmmm1010 － － － 

XOR #imm,R0 R0 ^ imm→R0 11001010iiiiiiii － － － 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 11001110iiiiiiii － － － 
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表 3.7 シフト命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ROTL Rn T←Rn←MSB 0100nnnn00000100 － MSB － 

ROTR Rn LSB→Rn→T 0100nnnn00000101 － LSB － 

ROTCL Rn T←Rn←T 0100nnnn00100100 － MSB － 

ROTCR Rn T→Rn→T 0100nnnn00100101 － LSB － 

SHAD Rm, Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[MSB→Rn] 

0100nnnnmmmm1100 － － － 

SHAL Rn T←Rn←0 0100nnnn00100000 － MSB － 

SHAR Rn MSB→Rn→T 0100nnnn00100001 － LSB － 

SHLD Rm, Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[0→Rn] 

0100nnnnmmmm1101 － － － 

SHLL Rn T←Rn←0 0100nnnn00000000 － MSB － 

SHLR Rn 0→Rn→T 0100nnnn00000001 － LSB － 

SHLL2 Rn Rn<<2→Rn 0100nnnn00001000 － － － 

SHLR2 Rn Rn>>2→Rn 0100nnnn00001001 － － － 

SHLL8 Rn Rn<<8→Rn 0100nnnn00011000 － － － 

SHLR8 Rn Rn>>8→Rn 0100nnnn00011001 － － － 

SHLL16 Rn Rn<<16→Rn 0100nnnn00101000 － － － 

SHLR16 Rn Rn>>16→Rn 0100nnnn00101001 － － － 
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表 3.8 分岐命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

BF label T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001011dddddddd － － － 

BF/S label 遅延分岐,T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001111dddddddd － － － 

BT label T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001001dddddddd － － － 

BT/S label 遅延分岐,T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001101dddddddd － － － 

BRA label 遅延分岐,disp×2+PC+4→PC 1010dddddddddddd － － － 

BRAF Rn 遅延分岐,Rn+PC+4→PC 0000nnnn00100011 － － － 

BSR label 遅延分岐,PC+4→PR, 

disp×2+PC+4→PC 

1011dddddddddddd － － － 

BSRF Rn 遅延分岐,PC+4→PR, 

Rn+PC+4→PC 

0000nnnn00000011 － － － 

JMP @Rn 遅延分岐,Rn→PC 0100nnnn00101011 － － － 

JSR @Rn 遅延分岐,PC+4→PR,Rn→PC 0100nnnn00001011 － － － 

RTS  遅延分岐,PR→PC 0000000000001011 － － － 

 

表 3.9 システム制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CLRMAC  0→MACH,MACL 0000000000101000 － － － 

CLRS  0→S 0000000001001000 － － － 

CLRT  0→T 0000000000001000 － 0 － 

ICBI @Rn 論理アドレス Rn で示される命令

キャッシュを無効化  

0000nnnn11100011 － － 新規 

LDC Rm,SR Rm→SR 0100mmmm00001110 特権 LSB － 

LDC Rm,GBR Rm→GBR 0100mmmm00011110 － － － 

LDC Rm,VBR Rm→VBR 0100mmmm00101110 特権 － － 

LDC Rm,SGR Rm→SGR 0100mmmm00111010 特権 － 新規 

LDC Rm,SSR Rm→SSR 0100mmmm00111110 特権 － － 

LDC Rm,SPC Rm→SPC 0100mmmm01001110 特権 － － 

LDC Rm,DBR Rm→DBR 0100mmmm11111010 特権 － － 

LDC Rm,Rn_BANK Rm→Rn_BANK(n=0～7) 0100mmmm1nnn1110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SR (Rm)→SR,Rm+4→Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB － 

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)→GBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00010111 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)→VBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)→SGR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110110 特権 － 新規 

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)→SSR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)→SPC,Rm+4→Rm 0100mmmm01000111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)→DBR,Rm+4→Rm 0100mmmm11110110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)→Rn_BANK,Rm+4→Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 － － 

LDS Rm,MACH Rm→MACH 0100mmmm00001010 － － － 

LDS Rm,MACL Rm→MACL 0100mmmm00011010 － － － 

LDS Rm,PR Rm→PR 0100mmmm00101010 － － － 

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)→MACH,Rm+4→Rm 0100mmmm00000110 － － － 

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)→MACL,Rm+4→Rm 0100mmmm00010110 － － － 

LDS.L @Rm+,PR (Rm)→PR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100110 － － － 

LDTLB  PTEH/PTEL→TLB 0000000000111000 特権 － － 

MOVCA.L R0,@Rn (キャッシュブロックをフェッチせ

ずに)R0→(Rn) 

0000nnnn11000011 － － － 

NOP  無操作 0000000000001001 － － － 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを無

効にする 

0000nnnn10010011 － － － 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックし無効にする 

0000nnnn10100011 － － － 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックする 

0000nnnn10110011 － － － 

PREF @Rn (Rn)→オペランドキャッシュ 0000nnnn10000011 － － － 

PREFI @Rn 32バイトの命令ブロックを命令キ

ャッシュに読み込む 

0000nnnn11010011 － － 新規 

RTE  遅延分岐,SSR/SPC→SR/PC 0000000000101011 特権 － － 

SETS  1→S 0000000001011000 － － － 

SETT  1→T 0000000000011000 － 1 － 

SLEEP  スリープもしくはスタンバイ 0000000000011011 特権 － － 

STC SR,Rn SR→Rn 0000nnnn00000010 特権 － － 

STC GBR,Rn GBR→Rn 0000nnnn00010010 － － － 

STC VBR,Rn VBR→Rn 0000nnnn00100010 特権 － － 

STC SSR,Rn SSR→Rn 0000nnnn00110010 特権 － － 

STC SPC,Rn SPC→Rn 0000nnnn01000010 特権 － － 

STC SGR,Rn SGR→Rn 0000nnnn00111010 特権 － － 

STC DBR,Rn DBR→Rn 0000nnnn11111010 特権 － － 

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK→Rn(m=0～7) 0000nnnn1mmm0010 特権 － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

STC.L SR,@-Rn Rn-4→Rn,SR→(Rn) 0100nnnn00000011 特権 － － 

STC.L GBR,@-Rn Rn-4→Rn,GBR→(Rn) 0100nnnn00010011 － － － 

STC.L VBR,@-Rn Rn-4→Rn,VBR→(Rn) 0100nnnn00100011 特権 － － 

STC.L SSR,@-Rn Rn-4→Rn,SSR→(Rn) 0100nnnn00110011 特権 － － 

STC.L SPC,@-Rn Rn-4→Rn,SPC→(Rn) 0100nnnn01000011 特権 － － 

STC.L SGR,@-Rn Rn-4→Rn,SGR→(Rn) 0100nnnn00110010 特権 － － 

STC.L DBR,@-Rn Rn-4→Rn,DBR→(Rn) 0100nnnn11110010 特権 － － 

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn-4→Rn,Rm_BANK→(Rn) 

(m=0～7) 

0100nnnn1mmm0011 特権 － － 

STS MACH,Rn MACH→Rn 0000nnnn00001010 － － － 

STS MACL,Rn MACL→Rn 0000nnnn00011010 － － － 

STS PR,Rn PR→Rn 0000nnnn00101010 － － － 

STS.L MACH,@-Rn Rn-4→Rn,MACH→(Rn) 0100nnnn00000010 － － － 

STS.L MACL,@-Rn Rn-4→Rn,MACL→(Rn) 0100nnnn00010010 － － － 

STS.L PR,@-Rn Rn-4→Rn,PR→(Rn) 0100nnnn00100010 － － － 

SYNCO  本命令以前のデータ操作を完了する

まで、本命令以降の命令を開始しない

0000000010101011 － － 新規 

TRAPA #imm imm<<2→TRA,PC+2→SPC, 

SR→SSR,R15→SGR, 

1→SR.MD/BL/RB,H'160→EXPEVT, 

VBR+H'0100→PC 

11000011iiiiiiii － － － 
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表 3.10 浮動小数点単精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FLDI0 FRn H'00000000→FRn 1111nnnn10001101 － － － 

FLDI1 FRn H'3F800000→FRn 1111nnnn10011101 － － － 

FMOV FRm,FRn FRm→FRn 1111nnnnmmmm1100 － － － 

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)→FRn 1111nnnnmmmm1000 － － － 

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0+Rm)→FRn 1111nnnnmmmm0110 － － － 

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)→FRn,Rm+4→Rm 1111nnnnmmmm1001 － － － 

FMOV.S FRm,@Rn FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1010 － － － 

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4→Rn,FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1011 － － － 

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmmm0111 － － － 

FMOV DRm,DRn DRm→DRn 1111nnn0mmm01100 － － － 

FMOV @Rm,DRn (Rm)→DRn 1111nnn0mmmm1000 － － － 

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0+Rm)→DRn 1111nnn0mmmm0110 － － － 

FMOV @Rm+,DRn (Rm)→DRn,Rm+8→Rm 1111nnn0mmmm1001 － － － 

FMOV DRm,@Rn DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01010 － － － 

FMOV DRm,@-Rn Rn-8→Rn,DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01011 － － － 

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm00111 － － － 

FLDS FRm,FPUL FRm→FPUL 1111mmmm00011101 － － － 

FSTS FPUL,FRn FPUL→FRn 1111nnnn00001101 － － － 

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF→FRn 1111nnnn01011101 － － － 

FADD FRm,FRn FRn+FRm→FRn 1111nnnnmmmm0000 － － － 

FCMP/EQ FRm,FRn FRn=FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT FRm,FRn FRn>FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV FRm,FRn FRn/FRm→FRn 1111nnnnmmmm0011 － － － 

FLOAT FPUL,FRn (float)FPUL→FRn 1111nnnn00101101 － － － 

FMAC FR0,FRm,FRn FR0×FRm+FRn→FRn 1111nnnnmmmm1110 － － － 

FMUL FRm,FRn FRn×FRm→FRn 1111nnnnmmmm0010 － － － 

FNEG FRn FRn ^ H'80000000→FRn 1111nnnn01001101 － － － 

FSQRT FRn sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01101101 － － － 

FSUB FRm,FRn FRn - FRm→FRn 1111nnnnmmmm0001 － － － 

FTRC FRm,FPUL (long)FRm→FPUL 1111mmmm00111101 － － － 

【注】 * sqrt(FRｎ)は FRnの平方根を表します。 

 



 

3. 命令セット 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  3-17 

2013.01.18  

 

SH7724 

表 3.11 浮動小数点倍精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FABS DRn DRn&H'7FFF FFFF FFFF FFFF→DRn 1111nnn001011101 － － － 

FADD DRm,DRn DRn+DRm→DRn 1111nnn0mmm00000 － － － 

FCMP/EQ DRm,DRn DRn=DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT DRm,DRn DRn>DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV DRm,DRn DRn/DRm→DRn 1111nnn0mmm00011 － － － 

FCNVDS DRm,FPUL double_to_float(DRm)→FPUL 1111mmm010111101 － － － 

FCNVSD FPUL,DRn float_to_double(FPUL)→DRn 1111nnn010101101 － － － 

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL→DRn 1111nnn000101101 － － － 

FMUL DRm,DRn DRn×DRm→DRn 1111nnn0mmm00010 － － － 

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000→DRn 1111nnn001001101 － － － 

FSQRT DRn sqrt(DRn)→DRn* 1111nnn001101101 － － － 

FSUB DRm,DRn DRn - DRm→DRn 1111nnn0mmm00001 － － － 

FTRC DRm,FPUL (long)DRm→FPUL 1111mmm000111101 － － － 

【注】 * sqrt(DRn)は DRnの平方根を表します。 

 

表 3.12 浮動小数点制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDS Rm,FPSCR Rm→FPSCR 0100mmmm01101010 － － － 

LDS Rm,FPUL Rm→FPUL 0100mmmm01011010 － － － 

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)→FPSCR,Rm+4→Rm 0100mmmm01100110 － － － 

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)→FPUL,Rm+4→Rm 0100mmmm01010110 － － － 

STS FPSCR,Rn FPSCR→Rn 0000nnnn01101010 － － － 

STS FPUL,Rn FPUL→Rn 0000nnnn01011010 － － － 

STS.L FPSCR,@-Rn Rn-4→Rn,FPSCR→(Rn) 0100nnnn01100010 － － － 

STS.L FPUL,@-Rn Rn-4→Rn,FPUL→(Rn) 0100nnnn01010010 － － － 
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表 3.13 浮動小数点グラフィック強化命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FMOV DRm,XDn DRm→XDn 1111nnn1mmm01100 － － － 

FMOV XDm,DRn XDm→DRn 1111nnn0mmm11100 － － － 

FMOV XDm,XDn XDm→XDn 1111nnn1mmm11100 － － － 

FMOV @Rm,XDn (Rm)→XDn 1111nnn1mmmm1000 － － － 

FMOV @Rm+,XDn (Rm)→XDn,Rm+8→Rm 1111nnn1mmmm1001 － － － 

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0+Rm)→XDn 1111nnn1mmmm0110 － － － 

FMOV XDm,@Rn XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11010 － － － 

FMOV XDm,@-Rn Rn-8→Rn,XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11011 － － － 

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm10111 － － － 

FIPR FVm,FVn inner_product(FVm,FVn) 

→FR[n+3] 

1111nnmm11101101 － － － 

FTRV XMTRX,FVn transform_vector(XMTRX,FVn) 

→FVn 

1111nn0111111101 － － － 

FRCHG  ～FRSCR.FR→FRSCR.FR 1111101111111101 － － － 

FSCHG  ～FPSCR.SZ→FPSCR.SZ 1111001111111101 － － － 

FPCHG  ～FPSCR.PR→FPSCR.PR 1111011111111101 － － 新規 

FSRRA FRn 1/sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01111101 － － 新規 

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)→FRn 

cos(FPUL)→FR[n+1] 

1111nnn011111101 － － 新規 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 
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4. パイプライン動作 

本 LSIは 2命令並列型（2-ILP, Instruction-Level-Parallelism）のスーパースカラパイプライン処理マイクロプロセ

ッサです。命令実行はパイプライン化され、2つの命令を並行して実行できます。 

4.1 パイプライン 

図 4.1に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2、I3）、デコード・レジス

タリード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 8ステージから構成されます。1つの命令は基本

パイプラインの組み合わせとして実行されます。 

（1）一般パイプライン

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算-フォワーディング

-アドレス計算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

（2）一般ロード／ストアパイプライン

（3）特殊パイプライン

（4）特殊ロード／ストアパイプライン

（5）浮動小数点パイプライン

（6）浮動小数点拡張パイプライン

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-演算
-ライトバック

-演算 -演算-レジスタリード
-フォワーディング

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS

-演算

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-レジスタリード
-フォワーディング

-演算 -演算 -演算 -演算 -演算 -演算
-ライトバック

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-メモリデータアクセス

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-フォワーディング-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-命令フェッチ

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード -命令デコード
-発行
-レジスタリード

I1 I2

I3

I3

I3

I3

I3 ID E1 E2 E3 WB

 

図 4.1 基本パイプライン 
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図 4.2に命令実行パターンを示します。図 4.2で使用する表記とその意味を以下に示します。 
 

表 4.1 命令実行パターン表記説明 

表   記 意   味 

E1 E2 E3 WB  
CPU EXパイプ占有 

S1 S2 S3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴う場合） 

s1 s2 s3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴わない場合） 

E1/S1  
CPU EXか LSの 

いずれか一方を占有 

E1S1 E1s1、  
CPU EXと LSの 

両方を占有 

M2 M3 MS  
CPU MULT演算器占有 

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS  
FPU-EXパイプ占有 

FS1 FS2 FS3 FS4 FS  
FPU-LSパイプ占有 

ID  
IDステージをロック 

 
CPUと FPU両方のパイプを占有 
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（1-1）BF、BF/S、BT、BT/S、BRA、BSR；1発行サイクル＋0～3分岐サイクル

I1 I2 I3

（I1） （ID）

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

I3

I3

I3

（I2） （I3）

（1-2）JSR、JMP、BRAF、BSRF；1発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（分岐先命令）

（1-3）RTS；1発行サイクル＋0～4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（1-4）RTE；4発行サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

【注】例外ハンドラの先頭命令のIDステージまで
         15サイクルです。

（1-5）TRAPA；8発行サイクル＋5サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1
E1s1

E1s1
E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

【注】クロック停止期間は状態により変化します。

（1-6）SLEEP；2発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2）（I3）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

【注】分岐命令のうち（1-1）に類するものは、
命令の先読みにより分岐サイクルが軽減
される場合があります。

E2s2 E3s3 WB

【注】 RTS命令については、命令の先読みにより
分岐サイクルが0となる場合があります。

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID  

図 4.2 命令実行パターン（1） 
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（2-1）1ステップ演算（EXタイプ）；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID E1 E2 E3 WB

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

（2-2）1ステップ演算（LSタイプ）；1発行サイクル

（2-3）1ステップ演算（MTタイプ）；1発行サイクル

（2-4）MOV（MTタイプ）；1発行サイクル

EXT[SU].[BW]、MOVT、SWAP、XTRCT、ADD*、CMP*、DIV*、DT、NEG*、SUB*、AND、AND#、NOT、
OR、OR#、TST、TST#、XOR、XOR#、ROT*、SHA*、SHL*、CLRS、CLRT、SETS、SETT

MOV#、NOP

MOVA

MOV

【注】AND#、OR#、TST#、XOR#はGBR相対命令を除く

 

図 4.2 命令実行パターン（2） 
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（3-1）ロード／ストア；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-2）AND.B、OR.B、XOR.B、TST.B；3発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-3）TAS.B；4発行サイクル

（3-4）PREF、OCBI、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、SYNCO；1発行サイクル

E2S2 E3S3 WB

MOV.[BWL]、MOV.[BWL]@(d,GBR)

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1

（3-5）LDTLB；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

（3-6）ICBI；8発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

（3-7）PREFI；5発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

（3-8）MOVLI.L；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

（3-9）MOVCO.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-10）MOVUA.L；2発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2） （I3）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2）（I3）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

（PREFIの次の命令に分岐します。）

（ICBIの次の命令に分岐します。）

最低５サイクル

最低５サイクル

 

図 4.2 命令実行パターン（3） 
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（4-1）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-2）DBR/SGRへのLDC；4発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-3）GBRへのLDC；1発行サイクル

（4-4）SRへのLDC；4発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-5）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

（4-6）DBR/SGRへのLDC.L；4発行サイクル

（4-7）GBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-8）SRへのLDC.L；6発行サイクル＋4分岐サイクル

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

 

図 4.2 命令実行パターン（4） 
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（4-9）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-10）SRからのSTC；1発行サイクル

（4-11）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

（4-12）SRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-13）PRへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-14）PRへのLDS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-15）PRからのSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-16）PRからのSTS.L；1発行サイクル

（I1） （I2） （I3） （ID）（??1）（??2）（??3）（WB）

（4-17）BSRF、BSR、JSRの遅延スロット命令（PRセット）；0発行サイクル

【注】遅延スロット命令のE3ステージでPRの値が更新されます。
　　　遅延スロットにPRからのSTS、STS.L命令が使用されている場合、
　　　更新されたPRの値が使用されます。  

図 4.2 命令実行パターン（5） 
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（5-1）MACH/LへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB
MS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（5-2）MACH/LへのLDS.L；1発行サイクル

（5-3）MACH/LからのSTS；1発行サイクル

（5-4）MACH/LからのSTS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

（5-5）MULS.W、MULU.W；1発行サイクル

（5-6）DMULS.L、DMULU.L、MUL.L；1発行サイクル

（5-7）CLRMAC；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

（5-8）MAC.W；2発行サイクル

（5-9）MAC.L；2発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WBID

ID

 

図 4.2 命令実行パターン（6） 
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（6-1）FPULへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（6-2）FPULからのSTS；1発行サイクル

（6-3）FPULへのLDS.L；1発行サイクル

（6-4）FPULからのSTS.L；1発行サイクル

（6-5）FPSCRへのLDS；1発行サイクル

（6-6）FPSCRからのSTS；1発行サイクル

（6-7）FPSCRへのLDS.L；1発行サイクル

（6-8）FPSCRからのSTS.L；1発行サイクル

（6-9）FPUロードストア命令FMOV；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

（6-10）FLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

（6-11）FSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS  

図 4.2 命令実行パターン（7） 



 

4. パイプライン動作 

4-10  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

（6-12）単精度FABS、FNEG／倍精度FABS、FNEG；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

（6-13）FLDI0、FLDI1；1発行サイクル

（6-14）単精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-15）単精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

（6-16）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-17）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-18）倍精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4
FEDS（除算器占有サイクル）

FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FMAC、FMUL、FSUB、FTRC、FRCHG、FSCHG、FPCHG

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FSUB、FTRC、FCNVSD、FCNVDS

FMUL

I1 I2 I3 ID
FEDS（除算器占有サイクル）

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（8） 
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（6-19）FIPR；1発行サイクル

（6-20）FTRV；1発行サイクル

（6-21）FSRRA；1発行サイクル

（6-22）FSCA；1発行サイクル

関数演算器占有サイクル

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

関数演算器占有サイクル

FS

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（9） 
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4.2 並列実行性 

命令は利用する内部機能ブロックにより、表 4.2に示すようなグループに分類されます。表 4.3に並列実行可能

な 2つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EXグループに分類された ADDと BRグルー

プの BRAは並列実行できます。 
 

表 4.2 命令グループ 

命令 

グループ 

命   令 

EX ADD 

ADDC 

ADDV 

AND #imm,R0 

AND Rm,Rn 

CLRMAC 

CLRS 

CLRT 

CMP 

DIV0S 

DIV0U 

DIV1 

DMUS.L 

DMULU.L 

DT 

EXTS 

EXTU 

MOVT 

MUL.L 

MULS.W 

MULU.W 

NEG 

NEGC 

NOT 

OR #imm,R0 

OR Rm,Rn 

ROTCL 

ROTCR 

ROTL 

ROTR 

SETS 

SETT 

SHAD 

SHAL 

SHAR 

SHLD 

SHLL 

SHLL2 

SHLL8 

SHLL16 

SHLR 

SHLR2 

SHLR8 

SHLR16 

SUB 

SUBC 

SUBV 

SWAP 

TST #imm,R0 

TST Rm,Rn 

XOR #imm,R0 

XOR Rm,Rn 

XTRCT 

 

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn  NOP  

BR BF 

BF/S 

BRA 

BRAF 

BSR 

BSRF 

BT 

BT/S 

JMP 

JSR 

RTS 

LS FABS 

FNEG 

FLDI0 

FLDI1 

FLDS 

FMOV @adr,FR 

FMOV FR,@adr 

FMOV FR,FR 

FMOV.S @adr,FR 

FMOV.S FR,@adr 

FSTS 

LDC Rm,CR1 

LDC.L @Rm+,CR1 

LDS Rm,SR1 

LDS Rm,SR2 

LDS.L @adr,SR2 

LDS.L @Rm+,SR1  

LDS.L @Rm+,SR2 

MOV.[BWL] @adr,R 

MOV.[BWL] R,@adr 

MOVA 

MOVCA.L 

MOVUA 

OCBI 

OCBP 

OCBWB 

PREF 

STC CR2,Rn 

STC.L CR2,@-Rn 

STS SR2,Rn 

STS.L SR2,@-Rn 

STS SR1,Rn 

STS.L SR1,@-Rn 



 

4. パイプライン動作 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  4-13 

2013.01.18  

 

SH7724 

命令 

グループ 

命   令 

FE FADD 

FSUB 

FCMP（S/D） 

FCNVDS 

FCNVSD 

FDIV 

FIPR 

FLOAT 

FMAC 

FMUL 

FRCHG 

FSCHG 

FSQRT 

FTRC 

FTRV 

FSCA 

FSRRA 

FPCHG 

CO AND.B #imm,@(R0,GBR)

ICBI 

LDC Rm,DBR 

LDC Rm,SGR 

LDC Rm,SR 

LDC.L @Rm+,DBR 

LDC.L @Rm+,SGR 

LDC.L @Rm+,SR 

LDTLB 

MAC.L 

MAC.W 

MOVCO 

MOVLI 

OR.B #imm,@(R0,GBR) 

PREFI 

RTE 

SLEEP 

STC SR,Rn 

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO 

TAS.B 

TRAPA 

TST.B #imm,@(R0,GBR) 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) 

【記号説明】 R ：Rm/Rn 

  @adr ：アドレス 

  SR1 ：MACH/MACL/PR 

  SR2 ：FPUL/FPSCR 

  CR1 ：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR 

  CR2 ：CR1/DBR/SGR 

  FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn 

 

2命令の同時実行は次の場合に限ります。 

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと 

2. 表4.3（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと 

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

5. 2命令とも有効であること 
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表 4.3 先行・後行掛け合わせ表 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ 

MT ○ ○ ○ ○ ○ 

BR ○ ○ × ○ ○ 

LS ○ ○ ○ × ○ 

FE ○ ○ ○ ○ × 

 後行命令 

（addr+2） 

CO  × 
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4.3 発行レートと実行ステート 

命令の発行レートと実行ステートを表 4.4に示します。表 4.4中の命令グループは表 4.2における分類に対応し

ます。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナルティサイクルは考

慮していません。 
 
（1）発行レート

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

発行レート：3

E2S2 E3S3 WB

発行レートは、命令の発行と次の命令の発行の間隔を示します。

（例）AND.B命令

E1S1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

（I1） （ID）（I2） （I3）次命令

M3M2
発行レート：2

（I1） （I3） （ID）（I2）次命令

（例）MAC.W命令

実行ステートは、命令がパイプラインを占有するサイクル数を次の基準で示します。

・CPU命令
（例）AND.B命令

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

実行ステート：3

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1ID

M3M2

（例）MAC.W命令
実行ステート：4

・FPU命令
（例）FMUL命令

実行ステート：14
（例）FDIV命令

（2）実行ステート

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID
除算器占有サイクル

FS

実行ステート：3

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
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表 4.4 発行レートと実行ステート 

機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4 

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3 

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2 

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1 

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

データ 

転送命令 

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4 

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9 

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8 

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10 

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10 

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1 

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4 

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4 

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4 

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4 

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

データ 

転送命令 

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1 

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1 

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1 

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1 

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1 

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1 

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1 

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1 

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1 

67 DIV0U  EX 1 1 2-1 

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1 

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

71 DT Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8 

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1 

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1 

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1 

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1 

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3 

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1 

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1 

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

論理命令 

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

96 ROTL Rn EX 1 1 2-1 

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1 

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1 

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1 

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1 

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1 

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1 

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1 

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1 

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1 

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1 シフト命令 

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1 

112 BF disp BR 1+0～2 1 1-1 

113 BF/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

114 BT disp BR 1+0～2 1 1-1 

115 BT/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

116 BRA disp BR 1+0～2 1 1-1 

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2 

118 BSR disp BR 1+0～2 1 1-1 

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2 

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2 

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2 

分岐命令 

122 RTS  BR 1+0～3 1 1-3 

123 NOP  MT 1 1 2-3 

124 CLRMAC  EX 1 1 5-7 

125 CLRS  EX 1 1 2-1 

126 CLRT  EX 1 1 2-1 

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6 

128 SETS  EX 1 1 2-1 

129 SETT  EX 1 1 2-1 

130 PREFI @Rn CO 5+5+3 10 3-7 

131 SYNCO  CO 不定 不定 3-4 

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5 

133 RTE  CO 4+1 4 1-4 

134 SLEEP  CO 不定 不定 1-6 

135 LDTLB  CO 1 1 3-5 

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2 

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2 

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3 

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1 

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4 

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1 

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1 

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1 

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6 

システム制御 

命令 

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7 

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5 

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8 

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5 

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5 

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5 

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1 

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1 

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13 

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2 

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2 

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14 

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9 

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9 

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9 

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9 

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10 

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9 

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9 

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9 

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11 

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11 

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12 

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11 

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11 

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3 

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3 

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15 

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4 

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4 

システム制御 

命令 

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16 

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13 

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13 

単精度 

浮動小数点 

命令 
182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9 

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9 

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9 

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9 

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10 

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11 

191 FABS FRn LS 1 1 6-12 

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14 

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14 

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14 

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15 

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14 

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14 

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14 

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12 

200 FSQRT FRn FE 1 14 6-15 

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14 

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14 

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9 

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9 

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9 

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9 

単精度 

浮動小数点 

命令 

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9 

 208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

 209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

倍精度 210 FABS DRn LS 1 1 6-12 

浮動小数点 211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16 

命令 212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

 215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

 216 FDIV DRm,DRn FE 1 30 6-18 

 217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

倍精度 218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17 

浮動小数点 219 FNEG DRn LS 1 1 6-12 

命令 220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18 

 221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

FPU 223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1 

システム制御 224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5 

命令 225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3 

 226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7 

 227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2 

 228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6 

 229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4 

 230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8 

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9 

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9 

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9 

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9 

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9 

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9 

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9 

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9 

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19 

241 FRCHG  FE 1 1 6-14 

242 FSCHG  FE 1 1 6-14 

243 FPCHG  FE 1 1 6-14 

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21 

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22 

グラフィクス 

強化命令 

246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20 
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5. 例外処理 

5.1 概要 

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必要な処理

を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をすることで、元のプ

ログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。このような機能をサポートす

るために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した例外処理ルーチンに制御の流れが渡

ることなどを総称して例外処理と呼びます。 

本 LSIの例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3つに分類されます。 

5.2 レジスタの説明 

例外処理に関するレジスタ構成を表 5.1に示します。 
 

表 5.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 H'1F00 0020 32 

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 H'1F00 0024 32 

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 H'1F00 0028 32 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 H'1F2F 0004 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 5.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

TRA 不定 不定 保持 － 不定 不定 保持 

EXPEVT H'0000 0000 H'0000 0020 保持 － H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

INTEVT 不定 不定 保持 － 不定 不定 保持 

EXPMASK H'0000 001F H'0000 001F 保持 － H'0000 001F H'0000 001F 保持 
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5.2.1 TRAPA例外レジスタ（TRA） 

TRAPA例外レジスタ（TRA）は、TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータ（imm）が設定されるレジス

タです。TRAは TRAPA命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRAはソフトウェアからも変

更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― TRACODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0初期値：
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R RR/W：

― ―

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9～2 TRACODE 不定 R/W TRAPAコード 

TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータが設定されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

5.2.2 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

例外事象レジスタ（EXPEVT）には、12ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定されます。

例外コードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVTはソフトウェアからも変更

が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― EXPCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 EXPCODE H'000 

または 

H'020 

R/W 例外コード 

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照し

てください。 

 

5.2.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 
 

割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、14ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。例外コ

ードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVTはソフトウェアからも変更が可能

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― INTCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～0 INTCODE 不定 R/W 例外コード 

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照してください。 
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5.2.4 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK） 

EXPMASKレジスタは、下記 1.～3.に該当する機能が使用された場合に例外を発生および抑止することができま

す。この 1.～3.に該当する機能は、今後の SuperHシリーズでサポートされなくなる可能性があります。あらかじ

め EXPMASKレジスタの例外発生機能を用いることで、ソフトウェアがこれらの機能を用いているかを調べるこ

とが可能となり、今後の SuperHシリーズで本機能が未サポートになった場合に容易にソフトウェアの移行を行う

ことが可能となります。 

1. RTE命令、RTB命令の遅延スロットがNOP命令以外である場合 

2. 分岐命令の遅延スロットがSLEEP命令である場合 

3. IC/OCメモリ割り付け連想書き込みを実行した場合 

 

非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）の値により、1.～2.はスロット不当命令例外、3.はデータアドレス

エラー例外をそれぞれ発生させることができます。 

EXPMASKレジスタの該当ビットに 1を書き込むことにより例外の発生を抑止できますが、今後の互換性を維

持するため、上記機能を使用しないプログラムを作成することを強く推奨します。 

EXPMASKレジスタの更新は CPUのストア命令で行ってください。更新後一度レジスタを読み出した後、以下

の操作のどちらかを実行してください。この操作をすることによって、更新後のレジスタ値で動作することが保

証されます。 

• RTE命令を実行 

• 任意アドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対するICBI命令を実行 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1
R R R R R R R R R R R R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － MM
CAW － － BRDS

SLP
RTE
DS

－ － － －
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4 MMCAW 1 R/W メモリ割り付けキャッシュ連想ライト 

0：メモリ割り付け連想書き込みを禁止します。（データアドレスエラー

例外発生） 

1：メモリ割り付け連想書き込みを許可します。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 BRDSSLP 1 R/W 遅延スロット SLEEP命令 

0：遅延スロットにある SLEEP命令を禁止します。 

（SLEEP命令をスロット不当命令とします） 

1：遅延スロットにある SLEEP命令を許可します。 

0 RTEDS 1 R/W RTE遅延スロット 

0：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を禁止します。 

（NOP命令以外をスロット不当命令とします） 

1：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を許可します。 

 



 

5. 例外処理 

5-6  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

5.3 例外処理の機能 

5.3.1 例外処理の流れ 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15の内容がそれぞれ退避プログラ

ムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避され、ベクタア

ドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユーザによって、個々

の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプログラムに戻るために

は、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が復帰し、例外などが発

生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令では R15に書き戻されま

せん。 

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SRのビットの意味の詳細は、「第 2章 プログラミングモデ

ル」を参照してください。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）のビット11～0、または割り込み事象レジスタ

（INTEVT）のビット13～0に書き込まれます。 

7. CPUOPMのINTMUビットが1のとき、SRのIMASKが割り込み受付レベルに変化されます。 

8. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

5.3.2 例外処理ベクタアドレス 

リセットベクタアドレスは H'A000 0000に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベクタベー

スアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタベースレジスタ

（VBR）にソフトウェアで設定します。たとえば、TLBミス例外のオフセットは H'0000 0400ですから、VBRに

H'9C08 0000を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスは H'9C08 0400になります。例外処理ベクタアドレスで

さらに例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますので、ベクタアドレスはアドレス変換の対象

とならない P1、P2領域のアドレスを指定してください。 
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5.4 例外の種類と優先順位 

表 5.3に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、および例外／割り込みコードを示します。 
 

表 5.3 例外一覧 

例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット 

例外 

コード 

パワーオンリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

マニュアルリセット 1 2 H'A000 0000 － H'020 

H-UDIリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

命令 TLB多重ヒット例外 1 3 H'A000 0000 － H'140 

リセット 中断型 

データ TLB多重ヒット例外 1 4 H'A000 0000 － H'140 

命令実行前ユーザブレーク* 2 0 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

命令アドレスエラー 2 1 （VBR） H'100 H'0E0 

命令 TLBミス例外 2 2 （VBR） H'400 H'040 

命令 TLB保護違反例外 2 3 （VBR） H'100 H'0A0 

一般不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'180 

スロット不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'1A0 

一般 FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'800 

スロット FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'820 

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 （VBR） H'100 H'0E0 

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 （VBR） H'100 H'100 

データ TLBミス例外（読み出し） 2 6 （VBR） H'400 H'040 

データ TLBミス例外（書き込み） 2 6 （VBR） H'400 H'060 

データ TLB保護違反例外（読み出し） 2 7 （VBR） H'100 H'0A0 

データ TLB保護違反例外（書き込み） 2 7 （VBR） H'100 H'0C0 

FPU例外 2 8 （VBR） H'100 H'120 

再実行型 

初期ページ書き込み例外 2 9 （VBR） H'100 H'080 

無条件トラップ（TRAPA） 2 4 （VBR） H'100 H'160 

一般例外 

完了型 

命令実行後ユーザブレーク* 2 10 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

ノンマスカブル割り込み 3 － （VBR） H'600 H'1C0 割り込み 完了型 

一般割り込み要求 4 － （VBR） H'600 － 

優先度 ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値が、優先度が高くなり

ます）。 

例外遷移先 ：リセットでは H'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。 

例外コード ：リセット、一般例外では EXPEVT、割込みでは INTEVTに格納されます。 

 

【注】 * CBCR.UBDE=1のとき PC=DBR。その他は PC=VBR+H'100 
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5.5 例外フロー 

5.5.1 例外フロー 

図 5.1に、命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1命令ずつ逐

次的に実行することを基本として説明しています。図 5.1には、例外種別（リセット、一般例外、割り込み）間

の優先順位が表されています。なお図 5.1では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、SPC、SGR、EXPEVT/INTEVT、

SR、および PCに限っていますが、例外によってはこの他にもハードウェアによって自動的に設定されるレジス

タがあります。詳細は、「5.6 各例外の説明」を参照してください。また、遅延分岐命令と遅延スロット命令を

実行中の例外処理や、2回データアクセスが発生する命令については「5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優

先順位」を参照してください。 

リセットが
要求されている

次の命令を実行

一般例外が
要求されている

最優先の
例外は再実行型

割り込みが
要求されている

命令実行結果を取り消す

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

SSR←SR
SPC←PC
SGR←R15
EXPEVT/INTEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL}←111
SR.IMASK←受理した割り込みレベル*
PC←(CBCR.UBDE=1&&User_Break?
　　　DBR:(VBR+Offset))

EXPEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK}←11101111
PC←H'A000 0000

【注】* 最優先の例外が割り込みのとき。なおIMASKを更新するかしないかをソフトウェアで設定可能です。
 

図 5.1 命令実行と例外処理 
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5.5.2 例外要因の受け付け 

2つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位が決められ

ています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU抑止例外、スロット FPU抑止例

外、無条件トラップ例外の 5つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パイプラインの中では同時に発

生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外は命令実行に従った順序で検出されま

す。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に従って処理されます。つまり、先の命令の例外が、

後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられます。一般例外の受け付け順序の例を図 5.2に示します。 

TLBミス（データアクセス）パイプラインの流れ：

検出の順序：

命令n

命令n+1

一般不当命令例外（命令n+1)およびTLBミス（命令n+2）を同時に検出

TLBミス（命令n）

例外処理の順序：

TLBミス（命令n）

命令nの再実行

一般不当命令例外（命令n+1）

命令n+1の再実行

TLBミス（命令n+2）

命令n+2の再実行

命令n+3の実行

プログラムの順序

1

命令n+2

命令n+3

一般不当命令例外

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2

I3 

I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

TLBミス（命令アクセス）

2

3

4

I1、I2、I3
ID
E1、E2、E3
（E2、E3
WB

：命令フェッチ
：命令デコード
：命令実行
：メモリアクセス）
：結果の格納

【記号説明】

 

図 5.2 一般例外の受け付け順序の例 
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5.5.3 例外要求と BLビット 

SRの BLビットが 0のとき、例外、割り込みを受け付けます。 

SRの BLビットが 1のときに、ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、CPUの内部レジスタ、他のモ

ジュールのレジスタは、マニュアルリセット後の状態になり、リセットと同アドレス（H’A000 0000）に分岐しま

す。ユーザブレークが発生した場合の動作については「第 49章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を参照

してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアで BLビット

が 0にクリアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、

受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPCと SSRを退避させ、その後 SRの BL

ビットを 0クリアします。 

5.5.4 例外処理からの復帰 

例外処理からの復帰は、RTE命令を使用します。RTE命令により、SPCが PCに、SSRが SRに回復され、SPC

のアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリに SPC、SSRを退避していた場合には、

SRの BLビットを 1にセットしてから、SPCと SSRを回復し、RTE命令を発行してください。 
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5.6 各例外の説明 

個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説明します。 

5.6.1 リセット 

（1） パワーオンリセット 

• 条件： 

パワーオンリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ずパワーオンリセッ

トを行ってください。 
 

（2） マニュアルリセット 

• 条件： 

マニュアルリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'020を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。パワーオンリセットとマニュアルリセットでは初期化されるレジスタが異なります。詳細は、

各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（3） H-UDIリセット 

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、またはB'0111（アサート） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（4） 命令 TLB多重ヒット例外 

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31：

10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 
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（5） データ TLB多重ヒット例外 

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31：

10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 

 

5.6.2 一般例外 

（1） データ TLBミス例外 

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
Data_TLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'00000040 : H'00000060; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 
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（2） 命令 TLBミス例外 

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
ITLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000040; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 

 

（3） 初期ページ書き込み例外 

• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD = 0 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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Initial_write_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000080; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（4） データ TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.4、表5.5に示すUTLBのプロテクション情報（PRビットあるいはEPRビット）に反す

る。 

 

表 5.4 UTLBプロテクション情報（TLB互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

00 読み出しのみ可 アクセス不可 

01 読み出し／書き込み可 アクセス不可 

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可 

11 読み出し／書き込み可 読み出し／書き込み可 

 

表 5.5 UTLBプロテクション情報（TLB拡張モードの場合） 

EPR[5] 特権モードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 

 
EPR[4] 特権モードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 
EPR[2] ユーザモードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 
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EPR[1] ユーザモードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTにセットします。

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Data_TLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'000000A0 : H'000000C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（5） 命令 TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.6、表5.7に示すITLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 

 

表 5.6 ITLBプロテクション情報（TLB互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

0 アクセス可 アクセス不可 

1 アクセス可 アクセス可 
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表 5.7 ITLBプロテクション情報（TLB拡張モードの場合） 

EPR[5]、EPR[3] 特権モードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 命令フェッチは実行不可、ICBIの Rnアクセスは実行可 

00 実行不可 

 
EPR[2]、EPR[0] ユーザモードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 命令フェッチは実行不可、ICBIの Rnアクセスは実行可 

00 実行不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
 

ITLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 



 

5. 例外処理 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  5-17 

2013.01.18  

 

SH7724 

（6） データアドレスエラー 

• 要因： 

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス 

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋6、8n＋7）

からアクセス 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFは、ユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「第7

章 メモリマネジメントユニット（MMU）」および「第10章 内蔵メモリ」を参照してください。 

- EXPMASKレジスタのMMCAWビットが0で、IC/OCメモリ割り付け連想書き込み 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号(22ビット)をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Data_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access? H'000000E0: H'00000100; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（7） 命令アドレスエラー 

• 要因： 

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「第10章 

内蔵メモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Instruction_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（8） 無条件トラップ 

• 要因：TRAPA命令の実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時のSR、R15

をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]にセットします。

例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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TRAPA_exception() 

{ 

 SPC = PC + 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 TRA = imm << 2; 

 EXPEVT = H'00000160; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

（9） 一般不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP、 

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコードした場合には動作を保証しません。 

 
General_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000180; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（10） スロット不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

 未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード 

 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、TRAPA、 

 LDC Rm,SR、LDC.L @Rm＋,SR、ICBI、PREFI 

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード 

 特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード 

- EXPMASKレジスタのBRDSSLPビットが0で、遅延スロットにあるSLEEP命令を実行 

- EXPMASKレジスタのRTEDSビットが0で、遅延スロットにあるNOP以外の命令を実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場合には動作を保証しません。 

 
Slot_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（11） 一般 FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令*をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
General_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000800; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

【注】 * FPU命令とは命令コードの最初の 4ビットがＦである命令（ただし、未定義命令 H'FFFDを除く）と、FPUL、FPSCR

に対する LDS、STS、LDS.L、STS.L命令です。 

 

（12） スロット FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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Slot_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000820; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（13） 命令実行前ユーザブレーク／命令実行後ユーザブレーク 

• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、またはDBR 

• 遷移時動作： 

命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避します。命令

実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。 

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットします。 

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。ただし、PC=DBR

に分岐することも可能です。 

データブレークを設定した場合のPCについてなど、詳細は「第49章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」

を参照してください。 

 
User_break_exception() 

{ 

 SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2); 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = (CBCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H’00000100); 

} 
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（14） FPU例外 

• 要因：浮動小数点演算実行による例外 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。例

外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、

PC=VBR+H'0100に分岐します。 

 
FPU_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000120; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

5.6.3 割り込み 

（1） NMI（ノンマスカブル割り込み） 

• 要因：NMI端子のエッジ検出 

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退

避します。 

例外コードH'1C0をINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、SRのBLビットが0のときはSRの割り込みマスクビットによって

マスクされず、最優先で受け付けられます。SRのBLビットが1のとき本割り込みがマスクされるか、受け付

けるかをソフトウェアによって設定可能です。詳細は「第13章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照し

てください。 
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NMI() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'000001C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 If(cond)SR.IMASK = B'1111; 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

（2） 一般割り込み要求 

• 要因： 

SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが0（命令の切れ目で

受け付けます。） 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセットします。 

各割り込み要因に対応したコードをINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1に

セットし、VBR＋H'0600に分岐します。詳細は「第13章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してくだ

さい。 

 
Module_interruption() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'00000400 ~ H'00003FE0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 if(cond)SR.IMASK = level_of_accepted_interrupt(); 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 
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5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位 

メモリを 2回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複数回例外

が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので、注意が必要です。 

（1） メモリを 2回アクセスする命令 

MAC命令やメモリ―メモリ間論理演算命令、TAS命令、MOVUA命令は 1つの命令でデータ転送が 2回あるた

め、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。 

1. 1回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

2. 1回目のデータ転送のTLBミス 

3. 1回目のデータ転送のTLB保護違反 

4. 1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

5. 2回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

6. 2回目のデータ転送のTLBミス 

7. 2回目のデータ転送のTLB保護違反 

8. 2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

 

（2） 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令 

遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1つの命令として扱われます。そのため、それぞれ

の命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が 1回のデータ転送しか持た

ない場合の順位を示します。 

1. 遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

2. 遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

3. 遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

4. 遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

5. 遅延付き分岐命令における優先レベル3と遅延スロット命令における優先レベル3をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

6. 遅延付き分岐命令における優先レベル4と遅延スロット命令における優先レベル4をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

 

遅延スロット命令が 2回目のデータ転送を持つ場合、2.において、（1）のように 2回チェックを行います。 

なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分岐命令の

PRレジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSRの PC→PR動作）は抑止されません。ただし、その場合の PRレジ

スタの内容は保証されません。 
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5.7 注意事項 

（1） 例外処理からの復帰 

1. SRのBLビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避していた場合には、SRの

BLビットを1にしてからそれらを回復してください。 

2. RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのアドレスに分

岐して、例外処理から復帰します。 

 

（2） SR.BL＝1のときに例外または割り込みが発生した場合 

1. 例外 

ユーザブレークを除く例外が発生した場合には例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、マニュアルリ

セットが発生します。このときEXPEVTは、H'0000 0020となり、SSRは不定値となります。 

2. 割り込み 

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでSRのBLビットが0にクリア

されてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、受け付け

るかをソフトウェアによって設定可能です。 

ただし、スリープまたはスタンバイ状態では、SRのBLビットが1であっても、割り込みを受け付けます。 

 

（3） 例外発生時の SPC 

1. 再実行型の例外 

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅延スロッ

ト命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分岐命令のPCがSPC

にセットされます。 

2. 完了型の例外、割り込み 

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令で発生し

た場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。 

 

（4） RTE命令の遅延スロット 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに退避されていた値がSRに復帰されたのち実行されます。

命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の受け付け判

定は復帰後とのSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関してはRTEの分

岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されません。 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 
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（5） SRレジスタ値変更と例外の受け付け 

1. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値で例

外の受け付けを再判定します*。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完了型例外の

うち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 * SRに対する LDC命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SRの値で命令フェッチ

例外の再評価が行われます。 
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6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

6.1 概要 

FPUには次のような特長があります。 

• IEEE754規格に準拠 

• 32本の単精度浮動小数点レジスタ（16本の倍精度レジスタとしても参照できます） 

• 2つの丸めモード：近傍および0方向への丸め 

• 2つの非正規化数処理モード：0へのフラッシュと非正規化数の扱い 

• 6つの例外要因： 

FPUエラー、無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確 

• 包括命令： 

単精度、倍精度、グラフィックサポート、システム制御 

 

SRの FDビットを 1にセットすると、浮動小数点ユニット（FPU）は使用できなくなり、FPU命令を実行しよ

うとすると FPU抑止例外（一般 FPU抑止例外またはスロット FPU抑止例外）が発生します。 
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6.2 データフォーマット 

6.2.1 浮動小数点フォーマット 

浮動小数点は次の 3つのフィールドから構成されています。 

• 符号ビット（s） 

• 指数フィ－ルド（e） 

• 小数フィールド（f） 

 

本 LSIは図 6.1と図 6.2に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。 
 

31

s e f

30 23 22 0

 

図 6.1 単精度浮動小数点フォーマット 

63

s e f

62 52 51 0

 

図 6.2 倍精度浮動小数点フォーマット 

指数は次のようにバイアス付きで表します。 
 

e＝E＋バイアス 
 

バイアスのない指数 Eの範囲は、Emin - 1から Emax + 1までです。Emin - 1と Emax + 1の 2つの値は次のように区別

します。Emin - 1は 0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax + 1は正または負の無限大または非数（NaN）

を表します。表 6.1に浮動小数点のフォーマットとパラメータを示します。 



 

6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  6-3 

2013.01.18  

 

SH7724 

表 6.1 浮動小数点のフォーマットとパラメータ 

パラメータ 単精度 倍精度 

総ビット幅 32ビット 64ビット 

符号ビット（s） 1ビット 1ビット 

指数フィールド（e） 8ビット 11ビット 

小数フィールド（f） 23ビット 52ビット 

精度 24ビット 53ビット 

バイアス +127  +1023 

E
max

 +127 +1023 

E
min

 -126 -1022 

 

浮動小数点の数値 vは次のようにして決められます。 

• E = Emax + 1かつf≠0の場合、vは符号sに関係なく非数（NaN）です。 

• E = Emax + 1かつf = 0の場合、vは(-1)s（無限）「正または負の無限」です。 

• Emin ≦ E ≦ Emaxの場合、vは(-1)s 2 E（1.f）「正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf≠0の場合、vは(-1)s 2 Emin（0.f）「非正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf = 0の場合、vは(-1)s 0「正または負の0」です。 

 

表 6.2に 16進数による各タイプの範囲を示します。シグナリング非数とクワイアット非数については、「6.2.2 

非数（NaN）」を、非正規化数については「6.2.3 非正規化数」を参照してください。 
 

表 6.2 浮動小数点の範囲 

タイプ 単精度 倍精度 

シグナリング非数 H'7FFFFFFF～H'7FC00000 H'7FFFFFFF FFFFFFFF～H'7FF80000 00000000 

クワイアット非数 H'7FBFFFFF～H'7F800001 H'7FF7FFFF FFFFFFFF～H'7FF00000 00000001 

正の無限大 H'7F800000 H'7FF00000 00000000 

正の正規化数 H'7F7FFFFF～H'00800000 H'7FEFFFFF FFFFFFFF～H'00100000 00000000 

正の非正規化数 H'007FFFFF～H'00000001 H'000FFFFF FFFFFFFF～H'00000000 00000001 

正のゼロ H'00000000 H'00000000 00000000 

負のゼロ H'80000000 H'80000000 00000000 

負の非正規化数 H'80000001～H'807FFFFF H'80000000 00000001～H'800FFFFF FFFFFFFF 

負の正規化数 H'80800000～H'FF7FFFFF H'80100000 00000000～H'FFEFFFFF FFFFFFFF 

負の無限大 H'FF800000 H'FFF00000 00000000 

クワイアット非数 H'FF800001～H'FFBFFFFF H'FFF00000 00000001～H'FFF7FFFF FFFFFFFF 

シグナリング非数 H'FFC00000～H'FFFFFFFF H'FFF80000 00000000～H'FFFFFFFF FFFFFFFF 
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6.2.2 非数（NaN） 

図 6.3に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値は NaNです。 

• 符号ビット ：don't care 

• 指数フィールド：すべてのビットが1 

• 小数フィールド：少なくとも1ビットが1 

 

NaNは、小数フィールドのMSBが 1の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、0の場合はクワイアット非数

（qNaN）です。 

31

x 1 1 1 1 1 1 1 1 N x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

30 23 22 0

N＝1：sNaN

N＝0：qNaN

 

図 6.3 単精度の NaNビットパターン 

sNaNをレジスタ・レジスタ間の転送命令 FABSまたは FNEG以外の浮動小数点値を生成する演算の入力データ

とすると、 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが0の場合、演算結果（出力）はqNaNになります。 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが1の場合、無効演算例外が発生します。この場合、演算のデスティネーショ

ンレジスタの内容は変更しません。 

 

レジスタ・レジスタ間の転送命令には、下記の 3命令があります。 

• FMOV FRm,FRn 

• FLDS FRm,FPUL 

• FSTS FPUL,FRn 

 

浮動小数点値を生成する演算で qNaNを入力し、その演算に sNaNを入力していない場合、FPSCRレジスタの

EN.Vビットの設定に関係なく出力は常に qNaNです。この場合、例外は発生しません。 
 

演算結果として本 LSIが生成する qNaNの値は、常に次のような値になります。 
 

• 単精度qNaN：H'7FBFFFFF 

• 倍精度qNaN：H'7FF7FFFF FFFFFFFF 

 

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細については「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.2.3 非正規化数 

非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0として、小数フィールドは 0以外の値として表現します。 

FPUのステータスレジスタ FPSCRの DNビットが 1の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）

は、（レジスタ・レジスタ間の転送命令、FNEG、FABS以外の演算の）値を生成する浮動小数点演算で正のゼロ

または負のゼロになります。 

FPSCRの DNビットが 0の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）はそのまま処理されます。

非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の

「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.3 レジスタ 

6.3.1 浮動小数点レジスタ 

図 6.4に浮動小数点レジスタの構成を示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、

2つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、こ

の 32本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXと

して参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。 
 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
 

（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 
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XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 

FPR0 BANK0
FPR1 BANK0
FPR2 BANK0
FPR3 BANK0
FPR4 BANK0
FPR5 BANK0
FPR6 BANK0
FPR7 BANK0
FPR8 BANK0
FPR9 BANK0

FPR10 BANK0
FPR11 BANK0
FPR12 BANK0
FPR13 BANK0
FPR14 BANK0
FPR15 BANK0

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0 BANK1
FPR1 BANK1
FPR2 BANK1
FPR3 BANK1
FPR4 BANK1
FPR5 BANK1
FPR6 BANK1
FPR7 BANK1
FPR8 BANK1
FPR9 BANK1

FPR10 BANK1
FPR11 BANK1
FPR12 BANK1
FPR13 BANK1
FPR14 BANK1
FPR15 BANK1

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR＝0 FPSCR.FR＝1

 

図 6.4 浮動小数点レジスタ 
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6.3.2 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 6.5を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 6.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17～12 Cause 000000 R/W 

11～7 Enable（EN） 00000 R/W 

6～2 Flag 00000 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 6.3を参照してください。 

1、0 R 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 

 

・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（3）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0

*1、*2 *2

 

図 6.5 SZビットとエンディアンの関係 
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表 6.3 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

6.3.3 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

FPUと CPU間の情報伝達は FPULレジスタを介して行われます。FPULレジスタは 32ビットのシステムレジス

タで、LDS、STS命令によって CPUからもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1に格納した整数を単精

度浮動小数点に変換する処理フローは次のとおりです。 
 

R1 → （LDS命令）→ FPUL → （単精度 FLOAT命令） → FR1 

6.4 丸め 

浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがって、FMAC、

FTRV、FIPRのような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMULなどの基本命令だけを用いた結果とは異

なります。FMACは 1度、FADD、FSUBおよび FMULは 2度というように丸めの回数が異なるためです。 

丸めには 2つの方法があり、使用する方法は FPSCRの RMフィールドで決まります。 

RM=00：近傍への丸め 

RM=01：0方向への丸め 
 

（1） 近傍への丸め 

演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2つある場合、LSBが 0

の方を選択します。 

丸め前の値が 2Emax（2-2-p）以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、pは単精度でそれ

ぞれ 127、24、倍精度で 1023、53です。 
 

（2） 0方向への丸め 

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。 

ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも絶対値が大きい場合、丸め前と同じ符号の表現可能な最

大絶対値の数になります。 
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6.5 浮動小数点例外 

FPU関連の例外は次のとおりです。 
 

（1） 一般 FPU抑止／スロット FPU抑止例外 

SR.FD＝1のときに FPU命令を実行すると発生します。FPU命令が遅延スロット以外にある場合は一般 FPU抑

止例外が、FPU命令が遅延スロットにある場合はスロット FPU抑止例外が発生します。 
 

（2） FPU例外 

例外要因は次のとおりです。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数の入力時 

• 無効演算（V）： 

NaN入力のような無効な演算の場合 

• 0による除算（Z）： 

除数0による除算 

• オーバフロー（O）： 

演算結果がオーバフローする場合 

• アンダフロー（U）： 

演算結果がアンダフローする場合 

• 不正確例外（I）： 

丸めが発生する場合 

 

FPSCRの FPU例外要因フィールドには上記 E、V、Z、O、U、Iのすべてに該当するビットが含まれ、FPSCR

のフラグおよびイネーブルフィールドには V、Z、O、U、Iに該当するビットが含まれていますが Eに該当するビ

ットは含まれていません。このように FPUエラーはディスエーブルにすることができません。 

FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドの該当するビットは 1にセットされ FPU例外フラグフィール

ドに該当するビットに 1が累積されます。FPU例外が発生しない場合、FPU例外要因フィールドの該当するビッ

トは 0にクリアされ、FPU例外フラグフィールドに該当するビットは変更されません。 
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（3） FPU例外処理 

FPU例外は次の場合に発生します。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数を扱えない命令への非正規化数の入力時 

• 無効演算（V） 

：FPSCR.EN.V＝1かつ（命令=FTRVまたは無効演算）の場合 

• 0による除算（Z） 

：FPSCR.EN.Z＝1かつ除数0による除算またはFSRRAの入力が0の場合 

• オーバフロー（O） 

：FPSCR.EN.O＝1かつ演算結果がオーバフローする可能性のある場合 

• アンダフロー（U） 

：FPSCR.EN.U＝1かつ演算結果がアンダフローする可能性のある場合 

• 不正確例外（I） 

：FPSCR.EN.I＝1かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令 

 

FPU例外が発生する場合の詳細については、「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命

令の説明」を参照してください。 

FPU演算に起因するすべての例外事象は、同一の例外事象として割り付けられています。例外の意味内容は、

システムレジスタ FPSCRを読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアにより決定します。 

また、いかなる FPU例外処理動作によっても、デスティネーションレジスタは変更されません。 
 

上記以外で FPU例外要因が発生すると、V、Z、O、U、Iに対する該当ビットを 1にセットし、演算結果として

デフォルト値を生成します。 

• 無効演算（V）： 

結果としてqNaNを生成します。 

• 0による除算（Z）： 

丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。 

• オーバフロー（O）： 

0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。 

近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。 

• アンダフロー（U）： 

FPSCR.DN＝0のとき、丸め前と同じ符号付き非正規化数、または丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

FPSCR.DN＝1のとき、丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

•  不正確例外（I）： 

不正確な結果を生成します。 
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6.6 グラフィックサポート機能 

本 LSIは 2種類のグラフィック機能をサポートしています。1つはジオメトリック演算用の命令であり、もう一

つは高速データ転送を可能にするペア単精度転送命令です。 

6.6.1 ジオメトリック演算命令 

ジオメトリック演算命令は最小のハードウェアで高速演算を可能とするため、本 LSIは 4つの乗算の部分的演

算結果のうち相対的に小さな値を無視します。したがって、演算結果には以下に示す誤差が生じます。 
 

最大誤差＝MAX（各乗算結果×2－MIN（乗数の有効数字桁数－1、被乗数の有効数字桁数－1））＋MAX（結果値×2－23、2－149） 

 

ただし、有効数字桁数は正規化数が 24、非正規化数が 23（小数部のリーディングゼロの桁数）となります。 

将来の SuperHシリーズでの演算誤差は保証しますが、異なるプロセッサコア間の同一の演算結果は保証しませ

ん。 
 

（1） FIPR FVm,FVn（m、n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 内積（m≠n）： 

一般的に、この演算はポリゴン表面の輝度や表面／裏面を判定するために使用されます。 

• 各要素の平方和（m=n）： 

一般的に、この演算はベクトルの長さを得るために使用されます。 

 

FIPR命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラグ

フィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、FPU例外イネーブルフィールドの

Iビットがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。 
 

（2） FTRV XMTRX、FVn（n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 行列（4×4）・ベクトル（4）： 

一般的に、この演算は、視点の変更、角度の変更、または移動といったベクトル変換（4次元）に使用されま

す。基本的に、角度＋平行移動のためのアフィン変換処理は、4×4行列を必要とします。したがって、本LSI

は4次元演算をサポートしています。 

• 行列（4×4）×行列（4×4）： 

この演算を行うためには、FTRV命令を4回実行する必要があります。 

 

FIRV命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラ

グフィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、イネーブルフィールドの Iビッ

トがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。また、FTRV命令の実行の際、レジスタ内のすべての
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データタイプを実行前にチェックすることができません。FPU例外イネーブルフィールドの Vビットがセットさ

れていると、FPU例外処理が実行されます。 
 

（3） FRCHG 

この命令はバンクレジスタを変更します。例えば、FTRV命令を使用する場合、背後にあるバンク上に行列の

要素を設定する必要があります。しかし、変換行列の要素自体を作成するには、前面にあるバンクのレジスタを

使用する方が簡単です。FPSCRに対する LDS命令を使用すると、この命令は FPUの状態を維持するために、4～

5サイクルを費やします。FRCHG命令では FPSCR.FRビットの変更を 1サイクルで行うことができます。 
 

6.6.2 ペア単精度データ転送 

強力なジオメトリック演算命令に加えて、本 LSIは高速データ転送命令をサポートしています。 

FPSCR.SZ＝1のとき、ペア単精度データ転送命令によるデータ転送を行えます。 
 

• FMOV DRm/XDm、DRn/XDRn（m、n：0、2、4、6、8、10、12、14） 

• FMOV DRm/XDm、@Rn（m：0、2、4、6、8、10、12、14、n：0～15） 

これらの命令により、2つの単精度（2×32ビット）データを転送することができます。つまり、これらの命

令の転送性能が2倍となります。 

 

• FSCHG 

この命令はFPSCRのSZビットの値を変更します。ペア単精度データ転送を行うか行わないかを高速に切り換

えることができます。 
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7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

本 LSIは、8ビットのアドレス空間識別子と 32ビットの仮想アドレス空間から 29ビットあるいは 32ビットの

物理アドレス空間を扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、本 LSIに内蔵さ

れたメモリマネジメントユニット（MMU：Memory Management Unit）を用いて行います。MMUは変換ルックア

サイドバッファ（TLB：Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報をキャッシング

することにより、高速にアドレス変換を行います。 

本 LSIは命令 TLB（ITLB）を 4エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64エントリ内蔵しており ITLBには UTLBの

コピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式です。また特権モード、ユーザ

モードのそれぞれにおいて、仮想アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができます。 

本 LSIのMMUではいくつかの動作モードがあります。物理アドレスのマッピング範囲に関して、29ビットア

ドレスモードと 32ビットアドレス拡張モードがあります。MMUのフラグ機能に関して、TLB互換モード（ペー

ジサイズ 4種類、保護ビット 4ビット）と TLB拡張モード（ページサイズ 8種類、保護ビット 6ビット）があり

ます。 

29ビットアドレスモードと 32ビットアドレス拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定

（PASCRレジスタの SEビット）で行います。 

TLB互換モードと TLB拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（MMUCRレジスタのME

ビット）で行います。物理アドレスのマッピング範囲に関しては、「7.1 MMUの概要」～「7.7 メモリ割り付

け TLBの構成」を通じて、29ビットアドレスモードで説明しその後「7.8 32ビットアドレス拡張モード」で、

32ビットアドレス拡張モードでの差分機能をまとめて説明します。 

MMUのフラグ機能に関しては、TLB互換モード、TLB拡張モードの両方を並列して説明します。 
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7.1 MMUの概要 

MMUとは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 7.1（0）に示すように、プロセスの

サイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。しかし

プロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行に必要な部分を随時物理メ

モリへマッピングする必要が生じます（図 7.1（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセス自身が考えな

がら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために物理メモリへのマッピン

グを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 7.1（2））。仮想記憶方式では物理メモリに

比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスはこの仮想メモリにマッピングされます。このためプロ

セスは仮想メモリ上での動作だけを考えていればよくなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピングには、

MMUが用いられます。通常、OSがMMUを管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に物理メモ

リへマッピングできるように物理メモリの入れ換えを行います。物理メモリの入れ換えは 2次記憶などとの間で

行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）の上

で威力を発揮します（図 7.1（3））。TSS上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモリへのマッピング

を意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセスの負担を減らすために仮

想記憶方式は使われます（図 7.1（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごとに仮想メモリが割り当てられます。

MMUは複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらに、あるプロセスが別のプ

ロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMUには記憶保護の機能も備わっています。 

MMUを用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報がMMUに登録されていな

かったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのときMMUは例外を発

生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 

MMUの機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフトウェ

アで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換のためのバッファ

（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLBに置いておきます。TLBはアドレス変換情報のた

めのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例外が発生したとき

のアドレス変換情報の入れ換えは通常ソフトウェアで行います。このためソフトウェアで柔軟にメモリ管理を行

うことが可能となります。 

MMUが仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方式（ペ

ージング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方式では固定

サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。 

以下、本 LSIでは仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間のこ

とを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 
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図 7.1 MMUの役割 
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7.1.1 アドレス空間 

（1） 仮想アドレス空間 

本 LSIは 32ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4Gバイトのアドレス空間をアクセスできます。仮想ア

ドレス空間は図 7.2、図 7.3に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードでは P0領域から P4領

域の 4Gバイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは U0領域の 2Gバイトの空間をアクセス

可能です。またMMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットが 0の場合、ストアキュー領域の 64Mバイトの

空間もアクセス可能になり、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の RMDビットが 1の場合、内蔵メモリ領域の

16Mバイトの空間もアクセス可能になります。ユーザモードで U0領域、ストアキュー領域、内蔵メモリ領域以

外をアクセスした場合、アドレスエラーとなります。 

MMUCRの ATビットを 1にし、MMUをイネーブルにしたとき、これらの領域のうち、P0、P3、U0領域は、

任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード時）、あるいは

1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）でマッピングすることができます。また

8ビットのアドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0領域を 256個まで増やすことが可能です。仮想

アドレス空間から 29ビットの物理アドレス空間へのマッピングには TLBを用います。 

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー

ストアキュー領域

内蔵メモリ領域

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能

P0領域
キャッシング可能

P2領域
キャッシング不可

P3領域
キャッシング可能

P4領域
キャッシング不可

U0領域
キャッシング可能

H'0000 0000

H'8000 0000

H'E000 0000

H'E400 0000

H'E500 0000

H'E600 0000
H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

 

図 7.2 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝0） 
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エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間
256256

U0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー
ストアキュー領域

P0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能
アドレス変換不可

P2領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

P3領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

P4領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

内蔵メモリ領域

H'FFFF FFFF

H'E000 0000
H'E500 0000
H'E400 0000
H'E000 0000

H'E600 0000

H'C000 0000

H'A000 0000

H'8000 0000

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'0000 0000

 

図 7.3 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝1） 

（a） P0、P3、U0領域 

P0、P3、U0領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがディスエーブルの場合、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間のアドレ

スとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）に従います。キャッシュ

を用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRのWTビット

に従います。 

MMUがイネーブルの場合、これらの領域は TLBを用いて 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード

時）、あるいは 1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）に任意の物理アドレス

空間へマッピングできます。CCRがキャッシュイネーブル状態であり、かつ TLBエントリの当該ページのキャッ

シング可能ビット（Cビット）が 1のとき、キャッシュを用いたアクセスが行えます。キャッシュを用いた場合、

ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、TLBのWTビットに従います。 

これらの領域を、TLBにより物理アドレス空間のエリア7に存在する制御レジスタ領域にマッピングする場合、

当該ページの Cビットは 0にしてください。 
 

（b） P1領域 

P1領域は TLBを用いたアドレス変換が行えませんが、キャッシュを用いたアクセスは可能な領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かは CCRに従います。キャッシュを用いた場合、ライトアクセ

スにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRの CBビットに従います。 
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（c） P2領域 

P2領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。 
 

（d） P4領域 

P4領域は本 LSIの内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メモリ領域を

除いて TLBを用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いたアクセスが行えません。

P4領域の詳細を図 7.4に示します。 

H'E000 0000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FC00 0000

ストアキュー

リザーブ領域

内蔵メモリ領域

命令キャッシュアドレスアレイ

命令キャッシュデータアレイ

命令TLBアドレスアレイ

命令TLBデータアレイ

オペランドキャッシュアドレスアレイ

オペランドキャッシュデータアレイ

共用TLB／PMBアドレスアレイ

共用TLB／PMBデータアレイ

リザーブ領域

制御レジスタ領域

H'FFFF FFFF

H'E500 0000
H'E600 0000

 

図 7.4 P4領域 

H'E000 0000～H'E3FF FFFFまでは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモードでのア

クセス権はMMUCRの SQMDビットで指定します。詳細は「8.7 ストアキュー」を参照してください。 

H'E500 0000～H'E5FF FFFFまでは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのアクセス権

は RAMCRレジスタの RMDビットで指定します。詳細は「第 10章 内蔵メモリ」を参照してください。 

H'F000 0000～H'F0FF FFFFまでは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は「8.6.1 ICアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F100 0000～H'F1FF FFFFまでは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域 です。詳細

は「8.6.2 ICデータアレイ」を参照してください。 
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H'F200 0000～H'F2FF FFFFまでは、命令 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.1 ITLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F300 0000～H'F37F FFFFまでは、命令 TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「7.7.2 

ITLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「7.7.3 ITLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を参照してく

ださい。 

H'F400 0000～H'F4FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域で

す。詳細は「8.6.3 OCアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F500 0000～H'F5FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「8.6.4 OCデータアレイ」を参照してください。 

H'F600 0000～H'F60F FFFFまでは、共用 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.4 UTLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F610 0000～H'F61F FFFFまでは、PMBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「7.8.5 

メモリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'F700 0000～H'F70F FFFFまでは、共用TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「7.7.5 

UTLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「7.7.6 UTLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を参照して

ください。 

H'F710 0000～H'F71F FFFFまでは、PMBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「7.8.5 

メモリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFFまでは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は製品ハードウェアマ

ニュアルの各章のレジスタ説明の項を参照してください。 
 

（2） 物理アドレス空間 

本 LSIは 29ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 7.5に示すとおり 8つの領域

に分かれています。エリア 7はリザーブ領域です。詳細は「第 14章 バスステートコントローラ（BSC）」の章

を参照してください。 

TLBを用いて物理アドレス空間のエリア 7をアクセスする場合のみ、エリア 7の H'1C00 0000～H'1FFF FFFFま

での領域がリザーブ領域ではなくなり、仮想アドレス空間の P4領域に含まれる制御レジスタ領域と等価になりま

す。 
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H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000

H'1FFF FFFF

エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア6

エリア7（リザーブ領域）
 

図 7.5 物理アドレス空間 

（3） アドレス変換 

MMUを使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理アドレスに変

換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アドレスや、記憶保護コ

ードなどの付加情報が格納され、TLBにはアドレス変換の高速化のために、外部メモリ上のアドレス変換テーブ

ルの内容がキャッシングされます。本 LSIでは命令のアクセスには ITLBを、データのアクセスには UTLBを用

います。P4領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされた仮想アドレスが物理アドレスへ変換されます。

その仮想アドレスが P1、P2領域に属する場合、TLBをアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。その

仮想アドレスが P0、U0、P3領域に属する場合には、仮想アドレスで TLBが検索され、その仮想アドレスが TLB

に登録されている場合には、TLBヒットとなり、TLBから対応する物理アドレスが読み出されます。またアクセ

スされた仮想アドレスが TLBに登録されていない場合には、TLBミス例外が発生し、処理が TLBミス例外処理

ルーチンへ移ります。TLBミス例外処理ルーチンでは、外部メモリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応す

る物理アドレス、ページ管理情報を TLBに登録します。そして例外処理ルーチンから復帰後、TLBミス例外を発

生させた命令を再実行します。 
 

（4） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMUCRの SVビットにより選択が可能で

す。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行し、ある仮

想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレ

ス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮想アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに変換

され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式との動作上の違いは、TLBのアドレス比較の方式（「7.3.3 ア

ドレス変換方式」参照）のみです。 
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（5） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合、8ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しながら同時

に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASIDは 8ビットで、ソフトウェアがMMU内の PTEH

に現在走行中のプロセスの ASIDをセットすることで設定可能です。また ASIDによってプロセスを切り替えの際

に TLBをパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプロセ

スの記憶保護のために用いられます。 
 

【注】 単一仮想記憶モードの設定で、ASIDが異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複数同時に TLBに設定

してはいけません。 
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7.2 レジスタの説明 

MMU処理に関するレジスタを以下に示します。 
 

表 7.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL R/W H'FF00 0004 H'1F00 0004 32 

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 H'1F00 0008 32 

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C H'1F00 000C 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

ページテーブルエントリアシスタンスレ

ジスタ 

PTEA R/W H'FF00 0034 H'1F00 0034 32 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 H'1F00 0070 32 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 H'1F00 0078 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 7.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

PTEH 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

PTEL 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

TTB 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

TEA 不定 保持 保持 保持 保持 不定 保持 

MMUCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

PTEA H'0000 xxx0 H'0000 xxx0 保持 保持 H'0000 xxx0 H'0000 xxx0 保持 

PASCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

IRMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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7.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

PTEHは仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPNはMMU例外ま

たはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレスの VPNが設定され

ます。VPNはページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより設定される VPNは例外を発

生させた仮想アドレスの上位 22ビットとなります。VPNの設定はソフトウェアにより行うことも可能です。ASID

には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。ASIDがハードウェアにより更新されること

はありません。この VPNと ASIDは、LDTLB命令により UTLBに登録されます。 

PTEHレジスタの ASIDフィールドを更新後、更新後の ASID値を使用する P0、P3、U0領域へのアクセス（命

令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のいずれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. PTEH更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令の実行は不要

です。しかしこの方法では、PTEH更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低

下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

VPN

VPN ASID

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN 不定 R/W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 ASID 不定 R/W アドレス空間識別子 
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7.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

PTELは LDTLB命令によりUTLBへ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために使用されます。

本レジスタはソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ―

― V SZ1 PR1 PR0 SZ0 C D SH WT

PPN

PPN

初期値：
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 PPN 不定 R/W 物理ページ番号 

9 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 V 不定 R/W 

7 SZ1 不定 R/W 

6 

5 

PR1 

PR0 

不定 

不定 

R/W 

R/W 

4 SZ0 不定 R/W 

3 C 不定 R/W 

2 D 不定 R/W 

1 SH 不定 R/W 

0 WT 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.3 TLBの機能（TLB互換モード）」および「7.4 TLBの機能

（TLB拡張モード）」を参照してください。 

【注】SZ1、PR1、SZ0、PR0は TLB互換モード時のみ有効です。 
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7.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

TTBは、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。TTBはソフト

ウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。本レジスタはソフトウェアで自由に使用可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

TTB

TTB

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

7.2.4 TLB例外アドレスレジスタ（TEA） 

TEAは、MMU例外またはアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納されます。こ

のレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

TEA

TEA

 
 

7.2.5 MMU制御レジスタ（MMUCR） 

MMUCRの各ビットは以下に示すようにMMUの設定を行います。このためMMUCRの書き換えは P1、P2領

域のプログラムで行うようにしてください。 

MMUCRレジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の 1～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. MMUCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

MMUCRはソフトウェアにより変更可能です。ただし LRUIビットと URCビットはハードウェアにより更新さ

れることもあります。 
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ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W

LRUI

URC SQMD TI ATSV

URB

R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

ME － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 LRUI 000000 R/W 入れ換えを行う ITLBエントリを示す LRUビット 

ITLBミス発生時に入れ換える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式

（Least Recently Used）を用います。LRUIビットを用いて ITLBの追い出

すエントリを確定できます。 

LRUIは、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLBのエントリ 0を用いたとき 

1xx00x：ITLBのエントリ 1を用いたとき 

x1x1x0：ITLBのエントリ 2を用いたとき 

xx1x11：ITLBのエントリ 3を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUIが以下の状態のとき、対応する ITLBのエントリが ITLBミスに

より更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で

設定しないようにしてください。またパワーオンリセット、マニュアルリ

セット後に LRUIは 0に初期化されるので、ハードウェアの更新によって

LRUIが設定禁止の値になることはありません。 

なお、以下の「x」は Don't careを意味します。 

111xxx：ITLBのエントリ 0が更新される 

0xx11x：ITLBのエントリ 1が更新される 

x0x0x1：ITLBのエントリ 2が更新される 

xx0x00：ITLBのエントリ 3が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

23～18 URB 000000 R/W 入れ換えを行う UTLBエントリの境界を示すビット 

URB≠0のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 URC 000000 R/W LDTLB命令により入れ換えを行う UTLBエントリを示すためのランダム

カウンタ 

UTLBへのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。ただし

URB＞0の場合、URC＝URBの条件が成立すると URCは 0にクリアされ

ます。またソフトウェアにより URC＞URBとなる値が URCに書き込まれ

た場合、最初は URC＝H'3Fになるまで URBを超えてインクリメントされ

ますので注意してください。なお URCは、LDTLB命令によってカウント

アップされません。 

9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ／特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ずTIビットにも1を書き込んでください。 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 ME 0 R/W TLB拡張モード切り替えビット 

0：TLB互換モード 

1：TLB拡張モード 

MEビットの値を変更する場合には、必ず TIビットに 1を指定して、ITLB、

UTLBの内容を無効化してください。また、MEビットによる TLB動作モ

ード選択は、PMBの機能や動作には影響を与えません。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

2 TI 0 R/W TLB無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと、UTLB/ITLBの有効ビットをすべて 0にクリ

アします。読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット 

MMUのイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMUディスエーブルにする 

1：MMUイネーブルにする 

ATビットが 0の状態では MMU例外は発生しません。このため MMUを使

用しないソフトウェアでは ATビットを 0の状態で使用してください。 
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7.2.6 ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ（PTEA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 － － － － － － － － － － 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － EPR ESZ － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～8 EPR 不定 R/W 

7～4 ESZ 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.4 TLBの機能（TLB拡張モード）」を参照してください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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7.2.7 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR） 

PASCRは物理アドレス空間の動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UB

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB H'00 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセス

を行います 

1：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセ

スを行います 

UB[7]：制御レジスタ領域に対応 

UB[6]：エリア 6に対応 

UB[5]：エリア 5に対応 

UB[4]：エリア 4に対応 

UB[3]：エリア 3に対応 

UB[2]：エリア 2に対応 

UB[1]：エリア 1に対応 

UB[0]：エリア 0に対応 
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7.2.8 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR） 

IRMCRは特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうかを制御します。

特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。 

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかしこの状態

では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPUの処理性能が低下します。その

ため IRMCRの各ビットを 1に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえで、特定の命令を実行し、変

更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨します。 

特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― R2 R1 LT MT MC

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

4 R2 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 2 

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEHの各レジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

3 R1 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 1 

アドレス H'FF200000～H'FF2FFFFFに存在するレジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

2 LT 0 R/W LDTLB実行後再フェッチ抑止 

LDTLB命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま

す。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

1 MT 0 R/W メモリ割り付け TLBライト後再フェッチ抑止 

MMUCR.AT＝1の状態で、メモリ割り付け ITLB/UTLBライトを行った後

に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 MC 0 R/W メモリ割り付け ICライト後再フェッチ抑止 

CCN.ICE＝1の状態で、メモリ割り付け ICライトを行った後に、次命令の

再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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7.3 TLBの機能（TLB互換モード） 

7.3.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

UTLBは次の 2つの目的のために使用されます。 

1. データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。 

2. 命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。 

 

このため共用 TLBと呼ばれます。UTLBには外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシ

ングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応する物理ページ番

号とページ管理情報が格納されています。図 7.6に UTLBの構成を示します。UTLBはフルアソシアティブ方式

の 64エントリで構成されています。図 7.7にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR[1:0] 

PR[1:0] 

PR[1:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] SZ[1:0] SH C PR[1:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 7.6 UTLBの構成（TLB互換モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

  4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

  64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

  1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、 

 SHビットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

SZ[1:0]：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 00：1Kバイトページ 

 01：4Kバイトページ 

 10：64Kバイトページ 

 11：1Mバイトページ 
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V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 22ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

PR[1:0]：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2ビットデータ 

 00：特権モードで読み出しのみ可能 

 01：特権モードで読み出し／書き込み可能 

 10：特権／ユーザモードで読み出しのみ可能 

 11：特権／ユーザモードで読み出し／書き込み可能 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能。 

 1：キャッシング可能。 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない。 

 1：書き込みが行われた。 
 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
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31

・1Kバイトページ

10 9 0
仮想アドレス

31

・4Kバイトページ

12 11 0
仮想アドレス

31

・64Kバイトページ

16 15 0
仮想アドレス

31

・1Mバイトページ

20 19 0
仮想アドレス

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

28 10 9 0
物理アドレス

28 12 11 0
物理アドレス

28 16 15 0
物理アドレス

28 20 19 0
物理アドレス

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット
 

図 7.7 ページサイズとアドレスの関係（TLB互換モード） 

7.3.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

ITLBは命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLBには UTLB

上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図 7.8に ITLBの構成を示します。ITLBは

フルアソシアティブの 4エントリで構成されています。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　1.　D、WTビットをサポートしません。
　　　　2.　PRビットが1ビットになり、UTLBのPRビットの上位1ビットに対応します。  

図 7.8 ITLBの構成（TLB互換モード） 
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7.3.3 アドレス変換方式 

図 7.9に、UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

R/W?R/W?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

PR? PR?

0（ユーザ）

D?

R/W?
WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

1

1

0

0

00 or 
01

10 11 01 or 11 00 or 10

MMUCR.AT＝1

Yes
No

データTLB
多重ヒット例外

データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0

CCR.OCE?

1
0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.OCE?

No

 

図 7.9 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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図 7.10に ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

命令TLB
保護違反例外

命令TLB
多重ヒット例外

キャッシュアクセス

仮想アドレス（VA）に対する命令アクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

1（特権）

UTLBを検索

0（ユーザ）

ハードウェアITLB
ミスハンドリング

一致?

MMUCR.AT＝1

Yes
No

命令TLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1

0

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.ICE?

Yes

No C＝1かつ
CCR.ICE＝1

No

PR?

ITLBへ登録
Yes

No

 

図 7.10 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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7.4 TLBの機能（TLB拡張モード） 

7.4.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

図7.11にTLB拡張モード時のUTLBの構成を示します。図7.12にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

C

C

C

EPR[5:0]

EPR[5:0]

EPR[5:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] ESZ[3:0] SH C EPR[5:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 7.11 UTLBの構成（TLB拡張モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

8Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 19ビット 

64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

256Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 14ビット 

1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 

4Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 10ビット 

64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、 

SHビットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

ESZ：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

0000：1Kバイトページ 

0001 ：4Kバイトページ 

0010 ：8Kバイトページ 

0100 ：64Kバイトページ 

0101 ：256Kバイトページ 

0111 ：1Mバイトページ 

1000 ：4Mバイトページ 

1100 ：64Mバイトページ 
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【注】 上記以外の値を登録した場合の動作は保証しません。 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 19ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 8Kバイトページのときは PPN[28:13]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 256Kバイトページのときは PPN[28:18]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 4Mバイトページのときは PPN[28:22]が有効です。 

 64Mバイトページのときは PPN[28:26]が有効です。 

また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

（「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

EPR：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 6ビットデータ 

特権モードでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）およびユーザモー

ドでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）に対する許可を独立に設定

可能です。各ビットそれぞれ 0で不許可、1で許可を示します。 

EPR[5]：特権モードでの読み出し 

EPR[4]：特権モードでの書き込み 

EPR[3]：特権モードでの実行（命令フェッチ） 

EPR[2]：ユーザモードでの読み出し 

EPR[1]：ユーザモードでの書き込み 

 EPR[0]：ユーザモードでの実行（命令フェッチ） 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない 

 1：書き込みが行われた 
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WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
 

仮想アドレス 物理アドレス
31

1Kバイトページ

10 9 0

VPN オフセット

28 10 9 0

PPN オフセット

31

4Kバイトページ

12 11 0

VPN オフセット

28 12 11 0

PPN オフセット

31

64Kバイトページ

16 15 0

VPN オフセット

28 16 15 0

PPN オフセット

31

8Kバイトページ

13 12 0

VPN オフセット

28 13 12 0

PPN オフセット

31

1Mバイトページ

20 19 0

VPN オフセット

28 20 19 0

PPN オフセット

31

4Mバイトページ

22 21 0

VPN オフセット

28 22 21 0

PPN オフセット

31

64Mバイトページ

26 25 0

VPN オフセット

28 26 25 0

PPN オフセット

31

256Kバイトページ

18 17 0

VPN オフセット

28 18 17 0

PPN オフセット

 

図 7.12 ページサイズとアドレスの関係（TLB拡張モード） 
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7.4.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

図 7.13に TLB拡張モード時の ITLBの構成を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　EPR[4]、EPR[1]、D、WTビットをサポートしません。  

図 7.13 ITLBの構成（TLB拡張モード） 
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7.4.3 アドレス変換方式 

図 7.14に TLB拡張モード時の UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

EPR[5]?EPR[4]?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

R/W? R/W?

0（ユーザ）

D?

EPR[1]?
0 0

1 1

0

11

0
EPR[2]?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

0

1

1

0
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図 7.14 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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図 7.15に TLB拡張モード時の ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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図 7.15 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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7.5 MMUの機能 

7.5.1 MMUのハードウェア管理 

本 LSIがサポートするMMUの機能として次のものがあります。 

1. ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従ってUTLB、ITLBを制御して

アドレス変換を行います。 

2. アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定します（C、

WTビット）。 

3. データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU例外の発生により

ソフトウェアに通知します。 

4. 命令アクセスでITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要なアドレス変

換情報がUTLBに登録されていた場合、MMUCRのLRUIビットに従い、ITLBにそのアドレス変換情報をコピ

ーします。 

 

7.5.2 MMUのソフトウェア管理 

MMUに対するソフトウェアの処理として次のものがあります。 

1. MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、メモリ割り

付けUTLBに直接書き込む方法があります。ITLBエントリの登録はメモリ割り付けITLBに直接書き込む方法

しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けUTLB、ITLBをアクセスする

ことで可能です。 

3. MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。 
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7.5.3 MMUの命令（LDTLB） 

UTLBエントリを登録する命令として TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令が発行されると、

本 LSIは PTEHと PTELの内容を（加えて TLB拡張モードの場合には PTEAの内容を）URCビットが指し示す

UTLBエントリにコピーします。LDTLB命令により ITLBエントリの更新は行われませんので、UTLBエントリ

から追い出されたアドレス変換情報が ITLBエントリに残る可能性があります。LDTLB命令はアドレス変換情報

を変更する命令のため、必ず P1、P2領域のプログラムで発行するようにしてください。LDTLB命令実行後、TLB

が有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1.～3.のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域で構いません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. LDTLB命令実行前にあらかじめIRMCR.LT=0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能

が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3.は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1.または 2.を用いることを推奨します。 

図 7.16、図 7.17に LDTLB命令の動作を示します。 
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図 7.16 LDTLB命令の動作（TLB互換モード） 
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図 7.17 LDTLB命令の動作（TLB拡張モード） 
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7.5.4 ハードウェア ITLBミスハンドリング 

本 LSIは命令アクセスの際、ITLBを検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLBミス）場

合、ハードウェアにより UTLBを検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLBへの登録を行います。これを

ハードウェア ITLBミスハンドリングと呼びます。UTLBを検索しても必要なアドレス変換情報が見つからない場

合、命令 TLBミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。 
 

7.5.5 シノニム問題の回避 

TLBエントリに 1K、4Kバイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノニム

問題とは、複数の仮想アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数のエントリ

に同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問題です。この

問題は命令 TLBや命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。本 LSIではオペランド

キャッシュの高速動作のために仮想アドレスの[12:5]を用いて、エントリの指定を行います。しかし 1Kバイトペ

ージでは仮想アドレスの[12:10]が、4Kバイトページでは仮想アドレスの[12]がアドレス変換の対象になります。

このため変換後の物理アドレスの[12:10]と仮想アドレスの[12:10]が異なる可能性があります。 

このため UTLBエントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 
 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

4. 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 
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7.6 MMU例外 

MMU例外には、命令 TLB多重ヒット例外、命令 TLBミス例外、命令 TLB保護違反例外、データ TLB多重ヒ

ット例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例外、初期ページ書き込み例外の 7つの例外があります。

各例外の発生条件については図 7.9、図 7.10、図 7.14および図 7.15を参照してください。 
 

7.6.1 命令 TLB多重ヒット例外 

命令 TLB多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLBエントリが複数存在した場合に

発生します。ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBを検索する際に UTLBで多重ヒットが発生した

場合も、命令 TLB多重ヒット例外となります。 

命令 TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。 

• ハードウェア処理 

命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたITLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデバ

ッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

7.6.2 命令 TLBミス例外 

命令 TLBミス例外は、ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBエントリに命令アクセスした仮想ア

ドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令 TLBミス例外のハードウェアで

行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータ TLBミス例外時の処理と同じです。 
 

• ハードウェア処理 

命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 
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6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチンを開始しま

す。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページエントリのPPN、EPR、

ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

7.6.3 命令 TLB保護違反例外 

命令 TLB保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLBエントリに存

在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に発生

します。命令 TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 
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6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、命令TLB保護違反例外処理ルーチンを開始

します。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLB保護違反例外処理ルーチン） 

命令TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

7.6.4 データ TLB多重ヒット例外 

データ TLB多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致する UTLBエントリが複数存在した場

合に発生します。 

データ TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。また例

外発生以前の UTLB内の PPNの内容は壊れることがあります。 
 

• ハードウェア処理 

データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたUTLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデ

バッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 
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7.6.5 データ TLBミス例外 

データ TLBミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が UTLB内に見つから

なかったときに発生します。データ TLBミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は

次のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルーチンを開始し

ます。 
 

• ソフトウェア処理（データTLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部

メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WT

の各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モード

の場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.6.6 データ TLB保護違反例外 

データ TLB保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が UTLBエントリ

に存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に

発生します。データ TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおり

です。 
 

• ハードウェア処理 

データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理ルーチンを開

始します。 
 

• ソフトウェア処理（データTLB保護違反例外処理ルーチン） 

データTLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.6.7 初期ページ書き込み例外 

初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換情報がUTLB

エントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、Dビットが 0であった場合に発生します。初期

ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'080をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理ルーチンを開

始します。 

 

• ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。 

3. TLB互換モードの場合、外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、WT、

SH、Vのビットの値をPTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに

記録されているページエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書

き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

5. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モード

の場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

6. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.7 メモリ割り付け TLBの構成 

ITLBおよび UTLBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令

によって ITLBおよび UTLBの内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムからアクセスする

場合、動作の保証はありません。 

メモリ割り付け TLBアクセス後、P2領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP2領域以外でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の

命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直す

ため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

ITLBおよび UTLBは仮想アドレス空間の P4領域に割り付けられています。 

TLB互換モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、SHをデ

ータアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、

PR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dはアドレスアレイ側からとデータアレイ

側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB拡張モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、EPR、C、SHを

データアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、

EPR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dは、アドレスアレイ側からとデータアレ

イ側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB互換モード、TLB拡張モードどちらの場合もアクセスサイズはロングワードサイズのみ可能です。この領

域に対して命令フェッチは行えません。リザーブビットに対しては、書き込み値として 0を指定してください。

読み出し値は保証しません。 
 

7.7.1 ITLBアドレスアレイ 

ITLBのアドレスアレイは P4領域の H'F200 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:24]が ITLBアドレスアレイを示す H'F2になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。アドレス部[1:0]はロングワードアクセスのため 0を指定してください。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

ITLBアドレスアレイに対しては以下の２種類の操作が可能です。 
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1. ITLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読み出します。 

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、V、ASID

を書き込みます。 

 

アドレス部

31 23 0

1 1 1 1 0 0 1 0 00E

データ部

31 10 9 0

VVPN

VPN：
V：

 E：
*：

24

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care

10 9 8 7 2 1

9 8 7

ASID

ASID：
：
アドレス空間識別子
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * * * * * * * * *

 

図 7.18 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 

7.7.2 ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F300 0000～H'F37F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 1に

書き込む PPN、V、SZ、PR、C、SHを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイを示す H'F30になっており、[9:8]でエントリを選択するようになっ

ています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6]が PRを、[3]が Cを、[1]が SHを示します。 

ITLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. ITLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、SHを読

み出します。 

2. ITLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、SHを書き込みます。 
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アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 01 1 00E

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
*：

24

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
Don't care

10 9 8 7 2 1

PR：
C：

SH：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 730 2928 4 36 5

SZ SHPR

CPPN

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 7.19 メモリ割り付け ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

7.7.3 ITLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、ITLBデータアレイは ITLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、ITLBデ

ータアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、ITLBデータアレイ 1

の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、ITLBデータアレイ 1へ

の書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの ITLBデータアレイ 2の書き込みを行ってください。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、ITLBデータアレイ 2、のアクセスは行えません。アクセスし

た場合の動作は保証しません。 
 

（1） ITLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7、6、4がリザーブビットに

なります。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：Don't care

C
SH
：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 729 28

2 1

4 3

CPPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 0 E

23 22 8 710 9

SH

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.20 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 
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（2） ITLBデータアレイ 2 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F380 0000～H'F3FF FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイ 2を示す H'F38になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[13][11][10][8]がそれぞれ EPR[5][3][2][0]を、[7:4]が ESZを示します。ITLBデータアレイ 2に対し

ては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. TLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. ITLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 

 

E
EPR
ESZ

*

：エントリ
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

EPR[5]

EPR[3] EPR[0]

EPR[2]

アドレス部

データ部

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

ESZ

10 9 81314 1211 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 1 E

23 22 8 710 9

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.21 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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7.7.4 UTLBアドレスアレイ 

UTLBのアドレスアレイは P4領域の H'F600 0000～H'F60F FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、D、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBアドレスアレイを示す H'F60になっており、[13:8]でエントリを選択するように

なっています。アドレス部[7]の連想ビット（Aビット）は、UTLBアドレスアレイへの書き込みのときのアドレ

ス比較の有無を指定します。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[9]が Dを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

UTLBアドレスアレイに対しては以下の 3種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へVPN、D、V、ASIDを読み出し

ます。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、D、V、

ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、データ部で指定されたVPNとPTEH.ASIDを用い、UTLBの全エ

ントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、UTLBにミスした場合、

例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指定したVPNに対応するUTLBエン

トリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定したDとVを書き込みます。この連想動作はITLB

に対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエントリが存在した場合はそのエントリに対してVを書き込み

ます。UTLBでの比較でノーオペレーションとなってもITLBで一致していればITLB側にのみ書き込みは行い

ます。またUTLBとITLBの両方で一致した場合、UTLBの情報がITLBへも書き込まれます。 

 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：
D：
*：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
ダーティビット
Don't care

ASID：
A：
：

アドレス空間識別子
連想ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

VD

10 9 8 7

A

8 7 2 1

ASIDVPN

31 23 20 0

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

24 14 13

* * * * * * * * * **

 

図 7.22 メモリ割り付け UTLBアドレスアレイ 
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7.7.5 UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F700 0000～H'F70F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイに書

き込む PPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WTを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBデータアレイを示す H'F70になっており、[13:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6:5]が PRを、[3]が Cを、[2]が Dを、[1]が SH

を、[0]がWTを示します。 

UTLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、D、SH、

WTを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、D、SH、WTを書き込みます。 

 

アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
D：
*：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
ダーティビット
Don't care

PR：
C：

SH：
WT：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2

2

1

1

0

V

10 9 8 729 28 4 36 5

PR CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 00E

1920 8 714 13

D

SZ SH WT

* * * * * *** * * * *

 

図 7.23 メモリ割り付け UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 
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7.7.6 UTLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、UTLBデータアレイは UTLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、UTLB

データアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、UTLBデータアレ

イ 1の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、UTLBデータアレイ

1への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの UTLBデータアレイ 2の書き込みを行ってくださ

い。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、UTLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスし

た場合の動作は保証しません。 
 

（1） UTLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7～4がリザーブビットになり

ます。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
D
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：ダーティビット
：Don't care

C
SH
WT

：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：ライトスルービット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 729 28

2 1

4 3

C DPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

20 19 8 714 13

WTSH

* * * * * ** ** * * *

 

図 7.24 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 

（2） UTLBデータアレイ 2 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F780 0000～H'F78F FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。アドレス部は[31:20]が UTLBデータアレイ 2を示す H'F78になっており、

[13:8]でエントリを選択するようになっています。 

データ部は、[13:8]が EPRを、[7:4]が ESZを示します。UTLBデータアレイ 2に対しては以下の 2種類の操作

が可能です。 

1. UTLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 
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2. UTLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 

 

0 0 0

20 19

アドレス部

データ部

E
EPR
ESZ

*

：エントリ
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

EPR ESZ

8 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 1 E

8 714 13

13

* * * * * ** ** * * *

 

図 7.25 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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7.8 32ビットアドレス拡張モード 

本 LSIは PASCRレジスタの SEビットを 1に設定することで、29ビットの物理アドレス空間を扱う 29ビット

アドレスモードから、32ビットの物理アドレス空間を扱う 32ビットアドレス拡張モードに変更することができま

す。 

P1（0.5Gバイト） P1/P2
(1Gバイト)

0.5Gバイト

4Gバイト

U0/P0
（2Gバイト）

U0/P0
（2Gバイト）

P2（0.5Gバイト）

P3（0.5Gバイト） P3（0.5Gバイト）

P4（0.5Gバイト） P4（0.5Gバイト）

仮想アドレス空間 29ビット
アドレス空間

仮想アドレス空間 32ビット
アドレス空間

29ビット物理アドレス空間（通常モード） 32ビット物理アドレス空間（拡張モード）  

図 7.26 物理アドレス空間（32ビットアドレス拡張モード） 

7.8.1 32ビットアドレス拡張モード概要 

32ビットアドレス拡張モードでは、29ビットアドレスモードではアドレス変換対象外である P1/P2領域の仮想

アドレスを、32ビットの物理アドレス空間にマッピングする特権空間マッピングバッファ（PMB）を導入します。

また、既存の TLB（UTLB/ITLB）のアドレス変換対象領域についても、UTLB/ITLBの PPNフィールドの上位 3

ビットを拡張して、TLB変換後のアドレスが 32ビットの物理アドレスを扱えるようになります。 

また、キャッシュの動作は、29ビットアドレスモードでは固定的に P1領域はキャッシング可能、P2領域はキ

ャッシング不可ですが、32ビットアドレス拡張モードでは P1、P2領域とも PMBの CビットおよびWTビットに

従うようになります。 



 

7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

7-50  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

7.8.2 32ビットアドレス拡張モードへの切り替え 

本 LSIは、パワーオンリセット後は 29ビットアドレスモードです。PASCRレジスタの SEビットに 1を書き込

むことで、32ビットアドレス拡張モードへと遷移します。32ビットアドレス拡張モードではMMUの動作は次の

様になります。 

1. MMUCR.AT＝0のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはそのまま32ビット物理アドレスとなります。P1/P2領

域のアドレスはPMBマッピング情報に従いアドレス変換されます。PMBの仮想ページ番号の上位2ビット

（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すようにB'10を必ず設定してください。B'10以外の値を設定した場

合の動作は保証しません。 

2. MMUCR.AT＝1のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはTLB変換情報に従い32ビット物理アドレスに変換さ

れます。P1/P2領域のアドレスはPMBマッピングの情報に従いアドレス変換されます。PMBの仮想ページ番

号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すようにB'10を必ず設定してください。B'10以外

の値を設定した場合の動作は保証しません。 

3. 制御レジスタ領域（H'FC00 0000～H'FFFF FFFF）は、MMUCR.ATにかかわらず、物理アドレスの[31:29]がB'111

となります。制御レジスタ領域をUTLBに登録してアクセスする場合には、PPN[31:29]にはB'111を設定して

ください。 

 

7.8.3 特権空間マッピングバッファ（PMB）構成 

32ビットアドレス拡張モードでは、P1/P2領域の仮想アドレスは PMBマッピング情報に従いアドレス変換され

ます。PMBは 16エントリで各エントリは以下の構成です。 

PPN[31:24] 

PPN[31:24] 

PPN[31:24]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

C

C

C

UB

UB

UB

VPN[31:24] 

VPN[31:24] 

VPN[31:24]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

WT

WT

WT

PPN[31:24] SZ[1:0] C UBVPN[31:24] Vエントリ15 WT
 

図 7.27 PMBの構成 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 

 16Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 8ビット 

 64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 

 128Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 5ビット 

 512Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 3ビット 
 

【注】 VPNの上位 2ビットは、P1/P2領域を指し示すように必ず B'10を設定してください。 
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SZ ：ページサイズビット 

 ページサイズを指定します。 

 00：16Mバイトページ 

 01：64Mバイトページ 

 10：128Mバイトページ 

 11：512Mバイトページ 

V ：有効ビット 

 エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時に変化しません。 

PPN：物理ページ番号 

 物理アドレスの上位 8ビット 

 16Mバイトページのとき、PPN[31:24]が有効 

 64Mバイトページのとき、PPN[31:26]が有効 

 128Mバイトページのとき、PPN[31:27]が有効 

 512Mバイトページのとき、PPN[31:29]が有効 

C ：キャッシング可能ビット 

 ページがキャッシング可能かどうかを示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

WT ：ライトスルービット 

 キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する） 
 



 

7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

7-52  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

7.8.4 PMBの機能 

本 LSIがサポートする PMBの機能を以下に示します。 

1. PMBへの書き込みはメモリ割り付けライトでのみ行えます。LDTLBでの登録はできません。 

2. PMBマッピング対象であるP1/P2領域のアクセスするアドレスは必ずPMB登録されていることをソフトウェ

アで保証してください。PMBに変換情報がないP1/P2領域のアドレスにアクセスがあった場合、本LSIはTLB

リセットとなります。このとき、TEAにはTLBリセットの原因となったP1/P2領域へのアクセスアドレスが、

EXPEVTにはコードH'140が格納されます。 

3. 本LSIはPMBが多重ヒットを起こした場合の動作を保証しません。ソフトウェアは十分注意してPMBマッピ

ング情報を登録してください。 

4. PMBには連想ライトの機能はありません。 

5. PMBにはPRフィールドは存在せず、リード／ライトのプロテクションを施すことはできません。PMBのアド

レス変換対象はP1/P2アドレスなので、ユーザモードでのアクセスではアドレスエラー例外が発生します。 

6. ITLBにはハードウェアITLBミスハンドリングによりUTLBとPMBの両方のエントリが混在して登録されま

す。ただしVPN[31:30]が10か否かで、UTLBから登録されたものかPMBから登録されたものか識別できます。

PMBのエントリがITLBに登録される際に、PMBに存在しないフィールドであるASIDにはH'00、PRには01、

SHには1が登録されます。 
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7.8.5 メモリ割り付け PMBの構成 

PMBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、MOV.L命令によって PMBの内容の読み出し、書

き込みが可能です。PMBのアドレスアレイは P4領域の H'F610 0000～H'F61F FFFFに、PMBのデータアレイは P4

領域の H'F710 0000～H'F71F FFFFに割り付けられています。PMBでは VPN、Vをアドレスアレイとして、PPN、

V、SZ、C、WT、UBをデータアレイとしてアクセス可能です。Vはアドレスアレイ側からとデータアレイ側から

の両方からアクセスできるようになっています。PMBメモリ割り付けアクセスを実行するプログラムは、PMB.C

＝0に設定したページの領域に配置してください。 

1. PMBアドレスアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行

うと、[31:24]にVPN、[8]にVが読み出されます。 

2. PMBアドレスアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]

にVPN、[8]にVを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエントリに書き込まれます。 

3. PMBデータアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行う

と、[31:24]にPPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTが読み出されます。 

4. PMBデータアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]に

PPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエント

リに書き込まれます。 

 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ

：リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

V

89 7

8 7

VPN

31 1920 0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 01 1 0 1 E

2324

12 11

 

図 7.28 メモリ割り付け PMBアドレスアレイ 
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アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット

UB：
C：

WT：
：

バッファドライトビット
キャッシング可能ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

VUB

10 9 8 7 4 36 5

CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 01 E

2324

1920 8 712 11

SZ WT

 

図 7.29 メモリ割り付け PMBデータアレイ 

7.8.6 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードを使用する場合、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張または変更されま

すので、注意してください。 
 

（1） PASCR.SE 

制御レジスタ PASCR[31]に SEビットが追加になります。また、UB[6:0]は無効になります（UB[7]は 32ビット

アドレス拡張モードでも有効です）。 

バッファドライトになるか否かは、P1/P2領域に対するライトでは PMBの UBビットにより制御されます。

P0/P3/U0領域に対するライトでは、MMUがイネーブルの場合 TLBの UBビットにより制御され、MMUがディ

スエーブルの場合、常にバッファドライトになります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SE 0 R/W アドレスモード 

0：29ビットアドレスモード 

1：32ビットアドレス拡張モード 

30～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB すべて 0 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかどうかをエリアごとに指定します。 

0：CPU は書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセス

を行います。 

1：CPU は書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセ

スを行います。 

UB [7]：制御レジスタ領域のバッファドライト制御 

UB [6:0]：エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御（32ビッ

トアドレス拡張モードでは無効） 
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（2） ITLB 

ITLBの PPNフィールドが[31:10]へ拡張されます。 
 

（3） UTLB 

UTLBの各エントリに PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する） 

UBビットはメモリ割り付け TLBアクセスではデータアレイのビット[9]でリード／ライトが行えます。 
 

（4） PTEL 

UTLBと同様に PTELレジスタのビット[9]に PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

この UBビットは LDTLB命令によって UTLBの UBビットへ書き込まれます。また PPNフィールドが[31:10]

に拡張されます。 
 

（5） CCR.CB 

CCRレジスタの CBビットは無効になります。P1領域に対するキャッシャブルライトがコピーバックモードに

なるか、ライトスルーモードになるかは、PMBのWTビットに従います。 
 

（6） IRMCR.MT 

IRMCRのMTビットが、メモリ割り付け PMBライトに対しても有効になります。 
 

（7） QACR0、QACR1 

QACR0、QACR1レジスタの AREA0[4:2]、AREA[4:2]がそれぞれ AREA0[7:2]、AREA1[7:2]に拡張され、物理ア

ドレス 31～26に対応します。 
 

（8） LSA0、LSA1、LDA0、LDA1 

L0SADR、L1SADR、L0DADR、L1DADRがそれぞれ[31:0]に拡張されます。 
 

また、32ビットアドレスモード使用時にはソフトウェアは以下の点に注意してください。 

1. SEビットの切り替えはパワーオンリセットまたはマニュアルリセット後のキャッシュとTLBがオフのブー

トルーチンで0から1への切り替えのみサポートされています。 

2. SEビット切り替え後、そのプログラムの配置されている領域自体がPMBアドレス変換対象となりますので、

SEビットの切り替えに先立ってPMBへの登録が必要です。例外ハンドラなど、P1/P2領域へのアクセスされ

る可能性のあるアドレスについても必ずPMBへの登録を行ってください。 

3. SEビットを切り替えるMOV.L命令の前にあるオペランドメモリアクセスが外部メモリアクセスを起こす場

合、両アドレスモードでアクセスされる外部メモリ空間アドレスが異ならないようにしてください。 
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4. PMBの登録時にVビットがアドレスアレイとデータアレイの両方にマッピングされていることに注意してく

ださい。すなわち、1回目の一方への書き込みではV＝0を、2回目の他方への書き込みではV＝1を選んでくだ

さい。 
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8. キャッシュ 

本 LSIは命令用に 32Kバイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32Kバイトのオペランドキャッシュ（OC）

を内蔵しています。 

8.1 特長 

キャッシュの特長を表 8.1に示します。 

本 LSIでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。SQの特長を表 8.2に示します。 
 

表 8.1 キャッシュの特長 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 32バイト 

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック／ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 
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表 8.2 ストアキューの特長 

項目 ストアキュー 

容量 2×32バイト 

アドレス H'E000 0000～H'E3FF FFFF 

ライト ストア命令（1サイクルライト） 

ライトバック プリフェッチ命令（PREF命令） 

アクセス権 MMUディスエーブル時：MMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットによる 

MMUイネーブル時：個々のページ PRによる 

 

本 LSIのオペランドキャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッ

シュラインから構成されます。図 8.1にオペランドキャッシュの構成を示します。 

命令キャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッシュラインから

構成されます。図 8.2に命令キャッシュの構成を示します。 

本 LSIは消費電力を低減するために ICウェイ予測機構を搭載しています。また、非サポート検出例外レジスタ

（EXPMASK）を用いて、メモリ割り付け連想ライト機能を例外として検出することが可能です。詳細は、「第 5

章 例外処理」を参照してください。 
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図 8.1 オペランドキャッシュの構成 
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0

読み出しデータ

13 12 10 0

6 bits

LRU

ヒット信号

(ウェイ0～ウェイ3）

比較

 

図 8.2 命令キャッシュの構成 

（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位19ビットを格納します。タグはパワーオンリ

セット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（2） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが1のとき、そのキャッシ

ュラインのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリ

セットでは値を保持します。 

 

（3） Uビット（ダーティビット） 

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビットが1に

なります。つまりUビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの不一致を示します。

メモリ割り付けキャッシュ（「8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）をアクセスすることにより

Uビットを書き換えない限り、ライトスルーモードでキャッシュを使用中はUビットが1になることはありま

せん。Uビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは値を保持します。 
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（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データアレイはパ

ワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（5） LRU部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も

以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビット

は、パワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは初期化されません。LRUビットは、

ソフトウェアでは読み書きできません。 

 

8.2 レジスタの説明 

キャッシュに関連するレジスタを以下に示します。 
 

表 8.3 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 H'1F00 0038 32 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C H'1F00 003C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 8.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウエア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

QACR0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

QACR1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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8.2.1 キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムまたは ILメモリ上のプログラムで行わなければ

なりません。CCR更新後、キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不

要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が

低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

 

ビット：

初期値：
R/W： R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ICEICI－ WTCBOCI－ OCE

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R

－

R

－

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない 

1：ICを使用する 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの V、Uビットを 0にしま

す。読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 CB 0 R/W コピーバックビット 

P1領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。 

0：ライトスルーモード 

1：コピーバックモード 

1 WT 0 R/W ライトスルーモード 

P0、U0、P3領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。ただし、

アドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報のWTビットの値を優先

します。 

0：コピーバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ

管理情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない 

1：OCを使用する 
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8.2.2 キューアドレス制御レジスタ 0（QACR0） 

QACR0は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー0（SQ0）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA0

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA0 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ0に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

8.2.3 キューアドレス制御レジスタ 1（QACR1） 

QACR1は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー1（SQ1）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA1

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA1 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ1に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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8.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは ICおよび OCのウェイ数と ICウェイ予測の制御を行います。 

RAMCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR更

新後、キャッシング可能領域または ILメモリへのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3の

どれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域またはILメモリ領域で

かまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R/W R/W R/W R R R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

IC2WRP－－ L2FC－－ICWPD L2E

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R/W

RMD

R/W

OC2W

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「10.4 ILメモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「10.4 ILメモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

0：ICは 4ウェイ動作 

1：ICは 2ウェイ動作 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

0：OCは 4ウェイ動作 

1：OCは 2ウェイ動作 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

ICウェイ予測の使用を選択します。 

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う 

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 L2FC 0 R/W 2次キャッシュ強制コヒーレンシモードビット 

詳細は「9.3.2 2次キャッシュの動作」を参照してください。 

0 L2E 0 R/W 2次キャッシュ有効ビット 

詳細は「9.3.2 2次キャッシュの動作」を参照してください。 
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8.3 オペランドキャッシュの動作説明 

8.3.1 読み出し動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを読み出す場合、

OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残り

のキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッ

シュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、

Uビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキ

ャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュ

に1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、U

ビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライ

トバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.2 プリフェッチ動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを OCにプリフェ

ッチする場合、OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みま

す。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデー

タが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読

み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みます。

また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータ

を外部メモリへ書き戻します。 

 



 

8. キャッシュ 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  8-13 

2013.01.18  

 

SH7724 

8.3.3 書き込み動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域に対してデータが書き込まれ

る場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグの比較、

および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるようにLRU

ビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行います。

またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新されません。 

5. キャッシュミス(コピーバック、書き戻しなし) 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセ

スサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキ

ャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード(8バイト)から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、置換

対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサ

イズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッ

シュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。
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データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャ

ッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新されません。 

 

8.3.4 ライトバックバッファ 

本LSIは、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生じた場合、

キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュラインのデータを格

納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファはキャッシュ 1ライン分のデータ

と追い出す先の物理アドレスで構成されます。 

LW7物理アドレス[28:5] LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0
 

図 8.3 ライトバックバッファの構成 

8.3.5 ライトスルーバッファ 

本 LSIは、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込み動作に

おいて、書き込みデータを保持するための 64ビットのバッファを内蔵しています。これにより CPUはライトス

ルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次の動作へ移ります。 

物理アドレス[28:0] LW1LW0
 

図 8.4 ライトスルーバッファの構成 

8.3.6 OC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの OC2Wビットを 1にセットすると、OCのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する OC 2ウェイ

モードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け OCアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1

のみが使用されます。 

OC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに OCに有効

なラインが登録されている場合には、OC2Wビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェアにより書き戻

しを行った後、CCRレジスタの OCIビットに 1を書き込み、OCの全エントリを無効にしてください。 
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8.4 命令キャッシュの動作説明 

8.4.1 読み出し動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から命令フェッチを行う場合、ICは

以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:3]でインデックスされるデータを命令として読

み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのキャッシュ

ラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8

バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読

み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次

の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アド

レスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビット

を更新します。 

 

8.4.2 プリフェッチ動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から、命令を ICにプリフェッチする

場合、ICは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 
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3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

 

8.4.3 IC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの IC 2Wビットを 1にセットすると、ICのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する IC 2ウェイモ

ードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け ICアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1の

みが使用されます。 

IC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点ですでに IC

に有効なラインが登録されている場合には、IC2Wビットを書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書

き込み、ICの全エントリを無効化してください。 

8.4.4 命令キャッシュウェイ予測 

本 LSIは消費電力を低減するために命令キャッシュ（IC）ウェイ予測機構を内蔵し、予測したウェイのデータ

アレイのみを起動します。ウェイ予測ミスが発生した場合には正しいウェイのデータを再読み出しするため、命

令フェッチ性能が低下することがあります。ICWPDビットを 1にセットすると、ICウェイ予測機構を停止させる

ことができます。本モードではウェイ予測ミスは発生しないため、命令フェッチ性能の低下はありませんが ICの

消費電力が増加します。また、ICWPDビットの切り換えはキャッシング不可の P2領域を走行するプログラムで

行ってください。また、書き換える時点ですでに ICに有効なラインが登録されている場合には、ICWPDビット

を書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書き込み、ICの全エントリを無効化してください。 
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8.5 キャッシュ操作命令 

8.5.1 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

（1） キャッシュ操作命令一覧 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。本 LSIではキャッシュを操作

する命令として次の 6命令をサポートしています。各命令の詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令：OCBI @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

• オペランドキャッシュパージ命令：OCBP @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり） 

• オペランドキャッシュライトバック命令：OCBWB @Rn 

オペランドキャッシュの書き戻し 

• オペランドキャッシュアロケート命令：MOVCA.L R0,@Rn 

オペランドキャッシュの確保 

• 命令キャッシュインバリデイト命令：ICBI @Rn 

命令キャッシュの無効化 

• オペランドアクセス同期命令：SYNCO 

データ転送の完了待ち 

 

（2） コヒーレンシ制御 

オペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のために、SuperHywayバスからの PURGE および FLUSH トランザ

クションを受け付けることが可能です。PURGE/FLUSH トランザクションで与えられるアドレスは物理アドレス

です。そのため MMU がイネーブルの場合、キャッシュシノニム問題を回避するため、1Kバイトのページサイ

ズを使用しないでください。 
 

• PURGEトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルの時、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリを無効化しま

す。無効化されるラインがダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ミスした場合にはノーオペレー

ションです。 
 

• FLUSHトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルの時、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリがあり、かつ

ダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ヒットしたエントリの無効化は行いません。ミスした場合

またはヒットしたエントリがダーティでなかった場合にはノーオペレーションです。 
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8.5.2 プリフェッチ動作 

キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、本 LSIではプリフェッチ命

令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生することがわかっていた場

合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読み出し動作、書き込み動作に

おいてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフトウェアの性能が向上します。すでにキ

ャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を実行したり、プリフェッチしようとしたアドレ

スが UTLBにミスした場合やプロテクションに違反した場合は、ノーオペレーションとなり例外を発生させませ

ん。プリフェッチ命令の詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命令の説明」を参照

してください。 

• プリフェッチ命令（OC） ：PREF @Rn 

• プリフェッチ命令（IC） ：PREFI @Rn 
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8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成 

IC、OCをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令によって

ICデータアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。また特権モードのとき P2領域のプログラムあるいは

ILメモリ領域のプログラムからMOV命令によって ICアドレスアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。

他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、P0、U0、P1、P3領域への分岐は、以下の 1～

3のどれかの方法で行ってください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、P3領域

への分岐を行ってください。 

3. メモリ割り付けICへのアクセスの前に、あらかじめIRMCR.MC＝0（初期値）と設定されていた場合には、

特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付けICアクセス命令の次命令を命令フ

ェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

また、特権モードのとき、P1、P2領域のプログラムからMOV命令によって OCの内容の読み出し／書き込み

が可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OCは仮想アドレス空間の P4領域に割

り付けられています。ICのアドレスアレイ／データアレイ、OCのアドレスアレイ／データアレイともにデータ

アクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対して命令フェッチは行えません。予

約ビットには 0を設定するようにしてください。予約ビットの読み出し値は不定です。 
 

8.6.1 ICアドレスアレイ 

ICのアドレスアレイは P4領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Vビットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICアドレスアレイを示す H'F0になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は ICアドレスアレイへの書き込みのときに連

想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してくだ

さい。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が Vビットを示します。ICアドレスアレイのタグは 19ビットのためデータ部

[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行う書き込みのときのみ

仮想アドレスの指定のため用います。 

ICアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） ICアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビットを読み出
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します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

 

（2） ICアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定されたタグとV

ビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

 

（3） ICアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイのタ

グとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをITLBを用い物理アドレスに

変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部で指定

したVビットをICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作はIC

の特定のエントリの無効化に用いられます。アドレス変換の際にITLBにミスした場合や、一致判定で不一致に

なった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。ITLBミスハンドリングや命令 TLBミス例

外の通知を行い、確実に ICの操作が可能な ICBI命令の使用を推奨します。 

 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V
A

24 131415

：有効ビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care*

* * * * * * * * *

 

図 8.5 メモリ割り付け ICアドレスアレイ 

8.6.2 ICデータアレイ 

ICのデータアレイは P4領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICデータアレイを示す H'F1になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

ICデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（1） ICデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） ICデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 12 5 4 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

L
*

24 131415

：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0 0* * * * * * * * *

 

図 8.6 メモリ割り付け ICデータアレイ 

8.6.3 OCアドレスアレイ 

OCのアドレスアレイは P4領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Uビットと Vビットを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が OCアドレスアレイを示す H'F4になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は OCアドレスアレイへの書き込みのときに

連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでアドレス部[1:0]は 0を指定して

ください。 

データ部は[31:10]がタグを、[1]が Uビットを、[0]が Vビットを示します。OCアドレスアレイのタグは 19ビ

ットのため、データ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行

う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

OCアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） OCアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリから、データ部へタグとUビットとVビッ

トを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

 

（2） OCアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリに対して、データ部で指定されたタグとU

ビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 
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書き込みをUビットが1、Vビットが1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュラインの書き

戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。 

 

（3） OCアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをUTLBを用い物理アドレ

スに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部

で指定したUビットとVビットをOCのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとな

ります。本動作はOCの特定のエントリの無効化に用いられます。このときOCのエントリのUビットが1で、

Vビットに0もしくはUビットに0を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際にUTLBにミ

スした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行わ

れません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。データ TLBミス例外の通知を行い、確実

に OCの操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

U

V
U
A

：有効ビット
：ダーティビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care

ウェイ

00 0 0* * * * * * * * *

*
 

図 8.7 メモリ割り付け OCアドレスアレイ 

8.6.4 OCデータアレイ 

OCのデータアレイは P4領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCデータアレイを示す H'F5になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OCデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（1） OCデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） OCデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。この書き込

みによりアドレスアレイ側のUビットは1になりません。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

L
*
：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0L 0* * * * * * * * *

 

図 8.8 メモリ割り付け OCデータアレイ 
 

8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作 

ICアドレスアレイ、OCアドレスアレイへの連想あり書き込みは、今後の SuperHシリーズではサポートされな

い可能性があります。ITLBミスハンドリング、命令 TLBミス例外の通知やデータ TLBミス例外の通知を行い、

確実に ICまたは OCの操作が可能な ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令の使用を推奨します。本 LSIでは過渡的

な措置として本機能を利用した場合にアドレスエラーを発生します。従来製品との互換性を重視する場合には

EXPMASKレジスタ（H'FF2F 0004）のMMCAWビットを 1とすることで本機能を利用することが可能ですが、

今後の SuperHシリーズでの互換性を保証するためには、ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令を使用してください。 
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8.7 ストアキュー 

本 LSIでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。 

8.7.1 SQの構成 

SQは図 8.9に示すとおり、32バイトの SQ0と 32バイトの SQ1から成り立っています。SQ0、SQ1はそれぞれ

独立に設定することが可能です。 

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B  

図 8.9 ストアキューの構成 

8.7.2 SQへの書き込み 

SQへの書き込みは P4領域の H'E000 0000～H'E3FF FFFCに対するストア命令で行うことができます。アクセス

サイズはロングワード、もしくはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
 

8.7.3 外部メモリへの転送 

SQから外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を P4領域の H'E000 0000

～H'E3FF FFFCに対して発行することにより、SQから外部メモリへの転送が開始します。転送は 32バイト固定

で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となります。一方の SQを外部メモリへ転送中に、もう一方の SQへの書

き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中の SQへの書き込みは外部メモリへの転送が

完了するまで待たされます。 

SQの転送先の物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のように指定します。 
 



 

8. キャッシュ 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  8-25 

2013.01.18  

 

SH7724 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定します。ASID、

V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに

関しては意味を持ちません。 

SQ領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアドレス変換前のアドレ

スから生成します。物理アドレスの[4:0]は0固定です。SQから外部メモリへの転送はこのアドレスに対して

行われます。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレス[31:0]は

次の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス[25:6] 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 かつ 転送先物理アドレス[5] 

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。 

[1:0] ：00 ：0固定 

 

上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。 

QACR0[4:2] ：SQ0に対する物理アドレス[28:26] 

QACR1[4:2] ：SQ1に対する物理アドレス[28:26] 

 

物理アドレスの[4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に0固定となります。 
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8.7.4 SQアクセスの例外判定 

SQへの書き込み、および外部メモリへの転送（PREF命令）の例外判定はMMUイネーブル／ディスエーブル

により次のように行われます。なお、SQへの書き込みで例外が発生した場合、SQの内容は元の値が保証されま

す。SQから外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止されます。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、SQから

外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、保護違反例外が

発生します。ただし、SQMDビットによりSQへのアクセスを特権モードのみ許可している場合、ユーザモー

ドでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

SQMDビットに従います。 

0：特権／ユーザアクセス可能 

1：特権アクセス可能 

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。 

 

8.7.5 SQからの読み出し 

本 LSIでは、特権モードのとき、SQからの読み出しを P4領域の H'FF00 1000～H'FF00 103Cに対するロード命

令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。 

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定、1：SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
 

8.8 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードでは、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張されます。 

1. ICおよびOCのタグが[28:10]の19ビットから、[31:10]の22ビットに拡張されます。 

2. ICを操作する命令（メモリ割り付けICアクセスおよびCCR.ICI書き込み）を配置する領域は、P1またはP2領

域とし、PMBの当該エントリのキャッシング可能ビット（Cビット）を0にしてください。 

3. QACR0レジスタのAREA0ビットおよびQACR1レジスタのAREA1ビットがそれぞれ[4:2]の3ビットから[7:2]

の6ビットに拡張されます。 
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9. 2次キャッシュ 

本 LSIは命令／データ混在の 256Kバイトの 2次キャッシュを内蔵しています。 

9.1 特長 

2次キャッシュの特長を表 9.1に示します。 
 

表 9.1 2次キャッシュの特長 

項目 2次キャッシュ 

容量 256Kバイト 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、物理アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 

エントリ数 2048エントリ／ウェイ 

ライト方式 ライトスルー 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

動作クロック SHクロック 

 

9.2 レジスタの説明 

2次キャッシュ制御に関するレジスタの構成を表 9.2に示します。 
 

表 9.2 レジスタの構成 

名称 略称 R/W P4アドレス* エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4アドレスは仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスする場合のものです。 

 

表 9.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウエア

スタンバイ 

モジュールス

タンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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9.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは 2次キャッシュの制御を行います。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R/W R/W R/W R R R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

IC2WRP－－ L2FC－－ICWPD L2E

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R/W

RMD

R/W

OC2W

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「10.4 ILメモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「10.4 ILメモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 L2FC 0 R/W 2次キャッシュ強制コヒーレンシモードビット 

メモリ割り付け OCアドレスアレイライト（連想なし）を行ったときに、

メモリ割り付け 2次キャッシュアドレスアレイにも書き込みを行うかどう

かを制御します。 

0：2次キャッシュアドレスアレイには書き込まない。 

1：2次キャッシュアドレスアレイにも書き込む。 

0 L2E 0 R/W 2次キャッシュ有効ビット 

0：2次キャッシュを使用しない。 

1：2次キャッシュを使用する。 

 



 

9. 2次キャッシュ 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  9-3 

2013.01.18  

 

SH7724 

9.3 2次キャッシュの構成と動作 

9.3.1 構成 

図 9.1に 2次キャッシュの構成を示します。 

28 5 4 2

LW0

32 bits

LW1

32 bits

LW2

32 bits

LW3

32 bits

LW4

32 bits

LW5

32 bits

LW6

32 bits

LW7

32 bits2047 13 bits 1 bit

タグ V

アドレスアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

データアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

エントリ選択 ロングワード（LW）選択

物理アドレス

311

13

0

読み出しデータ

16 15 0

6 bits

LRU

ヒット信号

(ウェイ0～ウェイ3）

比較

 

図 9.1 2次キャッシュの構成 

2次キャッシュは 2048本のキャッシュラインから構成され、それぞれのラインは 13ビットのタグ、Vビット、

6ビットの LRUビットおよび 32バイトのデータから成ります。 
 

（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位13ビットを格納します。タグはパワーオンリ

セット、マニュアルリセットで初期化されません。 

（2） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているかを示します。このビットが1のとき、そのキャッシュラ

インのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセッ

トでは値を保持します。 
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（3） LRUビット 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうちどのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、もっ

とも以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビ

ットはパワーオンリセットですべて0に初期化されますが、マニュアルリセットでは値を保持します。 

 

（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データ部はパワー

オンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

9.3.2 2次キャッシュの動作 

本 LSIでは 2次キャッシュを使用するためには、必ず 1次キャッシュである命令キャッシュ（IC）とオペラン

ドキャッシュ（OC）を共にイネーブルにする必要があります。2次キャッシュの Vビットと LRUビットの初期

化は、パワーオンリセット、CCR.ICI＝1の書き込みによる ICインバリデート、CCR.OCI＝1の書き込みによる

OCインバリデートのいずれかの場合にハードウェアで行います。この動作はエントリ数分の 2次キャッシュ動作

クロックサイクルを要し、その間の CPUからのメモリアクセスで 1次キャッシュにミスした場合は、2次キャッ

シュは使用されず、外部メモリへのアクセスとなります。 

2次キャッシュへのアクセスは、 

• CPUからの命令フェッチとオペランドアクセスによる1次キャッシュを介した動作 →（1） 

• CPUからのキャッシュ操作命令による動作 →（2） 

• Super Hywayからのコヒーレンシアクセス →（3） 

• メモリ割り付け1次キャッシュ（IC/OC）アドレスアレイ書き込みによるアクセス →（4） 

• メモリ割り付け2次キャッシュアクセス（「9.4 メモリ割り付け2次キャッシュの構成」参照） 

 

があります。 
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（1） CPUからの命令フェッチとオペランドアクセスによる 1次キャッシュを介した動作 

CPUからの命令フェッチとオペランドアクセスによる 1次キャッシュを介した動作には、 

• 1次キャッシュからのリード 

• 1次キャッシュからのライトスルーライト 

• 1次キャッシュからのコピーバックライト 

 

があります。 
 

（a） 1次キャッシュからのリード 

1次キャッシュでキャッシュミスを起こした場合のブロックリードで、常に1ライン分（32バイト）のデータ

転送となります。1次キャッシュから送られた一次キャッシュミスアドレスである物理アドレスのビット

[15:5]でインデックスされる各ウェイの2次キャッシュラインからタグとVビットを読み出します。 

物理アドレスのビット[28:16]とタグを比較し、 

• タグが一致かつVビットが1の場合 → 1. 

• それ以外の場合 → 2. 

 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]でインデックスされ、ヒットしたウェイの2次キャッシュラインのデータ部から、

32バイトデータを読み出し、1次キャッシュにフィルします。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応する外部メモリから、2次キャッシュラインへデータを読み込みます。データの読み込み

はキャッシュミスした物理アドレスに対応するデータから順にラップアラウンド方式で行い、先頭のデータ

が2次キャッシュへ到着した時点で、1次キャッシュにも読み出しデータを返します。2次キャッシュは1ライ

ン分のデータの書き込みとともに、物理アドレスに対応するタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。 

 

（b） 1次キャッシュからのライトスルーライト 

1次キャッシュでライトスルーライトが起きた場合のシングルライト(クワッドワード／ロングワード／ワー

ド／バイト）です。1次キャッシュから送られた物理アドレスのビット[15:5]でインデックスされる各ウェイ

からキャッシュラインからタグとVビットを読み出します。 

物理アドレスのビット[28:16]とタグを比較し、 

• タグが一致かつVビットが1の場合 → 1. 

• それ以外の場合 → 2. 

 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]でインデックスされ、ヒットしたウェイのキャッシュラインのデータ部の、物理

アドレスのビット[4:0]で指定されるデータ位置に対し、指定されたアクセスサイズ（クワッドワード／ロン

グワード／ワード／バイト）によりデータの書き込みを行います。書き込みは指定されたアクセスサイズで
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外部メモリにも行います。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズのライトを行います。この場合、2次キャ

ッシュへの書き込みは行われません。 

 

（c） 1次キャッシュからのコピーバックライト 

1次キャッシュで書き戻しが起きた場合のブロックライトで常に1ライン分（32バイト）のデータ転送です。1

次キャッシュから送られた物理アドレスのビット[15:5]でインデックスされる各ウェイからキャッシュライ

ンからタグとVビットを読み出します。 

物理アドレスのビット[28:16]とタグを比較し、 

• タグが一致かつVビットが1の場合 → 1. 

• それ以外の場合 → 2. 

 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]でインデックスされるキャッシュラインのヒットしたウェイのデータに対し、32

バイトデータの書き込みを行います。32バイトの書き込みを外部メモリにも行います。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応した外部メモリへ、32バイトの書き込みを行います。この場合、2次キャッシュへの書き

込みは行われません。 

 

（2） CPUからのキャッシュ操作命令による動作 

CPUからのキャッシュ操作命令による動作には、 

• ICBI @Rn、OCBI @Rn命令およびOCBP @Rn命令による場合 

• OCBWB @Rn命令による場合 

 

があります。 
 

（a） ICBI @Rn、OCBI @Rn命令および OCBP @Rn命令 

Rnで指示される仮想アドレスに対応する物理アドレスを含む2次キャッシュラインを無効化します。2次キャ

ッシュはライトスルーであり、ダーティになることはないため、書き戻しは発生しません。 

（b） OCBWB @Rn命令 

2次キャッシュはライトスルーであり、ダーティになることはないため、ノーオペレーションです。 
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（3） SuperHywayバスからのコヒーレンシアクセス 

SuperHywayバスからのコヒーレンシアクセスには、 

• PURGEトランザクションを受けた場合 

• FLUSHトランザクションを受けた場合 

 

があります。 
 

（a） PURGEトランザクションを受けた場合 

指示された物理アドレスを含む2次キャッシュラインを無効化します 

（b） FLUSHトランザクションを受けた場合 

2次キャッシュはライトスルーであり、ダーティになることはないため、ノーオペレーションです。 

 

（4） メモリ割り付け 1次キャッシュ（IC/OC）アクセス 

メモリ割り付け 1次キャッシュ（IC/OC）アクセスには 

• メモリ割り付けOCアドレスアレイ書き込み（連想なし）の場合 

• メモリ割り付けICアドレスアレイ書き込み（連想あり）の場合 

• メモリ割り付けOCアドレスアレイ書き込み（連想あり）の場合 

 

があります。 
 

（a） メモリ割り付け OCアドレスアレイ書き込み（連想なし） 

2次キャッシュがイネーブル（RAMCR.L2E＝1）かつRAMCRレジスタのL2FCビットが1の場合、OCアドレス

アレイへの動作に加えて、アドレス部の[15:5]で指定される2次キャッシュエントリに、データ部で指定され

るタグとVビットを書き込みます。LRUビットにはすべて0が書き込まれます。 

RAMCRレジスタのL2FCビットが0の場合、2次キャッシュへのアクセスは起こりません。 

（b） メモリ割り付け ICアドレスアレイ書き込み（連想あり） 

2次キャッシュがイネーブル（RAMCR.L2E＝1）でVビットに0を書き込んだ場合、ICアドレスアレイへの動

作に加えて、データ部で指定された仮想アドレスに対応する物理アドレスを含む2次キャッシュラインを無効

化します。Vビットに1を書き込んだ場合はノーオペレーションです。 

（c） メモリ割り付け OCアドレスアレイ書き込み（連想あり） 

2次キャッシュがイネーブル（RAMCR.L2E＝1）でVビットに0を書き込んだ場合、OCアドレスアレイへの動

作に加えて、データ部で指定された仮想アドレスに対応する物理アドレスを含む2次キャッシュラインを無効

化します。Vビットに1を書き込んだ場合はノーオペレーションです。 
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9.4 メモリ割り付け 2次キャッシュの構成 

2次キャッシュをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、MOV命令によって 2次キャッシュの内

容の読み出し／書き込みが可能です。2次キャッシュは仮想アドレス空間の P4領域に割り付けられています。2

次キャッシュのアドレスアレイ／データアレイともにデータアクセスのみ可能で、アクセスサイズはロングワー

ド固定です。この領域に対して命令フェッチは行えません。予約ビットには 0を設定するようにしてください。

予約ビットの読み出し値は不定です。 

9.4.1 2次キャッシュアドレスアレイ 

2次キャッシュのアドレスアレイは P4領域の H'F800 0000～H'F8FF FFFFに割り付けられています。アドレスア

レイのアクセスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必

要です。アドレス部ではアクセスするエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Vビットと LRUビットを

指定します。 

アドレス部は[31:24]が 2次キャッシュアドレスアレイを示す H'F8になっており、[17:16]でウェイ、[15:5]でエン

トリを指定するようになっています。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定して

ください。 

データ部は[29:16]がタグを、[9:4]が LRUビットを、[0]が Vビットを示します。 

2次キャッシュアドレスアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
 

1. 2次キャッシュアドレスアレイリード 

アドレス部に設定されたエントリに対応する2次キャッシュエントリから、データ部へタグとLRUビットとV

ビットを読み出します。 

2. 2次キャッシュアドレスアレイライト 

アドレス部に設定されたエントリに対応する2次キャッシュエントリに対して、データ部で指定されたタグと

LRUビットとVビットを書き込みます。 

アドレス部
31 23 5 4 0

1 1 1

0 0 0

1 1 0 0 0 エントリ

データ部
31 10 9 4 3 0

VLRUタグ

24 16 151718

* ：Don't care 
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）

ウェイ

16 15

0*

 

図 9.2 メモリ割り付け 2次キャッシュアドレスアレイ 
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9.4.2 2次キャッシュデータアレイ 

2次キャッシュのデータアレイは P4領域の H'F900 0000～H'F9FF FFFFに割り付けられています。データアレイ

のアクセスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要で

す。アドレス部ではアクセスするエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が 2次キャッシュデータアレイを示す H'F9になっており、[17:16]でウェイ、[15:5]でエント

リを指定するようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アク

セスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

2次キャッシュデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
 

1. 2次キャッシュデータアレイリード 

アドレス部に設定されたエントリに対応する2次キャッシュエントリのうち、アドレス部のロングワード指定

ビットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

2. 2次キャッシュデータアレイライト 

アドレス部に設定されたエントリに対応する2次キャッシュエントリのうち、アドレス部のロングワード指定

ビットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 5 4 2 1 0

1 1 1 1 1 0 0 1 エントリ

データ部
31 0

L

ロングワードデータ

24 16 151718

* ：Don't care

ウェイ 0*

 

図 9.3 メモリ割り付け 2次キャッシュデータアレイ 
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9.5 使用上の注意事項 

9.5.1 コヒーレンシ制御 

2次キャッシュを直接制御しないオペレーティングシステムで、2次キャッシュをイネーブルにする場合には、

RAMCRレジスタの L2Eビットと合わせて、L2FCビットも 1にしてください。さらに OCの全エントリをパージ

するルーチンに与えるエントリ数を、2次キャッシュのエントリ数としてください。こうすることで、「9.3.2 2

次キャッシュの動作」の（3）で説明した動作により、OCと合わせて 2次キャッシュも全エントリがパージ（無

効化）されます。 
 

9.5.2 32ビットアドレス拡張モード 

32ビットアドレス拡張モードでは、2次キャッシュのタグも[31:16]に拡張されます。 
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10. 内蔵メモリ 

本 LSIは、16Kバイトの ILメモリを内蔵しています。ILメモリは命令の格納に適しています。 

10.1 特長 

（1） ILメモリ 

• 容量： 

16Kバイト 

• ページ： 

ILメモリは4ページ（ページ0～ページ3）に分かれています。 

• メモリマップ： 

ILメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに、表10.1に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 10.1 ILメモリアドレス 

メモリサイズ ページ 

16Kバイト 

ページ 0 H'E520 0000～H'E520 0FFF 

ページ 1 H'E520 1000～H'E520 1FFF 

ページ 2 H'E520 2000～H'E520 2FFF 

ページ 3 H'E520 3000～H'E520 3FFF 

 

• ポート： 

3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、および命

令バスと接続されています。命令フェッチには命令バスが、オペランドアクセスにはキャッシュ・RAM内蔵

バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、命令バスとなります。 
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10.2 レジスタの説明 

ILメモリに関するレジスタは、以下のとおりです。 
 

表 10.2 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 10.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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10.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは、ILメモリの保護機能の制御を行います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット名：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

ビット名：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W R/W

ICWPD L2FC L2E

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W ILメモリアクセスモードビット 

仮想アドレス空間からの ILメモリへのアクセス権を指定します。 

0：特権アクセスが可能(ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外) 

1：ユーザ／特権アクセスが可能 

8 RP 0 R/W ILメモリ保護有効ビット 

仮想アドレス空間からの ILメモリへのアクセスに対して、ITLB、UTLBを

用いた保護機能の使用を選択します。 

0：保護機能を使用しない 

1：保護機能を使用する 

詳細は「10.4 ILメモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 L2FC 0 R/W 2次キャッシュ強制コヒーレンシモードビット 

詳細は「9.3.2 2次キャッシュの動作」を参照してください。 

0 L2E 0 R/W 2次キャッシュ有効ビット 

詳細は「9.3.2 2次キャッシュの動作」を参照してください。 
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10.3 動作説明 

10.3.1 CPUからの命令フェッチアクセス 

CPUからの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行います。命令バスか

らのアクセスは、ILメモリの同じページに連続してアクセスする場合、かつ競合が発生しない場合に 1サイクル

アクセスになります。 
 

10.3.2 CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセス 

CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセスは、キャッシュ・RAM内蔵バスからアクセスを行

います。キャッシュ・RAM内蔵バスからのアクセスは複数サイクルかかります。 
 

10.3.3 SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセス 

DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールからの本メモリへのアクセスは、物理アドレスバスである

SuperHywayバスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してください。 
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10.4 ILメモリの保護機能 

本 LSIでは、ILメモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタ RAMCRの ILメモリアクセスモードビット（RMD）

と ILメモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。 

• CPUおよびFPUからのアクセスに対する保護機能 

RAMCR.RMD＝0のとき、ユーザモードでのILメモリ領域へのアクセスをアドレスエラー例外と判定します。 

また、MMUCR.AT＝1かつRAMCR.RP＝1のときは、アドレスエラー例外の判定に加えて、P4領域の一部で

あるILメモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の判定を行います。 

以上を表10.4にまとめます。 

 

表 10.4 ILメモリへのアクセスに対する保護機能による例外 

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD RAMCR.RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 x 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － MMU例外 

1 

1 

1 x － MMU例外 

【記号説明】 x：Don't care 
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10.5 使用上の注意事項 

（1） ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各アクセ

スは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競

合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば、各バスごとに異なるページをアクセ

スすると競合は発生しません。 
 

（2） ページの切り替わり 

命令バスからのアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1サイクルアクセスになりますが、

ページをまたぐ場合およびアクセスが ILメモリ以外から ILメモリに切り替わる場合には複数サイクル（最大 2

サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、命令バスからのアクセスはページが頻

繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推奨します。たとえば、ページごとに独立し

たプログラムを配置すると効率がよくなります。 
 

（3） ILメモリのコヒーレンシ 

ILメモリに命令を配置する場合、ILメモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き換え

後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（ILメモリのアドレ

スでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでも構いません。 
 

（4） スリープモード 

スリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから ILメモリへのアクセスは行えませ

ん。 
 



R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  11-1 

2013.01.18  

11. RSメモリ 

本 LSIは RSメモリモジュールを内蔵しており、命令やデータを格納することができます。 

11.1 特長 

• 容量： 

本LSIは、2KバイトのRSメモリを搭載しています。 

• メモリマップ： 

RSメモリは、P4領域のH'FD80 0000～H'FD80 07FFに割り付けられています。 

• ポート： 

RSメモリはSuperHywayバスと接続されています。 

• バックアップエリア： 

RSメモリは、バックアップエリアに配置され、R-スタンバイ復帰後のプログラムを格納することが可能です。 

 

11.2 動作説明 

11.2.1 CPUからのアクセス 

CPUからの本メモリへのアクセスは、常に仮想アドレスでアクセスしてください。 
 

11.2.2 DMACからのアクセス 

DMACからの本メモリへのアクセスは、常に仮想アドレスでアクセスしてください。 
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12. SuperHywayパケットルータ 

12.1 SuperHywayバス接続 

図 12.1に、SuperHywayバスのイニシエータ、ターゲット、およびそれらを接続するパケットルータ（GPR）

の接続図を示します。接続されるモジュール数は、以下となっています。 

イニシエータ数 ：10 

ターゲット数 ：12（ただし、GPR内蔵ターゲットを含む） 

DBG DMAC0 DMAC1 SH-X2 RSRAM HPBICB HPB2

SH-X2 DBG DMAC0 DMAC1 ICB 2DG(C) 2DG SPUATAPI ETHER

BSCDBSC SPU

GPR 内蔵ターゲット

 

図12.1 SuperHywayパケットルータ（GPR）接続図 

12.2 アービトレーション方式 

SuperHywayパケットルータ（GPR）のアービトレーション方式は、表 12.1のようになります。 
 

表12.1 アービトレーション方式 

リソース リソース番号 対象 アービトレーション方式 

0 DBSCターゲット 完全 LRU＋pri値による優先判定 リクエスト 

1 その他ターゲット  完全 LRU＋pri値による優先判定 

0 SH-X2イニシエータ 固定優先順位 レスポンス 

1 その他イニシエータ 固定優先順位 

【注】 LRU（Least Recently Used） 
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12.2.1 リクエストリソースのアービトレーション 

（1） アービトレーション方式 

イニシエータごとに pri値によりリクエストの優先順位を設定することができます。同一リソース内で複数のイ

ニシエータから同時にリクエストが発生した場合、まず pri値による優先判定を行い、pri値の最も高いイニシエ

ータからのリクエストを受け付けます。pri値が等しい場合は、完全 LRU方式で優先度判定を行います。完全 LRU

方式は、最も過去にリクエストを受け付けられたイニシエータを最優先とします。 
 

（2） priによる優先転送機能 

pri値は、GPRに内蔵する PRIコントロールレジスタによって、下記から選択可能です。 

(a) 固定値（H'0） 

(b) 各イニシエータが出力するpri値（デフォルト） 

(c) PRIコントロールレジスタに設定されたpri値（H'0～H'F） 

pri値を出力するイニシエータは、SH-X2、DBG、ICB、2DGのみです。表 12.2に各イニシエータの出力する

pri値と出力する条件を示します。 
 

表12.2 イニシエータ出力の pri値 

イニシエータ イニシエータ出力 pri値* 出力条件 

ICB H'F － 

SH-X2 H'8 or H'C SR.BL=0のとき：H'8 

SR.BL=1のとき：H'C 

2DG（コマンド） H'8～H'9 

2DG（コマンド以外） H'8～H'9 

先頭パケット転送：H'8 

先頭以外のパケット転送：H'9 

DBG H'8 － 

DMAC0 － － 

DMAC1 － － 

SPU － － 

ETHER － － 

ATAPI － － 

【注】 * pri値を出力しないイニシエータでは、H'0に固定されています。 

 

（a） ロック転送 

一部のイニシエータは、ロック転送を要求する機能があります。ロック転送の実行中は、他のイニシエータか

らのリクエストを遮断することができます。 

本LSIでは、ロック転送を要求するイニシエータは、SH-X2（TAS命令におけるメモリアクセス）、およびDMAC0、

DMAC1のみです。イニシエータが出力するロック要求を GPRが受け付けるかどうかを LCKコントロールレジス

タで設定します。 
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• ロック時動作 

優先順位判定で、一番優先度が高いと判断されたイニシエータに転送許可が与えられ、転送されたリクエスト

パケットがロック転送の場合、転送許可が与えられたイニシエータ以外からのリクエストをマスクします。 

リセット時は、ロックを強制的に解除します。 
 

• 非ロック時動作 

転送されたリクエストパケットが非ロック転送の場合、ロック転送によるリクエストマスクを解除します。 
 

12.2.2 レスポンスリソースのアービトレーション 

レスポンスリソースのアービトレーションは、リソースに関係なく、下記のとおり固定優先順位です。 

DBG＞DMAC0＞DMAC1＞ICB＞SH-X＞RSRAM＞HPB＞HPB2＞DBSC＞BSC＞SPU＞内蔵ターゲット 

 

12.3 レジスタの説明 

SuperHywayパケットルータ（GPR）のレジスタ構成を、表 12.3に示します。また、各処理モードにおけるレ

ジスタの状態を表 12.4に示します 
 

表12.3 レジスタ構成 

名称 対象 

イニシエータ 

略称 アドレス R/W アクセス 

サイズ 

初期値 

PRIコントロールレジスタ 0 SH-X PRPRICR 0 H'FF80 0028 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 1 DBG PRPRICR 1 H'FF80 0030 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 2 DMAC0 PRPRICR 2 H'FF80 0038 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 3 DMAC1 PRPRICR 3 H'FF80 0040 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 4 ICB PRPRICR 4 H'FF80 0048 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 5 予約 － H'FF80 0050 R 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 6 2DG（コマンド） PRPRICR 6 H'FF80 0058 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 7 2DG PRPRICR 7 H'FF80 0060 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 8 ATAPI PRPRICR 8 H'FF80 0068 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 9 SPU PRPRICR 9 H'FF80 0070 R/W 32bit H'0000 0018 

PRIコントロールレジスタ 10 ETHER PRPRICR 10 H'FF80 0078 R/W 32bit H'0000 0018 

LCKコントロールレジスタ － PRLCKCR H'FF80 0018 R/W 32bit H'0000 07FF 

 

表12.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略  称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

PRPRICR n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PRLCKCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

【注】 n= 0～10 
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12.3.1 PRIコントロールレジスタ（PRPRICR0～PRPRICR10） 

PRPRICR0～10は 32ビットのレジスタで、pri値の制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — PRIEN[1:0] PRI[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

5、4 PRIEN[1:0] 01 R/W 本ビットで、緊急転送時に使用する pri値を選択します。 

00：通常転送（B'0000） 

01：各イニシエータが出力する pri 値（デフォルト）で動作 

（表 12.2参照） 

10：PRI[3:0]で設定したレジスタ設定 pri 値で動作 

11：設定禁止 

3～0 PRI[3:0] 1000 R/W レジスタ設定 pri値 

PRIEN[1:0] = B'10としたときに使用する pri値を設定します。 
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12.3.2 LCKコントロールレジスタ（PRLCKCR） 

PRLCKCRは 32ビットのレジスタで、各イニシエータからのロック転送要求の許可／禁止を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — LCKC[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 LCKC[10:0] 7FF R/W LCKC [10:4] : 設定無効 

LCKC [3]：イニシエータ DMAC1のロック機能の有効（＝1）／無効（＝

0） 

LCKC [2]：イニシエータ DMAC0のロック機能の有効（＝1）／無効（＝

0） 

LCKC [1]：設定無効 

LCKC [0]：イニシエータ SH-X2のロック機能の有効（＝1）／無効（＝0） 
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13. 割り込みコントローラ（INTC） 

割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPUへの割り込み要求を制御します。

INTCには、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタに設定した優先順位

に従って、割り込み要求を処理します。 

13.1 特長 

INTCには次のような特長があります。 

• 割り込み優先順位を15レベル設定可能 

割り込み優先レベル設定レジスタにより、周辺モジュール割り込みの優先順位を要求別に15レベルまで設定

することができます。 

• NMIノイズキャンセラ機能 

NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外処理ルーチンでこのビットを読

み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとして使用できます。 

• ステータスレジスタ（SR）のブロックビット（BL）が1にセットされたときのNMI要求のマスク 

SRレジスタのBLビットを1にセットしたとき、NMI要求をマスクするかどうかを選択できます。 

• ユーザモード割り込み禁止機能 

ユーザモードで動作中、ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）に割り込みマスクレベ

ルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止することができます。 
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図 13.1に INTCのブロック図を示します。 
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割り込み 
要求

内
部
バ
ス

バスインタ
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入力
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周辺
モジュール

比較値

ICR0

NMIFCR

ICR1

INTC CPU

NMI受付け

割り込み 
受付け

ICR0、ICR1 
NMIFCR 
INTPRI00、IPRA～IPRL
INTREQ00
INTMSK00、IMR0～IMR12 
IINTMSKCLR00、IMCR0～IMCR12 
USERIMASK

：割り込みコントロールレジスタ0、1
：NMIフラグコントロールレジスタ
：割り込み優先レベル設定レジスタ
：割り込み要因レジスタ 
：割り込みマスクレジスタ 
：割り込みマスククリアレジスタ 
：ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ

【記号説明】

優先順位判定

INTPRI00
IPRA～IPRL

INTREQ00

USERIMASK

INTMSK00 
IMR0～IMR12

INTMSKCLR00 
IMCR0～IMCR12

UIMASK

 

図 13.1 INTCのブロック図 
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13.2 入出力端子 

INTCの端子構成を表 13.1に示します。 
 

表 13.1 端子構成 

端子名 機   能 入出力 説   明 

NMI ノンマスカブル割り込み入力端子 入力 マスク不可能な割り込み要求信号を入力 

IRQ7～IRQ0 IRQ7～IRQ0割り込み入力端子 入力 IRQ7～IRQ0割り込み要求信号を入力 

（SRレジスタの IMASKビットでマスク可能） 

 

13.3 レジスタの説明 

INTCのレジスタ構成を表 13.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 13.3に示します。 
 

表 13.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'A414 0000 16 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'A414 001C 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 00 INTPRI00 R/W H'A414 0010 32 

割り込み要因レジスタ 00 INTREQ00 R/W H'A414 0024 8 

割り込みマスクレジスタ 00 INTMSK00 R/W H'A414 0044 8 

割り込みマスククリアレジスタ 00 INTMSKCLR00 W H'A414 0064 8 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/W H'A414 00C0 16 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK R/W H'A470 0000 32 

割り込み優先レベル設定レジスタ A IPRA R/W H'A408 0000 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ B IPRB R/W H'A408 0004 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ C IPRC R/W H'A408 0008 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ D IPRD R/W H'A408 000C 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ E IPRE R/W H'A408 0010 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ F IPRF R/W H'A408 0014 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ G IPRG R/W H'A408 0018 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ H IPRH R/W H'A408 001C 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ I IPRI R/W H'A408 0020 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ J IPRJ R/W H'A408 0024 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ K IPRK R/W H'A408 0028 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ L IPRL R/W H'A408 002C 16 

割り込みマスクレジスタ 0 IMR0 R/W H'A408 0080 8 

割り込みマスクレジスタ 1 IMR1 R/W H'A408 0084 8 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

割り込みマスクレジスタ 2 IMR2 R/W H'A408 0088 8 

割り込みマスクレジスタ 3 IMR3 R/W H'A408 008C 8 

割り込みマスクレジスタ 4 IMR4 R/W H'A408 0090 8 

割り込みマスクレジスタ 5 IMR5 R/W H'A408 0094 8 

割り込みマスクレジスタ 6 IMR6 R/W H'A408 0098 8 

割り込みマスクレジスタ 7 IMR7 R/W H'A408 009C 8 

割り込みマスクレジスタ 8 IMR8 R/W H'A408 00A0 8 

割り込みマスクレジスタ 9 IMR9 R/W H'A408 00A4 8 

割り込みマスクレジスタ 10 IMR10 R/W H'A408 00A8 8 

割り込みマスクレジスタ 11 IMR11 R/W H'A408 00AC 8 

割り込みマスクレジスタ 12 IMR12 R/W H'A408 00B0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 0 IMCR0 W H'A408 00C0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 1 IMCR1 W H'A408 00C4 8 

割り込みマスククリアレジスタ 2 IMCR2 W H'A408 00C8 8 

割り込みマスククリアレジスタ 3 IMCR3 W H'A408 00CC 8 

割り込みマスククリアレジスタ 4 IMCR4 W H'A408 00D0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 5 IMCR5 W H'A408 00D4 8 

割り込みマスククリアレジスタ 6 IMCR6 W H'A408 00D8 8 

割り込みマスククリアレジスタ 7 IMCR7 W H'A408 00DC 8 

割り込みマスククリアレジスタ 8 IMCR8 W H'A408 00E0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 9 IMCR9 W H'A408 00E4 8 

割り込みマスククリアレジスタ 10 IMCR10 W H'A408 00E8 8 

割り込みマスククリアレジスタ 11 IMCR11 W H'A408 00EC 8 

割り込みマスククリアレジスタ 12 IMCR12 W H'A408 00F0 8 
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表 13.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

ICR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

ICR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTPRI00 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTREQ00 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTMSK00 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTMSKCLR00 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

NMIFCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

USERIMASK 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

IPRA 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRB 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRH 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRI 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRJ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR6 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR7 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR8 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR9 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR10 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR11 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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略  称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

IMCR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR6 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR7 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR8 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR9 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR10 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR11 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

 

13.3.1 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

ICR0は、外部割り込み端子（IRQ、NMI）の入力信号検出モードを設定し、NMI端子に入力されている信号レ

ベルを示す 16ビットのレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R R R/W R/W R R R/W R R R R R

NMIL MAI — — — — NMIB NMIE — — LVL
MODE — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 NMIL 0 R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。本ビットを読み出

すことによって、NMI端子のレベルを知ることができます。 

書き込みは無効です。 

0：NMI端子にローレベルが入力されています 

1：NMI端子にハイレベルが入力されています 

14 MAI 0 R/W NMI割り込みマスク 

SRレジスタの BLビットにかかわらず、NMI端子の入力レベルがローの間、

すべての割り込みをマスクするかどうかを指定します。 

0：NMI端子がローレベルでも、割り込み許可 

1：NMI端子がローレベルの間、割り込み禁止 

13～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NMIB 0 R/W NMIブロックモード 

SRレジスタの BLビットが 1のとき、NMI割り込みを BLビットが 0にな

るまで保留するか、即時検出するかを選択します。 

0：SRの BLビットが 1の間、NMI割り込み要求を保留します 

1：SRの BLビットが 1の間、NMI割り込み要求を検出します 

8 NMIE 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子への割り込み要求信号を、立ち下がりエッジで検出するか、立ち上

がりエッジで検出するかを選択します。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出 

7、6 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 LVLMODE 0 R/W IRQレベル検出時の要因保持モード 

レベル検出 IRQの割り込み要求を INTCで保持するかどうかを選択します。 

0：保持します 

1：保持しません 

IRQをレベル検出で使用する場合は、本ビットを 1に設定することを推奨し

ます。0に設定した場合、IRQ端子による割り込み要求を取り下げた後に

INTREQ00のレジスタをクリアする必要があります。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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13.3.2 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ7～IRQ0に対して、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ローレベル、

ハイレベルの検出モードを個別に設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IRQ0S IRQ1S IRQ2S IRQ3S IRQ4S IRQ5S IRQ6S IRQ7S

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 IRQ0S 00 R/W 

13、12 IRQ1S 00 R/W 

11、10 IRQ2S 00 R/W 

9、8 IRQ3S 00 R/W 

7、6 IRQ4S 00 R/W 

5、4 IRQ5S 00 R/W 

3、2 IRQ6S 00 R/W 

1、0 IRQ7S 00 R/W 

IRQnセンスセレクト 

IRQ0～IRQ7端子に対する割り込み信号を立ち下がりエッジ、立ち上がりエ

ッジまたはローレベル、ハイレベルのどれで検出するかを設定します。 

IRQnS 検出方法 

00 割り込み要求を IRQn入力の立ち下がりエッジで検出 

01 割り込み要求を IRQn入力の立ち上がりエッジで検出 

10 割り込み要求を IRQn入力のローレベルで検出 

11 割り込み要求を IRQn入力のハイレベルで検出 

【記号説明】n＝0～7 

 



 

13. 割り込みコントローラ（INTC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  13-9 

2013.01.18  

 

SH7724 

13.3.3 割り込み優先レベル設定レジスタ（INTPRI00） 

INTPRI00は、外部割り込み入力端子 IRQ7～IRQ0の優先順位（レベル 15～0）を設定する 32ビットのレジスタ

です。 

各 4ビットに H'F（1111）から H'0（0000）の範囲の値をセットすることによって、それぞれに対応する割り込

みの優先順位が設定されます。割り込み優先順位は H'Fを設定すると優先レベル 15（最高レベル）に、H'0を設

定すると優先レベル 0（要求マスク）になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ3

IRQ4 IRQ5 IRQ6 IRQ7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 IRQ0 H'0 R/W 

27～24 IRQ1 H'0 R/W 

23～20 IRQ2 H'0 R/W 

19～16 IRQ3 H'0 R/W 

15～12 IRQ4 H'0 R/W 

11～8 IRQ5 H'0 R/W 

7～4 IRQ6 H'0 R/W 

3～0 IRQ7 H'0 R/W 

4ビット単位で割り込み優先順位を設定します。 
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13.3.4 割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL） 

IPRA～IPRLは、周辺モジュールからの割り込み優先順位（レベル 15～0）を設定する 16ビットのレジスタで

す。 

1本のレジスタに 4つのモジュールが割り当てられます。各 4ビットに H'F（1111）から H'0（0000）の範囲の

値をセットすることによって、それぞれに対応する割り込みの優先順位が設定されます。割り込み優先順位は H'F

を設定すると優先レベル 15（最高レベル）に、H'0を設定すると優先レベル 0（要求マスク）になります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IPR0n IPR1n IPR2n IPR3n

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 IPR0n H'0 R/W 

11～8 IPR1n H'0 R/W 

7～4 IPR2n H'0 R/W 

3～0 IPR3n H'0 R/W 

4ビット単位で割り込み優先レベルを指定します。 

詳細は表 13.4を参照してください。 

 

表 13.4 割り込み要求元と IPRA～IPRL 

レジスタ名 IPR0n IPR1n IPR2n IPR3n 

IPRA TMU0_0 TMU0_1 TMU0_2 IrDA 

IPRB JPU LCDC DMAC1(1) BEU1 

IPRC TMU1_0 TMU1_1 TMU1_2 SPU 

IPRD － MMCIF － ATAPI 

IPRE DMAC0(1) CEU0/VEU1/BEU0/VOU SCIFA3 VPU 

IPRF KEYSC DMAC0(2) USB0/USB1 CMT 

IPRG SCIF0 SCIF1 SCIF2 VEU0 

IPRH MSIOF0 MSIOF1 I2C1 I2C0 

IPRI SCIFA4 ICB TSIF 2DG 

IPRJ CEU1 EtherMAC FSI SDHI1 

IPRK RTC DMAC1(2) － SDHI0 

IPRL SCIFA5 － TPU 2DDMAC 

【注】 －：リザーブビットです。読み出し値は保証しません。書き込み値は 0にしてください。 
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13.3.5 割り込み要因レジスタ 00（INTREQ00） 

INTREQ00は、IRQ端子のどの割り込みが要求されているかを示す 8ビットのレジスタです。INTPRI00、また

は INTMSK00によって該当する割り込みがマスクされても本レジスタのビットは影響を受けません。 

該当する IRQ端子がエッジ検出に設定されているとき（ICR1.IRQnS=B'00または B'01）、該当するビットが 1

であることを読み出した後に 0を書き込むことで、割り込み要因をクリアすることができます。 

1の書き込みは無視されます。クリアするビット以外のビットには 1を書き込んでください。 

該当する IRQ 端子がレベル検出に設定されているとき（ICR1.IRQnS＝B'10 または B'11）、IRQ端子状態を変

更して要求を取り下げた後、INTMSK00レジスタの該当するビットに 1を書き込んでください。その後、INTREQ00

レジスタを読み出してクリアされていることを確認してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ3 IRQ4 IRQ5 IRQ6 IRQ7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IRQ0 0 R/W 

6 IRQ1 0 R/W 

5 IRQ2 0 R/W 

4 IRQ3 0 R/W 

3 IRQ4 0 R/W 

2 IRQ5 0 R/W 

1 IRQ6 0 R/W 

0 IRQ7 0 R/W 

IRQn割り込み要求 

IRQn端子に割り込み要求が入力されているかを示します。 

【エッジ検出時（ICR1.IRQnS＝B'00または B'01）】 

• 読み込み時 

0：対応する割り込みを検出していません 

1：対応する割り込みを検出しました 

• 書き込み時 

0：1読み出し後の 0書き込みで 0クリアできます 

1：1の書き込みは無視されます。クリアするビット以外のビットには 1

を書き込んでください 

【レベル検出時（ICR1.IRQnS＝B'10または B'11）】 

• 読み込み時（ICR0.LVLMODE＝0） 

0：対応する割り込みを検出していません 

1：対応する割り込みを検出しました 

【注】 IRQ端子からの割り込み要求を取り下げた後、CPUが何らかの割

り込みを受け付けるか、INTMSK00レジスタの該当するビットに 1

をセットするまで 1を保持します。 

• 読み込み時（ICR0.LVLMODE＝1） 

0：割り込み要求が入力されていません 

1：割り込み要求が入力されています 

• 書き込み時 

書き込みは無視されます 

【記号説明】n＝0～7 
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エッジ検出または ICR0.LVLMODE=0時のレベル検出の場合、本レジスタのビットは以下の方法でクリアでき

ます。 

（1） エッジ検出の場合 

該当するビットが1であることを読み出した後に0を書き込むことで、割り込み要因をクリアすることができ

ます。このとき、クリアしたくないビットには1を書き込んでください。 

（2） レベル検出の場合 

IRQ端子状態を変更して要求を取り下げた後、INTMSK00レジスタの該当するビットに1を書き込んでくださ

い。その後、INTREQ00を読み出してクリアされていることを確認してください。 

 

ICR0.LVLMODE=1時のレベル検出の場合、本レジスタのビットは有効な IRQ割り込み要求が入力されている

状態を示し、IRQ端子レベルを変更して割り込み要求を取り下げることによりクリアされます。ソフトウェアに

よるクリアは不要です。 

 

13.3.6 割り込みマスクレジスタ 00（INTMSK00） 

INTMSK00は、外部割り込み入力端子 IRQ7～IRQ0の割り込み要求をマスクするかどうかを設定する 8ビット

のレジスタです。 

割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR00の対応するビットに 1を書き込みます。INTMSK00の各ビッ

トに 0を書き込んでも、値は変化しません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ3 IRQ4 IRQ5 IRQ6 IRQ7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IRQ0 0 R/W 

6 IRQ1 0 R/W 

5 IRQ2 0 R/W 

4 IRQ3 0 R/W 

3 IRQ4 0 R/W 

2 IRQ5 0 R/W 

1 IRQ6 0 R/W 

0 IRQ7 0 R/W 

IRQn割り込みマスク 

0：対応する割り込みがマスクされていません 

1：対応する割り込みがマスクされています 

【記号説明】n＝0～7 
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13.3.7 割り込みマスククリアレジスタ 00（INTMSKCLR00） 

INTMSKCLR00は、外部割り込み入力端子 IRQ7～IRQ0の各割り込み要求マスクをクリアする 8ビットのレジ

スタです。 

INTMSKCLR00は、書き込み専用のレジスタです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W

IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ3 IRQ4 IRQ5 IRQ6 IRQ7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IRQ0 0 W 

6 IRQ1 0 W 

5 IRQ2 0 W 

4 IRQ3 0 W 

3 IRQ4 0 W 

2 IRQ5 0 W 

1 IRQ6 0 W 

0 IRQ7 0 W 

IRQn割り込みマスクのクリア 

0：0書き込みは無視されます 

1：対応する割り込み要求のマスクを解除します 

【記号説明】n＝0～7 
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13.3.8 割り込みマスクレジスタ 0～12（IMR0～IMR12） 

IMR0～IMR12は、周辺モジュールからの各割り込み要求をマスクするかどうかを設定する 8ビットのレジスタ

です。IMR0～IMR12の対応するビットに 1を書き込むことで、割り込み要求をマスクすることができます。 

割り込みマスクを解除するには、IMCR0～IMCR12の対応するビットに 1を書き込みます。割り込みマスクレ

ジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。 

IMR0～IMR12の各ビットと割り込み要求の関係は表 13.5を参照してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IMRn0 IMRn1 IMRn2 IMRn3 IMRn4 IMRn5 IMRn6  IMRn7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IMRn0 0 R/W 

6 IMRn1 0 R/W 

5 IMRn2 0 R/W 

4 IMRn3 0 R/W 

3 IMRn4 0 R/W 

2 IMRn5 0 R/W 

1 IMRn6 0 R/W 

0 IMRn7 0 R/W 

各ビットに対応する割り込み要求をマスクするかどうかを設定します。各割

り込み要因と本レジスタとの関係は、表 13.5を参照してください。 

書き込み時 

0：0書き込みは無視されます 

1：対応する割り込み要求をマスクします 

読み込み時 

0：対応する割り込みを受け付けます 

1：対応する割り込み要求はマスクされています 

【記号説明】n＝0～12 
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13.3.9 割り込みマスククリアレジスタ 0～12（IMCR0～IMCR12） 

IMCR0～IMCR12は書き込み専用のレジスタで、周辺モジュールの各割り込み要求マスクをクリアする 8ビッ

トのレジスタです。IMCR0～IMCR12の各ビットと割り込み要求の関係は表 13.5を参照してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W

IMCRn0 IMCRn1 IMCRn2 IMCRn3 IMCRn4 IMCRn5 IMCRn6  IMCRn7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IMCRn0 0 W 

6 IMCRn1 0 W 

5 IMCRn2 0 W 

4 IMCRn3 0 W 

3 IMCRn4 0 W 

2 IMCRn5 0 W 

1 IMCRn6 0 W 

0 IMCRn7 0 W 

各ビットに対応する割り込み要求をマスクするかどうかを設定します。各割

り込み要因と本レジスタとの関係は、表 13.5を参照してください。 

書き込み時： 

0：0書き込みは無視されます 

1：対応する割り込み要求のマスクを解除します 

読み込み時： 

読み出した値は保証しません 

【記号説明】n＝0～12 
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表 13.5 周辺モジュールからの割り込み要因と IMR0～IMR12、IMCR0～IMCR12の対応 

ビット 

【ビット名】 

7 6 5 4 3 2 1 0 

レジスタ名 

【IMR/CR n0】【IMR/CR n1】【IMR/CR n2】 【IMR/CR n3】【IMR/CR n4】【IMR/CR n5】【IMR/CR n6】 【IMR/CR n7】 

－ TUNI2 TUNI1 TUNI0 － SDHII2 SDHII1 SDHII0 IMR0/IMCR0 

（TMU1） （SDHI1） 

VOUI VEU1I  BEU0I CEU0I DEI3 DEI2 DEI1 DEI0 IMR1/IMCR1 

（VIO） （DMAC0(1)） 

－ － － VPUI ATAPI ETHI － SCIFA3 IMR2/IMCR2 

（VPU） （ATAPI） （EtherMAC） （SCIFA3） 

DEI3 DEI2 DEI1 DEI0 SPUI1 SPUI0 BEU1I IrDAI IMR3/IMCR3 

（DMAC1(1)） （SPU） （BEU1） （IrDA） 

－ TUNI2 TUNI1 TUNI0 JPUI － － LCDCI IMR4/IMCR4 

（TMU0） （JPU） － － （LCDC） 

KEYI DADERR DEI5 DEI4 VEU0I SCIF2 SCIF1 SCIF0 IMR5/IMCR5 

（KEYSC） （DMAC0(2)） （VEU0） （SCIF） 

－ － ICBI SCIFA4 CEU1I － MSIOFI1 MSIOFI0 IMR6/IMCR6 

－ － （ICB） (SCIFA4) （CEU1） － （MSIOF） 

DTE0I WAIT0I TACK0I AL0I DTE1I WAIT1I TACK1I AL1I IMR7/IMCR7 

（I2C0） （I2C1） 

SDHII3 SDHII2 SDHII1 SDHII0 － － SCIFA5 FSI IMR8/IMCR8 

（SDHI0） － － （SCIFA5） （FSI） 

－ － － CMTI － USI1 USI0 － IMR9/IMCR9 

－ （CMT） － （USB1） （USB0） － 

－ DADERR DEI5 DEI4 － CUI PRI ATI IMR10/IMCR10 

（DMAC1(2)） （RTC） 

－ CEI INI TRI － TPUI － TSIFI IMR11/IMCR11 

（2DG） － （TPU） － （TSIF） 

－ － MMC3I MMC2I － － － 2DDMAC IMR12/IMCR12 

－ － （MMCIF） － － － (2DDMAC) 

【注】 －：リザーブビットです。読み出し値は保証しません。書き込む値は 0にしてください。 

 下段の( )内は、対象モジュール名です。 

【記号説明】n＝0～12 

 



 

13. 割り込みコントローラ（INTC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  13-17 

2013.01.18  

 

SH7724 

13.3.10 ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK） 

USERIMASKは、受け付け可能な割り込みレベルを設定します。INTCのその他のレジスタとは異なる 64Kバ

イトページに配置されているので、MMUを使用してエリア 7アドレスにアドレス変換することにより、本レジス

タのみユーザモードでアクセス可能に設定できます。 

UIMASK設定値以下の割り込みレベルに設定された割り込みはマスクされます。H'Fを設定すると NMI以外の

すべての割り込みがマスクされます。UIMASK設定値より高い割り込みレベルに設定された割り込みは受け付け

られますが、割り込みマスクレジスタが対応する割り込みの割り込みマスクビットが 0（割り込み許可）であるこ

と、また SRレジスタの IMASKビットがその割り込みレベルより低く設定されている場合のみ受け付けられます。

また、割り込みが受け付けられても UIMASKビットの値は変化しません。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時は、H'0000 0000（全割り込み許可）に初期化されます。 

誤まった書き込みを防止するため、本レジスタへの書き込みは、ビット 31～24が、H'A5の時のみ有効です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — UIMASK — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。UIMASKビットに値を書き込むときは、

H'A5を書き込んでください。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～4 UIMASK 0000 R/W ユーザ割り込みマスクレベル 

UIMASK設定値以下のレベルの割り込みはマスクされます。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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13.3.11 NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR） 

NMIFCRは、ソフトウェアにより読み出し、クリアが可能な NMIフラグ（NMIFLビット）を持つレジスタで

す。NMIFLビットは、INTCにより NMIが検出されるとハードウェアにより自動的に 1になります。NMIFLビッ

トは、ソフトウェアにより 0を書き込むことでクリアされます。 

NMIFLビットの値は、CPUの NMI受理には影響を与えません。つまり、INTCにより検出された NMI要求は、

CPUに受け付けられることによりクリアされますが、NMIFLビットは自動的にクリアされません。また、NMI

要求が CPUに受け付けられるより前に NMIFLビットに 0を書き込んだ場合でも、NMI要求はキャンセルされま

せん。 

NMILビットの動作は ICR0の NMILビットの動作と同一です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

NMIL — — — — — — — — — — — — — — NMIFL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 NMIL 0 R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。本ビットを読み出

すことによって、NMI端子の入力レベルを知ることができます。書き込みは

無効です。 

0：NMI端子にローレベルが入力されています 

1：NMI端子にハイレベルが入力されています 

14～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 NMIFL 0 R/W NMI割り込み要求信号検出 

NMI割り込み要求信号を検出したかどうかを示します。INTCで割り込み要

求検出した場合、自動的に 1に設定されます。本ビットをクリアする場合は、

0を書き込んでください。1を書き込んだ場合は無視されます。 

0：NMI割り込み要求信号が検出されていないことを示します 

1：NMI割り込み要求信号が検出されたことを示します 
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13.4 割り込み要因 

割り込み要因は、NMI、IRQ、周辺モジュールの 3つに分類されます。各割り込みの優先順位は割り込み優先レ

ベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高で、レベル 1が最低です。レベル 0に設定すると、その割り込みは

マスクされ、割り込み要求は無視されます。 
 

13.4.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の最優先の割り込みです。CPU内の SRレジスタの BLビットが 1にセットされて

いないかぎりいつでも受け付けられます。ただし、スリープモードまたはスタンバイモード中は BLビットが 1

でも受け付けられます。 

また、ICR0の NMIBビットをセットすることにより BLビットが 1でも NMIを受け付けることができます。 

NMI端子からの入力はエッジで検出されます。検出エッジは ICR0の NMIEビットの設定によって、立ち上が

りエッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。ICR0の NMIEビットを書き換えた場合、書き換えてから最大

6バスクロック期間、NMI割り込みを検出しません。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、レベル

15に自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り込み受理によって

SR.IMASKが影響されることはありません。 
 

13.4.2 IRQ割り込み 

IRQ割り込みは、IRQ7～IRQ0端子から入力する割り込みです。ICR1の IRQnSビット（n=0～7）の設定により、

エッジ検出、レベル検出の選択が可能です。 

レベル検出の場合、ICR0.LVLMODEビットの設定値により動作が異なります。 

（1） ICR0.LVLMODE＝1の場合 

割り込み要求はINTC内部で保持されません。CPUが割り込みを受け付けて割り込み処理を開始するまでIRQ

端子の状態を保持してください。 

（2） ICR0.LVLMODE＝0の場合 

IRQ割り込みをレベルで検出する場合、CPUが割り込みを受け付けて割り込み処理を開始するまでIRQ端子の

状態を保持してください。ただし、CPUが受け付ける前にIRQ割り込み要求が取り下げられた場合にも、

INTREQ00レジスタで要因を保持しています。CPUが何らかの割り込み（IRQ割り込みとはかぎりません）を

受け付けるか、INTMSK00レジスタの該当するビットに1をセットするまで要因を保持します。 

INTREQ00レジスタで保持されたレベル割り込み要因をクリアするには、割り込み処理ルーチンでIRQ割り込

み端子状態を変更して要求を取り下げた後、INTMSK00レジスタの該当するビットに1をセットしてくださ

い。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
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13.4.3 周辺モジュール割り込み 

周辺モジュール割り込みは、周辺モジュールで発生する割り込みです。 

要因ごとに異なる割り込みベクタは割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ（INTEVT）に

反映されますので、例外処理ルーチン中で INTEVTの値をオフセットとして分岐することによって、容易に要因

が判定できます。 

優先順位は、IPRA～IPRLによってモジュールごとに優先レベル 15～0の範囲で設定できます。 

CPU動作モードレジスタの INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル

（SR.IMASK）は、受け付けた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定され

ている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

周辺モジュールの割り込み要因フラグおよび割り込み許可フラグの更新は、SRレジスタの BLビットが 1のと

き、もしくは SRレジスタの IMASKビット、IMR、USERIMASKのいずれかの割り込みマスク設定により該当す

る割り込み要求をマスクした状態で行ってください。なお、更新したはずの割り込み要因による誤った割り込み

の受け付けを避けるために、いったん該当フラグを含む内蔵周辺レジスタを読み出し、その後、表 13.8で示され

る周辺モジュールの優先順位判定時間待ってから（たとえば、周辺モジュールクロックで動作する INTCのレジ

スタを 1回読み出す）、BLビットを 0にするか、割り込みマスクの設定を更新して該当する割り込み要求のマス

クを解除してください。これにより、内部的に必要なタイミングが確保されます。複数のフラグを更新する場合

は、最後のフラグの更新の後で、そのフラグを含むレジスタを読み出すだけで問題ありません。 

BLビットが 0のときにフラグの更新を行うと、INTEVTの値が 0で割り込み処理ルーチンにジャンプすること

があります。これは、フラグの更新と本 LSI内部での割り込み要求の認識のタイミングの関係で割り込み処理が

起動したためです。この場合は、RTE命令を実行することにより、問題なく処理を続けることができます。 
 

13.4.4 割り込み例外処理と優先順位 

割り込み要因と割り込み事象レジスタ（INTEVT）のコード、割り込み優先順位を表 13.6と表 13.7に示します。 

各割り込み要因は、それぞれ異なる INTEVTのコードが割り当てられます。例外処理ルーチンの先頭アドレス

は、各割り込み要因で共通です。このため、割り込み要因を識別するために、例外処理ルーチンの先頭で、INTEVT

の値を使って分岐させます。たとえば INTEVTの値をオフセットにして分岐させます。 

周辺モジュールの優先順位は、IPRA～IPRLによって、優先レベル 15～0の範囲で任意に設定できます。リセッ

トによって、周辺モジュールの優先順位は優先レベル 0に設定されます。 

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したときは、表

13.6と表 13.7に示すデフォルト優先順位に従って処理されます。 

割り込み優先レベル設定レジスタおよび割り込みマスクレジスタの更新は、SRの BLビットが 1のときに行っ

てください。なお、誤った割り込みの受け付けを避けるために、いったんいずれかの割り込み優先レベル設定レ

ジスタを読み出してから BLビットを 0にしてください。これにより内部的に必要なタイミングが確保されます。 
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表 13.6 外部端子からの割り込み要因と優先順位 

割り込み要因 INTEVTコード 割り込み優先順位 

（初期値） 

対応する IPR 

（ビット番号） 

設定範囲内の 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

NMI H'1C0 16 － － 

IRQ0 H'600 15～0(0) INTPRI00（31～28） － 

高 

 

IRQ1 H'620 15～0(0) INTPRI00（27～24） －  

IRQ2 H'640 15～0(0) INTPRI00（23～20） －  

IRQ3 H'660 15～0(0) INTPRI00（19～16） －  

IRQ4 H'680 15～0(0) INTPRI00（15～12） －  

IRQ5 H'6A0 15～0(0) INTPRI00（11～8） －  

IRQ6 H'6C0 15～0(0) INTPRI00（7～4） －  

IRQ 

IRQ7 H'6E0 15～0(0) INTPRI00（3～0） － 低 

 

表 13.7 周辺モジュールからの割り込み要因と優先順位 

割り込み要因 INTEVTコード 割り込み優先順位

（初期値） 

対応する IPR

（ビット番号）

設定範囲内の

優先順位 

デフォルト優

先順位 

HUDI H'5E0 15 － － 高 

DEI0 H'700 高  

DEI1 H'720   

DEI2 H'740   

DMAC1(1) 

DEI3 H'760 

15～0(0) IPRB（7～4）

低  

TRI H'780 高  

INI H'7A0   

2DG 

CEI H'7C0 

15～0(0) IPRI（3～0）

低  

DEI0 H'800 高  

DEI1 H'820   

DEI2 H'840   

DMAC0(1) 

DEI3 H'860 

15～0(0) IPRE（15～12）

低  

CEU0I H'880 高  

BEU0I H'8A0   

VEU1I H'8C0   

VIO 

VOUI H'8E0 

15～0(0) IPRE（11～8）

低  

SCIFA3 SCIFA3 H'900 15～0(0) IPRE（7～4） －  

VPU VPUI H'980 15～0(0) IPRE（3～0） －  

TPU TPUI H'9A0 15～0(0) IPRL（7～4） －  

CEU1 CEU1I H'9E0 15～0(0) IPRJ（15～12） －  

BEU1 BEU1I H'A00 15～0(0) IPRB（3～0） －  

USB0 USI0 H'A20 15～0(0) IPRF（7～4） －  

USB1 USI1 H'A40 15～0(0) IPRF（7～4） － 低 
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割り込み要因 INTEVTコード 割り込み優先順位

（初期値） 

対応する IPR

（ビット番号）

設定範囲内の

優先順位 

デフォルト優

先順位 

ATAPI ATAPI H'A60 15～0(0) IPRD（3～0） － 高 

ATI H'A80 高  

PRI H'AA0   

RTC 

CUI H'AC0 

15～0(0) IPRK（15～12）

低  

DEI4 H'B00 高  

DEI5 H'B20   

DMAC1(2) 

DADERR H'B40 

15～0(0) IPRK（11～8）

低  

DEI4 H'B80 高  

DEI5 H'BA0   

DMAC0(2) 

DADERR H'BC0 

15～0(0) IPRF（11～8）

低  

KEYSC KEYI H'BE0 15～0(0) IPRF（15～12） －  

SCIF0 H'C00 15～0(0) IPRG（15～12） －  

SCIF1 H'C20 15～0(0) IPRG（11～8） －  

SCIF 

SCIF2 H'C40 15～0(0) IPRG（7～4） －  

VEU0 VEU0I H'C60 15～0(0) IPRG（3～0） －  

MSIOFI0 H'C80 15～0(0) IPRH（15～12） －  MSIOF 

MSIOFI1 H'CA0 15～0(0) IPRH（11～8） －  

SPUI0 H'CC0 高  SPU 

SPUI1 H'CE0 

15～0(0) IPRC（3～0）

低  

SCIFA4 SCIFA4 H'D00 15～0(0) IPRI（15～12） －  

ICB ICBI H'D20 15～0(0) IPRI（11～8） －  

EtherMAC ETHI H'D60 15～0(0) IPRJ（11～8） －  

AL1I H'D80 高  

TACK1I H'DA0   

WAIT1I H'DC0   

I2C1 

DTE1I H'DE0 

15～0(0) IPRH（7～4）

低  

AL0I H'E00 高  

TACK0I H'E20   

WAIT0I H'E40   

I2C0 

DTE0I H'E60 

15～0(0) IPRH（3～0）

低  

SDHII0 H'E80 高  

SDHII1 H'EA0   

SDHII2 H'EC0  

SDHI0 

SDHII3 H'EE0 

15～0(0) IPRK（3～0）

低 

 

CMT CMTI H'F00 15～0(0) IPRF（3～0） －  

TSIF TSIFI H'F20 15～0(0) IPRI（7～4） － 低 
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割り込み要因 INTEVTコード 割り込み優先順位

（初期値） 

対応する IPR

（ビット番号）

設定範囲内の

優先順位 

デフォルト優

先順位 

FSI FSI H'F80 15～0(0) IPRJ（7～4） － 高 

SCIFA5 SCIFA5 H'FA0 15～0(0) IPRL（15～12） －  

TUNI0 H'400 15～0(0) IPRA（15～12） －  

TUNI1 H'420 15～0(0) IPRA（11～8） －  

TMU0 

TUNI2 H'440 15～0(0) IPRA（7～4） －  

IrDA IrDAI H'480 15～0(0) IPRA（3～0） －  

SDHII0 H'4E0 高  

SDHII1 H'500   

SDHI1 

SDHII2 H'520 

15～0(0) IPRJ（3～0）

低  

JPU JPUI H'560 15～0(0) IPRB（15～12） －  

2DDMAC 2DDMAC H'4A0 15～0(0) IPRL（3～0） －  

MMC2I H'5A0 高  MMCIF 

MMC3I H'5C0 

15～0(0) IPRD（11～8）

低  

LCDC LCDCI H'F40 15～0(0) IPRB（11～8） －  

TUNI0 H'920 15～0(0) IPRC（15～12） －  

TUNI1 H'940 15～0(0) IPRC（11～8） －  

TMU1 

TUNI2 H'960 15～0(0) IPRC（7～4） － 低 
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13.5 動作説明 

13.5.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 13.2と図 13.3に割り込み動作フローを示します。 

1. INTCに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. INTCでは、送られた割り込み要求の中から割り込み優先レベル設定レジスタに従って、最も優先順位の高い

割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、同一優先順位に設定さ

れた割り込み、または同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表13.6と表13.7に従って最も優

先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. INTCで選択された割り込みの優先レベルとCPUのSRレジスタの割り込みマスクレベル（IMASK）が比較さ

れます。IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込み要求信号

が送られます。 

4. CPUは、命令の切れ目で割り込みを受け付けます。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に割り込み要因コードがセットされます。 

6. SRとプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。そのときのR15をSGRに退避しま

す。 

7. SRのBLビット、MDビット、RBビットが1にセットされます。 

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600

の和）にジャンプします。 

 

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば、INTEVTレジスタの値をオフセットとし

て分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。 
 

【注】 1. CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込みマ

スクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビット

が 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

 2. 割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてください。クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度

受け付けないようにするために、クリア後、要因フラグを読み出し、その後、表 13.8で示される周辺モジュール

の優先順位判定時間待ってから（たとえば、周辺モジュールクロックで動作する INTCのレジスタを 1回読み出す）、

BLビットをクリアするか、RTE命令を実行します。 

 



 

13. 割り込みコントローラ（INTC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  13-25 

2013.01.18  

 

SH7724 

プログラム実行状態
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割り込み要因を
INTEVTをセット

例外処理ルーチンに分岐

SR.IMASKが 
レベル14以下？

レベル14の 
割り込み？

レベル1の 
割り込み？

NMI？

SRをSSRに退避
PCをSPCに退避

SR.IMASKが 
レベル13以下？

SR.IMASKが 
レベル0以下？

ICR0.NMIB=1？

 

図 13.2 割り込み動作フロー（CPUOPM.INTMU＝0のとき） 
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プログラム実行状態
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図 13.3 割り込み動作フロー（CPUOPM.INTMU＝1のとき） 
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13.5.2 多重割り込み 

多重割り込みを行う場合は、割り込み処理ルーチンの構造を以下のようにします。 

1. 割り込み要因を判定するために、INTEVTの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込み処理ルーチ

ンに分岐します。 

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当割り込み要因をクリアします。 

3. SPC、SSRをスタックに退避します。 

4. SRのBLビットをクリアします。CPUOPM.INTMU＝1のときは、SRの割り込みマスクレベル（IMASK）は受

け付けた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMU＝0のときは、SRの割り込みマスクレベ

ル（IMASK）をソフトウェアにより受け付けた割り込みレベルに設定します。 

5. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

6. SRのBLビットを1にセットします。 

7. SSRとSPCをメモリから復帰します。 

8. RTE命令を実行します。 

 

割り込み処理ルーチンを上記の構造にすることにより、4.の直後の時点で多重割り込みがあった場合、より優先

レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理については、割り込み応答時間を短縮で

きます。 
 

13.5.3 MAIビットによる割り込みマスク 

ICR0のMAIビットを 1に設定することにより、NMI端子がローレベルの間、SRの BL、IMASKビットに関係

なく割り込みをマスクすることができます。 

• 通常動作時およびスリープモード時 

NMI端子がローレベルの間、すべての割り込みをマスクします。ただし、NMI端子の変化によるNMI割り込

みだけは発生します。 

• スタンバイ時 

NMI端子がローレベルの間、すべての割り込みをマスクします。また、NMI端子の変化によるNMI割り込み

も発生しません。このため、MAIビットを1に設定した状態では、NMI割り込みでスタンバイの解除を行えま

せん。 
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13.5.4 ユーザモードでの割り込み禁止機能 

USERIMASKに割り込みマスクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止すること

ができます。本機能を用いることにより、ユーザモードで動作するデバイスドライバ等のタスク中で緊急度の高

い処理を行う際に、より緊急度の低い割り込みを禁止することで完了までの時間を短縮できます。 

USERIMASKは、INTCその他のレジスタとは異なる 64Kバイト空間に配置されています。ユーザモードによ

り本レジスタをアクセスする場合は、MMUによるアドレス変換によりアクセスします。マルチタスク OSでは、

USERIMASKにアクセスできるプロセスはMMUの記憶保護により管理してください。また、そのタスクを終了

する場合や、他のタスクに切り替える場合は、必ず本レジスタを 0クリアしてからそのタスクを抜けてください。

UIMASKビットが誤って 0以外の値が設定されたままになると、その割り込みレベル以下の割り込みが禁止され

たままとなり、OSのタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合を起こすことがありますのでご注意してくだ

さい。 

以下に使用手順の例を示します。 

1. 準備として、割り込みを以下のように（a）と（b）に分類し、（b）より（a）の割り込みレベルを高くしま

す。 

（a）：デバイスドライバ中で割り込み受け付けされるべき割り込み 

   （OSで使用する割り込み：タイマ割り込みなど） 

（b）：デバイスドライバ中で割り込み禁止されるべき割り込み 

2. MMUの設定により、USERIMASKの存在するアドレス空間を割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみ

アクセス可能に設定します。 

3. デバイスドライバに分岐します。 

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で（b）の割り込みがマスクされるようにUIMASKビットを設定

します。 

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行います。 

6. UIMASKビットを0にクリアし、デバイスドライバの処理から復帰します。 
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13.6 割り込み応答時間 

割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッチが開始さ

れるまでの時間（割り込み応答時間）を表 13.8に示します。 
 

表 13.8 割り込み応答時間 

ステート数 項目 

NMI IRQ 周辺 

モジュール 

備考 

優先順位判定時間 5Bcyc+2Pcyc 4Bcyc+2Pcyc 5Pcyc  

CPUが実行中のシーケンス終了 

までの待ち時間 

S-1（≧0）×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PCの退避）

から、例外処理ルーチンの先頭命令

のフェッチの SuperHywayバスリ

クエストを発行するまでの期間 

11Icyc+1Scyc  

合計 (S+10)Icyc+1Scyc+

5Bcyc+2Pcyc 

(S+10)Icyc+1Scyc+

4Bcyc+2Pcyc 

(S+10)Icyc+1Scyc

+5Pcyc 

 応答時間 

最小時 18Icyc+S×Icyc 17Icyc+S×Icyc 16Icyc+S×Icyc Icyc:Scyc:Bcyc:Pcyc

＝1:1:1:1のとき 

【記号説明】 

Icyc ：CPUクロックの 1サイクル期間 

Scyc ：SHクロックの 1サイクル期間 

Bcyc ：バスクロックの 1サイクル期間 

Pcyc ：周辺クロックの 1サイクル期間 

S ：命令実行ステート数 
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14. バスステートコントローラ（BSC） 

バスステートコントローラ（BSC）は、外部アドレス空間に接続された各種メモリ、外部デバイスに対し制御

信号を出力します。これにより、SRAM、バースト ROMなどの各種メモリおよび外部デバイスを直接接続するこ

とができます。DDR-SDRAMは、DDR-SDRAM用バスステートコントローラ（DBSC）で制御します。 

14.1 特長 

BSCには、次の特長があります。 

（1） 外部アドレス空間 

• エリア0、エリア6の2空間、もしくは、エリア0、エリア4、エリア5、エリア6の4空間を管理 

• 合計で最大256Mまでの外部アドレス空間をサポート。 

• 空間ごとに、通常空間インタフェース、バイト選択付きSRAMインタフェース、バーストROM、およびPCMCIA

の各種インタフェースを指定可能 

• 空間ごとに、データバス幅（8ビット、16ビット、または32ビット）を選択可能 

• 空間ごとに、ウェイトステートの挿入を制御可能 

• リードアクセス、ライトアクセスごとにウェイトステートの挿入を制御可能 

• 連続するアクセスがリード－ライト（同一空間または別空間）、リード－リード（同一空間または別空間）、

および先頭サイクルがライトの場合の5種類独立にアイドルサイクルを設定可能 

（2） 通常空間インタフェース 

• SRAMとの直結が可能なインタフェースをサポート 

（3） バースト ROM（クロック同期／非同期）インタフェース 

• ページモード機能を有するROMを高速にアクセス可能 

• クロック同期タイプのROMを直結可能 

（4） バイト選択付き SRAMインタフェース 

• バイト選択付きSRAMとの直結が可能なインタフェースをサポート 

（5） PCMCIA直結インタフェース 

• JEIDA仕様Ver4.2（PCMCIA2.1）で定める「ICメモリカードおよびI/Oカードインタフェース」をサポート 

• ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

• I/Oバス幅のバスサイジング機能をサポート（リトルエンディアンモード時のみ） 

【注】 BSCによりサポートされる PCMCIA直結インタフェースは、表 14.1に示された信号とバスプロトコルのサポートのみ

となります。その他の制御信号については、外部回路を使用してください。 
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BSCのブロック図を図 14.1に示します。 

CMNCR

CS0WCR

CS6BWCR

RBWTCNT

CS0BCR

CS6BBCR

バス権
制御部

ウェイト
制御部

エリア
制御部

内部マスタ
モジュール

内部スレーブ
モジュール

内
部
バ
ス

メモリ
制御部

【記号説明】

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

BSC

CS0、CS4、
CS5A、CS5B、
CS6A、CS6B

WAIT

MD5、MD3

IOIS16

D31～D0

A25～A0、
BS、RDWR、RD、
WE3(BE3)～WE0(BE0)、
CE2A、CE2B

CE1A、CE1B 

ICIORD、ICIOWR

CMNCR
CSnBCR
CSnWCR
RBWTCNT

：共通コントロールレジスタ
：CSn空間バスコントロールレジスタ（n＝0、4、5A、5B、6A、6B）
：CSn空間ウェイトコントロールレジスタ（n＝0、4、5A、5B、6A、6B）
：リセットバスウェイトカウンタ

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

 

図 14.1 バスステートコントローラのブロック図 
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14.2 入出力端子 

BSCの端子構成を表 14.1に示します。 
 

表 14.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

A25～A0 出力 アドレスバス 

D31～D0 入出力 データバス 

BS 出力 バスサイクルの開始を示す信号 

バスサイクルの先頭で 1 サイクルアサートします。 

SyncBurst 機能付きメモリのアドレスバリッド端子に接続します。 

本 LSI では A25 端子とマルチプレクスされています。 

通常空間、バースト ROM（クロック同期／非同期）、および、PCMCIAアクセス時に

アサートされます。 

CS0 出力 チップセレクト 

CS4 出力 チップセレクト 

エリア 4、5を BSC側エリアに選択時のみアクティブ 

CS5A/CE2A 出力 チップセレクト 

エリア 4、5を BSC側エリアに選択時でアドレスマップ 1のときのみアクティブ 

PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号 D15～D8対応 

CS5B/CE1A 出力 チップセレクト 

エリア 4、5を BSC側エリアに選択時のみアクティブ 

PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号 D7～D0対応 

CS6A/CE2B 出力 チップセレクト 

アドレスマップ 1のときのみアクティブ 

PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号 D15～D8対応 

CS6B/CE1B 出力 チップセレクト 

PCMCIA使用時は、PCMCIAカードセレクト信号 D7～D0対応 

RDWR 出力 リードまたはライト信号 

バイト選択付き SRAM接続時は、WE端子に接続 

RD 出力 リードパルス信号（リードデータ出力許可信号） 

PCMCIA使用時は、メモリリードサイクルを示すストローブ信号 

WE3(BE3)/ICIOWR 出力 D31～D24対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

PCMCIA使用時は、I/Oライトを示すストローブ信号 

WE2(BE2)/ICIORD 出力 D23～D16対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

PCMCIA使用時は、I/Oリードを示すストローブ信号 
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端子名 入出力 機   能 

WE1(BE1)/WE 出力 D15～D8対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

PCMCIA使用時は、メモリライトサイクルを示すストローブ信号 

WE0(BE0) 出力 D7～D0対応のバイト書き込み指示 

バイト選択付き SRAM接続時は、バイトセレクト端子に接続 

IOIS16 入力 PCMCIAの 16ビット I/Oを示す信号 

リトルエンディアン時のみ有効 

ビッグエンディアン時は、ローレベルにしてください。 

WAIT 入力 外部ウェイト入力 

MD5、MD3 入力 MD5：データアライメント（ビッグまたはリトルエンディアンの選択） 

MD3：エリア 0のバス幅（16/32ビット）の選択 

 

14.3 エリアの概要 

14.3.1 空間分割 

本 LSIに搭載されている CPUは、アーキテクチャとして 32ビットの仮想アドレス空間を有しています。物理

アドレス空間は 29ビット、もしくは、32ビットのアドレス空間を選択できます。 

仮想アドレスは、アドレス変換機構（MMU）により任意の物理アドレスに割り付けることができます。詳細は

「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

BSCでは、29ビットの物理アドレス空間を CMNCRレジスタのMAPビットにより、10空間（アドレスマップ

1）あるいは 8空間（アドレスマップ 2）に分割しています。 

表 14.2、表 14.3に示すように 29ビットの物理空間の 8空間あるいは 6空間にそれぞれ各種メモリを接続でき、

おのおのに対応してチップセレクト信号（CS0、MCS、CS4、CS5A、CS5B、CS6A、および CS6B）を出力します。

このうちMCSは DDR-SDRAM専用のチップセレクト信号であり、DRAMエリア（エリア 2、3、4、5、もしくは、

エリア 2、3）、および 32ビットアドレスモード時の拡張 DRAMエリア含め最大 512Mバイトの空間を 1本のチ

ップセレクトで制御します。  
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14.3.2 アドレスマップ 

外部アドレス空間は合計 384Mバイトあり、これを 8空間（アドレスマップ 1）または 6空間（アドレスマップ

2）の部分空間に分割して使用します。接続されるメモリの種類およびデータバス幅は、各部分空間ごとに指定し

ます。外部アドレス空間のアドレスマップは、下表のとおりです。 
 

表 14.2 アドレスマップ 1（CMNCR.MAP[1:0]＝B'00） 

アドレス 空間 チップセレクト メモリ種類 サイズ 

H'00000000～H'03FFFFFF エリア 0 CS0 通常空間 

バースト ROM（同期／非同期） 

バイト選択付き SRAM 

64Mバイト 

H'04000000～H'07FFFFFF エリア 1 － 内蔵 I/Oレジスタ空間*1 64Mバイト 

H'08000000～H'0BFFFFFF エリア 2 MCS DRAMエリア*2 64Mバイト 

H'0C000000～H'0FFFFFFF エリア 3 MCS DRAMエリア*2 64Mバイト 

MCS DRAMエリア*2 H'10000000～H'13FFFFFF エリア 4*3 

CS4 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

バースト ROM（同期／非同期） 

64Mバイト 

MCS DRAMエリア*2 H'14000000～H'15FFFFFF エリア 5A*3 

CS5A 通常空間 

32Mバイト 

MCS DRAMエリア*2 H'16000000～H'17FFFFFF エリア 5B*3 

CS5B 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

32Mバイト 

H'18000000～H'19FFFFFF エリア 6A CS6A 通常空間 32Mバイト 

H'1A000000～H'1BFFFFFF エリア 6B CS6B 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

32Mバイト 

H'1C000000～H'1FFFFFFF エリア 7 － 予約エリア*4 64Mバイト 

【注】 *1 内部 I/Oレジスタは、アドレスの先頭 3ビットを B'101として P2領域に配置してください。 

 *2 DRAMエリアは、DDR-SDRAM用バスステートコントローラ（DBSC）により制御されます。 

 *3 エリア 4、5A、5Bは、MMSELRの設定により DRAMエリアと通常空間を選択できます。 

 *4 予約エリアは、アクセスしないでください。アクセスした場合の動作は、保証できません。 
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表 14.3 アドレスマップ 2（CMNCR.MAP[1:0]＝B'01） 

アドレス 空間 チップセレクト メモリ種類 サイズ 

H'00000000～H'03FFFFFF エリア 0 CS0 通常空間 

バースト ROM（同期／非同期） 

64Mバイト 

H'04000000～H'07FFFFFF エリア 1 － 内蔵 I/Oレジスタ空間*1 64Mバイト 

H'08000000～H'0BFFFFFF エリア 2 MCS DRAMエリア*2 64Mバイト 

H'0C000000～H'0FFFFFFF エリア 3 MCS DRAMエリア*2 64Mバイト 

MCS DRAMエリア*2 H'10000000～H'13FFFFFF エリア 4*4 

CS4 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

バースト ROM（同期／非同期） 

64Mバイト 

MCS DRAMエリア*2 H'14000000～H'17FFFFFF エリア 5*4 

CS5B*3 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

PCMCIA 

64Mバイト 

H'18000000～H'1BFFFFFF エリア 6 CS6B*3 通常空間 

バイト選択付き SRAM 

PCMCIA 

64Mバイト 

H'1C000000～H'1FFFFFFF エリア 7 － 予約エリア*4 64Mバイト 

【注】 *1 内部 I/Oレジスタは、アドレスの先頭 3ビットを B'101として P2領域に配置してください。 

 *2 DRAMエリアは、DDR-SDRAM用バスステートコントローラ（DBSC）により制御されます。 

 *3 エリア 5空間は、CS5BBCRおよび CS5BWCRレジスタが有効になります。 

エリア 6空間は、CS6BBCRおよび CS6BWCRレジスタが有効になります。 

 *4 エリア 4、5は、MMSELRの設定により DRAMエリアと通常空間を選択できます。 

 *5 予約エリアは、アクセスしないでください。アクセスした場合の動作は、保証できません。 

 

14.3.3 メモリバス幅の設定 

本 LSIのメモリバス幅は、空間ごとに設定できます。エリア 0では、パワーオンリセット時に外部端子（MD3）

を用いてバスサイズを 16ビット、32ビットから選択できます。エリア 0と DRAMエリア以外のエリアは、レジ

スタで設定します。パワーオンリセット時のエリア 0メモリタイプは、通常空間となります。 
 

表 14.4 外部端子（MD3）とバス幅の対応 

MD3 エリア 0バス幅 

0 16ビット 

1 32ビット 
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14.3.4 データアライメント 

本 LSIでは、データアライメントとしてビッグエンディアンとリトルエンディアンをサポートします。データ

アライメントは、パワーオンリセット時の外部端子（MD5）で決まります。 
 

表 14.5 外部端子（MD5）とエンディアン対応 

MD5 データアライメント 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 

 

14.4 レジスタの説明 

BSCのレジスタ構成を表 14.6に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 14.7に示します。 

メモリとのインタフェースの設定が終了するまでは、CS0空間以外はアクセスしないでください。 
 

表 14.6 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

メモリアドレスマップ選択レジスタ MMSELR R/W H'FF80 0020 32 

共通コントロールレジスタ CMNCR R/W H'FEC1 0000 32 

CS0空間バスコントロールレジスタ CS0BCR R/W H'FEC1 0004 32 

CS4空間バスコントロールレジスタ CS4BCR R/W H'FEC1 0010 32 

CS5A空間バスコントロールレジスタ CS5ABCR R/W H'FEC1 0014 32 

CS5B空間バスコントロールレジスタ CS5BBCR R/W H'FEC1 0018 32 

CS6A空間バスコントロールレジスタ CS6ABCR R/W H'FEC1 001C 32 

CS6B空間バスコントロールレジスタ CS6BBCR R/W H'FEC1 0020 32 

CS0空間ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR R/W H'FEC1 0024 32 

CS4空間ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR R/W H'FEC1 0030 32 

CS5A空間ウェイトコントロールレジスタ CS5AWCR R/W H'FEC1 0034 32 

CS5B空間ウェイトコントロールレジスタ CS5BWCR R/W H'FEC1 0038 32 

CS6A空間ウェイトコントロールレジスタ CS6AWCR R/W H'FEC1 003C 32 

CS6B空間ウェイトコントロールレジスタ CS6BWCR R/W H'FEC1 0040 32 

リセットバスウェイトカウンタ RBWTCNT － H'FEC1 0054 32 
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表 14.7 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

MMSELR 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

CMNCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

CS0BCR 初期化 保持 保持 － 保持* 初期化 保持 

CS4BCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5ABCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5BBCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6ABCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6BBCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS0WCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

CS4WCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5AWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5BWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6AWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6BWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

RBWTCNT 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

【注】 * CS0BCRの TYP[3:0]ビットは保持されません。 
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14.4.1 メモリアドレスマップ選択レジスタ（MMSELR） 

メモリアドレスマップ選択レジスタ（MMSELR）は 32ビット幅のレジスタで、エリア 4とエリア 5の空間につ

いて、メモリアドレスマップの選択を行います。本レジスタへのアクセスは、アドレス H'FF80 0020に対して行っ

てください。また、書き込み、読み出しとも、ロングワードで行ってください。書き込みは、誤書き込みを防ぐ

ため、上位ワードが H'A5A5の場合のみ受け付けられます。読み出しする場合、上位 29ビットは 0が読み出され

ます。本レジスタは、パワーオンリセット、およびマニュアルリセットで H'0000 0000に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — —— — — — — — — —

R

—— — AREA
SEL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込むときは、上位バイトを H'A5A5

にして行ってください。 

0 AREASEL 0 R/W エリア 4、5メモリ空間選択 

0：エリア 4、5（H'1000 0000～H'17FF FFFF）を DBSC制御（DRAMエ

リア）とする。 

1：エリア 4、5（H'1000 0000～H'17FF FFFF）を BSC制御（CS4、CS5A、

CS5B）とする。 

 

本レジスタへの書き込みは必ず CPUにより行ってください。 

本レジスタに書き込みを行う命令は、キャッシング不可の P2領域で、かつ本レジスタ書き換えによる影響のな

い領域に配置してください。 

また、本レジスタへの書き込みは、命令キャッシュ、オペランドキャッシュおよびMMUによるアドレス変換

を有効にする前に行い、それ以降はパワーオンリセットまたはマニュアルリセットを行うまで書き換えないでく

ださい。 
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14.4.2 共通コントロールレジスタ（CMNCR） 

本レジスタは、各エリアに共通の制御を行う32ビットのレジスタです。レジスタの初期設定が終了するまでは、

エリア 0以外の外部メモリをアクセスしないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0/1* 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R R/W R/W

— — — — — — — — —
BROM
MD1

BROM 
MD0

— — — — —

— — MAP[1:0] — — — — — — — —

R

—END
IAN

HIZ
MEM

HIZ
CNT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

22 BROMMD1 0 R/W クロック同期バースト ROM用データ取りこみタイミング設定 

クロック同期バースト ROM使用時は、CSnBCRの PH1RDビットおよび本

ビットを 1に設定してください。 

0：BSCの動作クロック Bφで D31～D0端子をサンプリング 

1：CKOクロックの立ち上がりで D31～D0端子をサンプリング 

21 BROMMD0 0 R/W クロック同期バースト ROM用 CKOクロック出力反転設定 

1をセットすることにより CKOの位相が反転し、出力する制御信号の CKO

に対するホールド時間を確保します。クロック同期バースト ROM使用時は

本ビットを 1に設定してください。 

0：CKO出力は Bφと同相 

1：CKO出力は Bφと逆相 

20～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

13、12 MAP[1:0] 00 R/W 空間設定 

本ビットにより、外部アドレス空間のアドレスマップを選択します。選択で

きるアドレスマップについては、表 14.2、表 14.3を参照してください。 

00：アドレスマップ 1を選択 

01：アドレスマップ 2を選択 

1*：リザーブ（設定禁止） 

11～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み時も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 ENDIAN 0/1* R エンディアンフラグ 

本ビットは、パワーオンリセット時にエンディアン設定の外部端子（MD5）

の値をサンプリングします。全空間のエンディアンは、このビットで決定さ

れます。本ビットは、読み出し専用です。 

0：パワーオンリセット時にエンディアン設定の外部端子（MD5）がロー

レベルであり、本 LSIがビッグエンディアンとして動作 

1：パワーオンリセット時にエンディアン設定の外部端子（MD5）がハイ

レベルであり、本 LSIがリトルエンディアンとして動作 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む時も常に 0にしてください。 

1 HIZMEM 0 R/W High-Zメモリコントロール 

本ビットは、A25～0、BS、CSn、RDWR、WEn（BEn）、および RDのス

タンバイモード時の端子状態を指定します。 

0：スタンバイモード時にハイインピーダンス 

1：スタンバイモード時にドライブ 

0 HIZCNT 0 R/W High-Zコントロール 

本ビットは、CKOのスタンバイモード時の状態を指定します。 

0：CKOは、スタンバイモード時にハイインピーダンス 

1：CKOは、スタンバイモード時にドライブ 

【注】 * エンディアンを指定する外部端子（MD5）の値をパワーオンリセット時にサンプリングします。 

ビッグエンディアンのときは 0、リトルエンディアンのときは 1となります。 

 

14.4.3 CSn空間バスコントロールレジスタ（CSnBCR） 

本レジスタは、各空間に接続するメモリの種類、空間のデータバス幅、およびアクセスサイクル間ウェイト数

を設定します。レジスタの初期設定が終了するまでは、エリア 0以外の外部メモリをアクセスしないでください

（n＝0、4、5A、5B、6A、6B）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 1* 1* 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R R R R R R R R/W R

— IWW[2:0] IWRWD[2:0] IWRWS[2:0] IWRRD[2:0] IWRRS[2:0]

TYPE[3:0] — BSZ[1:0] — — — — — — —
PH1
RD

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

30～28 IWW[2:0] 011 R/W ライト－リード／ライト－ライトサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、ライト－リードサイクルとラ

イト－ライトサイクルの場合です。 

000：リザーブビット 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

27～25 IWRWD 

[2:0] 

011 R/W 別空間リード－ライトサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間で

かつリード－ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

24～22 IWRWS 

[2:0] 

011 R/W 同一空間リード－ライトサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間

でかつリード－ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21～19 IWRRD 

[2:0] 

011 R/W 別空間リード－リードサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間で

かつリード－リードサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

18～16 IWRRS 

[2:0] 

011 R/W 同一空間リード－リードサイクル間アイドル指定 

本ビットは、空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間

でかつリード－リードサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：4アイドルサイクル挿入 

100：6アイドルサイクル挿入 

101：8アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：12アイドルサイクル挿入 

15～12 TYPE 

[3:0] 

0000 R/W メモリ種類指定 

本ビットは、空間に接続するメモリの種類を設定します。 

0000：通常空間 

0001：バースト ROM（クロック非同期） 

0010：予約（設定不可） 

0011：バイト選択付き SRAM 

0100：予約（設定不可） 

0101：PCMCIA 

0110：予約（設定不可） 

0111：バースト ROM（クロック同期） 

1000～1111：予約（設定不可） 

【注】 エリア 0のリセット直後のメモリタイプは、通常空間となります。本

ビットで通常空間、バースト ROM（クロック非同期）、バースト ROM

（クロック同期）から選択可能です。 

エリアごとのメモリタイプは表 14.2、表 14.3を参照ください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10、9 BSZ[1:0] 11* R/W データバス幅指定 

本ビットは、空間のデータバス幅を指定します。 

00：予約（設定不可） 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：32ビット 

【注】1.  エリア 0のデータバス幅は、外部入力端子で設定します。 

CS0BCRの BSZ[1:0]ビットの設定は無視されます。 

2.  エリア 5またはエリア 6を PCMCIA空間に設定した場合のバス幅

は、8または 16ビットから設定が可能です。 

8～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 PH1RD 0 R/W クロック同期バースト ROM用データサンプリングタイミング設定 

クロック同期バースト ROM使用時は、本ビットを 1に設定してください。 

0：BSCの動作クロック Bφの立ち下がりでデータサンプリングします。 

RD出力タイミングは Bφの立ち下がりです。 

1：BSCの動作クロック Bφの立ち上がりでデータサンプリングします。 

RD出力タイミングは Bφの立ち上がりです。 

0 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

【注】 * CS0BCRは、バス幅を指定する外部端子（MD3）の値をパワーオンリセット時にサンプリングします。 
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14.4.4 CSn空間ウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR） 

本レジスタは、メモリアクセスに関する各種ウェイトサイクルの設定を行います。本レジスタのビット構成は、

CSn空間バスコントロールレジスタ（CSnBCR）に設定したメモリ種類（TYPE3、2、1、0）により、以下のよう

に変わります。対象となるエリアをアクセスする前に設定してください。また、CSnWCRは、CSnBCRを設定後

に設定してください（n＝0、4、5A、5B、6A、6B）。 
 

（1） 通常空間、バイト選択付き SRAM 

• CS0WCR、CS6AWCR、CS6BWCR 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — BAS — WW[2:0]

ADR
SFIX — — SW[1:0] WR[3:0] WM — — — — HW[1:0]

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAMバイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEnおよび RDWR

信号のタイミングを設定します。 

0：WEnは、リードライトタイミングでアサート 

RDWRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEnは、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RDWRは、ライトタイミングでアサート 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18～16 WW[2:0] 000 R/W ライトアクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

000：WR[3:0]設定(リードアクセスウェイト)と同じサイクル 

001：0サイクル 

010：1サイクル 

011：2サイクル 

100：3サイクル 

101：4サイクル 

110：5サイクル 

111：6サイクル 



 

14. バスステートコントローラ（BSC） 

14-16  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ADRSFIX 0 R/W アドレス更新抑止（CS6Aのみ有効） 

0：アドレス通常出力 

1：バーストアクセスの 2回目以降のアドレス更新を抑止 

14、13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12、11 SW[1:0] 00 R/W アドレス、CSnアサート→RD、WEnアサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEnアサートまでの遅延サイ

クル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

10～7 WR[3:0] 1010 R/W アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リードアクセスに必要なウェイトサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

6 WM 0/1* R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト有効 

1：外部ウェイト無視 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 



 

14. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  14-17 

2013.01.18  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 HW[1:0] 00 R/W RD、WEnネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEnネゲートから、アドレス、CSnネゲートまでの遅延サ

イクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

【注】 * CS0WCRの初期値は 0、CS6AWCR、CS6BWCRの初期値は 1です。 
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• CS4WCR、CS5AWCR 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — —BAS WW[2:0]

— — — SW[1:0]  WR[3:0] WM — — — — HW[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAMバイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEnおよび RDWR

信号のタイミングを設定します。 

0：WEnは、リードライトタイミングでアサート 

RDWRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEnは、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RDWRは、ライトタイミングでアサート 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18～16 WW[2:0] 000 R/W ライトアクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

000：WR[3:0]設定（リードアクセスウェイト）と同じサイクル 

001：0サイクル 

010：1サイクル 

011：2サイクル 

100：3サイクル 

101：4サイクル 

110：5サイクル 

111：6サイクル 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12、11 SW[1:0] 00 R/W アドレス、CSnアサート→RD、WEnアサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEnアサートまでの遅延サイ

クル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～7 WR[3:0] 1010 R/W アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

6 WM 1 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 HW[1:0] 00 R/W RD、WEnネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEnネゲートから、アドレス、CSnネゲートまでの遅延サ

イクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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• CS5BWCR 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — BAS — WW[2:0]

— — — SW[1:0] WR[3:0] WM — — — — HW[1:0] 

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 BAS 0 R/W バイト選択付き SRAMバイトアクセス選択 

本ビットは、バイト選択付き SRAMインタフェース時のWEnおよび RDWR

信号のタイミングを設定します。 

0：WEnは、リードライトタイミングでアサート 

RDWRは、ライトアクセスサイクル中アサート 

1：WEnは、リードライトアクセスサイクル中アサート 

RDWRは、ライトタイミングでアサート 

19 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18～16 WW[2:0] 000 R/W ライトアクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

000：WR[3:0]設定（リードアクセスウェイト）と同じサイクル 

001：0サイクル 

010：1サイクル 

011：2サイクル 

100：3サイクル 

101：4サイクル 

110：5サイクル 

111：6サイクル 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12、11 SW[1:0] 00 R/W アドレス、CSnアサート→RD、WEnアサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEnアサートまでの遅延サイ

クル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～7 WR[3:0] 1010 R/W アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、リード／ライトアクセスに必要なサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

6 WM 1 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 HW[1:0] 00 R/W RD、WEnネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEnネゲートから、アドレス、CSnネゲートまでの遅延サ

イクル数を指定します。 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 
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（2） バースト ROM 

• CS0WCR 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — BW[1:0]

— — — SW[1:0] W[3:0] WM — — — — HW[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17、16 BW[1:0] 00 R/W バーストウェイトサイクル数 

本ビットは、バーストリードアクセス時の 2回目以降のアクセスサイクルに挿

入するウェイトサイクル数を指定します。 

00：0サイクル 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12、11 SW[1:0] 00 R/W アドレス、CSnアサート→RD、WEnアサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから RD、WEnアサートまでの遅延 

サイクル数を指定します。 
WEn、または、CSnBCR.PH1RD=0の場合の RD 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

CSnBCR.PH1RD=1の場合の RD 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～7 W[3:0] 1010 R/W アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトサイクルおよび 1回目のリードアクセスサイクルに挿入す

るウェイトサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

6 WM 0 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 HW[1:0] 00 R/W RD、WEnネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEnネゲートから、アドレス、CSnネゲートまでの遅延サ

イクル数を指定します。 

WEn、または、CSnBCR.PH1RD=0の場合の RD 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

CSnBCR.PH1RD=1の場合の RD 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 
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• CS4WCR 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — BW[1:0]

— — — SW[1:0] W[3:0] WM — — — — HW[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17、16 BW[1:0] 00 R/W バーストウェイトサイクル数 

本ビットは、バーストリードアクセス時の 2回目以降のアクセスサイクルに挿

入するウェイトサイクル数を指定します。 

00：0サイクル 

01：1サイクル 

10：2サイクル 

11：3サイクル 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12、11 SW[1:0] 00 R/W アドレス、CSnアサート→RD、WEnアサート遅延サイクル数 

本ビットは、アドレス、CSnアサートから、RD、WEnアサートまでの遅延サ

イクル数を指定します。 

WEn、または、CSnBCR.PH1RD=0の場合の RD 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

CSnBCR.PH1RD=1の場合の RD 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～7 W[3:0] 1010 R/W アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、ライトサイクルおよび 1回目のリードアクセスサイクルに挿入す

るウェイトサイクル数を指定します。 

0000：0サイクル 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：8サイクル 

1000：10サイクル 

1001：12サイクル 

1010：14サイクル 

1011：18サイクル 

1100：24サイクル 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

6 WM 1 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1、0 HW[1:0] 00 R/W RD、WEnネゲート→アドレス、CSnネゲート遅延サイクル数 

本ビットは、RD、WEnネゲートから、アドレス、CSnネゲートまでの遅延サ

イクル数を指定します。 

WEn、または、CSnBCR.PH1RD=0の場合の RD 

00：0.5サイクル 

01：1.5サイクル 

10：2.5サイクル 

11：3.5サイクル 

CSnBCR.PH1RD=1の場合の RD 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 
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（3） PCMCIA 

• CS5BWCR、CS6BWCR 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — —SA1 SA0

R R

— —

— TED[3:0] PCW[3:0] WM — — TEH[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

21 

20 

SA1 

SA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

空間属性指定 

PCMCIAインタフェース設定時は、本ビットによりメモリカードインタフェー

スおよび I/Oカードインタフェースのいずれかを指定します。 

• SA1 

0：A25＝1の空間をメモリカードインタフェース指定 

1：A25＝1の空間を I/Oカードインタフェース指定 

• SA0 

0：A25＝0の空間をメモリカードインタフェース指定 

1：A25＝0の空間を I/Oカードインタフェース指定 

19～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～11 TED[3:0] 0000 R/W アドレス－RD、WEアサート遅延 

本ビットは、PCMCIAインタフェースにおけるアドレス出力から RDとWEア

サートまでの遅延時間を設定します。 

0000：0.5サイクル 

0001：1.5サイクル 

0010：2.5サイクル 

0011：3.5サイクル 

0100：4.5サイクル 

0101：5.5サイクル 

0110：6.5サイクル 

0111：7.5サイクル 

1000：8.5サイクル 

1001：9.5サイクル 

1010：10.5サイクル 

1011：11.5サイクル 

1100：12.5サイクル 

1101：13.5サイクル 

1110：14.5サイクル 

1111：15.5サイクル 

10～7 PCW[3:0] 1010 R/W アクセスウェイトサイクル数 

本ビットは、挿入ウェイトステート数を設定します。 

0000：3サイクル 

0001：6サイクル 

0010：9サイクル 

0011：12サイクル 

0100：15サイクル 

0101：18サイクル 

0110：22サイクル 

0111：26サイクル 

1000：30サイクル 

1001：33サイクル 

1010：36サイクル 

1011：38サイクル 

1100：52サイクル 

1101：60サイクル 

1110：64サイクル 

1111：80サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 WM 1 R/W 外部ウェイトマスク指定 

本ビットは、外部ウェイト入力を有効にするか無視するかを指定します。アク

セスウェイトサイクル数が 0の場合でも、本ビットの設定は有効です。 

0：外部ウェイト入力有効 

1：外部ウェイト入力無視 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3～0 THE[3:0] 0000 R/W RD、WEネゲート－アドレス遅延 

本ビットは、PCMCIAインタフェースにおける RDとWEネゲートからのアド
レスホールド時間を設定します。 

0000：0.5サイクル 

0001：1.5サイクル 

0010：2.5サイクル 

0011：3.5サイクル 

0100：4.5サイクル 

0101：5.5サイクル 

0110：6.5サイクル 

0111：7.5サイクル 

1000：8.5サイクル 

1001：9.5サイクル 

1010：10.5サイクル 

1011：11.5サイクル 

1100：12.5サイクル 

1101：13.5サイクル 

1110：14.5サイクル 

1111：15.5サイクル 

 

14.4.5 リセットバスウェイトカウンタ（RBWTCNT） 

RBWTCNTは、7ビットのカウンタです。パワーオンリセット解除後、CKOに同期してカウントアップを開始

し､レジスタの値がH'7Fになるとカウントアップを停止します。本レジスタがカウントアップを行っている間は、

外部バスへのアクセスが待たされます。フラッシュメモリ等のリセット解除から最初のアクセスまでの最小時間

を確保するために､本レジスタは存在します。本レジスタへの読み出し、書き込みは行えません。 
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14.5 動作説明 

14.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント 

本 LSIでは、バイトデータの並び方を上位バイト（MSByte）が 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイ

ト（LSByte）が 0番地側になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子

（MD5）でパワーオンリセット時に設定します。パワーオンリセット時、MD5端子がローレベルのときビッグエ

ンディアンになり、MD5端子がハイレベルのときリトルエンディアンになります。 

また、データバス幅は、通常メモリ、バイト選択付き SRAMとしては 8ビット、16ビット、および 32ビット

幅の 3種類から選べます。PCMCIAインタフェースの場合は、8ビットおよび 16ビット幅の 2種類から選べます。

データのアライメントは、各デバイスのデータバス幅およびエンディアンにあわせて行われます。したがって、8

ビット幅のデバイスからロングワードデータを読み出すためには、4回の読み出し動作が必要です。本 LSIでは、

それぞれのインタフェース間で、データのアライメントおよびデータ長の変換を自動的に行います。 

エンディアンとデバイスのデータ幅とアクセスの単位との関係を表 14.8～表 14.13に示します。 
 

表 14.8 32ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

データバス 

ストローブ信号 

オペレーション 

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3(BE3) WE2(BE2) WE1(BE1) WE0(BE0) 

0番地バイトアクセス データ 

7～0 

－ － － アサート － － － 

1番地バイトアクセス － データ 

7～0 

－ － － アサート － － 

2番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

3番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

0番地ワードアクセス データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート － － 

2番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

0番地ロング 

ワードアクセス 

データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 
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表 14.9 16ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

データバス ストローブ信号 オペレーション 

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3(BE3) WE2(BE2) WE1(BE1) WE0(BE0) 

0番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

1番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

2番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

3番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

0番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

2番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － データ 

31～24 

データ 

23～16

－ － アサート アサート 0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 
2回目 

（2番地） 

－ － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 
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表 14.10 8ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

データバス ストローブ信号 オペレーション 

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3(BE3) WE2(BE2) WE1(BE1) WE0(BE0) 

0番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

2番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

3番地バイトアクセス － － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － － データ

15～8 

－ － － アサート 0番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（1番地） 

－ － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（2番地） 

－ － － データ

15～8 

－ － － アサート 2番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（3番地） 

－ － － データ

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － － データ

31～24

－ － － アサート 

2回目 

（1番地） 

－ － － データ

23～16

－ － － アサート 

3回目 

（2番地） 

－ － － データ

15～8 

－ － － アサート 

0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 

4回目 

（3番地） 

－ － － データ

7～0 

－ － － アサート 
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表 14.11 32ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

データバス ストローブ信号 オペレーション 

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3(BE3) WE2(BE2) WE1(BE1) WE0(BE0) 

0番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

1番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

－ － － アサート － 

2番地バイトアクセス － データ 

7～0 

－ － － アサート － － 

3番地バイトアクセス データ 

7～0 

－ － － アサート － － － 

0番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

2番地ワードアクセス データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート － － 

0番地ロングワード 

アクセス 

データ 

31～24 

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 

 

表 14.12 16ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

データバス ストローブ信号 オペレーション 

D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3(BE3) WE2(BE2) WE1(BE1) WE0(BE0) 

0番地バイトアクセス － － ― データ 

7～0 

－ － － アサート 

1番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

― － － アサート － 

2番地バイトアクセス － － ― データ 

7～0 

－ － － アサート 

3番地バイトアクセス － － データ 

7～0 

― － － アサート － 

0番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

2番地ワードアクセス － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － データ 

15～8 

データ 

7～0 

－  アサート アサート 0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 
2回目 

（2番地） 

－ － データ 

31～24 

データ 

23～16

－  アサート アサート 
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表 14.13 8ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

データバス ストローブ信号 オペレーション 

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3(BE3) WE2(BE2) WE1(BE1) WE0(BE0) 

0番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

1番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

2番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

3番地バイトアクセス － － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － － データ 

7～0 

－ － － アサート 0番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（1番地） 

－ － － データ 

15～8 

－ － － アサート 

1回目 

（2番地） 

－ － － データ 

7～0 

－ － － アサート 2番地 

ワード 

アクセス 2回目 

（3番地） 

－ － － データ 

15～8 

－ － － アサート 

1回目 

（0番地） 

－ － － データ 

7～0 

－ － － アサート 

2回目 

（1番地） 

－ － － データ 

15～8 

－ － － アサート 

3回目 

（2番地） 

－ － － データ 

23～16 

－ － － アサート 

0番地 

ロング 

ワード 

アクセス 

4回目 

（3番地） 

－ － － データ 

31～24 

－ － － アサート 
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14.5.2 通常空間インタフェース 

（1） 基本タイミング 

通常空間アクセスは、主にバイト選択端子のない SRAMの直結を考慮してストローブ信号を出力します。バイ

ト選択付き端子のある SRAMを使用する場合は、「14.5.6 バイト選択付き SRAMインタフェース」を参照くだ

さい。図 14.2に通常空間アクセスの基本タイミングを示します。ウェイトのない通常アクセスは、2サイクルで

終了します。BS信号はバスサイクルの開始を表し、1サイクルアサートされます。 

CKO

【注】*　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

A

RDWR

RDWR

D

DACKn

CSn

T1 T2

RD

WEn(BEn)

BS

D

リード時

ライト時

*

 

図 14.2 通常空間基本アクセス（アクセスウェイト 0） 

 

リード時は、外部バスに対してアクセスサイズの指定がありません。アドレスの最下位ビットに正しいアクセ

ス開始アドレスが出力されていますがアクセスサイズの指定がないので、32ビットデバイスでは 32ビットを、16

ビットデバイスでは16ビットを常に読み出すことになります。ライト時には、書き込みを行うバイトのWEn（BEn）

信号のみがアサートされます。 
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データバスにバッファを設ける場合には、RDを用いてリードデータの出力制御を行う必要があります。RDWR

信号は、アクセスを行っていないときはリード状態（ハイレベル出力）となっているため、これを用いて外付け

データバッファの制御を行うと出力が衝突する危険性があるので注意が必要です。 

図 14.3、図 14.4に通常空間連続アクセスの例を示します。CSnWCR.WMビットを 0に設定すると、外部ウェ

イトを評価するために 1サイクル Tnopが挿入されます（図 14.3）。しかし、CSnWCR.WMビットを 1に設定す

ると、外部ウェイトが無視され Tnopサイクルの挿入を抑止することができます（図 14.4）。 

CKO

A25～A0

RD

RDWR

D15～D0

WEn(BEn)

D15～D0

DACKn

BS

WAIT

CSn

T1 T2 Tnop T1 T2

リード時

ライト時

*

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 14.3 通常空間連続アクセス例 1 

バス幅 16ビット、ロングワードアクセス、CSnWCR.WMビット＝0 

（アクセスウェイト 0、サイクル間ウェイト 0） 
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CKO

A25～A0

RDWR

D15～D0

DACKn

CSn

T1 T2   T1 T2

RD

WEn(BEn)

BS

WAIT

D15～D0

リード時

ライト時

*

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 14.4 通常空間連続アクセス例 2 

バス幅 16ビット、ロングワードアクセス、CSnWCR.WMビット＝1 

（アクセスウェイト 0、サイクル間ウェイト 0） 
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WE
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A18

A2
CSn
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D31

D24
WE3(BE3)

D23

D16
WE2(BE2)

D15

D8
WE1(BE1)

D7

D0
WE0(BE0)
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128K×8ビット

SRAM
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･･

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

･･
･･

･･
･･

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

･･
･･

･･
･･

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
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･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

 

図 14.5 32ビットデータ幅 SRAM接続例 
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A16

A0

CS

OE

I/O7

I/O0

WE

･･
･･

･･
･･

A17

A1

CSn

RD

D15

D8

WE1(BE1)

D7

D0

WE0(BE0)

本LSI
128K×8 ビット

SRAM

･･
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A16

A0

CS

OE

I/O7

I/O0

WE

･･
･･

･･
････
･･

･･
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図 14.6 16ビットデータ幅 SRAM接続例 

 

本LSI
128K×8 ビット

SRAM

A16

A0

CS

OE

I/O7

I/O0

WE

･･
･･

A16

A0

CSn

RD

D7

D0

WE0(BE0)

･･
･･

･･
･･

･･
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図 14.7 8ビットデータ幅 SRAM接続例 
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14.5.3 アクセスウェイト制御 

CSnWCRのWR[3:0]ビットの設定により、通常空間アクセスのウェイトサイクルの挿入を制御できます。

WW[2:0]ビットを設定することにより、リードアクセスとライトアクセスで独立にウェイトサイクルを挿入する

ことが可能です。その他のエリアのアクセスウェイトは、リードおよびライトサイクル共通となります。図 14.8

に示す通常空間のアクセスでは、Twのサイクルがウェイトサイクルとして指定サイクル数だけ挿入されます。 

T1

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0

WEn(BEn)

D31～D0

BS

Tw

リード時

ライト時

T2

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 14.8 通常空間アクセスのウェイトタイミング（ソフトウェアウェイトのみ） 

 



 

14. バスステートコントローラ（BSC） 

14-40  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

CSnWCRのWMビットを 0としたときには、外部からのウェイト入力WAIT信号もサンプリングされます。

WAIT信号のサンプリングを図 14.9に示します。ソフトウェアウェイトとして 2サイクルのウェイトを指定して

います。WAIT信号は、T1または Twサイクルから T2サイクルに移行する際に、CKOの立ち下がりでサンプリ

ングされます。 

T1

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0

WEn(BEn)

D31～D0

WAIT

Tw Tw Twx T2

リード時

ライト時

BS

WAIT信号入力による
ウェイトステート

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図 14.9 通常空間アクセスのウェイトタイミング（WAIT信号によるウェイト挿入） 
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14.5.4 CSnアサート期間拡張 

CSnWCRの SW[1:0]ビットの設定により、CSnアサートから RDとWEn（BEn）アサートまでのサイクル数を

指定できます。また、HW[1:0]ビットの設定により、RDとWEn（BEn）ネゲートから CSnネゲートまでのサイク

ル数を指定できます。これにより、外部デバイスとのフレキシブルなインタフェースがとれます。例を図 14.10

に示します。Thおよび Tfサイクルが通常サイクルの前と後ろにそれぞれ付加されています。これらのサイクルで

は、RDとWEn（BEn）以外はアサートされますが、RDとWEn（BEn）はアサートされません。また、データは

Tfサイクルまで延長して出力されるので、書き込み動作の遅いデバイスなどに有効です。 

T1

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0

WEn(BEn)

D31～D0

BS

Th

リード時

ライト時

T2

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

Tf

 

図 14.10 CSnアサート期間拡張 
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14.5.5 バースト ROMインタフェース 

CS0空間をバースト ROMとして使用する場合は、CS0WCRを正しく設定した後にバーストアクセスが発生す

るようにしてください。 

（1） バースト ROM（クロック非同期）インタフェース 

バースト ROM（クロック非同期）インタフェースは、バーストモードあるいはページモードなどと呼ばれるア

ドレスの切り替えによって、高速に読み出しのできる機能を有するメモリをアクセスするためのものです。 

基本的には通常空間と同じようなアクセスを行いますが、最初のサイクルを終了する際に RD信号のネゲート

を行わず、アドレスのみを切り替えて、2回目以降のアクセスを行います。2回目以降のアクセスでは、アドレス

の変化が CKOの立ち下がりになります。 

最初のアクセスサイクルに対しては、CSnWCRのW[3:0]ビットに設定された数のウェイトサイクルが挿入され

ます。2回目以降のアクセスサイクルに対しては、CSnWCRの BW[1:0]ビットに設定された数のウェイトサイクル

が挿入されます。 

バースト ROM（クロック非同期）アクセス時は、BS信号は最初のアクセスサイクルに対してのみアサートさ

れます。また、外部ウェイト入力も最初のアクセスサイクルにのみ有効です。 

バースト ROM（クロック非同期）インタフェースでバースト動作を行わないシングルアクセスおよびライトア

クセス時は、通常空間と同じアクセスタイミングになります。 

表 14.14にバス幅およびアクセスサイズとバースト数の関係を、図 14.11にタイムチャートを示します。 
 

表 14.14 バス幅およびアクセスサイズとバースト数の関係 

バス幅 アクセスサイズ バースト数 アクセス回数 

8ビット 1 1 

16ビット 2 1 

32ビット 4 1 

16バイト 16 1 

8ビット 

32バイト 16 2 

8ビット 1 1 

16ビット 1 1 

32ビット 2 1 

16バイト 8 1 

16ビット 

32バイト 8 2 

8ビット 1 1 

16ビット 1 1 

32ビット 1 1 

16バイト 4 1 

32ビット 

32バイト 4 2 
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CKO

アドレス

RD

データ

DACK

WAIT

CSn

T1 Tw Tw TB2 Twb TB2 Twb TB2 Twb    T2

RDWR

BS

 

図 14.11 バースト ROM（クロック非同期）アクセス 

（バス幅 32ビット 16バイト転送（バースト数 4）、初回アクセスウェイト 2、2回目以降アクセスウェイト 1） 

 

（2） クロック同期バーストモード 

本インタフェースは、クロック同期のバーストモードを有するメモリとも接続可能です。クロック同期のバー

ストモードを有するメモリと接続する場合は、メモリのアドレスバリッド端子に、本 LSIの BSを接続してくださ

い。 

メモリへ供給するクロックに対するホールドを確保するため、CMNCRレジスタの BROMMD0ビットを 1に設

定してください。また、本 LSIへのリードデータセットアップ確保のため、CSnBCRレジスタの PH1RDビットを

1に設定してください。メモリの設定は、バースト長 8のラップラウンド設定としてください。 
 

14.5.6 バイト選択付き SRAMインタフェース 

バイト選択付き SRAMインタフェースは、リードまたはライトいずれのバスサイクルでもバイト選択端子（WEn

（BEn））を出力するメモリインタフェースです。このインタフェースは 16ビットのデータ端子を持ち、UBあ

るいはLBのような上位バイト選択端子および下位バイト選択端子のある SRAMをアクセスするためのものです。 

CSnWCRレジスタの BASビットが 0（初期値）のとき、バイト選択付き SRAMインタフェースのライトアクセ

スタイミングは、通常空間インタフェースと同一です。一方、リード動作では、WEn（BEn）端子のタイミング

が通常空間インタフェースと異なり、WEn（BEn）端子からバイト選択信号を出力します。図 14.12に基本アク

セスタイミングを示します。特にライト時は、バイト選択端子（WEn（BEn））のタイミングでメモリに書き込

まれます。使用するメモリのデータシートを確認ください。 

CSnWCRレジスタの BASビットが 1のとき、WEn（BEn）端子と RDWR端子のタイミングが変化します。図

14.13に基本アクセスタイミングを示します。特にライト時は、ライトイネーブル端子（RDWR）のタイミングで
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メモリに書き込まれます。RDWR端子のネゲートタイミングからのライトデータのホールドタイミングは、

CSnWCRの HW[1:0]ビットを設定することにより確保してください。図 14.14にソフトウェイト設定時のアクセ

スタイミングを示します。 

CKO

A25～A0

CSn

WEn(BEn)

RDWR

RD

RD

D31～D0

D31～D0

RDWR

BS

DACKn*

リード時

ライト時

【注】*　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

T1 T2

High

 

図 14.12 BAS＝0 バイト選択付き SRAM基本アクセスタイミング 
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CKO

A25～A0

CSn

WEn(BEn)

RD

RD

D31～D0

D31～D0

RDWR

RDWR

BS

DACKn*

リード時

ライト時

【注】*　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

T1 T2

High

 

図 14.13 BAS＝1 バイト選択付き SRAM基本アクセスタイミング 
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T2

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

WEn(BEn)

D31～D0

BS

リード時

ライト時

Th

DACKn*

【注】 *　DACKnはアクティブローを指定したときの波形

Th T1 Tw

RD

RDWR

D31～D0

RD

High

 

図 14.14 BAS＝1 バイト選択付き SRAMウェイトタイミング（ソフトウェイトのみ） 
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図 14.15 32ビットデータ幅バイト選択付き SRAM接続例 

本LSI
64K×16ビット

SRAM
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A1

CS

OE

WE

I/O15

I/O0
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LB
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･･
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D15

D0

WE1(BE1)
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･･
･･

･･
･･
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･･

 

図 14.16 16ビットデータ幅バイト選択付き SRAM接続例 
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14.5.7 PCMCIAインタフェース 

本 LSIでは、CMNCRのMAPビットにてアドレスマップ 2を選択した場合、エリア 5、エリア 6で PCMCIAイ

ンタフェースの設定が可能です。物理空間のエリア 5およびエリア 6は CSnBCR（n＝5B、6B）の TYPE[3:0]ビッ

トを B'0101に設定することで、JEIDA仕様 Ver4.2（PCMCIA2.1）で定める「ICメモリカードおよび I/Oカードイ

ンタフェース」になります。また、CSnWCR（n＝5B、6B）の SA[1:0]ビットにより各エリアの前半 32Mバイトと

後半の 32Mバイトに対して ICメモリカードあるいは I/Oカードインタフェースに設定できます。たとえば、

CS5BWCRの SA1ビットを 1に、また CS5BWCRの SA0ビットを 0に設定すると前半の 32MBが ICメモリカー

ドインタフェースおよび後半の 32Mバイトが I/Oカードインタフェースとなります。 

PCMCIAインタフェースを使用する場合は、CS5BBCRの BSZ[1:0]ビットまたは CS6BBCRの BSZ[1:0]ビットに

よって、バスサイズは 8ビットまたは 16ビットに設定してください。 

図 14.17に本 LSIと PCMCIAカードの接続例を示します。PCMCIAカードは活性挿入（システムの電源を供給

中にカードの抜き差しを行うこと）を行えるようにするため、本 LSIのバスインタフェースと PCMCIAカードの

間に 3-Stateバッファを接続する必要があります。 

JEIDAおよび PCMCIAの規格では、ビッグエンディアンモードでの動作が明確に規定されていないため、本 LSI

のビッグエンディアンモードの PCMCIAインタフェースは独自にインタフェースを規定しています。 

本LSI
PCカード

（メモリ／IO）

A25～A0

D7～D0

D15～D8

RDWR

CE1A

CE2A

RD

WE

ICIORD

ICIOWR

I/O ポート

WAIT

IOIS16

G

G
DIR

G

G

DIR

カード

検出回路

A25～A0 

D7～D0 

CE1

CE2

OE

WE/PGM

IORD

IOWR

REG

D15～D8

WAIT

IOIS16

CD1、CD2

 

図 14.17 PCMCIAインタフェース接続例 
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（1） メモリカードインタフェース基本タイミング 

図 14.18に PCMCIAの「ICメモリカードインタフェース」の基本タイミングを示します。物理空間のエリア 5

およびエリア 6を PCMCIAインタフェースに設定した場合は、各エリアのコモンメモリ空間をアクセスすると自

動的に「ICメモリカードインタフェース」としてバスアクセスが行われます。外部バス周波数（CKO）が高くな

ると、RDやWEに対してアドレス（A25～A0）、カードイネーブル（CE1A、CE2A、CE1B、CE2B）、書き込み

サイクル時の書き込みデータ（D15～D0）のセットアップ時間、およびホールド時間が足りなくなります。これ

に対して、本 LSIでは CS5BWCRまたは CS6BWCRレジスタによって物理空間のエリア 5およびエリア 6の各エ

リアに対して、それぞれセットアップ時間およびホールド時間を設定することができます。また、通常空間イン

タフェースと同じようにソフトウェアウェイトおよびWAIT端子によるハードウェアウェイトを行うことができ

ます。図 14.19に PCMCIAメモリバスウェイトタイミングを示します。 

Tpcm1w

CKO

A25～A0

CExx

RDWR

RD

D15～D0 

WE

D15～D0

BS

リード時

ライト時

Tpcm2Tpcm1 Tpcm1w Tpcm1w

 

図 14.18 PCMCIAメモリカードインタフェース基本タイミング 
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Tpcm1w

CKO

A25～A0

CExx

RDWR

RD

D15～D0 

WE

D15～D0

BS

リード時

ライト時

Tpcm2Tpcm0 Tpcm1 Tpcm1wTpcm0w Tpcm2wTpcm1w Tpcm1w

WAIT

 

図 14.19 PCMCIAメモリカードインタフェースウェイトタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェアウェイト 1、ハードウェアウェイト 1） 

 

ICメモリカードインタフェースとしてメモリ空間を 32Mバイトすべて使用する場合は、コモンメモリとアトリ

ビュートメモリの切り替え信号 REGは、ポート等を利用して生成します。また、メモリ空間が 16Mバイト以下

で足りる場合は、メモリ空間を 16Mバイトずつコモンメモリ空間とアトリビュートメモリ空間として使うことに

より、A24端子を REG信号として利用することができます。 
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32Mバイトの容量の場合（REG＝I/Oポートを使用）

エリア5：H'14000000
アトリビュートメモリ／コモンメモリ

I/O空間

アトリビュートメモリ／コモンメモリ

I/O空間

エリア5：H'16000000

エリア6：H'18000000

エリア6：H'1A000000

16Mバイトの容量の場合（REG＝A24を使用）

エリア5：H'14000000
アトリビュートメモリ

I/O空間

エリア5：H'15000000

エリア5：H'16000000

H'17000000

エリア6：H'18000000

エリア6：H'19000000

エリア6：H'1A000000

H'1B000000

コモンメモリ

アトリビュートメモリ

I/O空間

コモンメモリ

 

図 14.20 PCMCIA空間割り付け例（CS5BWCR.SA[1:0]＝B'10、CS6BWCR. SA[1:0]＝B'10） 

 

（2） I/Oカードインタフェース基本タイミング 

図 14.21および図 14.22に PCMCIAの「I/Oカードインタフェース」のタイミングを示します。 

I/Oカードインタフェースと ICメモリカードインタフェースの切り替えは、アクセスするアドレスによって行

います。物理空間のエリア 5を PCMCIAに設定した場合は、物理アドレスの H'16000000～H'17FFFFFFをアクセ

スすると自動的に「I/Oカードインタフェース」としてバスアクセスが行われます。また、物理空間のエリア 6を

PCMCIAに設定した場合は、物理アドレスの H'1A000000～H'1BFFFFFFをアクセスすると自動的に「I/Oカードイ

ンタフェース」としてバスアクセスが行われます。 

PCMCIAの I/Oカードをアクセスする場合は、論理空間のキャッシュ非対象領域（P2か P3空間）か、MMUに

よってキャッシュ非対象領域と指定した領域で行ってください。 

リトルエンディアンモードで PCMCIAカードを I/Oカードインタフェースとしてアクセスする場合は、IOIS16

端子を使って、I/Oバス幅のダイナミックバスサイジングが行えます。エリア 6のバス幅を 16ビットに設定して

いるときに、ワードサイズの I/Oバスサイクル中に IOIS16信号がハイレベルの場合は、8ビット幅であると認識

され、実行中の I/Oバスサイクル中では 8ビット分しかデータアクセスを行わず、自動的に続けて残りの 8ビッ

ト分のデータアクセスを行います。 

IOIS16信号は、TED[3:0]ビットの設定を 1.5サイクル以上に設定したときの Tpci0、Tpci0w、および Tpci1サイ

クルにおける CKOの立ち下がりでサンプリングされ、サンプリングポイントから CKOの 1.5サイクル後に CE2

信号に反映されます。使用する PCカードの ICIORDと ICIOWRからCEnのセットアップの規格を満たすように、

TED[3:0]ビットを設定してください。 
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ダイナミックバスサイジングの基本タイミングを図 14.23に示します。 

なお、ビッグエンディアンモードでは、IOIS16信号をサポートしません。ビッグエンディアンモード時には、

IOIS16信号をローレベルに固定してください。 

Tpci1w

CKO

A25～A0

CExx

RDWR

ICIORD

D15～D0 

ICIOWR

D15～D0

BS

リード時

ライト時

Tpci2Tpci1 Tpci1w Tpci1w

 

図 14.21 PCMCIA I/Oカードインタフェース基本タイミング 



 

14. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  14-53 

2013.01.18  

 

SH7724 

Tpci1w

CKO

A25～A0

CExx

RDWR

ICIORD

D15～D0 

ICIOWR

IOIS16

D15～D0

BS

リード時

ライト時

Tpci2Tpci0 Tpci1 Tpci1wTpci0w Tpci2wTpci1w Tpci1w
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図 14.22 PCMCIA I/Oカードインタフェースウェイトタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェアウェイト 1、ハードウェアウェイト 1） 

 

Tpci1w

CKO

A25～A0

CE1x

RDWR

ICIORD

D15～D0 

ICIOWR

IOIS16

D15～D0

BS

リード時
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Tpci0 Tpci1 Tpci1wTpci0w Tpci2wTpci1w Tpci1w

WAIT
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図 14.23 PCMCIA I/Oカードインタフェースダイナミックバスサイジングタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェアウェイト 3） 
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14.5.8 アクセスサイクル間ウェイト 

LSIの動作周波数が高くなってきたため、低速なデバイスからのデータ出力が完了した際のデータバッファのオ

フが間に合わず、次のデバイスのデータ出力と衝突してデバイスの信頼度を低下させたり、誤動作を引き起こす

場合があります。これを防止するため、連続するアクセス間にウェイトを挿入して、データの衝突を回避する機

能を有しています。 

アクセスサイクル間ウェイトのサイクル数は、CSnBCRの IWW[2:0]ビット、IWRWD[2:0]ビット、IWRWS[2:0]

ビット、IWRRD[2:0]ビット、IWRRS[2:0]ビットで指定します。アクセスサイクル間ウェイト（アイドルサイクル）

は、以下の条件のとき挿入が可能です。 

1. 連続するアクセスがライト－リード、ライト－ライトの場合 

2. 連続するアクセスが別空間でかつリード－ライトの場合 

3. 連続するアクセスが同一空間でかつリード－ライトの場合 

4. 連続するアクセスが別空間でかつリード－リードの場合 

5. 連続するアクセスが同一空間でかつリード－リードの場合 

 



 

14. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  14-55 

2013.01.18  

 

SH7724 

14.6 使用上の注意事項 

バスステートコントローラは、パワーオンリセットでのみ完全な初期化が行われます。パワーオンリセット時

には、バスサイクルの途中であるなしにかかわらず直ちにすべての信号をネゲートし、出力バッファをオフまた

は固定値出力にします。また、制御レジスタはすべて初期化されます。スタンバイ、スリープでは、バスステー

トコントローラの制御レジスタの初期化は一切行われません。 

フラッシュメモリには、リセット解除後から最初のアクセスまでの最小時間を規定しているものがあります。

バスステートコントローラは、この最小時間を確保するために、7ビットのカウンタ（RBWTCNT）を用意してい

ます。パワーオンリセットによりこのカウンタは、0クリアされます。パワーオンリセット解除後は CKOに同期

してカウントアップされ、カウンタの値が H'007Fになるまで外部アクセスを発生しません。マニュアルリセット

では、カウンタの値はクリアされません。 
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15. DDR用バスコントローラ（DBSC） 

DDR用バスコントローラ（DBSC）は、DDR2-SDRAM（以下 DDR2）またはMobile-DDR-SDRAM （以下

Mobile-DDR）をサポートする SDRAMコントローラです。DBSCは SDRAMへのリード／ライトアクセス、およ

びリフレッシュ動作を行います。 

15.1 特長 

DBSCは、以下のような機能により、SDRAMのバス帯域の最大限の活用を可能にします。 

• マルチバンクオペレーション活用によるページヒット率の向上 

• バースト長4にてSDRAMを動作させることにより、リード／ライトコマンドの空きサイクルにプリチャー

ジ・アクティベートコマンドを先行発行可能 

• SDRAMメモリバス幅は、16または32ビット選択可能 

 

表 15.1、表 15.2に DBSCの主な機能を示します。 
 

表 15.1 DBSC機能（SDRAM共通の機能） 

項目 機能 

マルチバンク対応 4バンクのマルチバンクオペレーションに対応。 

8バンク設定時、同時にバンクオープンとなるバンクは 4つまで 

外部バス幅 16bit、32bitをサポート 

先行プリチャージ・ 

アクティベート機能 

リクエストキュー中の後続リクエスト内容を判定し、ページミス時に、空きコマンドサイクルを

見つけて、アクセス対象バンクの先行プリチャージ・アクティベート処理を実施。 

タイミング設定 以下のタイミングを設定可能 

ACT-PRE最小期間、REF-ACT/REF最小期間、ACT-READ/WRITE最小期間、PRE期間、

ACT(A)-ACT(B)最小期間、ライトリカバリ期間、ACT-ACT/REF最小期間、READ-WRITE最小期

間、WRITE-READ最小期間、READ-PRE最小期間、CKEH-Command最小期間 

アディティブレイテンシ（AL）は 0のみをサポートします。 

CASレイテンシ（CL）は 3のみをサポートします。 

アドレス並び Rowアドレス、Bankアドレス、Columnアドレスの順 

レジスタにて Bankアドレスの位置を変更可能 

対応可能な SDRAMの規格 以下に示すバージョンの JEDECに対応 

• JESD79-2A（DDR2仕様） 

• JESD209（LPDDR仕様） 

オートリフレッシュ動作 平均間隔をレジスタ設定。リクエストの空きサイクルがあれば、先行リフレッシュ動作を実施 

【注】 SDRAMの仕様により DBSCのレジスタの設定値が異なります。SDRAMのデータシートを参照のうえ、DBSCを使用

してください。 
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表 15.2 DBSC機能（DDR2／Mobile-DDR-SDRAM個別機能） 

大項目 小項目 DDR2 Mobile-DDR*1 

バースト長 4 4 

バーストタイプ シーケンシャル シーケンシャル 

バースト 

バーストキャンセル × ○*2 

CL CASレイテンシ 3 3 

バンク数 サポートバンク数 4、8バンク*3 4バンク 

パワーダウン ○ ○ パワーダウン 

ディープパワーダウン × ○ 

セルフリフレッシュ ○ ○ セルフリフレッシュ 

パーシャルセルフリフレッシュ × ○ 

64M×32bit品（1個） × ○ 

32M×32bit品（1個） × ○ 

16M×32bit品（1個） ○ ○ 

8M×32bit品（1個） × ○ 

4M×32bit品（1個） × ○ 

128M×16bit品（2個） ○ × 

64M×16bit品（2個） ○ ○ 

32M×16bit品（2個） ○ ○ 

16M×16bit品（2個） ○ ○ 

32bitバス 

8M×16bit品（2個） × ○ 

128M×16bit品（1個） ○ ○ 

64M×16bit品（1個） ○ ○ 

32M×16bit品（1個） ○ ○ 

16M×16bit品（1個） ○ ○ 

8M×16bit品（1個） × ○ 

128M×8bit品（2個） ○ × 

64M×8bit品（2個） ○ × 

接続対象メモリ 

16bitバス 

32M×8bit品（2個） ○ × 

【注】 コントローラとしては複数個の SDRAM接続をサポートしますが、チップによっては電気特性により複数個の接続がで

きない場合があります。サポートするランクは、1ランクのみサポートします。2ランク以上には、対応していません。 

 *1 ELPIDA、SAMSUNG、Micronの Mobile-DDR-SDRAM互換品をサポートします。 

 *2 Read-Read、Write-Writeコマンド間でのバーストキャンセルをサポートします。Read-Write、Write-Readコマン

ド間でのバーストキャンセルはサポートしません。バーストストップはサポートしません。 

 *3 8バンク設定時の動作仕様は DDR2 JEDEC（JESD79-2A）に準拠します。 
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DBSCのブロック図を図 15.1に示します。 

SuperHyway Bus（SHwy）

バスインタフェース

バス 
制御部

デバイス 
制御部

DBSC

SHwy
リクエスト
バッファ

SHwy
ライトデータ
バッファ

レスポンス
キュー

キュー制御

データ
アンパック

ライトデータ
バッファ

リクエスト
バッファ

各バンク
Rowアドレス

64bit 64bit

72bit

64bit

64bit

32/64bit

32/64bit

32/64bit

64bit

64bit

ステートマシン

制御レジスタ

マルチバンク動作
先行ページ
ヒット／ミス判定

データ
アンパック

DDR
コマンド
生成

DDR-PHY

I/Oバッファ

DDR2 / Mobile-DDR SDRAM
 

図 15.1 DBSCのブロック図 
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15.2 入出力端子 

表 15.3に DBSCの端子構成を記載します。 
 

表 15.3 DBSC端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

MCLK DDRクロック 出力 DDR2／Mobile-DDR-SDRAM用クロック出力 

MCLK DDRクロック 出力 DDR2／Mobile-DDR-SDRAM用クロック出力 

MCLKの反転クロック出力 

MCKE クロックイネーブル 出力 CKE出力信号 

MCS チップセレクト 出力 チップセレクト出力信号 

MRAS ロウアドレスストローブ 出力 ロウアドレスストローブ出力信号 

MCAS カラムアドレスストローブ 出力 カラムアドレスストローブ出力信号 

MWE ライトイネーブル 出力 ライトイネーブル出力信号 

MA13～MA0 アドレス 出力 アドレス出力信号 

MBA2、MBA1、MBA0 バンクアクティブ 出力 バンクアドレス出力信号 

MDQ31～MDQ0 データ 入出力 データ入出力信号 

MDQS3～MDQS0 入力／出力データストローブ 入出力 データストローブ入出力信号 

MDQS3～MDQS0 入力／出力データストローブ 入出力 データストローブ入出力信号 

MDQS3～MDQS0の反転 

MDQM3～MDQM0 データマスク 出力 データマスク出力信号 

MSLD メモリ選択 入力 メモリ種別選択 

DDR2-SDRAM使用時はローレベル固定、

Mobile-DDR-SDRAM使用時はハイレベル固定にしてく

ださい。 

MODT ODTイネーブル 出力 DDR2-SDRAM内 ODTのイネーブル用出力信号 

DDR2-SDRAM専用 

MVREF1、MVREF0 リファレンス電圧入力 入力 DDR2-SDRAMの基準電圧 

Mobile-DDR-SDRAM使用時はオープンとしてくださ

い。 
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15.3 レジスタの説明 

DBSCのレジスタ構成を表 15.4に、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 15.5に示します。 

レジスタのビット幅は 32ビットで、ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワード

サイズ以外でレジスタアクセスを行った場合の動作は保証しません。 
 

表 15.4 DBSCレジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

DBSC SDRAM種類設定レジスタ DBKIND R/W H'FD00 0008 32 

DBSCステータスレジスタ DBSTATE R H'FD00 000C 32 

SDRAM動作許可レジスタ DBEN R/W H'FD00 0010 32 

SDRAMコマンド制御レジスタ DBCMDCNT R/W H'FD00 0014 32 

SDRAM CKE制御レジスタ DBCKECNT R/W H'FD00 0018 32 

SDRAM構成設定レジスタ DBCONF R/W H'FD00 0020 32 

SDRAMタイミングレジスタ 0 DBTR0 R/W H'FD00 0030 32 

SDRAMタイミングレジスタ 1 DBTR1 R/W H'FD00 0034 32 

SDRAMタイミングレジスタ 2 DBTR2 R/W H'FD00 0038 32 

SDRAMタイミングレジスタ 3 DBTR3 R/W H'FD00 003C 32 

SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 0 DBRFPDN0 R/W H'FD00 0040 32 

SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 1 DBRFPDN1 R/W H'FD00 0044 32 

SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 2 DBRFPDN2 R/W H'FD00 0048 32 

SDRAMリフレッシュステータスレジスタ DBRFSTS R/W H'FD00 004C 32 

SDRAMモード設定レジスタ DBMRCNT W H'FD00 0060 32 

DDR-PHY部制御レジスタ 0 DBPDCNT0 R/W H'FD00 0108 32 
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表 15.5 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

DBKIND 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBSTATE 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBEN 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBCMDCNT 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBCKECNT 初期化 初期化 保持 － 保持 初期化 保持 

DBCONF 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR0 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR1 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR2 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR3 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFPDN0 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFPDN1 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFPDN2 初期化 初期化 保持  初期化 初期化 保持 

DBRFSTS 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBMRCNT 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBPDCNT0 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

 

15.3.1 SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND） 

SDRAMの種類を設定することができます。品種ごとに決められた値を設定してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DDCG[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2～0 DDCG[2:0] 000 R/W SDRAM種類 

000～011：設定禁止 

100：Mobile-DDR-SDRAM 

101：DDR2-SDRAM 

110～111：設定禁止 
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15.3.2 DBSCステータスレジスタ（DBSTATE） 

DBSTATEは、読み出し専用レジスタです。書き込みは無効です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BKUP⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ENDN⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ENDN 0 R エンディアン表示 

現在のエンディアンをモニタすることができます。品種ごとに決められた値

が設定されます。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

15.3.3 SDRAM動作許可レジスタ（DBEN） 

DBENは、リード／ライト可能なレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ACEN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

− 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ACEN 0 R/W SDRAMアクセスイネーブル 

本ビットの設定により SDRAMへのデータアクセスを許可します。SDRAM

へのデータアクセスは、本ビットを 1にして実行してください。本ビットが

0の状態で SDRAM領域にアクセス要求があると、DBSCはエラーレスポン

スを返します。 

0：SDRAMアクセス不許可 

1：SDRAMアクセス許可 

 

15.3.4 SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT） 

DBCMDCNTは、リード／ライト可能なレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CMD[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 CMD[2:0] 000 R/W SDRAMコマンド発行 

本ビットにより SDRAMの初期化シーケンス、セルフリフレッシュ移行／解

除を実行するために必要なコマンド発行を行います。このビットに書き込み

を行うと書き込み値に応じたコマンドが 1回発行されます。たとえばリフレ

ッシュコマンドを 2回発行するためには、このビットに 2回 B'100を書き

込む必要があります。プリチャージ期間、リフレッシュと次コマンドの最小

間隔などは後述の SDRAMタイミングレジスタで設定された値が用いられ

ます。読み出すと常に 0が読み出されます。 

000：通常動作時（パワーオンリセット時） 

001：設定禁止 

010：プリチャージオール（PALL）コマンド発行 

011：設定禁止 

100：リフレッシュ（REF）コマンド発行 

101～111：設定禁止 

【注】 このレジスタはオートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0）のときのみ書き込みを行

ってください。 
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15.3.5 SDRAM CKE設定レジスタ（DBCKECNT） 

DBCKECNTは、リード／ライト可能なレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CKE
EN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CKEEN 0 R/W CKE設定ビット 

本ビットにより MCKE端子の値を設定します。DDR2-SDRAMと

Mobile-DDR-SDRAMとで MCKEの初期値が異なるため、本ビットにて設定

を行います。DBSCの初期化シーケンスにて本ビットを設定してください。 

このビットが 0のとき（パワーオンリセット時）は、MSLD端子から入力さ

れる値が MCKE端子に出力されます。 

このビットを 1に設定すると、DBSC内部で生成する CKEの値が MCKE端

子に出力されます。DBSC内部で生成する CKEのパワーオンリセット時の

値はHighで、SDRAMセルフリフレッシュやSDRAMパワーダウン、SDRAM

ディープパワーダウンにより値が変化します。 

0：MSLD端子の入力値を MCKE端子に出力 

1：DBSCが MCKE端子を制御 

【注】 このレジスタは、以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

 ・ SDRAMのアクセス不許可中（DBENレジスタの ACENが 0のとき） 

 ・ オートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0のとき） 
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15.3.6 SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF） 

DBCONFは、リード／ライト可能なレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SPILT[8:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BWIDTH[1:0]BKADB5:0]BKADP[5:0]BKADM[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24～16 SPLIT[8:0] H'000 R/W メモリ構成選択 

使用するメモリ構成を選択します。SDRAMのアドレス端子と本 LSIの物理

アドレスとの関係については「15.5.9 SDRAMの外部ピンと物理アドレス

の関係」を参照ください。 

SPLITビットを xx_y_ppp_qqqとした場合に、それぞれの数値の意味と計算

式を示します。 

"x"はメモリのビット幅を示す。xx=B'10：メモリのビット幅 32bit 

"y"は 4 or 8バンクを示す。y=0：4バンク品対応、y=1：8バンク品対応 

"p"は Rowアドレス幅を示す。Rowアドレス幅= B'1010 + B'0ppp 

"q"は Columnアドレス幅を示す。Columnアドレス幅= B'0111 + B'0qqq 

xx_y_ppp_qqq：ビット、バンク（bit）、ロウ（bit）、カラム（bit）を設定 

15、14 BKADM[1:0] 00 R/W バンクアドレスの使用方法 

バンクアドレスを連続したアドレスとして扱う方法と、連続していないアド

レスとして扱う方法のいずれかを設定します。 

バンクアドレスを連続したアドレスとして扱う場合には、バンクアドレスの

アドレス位置を BKADPに設定します。 

バンクアドレスを連続していないアドレスとして扱う場合には、BA0とBA1

を別のアドレスとして扱うことができます。BA0を BKADPに設定し、BA1

を BKADBに設定します。8バンク品の場合、BA2は BA1と連続したアド

レスとして BA1の上位アドレスとして扱います。 

00：連続アドレス（BA0、BA1、BA2を BKADPで指定） 

01：非連続アドレス（下位 1ビット） 

（BA0を BKADPで指定、BA1、BA2を BKADBで指定） 

10：設定禁止 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13～8 BKADP[5:0] 000000 R/W バンクアドレスのアドレス位置 

バンクアドレスのアドレス位置は、使用するメモリ構成にあわせてカラムア

ドレスの上位をバンクアドレスとして扱う場合と、アドレス位置を指定する

場合の設定が可能です。 

カラムアドレスの上位をバンクアドレスとして扱う場合の関係については

「15.5.9 SDRAMの外部ピンと物理アドレスの関係」を参照ください。 

ただし、BKADM=B'00（連続アドレス）の場合のみ BKADPによる CASの

指定が可能です。 

000000：カラムアドレス（CAS）の上位 

001010：1Kバイト（アドレス 10を BA0に設定） 

001011：2Kバイト（アドレス 11を BA0に設定） 

001100：4Kバイト（アドレス 12を BA0に設定） 

上記以外：設定禁止 

7～2 BKADB[5:0] 000000 R/W 上位のバンクアドレスのアドレス位置（BKADMが B'01の場合の有効） 

上位のバンクアドレスのアドレス位置を指定します。BKADMにバンクアド

レスを連続していないアドレスとして扱う場合に設定したとき有効になり

ます。上位のバンクアドレスとして BA1のアドレス位置を設定します。 

なお、8バンク品の場合は、BA2は BA1の上位アドレスとして扱われます。 

ただし、BKADP=B'000000の場合、このビットは BA0の上位アドレスとし

て扱いますので設定は行えません。 

000000：指定無し 

001101：アドレス 13を BA1に設定（アドレス 14を BA2に設定） 

001110：アドレス 14を BA1に設定（アドレス 15を BA2に設定） 

001111：アドレス 15を BA1に設定（アドレス 16を BA2に設定） 

010000：アドレス 16を BA1に設定（アドレス 17を BA2に設定） 

上記以外：設定禁止 

1、0 BWIDTH[1:0] 00 R/W SDRAMバス幅設定ビット 

外部データバス幅の設定を行います。 

00：設定禁止 

01：16ビット 

10：32ビット 

11：設定禁止 

【注】 1. サポートメモリ個数 

 （1）DDR2 

 ・ 1個の 16bit幅 SDRAMあるいは 2個の 8bit幅 SDRAMを並列に接続した 16bitバス構成 

 ・ 1個の 32bit幅 SDRAMあるいは 2個の 16bit幅 SDRAMを並列に接続した 32bitバス構成 

 （2）Mobile-DDR 

 ・ 1個の 16bit幅 SDRAMを接続した 16bitバス構成 

 ・ 1個の 32bit幅 SDRAMあるいは 2個の 16bit幅 SDRAMを並列に接続した 32bitバス構成 
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 2. このレジスタは以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・ SDRAMのアクセス不許可中（DBENレジスタの ACENが 0のとき） 

  ・ オートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0のとき） 

 3. 品種ごとに決められた値を設定してください。 

 

表 15.6 SDRAM構成レジスタ設定方法（DDR2-SDRAM） 

SPLITビット メモリ構成 外部バス[bit] バンク[bit] ロウ[bit] カラム[bit] 

10_0_011_010 16M×16bit、256Mbit（2個） 32 2 13 9 

10_0_011_011 32M×16bit、512Mbit（2個） 32 2 13 10 

10_1_011_011 64M×16bit、1Gbit（2個） 32 3 13 10 

10_1_100_011 128M×16bit、2Gbit（2個） 32 3 14 10 

01_0_011_010 16M×16bit、256Mbit（1個） 16 2 13 9 

01_0_011_011 32M×16bit、512Mbit（1個） 16 2 13 10 

01_0_011_011 32M×8bit、512Mbit（2個） 16 2 13 10 

01_1_011_011 64M×16bit、1Gbit（1個） 16 3 13 10 

01_0_100_011 64M×8bit、1Gbit（2個） 16 2 14 10 

01_1_100_011 128M×16bit、2Gbit（1個） 16 3 14 10 

01_1_100_011 128M×8bit、2Gbit（2個） 16 3 14 10 

01_1_101_011 256M×8bit、4Gbit（2個） 16 3 15 10 

 

表 15.7 SDRAM構成レジスタ設定方法（Mobile-DDR-SDRAM） 

SPLITビット メモリ構成 外部バス[bit] バンク[bit] ロウ[bit] カラム[bit] 

10_0_010_001 4M×32bit、128Mbit 32 2 12 8 

10_0_010_010 8M×32bit、256Mbit 32 2 12 9 

10_0_100_001 16M××32bit、512Mbit 32 2 14 8 

10_0_011_010 16M×32bit、512Mbit 32 2 13 9 

10_0_011_011 32M×32bit、1Gbit 32 2 13 10 

10_0_100_010 32M×32bit、1Gbit 32 2 14 9 

10_0_100_011 64M×32bit、2Gbit 32 2 14 10 

10_0_100_011 64M×32bit、2Gbit 32 2 14 10 

01_0_010_010 8M×16bit、128Mbit 16 2 12 9 

01_0_011_001 8M×16bit、128Mbit 16 2 13 8 

01_0_011_010 16M×16bit、256Mbit 16 2 13 9 

01_0_011_011 32M×16bit、512Mbit 16 2 13 10 

01_0_100_011 64M×16bit、1Gbit 16 2 14 10 

01_0_100_100 128M×16bit、2Gbit 16 2 14 11 
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15.3.7 SDRAMタイミングレジスタ 0（DBTR0） 

DBTR0は、リード／ライト可能なレジスタで、SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TRAS[4:0]⎯⎯⎯CL[2:0]⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TRCD[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯TRFC[6:0]⎯

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 CL[2:0] 000 R/W CASレイテンシ設定ビット 

SDRAMの CASレイテンシを設定します。 

設定値は SDRAMの MRSに設定した CLと同じ値を設定してください。 

（CASレイテンシは、3のみをサポートします。） 

23～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～16 TRAS[4:0] 00000 R/W ACT-PRE期間設定ビット 

行活性化（ACT）コマンドから、プリチャージ（PRE）コマンドまでの最小

間隔を設定します。 

00000：1サイクル 

00001：2サイクル 

： 

10001：18サイクル 

10010～11111：設定禁止 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～8 TRFC[6:0] 000 0000 R/W REF-ACT/REF期間設定ビット 

リフレッシュ（REF）コマンドから、ACT/REFコマンドまでの最小間隔を

設定します。 

000 0000：設定禁止 

000 0001：2サイクル 

000 0010：3サイクル 

： 

110 1100：109サイクル 

110 1101～111 1111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 TRCD 000[2:0] R/W ACT-READ/WRITE期間設定ビット 

ACTコマンドから、リード／ライトコマンドまでの最小間隔を設定します。 

000：1サイクル 

001：2サイクル 

： 

101：6サイクル 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. SDRAM品種ごとで決められたパラメータ制約値を設定してください。 

 3. このレジスタは以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・ SDRAMのアクセス不許可中（DBENレジスタの ACENが 0のとき） 

  ・ オートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0のとき） 
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15.3.8 SDRAMタイミングレジスタ 1（DBTR1） 

DBTR1は、リード／ライト可能なレジスタで、SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TRP[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯CKEH[2:0]⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TWR[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯TRRD[2:0]⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 CKEH[2:0] 000 R/W CKEH期間設定ビット 

CKEを Hにしてから次のコマンドが発行されるまでの期間を設定します。 

000：1サイクル 

001：2サイクル 

： 

111：8サイクル 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 TRP[2:0] 000 R/W PRE期間設定ビット 

PREコマンドから ACT/REFコマンドまでの最小間隔を設定します。 

000：1サイクル 

001：2サイクル 

： 

101：6サイクル 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 TRRD[2:0] 000 R/W ACT(A)-ACT(B)期間設定ビット 

異なるバンク間の ACT-ACT最小期間制約を設定します。 

000：1サイクル 

001：2サイクル 

010：3サイクル 

011：4サイクル 

100～111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 TWR[2:0] 000 R/W ライトリカバリ期間設定ビット 

ライトリカバリ期間を設定します。 

000：1サイクル 

001：2サイクル 

： 

101：6サイクル 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. SDRAM品種ごとで決められたパラメータ制約値を設定してください。 

 3. このレジスタは以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ･ SDRAMのアクセス不許可中（DBENレジスタの ACENが 0のとき） 

  ･ オートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0のとき） 
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15.3.9 SDRAMタイミングレジスタ 2（DBTR2） 

DBTR2は、リード／ライト可能なレジスタで、SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TRC[4:0]⎯⎯⎯TRTP[1:0]⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WRRD[3:0]⎯⎯⎯⎯RDWR[3:0]⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25、24 TRTP[1:0] 00 R/W READ-PRE期間設定ビット 

READコマンドから PREコマンドまでの最小間隔を設定します。 

00：設定禁止 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：設定禁止 

23～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～16 TRC[4:0] 00000 R/W ACT-ACT/REF期間設定ビット 

ACTコマンドから ACTコマンド（同一バンク）／REFコマンドまでの最小

間隔を設定します。 

00000：1サイクル 

00001：2サイクル 

： 

10110：23サイクル 

10111～11111：設定禁止 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 RDWR[3:0] 0000 R/W READ-WRITE期間設定ビット 

リードコマンドからライトコマンド発行までの最小間隔を設定します。 

0000～0010：設定禁止 

0011：4サイクル 

0100：5サイクル 

： 

1000：9サイクル 

1001～1111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 WRRD[3:0] 0000 R/W WRITE-READコマンド期間設定ビット 

ライトコマンドからリードコマンド発行までの最小間隔を設定します。 

0000：設定禁止 

0001：2サイクル 

0010：3サイクル 

： 

1100：13サイクル 

1101～1111：設定禁止 

【注】 1. サイクル数は SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. SDRAM品種ごとで決められたパラメータ制約値を設定してください。 

 3. このレジスタは以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ･ SDRAMのアクセス不許可中（DBENレジスタの ACENが 0のとき） 

  ･ オートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0のとき） 
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15.3.10 SDRAMタイミングレジスタ 3（DBTR3） 

DBTR2は、リード／ライト可能なレジスタで、SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ODTL[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 ODTL[2:0] 000 R/W MODT信号アサート期間設定ビット 

MODT信号のアサート期間を設定します。1回のライトコマンドに対して

MODT信号を何サイクルアサートするかを設定します。 

000：MODT信号をアサートしない 

001：MODT信号を 1サイクルアサートする 

010：MODT信号を 2サイクルアサートする 

： 

111：MODT信号を 7サイクルアサートする 

【注】 1. SDRAM品種ごとで決められたパラメータ制約値を設定してください。 

2. このレジスタは以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ･ SDRAMのアクセス不許可中（DBENレジスタの ACENが 0のとき） 

  ･ オートリフレッシュの自動発行不許可（DBRFPDN0レジスタの ARFENが 0のとき） 
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15.3.11 SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 0（DBRFPDN0） 

DBRFPDN0は、リード／ライト可能なレジスタで、リフレッシュおよびパワーダウン動作の制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

ARFEN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SRFENDPDNPDN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 ARFEN 0 R/W オートリフレッシュ許可ビット 

このビットでオートリフレッシュを許可します。1を設定すると、SDRAM

リフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 1（DBRFPDN1）、SDRAMリフ

レッシュ／パワーダウン制御レジスタ 2（DBRFPDN2）の設定値に従って

定期的にオートリフレッシュコマンドを発行します。オートリフレッシュコ

マンド発行タイミングについての詳細は、「15.5.5 オートリフレッシュ」

を参照ください。 

0：オートリフレッシュ自動発行不許可 

1：オートリフレッシュ自動発行許可 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 PDN 0 R/W パワーダウン許可ビット 

このビットでパワーダウンモードへの移行／解除を行います。1を書き込む

ことでパワーダウンへの移行を行います。0を書き込むことで、パワーダウ

ンの解除を行います。パワーダウンへの移行／解除は「15.5.7 パワーダウ

ン」に記載の手順に従ってください。 

0：パワーダウン解除 

1：パワーダウン移行 

1 DPDN 0 R/W ディープパワーダウン許可ビット 

このビットでディープパワーダウンモードへの移行／解除を行います。1を

書き込むことでディープパワーダウンへの移行を行います。0を書き込むこ

とで、ディープパワーダウンの解除を行います。ディープパワーダウンへの

移行／解除は「15.5.8 ディープパワーダウン」に記載の手順に従ってくだ

さい。 

0：ディープパワーダウン解除 

1：ディープパワーダウン移行 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 SRFEN 0 R/W セルフリフレッシュ許可ビット 

このビットでセルフリフレッシュモードへの移行／解除を行います。1を書

き込むことで、セルフリフレッシュへの移行を行います。0を書き込むこと

でセルフリフレッシュの解除（オートリフレッシュモードへの移行）を行い

ます。ピンマルチの設定にて DDRセルフリフレッシュ通知端子（SDSELF）

側を選択している場合、SDSELF端子は DDRセルフリフレッシュモードへ

の移行／解除を外部に通知します。セルフリフレッシュ移行時は 1出力、解

除時は 0出力します。セルフリフレッシュへの移行／解除の詳細は、「15.5.4 

セルフリフレッシュ」に記載の手順に従ってください。 

0：セルフリフレッシュ解除 

1：セルフリフレッシュ移行 

 

15.3.12 SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 1（DBRFPDN1） 

DBRFPDN1は、リード／ライト可能なレジスタで、リフレッシュ制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TREFI[12:0]⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～0 TREFI[12:0] H'0000 R/W 平均リフレッシュ間隔設定ビット 

オートリフレッシュ動作の平均間隔を設定します。リフレッシュ間隔は、

SDRAMのクロックサイクル数で設定します。リフレッシュ実行時に、オー

トリフレッシュの説明で述べているリフレッシュカウンタにこの値が加算さ

れます。リフレッシュカウンタは、ユーザが直接見ることはできません。 

H'0000～H'003F：設定禁止 

H'0040：65サイクル 

H'0041：66サイクル 

： 

H'1FFF：8192サイクル 

【注】 1. メモリベンダのデータシートに記載されている平均リフレッシュ間隔（tREFI）を設定ください。 

 2. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 3. DBRFPDN1レジスタへの書き込みは、ARFENが 0のときに行ってください。 
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15.3.13 SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 2（DBRFPDN2） 

DBRFPDN2は、リード／ライト可能なレジスタで、リフレッシュ制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

LV1TH[14:0]⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LV0TH[9:0]⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～16 LV1TH[14:0] H'0000 R/W レベル 1しきい値設定ビット 

空きバスリクエスト時にリフレッシュを実施するしきい値サイクルを設定

します。サイクル数は、SDRAMの動作クロック数を示します 

• DBRFPDN1レジスタの TREFIビット値と LV1THビット値を加算したも

のが、オートリフレッシュカウンタの最大値となり、すなわちオートリ

フレッシュを定期的に発行する際のリフレッシュコマンドの最大間隔に

なります。この値が各メモリベンダのデータシートに記載された

ACT-PREコマンド間隔の範囲内におさまるように LV1THビット値を設

定してください。 

• SDRAMは 8個目のリフレッシュを投入（ポスト）後に、tREFI以上、tREFI

×9以内に REFコマンドを発行する必要があるため、LV1THは tREFI×

7を設定してください。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 LV0TH[9:0] H'000 R/W レベル 0しきい値設定ビット 

バスリクエストの切れ目でリフレッシュを実施するしきい値サイクルを設

定します。サイクル数は、SDRAMの動作クロック数を示します。 

リフレッシュカウンタのアンダフローを防ぐため、LV0THビットはバンク

ヒットページミス時のWRITE-WRITEコマンド間隔 

（tRP＋tRCD＋tWR＋CL－1）×5サイクルを設定してください。 

ただし、WRITE-WRITEコマンド期間はデータシートに記載された値に設

定してください。 

【注】 DBRFPDN2レジスタへの書き込みは、ARFENが 0のときに行ってください。 
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15.3.14 SDRAMリフレッシュステータスレジスタ（DBRFSTS） 

DBRFSTSは、リード／ライト可能なレジスタで、リフレッシュのステータスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RFUDF⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 RFUDF 0 R/W リフレッシュカウンタアンダフロービット 

リフレッシュカウンタが1から0に遷移した場合にカウンタのアンダフロー

として 1がセットされます。アンダフローが発生した場合、最大のコマンド

実行サイクル数に比べて LV0THビットの値が小さいため、カウンタ値が 0

になるまでにリフレッシュが発行できないことが原因として考えられます。

その場合は LV0THビットの値を変更してください。このビットに 0を書き

込むことにより 0にクリアできます。リフレッシュカウンタについては

「15.5.5 オートリフレッシュ」を参照してください。 

0：アンダフローなし 

1：アンダフローあり 
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15.3.15 SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT） 

DBMRCNTは、SDRAMのアドレスピン、バンクアドレスピンを直接操作してモードレジスタ、拡張モードレ

ジスタの設定を行うレジスタです。本レジスタへの書き込みを行うと、SDRAMにモードレジスタ設定（MRS）

コマンド／拡張モードレジスタ設定（EMRS）コマンドを出力するとともに、アドレスピン、バンクピンを指定の

状態に制御します。バースト長は 4、CASレイテンシは SDRAMタイミングレジスタ 0（DBTR0）の CLビットの

設定と合わせてください。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

BA[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

MA[14:0]⎯

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 － 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。読み出し値は無効です。 

18～16 BA[2:0] 不定 W バンクアドレス出力設定ビット 

モードレジスタ設定時に、バンクアドレスピン（BA）から出力される値を

設定します。設定値の読み出しはできません。 

bit18、bit17、bit16がバンクアドレス端子 BA2、BA1、BA0に対応していま

す。 

15 － 不定 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。読み出し値は無効です。 

14～0 MA[14:0] 不定 W アドレス出力設定ビット 

モードレジスタ設定時に、アドレスピン（MA）から出力される値を設定し

ます。設定値の読み出しはできません。 

bit14、bit13、･･･、bit0がアドレス端子 MA14、MA13、･･･、MA0に対応し

ています。 
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15.3.16 DDR-PHY部制御レジスタ 0（DBPDCNT0） 

DBPDCNT0はリード／ライト可能なレジスタで、DDR-PHY部の制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯0 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯OFFSET[1:0]

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯000⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

PLUP⎯⎯⎯⎯⎯⎯ODTODTENDQS⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRR/WR/WR/WRRRRR R

ビット:

初期値:

R/W:  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 OFFSET[1:0] 00 R/W リードレイテンシの OFFSET値設定ビット 

DDR2-SDRAMでは B'00、Mobile-DDR-SDRAMでは B'01を設定してくだ

さい。 

29～10 － 不定 R リザーブビット 

書き込みは無効です。 

9 DQS 0 R/W シングルモード切り替えビット 

このビットにより、DQSが差動モードかシングルモード（非差動）かを切

り替えることができます。シングルモードの場合、DDR2-SDRAMに内蔵さ

れた EMRS(1)の/DQS enableビットを Disableにする必要があります。 

0：DQS差動モード 

1：DQSシングルモード 

8 ODTEN 0 R/W ODTディスエーブルビット 

このビットを 1に設定することにより ODT制御がディスエーブルとなりま

す。Mobile-DDR-SDRAM使用時は 0のままにしてください。 

0：ODT制御をイネーブル 

1：ODT制御をディスエーブル 

7 ODT 0 R/W ODT抵抗値設定ビット 

本 LSI内蔵 ODTの抵抗値を設定します。Mobile-DDR-SDRAM使用時は無

効です。 

0：150Ω 

1：75Ω 

6～1 － 不定 R リザーブビット 

書き込みは無効です。 

0 PLUP 0 R/W プルアップ設定ビット 

このビットにより、DDR-PHY部の初期化シーケンスでのプルアップを設定

します。設定方法は「15.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

0：プルアップなし 

1：プルアップあり 
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【注】 本レジスタのビットの設定を行う場合、32bitのリードを行って初期値を調べた後、ライト可能なビット以外は初期値を

設定してください。 

 

15.4 データアライメント 

本 LSIでは、データアライメントとしてビッグエンディアンとリトルエンディアンをサポートします。データ

アライメントは、パワーオンリセット時の外部端子（MD5）の設定で決まります。 

 

表 15.8 外部端子（MD5）とエンディアン対応 

MD5 データアライメント 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 

 

本メモリコントローラは、SDRAMをバースト長 4でアクセスするため、表 15.9、表 15.10にあるようにアク

セスサイズに応じて、不要なリードデータは読み捨て、ライト時にはデータマスク信号を使いデータをマスクし

ています。表 15.9、表 15.10の回数は図 15.2に示すライト／リード時のバースト回数に対応しています。たとえ

ば、リトルエンディアンで外部バス幅 32ビット設定時、アドレス 8n+0、1、2、3のバイトアクセスが生じた場合

には、2回目（DQSの fall edgeに対応）に有効データが存在することになります。 

表 15.11～15.14に、外部バス上のデータの対応関係をアクセスサイズに応じて示します。 

なお、16バイト、32バイトアクセス時には、図 15.3にあるように、クワッドワード（8バイト）アクセスを組

み合わせて、サイズに応じて必要回 SDRAMコマンドを発行しアクセスします。SDRAMの規格上、コマンドと

して与えたアドレスに対してシーケンシャル（0→1→2→3、1→2→3→0、2→3→0→1、3→0→1→2）なアドレス

変化をするため、リード時とライト時にコマンドとして与えるアドレスが異なります。 
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MCK0

MA[13:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

無効

32bit幅：MDQS[3:0]

32bit幅：MDQ[31:0]

32bit幅：MDQM[3:0] 無効

無効

無効

無効

READ
bankA

無効

無効

無効

SDRAM
コマンド

無効

無効

無効

無効

無効 無効

WRITE
bankA

ライトデータ リードデータ

有効

有効

有効

有効

有効

有効

CL=3の例

High状態

1 
回

2 
回

3 
回

4 
回

1 
回

2 
回

3 
回

4 
回

 

図 15.2 バーストアクセス動作 
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表 15.9 外部バス幅 32ビット設定時、バースト長 4のアクセス内で有効なデータが存在する位置 

• リトルエンディアン時 

アクセスサイズ 1回目 2回目 3回目 4回目 

バイトアクセス（アドレス 8n+0,1,2,3） 無効 有効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+4,5,6,7） 有効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+0,2） 無効 有効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+4,6） 有効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+0） 無効 有効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+4） 有効 無効 無効 無効 

クワッドワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 無効 無効 

 

• ビッグエンディアン時 

アクセスサイズ 1回目 2回目 3回目 4回目 

バイトアクセス（アドレス 8n+0,1,2,3） 有効 無効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+4,5,6,7） 無効 有効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+0,2） 有効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+4,6） 無効 有効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+4） 無効 有効 無効 無効 

クワッドワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 無効 無効 
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表 15.10 外部バス幅 16ビット設定時、バースト長 4のアクセス内で有効なデータが存在する位置 

• リトルエンディアン時 

アクセスサイズ 1回目 2回目 3回目 4回目 

バイトアクセス（アドレス 8n+0,1） 無効 無効 無効 有効 

バイトアクセス（アドレス 8n+2,3） 無効 無効 有効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+4,5） 無効 有効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+6,7） 有効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+0） 無効 無効 無効 有効 

ワードアクセス（アドレス 8n+2） 無効 無効 有効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+4） 無効 有効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+6） 有効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+0） 無効 無効 有効 有効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+4） 有効 有効 無効 無効 

クワッドワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 有効 有効 

 

• ビッグエンディアン時 

アクセスサイズ 1回目 2回目 3回目 4回目 

バイトアクセス（アドレス 8n+0,1） 有効 無効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+2,3） 無効 有効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+4,5） 無効 無効 有効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+6,7） 無効 無効 無効 有効 

ワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+2） 無効 有効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+4） 無効 無効 有効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+6） 無効 無効 無効 有効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+4） 無効 無効 有効 有効 

クワッドワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 有効 有効 
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表 15.11 外部バス幅 32ビット／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

アクセスサイズ アドレス MDQ31～24 MDQ23～16 MDQ15～8 MDQ7～0 

0番地 － － － データ 7～0 

1番地 － － データ 7～0 － 

2番地 － データ 7～0 － － 

3番地 データ 7～0 － － － 

4番地 － － － データ 7～0 

5番地 － － データ 7～0 － 

6番地 － データ 7～0 － － 

バイト 

7番地 データ 7～0 － － － 

0番地 － － データ 15～8 データ 7～0 

2番地 データ 15～8 データ 7～0 － － 

4番地 － － データ 15～8 データ 7～0 

ワード 

6番地 データ 15～8 データ 7～0 － － 

0番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 ロングワード 

4番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目:4番地） データ 63～56 データ 55～48 データ 47～40 データ 39～32 クワッドワード 

0番地（2回目:0番地） データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

 

表 15.12 外部バス幅 32ビット／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

アクセスサイズ アドレス MDQ31～24 MDQ23～16 MDQ15～8 MDQ7～0 

0番地 データ 7～0 － － － 

1番地 － データ 7～0 － － 

2番地 － － データ 7～0 － 

3番地 － － － データ 7～0 

4番地 データ 7～0 － － － 

5番地 － データ 7～0 － － 

6番地 － － データ 7～0 － 

バイト 

7番地 － － － データ 7～0 

0番地 データ 15～8 データ 7～0 － － 

2番地 － － データ 15～8 データ 7～0 

4番地 データ 15～8 データ 7～0 － － 

ワード 

6番地 － － データ 15～8 データ 7～0 

0番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 ロングワード 

4番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目:0番地） データ 63～56 データ 55～48 データ 47～40 データ 39～32 クワッドワード 

0番地（2回目:4番地） データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 
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表 15.13 外部バス幅 16ビット／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

アクセスサイズ アドレス MDQ15～8 MDQ7～0 

0番地 － データ 7～0 

1番地 データ 7～0 － 

2番地 － データ 7～0 

3番地 データ 7～0 － 

4番地 － データ 7～0 

5番地 データ 7～0 － 

6番地 － データ 7～0 

バイト 

7番地 データ 7～0 － 

0番地 データ 15～8 データ 7～0 

2番地 データ 15～8 データ 7～0 

4番地 データ 15～8 データ 7～0 

ワード 

6番地 データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目:2番地） データ 31～24 データ 23～16 

0番地（2回目:0番地） データ 15～8 データ 7～0 

4番地（1回目:6番地） データ 31～24 データ 23～16 

ロングワード 

4番地（2回目:4番地） データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目:6番地） データ 63～56 データ 55～48 

0番地（2回目:4番地） データ 47～40 データ 39～32 

0番地（3回目:2番地） データ 31～24 データ 23～16 

クワッドワード 

0番地（4回目:0番地） データ 15～8 データ 7～0 
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表 15.14 外部バス幅 16ビット／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

アクセスサイズ アドレス MDQ15～8 MDQ7～0 

0番地 データ 7～0 － 

1番地 － データ 7～0 

2番地 データ 7～0 － 

3番地 － データ 7～0 

4番地 データ 7～0 － 

5番地 － データ 7～0 

6番地 データ 7～0 － 

バイト 

7番地 － データ 7～0 

0番地 データ 15～8 データ 7～0 

2番地 データ 15～8 データ 7～0 

4番地 データ 15～8 データ 7～0 

ワード 

6番地 データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目:0番地） データ 31～24 データ 23～16 

0番地（2回目:2番地） データ 15～8 データ 7～0 

4番地（1回目:4番地） データ 31～24 データ 23～16 

ロングワード 

4番地（2回目:6番地） データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目:0番地） データ 63～56 データ 55～48 

0番地（2回目:2番地） データ 47～40 データ 39～32 

0番地（3回目:4番地） データ 31～24 データ 23～16 

クワッドワード 

0番地（4回目:6番地） データ 15～8 データ 7～0 
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外部バス幅32ビット設定時

16n+0番地

16n+8番地

1回目

16n+0

16n+8

16バイトリード／ライトアクセス(合計2回コマンド発行)

32n+0番地

32n+8番地

32n+16番地

32n+24番地

1回目

32n+0

32バイトリードアクセス(合計4回コマンド発行)

32n+0

32n+16

32n+16

2回目

32n+16

32n+16

32n+0

32n+0

32n+0番地

32n+8番地

32n+16番地

32n+24番地

1回目

32n+0

32バイトライトアクセス(合計4回コマンド発行)

32n+0

32n+16

32n+16

2回目

32n+16

32n+16

32n+0

32n+0

 

図 15.3 外部バス幅 32ビット時、16/32バイトアクセス時に発生させるアドレス 
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15.5 動作説明 

15.5.1 サポートする SDRAMコマンド 

DBSCが発行する SDRAMコマンドを表 15.15に示します。コマンドはMCK0、MCK0に同期して SDRAMへ

与えられます。「n-1」はコマンドを発行する 1サイクル前に SDRAMに与えた信号の状態、「n」はコマンド発

行時の信号の状態を示しています。 
 

表 15.15 発行する SDRAMコマンド 

MCKE機  能 シンボル 

n-1 n

MCS MRAS MCAS MWE MA 

[13:11]

MA10/ 

AP 

MBA 

[2:0] 

MA 

[9:0] 

Device deslect DSEL H H H X X X X X X X 

Read READ H H L H L H V L V V 

Write WRITE H H L H L L V L V V 

Bank Activate ACT H H L L H H V V V V 

Precharge select 

bank 

PRE H H L L H L X L V X 

Precharge all banks PALL H H L L H L X H X X 

Auto refresh REF H H L L L H X X X X 

Self refresh entry 

from IDLE 

SLFRSH H L L L L H X X X X 

Self refresh exit SLFRSHX L H H X X X X X X X 

Mode register set MRS/EMRS H H L L L L V V V V 

Power down mode 

entry 

PDEN H L L H H X X X X X 

Deep power down 

mode entry 

DPDEN H L L H H L X X X X 

Power down mode 

exit 

PDEX L H H X X X X X X X 

【注】 H：ハイレベル 

 L：ローレベル 

 X：ハイレベルまたはローレベル （don't care） 

 V：有効データ 

 

上記の DSELコマンドは、SDRAMに対しアクセスを行わないときに発行するので、ユーザが明示的に発行す

ることはできません。 
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15.5.2 SDRAMコマンド発行詳細 

（1） 基本アクセス 

DBSCは、SHwyから与えられたリクエストをキューに格納した後、処理の開始は後で説明する「（2）先行プ

リチャージ／アクティベート処理」により前後しますが、完了はキューの受け付け順になります。 

初めに、リード／ライトリクエストが与えられると、SDRAMの初期化が完了した時点では、すべてのバンク

はクローズ状態でページミスとなるため、DBSCは最初にアクティベート（ACT）コマンドを発行して対応する

バンクを開きます。バンクを開いた後、リード／ライトリクエストに対応した SDRAMに対するリード/ライトコ

マンドを発行します。このとき、発行するリード／ライトコマンドの回数は、図 15.4に示すようにバス幅やリク

エストサイズ（1、2、4、8、16、32バイト）によって異なります。たとえば、外部バス幅 32ビットで SHwyから

32バイトリードを行った場合には、2回のリードコマンド発行が必要です。1サイクル目のリードコマンド発行で

データが 4バースト長分（DDRクロックで 2サイクル分）読み出されるため、リードコマンド発行は 3サイクル

目まで待たされることになります。 

アクセスが終了した時点で、DBSCはプリチャージ（PRE）コマンドを発行することなくバンクを開いたままに

しておきます。 

バンクを閉じるのは、以下の場合です。 

1. 後続のリクエストが同じバンクでロウアドレスが異なる場合 

2. オートリフレッシュ要求が発生した場合 

3. セルフリフレッシュの処理のためユーザがSDRAMコマンド制御レジスタでプリチャージオール（PALL）コ

マンドを発行した場合 

このように、セルフリフレッシュを除いた通常のアクセス時では、DBSCがバンクの管理をハードウェアで行

うため、ユーザ側での考慮は初期化時のレジスタ設定を除き不要です。 

また、本コントローラは 4バンクのマルチバンクオペレーションを行います。したがって、同時に開かれてい

るバンクの最大数は 4個です。SHwyからのアクセスアドレスと SDRAMのバンク／ロウアドレスの対応は「15.5.9 

SDRAMの外部ピンと物理アドレスの関係」を参照してください。 

なお、1Gビット品以上のサイズの SDRAMを使用する場合、使用上の注意点があります。「15.6.1 8バンク

品 DDR2-SDRAM使用上の注意事項」を参照してください。 

Read(1,2,4,8,16Byte)

Read(32Byte)

Write(1,2,4,8,16Byte)

Write(32Byte)

Read

Read ReadDSEL

Write

Write WriteDSEL

[外部バス幅32ビット時]

1回発行

2回発行

1回発行

2回発行

1サイクル 2サイクル 3サイクル 4サイクル 5サイクル 6サイクル 7サイクル

 

図 15.4 SHwyからのリクエストに応じ SDRAMに対して発行するリード／ライトコマンド 
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（2） 先行プリチャージ／アクティベート処理 

DBSCは、SDRAMのマルチバンク機能を生かし、SDRAMコマンドの空きサイクルをできるだけなくしバスの

利用効率を上げるため、後続のリクエストキューのページミス処理に対応する PRE/ACTコマンドを先行して発行

します。先行するのは PRE/ACTコマンドのみですので、リードライトの順番が崩れることはありません。先行

PRE/ACTコマンドを発行するのは、後続リクエストが（1）ページミスかつ（2）現在処理中のリクエストと異な

ったバンクへのアクセスの場合に限られます。先行プリチャージ／アクティベート処理の実行例を図 15.5に示し

ます。この例では、外部バス幅が 32ビットで、PRE-ACT最小時間制約が 3サイクル、ACT-READ/WRITE最小時

間制約が 3サイクル、ACT(A)－ACT(B)最小時間制約が 2サイクルのとき、SDRAMに対するコマンド発行がどの

ように行われているかを示しています。この例では、1番目から 4番目までリクエストが積まれており 1番目が最

初にキューに与えられたリクエストです。 

まず、DBSCは Time1で 1番目の Read（16Byte）のリクエスト処理に対する PREコマンドを SDRAMへ発行し

ます。その後、時刻 Time2で発行するコマンドを決定する際、優先順位の高い 1番目の Read（16Byte）のリクエ

スト処理として必要な ACTコマンドの発行は、タイミング制約のために Time2では発行することができないこと

がわかります。そのため、DBSCは Time2で発行するコマンドを後続のリクエストキューから検索します。検索

の結果、3番目の Read（8Byte）と 4番目の Read（16Byte）のリクエストが、先行プリチャージ処理可能であるこ

とがわかります。DBSCは先行したリクエストを優先するため、3番目の Read（8Byte）に対する先行プリチャー

ジ処理を行うことを決定し、SDRAMへ PREコマンドを発行します。 

時刻が Time3に進んだ際、Time3でも 1番目の Read（16Byte）のリクエスト処理に対する ACTコマンド発行が

行えないため、後続のリクエストキューから発行できるコマンドを検索します。ここでも 3番目の Read（8Byte）

に対するリクエスト処理の ACTコマンド発行はタイミング制約のために行うことができず、結果として 4番目の

Read（16Byte）のリクエスト処理に対応した PREコマンド発行を選択します。 

Time4になって、1番目の Read（16Byte）のリクエスト処理を実行することができるようになり、SDRAMへ

ACTコマンドを発行します。 

その後は、上記で示した処理を繰り返します。 

リクエスト
番号

1番目

2番目

3番目

4番

SDRAMへのコマンド

目

リクエスト
内容

Read(16Byte)

Read(32Byte)

Read(8Byte)

Read(16Byte)

アクセス
対象バンク

Bank0

Bank1

Bank2

Bank3

リクエスト時
ページ状態

Miss

Hit

Miss

Miss

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

PRE

PRE PRE PRE ACT ACT READ ACT READ READ READREAD

PRE

PRE

ACT

ACT

READ

READ READ

READ

READ

Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time

バースト長4のため、READ-READ間は必ず2サイクルになります。

ACT

 

 

図 15.5 先行プリチャージ／アクティベート処理の例 
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15.5.3 初期化シーケンス 

リセット後、SDRAMへのアクセスを許可する前に、SDRAMを初期化するために初期化シーケンスを実施する

必要があります。初期化シーケンスは以下の手順に従って実行してください。SDRAMへの設定内容、手順につい

ては一例ですので、各メモリベンダのデータシートに記載された手順に従ってください。 

（1） DDR2-SDRAMの初期化シーケンス 

1. 電源やリファレンス電圧、SDRAMに供給されるクロックが安定した後、最低でも200μs待ってください。 

2. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）の設定を行ってください。このとき、PLUPビットを1にしてくだ

さい。 

3. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）、SDRAMタイミングレジ

スタ1（DBTR1）、SDRAMタイミングレジスタ2（DBTR2）、SDRAMタイミングレジスタ3（DBTR3）の設

定を行ってください。 

4. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）のDDCGビットによりメモリ種をDDR2-SDRAMに設定してください。 

5. SDRAM CKE設定レジスタ（DBCKECNT）のCKEEN設定ビットを1に設定してください。 

6. 400ns待ってください。 

7. コマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）に書き込みを行うことにより、PALLコマンドを発行してください。 

8. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにEMRS(2)コマンドを発

行し、その後、EMRS(3)コマンドを発行してください。 

9. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにEMRSコマンドを発行

し、各種パラメータを設定し、DLLをイネーブルに設定してください。 

10. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにMRSコマンドを発行し、

各種パラメータを設定してください。このとき、動作モードは通常モード、DLLリセットはリセット、バー

スト長は4、バーストタイプはシーケンシャルに設定してください。なお、Additive Latencyは0、CASレイテ

ンシはSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせて設定してください。 

11. コマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）に書き込みを行うことにより、PALLコマンドを発行し、続いてREF コ

マンドを2回以上発行してください。 

12. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにMRSコマンドを発行し、

各種パラメータを設定してください。この時、DLLリセット無しに設定してください。 

13. 11で発行したMRSコマンドからSDRAMクロック単位で最低でも200サイクル待ってください。たとえば、

DBSCのDBSCステータスレジスタ（DBSTATE）に対して40回のダミーのリードを行ってください。 

14. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定してください。 

15. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ1（DBRFPDN1）、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン

制御レジスタ2（DBRFPDN2）の設定を行います。 

16. SDRAMへリードを行ってください。SDRAM空間であれば、どのアドレスへのリードでも構いません。 

17. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行し、続いてREF（リフレッシュ）コマンドを発行してください。 
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18. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）の設定を行ってください。このとき、PLUPビットを0にしてくだ

さい。 

19. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを1（オートリフレッシ

ュ自動発行許可）に設定してください。これ以降、通常アクセスが可能となります。 

（2） Mobile-DDR-SDRAMの初期化シーケンス 

1. 電源やSDRAMに供給されるクロックが安定するまで待ってください。 

2. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）の設定を行います。このとき、PLUPビットを1にしてください。 

3. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）、SDRAMタイミングレジ

スタ1（DBTR1）、SDRAMタイミングレジスタ2（DBTR2）の値を設定してください。 

4. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）のDDCGビットによりメモリ種をMobile-DDR-SDRAMに設定してくだ

さい。 

5. SDRAM CKE設定レジスタ（DBCKECNT）のCKEEN設定ビットを1に設定してください。 

6. 200μs待ってください。 

7. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行してください。 

8. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにMRSコマンドを発行し、

各種パラメータを設定します。このとき、バースト長は4、バーストタイプはシーケンシャルに設定し、CAS

レイテンシはSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせてください。 

9. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにEMRSコマンドを発行

し、各種パラメータを設定してください。 

パーシャルセルフリフレッシュを使用する場合は、ここで設定を行ってください。 

10. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットに2回書き込みを行うことによりREF（リフレ

ッシュ）コマンドを2回発行してください。 

11. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定してください。 

12. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ1（DBRFPDN1）、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン

制御レジスタ2（DBRFPDN2）の設定を行ってください。 

13. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行してください。 

14. SDRAMへリードを行ってください。SDRAM空間であれば、どのアドレスへのリードでも構いません。 

15. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行し、続いてREF（リフレッシュ）コマンドを発行してください。 

16. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）の設定を行ってください。このとき、PLUPビットを0にしてくだ

さい。 

17. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを1（オートリフレッシ

ュ自動発行許可）に設定してください。これ以降、通常アクセスが可能となります。 
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15.5.4 セルフリフレッシュ 

SDRAMにアクセスする必要が無い場合、セルフリフレッシュモードに移行することで、SDRAM中のデータ内

容を保持したまま消費電力を抑えることが可能です。また、本 LSIの低消費電力モードやクロック周波数変更時

にはセルフリフレッシュモードに移行させる必要があります。 

セルフリフレッシュモードへの移行は、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 0（DBRFPDN0）の

セルフリフレッシュ許可ビット（SRFEN）に 1を書き込むことで行います。また、セルフリフレッシュの解除（オ

ートリフレッシュモードへ移行）は、セルフリフレッシュ許可ビット（SRFEN）に 0を書き込むことで行います。 

以下にセルフリフレッシュへの移行／解除の手順を示します。ここに示すシーケンスは例ですので、詳細は各

メモリベンダのデータシートに従って設定してください。 
 

（1） DDR2-SDRAMのセルフリフレッシュ 

• セルフリフレッシュへの移行 

1. SDRAMへのデータアクセスはすべて停止してください。割り込み処理によりCPUからSDRAMへのデータア

クセスを発生させないようにするため、CPUを割り込み禁止に設定してください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを0（オートリフレッシ

ュ自動発行不許可）に設定します。 

4. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行します。 

5. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりREF（リフレッシュ）コマンドを発行し

ます。 

6. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のSRFENビットを1に設定することによ

り、セルフリフレッシュに移行します。 

7. CPUを割り込み許可に設定します。 

 

• セルフリフレッシュの解除 

1. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）の設定を行ってください。このとき、PLUPビットを1にしてくだ

さい。 

2. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）、SDRAMタイミングレジ

スタ1（DBTR1）、SDRAMタイミングレジスタ2（DBTR2）、SDRAMタイミングレジスタ3（DBTR3）の設

定を行ってください。 

3. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）のDDCGビットによりメモリ種をDDR2-SDRAMに設定してください。 

4. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のSRFENビットを1に設定してください。 

5. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のSRFENビットを0に設定することによ

り、セルフリフレッシュを解除してください。 
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6. SDRAM CKE設定レジスタ（DBCKECNT）のCKEEN設定ビットを1に設定してください。 

7. 400ns待ってください。 

8. コマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）に書き込みを行うことにより、PALLコマンドを発行してください。 

9. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにEMRS(2)コマンドを発

行し、その後、EMRS(3)コマンドを発行してください。 

10. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにEMRSコマンドを発行

し、各種パラメータを設定し、DLLをイネーブルに設定してください。 

11. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにMRSコマンドを発行し、

各種パラメータを設定してください。このとき、動作モードは通常モード、DLLリセットはリセット、バー

スト長は4、バーストタイプはシーケンシャルに設定してください。なお、Additive Latencyは0、CASレイテ

ンシはSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせて設定してください。 

12. コマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）に書き込みを行うことにより、PALLコマンドを発行し、続いてREF

コマンドを2回以上発行してください。 

13. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにMRSコマンドを発行し、

各種パラメータを設定してください。このとき、DLLリセット無しに設定してください。 

14. 11で発行したMRSコマンドからSDRAMクロック単位で最低でも200サイクル待ってください。たとえば、

DBSCのDBSCステータスレジスタ（DBSTATE）に対して40回のダミーのリードを行ってください。 

15. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定してください。 

16. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ1（DBRFPDN1）、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン

制御レジスタ2（DBRFPDN2）の設定を行います。 

17. SDRAMへリードを行ってください。SDRAM空間であれば、どのアドレスへのリードでも構いません。 

18. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行し、続いてREF（リフレッシュ）コマンドを発行してください。 

19. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）の設定を行ってください。このとき、PLUPビットを0にしてくだ

さい。 

20. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを1（オートリフレッシ

ュ自動発行許可）に設定してください。 

 

（2） Mobile-DDR-SDRAMのセルフリフレッシュ 

• セルフリフレッシュへの移行 

1. SDRAMへのアクセスを停止してください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定してください。 

3. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを0（オートリフレッシ

ュ自動発行不許可）に設定してください。 

4. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド
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を発行してください。 

5. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりREF（リフレッシュ）コマンドを発行し

てください。 

6. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のSRFENビットを1に設定することによ

り、セルフリフレッシュに移行します。 

 

• セルフリフレッシュの解除 

1. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のPLUPビットを1に設定してください。 

2. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）、SDRAMタイミングレジ

スタ1（DBTR1）、SDRAMタイミングレジスタ2（DBTR2）にてレジスタセットの値を設定してください。 

3. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）のDDCGビットによりメモリ種をMobile-DDR-SDRAMに設定してくだ

さい。 

4. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のSRFENビットを1に設定してください。 

5. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のSRFENビットを0に設定することによ

り、セルフリフレッシュを解除してください。 

6. SDRAM CKE設定レジスタ（DBCKECNT）のCKEEN設定ビットを1に設定してください。 

7. 200μs待ってください。 

8. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行してください。 

9. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにMRSコマンドを発行し、

各種パラメータを設定します。このとき、バースト長は4、バーストタイプはシーケンシャルに設定し、CAS

レイテンシはSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせてください。 

10. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMにEMRSコマンドを発行

し、各種パラメータを設定します。このとき、パーシャルリフレッシュの設定を行ってください。 

11. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットに2回書き込みを行うことによりREF（リフレ

ッシュ）コマンドを2回発行します。 

12. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定してください。 

13. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ1（DBRFPDN1）、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン

制御レジスタ2（DBRFPDN2）の設定を行ってください。 

14. リードを1回行ってください。その際、読み出されるデータは無効です。SDRAMエリアのどの番地でも構い

ません（メモリの仕様に従って必要に応じ、READコマンド発行前にACTコマンド等を発行してください）。 

15. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行してください。 

16. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットにREF（リフレッシュ）コマンドを発行します。 

17. DDR-PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT0）のPLUPビットを0に設定してください。 
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18. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを1（オートリフレッシ

ュ自動発行許可）に設定してください。 

 

15.5.5 オートリフレッシュ 

SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 0（DBRFPDN0）のオートリフレッシュ許可ビット（ARFEN）

が 1のとき、オートリフレッシュが定期的に発行されます。SDRAMへのデータアクセスを行う場合には、このモ

ードを用います。平均リフレッシュ間隔は、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 1（DBRFPDN1）

の TREFIビットで設定します。 

オートリフレッシュによるデータ転送能力の低下を最小限にするために、オートリフレッシュの実施タイミン

グを 

• Level0：トランザクションの1回のコマンド終了時にリフレッシュ発行 

• Level1：リクエストの空きサイクルにリフレッシュを発行 

• Level2：リフレッシュを発行しない 

の 3レベルに分けて制御可能です。Level0と Level1のしきい値は SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レ

ジスタ 2（DBRFPDN2）の LV0THビット、Level1と Level2のしきい値は LV1THビットで設定します。 

リフレッシュタイミングは、14ビットのリフレッシュカウンタにより制御されます。リフレッシュカウンタは、

リフレッシュが行われるまで、SDRAMクロックサイクルでダウンカウントされます。リフレッシュが行われると、

SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 1（DBRFPDN1）の TREFIビットで設定した平均リフレッシ

ュ間隔分、カウンタ値が加算されます。図 15.6にリフレッシュ動作とリフレッシュカウンタの更新の 1例を示し

ます。 

リフレッシュは、PALL（プリチャージオール）コマンドを用いて全バンクのプリチャージを実施してから、REF

（オートリフレッシュ）コマンドを発行します。したがって、リフレッシュ後は、すべてのバンクに対するデー

タアクセスは、ページミス状態になります。 

【注】 リフレッシュカウンタが Level0になっても、リフレッシュが行われるのは 16byte転送単位の切れ目です。この切れ目

でカウンタ値が Level0以下であれば、オートリフレッシュが入ります。16byteデータアクセスを処理するクロックサ

イクル（Pre-Act-Wr-Wrコマンド間隔）も考慮して、Level0の値を設定ください。また、Lock中でもリフレッシュは

行われます。 
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図 15.6 リフレッシュ動作とリフレッシュカウンタの更新例 

 

15.5.6 パーシャルセルフリフレッシュ 

SDRAMにアクセスする必要が無い場合、パーシャルセルフリフレッシュモードに移行することで、SDRAM中

のデータ内容を保持したまま消費電力を抑えることが可能です。 

パーシャルリフレッシュでは、バンクの数の 1/2あるいは 1/4のみをセルフリフレッシュに移行することが可能

です。SDRAMモードレジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行うことにより、SDRAMに EMRSコマンドを発行し、

パーシャルリフレッシュの設定を行います。 
 

15.5.7 パワーダウン 

SDRAMにアクセスする必要が無い場合、パワーダウンモードに移行することで、SDRAMの内部クロックを非

活性にして、デバイスの消費電力を低く抑えることが可能です。 

パワーダウンモードへの移行は、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 0（DBRFPDN0）のパワー

ダウンビット（PDN）に 1を書き込むことで行います。また、パワーダウンの終了は SDRAMリフレッシュ／パ

ワーダウン制御レジスタ 0（DBRFPDN0）のパワーダウンビット（PDN）に 0を書き込むことで行います。 

パワーダウン中はオートリフレッシュを発行することにより、SDRAMのデータを保持することができます。 

パワーダウンへの移行時は、以下の手順に従ってください。 

ここに示すシーケンスは例ですので、各メモリベンダのデータシートに従って設定してください。 

1. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

2. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行します。 

3. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のPDNビットを1に設定することにより、

パワーダウンを開始します。 

 

パワーダウンを終了するときには、以下の手順に従ってください。 
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1. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のPDNビットを0に設定することにより、

パワーダウンを終了します。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

 



 

15. DDR用バスコントローラ（DBSC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  15-45 

2013.01.18  

 

SH7724 

15.5.8 ディープパワーダウン 

SDRAMにアクセスする必要が無い場合、ディープパワーダウンモードに移行することで、SDRAMの内部クロ

ックを非活性にして、デバイスの消費電力を低く抑えることが可能です。 

ディープパワーダウンモードへの移行は、SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ（DBRFPDN）の

ディープパワーダウンビット（DPDN）に 1を書き込むことで行います。また、ディープパワーダウンの終了は

SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ（DBRFPDN）のディープパワーダウンビット（DPDN）に 0

を書き込むことで行います。 

ここに示すシーケンスは例ですので、各メモリベンダのデータシートに従って設定してください。 

ディープパワーダウンへの移行時は、以下の手順に従ってください。 

1. SDRAMへのアクセスを停止します。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを0（オートリフレッシ

ュ自動発行不許可）に設定します。 

4. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発行します。 

5. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ（DBRFPDN0）のDPDNビットを1に設定することにより、

ディープパワーダウンを開始します。この間でクロックの停止、開始を行えます。 

 

ディープパワーダウンを終了するときは、以下の手順に従ってください。 

1. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ（DBCMDCNT）のDPDNビットを0に設定することにより、

ディープパワーダウンを終了します。 

2. SDRAMへのアクセスが可能になるまでの時間として200μs待ちます。 

3. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットによりPALL（プリチャージオール）コマンド

を発します。 

4. SDRAMモード設定レジスタ（DBMRCNT）に書き込みを行う事により、MRSコマンド、EMRSコマンドを発

行し、各種パラメータを設定します。 

5. SDRAMコマンド制御レジスタ（DBCMDCNT）のCMDビットに2回書き込みを行うことによりREF（リフレ

ッシュ）コマンドを2回発行します。 

6. SDRAM動作許可レジスタ（DBEN）のACENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

7. SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ0（DBRFPDN0）のARFENビットを1（オートリフレッシ

ュ自動発行許可）に設定します。 

8. SDRAMアクセス可能となります。 
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15.5.9 SDRAMの外部ピンと物理アドレスの関係 

SDRAMの外部ピンと、SHwyトランザクション上の物理アドレスの関係を示します。 
 

（1） DDR2-SDRAM 
 

表 15.16 SDRAMのアドレス端子と物理アドレスの関係（外部バス幅 32bit（BWIDTH=B'10）時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A12 A11 － － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 16M×16b 

COL － A12 A11 － － － － AP － A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A13 A12 － － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 32M×16b 

COL － A13 A12 － － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW A14 A13 A12 － － A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×16b 

COL A14 A13 A12 － － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW A14 A13 A12 － A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×16b 

COL A14 A13 A12 － － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の物理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 

表 15.17 SDRAMのアドレス端子と物理アドレスの関係（外部バス幅 16bit（BWIDTH=B'01）時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 16M×16b 

COL － A11 A10 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW － A12 A11 － － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×16b 

COL － A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW － A12 A11 － － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×8b 

COL － A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 － － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×16b 

COL A13 A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW － A12 A11 － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 64M×8b 

COL － A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 － A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 128M×16b 

COL A13 A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

ROW A13 A12 A11 － A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 128M×8b 

COL A13 A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の物理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

2. APはオートプリチャージオプションを示します。 
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（2） Mobile-DDR-SDRAM 
 

表 15.18 SDRAMのアドレス端子と物理アドレスの関係（外部バス幅 32bit（BWIDTH=B'10）時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － － A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 4M×32b 

COL － A11 A10 － － － AP － － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 8M×32b 

COL － A12 A11 － － － AP － A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A11 A10 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 16M×32b 

COL － A11 A10 － － － AP － － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 16M×32b 

COL － A12 A11 － － － AP － A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A13 A12  A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 32M×32b 

COL － A13 A12 － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 32M×32b 

COL － A12 A11 － － － AP － A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A13 A12 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×32b 

COL － A13 A12 － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 8M×16b 

COL － A12 A11 － － － AP － A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A11 A10 － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 8M×16b 

COL － A11 A10 － － － AP － － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 16M×16b 

COL － A12 A11 － － － AP － A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A13 A12 － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 32M×16b 

COL － A13 A12 － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A13 A12 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×16b 

COL － A13 A12 － － － AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の物理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 
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表 15.19 SDRAMのアドレス端子と物理アドレスの関係（外部バス幅 16bit（BWIDTH=B'01）時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 16M×16b 

COL － A11 A10 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 32M×16b 

COL － A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － － A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 32M×8b 

COL － A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW A13 A12 A11 － － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×16b 

COL A13 A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW － A12 A11 － A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 64M×8b 

COL － A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW A13 A12 A11 － A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×16b 

COL A13 A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

ROW A13 A12 A11 － A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×8b 

COL A13 A12 A11 － － － － AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の物理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 

15.5.10 バンクアドレスの位置調整 

SDRAM構成レジスタの設定によって、SDRAMのデータ幅やカラム数に依存せずに、物理アドレスにおけるバ

ンクアドレス端子の位置を固定することが可能です。また、バンクアドレスの各ビットを、非連続の位置に設定

することも可能です。 

（1） バンクアドレスを連続アドレスとして使用する場合 

連続アドレスとして使用する場合は、BKADMに B'00を設定します。この場合のバンクアドレスの位置は

BKADPにて指定します。バンクアドレスの位置は、カラムアドレスの上位に設定する場合とアドレス位置を指定

する場合が設定できます。アドレス位置を指定する場合は、バンクアドレスの下位ビット（BA0）の位置を指定

します。 

以下では、DDR2-SDRAMで外部バス幅 16bit時に、16bit幅 32M×16bitの SDRAM1個つないだ例で説明します。 
 

表 15.20 BKADM=B'00、BKADP=B'000000の場合 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 16M×16b 

COL － A11 A10 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 
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表 15.21 BKADM=B'00、BKADP=B'001010の場合 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 16M×16b 

COL － A11 A10 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

表 15.22 BKADM=B'00、BKADP=B'001100の場合 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A13 A12 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A11 A10 16M×16b 

COL － A13 A12 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

（2） バンクアドレスを非連続アドレスとして使用する場合 

非連続アドレスとして使用する場合には、BKADMに B'01を設定します。この場合の下位のバンクアドレスの

位置は BKADPにて、上位のバンクアドレスは BKADBにて指定します。下位のバンクアドレスの位置は、カラ

ムアドレスの上位に設定する場合とアドレス位置を指定する場合が設定できます。アドレス位置を指定する場合

は、バンクアドレスの下位ビット（BA0）の位置を指定します。上位のバンクアドレスの位置はアドレス位置を

設定できます。アドレス位置を指定する場合は、バンクアドレスの上位ビット（BA1）の位置を指定します。8バ

ンク品の場合、BA2は BA1の上位に位置します。 

以下では、DDR2-SDRAMで外部バス幅 16bit時に、16bit幅 64M×16bitの SDRAM1個つないだ例で説明します。 
 

表 15.23 BKADM=B'00、BKADP= B'000000、BKADB= B'000000の場合 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A11 A10 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A13 A12 16M×16b 

COL － A11 A10 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

表 15.24 BKADM= B'01、BKADP= B'000000、BKADB= B'001101の場合 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A13 A10 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14 A12 A11 16M×16b 

COL － A13 A10 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 

 

表 15.25 BKADM= B'01、BKADP= B'001100、BKADB= B'010000の場合 

種類  BA2 BA1 BA0 MA14 MA13 MA12 MA11 MA10 MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0 

ROW － A16 A12 － － A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A15 A14 A13 A11 A10 16M×16b 

COL － A16 A12 － － － － AP － A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 
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（3） バンクアドレス設定組み合わせ 

SDRAM構成設定レジスタのバンクアドレス位置設定に関するビットには、以下の組み合わせ設定が可能です。

以下で示された設定以外の設定をしないでください。 
 

表 15.26 バンクアドレス設定組み合わせ 

BKADM BKADP BKADB 

00 000000 000000 

00 001010 000000 

00 001011 000000 

00 001100 000000 

01 001010 001101 

01 001010 001110 

01 001010 001111 

01 001010 010000 

01 001011 001101 

01 001011 001110 

01 001011 001111 

01 001011 010000 

01 001100 001101 

01 001100 001110 

01 001100 001111 

01 001100 010000 
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15.5.11 SDRAMアクセスとタイミング制約について 

本節では、SDRAMの基本アクセスと観測される波形の関係を示した後、SDRAMアクセスと SDRAMタイミン

グレジスタ 0～2（DBTR0～DBTR2）の設定による CASレイテンシ（CL）、tRAS、tRFC、tRCD、tRP、tRRD、tWR、

tRTP、tRC、READ-WRITE間最小間隔、WRITE-READ間最小間隔の制約の対応を示します。 

（1） SDRAM基本アクセス 

本節では基本的な SDRAMアクセスであるリード、ライト、オートリフレッシュ、セルフリフレッシュ動作時

に外部バスで観測される波形について説明します。 

例として、DDR2-SDRAMの 32ビットバス幅設定時、1/2/4/8/16バイトリードを行った場合の波形を図 15.7に

示します。READコマンドを 1回だけ発行するシングルリードとなります。この図の例では、バンク Aに対する

リードアクセス処理が ACTコマンド発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合には READ

コマンド発行からアクセスが開始されます。 

MCK0

MA[13:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bankA bankA

無効

無効

無効

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDQM[3:0] 無効

無効 無効

SDRAM
コマンド

無効

無効

CL=3の例

有効

有効

有効

有効

有効

有効

High状態

READ
リードデータ

 

図 15.7 1/2/4/8/16バイトリード（32ビットバス幅設定） 
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DDR2-SDRAMの 32ビットバス幅設定時、32バイトリードを行った場合の波形を、図 15.8に示します。32バ

イトリードアクセスを行うため、READコマンドを 2回発行しています。この図の例では、バンク Aに対するリ

ードアクセス処理が ACTコマンド発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合には、READ

コマンド発行からアクセスが開始されます。 

MCK0

MA[13:11 ]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bankA

READ
bankA

無効 無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDQM[3:0] 無効

無効 無効

リードデータ
SDRAM
コマンド

有効無効

READ
bankA

無効 無効有効無効

無効 無効有効無効

有効 有効

有効 有効

有効 有効

High状態

CL=3の例

 

図 15.8 32バイトリード（32ビットバス幅設定） 
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DDR2-SDRAMの 32ビットバス幅設定時、1/2/4/8/16バイトライトを行った場合の波形を図 15.9に示します。 

WRITEコマンドを 1回だけ発行するシングルライトとなります。この図の例では、バンク Aに対するライトア

クセス処理が ACTコマンド発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合にはWRITEコマン

ド発行からアクセスが開始されます。 

MCK0

MA[13:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bankA bankA

無効

無効

無効

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDQM[3:0]

無効 無効

SDRAM
コマンド

無効

無効

無効 無効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

High状態

CL=3の例

ライトデータ

WRITE
 

図 15.9 1/2/4/8/16バイトライト（32ビットバス幅設定） 
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DDR2-SDRAMの 32ビットバス幅設定時、32バイトライトを行った場合の波形を、図 15.10に示します。 

32バイトライトアクセスを行うため、WRITEコマンドを 2回発行しています。この図の例では、バンク Aに

対するライトアクセス処理がACTコマンド発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合には、

WRITEコマンド発行からアクセスが開始されます。 

MCK0

MA[13:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bankA bankA

無効 無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDQM[3:0]

無効 無効

SDRAM
コマンド

無効

無効 無効

無効 無効無効

無効 無効無効

CL=3の例

有効 有効

有効 有効

有効 有効

ライトデータ

bankA
WRITEWRITE

有効

有効

有効

High状態

 

図 15.10 32バイトライト（32ビットバス幅設定） 
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図 15.11に SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 0,、1、2の設定により発生したオートリフレッ

シュ動作時の波形を示します。 

本メモリコントローラは、REFコマンド発行前にSDRAMのバンクが一つでもアクティベートされている場合、

PALLコマンドを発行してから REFコマンド発行を自動的に行います。そのため、オートリフレッシュ動作のた

めに、バンクがすべてプリチャージされていることをソフトウェアで管理する必要はありません。 

MCK0

MA[13:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDQM[3:0] 無効

無効

無効

無効

PALL

無効

REFSDRAM
コマンド

High状態

 

図 15.11 オートリフレッシュ動作 
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図 15.12にセルフリフレッシュ動作を示します。セルフリフレッシュ動作を行うためには、シーケンスを守る

必要があり、詳細は「15.5.4 セルフリフレッシュ」に記載がありますので参照してください。 

「15.5.4 セルフリフレッシュ」のシーケンスとおりに処理を行うと、SDRAMに対して与えるコマンドは図

15.12のようになります。セルフリフレッシュへ遷移させる前に、PALLコマンドをソフトウェアにて発行します。

その後、ソフトウェアで REFコマンドを発行し、ソフトウェアで SLFRSH（セルフリフレッシュ）コマンドを発

行します。ソフトウェアでセルフリフレッシュ解除を行うまで SDRAMはセルフリフレッシュ状態になります。

ソフトウェアでの SLFRSHX（セルフリフレッシュ解除）コマンド発行後、REFコマンド発行までの時間には

SDRAMが要求する制約があり、時間 tXSNRだけ待つ必要があります。 
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図 15.12 セルフリフレッシュ動作 
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（2） タイミング制約について 

図 15.13に CL、tRAS、tRCD、tRPの設定値とコマンド発行の関係を示します。図 15.14には tRRD、tRTPの関

係、図 15.15には tWRの関係、図 15.16には tRCの関係、図 15.17には READ-WRITE間の関係、図 15.18には

WRITE-READ間の関係、図 15.19には tRFCの関係を示しています。 

図 15.13は、バンク Aが開かれている状態で同じバンク Aに対するリードアクセスがありページミスが発生し

た場合の動作に対応しています。PREコマンドと ACTコマンド間の制約 tRP、ACTコマンドと READコマンド間

の制約 tRCD、ACTコマンドと PREコマンド間の制約 tRASが関係します。本メモリコントローラは各制約を満

たすまでコマンドの発行を延期します。 
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図 15.13 tRP、tRCD、CL、tRASについて 
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図 15.14は、バンク A、Bのページが共に閉じており、バンク Cのページが開かれてページヒットしている場

合を示しています。まずバンク Aの ACTコマンド発行から開始し、tRRD時間制約を満たした後、バンク Bの

ACTコマンドを発行します。バンク Aの ACTコマンド発行から tRCD時間経過したため、READコマンド発行が

可能になります。READコマンドはバースト長 4なので 2サイクル後に、バンク Bに対する READコマンドを発

行することが可能になります。さらに 2サイクル後、バンク Cに対する READコマンドを発行します。ただし、

次のリクエストはバンク Cを閉じる必要のあるアクセスなので、tRTP時間経過後に PREコマンドを発行してい

ます。 
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図 15.14 tRRD、tRTPについて 

 



 

15. DDR用バスコントローラ（DBSC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  15-59 

2013.01.18  

 

SH7724 

図 15.15は、ライトリクエスト後にバンク Bを閉じる必要のあるアクセスが生じた場合を示しています。WRITE

コマンド発行後に、PREコマンド発行のためには、ライトデータが出力されてから tWR時間以上経過を待つ必要

があります。 
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図 15.15 tWRについて 
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図 15.16は、ページが閉じられていたバンク Aのリードアクセスの後、オートリフレッシュを行う場合の例で

す。バンク Aに対して ACTコマンドと READコマンドを発行してデータリードを行った後、オートリフレッシ

ュを行うため、PALLコマンドを使いすべてのバンクを閉じる必要があります。PALLコマンド発行のためには、

tRAS時間制約を満たす必要があり、それまで PALLコマンド発行が延期されます。その後、REFコマンドを発行

する際、tRPと tRC時間を同時に満たす必要があります。それらの制約がすべて満たされた際に、REFコマンド

が発行されオートリフレッシュが行われます。 
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図 15.16 tRCについて 
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図 15.17は READコマンド発行後、WRITEコマンドを発行した場合の例です。本メモリコントローラは、READ

コマンド発行後、WRITEコマンド発行のために、最低 RDWRで規定した時間分経過するのを待ちます。 
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図 15.17 READ-WRITE間最小間隔について 
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図 15.18はWRITEコマンド発行後、READコマンドを発行した場合の例です。本メモリコントローラは、WRITE

コマンド発行後、READコマンド発行のために、最低WRRDで規定した時間分経過するのを待ちます。 
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図 15.18 WRITE-READ間最小間隔について 
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図 15.19は REFコマンド発行後、READリクエストが発生した場合の動作例です。本コントローラは REFコマ

ンド発行後、tRFCで規定した時間分、ACTコマンド発行を待ちます。 
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図 15.19 tRFCについて 
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15.5.12 初期化およびセルフリフレッシュ解除時などでの時間確保方法 

DBSCのレジスタ設定により初期化設定を行ったり、セルフリフレッシュ解除を行う際に、SDRAMの仕様から

規定時間の経過を待つ必要があります。その待ち方の一例として DBSCステータスレジスタ（DBSTATE）のリー

ドを行う方法があります。DBSCステータスレジスタ（DBSTATE）のリードを実行すると、メモリクロックで最

低 8サイクル分時間が経過します。166MHz動作であれば、1回の DBSTATEの読み出しで 48ns程度時間が経過

します。これを利用して、リードアクセスを必要回数繰り返すことにより時間の確保が可能です。 
 

15.5.13 MCKE信号の動作について 

MCKE信号の動作を図 15.20を用いて説明します。 

DDR2-SDRAM使用時はMSLD端子をローレベル、Mobile-DDR-SDRAM使用時はMSLD端子をハイレベルに固

定することにより、各 SDRAMの要求するMCKE端子のレベルが出力されます。 

パワーオンリセット解除後、CKE設定レジスタ（DBCKECNT）の CKEENビットに B'1を書き込むことにより、

MCKE信号はイネーブル状態であるハイレベル出力になります。この後、DBSCの状態遷移に従ってMCKE端子

は変化し、セルフリフレッシュやパワーダウン、ディープパワーダウンの際にローレベル出力となります。 

MCKE 不定

パワーオンリセット

パワーオンリセット解除

DBCKECNTレジスタのCKEENビットに1を書き込
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0を設定（セルフリフレッシュ解除）  

図 15.20 MCKE信号動作（MSLDがローレベルのとき） 
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15.6 使用上の注意事項 

15.6.1 8バンク品 DDR2-SDRAM使用上の注意事項 

DDR2-SDRAMの規格から、8バンク品には同時にアクティベートできるバンク数に制約があります。 

この制約は、アクティベートしておくバンク数が常に 4バンクを超えなければ守ることができます。この制約

を守るため、本メモリコントローラは、（BA2,BA1,BA0）=（1,X,Y）と（0,X,Y）は同じバンクに対するアクセス

として取り扱います。この扱いにより同時にアクティベートされるバンク数は 4までとなります。動作例として、

（BA2,BA1,BA0）=（0,0,0）のバンクに対応するページが開かれており、次に（BA2,BA1,BA0）= （1,0,0）のア

クセスが生じた場合を考えます。本メモリコントローラは（BA2,BA1,BA0）=（0,0,0）に対応するバンクのページ

を PREコマンドにより閉じてから、（BA2,BA1,BA0）=（1,0,0）に対応するバンクに対し ACTコマンドを与えて

ページを開き、アクセスを行います。 

本コントローラは上記の制御を行うため、同時に動作するプログラムを（BA2,BA1,BA0）=（1,X,Y）と（0,X,Y）

になるアドレス領域に配置すると、ページミスが多く発生する場合があります。 
 

15.6.2 SDRAMに対する ODT制御信号出力に関する注意事項 

本コントローラから SDRAMに対して ODT制御信号を出力する場合には、下記の注意点があります。 

• SDRAMへODT制御信号を出力する場合、CASレイテンシはDDRクロックで最低3サイクル、かつ、SDRAM

タイミングレジスタ3のMODT信号アサート期間設定ビット（ODTL）を2サイクルに設定してください。図

15.21に示すように、MODT信号をアサートします。 

なお、本コントローラは tAONDが 2サイクル、tAOFDが 2.5サイクルのメモリのみサポートしています。 
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図 15.21 CL=3のときの ODT制御信号 
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15.6.3 低消費電力モードとクロック周波数変更時の注意事項 

DBSCのクロック停止または周波数変更時には、事前に SDRAMをセルフリフレッシュモードに移行させてく

ださい。この場合、セルフリフレッシュを解除する際に DDR-PHY部の初期化が必要です。「15.5.4 セルフリフ

レッシュ」の手順に従ってセルフリフレッシュモードへの移行、解除を行ってください。 

上記の手順が必要になるのは以下の場合です。 

• ソフトウェアスタンバイ、R-スタンバイ、U-スタンバイの各モード。詳細は「第18章 リセット、低消費電

力モード」を参照してください。 

• PLL逓倍率やSφクロック分周率を変更する場合。詳細は「第17章 クロックパルス発振器（CPG）」を参

照してください。 
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16. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

本 LSIは、ダイレクトメモリアクセスコントローラを 2モジュール（DMAC0/1）内蔵しています。 

DMAC0/1は、独立したバスマスタとして動作し、DACK（転送要求受け付け信号）付き外部デバイス、外部メ

モリ、内蔵メモリ、メモリマップド外部デバイス、内蔵周辺モジュール間のデータ転送を、CPUに代わって高速

に行うことができます。 

16.1 特長 

DMAC0/1は、それぞれ下記の特長があります。 

• チャネル数：各モジュールごとに6チャネル（合計12チャネル） 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は4Gバイト 

• 転送データ長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、8バイト、16バイト、32バイト 

• 最大転送回数：16,777,216回 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 転送要求： 

外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリクエストの3種類から選択可能。 

内蔵周辺モジュールリクエストを発行できるものは、以下のモジュールです。 

SCIF0～SCIF2、SCIFA3～SCIFA5、MSIOF0/1、SDHI0/1、MMCIF、TSIF、IrDA、USB0/1 

• バスモード： 

サイクルスチールモード（通常モードとインタミッテントモード）とバーストモードから選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送ハーフエンド時およびデータ転送終了時、また、アドレスエラー発生時にCPUへ

割り込み要求を発生可能 

• 外部リクエスト検出：DREQ入力のロー／ハイレベル検出、立ち上がり／立ち下がりエッジ検出から選択可

能（DMAC0のチャネル0およびチャネル1） 

• 転送要求受け付け信号：DACKは独立にアクティブレベルを設定可能（DMAC0のチャネル0およびチャネル1） 
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DMACのブロック図を図 16.1に示します。 
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【記号説明】

【注】

SARm 
SARBn 
DARm 
DARBn 
TCRm 
TCRBn 
CHCRm 
DMAOR 
DMARS0 2 
INTm 
AdrsErr 
m
n

: DMAソースアドレスレジスタ 
: DMAソースアドレスレジスタB
: DMAデスティネーションアドレスレジスタ 
: DMAデスティネーションアドレスレジスタB
: DMAトランスファカウントレジスタ 
: DMAトランスファカウントレジスタB
: DMAチャネルコントロールレジスタ
: DMAオペレーションレジスタ
: DMA拡張リソースセレクタ
: DMA転送終了／ハーフエンド割り込み要求* 
: アドレスエラー割り込み要求 
: 0、1、2、3、4、5 
: 0、1、2、3

バス
インタフェース

*　ハーフエンド割り込みはCH0～CH3のみ有効  

図 16.1 DMACのブロック図 
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16.2 入出力端子 

DMAC0は、外部バス用に 2チャネル分の端子（チャネル 0およびチャネル 1）を持ちます。外部バスに接続す

る端子の構成を表 16.1に示します。なお、DMAC1は、外部バス用の端子を持ちません。 
 

表 16.1 外部バスに対する端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

DREQ0 DMA転送要求 入力 外部デバイスから DMAC0のチャネル 0への DMA転送要求入力 

DACK0 DMA転送要求受け付け 出力 DMAC0のチャネル 0から外部デバイスへのDMA転送要求受け付

け出力 

DREQ1 DMA転送要求 入力 外部デバイスから DMAC0のチャネル 1への DMA転送要求入力 

DACK1 DMA転送要求受け付け 出力 DMAC0のチャネル 1から外部デバイスへのDMA転送要求受け付

け出力 

 

16.3 レジスタの説明 

DMAC0/1のレジスタ構成を表 16.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 16.3に示し

ます。各チャネルのレジスタについては、チャネル 0の SARは SAR_0のように表記しています。 
 

表 16.2 DMACレジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

DMA0ソースアドレスレジスタ_0 DMA0_SAR_0 R/W H'FE00 8020 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_0 DMA0_DAR_0 R/W H'FE00 8024 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_0 DMA0_TCR_0 R/W H'FE00 8028 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_0 DMA0_CHCR_0 R/W H'FE00 802C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_1 DMA0_SAR_1 R/W H'FE00 8030 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_1 DMA0_DAR_1 R/W H'FE00 8034 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_1 DMA0_TCR_1 R/W H'FE00 8038 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_1 DMA0_CHCR_1 R/W H'FE00 803C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_2 DMA0_SAR_2 R/W H'FE00 8040 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_2 DMA0_DAR_2 R/W H'FE00 8044 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_2 DMA0_TCR_2 R/W H'FE00 8048 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_2 DMA0_CHCR_2 R/W H'FE00 804C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_3 DMA0_SAR_3 R/W H'FE00 8050 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_3 DMA0_DAR_3 R/W H'FE00 8054 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_3 DMA0_TCR_3 R/W H'FE00 8058 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_3 DMA0_CHCR_3 R/W H'FE00 805C 32 

DMA0オペレーションレジスタ DMA0_DMAOR R/W H'FE00 8060 16 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

DMA0ソースアドレスレジスタ_4 DMA0_SAR_4 R/W H'FE00 8070 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_4 DMA0_DAR_4 R/W H'FE00 8074 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_4 DMA0_TCR_4 R/W H'FE00 8078 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_4 DMA0_CHCR_4 R/W H'FE00 807C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_5 DMA0_SAR_5 R/W H'FE00 8080 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_5 DMA0_DAR_5 R/W H'FE00 8084 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_5 DMA0_TCR_5 R/W H'FE00 8088 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_5 DMA0_CHCR_5 R/W H'FE00 808C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_0 DMA0_SARB_0 R/W H'FE00 8120 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_0 DMA0_DARB_0 R/W H'FE00 8124 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_0 DMA0_TCRB_0 R/W H'FE00 8128 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_1 DMA0_SARB_1 R/W H'FE00 8130 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_1 DMA0_DARB_1 R/W H'FE00 8134 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_1 DMA0_TCRB_1 R/W H'FE00 8138 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_2 DMA0_SARB_2 R/W H'FE00 8140 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_2 DMA0_DARB_2 R/W H'FE00 8144 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_2 DMA0_TCRB_2 R/W H'FE00 8148 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_3 DMA0_SARB_3 R/W H'FE00 8150 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_3 DMA0_DARB_3 R/W H'FE00 8154 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_3 DMA0_TCRB_3 R/W H'FE00 8158 32 

DMA0拡張リソースセレクタ_0 DMA0_DMARS_0 R/W H'FE00 9000 16 

DMA0拡張リソースセレクタ_1 DMA0_DMARS_1 R/W H'FE00 9004 16 

DMA0拡張リソースセレクタ_2 DMA0_DMARS_2 R/W H'FE00 9008 16 

DMA1ソースアドレスレジスタ_0 DMA1_SAR_0 R/W H'FDC0 8020 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_0 DMA1_DAR_0 R/W H'FDC0 8024 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_0 DMA1_TCR_0 R/W H'FDC0 8028 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_0 DMA1_CHCR_0 R/W H'FDC0 802C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_1 DMA1_SAR_1 R/W H'FDC0 8030 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_1 DMA1_DAR_1 R/W H'FDC0 8034 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_1 DMA1_TCR_1 R/W H'FDC0 8038 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_1 DMA1_CHCR_1 R/W H'FDC0 803C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_2 DMA1_SAR_2 R/W H'FDC0 8040 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_2 DMA1_DAR_2 R/W H'FDC0 8044 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_2 DMA1_TCR_2 R/W H'FDC0 8048 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_2 DMA1_CHCR_2 R/W H'FDC0 804C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_3 DMA1_SAR_3 R/W H'FDC0 8050 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_3 DMA1_DAR_3 R/W H'FDC0 8054 32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

DMA1トランスファカウントレジスタ_3 DMA1_TCR_3 R/W H'FDC0 8058 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_3 DMA1_CHCR_3 R/W H'FDC0 805C 32 

DMA1オペレーションレジスタ DMA1_DMAOR R/W H'FDC0 8060 16 

DMA1ソースアドレスレジスタ_4 DMA1_SAR_4 R/W H'FDC0 8070 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_4 DMA1_DAR_4 R/W H'FDC0 8074 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_4 DMA1_TCR_4 R/W H'FDC0 8078 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_4 DMA1_CHCR_4 R/W H'FDC0 807C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_5 DMA1_SAR_5 R/W H'FDC0 8080 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_5 DMA1_DAR_5 R/W H'FDC0 8084 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_5 DMA1_TCR_5 R/W H'FDC0 8088 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_5 DMA1_CHCR_5 R/W H'FDC0 808C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_0 DMA1_SARB_0 R/W H'FDC0 8120 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_0 DMA1_DARB_0 R/W H'FDC0 8124 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_0 DMA1_TCRB_0 R/W H'FDC0 8128 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_1 DMA1_SARB_1 R/W H'FDC0 8130 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_1 DMA1_DARB_1 R/W H'FDC0 8134 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_1 DMA1_TCRB_1 R/W H'FDC0 8138 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_2 DMA1_SARB_2 R/W H'FDC0 8140 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_2 DMA1_DARB_2 R/W H'FDC0 8144 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_2 DMA1_TCRB_2 R/W H'FDC0 8148 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_3 DMA1_SARB_3 R/W H'FDC0 8150 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_3 DMA1_DARB_3 R/W H'FDC0 8154 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_3 DMA1_TCRB_3 R/W H'FDC0 8158 32 

DMA1拡張リソースセレクタ_0 DMA1_DMARS_0 R/W H'FDC0 9000 16 

DMA1拡張リソースセレクタ_1 DMA1_DMARS_1 R/W H'FDC0 9004 16 

DMA1拡張リソースセレクタ_2 DMA1_DMARS_2 R/W H'FDC0 9008 16 
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表 16.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

DMA0_SAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_DAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_TCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_CHCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_DMAOR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_SARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_TCRB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_DMARS_0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_SAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_TCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_CHCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DMAOR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_SARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_TCRB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DMARS_0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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16.3.1 DMAソースアドレスレジスタ_0～5（DMA0_SAR_0～DMA0_SAR_5、

DMA1_SAR_0～DMA1_SAR_5） 

SARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送元のアドレスを指定します。DMA転

送中は、次の転送元アドレスを示しています。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。8バイト、16バイト、32バイトで転送を行う場合は、8バイト、16バイト、32バイト境界に値を

設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SAR

SAR

 
 

16.3.2 DMAソースアドレスレジスタ B_0～3（DMA0_SARB_0～DMA0_SARB_3、

DMA1_SARB_0～DMA1_SARB_3） 

SARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで SARに再設定す

る DMA転送元のアドレスを指定します。CPUからの SARへの書き込みデータが SARBにも書き込まれます。SAR

と異なるアドレスを設定したい場合は、SAR書き込み後に SARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。8バイト、16バイト、32バイトで転送を行う場合は、8バイト、16バイト、32バイト境界に値を

設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SARB

SARB

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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16.3.3 DMAデスティネーションアドレスレジスタ_0～5（DMA0_DAR_0～

DMA0_DAR_5、DMA1_DAR_0～DMA0_DAR_5） 

DARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送先のアドレスを指定します。DMA転

送中は、次の転送先アドレスを示しています。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。8バイト、16バイト、32バイトで転送を行う場合は、8バイト、16バイト、32バイト境界に値を

設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DAR

DAR

 
 

16.3.4 DMAデスティネーションアドレスレジスタ B_0～3（DMA0_DARB_0～

DMA0_DARB_3、DMA1_DARB_0～DMA1_DARB_3） 

DARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで DARに再設定す

る DMA転送先のアドレスを指定します。CPUからの DARへの書き込みデータが DARBにも書き込まれます。

DARと異なるアドレスを設定したい場合は、DAR書き込み後に DARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。8バイト、16バイト、32バイトで転送を行う場合は、8バイト、16バイト、32バイト境界に値を

設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DARB

DARB
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16.3.5 DMAトランスファカウントレジスタ_0～5（DMA0_TCR_0～DMA0_TCR_5、

DMA1_TCR_0～DMA1_TCR_5） 

TCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送回数を指定します。 

転送回数は、設定値が H'0000 0001のときは 1回、H'00FF FFFFのときは 16,777,215回で、H'0000 0000のときは

16,777,216回（最大転送回数）になります。DMA転送中は、残りの転送回数を示しています。 

TCRの上位 8ビットは、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCR

TCR

 
 

16.3.6 DMAトランスファカウントレジスタ B_0～3（DMA0_TCRB_0～

DMA0_TCRB_3、DMA1_TCRB_0～DMA1_TCRB_3） 

TCRBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUからの TCRへの書き込みデータが TCRB

にも書き込まれます。ハーフエンド機能使用時は、ハーフエンド検出に使用する初期値保持レジスタとして用い

られます。また、本レジスタは、リピートモードで TCRに再設定する DMA転送回数を指定します。リロードモ

ードでは、DMA転送回数の設定および転送回数カウンタとして用いられます。 

リロードモードにおいて、下位 16ビットは転送回数カウンタとして動作し、値が 0になると SAR／DARが更

新され、TCRBの上位 16ビットが下位 16ビットにロードされます。上位 16ビットは、リロードするまでの転送

回数を設定してください。リロードモード使用時、下位側へは上位側と同じ値を設定してください。また、リロ

ードモード使用時は、CHCRの HIEビットを 0とし、ハーフエンド機能を使用しないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCRB

TCRB
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16.3.7 DMAチャネルコントロールレジスタ_0～5（DMA0_CHCR_0～

DMA0_CHCR_5、DMA1_CHCR_0～DMA1_CHCR_5） 

DMAn_CHCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送モードを制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/(W)* R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/(W)* R/W

— LCKN — — RPT[2:0] DA DO — TS[3:2] HE HIE AM AL

DM[1:0] SM[1:0] RS[3:0] DL DS TB TS[1:0] IE TE DE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 LCKN 0 R/W サイクルスチールモードのバス権解放許可ビット 

サイクルスチールモードの読み出しと書き込みの間に、DMAC以外のバス

マスタにバス権を解放するかどうかを設定します。初期状態では、DMAC

がバス権を保持します。このビットを 1に設定することにより、DMAC以

外のバスマスタのバス要求が受け付けられ、システム全体のバス使用率を

上げることが可能です。 

本ビットは、サイクルスチールモード時に設定できます。バーストモード

時には 1を設定しないでください。 

0：読み出しと書き込みの間にバス権を解放抑止 

1：読み出しと書き込みの間にバス権を解放許可 

29、28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～25 RPT[2:0] 000 R/W DMA設定更新指定ビット 

本ビットは CHCR_0～3でのみ有効となります。 

000：通常モード（従来 DMAC動作） 

001：リピートモード：SAR／DARをリピート領域として使用 

010：リピートモード：DARをリピート領域として使用 

011：リピートモード：SARをリピート領域として使用 

100：リザーブ（設定禁止） 

101：リロードモード：SAR／DARをリロード領域として使用 

110：リロードモード：DARをリロード領域として使用 

111：リロードモード：SARをリロード領域として使用 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 DA 0 R/W DREQ同期入力指定ビット 

DREQを非同期信号としてサンプリングするか、同期信号としてサンプリ

ングするかを選択します。本ビットは、DMAC0の CHCR_0/CHCR_1での

み有効となります。 

0：DREQを非同期信号としてサンプリング 

1：DREQを同期信号としてサンプリング 

23 DO 0 R/W DMAオーバラン 

DREQをオーバラン 0で検出するか、オーバラン 1で検出するかを選択し

ます。本ビットは、DMAC0の CHCR_0/CHCR_1でのみ有効です。 

0：DREQをオーバラン 0で検出 

1：DREQをオーバラン 1で検出 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 TS[3:2] 00 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[1:0]と合わせて DMA転送サイズの設定を行います。 

転送元または転送先が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレ

ジスタの場合には、必ずその転送サイズを選んでください。 

2分割転送は、16/32バイト転送を 1/2サイズ 2回に分割して転送するモー

ドです。周辺モジュールで 16バイト転送する場合は、16バイト 2分割を

選択してください。 

転送元または転送先として SARまたは DARに設定するアドレスは、転送

サイズとアドレス境界を必ず一致させてください。 

TS[3:0] 

0000：バイト単位 

0001：ワード（2バイト）単位 

0010：ロングワード（4バイト）単位 

0011：16バイト単位転送 

0100：32バイト単位転送 

0111：8バイト単位転送 

1011：16バイト 2分割（8バイト単位×2） 

1100：32バイト 2分割（16バイト単位×2） 

上記以外：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 HE 0 R/(W)* ハーフエンドフラグビット 

HIE（ビット 18）に 1を設定し、転送回数が転送開始前に設定した TCRの

値の 1/2（右に 1ビットシフトした値）になると、HEは 1になります。転

送回数が転送開始前に設定した値の 1/2になる前に、NMI割り込み、アド

レスエラーによって転送が終了した場合およびDEビット、DMAORのDME

ビットをクリアして転送を終了させた場合には、HEビットはセットされま

せん。また、HEビットに 1がセットされてから NMI割り込み、アドレス

エラーによって転送が終了した場合および DEビット（ビット 0）、DMAOR

の DMEビットをクリアして転送を終了させた場合、HEビットはセットさ

れたままとなります。HEビットのクリアは、HEビットの 1を読み出して

から 0を書き込む必要があります。本ビットは CHCR_0～3でのみ有効と

なります。HEビットのクリアを行わない時は常に1を書き込んでください。

1の書き込みはフラグの値に影響しません。 

0：DMA転送中または DMA転送中断で、 

TCR＞（転送前にセットした TCR）/2 

[クリア条件] 

HEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：TCR ≦（転送前にセットした TCR）/2 

18 HIE 0 R/W ハーフエンドインタラプトイネーブルビット 

転送回数が、転送開始前にセットした TCRの値が 1/2になった時点で、CPU

に割り込み要求するかどうかを指定します。HIEビットを 1にセットした

場合、HEビットがセットされると CPUに対し割り込みを要求します。リ

ロードモード設定時は本ビットを 0に設定してください。 

本ビットは CHCR_0～3でのみ有効となります。 

0：TCR＝（転送前にセットした TCR）/2で割り込み要求禁止 

1：TCR＝（転送前にセットした TCR）/2で割り込み要求許可 

17 AM 0 R/W アクノリッジモード 

デュアルアドレスモードで、DACKをデータ読み出しサイクルで出力する

か、書き込みサイクルで出力するかを選択します。 

本ビットは、DMAC0の CHCR_0/CHCR_1でのみ有効となります。 

0：読み出しサイクルで DACKを出力（デュアルアドレスモード） 

1：書き込みサイクルで DACKを出力（デュアルアドレスモード） 

16 AL 0 R/W アクノリッジレベル 

DACK信号をハイアクティブにするかローアクティブにするかを指定しま

す。本ビットは、DMAC0の CHCR_0/CHCR_1でのみ有効となります。 

0：DACKをローアクティブ出力 

1：DACKをハイアクティブ出力 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 DM[1:0] 00 R/W デスティネーションアドレスモード 

DMA転送先のアドレスの増減を指定します。 

00：デスティネーションアドレスは固定 

16/32バイト分割転送モード時、1つ目の転送と 2つ目の転送でアド

レスがインクリメントされます。DARに設定したアドレスは書き換

わらないため、2回目以降も同じアドレスが出力されます。 

01：デスティネーションアドレスは増加 

バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

8バイト単位転送時は＋8 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：デスティネーションアドレスは減少 

バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

8/16/32バイト単位転送時は設定禁止 

11：デスティネーションアドレスは固定 

対象モジュール内でのアドレス変化を抑止したい場合に設定しま

す。16/32バイト分割転送モード時も、アドレスは変化しません。 

例）外部デバイスや周辺モジュールが持つ FIFOを指定するとき 

13、12 SM[1:0]  00 R/W ソースアドレスモード 

DMA転送元のアドレスの増減を指定します。 

00：ソースアドレスは固定 

16/32バイト分割転送モード時、1つ目の命令と 2つ目の命令でアド

レスがインクリメントされます。SARに設定したアドレスは書き換

わらないため、2回目以降も同じアドレスが出力されます。 

01：ソースアドレスは増加 

バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

8バイト単位転送時は＋8 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：ソースアドレスは減少 

バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

8/16/32バイト単位転送時は設定禁止 

11：ソースアドレスは固定 

対象モジュール内でのアドレス変化を抑止したい場合に設定しま

す。16/32バイト分割転送モード時も、アドレスは変化しません。 

例）外部デバイスや周辺モジュールが持つ FIFOを指定するとき 



 

16. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

16-14  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 RS[3:0] 0000 R/W リソースセレクト 

転送要求元を指定します。転送要求元の変更は、必ず DMAイネーブルビッ

ト（DE）が 0の状態で行ってください。 

0000：外部リクエスト、デュアルアドレスモード 

0100：オートリクエスト 

1000：DMA拡張リソースセレクタで選択 

上記以外：設定禁止 

【注】外部リクエストの指定は、DMAC0の CHCR_0/CHCR_1のみ有効で

す。その他のチャネルでは外部リクエストの設定禁止となります。 

7 

6 

DL 

DS 

0 

0 

R/W 

R/W 

DREQレベル、DREQエッジセレクト 

DREQ入力の検出方法と、検出レベルを選択します。本ビットは、DMAC0

の CHCR_0/CHCR_1でのみ有効となります。また、その他のチャネルおよ

び DMAC0の CHCR_0/CHCR_1でも、転送要求元を内蔵周辺モジュール、

またはオートリクエストに指定した場合、本ビットは無効となります。 

00：ローレベル検出 

01：立ち下がりエッジ検出 

10：ハイレベル検出 

11：立ち上がりエッジ検出 

5 TB 0 R/W トランスファバスモード 

DMA転送のバスモードを選択します。 

0：サイクルスチールモード 

1：バーストモード 

4、3 TS[1:0] 00 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[3:2]（ビット 21、20）の説明を参照してください。 

2 IE 0 R/W インタラプトイネーブル 

DMA転送終了時に CPUに割り込み要求するかどうかを指定します。IEビ

ットを 1にセットした場合、TEビットがセットされると、CPUに対し割

り込み（DEI）を要求します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TE 0 R/(W)* トランスファエンドフラグ 

TCRの値が 0になり、DMA転送が終了すると、TEビットは 1にセットさ

れます。TCRが 0にならないときに、NMI割り込み、DMAアドレスエラ

ーによって転送が終了した場合、および DEビット、DMAORの DMEビッ

トをクリアして転送を終了させた場合には、TEビットはセットされませ

ん。TEビットをクリアするには、TEビットの 1を読み出してから 0を書

き込みます。TEビットがセットされていると、DEビットを 1にしていて

も転送は許可されません。TEビットのクリアを行わない時は常に 1を書き

込んでください。1の書き込みはフラグの値に影響しません。 

0：DMA転送中または DMA転送の転送中断 

[クリア条件] 

TEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：（TCR＝0により）DMA転送終了 

0 DE 0 R/W DMAイネーブル 

DMA転送を許可または禁止します。 

オートリクエストモードでは、DEビットおよび DMAORの DMEビットを

1にセットすると転送を開始します。ただし、TEビット、DMAORの NMIF

ビット、AEビットのすべてが 0であることが必要です。 

外部リクエスト、周辺モジュールリクエストでは、DEビットと DMEビッ

トを 1にセットした後で、さらに該当デバイスまたは該当周辺モジュール

から DMA転送要求があると転送を開始します。ただし、この場合にもオー

トリクエストモードと同じく、TEビット、NMIFビット、AEビットのすべ

てが 0であることが必要です。 

DEビットを 0にクリアすると、転送を中断することができます。 

0：DMA転送を禁止 

1：DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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16.3.8 DMAオペレーションレジスタ（DMA0_DMAOR、DMA1_DMAOR） 

DMAORは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタで、DMA転送時のチャネルの優先順位を指定しま

す。また、DMAの転送状態（ステータス）も示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R R R/(W)*R/(W)* R/W

CMS[3:0] — — PR[1:0] — — — — — AE NMIF DME

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 CMS[3:0] 0000 R/W サイクルスチールモードセレクト 

サイクルスチールモード時に通常モードとインタミッテントモードを選択

します。インタミッテントモードを有効にするためには、全チャネルのバ

スモードがサイクルスチールモードであることが必要です。 

0000：通常モード 

0010：インタミッテントモード 16 

外部バスクロック 16クロックに 1回 DMA転送を実行 

0011：インタミッテントモード 64 

外部バスクロック 64クロックに 1回 DMA転送を実行 

0100：インタミッテントモード 256 

外部バスクロック 256クロックに 1回 DMA転送を実行 

上記以外：設定禁止 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PR[1:0]  00 R/W プライオリティーモード 

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャネルの優

先順位を決定するビットです。 

00：CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

01：CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5 

10：設定禁止 

11：ラウンドロビンモード 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 AE 0 R/(W)* アドレスエラーフラグ 

DMA転送中にアドレスエラー割り込みが発生したことを示すフラグです。

本ビットは、以下の条件でセットされます。 

• SARまたは DARに設定された値が転送サイズ境界と不一致の場合 

• 転送元または転送先が無効空間の場合 

• 転送元または転送先がモジュールストップ中の場合 

AEビットがセットされると、CHCRの DEビットと DMAORの DMEビッ

トを 1にセットしても、DMA転送は許可されません。AEビットのクリア

を行わない時は常に 1を書き込んでください。1の書き込みはフラグの値に

影響しません。 

0：DMACによるアドレスエラー割り込みなし 

[クリア条件] 

AEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：DMA転送中にアドレスエラー割り込み発生 

1 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

NMI割り込みが発生したことを示すフラグです。NMIFビットがセットされ

ると、CHCRの DEビットと DMAORの DMEビットを 1にセットしても、

DMA転送は許可されません。 

NMIが入力されたとき、少なくとも実行中の DMA転送の 1転送単位までは

行われます。DMACが動作していないときにNMI割り込みが入力されても、

NMIFビットは 1にセットされます。NMIFビットのクリアを行わない時は

常に 1を書き込んでください。1の書き込みはフラグの値に影響しません。 

0：NMI割り込みなし 

[クリア条件] 

NMIFビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：NMI割り込み発生 

0 DME 0 R/W DMAマスタイネーブル 

すべてのチャネルの DMA転送を許可または禁止します。 

DMEビットおよび CHCRの DEビットを 1にセットすると、DMA転送が

許可されます。ただし、転送を行うチャネルの CHCRにある TEビットと

DMAORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0であることが必要です。

DMEビットをクリアするとすべてのチャネルのDMA転送が中断されます。 

0：全チャネルの DMA転送を禁止 

1：全チャネルの DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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16.3.9 DMA拡張リソースセレクタ_0～2（DMA0_DMARS_0～DMA0_DMARS_2、

DMA1_DMARS_0～DMA1_DMARS_2） 

DMARSは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。DMARS_0はチャネル 0および 1、DMARS_1

はチャネル 2および 3、DMARS_2はチャネル 4および 5の周辺モジュールからの DMA転送要求元を設定します 

表 16.4以外のMID／RIDを設定したときの動作は、保証できません。DMARSからの転送要求は、CHCR_0～5

のリソースセレクトビット（RS[3:0]）＝B'1000に設定したときのみ有効です。B'1000以外の場合は、DMARSを

設定しても転送要求元として受け付けられません。 
 

• DMARS_0の設定 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C1MID[5:0] C1RID[1:0] C0MID[5:0] C0RID[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C1MID[5:0] 000000 R/W DMAチャネル 1転送要求元モジュール ID5～0（MID） 

表 16.4参照 

9、8 C1RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 1転送要求元レジスタ ID1、0（RID） 

表 16.4参照 

7～2 C0MID[5:0] 000000 R/W DMAチャネル 0転送要求元モジュール ID5～0（MID） 

表 16.4参照 

1、0 C0RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 0転送要求元レジスタ ID1、0（RID） 

表 16.4参照 

 

• DMARS_1の設定 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C3MID[5:0] C3RID[1:0] C2MID[5:0] C2RID[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C3MID[5:0] 000000 R/W DMAチャネル 3転送要求元モジュール ID5～0（MID） 

表 16.4参照 

9、8 C3RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 3転送要求元レジスタ ID1、0（RID） 

表 16.4参照 

7～2 C2MID[5:0] 000000 R/W DMAチャネル 2転送要求元モジュール ID5～0（MID） 

表 16.4参照 

1、0 C2RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 2転送要求元レジスタ ID1、0（RID） 

表 16.4参照 
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• DMARS_2の設定 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C5MID[5:0] C5RID[1:0] C4MID[5:0] C4RID[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C5MID[5:0] 000000 R/W DMAチャネル 5転送要求元モジュール ID5～0（MID） 

表 16.4参照 

9、8 C5RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 5転送要求元レジスタ ID1、0（RID） 

表 16.4参照 

7～2 C4MID[5:0] 000000 R/W DMAチャネル 4転送要求元モジュール ID5～0（MID） 

表 16.4参照 

1、0 C4RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 4転送要求元レジスタ ID1、0（RID） 

表 16.4参照 
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16.4 動作説明 

DMACは、DMA転送要求があると決められたチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了条件が満

たされると転送を終了します。転送要求には、オートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエ

ストの 3種類のモードがあります。バスモードは、バーストモードとサイクルスチールモードを選択することが

できます。 

16.4.1 DMA転送要求 

DMA転送要求はデータの転送元または転送先に発生させるのが基本的な使い方ですが、転送元でも転送先でも

ない外部デバイスや内蔵周辺モジュールに発生させる使い方もできます。 

転送要求には、オートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 3種類があります。転

送要求の選択は、DMAチャネルごとに CHCRの RS[3:0]ビットおよび DMARS0、DMARS1、DMARS2によって

行います。 

（1） オートリクエストモード 

オートリクエストモードは、メモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵周辺モジュールとメモリ転送

のように、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC内部で自動的に転送要求信号を発生するモードです。

DMAチャネルごとに、CHCRの DEビットおよび DMAORの DMEビットを 1にセットすると転送が開始されま

す。ただし、CHCRの AEビット、NMIFビットがすべて 0である必要があります。 

（2） 外部リクエストモード 

外部リクエストモードは、LSIの外部デバイスからの転送要求信号（DREQ）によって転送を開始させるモード

です。DMAC0のチャネル 0／チャネル 1のみ有効です。DMA転送が許可されているとき（DE＝1、DME＝1、TE

＝0、AE＝0、NMIF＝0）に DREQが入力されると DMA転送が開始されます。 

DREQをエッジで検出するかレベルで検出するかは、CHCR_0の DREQレベル（DL）ビットと DREQエッジセ

レクト（DS）ビットで選択します（チャネル 0の場合）。転送要求元は、必ずしもデータの転送元か転送先であ

る必要はありません。 

DREQが受け付けられると、DREQ端子は要求受け付け不可能状態となります。受け付けた DREQに対するア

クノリッジ DACKを出力した後、再び DREQ端子は要求を受け付けることが可能になります。 

DREQをレベル検出で使うとき、DACKを出力して次の DREQを検出するタイミングによって、リクエストと

同じ回数の転送を実行して中断する場合（オーバラン 0）と、リクエストより 1つ多い回数の転送を実行して中断

する場合（オーバラン 1）があります。オーバランを 0にするか 1にするかは、CHCR_0の DOビットで選択しま

す（チャネル 0の場合）。 

（3） 内蔵周辺モジュールリクエストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストモードでは、内蔵周辺モジュールからの DMA転送要求信号によって転送が実

行されます。DMA転送要求信号には、表 16.4に示す転送要求元があります。 

内蔵周辺モジュールリクエストモード選択時に、DMA転送許可状態（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF

＝0）であると、転送要求信号によって転送が実行されます。 

転送要求を SCIFの送信データエンプティ転送要求に設定した場合、転送先を当該 SCIFのトランスミットデー
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タレジスタとする必要があります。同様に、転送要求を SCIFの受信データフル転送要求に設定した場合、転送元

を当該 SCIFのレシーブデータレジスタとする必要があります。これらは表 16.4に記載の他のモジュールも同様

です。 

また、内蔵周辺モジュールによっては、受信 FIFOトリガ数を転送要求に設定できます。受信 FIFOトリガ条件

が満たされない場合は、受信 FIFOにデータが残ることがありますので、DMA転送終了後にデータを読み出す必

要があります。 

なお、内蔵周辺モジュールリクエストに対応するバスモードは、サイクルスチールモードのみです。 
 

表 16.4 内蔵周辺モジュールリクエストの選択 

DMARS 

MID RID 設定値*

DMA転送要求元 DMA転送要求信号 転送元 転送先 

01 H'21 SCIF0送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR0 001000 

10 H'22 SCIF0受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCFRDR0 任意 

01 H'25 SCIF1送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR1 001001 

10 H'26 SCIF1受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCFRDR1 任意 

01 H'29 SCIF2送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR2 001010 

10 H'2A SCIF2受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCFRDR2 任意 

01 H'2D SCIFA3送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCAFTDR0 001011 

10 H'2E SCIFA3受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCAFRDR0 任意 

01 H'31 SCIFA4送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCAFTDR1 001100 

10 H'32 SCIFA4受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCAFRDR1 任意 

01 H'35 SCIFA5送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCAFTDR2 001101 

10 H'36 SCIFA5受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SCAFRDR2 任意 

01 H'39 IrDA送信部 TBEI 

（送信バッファエンプティ） 

任意 IRIF_UART3 001110 

10 H'3A IrDA受信部 RBEI 

（受信バッファフル） 

IRIF_UART4 任意 
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DMARS 

MID RID 設定値*

DMA転送要求元 DMA転送要求信号 転送元 転送先 

01 H'51 MSIOF0送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SITFDR0 010100 

10 H'52 MSIOF0受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SIRFDR0 任意 

01 H'55 MSIOF1送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SITFDR1 010101 

10 H'56 MSIOF1受信部 RXI 

（受信 FIFOデータフル） 

SIRFDR1 任意 

H'73 USB0送信部 0 任意 D0FIFO 011100 11 

H'73 USB0受信部 0 D0FIFO 任意 

H'77 USB0送信部 1 任意 D1FIFO 011101 11 

H'77 

USB0 

USB0受信部 1 D1FIFO 任意 

H'AB USB1送信部 0 任意 D0FIFO 101010 11 

H'AB USB1受信部 0 D0FIFO 任意 

H'AF USB1送信部 1 任意 D1FIFO 101011 11 

H'AF 

USB1 

USB1受信部 1 D1FIFO 任意 

01 H'C1 SDHI0チャネル 1 送信エンプティ転送要求 任意 データレジスタ 110000 

10 H'C2 SDHI0チャネル 0 受信フル転送要求 データレジスタ 任意 

01 H'C9 SDHI1チャネル 1 送信エンプティ転送要求 任意 データレジスタ 110001 

10 H'CA SDHI1チャネル 0 受信フル転送要求 データレジスタ 任意 

01 H'CD MMCIF送信部 送信エンプティ転送要求 任意 データレジスタ 110011 

10 H'CE MMCIF受信部 受信フル転送要求 データレジスタ 任意 

111010 10 H'EA TSIF 受信フル転送要求 TSTSDR 任意 

【注】 * DMA転送要求元を示す設定値（MID+RID） 
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16.4.2 チャネルの優先順位 

DMACは、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を行

います。チャネルの優先順位は固定、ラウンドロビンの 2種類のモードから選択できます。モードの選択は、

DMAORの PR[1:0]ビットにより行います。 

（1） 固定モード 

固定モードでは、チャネルの優先順位は変化しません。 

固定モードには、以下に示す 2種類があります。 

• CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

• CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5 

これらの選択は、DMAORの PR[1:0]ビットにより行います。 

（2） ラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードでは、1つのチャネルで、1転送単位（バイト、ワード、ロングワード、8バイト、16バ

イト単位、または 32バイト単位）の転送が終了するごとにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順

位を変更します。この動作を図 16.2に示します。なお、リセット直後のラウンドロビンモードの優先順位は、CH0

＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5です。 

ラウンドロビンモードを指定した場合、複数のチャネルのバスモードでサイクルスチールモードとバーストモ

ードを混在させないでください。 
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チャネル２の優先順位を一番低くすると同時に、

チャネル２より優先順位の高かったチャネル０、

１の優先順位もシフトする。

その直後にチャネル5にのみ転送要求があった

場合、チャネル5の優先順位を一番低くすると

同時に、チャネル5より優先順位の高かったチャ

ネル3、4の優先順位も低くする。

（1）チャネル０を転送した場合

初期優先順位 チャネル0の優先順位を一番低くする。CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0転送後の優先順位

（2）チャネル１を転送した場合

初期優先順位 チャネル１の優先順位を一番低くすると同時に、

チャネル１より優先順位の高かったチャネル０

の優先順位もシフトする。

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1転送後の優先順位

（3）チャネル２を転送した場合

初期優先順位 CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1＞CH2転送後の優先順位

（4）チャネル5を転送した場合

初期優先順位 優先順位の変更なし。CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5転送後の優先順位

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5
チャネル5にのみ転送
要求があった場合の転
送後の優先順位

 

図 16.2 ラウンドロビンモード 
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図 16.3に、チャネル 0とチャネル 3に同時に転送要求が発生し、チャネル 0の転送中にチャネル 1の転送要求

が発生した場合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合の DMACの動作は、以下のようになります。 

1. チャネル0とチャネル3に同時に転送要求が発生します。 

2. チャネル0のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル0の転送を開始します（チャネル3は転送待

ち）。 

3. チャネル0の転送中にチャネル1に転送要求が発生します（チャネル1とチャネル3は転送待ち）。 

4. チャネル0の転送を終了すると、チャネル0の優先順位を一番低くします。 

5. この時点でチャネル1のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル1の転送を開始します（チャネル

3は転送待ち）。 

6. チャネル1の転送を終了すると、チャネル1の優先順位を一番低くします。 

7. チャネル3の転送を開始します。 

8. チャネル3の転送を終了すると、チャネル3の優先順位が一番低くなるように、チャネル3と一緒にチャネル2

の優先順位を低くします。 

 

転送要求 待ちチャネル DMAC動作 チャネル優先順位

（1）チャネル0、 3に発生

（3）チャネル1に発生 （2）チャネル0転送開始

（8）チャネル3転送終了

（4）チャネル0転送終了

（5）チャネル1転送開始

（6）チャネル1転送終了

（7）チャネル3転送開始

3

1、3

3

0＞1＞2＞3＞4＞5

1＞2＞3＞4＞5＞0

2＞3＞4＞5＞0＞1

4＞5＞0＞1＞2＞3

優先順位変更

優先順位変更

なし

優先順位変更
 

図 16.3 ラウンドロビンモードでのチャネル優先順位 
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16.4.3 DMA転送の種類 

DMA転送は、デュアルアドレスモード転送になります。具体的な転送動作タイミングは、バスモードによって

違います。 

バスモードには、サイクルスチールモードとバーストモードがあります。 
 

（1） アドレスモード 

（a） デュアルアドレスモード 

デュアルアドレスモードは、転送元と転送先をともにアドレスによってアクセスする場合に使うモードです。

転送元と転送先は外部でも内部でもかまいません。このモードでは、DMACは、読み出しサイクルで転送元を、

書き込みサイクルで転送先をアクセスし、2つのバスサイクルで転送を行います。このとき、転送データは一時的

に DMACに格納されます。たとえば、図 16.4のような内蔵周辺モジュール同士の転送では、読み出しサイクル

で転送元モジュールからデータが DMACに読み出され、続く書き込みサイクルでそのデータが転送先モジュール

に書き込まれます。 
 

メモリ

転送元モジュール

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

D
M
A
C

メモリ

転送元モジュール

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

D
M
A
C

SARの値をアドレスとし、転送元モジュールからデータを読み込み、DMAC内部
に一時格納する。

1回目のバスサイクル

DARの値をアドレスとし、DMAC内に格納したデータバッファの値を転送先の
モジュールに書き込む。

2回目のバスサイクル  

図 16.4 デュアルアドレスモードのデータフロー 
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転送要求は、オートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能です。 

デュアルアドレスモードでは、DACKはリードサイクルあるいはライトサイクルに出力可能です。リードサイ

クルとライトサイクルのどちらに出力するかは CHCRによって設定可能です。 

図 16.5にデュアルアドレスモードでの DMA転送タイミング例を示します。 
 

CKO

A

D

CSn

WEn

RD

データ読み出し
サイクル データ書き込み

サイクル

（1回目） （2回目）

転送元アドレス 転送先アドレス

 

図 16.5 デュアルモードの DMA転送タイミング例（転送元：通常メモリ、転送先：通常メモリ） 
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（2） バスモード 

バスモードにはサイクルスチールモードとバーストモードがあります。モードの選択は CHCRの TBビットに

よって行います。 

（a） サイクルスチールモード 

• 通常モード 

サイクルスチールの通常モードでは、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワード、8バイト単

位、16バイト単位、または 32バイト単位）の転送を終了するたびにバス権を他のバスマスタに渡します。その後、

転送要求があれば、他のバスマスタからバス権を取り戻し、再び 1転送単位の転送を行い、その転送を終了する

とまたバス権を他のバスマスタに渡します。この動作を転送終了条件が満たされるまで繰り返します。 

サイクルスチール通常モードは、転送要求元、転送元、転送先にかかわらず、すべての転送区間で使えます。 

図 16.6にサイクルスチール通常モードでの DMA転送タイミング例を示します。 

図の例での転送条件は、以下のとおりです。 

⎯ デュアルアドレスモード 

⎯ DREQローレベル検出 
 

DMA転送要求
（内部信号）

バスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

 

図 16.6 サイクルスチール通常モードの DMA転送例（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 

 

• インタミッテントモード16、インタミッテントモード64 

サイクルスチールのインタミッテントモードでは、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワード、

8バイト単位、16バイト単位、または 32バイト単位）の転送を終了するたびにバス権を他のバスマスタに渡しま

す。その後、転送要求があれば、Bφカウントで 16クロックまたは 64クロック待った後に、他のバスマスタから

バス権を取り戻し、再び 1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたバス権を他のバスマスタに渡しま

す。この動作を転送終了条件が満たされるまで繰り返します。このため、DMA転送によるバス占有割合をサイク

ルスチール通常モードに比べ、低く抑えることが可能です。 

DMACが再びバス権を取り戻すときに、キャッシュミスによるエントリの更新などが行われているときなどは、

DMA転送がさらに待たされる場合があります。 

インタミッテントモードは、転送要求元、転送元、転送先にかかわらず、すべての転送区間で使えますが、す

べてのチャネルのバスモードが、サイクルスチールモードである必要があります。 
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図 16.7にサイクルスチールインタミッテントモードでの DMA転送タイミング例を示します。 

図の例での転送条件は、以下のとおりです。 

⎯ デュアルアドレスモード 

⎯ DREQローレベル検出 
 

DMA転送要求
（内部信号）

バスサイクル

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU CPU DMAC DMAC CPU

16または64 Bφ以上
（CPUのバス使用状態によって変わります）

 

図 16.7 サイクルスチールインタミッテントモードの DMA転送例（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 

 

（b） バーストモード 

バーストモードでは、DMACは一度バス権を取ると、転送終了条件が満たされるまでバス権を解放せずに転送

を続けます。ただし、外部リクエストモードで、DREQをレベルで検出する場合には、DREQがアクティブなレ

ベルでなくなると、転送終了条件が満たされていなくても、すでに要求を受け付けた DMA転送要求を終了後に

他のバスマスタにバス権を渡します。 

バーストモードは、内蔵周辺モジュールが転送要求元となっている場合には使用できません。 

図 16.8にバーストモードでの DMA転送タイミングを示します。 
 

バスサイクル CPU CPU CPU DMAC DMAC DMAC DMAC DMAC DMAC CPU

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

DMA転送要求
（内部信号）

 

図 16.8 バーストモードでの DMA転送例（デュアルアドレス、DREQローレベル検出） 
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（3） DMA転送区間とリクエストモード、バスモードの関係 

表 16.5に DMA転送区間とリクエストモード、バスモードなどの関連事項を示します。 
 

表 16.5 DMA転送区間とリクエストモード、バスモードとの関連一覧 

（4） オートリクエストでの DMA転送区間 
 

転送先 転送元 

BSC空間 DBSC空間 周辺モジュール* ILメモリ 

BSC空間 ○ ○ ○ ○ 

DBSC空間 ○ ○ ○ ○ 

周辺モジュール* ○ ○ ○ ○ 

ILメモリ ○ ○ ○ ○ 

【記号説明】 〇：転送可能 

【注】 * 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ。 
 

（5） 外部リクエストでの DMA転送区間（DMAC0、チャネル 0/1のみ） 
 

転送先 転送元 

BSC空間 DBSC空間 周辺モジュール*1 ILメモリ 

BSC空間 ○ 〇*2 ○ ○ 

DBSC空間 〇*3 × 〇*3 〇*3 

周辺モジュール*1 ○ 〇*2 ○ ○ 

ILメモリ ○ 〇*2 ○ ○ 

【記号説明】 〇：転送可能、×：転送不可 

【注】 *1 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ。 

 *2 CHCRの AMビットを 0に設定した場合は転送可能です。 

 *3 CHCRの AMビットを 1に設定した場合は転送可能です。 
 

（6） 周辺モジュールリクエストでの DMA転送区間 
 

転送先 転送元 

BSC空間 DBSC空間 周辺モジュール* ILメモリ 

BSC空間 × × ○ × 

DBSC空間 × × ○ × 

周辺モジュール* ○ ○ ○ ○ 

ILメモリ × × ○ × 

【記号説明】 〇：転送可能、×：転送不可 

【注】 * 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ。 

  転送元または転送先は周辺リクエストの要求元レジスタである必要があります。また、内蔵周辺モジュールリクエ

ストに対応するバスモードは、サイクルスチールモードのみです。  
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（7） バスモードとチャネルの優先順位 

優先順位固定モード（CH0＞CH1）において、チャネル 1がバーストモード転送中でも、それより優先順位の高

いチャネル 0に転送要求が発生すると、直ちにチャネル 0の転送を開始します。 

このとき、チャネル 0もバーストモードの場合は、優先順位の高いチャネル 0の転送がすべて終了してから、

チャネル 1の転送を継続します。 

また、チャネル 0がサイクルスチールモードの場合、まず優先順位の高いチャネル 0が 1転送単位の転送を行

った後、バス権を解放せずに連続してチャネル 1が転送されます。その後も、チャネル 0→チャネル 1→チャネル

0→チャネル 1というように交互に転送が行われます。つまり、バス状態は、サイクルスチールモード転送終了後

の CPUサイクルがバーストモード転送に置き換わった形になります（以後、バーストモードの優先実行と呼びま

す）。 

バーストモードの優先実行例を図 16.9に示します。競合するバーストモードが複数チャネルある場合は、その

中で一番優先順位の高いチャネルが優先実行されます。DMA転送を複数チャネルで行う場合は、競合するすべて

のバースト転送が終了するまで、バス権はバスマスタに解放しません。 
 

DMA CH1
バーストモード

優先順位 ：CH0＞CH1
CH0 ：サイクルスチールモード
CH1 ：バーストモード

DMA CH0とCH1の
サイクルスチールモード

DMA CH1
バーストモード

CH0転送要因

CH1転送要因

CPU DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH1 CPU

 

図 16.9 複数チャネルが動作する場合のバス状態 

 

ラウンドロビンモードでは、図 16.2に示した仕様で優先順位が変化します。ただし、バスモードがサイクルス

チールモードのチャネルとバーストモードのチャネルを混在することはできません。 
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16.4.4 転送フロー 

DMAソースアドレスレジスタ（SAR）、DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMAトラン

スファカウントレジスタ（TCR）、DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）、DMAオペレーションレジ

スタ（DMAOR）、DMA拡張リソースセレクタ（DMARS）に目的の転送条件設定後、DMACは以下の順序でデ

ータを転送します。 

転送許可状態かどうか（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）をチェックします。 

転送許可状態で転送要求が発生すると 1転送単位のデータ（TS[3:0]の設定により決定）を転送します。オート

リクエストモードの場合は DEビットおよび DMEビットが 1にセットされると自動的に転送を開始します。1回

の転送を行うごとに TCRの値を 1デクリメントします。具体的な転送フローは、アドレスモード、バスモードに

より異なります。 

指定された回数の転送を終える（TCRの値が 0になる）と、転送を正常に終了します。このとき、CHCRの IE

ビットに 1がセットしてあれば、CPUに DEI割り込みを発生します。 

DMACによるアドレスエラーか NMI割り込みが発生した場合には、転送を中断します。また、CHCRの DEビ

ットか DMAORの DMEビットが 0にされても転送を中断します。 
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図 16.10に DMA転送のフローチャートを示します。 

開始

初期設定
SAR、DAR、TCR、CHCR、DMAOR 

SARB、DARB、TCRB、DMARS

DE、DME=1 & 
TE、AE、NMIF=0 ?

No

No

No No

Yes

Yes

Yes

Yes

転送要求発生？

転送実行（1転送単位）
TCR-1→TCR、SARとDAR更新 

リロードモード実行時：TCRBL-1→TCRBL

No

Yes

No

No

No

No

No

SARB/DARBロード 
TCRBH→TCRBLロード

TE=1

転送終了正常終了

バスモード
送要求モード

*4

*3

*2

*1

*6

*5

*6

SARB/DARBロード 
TCRB→TCRロード

*5 Yes

Yes

【注】  *1 
　　　  *2 
  
　　　  *3  
             *4  
             *5  
             *6

オートリクエストの場合、NMIF=0、AE=0かつTE=0もしくはTE=1、HE=0、HIE=1（リピートモード時）で、
DE、DMEが1にセットされると転送を開始します。
サイクルスチールモード

リピートモード実行時、HIE=1かつHE=0であれば、TE=1でも転送要求を受け付けます。

バーストモードでオートリクエスト
SARおよびDARへのロードは、各モードの動作条件によって異なります。
TCRBHはTCRB[31:16]をTCRBLはTCRB[15:0]をそれぞれ表しています。

リロードモード？

TCRBL=0 ?

DEI割り込み要求
(IE=1のとき)

NMIF=1 or AE=1 or
DE=0 or DME=0 ?

HIE=0 or HE=1 ?

TCR=TCRB/2 ?

Yes

Yes

Yes

TCR=0 ?

リピートモード？
NMIF=1 or AE=1 or
DE=0 or DME=0 ?

HE=1、DEI割り込み要求
(HIE=1のとき)

 

図 16.10 DMA転送フローチャート 
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16.4.5 リピートモード転送 

DMACのリピートモード転送を使用すると、DMA転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能と

なります。 

本機能をハーフエンド機能とセットで使用することで、二重バッファ転送を仮想的に行うことが可能となりま

す。本機能により以下の処理を効率的に行うことが可能となります。例として、VOICE CODECから音声データ

を受け取り、圧縮処理を行う場合の動作を説明します。 

ここでは 40ワードの音声データを受け取りごとに順次圧縮処理を行うことを仮定し、その際の処理を説明しま

す。ここで音声データはMSIOFにより受け取ることと仮定します。 

1. DMACの設定 

• SARにMSIOFの受信データレジスタのアドレスを設定 

• DARに内部メモリのデータ格納領域のアドレスを設定 

• TCRに80（H'50）を設定 

• CHCRに以下を設定 

RPT[2:0]ビット= B'010 ：リピートモード（DARをリピート領域として使用） 

HIEビット= B'1 ：TCR/2の割り込み発生 

DM[1:0]ビット= B'01 ：DARは増加 

SM[1:0] ビット= B'00 ：SARは固定 

IEビット= B'1 ：割り込み許可 

DEビット= B'1 ：DMA転送許可 

• この他、TB、TS[2:0]ビットなど使用条件に合わせて設定 

• DMAORのCMS[1:0]、PR[1:0]ビットを使用条件に合わせて設定し、DMEビットにB'1を設定 

2. 音声データの受信転送をSIOF/DMACが実行 

3. TCRが初期設定値の1/2になり割り込み発生 

割り込み処理にて、CHCRを読み出しHEビットに1がセットされていることを確認し、DARに設定したアド

レスから40ワード分のデータを用いた音声圧縮を実行します。 

4. TCRが0になり割り込み発生 

割り込み処理にて、CHCRを読み出しTEビットに1がセットされていることを確認し、DARに設定したアド

レスから40を足したアドレスから40ワード分のデータを用いた音声圧縮を実行します。この際、DMACでは

DARにDARBの値がコピーされ初期化されるとともに、TCRにもTCRBの値がコピーされ、初期値80に戻りま

す。 

5. 以後、2～3の処理が、DME = B'0もしくはDE = B'0が設定されるか、NMI割り込みが発生するまで繰り返し実

行されます。 

 

つまり、本機能を使用することで、順次受け取るデータの格納バッファと信号処理用のデータバッファとを交

互に切り替えながら、逐次音声圧縮が可能となります。 
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16.4.6 リロードモード転送 

DMACのリロードモード転送を使用すると、CHCRの RPT[2:0]ビットの設定により、TCRB[15:0]ビットに設定

した回数の転送ごとに SARB/DARBに設定された値を SAR/DARに、TCRB[31:16]ビットに設定された値を

TCRB[15:0]ビットに再設定し、TCRが 0になるまで転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能とな

ります。本機能は、特定エリアを使ったデータ転送を繰り返し行う際に有効です。この動作を図 16.11に示しま

す。 
 

DMAC
RPT[2:0]ビット

S
H

w
yバ
ス

CHCR

TCR

TCRB

SAR/DAR

SARB/DARB

リロード制御部

リロード信号

リロードカウンタ

転送カウンタ

転送要求

 

図 16.11 リロード機能図 

 

リロードモード実行時は、TCRBをリロードカウンタとして使用します。「16.3.6 DMAトランスファカウン

トレジスタ B_0～3（DMA0_TCRB_0～DMA0_TCRB_3、DMA1_TCRB_0～DMA1_TCRB_3）」を参照し、TCRB

を設定してください。 
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16.4.7 DREQ端子のサンプリングタイミング 

各バスモードに対する DREQ入力のサンプリングタイミングを図 16.12～図 16.15に示します。 
 

CPU CPU CPUCPUDMAC

CKO

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受付開始

1回目受付 2回目受付

：不感帯  

図 16.12 サイクルスチールモード、エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

 

CPU CPU CPUCPUDMAC

CKO

DREQ
（オーバラン0、
　ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受付開始

1回目受付 2回目受付

CPU CPU CPUCPUDMAC

CKO

DREQ
（オーバラン1、
　ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受付開始

1回目受付 2回目受付

：不感帯  

図 16.13 サイクルスチールモード、レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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CPU CPU DMACDMAC

CKO

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

バースト受付

：不感帯  

図 16.14 バーストモード、エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

 

CPU CPU DMAC

CKO

DREQ
（オーバーラン0・
  ハイレベル）
DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

1回目受付

CKO

DREQ
（オーバーラン1・
  ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

1回目受付 3回目受付

不感帯

CPU CPU DMAC

受付開始

2回目受付

DMAC

：不感帯

2回目受付

受付開始

受付開始

 

図 16.15 バーストモード、レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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16ビット外部デバイスにロングワードアクセスする場合、データをアライメントするため DACK出力が分割さ

れるので注意してください。この例を図 16.16に示します。 
 

CKO

CS

WEn

DACKn
（アクティブロー）

WAIT

RD

A

D

T1 T2 Taw T1 T2

DACKはDMA転送の最終転送単位の間、アサートされます。
転送単位が複数のバスサイクルに分割され、かつバスサイクル間でCSが
ネゲートする場合、DACKも分割されます。

【注】

 

図 16.16 BSC通常メモリアクセス 

（ノーウェイト、アイドルサイクル 1、16ビットデバイスへのロングワードアクセス） 
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16.5 使用上の注意事項 

本 DMACを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） 周辺モジュールの DMA転送について 

周辺モジュールの 16バイト DMA転送を行う場合、CHCRの TS[3:0]ビットを B'1011にセットし、16バイト 2

分割転送モードで実行してください。ただし、転送元または転送先として SARまたは DARに 16バイト境界のア

ドレスを設定できる場合に限ります。転送元または転送先のアドレスが 16バイト境界ではない場合、正しくデー

タを転送することができません。 

（2） モジュールストップについて 

本 DMAC動作中に、モジュールストップレジスタ（MSTPCR0）のレジスタ設定によるモジュールストップを

行わないでください。また、周辺モジュールの DMAC動作中に、転送の強制中断を行わないでください。モジュ

ールストップさせた場合、動作中の転送内容は保証できません。 

（3） アドレスエラーについて 

DMAアドレスエラーが発生した場合、全チャネルのレジスタを再設定した後、転送を開始してください。 

（4） バーストモード転送時の注意 

バーストモード転送中は、そのチャネルの転送が完了するまで以下の操作を行わないでください。 

1. 周波数を変更しないでください。 

2. スリープモードに遷移させないでください。 

3. 各種スタンバイモードに遷移させないでください。 

（5） DMA拡張リソースセレクタの設定について 

DMAC0および DMAC1の DMA拡張リソースセレクタ_0～2（DMA0_DMARS_0～DMA0_DMARS_2/ 

DMA1_DMARS_0～DMA1_DMARS_2）に同一の DMA転送要求を設定しないでください。 

同一の DMA転送要求を設定した場合、動作ならびに転送内容を保証できません。 

（6） TEビットのセットと TEND割り込みのタイミング 

SHwyに対する最後のリードリクエストを出すのと同時に、TEビットがセットされます。 

一方、SHwyに対する最後のライトリクエストを出すのと同時に、TEND割り込み要求が出されます。 
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17. クロックパルス発振器（CPG） 

クロックパルス発振器は、PLL回路、FLL回路、分周回路、およびこれらの制御回路で構成され、本 LSIで使

用する各種クロックを生成します。 

17.1 特長 

• LSI内部動作用の各種クロックを生成 

CPUクロック（Iφ） ：CPUコアの動作クロック 

Sクロック（Sφ） ：SuperHywayバスの動作クロック。DBSCの動作クロック 

バスクロック（Bφ） ：BSCの動作クロック。SuperHywayバス上の周辺モジュールの動作クロック 

VPU用クロック（M1φ） ：VPUバス動作クロック 

周辺クロック（Pφ） ：HPB（周辺バス）上の周辺モジュールの動作クロック 

RCLKクロック（RCLK） ：周辺モジュール専用の動作クロック、FLLのクロックソース 

SPUクロック（SPUCK） ：SPU動作クロック 

IrDAクロック（IrDACK） ：IrDA動作クロック 

FSIクロックA（FSICKA） ：FSIポートA動作クロック 

FSIクロックB（FSICKB） ：FSIポートB動作クロック 

• 外部インタフェース用の各種クロックを生成 

バスクロック（CKO） ：BSCバスインタフェース用クロック（Bφと同じ） 

SDRAM用クロック（MCLK）：SDRAMインタフェース用クロック（Sφと同じ） 

ビデオクロック（VIO_CKO） ：カメラ用クロック出力 

• 周波数変更機能 

CPG内部のPLL回路、FLL回路、分周回路により、各種クロックの周波数を独立に変更できます。周波数変更

は、レジスタの設定によりソフトウェアで行います。 

• クロックモード 

クロックモード端子設定により、クロックソースをEXTAL入力、RTC_CLK入力、水晶振動子から選択でき

ます。 

また、パワーオンリセット後のPLL回路、FLL回路のON/OFFをクロックモード端子により設定可能です。 

• 低消費電力モードの制御 

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、R-スタンバイモード、U-スタンバイモードでのクロック

停止、およびモジュールスタンバイ機能での特定モジュールの停止が可能です。詳細に関しては、「第18章 

リセット、低消費電力モード」を参照してください。 
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17.2 ブロック図 

CPGのブロック図を図 17.1に示します。 
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図 17.1 CPGのブロック図 
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CPGの各ブロックは次のように機能します。 

（1） FLL回路 

FLL回路は、RTC_CLK端子からの入力クロック周波数（32.768kHz）を逓倍する機能を持ちます。クロックモ

ード 3でのみ有効です。逓倍率は FLL逓倍レジスタ（FLLFRQ）で設定します。逓倍率の初期値は 1017倍で、

32.768kHz×1017=33.3MHzのクロックを生成します。 

FLL回路の出力クロックの周波数範囲は 20MHz～33.3MHzです。 
 

（2） PLL回路 

PLL回路は、EXTAL端子からの入力クロック、水晶振動子からの入力クロック、または FLLにより逓倍され

たクロック周波数を 12倍～48倍に逓倍する機能を持ちます。逓倍率は、周波数制御レジスタ（FRQCRA）で設定

します。PLL回路の ON/OFFは、クロックモード端子、または PLL制御レジスタ（PLLCR）で設定します。 

PLL回路の入力クロックの周波数範囲は 10MHz～66.7MHz、出力クロックの周波数範囲は 500MHz～1014MHz

です。 
 

（3） 分周器 1 

分周器 1は、PLL回路の出力クロック、または PLL回路の入力クロックである、EXTAL端子からの入力クロ

ック、水晶振動子からの入力クロック、FLLにより逓倍されたクロックを分周し、内部システムクロックとして

使用します。 
 

（4） 分周器 2～6 

分周器 2～6は、PLL回路出力クロックの 1/3分周クロック、または、外部クロックを分周し、各種クロックを

生成します。分周率は、各周波数制御レジスタで設定します。 
 

（5） 制御回路 

制御回路は、MD0、MD1、MD2端子、および周波数制御レジスタの設定に従って、クロック周波数の制御を行

います。また、各種低消費電力モードの制御を行います。 
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17.3 入出力端子 

CPGの端子構成を表 17.1に示します。 
 

表 17.1 CPGの端子構成と機能 

端子名 機能 入出力 説   明 

MD0 入力 

MD1 入力 

MD2 

クロックモード制御端子 

入力 

クロック動作モードを設定します。 

EXTAL 入力 外部クロック入力端子として使用します。または、水晶発振子

を接続します。 

XTAL 

システムクロック端子 

出力 水晶発振子を接続します。 

RTC_CLK RTCクロック入力 入力 RTC_CLKクロック（32.768kHz）を入力します。* 

FSIMCKA 入力 FSIポート Aのクロック入力として使用します。 

FSIMCKB 

FSI用クロック入力 

入力 FSIポート Bのクロック入力として使用します。 

DV_CLKI VOUビデオクロック入力 入力 VOUビデオクロック入力（27MHz）として使用します。 

CKO バスクロック出力 出力 BSCインタフェースクロック出力端子として使用します。 

Bφと同じクロックです。 

MCLK SDRAM用クロック出力 出力 SDRAMインタフェースクロック出力端子として使用します。 

Sφと同じクロックです。 

VIO_CKO ビデオクロック出力 出力 カメラへのクロック出力として使用します。 

【注】 * RTC_CLKは、クロックモード 3～7を使用する場合、必ず本 LSIに入力してください。また、クロックモード 0

～2を使用する場合でも RTCモジュールを使用する場合は、RTC_CLKを入力してください。 
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17.4 クロック動作モード 

モード制御端子（MD2、MD1、MD0）の組み合わせと、パワーオンリセット後の初期クロック設定の関係を表

17.2に示します。PLL出力の周波数を 1としたときの周波数比で示します。 
 

表 17.2 クロック動作モード 

端子設定 レジスタ初期値 
クロック 

モード MD2 MD1 MD0 

RCLK 

クロック 

ソース FRQCR PLLCR 

PLL回路入力

クロック 
PLL FLL Iφ Sφ Bφ M1φ Pφ 

0 0 0 0 
EXTAL 

×1/1024

H'1155 

5558 

H'0000 

4000 
EXTAL 

ON 

(×36)
OFF 1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

1 0 0 1 
EXTAL 

×1/1024

H'0E55 

5558 

H'0000 

4000 
EXTAL 

ON 

(×30)
OFF 1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

2 0 1 0 
EXTAL 

×1/1024

H'0E55 

5558 

H'0000 

4000 

EXTAL 

(水晶) 

ON 

(×30)
OFF 1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

3 0 1 1 RTC_CLK
H'0E55 

5558 

H'0000 

5000 

FLL回路出力

クロック 

ON 

(×30)

ON 

(×1017)
1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

4 1 0 0 RTC_CLK
H'1155 

5558 

H'0000 

4000 
EXTAL 

ON 

(×36)
OFF 1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

5 1 0 1 RTC_CLK
H'0E55 

5558 

H'0000 

4000 
EXTAL 

ON 

(×30)
OFF 1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

6 1 1 0 RTC_CLK
H'0E55 

5558 

H'0000 

4000 

EXTAL

(水晶) 

ON 

(×30)
OFF 1/12 1/12 1/12 1/12 1/24 

7 1 1 1 RTC_CLK
H'0E22 

2222 

H'0000 

0000 
EXTAL OFF OFF 1/4 1/4 1/4 1/4 1/4 
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17.5 レジスタの説明 

CPGのレジスタ構成を表 17.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 17.4に示します。 
 

表 17.3 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

周波数制御レジスタ A FRQCRA R/W H'A415 0000 32 

周波数制御レジスタ B FRQCRB R/W H'A415 0004 32 

ビデオクロック周波数制御レジスタ VCLKCR R/W H'A415 0048 32 

FSIクロック A周波数制御レジスタ FCLKACR R/W H'A415 0008 32 

FSIクロック B周波数制御レジスタ FCLKBCR R/W H'A415 000C 32 

IRDAクロック周波数制御レジスタ IRDACLKCR R/W H'A415 0018 32 

SPUクロック周波数制御レジスタ SPUCLKCR R/W H'A415 003C 32 

PLL制御レジスタ PLLCR R/W H'A415 0024 32 

FLL逓倍レジスタ FLLFRQ R/W H'A415 0050 32 

周波数変更ステータスレジスタ LSTATS R H'A415 0060 32 

 

表 17.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

FRQCRA 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FRQCRB 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

VCLKCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FCLKACR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FCLKBCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

IRDACLKCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

SPUCLKCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

PLLCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FLLFRQ 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

LSTATS 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 
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17.5.1 周波数制御レジスタ（FRQCRA） 

FRQCRAは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、PLL回路の周波数逓倍率、CPUクロック、S

クロック、バスクロック、SDRAMクロック、周辺クロックの周波数分周率の指定ができます。FRQCRAはロン

グワードサイズでのみアクセス可能です。逓倍率、分周率の初期値は、クロックモードにより決まります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 * * * * * * * * * * * * * *
R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

* * * * * * * * * * * * * * * *
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

KICK — STC[5:0] —IFC[3:0] — — —

— — — — P1FC[3:0]SFC[3:0] BFC[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 KICK 0 R/W FRQCRA、FRQCRBレジスタの KICKビット 

0：1を書き込んだ後、0クリアされます。 

1：FRQCRA、FRQCRBの設定値を有効にする。 

30 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～24 STC[5:0] 表 17.2 

参照 

R/W PLL回路の逓倍率設定 

000101：×12倍 

000111：×16倍 

001011：×24倍 

001110：×30倍 

001111：×32倍 

010001：×36倍 

010111：×48倍 

上記以外：設定禁止 

【注】 PLL OFF時には本ビットの設定は無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～20 IFC[3:0] 表 17.2 

参照 

R/W CPUクロック周波数（Iφ）の分周率 

0000：×1/2倍 

0001：×1/3倍 

0010：×1/4倍 

0011：×1/6倍 

0100：×1/8倍 

0101：×1/12倍 

0110：×1/16倍 

1000：×1/24倍 

1001：×1/32倍 

1010：×1/36倍 

1011：×1/48倍 

1101：×1/72倍 

上記以外：設定禁止 

19～16 － 表 17.2 

参照 

R リザーブビット 

読み出すと表 17.2の初期値が読み出されます。 

読み出した値を書き込んでください。 

15～12 SFC[3:0] 表 17.2 

参照 

R/W Sクロック（Sφ）周波数の分周率 

0010：×1/4倍 

0011：×1/6倍 

0100：×1/8倍 

0101：×1/12倍 

0110：×1/16倍 

1000：×1/24倍 

1001：×1/32倍 

1010：×1/36倍 

1011：×1/48倍 

1101：×1/72倍 

上記以外：設定禁止 



 

17. クロックパルス発振器（CPG） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  17-9 

2013.01.18  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 BFC[3:0] 表 17.2 

参照 

R/W バスクロック（Bφ）周波数の分周率 

0010：×1/4倍 

0011：×1/6倍 

0100：×1/8倍 

0101：×1/12倍 

0110：×1/16倍 

1000：×1/24倍 

1001：×1/32倍 

1010：×1/36倍 

1011：×1/48倍 

1101：×1/72倍 

上記以外：設定禁止 

7～4 － 表 17.2 

参照 

R リザーブビット 

読み出すと Sφと同じ値が読み出されます。書き込みは無効です。 

3～0 P1FC[3:0] 表 17.2 

参照 

R/W 周辺クロック（Pφ）周波数の分周率 

0010：×1/4倍 

0011：×1/6倍 

0100：×1/8倍 

0101：×1/12倍 

0110：×1/16倍 

1000：×1/24倍 

1001：×1/32倍 

1010：×1/36倍 

1011：×1/48倍 

1101：×1/72倍 

上記以外：設定禁止 

【注】 FRQCRAの初期値は、クロックモードに依存します。 
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17.5.2 周波数制御レジスタ（FRQCRB） 

FRQCRBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、M1クロックの周波数分周率の指定ができま

す。FRQCRBは、ロングワードサイズでのみアクセス可能です。分周率の初期値は、クロックモードにより決ま

ります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 * * * * 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R

— — — — —— — — — — —

— — — — — — — —

— — — — —

— — — —M1FC[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～4 M1FC[3:0] 表 17.2 

参照 

R/W VPUクロック（M1φ）周波数の分周率 

0010：×1/4倍 

0011：×1/6倍 

0100：×1/8倍 

0101：×1/12倍 

0110：×1/16倍 

1000：×1/24倍 

1001：×1/32倍 

1010：×1/36倍 

1011：×1/48倍 

1101：×1/72倍 

上記以外：設定禁止 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 FRQCRBの初期値は、クロックモードに依存します。 
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FRQCRA、FRQCRBレジスタの設定値は、以下の制約を守ってください（Nは整数）。 

1. Iφ：Sφ 

整数クロック比 Iφ：Sφ＝N：1 

2. Sφ：Bφ 

整数クロック比 Sφ：Bφ＝N：1 

3. Bφ：Pφ 

整数クロック比 Bφ：Pφ＝N：1 

4. Iφ：Pφ 

整数クロック比 Iφ：Pφ＝N：1 

5. Sφ：M1φ：Bφ 

整数クロック比 Sφ：M1φ：Bφ＝2：1：1、2：2：1、1：1：1 

2DGをご使用の場合は、以下の制約も守ってください。 

Sφ：Bφ：Pφ＝4：2：1 
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17.5.3 PLL制御レジスタ（PLLCR） 

PLLCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、PLL回路、FLL回路の ON／OFF、CKO端子

からのクロック出力の有無の指定ができます。PLLCRはロングワードサイズでのみアクセス可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 * 0 * 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R/W R R R R R R R R R R R/W R

— — — — —— — — — — —

— PLLE — FLLE — — — —

— — — —

— — — —

—

— — CKOFF —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 PLLE 表 17.2 

参照 

R/W PLLイネーブル 

PLL回路の ON/OFFを設定します。 

0：PLL回路を OFF 

1：PLL回路を ON 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 FLLE 表 17.2 

参照 

R/W FLLイネーブル 

FLL回路の ON/OFFを設定します。 

0：FLL回路を OFF 

1：FLL回路を ON 

【注】 本ビットは、初期値から変更しないでください。 

11～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CKOFF 0 R/W CKO出力停止 

CKOの出力を制御します。 

0：CKO端子からクロックを出力します。 

1：CKO端子からクロックを出力しません。（ローレベル固定） 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 ビット 14、ビット 12の初期値は、クロックモードに依存します。 
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17.5.4 ビデオクロック周波数制御レジスタ（VCLKCR） 

VCLKCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ビデオクロック周波数を制御します。VCLKCR

はロングワードサイズでのみアクセス可能です。 

VCLKCRのビット 5～0（DIV[5:0]）の設定値は、83.4MHzを超えない範囲で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R/W R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— SRC[2:0]  — — — CKSTP — — DIV[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 SRC[2:0] 000 R/W クロックソースセレクト 

000：PLL回路出力×1/3 

010：外部入力クロック（端子名：DV_CLKI） 

100：EXTAL入力（クロックモード 0、1、4、5、7）、水晶振動子（ク

ロックモード 2、6）、FLL出力（クロックモード 3） 

上記以外：設定禁止 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 CKSTP 0 R/W クロックストップ 

0：ビデオクロックを供給します 

1：ビデオクロックを停止します 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 DIV[5:0] 111111 R/W 分周率設定ビット 

SRC[2:0]で設定したクロックソースに対して、1/（設定値＋1）倍の分周率

に設定されます。 
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17.5.5 FSIクロック A周波数制御レジスタ（FCLKACR） 

FCLKACRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、FSIクロック Aの周波数を制御します。

FCLKACRはロングワードサイズでのみアクセス可能です。 

FCLKACRのビット 5～0（DIV[5:0]）の設定値は、41.7MHzを超えない範囲で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — —

— — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — CKSTP SRC[1:0] DIV[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 CKSTP 0 R/W クロックストップ 

0：FSIクロック Aを供給します 

1：FSIクロック Aを停止します 

7、6 SRC[1:0] 00 R/W クロックソースセレクト 

FSIクロック Aソースを選択します。 

00：PLL回路出力×1/3 

10：外部入力クロック（端子名：FSIMCKA） 

上記以外：設定禁止 

5～0 DIV[5:0] 111111 R/W 分周率設定ビット 

SRC[1:0]で設定したクロックソースに対して、1/（設定値＋1）倍の分周率

に設定されます。 
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17.5.6 FSIクロック B周波数制御レジスタ（FCLKBCR） 

FCLKBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、FSIクロック Bの周波数を制御します。

FCLKBCRはロングワードサイズでのみアクセス可能です。 

FCLKBCRのビット 5～0（DIV[5:0]）の設定値は、41.7MHzを超えない範囲で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — —

— — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — CKSTP SRC[1:0] DIV[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 CKSTP 0 R/W クロックストップ 

0：FSIクロック Bを供給します 

1：FSIクロック Bを停止します 

7、6 SRC[1:0] 00 R/W クロックソースセレクト 

FSIクロック Bソースを選択します。 

00：PLL回路出力×1/3 

10：外部入力クロック（端子名：FSIMCKB） 

上記以外：設定禁止 

5～0 DIV[5:0] 111111 R/W 分周率設定ビット 

SRC[1:0]で設定したクロックソースに対して、1/（設定値＋1）倍の分周率

に設定されます。 

 



 

17. クロックパルス発振器（CPG） 

17-16  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

17.5.7 IRDAクロック周波数制御レジスタ（IRDACLKCR） 

IRDACLKCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、IrDAクロックの周波数を制御します。

IRDACLKCRはロングワードサイズでのみアクセス可能です。 

IRDACLKCRのビット 5～0（DIV[5:0]）の設定値は、41.7MHzを超えない範囲で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — —

— — —

— — — — — —

— —

— — — — — —

— — — — CKSTP DIV[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット読み出すと 

0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 CKSTP 0 R/W クロックストップ 

0：IrDAクロックを供給します 

1：IrDAクロックを停止します 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット読み出すと 

0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 DIV[5:0] 111111 R/W 分周率設定ビット 

PLL回路出力×1/3に対して、1/（設定値＋1）倍の分周率に設定されます。 
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17.5.8 SPUクロック周波数制御レジスタ（SPUCLKCR） 

SPUCLKCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SPUクロック周波数を制御します。

SPUCLKCRはロングワードサイズでのみアクセス可能です。 

SPUCLKCRのビット 5～0（DIV[5:0]）の設定値は、83.4MHzを超えない範囲で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — CKSTP — — DIV[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 CKSTP 0 R/W クロックストップ 

0：SPUクロックを供給します 

1：SPUクロックを停止します 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 DIV[5:0] 111111 R/W 分周率設定ビット 

PLL回路出力×1/3に対して、1/（設定値＋1）倍の分周率に設定されます。 
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17.5.9 FLL逓倍レジスタ（FLLFRQ） 

FLLFRQは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、FLL回路の逓倍率を設定します。FLLFRQは

ロングワードサイズでのみアクセス可能です。 

FLLFRQのビット 10～0（FLF[10:0]）の設定値は、20MHz～33.3MHzの範囲で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1
R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — —

SELXM[1:0] — —

— — — — — — — — — — — —

— FLF[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15、14 SELXM[1:0] 00 R/W FLL出力分周 

00：FLL出力×1 

01：FLL出力×1/2 

上記以外：設定禁止 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 FLF[10:0] H'3F9 R/W FLL逓倍率設定 

FLL回路の逓倍率を設定します。逓倍率は設定値になります。 

H'262：約 20MHz* 

H'2DC：約 24MHz* 

H'2FB：約 25MHz* 

H'338：約 27MHz* 

H'3F9：約 33MHz* 

上記以外：設定禁止 

【注】 * RCLK=32.768kHz時 

 



 

17. クロックパルス発振器（CPG） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  17-19 

2013.01.18  

 

SH7724 

17.5.10 周波数変更ステータスレジスタ（LSTATS） 

LSTATSは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、周波数変更ステータスを表示するレジスタです。LSTATS

はロングワードサイズでのみアクセス可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — FRQF— —— — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

0 FRQF 0 R 周波数変更フラグ 

0：周波数変更状態でないことを示します 

1：周波数変更状態であることを示します 
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17.6 周波数変更方法 

周波数制御レジスタで制御される各クロックの周波数を変更するには、PLL回路の逓倍率を変える方法と、分

周器の分周率を変える方法があります。これらはいずれも周波数制御レジスタによってソフトウェアで制御しま

す。以下にこれらの方法について示します。 
 

17.6.1 PLL回路逓倍率の変更 

PLL回路の逓倍率を変更する場合、PLL発振安定時間は内部で自動的に検出するので、FRQCRAの STC[5:0]ビ

ットを書き換え、FRQCRAの KICKビットに 1を書き込むだけで逓倍率の変更を行うことができます。PLL回路

の発振が安定するまでの間、LSI内部へのクロック供給、CKO端子のクロック出力は停止します。 

CKO端子のクロック出力停止時および開始時には、CKO端子には不当なクロックが出力される場合があります。 

PLL逓倍率変更の前に、すべての周辺モジュールの動作を完了させアイドル状態にして、外部端子からの起動

要因もありえない状態にしてください。 

FRQCRAの KICKビットに 1を書き込むと、CPGは SuperHywayバスの全イニシエータ、および全ターゲット

に停止要求を出し、これらすべてが停止した後、PLL回路逓倍率を変更します。 

【設定手順】 

1. FRQCRA.STC[5:0]ビットに逓倍設定を行ってください。 

2. FRQCRA.KICKビットに1を書き込んでください。 

3. LSTATS.FRQFビットをリードし、0クリアされるまで待ってください。 

 

17.6.2 分周率の変更 

分周率変更は、FRQCRA、FRQCRBの各分周設定ビットを書き換え、FRQCRA.KICKビットを 1に設定するこ

とで分周設定を行うことができます。 

FRQCRAの KICKビットに 1を書き込むと、CPUクロック（Iφ）のみ分周率を変更する場合は、CPGは CPU

にのみ停止要求を出し、CPUが停止した後、CPUクロック（Iφ）の分周率を変更します。Sクロック（Sφ）、

バスクロック（Bφ）、VPU用クロック（M1φ）、周辺クロック（Pφ）の分周率を変更する場合は、CPGは全

イニシエータ、および全ターゲットに停止要求を出し、これらすべてが停止した後、分周率を変更します。 

CPUクロック（Iφ）のみ分周率を変更する場合以外は、PLL逓倍率変更の前に、すべての周辺モジュールの動

作を完了させアイドル状態にして、外部端子からの起動要因もありえない状態にしてください。 

バスクロック（Bφ）を変更した場合、CKO端子のクロック出力停止時、および開始時、CKO端子には不当な

クロックが出力される場合があります。 

【設定手順】 

1. FRQCRA、FRQCRBの分周設定を行ってください。 

2. FRQCRA.KICKビットに1を書き込んでください。 

3. LSTATS.FRQFビットをリードし、0クリアされるまで待ってください。 
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17.6.3 クロック動作モードの変更 

クロック動作モードを決めるモード制御端子（MD2、MD1、MD0）はパワーオンリセット時にその値が取り込

まれます。動作中にMD2、MD1、MD0端子の設定変更は行わないでください。 
 

17.6.4 PLL回路の ON／OFF切り替え 

PLLCRの PLLEビットを書き換えることで、PLL回路の ON／OFFを制御できます。 

PLL回路の逓倍率変更時と同様に、PLL回路の発振安定時間は内部で自動的に検出します。 
 

17.6.5 FLL逓倍率の変更 

FLL回路の逓倍率を変更する場合、FLLの発振安定時間、および PLL回路の発振安定時間は内部で自動的に検

出しますので、FLLFRQの FLF[10:0]ビット、FLLFRQ.SELXM[1:0]ビットを書き換えるだけで FLL逓倍率を変更

することができます。RWDTの設定は必要ありません。 
 

17.7 ボード設計上の注意事項 

（1） バイパスコンデンサについての注意 

VSSと VCCのペアごとに積層セラミックコンデンサをバイパスコンデンサとして入れてください。 

バイパスコンデンサは、LSIの電源端子の近くに実装してください。 

容量値だけでなく、周波数特性は LSIの動作周波数に合った特性を持つものを使用してください。 
 

（2） PLL発振回路使用時の注意 

PLL用 VDDと VSSの接続パターンはボード電源供給端子からの配線長を短くし、パターン幅は広くしてインダ

クタンス成分を減らしてください。 

PLLのアナログ電源系はノイズ等に敏感であるため、他の電源との干渉によってシステム全体として誤作動を

生じさせる可能性があります。このため、本アナログ電源系と VDD、VCCQのデジタル電源系は、極力、基板上で

同一リソースを供給しないでください。 

VDD_PLL

Vss_PLL

電源
Vcc

Vss

 

図 17.2 PLL発振回路使用時の注意 
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（3） FLL使用時の注意事項 

FLL用 VDDと VSSの接続パターンはボード電源供給端子からの配線長を短くし、パターン幅は広くしてインダ

クタンス成分を減らしてください。 

FLL電源は、ノイズ除去のためバイパスコンデンサと CRフィルタ設置を推奨します。バイパスコンデンサは

0.1μF程度とし、FLL電源端子の間近に接続してください。CRフィルタの遮断周波数は RCLKの 1/20程度を推

奨します。 

FLL電源はノイズ等に敏感であるため、他の電源との干渉によってシステム全体として誤動作を生じさせる可

能性があります。このため、本電源と VDD、VCCQのデジタル電源系は、極力基板上で同一リソースを供給しない

でください。 

VDD_FLL

0.1μF C
Vss_FLL

信号配線禁止

電源端子近傍

電源
Vcc

Vss

 

図 17.3 FLL発振回路使用時の注意 
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18. リセット、低消費電力モード 

本 LSIは、LSI内部へのクロック供給をきめ細かく制御するスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、

モジュールスタンバイ機能に加えて、LSI内部への電源供給を一部遮断する U-スタンバイモードや R-スタンバイ

モードを内蔵し、低電力化を可能としています。 

18.1 特長 

• 各種低消費電力モードのサポート 

スリープ／ソフトウェアスタンバイ／モジュールスタンバイ／R-スタンバイ／U-スタンバイモード 

• U-スタンバイ、R-スタンバイ中には、RCLK、およびRTC_CLKで動作するRWDT、CMT、KEYSC、RTCが動

作可能 

18.1.1 電源領域の分離 

各種低消費電力モードを実現するために、本 LSIは以下の 4つの電源領域に分離されています。 

• コアエリア 

VDD電源で動作する領域です。下記3エリア以外のモジュールがすべて含まれます。 

U-スタンバイモード、R-スタンバイモードでは、本領域の電源をオフにすることで、待機時の消費電力を大

幅に削減することが可能です。 

• バックアップエリア 

VDD電源で動作する領域です。RSメモリ、および一部モジュールのレジスタバックアップ領域が含まれます。 

R-スタンバイモードからの復帰時には、本領域にバックアップされているレジスタ内容が自動的に該当レジ

スタに再設定されます。 

• サブエリア 

VDD電源で動作する領域です。RWDT、CMT、KEYSC、RTCが含まれます。 

• I/Oエリア 

VCC系電源で動作する領域です。入出力バッファが含まれます。 
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18.1.2 リセット、低消費電力モードの種類 

リセット、低消費電力モードには以下の種類があります。各モードの状態、遷移方法、解除方法を表 18.1に示

します 

• スリープモード：CPUコアのクロックを停止 

• ソフトウェアスタンバイモード：LSI全体のクロックを停止 

• モジュールスタンバイ機能：使用しないモジュールのクロックをソフトウェアにより停止 

• U-スタンバイモード：I/Oエリア、サブエリア以外の電源をオフ 

• R-スタンバイモード：I/Oエリア、サブエリア、バックアップエリア以外の電源をオフ 

 

表18.1 リセット、低消費電力モードの状態 

状態 低消費電力 

モード 

遷移条件 

CPG CPU 

コア 

CPU 

レジスタ

内蔵メモリ 内蔵周辺 

モジュール*
1
 

SDRAM 

解除方法 

スリープ 

モード 

STBCRの STBY=0、 

RSTBY=0、USTBY=0 

で SLEEP命令を実行 

動作 停止 保持 RSメモリは動作。

その他は停止 

（内容は保持） 

動作 オート 

リフレッシュ 

されます 

• 割り込み 

• パワーオンリセット 

• システムリセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

STBCRの STBY=1、 

RSTBY=0、USTBY=0 

で SLEEP命令を実行 

停止 停止 保持 停止 

（内容は保持） 

停止*
2
 セルフ 

リフレッシュ 

にしてください 

• IRQ、NMI、CMT、

KEYSC、RTC 

• パワーオンリセット 

• システムリセット 

モジュール 

スタンバイ 

機能 

MSTPCRの該当モジュールの

MSTPビットを 1とする 

動作 動作 

または 

停止 

保持 指定モジュールが

停止（内容は保持）

指定モジュールが

停止 

オート 

リフレッシュ 

されます 

• MSTPビットを 0に 

クリア 

R-スタンバイ 

モード 

STBCRの RSTBY=1、 

STBY=0、USTBY=0 

で SLEEP命令を実行 

停止 停止 非保持 RSメモリは保持。

その他は非保持 

停止*
2
 セルフ 

リフレッシュ 

にしてください 

• IRQ、NMI、CMT、

KEYSC、RTC 

• パワーオンリセット 

• システムリセット 

U-スタンバイ 

モード 

STBCRの USTBY=1、 

STBY=0、RSTBY=0 

で SLEEP命令を実行 

停止 停止 非保持 非保持 停止*
2
 セルフ 

リフレッシュ 

にしてください 

• CMT、KEYSC、RTC*4 

• パワーオンリセット 

• システムリセット 

パワーオン 

リセット 

RESETP端子を Lowにする 初期 

状態 

初期 

状態 

初期 

状態 

初期状態 初期状態 初期状態 ― 

システム 

リセット 

RESETA端子を Lowにする 

RWDTにオーバフロー発生 

H-UDIリセット発生 

初期 

状態 

初期 

状態 

初期 

状態 

初期状態 初期状態 初期状態 ― 

マニュアル 

リセット 

SR.BL=1のときにユーザ 

ブレークを除く例外が発生 

保持 初期 

状態 

初期 

状態 

初期状態／保持*
3

初期状態／保持*
3

オート 

リフレッシュ 

されます 

― 

【注】 *1 内蔵周辺モジュールとは、Super-Hywayバスおよび周辺バスに直結したモジュールを指します。 

 *2 RCLK動作の RWDT、CMT、KEYSC、および、RTC_CLK動作の RTCは動作します。 

 *3 モジュールにより異なります。各モジュールの章を参照してください。 

 *4 クロックモード 3（FLL使用）の場合は、CMT、KEYSC、RTCによる U-スタンバイモード解除を禁止します。 



 

18. リセット、低消費電力モード 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  18-3 

2013.01.18  

 

SH7724 

18.2 入出力端子 

リセット、低消費電力モード関連の端子構成を表 18.2に示します。 
 

表18.2 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

STATUS0 処理状態 0 出力 各種スタンバイ（ソフトウェアスタンバイ、R-スタンバイ、U-スタン

バイ）状態でハイレベルになります。 

STATUS2 処理状態 2 出力 R-スタンバイ状態でハイレベルになります。 

RESETP リセット入力端子 入力 ローレベルでパワーオンリセット状態になります。 

RESETA リセット入力端子 入力 ローレベルでシステムリセット状態になります。 

RESETOUT リセット出力信号 出力 本 LSIがリセット中にローレベルになります。 

PDSTATUS パワーダウン状態信号 出力 電源分離領域の電源がオフになっているときにハイレベルになりま

す。本信号を使用してレギュレータの供給電流を制御することができ

ます。 

 

18.3 レジスタの説明 

リセット、消費電力モードのレジスタ構成を表 18.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態

を表 18.4に示します。 
 

表18.3 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR R/W H'A415 0020 32 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'A415 0030 32 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'A415 0034 32 

モジュールストップレジスタ 2 MSTPCR2 R/W H'A415 0038 32 

ブートアドレスレジスタ BAR R/W H'A415 0040 32 

 

表18.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

STBCR 初期化 保持 保持 － 保持 保持 保持 

MSTPCR0 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

MSTPCR1 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

MSTPCR2 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

BAR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 
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18.3.1 スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

STBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、スリープ、スタンバイ、R-スタンバイ、U-ス

タンバイの指定ができます。 

STBCRはロングワードアクセスのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R R/W R/W R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — STBY — RSTBY USTBY — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 STBY 0 R/W スタンバイビット 

本ビットを 1にセット後、SLEEP命令を実行することによりスタンバイ

モードへ遷移します。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 RSTBY 0 R/W R-スタンバイビット 

本ビットを 1にセット後、SLEEP命令を実行することにより R-スタンバ

イモードへ遷移します。 

4 USTBY 0 R/W U-スタンバイビット 

本ビットを 1にセット後、SLEEP命令を実行することにより U-スタンバ

イモードへ遷移します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

低消費電力モードの設定ビット（STBY、RSTBY、USTBY）のうち複数のビットに 1をセットした場合の動作

は保証しません。すべてのビットが 0の場合、SLEEP命令によってスリープモードに遷移します。 

なお、RSTBYビットは R-スタンバイ開始前にセットし、R-スタンバイを割り込みで解除した場合には、復帰後

に RSTBYビットを 0に戻してください。同様に USTBYビットは U-スタンバイ開始前にセットし、U-スタンバ

イを CMT、KEYSC、RTCによる要求で解除した場合には、復帰後に USTBYビットを 0に戻してください。 

RSTBYビットが 1にセットされている場合の起動アドレスは BARの値となります。 
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18.3.2 モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0） 

MSTPCR0は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対し、個別

に動作、停止の指定ができます。 

MSTPCR0は、ロングワードアクセスのみ可能です。 

命令キャッシュ（IC）、オペランドキャッシュ（OC）、TLB、および RSメモリに対するモジュールストップ

を解除した後、それらのモジュールにアクセスするときは、以下のいずれかの前処理を行ってください。なお、

モジュールのアクセスには、該当モジュールからの命令フェッチ、および該当モジュールを利用した命令フェッ

チを含みます。 

• 書き換えたMSTPnビットを一度読み出した後、RTE命令を実行してください。 

• 書き換えたMSTPnビットを一度読み出した後、任意のアドレスに対してICBI命令を実行してください。この

とき、任意のアドレスはキャッシング不可領域でも構いません。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W RW R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R

MSTP
031

MSTP
030

MSTP
029

MSTP 
028

MSTP 
027

MSTP 
026 — MSTP 

024 — MSTP 
022

MSTP 
021

MSTP 
020

MSTP 
019

MSTP 
018

MSTP 
017

MSTP 
016

MSTP 
015

MSTP 
014

MSTP 
013

MSTP 
012 — MSTP 

010
MSTP 
009

MSTP 
008

MSTP 
007 — MSTP 

002 —MSTP 
001

MSTP 
004

MSTP 
005

MSTP 
006

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MSTP031 0 R/W モジュールストップビット 031 

MSTP031ビットを 1にセットすると、TLBへのクロックの供給を停止し

ます。CPUコアを 32ビットアドレスモードで使用する場合、本ビットは

常に 0（動作）に設定してください。 

0：TLBは動作 

1：TLBへのクロック供給を停止 

30 MSTP030 0 R/W モジュールストップビット 030 

MSTP030ビットを 1にセットすると、命令キャッシュ（IC）へのクロッ

クの供給を停止します。 

0：ICは動作 

1：ICへのクロック供給を停止 

29 MSTP029 0 R/W モジュールストップビット 029 

MSTP029ビットを 1にセットすると、オペランドキャッシュ（OC）への

クロックの供給を停止します。 

0：OCは動作 

1：OCへのクロック供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28 MSTP028 0 R/W モジュールストップビット 028 

MSTP028ビットを 1にセットすると、RSメモリへのクロックの供給を停

止します。 

0：RSメモリは動作 

1：RSメモリへのクロック供給を停止 

27 MSTP027 0 R/W モジュールストップビット 027 

MSTP027ビットを 1にセットすると、ILRAMメモリへのクロックの供給

を停止します。 

0：ILRAMは動作 

1：ILRAMへのクロック供給を停止 

26 MSTP026 0 R/W モジュールストップビット 026 

MSTP026ビットを 1にセットすると、2次キャッシュへのクロックの供

給を停止します。 

0：2次キャッシュは動作 

1：2次キャッシュへのクロック供給を停止 

25 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 MSTP024 0 R/W モジュールストップビット 024 

MSTP024ビットを 1にセットすると、FPUへのクロックの供給を停止し

ます。 

0：FPUは動作 

1：FPUへのクロック供給を停止 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22 MSTP022 0 R/W モジュールストップビット 022 

MSTP022ビットを 1にセットすると、INTCへのクロックの供給を停止し

ます。 

0：INTCは動作 

1：INTCへのクロック供給を停止 

21 MSTP021 0 R/W モジュールストップビット 021 

MSTP021ビットを 1にセットすると、DMAC0へのクロックの供給を停

止します。 

0：DMAC0は動作 

1：DMAC0へのクロック供給を停止 

20 MSTP020 0 R/W モジュールストップビット 020 

MSTP020ビットを 1にセットすると、 SuperHywayバスへのクロックの

供給を停止します。 

0：SuperHywayバスは動作 

1：SuperHywayバスへのクロック供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19 MSTP019 0 R/W モジュールストップビット 019 

MSTP019ビットを 1にセットすると、H-UDIへのクロックの供給を停止

します。 

0：H-UDIは動作 

1：H-UDIへのクロック供給を停止 

18 MSTP018 0 R/W モジュールストップビット 018 

MSTP018ビットを 1にセットすると、LSI内のデバッグ機能（DBG）へ

のクロック供給を停止します。H-UDI、UBC、AUDを使用する場合、本ビ

ットは 0にしてください。 

0：DBGは動作 

1：DBGへのクロック供給を停止 

17 MSTP017 0 R/W モジュールストップビット 017 

MSTP017ビットを 1にセットすると、UBCへのクロックの供給を停止し

ます。 

0：UBCは動作 

1：UBCへのクロック供給を停止 

16 MSTP016 0 R/W モジュールストップビット 016 

MSTP016ビットはデバッグ用リザーブビットです。初期化ルーチンで 1

をセットしてください。通常は直前に読み出した値を書き込むようにして

ください。 

15 MSTP015 0 R/W モジュールストップビット 015 

MSTP015ビットを 1にセットすると、TMU0へのクロックの供給を停止

します。 

0：TMU0は動作 

1：TMU0へのクロック供給を停止 

14 MSTP014 0 R/W モジュールストップビット 014 

MSTP014ビットを 1にセットすると、CMTへのクロックの供給を停止し

ます。 

0：CMTは動作 

1：CMTへのクロック供給を停止 

13 MSTP013 0 R/W モジュールストップビット 013 

MSTP013ビットを 1にセットすると、RWDTへのクロックの供給を停止

します。 

0：RWDTは動作 

1：RWDTへのクロック供給を停止 

12 MSTP012 1 R/W モジュールストップビット 012 

MSTP012ビットを 1にセットすると、DMAC1へのクロックの供給を停

止します。 

0：DMAC1は動作 

1：DMAC1へのクロック供給を停止 



 

18. リセット、低消費電力モード 

18-8  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 MSTP010 0 R/W モジュールストップビット 010 

MSTP010ビットを 1にセットすると、TMU1へのクロックの供給を停止

します。 

0：TMU1は動作 

1：TMU1へのクロック供給を停止 

9 MSTP009 0 R/W モジュールストップビット 009 

MSTP009ビットを 1にセットすると、SCIF0へのクロックの供給を停止

します。 

0：SCIF0は動作 

1：SCIF0へのクロック供給を停止 

8 MSTP008 0 R/W モジュールストップビット 008 

MSTP008ビットを 1にセットすると、SCIF1へのクロックの供給を停止

します。 

0：SCIF1は動作 

1：SCIF1へのクロック供給を停止 

7 MSTP007 0 R/W モジュールストップビット 007 

MSTP007ビットを 1にセットすると、SCIF2へのクロックの供給を停止

します。 

0：SCIF2は動作 

1：SCIF2へのクロック供給を停止 

6 MSTP006 0 R/W モジュールストップビット 006 

MSTP006ビットを 1にセットすると、SCIFA3へのクロックの供給を停

止します。 

0：SCIFA3は動作 

1：SCIFA3へのクロック供給を停止 

5 MSTP005 0 R/W モジュールストップビット 005 

MSTP005ビットを 1にセットすると、SCIFA4へのクロックの供給を停

止します。 

0：SCIFA4は動作 

1：SCIFA4へのクロック供給を停止 

4 MSTP004 0 R/W モジュールストップビット 004 

MSTP004ビットを 1にセットすると、SCIFA5へのクロックの供給を停

止します。 

0：SCIFA5は動作 

1：SCIFA5へのクロック供給を停止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MSTP002 0 R/W モジュールストップビット 002 

MSTP002ビットを 1にセットすると、MSIOF0へのクロックの供給を停

止します。 

0：MSIOF0は動作 

1：MSIOF0へのクロック供給を停止 

1 MSTP001 0 R/W モジュールストップビット 001 

MSTP001ビットを 1にセットすると、MSIOF1へのクロックの供給を停

止します。 

0：MSIOF1は動作 

1：MSIOF1へのクロック供給を停止 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 MSTPCR0に書き込む際、特定ビットに対してのみ書き込みを行いたい場合は、MSTPCR0の値を読み出し、特定ビッ

トの値のみ変更した値を MSTPCR0に書き戻してください。 
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18.3.3 モジュールストップレジスタ 1（MSTPCR1） 

MSTPCR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対し、個別

に動作、停止の指定ができます。 

MSTPCR1は、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R R/W R/W R R R R R R R R

— — — MSTP
112

MSTP
111 — MSTP

109 — ——MSTP 
108 — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 MSTP112 0 R/W モジュールストップビット 112 

MSTP112ビットを 1にセットすると、KEYSCへのクロックの供給を停止

します。 

0：KEYSCは動作 

1：KEYSCへのクロック供給を停止 

11 MSTP111 0 R/W モジュールストップビット 111 

MSTP111ビットを 1にセットすると、RTCへのクロック供給を停止しま

す。 

0：RTCは動作 

1：RTCへのクロック供給を停止 

10 － 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 MSTP109 0 R/W モジュールストップビット 109 

MSTP109ビットを 1にセットすると、I2C（チャネル 0）へのクロックの

供給を停止します。 

0：I2C（チャネル 0）は動作 

1：I2C（チャネル 0）へのクロック供給を停止 

8 MSTP108 0 R/W モジュールストップビット 108 

MSTP108ビットをセットすると、I2C（チャネル 1）へのクロック供給を

停止します。 

0：I2C（チャネル 1）は動作 

2：I2C（チャネル 1）へのクロック供給を停止 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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【注】 MSTPCR1に書き込む際、特定ビットに対してのみ書き込みを行いたい場合は、MSTPCR1の値を読み出し、特定ビッ

トの値のみ変更した値を MSTPCR1に書き戻してください。 

 

18.3.4 モジュールストップレジスタ 2（MSTPCR2） 

MSTPCR2は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対し、個別

に動作、停止の指定ができます。 

MSTPCR2は、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 

MSTP
218 —

MSTP
204

MSTP
203

MSTP
202

MSTP
201

MSTP
213

MSTP
200

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R/W R/W R R/W R/WR/W R R/W R/W R/W R/W R/W R

— — MSTP
229

MSTP
228 — MSTP

226 —MSTP
224

MSTP
225

MSTP
217

MSTP
222

MSTP
221

MSTP
219

R/W

MSTP
220

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R R/W R/W R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MSTP
210

MSTP
215

MSTP
209

MSTP
212— — — — MSTP

206
MSTP
205

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

29 MSTP229 1 R/W モジュールストップビット 229 

MSTP229ビットを 0にセットすると、MMCIFへのクロックの供給を開始

します。 

0：MMCIFは動作 

1：MMCIFへのクロック供給を停止 

28 MSTP228 1 R/W モジュールストップビット 228 

MSTP228ビットを 0にセットすると、EtherMACへのクロックの供給を

開始します。 

0：EtherMACは動作 

1：EtherMACへのクロック供給を停止 

27 － 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

26 MSTP226 1 R/W モジュールストップビット 226 

MSTP226ビットを 0にセットすると、ATAPIへのクロックの供給を開始

します。 

0：ATAPIは動作 

1：ATAPIへのクロック供給を停止 

25 MSTP225 1 R/W モジュールストップビット 225 

MSTP225ビットを 0にセットすると、TPUへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：TPUは動作 

1：TPUへのクロック供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 MSTP224 1 R/W モジュールストップビット 224 

MSTP224ビットを 0にセットすると、IrDAへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：IrDAは動作 

1：IrDAへのクロック供給を停止 

23 － 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

22 MSTP222 1 R/W モジュールストップビット 222 

MSTP222ビットを 0にセットすると、TSIFへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：TSIFは動作 

1：TSIFへのクロック供給を停止 

21 MSTP221 1 R/W モジュールストップビット 221 

MSTP221ビットを 0にセットすると、USB1へのクロックの供給を開始

します。 

0：USB1は動作 

1：USB1へのクロック供給を停止 

20 MSTP220 1 R/W モジュールストップビット 220 

MSTP220ビットを 0にセットすると、USB0へのクロックの供給を開始

します。 

0：USB0は動作 

1：USB0へのクロック供給を停止 

19 MSTP219 1 R/W モジュールストップビット 219 

MSTP219ビットを 0にセットすると、2DGへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：2DGは動作 

1：2DGへのクロック供給を停止 

18 MSTP218 1 R/W モジュールストップビット 218 

MSTP218ビットを 0にセットすると、SDHI0へのクロックの供給を開始

します。 

0：SDHI0は動作 

1：SDHI0へのクロック供給を停止 

17 MSTP217 1 R/W モジュールストップビット 217 

MSTP217ビットを 0にセットすると、SDHI1へのクロックの供給を開始

します。 

0：SDHI1は動作 

1：SDHI1へのクロック供給を停止 

16 － 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MSTP215 1 R/W モジュールストップビット 215 

MSTP215ビットを 0にセットすると、VEU1へのクロックの供給を開始

します。 

0：VEU1は動作 

1：VEU1へのクロック供給を停止 

14 － 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

13 MSTP213 1 R/W モジュールストップビット 213 

MSTP213ビットを 0にセットすると、CEU1へのクロックの供給を開始

します。 

0：CEU1は動作 

1：CEU1へのクロック供給を停止 

12 MSTP212 1 R/W モジュールストップビット 212 

MSTP212ビットを 0にセットすると、BEU1へのクロックの供給を開始

します。 

0：BEU1は動作 

1：BEU1へのクロック供給を停止 

11 － 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

10 MSTP210 1 R/W モジュールストップビット 210 

MSTP210ビットを 0にセットすると、2DDMACへのクロックの供給を開

始します。 

0：2DDMACは動作 

1：2DDMACへのクロック供給を停止 

9 MSTP209 1 R/W モジュールストップビット 209 

MSTP209ビットを 0にセットすると、SPUへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：SPUは動作 

1：SPUへのクロック供給を停止 

8、7 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

6 MSTP206 1 R/W モジュールストップビット 206 

MSTP206ビットを 0にセットすると、JPUへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：JPUは動作 

1：JPUへのクロック供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 MSTP205 1 R/W モジュールストップビット 205 

MSTP205ビットを 0にセットすると、VOUへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：VOUは動作 

1：VOUへのクロック供給を停止 

4 MSTP204 1 R/W モジュールストップビット 204 

MSTP204ビットを 0にセットすると、BEU0へのクロックの供給を開始

します。 

0：BEU0は動作 

1：BEU0へのクロック供給を停止 

3 MSTP203 1 R/W モジュールストップビット 203 

MSTP203ビットを 0にセットすると、CEU0へのクロックの供給を開始

します。 

0：CEU0は動作 

1：CEU0へのクロック供給を停止 

2 MSTP202 1 R/W モジュールストップビット 202 

MSTP202ビットを 0にセットすると、VEU0へのクロックの供給を開始

します。 

0：VEU0は動作 

1：VEU0へのクロック供給を停止 

1 MSTP201 1 R/W モジュールストップビット 201 

MSTP201ビットを 0にセットすると、VPUへのクロックの供給を開始し

ます。 

0：VPUは動作 

1：VPUへのクロック供給を停止 

0 MSTP200 1 R/W モジュールストップビット 200 

MSTP200ビットを 0にセットすると、LCDCへのクロックの供給を開始

します。 

0：LCDCは動作 

1：LCDCへのクロック供給を停止 

【注】 MSTPCR2に書き込む際、特定ビットに対してのみ書き込みを行いたい場合は、MSTPCR2の値を読み出し、特定ビッ

トの値のみ変更した値を MSTPCR2に書き戻してください。 
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18.3.5 ブートアドレスレジスタ（BAR） 

BARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、R-スタンバイから復帰後の開始アドレスを指定

します。アドレスには RSメモリ上のアドレス、またはエリア 0のアドレスが指定できます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BAR[31:16]

BAR[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BAR[31:0] H'0000 0000 R/W R-スタンバイ時のブートアドレスをセットしてください 
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18.4 動作説明 

18.4.1 リセット 

リセットには、パワーオンリセット、システムリセット、マニュアルリセットの 3種類があります。 

（1） パワーオンリセット 

パワーオンリセットは、電源投入時に必ず使用してください。パワーオンリセットに使用する端子は RESETP

です。パワーオンリセットは、すべての実行中の処理を中断し、いかなる未処理の事象も取り消して、リセット

処理を直ちに実行します。パワーオンリセット時のタイミングシーケンスについては、｢第 52章 電気的特性｣

を参照してください。 

パワーオンリセットでのみ初期化されるレジスタを以下に示します。これらのレジスタはシステムリセットで

は初期化されません。 

1. RWTCSRレジスタ（WDT）のビット7、4 

2. CMCSRレジスタ（CMT）のビット15、14 

 

（2） システムリセット 

システムリセットは、いわゆる初期化状態から再実行したいときに使用します。システムリセットに使用する

端子は RESETAです。システムリセットはすべての実行中の処理を中断し、いかなる未処理の事象も取り消して、

リセット処理を直ちに実行します。システムリセットが発生する条件を以下に示します。 

1. RESETA端子にローレベルを入力する。 

2. RWDTのカウントを開始し、カウンタがオーバフローしたとき。 

3. H-UDIリセットが発生したとき（H-UDIリセットについては、｢第50章 ユーザデバッグインタフェース

（H-UDI）｣を参照してください。 

 

システムリセット発生時の CPUの例外処理は、パワーオンリセットと同じになります。 
 

（3） マニュアルリセット 

マニュアルリセットは、ソフトウェアにより発生するリセットです。マニュアルリセットについては、｢第 5章 

例外処理｣を参照してください。 
 

18.4.2 スリープモード 

（1） スリープモードへの遷移 

STBCRの STBY、RSTBY、USTBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からス

リープモードに遷移します。スリープモードでは、CPUコアに対するクロック供給を停止します。CPUは SLEEP

命令実行後に停止しますが、CPUコアのレジスタやメモリ内容は保持されます。また、内蔵周辺モジュールは動

作を続けます。CKO端子、MCLK端子にはクロックが出力され続けます。 

スリープモードへ遷移する手順を以下に示します。 
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1. STBCRのSTBY、RSTBY、USTBYビットを0に設定します。 

2. SLEEP命令を実行します。 

 

（2） スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ、内蔵周辺モジュール）およびリセットにより解除されます。 

スリープモード中は、ステータスレジスタ（SR）の BLビットが 1でも割り込みを受け付けますので、必要な

らば、SLEEP命令実行前に SPC、SSRをスタックに退避してください。 

（a） 割り込みによる解除 

NMI、IRQ、内蔵周辺モジュールの各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割り込み例外処理が

実行されます。割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、割り込み要因に対応したコードがセットされます。内蔵

周辺モジュールの割り込みの種類については、「第 13章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してくださ

い。 

（b） リセットによる解除 

パワーオンリセットおよびシステムリセットにより、スリープモードは解除されます。 
 

18.4.3 ソフトウェアスタンバイモード 

（1） ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットが 1、RSTBY、USTBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行

状態からソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードではCPGが停止するため、

RCLK、および RTC_CLKで動作するモジュール（RWDT、CMT、KEYSC、RTC）以外は停止します。ただし、

クロックを必要としない I/Oエリアの機能（NMI、IRQ割り込み検出）は動作します。 

CPUコアのレジスタやメモリ、RSメモリの内容は保持されます。内蔵周辺モジュールのレジスタの状態につい

ては、各章のレジスタの説明を参照してください。 

ソフトウェアスタンバイモード時は、RWDT、CMT、KEYSC、RTCを動作させるため、RCLKおよび RTC_CLK

を入力してください。クロックモード 0～2の場合は RCLKのソースである EXTALを入力し、RTCを使用してい

れば RTC_CLKも入力してください。クロックモード 3～7の場合は、RCLKのソースである RTC_CLKを入力し

てください。 

ソフトウェアスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 

1. STBCRのSTBYビットを1に、RSTBY、USTBYビットを0に設定します。 

2. SLEEP命令を実行します。 

3. ソフトウェアスタンバイモードに入り、LSI内部のクロックが停止すると、STATUS0端子からハイレベルが

出力されます。 

 

（2） ソフトウェアスタンバイモードの解除 

割り込み（NMI、IRQ、CMT、KEYSC、RTC）、パワーオンリセット、システムリセットにより、ソフトウェ

アスタンバイモードは解除されます。 
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（a） 割り込みによる解除 

NMI、IRQ、CMT、KEYSC、RTC割り込みが発生すると、CPGが起動し、動作すべき PLL、FLLのすべての発

振が安定した後に、LSI全体にクロックが供給されます。このとき、PLL、FLLの発振安定化時間は自動的に LSI

側で確保されます。ソフトウェアスタンバイモードが解除されると、STATUS0端子がローレベルになります。こ

の後、CPUにより割り込み例外処理が実行されます。ソフトウェアスタンバイモード中は、ステータスレジスタ

（SR）の BLビットが 1のときでも割り込みを受け付けますので、必要ならば SLEEP命令実行前に SPC、SSRを

スタックに退避してください。 

ソフトウェアスタンバイモードが解除されるまでの間、CKO、MCLK端子のクロック出力は停止します。 

（b） リセットによる解除 

パワーオンリセットおよびシステムリセットにより、ソフトウェアスタンバイモードは解除されます。 

復帰後の開始アドレスはリセットベクタアドレス（H'A000 0000）になります。 
 

18.4.4 モジュールスタンバイ機能 

（1） モジュールスタンバイ機能への遷移 

モジュールスタンバイコントロールレジスタの各MSTPビットに 1をセットすることで、それぞれ対応した内

蔵周辺モジュールへのクロック供給を停止させることができます。この機能を使用することで、CPU通常動作時

の消費電力を低減させることができます。 

モジュールスタンバイ状態にある各モジュールは、モジュールスタンバイ状態に遷移する直前の状態が保持さ

れ続けます。レジスタ設定値も停止前の状態を保持します。また、外部端子も停止前の状態を保持します。モジ

ュールスタンバイ状態から復帰すると、停止前の状態から動作を開始します。 

【注】 モジュールの動作が完了してアイドル状態にあり、外部端子や他のモジュールからの起動要因もありえない状態で

MSTPビットに 1をセットしてください。 

（2） モジュールスタンバイ機能の解除 

モジュールスタンバイ機能の解除は、各MSTPビットを 0にクリアすることにより行います。 

各MSTPビットを変更してモジュールスタンバイ機能を解除する場合は、該当ビットを読み出して変更された

ことを確認してください。 
 

18.4.5 U-スタンバイモード 

（1） U-スタンバイモードへの遷移 

STBCRの USTBYビットが 1、STBY、RSTBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行

状態から U-スタンバイモードに遷移します。U-スタンバイモードでは、電源分離領域のうち、I/Oエリアとサブ

エリアの電源がオン、コアエリアとバックアップエリアの電源がオフになります。これにより、ソフトウェアス

タンバイモードに比べてリーク電流を極めて小さくできます。 

U-スタンバイモードでは、RCLK、および RTC_CLKで動作する RWDT、CMT、KEYSC、RTCは動作を続け、

I/Oエリアの機能も動作可能です。NMI、IRQ割り込み検出は動作しません。 

なお、U-スタンバイモードでは、電源オフとなるコアエリア、バックアップエリアにある各モジュールのレジ

スタおよびメモリの内容はすべて失われるため、U-スタンバイモードから復帰後に再設定が必要です。 
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U-スタンバイモード時は、RWDT、CMT、KEYSC、RTCを動作させるため、RCLKおよび RTC_CLKを入力し

てください。クロックモード 0～2の場合は RCLKのソースである EXTALを入力し、RTCを使用していれば

RTC_CLKも入力してください。クロックモード 3～7の場合は、RCLKのソースである RTC_CLKを入力してく

ださい。 

U-スタンバイへ遷移する手順を以下に示します。 

1. STBCRのUSTBYビットを1に、STBY、RSTBYビットを0に設定します。 

2. SLEEP命令を実行します。 

3. U-スタンバイモードに入り、LSI内部のクロックが停止してSTATUS0端子からハイレベルが出力されます。

コアエリア、バックアップエリアの電源がオフになると、PDSTATUS端子からハイレベルが出力されます。 

 

（2） U-スタンバイモードの解除 

U-スタンバイモードは、パワーオンリセット、システムリセット、CMT、KEYSC、RTCにより解除され、コア

エリア、バックアップエリアの電源がオンになります。復帰後の開始アドレスはリセットベクタアドレス（H'A000 

0000）になります。なお、クロックモード 3の場合は、CMT、KEYSC、RTCでの U-スタンバイモード解除を禁

止します。クロックモード 3の U-スタンバイモード解除は、パワーオンリセットまたはシステムリセットを使用

してください。 
 

18.4.6 R-スタンバイモード 

（1） R-スタンバイモードへの遷移 

STBCRの RSTBYビットが 1、STBY、USTBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行

状態から R-スタンバイモードに遷移します。R-スタンバイモードでは、電源分離領域のうち、I/Oエリア、バッ

クアップエリアとサブエリアの電源がオン、コアエリアの電源がオフになります。コアエリアの電源オフにより、

ソフトウェアスタンバイモードに比べてリーク電流を小さくできます。また、バックアップエリアにレジスタや

復帰先アドレスの保持ができるため、割り込みによる高速な復帰が可能です。 

R-スタンバイモードでは、RCLK、および RTC_CLKで動作するモジュール（RWDT、CMT、KEYSC、RTC）

は動作を続け、I/Oエリアの機能（NMI、IRQ割り込み検出）も動作可能です。 

R-スタンバイモード時は、RWDT、CMT、KEYSC、RTCを動作させるため、RCLKおよび RTC_CLKを入力し

てください。クロックモード 0～2の場合は RCLKのソースである EXTALを入力し、RTCを使用していれば

RTC_CLKも入力してください。クロックモード 3～7の場合は、RCLKのソースである RTC_CLKを入力してく

ださい。 

なお、R-スタンバイモードでは、コアエリアにある各モジュールのレジスタおよびメモリの内容のうち、バッ

クアップエリアに退避され保持されるものと初期化されるものがあります。R-スタンバイモード時の各レジスタ、

メモリの状態は、「18.4.6（3）R-スタンバイモードで保持されるレジスタおよびメモリ」を参照してください。

初期化されるモジュールは、レジスタおよびメモリの内容がすべて失われますので、ソフトウェアによる動作保

証を行ってください。 
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R-スタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 

1. STBCRのRSTBYビットを1に、STBY、USTBYビットを0に設定します。 

2. BARにR-スタンバイモードからプログラム実行状態へ遷移した場合の最初の分岐先アドレスを指定します。 

3. SLEEP命令を実行します。 

4. R-スタンバイモードに入り、LSI内部のクロックが停止してSTATUS0端子およびSTATUS2端子からハイレベ

ルが出力されます。コアエリアの電源がオフになると、PDSTATUS端子からハイレベルが出力されます。 

 

（2） R-スタンバイモードの解除 

割り込み（NMI、IRQ、CMT、KEYSC、RTC）、パワーオンリセット、システムリセットにより、Rスタンバ

イモードは解除されます。 

（a） 割り込みによる解除 

NMI、IRQ、CMT、KEYSC、RTC割り込みが検出されると、コアエリアの電源がオンになります。コアエリア

のみにリセットがアサートされ*、動作すべき PLL、FLLのすべての発振が安定した後に、LSI全体にクロックが

供給されます。このとき、PLL、FLLの発振安定化時間は自動的に LSI側で確保されます。R-スタンバイモードが

解除されると、STATUS0端子および STATUS2端子がローレベルになります。復帰後の開始アドレスは BARに

設定したアドレスになります。この後、CPUによる割り込み例外処理が実行されます。R-スタンバイモード中は、

SRレジスタの BLビットが 1のときでも割り込みを受け付けますので、必要ならば SLEEP命令実行前に SPC、SSR

を退避してください。 

R-スタンバイモードが解除されるまでの間、CKO、MCLK端子のクロック出力は停止します。 

【注】 * RESETOUT端子はアサートされません。 

 

（b） パワーオンリセットによる解除 

パワーオンリセットおよびシステムリセットにより、R-スタンバイモードは解除され、コアエリアの電源がオ

ンになります。復帰後の開始アドレスはリセットベクタアドレス（H'A000 0000）になります。 
 

（3） R-スタンバイモードで保持されるレジスタおよびメモリ 

R-スタンバイモード時には、バックアップエリアで保持されているレジスタおよび RSメモリが保持されます。

割り込みによる解除の場合は、R-スタンバイへの遷移前と同じレジスタ値で動作を開始します。この回復処理は

R-スタンバイ解除後、BARレジスタに示された命令が実行される前に自動で行われます。保持されるレジスタに

関しては、各章のレジスタの説明を参照してください。 
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（4） R-スタンバイモードの使用例 

本モードでは動作再開に必要な一部のデータのみ保存されます。保存されないデータについてはソフトウェア

による保証が必要です。また、動作中のモジュールに対する停止のための手続きについても、ソフトウェアで処

理します。 

（a） 遷移前の処理 

1. SR.MD＝1、SR.BL＝1、SR.RB＝1にセットする。 

2. 各周辺モジュールの停止処理を行います。FIFOバッファ内容は保存されませんのでFIFOバッファが空である

ことを確認し停止処理を行います。 

3. 設定値などのデータを退避。退避先としては内容が保持できる外部メモリ、および内蔵のRSメモリを使用で

きます。 

4. キャッシュを使用している場合、キャッシュパージ（メインメモリへの書き戻し処理）、リセット、ディス

エーブル化を行います。TLBを使用している場合、再開のための必要な処理を行った後にリセット・ディス

エーブルを行います。 

5. STBCR.STBY＝0、STBCR.RSTBY＝1、STBCR.USTBY＝0をセットします。 

6. 本モードからプログラム実行状態に復帰したときに、最初に実行される命令のアドレスをBARにセットしま

す。 

7. SLEEP命令を実行します。 

8. R-スタンバイモードへ遷移します。 

 

（b） 復帰後の処理 

1. 復帰時に保存されている内容は、BSC、DBSC、INTC、CPG、PFC、I/Oポートの設定内容、およびRSメモリ

の内容です。その他の内容については、動作保証のためソフトウェアによる再設定が必要です。 

2. BARで指定されたアドレスからの命令実行を開始します。このとき、SRはリセットされSR.BL＝1となって

いますので、復帰のきっかけとなった割り込みは保留されます。 

3. SR、R15レジスタを設定します。このとき、SR.BLは1のままとしてください。 

4. 各周辺モジュールの再開手続きをソフトウェアにより行います。制御レジスタなどの再設定後、モジュール

イネーブルビットをセットします。 

5. VBR、TLB、キャッシュの設定を行います。 

6. SR.BL＝0をセットします。その他のビットについても適宜設定します。 

7. 保留されていた割り込みが受け付けられ、割り込みハンドラへ分岐し、通常の割り込み処理が実行されます。 
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18.4.7 各種モード間の状態遷移 

図 18.1に各種低消費電力モードの状態遷移を示します。 

R-スタンバイ

U-スタンバイ

ソフトウェアスタンバイ

逓倍率変更

モジュールスタンバイ

スリープ

電源オフ状態

通常動作

（1）（1）

（1）PLL安定化時間、電源安定化時間
（2）PLL安定化時間

（1）

（2）

 

図18.1 各モード間の状態遷移図 
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18.4.8 パワーオンシーケンス 

パワーオンシーケンスを図 18.2に示します。 

VccQ*1

状態不定期間
RESETP 

アサート期間*3 発振安定化時間*4

min. 3tRCLK

VccQ_LCD、VccQ_MMC、
VccQ_SDC、VccQ_SR、
VccQ_VIO、VccQ_DDR、 
VccQ1
VDD

EXTAL*2

RTC_CLK*2

CKO

MD8、MD5、
MD2～MD0*2

TST、TSTMD

RESETP

RESETOUT

【注】

VccQ電源は他の電源より先に安定させてください。
VccQ電源の立ち上がりと同時に入力してください
RESETPアサート期間は最低4RCLK必要です。
FLL発振安定化時間に2ms、PLL発振安定化時間に300μs必要です。

*1
*2
*3 
*4

RESETAはアサート不要です。

min. 

min. 

 

図18.2 パワーオンシーケンス 
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18.4.9 出力端子の変化タイミング 

パワーオンリセット時における各端子の出力状態を図 18.3に示します。 

CKO

RESETOUT

STATUS0

PDSTATUS

RESETP

RESETPアサート期間*1

【注】

RESETPアサート期間は最低4RCLK必要です。
FLL発振安定時間に2ms、PLL発振安定時間に300μs必要です。

RESETAはアサート不要です（High固定）。

*1
*2

発振安定期間*2

STATUS2

 

図18.3 パワーオンリセット時の各端子の出力状態 

 

R-スタンバイの場合、各端子の出力状態を図 18.4に示します。 

CKO
Hi-Z

発振停止

RESETOUT

STATUS0

PDSTATUS

電源切断過渡期間*1

【注】 電源遮断領域の電源スイッチオフまでに約3RCLK、その後PDSTATUSアサートまでに約3RCLK必要です。
割り込み要求から復帰動作が開始されるまで約2RCLK必要です。
電源遮断領域の電源スイッチオンから電源安定化までに200μs、FLL発振安定時間に2ms、PLL発振安定
時間に300μs必要です。

*1
*2
*3

割り込み
受理期間*2

電源安定＋
FLL、PLL発振安定期間*3

STATUS2

割り込み要求

 

図18.4 R-スタンバイ→割り込み復帰時の各端子の出力状態 
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ソフトウェアスタンバイの場合、各端子の出力状態を図 18.5に示します。 

CKO
Hi-Z

RESETOUT

STATUS0

PDSTATUS

FLL、PLL発振安定期間*

発振停止 割り込み要求

【注】 FLL発振安定時間に2ms、PLL発振安定時間に300μs必要です。*

STATUS2

 

図18.5 ソフトウェアスタンバイ→割り込み復帰時の各端子の出力状態 

 

U-スタンバイの場合、各端子の出力状態を図 18.6に示します。 

CKO
Hi-Z

発振停止

RESETOUT

STATUS0

PDSTATUS

RESETA

電源切断過渡期間*1

【注】 電源遮断領域の電源スイッチオフまでに約3RCLK、その後PDSTATUSアサートまでに約3RCLK必要です。
システムリセットアサート期間は最低4RCLK必要です。
電源遮断領域の電源スイッチオンから電源安定化までに200μs、DLL発振安定時間に2ms、PLL発振安定
時間に300μs必要です。

*1
*2
*3

システムリセット
アサート期間*2

電源安定＋
FLL、PLL発振安定期間*3

STATUS2

システムリセット

 

図18.6 U-スタンバイ→リセット復帰時の各端子の出力状態 
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19. RCLKウォッチドッグタイマ（RWDT） 

本 LSIは、RCLKウォッチドッグタイマ（RWDT）を内蔵しており、システムの暴走などにより、カウンタの

値が書き換えられずにオーバフローすると本 LSI内部をリセットすることができます。 

RWDTは 1チャネルのタイマであり、RTCクロックを入力としウォッチドッグタイマとして使用可能です。 

19.1 特長 

• ウォッチドッグタイマとして使用でき、カウンタオーバフローによりシステムリセットが発生します。 

• 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

RCLKを分周した8種類のクロック（RCLK/1～RCLK/4096）から選択できます。 

 

ブロック図を図 19.1に示します。 

リセット
コントロール

クロック選択器

RWTCSR RWTCNT

RWDT

分周器U-スタンバイ動作領域

RCLK

内部リセット要求

周辺バス

【記号説明】
  RWTCSR：RCLKウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ
  RWTCNT：RCLKウォッチドッグタイマカウンタ  

図 19.1 RWDTのブロック図 
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19.2 RWDTの入出力端子 

RWDTの端子構成と機能を表 19.1に示します。 
 

表 19.1 RWDTの端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

RCLK RTCクロック 入力 外部 RTCからのクロック入力（32.768kHz） 

 

19.3 レジスタの説明 

RWDTのレジスタ構成を表 19.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 19.3に示しま

す。 
 

表 19.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

RCLKウォッチドッグタイマカウンタ RWTCNT R/W H'A452 0000 8/16* 

RCLKウォッチドッグタイマコントロール／

ステータスレジスタ 

RWTCSR R/W H'A452 0004 8/16* 

【注】 * 書き込みは 16ビット、読み出しは 8ビットです。 

 

表 19.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

RWTCNT 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 保持 

RWTCSR 初期化 保持 保持 保持 初期化* 初期化* 保持 

【注】 * WOVF/SRSTFビットは動作内容によって変化します。 

 



 

19. RCLKウォッチドッグタイマ（RWDT） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  19-3 

2013.01.18  

 

SH7724 

19.3.1 RCLKウォッチドッグタイマカウンタ（RWTCNT） 

RWTCNTは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、選択されたクロックでカウントアップするカ

ウンタです。オーバフローすると、システムリセットが発生します。RWTCNTカウンタは、パワーオンリセット

およびシステムリセット時、H'00に初期化されます。 

RWTCNTカウンタへの書き込みは、上位バイトを H'5Aにしてワードサイズで行ってください。読み出しはバ

イトサイズで行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RWTCNT

 
 

19.3.2 RCLKウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（RWTCSR） 

RWTCSRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、カウントに使用するクロックの選択を行うビ

ット、オーバフローフラグおよびイネーブルビットから成ります。 

RWTCSRは、パワーオンリセット時、H'87に初期化されます。RWTCSRへの書き込みは、上位バイトを H'A5

にしてワードサイズで行ってください。読み出しはバイトサイズで行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1*1 0 0 0 0 1 1 1
R/W R R R/W R/(W) R/W R/W R/W

TME — WR
FLG WOVFSRSTF CKS[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TME 1*1 R/W タイマ動作の開始または停止を設定します。 

0：タイマディスエーブル。カウントアップを停止、RWTCNTの値は 

保持する 

1：タイマイネーブル 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 WRFLG 0 R 書き込み状態フラグ 

本ビットが 1の間、RWTCNTへの書き込みが行えません。RWTCNTへの

書き込みを行った後、同期化のために一定期間 RWTCNTへの書き込みが

マスクされる期間を示します。連続して RWTCNTへ書き込む場合は、必

ず本フラグが 0になっていることを確認してください。 

4 WOVF 0 R/W RWTCNTがオーバフローしたことを示します。RWDTを使用する前に必

ず 0を書いてください。 

0：オーバフローなし 

1：RWTCNTがオーバフローした 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 SRSTF 0 R/(W)*2 システムリセット入力フラグ 

システムリセットが入力されると 1にセットされます。0を書き込むこと

でクリアされます。 

R/U-スタンバイに遷移させる前に必ず 0クリアしてください。 

0：システムリセット入力なし 

1：システムリセットが入力された 

2～0 CKS[2:0] 111 R/W RTCクロックセレクト 

RTCクロックを分周して得られる 8種類のクロックから、RWTCNTのカ

ウントに使用するクロックを選択します。（ ）内のオーバフロー周期は、

RTCクロック＝32.768kHzの場合の値です。 

000：RCLK （7.8 ms） 

001：RCLK/4 （31.3 ms） 

010：RCLK/16 （125.0 ms） 

011：RCLK/32 （250.0 ms） 

100：RCLK/64 （500.0 ms） 

101：RCLK/128 （1.0 s） 

110：RCLK/1024 （8.0 s） 

111：RCLK/4096 （32.0 s） 

【注】 *1 RWDTの動作中に CKS[2:0]ビットを書き換えると、カウントアップが正しく行われない場合があります。CKS[2:0]

ビットを書き換える場合は、必ず RWDTを停止させてください。 

 *2 フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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19.3.3 レジスタアクセス時の注意 

RWTCNT、RWTCSRは、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。

次の方法で書き込みを行ってください。 

• RWTCNT、RWTCSRへ書き込む時は、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送、ロングワード

転送では、書き込めません。 

• RWTCNTへ書き込むときは、上位バイトをH'5Aにし下位バイトを書き込むデータにして転送してください。

RWTCSRへ書き込むときは、上位バイトをH'A5にし下位バイトを書き込むデータにして転送してください。 

＜RWTCNTへ書き込むとき＞

アドレス：H'A4520000

＜RWTCSRへ書き込むとき＞

アドレス：H'A4520004

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

H'A5 ライトデータ

15 8 7 0

 

図 19.2 RWTCNT、RWTCSRへの書き込み 
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19.4 RWDTの使用方法 

19.4.1 暴走制御 

パワーオンリセットにより RWDTは動作状態となり、RCLKでカウントが始まります。カウントオーバフロー

すると再度システムリセットが発生します。この機能により本 LSIが暴走した場合にも自動的にシステムリセッ

トを発生させることが可能となります。 

1. パワーオンリセット後、RWTCNTがオーバフローする前にブートルーチン内でRWTCSRのTMEビットを0と

してRWDTを停止してください。 

2. RWTCSRのWOVFビットを0クリアしてください。 

3. RWTCSRのCKS[2:0]ビットにカウントクロックの種類を設定してください。 

4. RWTCSRのTMEビットを1にセットしてカウントを開始してください。 

5. RWTCNTがオーバフローしないように定期的にRWTCNTをH'00に書き換えてください。 

6. RWTCNTがオーバフローすると、RWDTはRWTCSRのWOVFフラグを1にセットし、システムリセットを発

生します。このとき、RWTCNTおよびRWTCSRは初期化されます。 
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20. タイマユニット（TMU） 

本 LSIは、3チャネルの 32ビットタイマにより構成されるタイマユニット（TMU）を 2ユニット内蔵していま

す。 

20.1 特長 

• オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• 任意の時点で書き込み／読み出し可能な、オートリロード用の32ビットコンスタントレジスタおよび32ビッ

トダウンカウンタを搭載 

• 32ビットダウンカウンタのアンダフロー（H'0000 0000→H'FFFF FFFF）の発生で割り込み要求を発生 

• 各チャネルとも、5種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

Pφ/4、Pφ/16、Pφ/64、Pφ/256、Pφ/1024 

 



 

20. タイマユニット（TMU） 

20-2  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

TMUのブロック図を図 20.1に示します。 

Ch.0

TMU

カウンタ
制御部

TSTR

TCR_0

バス
インタフェース

内
部
バ
ス

周
辺
バ
ス

割り込み
制御部

TCOR_0

【記号説明】
  TSTR ：タイマスタートレジスタ
  TCR ：タイマコントロールレジスタ

TCNT_0

プリスケーラPφ

TUNI0

クロック
制御部

TCNT ：タイマカウンタ
TCOR ：タイマコンスタントレジスタ

Ch.1

カウンタ
制御部

TCR_1

割り込み
制御部

TCOR_1

TCNT_1

TUNI1

Ch.2

カウンタ
制御部

TCR_2

割り込み
制御部

TCOR_2

TCNT_2

TUNI2

 

図 20.1 TMUのブロック図 
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20.2 レジスタの説明 

TMUのレジスタ構成を表 20.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 20.2に示します。 

各チャネルのレジスタ名については、ユニット 1、チャネル 0の TCORは TCOR1_0のように表記しています。 
 

表 20.1 TMUレジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H'FFD8 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 0_0 TCOR0_0 R/W H'FFD8 0008 32 

タイマカウンタ 0_0 TCNT0_0 R/W H'FFD8 000C 32 

タイマコントロールレジスタ 0_0 TCR0_0 R/W H'FFD8 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 0_1 TCOR0_1 R/W H'FFD8 0014 32 

タイマカウンタ 0_1 TCNT0_1 R/W H'FFD8 0018 32 

タイマコントロールレジスタ 0_1 TCR0_1 R/W H'FFD8 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 0_2 TCOR0_2 R/W H'FFD8 0020 32 

タイマカウンタ 0_2 TCNT0_2 R/W H'FFD8 0024 32 

タイマコントロールレジスタ 0_2 TCR0_2 R/W H'FFD8 0028 16 

タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFD9 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 1_0 TCOR1_0 R/W H'FFD9 0008 32 

タイマカウンタ 1_0 TCNT1_0 R/W H'FFD9 000C 32 

タイマコントロールレジスタ 1_0 TCR1_0 R/W H'FFD9 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 1_1 TCOR1_1 R/W H'FFD9 0014 32 

タイマカウンタ 1_1 TCNT1_1 R/W H'FFD9 0018 32 

タイマコントロールレジスタ 1_1 TCR1_1 R/W H'FFD9 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 1_2 TCOR1_2 R/W H'FFD9 0020 32 

タイマカウンタ 1_2 TCNT1_2 R/W H'FFD9 0024 32 

タイマコントロールレジスタ 1_2 TCR1_2 R/W H'FFD9 0028 16 

 



 

20. タイマユニット（TMU） 

20-4  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

表 20.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

TSTR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR0_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT0_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR0_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR0_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT0_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR0_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR0_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT0_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR0_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSTR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR1_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT1_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR1_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR1_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT1_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR1_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR1_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT1_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR1_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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20.2.1 タイマスタートレジスタ 0、1（TSTR0、TSTR1） 

TSTRは、タイマカウンタ（TCNT）の動作／停止を選択する読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで

す。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

— — — — — STR2 STR1 STR0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 

 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR2 0 R/W カウンタスタート 2 

タイマカウンタ 2（TCNT_2）を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT_2のカウント動作は停止 

1：TCNT_2はカウント動作 

1 STR1 0 R/W カウンタスタート 1 

タイマカウンタ 1（TCNT_1）を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT_1のカウント動作は停止 

1：TCNT_1はカウント動作 

0 STR0 0 R/W カウンタスタート 0 

タイマカウンタ 0（TCNT_0）を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT_0のカウント動作は停止 

1：TCNT_0はカウント動作 
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20.2.2 タイマコントロールレジスタ 0、1（TCR0、TCR1） 

TCRは TCNTカウンタの制御および割り込みの制御を行うレジスタで、読み出し／書き込み可能な 16ビット

レジスタです。TCRは、タイマカウンタ（TCNT）のアンダフロー発生を示すフラグが 1にセットされたときの割

り込み発生制御、カウンタクロック選択を行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/(W)* R R R/W R R R/W R/W R/W

— — — — — — — UNF — — UNIE — — TPSC[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 UNF 0 R/(W)* アンダフローフラグ 

TCNTのアンダフローを示すフラグです。 

0：TCNTがアンダフローを起こしていない 

【クリア条件】UNFに 0を書き込んだとき 

1：TCNTがアンダフローを起こした 

【セット条件】TCNTがアンダフローを起こした 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグ UNFが 1にセットさ

れたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

0：UNFによる割り込み（TUNI）を禁止 

1：UNFによる割り込み（TUNI）を許可 

4、3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 TPSC[2:0] 000 R/W タイマプリスケーラ 2、1、0 

TCNTのカウントクロックを選択します。 

000：Pφ/4でカウント 

001：Pφ/16でカウント 

010：Pφ/64でカウント 

011：Pφ/256でカウント 

100：Pφ/1024でカウント 

101、110、111：設定禁止 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 
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20.2.3 タイマコンスタントレジスタ 0、1（TCOR0、TCOR1） 

TCORは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタで、TCNTカウンタのアンダフローが発生したとき、

TCNTカウンタにセットする値を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCOR

TCOR

 
 

20.2.4 タイマカウンタ 0、1（TCNT0、TCNT1） 

TCNTは、入力したクロックにより、カウントダウン動作を行います。入力するクロックは、TCRの TPSC[2:0]

ビットにより選択します。 

TCNTのカウントダウン動作の結果、アンダフロー（H'0000 0000→H'FFFF FFFF）が発生すると、対応するチャ

ネルの TCRのアンダフローフラグ（UNF）がセットされます。また、同時に TCNTカウンタ自体には、TCORの

値がセットされ、セットされた値からカウントダウン動作を続けます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCNT

TCNT
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20.3 動作説明 

各チャネルには、32ビットの TCNTと TCORがあります。TCNTは、ダウンカウント動作を行います。オート

リロード機能によって、周期カウント動作が可能です。 
 

20.3.1 カウンタの動作 

TSTRの STR[2:0]ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。TCNT

がアンダフローすると対応する TCRの UNFフラグがセットされます。このとき、TCRの UNIEビットが 1なら

ば、CPUに割り込みを要求します。また、このとき TCNTには TCORから値がコピーされ、ダウンカウント動作

を継続します。 

（1） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 20.2に示します。 

動作選択

（1）

（4）

（5）

（1） TCRのTPSC[2:0]ビットでカウンタ
クロックを選択してください。

（2）

TCNTに初期値を設定してください。（4）

（5）

TCRのUNIEビットでTCNTのアンダ
フロー時に割り込みを発生させるか
否かを設定してください。

（3） TCORに値をセットしてください
（設定した値＋1が周期となります）。

TSTRのSTRビットを１にセットして
カウント動作を開始してください。

（3）

（2）

【注】 割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ中で要因となったフラグをクリアしてください。
　　　 クリアせずに割り込み許可状態にすると、再度割り込みが発生してしまいます。

カウンタクロックの選択

タイマコンスタント
レジスタの設定

カウント動作開始

割り込みの発生設定

タイマカウンタの初期化

 

図 20.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

TCNTのオートリロード動作を、図 20.3に示します。 

TCNTの値

TCOR

H'00000000

STR0～STR2

UNF

アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

 

図 20.3 オートリロードカウンタの動作 

（3） TCNTのカウントタイミング 

TCRの TPSC[2:0]ビットにより、周辺モジュール用クロックを分周した 5種類のクロック（Pφ/4、Pφ/16、 

Pφ/64、Pφ/256、Pφ/1024）が選択できます。このときのタイミングを図 20.4に示します。 

Pφ

分周したクロック

TCNT入力クロック

TCNT N＋1 N N－1
 

図 20.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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20.4 割り込み 

TMUの割り込み要因は、アンダフロー割り込み（TUNI）です。 

20.4.1 ステータスフラグのセットタイミング 

UNFビットは､TCNTカウンタがアンダフローしたときに 1にセットされます。このときのタイミングを図 20.5

に示します。 

Pφ

アンダフロー信号

H'00000000 (TCORの値)TCNT

UNF

TUNI  

図 20.5 UNFのセットタイミング 

 

20.4.2 ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUから 0を書き込むとクリアされます。このときのタイミングを図 20.6に示します。 

Pφ

TCRアドレス周辺アドレスバス

UNF

T1 T2 T3

TCRライトサイクル

 

図 20.6 ステータスフラグのクリアタイミング 
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20.4.3 割り込み要因と優先順位 

TMUは各ユニットの各チャネルごとにアンダフロー割り込みを発生します。割り込み要求フラグが 1にセット

され、かつ割り込み許可ビットが 1にセットされているとき、当該割り込みが要求されます。これらの割り込み

は、割り込み事象レジスタ（INTEVT）にコードがセットされますので、そのコードに従って割り込み処理を行っ

てください。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。詳細は「第 5章 例外処理」、「第 13

章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

TMUの割り込み要因を表 20.3に示します。 
 

表 20.3 TMUの割り込み要因（一つのユニット） 

チャネル 割り込み要因 内  容 優先順位 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 高 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1  

2 TUNI2 アンダフロー割り込み 2 低 

 

20.5 使用上の注意事項 

（1） レジスタの書き込みについて 

レジスタの書き込み時に、タイマのカウント動作の同期処理は行っていません。レジスタの書き込みの際には、

必ず TSTRの該当チャネルのスタートビット STR2～0をクリアして、タイマのカウント動作を停止させてくださ

い。 
 

（2） レジスタの読み出しについて 

レジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント動作とレジス

タの読み込み処理が同時に行われた場合は、同期処理により TCNTカウンタのカウントダウン動作前の値が読み

出されます。 
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21. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

本 LSIは、4チャネルの 16ビットタイマにより構成される 16ビットタイマパルスユニット（TPU）を内蔵して

います。 

21.1 特長 

TPUには次の特長があります。 

• タイマジェネラルレジスタ豊富 

TPUは、それぞれ各チャネルに4本（TPU_TGRA、TPU_TGRB、TPU_TGRC、TPU_TGRD）、合計16本のタ

イマジェネラルレジスタを持ち、TPU_TGRAはアウトプットコンペアの設定が可能 

各チャネルのTPU_TGRB、TPU_TGRC、TPU_TGRDは、タイマカウンタクリア用レジスタとして使用可能。

また、TPU_TGRC、TPU_TGRDは、バッファレジスタとして使用可能 

• チャネル0、1は4種類、チャネル2、3は外部クロック含む5種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 各チャネルに次の動作を設定可能 

カウンタクリア動作 ：コンペアマッチによるカウンタクリアが可能 

• 各チャネルはバッファ動作を設定可能 

アウトプットコンペアレジスタの自動書き換えが可能 

• 1本の割り込み要求 

コンペアマッチ／オーバフロー割り込み要求の許可／禁止を要因ごとに独立に設定可能 

• 各チャネルは以下の出力が可能 

コンペアマッチによる波形出力：0出力、1出力、トグル出力が選択可能 

PWMモード ：任意デューティのPWM出力が可能 
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表 21.1に TPUの機能一覧を示します。 
 

表 21.1 TPU機能一覧 

項   目 TPU：チャネル 0 TPU：チャネル 1 TPU：チャネル 2 TPU：チャネル 3 

カウントクロック Bφ/1 

Bφ/4 

Bφ/16 

Bφ/64 

Bφ/1 

Bφ/4 

Bφ/16 

Bφ/64 

Bφ/1 

Bφ/4 

Bφ/16 

Bφ/64 

TPUTI2 

Bφ/1 

Bφ/4 

Bφ/16 

Bφ/64 

TPUTI3 

ジェネラルレジスタ TPU_TGR0A 

TPU_TGR0B 

TPU_TGR1A 

TPU_TGR1B 

TPU_TGR2A 

TPU_TGR2B 

TPU_TGR3A 

TPU_TGR3B 

ジェネラルレジスタ／

バッファレジスタ 

TPU_TGR0C 

TPU_TGR0D 

TPU_TGR1C 

TPU_TGR1D 

TPU_TGR2C 

TPU_TGR2D 

TPU_TGR3C 

TPU_TGR3D 

出力端子 TPUTO0 TPUTO1 TPUTO2 TPUTO3 

カウンタクリア機能 TPU_TGRの 

コンペアマッチ 

TPU_TGRの 

コンペアマッチ 

TPU_TGRの 

コンペアマッチ 

TPU_TGRの 

コンペアマッチ 

0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ 

1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ 

コンペア 

マッチ 

出力 
トグル出力 ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード ◯ ◯ ◯ ◯ 

バッファ動作 ◯ ◯ ◯ ◯ 

割り込み要因 5要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー兼用 

5要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー兼用 

5要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー兼用 

5要因 

コンペアマッチ 

／オーバフロー兼用 
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21.2 ブロック図 

TPUのブロック図を図 21.1に示します。 

分周器 クロック
選択

エッジ
選択

比較器
バッファ

カウンタ
up 出力

制御*

チャネル0

チャネル1
チャネル0と同様

チャネル3

チャネル2と同様

clear

TGRA

Bφ

TPU_TI2

TPU_TI3

TPUTO0

TPUTO1

TPUTO2

TPUTO3

Bφ/1

Bφ/4

Bφ/16

Bφ/64

TGRB

TGRC

TGRD

セ
レ
ク
タ

クロック
選択

エッジ
選択

比較器
バッファ

カウンタ
up 出力

制御*

チャネル2

clear

TGRA

TGRB

TGRC

TGRD

セ
レ
ク
タ

セ
レ
ク
タ

【注】*　出力禁止 
 初期値0出力、1出力 
 コンペアマッチで0出力、1出力、トグル出力  

図 21.1 TPUのブロック図 
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21.3 端子構成 

TPUの端子構成を表 21.2に示します。 
 

表 21.2 TPUの端子構成 

チャネル 端子名 機能 入出力 説   明 

0 TPUTO0 TPUアウトプット

コンペアマッチ 0 

出力 TPU_TGR0Aのアウトプットコンペア出力／PWM出力

端子 

1 TPUTO1 TPUアウトプット

コンペアマッチ 1 

出力 TPU_TGR1Aのアウトプットコンペア出力／PWM出力

端子 

TPUTO2 TPUアウトプット

コンペアマッチ 2 

出力 TPU_TGR2Aのアウトプットコンペア出力／PWM出力

端子 

2 

TPUTI2 クロック入力 2 入力 外部クロックチャネル 2 入力端子 

TPUTO3 TPUアウトプット

コンペアマッチ 3 

出力 TPU_TGR3Aのアウトプットコンペア出力／PWM出力

端子 

3 

TPUTI3 クロック入力 3 入力 外部クロックチャネル 3 入力端子 

 

21.4 レジスタの説明 

TPUのレジスタ構成を表 21.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 21.4に示します。 
 

表 21.3 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

タイマスタートレジスタ TPU_TSTR R/W H'A4C9 0000 16 

タイマコントロールレジスタ 0 TPU_TCR0 R/W H'A4C9 0010 16 

タイマモードレジスタ 0 TPU_TMDR0 R/W H'A4C9 0014 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 0 TPU_TIOR0 R/W H'A4C9 0018 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 0 TPU_TIER0 R/W H'A4C9 001C 16 

タイマステータスレジスタ 0 TPU_TSR0 R/W H'A4C9 0020 16 

タイマカウンタ 0 TPU_TCNT0 R/W H'A4C9 0024 16 

タイマジェネラルレジスタ 0A TPU_TGR0A R/W H'A4C9 0028 16 

タイマジェネラルレジスタ 0B TPU_TGR0B R/W H'A4C9 002C 16 

タイマジェネラルレジスタ 0C TPU_TGR0C R/W H'A4C9 0030 16 

タイマジェネラルレジスタ 0D TPU_TGR0D R/W H'A4C9 0034 16 

タイマコントロールレジスタ 1 TPU_TCR1 R/W H'A4C9 0050 16 

タイマモードレジスタ 1 TPU_TMDR1 R/W H'A4C9 0054 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 1 TPU_TIOR1 R/W H'A4C9 0058 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 1 TPU_TIER1 R/W H'A4C9 005C 16 

タイマステータスレジスタ 1 TPU_TSR1 R/W H'A4C9 0060 16 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

タイマカウンタ 1 TPU_TCNT1 R/W H'A4C9 0064 16 

タイマジェネラルレジスタ 1A TPU_TGR1A R/W H'A4C9 0068 16 

タイマジェネラルレジスタ 1B TPU_TGR1B R/W H'A4C9 006C 16 

タイマジェネラルレジスタ 1C TPU_TGR1C R/W H'A4C9 0070 16 

タイマジェネラルレジスタ 1D TPU_TGR1D R/W H'A4C9 0074 16 

タイマコントロールレジスタ 2 TPU_TCR2 R/W H'A4C9 0090 16 

タイマモードレジスタ 2 TPU_TMDR2 R/W H'A4C9 0094 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 2 TPU_TIOR2 R/W H'A4C9 0098 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2 TPU_TIER2 R/W H'A4C9 009C 16 

タイマステータスレジスタ 2 TPU_TSR2 R/W H'A4C9 00A0 16 

タイマカウンタ 2 TPU_TCNT2 R/W H'A4C9 00A4 16 

タイマジェネラルレジスタ 2A TPU_TGR2A R/W H'A4C9 00A8 16 

タイマジェネラルレジスタ 2B TPU_TGR2B R/W H'A4C9 00AC 16 

タイマジェネラルレジスタ 2C TPU_TGR2C R/W H'A4C9 00B0 16 

タイマジェネラルレジスタ 2D TPU_TGR2D R/W H'A4C9 00B4 16 

タイマコントロールレジスタ 3 TPU_TCR3 R/W H'A4C9 00D0 16 

タイマモードレジスタ 3 TPU_TMDR3 R/W H'A4C9 00D4 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 3 TPU_TIOR3 R/W H'A4C9 00D8 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 3 TPU_TIER3 R/W H'A4C9 00DC 16 

タイマステータスレジスタ 3 TPU_TSR3 R/W H'A4C9 00E0 16 

タイマカウンタ 3 TPU_TCNT3 R/W H'A4C9 00E4 16 

タイマジェネラルレジスタ 3A TPU_TGR3A R/W H'A4C9 00E8 16 

タイマジェネラルレジスタ 3B TPU_TGR3B R/W H'A4C9 00EC 16 

タイマジェネラルレジスタ 3C TPU_TGR3C R/W H'A4C9 00F0 16 

タイマジェネラルレジスタ 3D TPU_TGR3D R/W H'A4C9 00F4 16 
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表 21.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

TPU_TSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TMDR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIOR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIER0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TSR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCNT0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0A 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0B 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0C 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0D 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TMDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIOR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIER1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TSR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCNT1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR1A 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR1B 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR1C 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR1D 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TMDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIOR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIER2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TSR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCNT2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR2A 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR2B 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR2C 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR2D 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TMDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIOR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIER3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TSR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

TPU_TCNT3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR3A 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR3B 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR3C 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR3D 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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21.4.1 タイマコントロールレジスタ（TPU_TCR） 

TPU_TCRは、各チャネルの TPU_TCNTを制御するレジスタで、各チャネルごとに 1本の TPU_TCRがありま

す。TPU_TCRは、リセット時に H'0000に初期化されます。 

TPU_TCRの設定は、TPU_TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

7～5 CCLR[2:0] 000 R/W カウンタクリア 

TPU_TCNTのクリア要因を選択します。 

000：TPU_TCNTのクリア禁止 

001：TPU_TGRAのコンペアマッチで TPU_TCNTクリア 

010：TPU_TGRBのコンペアマッチで TPU_TCNTクリア 

011：設定禁止 

100：TPU_TCNTのクリア禁止 

101：TPU_TGRCのコンペアマッチで TPU_TCNTクリア 

110：TPU_TGRDのコンペアマッチで TPU_TCNTクリア 

111：設定禁止 

4、3 CKEG[1:0] 00 R/W クロックエッジ 

入力クロックのエッジを選択します。 

内部クロックを両エッジでカウントすると、入力クロックの周期が 1/2にな

ります。（例：Bφ/4の両エッジ＝Bφ/2の立ち上がりエッジ）。 

00：立ち上がりエッジでカウント 

01：立ち下がりエッジでカウント* 

1x：両エッジでカウント* 

【記号説明】x：Don't care 

【注】*  入力クロックに Bφ/1、外部クロック（チャネル 2、3）を選択し

た場合は動作しません。 

2～0 TPSC[2:0] 000 R/W タイマプリスケーラ 

TPU_TCNTのカウントクロックを選択します。 

各チャネル独立にクロックソースを選択することができます。表 21.5に各チ

ャネルごとに設定可能なクロックソース一覧を示します。また、カウントク

ロック選択の詳細は、表 21.6を参照してください。 
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表 21.5 TPUのクロックソース一覧 

内部クロック 外部クロック チャネル 

Bφ/1 Bφ/4 Bφ/16 Bφ/64 TPU_TI2 TPU_TI3 

0 ○ ○ ○ ○   

1 ○ ○ ○ ○   

2 ○ ○ ○ ○ ○  

3 ○ ○ ○ ○  ○ 

【注】 ○：設定あり、空欄：設定なし 

 

表 21.6 TPSC[2:0]ビットによるカウントクロックの選択 

チャネル TPSC[2] TPSC[1] TPSC[0] 説   明 

0 内部クロック：Bφ/1でカウント 0 

1 内部クロック：Bφ/4でカウント 

0 内部クロック：Bφ/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Bφ/64でカウント 

0、1 

1 * * 設定禁止 

0 内部クロック：Bφ/1でカウント 0 

1 内部クロック：Bφ/4でカウント 

0 内部クロック：Bφ/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Bφ/64でカウント 

0 外部クロック：TPU_TI2 端子入力でカウント 0 

1 

2 

1 

1 * 

設定禁止 

0 内部クロック：Bφ/1でカウント 0 

1 内部クロック：Bφ/4でカウント 

0 内部クロック：Bφ/16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：Bφ/64でカウント 

0 外部クロック：TPU_TI3 端子入力でカウント 0 

1 

3 

1 

1 * 

設定禁止 

【注】 * Don't care 
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21.4.2 タイマモードレジスタ（TPU_TMDR） 

TPU_TMDRは、各チャネルの動作モードを設定するレジスタで、各チャネルごとに 1本の TPU_TMDRがあり

ます。TPU_TMDRは、リセット時に H'0000に初期化されます。 

TPU_TMDRの設定は、TPU_TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

— — — — — — — — — —BFWT BFB BFA MD[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

6 BFWT 0 R/W バッファライトタイミング 

TPU_TGRC、TPU_TGRDをコンペアマッチバッファ動作させた場合、

TPU_TGRA、TPU_TGRBの更新タイミングを設定します。TPU_TGRC、

TPU_TGRDをコンペアマッチバッファレジスタとして使わない場合、本ビ

ットは機能しません。 

0：TPU_TGRA、TPU_TGRBは、各レジスタのコンペアマッチ時に書き

換え 

1：TPU_TGRA、TPU_TGRBは、カウンタクリア時に書き換え 

5 BFB 0 R/W バッファ動作 B 

TPU_TGRBを通常動作させるか、TPU_TGRBと TPU_TGRDを組み合わせ

てバッファ動作させるかを設定します。 

0：TPU_TGRB通常動作 

1：TPU_TGRBと TPU_TGRDはバッファ動作 

4 BFA 0 R/W バッファ動作 A 

TPU_TGRAを通常動作させるか、TPU_TGRAと TPU_TGRCを組み合わせ

てバッファ動作させるかを設定します 

0：TPU_TGRAは通常動作 

1：TPU_TGRAと TPU_TGRCはバッファ動作 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

2～0 MD[2:0] 000 R/W 動作モード 

タイマの動作モードを設定します。 

000：通常動作 

010：PWMモード 

上記以外：設定禁止 
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21.4.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TPU_TIOR） 

TPU_TIORは、TPUTO0～TPUTO3端子を制御するレジスタです。各チャネルごとに 1本の TPU_TIORがあり

ます。TPU_TIORはリセット時に H'0000に初期化されます。 

TPU_TIORの設定は、TPU_TCNTの動作が停止した状態で行ってください。また、TPU_TIORは、TPU_TMDR

の設定により影響を受けるので注意してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — IOA[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

2～0 IOA[2:0] 000 R/W I/Oコントロール 

TPUTO端子と TPU_TGRAの機能を設定します。詳細は表 21.7を参照して

ください。 

 

表 21.7 IOA[2:0]ビットによる TPUTO端子と TPU_TGRAの設定 

チャネル IOA[2] IOA[1] IOA[0] 説   明 

0 常に 0出力（初期値） 0 

1 TPU_TGRAのコンペアマッチで 0出力* 

0 TPU_TGRAのコンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

TPUTO端子の初期

出力は 0出力 

TPU_TGRAのコンペアマッチでトグル出力* 

0 常に 1出力 0 

1 TPU_TGRAのコンペアマッチで 0出力 

0 TPU_TGRAのコンペアマッチで 1出力* 

0～3 

1 

1 

1 

TPUTO端子の初期

出力は 1出力 

TPU_TGRAのコンペアマッチでトグル出力* 

【注】 * WMモード時、本設定にしないでください。 
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21.4.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TPU_TIER） 

TPU_TIERは、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御するレジスタで、各チャネルごとに 1本の

TPU_TIERがあります。TPU_TIERは、リセット時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — TC1EV TG1ED TG1EC TG1EB TG1EA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

4 TC1EV 0 R/W オーバフローインタラプトイネーブル 

TPU_TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき（TCNTのオーバフロー

発生）、TCFVフラグによる割り込み要求を許可または禁止します。 

0：TCFVフラグによる割り込み要求を禁止 

1：TCFVフラグによる割り込み要求を許可 

3 TG1ED 0 R/W TPU_TGRインタラプトイネーブル D 

TPU_TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき（TPU_TCNTと

TPU_TGRDのコンペアマッチ発生）、TGFDビットによる割り込み要求を

許可または禁止します。 

0：TGFDビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFDビットによる割り込み要求を許可 

2 TG1EC 0 R/W TPU_TGRインタラプトイネーブル C 

TPU_TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき（TPU_TCNTと

TPU_TGRCのコンペアマッチ発生）、TGFCビットによる割り込み要求を

許可または禁止します。 

0：TGFCビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFCビットによる割り込み要求を許可 

1 TG1EB 0 R/W TPU_TGRインタラプトイネーブル B 

TPU_TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき（TPU_TCNTと

TPU_TGRBのコンペアマッチ発生）、TGFBビットによる割り込み要求を

許可または禁止します。 

0：TGFBビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFBビットによる割り込み要求を許可 

0 TG1EA 0 R/W TPU_TGRインタラプトイネーブル A 

TPU_TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき（TPU_TCNTと

TPU_TGRAのコンペアマッチ発生）、TGFAビットによる割り込み要求を

許可または禁止します。 

0：TGFAビットによる割り込み要求を禁止 

1：TGFAビットによる割り込み要求を許可 
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21.4.5 タイマステータスレジスタ（TPU_TSR） 

TPU_TSRは、各チャネルのステータス情報を表示するレジスタで、各チャネルごとに 1本の TPU_TSRがあり

ます。TPU_TSRは、リセット時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*

— — — — — — — — — — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

4 TCFV 0 R/(W)* オーバフローフラグ 

TPU_TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TCFV＝1の状態で TCFVビットを読み出し後、TCFVビットに 0を書き込

んだとき 

［セット条件］ 

TPU_TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

3 TGFD 0 R/(W)* コンペアフラグ D 

TPU_TGRDのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFD＝1の状態で TGFDビットを読み出し後、TGFDビットに 0を書き

込んだとき 

［セット条件］ 

TPU_TCNT＝TPU_TGRDになったとき 

2 TGFC 0 R/(W)* コンペアフラグ C 

TPU_TGRCのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFC＝1の状態で TGFCビットを読み出し後、TGFCビットに 0を書き

込んだとき 

［セット条件］ 

TPU_TCNT＝TPU_TGRCになったとき 

1 TGFB 0 R/(W)* コンペアフラグ B 

TPU_TGRBのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFB＝1の状態で TGFBビットを読み出し後、TGFBビットに 0を書き

込んだとき 

［セット条件］ 

TPU_TCNT＝TPU_TGRBになったとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TGFA 0 R/(W)* アウトプットコンペアフラグ A 

TPU_TGRAのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］ 

TGFA＝1の状態で TGFAビットを読み出し後、TGFAビットに 0を書き

込んだとき 

［セット条件］ 

TPU_TCNT＝TPU_TGRAになったとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 

21.4.6 タイマカウンタ（TPU_TCNT） 

TPU_TCNTは 16ビットのカウンタで、各チャネルごとに 1本の TPU_TCNTがあります。 

TPU_TCNTは、リセット時に H'0000に初期化されます。 
 

21.4.7 タイマジェネラルレジスタ（TPU_TGR） 

TPU_TGRは 16ビットのレジスタです。各チャネルごとに 4本（TPU_TGRA、TPU_TGRB、TPU_TGRC、

TPU_TGRD）のジェネラルレジスタがあります。TPU_TGRCと TPU_TGRDは、バッファレジスタとして動作設

定することができます*。TPU_TGRはリセット時に H'FFFFに初期化されます。 

【注】 * TPU_TGRとバッファレジスタの組み合わせは、TPU_TGRA－TPU_TGRC、TPU_TGRB－TPU_TGRDになります。 

 

21.4.8 タイマスタートレジスタ（TPU_TSTR） 

TPU_TSTRは、チャネル 0～3の TCNTの動作／停止を選択するレジスタです。 

TPU_TSTRはリセット時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — CST3 CST2 CST1 CST0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

3 

2 

1 

0 

CST3 

CST2 

CST1 

CST0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

カウンタスタート 

TPU_TCNTの動作または停止を選択します。 

0：TPU_TCNTmのカウント動作は停止 

1：TPU_TCNTmはカウント動作 

【記号説明】m＝3～0 
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21.5 動作説明 

21.5.1 概要 

各モードの動作概要を以下に示します。 

（1） 通常動作 

各チャネルには、TPU_TCNTと TPU_TGRがあります。TPU_TCNTはアップカウント動作を行い、フリーラン

ニング動作、周期カウント動作が可能です。 
 

（2） バッファ動作 

コンペアマッチが発生すると対応するチャネルのバッファレジスタの値が TPU_TGRに転送されます。バッフ

ァレジスタからの更新タイミングは、コンペアマッチ発生時に書き換え、カウンタクリア時に書き換えを選択可

能です。 
 

（3） PWMモード 

PWM波形を出力するモードです。出力レベルは TPU_TIORにより設定できます。 

TPU_TGRA、TPU_TGRBの設定により、デューティ 0～100％の PWM波形が出力できます。 
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21.5.2 基本機能 

（1） カウンタの動作 

TPU_TSTRの CST[3:0]ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TPU_TCNTはカウント動作を開始しま

す。フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 
 

（a） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 21.2に示します。 

カウンタクロックの選択

動作選択

カウンタクリア要因の選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

［1］

［2］

［4］

［3］

［6］

フリーランニングカウンタ

カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［6］

外部端子機能の設定 ［5］ 外部端子機能の設定 ［5］

［1］TPU_TCRのTPSC[2:0]ビットでカ
ウントクロックを選択してくださ
い。同時にTPU_TCRのCKEG[1:0]
ビットで入力クロックのエッジを
選択してください。

［2］周期カウント動作の場合
          TPU_TCRのCCLR[2:0]ビットで

TPU_TCNTのクリア要因として
TPU_TGRAを選択してください。

［3］TPU_TIORにより、アウトプットコ
ンペアレジスタの出力を設定して
ください。

［4］ TPU_TGRAに周期カウンタの周期
を設定してください。

［5］ピンファンクションコントローラ
（PFC）で外部端子の機能を設定
してください。

［6］TPU_TSTRのCSTビットを1にセッ
トしてカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 21.2 カウンタ動作設定手順例 
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（b） フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

TPU_TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TPU_TSTRの対応する

ビットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TPU_TCNTがオ

ーバフロー（H'FFFF→H'0000）すると、TPU_TSRの TCFVビットが 1にセットされます。TPU_TCNTはオーバフ

ロー後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 21.3に示します。 

TPU_TCNTの値

H'FFFF

H'0000

CSTビット

TCFV

時間

 

図 21.3 フリーランニングカウンタの動作 

TPU_TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TPU_TCNTは周期カウント

動作を行います。周期設定用の TPU_TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TPU_TCRの CCLR[2:0]ビ

ットによりコンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TPU_TSTRの対応するビットを 1にセ

ットすると、周期カウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TPU_TGRの値と一致すると、

TPU_TSRの TGFビットが 1にセットされ、TPU_TCNTは H'0000にクリアされます。 

TPU_TCNTはコンペアマッチ後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 

周期カウンタの動作を図 21.4に示します。 

TPU_TCNTの値

TGRA

H'0000

CSTビット

TGFA

時間

TPU_TGRAのコンペアマッチで
カウンタクリア

ソフトウェアによる
フラグクリア処理

 

図 21.4 周期カウンタの動作 
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（2） コンペアマッチによる波形出力機能 

TPUは、TPU_TGRAのコンペアマッチにより出力端子（TPUTO端子）から 0出力／1出力／トグル出力を行う

ことができます。 

（a） コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 21.5に示します。 

波形出力モードの選択

出力選択

【波形出力】

［1］

出力タイミングの設定 ［2］

外部端子機能の設定 ［3］

カウント動作開始 ［4］

［1］ TPU_TIORにより初期値の0出力／1
出力とコンペアマッチ出力値の0出力
／1出力／トグル出力を選択してくだ
さい。最初のコンペアマッチが発生
するまでの期間、TPUTO端子には設
定した初期値が出力されます。

［2］ TPU_TGRAにコンペアマッチを発生
させるタイミングを決定してくださ
い。

［3］ピンファンクションコントローラ
（PFC）で外部端子の機能を設定し
てください。

［4］TPU_ TSTRのCSTビットを1にセッ
トしてカウント動作を開始してくだ
さい。

 

図 21.5 コンペアマッチによる波形出力動作例 
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（b） 波形出力動作例 

0出力／1出力を図 21.6に示します。 

TPU_TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力となるように設定した場合

と、0出力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベ

ルは変化しません。 

TPU_TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TPUTO端子（1出力）

TPUTO端子（0出力）

時間

TPU_TGRA

変化しません

変化しません

変化しません

変化しません
 

図 21.6 0出力／1出力の動作例 

 

トグル出力の例を図 21.7に示します。 

TPU_TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ Aによりトグ

ル出力となるように設定した場合の例です。 

TPU_TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TPUTO端子

時間

TPU_TGRB

TPU_TGRA

トグル出力

TPU_TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア

 

図 21.7 トグル出力の動作例 
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21.5.3 バッファ動作 

TPU_TGRCと TPU_TGRDをバッファレジスタとして使用することができます。 

表 21.8にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 
 

表 21.8 レジスタの組み合わせ 

タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TPU_TGRA TPU_TGRC 

TPU_TGRB TPU_TGRD 

 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに転送

されます。バッファレジスタからの更新タイミングは、コンペアマッチ発生時に書き換え、カウンタクリア時に

書き換えを選択可能です。 

この動作を図 21.8に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TPU_TCNT比較器

コンペアマッチ信号
カウンタクリア信号

BFWTビット

 

図 21.8 コンペアマッチバッファ動作 

（1） バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 21.9に示します。 

バッファ動作の設定

バッファ動作

【バッファ動作】

［1］

書き換えタイミングの設定 ［2］

外部端子機能の設定 ［3］

カウント動作開始 ［4］

［1］TPU_TMDRのBFA、BFBビットにより
TPU_TGRをバッファ動作に設定してく
ださい。

［2］TPU_TMDRのBFWTビットによりバッ
ファレジスタからの書き換えタイミング
を設定してください。

［3］ピンファンクションコントローラ
（PFC）で外部端子の機能を設定してく
ださい。

［4］TPU_TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してください。

 

図 21.9 バッファ動作の設定手順例 
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（2） バッファ動作例 

PWMモードに設定し、TPU_TGRAと TPU_TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 21.10に示しま

す。TPU_TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力（TPUTO端子）はコンペアマッチ Aで 1出力、カウン

タクリアで初期値 0出力、バッファレジスタからの書き換えタイミングはカウンタクリア時に設定した例です。 

コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させます。TPU_TGRBによってカウンタクリアが発生すると出力を

変化させると同時に、バッファレジスタ TPU_TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TPU_TGRAに転送されま

す。この動作は、コンペアマッチ Aが発生するたびに繰り返されます。 

PWMモードについては、「21.5.4 PWMモード」を参照してください。 

TPU_TCNTの値

TPU_TGRB

H'0000

TPU_TGRC

時間

TPU_TGRA

N（A） N（TPU_TGRB＋1）

TPUTO端子

N（A）

N（B）

N（TPU_TGRB＋1）

N（TPU_TGRB＋1）

N（B）

TPU_TGRA N（B）N（A）

 

図 21.10 バッファ動作例 
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21.5.4 PWMモード 

PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力します。TPU_TGRAのコンペアマッチによる出力レベ

ルは 0出力／1出力の中から選択可能です。 

TPU_TGRBのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、周期を設定することができます。全チ

ャネル独立に PWMモードに設定できます。 

TPU_TGRAをデューティレジスタ、TPU_TGRBを周期レジスタに使用して、TPUTO端子から PWM出力を生

成します。周期レジスタのコンペアマッチによるカウンタクリアで TPUTO端子の出力値は TPU_TIORで設定し

た初期出力が出力されます。必ず TPU_TIORの設定は、初期出力とコンペアマッチによる出力値が異なった出力

となるように設定してください。同じレベルやトグル出力を選択した場合、動作しません。 

デューティ 0%と 100%の条件を以下に示します。 

• デューティ0% ： 周期レジスタ（TPU_TGRB）に対してデューティレジスタ（TPU_TGRA）の設定値を

TGRB＋1にした場合 

• デューティ100% ： デューティレジスタ（TPU_TGRA）の設定値が0の場合 

PWMモードでは、最大 4相の PWM出力が可能です。 
 

（1） PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 21.11に示します。 

カウンタクロックの選択

PWMモード

カウンタクリア要因の選択

波形出力レベルの選択

【PWMモード】

［1］

［2］

［3］

周期の決定 ［4］

PWMモードの設定 ［5］

カウント動作開始 ［7］

外部端子機能の設定 ［6］

［1］TPU_TCRのTPSC[2:0]ビットでカウントク
ロックを選択してください。同時に
TPU_TCRのCKEG[1:0]ビットで入力クロッ
クのエッジを選択してください。

［2］TPU_TCRのCCLR[2:0]ビットで
TPU_TCNTのクリア要因をTPU_TGRBに選
択してください。

［3］TPU_TIORにより初期値と出力値を選択し
てください。

［4］TPU_TGRBに周期を決定し、TPU_TGRA
にデューティを決定してください。

［5］TPU_TMDRのMD[3:0]ビットでPWMモード
を選択してください。

［6］ピンファンクションコントローラ（PFC）
で外部端子の機能を設定してください。

［7］TPU_TSTRのCSTビットを1にセットして
カウント動作を開始してください。

 

図 21.11 PWMモードの設定手順例 



 

21. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  21-23 

2013.01.18  

 

SH7724 

（2） PWMモードの動作例 

PWMモードの動作例を図 21.12に示します。 

図 21.12は、TPU_TCNTのクリア要因を TPU_TGRBのコンペアマッチとし、TPU_TGRAの初期出力値を 0、

出力値を 1に設定した場合の例です。 

TPU_TGRBに設定した値が周期となり、TPU_TGRAに設定した値がデューティになります。 

TPU_TCNTの値

TPU_TGRB

H'0000

TPUTO端子

時間

TPU_TGRA

TPU_TGRBのコンペアマッチで
カウンタクリア

 

図 21.12 PWMモードの動作例（1） 

 

PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 21.13に示します。 

TPU_TCNT

TPU_TGRA＝1

TPU_TGRA＝2

TPU_TGRA＝3

↑　TPU_TGRAの書き換えタイミング

周期:TPU_TGRB=2

02 1 2 0

TPU_TGRA＝0

 

図 21.13 PWMモードの動作例（2） 
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22. コンペアマッチタイマ（CMT） 

本 LSIは、1チャネルの 32ビット構成のコンペアマッチタイマ（CMT）を内蔵しています。 

22.1 特長 

• 16ビット／32ビット切り換え可能なタイマ 

• オートリロード方式のアップカウンタを搭載 

• 任意の時点で書き込み／読み出し可能なオートリロード用32ビットコンスタントレジスタおよび32ビットア

ップカウンタを搭載 

• 本LSIがR/U-スタンバイモード時でもカウント動作可能 

• 3種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

外部クロック（RCLK）入力：1/8、1/32、1/128 

• ワンショット動作およびフリーラン動作を選択可能 

• 割り込み要因にコンペアマッチまたはオーバフローを選択可能 

• R/U-スタンバイモード動作時にスタンバイ解除可能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 

 

図 22.1に CMTのブロック図を示します。 

内部割り込み

内部スタンバイ解除

周
辺
バ
ス

CMSTR

RCLK

CMT

プリスケーラ

CMCNT CMCOR

CMCSR

サブエリア

割り込み制御

【記号説明】
  CMSTR ：コンペアマッチタイマスタートレジスタ
  CMCSR ：コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ
  CMCNT ：コンペアマッチタイマカウンタ
  CMCOR ：コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ  

図 22.1 CMTのブロック図 
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22.2 レジスタの説明 

CMTのレジスタ構成を表 22.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 22.2に示します。 
 

表 22.1 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

コンペアマッチタイマスタートレジスタ CMSTR R/W H'A44A 0000 16 

コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ CMCSR R/W H'A44A 0060 16 

コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT R/W H'A44A 0064 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR R/W H'A44A 0068 32 

 

表 22.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

CMSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMCSR 初期化 初期化* 保持 保持 初期化* 初期化* 保持 

CMCNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMCOR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

【注】 * CMFビット、OVFビットはリセット前の値を保持します。 

 

22.2.1 コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR） 

CMSTRは 16ビットのレジスタで、コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）の動作／停止を選択します。 
 

R R R R R R R R R R R/W R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — —STR5

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 STR5 0 R/W カウントスタート 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）の動作／停止を選択します。 

0：CMCNTはカウントを停止 

1：CMCNTはカウントを開始 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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22.2.2 コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR） 

CMCSRは 16ビットのレジスタで、コンペアマッチの発生の表示、割り込みの許可、およびカウンタ入力クロ

ックの設定を行います。 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）動作中に CMFビット、OVFビット以外の変更はしないでください。 

CMFビット、OVFビットは初期化されません。両方のビットに必ず 0を書いてから使用してください。 
 

R/(W)*R/(W)* R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

CMF OVF WR
FLG — — — CMS CMM CMTOUT

_IE
— CMR[1:0] — CKS[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CMF 不定 R/(W)* コンペアマッチフラグ 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチタイマコンス

タントレジスタ（CMCOR）の値が一致したか否かを示すフラグです。 

ソフトウェアによる 1書き込みはできません。 

カウンタの動作にワンショット動作を選択した場合、本ビットをクリアする

とカウント動作を再開します。 

0：CMCNTと CMCORの値は不一致 

［クリア条件］ 

CMFに 0を書き込んだとき 

1：CMCNTと CMCORの値が一致 

14 OVF 不定 R/(W)* オーバフローフラグ 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）がオーバフローし 0クリアした

かを示すフラグです。ソフトウェアによる 1書き込みはできません。 

0：CMCNTはオーバフローしていない 

［クリア条件］ 

OVFに 0を書き込んだとき 

1：CMCNTはオーバフロー発生 

13 WRFLG 0 R 書き込み状態フラグ 

本ビットが 1の間、CMCNTへの書き込みが行えません。CMCNTへの書き

込みを行った後、同期化のために一定期間 CMCNTへの書き込みがマスクさ

れる期間を示します。連続して CMCNTへ書き込む場合は必ず本フラグが 0

になっていることを確認してください。 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 CMS 0 R/W コンペアマッチタイマカウンタサイズ 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）を 16ビットカウンタか 32ビッ

トカウンタとして使うかを選択します。 

本レジスタの設定がコンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

（CMCOR）の有効ビットサイズになります。 

0：32ビットカウンタ動作 

1：16ビットカウンタ動作 

8 CMM 0 R/W コンペアマッチモード 

カウンタのワンショット動作とフリーラン動作を選択します。 

0：ワンショット動作 

1：フリーラン動作 

7 CMTOUT_IE 0 R/W コンペアマッチスタンバイモード解除イネーブル 

各種スタンバイモード解除の許可／禁止を選択します。 

0：本 CMTによる各種スタンバイモード解除を禁止 

1：本 CMTによる各種スタンバイモード解除を許可 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 CMR[1:0] 00 R/W コンペアマッチリクエスト 

コンペアマッチ時、内部割り込み要求の許可／禁止を選択します。 

00：内部割り込み要求の禁止 

01：設定禁止 

10：内部割り込み要求を許可 

11：設定禁止 

【注】各種スタンバイモードを CMTで解除する場合、本ビットを B'10に設

定してください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 CKS[2:0] 100 R/W クロックセレクト 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）に入力するクロックを選択しま

す。カウントスタート（STR5ビット）が 1にセットされると、CMCNTは

本ビットで選択されたクロックでカウントを開始します。 

100：RCLK/8 

101：RCLK/32 

110：RCLK/128 

上記以外：設定禁止 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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22.2.3 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT） 

CMCNTは 32ビットのレジスタで、アップカウンタとして使用されます。 

コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR）でカウンタ動作を設定します。このため、

コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR）で対応するチャネルの動作を開始する前に、CMCSRの設定

を完了してください。CMSビットで 16ビットカウンタ動作とした場合、本レジスタのビット 15～0ビットが有

効となります。書き込む際には、上位に H'0000を加えた 32ビットで書き込みを行ってください。CMCNTの初期

値は、H'00000000です。 

CMTは、周辺クロック停止時もカウンタ動作可能です。また R/U-スタンバイ期間中にコアエリア電源をオフに

した状態でもカウンタ動作可能です。 

カウンタ動作中の CMCNTからの読み出しは、非同期クロック動作のため値を間違える可能性があります。ソ

フトウェアにて複数回の読み出し、値の比較を行ってください。 
 

22.2.4 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR） 

CMCORは 32ビットのレジスタで、コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチするまでの

期間を設定します。 

コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR）の CMSビットで 16ビットカウンタ動作

とした場合、本レジスタのビット 15～0ビットが有効となります。書き込む際には、上位に H'0000を加えた 32

ビットで書き込みを行ってください。オーバフロー検出は本レジスタが H'FFFFFFFFで CMCNTが 0クリアされ

たときに検出されます。CMCORの初期値は、H'FFFFFFFFです。 
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22.3 動作説明 

22.3.1 カウンタ動作 

CMTは、各レジスタ設定後に CMSTRの STR5ビットに B'1を書き込むことによってカウンタ動作を開始しま

す。動作開始前にすべての設定を完了してください。フラグビットのクリア以外のレジスタ変更はしないでくだ

さい。 

カウンタ動作は 2種類に分類することが可能です。 
 

• ワンショット動作 

CMCSRのCMMビットをB'0にセットした場合、ワンショット動作となります。CMCNTの値がCMCORの値に

一致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットがB'1にセットされます。CMCNTは

クリア後、動作を停止します。 

オーバフロー割り込み検出を行いたい場合は、CMCORの値をH'FFFFFFFFとしてください。CMCNTの値が

CMCORの値に一致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットとOVFビットがB'1に

セットされます。 

CMCNT値

CMCOR

CMF＝1
OVF＝1（オーバフロー検出時）

H'00000000

時間

 

図 22.2 カウンタ動作（ワンショット動作時） 
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• フリーラン動作 

CMCSRのCMMビットをB'1にセットした場合、フリーラン動作となります。CMCNTの値がCMCORの値に一

致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットがB'1にセットされます。CMCNTはク

リア後、カウントアップを再開します。 

オーバフロー割り込み検出を行いたい場合は、CMCORの値をH'FFFFFFFFとしてください。CMCNTの値が

CMCORの値に一致すると、CMCNTはH'00000000にクリアされ、CMCSRのCMFビットとOVFビットがB'1に

セットされます。 

CMCNT値

CMCOR

CMF＝1
OVF＝1（オーバフロー検出時）

H'00000000

時間

 

図 22.3 カウンタ動作（フリーラン動作時） 

 

22.3.2 カウンタサイズ 

本モジュールはカウンタサイズを 16ビットカウンタと 32ビットカウンタで選択可能です。カウンタサイズの

選択は CMCSRの CMSビットで行います。 

16ビットカウンタとして使う場合、CMCORの値は上位に H'0000を加えた 32ビットでセットしてください。

オーバフロー割り込み検出を行うときは、H'0000FFFFとします。 
 

22.3.3 CMCNTカウントタイミング 

本モジュールは CMCNTのカウンタ用クロックに以下を設定することが可能です。 

外部クロック（RCLK）：1/8、1/32、1/128 

 

カウンタ用クロックは、CMCSRの CKSビットにより選択します。 

CMCNTは CKSビットにより選択されたクロックの立ち上がりエッジにてインクリメントします。 
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22.3.4 CPUへの内部割り込み要求 

CMCSRの CMRビットにより、コンペアマッチ時に CPUへの内部割り込み発生を選択することができます。 

CPUへの内部割り込み要求をクリアするためには、CMFビットに B'0をセットする必要があります。CMTに

よる割り込みルーチン中に CMF＝0とする動作を行ってください。 
 

22.3.5 CMTの動作 

CMCNTは、RCLKのみでの動作が可能なため、動作に必要なレジスタ設定を行い、CMSTRの STR5ビットに

B'1を書き込んだ後に、本 LSIが R/U-スタンバイモードへ遷移し、コアエリア電源をオフにした場合でもカウン

タ動作を続けます。 
 

• レジスタアクセス 

CMTのカウンタはR/U-スタンバイモード時にもカウント動作するために、サブエリアに存在しますが、カウ

ント動作に必要なレジスタ設定は、コアエリアより行います。このためレジスタを更新した場合、以下の制

限があります。 

 
下記レジスタを更新した場合、実際の動作に反映するまでの間は R/U-スタンバイに遷移しないでください。遷移した場合、レ

ジスタ設定が反映されない場合があります。 

 

1. CMCSRレジスタ：CKS、CMM、CMS、CMTOUT_IEビット、 

CMCORレジスタ：ビット 31～0 

CMSTRレジスタ：STR5ビット 

レジスタ書き込み後、直後に読み出せるが、実際の動作に反映するまでに RCLKで 2サイクルが必要です。 

 

2. CMCNTレジスタ：ビット 31～0 

レジスタ書き込み後、読み出し、および実際の動作に反映するまでに RCLKで 2サイクルが必要です。また一度書き込むと、

その書き込み動作が完了するまで書き込みがプロテクトされます。 

 

• 各種スタンバイモード解除 

スタンバイもしくは、R/U-スタンバイ期間中に割り込みが発生した場合、CMCSRのCMTOUT_IEビットをB'1

に、CMRビットをB'10にセットしておくことにより、各種スタンバイを解除することができます。 

各種スタンバイモード解除後、CMCSRのCMFビットをB'0にセットしてください。 
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22.3.6 コンペアマッチフラグのセットタイミング 

CMCORとCMCNTが一致するとコンペアマッチ信号が発生し、CMCSRのCMFビットが 1にセットされます。

コンペアマッチ信号は、一致の最終ステート（CMCNTの値が H'0000に更新されるタイミング）で発生します。

つまり、CMCORと CMCNTの一致後、CMCNTのカウンタ用クロックが入力されないとコンペアマッチ信号は発

生しません。図 22.4に CMFビットのセットタイミングを示します。 

周辺動作クロック
（Pφ）

カウンタ用クロック

CMCNT

CMCOR

コンペアマッチ信号
割り込み信号

N＋1
クロック

N 0

N

 

図 22.4 CMFセットタイミング 
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23. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

本モジュールは、フラッシュメモリーカードであるMulti Media Card（以下MMC）もしくはMMC規格の応用

規格である CE-ATA（Consumer Electronics AT Attachment）規格に対応した HDDと接続するためのホストインタ

フェースです。 

23.1 特長 

（1） MMCインタフェースとしての機能 

• The MultiMediaCard System Specification に対応 

• 1/4/8ビットのMMCに対応 

• MMCクロック周波数≦1/2バスクロック（Bφ） 

• エラーチェック機能（CRC7、CRC16） 

• 割り込み要求：通常動作、エラー／タイムアウト 

• DMA転送要求：バッファライト、バッファリード 

• MMCモードに対応（SPIモード非対応） 

（2） CE-ATAインタフェースとしての機能 

• CE-ATA Digital Protocolに対応 

• 1/4/8ビットのCE-ATAデバイスに対応 

• MMCクロック周波数≦1/2バスクロック（Bφ） 

• エラーチェック機能（CRC7、CRC16） 

• 割り込み要求：2本（通常動作、エラー／タイムアウト） 

• DMA転送要求：バッファライト、バッファリード 

• CCS（Command Completion Signal）、CCSD（Command Completion Signal Disable）に対応 
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ブロック図を図 23.1に示します。 

DMAC

INTC

周辺
バス

バスクロック（Bφ）

割り込み
(通常動作/エラー、 
タイムアウト)

DMA 
(バッファライト/ 
リード)

ホストI/F

DMA制御部

割り込み
制御部

・
・
・

レジスタ シーケンス
生成部

バッファI/F

カードI/F

バッファA
512Byte

バッファB
512Byte

MMCIF

MMCDAT7～0

MMCCMD

MMCCLK

 

図23.1 MMCIFのブロック図 

 

23.2 入出力端子 

本モジュールの端子構成を表 23.1に示します。 
 

表23.1 端子構成 

端子名 入出力 機能 

MMCCLK 出力 MMCクロック 

MMCCMD 入出力 コマンド／レスポンス 

MMCDAT7～0 入出力 送信データ／受信データ 
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23.3 レジスタの説明 

本モジュールのレジスタ構成を表 23.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 23.3に

示します。 
 

表23.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

コマンド設定レジスタ CE_CMD_SET R/W H'A4CA 0000 16/32 

アーギュメントレジスタ CE_ARG R/W H'A4CA 0008 16/32 

自動 CMD12アーギュメントレジスタ CE_ARG_CMD12 R/W H'A4CA 000C 16/32 

コマンド制御レジスタ CE_CMD_CTRL R/W H'A4CA 0010 16/32 

転送ブロック設定レジスタ CE_BLOCK_SET R/W H'A4CA 0014 16/32 

クロックコントロールレジスタ CE_CLK_CTRL R/W H'A4CA 0018 16/32 

バッファアクセス設定レジスタ CE_BUF_ACC R/W H'A4CA 001C 16/32 

レスポンスレジスタ 3 CE_RESP3 R/W H'A4CA 0020 16/32 

レスポンスレジスタ 2 CE_RESP2 R/W H'A4CA 0024 16/32 

レスポンスレジスタ 1 CE_RESP1 R/W H'A4CA 0028 16/32 

レスポンスレジスタ 0 CE_RESP0 R/W H'A4CA 002C 16/32 

自動 CMD12レスポンスレジスタ CE_RESP_CMD12 R/W H'A4CA 0030 16/32 

データレジスタ CE_DATA R/W H'A4CA 0034 16*/32 

割り込みフラグレジスタ CE_INT R/W H'A4CA 0040 16/32 

割り込みマスクレジスタ CE_INT_MASK R/W H'A4CA 0044 16/32 

ステータスレジスタ 1 CE_HOST_STS1 R/W H'A4CA 0048 16/32 

ステータスレジスタ 2 CE_HOST_STS2 R/W H'A4CA 004C 16/32 

バージョンレジスタ CE_VERSION R/W H'A4CA 007C 16/32 

【注】 上記以外のレジスタには、アクセスしないでください。 

 * 16ビットアクセス時は、H'A4CA 0034のみアクセス可能です。 
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表23.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

CE_CMD_SET 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_ARG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_ARG_CMD12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_CMD_CTRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_BLOCK_SET 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_CLK_CTRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_BUF_ACC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP_CMD12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_DATA 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_INT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_INT_MASK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_HOST_STS1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_HOST_STS2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_VERSION 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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23.3.1 コマンド設定レジスタ（CE_CMD_SET） 

CE_CMD_SETは、コマンドシーケンスを設定するレジスタです。 

各種設定と共にコマンドインデックスを設定すると、コマンドシーケンスがスタートします。16ビットアクセ

スの場合は、ビット 31～16を設定するとコマンドシーケンスがスタートします。なお、コマンドシーケンス中

（CE_HOST_STS1の CMDSEQビットが 1のとき）は、CE_CMD_SETにライトできない仕様となっています。

CE_CMD_SETに設定する値については、「23.7.14 CE_CMD_SET設定値」に従い設定してください。 
 

R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RIDXC[1:0]

—

RCRC7C[1:0] — —CRC 
16C

CRC
STE TBIT OPDM CCSH — — — DATW[1:0]

— CMD[5:0] RTYP[1:0] RBSY CCSEN WDAT DWEN CMLTE CMD12
EN

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～24 CMD[5:0] H'00 R/W コマンドインデックス 

【注】コマンドインデックスを設定すると、コマンドシーケンスがスター

トします。 

23、22 RTYP[1:0] 00 R/W レスポンスタイプ 

00：レスポンス無し 

01：6バイトのレスポンス（R1、R1b、R3、R4、R5） 

10：17バイトのレスポンス（R2） 

11：設定禁止 

21 RBSY 0 R/W レスポンスビジーあり／なし 

レスポンス受信時のビジーの有無を選択します。 

0：レスポンスビジーなし 

1：レスポンスビジーあり（R1b） 

20 CCSEN 0 R/W CCS受け付け 

0：CCSの受け付けを禁止 

1：CCSの受け付けを許可 

19 WDAT 0 R/W データあり／なし 

0：データなし 

1：データあり 

18 DWEN 0 R/W リード／ライト 

0：カードからリード 

1：カードへライト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 CMLTE 0 R/W シングルブロック転送／マルチブロック転送選択 

0：シングルブロック転送 

1：マルチブロック転送 

16 CMD12EN 0 R/W 自動 CMD12発行設定（マルチブロック転送時有効） 

0：CMD12を自動発行しない 

1：CMD12を自動発行する 

【注】転送ブロックサイズ=512バイトに設定してください。 

15、14 RIDXC[1:0] 00 R/W レスポンスインデックスチェック 

00：インデックスチェック 

01：check bitsチェック 

10：チェック無し 

11：設定禁止 

13、12 RCRC7C[1:0] 00 R/W レスポンス CRC7チェック 

00：CRC7チェック 

（レスポンスタイプを 01に設定してください） 

01：check bitsチェック 

（レスポンスタイプを 01に設定してください） 

10：internal CRC7チェック（R2専用） 

（レスポンスタイプを 10に設定してください） 

11：チェック無し 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 CRC16C 0 R/W 受信時 CRC16チェック 

0：CRC16をチェックする 

1：CRC16をチェックしない（CMD14時に使用） 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 CRCSTE 0 R/W CRC status受信 

0：CRC statusを受信する 

1：CRC statusを受信しない（CMD19時に使用） 

7 TBIT 0 R/W トランスミッションビット設定 

0：トランスミッションビットを Hにする 

1：トランスミッションビットを Lにする 

6 OPDM 0 R/W オープンドレイン出力モード設定 

0：通常出力 

1：オープンドレイン出力 

【注】MMCCMD線のみ有効となります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 CCSH 0 R/W CCS受信後 H出力設定 

0：CCS受信後 3サイクル目に Hを出力する 

1：CCS受信後に Hを出力しない 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 DATW[1:0] 00 R/W データバス幅設定 

00：1ビット 

01：4ビット 

10：8ビット 

11：設定禁止 

 

23.3.2 アーギュメントレジスタ（CE_ARG） 

CE_ARGは、送信するコマンドのアーギュメントを設定するレジスタです。CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビット

を設定する前に設定してください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ARG[15:0]

ARG[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ARG[31:0] H0000 0000 R/W アーギュメント 31～0を設定 
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23.3.3 自動 CMD12アーギュメントレジスタ（CE_ARG_CMD12） 

CE_ARG_CMD12は、マルチブロック転送における CMD12を自動発行する際に、送信する自動 CMD12のアー

ギュメントを設定するレジスタです。CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットを設定する前に設定してください。 

自動 CMD12については、「23.6.2 自動 CMD12発行について」を参照ください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

C12ARG[15:0]

C12ARG[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 C12ARG 

[31:0] 

H0000 0000 R/W アーギュメント 31～0を設定 

 

23.3.4 コマンド制御レジスタ（CE_CMD_CTRL） 

CE_CMD_CTRLは、強制終了を行う際に設定するレジスタです。また、CCSDの発行は、CE-ATAデバイスを

接続している場合に有効です。MMCと接続している際は、CCSDを発行しないでください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — CCSD BREAK

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CCSD 0 R/W CCSD発行 

0の状態から 1をライトすると、CCSDを発行します。 

CE_INTの CCSDEが 1になってから、CCSDを 0ライトし戻してくださ

い。 

【注】CCSDを発行する前に、CE_HOST_STS1の CMDSEQビットが 0

であることを確認してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 BREAK 0 R/W コマンドシーケンス強制終了 

0の状態から 1をライトし、その後、0をライトするとコマンドシーケンス

を中断します。 

上記設定後、CE_HOST_STS1の CMDSEQビットが 0になることを確認

してください。その後次の処理が可能となります。 

【注】「23.8 使用上の注意事項」を参照してください。 

 

23.3.5 転送ブロック設定レジスタ（CE_BLOCK_SET） 

CE_BLOCK_SETは、転送するデータのブロックサイズとブロック数を設定するレジスタです。CE_CMD_SET

の CMD[5:0]ビットを設定する前に設定してください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BLKSIZ[15:0]

BLKCNT[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 BLKCNT 

[15:0] 

H'0000 R/W 転送ブロック数 

【注】マルチブロック転送のとき、有効となります。 

15～0 BLKSIZ[15:0] H'0200 R/W 転送ブロックサイズ 

【注】転送ブロックサイズは、 

• シングルブロック転送設定時：1～512バイト 

• マルチブロック転送設定時：512バイト 

に設定してください。 
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23.3.6 クロックコントロールレジスタ（CE_CLK_CTRL） 

CE_CLK_CTRLは、MMCクロックの制御とタイムアウト値を設定するレジスタです。なお、コマンドシーケン

ス中は再設定しないでください。 
 

R R R R R R R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — SRSPTO[1:0] SRBSYTO[3:0] SRWDTO[3:0] SCCSTO[3:0]

— — — — — — — CLKEN — — — — CLKDIV[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 CLKEN 0 R/W MMCクロック出力制御 

0：MMCクロックを出力しない（L固定） 

1：MMCクロックを出力する 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～16 CLKDIV[3:0] 0000 R/W MMCクロック周波数設定 

0000：バスクロック/2^1 

0001：バスクロック/2^2 

： 

0111：バスクロック/2^8 

1000：バスクロック/2^9 

1001～1111：設定禁止 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 SRSPTO[1:0] 00 R/W レスポンスタイムアウト設定 

CE_INTの RSPTOの期間を設定します。 

00：64×MMCクロック周期 

01：128×MMCクロック周期 

10：256×MMCクロック周期 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 SRBSYTO 

[3:0] 

0000 R/W レスポンスビジータイムアウト設定 

CE_INTの RBSYTOの期間を設定します。 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

： 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

7～4 SRWDTO[3:0] 0000 R/W ライトデータタイムアウト／リードデータタイムアウト設定 

CE_INTのWDATTO、RDATTOの期間を設定します。 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

： 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

3～0 SCCSTO[3:0] 0000 R/W CCSタイムアウト設定 

CE_INTの CCSTOの期間を設定します。 

0000：2^14×MMCクロック周期 

0001：2^15×MMCクロック周期 

： 

1110：2^28×MMCクロック周期 

1111：2^29×MMCクロック周期 

 

23.3.7 バッファアクセス設定レジスタ（CE_BUF_ACC） 

CE_BUF_ACCは、データレジスタのアクセス方法と DMAの転送方法を設定するレジスタです。 

CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットを設定する前に設定してください。バッファの説明については「23.6.3 バ

ッファの構造について」を参照してください。 
 

R R R R R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — DMAW 
EN

DMAR 
EN — — — — — — BUSW ATYP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 DMAWEN 0 R/W バッファライト DMA転送要求イネーブル 

0：バッファライト DMA転送要求を禁止 

1：バッファライト DMA転送要求を許可 

24 DMAREN 0 R/W バッファリード DMA転送要求イネーブル 

0：バッファリード DMA転送要求を禁止 

1：バッファリード DMA転送要求を許可 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 BUSW 0 R/W データレジスタアクセス幅選択 

0：CE_DATAに 32ビットでアクセスする場合 

1：CE_DATAに 16ビットでアクセスする場合 

16 ATYP 0 R/W バッファアクセス選択 

0：バイト単位差し替えなし 

1：バイト単位差し替えあり 

【注】バッファへのアクセスについては「23.6.4 CE_DATAアクセス時の

バッファアクセス選択機能について」を参照してください。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

23. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  23-13 

2013.01.18  

 

SH7724 

23.3.8 レスポンスレジスタ 3～0（CE_RESP3～0） 

CE_RESP3～0は、受信したレスポンス値が格納されるレジスタです。 

レスポンス値のフォーマットについては、「23.6.1 コマンド／レスポンスのフォーマットについて」を参照し

てください。 

• CE_RESP3 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[111:96]

RSP[127:112]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[127:96] H'0000 0000 R R2レスポンス[127:96] 

 

• CE_RESP2 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[79:64]

RSP[95:80]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[95:64] H'0000 0000 R R2レスポンス[95:64] 

 

• CE_RESP1 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[47:32]

RSP[63:48]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[63:32] H'0000 0000 R R2レスポンス[63:32] 

 

• CE_RESP0 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP[15:0]

RSP[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP[31:0] H'0000 0000 R レスポンス[31:0]もしくは R2レスポンス[31:0] 

 

23.3.9 自動 CMD12レスポンスレジスタ（CE_RESP_CMD12） 

CE_RESP_CMD12は、CMD12を自動発行した際に、CMD12に対するレスポンス値が格納されるレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RSP12[15:0]

RSP12[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSP12[31:0] H'0000 0000 R CMD12レスポンス[31:0] 

 

23.3.10 データレジスタ（CE_DATA） 

CE_DATAは、バッファにアクセスするためのレジスタです。 

16ビットアクセス時は、DATA[31:16]ビットのみアクセス可能です。ライトデータ／リードデータのフォーマ

ットについては、「23.6.5 データのフォーマットについて」を参照してください。 
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R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DATA[15:0]

DATA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DATA[31:0] H'0000 0000 R/W バッファライト／リード[31:0] 

 

23.3.11 割り込みフラグレジスタ（CE_INT） 

CE_INTは、コマンドシーケンス中の各種ステータスを表すレジスタです。各ビットは、セット条件を満たすと

1にセットされます。フラグをクリアする際はクリアするビットのみ 0を設定し、それ以外のビットは 1を設定し

てください。 

エラー、タイムアウト発生時の動作については、「23.6.6 エラー、タイムアウト発生時の動作について」を参

照してください。 
 

R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CMD 
VIO

BUF 
VIO — — WDAT 

ERR
RDAT 
ERR

RIDX 
ERR

RSP 
ERR — — CCS

TO
CRCS

TO
WDAT

TO
RDAT

TO
RBSY 

TO
RSP 
TO

— — CCSDE — — CMD12 
DRE

CMD12 
RBE

CMD12 
CRE

DTRAN 
E

BUFR 
E

BUFW 
EN

BUFR 
EN

CCS 
RCV — RBSY

E
CRSP

E

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29 CCSDE 0 R/W* CCSD発行完 

セット条件：CCSD発行完 

クリア条件：0ライト 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 CMD12DRE 0 R/W* 自動 CMD12＆バッファリード完 

セット条件：自動 CMD12のレスポンスビジーとバッファリードが完了

したとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CMD12DRE がセットされた際は、CMD12RBE 、CMD12CRE、

BUFREもセットされているので、クリアしてください。 



 

23. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

23-16  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 CMD12RBE 0 R/W* 自動 CMD12レスポンスビジー完 

セット条件：自動 CMD12のレスポンス受信とレスポンスビジーが完了

したとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CMD12RBE がセットされた際は、CMD12CREもセットされている

ので、クリアしてください。 

24 CMD12CRE 0 R/W* 自動 CMD12コマンドレスポンス完 

セット条件：自動 CMD12のレスポンスを受信したとき 

クリア条件：0ライト 

23 DTRANE 0 R/W* データ送信完 

セット条件：全ブロックの全データの送信が完了したとき 

• CRC statusを受信する設定の場合： 

CRC status後のビジー（データビジー）が完了したとき 

• CRC statusを受信しない設定の場合： 

データの送信が完了したとき 

クリア条件：0ライト 

22 BUFRE 0 R/W* バッファリード完 

セット条件：全ブロックの全データの受信が完了しバッファからリード

し終わったとき 

クリア条件：0ライト 

21 BUFWEN 0 R/W* バッファライト可 

セット条件：バッファが空でライト可能になったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】バッファライト DMA転送要求を許可している場合は、セットされま

せん 

20 BUFREN 0 R/W* バッファリード可 

セット条件：バッファに転送ブロックサイズ分のデータが格納されリー

ド可能になったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】バッファリード DMA転送要求を許可している場合は、セットされま

せん 

19 CCSRCV 0 R/W* CCS受信完 

セット条件：CCSを受信したとき 

クリア条件：0ライト 

18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 RBSYE 0 R/W* レスポンスビジー完 

セット条件：レスポンスの受信とレスポンスビジーの受信が完了したと

き 

クリア条件：0ライト 

【注】RBSYEがセットされた際は、CRSPEもセットされているので、ク

リアしてください。また、自動 CMD12のレスポンスとレスポンス

ビジーについては、CMD12RBEに反映されます。 

16 CRSPE 0 R/W* コマンドレスポンス完 

セット条件：コマンドの送信またはレスポンスの受信が完了したとき 

• レスポンス無し設定の場合： 

コマンドの送信が完了したとき 

• 6バイトレスポンス、17バイトレスポンス設定の場合： 

レスポンスを受信したとき 

クリア条件：0ライト 

【注】自動 CMD12のレスポンスについては、CMD12CREに反映されます。 

15 CMDVIO 0 R/W* コマンド発行エラー 

セット条件：CE_CMD_SET、CE_BLOCK_SETへの設定に不正があった

とき 

• コマンドシーケンス中の場合： 

CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットへライトしたとき 

• コマンドシーケンス開始時の場合： 

レジスタの設定が、下記のいずれかの組み合わせの状態で

CE_CMD_SETの CMD[5:0] ビットへライトしたとき 

‐レスポンス無し＋レスポンスビジーあり 

‐レスポンス無し＋データあり 

‐レスポンス無し＋CCSの受け付けを許可 

‐データ無し＋CMD12を自動発行する 

‐データあり＋シングル＋CMD12を自動発行する 

‐データあり＋CMD12を自動発行する+ CCSの受け付けを許可 

‐データあり＋転送ブロックサイズ=0 

‐データあり＋転送ブロックサイズ≧513 

‐データあり＋マルチブロック転送＋転送ブロック数=0 

クリア条件：0ライト 

【注】CMDVIOがセットされた際は、コマンドシーケンスは自動停止しま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 BUFVIO 0 R/W* バッファアクセスエラー 

セット条件：バッファアクセスに不正があったとき 

• CE_BLOCK_SETの BLKSIZ[15:0]ビットに設定したブロックサイズ

より多く CE_DATAへアクセスしたとき 

• カードからデータをリード中の場合： 

BUFRENがセットされていない（DMA時は、バッファリード DMA

転送要求が出ていない）にもかかわらず、CE_DATAへアクセスした

とき 

• カードへデータをライト中の場合： 

BUFWENがセットされていない（DMA時は、バッファライト DMA

転送要求が出ていない）にもかかわらず、CE_DATAへアクセスした

とき 

クリア条件：0ライト 

【注】BUFVIOがセットされた際は、コマンドシーケンスは自動停止しま

せん。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 WDATERR 0 R/W* ライトデータエラー 

セット条件： 

• ライトデータにエラーがあったとき 

• CRC statusのステータスにエラーがあるとき 

• CRC statusのエンドビットにエラーがあるとき 

クリア条件：0ライト 

【注】WDATERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止し

ます。 

10 RDATERR 0 R/W* リードデータエラー 

セット条件：リードデータにエラーがあったとき 

• リードデータの CRC16にエラーがあるとき 

• リードデータのエンドビットにエラーがあるとき 

クリア条件：0ライト 

【注】RDATERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止し

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 RIDXERR 0 R/W* レスポンスインデックスエラー 

セット条件：レスポンスのインデックス値にエラーがあったとき 

• CE_CMD_SETの RIDXC[1:0]ビットが 00の場合： 

受信したレスポンスのインデックス値が送信したコマンドのインデッ

クス値と異なるとき 

• CE_CMD_SETの RIDXC[1:0]ビットが 01の場合： 

check bitsが All 1でないとき 

クリア条件：0ライト 

【注】RIDXERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止しま

す。 

8 RSPERR 0 R/W* レスポンスエラー 

セット条件：レスポンスのレスポンス値にエラーがあったとき 

• レスポンスのトランスミッションビットが Hのとき 

• レスポンスのエンドビットにエラーがあるとき 

• CE_CMD_SETの RCRC7C[1:0]ビットが 00の場合： 

レスポンスの CRC7にエラーがあるとき 

• CE_CMD_SETの RCRC7C[1:0] ビットが 01の場合： 

check bitsが All 1でないとき 

• CE_CMD_SETの RCRC7C[1:0] ビットが 10の場合： 

レスポンスの internal CRC7にエラーがあるとき 

クリア条件：0ライト 

【注】RSPERRがセットされた際は、コマンドシーケンスが自動停止しま

す。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 CCSTO 0 R/W* CCSタイムアウト 

セット条件：CCSを受信できなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】タイムアウト期間は、CE_CLK_CTRLの SCCSTO[3:0]ビットにて設

定します。なお、CCSTOがセットされても、コマンドシーケンスは

停止しません。 

4 CRCSTO 0 R/W* CRC statusタイムアウト 

セット条件：CRC statusを受信できなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】CRCSTOがセットされても、コマンドシーケンスは停止しません。 

3 WDATTO 0 R/W* ライトデータタイムアウト 

セット条件：CRC status後のデータビジーが終了しなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】タイムアウト期間は、CE_CLK_CTRLの SRWDTO[3:0]ビットにて

設定します。なお、WDATTOがセットされても、コマンドシーケン

スは停止しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 RDATTO 0 R/W* リードデータタイムアウト 

セット条件：リードデータを受信できなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】タイムアウト期間は、CE_CLK_CTRLの SRWDTO[3:0]ビットにて

設定します。なお、RDATTOがセットされても、コマンドシーケン

スは停止しません。 

1 RBSYTO 0 R/W* レスポンスビジータイムアウト 

セット条件：レスポンスビジーが終了しなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】タイムアウト期間は、CE_CLK_CTRLの SRBSYTO[3:0] ビットにて

設定します。なお、RBSYTOがセットされても、コマンドシーケン

スは停止しません。 

0 RSPTO 0 R/W* レスポンスタイムアウト 

セット条件：レスポンスを受信できなかったとき 

クリア条件：0ライト 

【注】タイムアウト期間は、CE_CLK_CTRLの SRSPTO[1:0] ビットにて

設定します。なお、RSPTOがセットされても、コマンドシーケンス

は停止しません。 

【注】 * 0ライトのみ有効となり、1をライトしても反映されません。 

 

23.3.12 割り込みマスクレジスタ（CE_INT_MASK） 

CE_INT_MASKは、CE_INTの割り込み出力を制御するレジスタです。1に設定したビットに対応する CE_INT

のフラグが 1となっていた場合に、割り込みを出力します。割り込み要求の詳細については、「23.4 割り込み

要求の説明」を参照してください。 
 

R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MCMD 
VIO

MBUF 
VIO — — MWDAT 

ERR
MRDAT 

ERR
MRIDX 
ERR

MRSP 
ERR — — MCCS

TO
MCRC
STO

MWDA
TTO

MRDA
TTO

MRBS
YTO

MRSP 
TO

— — MC 
CSDE — — MCMD 

12DRE
MCMD 
12RBE

MCMD 
12CRE

MDT
RANE

MBUF 
RE

MBUF 
WEN

MBUF 
REN

MCCS 
RCV — MRBSY 

E
MCRSP 

E

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29 MCCSDE 0 R/W CCSDE割り込みマスクフラグ 

0：CCSDEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CCSDEフラグにより割り込み出力を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 MCMD12DRE 0 R/W CMD12DRE割り込みマスクフラグ 

0：CMD12DREフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMD12DREフラグにより割り込み出力を許可 

25 MCMD12RBE 0 R/W CMD12RBE割り込みマスクフラグ 

0：CMD12RBEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMD12RBEフラグにより割り込み出力を許可 

24 MCMD12CRE 0 R/W CMD12CRE割り込みマスクフラグ 

0：CMD12CREフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMD12CREフラグにより割り込み出力を許可 

23 MDTRANE 0 R/W DTRANE割り込みマスクフラグ 

0：DTRANEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：DTRANEフラグにより割り込み出力を許可 

22 MBUFRE 0 R/W BUFRE割り込みマスクフラグ 

0：BUFREフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFREフラグにより割り込み出力を許可 

21 MBUFWEN 0 R/W BUFWEN割り込みマスクフラグ 

0：BUFWENフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFWENフラグにより割り込み出力を許可 

20 MBUFREN 0 R/W BUFREN割り込みマスクフラグ 

0：BUFRENフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFRENフラグにより割り込み出力を許可 

19 MCCSRCV 0 R/W CCSRCV割り込みマスクフラグ 

0：CCSRCVフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CCSRCVフラグにより割り込み出力を許可 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 MRBSYE 0 R/W RBSYE割り込みマスクフラグ 

0：RBSYEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RBSYEフラグにより割り込み出力を許可 

16 MCRSPE 0 R/W CRSPE割り込みマスクフラグ 

0：CRSPEフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CRSPEフラグにより割り込み出力を許可 

15 MCMDVIO 0 R/W CMDVIO割り込みマスクフラグ 

0：CMDVIOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CMDVIOフラグにより割り込み出力を許可 



 

23. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

23-22  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 MBUFVIO 0 R/W BUFVIO割り込みマスクフラグ 

0：BUFVIOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：BUFVIOフラグにより割り込み出力を許可 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 MWDATERR 0 R/W WDATERR割り込みマスクフラグ 

0：WDATERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：WDATERRフラグにより割り込み出力を許可 

10 MRDATERR 0 R/W RDATERR割り込みマスクフラグ 

0：RDATERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RDATERRフラグにより割り込み出力を許可 

9 MRIDXERR 0 R/W RIDXERR割り込みマスクフラグ 

0：RIDXERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RIDXERRフラグにより割り込み出力を許可 

8 MRSPERR 0 R/W RSPERR割り込みマスクフラグ 

0：RSPERRフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RSPERRフラグにより割り込み出力を許可 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 MCCSTO 0 R/W CCSTO割り込みマスクフラグ 

0：CCSTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CCSTOフラグにより割り込み出力を許可 

4 MCRCSTO 0 R/W CRCSTO割り込みマスクフラグ 

0：CRCSTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：CRCSTOフラグにより割り込み出力を許可 

3 MWDATTO 0 R/W WDATTO割り込みマスクフラグ 

0：WDATTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：WDATTOフラグにより割り込み出力を許可 

2 MRDATTO 0 R/W RDATTO割り込みマスクフラグ 

0：RDATTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RDATTOフラグにより割り込み出力を許可 

1 MRBSYTO 0 R/W RBSYTO割り込みマスクフラグ 

0：RBSYTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RBSYTOフラグにより割り込み出力を許可 

0 MRSPTO 0 R/W RSPTO割り込みマスクフラグ 

0：RSPTOフラグによる割り込み出力を禁止 

1：RSPTOフラグにより割り込み出力を許可 
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23.3.13 ステータスレジスタ 1（CE_HOST_STS1） 

CE_HOST_STS1は、転送完了したブロック数、CMD線と DAT線の状態、受信したレスポンスのインデックス、

コマンドシーケンス中の状態を表すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 － 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RCVBLK[15:0]

CMD
SEQ

CMD
SIG RSPIDX[5:0] DATSIG[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CMDSEQ 0 R コマンドシーケンス中表示 

0：コマンドシーケンスが初期状態にあるとき 

1：コマンドシーケンスが実行中であるとき 

30 CMDSIG 不定 R CMD状態表示 

CMD線の状態を表示します。 

29～24 RSPIDX[5:0] H'00 R レスポンスインデックス表示 

受信したレスポンスのインデックスを表示します。 

23～16 DATSIG[7:0] 不定 R DAT[7:0]状態表示 

DAT線の状態を表示します。 

15～0 RCVBLK 

[15:0] 

H'0000 R 転送完了ブロック数表示 

転送完了したブロック数を表示します。 

CE_CMD_SETの DWENが 0のとき：カードからリードしたブロック数 

CE_CMD_SETの DWENが 1のとき：カードへライトしたブロック数 

 

23.3.14 ステータスレジスタ 2（CE_HOST_STS2） 

CE_HOST_STS2は、各種タイムアウト、各種エラーの状態を表すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CCS 
TO

RDAT 
TO

DATBS 
YTO

CRCST 
TO

AC12 
BSYTO

RSPBS 
YTO

AC12 
RSPTO

RSP 
TO — — — — — — — —

CRC 
STE

CRC 
16E

AC12 
CRCE

RSP 
CRC7E

CRC 
STEBE

RDAT 
EBE

AC12R 
EBE

RSP 
EBE

AC12 
IDXE

RSP 
IDXE — — — CRCST[2:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CRCSTE 0 R CRC statusエラー 

CRC status値にエラーがあった場合、1になります。 

30 CRC16E 0 R リードデータ CRC16エラー 

リードデータの CRC16にエラーがあった場合、1になります。 

29 AC12CRCE 0 R 自動 CMD12レスポンス CRC7エラー 

自動 CMD12に対するレスポンスの CRC7にエラーがあった場合、1にな

ります。 

28 RSPCRC7E 0 R コマンドレスポンス CRC7エラー 

レスポンスの CRC7にエラーがあった場合、1になります。 

27 CRCSTEBE 0 R CRC statusエンドビットエラー 

CRC statusのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

26 RDATEBE 0 R リードデータエンドビットエラー 

リードデータのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

25 AC12REBE 0 R 自動 CMD12レスポンスエンドビットエラー 

自動 CMD12レスポンスのエンドビットにエラーがあった場合、1になりま

す。 

24 RSPEBE 0 R コマンドレスポンスエンドビットエラー 

レスポンスのエンドビットにエラーがあった場合、1になります。 

23 AC12IDXE 0 R 自動 CMD12レスポンスインデックスエラー 

自動 CMD12レスポンスのインデックスにエラーがあった場合、1になりま

す。 

22 RSPIDXE 0 R コマンドレスポンスインデックスエラー 

レスポンスのインデックスにエラーがあった場合、1になります。 

21～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 CRCST[2:0] 000 R CRC status表示 

受信した CRC statusのステータス値を表示します 

15 CCSTO 0 R CCSタイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SCCSTOの期間を超え CCSを受信できなかった場合、

1になります。 

14 RDATTO 0 R リードデータタイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超えリードデータが受信できなかっ

た場合、1になります。 

13 DATBSYTO 0 R データビジータイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SRWDTOの期間を超えデータビジーが続いた場合、1

になります。 

12 CRCSTTO 0 R CRC statusタイムアウト 

CRC statusが受信できなかった場合、1になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 AC12BSYTO 0 R 自動 CMD12レスポンスビジータイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SRBSYTOの期間を超え自動 CMD12のレスポンスビジ

ーが続いた場合、1になります。 

10 RSPBSYTO 0 R レスポンスビジータイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SRBSYTOの期間を超えレスポンスビジーが続いた場

合、1になります。 

9 AC12RSPTO 0 R 自動 CMD12レスポンスタイムアウト 

CE_CLK_CTRLのSRSPTOの期間を超え自動CMD12のレスポンスが受信

できなかった場合、1になります。 

8 RSPTO 0 R レスポンスタイムアウト 

CE_CLK_CTRLの SRSPTOの期間を超レスポンスが受信できなかった場

合、1になります。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

23.3.15 バージョンレジスタ（CE_VERSION） 

CE_VERSIONは、本モジュールのバージョン値の表示とソフトウェアリセットを制御するレジスタです。 
 

R/W R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VERSION[15:0]

SW 
RST — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SWRST 0 R/W ソフトウェアリセット 

0：ソフトウェアリセット解除（通常動作） 

1：ソフトウェアリセット中 

30～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 VERSION 

[15:0] 

H'0000 R バージョン表示 

本モジュールのバージョン値を表示します。 
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23.4 割り込み要求の説明 

本モジュールには通常動作割り込み要求とエラー／タイムアウト割り込み要求があります。 

割り込みフラグは、CE_INTに表示されます。フラグレジスタのビットが 1かつマスクレジスタのビットが 1

であるとき割り込み要求に反映されます。各割り込み要求の仕様を表 23.4に示します。 
 

表23.4 割り込み要求の仕様 

フラグレジスタ ビット マスクレジスタ ビット 割り込み要求 

CCSDE MCCSDE 

CMD12DRE MCMD12DRE 

CMD12RBE MCMD12RBE 

CMD12CRE MCMD12CRE 

DTRANE MDTRANE 

BUFRE MBUFRE 

BUFWEN MBUFWEN 

BUFREN MBUFREN 

CCSRCV MCCSRCV 

RBSYE MRBSYE 

CRSPE MCRSPE 

通常動作割り込み 

MMC3I 

CMDVIO MCMDVIO 

BUFVIO MBUFVIO 

WDATERR MWDATERR 

RDATERR MRDATERR 

RIDXERR MRIDXERR 

RSPERR MRSPERR 

CCSTO MCCSTO 

CRCSTO MCRCSTO 

WDATTO MWDATTO 

RDATTO MRDATTO 

RBSYTO MRBSYTO 

CE_INT 

RSPTO 

CE_INT_MASK 

MRSPTO 

エラー／タイムアウト 

割り込み 

MMC2I 
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23.5 DMA仕様 

本モジュールは、バッファリード用とバッファライト用 2チャネルの DMA転送要求を持っています。 

23.5.1 バッファライト DMAの説明 

CE_BUF_ACCの DMAWENビットを 1に設定し、バッファが空であるとき、バッファライト DMA転送要求が

アサートされます。 

DMA転送要求は、BLKSIZ（CE_BLOCK_SETに設定したブロックサイズ）×BLKCNT（CE_BLOCK_SETに設

定した転送ブロック数）分アサートされ、最終ブロックの転送が終わるとネゲートされます。この際、CE_INTの

BUFWENビットはアサートされませんので、注意してください。 

DMA転送中にエラーが発生するか強制終了を実行すると、コマンドシーケンスが自動停止するため、DMA転

送要求はネゲートされます。 
 

23.5.2 バッファリード DMAの説明 

CE_BUF_ACCの DMARENビットを 1に設定し、CE_BLOCK_SETに設定した転送ブロックサイズ分のデータ

がたまっているとき、バッファリード DMA転送要求がアサートされます。 

DMA転送要求は、BLKSIZ（CE_BLOCK_SETに設定したブロックサイズ）×BLKCNT（CE_BLOCK_SETに設

定した転送ブロック数）分アサートされ、最終ブロックの転送が終わるとネゲートされます。この際、CE_INTの

BUFRENはアサートされませんので、注意してください。 

DMA転送中にエラーが発生するか強制終了を実行すると、コマンドシーケンスが自動停止するため、DMA転

送要求はネゲートされます。 
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23.6 動作説明 

コマンド／レスポンスのフォーマット、自動 CMD12発行のタイミング、バッファの構造、バッファアクセス選

択機能、エラー発生時の動作について説明します。 

23.6.1 コマンド／レスポンスのフォーマットについて 

送信するコマンドのフォーマットを図 23.2に示します。CE_CMD_SETの CMD[5:0]ビットに設定したコマンド

インデックスと CE_ARGの ARG[31:0]ビットに設定したアーギュメントが反映されます。 

MMCCMD

MMCCLK

CE_CMD_SET

CMD[5:0]

CE_ARG

ARG[31:0]

コマンド

S T 5 4 3 2 1 0 31 30 29 28 3 2 1 0 6 5 1 0 E

31 29 24 0 31 0

INDEX ARG CRC

 

図23.2 コマンドのフォーマット 

 

6バイトレスポンス受信時のフォーマットを図 23.3に、17バイトレスポンス（R2）受信時のフォーマットを図

23.4に示します。CE_HOST_STS1の RSPIDX[5:0]ビットにレスポンスインデックスが格納され、CE_RESP0もし

くは CE_RESP3～0にレスポンスのステータス値が格納されます。 

MMCCMD

MMCCLK

CE_HOST_STS1 CE_RESP0

RSP[31:0]

レスポンス（6バイト長）

S T 5 4 3 2 1 0 31 30 29 28 3 2 1 0 6 5 1 0 E

31 29 24 0 31 0

INDEX STATUS CRC

CMDIDX[5:0]

 

図23.3 6バイトレスポンスのフォーマット 
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MMCCMD

MMCCLK

CE_HOST_STS1

RSP[127:96]

レスポンス（17バイト長）

S T 5 4 3 2 1 0 127 96 95 64 63 32 31 8 7 6

31 29 24 0 31 0

INDEX STATUS (internal CRC)

CMDIDX[5:0]

2 1 E

CE_RESP3 CE_RESP2 CE_RESP1 CE_RESP0

RSP[95:64]

31 0

RSP[63:32]

31 0

RSP[31:0]

31 0

 

図23.4 17バイトレスポンスのフォーマット（R2） 

 

23.6.2 自動 CMD12発行について 

本モジュールは、CE_CMD_SETの CMD12ENをセットしマルチブロック転送を行うと、MD12を自動発行する

機能を持っています。マルチブロックリード時とマルチブロックライト時に CMD12を自動発行するタイミングに

ついて説明します。 

図 23.5に、マルチブロックリード時の自動 CMD12発行タイミングを示します。CMD12は、最終ブロック受信

中に、データのエンドビットから 2ビット前にコマンドのエンドビットが来るように発行されます。 

2ビット前
MMCCMD

 MMCCLK

MMCDAT[0]

リードデータの
最終ブロック

自動発行した
CMD12

CMD12の
レスポンス

S T 5

INDEX

4 8

ARG CRC

7 6 5 4 3 1 0 E

1 15

ARG

14 13 12 3 1 0 E2033 32 31 30 2935 34

S T

 

図23.5 マルチブロックリード時の自動 CMD12発行タイミング（1ビットモード時） 

 

図 23.6に、マルチブロックライト時の自動 CMD12発行タイミングを示します。CMD12は、最終ブロックの送

信後のデータビジーが終了した後に発行されます。 

データビジー

MMCCMD

 MMCCLK

MMCDAT[0]

ライトデータの
最終ブロック

自動発行した
CMD12

0

CRCstatusCRC

INDEX

1 0 E

S T

514 1 0 E0 15

5 4

 

図23.6 マルチブロックライト時の自動 CMD12発行タイミング（1ビットモード時） 
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23.6.3 バッファの構造について 

本モジュールは図 23.7に示すように、512バイトの RAMを 2つ持っており、ダブルバッファとして用いてい

ます。転送ブロックサイズを 4×n+1もしくは 4×n+3と設定した場合、16ビットアクセス時は 4×n+2バイトも

しくは 4×(n+1)バイト分、32ビットアクセス時は 4×(n+1)バイト分アクセスしてください（n=0、1、2、3、…、

127）。 

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D24 D21 D22 D23

D24 D25 D26 D27

D104 D105 D106 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D113 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8 7 0

D3h'34:CE_DATA

バッファ

32ビットアクセス

25
6ワ
ー
ド

24 23 16 15 8

バッファA

バッファB

D0
31 24

D1
23 16

h'34:CE_DATA

バッファ

16ビットアクセス

25
6ワ
ー
ド

バッファA

バッファB

15 8 7 0

D106

D25

D0 D1 D2 D3

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D20 D21 D22 D23

D24 D26 D27

D104 D105 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D103 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D24 D21 D22 D23

D24 D25 D26 D27

D104 D105 D106 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D113 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

24 23 16 15 8

D106

D25

D0 D1 D2 D3

D4 D5 D6 D7

D8 D9 D10 D11

D12 D13 D14 D15

D16 D17 D18 D19

D20 D21 D22 D23

D24 D26 D27

D104 D105 D107

D108 D109 D110 D111

D112 D103 D114 D115

D116 D117 D118 D119

D120 D121 D122 D123

D124 D125 D126 D127

 

図23.7 ダブルバッファの構造 
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23.6.4 CE_DATAアクセス時のバッファアクセス選択機能について 

本モジュールは、CE_BUF_ACCのバッファアクセス選択機能により、CE_DATAにライト、リードするデータ

を 1バイト単位で差し替え、バッファにアクセスすることができます。 

図 23.8に、32ビット／16ビットアクセス時の仕様を示します。 

D3 D2

D1 D0

D3 D2

D1 D0

D2 D3

D0 D1

D0 D1

D2 D3

D0 D1 D2 D3

D0 D1

D2 D3

D0 D1 D2 D3

＜CE_DATAリード時＞

【1バイト単位で差し替え】

＜CE_DATAライト時＞

31 24 23 16 15 8

7 0

7 0

7 0

h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

＜CE_DATAリード時＞

【デフォルト設定時】

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

＜CE_DATAライト時＞

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

D2
31 24

D3
23 16 15 8 7 0

バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

31 24 23 16 15 8 7 0
h'34:CE_DATA

31 24 23 16 15 8 7 0
バッファ

<2n+1回目
アクセス>

<2n回目
アクセス>

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8 7 0

7 0

7 0

7 0

D3h'34:CE_DATA

＜CE_DATAリード時＞

【デフォルト設定時】

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3h'34:CE_DATA

＜CE_DATAライト時＞

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

D3
31 24

D2
23 16

D1
15 8

D0h'34:CE_DATA

＜CE_DATAリード時＞

【1バイト単位で差し替え】

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

D3
31 24

D2
23 16

D1
15 8

D0h'34:CE_DATA

＜CE_DATAライト時＞

D0
31 24

D1
23 16

D2
15 8

D3バッファ

32ビットアクセス

16ビットアクセス

D0 D1

D0 D1

D0 D1 D2 D3

D0 D1 D2 D3

D1

 

図23.8 32ビット／16ビットアクセス時の 1バイト単位差し替えの仕様 
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23.6.5 データのフォーマットについて 

データのフォーマットを図 23.9～図 23.11に示します。データを送信する場合は、バッファに書き込んだ値が

反映され、データを受信する場合は、バッファに値が格納されます。 

MMCDAT[0]

MMCCLK

1ブロックデータ

S 31 30 29 28 27 26 25 24 2223 20 19 18 17 16 15 15 14 1

DATA CRC

0 E

バッファ
31 2324 01516 78

D3D2D0 D1

 

図23.9 データのフォーマット（1ビットモード） 

 

MMCDAT[3]

MMCCLK

バッファ

1ブロックデータ

S 31 27 23 19 15 11 7 3 15 14 1 0 E

31 2324 0

DATA CRC

1516 78

D3D2D0 D1

MMCDAT[2] S 30 26 22 18 14 10 6 2 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[1] S 29 25 21 17 13 9 5 1 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[0] S 28 24 20 16 12 8 4 0 15 14 1 0 E

DATA CRC

 

図23.10 データのフォーマット（4ビットモード） 
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MMCDAT[7]

MMCCLK

バッファ

1ブロックデータ

S 31 23 15 7 15 14 1 0 E

31 2324 0

DATA CRC

1516 78

D3D2D0 D1

MMCDAT[6] S 30 22 14 6 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[5] S 29 21 13 5 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[4] S 28 20 12 4 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[3] S 27 19 11 3 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[2] S 26 18 10 2 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[1] S 25 17 9 1 15 14 1 0 E

DATA CRC

MMCDAT[0] S 24 16 8 0 15 14 1 0 E

DATA CRC

 

図23.11 データのフォーマット（8ビットモード） 

 

23.6.6 エラー、タイムアウト発生時の動作について 

エラー発生時にバッファに格納されていた送信データ、受信データは保証されません。 

また、エラー確認後の動作は、ステータスレジスタ 1を確認し、コマンドシーケンス中であれば強制終了を行

ってください。その後、本モジュールを初期化し、コマンドシーケンスをやり直してください。 

タイムアウト発生時に、本モジュールは停止しません。タイムアウト発生時にコマンドシーケンスが正常に終

了せず、ステータスレジスタ 1を確認し、コマンドシーケンス中のままとなってしまった場合は、強制終了を行

い、本モジュールを初期化してください。 

強制終了に関しては、「23.8 使用上の注意事項」を参照してください。 
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23.7 設定例 

代表的なコマンドシーケンスを実行する手順について説明します。 

23.7.1 凡例の説明 

図中記載の記号についての凡例を、図 23.12に示します。 

INT CMD:S

RSP:R

DAT:S

DAT:R

BUSY:RCCSD:S

CCS:R

CRCST:R

：割り込み ：コマンド送信

：レスポンス受信

：CCSD送信

：CCS受信

：データ送信

：CRCstatus受信

：ビジー受信

：データ受信

BUF:W

BUF:R

：バッファライト

：バッファリード

INT

割り込み、バッファ状態 CMD線、DAT線状態

HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

フローチャート&レジスタ設定例

：初期状態

：レジスタアクセス

：処理待ち状態

：条件分岐

 

図23.12 図中記載記号の凡例 
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23.7.2 コマンド送信設定例 

INT

INT

CMD:S

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'0000_0000);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

スタート

アイドル

コマンド
送信前設定

エラー処理

エラー判定

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

コマンド
送信設定

コマンド
送信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

 

図23.13 コマンド送信設定例（CMD0） 
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23.7.3 コマンド送信→レスポンス受信設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド
送信設定

コマンド送信、
レスポンス
受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'0340_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

エラー処理

エラー設定

アイドル

レスポンス
チェック

Read(CE_RESP0);

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.14 コマンド送信→レスポンス受信設定例（CMD3） 
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23.7.4 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジーあり）設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド
送信前設定

コマンド
送信設定

コマンド送信、
レスポンス
受信中

コマンドレスポンス
ビジー完

フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0002_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'0660_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFC_FFFF);

エラー処理
アイドル

BUSY:R

レスポンスチェック Read(CE_RESP0);

エラー判定

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.15 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジーあり）設定例（CMD6） 
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23.7.5 シングルブロックリード設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

スタート

コマンド送信
前設定

コマンド
送信設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'1148_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0010_CF3F);

バッファリード可
フラグチェック

マスク設定

INT

データ受信中

エラー処理

エラー判定

バッファリード

Write(CE_INT_MASK , H'0040_CF3F);マスク設定

バッファリード
完フラグチェック

アイドル

INT

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'0000_0***);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FFBF_FFFF);

エラー判定

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.16 シングルブロックリード設定例（CMD17） 
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23.7.6 マルチブロックリード（自動 CMD12あり）設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

スタート

コマンド送信
前設定

コマンド送信
設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'124B_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0010_CF3F);

バッファリード可
フラグチェック

マスク設定

INT

データ受信中

エラー処理

エラー設定

バッファリード

最終ブロック
リード終了

Write(CE_INT_MASK , H'0400_CF3F);マスク設定

自動CMD128&
バッファリード
完フラグチェック

アイドル

INT

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'F8BF_FFFF);

CMD:S

RSP:R

CMD12自動発行
（最終ブロック転送時）

BUSY:R

エラー設定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

エラー判定

Read(CE_RESP_CMD12);レスポンスチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.17 マルチブロックリード（自動 CMD12あり）設定例（CMD18） 



 

23. マルチメディアカードインタフェース（MMCIF） 

23-40  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

23.7.7 シングルブロックライト設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'184C_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0020_CF3F);

バッファライト可
フラグチェック

マスク設定

INT

エラー処理

エラー判定

バッファライト

Write(CE_INT_MASK , H'0080_CF3F);マスク設定

データ送信完
フラグチェック

アイドル

INT

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'0000_0***);

Write(CE_INT , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FF7F_FFFF);

データ転送中

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

エラー判定

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.18 シングルブロックライト設定例（CMD24） 
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23.7.8 マルチブロックライト（自動 CMD12あり）設定例 

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'194F_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0020_CF3F);

バッファライト可
フラグチェック

マスク設定

エラー処理

エラー判定

バッファライト

最終ブロック
ライト終了

Write(CE_INT_MASK , H'0200_CF3F);マスク設定

自動CMD12レス
ポンスビジー完
フラグチェック

アイドル

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FC7F_FFFF);

データ送信中

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

Read(CE_RESP_CMD12);レスポンスチェック

エラー判定

INT

CMD:S

RSP:R

INT

INT

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

CMD:S

RSP:R

CMD12自動発行
（最終ブロック転送後）

BUSY:R

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.19 マルチブロックライト（自動 CMD12あり）設定例（CMD25） 
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23.7.9 強制終了設定例 

アイドル

ソフトリセット
実行

Write(CE_VERSION , H'8000_0000);

Write(CE_VERSION , H'0000_0000);

コマンド
シーケンス
実行中

コマンド
シーケンス
強制終了設定

Write(CE_CMD_CTRLW , H'0000_0001);

コマンド
シーケンス
強制終了中

コマンド
シーケンス中
チェック

Read(CE_HOST_STS1);

終了判定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0000);

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT_MASK , H'0000_0000);マスク設定

 

図23.20 強制終了設定例 
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23.7.10 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例 

INT

CMD:S

RSP:R

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンドレスポンス
ビジー完

フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0002_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'3D70_0000);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFC_FFFF);

エラー処理
アイドル

Write(CE_INT_MASK , H'0008_CF3F);マスク設定

INT

BUSY:R

CCS受信完
フラグチェック

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFF7_FFFF);

CCS:R

エラー判定

レスポンスチェック Read(CE_RESP0);

エラー判定

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.21 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例（CMD61） 
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23.7.11 マルチブロックリード（CCS受信あり）設定例 

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'3D5A_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFE_FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0010_CF3F);

バファリード可
フラグチェック

マスク設定

データ受信中

エラー処理

エラー判定

バッファリード

最終ブロック
リード終了

Write(CE_INT_MASK , H'0040_CF3F);マスク設定

バッファリード完
フラグチェック

Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFEF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FFBF_FFFF);

エラー判定

Write(CE_INT_MASK , H'0008_CF3F);マスク設定

CCS受信完
フラグチェック Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFF7_FFFF);

アイドル

エラー判定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

エラー判定

INT

CMD:S

RSP:R

DAT:R

BUF:R

INT

INT

INT

CCS:R

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.22 マルチブロックリード（CCS受信あり）設定例（CMD61） 
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23.7.12 マルチブロックライト（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例 

スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信、
レスポンス受信中

コマンド
レスポンス完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'D804_30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0002_CF3F);

Write(CE_ARG , H'****_****);

Write(CE_CMD_SET , H'3D7E_0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'FFFC_FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0020_CF3F);

バッファライト可
フラグチェック

マスク設定

エラー処理

エラー判定

バッファライト

最終ブロック
ライト終了

Write(CE_INT_MASK , H'0080_CF3F);マスク設定

データ送信完
フラグチェック

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'****_****);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'****_0200);

Write(CE_INT , H'FFDF_FFFF);

Write(CE_INT , H'FF7F_FFFF);

データ送信中

エラー判定

アイドル

CCS受信完
フラグチェック

Read(CE_INT);

Write(CE_INT , H'FFF7_FFFF);

エラー判定

Write(CE_INT_MASK , H'0008_CF3F);マスク設定

Read(CE_RESP0);レスポンスチェック

エラー判定

INT

CMD:S

RSP:R

INT

INT

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

INT

CCS:R

BUSY:R

INT HOST CARDHOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

 

図23.23 マルチブロックライト（レスポンスビジー、CCS受信あり）設定例（CMD61） 
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23.7.13 強制終了→CCSD発行設定例 

CCSD送信前
設定

CCSD発行設定

CCSD送信中

CCSD送信完
フラグチェック

Write(CE_INT , H'0000_0000);

Write(CE_INT_MASK , H'2000_CF3F);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010*_0000);

Write(CE_INT , H'DFFF_FFFF);

エラー処理

エラー判定

アイドル

ソフトリセット実行
Write(CE_VERSION , H'8000_0000);

Write(CE_VERSION , H'0000_0000);

CCSD:S

コマンド
シーケンス
実行中

コマンド
シーケンス
強制終了設定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0001);

コマンド
シーケンス
強制終了中

コマンド
シーケンス中
チェック

Read(CE_HOST_STS1);

終了判定

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0000);

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0002);

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000_0000);CCSD発行設定
解除

INT HOST CARD HOST CARDCPU BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT_MASK , H'0000_0000);マスク設定

INT

 

図23.24 強制終了→CCSD発行設定例 
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23.7.14 CE_CMD_SET設定値 

コマンドを発行する際の設定値一覧を、表 23.5に示します。 
 

表23.5 CE_CMD_SET設定値 

CE_CMD_SET MMC/ 

CE-ATA 

CMD 略称 RSP 

C
M

D
[5

:0
] 

R
T

Y
P

[1
:0

] 

R
B

S
Y

 

C
C

S
E

N
 

W
D

A
T

 

D
W

E
N

 

C
M

LT
E

 

C
M

D
12

E
N

 

R
ID

X
C

[1
:0

] 

R
C

R
C

7C
[1

:0
] 

C
R

C
16

C
 

C
R

C
S

T
E

 

T
B

IT
 

O
P

D
M

 

C
C

S
H

 

D
A

T
W

 

CMD0 GO_IDLE_STATE － H'00 00 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD1 SEND_OP_COND R3 H'01 01 0 0 0 0 0 0 01 01 0 0 0 0 0 00 

CMD2 ALL_SEND_CID R2 H'02 10 0 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 0 00 

CMD3 SET_RELATIVE_ADDR R1 H'03 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD4 SET_DSR － H'04 00 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD6 SWITCH R1b H'06 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

R1 H'07 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 CMD7 SELECT/DESETECT_CARD 

(dis->prg) R1b H'07 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD8 SEND_EXT_CSD R1 H'08 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

CMD9 SEND_CSD R2 H'09 10 0 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 0 00 

CMD10 SEND_CID R2 H'0A 10 0 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 0 00 

CMD12 STOP_TRANSMISSION R1b H'0C 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD13 SEND_STATUS R1 H'0D 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD14 BUSTEST_R R1 H'0E 01 0 0 1 0 0 0 00 00 1 0 0 0 0 ** 

CMD15 GO_INACTIVE_STATE － H'0F 00 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD16 SET_BLOCKLEN R1 H'10 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD17 READ_SINGLE_BLOCK R1 H'11 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

R1 H'12 01 0 0 1 0 1 0 00 00 0 0 0 0 0 ** CMD18 READ_MULTIPLE_BLOCK 

(Open-ended) R1 H'12 01 0 0 1 0 1 1 00 00 0 0 0 0 0 ** 

CMD19 BUSTEST_W R1 H'13 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 1 0 0 0 ** 

CMD23 SET_BLOCK_COUNT R1 H'17 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD24 WRITE_BLOCK R1 H'18 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

R1 H'19 01 0 0 1 1 1 0 00 00 0 0 0 0 0 ** CMD25 WRITE_MULTIPLE_BLOCK 

(Open-ended) R1 H'19 01 0 0 1 1 1 1 00 00 0 0 0 0 0 ** 

CMD26 PROGRAM_CID R1 H'1A 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

CMD27 PROGRAM_CSD R1 H'1B 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

CMD28 SET_WRITE_PROT R1b H'1C 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD29 CLR_WRITE_PROT R1b H'1D 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

MMC 

CMD30 SEND_WRITE_PROT R1 H'1E 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 
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CE_CMD_SET MMC/ 

CE-ATA 

CMD 略称 RSP 

C
M

D
[5

:0
] 

R
T

Y
P

[1
:0

] 

R
B

S
Y

 

C
C

S
E

N
 

W
D

A
T

 

D
W

E
N

 

C
M

LT
E

 

C
M

D
12

E
N

 

R
ID

X
C

[1
:0

] 

R
C

R
C

7C
[1

:0
] 

C
R

C
16

C
 

C
R

C
S

T
E

 

T
B

IT
 

O
P

D
M

 

C
C

S
H

 

D
A

T
W

 

CMD35 ERASE_GROUP_START R1 H'23 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD36 ERASE_GROUP_END R1 H'24 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD38 ERASE R1b H'26 01 1 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

CMD39 FAST_IO R4 H'27 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

R5 H'28 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 CMD40 GO_IRQ_STATE (send CMD) 

 (send RSP) R5 H'28 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 1 1 0 00 

CMD42 LOCK_UNLOCK R1 H'2A 01 0 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

CMD55 APP_CMD R1 H'37 01 0 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 00 

R1b 未対応 

MMC 

CMD56 GEN_CMD (R) 

 (W) R1b H'38 01 1 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

R1 H'3C 01 0 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** CMD60 RW_MULTIPLE_REGISTER  (R) 

 (W) R1b H'3C 01 1 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 0 ** 

R1b H'3D 01 1 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 1 ** 

R1 H'3D 01 0 1 1 0 1 0 00 00 0 0 0 0 1 ** 

CE-ATA 

CMD61 RW_MULTIPLE_BLOCK  (no dat) 

 (R) 

 (W) R1b H'3D 01 1 1 1 1 1 0 00 00 0 0 0 0 1 ** 

【注】 本モジュールは、CMD11と CMD20には対応していません。 
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23.8 使用上の注意事項 

23.8.1 強制終了について 

MMC/CE-ATAホストインタフェースにおいて、コマンドシーケンスを強制終了する場合、CE_CMD_CTRLレ

ジスタの BREAKビットの設定タイミングによってはコマンドシーケンスが終了しない場合があります。このた

め、コマンドシーケンスを強制終了する場合、以下の 2つの方法のいずれかで処理をしてください。 

1. コマンドシーケンスを強制終了するときは、CE_CMD_CTRLレジスタのBREAKビットを使用しないで、ソフ

トウェアリセットする。 

2. R1bレスポンスのコマンドを発行した後に、下記の状態でコマンドシーケンスを強制終了する場合のみ、

CE_CMD_CTRLレジスタのBREAKビットを使用しないで、ソフトウェアリセットする。 

― レスポンスビジーのタイムアウト 

― レスポンス値の異常 
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24. フラッシュメモリブート ROM（FBR） 

本 LSIは、ブート ROMを内蔵しており、BOOT端子をハイ状態でリセット解除することでMMCコントローラ

内蔵 NANDフラッシュメモリからブートします。 

24.1 特長 

ブート ROMにはMMCIFを制御するプログラムが書き込まれています。 

ブート ROMはMMCIFモジュール経由であらかじめMMCコントローラ内蔵 NANDフラッシュメモリに書き

込まれたローダプログラムを ILRAMへ転送します。 

ブート ROMによる ILRAMへの転送が終了した後、ローダプログラムの先頭に自動的にジャンプします。 

図 24.1に NANDフラッシュメモリブートの概要を示します。 

ブートROM

ILRAM
ILRAMにロード

MMCコントローラ内蔵
NANDフラッシュメモリ

ブートプログラム
ローダプログラム

ローダプログラム

本LSI

Read Command

 

図 24.1 NANDフラッシュメモリブート概要 
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24.2 入出力端子 

本モジュールの端子構成を表 24.1に示します。 
 

表 24.1 端子構成 

端子名 略称 入出力 説   明 

BOOT － 入力 ブート ROMからブートします。 

H：MMCIF経由 NANDフラッシュメモリブート 

L：通常ブート 

【注】 MMCIFの端子については「第 23章 マルチメディアカードインタフェース（MMCIF）」を参照してください。 

24.3 ブートプログラムの概要 

図 24.2にブートプログラムの概要を示します。 

Start

初期設定
（RWDT停止）

MMC Boot

レジスタの初期化
（RWDT再開）

ILRAMへのJump

End
 

図 24.2 ブートプログラムの概要 
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25. FIFO付きクロック同期シリアル I/O（MSIOF） 

本 LSIは、2チャネルの FIFO付きクロック同期シリアル I/Oモジュール（MSIOF0、MSIOF1）を内蔵していま

す。 

25.1 特長 

• FIFO容量：送信32ビット×64段、受信32ビット×64段 

• データの送受信にMSBファースト／LSBファーストが選択可能 

• 同期方法はフレーム同期パルス／レベル／左右チャネル切り替えに対応 

• マスタ／スレーブ両モードに対応 

• 送受信独立クロック／同期信号（送受信共通クロック／同期信号も選択可能） 

• マルチチャネル対応 

1フレームで複数のグループ／ワードデータが送受信可能 

各グループのワードデータは、8ビットから32ビットの範囲で設定可能 

グループ数1、2のときは、各グループにつき最大256ワードまで、グループ数3、4のときは、各グループにつ

き最大16ワードまで送受信可能 

•  割り込み：各チャネルに1種類 

•  シリアルクロック 

クロックソースとして、各チャネルに内部クロック（Bφ）と外部端子入力（MSIOFMCK）から選択が可能 

• DMA転送 

送受信の転送要求による、DMA転送を用いた送受信動作に対応 

• シリアルフォーマット 

IIS、SPI（マスタ／スレーブ両モード）、μWIREなどのシリアルフォーマットに対応 
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図 25.1にMSIOFのブロック図を示します。 

バスインタフェース

送信制御データ

周辺バス

設定
レジスタ群

送信FIFO
32bit×64段

送信タイミング
制御

P/S S/P

受信タイミング
制御

送信ボーレート
ジェネレータ

受信ボーレート
ジェネレータ

受信制御データ
受信FIFO

32bit×64段

割り込み
要求

送信DMA
転送要求

受信DMA
転送要求

Bφ

MSIOF_MCK

1/m MCLK

1/n MCLK

MSIOF_TSCK MSIOF_TSYNC

MSIOF_SS2 MSIOF_TXD MSIOF_RXDMSIOF_SS1

MSIOF_RSYNCMSIOF_RSCK

 

図 25.1 MSIOFのブロック図 
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25.2 入出力端子 

本モジュールの端子構成を表 25.1に示します。 
 

表 25.1 端子構成 

端子名 略称* 入出力 説   明 

MSIOF0_MCK MCK 入力 MSIOF0マスタクロック入力 

MSIOF0_TSCK 

(MSIOF0_SCK) 

SCK 入出力 MSIOF0送信シリアルクロック入出力 

送受信共通クロック使用時、SCKとして使用可能 

MSIOF0_TSYNC 

(MSIOF0_SYNC/SS0) 

SS0 入出力 MSIOF0送信フレーム同期信号チャネル 0入出力 

送受信共通同期信号使用時、SYNCとして使用可能 

SPIモード時、SS0として使用可能 

MSIOF0_SS1 

(SS1) 

SS1 出力 MSIOF0送信フレーム同期信号チャネル 1出力 

スレーブデバイスのみ選択可能 

MSIOF0_SS2 

(SS2) 

SS2 出力 MSIOF0送信フレーム同期信号チャネル 2出力 

スレーブデバイスのみ選択可能 

MSIOF0_RSCK  入出力 MSIOF0受信シリアルクロック 

MSIOF0_RSYNC  入出力 MSIOF0受信フレーム同期信号 

MSIOF0_TXD 

(MOSI/MISO) 

MOSI/MISO 出力 MSIOF0送信データ出力 

MSIOF0_RXD 

(MISO/MOSI) 

MISO/MOSI 入力 MSIOF0受信データ入力 

MSIOF1_MCK MCK 入力 MSIOF1マスタクロック入力 

MSIOF1_TSCK 

（MSIOF1_SCK） 

SCK 入出力 MSIOF1シリアルクロック入出力 

送受信共通クロック使用時、SCKとして使用可能 

MSIOF1_TSYNC 

(MSIOF0_SYNC/SS0)  

SS0 入出力 MSIOF1フレーム同期信号チャネル 0入出力 

送受信共通同期信号使用時、SYNCとして使用可能 

SPIモード時、SS0として使用可能 

MSIOF1_SS1 

(SS1) 

SS1 出力 MSIOF1送信フレーム同期信号チャネル 1出力 

スレーブデバイスのみ選択可能 

MSIOF1_SS2 

(SS2) 

SS2 出力 MSIOF1送信フレーム同期信号チャネル 2出力 

スレーブデバイスのみ選択可能 

MSIOF1_RSCK  入出力 MSIOF1受信シリアルクロック 

MSIOF1_RSYNC  入出力 MSIOF1受信フレーム同期信号 

MSIOF1_TXD 

(MOSI/MISO) 

MOSI/MISO 出力 MSIOF1送信データ出力 

MSIOF1_RXD 

(MISO/MOSI) 

MISO/MOSI 入力 MSIOF1受信データ入力 

【注】 * SPIモードでは、SCK、SS0、SS1、SS2、MOSI、MISOの名称を使用します。 
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25.3 レジスタの説明 

MSIOFのレジスタ構成を表 25.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 25.3に示しま

す。 
 

表 25.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

MSIOF0送信モードレジスタ 1 MSIOF0_SITMDR1 R/W H'A4C4 0000 32 

MSIOF0送信モードレジスタ 2 MSIOF0_SITMDR2 R/W H'A4C4 0004 32 

MSIOF0送信モードレジスタ 3 MSIOF0_SITMDR3 R/W H'A4C4 0008 32 

MSIOF0受信モードレジスタ 1 MSIOF0_SIRMDR1 R/W H'A4C4 0010 32 

MSIOF0受信モードレジスタ 2 MSIOF0_SIRMDR2 R/W H'A4C4 0014 32 

MSIOF0受信モードレジスタ 3 MSIOF0_SIRMDR3 R/W H'A4C4 0018 32 

MSIOF0送信クロックセレクトレジスタ MSIOF0_SITSCR R/W H'A4C4 0020 16 

MSIOF0受信クロックセレクトレジスタ MSIOF0_SIRSCR R/W H'A4C4 0022 16 

MSIOF0コントロールレジスタ MSIOF0_SICTR R/W H'A4C4 0028 32 

MSIOF0 FIFOコントロールレジスタ MSIOF0_SIFCTR R/W H'A4C4 0030 32 

MSIOF0ステータスレジスタ MSIOF0_SISTR R/W H'A4C4 0040 32 

MSIOF0割り込み許可レジスタ MSIOF0_SIIER R/W H'A4C4 0044 32 

MSIOF0送信制御データレジスタ 1 MSIOF0_SITDR1 W H'A4C4 0048 32 

MSIOF0送信制御データレジスタ 2 MSIOF0_SITDR2 W H'A4C4 004C 32 

MSIOF0送信 FIFOデータレジスタ MSIOF0_SITFDR W H'A4C4 0050 32 

MSIOF0受信制御データレジスタ 1 MSIOF0_SIRDR1 R H'A4C4 0058 32 

MSIOF0受信制御データレジスタ 2 MSIOF0_SIRDR2 R H'A4C4 005C 32 

MSIOF0受信 FIFOデータレジスタ MSIOF0_SIRFDR R H'A4C4 0060 32 

MSIOF1送信モードレジスタ 1 MSIOF1_SITMDR1 R/W H'A4C5 0000 32 

MSIOF1送信モードレジスタ 2 MSIOF1_SITMDR2 R/W H'A4C5 0004 32 

MSIOF1送信モードレジスタ 3 MSIOF1_SITMDR3 R/W H'A4C5 0008 32 

MSIOF1受信モードレジスタ 1 MSIOF1_SIRMDR1 R/W H'A4C5 0010 32 

MSIOF1受信モードレジスタ 2 MSIOF1_SIRMDR2 R/W H'A4C5 0014 32 

MSIOF1受信モードレジスタ 3 MSIOF1_SIRMDR3 R/W H'A4C5 0018 32 

MSIOF1送信クロックセレクトレジスタ MSIOF1_SITSCR R/W H'A4C5 0020 16 

MSIOF1受信クロックセレクトレジスタ MSIOF1_SIRSCR R/W H'A4C5 0022 16 

MSIOF1コントロールレジスタ MSIOF1_SICTR R/W H'A4C5 0028 32 

MSIOF1 FIFOコントロールレジスタ MSIOF1_SIFCTR R/W H'A4C5 0030 32 

MSIOF1ステータスレジスタ MSIOF1_SISTR R/W H'A4C5 0040 32 

MSIOF1割り込み許可レジスタ MSIOF1_SIIER R/W H'A4C5 0044 32 

MSIOF1送信制御データレジスタ 1 MSIOF1_SITDR1 W H'A4C5 0048 32 

MSIOF1送信制御データレジスタ 2 MSIOF1_SITDR2 W H'A4C5 004C 32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

MSIOF1送信 FIFOデータレジスタ MSIOF1_SITFDR W H'A4C5 0050 32 

MSIOF1受信制御データレジスタ 1 MSIOF1_SIRDR1 R H'A4C5 0058 32 

MSIOF1受信制御データレジスタ 2 MSIOF1_SIRDR2 R H'A4C5 005C 32 

MSIOF1受信 FIFOデータレジスタ MSIOF1_SIRFDR R H'A4C5 0060 32 

 

表 25.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

MSIOF0_SITMDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITMDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITMDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRMDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRMDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRMDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SICTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIFCTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SISTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIIER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITDR1 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITDR2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITFDR 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRDR1 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRDR2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRFDR 不定 不定 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITMDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITMDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITMDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRMDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRMDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRMDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SICTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIFCTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SISTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIIER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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略称 パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

MSIO1_SITDR1 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITDR2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITFDR 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRDR1 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRDR2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRFDR 不定 不定 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

 

25.3.1 MSIOF送信モードレジスタ 1（MSIOF0_SITMDR1、MSIOF1_SITMDR1） 

SITMDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの送信動作モードを設定します。 
 

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR

初期値：
R/W：

CONT TXS
TPFLD[1:0]————DIV[3:0]PSFL[1:0]WDP

SE—

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

SYNCDL[2:0]—DTDL[2:0]—BIT
LSB

SYN
CACSYNCCH[1:0]SYNCMD[1:0]PCONTRMD

0000100000000001

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TRMD 1 R/W 転送モード 

転送モードを選択します。 

0：スレーブモード 

1：マスタモード 

30 PCON 0 R/W 送受信接続 

PCON＝1のとき TXRSTビットを有効にすると、同時に RXRSTビットが

有効になります。 

PCON＝1のとき、受信側はスレーブモードに設定してください。 

0：MSIOF_TSCK、MSIOF_TSYNCを送受信独立で使用する 

1：MSIOF_TSCK、MSIOF_TSYNCを送受信共通（MSIOF_SCK、

MSIOF_SYNC）で使用する 

29、28 SYNCMD[1:0] 00 R/W SYNCモード 

MSIOF_TSYNC信号のモードを指定します。 

00：フレーム先頭同期パルス 

01：スロット最終データ 1ビット長同期パルス 

10：レベル方式/SPI 

11：L/R方式 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27、26 SYNCCH[1:0] 00 R/W 同期信号チャネル選択 

マスタモード時のみ有効です。 

00：MSIOF_TSYNCからフレーム同期信号を出力 

01：MSIOF_SS1からフレーム同期信号を出力 

10：MSIOF_SS2からフレーム同期信号を出力 

11：設定禁止 

25 SYNCAC 0 R/W MSIOF_TSYNCの極性を選択します。 

0：同期パルス方式／レベル方式時ハイアクティブ、L/R方式時 H→L 

1：同期パルス方式／レベル方式時ローアクティブ、L/R方式時 L→H 

24 BITLSB 0 R/W MSB/LSBファースト 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 DTDL[2:0] 001 R/W MSIOF_TSYNC端子に対するデータ端子ビットの遅延 

送信時は TXDIZビットで設定した値を出力します。 

B'1xxは SPIのみ有効です。その際、DTDLビットと SYNCDLビットの和

が整数値になるように設定してください。 

000：ビット遅延なし 

001：1クロック遅延 

010：2クロック遅延 

101：0.5クロック遅延 

110：1.5クロック遅延 

上記以外：設定禁止 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 SYNCDL[2:0] 000 R/W フレーム同期信号タイミング遅延 

送信フレーム同期信号を延長します。送信時は TXDIZビットで設定した値

を出力します。 

SYNCMD[1:0]＝B'01の場合は無効となります。また、B'1xxは SPIのみ有

効です。その際、DTDLビットと SYNCDLビットの和が整数値になるよう

に設定してください。 

000：ビット遅延なし 

001：1クロック遅延 

010：2クロック遅延 

011：3クロック遅延 

101：0.5クロック遅延 

110：1.5クロック遅延 

上記以外：設定禁止 



 

25. FIFO付きクロック同期シリアル I/O（MSIOF） 

25-8  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 WDPSE 0 R/W ワード有効位置指定イネーブル 

本ビットを有効にした場合、各グループの最終ワードのみが有効データとし

て出力されます。それ以外のワードは TXDIZビットで設定された値が出力

されます。 

0：SITMDR2/3の設定が有効になります。 

1：各グループにおける最終ワードのみ有効データとして送信され、各

BITLEN＝16ビット以下になります。 

13、12 PSFL[1:0] 00 R/W フレーム長指定 

B'00以外の値を設定する場合、SITMDR2/3で設定したワード長の合計がフ

レーム長未満になるように設定してください。 

00：フレーム長は SITMDR2/3で設定した各グループ/ワード/ワードビッ

ト長の合計になります。 

01：8ワード長固定 

10：16ワード長固定 

11：32ワード長固定 

11～8 DIV[3:0] 0000 R/W ワード分割 

送信 FIFOに 32ビットで格納したデータを、16ビット長ワード×2グルー

プに分割して送信します。分割データを送信する 2つのグループのワード数

は、それぞれ 1にしてください。その際、ワード分割対象グループ以外は、

制御データとしてください。 

0000：分割しない 

0001：上位側グループ 1下位側グループ 2 

0010：上位側グループ 1下位側グループ 3 

0011：上位側グループ 1下位側グループ 4 

0100：上位側グループ 2下位側グループ 1 

0101：上位側グループ 2下位側グループ 3 

0110：上位側グループ 2下位側グループ 4 

0111：上位側グループ 3下位側グループ 1 

1000：上位側グループ 3下位側グループ 2 

1001：上位側グループ 3下位側グループ 4 

1010：上位側グループ 4下位側グループ 1 

1011：上位側グループ 4下位側グループ 2 

1100：上位側グループ 4下位側グループ 3 

上記以外：設定禁止 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 FLD[1:0] 00 R/W フレーム同期信号送信間隔 

フレーム間隔のアイドリング状態の最小時間を、シリアルクロック数で指定

します。マスタモード時のみ有効です。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

1 CONT 0 R/W フレーム連続送信 

複数フレームのデータを1フレーム内に連続して送信します。SYNCMD[1:0]

＝B'00、B'10のとき有効になります。 

なお、マスタモード時に SICTRレジスタの TFSEビットを 0に設定すると

1フレーム送信終了後に送信を停止します。 

0：連続送信を行わない 

1：連続送信を行う 

0 TXSTP 0 R/W 送信 FIFOエンプティ時送信ストップ 

送信 FIFOエンプティ時に、制御データ指定が無い場合の処理を指定します。

マスタモード時のみ有効です。送信継続時は、TXDIZビットで設定した値を

送信データとして出力します。 

TXSTP＝1のとき送信 FIFOエンプティを検出した場合は、TFSE＝0に戻し

た後に送信データを格納し、TFSE=1に再設定することで送信が再開されま

す。 

0：送信 FIFOエンプティ時も送信を継続する 

（フレーム同期信号を出力する） 

1：送信 FIFOエンプティ時は送信を終了する 

（フレーム同期信号を出力しない） 
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25.3.2 MSIOF送信モードレジスタ 2（MSIOF0_SITMDR2、MSIOF1_SITMDR2） 

SITMDR2は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの送信動作モードを設定します。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

CRDN
UM1

CRDN
UM2

CRDN
UM3

CRDN
UM4

GRPM
ASK1

GRPM
ASK2

GRPM
ASK3

GRPM
ASK4

CRDE
1

CRDE
2

CRDE
3

CRDE
4GRPDL3[1:0]GRPDL1[1:0]

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

WDLEN1[7:0]BITLEN1[4:0]—GRP[1:0]

0000000011110000

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 GRP[1:0] 00 R/W ワードグループ数 

グループ数＝GRP＋1に設定します。 

グループ数 3以上のときは、各 BITLEN＝16ビット以下となります。 

29 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～24 BITLEN1[4:0] 

(BITLEN3) 

01111 R/W ビット長 8～32ビット 

グループ 1、3のワードビット長を BITLEN＋1として設定します（BITLEN1

＝BITLEN3）。8ビット以上に設定してください。 

グループ数が 3以上のときは設定可能な最大値は 16ビットとなります（上

位 1ビットを無視）。 

23～16 WDLEN1[7:0]

(WDLEN1[3:0]

WDLEN3[3:0])

H'00 R/W ワード数 1～256 

グループ 1、3のワード数をそれぞれWDLEN1＋1、WDLEN3＋1として設

定します。グループ数が 2以下のときは 8ビットすべてがWDLEN1、グル

ープ数が 3以上のときは上位 4ビットの値がWDLEN1、下位 4ビットの値

がWDLEN3に設定されます。 

15、14 GRPDL1[1:0] 00 R/W グループ 1データ送信遅延 

グループ 1のデータ送信の前に、本ビットで設定された値の空白ビットを挿

入します。送信時は TXDIZビットで設定した値を出力します。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

13、12 GRPDL3[1:0] 00 R/W グループ 3データ送信遅延 

グループ 3のデータ送信の前に、本ビットで設定された値の空白ビットを挿

入します。送信時は TXDIZビットで設定した値を出力します。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 

10 

9 

8 

CRDE4 

CRDE3 

CRDE2 

CRDE1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

制御データイネーブル 

CRDExの xがグループを表します。各グループのデータを FIFOデータ/制

御データのどちらにするか設定します。 

0：指定されたグループは FIFOデータを送信する 

1：指定されたグループは制御データを送信する 

7 

6 

5 

4 

CRDNUM4 

CRDNUM3 

CRDNUM2 

CRDNUM1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

制御データ送信回数 

CRDNUMxの xがグループを表します。制御データグループに複数ワード

が設定されている場合、制御データを送信する回数を設定します。各 CRDEx

が 1のときのみ有効になります。CRDNUMx＝1の場合、先頭のワードのみ

制御データを送信し、残りのワードは TXDIZビットで設定された値を出力

します。 

0：制御データを連続して送信する 

1：1回のみ送信する 

3 

2 

1 

0 

GRPMASK4 

GRPMASK3 

GRPMASK2 

GRPMASK1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

グループ出力マスク 

GRPMASKxの xがグループを表します。GRPMASKx＝1の場合、そのグル

ープの出力は TXDIZビットで設定された値を出力します。 
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25.3.3 MSIOF送信モードレジスタ 3（MSIOF0_SITMDR3、MSIOF1_SITMDR3） 

SITMDR3は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの送信動作モードを設定します。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

— ———————————GRPDL4[1:0]GRPDL2[1:0]

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

WDLEN2[7:0]BITLEN2[4:0]———

0000000011110000

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください 

28～24 BITLEN2[4:0] 

(BITLEN4) 

01111 R/W ワードビット長 1～32ビット 

ビット長＝BITLEN＋1に設定します。 

グループ数 3、4のときは 16ビット以下となります（上位 1ビットを無視）。

8ビット以上に設定してください。 

23～16 WDLEN2[7:0]

(WDLEN2[3:0]

WDLEN4[3:0])

H'00 R/W ワード数 1～256 

グループ 2、4のワード数をそれぞれWDLEN2＋1、WDLEN4＋1として設

定します。グループ数が 2以下のときは 8ビットすべてがWDLEN2、グル

ープ数が 3以上のときは上位 4ビットの値がWDLEN2、下位 4ビットの値

がWDLEN4に設定されます。 

15、14 GRPDL2[1:0] 00 R/W グループ 2データ送信遅延 

グループ 2のデータ送信の前に、本ビットで設定された値の空白ビットを挿

入します。送信時は TXDIZビットで設定した値を出力します。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

13、12 GRPDL4[1:0] 00 R/W グループ 4データ送信遅延 

グループ 4のデータ送信の前に、本ビットで設定された値の空白ビットを挿

入します。送信時は TXDIZビットで設定した値を出力します。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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25.3.4 MSIOF受信モードレジスタ 1（MSIOF0_SIRMDR1、MSIOF1_SIRMDR1） 

SIRMDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの受信動作モードを設定します。 
 

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WRRR/WR/WRR/W

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR

初期値：
R/W：

CONT RXS
TPFLD[1:0]————MRG[3:0]PSFL[1:0]WDP

SE—

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

SYNCDL[2:0]—DTDL[2:0]—BIT
LSB

SYN
CAC——SYNCMD[1:0]—TRMD

0000100000000001

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TRMD 1 R/W 転送モード 

転送モードを選択します。SITMDR1の PCONビットを 1にする場合はスレ

ーブモードに設定してください。 

0：スレーブモード 

1：マスタモード 

30 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29、28 SYNCMD[1:0] 00 R/W SYNCモード 

MSIOF_RSYNC信号のモードを指定します。 

00：フレーム先頭同期パルス 

01：スロット最終データ 1ビット長同期パルス 

10：レベル方式／SPI 

11：L/R方式 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 SYNCAC 0 R/W MSIOF_RSYNCの極性を選択します。 

0：同期パルス方式／レベル方式時、ハイアクティブ、L/R方式時 H→L 

1：同期パルス方式／レベル方式時、ローアクティブ、L/R方式時 L→H 

24 BITLSB 0 R/W MSB/LSBファースト 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

22～20 DTDL[2:0] 001 R/W MSIOF_RSYNC端子に対するデータ端子ビットの遅延 

B'1xxは SPIのみ有効です。その際、DTDLビットと SYNCDLビットの和

が整数値になるように設定してください。 

000：ビット遅延なし 

001：1クロック遅延 

010：2クロック遅延 

101：0.5クロック遅延 

110：1.5クロック遅延 

上記以外：設定禁止 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 SYNCDL[2:0] 000 R/W MSIOF_RSYNCタイミング遅延 

同期信号を SYNCDLクロック分延長します。 

SYNCMD[1:0]＝B'01のとき無効です。B'1xxは SPIのみ有効です。その際、

DTDLビットと SYNCDLビットの和が整数値になるように設定してくださ

い。 

000：ビット遅延なし 

001：1クロック遅延 

010：2クロック遅延 

011：3クロック遅延 

101：0.5クロック遅延 

110：1.5クロック遅延 

上記以外：設定禁止 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 WDPSE 0 R/W ワード有効位置指定イネーブル 

本ビットを有効にした場合、各グループの最終ワードのみが有効データとし

て受信されます。それ以外のワードは無効データとして破棄されます。 

0：SIRMDR2/3の設定が有効になります。 

1：各グループにおける最終ワードのみ有効データとして受信され、各

BITLEN＝16ビット以下になります。 

13、12 PSFL[1:0] 00 R/W フレーム長指定 

B'00以外の値を設定する場合､SIRMDR2/3で設定したワード長の合計がフ

レーム長未満になるように設定してください。 

00：SIRMDR2/3で設定したフレーム長で受信する 

01：8ワード長固定 

10：16ワード長固定 

11：32ワード長固定 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 MRG[3:0] 0000 R/W ワード結合 

16ビット長ワード×2グループで受信したデータを一つの 32ビットデータ

として受信 FIFOに格納します。結合する 2つのグループのワード数は、そ

れぞれ 1にしてください。その際、ワード結合対象グループ以外は、制御デ

ータとしてください。 

0000：結合しない 

0001：上位側グループ 1下位側グループ 2 

0010：上位側グループ 1下位側グループ 3 

0011：上位側グループ 1下位側グループ 4 

0100：上位側グループ 2下位側グループ 1 

0101：上位側グループ 2下位側グループ 3 

0110：上位側グループ 2下位側グループ 4 

0111：上位側グループ 3下位側グループ 1 

1000：上位側グループ 3下位側グループ 2 

1001：上位側グループ 3下位側グループ 4 

1010：上位側グループ 4下位側グループ 1 

1011：上位側グループ 4下位側グループ 2 

1100：上位側グループ 4下位側グループ 3 

上記以外：設定禁止 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3、2 FLD[1:0] 00 R/W フレーム同期信号受信間隔 

フレーム間隔のアイドリング状態の最小時間をシリアルクロック数で指定

します。マスタモード時のみ有効です。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

1 CONT 0 R/W フレーム連続受信 

複数フレームのデータを 1フレーム内に連続して受信します。 

SYNCMD[1:0]＝B'00、B'10のとき有効になります。 

なお、マスタモード時に SICTRレジスタの RFSEビットを 0に設定すると

1フレーム受信終了後に受信を停止します。 

0：連続受信を行わない 

1：連続受信を行う 

0 RXSTP 0 R/W 受信 FIFOフル時受信ストップ 

受信 FIFOフル時の受信処理を指定します。マスタモード時のみ有効です。 

0：受信フル時も受信を継続する（受信フレーム同期信号を出力する） 

1：受信フル時受信を終了する（受信フレーム同期信号を出力しない） 
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25.3.5 MSIOF受信モードレジスタ 2（MSIOF0_SIRMDR2、MSIOF1_SIRMDR2） 

SIRMDR2は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの受信動作モードを設定します。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

CRDN
UM1

CRDN
UM2

CRDN
UM3

CRDN
UM4

GRPM
ASK1

GRPM
ASK2

GRPM
ASK3

GRPM
ASK4

CRDE
1

CRDE
2

CRDE
3

CRDE
4GRPDL3[1:0]GRPDL1[1:0]

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

WDLEN1[7:0]BITLEN1[4:0]—GRP[1:0]

0000000011110000

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 GRP[1:0] 00 R/W ワードグループ数 

グループ数＝GRP＋1に設定します。 

グループ数 3以上のときは、各 BITLEN＝16ビット以下となります。 

29 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～24 BITLEN1[4:0] 

(BITLEN3) 

01111 R/W ワードビット長 8～32ビット 

グループ 1、3のワードビット長を BITLEN＋1として設定します 

（BITLEN1＝BITLEN3）。8ビット以上に設定してください。 

グループ数が3以上のときは設定可能な最大値は16ビットとなります（上

位 1ビットを無視）。 

23～16 WDLEN1[7:0] 

(WDLEN1[3:0]

WDLEN3[3:0])

H'00 R/W ワード数 1～256 

グループ 1、3のワード数をそれぞれWDLEN1＋1、WDLEN3＋1として

設定します。グループ数が 2以下のときは 8ビットすべてがWDLEN1、

グループ数が 3以上のときは上位 4ビットの値がWDLEN1、下位 4ビッ

トの値がWDLEN3に設定されます。 

15、14 GRPDL1[1:0] 00 R/W グループ 1データ受信遅延 

グループ 1のデータ受信を本ビットで設定された値だけ遅延させます。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

13、12 GRPDL3[1:0] 00 R/W グループ 3データ受信遅延 

グループ 3のデータ受信を本ビットで設定された値だけ遅延させます。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 

10 

9 

8 

CRDE4 

CRDE3 

CRDE2 

CRDE1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

制御データイネーブル 

CRDExの xがグループを表します。各グループのデータを FIFOデータ

／制御データのどちらにするか設定します。 

0：指定されたグループは FIFOデータとして受信する 

1：指定されたグループは制御データとして受信する 

7 

6 

5 

4 

CRDNUM4 

CRDNUM3 

CRDNUM2 

CRDNUM1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

制御データ受信回数 

CRDNUMxの xがグループを表します。制御データグループに複数ワード

が設定されている場合、制御データを受信する回数を設定します。各

CRDExが 1のときのみ有効になります。CRDNUMx＝1の場合、先頭の

ワードのみ制御データとして受信し、残りのワードは無効データとして破

棄されます。 

0：制御データを連続して受信する 

1：1フレームで 1回のみ受信する 

3 

2 

1 

0 

GRPMASK4 

GRPMASK3 

GRPMASK2 

GRPMASK1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

グループ入力マスク 

GRPMASKxの xがグループを表します。GRPMASKx＝1の場合、そのグ

ループの入力はマスクされ無効データとして破棄されます。 

 

25.3.6 MSIOF受信モードレジスタ 3（MSIOF0_SIRMDR3、MSIOF1_SIRMDR3） 

SIRMDR3は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの受信動作モードを設定します。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

— ———————————GRPDL4[1:0]GRPDL2[1:0]

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

WDLEN2[7:0]BITLEN2[4:0]———

0000000011110000

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～24 BITLEN2[4:0] 

（BITLEN4） 

01111 R/W ワードビット長 1～32ビット 

ビット長＝BITLEN＋1に設定します。 

グループ数 3、4のときは 16ビット以下となります（上位 1ビットを無視）。

8ビット以上に設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～16 WDLEN2[7:0]

（WDLEN4）

H'00 R/W ワード数 1～256 

グループ 2、4のワード数をそれぞれWDLEN2＋1、WDLEN4＋1として設

定します。グループ数が 2以下のときは 8ビットすべてがWDLEN2、グル

ープ数が 3以上のときは上位 4ビットの値がWDLEN2、下位 4ビットの値

がWDLEN4に設定されます。 

15、14 GRPDL2[1:0] 00 R/W グループ 2データ受信遅延 

グループ 2のデータ受信を本ビットで設定された値だけ遅延させます。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

13、12 GRPDL4[1:0] 00 R/W グループ 4データ受信遅延 

グループ 4のデータ受信を本ビットで設定された値だけ遅延させます。 

00：0クロック遅延 

01：1クロック遅延 

10：2クロック遅延 

11：3クロック遅延 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

25.3.7 MSIOFコントロールレジスタ（MSIOF0_SICTR、MSIOF1_SICTR） 

SICTRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOFの動作状態を設定します。 

TXE/RXE、TFSE/RFSE、TSCKE/RSCKEビットは、書き込み時の値が読み出し時の値に反映されるまでに数サ

イクル要します。各ビットは同時に設定せず、書き込み時の値が読み出し時の値に反映された後に、次のビット

の設定を行ってください。 
 

RRRRRRR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WRRRRRRR/WR/WRRR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

TXR
ST

RXR
ST——————RXETXE——RFSERSC

KETFSETSC
KE

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

— —————TXDIZ[1:0]——REDGTEDGRSCKIZ[1:0]TSCKIZ[1:0]

0000000000000000

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 TSCKIZ[1:0] 00 R/W 送信無効時 SPI送信クロック入出力極性選択 

SPIモード以外で使用する場合は必ず B'00を設定してください。 

［マスタモード時］ 

00：無効時も MSIOF_TSCKを出力 

01：設定禁止 

10：0を出力 

11：1を出力 

［スレーブモード時］ 

00：無効時も MSIOF_TSCKが入力される 

01：設定禁止 

10：無効時は MSIOF_TSCKに 0が入力される 

11：無効時は MSIOF_TSCKに 1が入力される 

29、28 RSCKIZ[1:0] 00 R/W SPI受信クロック入出力極性選択 

SPIモード時は TSCKIZビットと同じ値を設定してください。 

［マスタモード時］ 

00：無効時も MSIOF_RSCKを出力 

01：設定禁止 

10：0を出力 

11：1を出力 

［スレーブモード時］ 

00：無効時も MSIOF_RSCKが入力される 

01：設定禁止 

10：無効時は MSIOF_RSCKに 0が入力される 

11：無効時は MSIOF_RSCKに 1が入力される 

27 TEDG 0 R/W 送信タイミング 

0：クロック立ち上がりで送信データを出力する 

1：クロック立ち下がりで送信データを出力する 

26 REDG 0 R/W 受信タイミング 

0：クロック立ち下がりで受信データをサンプリングする 

1：クロック立ち上がりで受信データをサンプリングする 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23、22 TXDIZ[1:0] 00 R/W 送信無効時端子出力 

送信無効時の MSIOF_TXD端子の出力状態を設定します。 

00：0を出力 

01：1を出力 

10：ハイインピーダンスを出力 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 TSCKE 0 R/W 送信用シリアルクロック出力イネーブル 

本ビットはマスタモード時に有効となります。 

本ビットに 1を設定すると、MSIOFはボーレートジェネレータを初期化し、

動作を開始すると同時に MSIOF_TSCKにボーレートジェネレータで生成

したクロックを出力します。クロック出力後、1を読み出し可能です。 

データ送信時は、TFSE/TXEビット設定の前に、本ビットを 1に設定してく

ださい。また、データ送信終了時は、TFSE/TXEビットを 0にした後に、本

ビットを 0に設定してください。 

［ライトデータ］ 

0：MSIOF_TSCKの出力を禁止（TSCKIZビットで設定した値を出力する） 

1：MSIOF_TSCKの出力を許可 

［リードデータ］ 

0：MSIOF_TSCKを出力していない（TSCKIZビットで設定した値を出力） 

1：MSIOF_TSCKを出力している 

14 TFSE 0 R/W 送信用フレーム同期信号出力イネーブル 

本ビットはマスタモード時に有効となります。 

本ビットに 1を設定すると、MSIOFはフレームカウンタを初期化し、動作

を開始します。送信フレーム同期信号出力後、1を読み出し可能です。本ビ

ットに 0を設定すると、フレーム送信完了後に 0をセットします。 

［ライトデータ］ 

0：MSIOF_TSYNCの出力を禁止 

（SYNCACビットで設定した値を出力する） 

1：MSIOF_TSYNCの出力を許可 

［リードデータ］ 

0：MSIOF_TSYNCを出力していない 

（SYNCACビットで設定した値を出力） 

1：MSIOF_TSYNCを出力している 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 RSCKE 0 R/W 受信用シリアルクロック出力イネーブル 

本ビットはマスタモード時に有効となります。 

本ビットに 1を設定すると、MSIOFはボーレートジェネレータを初期化し、

動作を開始すると同時に MSIOF_RSCKにボーレートジェネレータで生成

したクロックを出力します。クロック出力後、1を読み出し可能です。 

データ受信時は、RFSE/RXEビット設定の前に、本ビットを 1に設定して

ください。また、データ受信終了時は、RFSE/RXEビットを 0にした後に、

本ビットを 0に設定してください。 

［ライトデータ］ 

0：MSIOF_RSCKの出力を禁止 

（RSCKIZビットで設定した値を出力する） 

1：MSIOF_RSCKの出力を許可 

［リードデータ］ 

0：MSIOF_RSCKを出力していない 

（RSCKIZビットで設定した値を出力する） 

1：MSIOF_RSCKを出力している 

12 RFSE 0 R/W 受信用フレーム同期信号出力イネーブル 

本ビットはマスタモード時に有効となります。 

本ビットに 1を設定すると、MSIOFはフレームカウンタを初期化し、動作

を開始します。受信フレーム同期信号出力後、1を読み出し可能です。本ビ

ットに 0を設定すると、フレーム受信完了後に 0をセットします。 

［ライトデータ］ 

0：MSIOF_RSYNCの出力を禁止 

（SYNCACビットで設定した値を出力する） 

1：MSIOF_RSYNCの出力を許可 

［リードデータ］ 

0：MSIOF_RSYNCを出力していない 

（SYNCACビットで設定した値を出力） 

1：MSIOF_RSYNCを出力している 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 TXE 0 R/W 送信イネーブル 

本ビットに 1を設定すると、次のフレーム先頭（フレーム同期信号の立ち上

がり）からデータ送信を開始します。有効データ出力後、1を読み出し可能

です。本ビットへの 1設定が有効になると、MSIOFは SIFCTRの TFWMビ

ットの設定に従い、送信転送要求を発行します。送信 FIFOにデータが格納

されると、MSIOF_TXDから送信データの送出を開始します。本ビットに 0

を設定すると、フレーム送信完了後に 0をセットします。 

送信リセット時に初期化されます。 

［ライトデータ］ 

0：MSIOF_TXDの出力を禁止（TXDIZビットで設定した値を出力する） 

1：MSIOF_TXDの出力を許可 

［リードデータ］ 

0：MSIOF_TXDを出力していない（TXDIZビットで設定した値を出力） 

1：MSIOF_TXDを出力している 

8 RXE 0 R/W 受信イネーブル 

本ビットへの設定は、次のフレーム先頭（フレーム同期信号の立ち上がり）

時にからデータ受信を開始します。 

本ビットへの 1設定が有効になると、MSIOFは MSIOF_RXDからの受信デ

ータの取り込みを開始します。受信 FIFOにデータが格納されると、SIFCTR

の RFWMビットの設定に従い、受信転送要求を発行します。 

受信リセット時に初期化されます。 

［ライトデータ］ 

0：MSIOF_RXDからのデータ受信を禁止 

1：MSIOF_RXDからのデータ受信を許可 

［リードデータ］ 

0：MSIOF_RXDからのデータ受信をしない 

1：MSIOF_RXDからのデータ受信が可能 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TXRST 0 R/W 送信リセット 

本ビットへの 1設定が有効になると、MSIOFは直ちに MSIOF_TXDからの

送信データを 0とし、送信データ系のレジスタ、送信関連のステータスを初

期化します。また、PCON＝1のとき本ビットへの 1設定が有効になると、

同時に RXRSTビットが有効になります。初期化の対象は下記のレジスタと

ビットです。 

• SITDR1、SITDR2 

• SITFDR 

• 送信 FIFOライトポインタ 

• SISTRの TCRDY、TFEMP、TDREQビット 

• TXEビット 

本ビットはリセット動作を完了するまで 1が読み出されます。リセットが終

了するまで Bφ20サイクル程度要します。その期間中に、SICTRレジスタ

および送信 FIFOの書き込みを行わないでください。 

［ライトデータ］ 

0：送信動作をリセットしない 

1：送信動作をリセットする 

［リードデータ］ 

0：送信動作のリセット完了 

1：送信動作をリセット中 

0 RXRST 0 R/W 受信リセット 

本ビットへの 1設定が有効になると、MSIOFは MSIOF_RXDからの受信を

停止し、受信データ系のレジスタ、受信関連のステータスを初期化します。

初期化の対象は下記のレジスタとビットです。 

• SIRDR1、SIRDR2 

• SIRFDR 

• 受信 FIFOリードポインタ 

• SISTRの RCRDY、RFFUL、RDREQビット 

• RXEビット 

本ビットはリセット動作を完了するまで 1が読み出されます。リセットが終

了するまで Bφ20サイクル程度要します。その期間中に、SICTRレジスタ

の書き込みおよび受信 FIFOの読み出しを行わないでください。 

［ライトデータ］ 

0：受信動作をリセットしない 

1：受信動作をリセットする 

［リードデータ］ 

0：受信動作のリセット完了 

1：受信動作をリセット中 
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25.3.8 MSIOF送信クロックセレクトレジスタ（MSIOF0_SITSCR、MSIOF1_SITSCR） 

SITSCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マスタ時の送信用シリアルクロックの生成条

件を設定します。本レジスタの設定は、SITMDR1の TRMDビットに B'1が設定されているときに有効です。 
 

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

BRDV[2:0]—————BRPS[4:0]MSI
MMMSSEL[1:0]

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 MSSEL[1:0] 00 R/W マスタクロックソース選択 

マスタクロックとは、ボーレートジェネレータに入力するクロックを指しま

す。 

00：マスタクロックとして Bφを使用 

01：マスタクロックとして MSIOF_MCK端子入力信号を使用 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

13 MSIMM 0 R/W マスタクロック直接選択 

MSIMM＝1とする場合は、マスタクロックソースを 33MHz以下としてくだ

さい。 

0：シリアルクロックとしてボーレートジェネレータ出力クロックを使用 

1：シリアルクロックとしてマスタクロックをそのまま使用 

12～8 BRPS[4:0] 00000 R/W プリスケーラ設定 

ボーレートジェネレータのプリスケーラのカウント値によりマスタクロッ

クの分周比を設定します。 

設定の範囲は B'00000（×1/1）～B'11111（×1/32）となります。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 BRDV[2:0] 000 R/W ボーレートジェネレータ分周比 

ボーレートジェネレータにおける出力段の分周比を設定します。 

ボーレートジェネレータの最終分周比は、BRPS×BRDVで決定します（最

大 1/1024）。 

000：プリスケーラ出力×1/2 

001：プリスケーラ出力×1/4 

010：プリスケーラ出力×1/8 

011：プリスケーラ出力×1/16 

100：プリスケーラ出力×1/32 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 
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25.3.9 MSIOF受信クロックセレクトレジスタ（MSIOF0_SIRSCR、MSIOF1_SIRSCR） 

SIRSCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マスタ時の受信用シリアルクロックの生成条

件を設定します。本レジスタへの設定は、SIRMDR1の TRMDビットに B'1が設定されているときに有効です。 
 

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

BRDV[2:0]—————BRPS[4:0]MSI
MMMSSEL[1:0]

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 MSSEL[1:0] 00 R/W マスタクロックソース選択 

マスタクロックとは、ボーレートジェネレータに入力するクロックを指しま

す。 

00：マスタクロックとして Bφを使用 

01：マスタクロックとして MSIOF_MCK端子入力信号を使用 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

13 MSIMM 0 R/W マスタクロック直接選択 

MSIMM＝1とする場合は、マスタクロックソースを 33MHz以下としてくだ

さい。 

0：シリアルクロックとしてボーレートジェネレータ出力クロックを使用 

1：シリアルクロックとしてマスタクロックをそのまま使用 

12～8 BRPS[4:0] 00000 R/W プリスケーラ設定 

ボーレートジェネレータのプリスケーラのカウント値によりマスタクロッ

クの分周比を設定します。 

設定の範囲は B'00000（×1/1）～B'11111（×1/32）となります。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 BRDV[2:0] 000 R/W ボーレートジェネレータ分周比 

ボーレートジェネレータにおける出力段の分周比を設定します。 

ボーレートジェネレータの最終分周比は、BRPS×BRDVで決定します（最

大 1/1024）。 

000：プリスケーラ出力×1/2 

001：プリスケーラ出力×1/4 

010：プリスケーラ出力×1/8 

011：プリスケーラ出力×1/16 

100：プリスケーラ出力×1/32 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：プリスケーラ出力×1/1 

【注】B'111は、BRPS[4:0]ビットが B'00000または B'00001の場合のみ、

設定可能です。 
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25.3.10 MSIOF送信制御データレジスタ 1（MSIOF0_SITDR1、MSIOF1_SITDR1） 

SITDR1は書き込み専用の 32ビットのレジスタで、MSIOFの送信制御データの書き込みを行います。 
 

初期値：
R/W：

TCRD2[15:0]

0000000000000000
WWWWWWWWWWWWWWWW

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

TCRD1[15:0]

0000000000000000
WWWWWWWWWWWWWWWW

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TCRD1[15:0] H'0000 W • グループ数 1、2のとき 

グループ 1のワード上位 16ビットの送信制御データを設定します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 1のワードの送信制御データを設定します。 

15～0 TCRD2[15:0] H'0000 W • グループ数 1、2のとき 

グループ 1のワードが 16ビット以上の場合の下位 16ビットの送信制御デ

ータを設定します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 3のワードの送信制御データを設定します。 

 

25.3.11 MSIOF送信制御データレジスタ 2（MSIOF0_SITDR2、MSIOF1_SITDR2） 

SITDR2は、書き込み専用の 32ビットのレジスタで、MSIOFの送信制御データの書き込みを行います。 
 

初期値：
R/W：

TCRD4[15:0]

0000000000000000
WWWWWWWWWWWWWWWW

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

TCRD3[15:0]

0000000000000000
WWWWWWWWWWWWWWWW

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TCRD3[15:0] H'0000 W • グループ数 1、2のとき 

グループ 2のワード上位 16ビットの送信制御データを設定します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 2のワードの送信制御データを設定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCRD4[15:0] H'0000 W • グループ数 1、2のとき 

グループ 2のワードが 16ビット以上の場合の下位 16ビットの送信制御デ

ータを設定します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 4のワードの送信制御データを設定します。 
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25.3.12 MSIOF送信 FIFOデータレジスタ（MSIOF0_SITFDR、MSIOF1_SITFDR） 

SITFDRは、書き込み専用の 32ビットのレジスタで、MSIOFの送信 FIFOデータの書き込みを行います。 
 

初期値：
R/W：

SITFD2[15:0]

0000000000000000
WWWWWWWWWWWWWWWW

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

SITFD1[15:0]

0000000000000000
WWWWWWWWWWWWWWWW

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SITFD1[15:0] H'0000 W MSIOF_TXDから送信する FIFOデータの上位 16ビットを設定します。 

15～0 SITFD2[15:0] H'0000 W MSIOF_TXDから送信する FIFOデータの下位 16ビットを設定します。 

 

25.3.13 MSIOF受信制御データレジスタ 1（MSIOF0_SIRDR1、MSIOF1_SIRDR1） 

SIRDR1は、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、MSIOFの受信制御データの読み出しを行います。 
 

初期値：
R/W：

RCRD2[15:0]

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

RCRD1[15:0]

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RCRD1[15:0] H'00 R • グループ数 1、2のとき 

グループ 1のワード上位 16ビットの受信制御データを格納します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 1のワードの受信制御データを格納します。 

15～0 RCRD2[15:0] H'00 R • グループ数 1、2のとき 

グループ 1のワードが 16ビット以上の場合の下位 16ビットの受信制御デ

ータを格納します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 3のワードの受信制御データを格納します。 

 



 

25. FIFO付きクロック同期シリアル I/O（MSIOF） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  25-29 

2013.01.18  

 

SH7724 

25.3.14 MSIOF受信制御データレジスタ 2（MSIOF0_SIRDR2、MSIOF1_SIRDR2） 

SIRDR2は、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、MSIOFの受信制御データの読み出しを行います。 
 

初期値：
R/W：

RCRD4[15:0]

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

RCRD3[15:0]

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RCRD3[15:0] H'00 R • グループ数 1、2のとき 

グループ 2のワード上位 16ビットの受信制御データを格納します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 2の受信制御データを格納します。 

15～0 RCRD4[15:0] H'00 R • グループ数 1、2のとき 

グループ 2のワードが 16ビット以上の場合の下位 16ビットの受信制御デ

ータを格納します。 

• グループ数 3、4のとき 

グループ 4のワードの受信制御データを格納します。 

 

25.3.15 MSIOF受信 FIFOデータレジスタ（MSIOF0_SIRFDR、MSIOF1_SIRFDR） 

SIRFDRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、MSIOFの受信 FIFOデータの読み出しを行います。 
 

初期値：
R/W：

SIRFD2[15:0]

－－－－－－－－－－－－－－－－
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

SIRFD1[15:0]

－－－－－－－－－－－－－－－－
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 SIRFD1[15:0] 不定 R MSIOF_RXDから受信した FIFOデータの上位 16ビットを格納します。 

15～0 SIRFD2[15:0] 不定 R MSIOF_RXDから受信した FIFOデータの下位 16ビットを格納します。 
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25.3.16 MSIOFステータスレジスタ（MSIOF0_SISTR、MSIOF1_SISTR） 

各ビットは、SIIERの対応するビットに 1を設定した場合に、MSIOFの割り込み要因となります。 
 

初期値：
R/W：

— ——RFO
VF

RFU
DF

RFS
ERR—REOF————RDR

EQ
RFF
UL

RCR
DY—

0000000000000000
RRRR/WR/WR/WRR/WRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

— ——TFU
DF

TFO
VF

TFS
ERR—TEOF————TDR

EQ
TFE
MP

TCR
DY—

0000000000000000
RRRR/WR/WR/W

R/WR/W

R/WR/W RR/WRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 TCRDY 0 R/W 送信制御データレディ 

本ビットが 0時に、SITDR1、SITDR2への書き込みを行うと、SICTRは上

書きされ、以前の内容は MSIOF_TXDから送出されません。 

本ビットは、SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：SITDR1、SITDR2への書き込みが可能でない 

1：SITDR1、SITDR2への書き込みが可能である 

29 TFEMP 0 R/W 送信 FIFOエンプティ 

本ビットは、SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：送信 FIFOが空でない 

1：送信 FIFOが空である 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28 TDREQ 0 R 送信データ転送リクエスト 

送信データ転送リクエストは、送信 FIFOの空き領域が SIFCTRの TFWM

ビットによる設定値を超えたときに発行します。 

DMACによる送信データ転送を用いる場合には、DMACによる 1回のアク

セスによって、本ビットは必ずクリアされます。DMACアクセス後も本ビ

ットの設定条件が満たされている場合には、MSIOFは再び本ビットに 1を

表示します。 

本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットは状態を表示するビットであり、送信 FIFOの空き領域が SIFCTR

の TFWMビットによる設定値よりも少なくなるとMSIOFがクリアします。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。ただし、TDMAEビットが 1のときは DMAC転送要求のみが発

行されます。 

0：送信 FIFOの空き領域が SIFCTRの TFWMビットによる設定値を超え

ていない 

1：送信 FIFOの空き領域が SIFCTRの TFWMビットによる設定値を超え

た 

27～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23 TEOF 0 R/W フレーム送信終了 

送信フレーム終了は、1フレーム長のデータ送信終了時に発行します。 

本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：1フレーム送信終了を未検出 

1：1フレーム送信終了を検出 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 TFSERR 0 R/W 送信フレーム同期エラー 

送信フレーム同期エラーとは、転送データ、制御データの送信完了前に、次

の送信フレーム同期タイミングとなったことを表します。送信フレーム同期

エラー発生時、MSIOFは転送可能なスロットに対してのみ送信を行います。 

本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：送信フレーム同期エラー未発生 

1：送信フレーム同期エラー発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TFOVF 0 R/W 送信 FIFOオーバフロー 

送信 FIFOオーバフローとは、送信 FIFOが満杯時に SITFDRへの書き込み

が発生したことを表します。送信 FIFOオーバフロー時、MSIOFはオーバ

フローとなった書き込みを無効とします。 

本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：送信 FIFOオーバフロー未発生 

1：送信 FIFOオーバフロー発生 

19 TFUDF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

送信 FIFOアンダフローとは、送信 FIFOがエンプティ時に送信動作による

ロードが発生したことを表します。送信 FIFOアンダフロー時、MSIOFは

前回送出データを繰り返して送出します。 

本ビットは SICTRの TXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：送信 FIFOアンダフロー未発生 

1：送信 FIFOアンダフロー発生 

18～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 RCRDY 0 R/W 受信制御データレディ 

制御データ受信時に、前回と異なるデータが格納された場合に有効データの

書き込みが発生したものとして本ビットが 1になります。初回時のデータ

は、0以外が格納された場合に 1になります。 

本ビットが 1のときに、再び SIRDR1、SIRDR2への有効データの書き込み

が発生した場合、SIRDR1、SIRDR2には最新のデータが上書きされます。 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：SIRDR1、SIRDR2に有効データが格納されていない 

1：SIRDR1、SIRDR2に有効データが格納されている 

13 RFFUL 0 R/W 受信 FIFOフル 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：受信 FIFOが満杯でない 

1：受信 FIFOが満杯である 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 RDREQ 0 R 受信データ転送リクエスト 

受信データ転送リクエストは、受信 FIFOの有効データ領域が SIFCTRの

RFWMビットによる設定値を超えたときに発行します。 

DMACによる送信データ転送を用いる場合には、DMACによる 1回のアク

セスによって、本ビットは必ずクリアされます。DMACアクセス後も本ビ

ットの設定条件が満たされている場合には、MSIOFは再び本ビットに 1を

表示します。 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットは状態を表示するビットであり、受信 FIFOの有効領域が SIFCTR

のRFWMビットによる設定値よりも少なくなるとMSIOFがクリアします。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。ただし、RDMAEビットが 1のときは DMAC転送要求のみが発

行されます。 

0：受信 FIFOの有効領域が SIFCTRの RFWMビットによる設定値を超

えていない 

1：受信 FIFOの有効領域が SIFCTRの RFWMビットによる設定値を超

えた 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 REOF 0 R/W フレーム受信終了 

フレーム受信終了は、1フレーム分のデータ受信終了時に発行します。 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：1フレーム受信終了を未検出 

1：1フレーム受信終了を検出 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 RFSERR 0 R/W 受信フレーム同期エラー 

受信フレーム同期エラーとは、転送データ、制御データの受信完了前に、次

の受信フレーム同期タイミングとなったことを表します。受信フレーム同期

エラー発生時、MSIOFは転送可能なスロットに対してのみ受信を行います。 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：受信フレーム同期エラー未発生 

1：受信フレーム同期エラー発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 RFUDF 0 R/W 受信 FIFOアンダフロー 

受信 FIFOアンダフローとは、受信 FIFOが空時に SIRFDRの読み出しが発

生したことを表します。受信 FIFOアンダフロー時、SIRFDRから読み出し

たデータの値は保証しません。 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：受信 FIFOアンダフロー未発生 

1：受信 FIFOアンダフロー発生 

3 RFOVF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

受信 FIFOオーバフローとは、受信 FIFOがフル時に受信動作による書き込

みが発生したことを表します。受信 FIFOオーバフロー時、オーバフローと

なった受信データは消失します。 

本ビットは SICTRの RXEビットが 1のときに有効となります。 

本ビットに 1を書き込むと、内容がクリアされます。0書き込みは無効です。 

本ビットによる割り込み発行が許可されている場合、MSIOF割り込みを発

行します。 

0：受信 FIFOオーバフロー未発生 

1：受信 FIFOオーバフロー発生 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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25.3.17 MSIOF割り込み許可レジスタ（MSIOF0_SIIER、MSIOF1_SIIER） 

SIIERは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MSIOF割り込みの発行を許可します。本レジス

タの各ビットに 1を設定した場合に、SISTRの対応するビットに 1がセットされると、MSIOFは割り込みを発行

します。 
 

RRRR/WR/WR/WRR/WRRRRR/WR/WR/WR/W

RRRR/WR/WR/WRR/WRRRRR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

— ——RFO
VFE

RFU
DFE

RFSE
RRE—————RDR

EQE
RFF
ULE

RCR
DYE

RDM
AE

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

— ——TFU
DFE

TFO
VFE

TFSE
RRE

REO
FE

TEO
FE —————TDR

EQE
TFE
MPE

TCR
DYE

TDM
AE

0000000000000000

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TDMAE 0 R/W 送信データ DMA転送要求イネーブル 

割り込みを CPUへの割り込み／DMA転送要求として伝えます。要因として

は、TDREQEが設定できます。 

0：CPUへの割り込みとして使用 

1：DMACへの DMA転送要求として使用 

30 TCRDYE 0 R/W 送信制御データレディイネーブル 

0：送信制御データレディによる割り込みを禁止 

1：送信制御データレディによる割り込みを許可 

29 TFEMPE 0 R/W 送信 FIFOエンプティイネーブル 

0：送信エンプティによる割り込みを禁止 

1：送信エンプティによる割り込みを許可 

28 TDREQE 0 R/W 送信データ転送リクエストイネーブル 

0：送信データ転送リクエストによる割り込みを禁止 

1：送信データ転送リクエストによる割り込みを許可 

27～24 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23 TEOFE 0 R/W フレーム送信終了イネーブル 

0：フレーム送信終了による割り込みを禁止 

1：フレーム送信終了による割り込みを許可 

22 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 TFSERRE 0 R/W 送信フレーム同期エラーイネーブル 

0：送信フレーム同期エラーによる割り込みを禁止 

1：送信フレーム同期エラーによる割り込みを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TFOVFE 0 R/W 送信 FIFOオーバフローイネーブル 

0：送信 FIFOオーバフローによる割り込みを禁止 

1：送信 FIFOオーバフローによる割り込みを許可 

19 TFUDFE 0 R/W 送信 FIFOアンダフローイネーブル 

0：送信 FIFOアンダフローによる割り込みを禁止 

1：送信 FIFOアンダフローによる割り込みを許可 

18～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 RDMAE 0 R/W 受信データ DMA転送要求イネーブル 

割り込みを CPUへの割り込み／DMA転送要求として伝えます。要因として

は、RDREQEが設定できます。 

0：CPUへの割り込みとして使用 

1：DMACへの DMA転送要求として使用 

14 RCRDYE 0 R/W 受信制御データレディイネーブル 

0：受信制御データレディによる割り込みを禁止 

1：受信制御データレディによる割り込みを許可 

13 RFFULE 0 R/W 受信 FIFOフルイネーブル 

0：受信 FIFOフルによる割り込みを禁止 

1：受信 FIFOフルによる割り込みを許可 

12 RDREQE 0 R/W 受信データ転送リクエストイネーブル 

0：受信データ転送リクエストによる割り込みを禁止 

1：受信データ転送リクエストによる割り込みを許可 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 REOFE 0 R/W フレーム受信終了イネーブル 

0：フレーム受信終了による割り込みを禁止 

1：フレーム受信終了による割り込みを許可 

6 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 RFSERRE 0 R/W 受信フレーム同期エラーイネーブル 

0：受信フレーム同期エラーによる割り込みを禁止 

1：受信フレーム同期エラーによる割り込みを許可 

4 RFUDFE 0 R/W 受信 FIFOアンダフローイネーブル 

0：受信 FIFOアンダフローによる割り込みを禁止 

1：受信 FIFOアンダフローによる割り込みを許可 

3 RFOVFE 0 R/W 受信 FIFOオーバフローイネーブル 

0：受信 FIFOオーバフローによる割り込みを禁止 

1：受信 FIFOオーバフローによる割り込みを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

25.3.18 MSIOF FIFOコントロールレジスタ（MSIOF0_SIFCTR、MSIOF1_SIFCTR） 

SIFCTRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送受信 FIFOの転送が可能なエリアを表示し

ます。 
 

初期値：
R/W：

— ———RFUA[6:0]RFWM[2:0]

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRR/WR/WR/W

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

——

初期値：
R/W：

— ———TFUA[6:0]TFWM[2:0]

0000000000100000
RRRRRRRRRRRRRR/WR/WR/W

ビット：

——

31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 TFWM[2:0] 0 R/W 送信 FIFOウォータマーク 

送信 FIFOの転送要求は、SIIERの TDREQEビットで行います。 

本ビットへの設定にかかわらず、送信 FIFOは常に 64段の FIFOとして動

作を行います。 

000：送信 FIFOの空き領域が 64段のときに転送要求を発行する 

001：送信 FIFOの空き領域が 32段以上のときに転送要求を発行する 

010：送信 FIFOの空き領域が 24段以上のときに転送要求を発行する 

011：送信 FIFOの空き領域が 16段以上のときに転送要求を発行する 

100：送信 FIFOの空き領域が 12段以上のときに転送要求を発行する 

101：送信 FIFOの空き領域が 8段以上のときに転送要求を発行する 

110：送信 FIFOの空き領域が 4段以上のときに転送要求を発行する 

111：送信 FIFOの空き領域が 1段以上のときに転送要求を発行する 

28～27 - すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～20 TFUA[6:0] H'40 R 送信 FIFO使用可能エリア 

CPUまたは DMACが転送可能な語数を B'000 0000（満杯）～B'1000 000

（空）で表示します。 

19～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 RFWM[2:0] 000 R/W 受信 FIFOウォータマーク 

受信 FIFOの転送要求は、SIIERの RDREQEビットで行います。 

本ビットへの設定にかかわらず、受信 FIFOは常に 64段の FIFOとして動

作を行います。 

000：受信 FIFOの有効データ領域が 1段以上のときに転送要求を発行す

る 

001：受信 FIFOの有効データ領域が 4段以上のときに転送要求を発行す

る 

010：受信 FIFOの有効データ領域が 8段以上のときに転送要求を発行す

る 

011：受信 FIFOの有効データ領域が 16段以上のときに転送要求を発行す

る 

100：受信 FIFOの有効データ領域が 24段以上のときに転送要求を発行す

る 

101：受信 FIFOの有効データ領域が 32段以上のときに転送要求を発行す

る 

110：受信 FIFOの有効データ領域が 48段以上のときに転送要求を発行す

る 

111：受信 FIFOの有効データ領域が 64段のときに転送要求を発行する 

12、11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～4 RFUA[6:0] H'00 R 受信 FIFO使用可能エリア 

CPUまたは DMACが転送可能な語数を B'000 0000（空）～B'100 0000 

（満杯）で表示します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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25.4 動作説明 

25.4.1 動作モード 

（1） 送受信独立モード 

送受信のクロックおよびフレーム同期信号をそれぞれ独立に設定可能です。 

マスタモード：MSIOF_TSCK、MSIOF_TSYNC（MSIOF_RSCK、MSIOF_RSYNC）は出力 

スレーブモード：MSIOF_TSCK、MSIOF_TSYNC（MSIOF_RSCK、MSIOF_RSYNC）は入力 
 

（2） 送受信共通モード 

送信、受信が共通のクロックおよびフレーム同期信号を使用します。 

マスタモード：MSIOF_TSCK（MSIOF_SCK）、MSIOF_TSYNC（MSIOF_SYNC）は出力 

スレーブモード：MSIOF_TSCK（MSIOF_SCK）は、MSIOF_TSYNC（MSIOF_SYNC）は入力 
 

25.4.2 シリアルクロック 

（1） マスタモードクロック出力 

マスタ時には、ボーレートジェネレータを用いてシリアルクロックを生成します。ボーレートジェネレータの

分周比は 1/1～1/1024です。 
 

（2） スレーブモードクロック入力 

スレーブ時には、送受信の各入力クロックがシリアルクロックとなります。 
 

（3） マルチチャネル機能 

本モジュールは、図 25.2のようなマルチチャネル機能をサポートします。 

1グループ

16ビット

1ワード

16ビット 16ビット 16ビット 16ビット

Group1

G1W1 G1W2 G1W3 G1W15 G1W16

Group2 Group3 Group4

1フレーム

 

図 25.2 マルチチャネルの構成 

 

マルチチャネル機能では、以下のような設定が可能です。 

• 1フレーム内に4つのグループ 
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• 1グループ内に最大256ワード 

• 1ワードに対して8ビット以上最大32ビット 

• 各グループ間には最大3ビット分の空白ビットを挿入可能 

 

ただし、グループ数によって以下の制限があります。 
 

表 25.4 グループ数と最大ビット長、ワード長の制限 

グループ数 最大ビット長 最大ワード長 

1、2 32ビット 256ワード 

3、4 16ビット 16ワード 

 

25.4.3 シリアルタイミング 

（1） MSIOF_TSYNC、MSIOF_RSYNC 

MSIOF_TSYNC、MSIOF_RSYNCはフレーム同期信号です。転送モードによって次の 4通りがそれぞれ設定可

能です。 

•  フレーム先頭同期パルス：フレーム先頭を表す1ビット幅のパルス 

•  ワード最終ビット同期パルス：ワード最終を表す1ビット幅のパルス 

•  レベル／SPI：フレーム送信中にアサートされるレベル信号 

•  L/R：前半グループをハイレベル、後半グループをローレベルで表す1/2フレーム幅のパルス 

図 25.3～図 25.6にMSIOF_TSYNC、MSIOF_RSYNCによるそれぞれの同期タイミングを示します。 

（a） フレーム先頭同期パルス 

フレームの先頭で立ち上がる同期パルス信号です。 

フレーム同期信号の立ち上がりからデータ送受信開始までのビット遅延を DTDLで設定することが可能です。

また、同期パルス幅を SYNCDLで延長することが可能です。 

D7

DTDL＝1

D6 D1 D0 D7

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

TSCK（RSCK）

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

Group1 Group3

1フレーム

 

図 25.3 フレーム先頭同期パルスの同期タイミング 
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（b） ワード最終ビット同期パルス 

各ワードの最終ビットで立ち上がる同期パルス方式です。ワードの最終ビットから同期パルスまでのビット遅

延を DTDLで設定することが可能です。 

D31

DTDL＝1

D30 D1 D0 D31

TSCK（RSCK）

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）
 

図 25.4 ワード最終ビット同期パルスの同期タイミング 

 

（c） レベル同期 

フレーム幅だけ立ち上がるパルス方式です。 

同期信号の立ち上がりからデータ送受信開始までのビット遅延を DTDL、送受信終了から同期信号の立ち下が

りまでのビット遅延を SYNCDLで設定することが可能です（DTDL＝0～2、SYNCDL＝0～3）。また、SPIのマ

スタ／スレーブに対応します。 

G1
D15

DTDL＝1 SYNCDL＝1

G1
D14

G4
D0

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

TSCK（RSCK）

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

Group1 Group4

FLD

1フレーム

 

図 25.5 レベル同期の同期タイミング 
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（d） L/R同期 

前半グループをハイレベル、後半グループをローレベルで表すパルス信号です。 

同期信号の立ち上がり／立ち下がりからデータ送受信開始までのビット遅延を DTDL、送受信終了から同期信

号の立ち上がり／立ち下がりまでのビット遅延を SYNCDLで設定することが可能です（DTDL＝0～2、SYNCDL

＝0～3）。 

DTDL＝1 SYNCDL＝1DTDL＝1 SYNCDL＝1

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

TSCK（RSCK）

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

Group1 Group2

FLD

1フレーム

G1
D0

G2
D15

G2
D0

G1
D15

G1
D14

 

図 25.6 L/R同期の同期タイミング 

（2） 送受信タイミング 

MSIOF_TSCK（MSIOF_RSCK）に対するMSIOF_TXD（MSIOF_RXD）の送信（受信）タイミングは、サンプ

リングタイミングとしてそれぞれ下記の 2通りの設定が可能です。送受信タイミングの設定は SICTRの TEDG、

REDGビットで行います。 

• 立ち上がりサンプリング 

• 立ち下がりサンプリング 

RXD

受信タイミング
送信タイミング

受信タイミング
送信タイミング

TSCK（RSCK）

（a）送信：立ち上がりサンプリング
　　 受信：立ち下がりサンプリング

（b）送信：立ち下がりサンプリング
　　 受信：立ち上がりサンプリング

TSYNC（RSYNC）

TXD

RXD

TSCK（RSCK）

TSYNC（RSYNC）

TXD

 

図 25.7 送受信タイミング 



 

25. FIFO付きクロック同期シリアル I/O（MSIOF） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  25-43 

2013.01.18  

 

SH7724 

25.4.4 制御データインタフェース 

SITMDR2および SIRMDR2の各CRDEビットで設定されたグループは、FIFOには入力されず SITDR1/SITDR2、

SIRDR1/SIRDR2レジスタに入力されるデータとして扱います。 

送受信方式として下記 2方式があります。これらは SITMDR2、SIRMDR2の各 CRDNUMビットで設定可能で

す。それぞれ図 25.8のように割り当てられます。 

•  グループ先頭ワードのみ有効データとして送受信 

•  グループ内のワードすべてを有効データとして送受信 

 

送信無効データ部分は TXDIZビットで設定した値が出力されます。受信無効データは SIRDR1/SIRDR2には反

映されません。 

Group1（制御データ）

CRDNUM1＝1：先頭データ以外は無効

CRDNUM1＝0：すべてのデータが有効

G1W1 G1W2

Group2 Group3 Group4

G1W1 G1W2
 

図 25.8 制御データの割り当て 

 

25.4.5 転送データのレジスタ割り付け 

（1） 送受信データ 

送受信データ（FIFO、制御データ）の書き込み／読み出しは下記のレジスタに対して行います。 

•  送信FIFOデータ書き込み：SITFDR（32ビット／16ビットアクセス） 

•  送信制御データ書き込み：SITDR1、SITDR2（32ビット／16ビットアクセス） 

•  受信FIFOデータ読み出し：SIRFDR（32ビット／16ビットアクセス） 

•  受信制御データ読み出し：SIRDR1、SIRDR2（32ビット／16ビットアクセス） 

 

16ビットアクセスを行う場合、FIFOデータについては上位 16ビットアクセスのみ可能です。制御データにつ

いては、上位および下位 16ビットごとのアクセスが可能です。 

送信 FIFOデータアクセス幅に対してワードビット長が短い場合､上位側のビットが有効データとして送信され

ます。たとえば、32ビットアクセスで送信 FIFOに書き込み、16ビット長ワードを送信する場合、上位 16ビット

が送信されて下位 16ビットは無効データとして破棄されます。 

同様に、受信 FIFOデータアクセス幅に対してワードビット長が長い場合、上位側のビットが有効データとして

受信されます。たとえば、32ビット長データが受信 FIFOに書き込まれ、16ビットアクセスを行った場合、下位

16ビットは無効データとして破棄されます。 

図 25.9に上記レジスタのビットアライメントを示します。 
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（a）32ビットデータの場合

31 24 23 16 15 8 7 0

（b）16ビットデータの場合

（c）8ビットデータの場合

（d）ワード分割／結合

31 24 23 16 15 8 7 0

31 24 23 16 15 8 7 0

31 24 23 16 15 8 7 0

データ

データ

データ

上位側データ 下位側データ
 

図 25.9 送受信データビットアライメント 
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25.4.6 FIFO 

（1） 概要 

MSIOF送受信 FIFOの特長を以下に示します。 

• 送信32ビット×64段、受信32ビット×64段の容量 

• CPU、DMACのアクセスサイズにかかわらず、1回の読み出し／書き込みサイクルでポインタは更新されます。 

（1回のアクセスを複数回に分割することは不可能です。） 

（2） 転送要求 

FIFOの転送要求は、以下に記す割り込み要因として CPUおよび DMACに出力することが可能です。 

• 送信要求：TDREQ（送信用割り込み要因） 

• 受信要求：RDREQ（受信用割り込み要因） 

送受信 FIFO送信要求を発行する条件は、それぞれ個別に設定が可能です。送信要求の条件は SIFCTRの

TFWM[2:0]ビットに、受信 FIFOの転送要求は RFWM[2:0]ビットに設定します。 
 

表 25.5 送信要求発行条件 

TFWM[2:0] リクエスト段数 送信要求発行 使用領域 

000 1 空き領域が 64段 小 

001 32 空き領域が 32段以上  

010 40 空き領域が 24段以上  

011 48 空き領域が 16段以上  

100 52 空き領域が 12段以上  

101 56 空き領域が 8段以上  

110 60 空き領域が 4段以上  

111 64 空き領域が 1段以上 大 

 

表 25.6 受信要求発行条件 

RFWM[2:0] リクエスト段数 受信要求発行 使用領域 

000 1 有効データが 1段以上 小 

001 4 有効データが 4段以上  

010 8 有効データが 8段以上  

011 16 有効データが 16段以上  

100 24 有効データが 24段以上  

101 32 有効データが 32段以上  

110 48 有効データが 48段以上  

111 64 有効データが 64段 大 
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データ領域または空き領域が上記の段数を超えた場合でも、FIFOの段数は常に最大段数まで使用可能です。し

たがって、オーバフローまたはアンダフローエラーは、データ領域または空き領域が最大段数を超えた場合に発

行されます。 

また、転送要求は FIFOが空または満杯にならなくても、上記の条件を満たさなくなった時点で解除します。 
 

（a） 段数表示 

送受信 FIFOの使用状況を下記の内容でレジスタに表示します。 

• 送信FIFO：SIFCTRのTFUA[6:0]ビットに空き領域の段数を表示  

• 受信FIFO：SIFCTRのRFUA[6:0]ビットに有効データの段数を表示 

 

上記の内容は、CPUまたは DMACが転送可能なデータ数を表します。 
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25.4.7 送受信手順 

（1） マスタ時送信 

図 25.10にマスタ時送信の設定例および動作を示します。 

No.

2

1

4

3

6

5

8

7

10

9

12

11

タイムチャート

SITMDRレジスタ、
SITSCRレジスタ、
SIFCTRレジスタ、
SIIERレジスタの設定

SICTRレジスタの設定、
TSCKEビットに1を設定

TSCKEビットから1を読み出し

SITFDRレジスタ、
SITDR1/2レジスタの設定

SICTRレジスタのTXEビットに1を設定

SICTRレジスタのTFSEビットに1を設定

TXEビットから1を読み出し

TFSEビットから1を読み出し

SITFDRレジスタの設定

MSIOFTSYNCに同期して
SITFDR、SITDR1/2の内容をTXDから送出

TDREQ＝1？

TXEビット、TFSEビットに0を設定

シリアルクロック出力

フレーム同期信号出力

送信

送信FIFOしきい値に従い
送信転送要求を発行

送信終了

動作モード、
シリアルクロック、
FIFO要求しきい値、
割り込み許可の設定

出力サンプリング設定、
ボーレートジェネレータ動作開始

送信データを設定

送信イネーブルを設定

フレーム同期信号の出力開始を設定

送信データを設定

送信ディスエーブル、
フレーム同期信号出力ディスエーブルに設定

No

Yes

No

Yes

設定内容 動作

送信終了？

 

図 25.10 マスタ時送信動作例 
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（2） マスタ時受信 

図 25.11にマスタ時受信の設定例および動作を示します。 

No.

2

1

4

3

6

5

8

7

9

11

10

タイムチャート

SIRMDR1/2/3レジスタ、
SIRSCRレジスタ、
SIFCTRレジスタ、
SIIERレジスタの設定

SICTRレジスタの設定、
RSCKEビットに1を設定

RSCKEビットから1を読み出し

SICTRレジスタのRXEビットに1を設定

RXEビットから1を読み出し

RFSEビットから1を読み出し

SICTRレジスタのRFSEビットに1を設定

SIRFDRレジスタの設定

MSIOFRSYNCに同期して
RXDからの受信データをSIRFDR、
SIRDR1/2に格納

RDREQ＝1？

RXEビット、RFSEビットに0を設定

シリアルクロック出力

フレーム同期信号出力

受信

受信FIFOしきい値に従い
受信転送要求を発行

受信終了

動作モード、
シリアルクロック、
FIFO要求しきい値、
割り込み許可の設定

出力サンプリング設定、
ボーレートジェネレータ動作開始

送信イネーブル設定

フレーム同期信号の出力開始を設定

受信データ読み出し

受信ディスエーブル、
フレーム同期信号出力ディスエーブルに設定

No

Yes

No

Yes

設定内容 動作

受信終了？

 

図 25.11 マスタ時受信動作例 
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（3） スレーブ送信 

図 25.12にスレーブ時送信の設定例および動作を示します。 

No.

2

1

6

4

5

3

8

7

タイムチャート

SITMDRレジスタ、
SIFCTRレジスタ、
SIIERレジスタの設定

SITFDRレジスタ、
SITDR1/2レジスタの設定

SICTRレジスタのTXEビットに1を設定

TXEビットから0を読み出し

SITFDRレジスタの設定

MSIOFTSYNCに同期して
SITFDR、SITDR1/2の内容をTXDから送出

TDREQ＝1？

TXEビットに0を設定

送信

送信FIFOしきい値に従い
送信転送要求を発行

送信終了

動作モード、
FIFO要求しきい値、
割り込み許可の設定

送信データを設定

送信イネーブルを設定

送信データを設定

送信ディスエーブルに設定

No

Yes

No

Yes

設定内容 動作

送信終了？

 

図 25.12 スレーブ時送信動作例 
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（4） スレーブ時受信 

図 25.13にスレーブ時受信の設定例および動作を示します。 

No.

2

1

4

3

6

5

タイムチャート

SIRMDR1/2/3レジスタ、
SIFCTRレジスタ、
SIIERレジスタの設定

SICTRレジスタ、
RXEビットに1を設定

SIRFDRレジスタの読み出し

MSIOFRSYNCに同期して
RXDからの受信データをSIRFDR、
SIRDR1/2へ格納

RDREQ＝1？

RXEビット、RFSEビットに0を設定

受信

受信FIFOしきい値に従い
受信転送要求を発行

受信終了

動作モード、
FIFO要求しきい値、
割り込み許可の設定

出力サンプリング設定、
受信イネーブルを設定

受信データ読み出し

受信ディスエーブル、
フレーム同期信号出力ディスエーブルに設定

No

Yes

No

Yes

設定内容 動作

受信終了？

 

図 25.13 スレーブ時受信動作例 
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（5） リセット 

パワーオンリセット終了後、モジュールストップ解除後および SICTRの TXRST/RXRSTアサート後から、モジ

ュール内部のリセットが終了するまで Bφ20サイクル程度要します。リセット開始から TXRST/RXRSTの値とし

て 0が読み出されるまで、コントロールレジスタ設定の書き込み、FIFOの書き込みおよび読み出しを行わないで

ください。 

MSIOFは、下記ビットに 1を設定することにより、送信部と受信部を個別にリセットすることが可能です。 

•  送信リセット：SICTRのTXRSTビット 

•  受信リセット：SICTRのRXRSTビット 

 

表 25.7 送受信リセット 

種類 初期化対象 

送信リセット SITDR1、SITDR2、SITFDRレジスタ 

送信 FIFOライトポインタ 

SISTRの TCRDYビット、TFEMPビット、TDREQビット 

SICTRの TXEビット 

受信リセット SIRDR1、SIRDR2、SIRFDRレジスタ 

受信 FIFOリードポインタ 

SISTRの RCRDYビット、RFFULビット、RDREQビット 

SICTRの RXEビット 

 

（6） 動作モード初期値 

パワーオンリセット時、送受信ともにマスタ側に設定されます（CLK、SYNCともに 0出力）。スレーブモー

ド使用時は、動作モードの設定を行うまで接続先デバイスの出力を 0としてください。 
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25.4.8 割り込み 

MSIOFは 1種類の割り込みを持っています。 

（1） 割り込み要因 

割り込みはそれぞれ複数の要因によって発行することができます。各要因は SISTRにMSIOFステータスとして

表示します。表 25.8にMSIOF割り込み要因一覧を示します。 
 

表 25.8 MSIOF割り込み要因 

No. 区分 ビット名 機能名称 内   容 

1 TDREQ 送信 FIFO転送要求 送信 FIFOの空き領域が設定値以上になった 

2 

送信 

TFEMP 送信 FIFOエンプティ 送信 FIFOが空である 

3 RDREQ 受信 FIFO転送要求 受信 FIFOに設定値以上のデータが格納された 

4 

受信 

RFFUL 受信 FIFOフル 受信 FIFOが満杯である 

5 TCRDY 送信制御データレディ 送信制御データレジスタに書き込みが可能である 

6 

制御 

RCRDY 受信制御データレディ 受信制御データレジスタに有効な値が格納された 

7 TFUDF 送信 FIFOアンダフロー 送信 FIFOが空時にシリアル送出タイミングが来た 

8 TFOVF 送信 FIFOオーバフロー 送信 FIFOが満杯時に送信 FIFOに書き込みを行った 

9 RFOVF 受信 FIFOオーバフロー 受信 FIFOが満杯時にシリアルデータを受信した 

10 RFUDF 受信 FIFOアンダフロー 受信 FIFOが空時に受信 FIFO読み出しを行った 

11 TFSERR 送信 FSエラー 設定ビット数以前に送信フレーム同期信号が入力された

（スレーブ時） 

12 

エラー 

RFSERR 受信 FSエラー 設定ビット数以前に受信フレーム同期信号が入力された

（スレーブ時） 

 

割り込み要因によって割り込みを発行するかどうかは、SIIERへの設定によって決定します。SIIERの対応する

ビットに 1が設定してある割り込み要因が 1にセットされたときにMSIOF割り込みを発行します。 
 

（2） TDREQ／RDREQについて 

送信 FIFO転送要求(TDREQ)、受信 FIFO転送要求(RDREQ)は状態を表す信号であり、いったんセットされても

その後状態が変化するとMSIOFが自動的にクリアします。ただし、DMA転送を用いた場合には、DMA転送が終

了した時点で、DMA転送要求は必ず 1サイクル期間ローレベルとなります。 
 

（3） エラー発生時の処理 

•  送信FIFOアンダフロー（TFUDF） 

SICTRのTXDIZで指定された値を出力します。 

•  送信FIFOオーバフロー（TFOVF） 

送信FIFOの内容は保護され、オーバフローとなった書き込みは無視します。 

•  受信FIFOオーバフロー（RFOVF） 

オーバフローとなったデータが廃棄され、消失します。 
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•  受信FIFOアンダフロー（RFUDF） 

不定値がバス上に出力されます。 

•  送信FSエラー（TFSERR） 

エラーとなった同期信号に従い、内部カウンタはリセットされます。 

•  受信FSエラー（RFSERR） 

エラーとなった同期信号に従い、内部カウンタはリセットされます。 
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25.4.9 送受信タイミング 

MSIOFのシリアル送受信の例を図 25.14、図 25.15に示します。 

（1） 16ビット同期パルス 

同期パルス方式、グループ数 1、ワード数 1、ワード長 16ビット、ビット遅延 0 

D15

1フレーム

D14 D1 D0 D15 D14

TSCK（RSCK）

TRMD＝0 or 1
GRP[1:0]＝00

SYNCMD[1:0]＝00
WDLEN1[7:0]＝00000000

DTDL[2:0]＝000
BITLEN1[4:0]＝01111

SYNCDL[2:0]＝000
GRPDL1[1:0]＝00

FLD[1:0]＝00
GRPDL3[1:0]＝00

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

 

図 25.14 送受信タイミング（16ビット） 

（2） 32ビット同期パルス 

同期パルス方式、グループ数 1、ワード数 32、ワード長 32ビット、ビット遅延 1ビット 

1ビット遅延

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

TSCK（RSCK）

TSYNC（RSYNC）

TXD（RXD）

1フレーム（32ワード）

W1W0 W2 W30 W31 W0

D31 D30 D1 D0 D31

TRMD＝0 or 1
GRP[1:0]＝00

SYNCMD[1:0]＝00
WDLEN1[7:0]＝00011111

DTDL[2:0]＝001
BITLEN1[4:0]＝11111

SYNCDL[2:0]＝000
GRPDL1[1:0]＝00

FLD[1:0]＝00
GRPDL3[1:0]＝00 

図 25.15 送受信タイミング（32ビット） 
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（3） 24ビット IIS送信 

L/R方式、グループ数 2、ワード数各 1、ワード長各 24ビット、ビット遅延 1ビット 

TSCK

TSYNC

TXD

TRMD＝1（マスタ）or 0（スレ－ブ）SYNCMD[1:0]=11　SYNCAC=1 　DTDL=001
GRP[1:0]=01 BITLEN1[4:0]=10111  WDLEN1[7:0]=00000000  BITLEN2[4:0]=1011  WDLEN2[7:0]=00000000

送信：

DTDL＝1 Group1

B0 B23 B22 B21 B2 B1 B0 B23 B22 B21 B2 B1 B0 B23

DTDL＝1 Group2

…… ……

…… ……

 

図 25.16 送信タイミング（24ビット IIS） 

（4） μ-WIRE（送信のみ） 

レベル方式、グループ数 2、ワード数各 1、ワード長 8/16ビット、ビット遅延 1ビット 

SCK

SYNC

TXD

TRMD＝1 PCON=1 SYNCMD[1:0]=10 DTDL[2:0]=001 FLD[1:0]=10 TXSTP=1
GRP[1:0]=01 BITLEN1[4:0]=00111 BITLEN2[4:0]=01111

送信：

DTDL＝1 Group1

G1
D7

G1
D6

G1
D1

G1
D0

G2
D15

G2
D2

G2
D1

G2
D0

G2
D14

FLD＝2

Group2

……

……

…… ……

……

……

 

図 25.17 送信タイミング（μ-WIRE送信） 
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（5） μ-WIRE（送受信切り替え） 

レベル方式、グループ数 2、ワード数各 1、ワード長 16/32ビット、ビット遅延 1ビット、 

送信グループ 1出力マスク、受信グループ 2入力マスク 

SCK

SYNC

TXD

RXD

TMDR=1
GRP[1:0]=01
TXDIZ=10
TMDR=0
GRP[1:0]=01

PCON=1 SYNCMD=10
GRPMASK2=1 BITLEN2[4:0]=11111 GRPDL2[1:0]=01

SYNCMD=10

BITLEN1[4:0]=01111

BITLEN1[4:0]=01111
DTDL[2:0]=001

GRPMASK1=1 BITLEN2[4:0]=11111 GRPDL2[1:0]=01

DTDL[2:0]=001 FLD=1 TXSTP=1送信：

受信：

DTDL＝1 GRPDL2＝1 SYNCDL＝1 FLD＝1Group1

Hi-Z Hi-Z
G1
D15

G1
D14

Group2

……

……

…… ……

……

……

G1
D1

G1
D0

G2
D31

G2
D30

G2
D1

G2
D0

……

 

図 25.18 送受信タイミング（μ-WIRE） 
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25.4.10 SPI 

レジスタ設定により、SPIデバイスとして動作させることが可能です。 

（1） SPIデバイス接続例 

図 25.19に SPIデバイスとの接続例を示します。 

TXD

TSCK

TSYNC

RXD

MOSI

SCK

SS

MISO
SPI

スレーブデバイス

SPIマスタモード時

TXD

TSCK

TSYNC

RXD

MISO

SCK

SS

MOSI
SPI

マスタデバイス

SPIスレーブモード時

 

図 25.19 SPIデバイスとの接続例 
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（2） SPIシリアルクロックタイミング 

図 25.20、図 25.21に SPI動作時のデータ／クロックのタイミングを示します。図に示すように 4通りのシリア

ル転送フォーマットを選択できます。 

TRMD＝1（マスタ）or 0（スレーブ）
GRP[1:0]＝00
TRMD＝0
GRP[1:0]＝00

DTDLはTSに合わせて設定してください（0.5クロック間隔で0～2まで設定可能）。
SYNCDLはTHに合わせて設定してください（0.5クロック間隔で0～2まで設定可能）。
DTDLとSYNCDLの和が整数になるように設定してください。
（上段）TSCKIZ[1:0]＝10、RSCKIZ[1:0]＝10、TEDG＝1、REDG＝1
（下段）TSCKIZ[1:0]＝11、RSCKIZ[1:0]＝11、TEDG＝0、REDG＝0

PCON＝1
WDLEN1[7:0]＝00000000
SYNCAC＝1
WDLEN1[7:0]＝00000000

SYNCMD[1:0]＝10
GRPDL1[1:0]＝00

GRPDL1[1:0]＝00

SYNCAC＝1
GRPDL3[1:0]＝00

GRPDL3[1:0]＝00

BITLEN1[4:0]＝00111
SYNCMD[1:0]＝10
BITLEN1[4:0]＝00111

送信：

受信：

SICTR：

SCK
(TSCKIZ＝10)

(TSCKIZ＝11)

MOSI

MISO

SS

D7

TS TH

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

 

図 25.20 SPIクロック／データのタイミング 1 
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TRMD＝1（マスタ）or 0（スレーブ）
GRP[1:0]＝00
TRMD＝0
GRP[1:0]＝00

DTDLはTSに合わせて設定してください（0.5クロック間隔で0～2まで設定可能）。
SYNCDLはTHに合わせて設定してください（0.5クロック間隔で0～2まで設定可能）。
DTDLとSYNCDLの和が整数になるように設定してください。
（上段）TSCKIZ[1:0]＝10、RSCKIZ[1:0]＝10、TEDG＝0、REDG＝0
（下段）TSCKIZ[1:0]＝11、RSCKIZ[1:0]＝11、TEDG＝1、REDG＝1

PCON＝1
WDLEN1[7:0]＝00000000
SYNCAC＝1
WDLEN1[7:0]＝00000000

SYNCMD[1:0]＝10
GRPDL1[1:0]＝00

GRPDL1[1:0]＝00

SYNCAC＝1
GRPDL3[1:0]＝00

GRPDL3[1:0]＝00

BITLEN1[4:0]＝00111
SYNCMD[1:0]＝10
BITLEN1[4:0]＝00111

送信：

受信：

SICTR：

SCK
(TSCKIZ＝10)

(TSCKIZ＝11)

MOSI

MISO

SS

D7

TS TH

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

 

図 25.21 SPIクロック／データのタイミング 2 

 

25.4.11 SPIモード使用時の注意事項 

• SPIマスタモード使用時は、SITMDR1レジスタのFLDビットをBφ4サイクル分以上になるように設定してく

ださい。 

• SPIスレーブモード使用時は、フレーム同期信号の間隔をBφ4サイクル分以上になるように設定してくださ

い。 

• SPIモード使用時は、モジュールストップ解除または送信／受信リセットを行った場合、 SICTRレジスタの

受信系設定ビット（RSCKIZ、REDG）をそれぞれ0にしてから再設定してください。 
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26. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェ
ース（SCIF） 

本 LSIは、FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF：Serial Communication 

Interface with FIFO）を 3チャネル（チャネル 0～チャネル 2）内蔵しています。SCIFは、調歩同期式とクロック

同期式の 2方式でシリアル通信ができます。 

送受信 FIFOバッファおのおのに 16段のバッファを内蔵しており、効率の良い高速連続通信が可能です。 

26.1 特長 

SCIFには次のような特長があります。 
 

• 調歩同期式モード 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信ができます。 

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。 

－データ長：7ビット、または8ビット 

－ストップビット長：1ビット、または2ビット 

－パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

－受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

－ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の 

場合、ブレークを検出します。 

• クロック同期式モード 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアル 

データ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

－データ長：8ビット 

－受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また送信部および 

受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送信、連続受信ができます。 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 



 

26. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

26-2  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

• クロックソース：ボーレートジェネレータからの内部クロック、あるいはSCK端子からの外部クロックから

選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ、ブレーク、受信FIFOデータフル、受信エラーの4種類の割り込みチャネルごと

に要因があり、チャネルごと独立に要求することができます。 

• 送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことにより、DMA

コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給を止めて動作を停止させること

ができます。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 調歩同期式モードにおいて、受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 

 

図 26.1に SCIFのブロック図を示します。 

SCFRDR（16段）

SCRSRRXD

TXD

SCK

SCFTDR（16段）

SCTSR
SCFDR
SCFCR
SCFSR
SCSCR
SCSPTR

SCLSR

SCSMR SCBRR

パリティ発生

パリティチェック

送受信コントロール

ボーレート 
ジェネレータ

クロック

外部クロック

Pφ

TXI
RXI
ERI
BRI

SCIF

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
l
ス

周
辺
バ
ス

【記号説明】
SCRSR
SCFRDR
SCTSR
SCFTDR
SCSMR
SCSCR

：レシーブシフトレジスタ
：レシーブFIFOデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットFIFOデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ

SCFSR
SCBRR
SCSPTR
SCFCR
SCFDR
SCLSR
Pφ

：シリアルステータスレジスタ
：ビットレートレジスタ
：シリアルポートレジスタ
：FIFOコントロールレジスタ
：FIFOデータ数レジスタ
：ラインステータスレジスタ
：周辺クロック  

図26.1 SCIFのブロック図 
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26.2 入出力端子 

SCIFの端子構成を表 26.1に示します。 
 

表26.1 端子構成 

チャネル 端子名 機能 入出力 説   明 

SCIF0_TXD 送信データ 出力 送信データ用の端子です。 

SCIF0_RXD 受信データ 入力 受信データ用の端子です。 

0 

SCIF0_SCK シリアルクロック 入出力 クロック入出力端子です。 

SCIF1_TXD 送信データ 出力 送信データ用の端子です。 

SCIF1_RXD 受信データ 入力 受信データ用の端子です。 

1 

SCIF1_SCK シリアルクロック 入出力 クロック入出力端子です。 

SCIF2_TXD 送信データ 出力 送信データ用の端子です。 

SCIF2_RXD 受信データ 入力 受信データ用の端子です。 

2 

SCIF2_SCK シリアルクロック 入出力 クロック入出力端子です。 

【注】 本文中では、チャネルを省略し、総合の名称として TXD、RXD、SCKを使用します。 
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26.3 レジスタの説明 

SCIFのレジスタ構成を表 26.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 26.3に示します。 
 

表26.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

シリアルモードレジスタ 0 SCSMR0 R/W H'FFE0 0000 16 

ビットレートレジスタ 0 SCBRR0 R/W H'FFE0 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCSCR0 R/W H'FFE0 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 0 SCFTDR0 W H'FFE0 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 0 SCFSR0 R/W H'FFE0 0010 16 

レシーブ FIFOレジスタ 0 SCFRDR0 R H'FFE0 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 0 SCFCR0 R/W H'FFE0 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 0 SCFDR0 R H'FFE0 001C 16 

ラインステータスレジスタ 0 SCLSR0 R/W H'FFE0 0024 16 

シリアルモードレジスタ 1 SCSMR1 R/W H'FFE1 0000 16 

ビットレートレジスタ 1 SCBRR1 R/W H'FFE1 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCSCR1 R/W H'FFE1 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 1 SCFTDR1 W H'FFE1 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 1 SCFSR1 R/W H'FFE1 0010 16 

レシーブ FIFOレジスタ 1 SCFRDR1 R H'FFE1 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 1 SCFCR1 R/W H'FFE1 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 1 SCFDR1 R H'FFE1 001C 16 

ラインステータスレジスタ 1 SCLSR1 R/W H'FFE1 0024 16 

シリアルモードレジスタ 2 SCSMR2 R/W H'FFE2 0000 16 

ビットレートレジスタ 2 SCBRR2 R/W H'FFE2 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCSCR2 R/W H'FFE2 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 2 SCFTDR2 W H'FFE2 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 2 SCFSR2 R/W H'FFE2 0010 16 

レシーブ FIFOレジスタ 2 SCFRDR2 R H'FFE2 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 2 SCFCR2 R/W H'FFE2 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 2 SCFDR2 R H'FFE2 001C 16 

ラインステータスレジスタ 2 SCLSR2 R/W H'FFE2 0024 16 
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表26.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

SCSMR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCBRR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCSCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFTDR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFSR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFRDR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFDR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCLSR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCSMR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCBRR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCSCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFTDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFSR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFRDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCLSR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCSMR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCBRR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCSCR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFTDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFSR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFRDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFCR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFDR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCLSR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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26.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCRSRに RXD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCFRDRへ転送されます。 

SCRSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

26.3.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 8ビット長の 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSRから SCFRDRへ受信したシリアルデータを

転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSRは受信可能になり、SCFRDRがいっぱいになる 16バ

イトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCFRDRは、読み出し専用レジスタですので、CPUから書き込むことはできません。 

また、SCFRDRに受信データがない状態で読み出した値は不定値になります。SCFRDR内の受信データがいっ

ぱいになると、以降の受信したシリアルデータは失われます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCFRD[7:0] 不定 R シリアル受信データ用 FIFO 

 

26.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCFTDRから送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TXD端子に送り出

すことでシリアルデータ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると、自動的に SCFTDRから SCTSRへ

次の送信データを転送し、送信を開始します。 

SCTSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

26.3.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 16段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、送信データが SCFTDRに書き込まれたとき、SCTSRが空ならば、SCFTDRに書き込まれた送信デー

タを SCTSRに転送してシリアル送信を開始します。 

SCFTDRは、書き込み専用レジスタですので、CPUから読み出すことはできません。SCFTDR内の送信データ

が 16バイトでいっぱいのときは、次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは無視されます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCFTD[7:0] 不定 W シリアル送信データ用 FIFO 
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26.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るための 16ビットのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

— — — — — — — — CA CHR PE OE STOP — CKS[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 CA 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードまたはクロック同期式モードのいず

れかから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから

選択します。7ビットデータを選択した場合、SCFTDRの MSB（ビット 7）

は送信されません。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、

データ長は 8ビットデータ固定です。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリ

ティビットのチェックを行うかどうかを選択します。 

クロック同期式モードでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビット

の付加およびチェックは行いません。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】* PEビットに 1をセットすると、送信時には、OEビットで指定し

た偶数、または奇数パリティを送信データに付加して送信しま

す。受信時には、受信したパリティビットが OEビットで指定し

た偶数、または奇数パリティになっているかどうかをチェックし

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 OE 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれ

で行うかを選択します。 

OEビットの設定は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設定しパリティ

ビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になります。 

クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付加やチェック

を禁止している場合には、OEビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】*1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送

信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になる

ようにパリティビットを付加して送信します。受信時には、パ

リティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の

合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送

信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になる

ようにパリティビットを付加して送信します。受信時には、パ

リティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の

合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいず

れかから選択します。 

受信時には、STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビット

の 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が 1の

場合はストップビットとして扱いますが、0の場合は次の送信キャラクタの

スタートビットとして扱います。 

ストップビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効です。 

クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加されませ

んので、このビットの設定は無効です。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

【注】*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

 *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストッ

プビット）を付加して送信します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CKS[1:0] 00 R/W クロックセレクト 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：Pφクロック 

01：Pφ/4クロック 

10：Pφ/16クロック 

11：Pφ/64クロック 

【注】Pφ：周辺クロック 
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26.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行

うレジスタです。 

SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W

0
R/W

— — — — — — — — TIE RIE TE RE REIE — CKE[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCFTDRから SCTSRへシリアル送信データが転送され、SCFTDR内のデ

ータ数が送信トリガ設定数以下になり、SCFSRの TDFEフラグが 1にセ

ットされたときに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求の発

生を許可／禁止します。 

TXI割り込み要求の解除は、TDFEフラグの 1を読み出した後で SCFTDR

に送信トリガ設定数より多い送信データを書き込み、TDFEを 0にクリア

するか、TIEを 0にクリアすることで行うことができます。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み要求を禁止 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み要求を許可 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされたときの受信デ

ータフル割り込み（RXI）要求、SCFSRの ERフラグが 1にセットされた

ときの受信エラー割り込み（ERI）要求、SCFSRの BRKフラグまたは

SCLSRのORERフラグが1にセットされたときのブレーク割り込み（BRI）

要求の発生を許可／禁止します。 

RXI割り込み要求の解除は、RDFまたは DRフラグの 1を読み出した後で

0にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行えます。ERI、BRI

割り込み要求の解除は、ER、BRK、ORERフラグの 1を読み出した後、0

にクリアするか、RIE、 REIEビットを 0にクリアすることで行えます。 

0：受信データフル割り込み要求、受信エラー割り込み要求、および 

ブレーク割り込み要求を禁止 

1：受信データフル割り込み要求、受信エラー割り込み要求、および 

ブレーク割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

SCIFのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

TEビットが 1のときに、SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送

信を開始します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】* TEビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCRの設定を

行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセットしてく

ださい。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

REビットが 1のときに調歩同期式モードの場合はスタートビットを、ク

ロック同期式モードでは同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリア

ル受信を開始します。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】*1 REビットを 0にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、

PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますの

で注意してください。 

 *2 REビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCRの設定

を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセットし

てください。 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を

許可／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のとき

のみ有効です。 

ERI割り込み要求、BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、ORERフラグ

の 1を読み出した後で 0にクリアするか、RIEと REIEビットを 0にクリ

アすることで行えます。 

RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定すれば、ERI、BRI割り込み要求

は発生します。DMAC転送時に ERI、BRI割り込み要求を割り込みコント

ローラへ通知したいときに設定します。 

0：受信エラー割り込み要求、ブレーク割り込み要求を禁止 

1：受信エラー割り込み要求、ブレーク割り込み要求を許可 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 CKE[1:0] 00 R/W クロックイネーブル 

SCIFのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許

可／禁止を設定します。CKE[1:0]ビットによって SCK端子をシリアルクロ

ック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決ま

ります。SCSMRで SCIFの動作モードを決定する前に、必ず CKE[1:0]ビ

ットの設定をしてください。 

• 調歩同期式 

00：内部クロック／SCK端子は入力端子（入力信号は無視） 

01：設定禁止 

10：外部クロック／SCK端子はクロック入力*1 

11：設定禁止 

• クロック同期式 

00：設定禁止 

01：内部クロック／SCK端子は同期クロック出力*2 

10：外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

11：設定禁止 

【注】 *1 入力クロックの周波数はビットレートの 16倍。 

 *2 出力クロックの周波数はビットレートと同じです。 

 

26.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは 16ビット長のレジスタです。上位 8ビットは SCFRDR内のデータの受信エラー数を、下位 8ビット

は SCIFの動作状態を示します。 

SCFSRの上位 8ビットは常に CPUから読み出すことができます。SCFSRの下位 8ビットは常に CPUから読み

出し／書き込みできます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各フラグへ 1を書き込むことはでき

ません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく必要があります。なお、FER

フラグ、および PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R R R/W* R/W*

PERC[3:0] FERC[3:0] ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR

 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 PERC[3:0] 0000 R パリティエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データで、パリティエラーの発生している

データ数を示します。SCFSRの ERビットがセットされた後、PERCビッ

トで示される値がパリティエラー発生データ数を示します。SCFRDRの

16ビットの受信データのすべてがパリティエラーを伴う場合、PERCビッ

トは 0を表示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 FERC[3:0] 0000 R フレーミングエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データで、フレーミングエラーの発生して

いるデータ数を示します。SCFSRの ERビットがセットされた後、FERC

ビットで示される値がフレーミングエラー発生データ数を示します。

SCFRDRの 16ビットの受信データのすべてがフレーミングエラーを伴う

場合、FERCビットは 0を表示します。 

7 ER 0 R/W* レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを示します。

SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは影響を受け

ず以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生しても受信データは

SCFRDRに転送され、受信動作を続けます。SCFRDRから読み出すデー

タに受信エラーがあるかどうかは、SCFSRの FER、PERビットで判定で

きます。 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していな 

いことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したこと 

を表示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1であるかど

うかをチェックし、ストップビットが 0であったとき 

2ストップモードのときは 1ビット目のストップビットが 1である

かどうかのみを判定し2ストップビット目のストップビットはチェ

ックしません。 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が SCSMR

のOEビットで指定した偶数／奇数パリティの設定と一致しなかっ

たとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/W* トランスミットエンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に SCFTDRに有効なデータがな

く、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRに送信データを書き込み、TEND＝1の状態を読み出した

後、TENDフラグに 0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に

SCFTDRに送信データがないとき 

5 TDFE 1 R/W* トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCFTDRから SCTSRにデータ転送が行われ、SCFTDR内のデータ数が

SCFCRの TTRGビットで設定した送信トリガデータ数以下になり、

SCFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示します。 

0：SCFTDRに送信トリガ設定数より多い送信データが書き込まれてい

ることを表示 

［クリア条件］ 

• TDFE＝1の状態を読み出した後、SCFTDRに送信トリガ設定数を

超える送信データを書き込み、0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き込ん

だとき 

1：SCFTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数以

下になったとき 

【注】 SCFTDRは 16バイトの FIFOレジスタですので TDFE＝1で書き込

むことができる最大データ数は、16－（送信トリガ設定数）になり

ます。これより多くデータを書き込んだ場合は無視されます。また、

SCFTDR内のデータ数は SCFDRの上位ビットに示されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BRK 0 R/W* ブレーク検出 

受信データのブレーク信号を検出して示します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• BRK＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示 

ブレーク検出すると検出後の受信データ（H'00）の SCFRDR転送は

停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1に戻ると受信

データの転送が再開します。 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き 1フレ

ーム長以上スペース 0（ローレベル）の場合 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにフレーミング

エラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

しなかったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生

したことを表示 

［セット条件］ 

• 次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラ

ーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生して

いることを表示 

［セット条件］ 

• 次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/W* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCRSRから SCFRDRに転送され、SCFRDR内の受信

データ数が、SCFCRの RTRGビットで設定した受信トリガデータ数以上

になったことを示します。 

0：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表

示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• RDF＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ

設定数より少なくなるまで SCFRDRを読み出し、0を書き込んだ

とき 

• DMACで SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少な

くなるまで SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表

示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき 

【注】SCFRDRは 16バイトの FIFOレジスタです。RDFが 1のとき少な

くとも受信トリガ設定数のデータを読み出すことができます。

SCFRDRが空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出されま

す。なお SCFRDR内の受信データ数は SCFDRの下位ビットに示

されます。 

0 DR 0 R/W* レシーブデータレディ 

調歩同期式モードで、SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、

かつ最後に受信したデータのストップビットから 15ETU時間以上、次の

データが来ないことを示します。クロック同期式モードに設定した場合は

セットされません。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残ってい

ないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• DR＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読み出

し、0を書き込んだとき 

• DMACで SCFRDR内の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受

信したデータのストップビットから 15ETU時間以上次のデータが

来ないとき 

【注】 15ETU時間は 8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5

フレーム時間に相当します。 

【記号説明】ETU（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 
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26.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、SCSMRの CKS[1:0]ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、シリ

アル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

7 6 5 4

SCBRD[7:0]

3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCBRD[7:0] H'FF R/W ビットレート設定 

 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

〔調歩同期式モード〕 

N ＝ { Pφ／( 64×22n-1×B ) }×106 －1 
 

〔クロック同期式モード〕 

N ＝ { Pφ／( 8×22n-1×B ) }×106 －1 
 

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

 （電気的特性を満足する設定値としてください） 

Pφ：周辺クロック周波数（MHz） 

n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0、1、2、3） 

 （nとクロックの関係は、表 26.4を参照してください） 
 

表26.4 SCSMRの設定値 

SCSMRの設定値 n クロックソース 

CKS[1:0] 

0 Pφ 00 

1 Pφ/4 01 

2 Pφ/16 10 

3 Pφ/64 11 

【注】 調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 誤差 (%) ＝ { { Pφ／( ( N＋1 )×64×22n-1×B ) }×106 －1 }×100 
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26.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは送信／受信各FIFOレジスタのデータ数リセット、およびトリガデータ数の設定を行うレジスタです。

またループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

— — — — — — — — RTRG[1:0] TTRG[1:0] — TFRST RFRST LOOP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 RTRG[1:0] 00 R/W レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの RDFフラグをセットする受信データ数を設定するビットです。 

SCFRDR内に格納された受信データ数が下表に示すトリガ設定数以上に

なったとき RDFフラグをセットします。 

［調歩同期式モード］ ［クロック同期式モード］ 

 00：1 00：1 

 01：4 01：2 

 10：8 10：8 

 11：14 11：14 

5、4 TTRG[1:0] 00 R/W トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの TDFEフラグをセットする残りの送信データ数を設定するビッ

トです。 

送信動作により SCFTDR内の送信データ数が、下表に示すトリガ設定数以

下になったとき TDFEフラグをセットします。 

00：8（8）* 

01：4（12）* 

10：2（14）* 

11：0（16）* 

【注】* （ ）内の値は TDFEフラグがセットされるときの SCFTDRレ

ジスタの空きバイト数を示します。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TFRST 0 R/W トランスミット FIFOデータレジスタリセット 

SCFTDR内の送信データを無効とし、空の状態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット、マニュアルリセット、スタンバイ時にはリ

セット動作が行われます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RFRST 0 R/W レシーブ FIFOデータレジスタリセット 

SCFTDR内の受信データを無効とし、空の状態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット、マニュアルリセット、スタンバイ時にはリ

セット動作が行われます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（TXD）と受信入力端子（RXD）を内部で接続し、ループバ

ックテストを可能にします。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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26.3.10 FIFOデータ数レジスタ（SCFDR） 

SCFDRは、SCFTDRおよび SCFRDR内に格納されているデータ数を示す 16ビット長のレジスタです。上位 8

ビットで SCFTDR内の送信データ数を、下位 8ビットで SCFRDR内の受信データ数を示します。SCFDRは常に

CPUから読み出すことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — TFDC[4:0] — — — RFDC[4:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～8 TFDC[4:0] 00000 R トランスミット FIFOデータ数 

SCFTDR内に格納されている未送信データ数を示します。H'00は送信デ

ータがないことを、H'10は SCFTDRに 16バイトの送信データが格納され

ていることを示します。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 RFDC[4:0] 00000 R レシーブ FIFOデータ数 

SCFRDR内に格納されている受信データ数を示します。H'00は受信デー

タがないことを、H'10は SCFRDRに 16バイトの受信データが格納されて

いることを示します。 
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26.3.11 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W*

— — — — — — — — — — — — — — — ORER

 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/W* オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

• SCFRDRがいっぱいになる 16バイトのデータを受信した状態で次

のシリアル受信を完了したとき 

【注】*1 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグ

は影響を受けず以前の状態を保持します。 

*2 SCFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保

持し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER＝1

にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはで

きません 

【注】 * フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 
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26.4 動作説明 

26.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式でシリアル通信ができます。 

送受信おのおのに 16段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能

です。 

送受信フォーマットの選択は、SCSMRで行います。これを表 26.5に示します。また、SCKの端子機能は、SCSMR

の CAビットおよび SCSCRの CKE[1:0]ビットの組み合わせで決まります。 

1. 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能（これらの組み合わせにより送

信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、レシーブFIFOデータフル、オーバランエラー、レシーブデ

ータレディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタおのおのの格納データ数を表示 

• クロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合： 

ボーレートジェネレータのクロックで動作 

外部クロックを選択した場合： 

ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力してください（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない）。 

 

2. クロック同期式モード 

• データ長：8ビットに固定 

• 受信時にオーバランエラーの検出が可能 

• クロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを使用した場合： 

SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

外部クロックを選択した場合： 

SCK端子から入力された外部周期クロックで動作 
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表26.5 SCSMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SCSMRの設定値 SCIFの送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 ストップ 

CA CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティビット 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビットデータ

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7ビットデータ

あり 

2ビット 

1 * * * クロック同期式モード 8ビットデータ なし なし 

【注】 * Don’t care 

 

26.4.2 調歩同期式モードの動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていて、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みができるの

で、連続送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 26.2に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通常、通信回線はマーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、SCIF

はデータを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの中央で通信

データが取り込まれます。 
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シリアル
データ

1 1

0

LSB MSB

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

アイドル状態 
（マーク状態）

送信／受信データ

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

ストップ
ビット

1ビット
または
2ビット

1ビット 1ビット
または
なし

7ビットまたは8ビット

スタート
ビット

パリティ
ビット

 

図26.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 

 

（a） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 26.6に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、SCSMRの設定により選択できます。 
 

表26.6 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

1 2 3CHR PE STOP

STOP0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1

0 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

1

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

4 5 6

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

【記号説明】
S 
STOP 
P

：スタートビット
：ストップビット
：パリティビット

SCSMRの設定

7 8 9 10 11 12

S 8ビットデータ

STOPS 8ビットデータ STOP

STOPP

STOP STOP

S 8ビットデータ

S 8ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

S 7ビットデータ

P

STOP

STOP STOP

STOPP

STOP STOPP

 
 

（b） クロック 

SCIFの送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックあるいは SCK端子からの外

部クロックを使用します。 
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（c） SCIFの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCSCRの TEビット、および REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIF

を初期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび RE

ビットを 0にクリアしてから次の手順で変更を行ってください。 

1. TEビットを0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。TE、REビットを0にクリアしても、SCFSR、SCFTDR

および、SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

2. TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされた後に行ってくださ

い。送信中でも0クリア可能ですが、送信中のデータは0クリア後、マーク状態になります。また再度TEビッ

トを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFRSTビットをいったん1にセットしてSCFTDRをリセットし

てください。 

図 26.3に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

初期化

終了

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセット

SCSCRのCKE[1:0]ビットを設定

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCBRRに値を設定

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG、TTRG、MCEビット
を設定し、TFRST、RFRSTビットを
０にクリア

SCSCRにクロック選択を設定してください。

なお、TIE、RIE、TE、REビットは必ず0を設定してく

ださい。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。

ただし、外部クロックを使用する場合には必要ありませ

ん。

少なくとも1ビット期間待ってからSCSCRのTEビットまた

はREビットを1にセットします。また、TIE、RIE、REIEビッ

トを設定してください。

TE、REビットを設定することによりTXD、RXD端子が

使用可能となります。送信時にはマーク状態となり、

受信時にはアイドル状態になります。

（1）

（2）

（3）

（4）
（TIE、RIE、TE、REビットは0） （1）

（2）

（3）

（4）

1ビット期間経過？

Yes

Wait

No

 

図26.3 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（d） シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 26.4にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

送信開始

TDFE = 1?

全データ送信？

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEND = 1?

送信終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFE、TENDビットを0に
クリア

SCFSRのTENDビットを読み出し

SCSCRのTEビットを0にクリア

（1）

（2）

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確

認した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFE、

TENDビットを0にクリアします。

書き込み可能な送信データ数は16－（送信トリガ設定数）

になります。

シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグの1を読み

出して書き込み可能であることを確認した後にSCFTDR

にデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0にクリアし

てください。

なお、（1）および（2）では、SCFDRに示される

SCFTDR内の送信データ数から書き込み可能なデータ数

を知ることができます。

（1）

（2）

 

図26.4 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ数以下になったと

き、TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータ

エンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

 

シリアル送信データは、以下の順に TXD端子から送り出されます。 
 

(a) スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

(b) 送信データ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

(c) パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

(d) ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

(e) マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。 

データがあるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリ

アル送信を開始します。 

ストップビットを送り出した後、送信データがないとSCFSRのTENDフラグに1をセットし、TXD端子から1

を出力するマーク状態になります。 

 



 

26. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  26-27 

2013.01.18  

 

SH7724 

調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 26.5に示します。 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1
パリティ
ビット

ストップ
ビット

データスタート
ビット

TDFE

TEND

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1を読み出した後0クリア

TXI

アイドル状態
（マーク状態）

1

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI

 

図26.5 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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（e） シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 26.6、図 26.7にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

受信開始

RDF = 1?

ER or DR or 
BRK or ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

受信終了

エラー処理

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERの各フラグを読み出し

SCFSR RDF

SCFRDR
SCFSR RDF 0

SCSCR RE 0

（1）

（2）

（3）

受信エラー処理とブレークの検出 ：

SCFSRのDR、ER、BRK、SCLSRのORERの各フラ

グを読み出してエラーを判定し、所定のエラー処理を

行った後、DR、ER、BRK、ORERの各フラグを0に

クリアしてください。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：

SCFSRを読み出して、RDF＝1であることを確認した

後、SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグの

1を読み出した後、0にクリアします。RDFフラグが0

から1に変化したことは、RXI割り込みによっても知る

ことができます。

シリアル受信の継続手順：

シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の受信デー

タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDFフ

ラグの1を読み出した後0を書き込んでください。

SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRを読み出すこ

とで知ることができます。

（1）

（2）

（3）

 

図26.6 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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受信エラー処理

BRK = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

DR = 1?

SCFRDRの受信データ読み出し

終了

ER = 1?

オーバランエラー処理

No

Yes

ブレーク処理

エラー処理 （1）

（2）

SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエ

ラー、パリティエラーが発生しているかどうかは、

SCFSRのFER、PERビットで知ることができます。

ブレークを受信すると、BRK フラグがセットされてい

る間、受信データはSCFRDRに転送されません。ただ

し、SCFRDRの最後のデータは、H'00でフレーミング

エラーの発生しているブレークデータが格納されます

ので注意してください。

ORER = 1?

SCFSRのDR、ER、BRKフラグを

0にクリア、SCLSRのORERフラグを

0にクリア

 

図26.7 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

 

受信後、SCIFは以下のチェックを行います。 

(a) ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

(b) 受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。* 

(c) オーバランエラーチェック：ORERフラグが0であり、オーバランエラーが発生していないことをチェッ

クします。* 

(d) ブレークチェック：BRKフラグが0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。* 

 

(b)、(c)、(d)のチェックがパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 
 

【注】 * パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

4. RDFフラグまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータ

フル割り込み（RXI）要求を発生します。また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIE

ビットが1にセットされていると受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

さらに、BRKフラグまたはORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセッ

トされていると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。 
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調歩同期式モード受信時の動作例を図 26.8に示します。 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0/1 D0 D1 D7 0/1 0/10

パリティ
ビット

ストップ
ビット

データ

RDF

FER

RXI割り込み 
要求の発生 受信エラーでERI

割り込み要求の
発生

1フレーム

RXI割り込み処理ルーチンで 
データを読み出しRDF、
フラグの1を読み出した後
0にクリア

スタート
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

 

図26.8 SCIFの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 



 

26. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

26-32  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

26.4.3 クロック同期式モードの動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。ま

た、送信部と受信部がともに 16段の FIFIOバッファ構造になっていますので送信／受信中にデータの読み出し／

書き込みができ連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 26.9に示します。 

同期
クロック

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）
* *

シリアル
データ ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7 Don't careDon't care

LSB MSB

【注】*    連続送信／受信のとき以外はハイレベル  

図26.9 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロック立ち下がりから次の立ち下がりまで出力

されます。また、クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、LSBから始まり最後にMSBが出力されます。最終データ出力後の通信回線の

状態は最終データの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（a） 送信／受信フォーマット 

8ビット固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（b） クロック 

SCIFの送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックあるいは SCK端子からの外

部クロックを使用します。 
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（c） SCIFの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前に SCSCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順で SCIFを初期化してくだ

さい。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、および REビットを 0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると SCTSRが初期化されます。REビットを 0にクリアし

ても RDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

図 26.10に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

初期化

終了

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセットし、FIFOバッファをクリア

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFSRのBRK、DR、ER、SCLSRの
ORERの各フラグを読み出した後、
0を書き込んでクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCSCRのTE、REビットを1にセット
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

SCFCRのRTRG、TTRGを設定し、
TFRST、RFRSTビットを０にクリア

使用する外部端子の設定

（TXD、RXD、SCK）

初期化終了の直前まで、TE、REビットは0にしておい

てください。TIE、RIE、TE、REビットが0にクリアさ

れているかを確認してください。

CKE[1:0]ビットを設定します。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

使用する外部端子の設定を行います。受信時にはRXD

入力、送信時にはTXD出力になるように設定します。

SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットし

ます。またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。

この時点でTXD、RXD、SCK端子が使用可能となりま

す。送信時にはTXD端子はマーク状態となります。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）
SCSCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

（1）

（2）

（3）

（5）

（4）

 

図26.10 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（d） シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 26.11にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

送信開始

TDFE = 1?

全データ送信？

Yes

No

No

No

Yes

Yes

TEND = 1?

終了

SCFSR TDFE

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビット、TENDビットを
0にクリア

SCFSRの TENDフラグを読み出し

SCSCR TE 0

（1）

（2）

（3）

SCIFの初期化：

「図26.10　SCIFの初期化フローチャートの例」を参照

してください。

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：

SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した後、

SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグを0にク

リアしてください。TDFEフラグの0から1への変化は、

TXI割り込みによっても知ることができます。 

シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1を

読み出して書き込み可能であることを確認した後に

SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0に

クリアしてください。

（1）

（2）

（3）

初期化

 

図26.11 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このときSCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプ

ティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

SCIFは、入力クロックに同期してデータを出力します。 

シリアル送信データは、LSBから順にTXD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと、

最終ビットを送り出した後、SCFSRのTENDフラグを1にセットし、トランスミットデータ端子（TXD端子）

は状態を保持します。 

 

図 26.12に SCIFの送信時の動作例を示します。 

同期
クロック

1フレーム

シリアル
データ ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータ書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

LSB

TDFE

TEND

MSB

TXI割り込み
要求の発生

 

図26.12 SCIFの送信時の動作例 
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（e） シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 26.13、図 26.14にシリアル受信のフローチャート例を示します。 

シリアルデータの受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必

ず、SCLSRの ORERビット、SCFCRの PERC、FERCの各ビットが 0にクリアされていることを確認してくださ

い。 

受信開始

RDF = 1?

ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

終了

エラー処理

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCFRDR  
SCFSR RDF 0

SCSCR RE 0

SCIFの初期化：

「図26.10 SCIFの初期化フローチャートの例」を参照

してください。

受信エラー処理：

受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラ

グを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、

ORERフラグを0にクリアしてください。

ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開で

きません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し

SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、

SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを0にク

リアします。RDFフラグの0から1への変化はRXI割り込

みによっても知ることができます。

シリアル受信の継続手順：

シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内のデータ

を少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDFフラ

グの1を読み出した後0を書き込んでください。

SCFRDR内の受信データ数はSCFDRを読み出すことで

知ることができます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（1）

（2）

（3）

（4）

初期化

 

図26.13 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理

ORER = 1?
No

Yes

終了

オーバランエラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

 

図26.14 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

 

SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは同期クロックの出力に同期して受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIFは受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、このチェックが

パスしたときSCFRDRに受信データが格納されます。 

エラーチェックでオーバランエラーを検出すると以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータフル割り込み

（RXI）要求を発生します。 

また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビット、またはREIEビットが1にセットされているとブ

レーク割り込み（BRI）要求を発生します。 
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図 26.15に SCIFの受信時の動作例を示します。 

同期
クロック

1フレーム

シリアル
データ ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み処理ルー
チンでSCFRDRのデ
ータを読み出し、RDF
フラグを0にクリア

LSB

RDF

ORER

MSB

RXI割り込み
要求の発生

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図26.15 SCIFの受信時の動作例 

 



 

26. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  26-39 

2013.01.18  

 

SH7724 

（f） シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 26.16にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってく

ださい。 

送受信開始

TDFE = 1?

ORER = 1?

No

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

終了

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

Yes

Yes

RDF = 1?

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（5）

（4）

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

エラー処理

SCIFの初期化：
「図26.10　SCIFの初期化フローチャートの例」を参照
してください。

SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE＝1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグを
0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、
TXI割り込みによっても知ることができます。

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラ
グを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開
できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDRフラグを0に
クリアします。RDFフラグが0から1への変化はRXI割り
込みによっても知ることができます。

シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームの
MSBを受信する前に、RDFフラグとSCFRDRの読み出
し、RDFフラグの0クリアを終了しておいてください。ま
た、現在のフレームのMSBを送信する前にTDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認してく
ださい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフ
ラグを0にクリアしておいてください。

送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるとき
にはTEビットとREビットを0にクリアしてからTEビット
とREビットを同時に1にセットしてください。

【注】

 

図26.16 シリアル送受信のフローチャートの例 
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26.5 SCIF割り込み要因と DMAC 

SCIFはチャネルごとに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、

受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持ってい

ます。しかし、INTEVTのコードは 1チャネルに 1つしか割り当てられていないため、割り込み要因の判定はソ

フトウェアで行う必要があります。 

各割り込み要因は、チャネルごと独立に、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、許可または禁止設定できます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要

求と送信FIFOデータエンプティDMA転送要求が発生します。TIEビットによりTXIが禁止されている場合、TDFE

フラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求のみが発生します。送信 FIFOデータ

エンプティ DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求と受信 FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RXIが禁止されている

場合、RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生しま

す。受信 FIFOデータフル DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。なお、DRフ

ラグが 1にセットされたことによる RXI割り込みまたは受信 FIFOデータフル DMA転送要求は、調歩同期式モー

ド時のみ発生します。 

SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされると、BRI割り込み要求が発生します。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFの設定を行って

ください。また、割り込みコントローラへ RXI、TXI割り込み要求を出さない設定にしてください。割り込み要

求を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係に

DMACによってクリアされます。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求だけを出すことができます。 
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26.6 使用上の注意事項 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（a） SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグについて 

SCFSRの TDFEフラグは、SCFTDR内に書き込んだ送信データ数が SCFCRの TTRG[1:0]ビットで設定した送信

トリガ数以下になったとき、セットされます。TDFEがセットされた後、SCFTDRの空きデータ数まで送信データ

を書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。 

しかし、TDFEフラグは、SCFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出し

後、0にクリアしても再び 1にセットされます。TDFEのクリアは、送信トリガ数より多い送信データが SCFTDR

に格納されたときに行ってください。 

SCFTDR内の送信データ数は、SCFDRで知ることができます。 
 

（b） SCFRDRの読み出しと RDFフラグについて 

SCFSRの RDFフラグは、SCFRDR内の受信データ数が SCFCRの RTRG[1:0]ビットで設定した受信トリガ数以

上になったとき、セットします。RDFがセットされた後、SCFRDRからトリガ数分の受信データを読み出すこと

で効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、読み出し後も SCFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1に

セットされますので、SCFRDR内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDF

フラグの 1を読み出し 0にクリアしてください。 

SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRで知ることができます。 
 

（c） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIFは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 26.17に示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 15 0 1 2 3 4 5
基本クロック

16クロック

8クロック

-7.5クロック +7.5クロック

スタートビット D0 D1
受信データ
（RXD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング  

図26.17 受信データサンプリングタイミング 
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したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝  （0.5－　　 ）－（L－0.5）F－ 　　　　　（1＋F） ×100％……式（1）　　
1

2N

｜D－0.5｜

N  
 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 
 

D ＝0.5、F＝0のとき 

M ＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

 ＝46.875％ ……式（2） 
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
 

（d） DMAC使用時 

DMACを使って送受信を行う場合は、割り込みコントローラへ RXI、TXI割り込み要求を出さない設定にして

ください。割り込み要求を出す設定にした場合でも、割り込みコントローラへの割り込み要求は、割り込み処理

プログラムとは無関係に DMACによってクリアされます。 
 

（e） 割り込み 

割り込み要因はチャネルごとに 4要因ずつありますが、INTEVTのコードは 1チャネルに 1つしかありません。

したがって、割り込み要因の特定は、ソフトウェアで行う必要があります。 
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27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェ
ース A（SCIFA） 

本 LSIは、FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース A（SCIFA：Serial Communication 

Interface with FIFO）を 3チャネル（チャネル 3～チャネル 5）内蔵しています。 

SCIFAは、調歩同期式とクロック同期式のシリアル通信ができます。 

送受信 FIFOレジスタおのおのに 64段のバッファを内蔵しており、効率の良い高速連続通信が可能です。 

27.1 特長 

• シリアル通信モードを調歩同期式モードまたはクロック同期式モードから選択可能 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• 送受信クロックソース：ボーレートジェネレータからの内部クロック、またはSCK端子からの外部クロック

から選択可能 

• 6種類の割り込み要因（調歩同期式モード時） 

送信データストップ割り込み、送信FIFOデータエンプティ、受信FIFOデータフル、受信エラー（フレーミン

グエラー／パリティエラー）割り込み、ブレーク受信割り込み、レシーブデータレディ割り込みの6種類の 

割り込み要因があります。各割り込み要因による割り込みのベクタは共通です。 

• 2種類の割り込み要因（クロック同期式モード時） 

• 送信FIFOデータエンプティ時と送信データストップ時、受信FIFOデータフル時にDMAコントローラ

（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。ただし、送信FIFOデータエンプティと送信 

データストップのDMAC要求は共通です。 

• チャネル3のみモデムコントロール機能（CTS、RTS）を内蔵しています。 

• 送信データストップ機能を内蔵しています。 

• SCIFAを使用しないときは、消費電力低減のため、SCIFAに対してクロックの供給を止めて動作を停止させ

ることができます。 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部および

受信部とともに64段階のFIFOバッファ構造になっていますのでシリアルデータの高速連続通信、連続受信が

できます。 
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• 調歩同期式モード 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。 

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。 

— データ長：7ビット、または8ビット 

— ストップビット長：1ビット、または2ビット 

— パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

— LSBファースト 

— 受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

— ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の 

場合、ブレークを検出します。 

 

• クロック同期式モード 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとシリアルデー

タ通信が可能です。 

— データ長：8ビット 

— LSBファースト 
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図 27.1に SCIFAのブロック図を示します。 

モジュールデータバス

バ
ス
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タ
フ
ェ
ー
ス

周
辺
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ス

SCAFRDR（64段）

SCARSRRXD

SCAFTDR（64段）

SCATSR

SCAFDR
SCAFCR
SCAFER
SCASSR
SCASCR
SCASMR 
SCATDSR

送受信 ボーレート

クロック

外部クロック

パリティ発生

パリティチェック

SCABRR

Bφ

SCIFA
割り込み

SCK

CTS

RTS

TXD

SCARSR
SCAFRDR
SCATSR
SCAFTDR
SCASMR
SCASCR

：レシーブシフトレジスタ
：レシーブFIFOデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットFIFOデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ

SCAFER
SCASSR
SCABRR
SCAFCR
SCAFDR
SCATDSR
Bφ

：FIFOエラー数レジスタ
：シリアルステータスレジスタ
：ビットレートレジスタ
：FIFOコントロールレジスタ
：FIFOデータ数レジスタ
：トランスミットデータストップレジスタ
：バスクロック

SCIFA

ジェネレータコントロール

【記号説明】

 

図 27.1 SCIFAのブロック図 
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27.2 入出力端子 

SCIFAの端子構成を表 27.1に示します。 
 

表 27.1 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

SCIF3_SCK 入出力 クロック入出力 

SCIF3_RXD 入力 受信データ入力 

SCIF3_TXD 出力 送信データ出力 

SCIF3_CTS 入力 送信可 

3 

SCIF3_RTS 出力 送信要求 

SCIF4_SCK 入出力 クロック入出力 

SCIF4_RXD 入力 受信データ入力 

4 

SCIF4_TXD 出力 送信データ出力 

SCIF5_SCK 入出力 クロック入出力 

SCIF5_RXD 入力 受信データ入力 

5 

SCIF5_TXD 出力 送信データ出力 

【注】 本文中では、チャネルを省略し、総合の略称として SCK、RxD、TxD、CTS、RTSを使用します。 
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27.3 レジスタの説明 

SCIFAのレジスタ構成を表 27.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 27.3に示しま

す。 
 

表 27.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

シリアルモードレジスタ A3 SCASMR3 R/W H'A4E3 0000 16 

ビットレートレジスタ A3 SCABRR3 R/W H'A4E3 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ A3 SCASCR3 R/W H'A4E3 0008 16 

トランスミットデータストップレジスタ A3 SCATDSR3 R/W H'A4E3 000C 8 

FIFOエラー数レジスタ A3 SCAFER3 R H'A4E3 0010 16 

シリアルステータスレジスタ A3 SCASSR3 R/W* H'A4E3 0014 16 

FIFOコントロールレジスタ A3 SCAFCR3 R/W H'A4E3 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ A3 SCAFDR3 R H'A4E3 001C 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ A3 SCAFTDR3 W H'A4E3 0020 8 

レシーブ FIFOデータレジスタ A3 SCAFRDR3 R H'A4E3 0024 8 

シリアルモードレジスタ A4 SCASMR4 R/W H'A4E4 0000 16 

ビットレートレジスタ A4 SCABRR4 R/W H'A4E4 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ A4 SCASCR4 R/W H'A4E4 0008 16 

トランスミットデータストップレジスタ A4 SCATDSR4 R/W H'A4E4 000C 8 

FIFOエラー数レジスタ A4 SCAFER4 R H'A4E4 0010 16 

シリアルステータスレジスタ A4 SCASSR4 R/W* H'A4E4 0014 16 

FIFOコントロールレジスタ A4 SCAFCR4 R/W H'A4E4 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ A4 SCAFDR4 R H'A4E4 001C 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ A4 SCAFTDR4 W H'A4E4 0020 8 

レシーブ FIFOデータレジスタ A4 SCAFRDR4 R H'A4E4 0024 8 

シリアルモードレジスタ A5 SCASMR5 R/W H'A4E5 0000 16 

ビットレートレジスタ A5 SCABRR5 R/W H'A4E5 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ A5 SCASCR5 R/W H'A4E5 0008 16 

トランスミットデータストップレジスタ A5 SCATDSR5 R/W H'A4E5 000C 8 

FIFOエラー数レジスタ A5 SCAFER5 R H'A4E5 0010 16 

シリアルステータスレジスタ A5 SCASSR5 R/W* H'A4E5 0014 16 

FIFOコントロールレジスタ A5 SCAFCR5 R/W H'A4E5 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ A5 SCAFDR5 R H'A4E5 001C 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ A5 SCAFTDR5 W H'A4E5 0020 8 

レシーブ FIFOデータレジスタ A5 SCAFRDR5 R H'A4E5 0024 8 

【注】 * ビット 9～7、5、4、1、0は、フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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表 27.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

SCASMR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCABRR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASCR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCATDSR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFER3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASSR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFCR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFTDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFRDR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASMR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCABRR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASCR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCATDSR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFER4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASSR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFCR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFDR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFTDR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFRDR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASMR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCABRR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASCR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCATDSR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFER5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASSR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFCR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFDR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFTDR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFRDR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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27.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCARSR） 

SCARSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFAは、SCARSRに RxD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCAFRDRへ転送されます。 

CPUから直接 SCARSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

27.3.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCAFRDR） 

SCAFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 64段の FIFOレジスタです。 

SCIFAは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCARSRから SCAFRDRへ受信したシリアルデー

タを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCARSRは受信可能になり、SCAFRDRがいっぱいにな

る 64バイトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCAFRDRは、読み出し専用レジスタですので CPUから書き込むことはできません。 

また、SCAFRDRに受信データがない状態で読み出した値は不定値になります。SCAFRDR内の受信データがい

っぱいになると、以降のシリアルデータは失われます。 
 

初期値：
R/W：

SCFRD[7:0]

－－－－－－－－
RRRRRRRR

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCFRD[7:0] 不定 R シリアル受信データ用 FIFO 

 

27.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCATSR） 

SCATSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFAは、SCAFTDRから送信データをいったん SCATSRに転送し、LSB（ビット）から順に TxD端子に送り

出すことでシリアルデータ送信を行います。 

1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCAFTDRから SCATSRへ次の送信データを転送し、送信を開始

します。 

CPUから、直接 SCATSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
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27.3.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCAFTDR） 

SCAFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 64段 FIFOレジスタです。 

SCIFAは、送信データが SCAFTDRに書き込まれたとき、SCATSRが空ならば、SCAFTDRに書き込まれた送

信データを SCATSRに転送してシリアル送信を開始します。 

SCAFTDRは、書き込み専用レジスタですので CPUから読み出すことはできません。 

SCAFTDR内の送信データが 64バイトでいっぱいのときは、次のデータを書き込むことはできません。書き込

んだデータは無視されます。 
 

初期値：
R/W：

SCFTD[7:0]

－－－－－－－－
WWWWWWWW

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCFTD[7:0] 不定 W シリアル送信データ用 FIFO 

 

27.3.5 シリアルモードレジスタ（SCASMR） 

SCASMRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SCIFAのシリアル通信フォーマットの設定

と、ボーレートジェネレータのクロックソース、サンプリングレートを選択します。 
 

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR

初期値：
R/W：

CKS[1:0]—STOPOEPECHRCASRC[2:0]—————

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 SRC[2:0] 000 R/W サンプリングコントロール 

サンプリングレートを選択します。 

000：サンプリングレート 1/16 

001：サンプリングレート 1/5 

010：サンプリングレート 1/7 

011：サンプリングレート 1/11 

100：サンプリングレート 1/13 

101：サンプリングレート 1/17 

110：サンプリングレート 1/19 

111：サンプリングレート 1/27 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CA 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFAの動作モードを調歩同期式モードとクロック同期式モードのいずれ

かから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

データ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選択します。 

本ビットは調歩同期式モード時のみ有効です。クロック同期式モードでは、

CHRビットの設定にかかわらず、データ長は 8ビットデータ固定です。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ* 

【注】 * 7ビットデータを選択した場合、SCAFTDRの MSB（ビット 7）

は送信されません。 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティビットのチェックを行

うかどうかを選択します。本設定は、調歩同期式モード時のみ有効です。ク

ロック同期式モードでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビットの

付加およびチェックは行いません。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】 * PEビットに 1をセットすると送信時には、OEビットで指定した

偶数、または奇数パリティを送信データに付加して送信します。

受信時には、受信したパリティビットが OEビットで指定した偶

数、または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。 

4 OE 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれで

行うかを選択します。OEビットの設定は、PEビットに 1を設定しパリテ

ィビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になります。パリティの

付加やチェックを禁止している場合には、OEビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるよう

にパリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その

中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるよう

にパリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その

中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

ストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれかから選択します。 

なお、受信時には STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビ

ットの 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が 1

の場合は、ストップビットとして扱いますが、0の場合は、次の送信キャラ

クタのスタートビットとして扱います。本設定は調歩同期式モード時のみ有

効です。クロック同期式モードでは、ストップビットは付加されませんので、

このビットの設定は無効です。 

0：1ストップビット*1 

1：2ストップビット*2 

【注】 *1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップ

ビット）を付加して送信します。 

 *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップ

ビット）を付加して送信します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CKS[1:0] 00 R/W クロックセレクト 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：Bφ 

01：Bφ/4 

10：Bφ/16 

11：Bφ/64 

【注】 Bφ：バスクロック 

【注】 クロック同期式モード時では、CKS1、0ビット以外は 0に固定されます。 

 

27.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCASCR） 

SCASCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SCIFAの送信／受信動作、割り込み要求の許

可／禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行います。 
 

R/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/W

初期値：
R/W：

CKE[1:0]——RETERIETIEDRIEBRIEERIETSIE——RDR
QE

TDR
QE

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TDRQE 0 R/W トランスミットデータ転送要求イネーブル 

送信時の TIE＝1かつ送信 FIFOエンプティ発生時に、送信 FIFOエンプテ

ィ割り込み／DMA転送要求とするかを切り替えます。 

0：CPUへ割り込み要求を発行します 

1：DMACへ送信データ転送要求を発行します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 RDRQE 0 R/W レシーブデータ転送要求イネーブル 

受信時の RIE＝1かつ受信 FIFOデータフル発生時に、受信 FIFOデータフ

ル割り込み／DMA転送要求とするかを切り替えます。 

0：CPUへ割り込み要求を発行します 

1：DMACへ受信データ転送要求を発行します 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 TSIE 0 R/W トランスミットデータストップインタラプトイネーブル 

SCAFCRの TSEビットがイネーブルでかつ SCASSRの TSFフラグが 1に

セットされたとき、トランスミットデータストップ要因による割り込みの発

生を許可／禁止します。 

0：送信データストップ割り込みを禁止* 

1：送信データストップ割り込みを許可 

【注】 * 割り込み要求の解除は、TSFフラグの 1を読み出した後、0にク

リアするかまたは TSIEを 0にクリアすることで行うことができ

ます。 

10 ERIE 0 R/W 受信エラーインタラプトイネーブル 

SCASSRの ERフラグが 1にセットされたとき、受信エラー（フレーミン

グエラー／パリティエラー）要因による割り込みの発生を許可／禁止しま

す。 

0：受信エラー割り込みを禁止* 

1：受信エラー割り込みを許可 

【注】 * 割り込み要求の解除は、ERフラグの 1を読み出した後、0にクリ

アするか、ERIEビットを 0にクリアすることで行えます。 

9 BRIE 0 R/W ブレークインタラプトイネーブル 

SCASSRの BRKフラグが 1にセットされたとき、ブレーク受信要因による

割り込みの発生を許可／禁止します。 

0：ブレーク受信割り込みを禁止* 

1：ブレーク受信割り込みを許可 

【注】 * 割り込み要求の解除は、BRKフラグの 1を読み出した後、0にク

リアするか、BRIEビットを 0にクリアすることで行えます。 

8 DRIE 0 R/W レシーブデータレディインタラプトイネーブル 

SCASSRの DRフラグが 1にセットされたとき、レシーブデータレディ要

因による割り込みの発生を許可／禁止します。 

0：レシーブデータレディ割り込みを禁止* 

1：レシーブデータレディ割り込みを許可 

【注】 * 割り込み要求の解除は、DRフラグの 1を読み出した後、0にクリ

アするか、DRIEビットを 0にクリアすることで行えます。 



 

27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース A（SCIFA） 

27-12  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCASSRの TDFEフラグが 1にセットされたときに、送信 FIFOデータエ

ンプティ要因による割り込み要求の発生を許可／禁止します。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み要求を禁止* 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み要求を許可 

【注】 * 割り込み要求の解除は、SCAFTDRに送信トリガ設定数より多い

送信データを書き込み、TDFEフラグの 1を読み出した後、0に

クリアするか、または TIEを 0にクリアすることで行うことがで

きます。 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

SCASSRの RDFフラグが 1にセットされたときの受信 FIFOデータフル要

因による割り込み要求の発生を許可／禁止します。 

0：受信 FIFOデータフル割り込み要求を禁止* 

1：受信 FIFOデータフル割り込み要求を許可 

【注】 * 割り込み要求の解除は、RDFフラグの 1を読み出した後、0にク

リアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行えます。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

シリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】 * TEビットを 1にセットする前に必ず SCASMR、SCAFCRの設定

を行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセットして

ください。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

シリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】 *1 REビットを 0にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、

PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますの

で注意してください。 

 *2 REビットを 1にセットする前に必ず SCASMR、SCAFCRの設

定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセットし

てください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 CKE[1:0] 00 R/W クロックイネーブル 

クロックソースを設定します。SCASMRで SCIFAの動作モードを決定する

前に、必ず CKE[1:0]ビットの設定をしてください。 

• 調歩同期式 

00：内部クロック／SCK端子は入力端子（入力信号は無視）*1 

01：設定禁止 

10：外部クロック／SCK端子はクロック入力*３ 

11：設定禁止 

• クロック同期式 

00：設定禁止 

01：内部クロック／SCK端子は同期クロック出力*2 

10：外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

11：設定禁止 

【注】 *1 内蔵ボーレートジェネレータでデータサンプリングする場合

は、CKE[1:0]を 00に設定してください。 

 *2 出力クロックの周波数はビットレートと同じ 

 *3 サンプリングレートに合わせたクロックを入力してください。

たとえば、サンプリングレートが 1/16の場合、ビットレート

の 8倍の周波数のクロックを入力してください。 

外部クロックを入力しない場合は、CKE[1:0]を 00に設定して

ください。 

 

27.3.7 FIFOエラー数レジスタ（SCAFER） 

SCAFERは、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、データの受信エラー（フレーミングエラー／パリティエ

ラー）数を示します。 
 

初期値：
R/W：

FER[5:0]——PER[5:0]——

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～8 PER[5:0] 000000 R パリティエラー数 

調歩同期式モード時に、SCAFRDRに格納されている受信データでパリテ

ィエラーの発生しているデータ数を示します。 

SCASSRの ERビットがセットされた後、PER[5:0]ビットで示される値が

パリティエラー発生データ数を表示します。 

SCAFRDRの 64バイトの受信データすべてがパリティエラーを伴う場合、

PER[5:0]ビットは 0を表示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 FER[5:0] 000000 R フレーミングエラー数 

調歩同期式モード時に、SCAFRDRに格納されている受信データでフレー

ミングエラーの発生しているデータ数を示します。 

SCASSRの ERビットがセットされた後、FER[5:0]ビットで示される値が

フレーミングエラーの発生しているデータ数を表示します。 

SCAFRDRの 64バイトの受信データすべてがフレーミングエラーを伴う場

合、FER[5:0]ビットは 0を表示します。 

 

27.3.8 シリアルステータスレジスタ（SCASSR） 

SCASSRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ステータスを示します。 

ただし、ORER、TSF、ER、TDFE、BRK、RDF、DRの各フラグへ 1を書き込むことはできません。また、こ

れらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく必要があります。また、TENDフラグ、FERフ

ラグおよび PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 

R/(W)*R/(W)*RRR/(W)*R/(W)*RR/(W)*R/(W)*R/(W)*RRRRRR

初期値：
R/W：

RDF DRPERFERBRKTDFETENDERTSFORER——————

0000011000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 ORER 0 R/(W)* オーバランエラーフラグ 

受信時にオーバランエラーが発生したことを示します。 

本ビットは調歩同期式モード時のみ有効となります。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

• 受信 FIFOフルの状態で次のシリアル受信を完了したとき 

【注】 *1 SCASCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラ

グは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 SCAFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを

保持し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER＝

1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはで

きません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 TSF 0 R/(W)* トランスミットデータストップフラグ 

送信データ数が、SCATDSRの設定値と一致したことを示します。 

0：送信データ数が SCATDSRの値と一致していない 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• TSF＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：送信データ数が SCATDSRの値と一致 

7 ER 0 R/(W)* レシーブエラー 

調歩同期式モード時、受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生し

たことを示します。*1 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していない 

ことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを

表示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかど

うかをチェックし、ストップビットが 0であったとき*2 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が SCASMR

の OEビットで指定した偶数／奇数パリティの設定と一致しなかっ

たとき 

【注】 *1 SCASCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは

影響を受けず以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生し

ても受信データは SCAFRDRに転送され、受信動作を続けます。 

SCAFRDRから読み出したデータに受信エラーがあるかどうか

は、SCASSRの FER、PERビットで判定できます。 

 *2 ストップレングスが 2ビットのときは 1ビット目のストップビッ

トが 1であるかどうかのみを判定し 2ビット目のストップビット

はチェックしません。 

6 TEND 1 R トランスミットエンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に SCAFTDRに有効なデータがな

く、送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCAFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの送信時に SCAFTDRに送信デ

ータがないとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TDFE 1 R/(W)* トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCAFTDRから SCATSRにデータ転送が行われ、SCAFTDR内のデータ数

がSCAFCRのTTRG[1:0]ビットで設定した送信トリガデータ数以下になり、

SCAFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示します。 

0：SCAFTDRに送信トリガ設定数より多い送信データが書き込まれてい

ることを表示 

［クリア条件］ 

• SCAFTDRに送信トリガ設定数を超える送信データを書き込み、

TDFE＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：SCAFTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット時 

• SCAFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数以

下になったとき* 

【注】 * SCAFTDRは 64バイトの FIFOレジスタですので TDFE＝1で書

き込むことができる最大データ数は、64－（送信トリガ設定数）

になります。これより多くデータを書き込んだ場合は無視されま

す。また、SCAFTDR内のデータ数は SCAFDRに示されます。 

4 BRK 0 R/(W)* ブレーク検出 

調歩同期式モード時、受信データのブレーク信号を検出して示します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• BRK＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示* 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き 1フレー

ム長以上スペース 0（ローレベル）の場合 

【注】 * ブレーク検出すると検出後の受信データ（H'00）の SCAFRDR転

送は停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1に戻る

と受信データの転送が再開します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モード時、SCAFRDRから読み出したデータのフレーミングエラ

ーを表示します。 

0：SCAFRDRから読み出した受信データにフレーミングエラーがない 

ことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット時 

• SCAFRDR読み出しデータにフレーミングエラーなし 

1：SCAFRDRから読み出した受信データにフレーミングエラーが発生 

していることを表示 

［セット条件］ 

• SCAFRDR読み出しデータにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モード時、SCAFRDRから読み出したデータのパリティエラーを

表示します。 

0：SCAFRDRから読み出した受信データにパリティエラーがないことを 

表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット時 

• SCAFRDR読み出しデータにパリティエラーなし 

1：SCAFRDRから読み出した受信データにパリティエラーが発生して 

いることを表示 

［セット条件］ 

• SCAFRDR読み出しデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/(W)* レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCARSRから SCAFRDRに転送され、SCAFRDR内の受

信データ数が、SCAFCRの RTRG1、RTRG0ビットで設定した受信トリガ

データ数以上になったことを示します。 

0：SCAFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表

示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット時 

• SCAFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なくなるま

で SCAFRDRを読み出し、RDF＝1を読み出した後、0を書き込んだ

とき 

1：SCAFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表

示 

［セット条件］ 

• SCAFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき* 

【注】 * SCAFRDRは 64バイトの FIFOレジスタです。RDF＝1で少なく

とも受信トリガ設定数のデータを読み出すことができます。

SCAFRDRが空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出され

ます。なお、SCAFRDR内の受信データ数は SCAFDRの下位ビッ

トに示されます。 

0 DR 0 R/(W)* レシーブデータレディ 

調歩同期式モード時、SCAFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、

かつ最後に受信したデータのストップビットから 15etu時間以上、次のデー

タが来ないことを示します。 

0：受信中または正常に受信完了して SCAFRDRに受信データが残ってい

ないことを表示 

［クリア条件］（初期値） 

• パワーオンリセット時 

• SCAFRDR内の受信データをすべて読み出し、DR＝1を読み出した

後、0を書き込んだとき 

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

• SCAFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受

信したデータのストップビットから 15etu時間以上次のデータが来

ないとき* 

【注】 * 8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5フレーム時間

に相当します。 

etu（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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27.3.9 ビットレートレジスタ（SCABRR） 

SCABRRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、SCASMRの CKS[1:0]ビットで選択されるボー

レートジェネレータの動作クロックと合わせて、シリアル送信/受信のビットレートを設定します。 
 

初期値：
R/W：

SCBRD[7:0]

11111111
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SCBRD[7:0] H'FF R/W ビットレート設定 

 

SCABRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

• 調歩同期式モードのとき 

（サンプリングレート1/16の場合） 

N ＝ { Bφ／( 32×22n-1×B ) }×106 －1 
 

（サンプリングレート1/5の場合） 

N ＝ { Bφ／( 10×22n-1×B ) }×106 －1 
 

（サンプリングレート1/11の場合） 

N ＝ { Bφ／( 22×22n-1×B ) }×106 －1 
 

（サンプリングレート1/13の場合） 

N ＝ { Bφ／( 26×22n-1×B ) }×106 －1 
 

（サンプリングレート1/27の場合） 

N ＝ { Bφ／( 54×22n-1×B ) }×106 －1 
 

• クロック同期式モードのとき 

N ＝ { Bφ／( 4×22n-1×B ) }×106 －1 
 

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータのSCABRRの設定値 

  調歩同期式モード（0≦N≦255） 

  クロック同期式モード（1≦N≦255） 

Bφ ：周辺クロック周波数（MHz） 

n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0、1、2、3） 

 （nとクロックの関係は、次表を参照してください） 
 



 

27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース A（SCIFA） 

27-20  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

表 27.4 SCASMRの設定値 

SCASMRの設定値 n クロック 

CKS[1:0] 

0 Bφ 00 

1 Bφ/4 01 

2 Bφ/16 10 

3 Bφ/64 11 

 

調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 
 

（サンプリングレート 1/16の場合） 

誤差 (%) ＝ { { Bφ／( ( N＋1 )×32×22n-1×B ) }×106 －1 }×100 
 

（サンプリングレート 1/5の場合） 

誤差 (%) ＝ { { Bφ／( ( N＋1 )×10×22n-1×B ) }×106 －1 }×100 
 

（サンプリングレート 1/11の場合） 

誤差 (%) ＝ { { Bφ／( ( N＋1 )×22×22n-1×B ) }×106 －1 }×100 
 

（サンプリングレート 1/13の場合） 

誤差 (%) ＝ { { Bφ／( ( N＋1 )×26×22n-1×B ) }×106 －1 }×100 
 

（サンプリングレート 1/27の場合） 

誤差 (%) ＝ { { Bφ／( ( N＋1 )×54×22n-1×B ) }×106 －1 }×100 
 

27.3.10 FIFOコントロールレジスタ（SCAFCR） 

SCAFCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、送信、受信おのおの FIFOレジスタのデータ

数リセット、およびトリガデータ数の設定を行います。またループバックテストの許可ビットを含んでいます。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/W

初期値：
R/W：

RFR
ST LOOPTFR

STMCETTRG[1:0]RTRG[1:0]RSTRG[2:0]———TCR
STTSE

0000000000000000

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TSE 0 R/W トランスミットデータストップイネーブル 

送信データストップ機能を許可／禁止します。本機能は、調歩同期式でのみ

設定可能です。クロック同期式では本機能はサポートしていないので、本ビ

ットは 0に設定してください。 

0：送信データストップ機能を禁止 

1：送信データストップ機能を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 TCRST 0 R/W トランスミットカウントリセット 

送信カウントを 0にクリアします。本ビットは、送信データストップ機能

使用時のみ有効となります。 

0：送信カウントリセットを禁止* 

1：送信カウントリセットを許可（0にクリア） 

【注】 * パワーオンリセット時には送信カウントリセット（0にクリア）

が行われます。 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 RSTRG[2:0] 000 R/W RTS出力アクティブトリガ 

SCAFRDR内に格納された受信データ数が下表に示すトリガ設定数以上に

なったとき、RTS信号はハイレベルになります。 

000：63 

001：1 

010：8 

011：16 

100：32 

101：48 

110：54 

111：60 

【注】 本機能はチャネル 0のみサポートします。 

7、6 RTRG[1:0] 00 R/W レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCASSRのレシーブデータフル（RDF）フラグをセットする受信データ数

を設定するビットです。 

SCAFRDR内に格納された受信データ数が下表に示す受信トリガ設定数以

上になったとき RDFフラグをセットします。 

00：1 

01：16 

10：32 

11：48 

5、4 TTRG[1:0] 00 R/W トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCASSRのトランスミット FIFOデータレジスタエンプティ（TDFE）フラ

グをセットする残りの送信データ数を設定するビットです。 

送信動作により SCAFTDR内の送信データ数が、下表に示す送信トリガ設

定数以下になったとき TDFEフラグをセットします。 

00：32（32） 

01：16（49） 

10：2（62） 

11：0（64） 

【注】（ ）内の値はフラグ発生時の SCAFTDRの空き数を示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 CTS、RTSを有効にします。 

0：モデム信号を無効* 

1：モデム信号を有効 

【注】  本機能はチャネル 0のみサポートします。 

 * CTSは入力値にかかわらず 0アクティブに、RTS0は 0に固定し

ます。 

2 TFRST 0 R/W トランスミット FIFOデータレジスタリセット 

SCAFTDR内の送信データを無効とし、空の状態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】 * パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

1 RFRST 0 R/W レシーブ FIFOデータレジスタリセット 

SCAFTDR内の受信データを無効とし、空の状態にリセットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】 * パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（TxD）と受信入力端子（RxD）、RTS端子と CTS端子を内

部で接続し、ループバックテストを可能にします。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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27.3.11 FIFOデータ数レジスタ（SCAFDR） 

SCAFDRは、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、SCAFTDRおよび SCAFRDR内に格納されているデータ

数を示します。 

T[6:0]ビットで SCAFTDR内の送信データ数を、R[6:0]ビットで SCAFRDR内の受信データ数を示します。 
 

初期値：
R/W：

R[6:0]—T[6:0]—

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～8 T[6:0] H'00 R SCAFTDR内に格納されている未送信のデータ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'40は SCAFTDRにいっぱいの送信デー

タが格納されていることを示します。 

7 － 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 R[6:0] H'00 R SCAFRDR内に格納されている受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'40は SCAFRDRにいっぱいの受信デー

タが格納されていることを示します。 

 

27.3.12 トランスミットデータストップレジスタ（SCATDSR） 

SCATDSRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットレジスタで、送信データ数を設定します。本レジスタは、

SCAFCRの TSEビットがイネーブル時のみ有効となります。送信動作は、本レジスタで設定したデータ数を送信

すると停止します。設定可能な値は、H'00（1バイト）～H'FF（256バイト）です。 

本レジスタの初期値は H'FFです。 
 

初期値：
R/W：

TDSRD[7:0]

11111111
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 TDSRD[7:0] H'FF R/W 送信データストップ設定 
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27.4 動作説明 

27.4.1 概要 

SCIFAは、キャラクタ単位で同期を取りながら通信する調歩同期モードと、クロックに同期してシリアル通信

を行うクロック同期式モードをサポートしています。 

送受信おのおのに 64段のバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能です。 
 

27.4.2 調歩同期式モード 

以下に調歩同期式モードについて説明します。 

送受信フォーマットの選択は、SCASMRで行います。これを表 27.5に示します。 
 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能 

（これらの組み合わせにより送信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、オーバランエラー、レシーブFIFOデータフル、レシーブ 

データレディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタおのおのの格納データ数を表示 

• クロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

• 内部クロックを選択した場合： 

ボーレートジェネレータのクロックで動作します。 

• 外部クロックを選択した場合： 

サンプリングレートに合わせたクロックを入力することが必要。たとえば、サンプリングレートが1/16の場

合、ビットレートの8倍の周波数のクロックを入力することが必要 

（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

 

表 27.5 SCASMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SCASMRの設定値 SCIFの送信／受信フォーマット 

ビット 6 ビット 5 ビット 3 

CHR PE STOP 

モード 

データ長 マルチプロセッサ

ビット 

パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビット 

データ 

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

1 

1 

1 

調歩同期式 

モード 

7ビット 

データ 

なし 

あり 

2ビット 
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27.4.3 調歩同期式モードのシリアル動作 

（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 27.6に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、SCASMRの設定により選択できます。 
 

表 27.6 シリアル送信／受信フォーマット 

1 2 3CHR PE STOP

STOP0 

1

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

4 5 6

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

【記号説明】
START 
STOP 
P

：スタートビット
：ストップビット
：パリティビット

SCASMRの設定

7 8 9 10 11 12

START 8ビットデータ

STOPSTART 8ビットデータ STOP

STOPP

STOP STOP

START 8ビットデータ

START 8ビットデータ

START 7ビットデータ

START 7ビットデータ

START 7ビットデータ

START 7ビットデータ

P

STOP

STOP STOP

STOPP

STOP STOPP

 
 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCASCRの CKEビットの設定により、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内

部クロックまたは、SCK端子から入力された外部クロックの 2種類から選択できます。 

外部クロックを SCK端子に入力する場合には、サンプリングレートに合わせたクロックを入力してください。

たとえば、サンプリングレートが 1/16の場合、ビットレートの 8倍の周波数のクロックを入力してください。 
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（3） データの送信／受信動作 

（a） SCIFAの初期化 

データの送信／受信前には、まず SCASCRの TEビット、および REビットを 0にクリアした後、以下の順で

SCIFAを初期化してください。 

通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび REビットを 0にクリアしてから次の手順で変

更を行ってください。TEビットを 0にクリアすると、SCATSRが初期化されます。TE、REビットを 0にクリア

しても、SCASSR、SCAFTDRおよび、SCAFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

TEビットの 0クリアは、送信データをすべて送信し SCASSRの TENDビットが 1にセットされた後に行って

ください。送信中でも 0クリア可能ですが、送信中のデータは 0クリア後、ハイインピーダンス状態になります。

また、再度 TEビットを 1にセットして送信開始する前に、SCAFCRの TFRSTビットをいったん 1にセットして

SCAFTDRをリセットしてください。 

図 27.2に SCIFAの初期化フローチャートの例を示します。 

SCASCRのTE、REビットを0にクリア

初期化
SCASCRにクロック選択を設定してください。
なお、RIE、TIEおよびTE、REビットは必ず0を
設定してください。

SCASMRに動作クロックソースを設定します。

SCABRRにビットレートに対する値を書き込みます。
ただし、外部クロックを使用する場合には必要あり
ません。

少なくとも1ビット期間待ってから、SCASCRのTE
ビットまたはREビットを1にセットします。また、
RIE、TIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定することによりTXD、RXD端子
が使用可能となります。送信時にはマーク状態となり、
受信時にはアイドル状態になります。

（1）

（2）

（3）

（4）

SCAFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセット

SCASCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TE、REビットは0）

SCASMRに動作クロックソースを設定

SCABRRに値を設定

1ビット期間経過？
No

Yes

Wait

SCAFCRのRTRG1,0、TTRG1,0
ビットを設定
TFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCASCRのTE、REビットを1にセット、
およびRIE、TIEビットを設定

終了  

図 27.2 SCIFAの初期化フローチャートの例 
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（b） シリアルデータ送信 

図 27.3にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFAを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

SCASSRのTDFEビットを読み出し

SCASSRのTENDビットを読み出し

送信開始
SCIFAのステータスのチェックと送信データの書き込み：
SCASSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを
確認した後、SCAFTDRに送信データを書き込み、
TDFEフラグとTENDフラグの1を読み出した後、これら
のフラグを0にクリアします。
書き込み可能な送信データバイト数は
｛64－(送信トリガ設定数)｝となります。

シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグの1を
読み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCAFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEビットを
0にクリアしてください。

シリアル送信の終わりのブレーク出力：
シリアル転送時にブレーク出力するときには、TxDと
マルチプレクスされているポートのデータレジスタ
（PxDR）、コントロールレジスタ（PxCR）をセット
した後にシリアルコントロールレジスタ（SCASCR）
のTEビットを0にクリアします。
ステップ1、2において、FIFOデータレジスタ
(SCAFDR)の上位8ビットで示されるSCAFTDRの送信
データバイト数により、書き換え可能なデータバイト数
を確認することができます。

（1）

（2）

（3）

SCAFTDRに送信データ、
｛64－(送信トリガ設定数)｝データ
を書き込み、SCASSRのTDFE、TEND
ビットの1を読み出した後、0にクリア

SCAPDRとSCAPCRをセット

SCASCRのTEビットを0クリア

TDFE＝1？

全データ送信？

TEND＝1？

ブレーク出力

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

Yes

送信完了  

図 27.3 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFAはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFAは、SCAFTDRにデータが書き込まれると、SCAFTDRからSCATSRにデータを転送し、送信を開始し

ます。SCAFTDRにはSCASSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書

き込み可能なデータ数は少なくとも｛64－（送信トリガ設定）｝数です。 

2. SCAFTDRからSCATSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCAFTDRに送信データがなくなるまで連

続して送信動作を続けます。途中、SCAFTDR内の送信データ数がSCAFCRで設定した送信トリガ数以下にな

ったとき、TDFEフラグをセットします。 

このとき、SCASCRのTIEビットが1にセットされていると、送信FIFOデータエンプティ要因による割り込み

要求を発生します。 

送信データストップ機能使用時、SCATDSRに設定したデータ数と一致すると、送信動作を停止し、SCASSR

のTSFフラグをセットします。このとき、SCASCRのTSIEビットが1にセットされていると、送信データスト

ップ要因による割り込み要求を発生します。ただし、送信FIFOデータエンプティ割り込みと送信データスト

ップ割り込みのベクタは共通です。 

 

シリアル送信データは、以下の順に TxD端子から送り出されます。 

a. スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

b. 送信データ：8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

c. パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

d. なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

e. ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

f. マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. SCIFAは、ストップビットを送出するタイミングでSCAFTDRの送信データをチェックします。 

データがある場合は、SCAFTDRからSCATSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレー

ムのシリアル送信を開始します。 

送信データがない場合は、SCASSRのTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出した後、1を出力

するマーク状態になります。 
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調歩同期式モードの送信時の動作例を図 27.4に示します。 

TDFE

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

TEND

送信FIFOデータ
エンプティ要因
による割り込み
要求の発生

送信FIFOデータ
エンプティ要因
による割り込み処理
ルーチンでSCAFTDR
にデータを書き込み、
TDFEフラグの1を
読み取った後、0にクリア

送信FIFOデータ
エンプティ要因
による割り込み
要求の発生

1フレーム

スタート
ビット

シリアル
データ

スタート
ビットデータ データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル
状態

(マーク状態)

 

図 27.4 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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（c） 送信データストップ機能 

送信データストップ機能とは、SCATDSRレジスタの値と送信データ数が一致すると、送信動作を停止する機能

です。TSIEビット（割り込みイネーブルビット）をセットしておくことで、割り込みの発生および DMACの起

動を行うことができます。 

送信データストップ機能の動作例を図 27.5に示します。 

TSFフラグ

0 0/1D0 D1 D6 D7 0 0/1D0 D1 D6 D7

スタート
ビット

送信データ
TXD

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

 

図 27.5 送信データストップ機能の動作例 

 

次に、送信データストップ機能のフローチャートを図 27.6に示します。 

SCATDSRに送信数をセット

送信開始
SCATDSRに送信データストップ数をセット
し、SCAFCRのTSEビットに1をセットしてください。
割り込みをイネーブルする場合は、TSIEビットにも 
1をセットしてください。

SCASSRのTSFビットが1であるなら、1を読み出した
後、0にクリアしてください。この状態で、SCAFTDR
レジスタに送信データを書き込むと送信動作を開始
します。

TSFビットが1にセット（送信データストップ数と
送信データ数が一致）されると、送信動作が停止し
ます。
TSIEビットが1であるなら、割り込みが発生します。

シリアル送信の継続手順：
SCAFCRのTCRSTビットに1をセットし、送信カウン
タをクリアし、その後TCRSTビットを0にクリアして
ください。
その後は、(1)、(2)、(3)の手順を行ってください。

（1）

（2）

（3）

SCAFCRのTSEビットに1をセット。
およびTSIEビットを1にセット

SCASSRのTSFビットを読み出し。
1であるなら、TSFビットの1を読み
出した後、0にクリア

TSF＝1？
No

Yes

送信完了  

図 27.6 送信データストップ機能のフローチャート 
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（d） シリアルデータ受信 

図 27.7、図 27.8にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFAを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従い行ってください。 

SCASSRのPER、FER
フラグビットを読み出し

SCASSRのRDFのフラグ読み出し

SCASCRのREビットを0クリア

受信開始

エラー処理

受信エラー処理とブレークの検出
受信エラーが発生した時には、SCASSRのDR、ER、
BRKの各フラグを読み出してエラーを判定し、所定
のエラー処理を行った後、DR、ER、BRKの各フラ
グをすべてに0にクリアしてください。また。フレー
ミングエラー時に、RXD端子の値を読み出すことで
ブレークの検出ができます。

SCIFAの状態を確認して受信データを読み出し：
SCASSRを読み出して、RDFフラグが1であることを
確認した後、SCAFRDRの受信データを読み出し、
RDFフラグの1を読み出した後、0にクリアします。
RDFフラグが0から1に変化したことは、RXI割り込み
によって知ることができます。

シリアル受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、少なくとも
SCAFRDRの受信データバイトの受信トリガ設定数を
読み出し、RDFフラグから1を読み出した後、0にク
リアします。
SCAFRDRの受信データバイト数はSCAFDRの下位
ビットを読み出すことによって確認できます。

（1）

（2）

（3）

SCAFRDRの受信データを読み出し、
SCASSRのRDFフラグを0にクリア

PERまたはFER＝1？

RDF＝1？

全データ受信？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

受信完了  

図 27.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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受信エラー処理

ブレーク処理

SCAFRDRの受信データの読み出し

SCASSRのDR、ER、
BRKフラグを0にクリア

エラー処理

終了

SCAFRDRから読み出した受信データにフレーミングエラー
かパリティエラーが発生したかどうかは、SCASSRのFER、
PERビットから確認できます。

ブレーク信号の受信時、BRKフラグがセットされている場合、
受信データは、SCAFRDRに転送されていません。
ただし、SCAFRDRの最後尾のデータはH'00でフレーミング
エラーが発生したブレークデータが格納されていることに
注意してください。

（1）

（2）

ER＝1？

BRK＝1？

DR＝1？

No

Yes

No

Yes

No

Yes

 

図 27.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

 

SCIFAは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFAは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCARSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビット、およびストップビットを受信します。 

 

受信後、SCIFAは以下のチェックを行います。 

a. ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

b. 受信データをSCARSRからSCAFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。 

c. ブレークチェック：BRKフラグが0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。 

 

以上のチェックがパスしたとき、SCAFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 受信エラー（フレーミングエラー／パリティエラー）が発生しても受信動作を続けます。 
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4. RDFフラグが1になったとき、SCASCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータフル要因によ

る割り込み要求を発生します。また、ERフラグが1になったとき、SCASCRのERIEビットが1にセットされて

いると受信エラー要因による割り込み要求を発生します。 

BRKフラグが1になったとき、SCASCRのBRIEビットが1にセットされていると、ブレーク受信要因による割

り込み要求を発生します。 

DRフラグが1になったとき、SCASCRのDRIEビットが1にセットされていると、レシーブデータレディ要因

による割り込み要求を発生します。ただし、各要因で発生する割り込みのベクタは共通です。 

 

受信時の動作例を図 27.9に示します。 

RDF

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

FER

受信FIFOデータフル要因
による割り込み処理
ルーチンでデータを
読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後
0にクリア

受信エラーで
受信エラー要因による
割り込み要求の発生

受信FIFOデータフル
要因による割り込み
要求の発生

1フレーム

スタート
ビット

シリアル
データ

スタート
ビットデータ データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル状態
(マーク状態)

 

図 27.9 SCIFAの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

SCIFAは、モデム機能を持っています。モデム機能を使用した場合、CTS入力値に応じて送信を停止、再開す

ることができます。CTSが 1にセットされると、送信中である場合、1フレームの送信後マーク状態になります。

CTSが 0にセットされると、次の送信データをスタートビットを先頭に出力します。 

CTS制御の動作例を図 27.10に示します。 

CTS

0 0/1D0 D1 D6 D6D7 0 0/1D0 D1 D7

CTSがハイレ
ベルになると
送信動作停止

ストップビットよりも前に立ち上げてください。

CTSがローレ
ベルになると
送信動作再開

スタート
ビット

送信データ
TxD

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

 

図 27.10 CTS制御の動作例 
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また、モデム機能を使用した場合、受信 FIFO（SCAFRDR）が RTS出力トリガ数以上になったとき、RTS信号

はハイレベルになります。 

次に RTS制御の動作例を図 27.11に示します。 

RTS

0 0/1D0 D1 D6 D7

受信データがRTS出力
トリガ数以上になると
ハイレベルとなる

受信データがRTS出力
トリガ数より少なくなると
ローレベルとなる

スタート
ビット

受信データ
RxD

パリティ
ビット

ストップ
ビット

 

図 27.11 RTS制御の動作例 

27.4.4 クロック同期式モード 

以下にクロック同期式モードについて説明します。 

送受信おのおのに 64段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能

です。 

動作クロックソースの選択は SCASMRで行います。また、SCIFAのクロックソースは SCASCRの CKE[1:0]で

決まります。 

• 送受信フォーマット：8ビットデータ固定 

• 送受信FIFOレジスタおのおのの格納データ数を表示 

• SCIFAのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを使用した場合： 

SCIFAはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

外部クロックを選択した場合： 

SCK端子から入力された外部周期クロックで動作 
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27.4.5 クロック同期式モードのシリアル動作 

同期クロック

シリアルデータ ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

* *

LSB MSB

Don't careDon't care

【注】*　連続送信／受信のとき以外はハイレベル

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

 

図 27.12 クロック同期式通信のデータフォーマット 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出

力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回

線の状態はMSBの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFAは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（1） 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 

パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCASCRのCKE[1:0]ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックまたはSCK端子

から入力された外部周期クロックの 2種類から選択できます。 

同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定

されます。ただし、受信のみの動作のときは、REビットが 1にセットされている間、同期クロックは出力し続け

ます。 

1キャラクタ単位で同期クロックをハイレベルに固定したいときは、受信するデータ数と同じ数のデータを

SCAFTDRへ書き込み、同時に TE、REビットを 1にセットして送信データをダミーで送信してください。送信デ

ータ数が送信されると同期クロックはハイレベルに固定されます。 
 

（3） データの送信／受信動作 

（a） SCIFAの初期化 

データの送信／受信前には、まず SCASCRの TEビット、および REビットを 0にクリアしたあと、以下の順

で SCIFAを初期化してください。 

クロックソースの変更などの場合には必ず、TEビットおよび REビットを 0にクリアしてから次の手順で変更

を行ってください。TEビットを 0にクリアすると SCATSRが初期化されます。 
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TE、REビットを 0にクリアしても、SCASSR、SCAFTDR、および SCAFRDRの内容は保持されますので注意し

てください。TEビットの 0クリアは、送信データをすべて送信し SCASSRの TENDビットが 1にセットされた

あとに行ってください。送信途中には TEビットを 0にクリアしないでください。TEビットを 0にクリアすると、

TxD端子はハイインピーダンス状態となります。また再度 TEビットを 1にセットして送信開始する前に SCFCR

の TFRSTビットをいったん 1にセットして SCAFTDRをリセットしてください。 
 

図 27.13～図 27.15に SCIFAの初期化フローチャートの例を示します。 

SCASCRのTE、REビットを0にクリア

SCASCRにクロック選択を設定してください。
なお、RIE、TIEおよびTE、REビットは必ず0を
設定してください。

SCAFCRのTFRSTビットに1をセットし、必ずFIFOを
リセットしてください。

SCABRRにビットレートに対する値を書き込みます。

送信トリガ数を設定し、送信トリガ設定数を超える
送信データを書き込み、TDFEフラグをリード後、
0クリアしてください。

（1）

（2）

SCASMRにクロックソースの選択を設定してください。（3）

（4）

SCAFCRのTFRSTビットを0にクリアしてください。（5）

1ビット期間待ってください。（7）

（6）

SCAFCRのTFRSTビットを1にセット

SCASCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TE、REビットは0）

SCASMRのCAビットを1に設定
CKS[1:0]ビットを設定

SCABRRに値を設定

1ビット期間経過？
No

Yes

Wait

TFRSTビットを0にクリア

SCAFCRのTTRG[1:0]に送信トリガ数
を設定し、送信トリガ設定数を超える
送信データを書き込み、TDFEフラグ
の1をリード後、0クリアする

終了

初期化

（2）

（1）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

 

図 27.13 送信動作時の初期化フローチャートの例（1） 
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SCASCRのTE、REビットを0にクリア

SCASCRにクロック選択を設定してください。
なお、RIE、TIEおよびTE、REビットは必ず0を
設定してください。

SCAFCRのRFRSTビットに1をセットし、必ずFIFOを
リセットしてください。

SCABRRにビットレートに対応する値を書き込みます。

（1）

（2）

SCASMRにクロックソースの選択を設定してください。（3）

（4）

SCAFCRのRFRSTビットを0にクリアしてください。（5）

1ビット期間待ってください。（6）

SCAFCRのRFRSTビットを1にセット

SCASCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TE、REビットは0）

SCASMRのCAビットを1に設定
CKS[1:0]ビットを設定

SCABRRに値を設定

1ビット期間経過？
No

Yes

Wait

RFRSTビットを0にクリア

終了

初期化

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

 

図 27.14 受信動作時の初期化フローチャートの例（2） 
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SCASCRのTE、REビットを0にクリア

SCASCRにクロック選択を設定してください。
なお、RIE、TIEおよびTE、REビットは必ず0を
設定してください。

SCAFCRのTFRSTビットに1をセットし、必ずFIFOを
リセットしてください。

SCABRRにビットレートに対する値を書き込みます。

送信トリガ数を設定し、送信トリガ設定数を超える
送信データを書き込み、TDFEフラグをリード後、
0クリアしてください。

（1）

（2）

SCASMRにクロックソースの選択を設定してください。（3）

（4）

SCAFCRのTFRST、RFRSTビットを0にクリアして
ください。

（5）

1ビット期間待ってください。（7）

（6）

SCAFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセット

SCASCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TE、REビットは0）

SCASMRのCAビットを1に設定
CKS[1:0]ビットを設定

SCABRRに値を設定

1ビット期間経過？
No

Yes

Wait

TFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCAFCRのTTRG[1:0]に送信トリガ数
を設定し、送信トリガ設定数を超える
送信データを書き込み、TDFEフラグ
の1をリード後、0クリアする

終了

初期化

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

 

図 27.15 同時送受信時の初期化フローチャートの例（3） 
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（b） シリアルデータ送信 

図 27.16、図 27.17にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

SCAFTDRに残りの送信データを書き込み SCAFTDRに残りの送信データを書き込んでください。

SCASCRのTEビットを1にセットすると、送信動作を
開始します。

（1）

（2）

送信動作終了後、TEビットを0にクリアしてください。（3）

TEND＝1？
No

Yes

SCASCRのTEビットを0にクリア

SCASCRのTEビットをセット
送信FIFOデータ割り込み使用時は、

TIEビットを1にセット

送信終了

送信開始

（1）

（2）

（3）

 

図 27.16 送信動作時のフローチャートの例（初期化後 1回目の送信動作）（1） 
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SCAFCRのTTRG[1:0]に送信トリガ数を設定

送信トリガ設定数を超える
送信データを書き込み、TDFEビット
の1をリード後、0クリアする

送信開始

SCAFCRに送信トリガ数を設定してください。

SCAFTDRに送信データを書き込み、TDFE
フラグを1リード後、0クリアしてください。

1ビット期間待ってください。

（1）

（2）

（3）

送信動作終了後、TEビットを0にクリアしてください。（5）

SCASCRのTEビットを1にセットすると、送信動作を
開始します。

（4）

SCASCRのTEビットをセット
送信FIFOデータ割り込み使用時は、

TIEビットを1にセット

SCASCRのTEビットを0にクリア

No

Yes

1ビット期間経過？
No

Wait

Yes

送信終了

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

TEND＝1?

 

図 27.17 送信動作時のフローチャートの例（2回目以降の送信動作）（2） 
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（c） シリアルデータ受信 

図 27.18、図 27.19にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

SCAFCRのRTRG[1:0]に受信トリガ数を設定

受信開始

SCAFCRに受信トリガ数を設定してください。

SCASCRのREビットを1にセットすると、受信動作
を開始します。

RDFビットが1の状態で受信データを読み出して
ください。

受信動作終了後、REビットを0にクリアしてください。

（1）

（2）

（3）

（4）

SCASCRのREビットをセット
受信FIFOデータ割り込み使用時は、

RIEビットを1にセット

RDF＝1？
No

Yes

SCAFRDRから受信トリガ数の受信
データを読み出し

SCASCRのREビットを0にクリア

受信終了

（1）

（2）

（3）

（4）

 

図 27.18 受信動作時のフローチャートの例（初期化後 1回目の受信動作）（1） 
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SCAFCRのRFRSTビットを1にセット

SCAFCRのRFRSTビットを0にクリア

SCASCRのREビットを0にクリア

受信開始

SCAFCRに受信トリガ数を設定してください。

受信FIFOをリセットしてください。

1ビット期間待ってください。

（1）

（2）

（3）

RDFビットが1の状態で受信データを読み出して
ください。

（5）

受信動作終了後、REビットを0にクリアしてください。（6）

SCASCRのREビットを1にセットすると、受信動作
を開始します。

（4）

SCAFCRのRTRG[1:0]に受信トリガ数を設定

SCASCRのREビットをセット
受信FIFOデータ割り込み使用時は、

RIEビットを1にセット

SCAFRDRから受信トリガ数の受信
データを読み出し

RDF＝1？

Yes

1ビット期間経過？
No

Wait

Yes

受信終了

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

No

 

図 27.19 受信動作時のフローチャートの例（2回目以降の受信動作）（2） 
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（d） シリアルデータ送受信同時動作 

図 27.20、図 27.21にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

SCAFCRのRTRG[1:0]に受信トリガ数を設定

SCASSRのTDFE、RDFビットの1を
読み出した後、0を書き込み

SCASCRのTE、REビットを同時にセット
送信FIFOデータ割り込み使用時は、

TIEビットを1にセット
受信FIFOデータ割り込み使用時は、

RIEビットを1にセット

SCAFTDRに残りの送信データを書き込み

同時送受信開始

SCAFCRに受信トリガ数を設定してください。

SCAFTDRに残りの送信データを書き込み、受信データ
がFIFO内にあれば、受信トリガ数設定数より少なく
なるまで受信データを読み出し、SCASSRのTDFE、
RDFビットを読み出し、1であれば0にクリアして
ください。

SCASCRのTE、REビットを1にセットすると、
送受信動作を開始します。このとき、TE、REビットは
同時にセットしてください。

（1）

（2）

（3）

送受信動作終了後、TE、REビットを0にクリアして
ください。

（4）

SCASSRのTDFE、RDFビットを読み出し

SCAFRDRから受信トリガ数の
受信データを読み出し

SCASCRのTE、REビットを0にクリア

TDFE＝1？
RDF＝1？

TDFE＝1？
RDF＝1？

No

Yes

No

Yes

送受信終了

（2）

（1）

（3）

（4）

 

図 27.20 同時送受信動作時のフローチャートの例（初期化後 1回目の送受信動作）（1） 



 

27. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース A（SCIFA） 

27-44  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

SCAFCRのRTRG[1:0]に受信トリガ数、
TTRG[1:0]に送信トリガ数を設定

SCASSRのTDFE、RDFビットの1を
読み出した後、0を書き込み

SCASCRのTE、REビットを同時にセット
送信FIFOデータ割り込み使用時は、

TIEビットを1にセット
受信FIFOデータ割り込み使用時は、

RIEビットを1にセット

SCAFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセット

SCAFCRのTFRST、RFRSTビットを
0にクリア

同時送受信開始

SCAFCRに受信トリガ数、送信トリガ数を設定
してください。

受信FIFO、送信FIFOをリセットしてください。

SCAFTDRに送信データを書き込み、受信データが
FIFO内にあれば、受信トリガ設定数より少なくなる
まで受信データを読み出し、SCASSRのTDFE、
RDFビットを読み出し、1であれば0にクリアして
ください。

（1）

（2）

（3）

1ビット期間待ってください。（4）

SCASCRのTE、REビットを1にセットすると、送受信
動作を開始します。このとき、TE、REビットは同時に
セットしてください。

（5）

送受信動作終了後、TE,REビットを0にクリアして
ください。

（6）

SCASSRのTDFE、RDFビットを読み出し

SCAFTDRに送信データを書き込み

SCAFRDRから受信トリガ数の
受信データを読み出し

SCASCRのTE、REビットを0にクリア

TDFE＝1？
RDF＝1？

TDFE＝1？
RDF＝1？

No

Yes

Yes

No

Yes

1ビット期間経過？
No

Wait

送受信終了

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

 

図 27.21 同時送受信動作時のフローチャートの例（2回目以降の送受信動作）（2） 
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27.5 割り込み要因と DMAC 

SCIFAは、送信 FIFOデータエンプティ要因による割り込み要求、送信データストップ要因による割り込み要求、

受信エラー要因による割り込み要求、受信 FIFOデータフル要因による割り込み要求、ブレーク受信要因による割

り込み要求、レシーブデータレディ要因による割り込み要求の 6種類の割り込み要因をサポートしています。た

だし、各要因による割り込みのベクタは共通です。 

クロック同期式モード時には、送信 FIFOデータエンプティ割り込み要求、受信 FIFOデータフル割り込み要求

の 2種類の割り込みをサポートしています。 

表 27.7に各割り込み要因を示します。各割り込み要因は、SCASCRの TIE、RIE、ERIE、BRIE、DRIE、TSIE

ビットで、許可または禁止ができます。 

SCASSRの TDFEフラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ要因による割り込み要求が発生し

ます。SCASSRの TSFフラグが 1にセットされると、送信データストップ要因による割り込み要求が発生します。

送信 FIFOデータエンプティ要因による割り込み要求と送信データストップ要因による割り込み要求で DMACを

起動してデータ転送を行うことができます。DMAC転送要求は、DMACで SCAFTDRに送信トリガ設定数を超え

るデータが書き込まれると自動的にクリアされます。ただし、送信 FIFOデータエンプティ要因と送信データスト

ップ要因によるの DMAC要求は共通です。 

SCASSRの RDFフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル要因による割り込み要求が発生します。

受信 FIFOデータフル要因による割り込み要求で DMACを起動してデータ転送を行うことができます。DMAC転

送要求は、DMACで SCAFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なくなるまで読み出されると自動的

にクリアされます。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFAの設定を行っ

てください。また、DMA転送の終了にて送受信の完了となります。 

SCASSRの ERフラグが 1にセットされた場合、または、SCASSRの BRKフラグが 1にセットされた場合、ま

たは、SCASSRの DRフラグが 1にセットされた場合、または、SCASSRの TSFフラグが 1にセットされた場合

には、割り込み要求が発生します。 

ただし、各要因による割り込みのベクタは共通となります。また、同一要因により、DMAC起動と割り込みを

同時に発生させることはできません。DMAC起動を使用する場合は、以下の手順を取ってください。 

1. 発生要因に対応する割り込みイネーブルビット（TIE、RIE、TDIE）を1にセットしてください。 

2. 割り込みコントローラの割り込みマスクレジスタにより、対応する割り込み要求をマスクしてください。 

 

表 27.7 SCIFAの割り込み要因 

割り込み要因の内容 DMACの起動 

受信エラー（ER）またはブレーク（BRK）による割り込み 不可 

受信 FIFOデータフル（RDF）またはデータレディ（DR）による割り込み 可*1 

送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）または送信データストップ（TSF）による割り込み 可*2 

【注】 *1 受信 FIFOデータフル要因による割り込み要求でのみ DMACの起動が行えます。 

 *2 送信 FIFOデータエンプティ要因による割り込み要求でのみ DMACの起動が行えます。 
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27.6 使用上の注意事項 

SCIFAを使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

（1） SCAFTDRへの書き込みと TDFEフラグについて 

SCASSRの TDFEフラグは、SCAFTDR内に書き込んだ送信データ数が SCAFCRの TTRG[1:0]ビットで設定し

た送信トリガ数以下になったとき、セットされます。TDFEがセットされた後、SCAFTDRの空きデータ数まで送

信データを書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。 

しかし、TDFEフラグは、SCAFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出

し後、0にクリアしても再び1にセットされます。TDFEのクリアは、送信トリガ数より多い送信データがSCAFTDR

に格納されたときに行ってください。 

SCAFTDR内の送信データ数は、SCAFDRの T[6:0]ビットで知ることができます。 
 

（2） SCAFRDRの読み出しと RDFフラグについて 

SCASSRの RDFフラグは、SCAFRDR内の受信データ数が SCAFCRの RTRG[1:0]ビットで設定した受信トリガ

数以上になったとき、セットされます。RDFがセットされた後、SCAFRDRからトリガ数分の受信データを読み

出すことで効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、読み出し後も SCAFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1

にセットされますので、すべての受信データを読み出した後、RDFフラグの 1を読み出し 0にクリアしてくださ

い。 

SCAFRDR内の受信データ数は、SCAFDRの R[6:0]ビットで知ることができます。 
 

（3） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に、RxD端子の値を直接読み出すことによってもブレークを検出できます。

ブレークでは、RxD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、またパリティエラー

（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFAは、ブレークを受信した後は SCAFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けていま

す。 
 

（4） 受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

サンプリングレートを 1/16とした場合を例に挙げて説明します。SCIFAは、転送レートの 8倍の周波数の基本

クロックで動作します。 

受信時に SCIFAは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。

また、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 27.22に示します。 
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D0 D1

基本クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

スタートビット

16クロック

8クロック

－7.5クロック ＋7.5クロック

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 56 7 8 9 10 11 12 13 14 15

 

図 27.22 受信データサンプリングタイミング 

 

したがって、受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M ＝　（0.5－ 　　）－（L－0.5） F－　　   　  （1＋F） ×　100%・・・・・・式(1)
1

2N

D－0.5

N  

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき 

M＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

＝46.875％ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・式（2） 

 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
 

（5） クロック同期モードでの同時送受信時の制約事項 

同時送受信動作において、送信動作が完了し TXDおよび SCKの出力が停止しても、受信動作は受信 FIFOがフ

ルになるまで受信動作を継続します。 

たとえば、送信 FIFOがエンプティになり、TXDおよび SCKの出力が停止しても、受信側は、受信 FIFOがフ

ルになるまで受信動作を継続します。 

送受信を同時に停止する場合は、送受信イネーブル前に、有効な受信データ数分の送信データを送信 FIFOに書

き込み、送受信終了後に、有効な受信データを読み出し、残りの受信データを破棄してください。 
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28. リアルタイムクロック（RTC） 

本 LSIは、リアルタイムクロック（RTC：Real Time Clock）を内蔵しています。 

28.1 特長 

• 時計・カレンダ機能（BCD表示）を搭載 

秒、分、時、曜日、日、月、年をカウント 

• 1～64Hzタイマ（バイナリ表示）を搭載 

64Hzカウンタが、RTCの分周回路のうち64Hz～1Hzの状態を示します。 

• スタート／ストップ機能 

• 30秒調整機能 

• アラーム割り込み 

アラーム割り込み条件として、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれと比較するか選択可能 

• 周期割り込み 

割り込み周期として、1/256秒、1/64秒、1/16秒、1/4秒、1/2秒、1秒、2秒周期から選択可能 

• 桁上げ割り込み 

秒カウンタ桁上げ、または64Hzカウンタの読み出し時に64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示す桁上げ割

り込み機能 

• うるう年自動補正機能 
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図 28.1に RTCのブロック図を示します。 

RHRCNT

RSECCNT
RMINCNT
RHRCNT
RWKCNT
RDAYCNT
RMONCNT
RYRCNT
R64CNT
RCR1

：秒カウンタ（8ビット）
：分カウンタ（8ビット）
：時カウンタ（8ビット）
：曜日カウンタ（8ビット）
：日カウンタ（8ビット）
：月カウンタ（8ビット）
：年カウンタ（16ビット）
：64Hzカウンタ（8ビット）
：RTCコントロールレジスタ1（8ビット）

RMINCNT

割り込み
制御部

RDAYCNT

RYRCNT

RMONCNT

RCLK

RCR2

RCR3

RWKCNT

RHRAR

RMINAR

RDAYAR

RWKAR

プリスケーラ

32.768kHz
128Hz

ATI

PRI

CU

RCR1

RTC
動作制御部

R64CNT RSECCNT RSECAR

カウント

割り込み信号

RSECAR
RMINAR
RHRAR
RWKAR
RDAYAR
RMONAR
RYRAR
RCR2
RCR3

：秒アラームレジスタ（8ビット）
：分アラームレジスタ（8ビット）
：時アラームレジスタ（8ビット）
：曜日アラームレジスタ（8ビット）
：日アラームレジスタ（8ビット）
：月アラームレジスタ（8ビット）
：年アラームレジスタ（16ビット）
：RTCコントロールレジスタ2（8ビット）
：RTCコントロールレジスタ3（8ビット）

RMONAR

RYRAR

【記号説明】

周
辺
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
部
バ
ス

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

 

図 28.1 RTCのブロック図 
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28.2 入出力端子 

RTCの端子構成を表 28.1に示します。 
 

表 28.1 端子構成 

名称 信号名 入出力 機   能 

RTC用外部クロック RCLK 入力 RTC用外部クロックを入力します。 

 

28.3 レジスタの説明 

RTCのレジスタ構成を表 28.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 28.3に示します。 
 

表 28.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

64Hzカウンタ R64CNT R H'A465 FEC0 8 

秒カウンタ RSECCNT R/W H'A465 FEC2 8 

分カウンタ RMINCNT R/W H'A465 FEC4 8 

時カウンタ RHRCNT R/W H'A465 FEC6 8 

曜日カウンタ RWKCNT R/W H'A465 FEC8 8 

日カウンタ RDAYCNT R/W H'A465 FECA 8 

月カウンタ RMONCNT R/W H'A465 FECC 8 

年カウンタ RYRCNT R/W H'A465 FECE 16 

秒アラームレジスタ RSECAR R/W H'A465 FED0 8 

分アラームレジスタ RMINAR R/W H'A465 FED2 8 

時アラームレジスタ RHRAR R/W H'A465 FED4 8 

曜日アラームレジスタ RWKAR R/W H'A465 FED6 8 

日アラームレジスタ RDAYAR R/W H'A465 FED8 8 

月アラームレジスタ RMONAR R/W H'A465 FEDA 8 

RTCコントロールレジスタ 1 RCR1 R/W H'A465 FEDC 8 

RTCコントロールレジスタ 2 RCR2 R/W H'A465 FEDE 8 

年アラームレジスタ RYRAR R/W H'A465 FEE0 16 

RTCコントロールレジスタ 3 RCR3 R/W H'A465 FEE4 8 
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表 28.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

R64CNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RSECCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMINCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RHRCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RWKCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RDAYCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMONCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RYRCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RSECAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMINAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RHRAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RWKAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RDAYAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMONAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR1 初期化／不定 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR2 初期化 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 

RYRAR 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR3 初期化 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

 

28.3.1 64Hzカウンタ（R64CNT） 

R64CNTは、RTCの分周回路のうち、64Hz～1Hzの状態を示します。 

128Hz分周段からの桁上げが発生したときに、このレジスタを読み出すと、RTCコントロールレジスタ 1（RCR1）

の CFビットが 1にセットされ、桁上げと 64Hzカウンタ読み出しが重なったことを示します。この場合、読み出

した値は有効ではないため、RCR1の CFビットに 0を書き込んでクリアした後、R64CNTを再度読み出す必要が

あります。 

RTCコントロールレジスタ 2（RCR2）の RESETビットを 1にセットするか、RCR2の ADJビットを 1にセッ

トすると、RTCの分周回路が初期化され、R64CNTは H'00に初期化されます。 

R64CNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化さ

れません。 
 

初期値：
R/W：

32Hz 64Hz16Hz8Hz4Hz2Hz1Hz—

— — — — — — —0
R R R R R R R R

ビット： 7 6 5 4 3 02 1
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

6 1Hz 不定 R 

5 2Hz 不定 R 

4 4Hz 不定 R 

3 8Hz 不定 R 

2 16Hz 不定 R 

1 32Hz 不定 R 

0 64Hz 不定 R 

RTCの分周回路のうち、1Hz～64Hzの状態を示します。 

 

28.3.2 秒カウンタ（RSECCNT） 

RSECCNTは、RTCの BCDコード化された秒部分の設定／カウント用のカウンタであり、64Hzカウンタの 1

秒ごとのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RSECCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも初期化され

ません。 
 

初期値：
R/W：

1秒10秒—

— — — — — — —0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

6～4 ― 不定 R/W 秒十位カウント 

秒十位は 0から 5をカウントして、60秒のカウントを行います。 

3～0 ― 不定 R/W 秒一位カウント 

秒一位は 1秒ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

秒十位が＋1されます。 
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28.3.3 分カウンタ（RMINCNT） 

RMINCNTは、RTCの BCDコード化された分部分の設定／カウント用のカウンタであり、秒カウンタの 1分ご

とのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RMINCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも初期化さ

れません。 
 

初期値：
R/W：

1分10分—

—0
R/W

—
R/W

—
R/W

—
R/W

—
R/W

—
R/W

—
R/WR

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

6～4 ― 不定 R/W 分十位カウント 

分十位は 0から 5をカウントして、60分のカウントを行います。 

3～0 ― 不定 R/W 分一位カウント 

分一位は 1分ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

分十位が＋1されます。 

 

28.3.4 時カウンタ（RHRCNT） 

RHRCNTは、RTCの BCDコード化された時部分の設定／カウント用のカウンタであり、分カウンタの 1時間

ごとのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 00～23です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RHRCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化さ

れません。 
 

初期値：
R/W：

1時間10時間——

— — — — — —00
R/W R/W R/W R/W R/W R/WRR

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 ― 不定 R/W 時十位カウント 

時十位は 0から 2をカウントします。 

3～0 ― 不定 R/W 時一位カウント 

時一位は 1時間ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

時十位が＋1されます。 

 

28.3.5 曜日カウンタ（RWKCNT） 

RWKCNTは、RTCの BCDコード化された曜日部分の設定／カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日

ごとのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 0～6です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの処

理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行って

ください。 

RWKCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも、初期化さ

れません。 
 

R/WR/WR/WRRRRR

初期値：
R/W：

曜日—————

———00000

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

2～0 ― 不定 R/W 曜日カウント 

バイナリコードで曜日を表します。 

000：日 

001：月 

010：火 

011：水 

100：木 

101：金 

110：土 

111：予約（設定禁止） 
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28.3.6 日カウンタ（RDAYCNT） 

RDAYCNTは、RTCの BCDコード化された日部分の設定／カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日

ごとのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 01～31です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RDAYCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも初期化さ

れません。 

RDAYCNTの設定範囲は、月ごとおよびうるう年によって変化しますので。確認の上、設定してください。う

るう年は年カウンタ（RYRCNT）を西暦として、400、100、4で割り切れるかどうかにより計算されます。 
 

初期値：
R/W：

1日10日—

— — — — — —

—

00
R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

5、4 ― 不定 R/W 日十位カウント 

3～0 ― 不定 R/W 日一位カウント 

日一位は 1日ごとに 0～9をカウントします。桁上がりを発生すると日十

位が＋1されます。 

 

28.3.7 月カウンタ（RMONCNT） 

RMONCNTは、RTCの BCDコード化された月部分の設定／カウント用のカウンタであり、日カウンタの月ご

とのキャリによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 01～12です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込みの

処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを行っ

てください。 

RMONCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも初期化さ

れません。 
 

初期値：
R/W：

1月10月———

—————000
R/WR/WR/WR/WR/WRRR

ビット： 7 6 5 4 3 02 1
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

4 ― 不定 R/W 月十位カウント 

3～0 ― 不定 R/W 月一位カウント 

月一位は 1月ごとに 0～9をカウントします。桁上がりを発生すると月十

位が＋1されます。 

 

28.3.8 年カウンタ（RYRCNT） 

RYRCNTは、RTCの BCDコード化された年部分の設定／カウント用のカウンタであり、月カウンタの 1年ご

とのキャリによって、カウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進で 0000～9999です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書き込

みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行うか、桁上げフラグを用いて書き込みを

行ってください。 

RYRCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびスタンバイモード時のいずれでも初期化され

ません。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

— ————————————

1年10年100年1000年

———

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ― 不定 R/W 年千位カウント 

11～8 ― 不定 R/W 年百位カウント 

7～4 ― 不定 R/W 年十位カウント 

3～0 ― 不定 R/W 年一位カウント 
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28.3.9 秒アラームレジスタ（RSECAR） 

RSECARは、RTCの BCDコード化された秒部分のカウンタ RSECCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RSECCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RSECARの ENBビットは、パワーオンリセットで 0に初期化されます。RSECARの残りのフィールドは、パワ

ーオンリセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

1秒10秒ENB

———————0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RSECCNTの値と比較を行います。 

6～4 ― 不定 R/W 秒十位の設定値 

3～0 ― 不定 R/W 秒一位の設定値 

 

28.3.10 分アラームレジスタ（RMINAR） 

RMINARは、RTCの BCDコード化された分部分のカウンタ RMINCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RMINCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RMINARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RMINARの残りのフィールドは、パワー

オンリセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

1分10分ENB

————————
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RMINCNTの値と比較を行います。 

6～4 ― 不定 R/W 分十位の設定値 

3～0 ― 不定 R/W 分一位の設定値 
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28.3.11 時アラームレジスタ（RHRAR） 

RHRARは、RTCの BCDコード化された時部分のカウンタ RHRCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RHRCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進で 00～23＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RHRARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RHRARの残りのフィールドは、パワーオ

ンリセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

1時間10時間—ENB

——————00
R/W R/W R/W R/W R/W R/WRR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RHRCNTの値と比較を行います。 

6 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

5、4 ― 不定 R/W 時十位の設定値 

3～0 ― 不定 R/W 時一位の設定値 

 

28.3.12 曜日アラームレジスタ（RWKAR） 

RWKARは、RTCのBCDコード化された曜日部分のカウンタRWKCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RWKCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進で 0～6＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RWKARの ENBビットは、パワーオンリセット時は初期化されます。RWKARの残りのフィールドは、パワー

オンリセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

曜日————ENB

———00000
R/WR/WR/WRRRRR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RWKCNTの値と比較を行います。 

6～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

2～0 ― 不定 R/W 曜日の設定値 

 
曜日のコード 0 1 2 3 4 5 6 

曜日 日 月 火 水 木 金 土 

 

28.3.13 日アラームレジスタ（RDAYAR） 

RDAYARは、RTCの BCDコード化された日部分のカウンタRDAYCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RDAYCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進で 01～31＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RDAYARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RDAYARの残りのフィールドは、パワー

オンリセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

1日10日—ENB

——————00
R/W R/W R/W R/W R/W R/WRR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RDAYCNTの値と比較を行います。 

6 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

5、4 ― 不定 R/W 日十位の設定値 

3～0 ― 不定 R/W 日一位の設定値 
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28.3.14 月アラームレジスタ（RMONAR） 

RMONARは、RTCの BCDコード化された月部分のカウンタ RMONCNTに対応するアラームレジスタです。

ENBビットが 1にセットされていると、RMONCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進で 01～12＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RMONARは、ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RMONARの残りのフィールドは、パワ

ーオンリセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

1月10月——ENB

—————000
R/WR/WR/WR/WR/WRRR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RMONCNTの値と比較を行います。 

6、5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

4 ― 不定 R/W 月十位の設定値 

3～0 ― 不定 R/W 月一位の設定値 

 

28.3.15 年アラームレジスタ（RYRAR） 

RYRARは、RTCの BCDコード化された年部分のカウンタ RYRCNTに対応するアラームレジスタです。 

設定可能範囲は、10進で 0000～9999であり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 
 

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：
R/W：

— ————————————

1年10年100年1000年

———

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ― 不定 R/W 年千位の設定値 

11～8 ― 不定 R/W 年百位の設定値 

7～4 ― 不定 R/W 年十位の設定値 

3～0 ― 不定 R/W 年一位の設定値 
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28.3.16 RTCコントロールレジスタ 1（RCR1） 

RCR1は、桁上げおよびアラームフラグに関するレジスタです。また、おのおののフラグについて、割り込みを

発生するかどうか選択できます。 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセット時は、H'00に初期化されます。ただし、CFフラグは、分周回路

がリセット（RCR2の RESETと ADJを 1にセット）されるまでは不定になります。CFフラグを使用する場合は、

使用前に必ず分周回路をリセットしてください。スタンバイモード時には、初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

— AF—AIECIE——

—

CF

000 0 0 00
R/WRRR/WR/WRRR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CF 不定 R/W 桁上げフラグ 

このフラグが 1にセットされた場合、秒カウンタ桁上げ、または 64Hzカウ

ンタ読み出し時に 64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示し、この時点で

読み出したカウントレジスタの値は、保証されません。再度の読み出しが必

要です。 

0：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げなし 

［クリア条件］CFに 0を書き込んだとき 

1：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げあり 

［セット条件］秒カウンタ桁上げまたは 64Hzカウンタ桁上げ時の読み出

し時の 64Hzカウンタ桁上げあり、または CFに 1を書き

込んだとき 

6、5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

は常に 0にしてください。 

4 CIE 0 R/W 桁上げ割り込みイネーブルフラグ 

桁上げフラグ（CF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可す

るビットです。 

0：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させない 

1：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させる 

3 AIE 0 R/W アラーム割り込みイネーブルフラグ 

アラームフラグ（AF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可

するビットです。 

0：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させな

い 

1：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させる 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

は常に 0にしてください。 

0 AF 0 R/W アラームフラグ 

アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR、RYRAR）で設定したアラーム時刻（ENBビットを 1に設定し

たレジスタのみ）とカウンタが一致したとき 1にセットされるフラグです。 

0：アラームレジスタとカウンタは不一致 

［クリア条件］AFに 0を書き込んだとき 

1：アラームレジスタとカウンタは一致* 

［セット条件］アラームレジスタ（ENBビットを 1に設定したレジスタ

のみ）とカウンタが一致したとき 

【注】* 1を書き込むと、元の値が保持されます。 

 

28.3.17 RTCコントロールレジスタ 2（RCR2） 

RCR2は、周期割り込み制御、30秒調整、分周回路リセット、RTCカウント制御に関するレジスタです。 

パワーオンリセット時は H'09に初期化されます。マニュアルリセット時は、STARTビット以外が初期化され

ます。スタンバイモード時は初期化されず、それまでの値が保持されます。 
 

初期値：
R/W：

RESET STARTADJPES[2:0]PEF

10010000
R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PEF 0 R/W 周期割り込みフラグ 

PES[2:0]ビットで設定された周期で割り込み発生を示すフラグです。このフ

ラグが 1にセットされた場合、周期割り込みを発生します。 

0：PES[2:0]ビットで設定された周期で割り込み発生なし 

［クリア条件］PEFに 0を書き込んだとき 

1：PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生あり 

［セット条件］PES[2:0]ビットで設定された周期で割り込みが発生したと

き、または PEFに 1を書き込んだとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 PES[2:0] 000 R/W 割り込みイネーブルフラグ 

周期割り込みの周期を設定します。 

000：周期割り込み発生なし 

001：周期割り込み発生の周期を 1/256秒ごとにする 

010：周期割り込み発生の周期を 1/64秒ごとにする 

011：周期割り込み発生の周期を 1/16秒ごとにする 

100：周期割り込み発生の周期を 1/4秒ごとにする 

101：周期割り込み発生の周期を 1/2秒ごとにする 

110：周期割り込み発生の周期を 1秒ごとにする 

111：周期割り込み発生の周期を 2秒ごとにする 

3 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

は常に 1にしてください。 

2 ADJ 0 R/W 30秒調整 

30秒調整用であり、1が書き込まれることによって、29秒以前は 00秒に

切り捨て、30秒以降は 1分に桁上げします。このとき、分周回路（RTCプ

リスケーラおよび R64CNT）も同時にリセットされます。自動的にこの ADJ

ビットは 0になりますので、とくに 0を書き込む必要はなく、ビットの読

み出しは常に 0が読み出されます。 

0：通常の時計動作 

1：30秒の調整を行う 

1 RESET 0 R/W リセット 

1を書き込むことによって、分周回路が初期化されます。なお、1が書き込

まれた場合、分周回路（RTCプリスケーラおよび R64CNT）はリセットさ

れます。自動的にこの RESETビットは 0になりますので、とくに 0を書き

込む必要はなく、ビットの読み出しは常に 0が読み出されます。 

0：通常の時計動作 

1：分周回路をリセット 

0 START 1 R/W STARTビット 

カウンタ（時計）動作を停止させたり、再起動をかけるビットです。 

0：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは停止 

1：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは通常動作 
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28.3.18 RTCコントロールレジスタ（RCR3） 

RCR3は、ENBビットが 1にセットされていると、RYRARと RYRCNTの値の比較を行います。アラームレジ

スタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセッ

トされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、各々がすべて一致するとき、RCR1のアラー

ムフラグが 1にセットされます。 

RYRARの ENBビットは、パワーオンリセットで初期化されます。RCR3の残りのフィールドは、パワーオン

リセット、マニュアルリセットおよびスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

初期値：
R/W：

— ——————ENB

00000000
RRRRRRRR/W

ビット： 7 6 5 4 3 02 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RYRARと RYRCNTの値と比較を行います。 

6～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効ですが、書き込む値

も常に 0にしてください。 

 

28.4 動作説明 

RTCの使用例を示します。 

28.4.1 電源投入後のレジスタの初期設定 

電源投入後すべてのレジスタを初期設定してください。 
 

28.4.2 時刻設定手順 

時刻設定手順例を図 28.2に示します。 

時計停止
分周回路リセット

秒、分、時間、日、
曜日、月、年を設定

時計動作開始 RCR2.STARTを1にセット

RCR2.RESETを1にセット
RCR2.STARTを0にクリア

順序不問

 

図 28.2 時刻設定手順 
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28.4.3 時刻読み出し手順 

時刻読み出し手順を図 28.3に示します。 

（a）割り込みを使用しないで時刻を読み出す方法

桁上げ割り込みディスエーブル

桁上げフラグクリア

カウンタレジスタ読み出し

桁上げフラグ＝1
Yes

No

（b）割り込みを使用して時刻を読み出す方法

カウンタレジスタ読み出し

割り込み
発生

発生せず

桁上げ割り込みディスエーブル

RCR1レジスタを読み出し
CFビットをチェック

RCR1.CFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
　RCR1.AFは1を書き込む）

RCR1.CFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
　RCR1.AFは1を書き込む）

RCR1レジスタを読み出し
CFビットをチェック

RCR1.CIEを1にセット

RCR1.CIEを0にクリア

RCR1.CIEを0にクリア

桁上げフラグクリア

桁上げ割り込みイネーブル

桁上げフラグクリア

 

図 28.3 時刻読み出し手順 

 

時刻読み出し中に桁上げが起こると正しい時刻が得られないため、再度読み出す必要があります。割り込みを

使用しない方法を図 28.3の（a）に、桁上げ割り込みを使用する方法を図 28.3の（b）に示します。通常、プロ

グラムを容易にするために、割り込みを使用しない方法を利用します。 
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28.4.4 アラーム機能 

アラーム機能の使用例を図 28.4に示します。 

アラーム割り込みイネーブル

アラーム時刻設定

誤割り込みを避けるために、
RCR1.AIEを0にクリア

アラーム時刻監視
（割り込みを待つ、または
  アラームチェックフラグ）

アラーム割り込みディスエーブル

時計動作中

アラームフラグクリア
アラーム時刻設定中にフラグが設定
されたことを考慮して必ずリセットする

RCR1.AIEを1にセット

 

図 28.4 アラーム機能の使用方法 

 

アラームは、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれか、あるいは組み合わせで発生させることができます。

アラームの対象とするアラームレジスタの ENBビットに 1を書き込み、下位ビットにアラーム時刻を設定します。

アラームの対象外のレジスタは、ENBビットに 0を書き込みます。 

カウンタとアラーム時刻が一致した場合は、RCR1.AFに 1がセットされます。アラームの検出はこのビットを

読み出すことにより確認できますが、通常は割り込みで行います。RCR1.AIEに 1が書き込まれている場合、アラ

ーム割り込みが発生し、アラームを検出することができます。 

アラームフラグは、カウンタとアラーム時刻が一致しているとセットされます。しかし、アラームフラグに 0

を書き込むとクリアされます。 
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28.5 使用上の注意事項 

（1） RTCカウント動作時のレジスタ書き込みについて 

RTCカウント動作時（RCR2のビット 0＝1のとき）は、以下の RTCレジスタに書き込みができません。 
 

RSECCNT、RMINCNT、RHRCNT、RDAYCNT、RWKCNT、RMONCNT、RYRCNT 
 

上記のレジスタへ書き込みを行う場合は、一度 RTCのカウント動作を停止してから書き込んでください。 
 

（2） リアルタイムクロック（RTC）の周期割り込みの使用について 

周期割り込みの使用方法を図 28.5に示します。 

周期割り込みは、RCR2の PES[2:0]で設定した周期で定期的に割り込みを発生させることができます。PES[2:0]

で設定した時間が経過すると PEFが 1にセットされます。 

PEFは、PES[2:0]設定時および周期割り込み発生時に 0にクリアします。周期割り込みの発生は、このビットを

読み出すことで確認できますが、通常は割り込み機能を使用します。 

周期セット、PEFクリア

周期設定時間経過

PEFクリア PEFを0にクリア

RCR2のPES[2:0]を設定し、PEFを0にクリア

 

図 28.5 周期割り込み機能の使用方法 

 

（3） レジスタ設定後のスタンバイ遷移について 

RTC内のレジスタ設定後にスタンバイ状態へ遷移すると、正しくカウントできない場合があります。必ずレジ

スタ設定後は、2RTCクロック以上待ってからスタンバイ状態に遷移してください。 
 

（4） 30秒アジャスト機能の使用について 

30秒アジャスト機能を使用する場合は、次の手順に従ってください。 

1. 時計動作を停止する（RCR2.STARTをクリアする）。 

2. 各カウンタ（年、月、曜日、日、時間、分）を読み出し後、読み出し値を各々のカウンタに書き込みする。 

3. アジャストセット（RCR2.ADJをセットする）。 

4. 時計動作を開始する（RCR2.STARTをセットする）。 
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29. IrDAインタフェース（IrDA） 

IrDAインタフェース（IrDA）は、本 LSI外付けの赤外線受発光素子との間で、IrDA標準規格 1.2aに準拠した

赤外線データ通信を行います。 

IrDAは、データ送受信コントロールとして UARTを使用し、その後段に接続した赤外線受発光パルス変復調ブ

ロックと CRCエンジンブロックから構成されています。UARTブロックは、調歩同期式モードの手順に従ってシ

リアルデータ送受信を制御します。赤外線受発光パルス変復調ブロックは、IrDA標準規格 1.2aに準拠した赤外線

ベースバンド変調／復調による通信パルス制御、受信パルスチェック機能を持っています。CRCエンジンブロッ

クは、8ビット入力データを読み込み、16ビットの CRC演算結果を出力します。 
 

29.1 特長 

UART機能として以下の特長があります。 

• 調歩同期式モードのシリアル送受信 

（データ長：8ビット、ストップビット長：1ビット、パリティ：なし） 

• 受信エラーの検出：オーバランエラー、フレーミングエラー 

• ボーレート誤差補正：小数点以下16段階で設定可能 

• ボーレートカウント：65536カウントまで設定可能 

 

赤外線受発光パルス変復調機能として以下の特長があります。 

• 赤外線発光（送信）パルス幅：1ビット幅×3／16あるいは1.63μs選択可能 

• パルス幅チェック：規定外（未満、オーバ）を検出可能 

• 1.8432MHzクロック生成回路：ボーレートカウント整数部16カウント設定可能 

 ボーレートカウント小数部16段階設定可能 

 

CRC演算機能としては以下の特長があります。 

• 生成多項式：X16+X12+X5+1 

• データ入力：バイト書き込み、下位ビットから8ビット単位でCRC演算 

• CRC出力：16ビットCRC生成出力 

• 最大データ長：4096バイト 
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IrDAのブロック図を図 29.1に示します。 

UART
ブロック

UART送信信号

赤外線受発光パルス
変復調ブロック

UART受信信号

ボーレート×16クロック

赤外線発光パルス

赤外線受光パルス

SCLK

CRCエンジン
ブロック

IrDAインタフェース

MSFCLK_IN

TXDTXD

MSFCLK_OUT

RXD RXD

IROUT

IRIN

赤外線受発光素子

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

(IrDA)

 

図 29.1 IrDAのブロック図 

29.2 入出力端子 

IrDAには、表 29.1に示す入出力端子があります。 
 

表 29.1 端子構成 

名  称 略称 入出力 機   能 

IrDA_IN IRIN 入力 赤外線受光（受信）パルス入力（負論理） 

IrDA_OUT IROUT 出力 赤外線発光（送信）パルス出力（正論理） 
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29.3 レジスタの説明 

IrDAのレジスタ構成を表 29.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 29.3に示します。 
 

表 29.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

DMA受信割り込み要因クリアレジスタ IRIF_RINTCLR W H'A45D 0016 16 

DMA送信割り込み要因クリアレジスタ IRIF_TINTCLR W H'A45D 0018 16/8 

IrDA-SIR10コントロールレジスタ IRIF_SIR0 R/W H'A45D 0020 16/8 

IrDA-SIR10ボーレート誤差補正レジスタ IRIF_SIR1 R/W H'A45D 0022 16/8 

IrDA-SIR10ボーレートカウント設定レジスタ IRIF_SIR2 R/W H'A45D 0024 16/8 

IrDA-SIR10ステータスレジスタ IRIF_SIR3 R H'A45D 0026 16/8 

ハードウェアフレーム処理設定レジスタ IRIF_SIR_FRM R/W H'A45D 0028 16/8 

EOF値設定レジスタ IRIF_SIR_EOF R/W H'A45D 002A 16/8 

フラグクリアレジスタ IRIF_SIR_FLG W H'A45D 002C 16/8 

UARTステータスレジスタ 2 IRIF_SIR_STS2 R/W H'A45D 002E 16/8 

UARTコントロールレジスタ IRIF_UART0 R/W H'A45D 0030 16/8 

UARTステータスレジスタ IRIF_UART1 R H'A45D 0032 16/8 

UARTモードレジスタ IRIF_UART2 R/W H'A45D 0034 16/8 

UART送信データレジスタ IRIF_UART3 W H'A45D 0036 16/8 

UART受信データレジスタ IRIF_UART4 R H'A45D 0038 16/8 

UART割り込みマスクレジスタ IRIF_UART5 R/W H'A45D 003A 16/8 

UARTボーレート誤差補正レジスタ IRIF_UART6 R/W H'A45D 003C 16/8 

UARTボーレートカウントレジスタ IRIF_UART7 R/W H'A45D 003E 16/8 

CRCエンジンコントロールレジスタ IRIF_CRC0 R/W H'A45D 0040 16/8 

CRCエンジン入力データレジスタ IRIF_CRC1 W H'A45D 0042 16/8 

CRCエンジン演算レジスタ IRIF_CRC2 W H'A45D 0044 16/8 

CRCエンジン出力データレジスタ 1 IRIF_CRC3 R H'A45D 0046 16/8 

CRCエンジン出力データレジスタ 2 IRIF_CRC4 R H'A45D 0048 16/8 
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表 29.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

IRIF_RINTCLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_TINTCLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR_FRM 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR_EOF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR_FLG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART_STS2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART6 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART7 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_CRC0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_CRC1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_CRC2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_CRC3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_CRC4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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29.3.1 DMA受信割り込み要因クリアレジスタ（IRIF_RINTCLR） 

IRIF_RINTCLRは、受信データ DMA転送要求をクリアするレジスタです。 
 

W W W W W W W W W W W W W W W W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RDMAC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～0 RDMAC[15:0] H'0000 W 受信データ DMA転送用要求クリア 

クリアする場合は、ワードデータを書き込んでください。書き込む値は任意

です。 

 

29.3.2 DMA送信割り込み要因クリアレジスタ（IRIF_TINTCLR） 

IRIF_TINTCLRは、送信データ DMA転送要求をクリアするレジスタです。 
 

W W W W W W W W W W W W W W W W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

TDMAC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～0 TDMAC[15:0] H'0000 W 送信データ DMA転送用要求クリア 

クリアする場合は、ワードデータを書き込んでください。書き込む値は任意

です。 

 

29.3.3 IrDA-SIR10コントロールレジスタ（IRIF_SIR0） 

IRIF_SIR0は、赤外線受発光パルス変復調の制御を行うレジスタです 
 

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — IR
TPW

IR
ERRC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 IRTPW 0 R/W 赤外線発光（送信）パルス幅選択 

赤外線発光（送信）パルス幅を選択します。 

0：MSFCLK_INより入力されるクロックの 3サイクル分を出力 

1：IRIF_SIR1と IRIF_SIR2で設定した 1.8432MHzクロックの 3サイクル

分を出力 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

0 IRERRC 0 R/W 赤外線受光（受信）パルス幅エラーフラグクリアビット 

赤外線受光（受信）パルス幅のエラーフラグをクリアします。 

0：クリアしない 

1：クリアする 

【注】 本ビットに 1を設定した場合、直ちに 0に復帰します。0を書き込む

必要はありません。 

 

29.3.4 IrDA-SIR10ボーレート誤差補正レジスタ（IRIF_SIR1） 

IRIF_SIR1は、赤外線受発光パルス変復調ブロックで使用するボーレートの誤差補正（ボーレートカウント値の

小数部）の設定を行うレジスタです。IRIF_SIR2で指定する値とあわせて 1.8432MHzクロックの生成を行います。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — —— — —IRBCA[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

赤外線変復調ボーレート誤差補正設定ビット 

赤外線受発光パルス変復調ブロックで使用するボーレートの誤差補正（ボー

レートカウント値の小数部）の設定を行います。下記の設定値の右に示され

た値は、IRIF_SIR2で指定するボーレートカウント値の小数部を表していま

す。動作仕様に一番近い小数部を選択してください。 

0000：0.0000 

0001：0.0625 

0010：0.1250 

0011：0.1875 

0100：0.2500 

0101：0.3125 

0110：0.3750 

0111：0.4375 

1000：0.5000 

1001：0.5625 

1010：0.6250 

1011：0.6875 

1100：0.7500 

1101：0.8125 

1110：0.8750 

1111：0.9375 

7～4 IRBCA[3:0] 0000 R/W 

【注】 本ビットの設定は送受信中には行わないでください。送受信中の設

定による動作は保証されません。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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29.3.5 IrDA-SIR10ボーレートカウント設定レジスタ（IRIF_SIR2） 

IRIF_SIR2は、赤外線受発光パルス変復調ブロックで使用するボーレートカウント値の整数部の設定を行うレジ

スタです。IRIF_SIR1で指定した誤差補正値とあわせて 1.8432MHzクロックを生成します。 
 

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — IRBC[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 IRBC[3:0] 0000 R/W 赤外線変復調ボーレートカウント設定 

赤外線受発光パルス変復調ブロックで使用するクロックを生成する分周カ

ウント値の整数部の設定を行います。 

【注】本ビットの設定は送受信中には行わないでください。送受信中の設定

による動作は保証されません。 

 

29.3.6 IrDA-SIR10ステータスレジスタ（IRIF_SIR3） 

IRIF_SIR3は、赤外線受発光パルス変復調時の赤外線受光（受信）パルス幅エラーの有無を示すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — IRERR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 IRERR 0 R 赤外線受光（受信）パルス幅エラーフラグビット 

赤外線パルス変復調時の受信パルス幅にエラーがあったことを示します。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 
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29.3.7 ハードウェアフレーム処理設定レジスタ（IRIF_SIR_FRM） 

IRIF_SIR_FRMは、受信データのフレーム処理を設定するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — —EOFD FRER FRP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～10 － すべて 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 EOFD 1 R EOF検出フラグ 

0：EOFを検出した 

1：EOFを検出していない 

8 FRER 0 R フレームエラービット 

0：フレームエラーが発生していない 

1：フレームエラーが発生した 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 FRP 0 R/W フレーム処理設定 

0：EOFの検出を無効にする 

1：EOFの検出を有効にする 

 

29.3.8 EOF値設定レジスタ（IRIF_SIR_EOF） 

IRIF_SIR_EOFは、EOFの値を設定するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1

— — — — — — — — EOF[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 EOF[7:0] H'C1 R/W EOF設定 

検出する EOFの値を設定します。 
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29.3.9 フラグクリアレジスタ（IRIF_SIR_FLG） 

IRIF_SIR_FLGは、フレームエラーフラグ、EOFフラグをクリアするレジスタです。本レジスタの上位 8ビット

あるいは下位 8ビットに任意のデータを書き込むことによって対応するフラグをクリアすることができます。 
 

W W W W W W W W W W W W W W W W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FRERC[7:0] EOFC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 FRERC[7:0] H'00 W フレームエラーフラグクリア 

本ビット（本レジスタの上位 8ビット）にバイトデータを書き込むことに 

よって、フレームエラーフラグがクリアされます。書き込む値は任意です。 

7～0 EOFC[7:0] H'00 W EOFフラグクリア 

本ビット（本レジスタの下位 8ビット）にバイトデータを書き込むことに 

よって、EOFフラグがクリアされます。書き込む値は任意です。 

 

29.3.10 UARTステータスレジスタ 2（IRIF_UART_STS2） 

IRIF_UART_STS2は、データ受信時の動作状態を示すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — —IRSME IROVE IRFRE IRPRE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 IRSME 0 R/W 受信サムエラーフラグ 

0：受信サムエラーなし 

1：受信サムエラーあり 

5 IROVE 0 R/W 受信オーバランエラーフラグ 

0：受信オーバランエラーなし 

1：受信オーバランエラーあり 

4 IRFRE 0 R/W 受信フレーミングエラーフラグ 

0：受信フレーミングエラーなし 

1：受信フレーミングエラーあり 

3 IRPRE 0 R/W 受信パリティエラーフラグ 

0：受信パリティエラーなし 

1：受信パリティエラーあり 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 本レジスタへの書き込み動作ですべてのエラーフラグがクリアされます。 
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29.3.11 UARTコントロールレジスタ（IRIF_UART0） 

IRIF_UART0は、データ送受信を制御するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — TBEC RIE TIE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TBEC 0 W 送信データクリア 

UARTの送信バッファエンプティフラグのクリアを行うビットです。1を書

き込むとクリアされますが、送信データレジスタの内容はクリアされませ

ん。本ビットに 1を書き込んでも読み出し時には 0が読み出されます。 

0：クリアしません 

1：クリアする 

1 RIE 0 R/W 受信イネーブル 

UARTの受信の起動／停止を行うビットです。受信中に停止を行うと、 

1データ受信の後、受信が中断されます。 

0：停止 

1：起動 

0 TIE 0 R/W 送信イネーブル 

UARTの送信の起動／停止を行うビットです。送信中に停止を行うと、 

1データ送信の後、送信が中断されます。 

0：停止 

1：起動 
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29.3.12 UARTステータスレジスタ（IRIF_UART1） 

IRIF_UART1は、UART機能の動作状態を示すフラグが設定されます。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1

— — — — — — — — — UR
SME

UR
OVE

UR
FRE

UR
PRE RBF TSBE TBE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

8、7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 URSME 0 R 受信サムエラーフラグ 

UARTの各エラーフラグ（受信パリティエラーフラグ、受信フレーミング 

エラーフラグ、受信オーバランエラーフラグ）のいずれかのフラグが 1に 

セットされると 1がセットされ、セットされていない場合は 0がセットされ

ます。エラーフラグは受信データレジスタがシステムにより読み出されると

クリアされ、受信データがシステムにより読み出される前に次の受信データ

が受信されると、最新の受信データに対応したエラーフラグがセットされま

す（古い受信データに対するエラーに上書きされていきます）。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

5 UROVE 0 R 受信オーバランエラーフラグ 

UARTの受信データレジスタがシステムにより読み出される前に次の受信 

データが格納されると 1がセットされ、受信データレジスタがシステムによ

り読み出しが行われると 0がセットされます。このときの受信データは、 

最新のデータが格納されます（古い受信データの上に上書きされます）。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

4 URFRE 0 R 受信フレーミングエラーフラグ 

UARTの受信データの後続に付加されるストップビットが、UARTモード 

レジスタで指定した、ストップビット長と一致すると 0がセットされ、一致

しない場合に 1がセットされる．エラーフラグは受信データレジスタがシス

テムにより読み出されるとクリアされ、受信データがシステムにより読み出

される前に次の受信データが受信されると、最新の受信データに対応した 

エラーフラグがセットされます（古い受信データに対するエラーに上書きさ

れます）。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 URPRE 0 R 受信パリティエラーフラグ 

UARTの受信したデータのパリティが、UARTモードレジスタで指定した 

パリティと一致すると 0がセットされ、一致せず、かつ、パリティを有効と

設定している場合に 1がセットされます。エラーフラグは受信データレジス

タがシステムにより読み出されるとクリアされ、受信データがシステムによ

り読み出される前に次の受信データが受信されると、最新の受信データに対

応したエラーフラグがセットされます（古い受信データに対するエラーに上

書きされていきます）。 

0：エラーなし 

1：エラーあり 

2 RBF 0 R 受信バッファフルフラグ 

UARTの受信データレジスタに受信データが格納されると、1がセット（受

信パリティエラー、受信フレーミングエラー、受信オーバランエラーのいず

れかが発生していても 1がセット）され、受信データレジスタがシステムに

より読み出されると 0がセットされます。 

0：受信データなし 

1：受信データあり 

1 TSBE 1 R 送信シフトバッファエンプティフラグ 

UARTの送信が完了すると（UART送信シフトバッファが空になると）1が

セットされ、UARTの送信中は 0がセットされます。 

0：送信中 

1：送信完了 

0 TBE 1 R 送信バッファエンプティフラグ 

UARTの送信データレジスタのデータが送信シフトバッファに格納（送信 

データレジスタが空）されるか、またはコントロールレジスタの送信データ

クリアビットに 1を書き込むと 1がセットされ、送信データレジスタに送信

データが書き込まれると 0がセットされます。 

0：送信データあり 

1：送信データなし 
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29.3.13 UARTモードレジスタ（IRIF_UART2） 

IRIF_UART2は、シリアルデータ送受信データフォーマットや伝送モードを指定するレジスタです。常に、初

期値の状態で使用してください。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — —BCT CHR STOP PE O/E

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 BCT 0 R/W ブレークキャラクタ送出ビット 

UARTのブレークキャラクタ送出を設定するビットで、0で通常動作、1で

ブレークキャラクタ（UART送信信号＝L）が送出されます。 

0：通常動作 

1：ブレークキャラクタ送出 

6 CHR 0 R/W キャラクタ長選択 

UARTの送受信データのキャラクタ長を選択します。 

0：8ビット 

1：7ビット 

5 STOP 0 R/W ストップビット長選択 

UARTの送受信データの後続に付加されるストップビットのビット長を選

択するビットで、1で 2ビット長、0で 1ビット長が選択されます。 

0：1ビット 

1：2ビット 

4 PE 0 R/W パリティ有無選択 

UARTの送受信データに対してパリティビットの有効、無効を選択します。 

0：パリティなし 

1：パリティあり 

3 O/E 0 R/W パリティ偶奇選択 

UARTの送受信データパリティの偶数、奇数の選択を行うビットです。 

0：偶数パリティ 

1：奇数パリティ 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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29.3.14 UART送信データレジスタ（IRIF_UART3） 

IRIF_UART3は、送信データを格納するレジスタです。 
 

W W W W W W W W W W W W W W W W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — TD[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 TD[7:0] H'00 W UART送信データ 

送信するデータを設定します 

【注】 UARTステータスレジスタの送信バッファエンプティフラグが 1のときに本レジスタに書き込みを行います。 

0のときに書き込みを行うと、タイミングによっては不定のデータが送信される場合があります。 

 

29.3.15 UART受信データレジスタ（IRIF_UART4） 

IRIF_UART4は、受信データが格納されるレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — RD[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 RD[7:0] H'00 R UART受信データ 

受信されたデータが設定されます 

【注】 UARTステータスレジスタの受信バッファフルフラグが 1のときに本レジスタから読み出しを行います。 

0のときに読み出しを行うと、タイミングによっては不定のデータが読み出される場合があります。 
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29.3.16 UART割り込みマスクレジスタ（IRIF_UART5） 

IRIF_UART5は、UARTの割り込みを有効または無効にするレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R/W R R R R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — —RS
EIM

RB
FIM

TSB
EIM

TB
EIM

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 RSEIM 0 R/W 受信サムエラーフラグ割り込みマスク 

受信サムエラーフラグにより割り込みの有効、無効を選択します。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

5～3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 RBFIM 0 R/W 受信バッファフルフラグ割り込みマスク 

受信バッファフルフラグにより割り込みの有効、無効を選択します。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

1 TSBEIM 0 R/W 送信シフトバッファエンプティフラグ割り込みマスク 

送信シフトバッファエンプティフラグにより割り込みの有効、無効を選択し

ます。フラグに 1がセットされると割り込みとして処理を行います。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

0 TBEIM 0 R/W 送信バッファエンプティフラグ割り込みマスク 

送信バッファエンプティフラグにより割り込みの有効、無効を選択します。

フラグに 1がセットされると割り込みとして処理を行います。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

【注】 送信シフトバッファエンプティフラグ割り込みマスクビットと送信バッファエンプティ割り込みマスクビットを同時に

割り込み許可にしないでください。 
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29.3.17 UARTボーレート誤差補正レジスタ（IRIF_UART6） 

IRIF_UART6は、データ送受信時のボーレート誤差補正を設定するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — —UABCA[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

ボーレート誤差補正ビット 

UARTのボーレート誤差補正（ボーレートカウント値の小数部）の設定を行

うビットで、UARTボーレートカウントレジスタで指定した値とあわせてボ

ーレート値の設定をします。下記の設定値の右に示された値は、ボーレート

カウント値の小数部を表しています。動作仕様に一番近い小数部を選択し、

ボーレート誤差補正レジスタへ設定してください。 

7～4 UABCA[3:0] 0000 R/W 

0000：0.0000 

0001：0.0625 

0010：0.1250 

0011：0.1875 

0100：0.2500 

0101：0.3125 

0110：0.3750 

0111：0.4375 

1000：0.5000 

1001：0.5625 

1010：0.6250 

1011：0.6875 

1100：0.7500 

1101：0.8125 

1110：0.8750 

1111：0.9375 

3～0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

29.3.18 UARTボーレートカウントレジスタ（IRIF_UART7） 

IRIF_UART7は、データ送受信用のボーレートを設定するレジスタです。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UABC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～0 UABC[15:0] H'0000 R/W ボーレートカウント設定 

ボーレートカウント値の整数部の設定を行うビットで、UARTボーレート誤

差補正レジスタで指定した値とあわせてボーレート値の設定を行います。 

ボーレート値の設定は、「29.4.1（4） データ送受信におけるボーレート

設定」を参照してください。 
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29.3.19 CRCエンジンコントロールレジスタ（IRIF_CRC0） 

IRIF_CRC0は、CRCエンジンの起動と入力データ数をカウントするレジスタです。 
 

W R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CRC
_RST — — — CRC_CT[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15 CRC_RST 0 W CRCエンジンリセット 

CRC演算に関連するレジスタをクリアします。 

リセット後、本ビットを 0に書き戻す必要はありません。 

0：通常の CRC演算 

1：CRCエンジンリセット 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 CRC_CT 

[11:0] 

H'000 R CRCエンジン入力データ数 

CRCエンジンに入力されたデータ数が読み出されます。 

データ数が 4096になった場合、0にラップアラウンドします。 

 

29.3.20 CRCエンジン入力データレジスタ（IRIF_CRC1） 

IRIF_CRC1は、CRCエンジンへの入力データを設定するレジスタです。 
 

W W W W W W W W W W W W W W W W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — CRC_IN[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～8 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 CRC_IN[7:0] H'00 W CRCエンジン入力データ 

CRCエンジンに入力するデータを設定します。設定されたデータは LSB

（CRC_IN0）から CRC演算レジスタの MSB（CRC_REG15）へ順に転送

されます。詳細は図 29.7を参照してください。 
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29.3.21 CRCエンジン演算レジスタ（IRIF_CRC2） 

IRIF_CRC2は、CRCの演算用レジスタです。通常 CRC演算の初期値を書き込むときのみアクセスしてくださ

い。 
 

W W W W W W W W W W W W W W W W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CRC_REG[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～0 CRC_REG 

[15:0] 

H'0000 W CRCエンジン演算データ 

CRC演算レジスタの初期値を設定します。 

 

29.3.22 CRCエンジン出力データレジスタ 1（IRIF_CRC3） 

IRIF_CRC3は、CRCエンジンの演算結果を示すレジスタです。 
 

R R R R R R R R R

CRC_OUT[15:0]

R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～0 CRC_OUT 

[15:0] 

H'0000 R CRCエンジン出力データ 

CRCエンジンの演算結果を読み出すことができます。 

 

29.3.23 CRCエンジン出力データレジスタ 2（IRIF_CRC4） 

IRIF_CRC4は、CRCエンジンの演算結果を示すレジスタです。IRIF_CRC3の LSB-MSBを反転した値が設定さ

れます。 
 

R R R R R R R R R

CRC_OUT[15:0]

R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15～0 CRC_OUT 

[15:0] 

H'0000 R CRCエンジン出力データ 

CRCエンジンの演算結果を読み出すことができます。 

ビット 15が LSB、ビット 0が MSBになります。 
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29.4 機能説明 

29.4.1 UART 

UARTは、調歩同期式モードの手順に従って、シリアル送信／受信を制御します。 

（1） データフォーマット 

UARTで取り扱うデータのフォーマットを図 29.2に示します。 

• STビット（スタートビット） 

データの送受信開始を示すビットで、キャラクタ1ビット分のロー信号がデータビットの直前に付加されま

す。 

• Bit0～Bit7（データビット） 

IRIF_UART3に書きこまれた送信データ、IRIF_UART4に格納された受信データを示します。データビットの

キャラクタ長は8ビットで、送受信データビットの通信配列はLSBファーストで行います。 

• SPビット（ストップビット） 

データ送受信終了を示すビットで、データビットの直後に付加されます。ストップビットとしてキャラクタ1

ビット分のハイ信号が出力されます。 

8ビット、1ストップ

ST SPBit0 Bit7  

図 29.2 送受信データフォーマット 
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（2） データ送信タイミング 

データ送受信コントロールで取り扱うデータの送信タイミングを図 29.3に示します。 

1データ送信中

送信データレジスタ
の書き込み

送信データレジスタ
の書き込み

割込み
マスク解除

送信基本クロック

コントロール
レジスタ（送信）

送信バッファ
エンプティフラグ
（ステータス）

送信バッファ
エンプティフラグ
（割込み）

送信シフトバッファ
エンプティフラグ
（割込み）

送信シフトバッファ
エンプティフラグ
（ステータス）

TXD

最終ストップビットの
送信時に送信シフト
バッファエンプティ
フラグ（ステータス）
が"T"にセットされる。

1データ送信中

 

図 29.3 データ送信タイミング 
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（3） データ受信タイミング 

UARTで取り扱うデータの受信タイミングを図 29.4に示します。 

受信データの最終ストップビット検出時に、受信データの格納や各受信フラグのセットおよびクリアが制御さ

れます。 

1データ送信中

スタートビット確認 スタート
ビット検出

受信データ
レジスタの読み出し

スタート
ビット確認割込みマスク解除

受信許可

受信基本クロック

コントロールレジスタ
（受信）

受信バッファフルフラグ
（ステータス）

受信バッファフルフラグ
（割込み）

受信サムエラーフラグ
（割込み）

受信フリーミングエラーフラグ
（ステータス）

受信オーバーランエラーフラグ
（ステータス）

受信サムエラーフラグ
（ステータス）

受信バリティエラーフラグ
（ステータス）

RXD

1データ送信中

【注】 受信制御回路は、RXD入力端子に立ち下がりが入力されるとスタートビットと判断する、
さらにスタートビット中央でサンプリングし、そのときにRXD入力端子がローであれば
受信シーケンスを開始します。  

図 29.4 データ受信タイミング 
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（4） データ送受信におけるボーレート設定 

UARTデータ送受信に使用するボーレートの計算式を以下に示します。 
 

ボーレート値[bps]＝
システムクロック(SCLK)[Hz]

UABCA + (UABC + 1) × 16

UABC ：データ送受信用ボーレートカウンタ値（IRIF_UART7.UABC[15:0]の設定値）
UABCA  ：データ送受信用ボーレートカウンタ値（IRIF_UART6.UABCA[3:0]の設定値）  

 

上記に示す計算式のクロックはコントローラに入力されたクロックです。ボーレートカウント値の整数部をリ

ロードするときにボーレート誤差補正レジスタの小数部を累積加算し、累積加算にオーバフローがある場合は整

数部に 1を加えた値をリロードに使用します。すなわち、小数部の累積誤差が 1に達したとき、ボーレートカウ

ント値に 1を加え誤差を解消するようになっています。 
 

29.4.2 発受光パルス変復調動作 

（1） 赤外線発光パルスデータ送信 

UARTからの送信データを、IrDA標準規格 1.0に準拠した波形にエンコードし赤外線受発光素子に対して赤外

線発光パルスデータを送信します。エンコードのタイミングを図 29.5に示します。 

3サイクル

3サイクル

1ビットデータ

1.8432 MHz
クロック

MSFCLK_IN

TXD ロー認識*1

TXD

IROUT*2

IROUT*3

【注】 *1  MSFCLK_IN の8サイクルの検波により、TXDのローを認識する。その後、設定されたモードに対応した
 3サイクル分のパルス幅を出力します。
*2 IrDA送信パルス幅選択ビットに0をセットした場合のIROUT端子出力タイミングです。
 （MSFCLK_INの3サイクル分）
*3 IrDA送信パルス幅選択ビットに1をセットした場合のIROUT端子出力タイミングです。
 （1.8432MHzクロックの3サイクル分）  

図 29.5 赤外線発光（送信）パルスデータエンコードタイミング 

 



 

29. IrDAインタフェース（IrDA） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  29-23 

2013.01.18  

 

SH7724 

（2） 赤外線受光パルスデータ受信 

赤外線受発光素子からの赤外線受光パルス（受信）データを、IrDA標準規格 1.0に準拠した波形からデコード

し UARTに対して送信します。デコードのタイミングを図 29.6に示します。 

次IRIN受付け開始*2

位相ズレ
対応可能期間

1ビットデータ

1.8432 MHz
クロック

MSFCLK_IN

IRIN  ロー認識

IRIN

RXD*1

【注】*1 1.8432MHzクロック（内部生成）にて、IRIN端子上に、連続2回以上のローを検出した場合、MSFCLK_INの
 17サイクル分のローパルス幅を出力します。この仕様により、IRIN入力パルスのMSFCLK_INの1サイクル分の
 位相のずれ（遅れた場合）を解消しています。 
*2 IRINのローを認識後、MSFCLK_INの14サイクル以降に次のIRIN検出が可能となります。それまでの期間IRINが
 ローとなっても、パルスとして認識されません。この仕様により、IRIN入力パルスのMSFCLK_INの1サイクル分
 の位相のずれ（進んた場合）を解消しています。  

図 29.6 赤外線受光パルス（受信）データデコードタイミング 

（3） 受発光パルス変復調時の内部クロック生成 

受発光パルス変復調ブロックで使用される 1.8432MHzクロックは以下の計算式で生成されます。 
 

1.8432MHzクロック ＝
IRBCA ＋( IRBC＋1)

システムクロックSCLK [Hz]

IRBCA ：赤外線受発光パルス変復調用ボーレート誤差補正値（IRIF_SIR1.IRBCA[3:0]の設定値）
IRBC ：赤外線受発光パルス変復調用ボーレートカウント値（IRIF_SIR2.IRBC[3:0]の設定値）

 
 

1.8432MHzクロックは、1.63μsの時間測定を行うためのクロックであり以下の動作時に必要になります。 

• 1.63μsの赤外線発光（送信）パルス幅生成 

• 赤外線受光（受信）パルスの認識 

• 規格未満となる赤外線受光（受信）パルス幅の検出 

 

上記に示す計算式のクロックはコントローラに入力されたクロックです。ボーレートカウント値の整数部をリ

ロードするときにボーレート誤差補正レジスタの小数部を累積加算し、累積加算にオーバフローがある場合は整

数部に 1を加えた値をリロードに使用します。すなわち、小数部の累積誤差が 1に達したとき、ボーレートカウ

ント値に 1を加え誤差を解消するようになっています。 
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（4） 赤外線受発光パルス変復調時の注意事項 

（a） 赤外線受光（受信）パルス幅エラーについて 

赤外線受光（受信）パルス幅エラーフラグ（IRERR）は、赤外線受光（受信）パルス幅が規格外と判定された

場合に 1にセットされます。受信パルスが規格外と判定されるのは、以下の場合です。 

• 赤外線受光（受信）パルス幅を、1.8432MHzクロックにて検波し1回のみのローを検出した場合（規格値未満） 

• 赤外線受光（受信）パルス幅を、MSFCLK_INのクロック周波数にて検波し連続5回以上のローを検出した場

合（規格値オーバ） 

• 赤外線受光（受信）パルス幅を、1.8432MHzクロックにて検波し、1回のみのハイを検出した場合（パルス幅

欠落） 

ただし、以下の場合については、規格外のパルス幅であってもエラーとしません。 

• 1.8432MHzクロック周波数1サイクル未満のパルス幅が入力された場合 

【注】 赤外線受光（受信）パルス幅が規格値を超えた場合、エラーフラグは 1に設定されますが、パルス自体は認識され本制

御回路は通常動作を行います（RXDからローを出力する）。 

 赤外線受光（受信）パルス幅を認識した後の受信動作中においても、上記規格外のパルス幅を検出することができます。 

 

（b） 赤外線受発光素子とのインタフェース 

以下のように赤外線受発光素子とのインタフェースは、入力と出力とで極性が反転しています。 

 赤外線データ送信端子（IROUT）： 正論理出力 

 赤外線データ受信端子（IRIN）： 負論理入力 
 

（c） レジスタの読み込み／書き出し 

IRIF_SIR0、IRIF_SIR1、IRIF_SIR2各レジスタの設定は、データの送受信時に行わないでください。動作中に設

定を行うと正常にデータが送受信されない場合があります。 
 

（d） 赤外線発光（送信）パルス幅選択ビット 

MSFCLK_INに、1.8432MHzのクロックが入力される場合（データ送受信機能は 115.2kbpsで動作）は、赤外線

発光（送信）パルス幅選択ビットの設定を 1にしないでください。1に設定すると正常に送信パルス幅が出力され

ないことがあります。 
 

（e） パルス幅 

赤外線受発光パルス変復調用ボーレートカウンタ設定レジスタ（IRIF_SIR2）の値を H'0000にしないでくださ

い。送信パルス幅が規格（infrared data association serial infrared physical layer specification version 1.3）の下限値（pulse 

duration minimum: 1.41μs）未満になる場合があります。 
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29.4.3 CRCエンジン 

（1） CRCエンジンの構成 

CRCエンジンは、入力データレジスタ、バイトカウンタ、CRC演算レジスタ、CRC出力レジスタから構成され

ます。図 29.7に CRCエンジンの構成を示します。 

CRCエンジン

15

15

007

0

データ入力

CRC出力

入力データ

バイトカウンタ

CRC演算レジスタ
　1+X5+X12+X16

CRC出力

 

図 29.7 CRCエンジンの構成 

（2） CRCエンジンの動作 

CRCエンジンは、8ビットの入力データを書き込むと下位ビットから 8ビット単位で CRC演算を行い 16ビッ

トの演算結果を出力します。図 29.8に CRC演算の概要を示します。 

CRCの生成多項式は、「1＋X5＋X12＋X16」で、データの最大長は 4096バイトです。 

また、CRC演算の例を以下に示します。レジスタをリセットした後、入力データとして、H'CC、H'F5、H'F1、

H'A7を順に書き込めば、バイトカウンタは 4、CRC演算結果出力は H'51DFになります。 

7  6  5  4  3  2  1  0
入力データ

バイトカウンタ
1+X5+X12+X16

CRC演算レジスタREG[15:0]

CRC出力レジスタOUT[15:0]

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

15 14 13 12 11 10  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

 

図 29.8 CRCエンジンの動作 

 



 

29. IrDAインタフェース（IrDA） 

29-26  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

29.4.4 送受信フロー 

（1） IrDA送信フロー 
 

IrDAへの設定 IrDAの動作フローチャート

送信バッファエンプティ 
フラグ割り込み許可設定

UART部ボーレート 
カウント値整数部設定 

SIR部ボーレート 
カウント値整数部設定

SIR部ボーレート 
カウント値少数部設定

送信パルス幅設定 

UARTモード設定 
 （初期値の状態で使用）

UART部ボーレート 
カウント値小数部設定

送信起動設定

送信データ設定

割り込み禁止設定

送信停止設定

送信開始

送信中～送信完了

Yes

No

送信待ち

送信バッファエンプティ
待ち

送信シフトバッファ 
エンプティ待ち

次の送信データがある場合 
は送信データの準備

START

END

IRIF_SIR0レジスタの設定

IRIF_UART2レジスタの設定

IRIF_SIR2レジスタの設定

IRIF_SIR1レジスタの設定

IRIF_UART6レジスタの設定

IRIF_UART7レジスタの設定

IRIF_UART0レジスタの設定

IRIF_UART5レジスタの設定

IRIF_UART1レジスタの 
送信バッファエンプティ 

==1?

Yes

No
全データ転送終了?

Yes

NoIRIF_UART1レジスタの 
送信シフトバッファエンプティ 

==1?

IRIF_UART3レジスタの設定

IRIF_UART5レジスタの設定

IRIF_UART0レジスタの設定

 
図 29.9 送信フロー 
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（2） IrDA送信（CRC演算）フロー 
 

CRCエンジン初期化設定

CRCエンジン 
入力データ設定

CRC演算結果読み出し

CRCエンジン入力 
データバイトカウンタ値
読み出し

【注】* このフローに示すように全データ転送後 IRIF_CRC4
 レジスタから読み出した演算結果バイト を下位バイト、
 上位バイトの順に送信します。 

*

次のCRC入力データがある 
場合はCRC入力データの
準備

次のCRC送信データがある 
場合はCRC送信データの
準備

IrDAへの設定 IrDAの動作フローチャート

Yes

No

START

END

IRIF_CRC1レジスタの設定

IRIF_CRC0レジスタの設定

全データ転送終了?

Yes

NoCRCデータ
2バイト転送終了?

IRIF_CRC0レジスタの読み出し

IRIF_CRC4レジスタの読み出し

 
図 29.10 IrDA送信（CRC演算）フロー 
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（3） IrDA受信フロー 
 

受信起動設定

UART部ボーレート 
カウント値少数部設定

SIR部ボーレート 
カウント値整数部設定

SIR部ボーレート
カウント値少数部設定

UART部ボーレート 
カウント値整数部設定

受信バッファフルフラグ 
割り込み許可設定

受信パルス幅設定

EOF検出設定

EOF値設定

割り込み禁止設定

受信停止設定

受信データ読み出し

EOFフラグクリア

受信完了

受信待ち～受信中

UARTモード設定
（初期値のままで使用）

受信バッファフル待ち

最終データ？

IrDAへの設定 IrDAの動作フローチャート

Yes

No

START

END

IRIF_UART1レジスタの 
受信バッファフル==1?

Yes

No
IRIF_SIR_FRMレジスタの 

EOFフラグビット==0?

IRIF_UART4レジスタの読み出し

IRIF_UART5レジスタの設定

IRIF_SIR_FLGレジスタの設定

IRIF_UART0レジスタの設定

IRIF_UART0レジスタの設定

IRIF_SIR2レジスタの設定

IRIF_UART7レジスタの設定

IRIF_UART5レジスタの設定

IRIF_SIR0レジスタの設定

IRIF_UART2レジスタの設定

IRIF_UART6レジスタの設定

IRIF_SIR1レジスタの設定

IRIF_SIR_FRMレジスタの設定

IRIF_SIR_EOFレジスタの設定

 
図 29.11 受信フロー 
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（4） IrDA受信（CRC演算）フロー 
 

CRCエンジン初期化設定

CRCエンジン 
入力データ設定

CRC演算結果読み出し

CRCエンジン入力 
データバイトカウンタ値
読み出し

次のCRC入力データがある 
場合はCRC入力データの
準備

CRCチェック

IrDAへの設定 IrDAの動作フローチャート

Yes

No

START

END

エラー処理

IRIF_CRC1レジスタの設定

IRIF_CRC0レジスタの設定

全データ
（CRCデータ含む） 

転送終了? 

Yes

No
CRC演算結果==期待値?

IRIF_CRC0レジスタの読み出し

IRIF_CRC4レジスタの読み出し

 
図 29.12 IrDA受信（CRC演算）フロー 
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29.5 データ送受信における注意事項 

（1） データ受信バッファへのアクセス 

データ受信完了後（受信バッファフル状態）、受信バッファレジスタへの読み出し動作が遅れ、次のデータの

受信完了と受信バッファレジスタの読み出しとがまったく同じタイミングで発生した場合、データを取りこぼし、

かつ、エラー割り込みが発生しない場合があります。 

本来、データ受信完了後、受信バッファレジスタへの読み出しをせずに、次のデータを受信完了した場合、受

信オーバランエラー割り込みが発生します。ただし、次のデータ受信完了と受信バッファレジスタへの読み出し

動作がまったく同じタイミングで発生した場合、1回の読み出し動作を 2回の読み出し動作と誤認識してしまう場

合があります。この場合、読み出したデータ値は不正な値となり、かつ、受信オーバランエラー割り込みも発生

しません。 

受信バッファオーバランエラー割り込みが発生する可能性がある条件で使用しないことによって回避してくだ

さい。 
 

（2） 送信ジッタ 

IrDA送信パルス幅の設定が 1.63μsパルス幅であり、かつ、ボーレート設定値が 57.6kbps～19.2kbpsのときに、

IrDAパルスの送信ジッタが IrDA規格（infrared data association serial infrared physical layer specification version 1.3）

の上限値（周波数精度が±0.87%）を超える場合があります。 
 

（3） 115kbpsボーレート時の IRIF_SIR0レジスタ設定禁止値（H'0001） 

115kbpsボーレート時、IRIF_SIR0レジスタに、H'0001を設定しないでください。送信パルス幅が規格（infrared 

data association serial infrared physical layer specification version 1.3）の下限値（pulse duration minimum: 1.41μs）未満

になる場合があります。 
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30. キースキャンインタフェース（KEYSC） 

本 LSIは、入力と出力のビット数をプログラマブルに設定可能なキースキャンインタフェース（KEYSC）を内

蔵しています。 

30.1 特長 

• チャタリング除去回路を内蔵 

• チャタリング除去時間はプログラマブルに設定可能 

• キーの多重押しに対応可能 

• レベル／エッジ内部割り込み選択可能 

• KEY入力（レベル）割り込みによるソフトウェアスタンバイおよびR/U-スタンバイモードの解除 

• 入力と出力のビット数をプログラマブルに選択可能 
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図 30.1にキースキャンインタフェースのブロック図を示します。 

KEY

KEYIN0 
KEYIN1 
KEYIN2 
KEYIN3 

KEYIN4 

K
Y

IN
D

R

K
Y
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U

T
D

R

KEYOUT0

KEYOUT1
KEYOUT2

KEYOUT3
KEYOUT4

KEYOUT5

Hi-Z制御可能

EOR
EOR

EOR
EOR
EOR

KYCR1、KYCR2

5

RCLK

レ
ジ
ス
タ
制
御

周
辺
バ
ス

KEYSC

サブエリア
内部割り込み

内部スタンバイ
解除

チャタリング除去／
割り込み検出

入力プルアップ

【記号説明】
KYCR1、2 ：キースキャンコントロールレジスタ1、2
KYINDR ：キースキャンインデータレジスタ
KYOUTDR ：キースキャンアウトデータレジスタ

 

図 30.1 キースキャンインタフェースのブロック図（KEY端子モード 1） 
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30.2 入出力端子 

キースキャンインタフェースの端子構成を表 30.1に示します。 
 

表 30.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 説明 

KEYIN6～

KEYIN0 

入力用キースキャンインタフェース 6～0 入力 入力用キースキャンインタフェース 

KEYOUT5～

KEYOUT0 

出力用キースキャンインタフェース 5～0 出力 出力用キースキャンインタフェース 

 

KEYOUT5端子は KEYIN5端子、KEYOUT4端子は KEYIN6端子とそれぞれマルチプレクスされています。キ

ースキャンコントロールレジスタ 1（KYCR1）の KYMD1、KYMD0の設定により、どちらかの機能が選択されま

す。表 30.2に選択できる KEYIN端子／KEYOUT端子の組み合わせを示します。 
 

表 30.2 マルチプレクス端子の設定 

名称 KYMD1 KYMD0 KEYOUT5/KEYIN5端子 KEYOUT4/KEYIN6端子 

KEY端子モード 1 0 0 KEYOUT5を選択 KEYOUT4を選択 

KEY端子モード 2 0 1 KEYIN5を選択 KEYOUT4を選択 

KEY端子モード 3 1 0 KEYIN5を選択 KEYIN6を選択 
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30.3 レジスタの説明 

KEYSCのレジスタ構成を表 30.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 30.4に示しま

す。 
 

表 30.3 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

キースキャンコントロールレジスタ 1 KYCR1 R/W H'A44B 0000 16 

キースキャンコントロールレジスタ 2 KYCR2 R/W H'A44B 0004 16 

キースキャンインデータレジスタ KYINDR R H'A44B 0008 16 

キースキャンアウトデータレジスタ KYOUTDR R/W H'A44B 000C 16 

 

表 30.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

KYCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化*2 初期化 保持 

KYCR2 初期化*1 初期化*1 保持 保持 初期化*3 初期化*1 保持 

KYINDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

KYOUTDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

【注】 *1 KEYIFビットのみリセット前の値を保持します。 

 *2 KYOUT_IE ビットのみ値を保持します。 

 *3 KYCPU_IE[1:0]ビットのみ値を保持します。 
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30.3.1 キースキャンコントロールレジスタ 1（KYCR1） 

KYCR1は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、キースキャンインタフェースの機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W

— — — — — — KYMD[1:0] KYOUT_
IE — — — — SCN[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 KYMD[1:0] 00 R/W KEY端子モード 

使用する KEYIN端子／KEYOUT端子を設定します。 

00：KEY端子モード 1を使用する（KEYIN4～0、KEYOUT5～0が使用可能） 

01：KEY端子モード 2を使用する（KEYIN5～0、KEYOUT4～0が使用可能） 

10：KEY端子モード 3を使用する（KEYIN6～0、KEYUOT3～0が使用可能） 

11：設定禁止 

7 KYOUT_IE 0 R/W キースキャンスタンバイモード解除イネーブル 

各種スタンバイモードを KEY入力で解除する場合、本ビットを 1に設定します。 

0：KEY入力による各種スタンバイモード解除禁止 

1：KEY入力による各種スタンバイモード解除許可 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 SCN[2:0] 000 R/W スキャンタイミング 

キースキャンインタフェース割り込み検出のチャタリング除去時間を指定しま

す。 

000：RCLK/16（0.49ms） 

001：RCLK/32（0.98ms） 

010：RCLK/64（1.95ms） 

011：RCLK/128（3.91ms） 

100：RCLK/256（7.81ms） 

101：RCLK/512（15.63ms） 

110：RCLK/1024（31.25ms） 

111：チャタリング除去回路は無効 
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30.3.2 キースキャンコントロールレジスタ 2（KYCR2） 

KYCR2は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、キースキャンインタフェースの機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W

— KYDIR6 KYDIR5 KYDIR4 KYDIR3 KYDIR2 KYDIR1 KYDIR0 — — KYCPU_IE[1:0] — — — KEYIF

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 KYDIR6 0 R/W KEYディレクション 6 

KEYIN6端子と本ビットをEORした値を使ってKEYIN6の割り込みを検出

します。 

【注】KEY端子モード 1および 2設定時に書き込んだ値は無視されます。 

13 KYDIR5 0 R/W KEYディレクション 5 

KEYIN5端子と本ビットをEORした値を使ってKEYIN5の割り込みを検出

します。 

【注】KEY端子モード 1設定時に書き込んだ値は無視されます。 

12 KYDIR4 0 R/W KEYディレクション 4 

KEYIN4端子と本ビットのEORした値を使ってKEYIN4の割り込みを検出

します。 

11 KYDIR3 0 R/W KEYディレクション 3 

KEYIN3端子と本ビットのEORした値を使ってKEYIN3の割り込みを検出

します。 

10 KYDIR2 0 R/W KEYディレクション 2 

KEYIN2端子と本ビットのEORした値を使ってKEYIN2の割り込みを検出

します。 

9 KYDIR1 0 R/W KEYディレクション 1 

KEYIN1端子と本ビットのEORした値を使ってKEYIN1の割り込みを検出

します。 

8 KYDIR0 0 R/W KEYディレクション 0 

KEYIN0端子と本ビットのEORした値を使ってKEYIN0の割り込みを検出

します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 KYCPU_IE[1:0] 00 R/W KEY内部割り込みイネーブル 

KEYが入力されたときの CPUへの内部割り込み要求の許可／禁止を選択

します。 

00：KEY割り込み要求の禁止 

01：KEY割り込み要求の許可（レベル） 

10：KEY割り込み要求の許可（立ち上がりエッジ） 

11：KEY割り込み要求の許可（立ち下がりエッジ） 

【注】各種スタンバイモードを KEY入力で解除する場合、本ビットを 01

に設定してください。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 KEYIF 不定 

（リセッ

ト前の値

を保持）

R/W KEYインタラプトフラグ 

KEY内部割り込みが発生した時にセットされるフラグ 

本フラグが１の間、CPUに対して内部割り込み要求が発生します。（0を

書き込むまで 1を保持します） 

0：KEY割り込みが発生していない 

1：KEY割り込みが発生している* 

【注】 * レベル割り込みの場合：KEYIN6～KEYIN0と KYDIR6～KYDIR0のそれぞれの排他的論理和（EOR）の結果が 1つ

でも 0がある状態 

  エッジ割り込みの場合：KEYIN6～KEYIN0と KYDIR6～KYDIR0のそれぞれの排他的論理和（EOR）の結果が 1つ

でも 0がある状態とすべて１の状態の変化エッジ 

 

30.3.3 キースキャンインデータレジスタ（KYINDR） 

KYINDRは、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、端子 KEYIN6～KEYIN0のデータを格納します。KYI6DT

～KYI0DTビットは KEYIN6～KEYIN0端子に対応しています。 

キースキャンインタフェース機能を使うためには、ピンファンクションコントローラにて端子機能設定をキー

スキャンインタフェース端子側にしてください。KEYIN6～KEYIN0端子は LSI内部でプルアップしています。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 — — — — — — —
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — KYI6DT KYI5DT KYI4DT KYI3DT KYI2DT KYI1DT KYI0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

6 KYI6DT 不定* R 端子 KEYIN6の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

【注】KEY端子モード 1および 2設定時は常に 0が読み出されます。 

5 KYI5DT 不定* R 端子 KEYIN5の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

【注】KEY端子モード 1設定時は常に 0が読み出されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 KYI4DT 不定* R 端子 KEYIN4の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

3 KYI3DT 不定* R 端子 KEYIN3の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

2 KYI2DT 不定* R 端子 KEYIN2の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

1 KYI1DT 不定* R 端子 KEYIN1の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

0 KYI0DT 不定* R 端子 KEYIN0の状態（ハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0） 

【注】 * リセット直後は、BSCのデータバス機能が有効になっているため、読み出し値は不定となります。 

 

30.3.4 キースキャンアウトデータレジスタ（KYOUTDR） 

KYOUTDRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子 KEYOUT5～KEYOUT0の出力データ

を格納します。KYO5DT～KYO0DTビットは KEYOUT5～KEYOUT0端子に対応しています。 

キースキャンインタフェース機能を使うためには、ピンファンクションコントローラにて端子機能設定をキー

スキャンインタフェース端子側にしてください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — KYO5DT[1:0] KYO4DT[1:0] KYO3DT[1:0] KYO2DT[1:0] KYO1DT[1:0] KYO0DT[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 KYO5DT[1:0] 11 R/W 

9、8 KYO4DT[1:0] 11 R/W 

7、6 KYO3DT[1:0] 11 R/W 

5、4 KYO2DT[1:0] 11 R/W 

3、2 KYO1DT[1:0] 11 R/W 

1、0 KYO0DT[1:0] 11 R/W 

KYOnDT：KEYOUTnの出力データを制御します。（n＝0～5） 

00：ローレベル出力 

01：ハイレベル出力 

10：ハイインピーダンス状態 

11：ハイインピーダンス状態 

【注】 

KYO5DT：KEY端子モード 2および 3設定時に書き込んだ値は無視され

ます。 

KYO4DT：KEY端子モード 3設定時に書き込んだ値は無視されます。 
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30.4 動作説明 

30.4.1 チャタリング除去 

KYCR1の SCNビットを設定することによりキー割り込み検出のチャタリング除去を行うことができます。本

チャタリング除去により SCNビットで設定した時間間隔以上キーが押され続けた時にキーが押されたと認識しま

す。その後、SCNビットで設定した時間間隔以上キーが離された状態が続いた場合にキーが離されたと認識しま

す。 
 

30.4.2 キーの多重押し検出 

KYOUTDRの設定により、KEYOUT5～KEYOUT0端子を 1本づつ順番にローレベル出力にし、残りの 5本をハ

イインピーダンスにした状態でKYINDRレジスタを読み出すことで、キーの多重押しを検出することができます。 
 

30.4.3 レジスタアクセス 

キースキャンインタフェースのチャタリング除去部と各種スタンバイモード解除通知部は U-スタンバイモード

時にも動作するために、サブエリアに存在しますが、動作に必要なレジスタ設定は、コアエリアより行います。

このためレジスタを更新した場合、以下の制限があります。 
 

下記レジスタを更新した場合、実際の動作に反映するまでの間は U-スタンバイモードに遷移しないでください。

遷移した場合、レジスタ設定が反映されない場合があります。 
 

• KYCR1レジスタ：KYOUT_IE、SCNビット 

• KYCR2レジスタ：KYDIR4～KYDIR0ビット 

 

レジスタ書き込み後、直後に読み出せますが、実際の動作に反映するまでに RCLKで 2サイクルが必要です。 
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30.5 使用例 

30.5.1 レベル割り込み（KYCPU_IE1、KYCPU_IE0＝B'01） 

KYCR1のSCNビットにチャタリング除去時間を設定
KYCR2＝H'0010（レベル）

KYOUTDR＝H'0000

割り込みコントローラのレジスタを設定し、KEY割り込みを有効にする

チャタリング除去時間以上キーの変化があるとKEY割り込み発生

割り込みルーチンにおいてKYOUTDRをH'0FFC -> H'0FF3 -> H'0FCF -> 
H'0F3F -> H'0CFF -> H'03FFの順に変化させ、それぞれの場合のKYINDRを

読み出すことにより変化したキー情報を取得

キースキャン間隔が必要な場合は、ソフトウェアにて一定時間経過後に
再度KYOUTDRを変化させ、KYINDRを読み出すことで同じキー状態か

を確認

KYOUTDRをH'0000に設定し、そのときKYINDRが0となるビットに対応する
KYCR2のKYDIR4～0ビットを1に設定してください。

KEYIFビットが0になったことを確認した後、割り込みルーチン
から復帰し、KEY割り込みを受け付け状態に移行

 

図 30.2 レベル割り込みを用いたキースキャン例（KEY端子モード 1） 
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30.5.2 エッジ割り込み（KYCPU_IE1、KYCPU_IE0＝B'1x） 

KYCR1のSCNビットにチャタリング除去時間を設定
KYCR2＝H'0020（立ち上がりエッジ）

KYOUTDR＝H'0000

割り込みコントローラのレジスタを設定し、KEY割り込みを有効にする

チャタリング除去時間以上キーの変化があるとKEY割り込み発生

割り込みルーチンにおいてKYOUTDRをH'0FFC -> H'0FF3 -> H'0FCF ->
H'0F3F -> H'0CFF -> H'03FFの順に変化させ、それぞれの場合のKYINDRを

読み出すことにより変化したキー情報を取得

キースキャン間隔が必要な場合は、ソフトウェアにて一定時間経過後に
再度KYOUTDRを変化させ、KYINDRを読み出すことで同じキー状態か

を確認

KYOUTDRをH'0000に設定し、次にキーの押下を検出したい場合はKYCR2に
H'0020を、キーのリリースを検出したい場合はH'0030を設定

割り込みルーチンから復帰し、KEY割り込み受付状態に移行

 

図 30.3 エッジ割り込みを用いたキースキャン例（KEY端子モード 1） 
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31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB
0、USB1） 

本 LSIは、USBホストコントロール機能とファンクションコントロール機能を備えた USBコントローラを 2個

(USB0と USB1)搭載しています。ホストコントローラ機能選択時は、USB（Universal Serial Bus）規格 2.0のハイ

スピード転送、フルスピード転送、ロースピード転送に対応します。ファンクションコントローラ機能選択時は、

ハイスピード転送、フルスピード転送に対応します。また、本モジュールは、USBトランシーバを内蔵し、USB

規格で定義されている全転送タイプに対応しています。 

USB0と USB1でそれぞれデータ転送用に 16Kバイトのバッファメモリを内蔵し、最大 10本のパイプを使用で

きます。また、パイプ 1～9に対しては、通信を行う周辺デバイスやユーザシステムに合わせた任意のエンドポイ

ント番号の割り付けが可能です。 

31.1 特長 

（1） USBハイスピード対応のホストコントロール機能とファンクションコントロール機能を備えた USBコン

トローラを 2個搭載 

• USBホストコントロール機能とファンクションコントロール機能を備えたUSBコントローラを2個搭載

（USB0とUSB1） 

• USBホストコントローラ機能とファンクションコントローラ機能をレジスタ設定により切り替え可能 

• USBトランシーバ内蔵 

 

（2） 少ない外付け素子かつ省スペース実装が可能 

• VBUS信号を本モジュールの入力端子に直接接続可能 

• D+プルアップ抵抗内蔵（ファンクション動作時） 

• D+、D-のプルダウン抵抗内蔵（ホスト動作時） 

• D+、D-終端抵抗内蔵（ハイスピード動作時） 

• D+、D-出力抵抗内蔵（フルスピード動作時） 

 

（3） USB通信の全種類のデータ転送タイプに対応 

• コントロール転送 

• バルク転送 

• インタラプト転送（High Bandwidthは非対応） 

• アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応） 
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（4） 内部バスインタフェース 

• DMAインタフェースをUSB0とUSB1でそれぞれ2チャネル内蔵 

 

（5） パイプコンフィギュレーション 

以下の機能を USB0と USB1でそれぞれ持っています。 

•  USB通信用バッファメモリを16Kバイトまで対応可能 

• 最大10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む） 

•  プログラマブルなパイプ構成 

•  パイプ1～9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能 

• 各パイプの設定可能な転送条件は以下のとおりです。 

パイプ0：コントロール転送専用のパイプ（デフォルトコントロールパイプ：DCP）、64バイト固定シングル

バッファ 

パイプ1、2：バルク転送またはアイソクロナス転送を選択可能なパイプ、連続転送モード、バッファサイズ

はプログラマブル（最大2Kバイトでダブルバッファ指定可能） 

パイプ3～5：バルク転送専用のパイプ、連続転送モード、バッファサイズはプログラマブル（最大2Kバイト

でダブルバッファ指定可能） 

パイプ6～9：インタラプト転送専用のパイプ、64バイト固定シングルバッファ 

 

（6） ホストコントロール機能選択時の特長 

• ハイスピード転送（480Mbps）、フルスピード転送（12Mbps）およびロースピード転送（1.5Mbps）に対応 

• ハブを1段経由し、複数の周辺デバイスと接続し通信が可能 

• リセットハンドシェイク自動応答 

• SOF、パケット送信のスケジュールを自動化 

• アイソクロナス転送、インタラプト転送の転送インターバル設定機能 

 

（7） ファンクションコントロール機能選択時の特長 

• ハイスピード転送（480Mbps）およびフルスピード転送（12Mbps）に対応 

• リセットハンドシェイク自動応答による、ハイスピード動作もしくはフルスピード動作の自動認識 

• コントロール転送ステージ管理機能 

• デバイスステート管理機能 

• SET_ADDRESSリクエストに対する自動応答機能 

• NAK応答割り込み機能（NRDY） 

• SOF補間機能 
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（8） その他の機能 

• トランザクションカウントによるトランスファ終了機能 

• BRDY割り込みイベント通知タイミング変更機能（BFRE） 

• DnFIFO（n＝0、1）ポートで指定したパイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリア機能（DCLRM） 

• トランスファ終了による応答PIDのNAK設定機能（SHTNAK） 
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31.2 入出力端子 

USB0の端子構成を表 31.1に USB1の端子構成を表 31.2に示します。 

表 31.1 USB0の端子構成 

端子名 名称 入出力 機   能 

DP0 USB0 D+データ 入出力 USB0内蔵トランシーバ D+入出力です。 

USBバスの D+端子に接続してください。 

DM0 USB0 D-データ 入出力 USB0内蔵トランシーバ D-入出力です。 

USBバスの D-端子に接続してください。 

VBUS0 VBUS0入力 入力 USBケーブル接続モニタ端子です。 

USBバスの VBUSに接続してください。VBUSの接続／切断を

検出することができます。USBバスの VBUSと接続しない場合

は、5Vに固定してください。ホストコントローラ機能選択時に

も 5Vを供給してください。 

ただし、接続される周辺デバイスへの VBUS供給はできません。 

REFRIN0 リファレンス入力 入力 基準抵抗接続用端子です。 

5.6kΩ±1%抵抗を介してトランシーバ部アナログ端子グランド

（AG33）に接続してください。 

XTAL_USB 出力 水晶発振子を接続します。 

EXTAL_USB 

クリスタル入出力端子 

（クロック入力端子） 入力 水晶発振子を接続します。 

または外部クロック入力端子として使用します。 

 

表 31.2 USB1の端子構成 

端子名 名称 入出力 機   能 

DP1 USB1 D+データ 入出力 USB1内蔵トランシーバ D+入出力です。 

USBバスの D+端子に接続してください。 

DM1 USB1 D-データ 入出力 USB1内蔵トランシーバ D-入出力です。 

USBバスの D-端子に接続してください。 

VBUS1 VBUS1入力 入力 USBケーブル接続モニタ端子です。 

USBバスの VBUSに接続してください。VBUSの接続／切断を

検出することができます。USBバスの VBUSと接続しない場合

は、5Vに固定してください。ホストコントローラ機能選択時に

も 5Vを供給してください。 

ただし、接続される周辺デバイスへの VBUS供給はできません。 

REFRIN1 リファレンス入力 入力 基準抵抗接続用端子です。 

5.6kΩ±1%抵抗を介してトランシーバ部アナログ端子グランド

（AG33）に接続してください。 

XTAL_USB 出力 水晶発振子を接続します。 

EXTAL_USB 

クリスタル入出力端子 

（クロック入力端子） 

（USB0と共通） 

入力 水晶発振子を接続します。 

または外部クロック入力端子として使用します。 
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31.3 USBブロック図 

USBブロック図を図 31.1に示します。USB0と USB1は同じ構成です。 
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図 31.1 USBブロック 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

31-6  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

31.4 レジスタの説明 

USB0のレジスタ構成を表 31.3に USB1のレジスタ構成を表 31.4に示します。USB0と USB1の違いはアドレ

スのみでそれ以外は同じです。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 31.5に示します。 
 

表 31.3 USB0レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ_0 SYSCFG_0 R/W H'A4D8 0000 16 

CPUバスウェイト設定レジスタ_0 BUSWAIT_0 R/W H'A4D8 0002 16 

システムコンフィギュレーションステータスレジスタ_0 SYSSTS_0 R H'A4D8 0004 16 

デバイスステートコントロールレジスタ_0 DVSTCTR_0 R/W H'A4D8 0008 16 

テストモードレジスタ_0 TESTMODE_0 R/W H'A4D8 000C 16 

CFIFOポートレジスタ_0 CFIFO_0 R/W H'A4D8 0014 8、16、32 

D0FIFOポートレジスタ_0 D0FIFO_0 R/W H'A4D8 0100 8、16、32 

D1FIFOポートレジスタ_0 D1FIFO_0 R/W H'A4D8 0120 8、16、32 

CFIFOポート選択レジスタ_0 CFIFOSEL_0 R/W H'A4D8 0020 16 

CFIFOポートコントロールレジスタ_0 CFIFOCTR_0 R/W H'A4D8 0022 16 

D0FIFOポート選択レジスタ_0 D0FIFOSEL_0 R/W H'A4D8 0028 16 

D0FIFOポートコントロールレジスタ_0 D0FIFOCTR_0 R/W H'A4D8 002A 16 

D1FIFOポート選択レジスタ_0 D1FIFOSEL_0 R/W H'A4D8 002C 16 

D1FIFOポートコントロールレジスタ_0 D1FIFOCTR_0 R/W H'A4D8 002E 16 

割り込み許可レジスタ 0_0 INTENB0_0 R/W H'A4D8 0030 16 

割り込み許可レジスタ 1_0 INTENB1_0 R/W H'A4D8 0032 16 

BRDY割り込み許可レジスタ_0 BRDYENB_0 R/W H'A4D8 0036 16 

NRDY割り込み許可レジスタ_0 NRDYENB_0 R/W H'A4D8 0038 16 

BEMP割り込み許可レジスタ_0 BEMPENB_0 R/W H'A4D8 003A 16 

SOF出力コンフィグレーションレジスタ_0 SOFCFG_0 R/W H'A4D8 003C 16 

割り込みステータスレジスタ 0_0 INTSTS0_0 R/W H'A4D8 0040 16 

割り込みステータスレジスタ 1_0 INTSTS1_0 R/W H'A4D8 0042 16 

BRDY割り込みステータスレジスタ_0 BRDYSTS_0 R/W H'A4D8 0046 16 

NRDY割り込みステータスレジスタ_0 NRDYSTS_0 R/W H'A4D8 0048 16 

BEMP割り込みステータスレジスタ_0 BEMPSTS_0 R/W H'A4D8 004A 16 

フレームナンバーレジスタ_0 FRMNUM_0 R/W H'A4D8 004C 16 

μフレームナンバーレジスタ_0 UFRMNUM_0 R/W H'A4D8 004E 16 

USBアドレスレジスタ_0 USBADDR_0 R H'A4D8 0050 16 

USBリクエストタイプレジスタ_0 USBREQ_0 R/W H'A4D8 0054 16 

USBリクエストバリューレジスタ_0 USBVAL_0 R/W H'A4D8 0056 16 

USBリクエストインデックスレジスタ_0 USBINDX_0 R/W H'A4D8 0058 16 
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レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

USBリクエストレングスレジスタ_0 USBLENG_0 R/W H'A4D8 005A 16 

DCPコンフィギュレーションレジスタ_0 DCPCFG_0 R/W H'A4D8 005C 16 

DCPマックスパケットサイズレジスタ_0 DCPMAXP_0 R/W H'A4D8 005E 16 

DCPコントロールレジスタ_0 DCPCTR_0 R/W H'A4D8 0060 16 

パイプウィンドウ選択レジスタ_0 PIPESEL_0 R/W H'A4D8 0064 16 

パイプコンフィギュレーションレジスタ_0 PIPECFG_0 R/W H'A4D8 0068 16 

パイプバッファ指定レジスタ_0 PIPEBUF_0 R/W H'A4D8 006A 16 

パイプマックスパケットサイズレジスタ_0 PIPEMAXP_0 R/W H'A4D8 006C 16 

パイプ周期制御レジスタ_0 PIPEPERI_0 R/W H'A4D8 006E 16 

パイプ 1コントロールレジスタ_0 PIPE1CTR_0 R/W H'A4D8 0070 16 

パイプ 2コントロールレジスタ_0 PIPE2CTR_0 R/W H'A4D8 0072 16 

パイプ 3コントロールレジスタ_0 PIPE3CTR_0 R/W H'A4D8 0074 16 

パイプ 4コントロールレジスタ_0 PIPE4CTR_0 R/W H'A4D8 0076 16 

パイプ 5コントロールレジスタ_0 PIPE5CTR_0 R/W H'A4D8 0078 16 

パイプ 6コントロールレジスタ_0 PIPE6CTR_0 R/W H'A4D8 007A 16 

パイプ 7コントロールレジスタ_0 PIPE7CTR_0 R/W H'A4D8 007C 16 

パイプ 8コントロールレジスタ_0 PIPE8CTR_0 R/W H'A4D8 007E 16 

パイプ 9コントロールレジスタ_0 PIPE9CTR_0 R/W H'A4D8 0080 16 

パイプ 1トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_0 PIPE1TRE_0 R/W H'A4D8 0090 16 

パイプ 1トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE1TRN_0 R/W H'A4D8 0092 16 

パイプ 2トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_0 PIPE2TRE_0 R/W H'A4D8 0094 16 

パイプ 2トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE2TRN_0 R/W H'A4D8 0096 16 

パイプ 3トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_0 PIPE3TRE_0 R/W H'A4D8 0098 16 

パイプ 3トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE3TRN_0 R/W H'A4D8 009A 16 

パイプ 4トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_0 PIPE4TRE_0 R/W H'A4D8 009C 16 

パイプ 4トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE4TRN_0 R/W H'A4D8 009E 16 

パイプ 5トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_0 PIPE5TRE_0 R/W H'A4D8 00A0 16 

パイプ 5トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE5TRN_0 R/W H'A4D8 00A2 16 

デバイスアドレス 0コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD0_0 R/W H'A4D8 00D0 16 

デバイスアドレス 1コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD1_0 R/W H'A4D8 00D2 16 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD2_0 R/W H'A4D8 00D4 16 

デバイスアドレス 3コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD3_0 R/W H'A4D8 00D6 16 

デバイスアドレス 4コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD4_0 R/W H'A4D8 00D8 16 

デバイスアドレス 5コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD5_0 R/W H'A4D8 00DA 16 

デバイスアドレス 6コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD6_0 R/W H'A4D8 00DC 16 

デバイスアドレス 7コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD7_0 R/W H'A4D8 00DE 16 

デバイスアドレス 8コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD8_0 R/W H'A4D8 00E0 16 
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レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

デバイスアドレス 9コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD9_0 R/W H'A4D8 00E2 16 

デバイスアドレス Aコンフィグレーションレジスタ_0 DEVADDA_0 R/W H'A4D8 00E4 16 

USB電源制御レジスタ 0 UPONCR0 R/W H'A405 01D4 16 

 

表 31.4 USB1レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ_1 SYSCFG_1 R/W H'A4D9 0000 16 

CPUバスウェイト設定レジスタ_1 BUSWAIT_1 R/W H'A4D9 0002 16 

システムコンフィギュレーションステータスレジスタ_1 SYSSTS_1 R H'A4D9 0004 16 

デバイスステートコントロールレジスタ_1 DVSTCTR_1 R/W H'A4D9 0008 16 

テストモードレジスタ_1 TESTMODE_1 R/W H'A4D9 000C 16 

CFIFOポートレジスタ_1 CFIFO_1 R/W H'A4D9 0014 8、16、32 

D0FIFOポートレジスタ_1 D0FIFO_1 R/W H'A4D9 0100 8、16、32 

D1FIFOポートレジスタ_1 D1FIFO_1 R/W H'A4D9 0120 8、16、32 

CFIFOポート選択レジスタ_1 CFIFOSEL_1 R/W H'A4D9 0020 16 

CFIFOポートコントロールレジスタ_1 CFIFOCTR_1 R/W H'A4D9 0022 16 

D0FIFOポート選択レジスタ_1 D0FIFOSEL_1 R/W H'A4D9 0028 16 

D0FIFOポートコントロールレジスタ_1 D0FIFOCTR_1 R/W H'A4D9 002A 16 

D1FIFOポート選択レジスタ_1 D1FIFOSEL_1 R/W H'A4D9 002C 16 

D1FIFOポートコントロールレジスタ_1 D1FIFOCTR_1 R/W H'A4D9 002E 16 

割り込み許可レジスタ 0_1 INTENB0_1 R/W H'A4D9 0030 16 

割り込み許可レジスタ 1_1 INTENB1_1 R/W H'A4D9 0032 16 

BRDY割り込み許可レジスタ_1 BRDYENB_1 R/W H'A4D9 0036 16 

NRDY割り込み許可レジスタ_1 NRDYENB_1 R/W H'A4D9 0038 16 

BEMP割り込み許可レジスタ_1 BEMPENB_1 R/W H'A4D9 003A 16 

SOF出力コンフィグレーションレジスタ_1 SOFCFG_1 R/W H'A4D9 003C 16 

割り込みステータスレジスタ 0_1 INTSTS0_1 R/W H'A4D9 0040 16 

割り込みステータスレジスタ 1_1 INTSTS1_1 R/W H'A4D9 0042 16 

BRDY割り込みステータスレジスタ_1 BRDYSTS_1 R/W H'A4D9 0046 16 

NRDY割り込みステータスレジスタ_1 NRDYSTS_1 R/W H'A4D9 0048 16 

BEMP割り込みステータスレジスタ_1 BEMPSTS_1 R/W H'A4D9 004A 16 

フレームナンバーレジスタ_1 FRMNUM_1 R/W H'A4D9 004C 16 

μフレームナンバーレジスタ_1 UFRMNUM_1 R/W H'A4D9 004E 16 

USBアドレスレジスタ_1 USBADDR_1 R H'A4D9 0050 16 

USBリクエストタイプレジスタ_1 USBREQ_1 R/W H'A4D9 0054 16 

USBリクエストバリューレジスタ_1 USBVAL_1 R/W H'A4D9 0056 16 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  31-9 

2013.01.18  

 

SH7724 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

USBリクエストインデックスレジスタ_1 USBINDX_1 R/W H'A4D9 0058 16 

USBリクエストレングスレジスタ_1 USBLENG_1 R/W H'A4D9 005A 16 

DCPコンフィギュレーションレジスタ_1 DCPCFG_1 R/W H'A4D9 005C 16 

DCPマックスパケットサイズレジスタ_1 DCPMAXP_1 R/W H'A4D9 005E 16 

DCPコントロールレジスタ_1 DCPCTR_1 R/W H'A4D9 0060 16 

パイプウィンドウ選択レジスタ_1 PIPESEL_1 R/W H'A4D9 0064 16 

パイプコンフィギュレーションレジスタ_1 PIPECFG_1 R/W H'A4D9 0068 16 

パイプバッファ指定レジスタ_1 PIPEBUF_1 R/W H'A4D9 006A 16 

パイプマックスパケットサイズレジスタ_1 PIPEMAXP_1 R/W H'A4D9 006C 16 

パイプ周期制御レジスタ_1 PIPEPERI_1 R/W H'A4D9 006E 16 

パイプ 1コントロールレジスタ_1 PIPE1CTR_1 R/W H'A4D9 0070 16 

パイプ 2コントロールレジスタ_1 PIPE2CTR_1 R/W H'A4D9 0072 16 

パイプ 3コントロールレジスタ_1 PIPE3CTR_1 R/W H'A4D9 0074 16 

パイプ 4コントロールレジスタ_1 PIPE4CTR_1 R/W H'A4D9 0076 16 

パイプ 5コントロールレジスタ_1 PIPE5CTR_1 R/W H'A4D9 0078 16 

パイプ 6コントロールレジスタ_1 PIPE6CTR_1 R/W H'A4D9 007A 16 

パイプ 7コントロールレジスタ_1 PIPE7CTR_1 R/W H'A4D9 007C 16 

パイプ 8コントロールレジスタ_1 PIPE8CTR_1 R/W H'A4D9 007E 16 

パイプ 9コントロールレジスタ_1 PIPE9CTR_1 R/W H'A4D9 0080 16 

パイプ 1トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_1 PIPE1TRE_1 R/W H'A4D9 0090 16 

パイプ 1トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE1TRN_1 R/W H'A4D9 0092 16 

パイプ 2トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_1 PIPE2TRE_1 R/W H'A4D9 0094 16 

パイプ 2トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE2TRN_1 R/W H'A4D9 0096 16 

パイプ 3トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_1 PIPE3TRE_1 R/W H'A4D9 0098 16 

パイプ 3トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE3TRN_1 R/W H'A4D9 009A 16 

パイプ 4トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_1 PIPE4TRE_1 R/W H'A4D9 009C 16 

パイプ 4トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE4TRN_1 R/W H'A4D9 009E 16 

パイプ 5トランザクションカウンタイネーブルレジスタ_1 PIPE5TRE_1 R/W H'A4D9 00A0 16 

パイプ 5トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE5TRN_1 R/W H'A4D9 00A2 16 

デバイスアドレス 0コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD0_1 R/W H'A4D9 00D0 16 

デバイスアドレス 1コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD1_1 R/W H'A4D9 00D2 16 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD2_1 R/W H'A4D9 00D4 16 

デバイスアドレス 3コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD3_1 R/W H'A4D9 00D6 16 

デバイスアドレス 4コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD4_1 R/W H'A4D9 00D8 16 

デバイスアドレス 5コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD5_1 R/W H'A4D9 00DA 16 

デバイスアドレス 6コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD6_1 R/W H'A4D9 00DC 16 

デバイスアドレス 7コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD7_1 R/W H'A4D9 00DE 16 
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レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

デバイスアドレス 8コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD8_1 R/W H'A4D9 00E0 16 

デバイスアドレス 9コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD9_1 R/W H'A4D9 00E2 16 

デバイスアドレス Aコンフィグレーションレジスタ_1 DEVADDA_1 R/W H'A4D9 00E4 16 

USB電源制御レジスタ 1 UPONCR1 R/W H'A405 0192 16 

 

表 31.5 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

U-スタンバイ R-スタンバイ スリープ 

SYSCFG_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BUSWAIT_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SYSSTS_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DVSTCTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TESTMODE_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFO_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFO_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFO_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFOSEL_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFOCTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFOSEL_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFOCTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFOSEL_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFOCTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTENB0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTENB1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRDYENB_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

NRDYENB_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEMPENB_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SOFCFG_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTSTS0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTSTS1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRDYSTS_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

NRDYSTS_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEMPSTS_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FRMNUM_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

UFRMNUM_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBADDR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBREQ_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

U-スタンバイ R-スタンバイ スリープ 

USBVAL_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBINDX_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBLENG_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DCPCFG_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DCPMAXP_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DCPCTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPESEL_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPECFG_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPEBUF_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPEMAXP_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPEPERI_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPE1CTR_n～

PIPE9CTR_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPE1TRE_n～

PIPE5TRE_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPE1TRN～

PIPE5TRN_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DEVADD0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DEVADD1_n～

A_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

UPONCR0 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 保持 

UPONCR1 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 保持 

【注】 n=0、1 
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31.4.1 システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ（SYSCFG） 

SYSCFGは、ハイスピード動作の許可、ホストコントローラ機能またはファンクションコントローラ機能の選

択、DP、DM端子の制御および本モジュールの動作許可制御を行うレジスタです。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/WR/W R/W R/W R/W R R R R/W

— — — — — — — HSESCKE DCFM DRPD DPRPU — — USBE—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 SCKE 0 R/W USBモジュールクロック許可 

本モジュールへの 48MHzクロック供給の停止／許可を指定します。 

0：USBモジュールへのクロック供給停止 

1：USBモジュールへのクロック供給許可 

本ビットが 0の場合、本レジスタおよび BUSWAITレジスタのみ、読み出し

／書き込みができます。 

USBモジュール内の他のレジスタは、読み出しはできますが、書き込みはで

きません。 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 HSE 0 R/W ハイスピード動作許可 

0：ハイスピード動作禁止 

ファンクションコントローラ機能選択時：フルスピード動作のみ 

ホストコントローラ機能選択時：フルスピードまたはロースピード動作 

1：ハイスピード動作許可（本モジュールが通信スピードを検出します） 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

HSE＝0を設定した場合、USBポートはロースピード動作またはフルスピ

ード動作を行います。 

USBポートにロースピードの周辺デバイスがアタッチされたことを検出し

た場合には、必ず HSE＝0を設定してください。 

HSE＝1を設定した場合、本モジュールはリセットハンドシェークプロト

コルを実行し、その結果に従い自動的に USBポートをハイスピードまたは

フルスピード動作を行います。 

本ビットの変更は、アタッチ検出（ATTCH割り込み検出）後から USBバ

スリセット実行前（USBRESET＝1設定前）の間に行ってください。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

HSE＝0を設定した場合、本モジュールはフルスピード動作を行います。 

HSE＝1を設定した場合、本モジュールはリセットハンドシェークプロト

コルを実行し、その結果に従い自動的にハイスピードまたはフルスピード

動作を行います。 

本ビットの書き換えは、DPRPU＝0のときに行ってください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 DCFM 0 R/W コントローラ機能選択 

本モジュールの機能を選択します。 

0：ファンクションコントローラ機能を選択 

1：ホストコントローラ機能を選択 

本ビットの変更は、DPRPU＝0かつ DRPD＝0のときに行ってください。 

5 DRPD 0 R/W D+／D-ライン抵抗制御 

ホストコントローラ機能選択時、D+／D-ラインのプルダウンの禁止／許可を

指定します。 

0：プルダウン禁止 

1：プルダウン許可 

本ビットの 1への設定は、ホストコントロール機能選択時に行ってください。 

ファンクションコントロール機能選択時は、0を設定してください。 

4 DPRPU 0 R/W D+ライン抵抗制御 

ファンクションコントローラ機能選択時、D+ラインのプルアップの禁止／許

可を指定します。 

0：プルアップ禁止 

1：プルアップ許可 

ファンクションコントローラ機能選択時に本ビットを 1に設定すると、本モ

ジュールは D+ラインを 3.3Vにプルアップし、USBホストに対してアタッチ

を通知することができます。また、本ビットを 1から 0に変更することによ

り、本モジュールは D+ラインのプルアップを解消しますので、USBホスト

に対してデタッチしたと見せることができます。 

本ビットへの 1設定は、ファンクションコントローラ機能選択時に行ってく

ださい。ホストコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 USBE 0 R/W USBモジュール動作許可 

本モジュールの動作禁止／許可を指定します。 

0：USBモジュール動作禁止 

1：USBモジュール動作許可 

本ビットを 1から 0に変更したときに初期化されるレジスタとビットを表

31.6と表 31.7に示します。 

本ビットの変更は、SCKE＝1のときに行ってください。 

ホストコントローラ機能選択時は、DPRD＝1設定後、LNSTビットのチャタ

リング除去を行い、USBバスの状態が安定したことを確認した後で、USBE

＝1設定を行ってください。 
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表 31.6 USBE＝0書き込みにより初期化されるレジスタ（ファンクションコントローラ機能選択時） 

レジスタ名 ビット名 備考 

SYSSTS LNST ホストコントローラ機能選択時は値保持 

DVSTCTR RHST  

INTSTS0 DVSQ ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBADDR USBADDR ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBREQ BRequest、bmRequestType ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBVAL wValue ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBINDX wIndex ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBLENG wLength ホストコントローラ機能選択時は値保持 

 

表 31.7 USBE＝0書き込みにより初期化されるレジスタ（ホストコントローラ機能選択時） 

レジスタ名 ビット名 備考 

DVSTCTR RHST  

FRMNUM FRNM ファンクションコントローラ機能選択時は値保持 

UFRMNUM UFRNM ファンクションコントローラ機能選択時は値保持 
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31.4.2 CPUバスウェイトレジスタ（BUSWAIT） 

BUSWAITは、CPUから本モジュールに対するアクセスウェイト数を指定します。初期値は H'000Fですが、初

期化ルーチンで H'0005以上（5ウェイト以上）に設定し、本モジュールの動作中は、H'0005以上になるようにし

てください。 

SYSCFGレジスタの SCKEビットが 0の場合であっても、本レジスタへの書き込みは可能です。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0

— — — — — — — — — — ——

1 1

BWAIT[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 BWAIT 

[3:0] 

1111 R/W CPUバスウェイト 

本モジュールに対するアクセスウェイト数を設定します。 

0000：0ウェイト（アクセスサイクル 2クロック） 

 ： ： 

0010：2ウェイト（アクセスサイクル 4クロック） 

 ：  ： 

0101：5ウェイト（アクセスサイクル 7クロック） 

 ： ： 

1111：15ウェイト（アクセスサイクル 17） 

【注】本モジュールの初期化ルーチンで本ビットを必ず、B'0101以上に設定

してください。B'0101未満の値（B'0000～B'0100）は設定しないでく

ださい。 
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31.4.3 システムコンフィギュレーションステータスレジスタ（SYSSTS） 

SYSSTSは、USBデータバスのラインステータス（D+および D-ライン）をモニタします。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

1

— — — — — — — — — — —— — —

— —

LNST[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

9～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 LNST[1:0] 不定* R USBデータラインステータスモニタ 

USBデータバスライン（D+ライン、D-ライン）のステータスが表示されま

す。USBデータバスラインステータスを表 31.8に示します。 

本ビットの参照は、ファンクションコントローラ機能選択時にはアタッチ処

理（DPRPU＝1設定）以後、ホストコントローラ機能選択時には、プルダ

ウン許可（DRPD＝1設定）以後に行ってください。 

【注】 * DP、DM端子の状態に依存します。 

 

表 31.8 USBデータバスラインステータス表 

LNST[1] LNST[0] ロースピード動作時 

（ホストコントローラ 

機能選択時のみ） 

フルスピード動作時 ハイスピード動作時 Chirp動作時 

0 0 SE0 SE0 Squelch Squelch 

0 1 K-State J-State UnSquelch Chirp J 

1 0 J-State K-State Invalid Chirp K 

1 1 SE1 SE1 Invalid Invalid 

【記号説明】 

 Chirp：ハイスピード動作許可の状態（SYSCFG.HSE＝1）でリセットハンドシェイクプロトコル（RHSP）実行中 

 Squelch：SE0またはアイドル状態 

 UnSquelch：ハイスピード J-Stateまたはハイスピード K-State 

 Chirp J：Chirp J-State 

 Chirp K：Chirp K-State 

 Invalid：無効 
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31.4.4 デバイスステートコントロールレジスタ（DVSTCTR） 

DVSTCTRは、USBデータバスの状態制御および確認をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。USBバスリセットでは、WKUPビットは初期化され、

RESUMEビットは不定になります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W* R/W R/W R/W R/W R R R R

— — — — — — — WKUP RWUPE USBRSTRESUME UACT — RHST[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 WKUP 0 R/W* ウェイクアップ出力 

ファンクションコントロール機能選択時に、USBバス上へのリモートウェイク

アップ（レジューム信号出力）禁止／許可を指定します。 

0：リモートウェイクアップ信号非出力 

1：リモートウェイクアップ信号出力 

本モジュールは、リモートウェイクアップ信号の出力時間を管理しています。

本ビットに 1を設定すると、本モジュールは 10msの K-Stateを出力した後、

本ビットを 0にします。 

USB規格では、リモートウェイクアップ信号の送信までに最短 5msの USBバ

スアイドル状態を保持する必要があります。このため、本モジュールは、サス

ペンド状態を検出した直後に本ビットに 1を書き込んでも、2ms待ってから

K-Stateを出力します。 

本ビットへの 1書き込みは、デバイスステートがサスペンド（INTSTS0.DVSQ

＝B'1xx）であり、かつ USBホストからリモートウェイクアップが許可されて

いる場合ののみ行ってください。本ビットを 1に設定する場合は、サスペンド

中であっても内部クロックを停止しないでください（SCKE＝1の状態でWKUP

＝1を書き込んでください）。 

ホストコントロール機能選択時は、0を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RWUPE 0 R/W ウェイクアップ検出許可 

ホストコントローラ機能選択時に、ダウンポートの周辺デバイスに対して、リ

モートウェイクアップ（レジューム信号出力）の禁止／許可を指定します。 

0：ダウンポートリモートウェイクアップ出力禁止 

1：ダウンポートリモートウェイクアップ許可 

本ビットを 1に設定すると、リモートウェイクアップ信号を検出した場合にダ

ウンポートに対してレジューム信号（2.5μs間の K-State）を検出し、レジュ

ーム処理（K-Stateのドライブ）を行います。 

本ビットを 0に設定した場合、本モジュールが USBポートに接続された周辺デ

バイスからのリモートウェイクアップ信号（K-State）を検出しても無視します。 

本ビットを 1に設定したときには、サスペンド中であっても内部クロックを停

止しないでください（SCKE＝1の状態にしてください）。また、サスペンド状

態からの USBバスリセット実行（USBRST＝1設定）は行わないでください。

USB Specification2.0で禁止されています。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

6 USBRST 0 R/W バスリセット出力 

ホストコントローラ機能選択時に、USBバスリセット信号の出力制御を行いま

す。 

0：USBバスリセット信号非出力 

1：USBバスリセット信号出力 

ホストコントローラ機能選択時、本ビットを 1に設定すると、本モジュールは

USBポートの SE0ドライブを行い、USBバスリセット処理を行います。この

とき、HSEビットが 1の場合、Reset Handshake Protocolを実行します。 

本モジュールは、USBRST＝1の期間（ソフトウェアが USBRST＝0を書き込

むまで）SE0出力を継続します。USBRST＝1の期間（USBバスリセット期間）

は USB Specification2.0に準拠した時間を確保してください。 

通信中（UACT＝1）またはレジューム中（RESUME＝1）に本ビットに 1を書

き込んだ場合、本モジュールは UACT＝0かつ RESUME＝0の状態になるまで

USBバスリセットを開始しません。 

USBバスリセット終了（USBRST＝0書き込み）と同時に UACTビットに 1を

書き込んでください。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 RESUME 0 R/W レジューム出力 

ホストコントローラ機能選択時に、レジューム信号の出力制御を行います。 

0：レジューム信号非出力 

1：レジューム信号出力 

本ビットを 1に設定すると、本モジュールはポートを K-Stateドライブし、レ

ジューム出力を行います。 

本モジュールは、RESUME＝1の期間（ソフトウェアが RESUME＝0を書き

込むまで）K-State出力を継続します。RESUME＝1の期間（レジューム期間）

は USB Specification2.0に準拠した時間を確保してください。 

本ビットへの 1書き込みは、サスペンド中にのみ行ってください。 

レジューム終了（RESUME＝0書き込み）と同時に UACTビットに 1を書き込

んでください。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

4 UACT 0 R/W USBバス許可 

ホストコントローラ機能選択時に、USBバス動作許可（USBバス上への SOF

またはμSOFパケットの送出制御）を行います。 

0：ダウンポート動作禁止（SOF／μSOF送出禁止） 

1：ダウンポート動作許可（SOF／μSOF送出許可） 

本ビットを 1に設定すると、本モジュールは USBポートを USBバス許可状態

にし、SOF出力およびデータ送受信を行います。 

ソフトウェアが UACT＝1を書き込んでから、1（マイクロ）フレーム時間以内

に SOF／μSOF出力を開始します。 

本ビットを 0に設定した場合、本モジュールは SOF／μSOF出力後アイドル

状態に遷移します。 

以下の場合に、本モジュールは本ビットを 0に設定します。 

• 通信中（UACT＝1設定時）に DTCH割り込みを検出した場合 

• 通信中（UACT＝1設定時）に EOFERR割り込みを検出した場合 

本ビットへの 1書き込みは、USBリセット処理終了時（USBRST＝0書き込み）、

または、サスペンドからのレジューム処理終了時（RESUME＝0書き込み）の

いずれかのタイミングで行ってください。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 RHST[2:0] 000 R リセットハンドシェイク 

リセットハンドシェイクの状態を表示します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

000：通信速度不定（パワード時あるいは非接続時） 

1xx：リセットハンドシェイク処理中 

001：ロースピード接続時 

010：フルスピード接続時 

011：ハイスピード接続時 

ソフトウェアで USBRST＝1書き込み後、本ビットは B'100を示します。 

ポートに対して HSE＝1を設定している場合、本モジュールが周辺デバイスか

らの ChirpKを検出した時点で、本ビットは B'111を示します。 

ソフトウェアが USBRST＝0を書き込み、本モジュールが SE0ドライブを終了

した時点で、本モジュールは RHSTビットの値を確定します。 

(2) ファンクションコントロール機能選択時 

000：通信速度不定 

100：リセットハンドシェイク処理中 

010：フルスピード接続時 

011：ハイスピード接続時 

HSE＝1を設定している場合、本モジュールがUSBバスリセットを検出すると、

本ビットは B'100を示します。その後、本モジュールが ChirpKを出力し、USB

ホストからの ChirpJKを 3回検出した時点で本ビットは B'011を示します。

ChirpK出力後、2.5ms以内にハイスピードに確定しなければ、本ビットは B'010

を示します。 

HSE＝0を設定している場合、本モジュールがUSBバスリセットを検出すると、

本ビットは B'010を示します。 

本モジュールがUSBバスリセットを検出後、RHSTビットがB'010またはB'011

に確定した時点で、DVST割り込みが発生します。 

【注】 * 1書き込みのみ有効です。 
 

31.4.5 テストモードレジスタ（TESTMODE） 

TESTMODEは、ハイスピード動作時の USBテスト信号出力を制御します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — UTST[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 UTST[3:0] 0000 R/W テストモード 

本ビットに値を書き込むことにより、本モジュールは、ハイスピード動作時の

USBテスト信号を出力します。 

表 31.9に本モジュールのテストモード動作表を示します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

DRPD＝1書き込み後に本ビットの設定が可能です。DPRD＝1かつ UACT＝1

を設定した USBポートに対して、本モジュールは波形出力を行います。また、

USBポートに対してハイスピード終端を行います。 

• UTSTビット設定手順は以下のとおりです。 

1. パワーオンリセット 

2. クロック起動（水晶発振および USB PLL安定後 SCKEビットに 1を設定） 

3. DCFM＝1、DPRD＝1（HSE＝1の設定は必要ありません。） 

4. USBE＝1 

5. UTSTビットにテスト内容に応じた値を設定 

6. UACTビットに 1を設定 

• UTSTビット変更手順は以下のとおりです。 

1.（上記 6.の状態で）UACT＝0、USBE＝0 

2. USBE＝1 

3. UTSTビットにテスト内容に応じた値を設定 

4. UACTビットに 1を設定 

Test_SE0_NAK（B'1011）設定時は、UACT＝1を設定したポートに対しても本

モジュールは SOFパケットを出力しません。 

Test_Force_Enable（B'1101）設定時は、UACT＝1を設定したポートに対して、

本モジュールは SOFパケットを出力します。また、本モード設定時には、本モ

ジュールがハイスピードディスコネクトを検出（DTCH割り込みを検出）して

も本モジュールは検出に付随するハードウェア制御を行いません。 

UTSTビットを設定する場合は、すべてのパイプの PIDビットに NAKを設定に

してください。 

テストモード設定後、通常の USB通信を行う場合は、パワーオンリセットを実

施してください。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

ハイスピード通信時の USBホストからの SetFeatureリクエストに従って本ビ

ットを書き込んでください。 

本ビットに B'0001～B'0100を設定しているときには、本モジュールはサスペ

ンド状態へ遷移しません。 
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表 31.9 テストモード動作表 

UTSTビット設定 テストモード 

ファンクションコントローラ機能選択時 ホストコントローラ機能選択時 

通常動作 B'0000 B'0000 

Test_J B'0001 B'1001 

Test_K B'0010 B'1010 

Test_SE0_NAK B'0011 B'1011 

Test_Packet B'0100 B'1100 

Test_Force_Enable － B'1101 

Reserved B'0101～B'0111 B'1110～B'1111 
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31.4.6 FIFOポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO） 

CFIFO、D0FIFO、D1FIFOは、FIFOバッファメモリへのデータ読み出し／書き込みを行うポートレジスタです。 

FIFOポートには、CFIFO、D0FIFO、D1FIFOの 3つのポートがあります。各 FIFOポートは、FIFOバッファメ

モリへのデータリード／ライトを行う本ポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO）以外に、FIFOポートに割

り当てるパイプを選択する選択レジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSEL）、コントロールレジスタ

（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、D1FIFOCTR）で構成されています。 

各 FIFOポートには、下記に示す特長があります。 

• DCP用FIFOバッファへのアクセスは、CFIFOポートを通して行ってください。 

• DMA転送によるFIFOバッファアクセスはD0FIFOあるいはD1FIFOポートを通して行ってください。 

• CPUによるD0FIFOあるいはD1FIFOポートアクセスも可能です。 

• FIFOポート固有の機能を使用する場合は、CURPIPEビットに設定するパイプ番号（選択パイプ）を変更でき

ません（DMA転送機能使用時など）。 

• FIFOポートを構成するレジスタ群は、他のFIFOポートに影響を与えることはありません。 

• 同一パイプを別々のFIFOポートに割り当てないでください。 

• FIFOバッファの状況には、アクセス権がCPU側にある場合とSIE側にある場合の2種類があります。FIFOバッ

ファのアクセス権がSIE側にある場合は、CPUからアクセスができません。 

 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIFOPORT[31:16] 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIFOPORT[15:0] 

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FIFOPORT 

[31:0] 

すべて 0 R/W FIFOポート 

本ビットにアクセスすることにより、FIFOバッファからの受信データを読み

出し、もしくは FIFOバッファへの送信データの書き込みを行います。 

本レジスタへのアクセスは、各コントロールレジスタ（CFIFOCTR、

D0FIFOCTRまたは D1FIFOCTR）の FRDYビットが 1を示しているときのみ

可能です。 

本レジスタの有効ビットは、MBWビットの設定値および BIGENDビットの設

定値により異なります。有効ビットを、表 31.10～表 31.12に示します。 
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表 31.10 32ビットアクセス時のエンディアン動作表 

BIGENDビット ビット 31～24 ビット 23～16 ビット 15～8 ビット 7～0 

0 N+3アドレス N+2アドレス N+1アドレス N+0アドレス 

1 N+0アドレス N+1アドレス N+2アドレス N+3アドレス 

 

表 31.11 16ビットアクセス時のエンディアン動作表 

BIGENDビット ビット 31～24 ビット 23～16 ビット 15～8 ビット 7～0 

0 書き込み：無効、読み出し：禁止* N+1アドレス N+0アドレス 

1 N+0アドレス N+1アドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止* 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 

 

表 31.12 8ビットアクセス時のエンディアン動作表 

BIGENDビット ビット 31～24 ビット 23～16 ビット 15～8 ビット 7～0 

0 書き込み：無効、読み出し：禁止* N+0アドレス 

1 N+0アドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止* 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 

 

ただし、本モジュール自体がビッグエンディアンにてレジスタマッピングされているため、リトルエンディア

ンで使用するときは、FIFOへアクセス（書き込みまたは読み出し）時に下記のようにアドレスをずらしてアクセ

スする必要があります。 
 

FPA = FIFOポートアドレスとすると 

【32ビットアクセスの場合】 

アクセスビットD31～D0 

アクセスアドレスFPA＋0 

 

ただし、アクセスバイト数が4の倍数でないときには、以下のようになります。 

• 4の倍数＋1のとき、最後の1バイトのアクセスは、 

FPA＋3へのバイト（8ビット）アクセス 

• 4の倍数＋2のとき、最後の2バイトのアクセスは 

FPA＋2へのワード（16ビット）アクセス 

• 4の倍数＋3のとき、残りの3バイトのアクセスは 

FPA＋2へのワード（16ビット）アクセス 

＋ 

FPA＋1へのバイト（8ビット）アクセス 
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【16ビットアクセスの場合】 

アクセスビット D31～D16 D15～D0 

アクセスアドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止 FPA+2 

 

ただし、アクセスバイト数が奇数バイトのとき、最後の1バイトのアクセスは以下のようになります。 

FPA＋3へのバイト（8ビット）アクセス 

 

【8ビットアクセスの場合】 

アクセスビット D31～D24、D23～D16、D15～D8  D7～D0 

アクセスアドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止  FPA+3 

 

31.4.7 FIFOポート選択レジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSEL） 

CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSEL は、FIFOポートに割り当てるパイプの選択、各 FIFOポートへのアクセ

スの制御をします。 

CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSELの CURPIPEビットに同一のパイプを指定しないでください。また、

D0FIFOSEL、D1FIFOSELレジスタの CURPIPEビットの設定が B'000の場合には、パイプ指定なしとなります。 

なお、DMA転送許可状態でパイプ番号の変更は行わないでください。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

（1） CFIFOSEL 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R/W R/W R R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/WR/W*

RCNT REW — — MBW[1:0] — — — ISELBIGEND — CURPIPE[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード 

CFIFOCTRレジスタの DTLNビットの読み出しモードを指定します。 

0：CFIFOの全受信データ読み出し終了時に DTLNビットを 0クリア 

（ダブルバッファの場合は一面のみ読み出し終了時） 

1：CFIFO受信データ読み出しごとに DTLNビットをカウントダウン 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 REW 0 R/W* バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドをする／しないを指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

選択パイプが受信方向の場合に、FIFOバッファの読み出し中に本ビットに 1

を設定すると、FIFOバッファの最初のデータから読み出しを行うことができま

す（ダブルバッファの場合は読み出し中の一面の最初のデータからの再読み出

し可能状態になります）。 

REW＝1の設定と CURPIPEビットの設定変更を同時に行わないでください。

REW＝1の設定は、必ず FRDY＝1であることを確認してから行ってください。 

送信方向のパイプに対して FIFOバッファの最初のデータから書き込みをやり

直す場合は、BCLRビットを使用してください。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 MBW[1:0] 00 R/W CFIFOポートアクセスビット幅 

CFIFOポートへのアクセスビット幅を指定します。 

00：8ビット幅 

01：16ビット幅 

10：32ビット幅 

11：設定禁止 

選択パイプが受信方向の場合、本ビットの設定後読み出しを開始したときには、

すべてのデータの読み出しが完了するまで MBWビットの変更を行わないでく

ださい。 

また選択パイプが受信方向の場合、CURPIPEビットと MBWビットを同時に

設定してください。 

選択パイプが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理実行中に 8ビ

ット幅から 16ビット幅／32ビット幅、または 16 ビット幅から 32ビット幅へ

のビット幅切り替えは行えません。 

8ビット／16ビット幅の設定でも、バイトアクセス制御することにより、奇数

バイトの書き込みは可能です。 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 BIGEND 0 R/W CFIFOポートエンディアン制御 

CFIFOポートのバイトエンディアンを指定します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ISEL 0 R/W DCP選択時の CFIFOポートアクセス方向 

0：バッファメモリ読み出し選択 

1：バッファメモリ書き込み選択 

選択パイプが DCPのときに、本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込

み後、読み出しを行い、書き込み値と読み出し値が一致することを確認してか

ら、次の処理に進んでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまで

のアクセスを保持し、本ビットの設定を書き戻し後、続けてアクセスする事が

できます。 

本ビットの設定は、CURPIPEビットの設定と同時に行ってください。 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 CURPIPE 

[3:0] 

0000 R/W CFIFOポートアクセスパイプ指定 

CFIFOポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いたいパイプ番号

を設定してください。 

0000：DCP 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

上記以外：設定禁止 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き

込み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでくださ

い。 

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタおよび D1FIFOSELレジスタの

CURPIPEビットに同じパイプ番号を設定しないでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまで

のアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続けてアクセスすることができ

ます。 

【注】 * 0読み出しのみ有効です。 
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（2） D0FIFOSEL、D1FIFOSEL 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W* R/W R/W R/W R/W R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

RCNT REW DCLRM DREQE MBW[1:0] BIG
END — — — CURPIPE[3:0]— —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード 

DnFIFOCTRレジスタの DTLNビットの読み出しモードを指定します。 

0：DnFIFOの全受信データ読み出し終了時に DTLNビットを 0クリア 

（ダブルバッファの場合は一面分の読み出し終了時） 

1：DnFIFO受信データ読み出しごとに DTLNビットカウントダウン 

BFREビットに 1を設定して DnFIFOにアクセスを行う場合は、本ビットに 0

を設定してください。 

14 REW 0 R/W* バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドをする／しないを指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

選択パイプが受信方向の場合に、FIFOバッファの読み出し中に本ビットに 1

を設定すると、FIFOバッファの最初のデータから読み出しを行うことができ

ます（ダブルバッファの場合は読み出し中の一面の最初のデータからの再読み

出し可能状態になります）。 

REW＝1の設定と CURPIPEビットの設定変更を同時に行わないでください。

REW＝1の設定は、必ず FRDY＝1であることを確認してから行ってくださ

い。 

BFREビットに 1を設定して DnFIFOにアクセスを行う場合は、ショートパケ

ットデータを読み出し終えた状態で本ビットに 1を設定しないでください。 

送信方向のパイプに対してFIFOバッファの最初のデータから書き込みをやり

直す場合は、BCLRビットを使用してください。 

13 DCLRM 0 R/W 選択パイプのデータ読み出し後の自動バッファメモリクリアモード 

選択パイプのデータ読み出し後、自動バッファメモリクリアの禁止／許可を指

定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可 

本ビットに 1を設定した場合、選択パイプに割り当てた FIFOバッファが空の

状態で Zero-Length packetを受信したとき、または BFRE＝1設定時にショー

トパケット受信しデータ読み出しを完了時に、FIFOバッファへの BCLR＝1

処理を本モジュールが行います。 

BRDYM＝1に設定して本モジュールを使用するときには、必ず本ビットに 0

を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DREQE 0 R/W DMA転送要求許可 

DMA転送要求発行の禁止／許可を指定します。 

0：DMA転送要求禁止 

1：DMA転送要求許可 

DMA転送要求発行を許可する場合、CURPIPEビット設定後に本ビットに 1

を設定してください。 

CURPIPEビット設定を変更するときには、本ビットに 0を設定した後で変更

を行ってください。 

11、10 MBW[1:0] 00 R/W FIFOポートアクセスビット幅 

DnFIFOポートアクセスビット幅を指定します。 

00：8ビット幅 

01：16ビット幅 

10：32ビット幅 

11：設定禁止 

選択パイプが受信方向の場合、本ビットの設定後読み出しを開始したときに

は、すべてのデータの読み出しが完了するまで MBWビットの変更を行わない

でください。 

また選択パイプが受信方向の場合、CURPIPEビットと MBWビットを同時に

設定してください。 

指定パイプが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理実行中に 8

ビット幅から 16ビット幅／32ビット幅、または 16ビット幅から 32ビット

幅へのビット幅切り替えは行えません。 

8ビット／16ビット幅の設定でも、バイトアクセス制御することにより、奇

数バイトの書き込みは可能です。 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 BIGEND 0 R/W FIFOポートエンディアン制御 

DnFIFOポートのバイトエンディアンを指定します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 CURPIPE 

[3:0] 

0000 R/W FIFOポートアクセスパイプ指定 

D0FIFO／D1FIFOポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いた

いパイプ番号を設定してください。 

0000：指定なし 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

上記以外：設定禁止 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き

込み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでくださ

い。 

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタおよび D1FIFOSELレジスタの

CURPIPEビットに同じパイプ番号を設定しないでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それま

でのアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続けてアクセスすることがで

きます。 

【注】 * 0読み出しのみ有効です。 
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31.4.8 FIFOポートコントロールレジスタ（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、D1FIFOCTR） 

CFIFOCTR、D0FIFOCTR、D1FIFOCTRは、バッファメモリの書き込み終了、CPU側バッファクリア、および

FIFOポートアクセス可能かどうかを設定するレジスタです。本レジスタには、各 FIFOポートに対応しています。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W*2 R/W*1 R R R R R R R R R R R R R R

BVAL BCLR FRDY — DTLN[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BVAL 0 R/W*2 バッファメモリ有効フラグ 

CURPIPEに指定したパイプ（選択パイプ）の CPU側の FIFOバッファの書き

込み終了時に 1を指定します。 

0：無効 

1：書き込み終了 

選択パイプが送信方向のとき、以下の場合に本ビットに 1を設定してください。

本モジュールはCPU側の FIFOバッファをSIE側にし、送信可能状態にします。 

• ショートパケットの送信を行いたいとき、データ書き込み終了時に本ビット

に 1を設定 

• Zero-Lengthパケットの送信を行いたいとき、FIFOバッファへデータを書き

込む前に本ビットに 1を設定 

• 連続転送モードのパイプに対して、MaxPacketSizeの自然数倍かつBufferSize

未満のデータ書き込み後に本ビットに 1を設定 

連続転送モードのパイプに対して MaxPacketSize分のデータを書き込むと、本

モジュールが本ビットを 1にし、CPU側の FIFOバッファを SIE側にして、送

信可能状態にします。 

本ビットへの 1書き込みは、本モジュールが FRDY＝1を示しているときに実

施してください。 

選択パイプが受信方向のときには、本ビットへの 1書き込みを行わないでくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 BCLR 0 R/W*1 CPUバッファクリア 

選択パイプの CPU側の FIFOバッファをクリアする場合に 1を指定します。 

0：無効 

1：CPU側バッファメモリクリア 

選択パイプにアサインされている FIFOバッファがダブルバッファ設定の場合

で、両面共に読み出し可能状態である場合でも、本モジュールは片面の FIFO

バッファのみをクリアします。 

選択パイプが DCPの場合は、FIFOバッファが CPU側、SIE側にかかわらず、

BCLR＝1設定により本モジュールは FIFOバッファをクリアします。SIE側の

バッファをクリアするときには、DCPの PIDビットを必ず NAKに設定した後

で BCLR＝1を行ってください。 

選択パイプが送信方向の場合、BVALビットと BCLRビットへ同時に 1を書き

込んだ場合には、本モジュールはそれ以前に書き込んだデータをクリアし、

Zero-Length パケットを送信可能な状態にします。 

選択パイプが DCP以外の場合、本ビットへの 1書き込みは、本モジュールが

FRDY＝1を示しているときに実施してください。 

13 FRDY 0 R FIFOポートレディ 

CPU（DMAC）から FIFOポートにアクセス可能かどうかが表示されます。 

0：FIFOポートアクセス不可 

1：FIFOポートアクセス可能 

以下の場合には、本モジュールは FRDY＝1を表示しますが、読み出すべきデ

ータがないため FIFOポートからのデータ読み出しはできません。これらのケ

ースでは、BCLR＝1を設定して FIFOバッファのクリアを行い、次のデータ送

受信を行える状態にしてください。 

• 選択パイプにアサインされている FIFOバッファが空の状態で Zero-Length 

パケット受信した場合。 

• BFRE＝1設定時に、ショートパケットを受信し、データ読み出しを完了した

場合。 

12 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 DTLN 

[11:0] 

H'000 R 受信データ長 

受信データ長が表示されます。 

FIFOバッファ読み出し中の本ビットの値は、RCNTビットの設定値により以下

のように異なります。 

• RCNT＝0設定時： 

CPU（DMAC）が FIFOバッファ 1面分の受信データを読み出し完了するま

で、本モジュールは受信データ長を本ビットに表示します。 

BFRE＝1設定時には、読み出しが完了しても BCLR＝1を行うまでは本モジ

ュールは受信データ長を保持します。 

• RCNT＝1設定時： 

読み出しごとに本モジュールは DTLNビットの表示をダウンカウントします

（MBW＝0設定時は-1、MBW＝1設定時は-2ずつダウンカウント）。 

1面分の FIFOバッファ読み出し完了時に、本モジュールは DTLN＝0を表示し

ます。ただし、ダブルバッファ設定時かつ FIFOバッファ 1面分の受信データ

の読み出しを完了する前にもう 1面分の FIFOバッファに受信完了した場合は、

先の 1面分の読み出し完了時に後の 1面分の受信データ長を DTLNビットに表

示します。 

RCNT＝1設定時に、FIFOバッファ読み出し途中で本ビットの値を読み出すと

きには、FIFOポートへのリードサイクル後 150ns後までに本モジュールは本

ビットの更新値を表示します。 

【注】 *1 0読み出し、1書き込みのみ有効です。 

 *2 1書き込みのみ有効です。 
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31.4.9 割り込み許可レジスタ 0（INTENB0） 

INTENB0は、各割り込みマスクの指定を行います。ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したビットに対応す

る割り込みを本モジュールが検出した場合に、本モジュールは USB割り込みを発生します。 

本モジュールは、本レジスタの設定値（割り込み通知の禁止／許可）にかかわらず、各割り込み要因の検出条

件を満たしたときに INTSTS0レジスタの対応するステータスビットに 1を表示します。 

各割り込み要因に対応する INTSTS0レジスタのステータスビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは USB割り込み発生します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

VBSE RSME SOFE DVSE CTRE BEMPE NRDYE BRDYE — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 VBSE 0 R/W VBUS割り込み許可 

VBINT割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

14 RSME 0 R/W レジューム割り込み許可* 

RESM割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

13 SOFE 0 R/W フレーム番号更新割り込み許可 

SOFR割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

12 DVSE 0 R/W デバイスステート遷移割り込み許可* 

DVST割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

11 CTRE 0 R/W コントロール転送ステージ遷移割り込み許可* 

CTRT割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

10 BEMPE 0 R/W バッファエンプティ割り込み許可 

BEMP割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NRDYE 0 R/W バッファノットレディ応答割り込み許可 

NRDY割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 BRDYE 0 R/W バッファレディ割り込み許可 

BRDY割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * RSMEビット、DVSEビットおよび CTREビットは、ファンクションコントロール機能選択時のみ設定ができます。

ホストコントローラ機能選択時は、許可を行わないでください。 
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31.4.10 割り込み許可レジスタ 1（INTENB1） 

INTENB1は、ホストコントローラ機能選択時の割り込みマスクの設定を行います。 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したビットに対応する割り込みを本モジュールが検出した場合に、本モ

ジュールは USB割り込みを発生します。 

本モジュールは、本レジスタの設定値（割り込み通知の禁止／許可） にかかわらず、各割り込み要因の検出条

件を満たしたときに INTSTS1レジスタの対応するステータスビットに 1を表示します。 

各割り込み要因に対応する INTSTS1レジスタのステータスビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは USB割り込み発生します。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、割り込み許可を行わないでください。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R R R R

— BCHGE — DTCHE ATT
CHE — — — EOF

ERRE SIGNE SACKE — — — ——

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 BCHGE 0 R/W USBバス変化割り込み許可 

BCHG割り込み検出時の USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 DTCHE 0 R/W 切断検出割り込み許可 

DTCH割り込み検出時の USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

11 ATTCHE 0 R/W 接続検出割り込み許可 

ATTCHE割り込み検出時の USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

10～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 EOFERRE 0 R/W EOFエラー検出割り込み許可 

EOFERR割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 SIGNE 0 R/W セットアップトランザクションエラー割り込み許可 

SIGN割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 SACKE 0 R/W セットアップトランザクション正常応答割り込み許可 

SACK割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 INTENB1レジスタによる割り込み許可は、ホストコントロール機能選択時のみ設定ができます。ファンクションコント

ローラ機能選択時は、許可を行わないでください。 
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31.4.11 BRDY割り込み許可レジスタ（BRDYENB） 

BRDYENBは、各パイプの BRDY割り込み検出時に、INTSTS0レジスタの BRDYビットを 1に設定することを

禁止するか／許可するかを指定します。 

ソフトウェアが本レジスタに1を設定したパイプに対して、本モジュールがBRDY割り込みを検出した場合に、

本モジュールは BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの対応するビットに 1を表示し、INTSTS0レジスタの

BRDYビットに 1を表示し、BRDY割り込みを発生します。 

BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの少なくとも一つのビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが

本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは BRDY割り込みを発生しま

す。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — PIPE9
BRDYE

PIPE8
BRDYE

PIPE7
BRDYE

PIPE6
BRDYE

PIPE5
BRDYE

PIPE4
BRDYE

PIPE3
BRDYE

PIPE2
BRDYE

PIPE1
BRDYE

PIPE0
BRDYE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BRDYE 0 R/W パイプ 9の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 PIPE8BRDYE 0 R/W パイプ 8の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7 PIPE7BRDYE 0 R/W パイプ 7の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

6 PIPE6BRDYE 0 R/W パイプ 6の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

5 PIPE5BRDYE 0 R/W パイプ 5の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 PIPE4BRDYE 0 R/W パイプ 4の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

3 PIPE3BRDYE 0 R/W パイプ 3の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 PIPE2BRDYE 0 R/W パイプ 2の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

1 PIPE1BRDYE 0 R/W パイプ 1の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

0 PIPE0BRDYE 0 R/W パイプ 0の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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31.4.12 NRDY割り込み許可レジスタ（NRDYENB） 

NRDYENBは、各パイプの NRDY割り込み検出時に INTSTS0レジスタの NRDYビットを 1に設定することを

禁止する／許可するかを指定します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本モジュールが NRDY割り込み要因を検出した場

合に、本モジュールは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対応するビットに 1を表示し、INTSTS0レジス

タの NRDYビットに 1を表示し、NRDY割り込みを発生します。 

NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの少なくとも一つのビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが

本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは NRDY割り込みを発生しま

す。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — PIPE9
NRDYE

PIPE8
NRDYE

PIPE7
NRDYE

PIPE6
NRDYE

PIPE5
NRDYE

PIPE4
NRDYE

PIPE3
NRDYE

PIPE2
NRDYE

PIPE1
NRDYE

PIPE0
NRDYE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9NRDYE 0 R/W パイプ 9の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 PIPE8NRDYE 0 R/W パイプ 8の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7 PIPE7NRDYE 0 R/W パイプ 7の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

6 PIPE6NRDYE 0 R/W パイプ 6の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

5 PIPE5NRDYE 0 R/W パイプ 5の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 PIPE4NRDYE 0 R/W パイプ 4の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

3 PIPE3NRDYE 0 R/W パイプ 3の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 PIPE2NRDYE 0 R/W パイプ 2の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

1 PIPE1NRDYE 0 R/W パイプ 1の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

0 PIPE0NRDYE 0 R/W パイプ 0の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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31.4.13 BEMP割り込み許可レジスタ（BEMPENB） 

BEMPENBは、各パイプの BEMP割り込み検出時に INTSTS0レジスタの BEMPビットを 1に設定することを

禁止する／許可するかを指定します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本モジュールが BEMP割り込み要因を検出した場

合に、本モジュールは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応するビットに 1を表示し、INTSTS0レジス

タの BEMPビットに 1を表示し、BEMP割り込みを発生します。 

BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの少なくとも一つのビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが

本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは BEMP割り込みを発生しま

す。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — PIPE9
BEMPE

PIPE8
BEMPE

PIPE7
BEMPE

PIPE6
BEMPE

PIPE5
BEMPE

PIPE4
BEMPE

PIPE3
BEMPE

PIPE2
BEMPE

PIPE1
BEMPE

PIPE0
BEMPE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BEMPE 0 R/W パイプ 9の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 PIPE8BEMPE 0 R/W パイプ 8の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7 PIPE7BEMPE 0 R/W パイプ 7の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

6 PIPE6BEMPE 0 R/W パイプ 6の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

5 PIPE5BEMPE 0 R/W パイプ 5の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 PIPE4BEMPE 0 R/W パイプ 4の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

3 PIPE3BEMPE 0 R/W パイプ 3の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 PIPE2BEMPE 0 R/W パイプ 2の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

1 PIPE1BEMPE 0 R/W パイプ 1の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

0 PIPE0BEMPE 0 R/W パイプ 0の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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31.4.14 SOF制御レジスタ（SOFCFG） 

SOFCFGは、トランザクションの有効期間や BRDY割り込みステータスクリアタイミングなどを指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 *0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R/W R RR RR R

— — — — — — — —TRNEN
SEL — —— —— —BRDYM

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 TRNENSEL 0 R/W トランザクション有効期間切り替えビット 

フルスピードまたはロースピード通信中のポートにおいて、1フレーム中に

本モジュールがトークン発行を行う期間（トランザクション有効期間）を指

定します。 

0：ロースピード未対応 

1：ロースピード対応 

本ビットは、ホストコントロール機能選択時のみ有効です。また、ホストコ

ントロール機能選択時であってもハイスピードのトランザクション有効期

間には影響しません。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 BRDYM 0 R/W 各パイプの BRDY割り込みステータスクリアタイミング設定 

各パイプの BRDY割り込みステータスをクリアするタイミングを指定しま

す。 

0：ソフトウェアがステータスをクリア 

1：FIFOバッファの読み出しまたは FIFOバッファへの書き込み動作によ

り本モジュールがステータスをクリア 

5 －  0* R リザーブビット 

本ビットはリザーブビットです。直前に読み出した値を書き込むようにして

ください。 

【注】パワーオンリセット直後の初期値は 0ですが、本モジュールの初期化

ルーチンで必ず 1に設定してください。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * パワーオンリセット直後の初期値は 0ですが、本モジュールの初期化ルーチンで必ず 1に設定してください。 
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31.4.15 割り込みステータスレジスタ 0（INTSTS0） 

INTSTS0は、各検出された割り込みのステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで DVSQ[2:0]ビットは初期化

されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 *3 *2 *2 *2 0 0 0 0
R/W*7 R/W*7 R/W*7 R/W*7 R/W*7 R R R R R R R R/W*7 R R R

VBINT RESM SOFR DVST CTRT BEMP NRDY BRDY VBSTS DVSQ[2:0] VALID CTSQ[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 VBINT 0 R/W*7 VBUS割り込みステータス*4*5 

0：VBUS割り込み非発生 

1：VBUS割り込み発生 

本モジュールが VBUS端子入力値の変化（ハイレベルからローレベルへの変

化あるいはローレベルからハイレベルへの変化）を検出したときに、本ビッ

トに 1を表示します。本モジュールは VBUS端子の入力値を、VBSTSビッ

トに表示します。VBINT割り込み発生時は、ソフトウェアで VBSTSビット

読み出しの数度一致を行い、チャタリング除去を実施してください。 

14 RESM 0 R/W*7 レジューム割り込みステータス*4*5*6 

0：レジューム割り込み非発生 

1：レジューム割り込み発生 

ファンクションコントローラ機能設定時、本モジュールがサスペンド状態

（DVSQ＝B'1xx）であり、かつ、DP端子の立ち下りを検出したときに、本

ビットに 1を表示します。 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

13 SOFR 0 R/W*7 フレーム番号更新割り込みステータス*4 

0：SOF割り込み非発生 

1：SOF割り込み発生 

(1) ホストコントローラ機能設定時 

ソフトウェアが UACTビットを 1に設定しているとき、フレームナンバー

の更新タイミングで本ビットに 1を表示します。（本割り込みは、1msご

とに検出します。） 

(2) ファンクションコントローラ機能設定時 

フレームナンバーの更新時に本モジュールは本ビットに 1を表示します。

（本割り込みは、1msごとに検出します。） 

USBホストからの SOFパケットが破損したときでも、内部補間により、

本モジュールは SOFR割り込みを検出します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DVST 0/1*1 R/W*7 デバイスステート遷移割り込みステータス*4*6 

0：デバイスステート遷移割り込み非発生 

1：デバイスステート遷移割り込み発生 

ファンクションコントローラ機能設定時、本モジュールがデバイスステート

の変化を検出したときに、本モジュールは DVSQの値を更新し、本ビット

に 1を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本モジュールが次のデバイスステートステ

ート遷移を検出する前に、ステータスクリアを実施してください。 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

11 CTRT 0 R/W*7 コントロール転送ステージ遷移割り込みステータス*4*6 

0：コントロール転送ステージ遷移割り込み非発生 

1：コントロール転送ステージ遷移割り込み発生 

ファンクションコントローラ機能設定時、本モジュールがコントロール転送

のステージ遷移を検出したときに、本モジュールは CTSQの値を更新し、

本ビットに 1を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本モジュールがコントロール転送の次のス

テージ遷移を検出するまでに、ステータスクリアを実施してください。 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

10 BEMP 0 R バッファエンプティ割り込みステータス 

0：BEMP割り込み非発生 

1：BEMP割り込み発生 

BEMPENBレジスタの PIPEBEMPEビットに 1を設定したパイプに対応す

る BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットのうち、少なくとも一つが 1の

状態になったとき（ソフトウェアが BEMP割り込み通知を許可したパイプ

のうち少なくとも一つに対し本モジュールが BEMP割り込み状態を検出し

たとき）に、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

PIPEBEMPステータスのアサート条件は、「31.5.2（3） BEMP割り込み」

を参照ください。 

ソフトウェアが、PIPEBEMPEビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPEBEMPビットすべてに 0を書き込むと、本モジュールは本ビットを

0にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0を書き込んでも、本ビットの 0クリアを

行うことはできません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NRDY 0 R バッファノットレディ割り込みステータス 

0：NRDY割り込み非発生 

1：NRDY割り込み発生 

NRDYENBレジスタの PIPENRDYEビットに 1を設定したパイプに対応す

る NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットのうち、少なくとも一つが 1の

状態になったとき（ソフトウェアが NRDY割り込み通知を許可したパイプ

のうち少なくとも一つに対し本モジュールが NRDY割り込み状態を検出し

たとき） に、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

PIPENRDYステータスのアサート条件は、「31.5.2（2） NRDY割り込み」

を参照ください。 

ソフトウェアが、PIPENRDYEビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPENRDYビットのすべてに 0を書き込むと、本モジュールは本ビット

を 0にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0を書き込んでも、本ビットの 0クリアを

行うことはできません。 

8 BRDY 0 R バッファレディ割り込みステータス 

BRDY割り込みステータスが表示されます。 

0：BRDY割り込み非発生 

1：BRDY割り込み発生 

BRDYENBレジスタの PIPEBRDYEビットに 1を設定したパイプに対応す

る BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットのうち、少なくとも一つが 1の

状態になったとき（ソフトウェアが BRDY割り込み通知を許可したパイプ

のうち少なくとも一つに対し本モジュールが BRDY割り込み状態を検出し

たとき）に、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

PIPEBRDYステータスのアサート条件は、「31.5.2（1） BRDY割り込み」

を参照ください。 

ソフトウェアが、PIPEBRDYEビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPEBRDYビットのすべてに 0を書き込むと、本モジュールは本ビット

を 0にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0を書き込んでも、本ビットの 0クリアを

行うことはできません。 

7 VBSTS 0/1*3 R VBUS入力ステータス 

0：VBUS端子がローレベル 

1：VBUS端子がハイレベル 

6～4 DVSQ[2:0] 000/001*2 R デバイスステート 

000：パワードステート 

001：デフォルトステート 

010：アドレスステート 

011：コンフィギュレーションステート 

1xx：サスペンドステート 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 VALID 0 R/W*7 USBリクエスト受信 

0：未検出 

1：セットアップパケット受信 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

2～0 CTSQ[2:0] 000 R コントロール転送ステージ 

000：アイドルまたはセットアップステージ 

001：コントロールリードデータステージ 

010：コントロールリードステータスステージ 

011：コントロールライトデータステージ 

100：コントロールライトステータスステージ 

101：コントロールライト（NoData）ステータスステージ 

110：コントロール転送シーケンスエラー 

111：設定禁止 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

【注】 *1 パワーオンリセットのとき B'0、USBバスリセットのとき B'1です。 

 *2 パワーオンリセットのとき B'000、USBバスリセットのとき B'001です。 

 *3 VBUS端子がハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0です。 

 *4 VBINTビット、RESMビット、SOFRビット、DVSTビット、または CTRTビットをクリアする場合は、クリア

したいビットにのみ 0を、その他のビットには 1を書き込んでください。0を示しているステータスビットへの 0

の書き込みを行わないでください。 

 *5 VBINTビット、RESMビットが示すステータス変化をクロック停止中（SCKE＝0）でも検出し、対応する割り込

みが許可されていれば割り込みを通知します。ソフトウェアによるステータスのクリアはクロック許可後に行って

ください。 

 *6 RESMビット、DVSTビット、CTRTビットのステータス変化は、ファンクションコントロール機能選択時のみ発

生します。ホストコントローラ機能選択時には対応する割り込み許可ビットを禁止（0）にしてください。 

 *7 0書き込みのみ有効です。 

 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  31-49 

2013.01.18  

 

SH7724 

31.4.16 割り込みステータスレジスタ 1（INTSTS1） 

INTSTS1は、各割り込みのステータスを確認するレジスタです。 

なお、ファンクションコントローラ機能選択時は INTSTS0レジスタ、ホストコントローラ機能選択時は INTSTS1

レジスタを利用することにより、どちらか片方のレジスタのみを参照することで割り込みの発生を知ることがで

きます。 

本レジスタの各ビットが示すステータス変化による割り込みは、ホストコントローラ機能選択時のみ許可して

ください。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W*1 R R/W*1 R/W*1 R R R R R/W*1 R/W*1 R/W*1 R R R R

— BCHG — DTCH ATTCH — — — — EOF
ERR SIGN SACK — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 BCHG 0 R/W*1 USBバス変化割り込みステータス 

USBバス変化割り込みステータスが表示されます。 

0：BCHG割り込み非発生 

1：BCHG割り込み発生 

USBポートでフルスピード／ロースピード信号レベルでの状態変化が発生

した （J-State、K-State、またはSE0のいずれかの状態から、J-State、K-State、

または SE0のいずれかの状態に変化した）ときに、本モジュールは BCHG

割り込みを検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが

該当する割り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは割り込

み発生を発生させます。 

USBポートの現在の入力状態を、SYSSTS0レジスタの LNSTビットに表示

します。BCHG端子割り込み発生時は、ソフトウェアで LNSTビット読み出

しの数度一致を行い、チャタリング除去を実施してください。 

USBバス変化は、内部クロック停止状態でも検出します。 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DTCH 0 R/W*1 USB切断検出割り込みステータス 

ホストコントローラ機能選択時、USB切断検出割り込みステータスが表示

されます。 

0：DTCH割り込み非発生 

1：DTCH割り込み発生 

USBバスディスコネクト検出時に、本モジュールは DTCH割り込みを検出

し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する割り込

み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは割り込み発生します。 

本モジュールは、USB 2.0仕様に準じた基準でバスディスコネクトを検出し

ます。 

本モジュールは、DTCH割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビットの

設定値にかかわらず）以下のハードウェア制御を行います。ソフトウェアは、

USBポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了させ、USB

ポートへのアタッチ（ATTCH割り込み発生）待ちの状態に遷移してくださ

い。 

• DTCH割り込みを検出したポートの UACTビットを 0に変更し表示。 

• DTCH割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

11 ATTCH 0 R/W*1 ATTCH割り込みステータス 

ホストコントローラ機能選択時、ATTCH割り込みステータスが表示されま

す。 

0：ATTCH割り込み非発生 

1：ATTCH割り込み発生 

本モジュールがポートにフルスピード／ ロースピード信号レベルの

J-Stateまたは K-Stateを 2.5μs間検出したとき、本モジュールは ATTCH

割り込みを検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが

該当する割り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは割り込

み発生をします。 

本モジュールの ATTCH割り込み検出条件は、具体的には以下のとおりです。 

• K-State、SE0または SE1から J-Stateに変化し J-Stateのまま 2.5μs間

継続したとき  

• J-State、SE0または SE1から K-Stateに変化し K-Stateのまま 2.5μs間

継続したとき 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

10～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 EOFERR 0 R/W*1 EOFエラー検出割り込みステータス 

ホストコントロール機能選択時、EOFERR割り込みステータスが表示され

ます。 

0：EOFERR割り込み非発生 

1：EOFERR割り込み発生 

USB 2.0仕様に定められているEOF2タイミング時点で通信が終了しないこ

とを本モジュールが検出したときに、本モジュールは EOFERR割り込みを

検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する割

り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは EOFERR割り込

みを発生します。 

本モジュールは、EOFERR割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビッ

トの設定値にかかわらず）以下のハードウェア制御を行います。ソフトウェ

アは、USBポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了させ、

USBポートへの再 Enumerationを行ってください。 

• EOFERR割り込みを検出したポートの UACTビットを 0に変更し表示 

• EOFERR割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

5 SIGN 0 R/W*1 セットアップトランザクションエラー割り込みステータス 

ホストコントロール機能選択時、セットアップトランザクションエラー割り

込みステータスが表示されます。 

0：SIGN割り込み非発生 

1：SIGN割り込み発生 

本モジュールが発行した SETUPトランザクションにおいて、周辺デバイス

が ACK応答を行わない状態が連続 3回発生したときに、本モジュールは

SIGN割り込みを検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウ

ェアが該当する割り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは

SIGN割り込み発生をします。 

本モジュールの SIGN割り込み検出条件は、具体的には 3回の連続した

SETUPトランザクションに対して、以下のいずれかの応答が発生したとき

です。 

• 周辺デバイスが何も応答しない状態で本モジュールがタイムアウトを検

出したとき 

• ACKパケットが破損したとき 

• ACK以外のハンドシェイク（NAK、NYET、または STALL）を受信したと

き 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 SACK 0 R/W*1 セットアップトランザクション正常応答割り込みステータス 

ホストコントロール機能選択時、セットアップトランザクション正常応答割

り込みステータスを表示します。 

0：SACK割り込み非発生 

1：SACK割り込み発生 

本モジュールが発行した SETUPトランザクションにおいて、周辺デバイス

からの ACK応答を受信したときに、本モジュールは SACK割り込みを検出

し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する割り込

み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは SACK割り込みを発

生します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 *1 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにのみ 0を、その他のビットに

は 1を書き込んでください。 

 *2 BCHGビットが示すステータス変化をクロック停止中（SCKE＝0）でも検出し、対応する割り込みが許可されて

いれば割り込みを通知します。ソフトウェアによるステータスのクリアはクロック許可後に行ってください。 

BCHGビット以外の割り込みは、クロック停止中（SCKE＝0）は検出しません。 
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31.4.17 BRDY割り込みステータスレジスタ（BRDYSTS） 

BRDYSTSは、各パイプの BRDY割り込みステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1

— — — — — — PIPE9
BRDY

PIPE8
BRDY

PIPE7
BRDY

PIPE6
BRDY

PIPE5
BRDY

PIPE4
BRDY

PIPE3
BRDY

PIPE2
BRDY

PIPE1
BRDY

PIPE0
BRDY

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BRDY 0 R/W*1 パイプ 9の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

8 PIPE8BRDY 0 R/W*1 パイプ 8の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

7 PIPE7BRDY 0 R/W*1 パイプ 7の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

6 PIPE6BRDY 0 R/W*1 パイプ 6の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

5 PIPE5BRDY 0 R/W*1 パイプ 5の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

4 PIPE4BRDY 0 R/W*1 パイプ 4の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

3 PIPE3BRDY 0 R/W*1 パイプ 3の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

2 PIPE2BRDY 0 R/W*1 パイプ 2の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

1 PIPE1BRDY 0 R/W*1 パイプ 1の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PIPE0BRDY 0 R/W*1 パイプ 0の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 *1 BRDYM＝0設定の場合、本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにの

み 0を、その他のビットには 1を書き込んでください。 

 *2 BRDYM＝0設定の場合、本割り込みのクリアは、必ず FIFOアクセスを行う前に実施してください。 
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31.4.18 NRDY割り込みステータスレジスタ（NRDYSTS） 

NRDYSTSは、各パイプの NRDY割り込みステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

— — — — — — PIPE9
NRDY

PIPE8
NRDY

PIPE7
NRDY

PIPE6
NRDY

PIPE5
NRDY

PIPE4
NRDY

PIPE3
NRDY

PIPE2
NRDY

PIPE1
NRDY

PIPE0
NRDY

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9NRDY 0 R/W* パイプ 9の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

8 PIPE8NRDY 0 R/W* パイプ 8の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

7 PIPE7NRDY 0 R/W* パイプ 7の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

6 PIPE6NRDY 0 R/W* パイプ 6の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

5 PIPE5NRDY 0 R/W* パイプ 5の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

4 PIPE4NRDY 0 R/W* パイプ 4の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

3 PIPE3NRDY 0 R/W* パイプ 3の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

2 PIPE2NRDY 0 R/W* パイプ 2の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

1 PIPE1NRDY 0 R/W* パイプ 1の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PIPE0NRDY 0 R/W* パイプ 0の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 * 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにのみ 0を、その他のビットに

は 1を書き込んでください。 
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31.4.19 BEMP割り込みステータスレジスタ（BEMPSTS） 

BEMPSTSは、各パイプの BEMP割り込みステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

— — — — — — PIPE9
BEMP

PIPE8
BEMP

PIPE7
BEMP

PIPE6
BEMP

PIPE5
BEMP

PIPE4
BEMP

PIPE3
BEMP

PIPE2
BEMP

PIPE1
BEMP

PIPE0
BEMP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BEMP 0 R/W* パイプ 9の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

8 PIPE8BEMP 0 R/W* パイプ 8の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

7 PIPE7BEMP 0 R/W* パイプ 7の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

6 PIPE6BEMP 0 R/W* パイプ 6の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

5 PIPE5BEMP 0 R/W* パイプ 5の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

4 PIPE4BEMP 0 R/W* パイプ 4の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

3 PIPE3BEMP 0 R/W* パイプ 3の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

2 PIPE2BEMP 0 R/W* パイプ 2の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

1 PIPE1BEMP 0 R/W* パイプ 1の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PIPE0BEMP 0 R/W* パイプ 0の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 * 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみに 0を、他のビットには 1

を書き込んでください。 
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31.4.20 フレームナンバーレジスタ（FRMNUM） 

FRMNUMは、アイソクロナスエラー通知の要因判別およびフレーム番号等の表示をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R R R R R R R R R R R R R R

OVRN CRCE — — — FRNM[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 OVRN 0 R/W* オーバラン／アンダーラン検出ステータス 

アイソクロナス転送を行っているパイプに対するオーバラン／アンダーラ

ンエラー検出の有無が表示されます。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

ソフトウェアは、本ビットに 0を書き込むことにより、本ビットを 0にクリ

アすることができます。このとき、本レジスタの他のビットには 1を書き込

んでください。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

以下のいずれかの場合に、本モジュールが本ビットに 1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスの送信方向パイプにおいて、FIFOバッファ

に送信データの書き込みが完了していないのに OUTトークン発行タイミ

ングに達したとき。 

• 転送タイプがアイソクロナスの受信方向パイプにおいて、少なくとも一面

分の FIFOバッファの空がない状態で、INトークン発行タイミングに達し

たとき。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

以下のいずれかの場合に、本モジュールが本ビットに 1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスの送信方向パイプにおいて、FIFOバッファ

に送信データの書き込みが完了していないのに IN Tokenを受信したとき。 

• 転送タイプがアイソクロナスの受信方向パイプにおいて、少なくとも一面

分の FIFOバッファの空がない状態で、OUTトークンを受信したとき。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 CRCE 0 R/W* 受信データエラー 

アイソクロナス転送中のパイプに対する CRCエラーやビットスタッフィン

グエラーの検出ステータスが表示されます。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

ソフトウェアは、本ビットに 0を書き込むことにより本ビットを 0にクリア

することができます。 

このとき本レジスタの他のビットには 1を書き込んでください。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

CRCエラーの検出時には、本モジュールは内部 NRDY割り込み要求を発

生させます。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

CRCエラーの検出時には、本モジュールは内部 NRDY割り込み要求を発

生させません。 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 FRNM 

[10:0] 

H'000 R フレーム番号 

本モジュールは、1msに 1回の SOF発行タイミングまたは SOF受信時に

本ビットを書き換え、最新のフレーム番号を表示します。 

本ビットを読み出すときは、2度一致で読み出してください。 

【注】 * 0書き込みのみ有効です。 

 

31.4.21 μフレームナンバーレジスタ（UFRMNUM） 

UFRMNUMは、μフレーム番号を表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — UFRNM[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 UFRNM[2:0] 000 R μフレーム 

μフレーム番号が確認できます。 

ハイスピード動作時は、本モジュールは、本ビットにμフレーム番号を表

示します。 

ハイスピード以外での動作時には、本ビットに B'000を表示します。 

本ビットを読み出すときは、2度一致で読み出してください。 
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31.4.22 USBアドレスレジスタ（USBADDR） 

USBADDRは、USBアドレスを表示します。 

本レジスタは、ファンクションコントローラ機能選択時のみ有効です。ホストコントローラ機能選択時の周辺

デバイスアドレスの設定は、PIPEMAXPレジスタの DEVSELビットを使用してください。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — USBADDR[6:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 USBADDR[6:0] H'00 R USBアドレス 

ファンクションコントロール機能選択時に、SET_ADRESSリクエストを

正常に処理したときに、ホストから割り付けられた USBアドレスを表示し

ます。 

本モジュールが USBリセットを検出したとき、本ビットに H'00を表示し

ます。 

ホストコントローラ機能選択時、本ビットは無効です。 
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31.4.23 USBリクエストタイプレジスタ（USBREQ） 

USBREQは、コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

USBREQは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した bRequestおよび bmRequestTypeの値が格納さ

れます。ホストコントローラ機能選択時、送信する bRequestおよび bmRequestTypeの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

BREQUEST[7:0] BMREQUESTTYPE[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 BREQUEST[7:0] H'00 R/W* リクエスト 

USBリクエスト bRequestの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエストデータ値を設定し

てください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないでくだ

さい。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエストデータ値を表示し

ます。書き込みは無効です。 

7～0 BMREQUEST 

TYPE[7:0] 

H'00 R/W* リクエストタイプ 

USBリクエスト bmRequestTypeの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエストデータ値を設定し

てください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないでくだ

さい。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエストデータ値を表示し

ます。書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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31.4.24 USBリクエストバリューレジスタ（USBVAL） 

USBVALは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した wValueの値が格納されます。ホストコント

ローラ機能選択時、送信する wValueの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WVALUE[15:0]

R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 WVALUE[15:0] H'0000 R/W* バリュー 

USBリクエスト wValueの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能を選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエスト wValueの値を設

定してください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないで

ください。 

(2) ファンクションコントローラ選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wValueの値を表

示します。本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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31.4.25 USBリクエストインデックスレジスタ（USBINDX） 

コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

USBINDXは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した wIndexの値が格納されます。ホストコント

ローラ機能選択時、送信する wIndexの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WINDEX[15:0]

R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 WINDEX[15:0] H'0000 R/W* インデックス 

USBリクエスト wIndexの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能を選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエスト wIndexの値を設

定してください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないで

ください。 

(2) ファンクションコントローラ選択時 

SETUPトランザクションで受信したUSBリクエストwIndexの値を表示

します。本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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31.4.26 USBリクエストレングスレジスタ（USBLENG） 

コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

USBLENGは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した wLengthの値が格納されます。ホストコン

トローラ機能選択時、送信する wLengthの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

WLENGTH[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 WLENGTH[15:0] H'0000 R/W* レングス 

USBリクエスト wLengthの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能を選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエストwLengthの値を設

定してください。SUREQ＝1の状態でビットの書き換えは行わないでく

ださい。 

(2) ファンクションコントローラ選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wLengthの値を表

示します。本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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31.4.27 DCPコンフィギュレーションレジスタ（DCPCFG） 

DCPCFGは、デフォルトコントロールパイプ（DCP）に対して、データの転送方向を指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R

— — — — — — — — — — — DIR — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 DIR 0 R/W 転送方向 

ホストコントローラ機能選択時、コントロール転送のデータステージ、ス

テータスステージの転送方向を設定します。 

0：データ受信方向 

1：データ送信方向 

ファンクションコントロール機能選択時には、本ビットへは 0を設定して

ください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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31.4.28 DCPマックスパケットサイズレジスタ（DCPMAXP） 

DCPMAXP は、DCPに対して、マックスパケットサイズを指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — MXPS[6:0]DEVSEL[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 DEVSEL[3:0] 0000 R/W デバイス選択 

ホストコントローラ機能選択時、コントロール転送の通信相手である周辺

デバイスのアドレスを指定します。 

0000：アドレス 0000 

0001：アドレス 0001 

 ：    ： 

1001：アドレス 1001 

1010：アドレス 1010 

上記以外：設定禁止 

本ビットの設定値に対応する DEVADDnレジスタの設定を行ったあとで、

本ビットを設定してください。 

たとえば、DEVSEL＝B'0010を設定する場合、DEVADD2レジスタにアド

レスの設定を行ってください。 

本ビットの設定は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび SUREQ＝0の期間に実

施してください。 

DCPの PIDビットを BUFからNAKへ変更してから本ビットを変更する場

合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変更して

ください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場合には、

ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、本ビットの値を B'0000に設定

してください。 

11～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～0 MXPS[6:0] H'40 R/W マックスパケットサイズ 

DCPの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を本ビットに設

定してください。 

初期値は、H'40（64バイト）です。 

MXPSビットの設定は、USB規格に準拠した値を設定してください。 

MXPSビットの設定は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビット

に未設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

MXPS＝0の設定での FIFOバッファへの書き込み、または PID＝BUFの設

定は行わないでください。 

 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  31-69 

2013.01.18  

 

SH7724 

31.4.29 DCPコントロールレジスタ（DCPCTR） 

DCPCTR は、DCPに対して、バッファメモリステータスの確認、データ PIDシーケンスビットの変更と確認、

および応答 PIDの設定を行います。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで CCPL、PID[2:0]ビットは初

期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
R R/W*1 R R/W*1 R R R/W*1R/W*2 R/W*1 R R R/W R R/W*1 R/W R/W

BSTS SUREQ CSCLR CSCTS SUREQ
CLR — — SQCLR SQSET SQMON PBUSY PINGE — CCPL PID[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

DCP FIFOバッファへのアクセス可否ステータスが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

本ビットの意味は、ISELビットの設定値により以下のように異なります。 

• ISEL＝0のとき、受信データの読み出しが可能かどうかを表示します。 

• ISEL＝1のとき、送信データの書き込みが可能かどうかを表示します。 

14 SUREQ 0 R/W*2 SETUPトークン送出 

ホストコントローラ機能選択時、本ビットを 1にセットすることにより、

セットアップパケットを送信します。 

0：無効 

1：セットアップパケット送出 

SETUPトランザクション処理終了後、本モジュールは SACK割り込み、

もしくは SIGN割り込みのどちらかを発生させ、本ビットを 0にクリアし

ます。 

また、SUREQCLRビットをソフトウェアで 1にセットする事により、本

モジュールは本ビットを 0にクリアします。 

DEVSELビット、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジ

スタおよび USBLENGレジスタに SETUPトランザクションで送信したい

USBリクエストを設定した後で、本ビットに 1を設定してください。

SUREQ＝1を設定する前に、DCPの PIDビットを NAKに設定しているこ

とを確認してください。また、本ビットへの 1設定後、SETUPトランザク

ションが終了するまで（SUREQ＝1）の期間は DEVSELビット、USBREQ

レジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、および USBLENGレ

ジスタの値を変更しないでください。 

SETUPトークンを出すときのみ本ビットを 1にセットしてください。その

他のときには、必ず 0を書き込んでください。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

31-70  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 CSCLR 0 R/W*1 スプリットトランザクションの C-SPLITステータスクリア 

ホストコントローラ機能選択時に、スプリットトランザクションを使用す

る転送について、本ビットを 1にすることにより CSSTSビットを 0にク

リアすることができます。このとき、DCPの次回の転送は S-SPLITから再

開されます。 

0：無効 

1：CSSTSビットの 0クリア実行 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは CSSTSビット

を 0にクリアします。 

スプリットトランザクションを使用する転送において、強制的に次回の転

送を S-SPLITから再開させたいときに、ソフトウェアで本ビットに 1を設

定してください。正常なスプリットトランザクションでは、C-SPLIT終了

時に本モジュールが自動的に CSSTSビットを 0にクリアしますので、ソ

フトウェアによるクリア処理は不要です。 

本ビットによる CSSTSビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

CSSTS＝0のときに本ビットに 1を設定しても、CSSTS＝0ままです。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 

12 CSSTS 0 R スプリットトランザクションの COMPLETE SPLIT（C-SPLIT）ステータス 

ホストコントローラ機能選択時に、スプリットトランザクションの

C-SPLITステータスが表示されます。 

0：START-SPLIT（S-SPLIT）トランザクション処理中、または、スプ

リットトランザクション未使用デバイスの処理中 

1：C-SPLITトランザクション処理中 

本モジュールは、C-SPLIT開始時に本ビットに 1を表示し、C-SPLIT終了

を検知したときに本ビットの 0を表示します。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットの読み出し値は無効で

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 SUREQCLR 0 R/W*1 SUREQビットクリア 

ホストコントローラ機能選択時に、本ビットを 1にすることにより SUREQ

ビットをクリアすることができます。 

0：無効 

1：SUREQビットの 0クリア実行 

本ビットは常に 0を表示します。 

SETUPトランザクションにおいて、SUREQ＝1のまま通信が停止したと

きに、ソフトウェアで本ビットに 1を設定してください。正常な SETUP

トランザクションでは、トランザクション終了時に本モジュールが自動的

に SUREQビットを 0にクリアしますので、ソフトウェアによるクリア処

理は不要です。 

本ビットによる SUREQビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 SQCLR 0 R/W*1 トグルビットクリア 

DCPの転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの

期待値を DATA0に設定する事ができます。 

0：無効 

1：DATA0指定 

本ビットは常に 0を表示します。 

SQCLRビットと SQSETビットに同時に 1を設定しないでください。 

本ビットへの 1設定は、CSCTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEが未設

定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W*1 トグルビットセット 

DCPの転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの

期待値を DATA1に設定することができます。 

0：無効 

1：DATA1指定 

SQCLRビットと SQSETビットに同時に 1を設定しないでください。 

本ビットへの 1設定は、CSCTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEが未設

定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

6 SQMON 1 R シーケンストグルビットモニタ 

DCPの転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの

期待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

トランザクションが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせ

ます。ただし、受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビ

ットをトグルさせません。 

ファンクションコントローラ機能選択時、SETUPパケット正常受信時に、

本モジュールは本ビットを 1にセット（期待値を DATA1に設定）します。 

また、ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールはステータ

スステージの IN/OUTトランザクションでは本ビットを参照しません。ま

た正常終了してもトグルさせません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

DCPが PIDビットを BUFから NAKに変更した場合に、DCPのトランザ

クションで使用されなくなったかを表示します。 

0：DCPはトランザクションで未使用 

1：DCPはトランザクションで使用 

本モジュールは、当該パイプの USBトランザクションを開始したときに本

ビットを 0から 1に変更します。一つのトランザクションが終了したとき

に本ビットを 1から 0に変更します。 

ソフトウェアが PID＝NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

詳細は「31.5.3（1） パイプコントロールレジスタの切り替え手順」を参

照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PINGE 0 R/W PINGトークン発行許可 

ホストコントローラ機能選択時に、本ビットに 1を設定すると、送信方向

の転送において本モジュールは PINGトークンの発行を行います。送信方

向の転送を PINGトランザクションから開始します。 

0：PINGトークン発行禁止 

1：通常 PING動作 

PINGトランザクションにおいて ACKハンドシェイクを検出した場合、次

のトランザクションで OUTトランザクションを実行します。 

OUTトランザクションにおいて NAKハンドシェイクを検出した場合、次

のトランザクションで PINGトランザクションを実行します。 

ホストコントローラ機能選択時にソフトウェアが本ビットに 0を設定する

と、送信方向の転送において本モジュールは PINGトークンの発行を行い

ません。送信方向の転送はすべて OUTトランザクションで実行します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0かつ PID＝NAKのときに実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 CCPL 0 R/W*1 コントロール転送終了許可 

ファンクションコントローラ機能選択時に、本ビットを 1にすることによ

りコントロール転送のステータスステージの終了許可を設定します。 

0：無効 

1：コントロール転送終了許可 

対応する PIDビットが BUFのとき、ソフトウェアが本ビットに 1を設定す

ると、本モジュールはコントロール転送のステージを完了させます。 

すなわち、コントロールリード転送時では USBホストからの OUTトラン

ザクションに対して ACKハンドシェイクを送信し、コントロールライトお

よびノーデータコントロール転送時では USB ホストからの INトランザク

ションに対して Zero-Lengthパケットを送信します。ただし、

SET_ADDRESSリクエスト検出時は、本ビットの設定値に関係なく本モジ

ュールは SETUPステージからステータスステージ完了まで自動応答を行

います。 

新たな SETUPパケットを受信したときに、本モジュールは本ビットを 1

から 0に変更します。 

VALID＝1のとき、ソフトウェアは本ビットへの 1書き込みを行うことが

できません。 

ホストコントロール機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き込んでく

ださい。 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答 PID 

本ビットでコントロール転送における本モジュールの応答を制御します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

(1)ホストコントローラ機能選択時 

以下の手順で本ビットを NAKから BUFに変更してください。 

• 送信方向設定時 

UACT＝1かつ PID＝NAKの状態で FIFOバッファに送信データを書き込

み完了し、PID＝BUFを書き込んでください。PID＝BUFの書き込み後、

本モジュールはOUTトランザクション（または PINGトランザクション）  

を実行します。 

• 受信方向設定時 

UACT＝1かつ PID＝NAKの状態で FIFOバッファが空の状態であること

を確認し（空の状態にし）、PID＝BUFを書き込んでください。PID＝BUF

の書き込み後、本モジュールは INトランザクションを実行します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• ソフトウェアが本ビットに BUFを設定しているときに、本モジュールが

MaxPacketSizeを超えるデータを受信した場合、本モジュールは PID＝

STALL（B'11）を表示します。 

• CRCエラーなどの受信エラーを 3回連続で検出した場合には、本モジュ

ールは PID＝NAKを表示します。 

• STALLハンドシェイクを受信した場合、本モジュールは PID＝STALL

（B'11）を表示します。 

本モジュールが選択パイプにおいてスプリットトランザクションの

S-SPLIT発行後（CSSTS＝1表示中）にソフトウェアが本ビットを NAK

に変更しても、C-SPLIT終了までトランザクションを実行します。C-SPLIT

終了時に本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• 本モジュールが SETUPパケットを受信したときに、本モジュールは本ビ

ットを PID＝NAKに変更します。このとき、本モジュールは VALID＝1

を表示し、ソフトウェアで VALID＝0を設定するまではソフトウェアは

本ビットの変更を行うことはできません。 

• ソフトウェアが本ビットに BUFを設定しているときに、本モジュールが

MaxPacketSizeを超えるデータを受信した場合、本モジュールは PID＝

STALL（B'11）を表示します。 

• 本モジュールがコントロール転送シーケンスエラーを検出した場合、PID

＝STALL（B'1x）を表示します。 

• 本モジュールが USBバスリセットを検出した場合、PID＝NAKを表示し

ます。 

SET_ADDRESSリクエスト処理（自動処理）時には、本モジュールは本

ビットの設定値を参照しません。 

【注】 *1 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは 1のみ有効です。 

 *2 書き込みは 1のみ有効です。 
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31.4.30 パイプウィンドウ選択レジスタ（PIPESEL） 

パイプ 1～9の設定は、PIPESEL、PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXP、PIPEPERI、PIPEnCTR、PIPEnTREおよび

PIPEnTRNレジスタで行ってください。 

PIPESELレジスタにて使用するパイプを選択した後、PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXPおよび PIPEPERIレジ

スタに、各パイプの機能設定を行います。なお、PIPEnCTR、PIPnTRE、および PIPnTRNレジスタは、PIPESEL

レジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。 

パワーオンリセットおよび USBバスリセット時は、選択されているパイプだけではなく、すべてのパイプのレ

ジスタの該当ビットが初期化されます。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — PIPESEL[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 PIPESEL 

[3:0] 

0000 R/W パイプウィンドウ選択 

書き込み／読み出しの対象とするPIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、

PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタに対応するパイプ番号を指定し

ます。 

0000：未選択 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

上記以外：設定禁止 

本ビットで指定したパイプ番号に対応する PIPECFG、PIPEBUF、

PIPEMAXP、PIPEPERIレジスタの読み出し／書き込みができます。 

本ビットに B'0000を設定したときは、PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレ

ジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタ、および PIPEnCTRレ

ジスタの各ビットに、すべて 0が読み出されます。書き込みは無効です。 
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31.4.31 パイプコンフィギュレーションレジスタ（PIPECFG） 

パイプ 1～9に対して、各パイプの転送タイプ、バッファメモリのアクセス方向、およびエンドポイント番号の

指定、また連続転送モードか非連続転送モードか、シングルバッファかダブルバッファか、および転送終了時の

パイプ動作を禁止するか否かの選択をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで TYPE[1:0]は初期化されま

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

TYPE[1:0] — — — BFRE DBLB CNTMD SHT
NAK — — DIR EPNUM[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 TYPE[1:0] 00 R/W 転送タイプ 

PIPESELビットに指定したパイプ（選択パイプ）の転送タイプを指定しま

す。 

• パイプ 1、2の場合 

00：パイプ不使用 

01：バルク転送 

10：設定禁止 

11：アイソクロナス転送 

• パイプ 3～5の場合 

00：パイプ不使用 

01：バルク転送 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

• パイプ 6～9の場合 

00：パイプ不使用 

01：設定禁止 

10：インタラプト転送 

11：設定禁止 

選択パイプを PID＝BUFに設定する（選択したパイプを使用した USB通信

を開始する）前に、必ず本ビットを B'00以外の値に設定してください。 

本ビットの変更は、選択パイプの PIDビットが NAK状態のときに行ってく

ださい。選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 BFRE 0 R/W BRDY割り込み動作指定 

本モジュールからCPUへの選択パイプ に関する BRDY割り込みの発行タ

イミングを指定します 

0：データ送受信で BRDY割り込み 

1：データ読み出し完了時に BRDY割り込み 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定し、かつ選択パイプを受信方向で使用

している場合、本モジュールは、トランスファの終了を検出し、そのパケ

ットを読み出し終えたときに BRDY割り込みを発行します。 

この設定で BRDY割り込みが発生したときには、ソフトウェアは BCLR＝

1の書き込み処理を行う必要があります。BCLR＝1を行うまでは選択パイ

プに割り付けられた FIFOバッファは受信可能状態になりません。 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定し、かつ、選択パイプを送信方向で使

用している場合、本モジュールは BRDY割り込みを発生させません。 

詳細は、「31.5.2（1） BRDY割り込み」を参照してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプが未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 DBLB 0 R/W ダブルバッファモード 

選択パイプが使用する FIFOバッファがシングルバッファかダブルバッフ

ァかを指定します。 

0：シングルバッファ 

1：ダブルバッファ 

本ビットはパイプ 1～5選択時に有効です。 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定している場合、本モジュールは選択パ

イプに対し、PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットで指定した FIFOバッ

ファサイズを 2面分割り当てます。 

すなわち、本モジュールが選択パイプに対して割り当てる FIFOバッファ

の容量は以下のとおりです。 

(BUFSIZE+1)⋅64⋅(DBLB+1) [バイト] 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定し、かつ選択パイプを送信方向で使用

している場合、本モジュールは BRDY割り込みを発生させません。 

詳細は、PIPEBRDY割り込みレジスタを参照してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、および CURPIPEビットにパ

イプ番号未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

8 CNTMD 0 R/W 連続転送モード 

選択パイプを連続転送モードで通信させるかどうかを指定します。 

0：非連続転送モード 

1：連続転送モード 

本ビットは、PIPESELビットでパイプ 1～5を選択し、かつバルク転送選

択時（TYPE＝B'01）に有効です。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、および CURPIPEビットにパ

イプ番号未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SHTNAK 0 R/W トランスファ終了時のパイプ禁止 

選択パイプが受信方向の場合に、トランスファ終了時に PIDを NAKに変更

するかどうかを指定します。 

0：トランスファ終了時にパイプ継続 

1：トランスファ終了時にパイプ禁止 

本ビットは、選択パイプがパイプ 1～パイプ 5であり、かつ、受信方向で

ある場合に有効なビットです。 

受信方向パイプに対してソフトウェアが本ビットに 1を設定している場

合、本モジュールは、選択パイプに対しトランスファの終了を判定したと

きに選択パイプに対応する PIDビットを NAKに変更します。本モジュール

は、以下条件が満たされたときにトランスファ終了と判定します。 

• ショートパケットデータ（Zero-Lengthパケットを含む）を正常に受信し

たとき。 

• トランザクションカウンタを使用し、トランザクションカウンタ分のパ

ケットを正常受信したとき。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0および PID＝NAKの状態のときに実施して

ください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

送信方向パイプに対しては、本ビットを 0に設定してください。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 DIR 0 R/W 転送方向 

選択パイプの転送方向を指定します。 

0：受信方向 

1：送信方向 

ソフトウェアが本ビットに 0を設定している場合、本モジュールは選択パ

イプを受信方向に、本ビットに 1を設定している場合、本モジュールは選

択パイプを送信方向に使用します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプ未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 EPNUM[3:0] 0000 R/W エンドポイント番号 

選択パイプのエンドポイント番号を指定します。 

B'0000の設定は、未使用パイプを意味します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0および PID＝NAKの状態のときに実施して

ください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

DIRビットと EPNUMビットの設定の組み合わせが他のパイプの設定と重

複しないように設定してください（EPNUM＝B'0000の設定は重複可能で

す）。 
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31.4.32 パイプバッファ指定レジスタ（PIPEBUF） 

PIPEBUFは、パイプ 1～9に対して、バッファサイズおよびバッファ番号を指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— BUFSIZE[4:0] — — BUFNMB[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～10 BUFSIZE 

[4:0] 

H'00 R/W バッファサイズ 

PIPESELビットに指定したパイプ（選択パイプ）のバッファサイズを指定

します。単位はブロック数であり、1ブロックは 64バイトです。 

00000（H'00）：64バイト 

00001（H'01）：128バイト 

：   ： 

11111（H'1F）：2Kバイト 

ソフトウェアが DBLB＝1を設定している場合、本モジュールは選択パイプ

に対し、本ビットで指定した FIFOバッファサイズを 2面分割り当てます。 

本モジュールが選択パイプに対して割り当てる FIFOバッファの容量は以

下のとおりです。 

(BUFSIZE+1)*64*(DBLB+1) [バイト] 

選択パイプに応じて、本ビットに設定可能な値が異なります。 

パイプ 1～5の場合：BUFSIZE＝H'00～H'1Fを設定してください。 

パイプ 6～9の場合：BUFSIZE＝H'00を設定してください。 

CNTMD＝1で使用する場合は、本ビットに、MaxPacketSizeの整数倍の値

を設定してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプ未設定の状態のときに実施してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BUFNMB 

[7:0] 

H'00 R/W バッファ番号 

選択パイプの FIFOバッファ番号を H'04～H'7Fで指定します。 

選択パイプとしてパイプ 1～5を設定している場合、本ビットにはユーザシ

ステムに合わせた値を設定することができます。 

BUFNMB＝0～3は DCP専用です。 

BUFNMB＝4はパイプ 6専用です。 

ただしパイプ 6を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 6の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝4を自動的に割り付けます。 

BUFNMB＝5はパイプ 7専用です。 

ただしパイプ 7を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 7の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝5を自動的に割り付けます。 

BUFNMB＝6はパイプ 8専用です。 

ただしパイプ 8を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 8の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝6を自動的に割り付けます。 

BUFNMB＝7はパイプ 9専用です。 

ただしパイプ 9を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 9の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝7を自動的に割り付けます。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプ未設定の状態のときに実施してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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31.4.33 パイプマックスパケットサイズレジスタ（PIPEMAXP） 

PIPEMAXPは、パイプ 1～9に対して、マックスパケットサイズを指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 * * * * * * * * * * *
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— MXPS[10:0]DEVSEL[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 DEVSEL[3:0] 0000 R/W デバイス選択 

ホストコントローラ機能選択時に、通信相手の周辺デバイスの USBデバイ

スアドレスを指定します。 

0000：アドレス 0000 

0001：アドレス 0001 

0010：アドレス 0010 

 ：    ： 

1010：アドレス 1010 

上記以外：設定禁止 

本ビットの設定値に対応する DEVADDn（n＝0～A）レジスタの設定を行

ったあとで、本ビットを設定してください。 

たとえば、DEVSEL＝B'0010を設定する場合、DEVADD2アドレスの設定

を行ってください。 

本ビットの設定を、PIDを BUFから NAKへ変更した後で変更する場合は、

選択パイプの CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから行ってくださ

い。本モジュールにより PIDが NAKに変更された場合には、PBUSYビッ

トの確認は必要ありません 

ファンクションコントローラ機能を選択したときは、本ビットの値を

B'0000に設定してください。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～0 MXPS[10:0] * R/W マックスパケットサイズ 

選択パイプの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を指定し

ます。パイプごとに設定可能な値の範囲を以下に示します。 

パイプ 1、2：1バイト（H'001）～1024バイト（H'400） 

パイプ 3～5：8バイト（H'008）、16バイト（H'010）、32バイト（H'020）、

64バイト（H'040）、512バイト（H'200） 

（[2:0]のビットはありません。） 

パイプ 6～9：1バイト（H'001）～64バイト（H'040） 

MXPSビットの設定は、転送タイプごとに USB規格に準拠した値を設定し

てください。 

アイソクロナスパイプをスプリットトランザクションで通信する場合に

は、MXPSビットには 188バイト以下の値を設定してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

MXPS＝0の設定での FIFOバッファへの書き込み、または PID＝BUFの設

定は行わないでください。 

【注】 * PIPESELレジスタの PIPESELビットでパイプを選択していないとき H'000、選択しているとき H'040です。 
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31.4.34 パイプ周期制御レジスタ（PIPEPERI） 

パイプ 1～9に対して、アイソクロナス IN転送時のインターバルエラーによってバッファフラッシュ機能を動

作させるか否かの選択、およびインターバルエラーの検出間隔の設定をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R R R R R R R/W R/W R/W

— — — IFIS — — — — — — — — — IITV[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 IFIS 0 R/W アイソクロナス INバッファフラッシュ 

PIPESELビットに指定したパイプ（選択パイプ）がアイソクロナス IN転

送の場合に、バッファフラッシュ有無を指定します。 

0：バッファフラッシュしない 

1：バッファフラッシュする 

ファンクションコントローラ機能選択時に、選択パイプの転送タイプがア

イソクロナス、かつ転送方向が IN転送の場合において、IITVビットに設定

したインターバルごとの（マイクロ）フレーム中に USBホストから

IN-Tokenを本モジュールが受信しなかった場合に、本モジュールが自動的

に FIFOバッファをクリアする機能です。 

ダブルバッファ設定時（DBLB＝1設定時）は、本モジュールがクリアする

のは古い方の 1面分データのみです。 

FIFOバッファクリアのタイミングは、IN-Tokenを受信するはずの（マイ

クロ）フレーム直後の SOFパケット受信時です。また SOFパケットが破

損した場合でも内部補間機能により SOFを受信すべきタイミングにクリ

アを行います。 

ホストコントローラ機能選択時には、本ビットへは 0を設定してください。 

選択パイプの転送タイプがアイソクロナス以外の場合は、本ビットへは 0

を設定してください。 

11～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 IITV[2:0] 000 R/W インターバルエラー検出間隔 

選択パイプのインターバルエラー検出間隔をフレームタイミングの 2の n

乗で指定してください。 

詳細機能は、後述のようにホストコントローラ機能選択時とファンクショ

ンコントローラ機能選択時で異なります。 

本ビットの設定は、CSSTS＝0、PID＝NAK、および CURPIPEビットに未

設定時に実施してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットを設定し、USB通信を行った後で別の値に変更する場合には、PID

＝NAK設定後 ACLRM＝1をセットし、インタバルタイマの初期化を行っ

てください。 

パイプ 3～5に対しては、本ビットは存在しません。パイプ 3～5に対応す

る本ビットの位置には B'000を設定してください。 
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31.4.35 パイプ nコントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n＝1～9） 

パイプ 1～9に対して、バッファメモリステータスの確認、データ PIDシーケンスビットの変更と確認、自動応

答モードにするか否かの選択、自動バッファクリアモードにするか否かの選択、および応答 PIDの設定を行いま

す。本設定は、PIPESELレジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで PID[1:0]ビットは初期化さ

れます。 

（1） PIPEnCTR（n＝1～5） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W*2 R R R/W R/W R/W*1 R/W*1 R R R R R R/W R/W

BSTS INBUFM CSCLR CSSTS — AT
REPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY — — — PID[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

当該パイプの FIFOバッファステータスが表示されます。 

0：CPUからのバッファアクセス不可 

1：CPUからのバッファアクセス可 

本ビットの意味は、DIR、BFREおよび DCLRMビットの設定値により表

31.13に示すように異なります。 

14 INBUFM 0 R 送信バッファモニタ 

当該パイプが送信方向の場合に、当該パイプの FIFOバッファステータス

が表示されます。 

0：バッファメモリに送信可能データなし 

1：バッファメモリに送信可能データあり 

当該パイプを送信方向（DIR＝1）に設定している場合に、ソフトウェア（ま

たは DMAC）が少なくとも 1面分のデータを FIFOバッファに書き込み完

了したときに、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

書き込みが完了している面の FIFOバッファ上のデータを本モジュールが

すべて送信完了したときに、本モジュールは本ビットに 0を表示します。

ダブルバッファ使用時（DBLB＝1設定時）には、本モジュールが 2面分の

データを送信完了しかつソフトウェア（または DMAC）が 1面分のデータ

書き込みを完了していないときに、本ビットに 0を表示します。 

当該パイプを受信方向（DIR＝0）に設定している場合には、本ビットは

BSTSビットと同じ値を示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 CSCLR 0 R/W*2 CSPLITステータスクリアビット 

ホストコントローラ機能選択時に、ソフトウェアが本ビットに 1を設定す

ると本モジュールは CSSTSビットを 0にクリアします。 

0：書き込み無効 

1：CSSTSビットをクリア 

スプリットトランザクションを使用する転送において、強制的に次回の転

送を S-SPLITから再開させたいときに、ソフトウェアで本ビットに 1を設

定してください。正常なスプリットトランザクションでは、C-SPLIT終了

時に本モジュールが自動的に CSSTSビットを 0にクリアしますので、ソ

フトウェアによるクリア処理は不要です。 

本ビットによる CSSTSビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

CSSTS＝0のときに本ビットに 1を設定しても、CSSTS＝0ままです。 

ファンクションコントロール機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き

込んでください。 

12 CSSTS 0 R CSSTSステータスビット 

ホストコントローラ機能選択時に、本モジュールはスプリットトランザク

ションの C-SPLITのステータスを本ビットに表示します。 

0：START-SPLIT（S-SPLIT）トランザクション処理中、または、スプ

リットトランザクション未使用転送である 

1：C-SPLITトランザクション処理中 

本モジュールは、C-SPLIT開始時に本ビットに 1を表示し、C-SPLIT終了

を検出したときに本ビットに 0を表示します。 

本ビットの表示は、ホストコントローラ機能選択時のみ有効な値を示しま

す。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 ATREPM 0 R/W 自動応答モード 

当該パイプの自動応答禁止／許可を指定します。 

0：自動応答禁止 

1：自動応答許可 

ファンクションコントローラ機能選択時に、当該パイプの転送タイプをバ

ルクに設定している場合、本ビットへの 1設定が可能です。 

本ビットに 1を設定した場合、USBホストからのトークンに対し本モジュ

ールは以下のように応答します。 

(1) 当該パイプが Bulk-IN転送（TYPE＝B'01かつ DIR＝1を設定）の場合 

ATREPM＝1かつ PID＝BUFを設定している場合、IN-Tokenに対して本

モジュールは Zero-Lengthパケットを送信します。 

USBホストからの ACK受信の度に（1トランザクションは IN-Token受

信→Zero Lengthパケット送信→ACK受信）、本モジュールはシーケン

ストグルビット（DATA-PID）の更新（トグル）を行います。 

BRDY割り込み、BEMP割り込みは発生させません。 

(2) 当該パイプが Bulk-OUT転送（TYPE＝B'01かつ DIR＝0を設定）の場

合 

ATREPM＝1かつ PID＝BUFを設定している場合、OUT-Token（または

PING-Token）に対して本モジュールは NAK応答を行い、NRDY割り込

みを発生させます。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットを 1に設定して USB通信を行う場合、FIFOバッファは必ず空の

状態で設定を行ってください。本ビットを 1に設定して USB通信を行って

いる期間は FIFOバッファへの書き込みを行わないでください。 

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送の場合、本ビットには必ず

0を設定してください。 

ホストコントローラ機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き込んでく

ださい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード 

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定します。 

0：禁止 

1：許可（全バッファ初期化） 

当該パイプに割り付けた FIFOバッファの内容をすべて削除したい場合に、

ACLRMビットに 1、0を連続して書き込んでください。 

本ビットに 1、0を連続して設定した場合に本モジュールがクリアする内容

と、当該項目のクリアが必要なケースについて表 31.14に示します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

8 SQCLR 0 R/W*1 トグルビットクリア 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA0にクリアするときに 1を指定します。 

0：無効 

1：DATA0指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA0に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

ホストコントローラ機能選択時、Bulk-Out転送パイプに対して本ビットに

1を設定すると、本モジュールは当該パイプの次回転送を PING-tokenから

開始します。 

SQCLRビットへの 1設定は、CSCTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W*1 トグルビットセット 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA1にセットするときに 1を指定します。 

0：無効 

1：DATA1指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA1に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

SQSETビットへの 1設定は、CSSTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

6 SQMON 0 R トグルビット確認 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送以外の場合、トランザクシ

ョンが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせます。ただし、

受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさ

せません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

当該パイプを現在トランザクションで使用中かどうかが表示されます。 

0：当該パイプはトランザクションで未使用 

1：当該パイプはトランザクションで使用 

本モジュールは、当該パイプの USBトランザクションを開始したときに本

ビットを 0から 1に変更します。一つのトランザクションが終了したとき

に本ビットを 1から 0に変更します。 

ソフトウェアが PID＝NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

詳細は「31.5.3（1） パイプコントロールレジスタの切り替え手順」を参

照してください。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答 PID 

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

本ビットのデフォルト値は NAKです。当該パイプで USB転送を行う場合

には本ビットを BUFに変更してください。PIDビットの設定値ごとの本モ

ジュールの基本動作（通信パケットにエラーがない場合の動作）は表 31.15

および表 31.16のとおりです。 

当該パイプが USB通信中であるときに、ソフトウェアで本ビットを BUF

から NAKに変更する場合、NAKを書き込んだ後、実際に当該パイプの USB

転送が NAK状態に遷移したことを確認するために PBUSY＝1であること

を確認してください。ただし、本モジュールが本ビットを NAKに変更した

場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• 当該パイプが受信方向の場合、かつソフトウェアが選択パイプの

SHTNAKビットに 1を設定している場合、本モジュールがトランスファ

ー終了を認識したときに、PID＝NAKを表示します。 

• 当該パイプに対し、MaxPacketSizeを超えるペイロードのデータパケッ

トを受信した場合、本モジュールは PID＝STALL（B'11）を表示します。 

• ファンクションコントロール機能選択時に、USBバスリセットを検出し

た場合、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、CRCエラーなどの受信エラーを 3回

連続で検出した場合には、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、STALLハンドシェイクを受信した場

合、本モジュールは PID＝STALL（B'11）を表示します。 

本ビットの設定は以下の手順で行ってください。 

• NAK（B'00）状態から STALL状態にする場合には、B'10を書き込んでく

ださい。 

• BUF（B'01）状態から STALL状態にする場合には、B'11を書き込んでく

ださい。 

• STALL（B'11）から NAK状態にする場合には、一度 B'10を書き込んで

から B'00を書き込んでください。 

• STALL状態から BUF状態にする場合には、一度 NAK状態に変更し、そ

の後、BUF状態にしてください。 

【注】 *1 0読み出し、1書き込みのみ有効です。 

 *2 1書き込みのみ有効です。 
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表 31.13 BSTSビットの動作 

DIR 

ビット 

BFRE 

ビット 

DCLRM 

ビット 

BSTSビットの意味 

0 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1を表示し、デー

タの読み出しが完了したときに 0を表示します。 

0 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

0 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1を表示し、デー

タの読み出しが完了した後でソフトウェアが BCLR＝1を書き込んだときに 0を表

示します。 

0 

1 

1 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1を表示し、デー

タの読み出しが完了したときに 0を表示します。 

0 FIFOバッファへの送信データの書き込みが可能になったときに 1を表示し、データ

の書き込みが完了したときに 0を表示します。 

0 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

0 この組み合わせは設定禁止です。 

1 

1 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

 

表 31.14 ACLRM＝1設定時に本モジュールがクリアする内容 

番号 ACLRMビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

1 当該パイプに割り付けた FIFOバッファのすべての内

容（ダブルバッファ設定時は FIFOバッファを 2面と

もクリア） 

 

2 当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送の場

合、インターバルカウント値 

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

3 BFREビットに関する内部フラグ BFREビットの設定値変更時 

4 FIFOバッファトグル制御 DBLBビットの設定値変更時 

5 トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 

 

表 31.15 PIDビットによる本モジュールの動作一覧（ホストコントローラ機能選択時） 

PIDビット 転送タイプ 転送方向 

（DIRビット） 

本モジュールの動作 

B'00（NAK） 設定値に依存しない 設定値に依存しない トークンを発行しない 

バルク 

または 

インタラプト 

設定値に依存しない UACT＝1が設定されて、かつ当該パイプに対応する FIFOバ

ッファが送受信可能な状態ならばトークンを発行する。 

UACT＝0が設定される、または送受信可能でなければトーク

ンを発行しない。 

B'01（BUF） 

アイソクロナス 設定値に依存しない 当該パイプに対応する FIFOバッファの状態にかかわらずト

ークンを発行する。 

B'10（STALL） 

または 

B'11（STALL） 

設定値に依存しない 設定値に依存しない トークンを発行しない 
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表 31.16 PIDビットによる本モジュールの動作一覧（ファンクションコントローラ機能選択時） 

PIDビット 転送タイプ 転送方向 

（DIRビット） 

本モジュールの動作 

バルク、または 

インタラプト 

設定値に依存しない USBホストからのトークンに NAK応答を行う 

ただし、ATREPM＝1設定時の動作は ATREPMビットの説明を

参照してください。 

B'00（NAK） 

アイソクロナス 設定値に依存しない USBホストからのトークンに無応答を行う 

バルク 受信方向 

（DIR＝0） 

USBホストからの OUTトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを受信し ACK

応答を行う。受信可能な状態でなければ NAK応答を行う。 

USBホストからの PINGトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならば ACK応答を行う。受

信可能な状態でなければ NYET応答を行う 

インタラプト 受信方向 

（DIR＝0） 

USBホストからの OUTトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを受信し ACK

応答を行う。受信可能な状態でなければ NAK応答を行う 

バルク、または 

インタラプト 

送信方向 

（DIR＝1） 

対応する FIFOバッファが送信可能な状態ならば USBホストか

らのトークンに対しデータを送信する。送信可能でなければ

NAK応答を行う。 

受信方向 

（DIR＝0） 

USBホストからの OUTトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを受信する。

受信可能な状態でなければデータを破棄する。 

B'01（BUF） 

アイソクロナス 

送信方向 

（DIR＝1） 

対応する FIFOバッファが送信可能な状態ならば USBホストか

らのトークンに対しデータを送信する。送信可能でなければ

Zero-Lengthパケットを送信する 

バルク、または 

インタラプト 

設定値に依存しない USBホストからのトークンに STALL応答を行う。 B'10（STALL） 

または 

B'11（STALL） アイソクロナス 設定値に依存しない USBホストからのトークンに無応答を行う。 
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（2） PIPEnCTR（n＝6～9） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W*1 R/W R R R/W R/W*1 R/W*1 R R R R R R/W R/W

BSTS — CSCLR CSSTS — — ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY — — — PID[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

当該パイプの FIFOバッファステータスが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

本ビットの意味は、DIR、BFREおよび DCLRMビットの設定値により表

31.13に示すように異なります 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 CSCLR 0 R/W*1 CSPLITステータスクリアビット 

本ビットを 1にセットすることにより、当該パイプの CSSTSビットをクリ

アします。 

0：書き込み無効 

1：CSSTSビットをクリア 

スプリットトランザクションを使用する転送において、強制的に次回の転

送を S-SPLITから再開させたいときに、ソフトウェアで本ビットに 1を設

定してください。正常なスプリットトランザクションでは、C-SPLIT終了

時に本モジュールが自動的に CSSTSビットを 0にクリアしますので、ソフ

トウェアによるクリア処理は不要です。 

本ビットによる CSSTSビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

CSSTS＝0のときに本ビットに 1を設定しても、CSSTS＝0ままです。 

ファンクションコントロール機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き

込んでください。 

12 CSSTS 0 R/W CSSTSステータスビット 

ホストコントローラ機能選択時に、本モジュールはスプリットトランザク

ションの C-SPLITのステータスを本ビットに表示します。 

0：START-SPLIT（S-SPLIT）トランザクション処理中、または、スプリ

ットトランザクション未使用転送である 

1：C-SPLITトランザクション処理中 

本モジュールは、C-SPLIT開始時に本ビットに 1を表示し、C-SPLIT終了

を検出したときに本ビットに 0を表示します。 

本ビットの表示は、ホストコントローラ機能選択時のみ有効な値を示しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード*3*4 

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可（全バッファ初期化） 

当該パイプに割り付けた FIFOバッファの内容をすべて削除したい場合に、

ACLRMビットに 1、0を連続して書き込んでください。 

本ビットに 1、0を連続して設定した場合に本モジュールがクリアする内容

と、当該項目のクリアが必要なケースについて表 31.17に示します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび当該パイプを CURPIPE

ビットに未設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

8 SQCLR 0 R/W*1 トグルビットクリア*3*4 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA0にクリアするときに 1を指定します。 

0：無効 

1：DATA0指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA0に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

ホストコントローラ機能選択時、Bulk-Out転送パイプに対して本ビットに 1

を設定すると、本モジュールは当該パイプの次回転送を PING-tokenから開

始します。 

SQCLRビットへの 1設定は、CSCTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありませ

ん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W*1 トグルビットセット*3*4 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA1にセットするときに 1を指定します。 

0：無効 

1：DATA1指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA1に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

SQSETビットへの 1設定は、CSSTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

6 SQMON 0 R トグルビット確認 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送以外の場合、トランザクシ

ョンが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせます。ただし、

受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさ

せません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

当該パイプを現在 USBバスで使用中かどうかが表示されます。 

0：当該パイプを USBバスにて未使用 

1：当該パイプを USBバスにて使用 

本モジュールは、当該パイプの USBトランザクションを開始したときに本

ビットを 0から 1に変更します。一つのトランザクションが終了したとき

に本ビットを 1から 0に変更します。 

ソフトウェアが PID＝NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答 PID 

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

本ビットのデフォルト値は NAKです。当該パイプで USB転送を行う場合

には本ビットを BUFに変更してください。PIDビットの設定値ごとの本モ

ジュールの基本動作（通信パケットにエラーがない場合の動作）は表 31.15

および表 31.16のとおりです。 

当該パイプが USB通信中であるときに、ソフトウェアで本ビットを BUF

から NAKに変更する場合、NAKを書き込んだ後、実際に当該パイプの USB

転送が NAK状態に遷移したことを確認するために PBUSY＝1であること

を確認してください。ただし、本モジュールが本ビットを NAKに変更した

場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• 当該パイプが受信方向の場合、かつソフトウェアが選択パイプの

SHTNAKビットに 1を設定している場合、本モジュールがトランスファ

ー終了を認識したときに、PID＝NAKを表示します。 

• 当該パイプに対し、MaxPacketSizeを超えるペイロードのデータパケッ

トを受信した場合、本モジュールは PID＝STALL（B'11）を表示します。 

• ファンクションコントロール機能選択時に、USBバスリセットを検出し

た場合、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、CRCエラーなどの受信エラーを 3回

連続で検出した場合には、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、STALLハンドシェイクを受信した場

合、本モジュールは PID＝STALL（B'11）を表示します。 

本ビットの設定は以下の手順で行ってください。 

• NAK（B'00）状態から STALL状態にする場合には、B'10を書き込んでく

ださい。 

• BUF（B'01）状態から STALL状態にする場合には、B'11を書き込んでく

ださい。 

• STALL（B'11）から NAK状態にする場合には、一度 B'10を書き込んで

から B'00を書き込んでください。 

• STALL状態から BUF状態にする場合には、一度 NAK状態に変更し、そ

の後、BUF状態にしてください。 

【注】 *1 0読み出し、1書き込みのみ有効です。 

 *2 1書き込みのみ有効です。 

 *3 ACLRMビット、SQCLRビット、または、SQSETビットの設定は、以下の条件を守って行ってください。 

CSSTS＝0および PID＝NAK時および選択パイプを CURPIPEに設定していないときに設定してください。 

 *4 ACLRMビット、SQCLRビット、または SQSETビットの設定を、PID＝BUFから NAKへ変更した後で変更する

場合は、選択パイプの CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから行ってください。HW制御にて PIDが NAK
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に変更された場合には、PBUSYビットの確認は必要ありません。 

 

表 31.17 ACLRM＝1設定時に本モジュールがクリアする内容 

番号 ACLRMビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

1 選択パイプに割り付けた FIFOバッファのすべての内容  

2 ホストコントローラ機能選択時、選択パイプの転送タイ

プがインタラプト転送の場合、インターバルカウント値

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

3 BFREビットに関する内部フラグ BFREビットの設定値変更時 

4 トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 
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31.4.36 パイプ nトランザクションカウンタイネーブルレジスタ（PIPEnTRE） 

（n＝1～5） 

PIPEnTREは、パイプ 1～5に対応するトランザクションカウンタの無効／有効の指定や、カウンタクリアの指

定を行います。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/WR R R R R R R R R

— — — — — — TRENB TRCLR — — — — — — ——

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 TRENB 0 R/W トランザクションカウンタ許可 

トランザクションカウンタ無効／有効を指定します。 

0：トランザクションカウンタ機能無効 

1：トランザクションカウンタ機能有効 

受信パイプに対して、ソフトウェアで TRNCNTビットに総パケット数を設

定した後で本ビットに 1を設定すると、本モジュールは TRNCNTビットの

設定値と同数のパケット受信を終了したときに以下の制御を行います。 

• 連続送受信モード使用（CNTMD＝1設定）時、受信完了時に FIFOバッ

ファがフルの状態でなくても、CPU側にトグルさせます。 

• SHTNAK＝1設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を

終了時点で対応するパイプの PIDビットを NAKに変更します。 

• BFRE＝1設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を終了

し最後のデータを読み出し終えたときに、BRDY割り込みをアサートし

ます。 

送信パイプについては、本ビットに 0を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに 0を設定

してください。 

トランザクションカウント機能を使用する場合、本ビットに 1を設定する

前に TRNCNTビットの設定を行ってください。また、トランザクションカ

ウントの対象となる最初のパケットを受信する前に本ビットに 1を設定し

てください。 

8 TRCLR 0 R/W トランザクションカウンタクリア 

当該パイプに対応するトランザクションカウンタの現在のカウント値をク

リアし、本ビットに 0を表示します。 

0：無効 

1：カレントカウンタクリア 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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【注】 本レジスタの各ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更したあとで各ビットの設定値を変更する場合には、CSSTS＝0お

よび PBUSY＝0を確認してから各ビットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した

場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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31.4.37 パイプ nトランザクションカウンタレジスタ（PIPEnTRN）（n＝1～5） 

PIPEnTRNは、パイプ 1～5に対応するトランザクションカウンタです。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで設定値が保持されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TRNCNT[15:0] 

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TRNCNT 

[15:0] 

すべて 0 R/W トランザクションカウンタ 

ライト時： 

DMA転送のトランザクション回数を設定します。 

リード時： 

TRENB＝0の場合は設定したトランザクション回数が表示されます。 

TRENB＝1の場合はカウント中のトランザクション回数が表示されま

す。 

本モジュールは、受信時の状態が以下のすべて満たしたときに本ビットを

1インクリメントします。 

• TRENB＝1である 

• パケット受信時に（TRNCNT設定値≠現在のカウント値+1）である 

• 受信したパケットのペイロードが MXPSビットへの設定値と一致した 

本モジュールは、以下のいずれかの条件が満たされたときに本ビットの表

示を 0にクリアします。 

• 以下の条件がすべて満たされたとき 

TRENB＝1である 

パケット受信時に（TRNCNT設定値＝現在のカウント値+1）である 

受信したパケットのペイロードが MXPSビットへの設定値と一致した 

• 以下条件がすべて満たされたとき 

TRENB＝1である 

ショートパケットを受信した 

• 以下の条件がすべて満たされたとき 

TRENB＝1である 

ソフトウェアが TRCLRビットに 1を設定した 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TRNCNT 

[15:0] 

すべて 0 R/W 送信パイプついては、本ビットに 0を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに 0を設定

してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、かつ TRENB＝0設定時に実

施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットの値を変更する場合は、TRENB＝1を設定する前に TRCLR＝1を

実施してください。 
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31.4.38 デバイスアドレス nコンフィグレーションレジスタ（DEVADDn）（n＝0～A） 

DEVADDnは、パイプ 0～9に対して、通信対象の周辺デバイスが接続されている HUBのアドレスやポート番

号、および通信速度を指定します。 

ホストコントローラ機能選択時、各パイプに対する通信を開始する前に、必ず本レジスタの各ビットを設定し

てください。 

本レジスタの各ビットの変更は、本ビットの設定を使用している有効なパイプが存在しないときに行ってくだ

さい。有効なパイプとは以下の 1.と 2.の両方条件を満たしているパイプです。 

1. DEVSELビットの設定が、本レジスタを指定しているとき 

2. 選択パイプのPIDビットにBUFを設定しているとき、または選択パイプがDCPでありSUREQ＝1を設定してい

るとき 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W R/W R/W R R R R R R

— UPPHUB[3:0] HUBPORT[2:0] USBSPD[1:0] — — — — ——

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～11 UPPHUB 

[3:0] 

0000 R/W 通信対象接続 HUBレジスタ 

通信対象の周辺デバイスが接続されている HUBの USBアドレスを設定し

ます。 

0000：周辺デバイスが本 LSIのポートに直接接続されている 

0001～1010：HUBの USBアドレス 

1011～1111：設定禁止 

ホストコントローラ機能選択時、本モジュールは、スプリットトランザク

ションを実行するときに本ビットの設定値を参照してパケットを生成しま

す。 

ファンクションコントロール機能選択時、B'0000を設定してください。 

10～8 HUBPORT 

[2:0] 

000 R/W 通信対象接続 HUBポート 

通信対象の周辺デバイスが接続されている HUBのポート番号を設定しま

す。 

000：周辺デバイスが本 LSIのポートに直接接続されている 

001～111：HUBのポート番号 

ホストコントローラ機能選択時、本モジュールは、スプリットトランザク

ションを実行するときに本ビットの設定値を参照してパケットを生成しま

す。 

ファンクションコントロール機能選択時、B'000を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 USBSPD 

[1:0] 

00 R/W 通信対象デバイスの転送速度 

通信対象の周辺デバイスの USB転送速度を設定します。 

00：DEVADDnレジスタ未使用 

01：ロースピード 

10：フルスピード 

11：ハイスピード 

ホストコントローラ機能選択時、本モジュールは、本ビットの設定値を参

照してパケットを生成します。 

ファンクションコントロール機能選択時、B'00を設定してください。 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

31.4.39 USB電源制御レジスタ（UPONCRn） 

UPONCRnはUSB0またはUSB1の電源制御するために設定するレジスタです。これによってUSB0またはUSB1

を使用しないときは USB0または USB1の電源のみ OFFすることができます。設定手順は「31.5.1（1） USB

電源投入後の設定」を参照してください。 

【注】 USB0は n=0、USB1は n=1 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R R R R R R R R R

— — — — — UPONn[1:0] — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10、9 UPONn[1:0] 00 R/W USB電源制御（n＝0または 1） 

00：USB電源 OFF可能 

01：予約 

10：予約 

11：USB動作可能 

8～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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31.5 動作説明 

31.5.1 システム制御 

本節では、本モジュール（USB0と USB1）の初期設定に必要なレジスタ操作について説明します。 

（1） USB電源投入後の設定 

USB電源（USB0または USB1）投入後、USB0または USB1を使用する前に下記のレジスタ設定が必要です。 

＜USB0の場合＞ 

UPONCR0レジスタ（アドレス：H'A405 01D4）の UPONn[1:0]ビットに 1を設定してください。 

上記以外のビット（15～11、8～0）はリザーブビットで初期値 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

USB0を使用後、USB0の電源 OFFする場合は、電源 OFFする前に UPONn[1:0]ビットに 0を書き込んでくださ

い。 

【注】 USB機能を使用しない場合は、USB電源はオープンとし、UPONCRレジスタは初期値のままとしてください。 

 USB電源に電圧供給を行う場合は、USB機能の使用にかかわらず、UPON[1:0]ビットに 11を設定してください。 

＜USB1の場合＞ 

UPONCR1レジスタ（アドレス：H'A405 0192）の UPONn[1:0]ビットに 1を設定してください。 

上記以外のビット（15～11、8～0）はリザーブビットで初期値 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

USB1を使用後、USB1の電源 OFFする場合は、電源 OFFする前に UPONn[1:0]ビットに 0を書き込んでくださ

い。 

【注】 USB1を使用しない場合も USB1の電源供給を行う場合は、電源投入後、UPONn[1:0]ビットに 1を設定してください。 

（2） リセット 

表 31.18に本モジュールのリセット種別の一覧を示します。なお、各リセット動作後のレジスタ初期化状態に

ついては、「31.4 レジスタの説明」を参照してください。 
 

表 31.18 リセット種別一覧表 

名称 操   作 

パワーオンリセット RESETP端子からのローレベル入力 

【注】  本章内の説明で使用されているパワーオンリセットは、RESETP端子によるリセ ットです。 

USBバスリセット ファンクションコントローラ機能選択時に、本モジュールが D+、D-ラインから自動検出 

 

（3） コントローラ機能の選択設定 

本モジュールは、ホストコントローラ機能またはファンクションコントローラ機能を選択することができます。

コントローラ機能の選択は、SYSCFGレジスタの DCFMビットで行ってください。DCFMビットの設定は、パワ

ーオンリセット直後の初期設定または D+のプルアップ禁止状態（DPRPU＝0）で D+/D-のプルダウン禁止状態

（DRPD＝0）ときに行ってください。 
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（4） ハイスピード動作の許可 

本モジュールは、ソフトウェアにて、USB通信速度（通信ビットレート）を設定することができます。 

ホストコントロール機能選択時、ハイスピード動作またはフルスピード／ロースピード動作のどちらかに設定

できます。ファンクションコントロール機能選択時、ハイスピード動作またはフルスピード動作のどちらかを選

択することができます。本モジュールでハイスピード動作を許可する場合は、SYSCFGレジスタの HSEビットを

1に設定してください。ハイスピード動作が許可されている場合は、本モジュールがリセットハンドシェイクプロ

トコルを実行し、USB通信速度を自動的に設定します。リセットハンドシェイクの結果は、DVSTCTRレジスタ

の RHSTビットで確認できます。 

ハイスピード動作が禁止されている場合は、本モジュールは、ホストコントローラ機能が選択時は、フルスピ

ードまたはロースピードで動作し、ファンクションコントローラ機能選択時は、フルスピードでのみ動作します。 

HSEビットの変更は、ホストコントローラ機能が選択時は、アタッチ検出からバスリセットの実行前に、ファ

ンクションコントローラ機能が選択時は、D+のプルアップ禁止状態（DPRPU＝0）のときに行ってください。 
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（5） USBデータバス抵抗制御 

図 31.2に本モジュールと USBコネクタの接続図を示します。 

本モジュールは、D+信号のプルアップ抵抗と D+、D-信号のプルダウン抵抗を内蔵しています。SYSCFGレジ

スタの DPRPU、DRPDビットの設定により、各信号のプルアップ、プルダウンを設定してください。 

また、本モジュールは D+、D-信号のハイスピード動作時の終端抵抗とフルスピード動作時の出力抵抗の制御を

行います。ホストコントローラまたは周辺機器との接続後の内蔵抵抗の切り替えは、リセットハンドシェイク、

サスペンド、レジューム検出により本モジュールが自動的に行います。 

なお、ファンクションコントローラ機能を選択し、ホストコントローラと通信中に SYSCFGレジスタの DPRPU

ビットに 0を設定した場合は、USBデータラインのプルアップ抵抗（または終端抵抗）をディスエーブルにしま

すので、USBホストにデバイスの切断を通知することができます。 

【記号説明】

本LSI

：出力インピーダンス
：プルダウン抵抗
：プルアップ抵抗

D-

D+

USB
コネクタ

DP

DM

ZPD

ZDRU

ZDRU
ZPD
ZPU

ZPU

ZPD

ZDRU

 

図 31.2 USBコネクタ接続図 

 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

31-110  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

31.5.2 割り込み機能 

表 31.19に本モジュールの割り込み発生条件一覧表を示します。 

これらの割り込み発生条件が成立し、対応する割り込み許可レジスタにて割り込み出力許可に設定されている

とき、本モジュールは割り込みコントローラ（INTC）へ USB割り込み要求を発行します。 
 

表 31.19 割り込み発生条件一覧表 

ビット 割り込み名称 割り込み発生条件 発生する機能 関連 

ステータス 

VBINT VBUS割り込み • VBUS入力端子の状態変化を検出したとき（L→H、H→L

の両方の変化） 

ホスト、 

ファンクション 

VBSTS 

RESM レジューム 

割り込み 

• サスペンド状態において USBバスの状態変化を検出した

とき 

（J-State→K-Stateまたは J-State→SE0） 

ファンクション － 

SOFR フレーム番号 

更新割り込み 

［ホストコントローラ機能選択時］ 

• フレーム番号の異なる SOFパケットを送信したとき 

［ファンクションコントローラ機能選択時］ 

• SOFRM＝0：フレーム番号の異なる SOFパケットを受信し

たとき 

• SOFRM＝1：μフレーム番号が 0のときの SOFをパケット

破損などで受信できなかったとき 

ホスト、 

ファンクション 

－ 

DVST デバイス 

ステート遷移 

割り込み 

• デバイスステートの遷移を検出したとき 

USBバスリセット検出 

サスペンド状態検出 

SET_ADDRESSリクエストの受信 

SET_CONFIGURATIONリクエストの受信 

ファンクション DVSQ 

CTRT コントロール 

転送ステージ 

遷移割り込み 

• コントロール転送のステージ遷移を検出したとき 

セットアップステージ完了 

コントロールライト転送ステータスステージ遷移 

コントロールリード転送ステータスステージ遷移 

コントロール転送完了 

コントロール転送シーケンスエラー発生 

ファンクション CTSQ 

BEMP バッファ 

エンプティ 

割り込み 

• バッファメモリ中の全データを送信してバッファが空にな

ったとき 

• マックスパケットサイズを超えたパケットを受信したとき

ホスト、 

ファンクション 

BEMPSTS.

PIPEBEMP 
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ビット 割り込み名称 割り込み発生条件 発生する機能 関連 

ステータス 

NRDY バッファ 

ノットレディ 

割り込み 

［ホストコントローラ機能選択時］ 

• 発行したトークンに対して周辺デバイス側からの STALL

を受信したとき 

• 発行したトークンに対して周辺デバイス側からの応答を正

しく受信できなかったとき。（無応答が 3回連続、または

パケット受信エラーが 3回連続） 

• アイソクロナス転送時にオーバラン／アンダーランが発生

したとき 

［ファンクションコントローラ機能選択時］ 

• INトークン／OUTトークン／PINGトークンに対してNAK

を応答したとき。 

• アイソクロナス転送でデータ受信時に CRCエラー、ビット

スタッフエラーが発生したとき 

• アイソクロナス転送でデータ受信時にオーバラン／アンダ

ーランが発生したとき 

ホスト、 

ファンクション 

NRDYSTS.

PIPENRDY 

BRDY バッファレディ

割り込み 

• バッファがレディ（リードまたはライト可能状態）になっ

たとき 

ホスト、 

ファンクション 

BRDYSTS. 

PIPEBRDY 

BCHG バス変化割り込

み 

• USBバスステートの変化を検出したとき ホスト、 

ファンクション 

－ 

DTCH デバイス切断 

検出 

• 周辺デバイスの切断を検出したとき ホスト － 

ATTCH デバイス接続検

出 

• USBバスステートが 2.5μs連続した J-STATE、または 2.5

μs連続した K-STATEを検出したとき。周辺デバイスの接

続検出に使用可能。 

ホスト － 

EOFERR EOFエラー検

出 

• 周辺デバイスの EOFエラーを検出 ホスト － 

SACK SETUP正常 • セットアップトランザクションの正常応答（ACK）を受信

したとき 

ホスト － 

SIGN SETUPエラー • セットアップトランザクションのエラー（無応答または

ACKパケット破損）を 3回連続で検出したとき 

ホスト － 

【注】 レジスタ名が示されていないビットのレジスタはすべて INTSTS0です。 
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図 31.3に本モジュールの割り込み関連図を示します。 

USBバスリセット検出

Set_Address検出

Set_Configuration検出

サスペンド検出

BEMP割り込み許可レジスタ
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INTENB0 INTSTS0

RSME
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DVSE
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図 31.3 割り込みの関連図 
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（1） BRDY割り込み 

BRDY割り込みは、ホストコントロール、ファンクションコントロールのどちらの機能を選択したときでも発

生します。各パイプが下記の条件を満たしたときに、本モジュールは BRDYSTSレジスタの該当ビットを 1にセ

ットします。このとき、ソフトウェアが当該パイプに対応する BRDYENBレジスタの PIPEBRDYEビットを 1に

設定し、かつ、INTENB0レジスタの BRDYEビットを 1に設定していれば、本モジュールは BRDY割り込みを発

生させます。 

BRDY割り込みは、BRDYMビットおよび各パイプの BFREビットの設定により、発生条件およびクリア方法

が異なります。 
 

（a） BRDYM＝0かつ BFRE＝0設定時 

この設定の場合、BRDY割り込みは FIFOポートにアクセス可能になったことを示す割り込みになります。 

本モジュールは、下記に示す条件の場合に、内部 BRDY割り込み要求トリガを発生させ、要求トリガ発生パイ

プに対応する PIPEBRDYビットに 1を表示します。 
 

1. 送信方向に設定したパイプの場合 

• ソフトウェアがDIRビットを0から1に変更したとき。 

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの書き込みが不可状態のとき（BSTSビット読み出し値が

0のとき）に、本モジュールが当該パイプのパケット送信を完了したとき。 

連続送受信モードに設定した場合には、FIFOバッファ一面分のデータの送信完了時に要求トリガが発生しま 

す。 

• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ書き込み完了時にもう一方のFIFOバッ

ファが空であったとき。 

FIFOバッファ書き込み中にもう一方が送信完了になっても、現在書き込み中の面が書き込み完了になるまで

は要求トリガは発生しません。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、ハードウェアによるバッファフラッシュが発生したとき。 

• ACLRMビットに1を書き込むことより、FIFOバッファが書き込み不可状態から書き込み可能状態になったと

き。 

 

DCPに対しては（すなわち、コントロール転送でのデータ送信においては）要求トリガは発生しません。 
 

2. 受信方向に設定したパイプの場合 

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの読み出しが不可状態のとき (BSTSビット読み出し値

が0のとき) に、パケット受信が正常に完了し、FIFOバッファが読み出し可能状態になったとき。 

データPIDミスマッチのトランザクションに対しては要求トリガは発生しません。 

連続送受信モードの場合には、MaxPacketSizeのデータサイズで、かつまだバッファに空きがある場合には要

求トリガは発生しません。 

ショートパケットを受信した場合には、FIFOバッファに空きがあっても要求トリガは発生します。 
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トランザクションカウンタを使用している場合には、設定値分のパケットを受信時に要求トリガは発生しま

す。このとき、FIFOバッファにまだ空きがあっても要求トリガは発生します。 

• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ読み出し完了時にもう一方のFIFOバッ

ファも読み出し可能状態であったとき 

読み出し中にもう一方が受信完了しても、現在読み出し中の面が読み出し完了になるまで要求トリガは発生

しません。 

 

ファンクションコントロール機能選択時のコントロール転送のステータスステージでの通信では本割り込みは

発生しません。 

ソフトウェアは、当該パイプに対応する BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットに 0を書き込むことにより、

当該パイプの PIPEBRDY割り込みステータスを 0にクリアすることができます。このとき、他のパイプに対応す

るビットには 1を書き込んでください。 

本割り込みステータスのクリアは、必ず FIFOバッファへのアクセスを行う前に実施してください。 
 

（b） BRDYM＝0かつ BFRE＝1設定時 

この設定の場合、本モジュールは、受信パイプにおいて 1トランスファー分の全データ読み出し完了時に、BRDY

割り込み発生と判断し、本レジスタの当該パイプに対応するビットに 1を表示します。 

本モジュールは、以下のいずれかのときに 1トランスファーにおける最後のデータを受信したと判定します。 

• Zero-Lengthパケットを含むショートパケットを受信したとき 

• トランザクションカウンタ (TRNCNTビット) を使用し、TRNCNTビット設定値分のパケットを受信したと

き 

 

上記判定条件を満たした後、そのデータの読み出しが完了したときに、本モジュールは 1トランスファ分の全

データ読み出し完了と判断します。 

FIFOバッファが空の状態で Zero-Lengthパケット受信した場合は、Zero-Lengthパケットデータが CPU側へトグ

ルされた時点で、本モジュールは 1トランスファー分の全データ読み出し完了と判断します。この場合、次のト

ランスファを開始するためには、対応する FIFOCTRレジスタの BCLRビットにソフトウェアで 1を書き込んで

ください。 

本設定の場合には、本モジュールは送信パイプに対して BRDY割り込みを検出しません。 

ソフトウェアは、当該パイプに対応する PIPEBRDYビットに 0を書き込むことにより、当該パイプの PIPEBRDY

割り込みステータスを 0にクリアすることができます。このとき他のパイプに対応するビットには 1を書き込ん

でください。 

本モードを使用するときには、トランスファ分の処理を終了するまで BFREビットの設定値を変更しないでく

ださい。 

途中で BFREビットを変更する場合には、ACLRMビットにより対応するパイプの FIFOバッファをすべてクリ

アしてください。 
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（c） BRDYM＝1かつ BFRE＝0設定時 

この設定の場合、PIPEBRDYビットの値は各パイプの BSTSビットに連動します。すなわち、BRDY割り込み

ステータスは FIFOバッファの状態によって本モジュールが 1、0を表示します。 

1. 送信方向に設定したパイプの場合 

FIFOポートにデータが書き込み可能な状態であれば1を表示し、書き込み不可の状態になれば0を表示しま

す。 

ただしDCPの送信パイプが書き込み可能であっても、BRDY割り込みは発生しません。 

2. 受信方向に設定したパイプの場合 

FIFOポートにデータが読み出し可能な状態であれば1を表示し、すべてのデータを読み出したら（読み出し

不可の状態になったら）0を表示します。 

FIFOバッファが空でZero-Lengthパケットを受信した場合、ソフトウェアがBCLR＝1を書き込むまで該当ビッ

トには1が表示されBRDY割り込みは発生し続けます。 

 

本設定時、ソフトウェアは、PIPEBRDYビットの0クリアを行うことはできません。 

BRDYM＝1設定時は、BFREビットは必ずすべて（全パイプ）0に設定してください。 
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図 31.4に、BRDY割り込み発生タイミング図を示します。 

ACK

ACK

ACK

Zero-Lengthパケット／
ショートデータパケット／
データパケット（フル） 

（トランザクションカウンタ）

ショートデータパケット／
データパケット

（トランザクションカウンタ）

バッファが読み出し可能に
なったためBRDY割り込み発生

トランスファが終了
したためBRDY割り込み発生

バッファが書き込み可能に
なったためBRDY割り込み発生

（1） Zero-Lengthパケット受信、またはBFRE＝0でデータパケット受信
　 （ショートパケット／トランザクションカウンタ終了／バッファフル）時

（2） BFRE＝1でデータパケット受信（ショートパケット／トランザクションカウンタ終了）時

（3） パケット送信時

USBバス

USBバス

USBバス

BRDY 
割り込み

BRDY 
割り込み

BRDY 
割り込み

 

図 31.4 BRDY割り込み発生タイミング図 
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（2） NRDY割り込み 

ソフトウェアが PID＝BUFに設定したパイプに対して、本モジュールが内部 NRDY割り込み要求を発生させた

場合に、本モジュールは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対応するビットに 1を表示します。このとき、

ソフトウェアによって NRDYENBレジスタの対応するビットに 1が設定されている場合、本モジュールは

INTSTS0レジスタの NRDYビットに 1を表示し、USB割り込みを発生します。 

本モジュールが、あるパイプに対して内部 NRDY割り込み要求を発生させる条件を以下に示します。 

ただし、ホストコントローラ機能選択時の SETUPトランザクション実行時は以下の割り込み発生条件に該当し

ません。ホストコントロール機能選択時の SETUPトランザクションでは、SACK割り込みまたは SIGN割り込み

を検出します。 

また、ファンクションコントロール機能選択時のコントロール転送ステータスステージ実行時は割り込み要求

を発生させません。 
 

（a） ホストコントローラ機能選択時でかつスプリットトランザクションが発生しない接続の場合 

1. 送信方向パイプの場合 

本モジュールは、以下のいずれかの条件を満たした場合に、NRDY割り込みを検出します。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに送信データがない状態でOUTトークン発行

タイミングに達したとき。 

このとき、本モジュールはOUTトークンに続けてZero-Lengthパケットを送信し、PIPENRDYビットの対応す

るビットに1を表示し、OVRNビットにも1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナス以外のパイプ、かつSETUPトランザクション以外の通信において、周辺デバイ

スが無応答 (周辺デバイスからのHandshakeパケットを検出しないままタイムアウトを検出) した、または周

辺デバイスからのパケットにエラーを検出したケースが任意の組み合わせで3回連続して発生したとき 

このとき、本モジュールは、PIPENRDYビットの対応するビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビット

をNAKに変更します。 

• SETUPトランザクション以外の通信において、周辺デバイスからSTALL Handshakeを受信したとき（OUTに

対するSTALLだけではなく、PINGに対するSTALLも該当します）。 

このとき本モジュールは、PIPENRDYビットの対応するビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビットを

STALL（11）に変更します。 

2. 受信方向パイプの場合 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに空きがない状態でIN Token発行タイミング

に達したとき。 

このとき本モジュールは、IN Tokenに対する受信データを破棄し、当該パイプに対応するPIPENRDYビット

に1を表示し、OVRNビットにも1を表示します。 

さらに、IN Tokenに対する受信データにパケットエラーを検出した場合には、CRCEビットにも1を表示しま

す。 
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• 転送タイプがアイソクロナス転送以外のパイプで、本モジュールが発行したIN Tokenに対して周辺デバイス

が無応答（周辺デバイスからのDATAパケットを検出しないままタイムアウトを検出）した場合、または周

辺デバイスからのパケットにエラーを検出したケースが任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをNAKに変更します。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、IN Tokenに対して周辺デバイスが無応答 （周辺デバイスか

らのDATAパケットを検出しないままタイムアウトを検出）した場合、または周辺デバイスからのパケット

にエラーを検出したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示します （対応するパイプのPID

ビットの変更は行いません) 。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、受信したデータパケットにCRCエラーまたはビットスタッ

フィングエラーを検出したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、CRCEビットに1を表示しま

す。 

• STALL Handshakeを受信したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをSTALLに変更します。 

 

（b） ホストコントローラ機能選択時でかつスプリットトランザクションが発生するの接続の場合 

1. 送信方向パイプの場合 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに送信データがない状態でOUTトークン発行

タイミングに達したとき。 

このとき本モジュールは、Start-Splitトランザクション （S-SPLIT）発行時点で当該パイプに対応する

PIPENRDYビットに1を表示し、OVRNビットに1を表示します。また、OUTトークンに続けてZero-Lengthパ

ケットを送信します。 

• 転送タイプがアイソクロナス以外のパイプにおいて、S-SPLITまたはComplete-Spritトランザクション

（C-SPLIT）に対して、HUBが無応答（HUBからのHandshakeパケットを検出しないままタイムアウトを検出）、

またはHUBからのパケットにエラーを検出したケースが任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トNAKに変更します。 

C-SPLIT発行時にNRDY割り込みを検出した場合には、本モジュールはCSSTSビットをクリアし0を表示しま

す。 

• C-SPLITに対し、STALL Handshakeを受信したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをSTALL（11）に変更し、CSSTSビットをクリアし0を表示します。 

ただしSETUPトランザクションにおいては、本割り込みを検出しません。 
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• 転送タイプがインタラプトのパイプにおいて、microFrame番号＝4のときのC-SPLITに対して、NYETを受信

したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、CSSTSビットをクリアし0

を表示します（ 対応するパイプのPIDビットは変更しません) 。 

2. 受信方向パイプの場合 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに空きがない状態でIN Token発行タイミング

に達したとき。 

このとき本モジュールは、S-SPLIT発行時点で当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、OVRN

ビットに1を表示します。また、IN Tokenに対する受信データを破棄します。 

• 転送タイプがバルクのパイプの転送、またはDCPのSETUPトランザクション以外の転送において、S-SPLIT

またはC-SPLIT発行時に、本モジュールが発行したIN Tokenに対してHUBが無応答（HUBからのDATAパケ

ットを検出しないままタイムアウトを検出）した場合、またはHUBからのパケットにエラーを検出した場合

が任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをNAKに変更します。C-SPLITにおいて本条件が発生した場合には、本モジュールはCSSTSビットをクリ

アし0を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスまたはインタラプトのパイプのC-SPLITにおいて、本モジュールが発行したIN 

Tokenに対してHUBが無応答（HUBからのDATAパケットを検出しないままタイムアウトを検出) した場合、

またはHUBからのパケットにエラーを検出した場合が任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

転送タイプがインタラプトのパイプにおいて、本条件が発生した場合、本モジュールは、当該パイプに対応

するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビットをNAKに変更し、CSSTSビットをクリアし

0を表示します。 

転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、本条件が発生した場合、本モジュールは、当該パイプに対

応するPIPENRDYビットに1を表示し、CRCEビットに1を表示し、CSSTSビットをクリアし0を表示します。 

（パイプのPIDビットの変更は行いません） 。 

• 転送タイプがアイソクロナス以外のパイプのC-SPLITにおいて、STALL Handshakeを受信した場合。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをSTALL（11）に変更し、CSSTSビットをクリアし0を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナス／インタラプトのパイプのC-SPLITにおいて、microFrame＝4のときにNYET 

Handshakeを受信した場合。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、CRCEビットに1を表示し、

CSSTSビットをクリアし0を表示します（パイプのPIDビットの変更は行いません）。 

 

（c） ファンクションコントロール機能選択時 

1. 送信方向パイプの場合 

• FIFOバッファに送信データがない状態でIN Tokenを受信したとき 
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IN Token受信時に本モジュールはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を表示します。 

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合、本モジュールはZero-Lengthパケットを送信し、

OVRNビットに1を表示します。 

2. 受信方向パイプの場合 

• FIFOバッファに空きがない状態でOUTトークンを受信したとき 

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合、OUTトークン受信時に本モジュールはNRDY割

り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し、OVRNビットに1を表示します。 

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナス以外の場合、本モジュールは、OUTトークンに続くデー

タ受信後NAK Handshakeを送信するときにNRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示しま

す。 

ただし、再送時 （DATA-PIDミスマッチ発生時）には、NRDY割り込み要求を発生させません。また、DATA

パケットにエラーがある場合にも、発生させません。 

• FIFOバッファに空きがない状態でPINGトークンを受信したとき 

PINGトークン受信時に本モジュールはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、インターバルフレーム内に正常受信されなかったとき 

SOF受信のタイミングで本モジュールは、NRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示しま

す。 
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図 31.5に、ファンクションコントローラ機能選択時の NRDY割り込み発生タイミング図を示します。 

IN

NAK

NAK

NAKOUT

PING

（1）　データ送信時

（2）　データ受信；OUTトークン受信時

（3）　データ受信；PINGトークン受信時

USBバス

NRDY割り込み

USBバス

NRDY割り込み

（CRCエラービット等）

USBバス

NRDY割り込み  

図 31.5 ファンクションコントローラ機能選択時の NRDY割り込み発生タイミング図 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

31-122  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

（3） BEMP割り込み 

ソフトウェアが PID＝BUFに設定したパイプに対して、本モジュールが、BEMP割り込みを検出した場合に、

本モジュールは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応するビットに 1を表示します。このとき、ソフト

ウェアによって BEMPENBレジスタの対応するビットに 1が設定されている場合、本モジュールは INTSTS0レジ

スタの BEMPビットに 1を表示し、USB割り込みを発生します。 

以下の場合に、本モジュールは内部 BEMP割り込み要求を発生させます。 

1. 送信方向パイプにおいて、送信完了時（Zero-Lengthパケットの送信時を含む) に、対応するパイプのFIFOバ

ッファが空のとき。 

シングルバッファ設定時は、DCP以外のパイプに対してはBRDY割り込みと同時に内部BEMP割り込み要求を

発生させます。 

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。 

• ダブルバッファ設定時に、1面分のデータ送信完了時にソフトウェア（DMAC）がCPU側のFIFOバッファに

対する書き込みを開始している場合 

• また、ACLRMビットまたはBCLRビットに1を書き込むことによるバッファクリア（エンプティ）。 

• ファンクションコントローラ機能設定時、コントロール転送StatusステージのIN転送（Zero-Lengthパケット

送信）時 

2. 受信方向パイプの場合 

MaxPacketSizeの設定値より大きなデータサイズを正常受信したとき。 

この場合、本モジュールは、BEMP割り込み要求を発生させ、PIPEBEMPビットの対応するビットに1を表示

し、受信データを破棄し、対応するパイプのPIDビットをSTALL（11）に変更します。 

このとき本モジュールは、ホストコントローラ機能設定時には無応答し、ファンクションコントローラ機能

設定時にはSTALL応答を行います。 

 

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。 

• 受信データにCRCエラー、またはビットスタッフィングエラー等を検出したとき 

• SETUPトランザクション実行時 

PIPEBEMPビットに0を書き込むことにより、ステータスをクリアすることができます。 

PIPEBEMPビットに1を書き込んでも、何もしません。 
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図 31.6に、ファンクションコントローラ機能選択時の BEMP割り込み発生タイミング図を示します。 

IN

STALL

ACK

OUT

（1）　データ送信時

（2）　データ受信

USBバス

BEMP割り込み

USBバス

BEMP割り込み  

図 31.6 ファンクションコントローラ機能選択時の BEMP割り込み発生タイミング図 

 

（4） デバイスステート遷移割り込み 

図 31.7に本モジュールのデバイスステート遷移図を示します。本モジュールは、デバイスステートを管理し、

デバイスステート遷移割り込みが発生します。ただし、サスペンドからの復帰（レジューム信号検出）は、レジ

ューム割り込みで検出します。デバイスステート遷移割り込みは、INTENB0レジスタで個別に割り込みの許可ま

たは禁止を設定することができます。また、遷移したデバイスステートは、INTSTS0レジスタの DVSQビットに

て確認できます。 

デフォルトステートに遷移する場合には、リセットハンドシェイクプロトコルの終了後に、デバイスステート

遷移割り込みが発生します。 

デバイスステートの管理は、ファンクションコントローラ機能選択時のみ行います。デバイスステート遷移割

り込みもファンクションコントローラ機能選択時のみ発生します。 
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図 31.7 デバイスステート遷移図 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  31-125 

2013.01.18  

 

SH7724 

（5） コントロール転送ステージ遷移割り込み 

図 31.8に本モジュールのコントロール転送ステージ遷移図を示します。本モジュールは、コントロール転送の

シーケンスを管理し、コントロール転送ステージ遷移割り込みが発生します。コントロール転送ステージ遷移割

り込みは、INTENB0レジスタで個別に割り込みの許可または禁止を設定することができます。また、遷移した転

送ステージは INTSTS0レジスタの CTSQビットにて確認できます。 

コントロール転送ステージ遷移割り込みは、ファンクションコントロール機能を選択した場合のみ発生します。 

コントロール転送のシーケンスエラーを下記に示します。エラーが発生した場合は、DCPCTRレジスタの PID

ビットが B'1x（STALL応答）になります。 

1. コントロールリード転送時 

• データステージのINトークンに対して、一度もデータ転送していない状態でOUTまたはPINGトークンを受信 

• ステータスステージでINトークン受信 

• ステータスステージでデータパケットがDATAPID＝DATA0のパケットを受信 

2. コントロールライト転送時 

• データステージのOUTトークンに対して、一度もACK応答していない状態でINトークンを受信 

• データステージで最初のデータパケットがDATAPID＝DATA0のパケットを受信 

• ステータスステージでOUTまたはPINGトークン受信 

3. コントロールライトノーデータコントロール転送時 

• ステータスステージでOUTまたはPINGトークン受信 

 

なお、コントロールライト転送データステージで、受信データ数が USBリクエストの wLength値を超えた場合

は、コントロール転送シーケンスエラーと認識できません。また、コントロールリード転送ステータスステージ

で、Zero-Lengthパケット以外のパケット受信には、ACK応答を行い正常終了します。 

シーケンスエラーによる CTRT割り込み発生時（SERR＝1設定）は、CTSQ＝110の値がシステムから CTRT

＝0書き込み（割り込みステータスクリア）するまで保持されます。このため、CTSQ＝110が保持されている状

態では、新しい USBリクエストを受信しても、セットアップステージ完了の CTRT割り込みは発生しません（セ

ットアップステージ完了は、本モジュールで保持されており、ソフトウェアによる割り込みステータスクリア後

に、セットアップステージ完了割り込みが発生します）。 
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図 31.8 コントロール転送ステージ遷移図 
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（6） フレーム更新割り込み 

図 31.9に本モジュールの SOFR割り込み出力タイミング例を示します。 

ホストコントローラ機能を選択した場合は、フレーム番号更新のタイミングで割り込みが発生します。ファン

クションコントローラ機能を選択した場合は、フレーム番号が更新されたときに SOFR割り込みが発生します。 

ファンクションコントローラ機能を選択した場合、本モジュールは、フルスピード動作中に新しい SOFパケッ

トを検出すると、フレーム番号を更新して SOFR割り込みを発生します。しかし、ハイスピード動作中はμSOF

ロック状態にならないと、フレーム番号を更新せず SOFR割り込みも発生しません。また、SOFの補間機能も動

作しません。μSOFロック状態とは、エラーなしでフレーム番号の異なるμSOFパケットを 2回連続受信するこ

とです。 

なお、μSOFロック監視開始条件およびμSOFロック監視停止条件は下記 1.、2.のとおりです。 

1. μSOFロック監視開始条件 

USBE＝1 

2. μSOFロック監視停止条件 

USBE＝0、USBバスリセット受信、またはサスペンド検出 

6

7 0 1 6 7 0 7 0 1 7 0 17 0 1 2

7 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1

3 4 6

周辺デバイス

μSOFパケット

μSOFパケット

μSOFロック

μSOF番号

μSOF番号

μSOFロック

フレーム番号

SOFR割り込み

SOFR割り込み

SOF 
補間

SOF補間機能

SOF 
補間

SOF 
補間

SOF補間／欠落未ロック 未ロック  

図 31.9 SOFR割り込み出力タイミングの例 

（7） VBUS割り込み 

VBUS端子に変化があった場合に VBUS割り込みが発生します。INTSTS0レジスタの VBSTSビットにて VBUS

端子のレベルを確認できます。VBUS割り込みによってホストコントローラの接続および切断の確認ができます。

ただし、ホストコントローラが接続された状態でシステムが起動された場合は、VBUS端子が変化しないため、

最初の VBUS割り込みが発生しません。 
 

（8） レジューム割り込み 

ファンクションコントローラ機能選択時、デバイスステートがサスペンド状態で USBバス状態が変化（J-State
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→K-Stateまたは J-State→SE0）したときにレジューム割り込みが発生します。レジューム割り込みによってサス

ペンド状態からの復帰を検出します。 

ホストコントローラ機能選択時、レジューム割り込みは発生しません。USBバスの変化は BCHG割り込みを用

いて検出してください。 
 

（9） BCHG割り込み 

USBバスステートに変化があった場合に、BCHG割り込みが発生します。ホストコントローラ機能選択時の周

辺デバイスの接続、リモートウェイクアップの検出に使用します。BCHG割り込みは、ホストコントローラ機能

またはファンクションコントローラ機能のどちらを選択していても発生します。 
 

（10） DTCH割り込み 

ホストコントローラ機能選択時に、USBバスのディスコネクトを検出した場合、DTCH割り込みが発生します。

本モジュールは、USB Specification2.0に準じた基準でバスディスコネクトを検出します。 

本モジュールは、DTCH割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビットの設定値にかかわらず） 以下のハー

ドウェア制御を行います。ソフトウェアは、当該ポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了させ、

当該ポートへのアタッチ（ATTCH割り込み発生) 待ちの状態に遷移してください。 

• DTCH割り込みを検出したポートのUACTビットを0に変更し表示する。 

• DTCH割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 

 

【注】 ケーブルを抜いてから DTCH割り込み発生まで、最大で 5msかかる場合があります。その間に NRDY割り込みが先に

入る可能性があります。 

 

（11） SACK割り込み 

ホストコントローラ機能選択時に、送信したセットアップパケットに対して周辺デバイスからの ACK応答を受

信した場合に SACK割り込みが発生します。SACK割り込みにより、セットアップトランザクションが正常に終

了したことを知ることができます。 
 

（12） SIGN割り込み 

ホストコントローラ機能選択時に、送信したセットアップパケットに対して周辺デバイスからの ACK応答を 3

回連続で正常に受信できなかった場合に SIGN割り込みが発生します。周辺デバイスが ACKを送信しなかった場

合（無応答）や、ACKパケットの破損を検出することができます。 
 

（13） ATTCH割り込み 

ホストコントローラ機能選択時、USBポートにフルスピード／ロースピード信号レベルの J-Stateまたは K-State

を 2.5μs間検出した場合、ATTCH割り込みが発生します。ATTCH割り込み検出条件は、具体的には以下のとお

りです。 

• K-State、SE0またはSE1からJ-Stateに変化しJ-Stateのまま2.5μs間継続したとき  

• J-State、SE0またはSE1からK-Stateに変化しK-Stateのまま2.5μs間継続したとき 
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（14） EOFERR割り込み 

USB 2.0仕様書に定められている EOF2タイミング時点で通信が終了しないことを検出した場合、EOFERR割り

込みを発生します。 

本モジュールは、EOFERR割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビットの設定値にかかわらず）以下のハ

ードウェア制御を行います。ソフトウェアは、該当ポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了さ

せ、該当ポートへの再 Enumerationを行ってください。 

• EOFERR割り込みを検出したポートのUACTビットを0に変更し表示する。 

• EOFERR割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 
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31.5.3 パイプコントロール 

表 31.20に本モジュールのパイプ設定項目一覧表を示します。USBデータ転送は、エンドポイントと呼ばれる

論理パイプにて、データ通信を行う必要があります。本モジュールにはデータ転送用に10本のパイプがあります。

各パイプは、システムの仕様に合わせて設定を行ってください。 
 

表 31.20 パイプ設定項目一覧表 

レジスタ名 ビット名 設定内容 備   考 

TYPE 転送タイプを指定 パイプ 1～9：設定可 

BFRE BRDY割り込みモードを 

選択 

パイプ 1～5：設定可 

DBLB ダブルバッファを選択 パイプ 1～5：設定可 

CNTMD 連続転送または非連続転

送を選択 

パイプ 1、2：設定可（バルク転送選択時のみ設定可能） 

パイプ 3～5：設定可 

DIR 転送方向を選択 INまたは OUT設定可 

EPNUM エンドポイント番号 パイプ 1～9：設定可 

パイプ使用時は 0000以外に設定 

DCPCFG 

PIPECFG 

SHTNAK トランスファ終了時のパ

イプ禁止選択 

パイプ 1、2：設定可（バルク転送選択時のみ設定可能） 

パイプ 3～5：設定可 

BUFSIZE バッファメモリサイズ DCP：設定不可（256バイト固定） 

パイプ 1～5：設定可（最大 2Kバイトまで指定可） 

パイプ 6、9：設定不可（64バイト固定） 

PIPEBUF 

BUFNMB バッファメモリ番号 DCP：設定不可（領域 H'0～H'3固定） 

パイプ 1～5：設定可（領域 H'8～H'7Fで指定可） 

パイプ 6～9：設定不可（領域 H'4～H'7固定） 

DEVSEL デバイス選択 ホストコントロール機能選択時のみ参照 DCPMAXP 

PIPEMAXP MXPS マックスパケットサイズ USB規格に準拠した設定 

IFIS バッファフラッシュ パイプ 1、2：設定可（アイソクロナス転送選択時のみ） 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：ホストコントロール機能選択時のみ設定可 

PIPEPERI 

IITV インターバルカウンタ パイプ 1、2：設定可（アイソクロナス転送選択時のみ） 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：ホストコントロール機能選択時のみ設定可 
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レジスタ名 ビット名 設定内容 備   考 

BSTS バッファステータス DCPは ISELビットにより、受信／送信バッファ状態の切り替え 

INBUFM INバッファモニタ パイプ 3～5のみ搭載 

SUREQ SETUPリクエスト DCPのみ設定可能 

ホストコントロール機能選択時のみ制御可能 

SUREQCLR SUREQクリア DCPのみ設定可能 

ホストコントロール機能選択時のみ制御可能 

CSCLR CSSTSクリア ホストコントロール機能選択時のみ制御可能 

CSSTS SPLITステータス表示 ホストコントロール機能選択時のみ参照可能 

ATREPM 自動応答モード パイプ 1～5：設定可 

ファンクションコントロール機能選択時のみ設定可能 

ACLRM 自動バッファクリア パイプ 1～9：設定可 

SQCLR シーケンスクリア データトグルビットのクリア 

SQSET シーケンスセット データトグルビットのセット 

SQMON シーケンス確認 データトグルビットの確認 

PBUSY パイプビジー確認  

DCPCTR 

PIPEnCTR 

PID 応答 PID 「31.5.3（6） 応答 PID」を参照してください。 

TRENB トランザクションカウン

ト許可 

パイプ 1～5：設定可 PIPEnTRE 

TRCLR カレントトランザクショ

ンカウンタのクリア 

パイプ 1～5：設定可 

PIPEnTRN TRNCNT トランザクションカウン

タ 

パイプ 1～5：設定可 
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（1） パイプコントロールレジスタの切り替え手順 

パイプコントロールレジスタの以下のビットは、USB通信が不許可（PID＝NAK）であるときのみ書き換えが

可能です。 

USB通信許可（PID＝BUF）状態では設定禁止であるレジスタ 

• DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

• DCPCTRレジスタのSQCLRビット、SQSETビット 

• PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 

• PIPExCTRレジスタのATREPMビット、ACLRMビット、SQCLRビット、SQSETビット 

• PIPExTREレジスタ、PIPExTRNレジスタの各ビット 

 

USB通信許可（PID＝BUF）状態から、上記ビットを切り替える際は以下の手順に従ってください。 

1. パイプコントロールレジスタのビット変更要求発生。 

2. 当該パイプのPIDをNAKに変更。 

3. 当該パイプのCSSTSビットが0になるまで待つ。（ホストコントローラ機能選択時のみ） 

4. 当該パイプのPBUSYビットが0になるまで待つ。 

5. パイプコントロールレジスタのビット変更開始。 

 

また、パイプコントロールレジスタの以下のビットは、CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSELレジスタのいず

れの CURPIPEビットにも設定されていないパイプ情報のみ書き換えが可能です。 
 

FIFO-PORTの CURPIPEに設定中に設定禁止であるレジスタ 

• DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

• PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 

 

パイプ情報を変更する場合には、CURPIPEビットの設定を変更パイプ以外に指定してください。なお、DCPに

ついてはパイプ情報修正後、BCLRにてバッファのクリア処理をしてください。 
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（2） 転送タイプ 

PIPECFGレジスタの TYPEビットにて各パイプの転送タイプを設定します。各パイプに設定可能な転送タイプ

を下記に示します。 

• DCP：設定不要（コントロール転送固定）です。 

• パイプ1、2：バルク転送またはアイソクロナス転送を設定してください。 

• パイプ3～5：バルク転送を設定してください。 

• パイプ6～9：インタラプト転送を設定してください。 

 

（3） エンドポイント番号 

PIPECFGレジスタの EPNUMビットにて各パイプのエンドポイント番号を設定します。DCPは、エンドポイン

ト 0に固定されています。他のパイプは、エンドポイント 1からエンドポイント 15までの設定が可能です。 

• DCP：設定不要（エンドポイント0固定）です。 

• パイプ1～9：1から15までを選択して設定してください。 

ただし、DIRビットとEPNUMビットの組み合わせが重複しないように設定してください。 
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（4） マックスパケットサイズ設定 

DCPMAXPレジスタおよびPIPEMAXPレジスタのMXPSビットにて各パイプのマックスパケットサイズを設定

します。DCPおよびパイプ 1～5は USB規格で定義されているすべてのマックスパケットサイズに設定が可能で

す。パイプ 6～9は最大 64バイトがマックスパケットサイズの上限です。マックスパケットサイズは転送を開始

する前（PID＝BUF）に設定してください。 

• DCP：ハイスピード動作時は64を設定してください。 

• DCP：フルスピード動作時は、8、16、32、64から選択して設定してください。 

• パイプ1～5：ハイスピードバルク転送時は、512を設定してください。 

• パイプ1～5：フルスピードバルク転送時は、8、16、32、64から選択して設定してください。 

• パイプ1、2：ハイスピードアイソクロナス転送時は、1から1024の値を設定してください。 

• パイプ1、2：フルスピードアイソクロナス転送時は、1から1023の値を設定してください。 

• パイプ6～9：1から64の値を設定してください。 

インタラプト転送およびアイソクロナス転送の High Bandwidthは未対応です。 
 

（5） トランザクションカウンタ（パイプ 1～5読み出し方向） 

本モジュールは、データパケット受信方向で、指定回数のトランザクションが終了した場合に、トランスファ

終了と認識できます。トランザクションカウンタは、D0FIFO/D1FIFOポートにて選択されているパイプが、バッ

ファメモリからデータ読み出し方向で設定されている場合に動作する機能です。トランザクションカウンタには、

トランザクション回数を指定する TRNCNTレジスタと、内部でトランザクションをカウントするカレントカウン

タがあり、カレントカウンタが指定回数に一致すると、バッファメモリが読み出し可能状態となります。TRCLR

ビットにて、トランザクションカウンタ機能のカレントカウンタを初期化し、トランザクションを最初からカウ

ントし直すことができます。TRENBビットの設定により、TRNCNTレジスタ読み出し時の情報が異なります。 

• TRENB＝0：設定したトランザクションカウンタ値が読み出せます。 

• TRENB＝1：内部でカウントしたカレントカウンタ値が読み出せます。 

 

TRCLRビットの操作条件は、下記のとおりです。 

• トランザクションカウント中、かつ、PID＝BUFの場合は、カレントカウンタはクリアできません。 

• バッファ内にデータが残っている状態ではカレントカウンタはクリアできません。 
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（6） 応答 PID 

DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの PIDビットにて各パイプの応答 PIDを設定します。 

各設定における本モジュールの動作は、下記のとおりです。 

1. ホストコントローラ機能選択時の応答PID設定 

応答PIDは、トランザクションの実施を指定します。 

• NAK設定：パイプ禁止状態です。トランザクションは実施されません。 

• BUF設定：バッファメモリの状況に応じてトランザクションが実施されます。 

OUT方向の場合、バッファメモリに送信データがある場合、OUTトークンを発行します。 

IN方向の場合、バッファメモリに空きがあり受信可能な場合、INトークンを発行します。 

• STALL設定：パイプ禁止状態です。トランザクションは実施されません。 

【注】DCPのセットアップトランザクションは、SUREQビットで設定します。 

2. ファンクションコントローラ機能選択時の応答PID設定 

応答PIDは、ホストからのトランザクションに対する応答を指定します。 

• NAK設定：発生したトランザクションに対して常にNAK応答します。 

• BUF設定：バッファメモリの状況に応じてトランザクションに応答します。 

• STALL設定：発生したトランザクションに対して常にSTALL応答します。 

【注】 セットアップトランザクションに対しては、PIDの設定にかかわらず、常に ACK応答し、レジスタに USBリクエス

トを格納します。 

 

PIDビットは、トランザクション結果により本モジュールによる書き込みが発生する場合があります。本モジ

ュールにより PIDビットへの書き込みが発生するのは以下の場合です。 

1. ホストコントローラ機能選択時にハードウェアが応答PIDを設定する場合 

• NAK設定：以下の場合にPID＝NAKとなり、トークンの発行を自動的に停止します。 

－アイソクロナス以外の転送で、NRDY割り込みが発生したとき 

 （詳細は、NRDY割り込みを参照してください。） 

－バルク転送時にPIPECFGレジスタのSHTNAKビットを1に設定した場合でショートパケットを

受信したとき 

－バルク転送時にSHTNAKビットを1に設定し、トランザクションカウンタが終了したとき 

• BUF設定：本モジュールによるBUF書き込みはありません。 

• STALL設定：以下の場合にPID＝STALLとなり、トークンの発行を自動的に停止します。 

送信したトークンに対してSTALLを受信したとき 

受信したデータパケットがマックスパケットサイズを超えたとき 

2. ファンクションコントローラ機能選択時にハードウェアが応答PIDを設定する場合 

• NAK設定：以下の場合にPID＝NAKとなり、トランザクションに対して常にNAK応答します。 
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SETUPトークンを正常に受信したとき（DCPのみ） 

バルク転送時にPIPECFGレジスタのSHTNAKビットを1に設定し、トランザクションカウンタが終了したと

き、またはショートパケットを受信したとき 

• BUF設定：本モジュールによるBUF書き込みはありません。 

• STALL設定：以下の場合にPID＝STALLとなり、トランザクションに対して常にSTALL応答します。 

受信データパケットでマックスパケットサイズオーバエラーを検出したとき 

コントロール転送シーケンスエラーを検出したとき（DCPのみ） 

 

（7） データ PIDシーケンスビット 

コントロール転送のデータステージ、バルク転送、インタラプト転送において正常なデータ転送が行われると、

本モジュールによりデータ PIDのシーケンスビットが自動的にトグル動作します。次に送出されるデータ PIDの

シーケンスビットは、DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの SQMONビットにて確認できます。データ

送信時は ACKハンドシェイク受信タイミングで、データ受信時は ACKハンドシェイク送信タイミングでシーケ

ンスビットが切り替わります。また、DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの SQCLRビット、SQSETビ

ットにてデータ PIDシーケンスビットを変更可能です。 

ファンクションコントローラ機能選択時のコントロール転送では、ステージ遷移時に本モジュールが自動的に

シーケンスビットを設定します。セットアップステージ終了時は DATA0になり、ステータスステージでは DATA1

で応答します。このため、ソフトウェアによる設定は必要ありません。ホストコントローラ機能選択時のコント

ロール転送では、ステージ遷移時にシーケンスビットをソフトウェアで設定する必要があります。 

ホストまたはファンクションのどちらの機能を選択した場合でも、ClearFeatureリクエストの送信または受信時

などは、ソフトウェアでデータ PIDシーケンスビットを設定する必要がありますので注意してください。 

なお、アイソクロナス転送設定パイプは、SQSETビットによるシーケンスビット操作を行うことはできません。 
 

（8） 応答 PID＝NAK機能 

本モジュールには、PIPECFGレジスタの SHTNAKビットに 1を設定することで、トランスファの最後（ショ

ートパケット受信またはトランザクションカウンタでモジュールが自動識別）のデータパケット受信タイミング

で、パイプ動作を禁止（応答 PID＝NAK）する機能があります。 

この機能を使用することで、バッファメモリをダブルバッファで使用している場合に、トランスファ単位での

データパケットの受信が可能です。また、パイプ動作が禁止された場合は、ソフトウェアで再度パイプ許可（応

答 PID＝BUF）設定を行う必要があります。 

なお、本機能はバルク転送時のみ動作することが可能です。 
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（9） オート応答モード 

バルク転送のパイプ（パイプ 1～5）において、PIPEnCTRレジスタの ATREPMビットに 1をセットすると、オ

ート応答モードとなります。OUT転送時（DIR＝0）には OUT-NAKモードとなり、IN転送時（DIR＝1）には Null

自動応答モードとなります。 

（a） OUT-NAKモード 

バルクOUT転送のパイプにおいて、ATREPMビットに1をセットすると、OUTトークンまたはPINGトークン

に対してNAK応答し、NRDY割り込みを出力します。通常モードからOUT-NAKモードへ設定するためには、

パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）でOUT-NAKモードに設定して、パイプ動作許可（応答PID＝BUF）

を行ってください。パイプ動作許可後に、OUT-NAKモードが有効になります。ただし、パイプ動作禁止に

する直前でOUTトークンを受け付けた場合には、そのトークンのデータは正常に受信され、ホストへACK応

答されます。 

OUT-NAKモードから通常モードへ遷移させるためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）でOUT-NAK

モードを解除して、パイプ動作許可（応答PID＝BUF）を行ってください。通常モードでは、OUTデータ受

信が可能となり、PINGトークンに対しては、バッファが受信可能であればACKを返します。 

（b） Null自動応答モード 

バルクIN転送のパイプにおいて、ATREPMビットに1をセットすると、Zero-Lengthパケットを送信し続けま

す。 

通常モードからNull自動応答モードへ設定するためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）で、Null

自動応答モードに設定して、パイプ動作許可（応答PID＝BUF）を行ってください。パイプ動作許可後に、

Null自動応答モードが有効になります。ただし、Null自動応答モードへ設定する場合には、バッファ内は空

の状態である必要があります。INBUFMビットが0であることで確認してください。INBUFMビットが1の場

合には、バッファ内にデータが存在しているため、ACLRMビットにより空にしてください。また、Null自動

応答モードへの設定中には、FIFOポートからのデータ書き込みは行わないでください。 

Null自動応答モードから通常モードへ遷移させるためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）を

Zero-Lengthパケット送信分ウェイト（フルスピード時：10μs、ハイスピード時：3μs）した後、Null自動応

答モードを解除してください。通常モードでは、FIFOポートからの書き込みが可能となり、パイプ動作許可

（応答PID＝BUF）を行うことにより、ホストへのパケット送信が可能となります。 
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31.5.4 FIFOバッファメモリ 

（1） FIFOバッファメモリ割り当て 

図 31.10に本モジュールの FIFOバッファメモリマップ例を示します。FIFOバッファメモリは CPUと本モジュ

ールが共用する領域です。FIFOバッファメモリの状況には、アクセス権がシステム（CPU側）にある場合と本モ

ジュール（SIE側）にある場合があります。 

FIFOバッファメモリは、パイプごとに独立した領域を設定します。メモリ領域は、64バイトを 1ブロックとし

て、ブロック先頭番号とブロック数（PIPEBUFレジスタの BUFNMBおよび BUFSIZEビット）で設定します。 

PIPEnCFGレジスタの CNTMDビットにて連続転送モードを選択した場合には、BUFSIZEビットの設定は、必

ずマックスパケットサイズの整数倍になるように設定してください。また PIPEnCFGレジスタの DBLBビットに

てダブルバッファを選択した場合には、同一パイプに対して PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットにて指定した

メモリ領域を 2面分割り当てられます。 

また、バッファメモリへのアクセス（データ読み書き）は 3本の FIFOポートを使用します。FIFOポートに割

り当てるパイプは、C/DnFIFOSELレジスタの CURPIPEビットにてパイプ番号を指定します。 

各パイプのバッファステータスは、DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの BSTSビット、INBUFMビ

ットで確認できます。また、FIFOポートのアクセス権は、CFIFOCTRレジスタおよびDnFIFOCTRレジスタの FRDY

ビットで確認できます。 

バッファメモリ PIPEBUF レジスタ

BUFNMB＝0、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝4、BUFSIZE＝0

BUFNMB＝5、BUFSIZE＝0

BUFNMB＝6、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝10、BUFSIZE＝7

BUFNMB＝18、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝22、BUFSIZE＝7

BUFNMB＝28、BUFSIZE＝2

0

6

7

5

1

2

3

4

CURPIPE＝1

CURPIPE＝3

CURPIPE＝6

FIFO ポート

CFIFO ポート

D0FIFO ポート

D1FIFO ポート

 

図 31.10 バッファメモリマップ例 
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（a） バッファステータス 

表 31.21および表 31.22に本モジュールのバッファステータス表を示します。バッファメモリステータスを

DCPCTR.BSTSビットおよび PIPEnCTR.INBUFMビットにて確認できます。バッファメモリのアクセス方向は、

PIPEnCFGレジスタの DIRビットまたは CFIFOSELレジスタの ISELビット（DCP選択時）で、バッファメモリ

のアクセス方向を指定します。 

なお、INBUFMビットは送信方向のパイプ 1～5でのみ有効です。 

送信側の転送パイプをダブルバッファに設定している場合、BSTSビットは CPU側のバッファの状態を、

INBUFMビットは SIE側のバッファの状態を判断するために使用します。CPU（DMAC）による FIFOポートへの

書き込みが遅く、BEMP割り込みではバッファの空きが判別できない場合に、INBUFMビットで送信完了を確認

できます。 
 

表 31.21 BSTSビットによるバッファステータス表 

ISELまたは DIR BSTS バッファメモリの状態 

0（受信方向） 0 受信データなし、または受信中 

FIFOポートからの読み出し不可 

0（受信方向） 1 受信データあり、または Zero-Lengthパケット受信 

FIFOポートからの読み出し可能 

ただし、Zero-Lengthパケット受信時は読み出し不可のためバッファクリアが必要 

1（送信方向） 0 送信を完了していない 

FIFOポートへの書き込み不可 

1（送信方向） 1 送信完了 

CPUは書き込み可能 

 

表 31.22 INBUFMビットによるバッファステータス表 

DIR INBUFM バッファメモリの状態 

0（受信方向） 無効 無効 

1（送信方向） 0 送信可能データを送信完了した 

送信可能データなし 

1（送信方向） 1 送信可能データが FIFOポートから書き込まれた 

送信可能データあり 
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（b） FIFOバッファクリア 

表 31.23に本モジュールによる FIFOバッファメモリのクリア一覧表を示します。バッファメモリは、BCLR、

DCLRM、ACLRMビットにてクリアできます。 
 

表 31.23 バッファクリア一覧表 

ビット名 BCLR DCLRM ACLRM 

レジスタ CFIFOCTRレジスタ 

DnFIFOCTRレジスタ 

DnFIFOSELレジスタ PIPEnCTRレジスタ 

機能 CPU側バッファメモリをクリア

します。 

指定パイプのデータを読み出した

後で、自動でバッファメモリをク

リアするモードです。 

受信したパケットをすべて破棄する

自動バッファクリアモードです。 

クリア方法 1ライトでクリア 1：モード有効 

0：モード無効 

1：モード有効 

0：モード無効 

 

（c） バッファ領域 

表 31.24に本モジュールのバッファメモリマップを示します。バッファメモリには、あらかじめパイプに割り

当てられている専用固定領域およびユーザ設定が可能なユーザ領域があります。 

DCP用バッファは、コントロールリード転送およびコントロールライト転送で、同一領域を使用する専用固定

領域です。 

パイプ 6～9領域は、あらかじめ領域を割り当ててありますが、パイプ 6～9を使用しない場合はユーザ領域と

してパイプ 1～5に割り当てて使用可能です。 

各パイプで領域が重ならないように設定してください。特にダブルバッファ設定時は領域が設定値の倍になり

ますので注意してください。 

また、マックスパケットサイズ未満の設定値でバッファサイズ指定は行わないでください。 
 

表 31.24 バッファメモリマップ 

バッファメモリ番号 バッファサイズ パイプ設定 備考 

H'0 64バイト DCP専用固定領域 シングルバッファ 

H'1～H'3 － 使用禁止 － 

H'4 64バイト パイプ 6用固定領域 シングルバッファ 

H'5 64バイト パイプ 7用固定領域 シングルバッファ 

H'6 64バイト パイプ 8用固定領域 シングルバッファ 

H'7 64バイト パイプ 9用固定領域 シングルバッファ 

H'8～H'FF 最大 15872バイト パイプ 1～5ユーザ領域 ダブルバッファ設定可能、連続転送可能 
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（d） 自動バッファクリアモード機能 

本モジュールには、PIPEnCTRレジスタの ACLRMビットに 1を設定することで、受信したすべてのデータパ

ケットを破棄します。ただし、正常なデータパケットを受信した場合は、ホストコントローラに対して ACK応答

を行います。なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定可能です。 

また、ACLRMビットに 1を設定し、続けて 0を設定することで、アクセス方向に関係なく、選択パイプのバ

ッファメモリをクリアできます。 

ハードウェアの内部シーケンス実行時間として、ACLRMビットへの 1書き込みと 0書き込みの間隔を 100ns

以上とってください。 
 

（e） バッファメモリ仕様（シングル／ダブル設定） 

パイプ 1～5は、PIPEnCFGレジスタの DBLBビットにてシングルバッファまたはダブルバッファを選択できま

す。ダブルバッファは同一パイプに対して PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットにて指定したメモリ領域を 2面

分割り当てる機能です。図 31.11に本モジュールのバッファメモリ設定例を示します。 

バッファメモリ PIPEBUF レジスタ

64

64

64

128

BUFSIZE＝0、
DBLB＝0

BUFSIZE＝0、
DBLB＝1

BUFSIZE＝1、
DBLB＝0  

図 31.11 バッファメモリ設定例 

 

（f） バッファメモリ動作（連続転送設定） 

PIPEnCFGレジスタの CNTMDビットにて連続転送モード、または非連続転送モードを選択できます。この選

択は、パイプ 1～5に対して有効です。 

連続転送モード機能は、複数のトランザクションを連続して送受信する機能です。連続転送モード設定時は、

各パイプに割り当てられたバッファサイズまで CPUへ割り込みを発生させずにデータ転送ができます。 

連続送信モードでは、書き込みデータをマックスパケットサイズで分割して送信します。バッファサイズ未満

のデータ送信（ショートパケットまたはマックスパケットサイズの整数倍でバッファサイズ未満）の場合には、

送信データの書き込み後 BVAL＝1を設定する必要があります。 

連続受信モードでは、バッファサイズまでのパケット受信、トランザクションカウントの終了、またはショー

トパケットを受信するまで割り込みは発生しません。 

表 31.25に CNTMDビット設定値と FIFOバッファに対する送受信完了判定方法の関係を示します。 
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表 31.25 CNTMDビット設定値と FIFOバッファに対する送受信完了判定方法の関係 

連続転送モード 読み出し可能状態、送信可能判定方法 

受信方向設定時（DIR＝0）FIFOバッファ読み出し可能状態になる条件： 

• 本モジュールが 1パケット受信したとき 

非連続転送 

（CNTMD＝0） 

送信方向設定時（DIR＝1）FIFOバッファ送信可能状態になる条件： 

以下のいずれかを満たしたとき 

• ソフトウェア（または DMAC）がマックスパケットサイズ分のデータを FIFOバッファに書き込んだ。 

• ソフトウェア（または DMAC）がショートパケット分のデータ（0バイトの場合を含む）を FIFOバッ

ファに書き込み、BVAL＝1を書き込んだ。 

受信方向設定時（DIR＝0）FIFOバッファ読み出し可能状態になる条件： 

• 選択パイプに割り当てられた FIFOバッファに受信したデータのバイト数と、割り当てられたバイト数

（(BUFSIZE+1)*64）が等しくなったとき 

• 本モジュールが Zero-Lengthパケット以外のショートパケットを受信したとき 

• 選択パイプに割り当てられた FIFOバッファにすでにデータが格納されている状態で、本モジュールが

Zero-Lengthパケットを受信したとき。 

• ソフトウェアが選択パイプに対して設定したトランザクションカウンタ回数分のパケットを受信した

とき 

連続転送 

（CNTMD＝1） 

送信方向設定時（DIR＝1）FIFOバッファ送信可能状態になる条件： 

以下のいずれかをを満たしたとき 

• ソフトウェア（または DMAC）が書き込んだデータ数が、選択パイプに割り当てられた FIFOバッフ

ァサイズ 1面分と等しくなったとき。 

• ソフトウェア（または DMAC）が、選択パイプに割り当てられた FIFOバッファサイズ 1面分よりも

小さいデータ数（0バイトの場合を含む）を FIFOバッファに書き込み、BVAL＝1を書き込んだとき。 
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図 31.12に本モジュールのバッファメモリ動作例を示します。 

CNTMD＝0
パケット受信時

CNTMD＝1
パケット受信時

CNTMD＝0
パケット送信時

CNTMD＝1
パケット送信時

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

未使用領域

未使用領域

割り込み発生

割り込み発生

送信可能

送信可能  

図 31.12 バッファメモリ動作例 
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（2） FIFOポートの機能 

表 31.26に本モジュールの FIFOポート機能設定表を示します。データ書き込みアクセス時は、バッファフル（非

連続転送時はマックスパケットサイズ数）まで書き込みを行うと、自動的に送信可能状態となります。バッファ

フル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）未満のデータを送信可能状態にするには、C/DnFIFOCTRレジ

スタの BVALビットによる書き込み終了設定が必要です。また、Zero-Lengthパケットの送信は、同レジスタの

BCLRビットによるバッファクリアの上、BVALビットによる書き込み終了設定が必要です。 

読み出しアクセス時は、すべてのデータを読み出すと、自動的に新しいパケット受信可能状態になります。た

だし、Zero-Lengthパケット受信時（DTLN＝0）は、データは読み出せませんので、同レジスタの BCLRビットに

よるバッファクリアが必要です。受信データ長は、C/DnFIFOCTRレジスタの DTLNビットにて確認します。 
 

表 31.26 FIFOポート機能設定表 

レジスタ名 ビット名 機   能 備考 

RCNT DTLN読み出しモード選択  

REW バッファメモリリワインド（再読み出し、再書き込み）  

DCLRM 指定パイプの受信データ読み出し後自動クリア DnFIFO専用 

DREQE DMA転送許可 DnFIFO専用 

MBW FIFOポートアクセスビット幅  

BIGEND FIFOポートエンディアン選択  

ISEL FIFOポートアクセス方向 DCP専用 

C/DnFIFOSEL 

CURPIPE カレントパイプ選択  

BVAL バッファメモリ書き込み終了  

BCLR CPU側バッファメモリクリア  

C/DnFIFOCTR 

DTLN 受信データ長確認  
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（a） FIFOポート選択 

表 31.27に各 FIFOポートで選択可能なパイプ表を示します。C/DnFIFOSELレジスタの CURPIPEビットにて、

アクセスするパイプを選択します。パイプ選択後、書き込んだ CURPIPE値が正しく読み出せたのを確認してから

（前回のパイプ番号が読み出された場合には、本コントローラがパイプ変更処理中である事を示します）FRDY＝

1を確認し FIFOポートへアクセスしてください。 

また、MBWビットでアクセスするバス幅を選択してください。バッファメモリアクセス方向は、PIPEnCFGレ

ジスタの DIRビットに従います。ただし、DCPのみ ISELビットにより決定します。 
 

表 31.27 パイプ別 FIFOポートアクセス表 

パイプ アクセス方法 使用可能なポート 

DCP CPUアクセス CFIFOポートレジスタ 

CPUアクセス CFIFOポートレジスタ 

D0FIFO/D1FIFOポートレジスタ 

パイプ 1～9 

DMAアクセス D0FIFO/D1FIFOポートレジスタ 

 

（b） REWビット 

現在アクセス中のパイプアクセスを一時的に中断し、別のパイプに対するアクセスを行い、再度現在のパイプ

処理を継続して行うことができます。このような処理には、C/DnFIFOSELレジスタの REWビットを使用します。 

C/DnFIFOSELレジスタの CURPIPEビット設定と同時に REWビットを 1に設定してパイプ選択を行うと、バッ

ファメモリの読み出しまたは書き込みポインタをリセットし、最初のバイトから読み出しまたは書き込みを行う

ことができます。また、0に設定しパイプ選択を行うと、バッファメモリの読み出しまたは書き込みポインタをリ

セットせずに、前回選択時の続きから継続してデータの読み書きができます。 

FIFOポートへアクセスするには、パイプ選択後、FRDY＝1を確認する必要があります。 
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（3） DMA転送（D0FIFO/D1FIFOポート） 

（a） DMA転送概要 

パイプ 1～9に対して、DMACによる FIFOポートアクセスが可能です。DMAに設定したパイプのバッファが

アクセス可能になったとき、DMA転送要求を出力します。 

DnFIFOSELレジスタのMBWビットにて FIFOポートへの転送単位を、CURPIPEビットにて DMA転送するパ

イプを選択してください。なお、DMA転送中は選択しているパイプを変更しないでください。 
 

（b） DnFIFO自動クリアモード（D0FIFO/D1FIFOポート読み出し方向） 

本モジュールは、DnFIFOSELレジスタの DCLRMビットに 1を設定することで、バッファメモリからのデータ

読み出しを完了した場合に、選択パイプのバッファメモリを自動的にクリアします。 

表 31.28に各設定での、パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連を示します。表

31.28に示すように、BFREビットの設定値によりバッファクリア条件が異なりますが、クリアが必要などのよう

な状態においても、DCLRMビットを使用することでソフトウェアによるバッファクリアが不要になり、ソフトウ

ェアを介在させない DMA転送が可能となります。 

なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定できます。 

 

表 31.28 パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連表 

DCLRM＝0 DCLRM＝1 レジスタ設定

 

 

パケット受信時のバッファ状態 

BFRE＝0 BFRE＝1 BFRE＝0 BFRE＝1 

バッファフル クリア不要 クリア不要 クリア不要 クリア不要 

Zero-Lengthパケット受信 クリア必要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

通常のショートパケット受信 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

トランザクションカウント終了 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  31-147 

2013.01.18  

 

SH7724 

31.5.5 コントロール転送（DCP） 

コントロール転送のデータステージのデータ転送は、デフォルトコントロールパイプ（DCP）を使用します。

DCPのバッファメモリは、コントロールリードおよびコントロールライト共用の固定領域で 256バイトシングル

バッファです。バッファメモリへのアクセスは、CFIFOポートのみ可能です。 
 

（1） ホストコントローラ機能選択時のコントロール転送 

（a） セットアップステージ 

USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、および USBLENGレジスタはセットアップトラ

ンザクションの USBリクエスト送信用のレジスタです。セットアップパケットのデータをレジスタに書き込み、

DCPCTRレジスタの SUREQビットに 1を書き込むことで設定されているデータがセットアップトランザクショ

ンとして送出されます。SUREQビットは、トランザクションが終了すると、0にクリアされます。SUREQ＝1中

は上記USBリクエストレジスタを操作しないでください。セットアップトランザクションのデバイスアドレスは、

DCPMAXPレジスタの DEVSELビットで指定します。 

トランザクションを送出すると、周辺デバイスからの応答により割り込み要求が発生します（INTSTS1レジス

タの SIGNビットおよび SACKビット）。この割り込み要求によりセットアップトランザクション結果を確認す

ることができます。 

セットアップトランザクションのデータパケットは、DCPCTRレジスタの SQMONビットの内容にかかわらず、

常に DATA0のデータパケット（USBリクエスト）が送信されます。 
 

（b） データステージ 

DCPバッファメモリを使用してデータの転送を行います。 

DCPバッファメモリへのアクセスにはCFIFOSELレジスタの ISELビットでアクセス方向を指定してください。

また、DCPCFGレジスタの DIRビットで転送方向を指定してください。 

データステージの第 1データパケットはデータ PIDを DATA1として通信する必要があります。DCPCFGレジ

スタの SQSETビットでデータ PIDを DATA1にセットし、PIDビットを BUFに設定することでトランザクション

を実行します。データ転送の完了は、BRDY割り込みおよび BEMP割り込みによって検出します。 

また、コントロールライト転送の場合、送信データがマックスパケットサイズの整数倍の場合は最後に

Zero-Lengthパケットを送出するようにソフトウェアで制御してください。 
 

（c） ステータスステージ 

データステージと逆方向の Zero-Lengthパケットのデータ転送です。データステージ同様に DCPバッファメモ

リを使用したデータ転送になります。データステージと同様手順でトランザクションを実行します。 

データステージのデータパケットはデータ PIDを DATA1として通信する必要があります。DCPCFGレジスタ

の SQSETビットでデータ PIDを DATA1にセットしてください。 

また、Zero-Lengthパケットの受信は、BRDY割り込み発生後 CFIFOCTRレジスタの DTLNビットで受信データ

長を確認のうえ、BCLRビットでバッファメモリクリアを行ってください。 
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（2） ファンクションコントローラ機能選択時のコントロール転送 

（a） セットアップステージ 

本モジュールは、本モジュールに対する正常なセットアップパケットに対して必ず ACK応答します。セットア

ップステージの本モジュールの動作を以下に示します。 

1. 新しいセットアップパケットを受信すると、本モジュールは以下のビットをセットします。 

• INTSTS0レジスタのVALIDビットを1にセット 

• DCPCTRレジスタのPIDビットをNAKにセット 

• DCPCTRレジスタのCCPLビットを0にセット 

2. セットアップパケットに引き続きデータパケット受信すると、本モジュールは、USBリクエストのパラメー

タを、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、およびUSBLENGレジスタに格納します。 

 

コントロール転送に対する応答処理は、必ず VALID＝0を設定後に行ってください。VALID＝1状態では PID

＝BUF設定が行えず、データステージを終了することができません。 

VALIDビットの機能により、本モジュールは、コントロール転送中に新しい USBリクエストを受信した場合

には処理中のリクエスト処理を中断し、最新のリクエストに対する応答を行うことができます。 

また、本モジュールは、受信した USBリクエストの方向ビット（bmRequestTypeのビット 8）およびリクエス

トデータ長（wLength）を自動判別し、コントロールリード転送、コントロールライト転送、およびコントロール

ライトノーデータ転送を識別し、ステージ遷移を管理します。間違ったシーケンスに対しては、コントロール転

送ステージ遷移割り込みのシーケンスエラーが発生し、ソフトウェアに通知します。本モジュールのステージ管

理については図 31.8を参照してください。 
 

（b） データステージ 

受信した USBリクエストに対応したデータ転送を DCPにて行ってください。DCPバッファメモリへアクセス

する前に、CFIFOSELレジスタの ISELビットにてアクセス方向指定を行ってください。 

転送データが DCPバッファメモリのサイズより大きい場合には、コントロールライト転送では BRDY割り込み

を、コントロールリード転送では BEMP割り込みを使用してデータ転送を行ってください。 

ハイスピード動作時のコントロールライト転送では、バッファメモリの状況に応じて NYETハンドシェイク応

答を行います。 
 

（c） ステータスステージ 

DCPCTRレジスタの PIDビットが PID＝BUFの状態で、CCPLビットに 1を設定することによりコントロール

転送を終了します。 

上記設定後、セットアップステージで確定したデータ転送方向に従い、本モジュールが自動的にステータスス

テージを実行します。具体的には下記のとおりです。 

• コントロールリード転送の場合 

本モジュールはZero-Lengthパケットの送信を行い、USBホストからのACK応答を受信します。 
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• コントロールライト転送、ノーデータコントロール転送の場合 

USBホストからのZero-Lengthパケットを受信し、ACK応答を送信します。 

 

（d） コントロール転送自動応答機能 

本モジュールは、正常な SET_ADDRESSリクエストに自動応答します。SET_ADDRESSリクエストに下記のエ

ラーがある場合はソフトウェアによる応答が必要です。 

• コントロールリード転送以外の場合：bmRequestType≠H'00 

• リクエストエラーの場合：wIndex≠H'00 

• ノーデータコントロール転送以外の場合：wLength≠H'00 

• リクエストエラーの場合：wValue＞H'7F 

• デバイスステートエラーのコントロール転送：DVSQ＝011（Configured） 

 

SET_ADDRESS以外のすべてのリクエストには対応するソフトウェアによる応答が必要です。 
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31.5.6 バルク転送（パイプ 1～5） 

バルク転送は、バッファメモリ使用方法（シングル／ダブルバッファ設定、または連続／非連続転送モード設

定）の選択ができます。バッファメモリサイズは、最大 2Kバイトまで設定可能です。バッファメモリの状態は本

モジュールが管理し、PINGパケット／NYETハンドシェイクには自動応答します。 

（1） ホストコントローラ機能選択時の PINGパケット制御 

OUT方向の PINGパケットの送信は、本モジュールにより自動的に送出されます。 

以下に示すとおり初期状態が PINGパケット送出状態で ACKハンドシェイクを受信することにより OUTパケ

ットを送出します。NAKまたは NYETを受信すると PING送出状態に戻ります。また、この制御はコントロール

転送のデータステージ、ステータスステージも同様です。 

1. OUTデータ送信設定 

2. PINGパケット送信 

3. ACKハンドシェイク受信 

4. OUTデータパケット送信 

5. ACKハンドシェイク受信 

（4.と5.を繰り返します。） 

6. OUTデータパケット送信 

7. NAK/NYETハンドシェイク受信 

8. PINGパケット送信 

 

また、本モジュールが PINGパケットの送信に戻る要因は、パワーオンリセット、NYET/NAKハンドシェイク

受信、シーケンストグルビットのセット、クリア（SQSET、SQCLR）、バッファクリア（ACLRM）設定です。 
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（2） ファンクションコントローラ機能選択時の NYETハンドシェイク制御 

表 31.29に本モジュールの NYETハンドシェイク応答表を示します。本モジュールの NYET応答は、下記の条

件に従います。ただし、ショートパケット受信時は、NYETパケット応答をせずに ACK応答となります。また、

コントロールライト転送のデータステージも同様です。 
 

表 31.29 NYETハンドシェイク応答表 

DCPCTR.PID

ビット設定値 

バッファメモリ

の状態 

トークン 応答 備   考 

－ SETUP ACK － NAK/STALL 

－ IN/OUT/PING NAK/STALL － 

－ SETUP ACK － 

RCV-BRDY1 OUT/PING ACK OUTトークン受信時はデータパケットを受信 

RCV-BRDY2 OUT NYET データパケット受信、受信不能通知 

RCV-BRDY2 OUT（Short） ACK データパケット受信、受信可能通知 

RCV-BRDY2 PING ACK 受信可能通知 

RCV-NRDY OUT/PING NAK 受信不能通知 

TRN-BRDY IN DATA0/1 データパケット送信 

BUF 

TRN-NRDY IN NAK TRN-NRDY 

【記号説明】 

 RCV-BRDY1：OUT/PINGトークン受信時にバッファメモリに 2パケット分以上の空き領域がある 

 RCV-BRDY2：OUTトークン受信時にバッファメモリに 1パケット分の空き領域しかない 

 RCV-NRDY：PINGトークン受信時にバッファメモリに空き領域がない 

 TRN-BRDY：INトークン受信時にバッファメモリに送信データがある 

 TRN-NRDY：INトークン受信時にバッファメモリに送信データがない 
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31.5.7 インタラプト転送（パイプ 6～9） 

ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールは、ホストコントローラが管理している周期に従って

インタラプト転送を行います。インタラプト転送の場合、PINGパケットは無視（無応答になる）します。また、

NYETハンドシェイクを送信せず、ACK、NAK、STALL応答を行います。 

ホストコントローラ機能選択時は、インターバルカウンタによりトークン発行タイミングの設定を行うことが

できます。OUT方向の転送であっても、PINGトークンは発行せずに OUTトークンを発行します。 

なお、本モジュールは、インタラプト転送の High-Bandwidth転送には対応していません。 

（1） ホストコントローラ機能選択時のインタラプト転送時のインターバルカウンタ 

インタラプト転送を行う場合、PIPEPERIレジスタの IITVビットに、トランザクションのインターバルを設定

します。本コントローラは設定されたインターバルに従ってインタラプト転送のトークンを発行します。 
 

（a） カウンタの初期化 

本コントローラがインターバルカウンタを初期化する条件は以下のとおりです。 

• パワーオンリセット： 

IITVビットが初期化されます。 

• ACLRMによるバッファメモリ初期化 

IITVビットは初期化されませんがカウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることにより、IITVの

設定値を最初からカウントします。 

 

なお、以下の場合にはインターバルカウンタは初期化されませんので、注意してください。 

• USBバスリセット、USBサスペンド 

IITVビットは初期化されません。UACTビットを1にすることにより、USBバスリセット、USBサスペンド状

態とする前の値からカウントを開始します。 

 

（b） トークンの発生タイミングに送受信できない場合の動作 

以下のような場合、トークンの発生タイミングであってもトークンを発生させません。このような場合、次の

インターバルにトランザクションの実行を試みます。 

• PIDをNAKまたはSTALLに設定した場合 

• IN方向（受信）の転送でトークンの送信タイミングにバッファメモリに空き領域がない場合 

• OUT方向（送信）の転送でトークンの送信タイミングにバッファメモリに送信データがない場合 
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31.5.8 アイソクロナス転送（パイプ 1、2） 

本モジュールは、アイソクロナス転送に対して下記の機能を備えています。 

• アイソクロナス転送のエラー情報通知 

• インターバルカウンタ（IITVビット指定） 

• アイソクロナスIN転送データセットアップコントロール（IDLY機能） 

• アイソクロナスIN転送バッファフラッシュ機能（IFISビット指定） 

本モジュールは、アイソクロナス転送の High-Bandwidth転送には対応していません。 
 

（1） アイソクロナス転送のエラー検出 

本モジュールは、アイソクロナス転送のエラー発生を、ソフトウェアが管理可能なように、下記のエラー情報

の検出機能を持っています。表 31.30および表 31.31に本モジュールがエラーを検出する優先順位とエラー検出

に伴って発生させる割り込みについて示します。 

1. PIDエラー 

• 受信パケットのPIDが不正な場合 

2. CRCエラー、ビットスタッフィングエラー 

• 受信パケットのCRCにエラーがあった場合またはビットスタッフィングが不正な場合 

3. マックスパケットサイズオーバ 

• 受信パケットのデータサイズがマックスパケットサイズの設定値を超えていた場合 

4. オーバラン、アンダーランエラー 

• ホストコントローラ機能選択時 

IN方向（受信）の転送時にトークンの送信タイミングにバッファメモリに空き領域がない場合 

OUT方向（送信）の転送時にトークンの送信タイミングにバッファメモリにデータがない場合 

• ファンクションコントローラ機能選択時 

IN方向（送信）の転送時にINトークン受信時にバッファメモリにデータがない場合 

OUT方向（受信）の転送時にOUTトークン受信したがバッファメモリに空き領域がない場合 

5. インターバルエラー 

ファンクションコントローラ機能選択時に、以下の場合にインターバルエラーとします。 

• アイソクロナスIN転送でインターバルフレームにINトークンを受信できなかった場合 

• アイソクロナスOUT転送でインターバルフレーム以外にOUTトークンを受信した場合 
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表 31.30 トークン受信時のエラー検出 

検出の優先

順位 

エラー 発生する割り込みとステータス 

1 PIDエラー ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合にも、割り込み発生せず

（破損パケットとして無視）。 

2 CRCエラー、 

ビットスタッフィングエラー

ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合にも、割り込み発生せず

（破損パケットとして無視）。 

3 オーバラン、 

アンダーランエラー 

ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合にも、NRDY割り込みを

発生させ、OVRNビットをセットします。ホストコントローラ機能選択時は、ト

ークンを送信しません。ファンクションコントローラ機能選択時は、INトーク

ンに対して Zero-Lengthパケットを送信します。OUTトークンに対してはデー

タパケットを受信しません。 

4 インターバルエラー ファンクションコントローラ機能選択時は、NRDY割り込みを発生させます。ホ

ストコントローラ機能選択時は発生しません。 

 

表 31.31 データパケット受信時のエラー検出 

検出の優先

順位 

エラー 発生する割り込みとステータス 

1 PIDエラー 割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。 

2 CRCエラー、 

ビットスタッフィングエラー

ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合にも、NRDY割り込みを

発生させて、CRCEビットをセットします。 

3 マックスパケットサイズオー

バエラー 

ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合にも、BEMP割り込みを

発生させて、PIDを STALLにセットします。 
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（2） DATA-PID 

本モジュールは、High-Bandwidth転送には対応していません。ファンクションコントローラ機能選択時に、受

信した PIDに対する対応を以下に示します。 

1. IN方向 

• DATA0：データパケットのPIDとして送信します。 

• DATA1：送信しません。 

• DATA2：送信しません。 

• mDATA：送信しません。 

2. OUT方向（フルスピード動作時） 

• DATA0：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA1：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA2：パケットを無視します。 

• mDATA：パケットを無視します。 

3. OUT方向（ハイスピード動作時） 

• DATA0：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA1：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA2：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• mDATA：データパケットのPIDとして正常受信します。 

 

（3） インターバルカウンタ 

PIPEPERIレジスタの IITVビットによりアイソクロナス転送のインターバルを設定できます。インターバルカ

ウンタにより、ファンクションコントローラ機能選択時、表 31.32に示す機能を実現します。ホストコントロー

ラ機能選択時は、トークンの発行タイミングを生成します。ホストコントローラ機能選択時のインターバルカウ

ンタの動作は、インタラプト転送と同じ動作となります。 
 

表 31.32 ファンクションコントローラ機能選択時のインターバルカウンタの機能 

転送方向 機能 検出条件 

IN 送信バッファフラッシュ機能 アイソクロナス IN転送でインターバルフレームに INトークンを正常受

信できない。 

OUT トークン未受信の通知 アイソクロナスOUT転送でインターバルフレームにOUTトークンを正

常受信できない。 

 

インターバルのカウントは、SOFの受信または補間された SOFで行いますので、SOFが破損しても等時性を保

つことができます。設定できるフレーム間隔は 2IITVフレームまたは 2IITVμフレームです。 
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（a） ファンクションコントローラ機能選択時でのカウンタの初期化 

本モジュールは、下記の条件でインターバルカウンタを初期化します。 

• パワーオンリセット 

IITVビットが初期化されます。 

• ACLRMによるバッファメモリ初期化 

IITVビットは初期化されませんがカウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることにより、IITVの

設定値からカウントを開始します。 

 

インターバルカウンタが初期化された後は、正常にパケットを転送したあとに、下記 1.または 2.の条件でイン

ターバルのカウントを開始します。 

1. PID＝BUF状態でINトークンに対して、データを送信後のSOF受信 

2. PID＝BUF状態でOUTトークンのデータを受信後のSOF受信 

 

なお、下記の条件ではインターバルカウンタは初期化されません。 

1. PIDビットをNAKまたはSTALLに設定した場合 

インターバルタイマは停止しません。次のインターバルにトランザクションの実行を試みます。 

2. USBバスリセットおよびUSBサスペンド 

IITVビットは初期化されません。SOFを受信すると、受信前の値からカウントを開始します。 

 

（b） ホストコントローラ機能選択時のインターバルカウントと転送制御 

IITVビットの設定値に従って本モジュールはトークン発行間隔を制御します。本モジュールは 2^IITV回の (マ

イクロ) フレームに 1回の間隔で選択パイプに対するトークンを発行します。 

本モジュールは、ハイスピード HUBに接続されたフルスピード／ロースピードの周辺デバイスとの通信に使用

するパイプに対しては、1msフレームでインターバルをカウントします。 

本モジュールは、ソフトウェアが PIDビットを BUFに設定した次の (マイクロ) フレームからトークン発行間

隔のカウントを開始します。 

インタ－バルカウント開始

USBバス

PIDビット設定値

トークン
発行

トークン トークン
発行

トークン
非発行

トークン
非発行

NAK
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F
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O
F
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BUF BUFBUF
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図 31.13 IITV＝0の場合の Token発行有無 
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インタ－バルカウント開始
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図 31.14 IITV＝1の場合の場合の Token発行有無 

 

選択パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合には、本モジュールはトークン発行間隔の制御に付随して以

下の動作を行います。NRDY割り込み発生条件を満たした場合でも、本モジュールはトークンを発行します。 

1. 選択パイプがIsochronous-IN転送パイプの場合 

In-Tokenを発行し、周辺デバイスから正常にパケットを受信しなかった場合（無応答やパケットエラー等の

場合）に、NRDY割り込みを発生させます。  

（ソフトウェア（DMAC）がFIFOバッファからデータを読み出すのが遅いなどの原因で）FIFOバッファがフ

ルのために、本モジュールがデータを受信できない状態で、IN-Token発行タイミングに至った場合、本モジ

ュールはOVRNビットに1を表示し、NRDY割り込みを発生させます。 

2. 選択パイプがIsochronous-OUT転送パイプの場合 

（ソフトウェア（DMAC）がFIFOバッファにデータを書き込むのが遅いなどの原因で）送信可能なデータが

FIFOバッファに無い状態でOUT-TOKEN発行タイミングに至った場合、本モジュールはOVRNビットに1を表

示し、NRDY割り込みを発生させ、Zero-Lengthパケットを送信します。 

トークン発行間隔のリセット条件は以下の場合です。 

• 本モジュールがハードウェアリセットされた場合（このとき、IITVビットへの設定値も0にクリアされます。） 

• ソフトウェアがACLRM＝1を設定した場合。 

 

（c） ファンクションコントローラ機能選択時のインターバルカウントと転送制御 

1. 選択パイプがIsochronous-OUT転送パイプの場合 

IITVビットに設定したインターバルごとの（マイクロ）フレーム中にDATAパケットを受信しなかったとき、

本コントローラはNRDY割り込みを発生させます。 

DATAパケットにCRCエラー等のエラーが発生したために受信できなかったとき、またはFIFOバッファがフ

ルのために本モジュールがデータを受信できなかったときにもNRDY割り込みを発生させます。 

 

NRDY割り込みの発生のタイミングは、SOFパケット受信時です。また、SOFパケットが破損した場合でも内

部補間機能によりSOFを受信すべきタイミングに割り込みを発生させます。 

ただし、IITV＝0以外のときには、インターバルカウント開始後のインターバルごとのSOFパケット受信時に
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NRDY割り込みを発生させます。 

インターバルタイマ起動後、ソフトウェアでPIDビットにNAKを設定した場合、本モジュールはSOFパケッ

トを受信してもNRDY割り込みを発生させません。 

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。 

 

• IITV＝0のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した次の（マイクロ）フレームからインターバルの 

カウントを開始します。 

インタ－バルカウント開始
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図 31.15 IITV＝0の場合の（マイクロ）フレームと Token受信期待有無の関係 

• IITV＝0以外のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した後最初のDATAパケット正常受信完了時点か

らインターバルのカウントを開始します。 
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図 31.16 IITV＝0以外の場合の（マイクロ）フレームと Token受信期待有無の関係 

 

2. 選択パイプがIsochronous-IN転送パイプの場合 

IFIS＝1と組み合わせて使用します。IFIS＝0の場合にはIITVビットへの設定値とは関係なく、受信したトー

クンに応答してデータパケットを送信します。 

IFIS＝1を設定している場合、FIFOバッファに送信可能なデータが存在している状態で、IITVビットに設定し

たインターバルごとの（マイクロ） フレーム中にIN-Tokenを受信しなかったとき、本モジュールはFIFOバ

ッファをクリアします。 
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IN-TokenにCRCエラー等のバスエラーが発生したために本モジュールが正常受信できなかった場合にもクリ

アを行います。 

FIFOバッファクリアのタイミングは、SOFパケット受信時です。またSOFパケットが破損した場合でも内部

補間機能によりSOFを受信すべきタイミングにFIFOバッファクリアを行います 

 

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。（OUT時と同様です） 

ファンクションコントローラ機能選択時のインターバルカウント条件は以下のいずれかの場合です。 

• 本モジュールがハードウェアリセットされた場合（このとき、IITVビットへの設定値も0にクリアされます。） 

• ソフトウェアがACLRM＝1を設定した場合 

• 本モジュールがUSBリセットを検出した場合 

 

（4） ファンクションコントローラ機能選択時のアイソクロナス転送送信データセットアップ 

ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールのアイソクロナスデータ送信では、バッファメモリに

データ書き込み後、SOFパケットを検出した次のフレームでデータパケットの送出が可能になります。この機能

をアイソクロナス転送送信データセットアップ機能と呼びます。この機能により、送信を開始したフレームを特

定することができます。 

バッファメモリをダブルバッファで使用している場合で、両方のバッファの書き込みが終了している場合も、

転送可能状態になるバッファメモリは先に書き込みを終了した 1面だけとなります。このため同一フレームで、

複数の INトークンを受信しても、送出されるバッファメモリはただ 1パケット分となります。 

INトークンの受信時に、バッファメモリが送信可能状態であればデータ転送し正常応答します。しかし、バッ

ファメモリが送信不能状態であれば、Zero-Lengthパケットを送出しアンダーランエラーとなります。 

図 31.17に本モジュールで、IITV＝0（毎フレーム）を設定した場合のアイソクロナス転送送信データセットア

ップ機能による送信例を示します。Zero-Lengthパケット送出は図中で網掛け Nullと表示しています。 
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図 31.17 データセットアップ機能動作例 
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（5） ファンクションコントローラ機能選択時のアイソクロナス転送送信バッファフラッシュ 

ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールは、アイソクロナスデータ送信でインターバルフレー

ムに INトークンを受信せず、次フレームの SOFまたμSOFパケットを受信した場合は、INトークン破損として

扱い、送信可能状態となっているバッファをクリアし、そのバッファを書き込み可能状態とします。 

また、このときにダブルバッファで使用しており両方のバッファの書き込みが終了している場合は、破棄した

バッファメモリを同インターバルフレームで送信されたものとみなして、SOFまたはμSOFパケット受信で破棄

されていないバッファメモリを転送可能状態とします。 

バッファフラッシュ機能は IITVビット設定値により動作開始タイミングが異なります。 

• IITV＝0の場合 

パイプが有効となった次のフレームからバッファフラッシュ動作します。 

• IITV＝0以外の場合 

最初の正常なトランザクション以降バッファフラッシュ動作します。 

 

図 31.18に本モジュールのバッファフラッシュ機能の動作例を示します。ただし、設定されたインターバル間

隔外（インターバルフレーム前のトークン）に対しては、データセットアップ状態に従い、書き込みデータの送

出またはアンダーランエラーとして Zero-Lengthパケットを送出します。 

バッファA

バッファB

空き状態

空き状態

空き状態書き込み終了 書き込み終了

書き込み終了

書き込み
中

書き込み
中

書き込み
中転送可能状態

転送可能状態  

図 31.18 バッファフラッシュ機能動作例 
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図 31.19に本モジュールのインターバルエラー発生例を示します。インターバルエラーは下記の 5種類です。

図中の①タイミングでインターバルエラーが発生しバッファフラッシュ機能が動作します。 

インターバルエラーは IN転送時にバッファフラッシュ機能が動作し、OUT転送時は NRDY割り込みが発生し

ます。 

受信パケットエラーなどの NRDY割り込みとオーバランエラーとの区別は OVRNビットで判定してください。 

図中網掛けのトークンに対してはバッファメモリの状態に応じた応答になります。 

1. IN方向 

• バッファ転送可能状態であればデータ転送し正常応答 

• バッファ転送不能状態であればZero-Lengthパケット送信しアンダーランエラー 

2. OUT方向 

• バッファ受信可能状態であればデータ受信し正常応答 

• バッファ受信不能状態であればデータ破棄しオーバランエラー 
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図 31.19 IITV＝1のときのインターバルエラー発生例 
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31.5.9 SOF補間機能 

ファンクションコントローラ機能を選択時に SOFパケットの破損または欠落のために、1ms（フルスピード動

作時）または 125μs（ハイスピード動作時）間隔で SOFパケットを受信できなかった場合に、本モジュールは SOF

を補間します。SOF補間動作の開始は SYSCFG.USBE＝1、SYSCFG.SCKE＝1かつ SOFパケット受信となります。

また、下記の条件で補間機能が初期化されます。 

• パワーオンリセット 

• USBバスリセット 

• サスペンド検出 

 

また、SOF補間は次の仕様で動作します。 

• フレーム間隔（125μsまたは1ms）はリセットハンドシェイクプロトコルの結果に従う。 

• SOFパケット受信までは補間機能は動作しない。 

• 最初のSOFパケット受信後は内部クロック48MHzで125μsまたは1msをカウントし補間する。 

• 2回目以降のSOFパケットを受信後は前回の受信間隔を用いて補間する。 

• サスペンド時およびUSBバスリセット受信中は補間しない。 

（ハイスピード時のサスペンド移行では最終パケットから3msの間は補間を継続します） 

 

本モジュールは、SOFパケットの受信に基づいて下記の機能を動作させますが、SOFパケットが欠落した場合

には SOF補間を行うため、正常動作を継続させることができます。 

• フレーム番号およびマイクロフレーム番号の更新 

• SOFR割り込みタイミングおよびμSOFロック 

• アイソクロナス転送インターバルカウント 

 

フルスピード動作時に SOFパケットが欠落した場合には、FRMNUMレジスタの FRNMビットは更新されませ

ん。ハイスピード動作時にμSOFパケットが欠落した場合には、UFRMNUMレジスタの UFRNMビットが更新さ

れます。ただし、UFRNM＝000のμSOFパケットが欠落した場合には、FRNMビットは更新されません。この場

合は、継続する UFRNM＝000以外のμSOFパケットが正常に受信されても FRNMビットは更新されません。 
 



 

31. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB0、USB1） 

31-164  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

31.5.10 パイプスケジュール 

（1） トランザクション発行条件 

本モジュールは、ホストコントローラ機能選択時、UACT＝1を設定したあと、表 31.33に示す条件でトランザ

クションを発行します。 
 

表 31.33 トランザクション発行条件 

発行条件 トランザクション 

DIR PID IITV0 バッファの状態 SUREQ 

セットアップ －*1 －*1 －*1 －*1 1設定 

IN BUF 無効 受信領域あり －*1 コントロール転送のデータステージ、

ステータスステージ、バルク転送 OUT BUF 無効 送信データあり －*1 

IN BUF 有効 受信領域あり －*1 インタラプト転送 

OUT BUF 有効 送信データあり －*1 

IN BUF 有効 *2 －*1 アイソクロナス転送 

OUT BUF 有効 *3 －*1 

【注】 *1 表中の「－」は、トークンの発行に関係のない条件であることを示します。有効はインタラプト転送とアイソクロ

ナス転送において、インターバルカウンタによる転送フレームでのみ発行されることを示します。無効はインター

バルカウンタにかかわらず発行されることを示します。 

 *2 受信領域の有無にかかわらずトランザクションを発行します。ただし、受信領域がなかった場合は受信データを破

棄します。 

 *3 送信データの有無にかかわらずトランザクションを発行します。ただし、送信データがなかった場合は、

Zero-Length パケットを送信します。 
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（2） 転送スケジュール 

本モジュールのフレーム内の転送スケジューリング方法について説明します。本モジュールは、SOFを送信後、

以下に示す順番で転送を行います。 

1. 周期的転送の実行 

パイプ1→パイプ2→パイプ6→パイプ7→パイプ8→パイプ9の順に検索し、アイソクロナス転送またはインタ

ラプト転送のトランザクション発行が可能なパイプがあれば、トランザクションを発行します。 

2. コントロール転送のセットアップトランザクション 

DCPを確認してセットアップトランザクションが可能であれば送信します。 

3. バルク、コントロール転送データステージ、ステータスステージの実行 

DCP→パイプ1→パイプ2→パイプ3→パイプ4→パイプ5の順にパイプを検索し、バルク、コントロール転送デ

ータステージ、コントロール転送ステータスステージのトランザクションの発行が可能なパイプがあれば、

トランザクションを実行します。 

トランザクションを発行したとき、周辺デバイスからの応答がACKであってもNAKであっても次のパイプの

トランザクションに移ります。また、フレーム内に転送を行う時間があれば、3.を繰り返します。 

 

（3） USB通信許可 

DVSTCTRレジスタの UACTビットを 1に設定することにより、SOFまたはμSOFの送信を開始し、トランザ

クションの発行が可能となります。 

UACTビットを 0に設定すると、SOFまたはμSOFの送信を停止しサスペンドとなります。UACTビットを 1

→0に設定する場合、次の SOFまたはμSOFを送信してから停止します。 
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31.6 使用上の注意事項 

31.6.1 USB外部回路について 

USBファンクションとして使用する場合の USB外部回路例を図 31.20に示します。 

VBUS

100Ω

5.6kΩ
1μF

DM

1

2

3

4

DP

VBUS

GND

USB Bレセプタクル

D−

D+

REFRIN

本LSI

 

図 31.20 USB外部回路例 

USBホストとして使用する場合の USB周辺回路例を、図 31.21に示します。USBホストの場合、VBUS接続／

切断の検出は不要ですが、ポートなどを使用して 5V供給を制御する必要があります。 

VBUS
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5.6kΩ
0.1μF

DM
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USB Aレセプタクル
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D+

REFRIN
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ポート

3.3V 5V
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ポート

FAULT SEL

OUT
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OUT

GND

GND

IN

IN

1μF100kΩ

：DG33へ
：AG33へ

【注】

USB電源スイッチIC（MAX1946使用の場合）

 

図 31.21 USBをホストとして使用する場合の USB外部回路例 

【注】上記の外部回路例は USB規格をもとにした参考例であり、システムでの動作を保証するものではありません。 

お客様にてシステム全体で十分検討評価してシステムにあった基板設計、実装を行ってください。 
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32. I2Cバスインタフェース（IIC） 

本 LSIは、2チャネルの I2Cバスインタフェースを内蔵しています。 

I2Cバスインタフェースを用いたデータ転送は、データライン（SDA）1本、クロックライン（SCL）1本で構

成され、コネクタやプリント基板の面積等を経済的に使用できます。 

32.1 特長 

• 開始条件、停止条件を自動生成します。 

• 受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能です。 

• 送信時、アクノリッジビットを自動ロードします。 

• I2Cフォーマットに準拠してデータ転送を行います。 

• ウェイト機能 

アクノリッジを除くデータ転送後、SCLをローレベルにしてウェイト状態にすることが可能です。 

割り込みフラグをクリアすることでウェイト状態からの解除が可能です。 

• I2Cモジュールはシングルマスタバスにのみ対応します。 

本モジュールは常にマスタとなります。スレーブ機能はありません。このため、データ転送中のアービトレ

ーションロスト時はバスを解放して停止します。 

• 4種類の割り込み要因 

データ転送イネーブル 

ウェイト状態 

非アクノリッジ検出 

アービトレーションロスト（バス競合を検出すると、バスを解放して停止します。） 

• データ転送速度 

標準モード（100kHz）および高速モード（400kHz）に対応します。 

クロックコントロールレジスタの設定によりSCLクロックを任意に設定可能です。 

• SCLラインのクロック同期処理が可能です。 

SCLがハイカウント期間に発生するハザード（スパイクノイズ）は、アービトレーションロストとして検出

されます。 
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I2Cバスインタフェースのブロック図を図 32.1に示します。 

バス
インタフエース

割り込み
コントロール

レジスタ
ファイル

状態フラグ
コントロール

フォーマット
コントロール

クロック
コントロール

ノイズ
キャンセル

SCL

ノイズ
キャンセル

送信／受信
コントロール

周辺バス Pφ

AL、TACK、
WAIT、DTE

SDA

 

図 32.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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図 32.2 I2Cバスインタフェース接続例 
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32.2 入出力端子 

I2Cバスインタフェースで使用する端子を表 32.1に示します。 
 

表 32.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

SCL0（O/D） I2Cクロック入出力 0 入出力 I2Cバスのクロック入出力端子です。（チャネル 0） 

バス駆動機能を持っています。出力形式は NMOSオープンドレインです。 

SDA0（O/D） I2Cデータ入出力 0 入出力 I2Cバスのデータ入出力端子です。（チャネル 0） 

バス駆動機能を持っています。出力形式は NMOSオープンドレインです。 

SCL1（O/D） I2Cクロック入出力 1 入出力 I2Cバスのクロック入出力端子です。（チャネル 1） 

バス駆動機能を持っています。出力形式は NMOSオープンドレインです。 

SDA1（O/D） I2Cデータ入出力 1 入出力 I2Cバスのデータ入出力端子です。（チャネル 1） 

バス駆動機能を持っています。出力形式は NMOSオープンドレインです。 

 

32.3 レジスタの説明 

I2Cバスインタフェースのレジスタ構成を表 32.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を

表 32.3に示します。 
 

表 32.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

I2Cバスデータレジスタ ICDR0 R/W H'A447 0000 8 

I2Cバスコントロールレジスタ ICCR0 R/W H'A447 0004 8 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR0 R/W H'A447 0008 8 

I2C割り込みコントロールレジスタ ICIC0 R/W H'A447 000C 8 

I2Cクロックコントロールレジスタロー ICCL0 R/W H'A447 0010 8 

I2Cクロックコントロールレジスタハイ ICCH0 R/W H'A447 0014 8 

I2Cバスデータレジスタ ICDR1 R/W H'A475 0000 8 

I2Cバスコントロールレジスタ ICCR1 R/W H'A475 0004 8 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR1 R/W H'A475 0008 8 

I2C割り込みコントロールレジスタ ICIC1 R/W H'A475 000C 8 

I2Cクロックコントロールレジスタロー ICCL1 R/W H'A475 0010 8 

I2Cクロックコントロールレジスタハイ ICCH1 R/W H'A475 0014 8 
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表 32.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

ICDR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICSR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICIC0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCL0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCH0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICSR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICIC1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCL1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCH1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

 

32.3.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR） 

ICDRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、送信時は送信用データレジスタとして、受信時は

受信用データレジスタとして使用します。 

送信時は、I2Cバスステータスレジスタ（ICSR）の DTEビットが 1のとき書き込み可能となります。 

受信時は、I2Cバスステータスレジスタ（ICSR）の DTEビットが 1のとき ICDRの受信データが有効となりま

す。 

ICDRのリセット直後の読み出し値は H'FFとなります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ICDR
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32.3.2 I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR） 

ICCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、I2Cバスインタフェースの動作／非動作、送信／

受信、I2Cバスインタフェースのバス状態の確認、開始／停止条件の発行を行います。 
 

表 32.4 ICCRレジスタ設定値 

発行条件 送信時 受信時 

開始条件 H'94 － 

再送条件 H'94 H'D4 

受信から送信に変更 

停止条件 H'90 H'C0 

送信から受信に変更 H'81 － 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R/W R/W R R/W R R/W R (R/W)*

ICE RACK — TRS — BBSY — SCP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ICE 0 R/W I2Cバスインタフェースイネーブル 

I2Cバスインタフェースを使用する／使用しないを選択します。ICEビット

を 1にセットすると、本モジュールは転送動作可能状態となり各レジスタ

へのアクセスが可能となります。データ転送中に ICEビットへ 0を書き込

むとバスを解放して強制終了し、I2Cモジュール内のレジスタはすべて初期

化されます（「32.5 使用上の注意事項」を参照してください）。また、デ

ータ転送終了後に ICEビットへ 0を書き込むと I2Cモジュール内のレジスタ

はすべて初期化されます。 

本モジュール動作中に ICCRを更新する場合は、ICEビットに必ず 1をセッ

トしてください。 

0：本モジュールは非動作状態 

データ転送中、0を書き込むと強制終了 

I2Cモジュール内のレジスタはすべて初期化 

1：本モジュールは転送動作可能状態 

6 RACK 0 R/W 受信アクノリッジ 

本 I2Cモジュールが受信時、送信デバイスに対して出力するアクノリッジデ

ータを格納するビットです。 

送信デバイスからデータを受信した後、あらかじめ本ビットに設定されたア

クノリッジデータを送り出します。 

0：受信時、アクノリッジ出力タイミングで SDAに 0出力 

1：受信時、アクノリッジ出力タイミングで SDAに 1出力 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 TRS 0 R/W 送信／受信選択 

I2Cバスインタフェースをマスタ受信モードで使用するか、マスタ送信モー

ドで使用するかを選択するビットです。データ転送中に TRSビットの変更

が可能ですが、アクノリッジを含めたフレーム転送完了まで動作モードの変

更は保留され 1フレーム転送完了後に動作モードが切り替わります。 

0：マスタ受信モード 

0を書き込んだとき（データ転送中は 1フレーム転送完了後に動作モ

ードが切り替わります。） 

1：マスタ送信モード 

1を書き込んだとき（再送／停止条件と合わせて書き込みます。この

とき、データ転送完了後に再送／停止条件を生成すると同時に動作モ

ードが切り替わります。） 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 BBSY 0 R/W バスビジー 

BBSYビットは開始条件、停止条件を発行する際に使用します。 

開始条件を発行する場合、BBSY＝1かつ SCP＝0を書き込みます。開始条

件の再送信時も同様に行います。また、停止条件の発行は BBSY＝0かつ

SCP＝0を書き込むことで行います。 

本モジュールは常にマスタ動作を行うため BBSYビットによるバス状態の

検出は行いません。他マスタ等により開始条件が発行された場合、アービト

レーションロストを検出して停止します。 

0：停止条件を発行（SCPビットと合わせて使用します） 

1：開始条件、再送条件を発行（SCPビットと合わせて使用します） 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 SCP 1 (R/W)* 開始条件／停止条件発行禁止ビット 

SCPビットは、開始条件／停止条件の発行を制御します。開始条件を発行

する場合、BBSY＝1かつ SCP＝0を書き込みます。開始条件の再送信時も

同様に行います。また、停止条件の発行は BBSY＝0かつ SCP＝0を書き込

むことで行います。本ビットは、読み出すと常に 1が読み出されます。ま

た、1を書き込んでもデータは格納されません。 

0：書き込み時、BBSYビットと組み合わせて開始条件、停止条件を発行 

1：読み出し時、常に 1を読み出す／書き込み時、無効 

【注】 * SCPビットは 0書き込みのみ有効、読み出しは常に 1となります。 
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32.3.3 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 

ICSRは 8ビットのレジスタで、割り込み要求を行います。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R R R/(W)*R/(W)*R/(W)* R

SCLM SDAM — BUSY AL TACK WAIT DTE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SCLM 1 R SCLモニタ 

SCLの状態を Pφでサンプリングしたデータを格納します。 

0：SCLが 0であることを示す 

1：SCLが 1であることを示す 

6 SDAM 1 R SDAモニタ 

SDAの状態を Pφでサンプリングしたデータを格納します。 

0：SDAが 0であることを示す 

1：SDAが 1であることを示す 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 BUSY 0 R I2C転送状態ビット 

I2Cの状態を示すビットです。開始条件生成後、I2Cは転送状態となり BUSY

ビットは 1にセットされます。また、停止条件生成後、I2Cは非転送状態と

なり BUSYビットは 0クリアされます。 

アービトレーションロストが発生すると SDAラインは直ちに解放します。

SCLクロックラインはそのフレームのアクノリッジ終了までクロックを出

力した後バスを解放します。このとき BUSYフラグはアクノリッジ終了ま

で 1セットされたままです。アクノリッジ終了とともに BUSYは 0クリア

されます。 

0：（1）停止条件生成後、I2C非転送状態のとき 

（2）アービトレーションロスト後のアクノリッジ終了のとき 

1：開始条件生成後、I2C転送状態のとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 AL 0 R/(W)* アービトレーションロスト 

バス競合負けをしたことを示します。 

I2Cバスインタフェースは SDAをモニタし、本モジュールが出したデータ

と異なった場合、ALビットを 1にセットしてバスが競合していることを示

します。ALビットは 0を書き込むか DTEが 1のとき ICDRを書き込み（送

信時）または読み出し（受信時）するとリセットされます。 

データ転送中にアービトレーションロストを検出すると SDAラインは直ち

に解放します。SCLクロックラインはそのフレームのアクノリッジ終了ま

でクロックを出力した後バスを解放します。ALビットは ICICの ALEビッ

トに依存せず、常に更新されます。ICICの ALEビットが 0のとき、割り込

みコントローラにアービトレーションロスト割り込み要求は発行されませ

ん。また、他マスタ等により開始条件が発行された場合も、アービトレーシ

ョンロストを検出して停止します。 

0：バスを確保 

（1）ICDRにデータを書き込み（送信時）、データを読み出し（受信時）

したとき 

（2）0を書き込んだとき 

1：バス競合負け（アービトレーションロスト） 

（1）マスタ受信モードで SCLクロックがハイカウント中に受信データ

が変化したとき 

（2）SCLクロックがハイカウント中に SCLラインがローレベルになっ

たとき 

（3）本モジュールが開始条件を発行する前に開始条件を検出したとき 

（4）モニタした SDA（外部）と本モジュールが出力したデータが不一致

であったとき 

2 TACK 0 R/(W)* 送信アクノリッジ 

送信時に受信デバイスから発行されたアクノリッジを格納するビットです。 

非アクノリッジ割り込み状態は TACKビットを 0クリアすることで解除で

きます。 

受信デバイスにデータを送信後、受信デバイスから出力されるアクノリッジ

データを TACKビットにロードします。ICICの TACKEビットが 0のとき

は常に 0となります。 

0：（1）送信時、受信デバイスからアクノリッジがあった（0だった）こ

とを示す 

（2）0を書き込んだとき、受信デバイスからアクノリッジがあった（0

だった）ことを示す 

1：送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった（1だった）こと

を示す 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 WAIT 0 R/(W)* ウェイト 

アクノリッジビットを除いたデータ転送後のウェイト状態を示しています。 

ICICのWAITEビットが 1のときアクノリッジを除くデータ転送後、SCL

をローレベルにしてウェイト状態になります。このときWAITビットは自動

的に 1セットされWAIT割り込みが発生します。ウェイト状態はWAITビ

ットを 0クリアすることで解除できます。 

ICICのWAITEビットが 0のときは常に 0となります。 

0：通常状態 

1：ウェイト時 

0 DTE 0 R データ転送イネーブル 

ICDRレジスタ、内部送受信バッファ間の転送状態を示します。本ビットは

読み出し専用でセット、クリアは自動的に行われます。 

0：（1）リセットされたとき 

（2）送信時（TRS＝1）ICDRにデータが書き込まれたとき 

（3）受信時（TRS＝0）ICDRからデータが読み出されたとき 

（4）TRSビットが切り替わったとき 

（5）ICCRの BBSY、SCPビットに再送条件／停止条件を書き込ん

だとき 

1：（1）開始条件／再送条件が生成されたとき 

（2）送信時（TRS＝1）ICDRから送信データが送信バッファに送ら

れたとき 

（3）受信時（TRS＝0）受信データが ICDRに送られたとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 



 

32. I2Cバスインタフェース（IIC） 

32-10  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

32.3.4 I2C割り込みコントロールレジスタ（ICIC） 

ICICは 8ビットのレジスタで、割り込み要求の禁止／許可を選択します。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — ALE TACKE WAITE DTEE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 ALE 0 R/W アービトレーションロスト割り込み 

アービトレーションロスト割り込み要求の禁止／許可を選択します。 

ALEが 1のときアービトレーションロストが発生するとアービトレーショ

ンロスト割り込みが発生します。 

このとき ICSRの ALビットに 1がセットされます。 

0：割り込み禁止 

1：アービトレーションロスト割り込み 

2 TACKE 0 R/W 非アクノリッジ検出割り込み 

非アクノリッジ検出割り込み要求の禁止／許可を選択します。 

TACKEが 1のとき非アクノリッジを受信すると非アクノリッジ割り込みが

発生します。 

このとき ICSRの TACKビットに 1がセットされます。 

0：割り込み禁止 

1：非アクノリッジ検出割り込み 

1 WAITE 0 R/W ウェイト割り込み 

ウェイト割り込み要求の禁止／許可を選択します。 

WAITEが 1のときアクノリッジを除くデータ転送後、SCLをローレベルに

してウェイト状態になります。 

このときWAIT割り込みが発生し、ICSRのWAITビットに 1がセットされ

ます。 

0：割り込み禁止 

1：ウェイト割り込み 

0 DTEE 0 R/W データ転送イネーブル割り込み 

データ転送イネーブル割り込み要求の禁止／許可を選択します。 

DTEE＝1のとき ICSRのDTEビットに 1がセットされると割り込み要求を

発行します。 

0：割り込み禁止 

1：データ転送イネーブル割り込み 
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32.3.5 I2Cクロックコントロールレジスタロー（ICCL） 

ICCLは 8ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。SCLのローレベル時間を設定することができ

ます。 

ICCLはリセット時に H'00に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ICCL

 
 

【注】 H'01～H'09の設定は禁止です。 

 ICCL＝H'00および H'FF、ICCH＝H'00および H'FFは SCLクロックを生成しません。 

 

32.3.6 I2Cクロックコントロールレジスタハイ（ICCH） 

ICCHは 8ビットの読み出しまたは書き込み可能なレジスタです。SCLのハイレベル時間を設定することができ

ます。 

ICCHはリセット時に H'00に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ICCH

 
 

【注】 H'01～H'09の設定は禁止です。 

 ICCL＝H'00および H'FF、ICCH＝H'00および H'FFは SCLクロックを生成しません。 
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32.3.7 転送レート 

I2Cの転送レートは ICCL、ICCH、Pφより設定できます。 

表 32.5に転送レートの設定例を、図 32.3に SCLの波形を示します。 
 

表 32.5 転送レート設定例 

 Pφ ICCL ICCH 転送レート*2 

12MHz H'42 H'36 100kHz 

13.5MHz H'4A H'3D 100kHz 

24MHz H'82 H'6E 100kHz 

27MHz H'96 H'78 100kHz 

標準 

33MHz H'AF H'9B 100kHz 

12MHz H'12 H'0C 400kHz 

13.5MHz H'16 H'0C 397.1kHz 

24MHz H'26 H'16 400kHz 

27MHz H'2C H'18 397.1kHz 

高速*1 

33MHz H'33 H'20 397.6kHz 

【注】 *1 ICCL/ICCHの設定値を最小の H'0Aとしたとき、転送レートを 400kHzとする場合は Pφに 8MHzが必要となりま

す。Pφが 8MHz以下となる場合は 400kHzの転送レートは確保できません。 

 *2 設定例に記載している転送レートは理論値です。実測値ではプルアップ抵抗（Rp）、静電容量（Cp）により本転

送レートが低くなりますが、I2Cバス規格内であるため通信に影響はありません。 

（ICCL、ICCHを下げることにより実測値の転送レートを上げることは可能ですが、その場合 tLOW、tHIGHが規格

範囲内に収まるように設定してください。） 
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（1） 転送レートについて 

設定例に記載している転送レートは理論値です。実測値ではプルアップ抵抗（Rp）、静電容量（Cp）により本

転送レートが低くなりますが、I2Cバス規格内であるため通信に影響はありません。ICCL、ICCHを下げることに

より実測値の転送レートを上げることは可能ですが、その場合 tLOW、tHIGHが規格値に収まるように設定してくだ

さい。 

［ICCL、ICCHの計算例］*1 

• 計算条件 

Pφ：33MHz 

I2C転送レート：100kHz 

SCLのL/H比較*2：L/H＝5/4 

• 計算結果 

ICCL＝(Pφ÷I2C転送レート)×(L÷(L＋H)) 

＝((33×106)÷(100×103))×(5÷(5＋4))＝183＝(B7)16 

ICCH＝(Pφ÷I2C転送レート)×(H÷(L＋H)) 

＝((33×106)÷(100×103))×(4÷(5＋4))＝146＝(92)16 

 

【注】 *1 割り切れない値は計算結果をふまえてトータルカウント数が目標転送レートに近づくように修正しています。 

 *2 SCLの L/H比較は tLOW、tHIGHを満たす範囲であれば任意です。計算例では L/H＝5/4としています。 

... ... ... ......

Pφ

×ICCH ×ICCL ×ICCL
（1）I2Cバス負荷小

（2）I2Cバス負荷大

SCL

SCL

SCLtr遷移期間（非カウント）

SCLtr遷移期間（非カウント）

High（HiZ）期間

High（HiZ）期間

High（HiZ）期間Low期間

Low期間

High

Low

High

Low

 

図 32.3 SCLの波形 
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32.4 動作説明 

32.4.1 I2Cバスデータフォーマット 

I2Cバスフォーマットは、アドレシングフォーマットでアクノリッジビットありです。これを図 32.4、図 32.5

に示します。開始条件に続く第 1フレームは必ず 8ビット構成となります。 

図 32.4、図 32.5の記号説明を表 32.6に示します。 
 

表 32.6 I2Cバスデータフォーマット記号説明 

記号 説   明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスが SCL＝ハイレベルの状態で SDAをハイレベルからローレベルに

変化させます。 

Sr 再送条件を示します。マスタデバイスが SCL＝ハイレベルの状態で SDAをハイレベルからローレベルに

変化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送信／受信の方向を示します。R/Wビットが 1の場合、スレーブデバイスからマスタデバイス、R/Wビッ

トが 0の場合マスタデバイスからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A アクノリッジを示します。受信デバイスが SDAをローレベルにします（マスタ送信モード時は受信デバイ

スが、マスタ受信モード時はマスタがアクノリッジを返します）。 

DATA 送受信データを示します。送受信するデータのビット長は 8ビットです。 

P 停止条件を示します。マスタデバイスが SCL＝ハイレベルの状態で SDAをローレベルからハイレベルに

変化させます。 
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転送フレーム数
（m=1～）

転送フレーム数
（m=1～）

転送フレーム数
（m=1～）

転送フレーム数
（m=1～）

マスタ　→　スレーブ

スレーブ　→　マスタ

（a）マスタ送信モード（7ビットアドレスフォーマット）

（b）マスタ受信モード（7ビットアドレスフォーマット）

（c）マスタ送信からマスタ受信モードへ方向変換（7ビットアドレス複合フォーマット）

（d）マスタ受信からマスタ送信モードへ方向変換（7ビットアドレス複合フォーマット）

S :開始条件
P :停止条件
Sr :再送条件
R/W :データ転送方向
A :受信確認
A :データ非受信確認

S A A PSLA DATA DATA A/AW

S A Sr RSLAA/A PDATA DATA AAW

1

1

1 1 17 8 8 11

1 m

S A A PSLA DATA DATA AR

1 1 17 8 8 11

1 m

1 1 1 1 17 8 87 1 111

1 1 m

S A Sr WSLA

SLA

SLA A PDATA DATA A/AAR

1 1 1 1 17 8 87 1 111

1 1 m

【記号説明】

 

図 32.4 I2Cバスデータフォーマット（7ビットアドレスフォーマット） 
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転送フレーム数
（m=1～）

転送フレーム数
（m=1～）

転送フレーム数
（m, m'=1～）

S A A DATAWSLAの
最初の7ビット

SLAの
第2バイト

11110XX
（a）マスタ送信モード（10ビットアドレスフォーマット）

11110XX

11110XX

11110XX

（b）マスタ受信モード（10ビットアドレスフォーマット）

11110XX
（c）マスタ送信からマスタ受信への方向変換（10ビットアドレスフォーマット）

A PA/ADATA

1 7 1 8 1 81 1 118

1 1

1 7 1 8 11

1 7 1 8 1 8 1 11

1 1

1 m

m

S A AWSLAの
最初の7ビット

SLAの
第2バイト

1 7 1 8 11

1 1

S A AWSLAの
最初の7ビット

SLAの
第2バイト

Sr A DATA A

8 1 8 1

DATA A

DATA A

DATA A/A

PRSLAの
最初の7ビット

1 7 1 8 1 8 1 11

1 m'

m

Sr A DATA A DATA A PRSLAの
最初の7ビット

 

図 32.5 I2Cバスデータフォーマット（10ビットアドレスフォーマット） 
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32.4.2 マスタ送信動作 

I2Cバスフォーマットによるマスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、受

信デバイスがデータ受信後、アクノリッジを返します。以下に送信手順と動作を示します。 

1. ICCL、ICCHおよびICICを動作モードにあわせて設定します。 

2. レジスタにH'94を書き込み、開始条件を発行します。開始条件が生成されるとDTEビットが1にセットされま

す。 

3. 送信を行う場合は、ICDRにデータを書き込みます。ICDRにデータを書き込むとDTEビットは自動的にクリ

アされ、内部送信バッファまでデータが送られるとデータ送信を開始します。内部送信バッファまでデータ

が送られるとDTEビットは再び1にセットされます。 

4. 停止条件を発行、生成する場合は、ICDRに最終データを書き込み後、ICCRにH'90を書き込みます。停止条

件を発行後、停止条件生成までの間、DTEは1にセットされません。最終データを送信後に停止条件を生成し

て停止します。 

ICDR書き込みとICCR書き込みが遅延し、ACKビットをまたいで処理した場合、停止条件生成前にDTE割り

込みが発生します。そのため、ICCRレジスタにH'90を書き込み後にDTE割り込みを禁止設定するか、ACKビ

ット生成前にICDR書き込みとICCR書き込みを行ってください。 

なお、WAIT割り込みが発生してから、WAIT割り込みの要因をクリアするまでにICDR書き込みとICCR書き

込みを行うことで、ACKビット生成前にICDR書き込みとICCR書き込みを行うことが可能です。 

5. 再送条件を発行、生成する場合は、ICDRに最終データを書き込み後、ICCRにH'94を書き込みます。再送条

件を発行後、再送条件生成までの間、DTEは1にセットされません。最終データを送信後に再送条件を生成し

ます。 

ICDR書き込みとICCR書き込みが遅延し、ACKビットをまたいで処理した場合、再送条件生成前にDTE割り

込みが発生し、ソフト側で正常に通信するための制御ができなくなります。そのため、ACKビット生成前に

ICDR書き込みとICCR書き込みを行ってください。 

なお、WAIT割り込みが発生してから、WAIT割り込みの要因をクリアするまでにICDR書き込みとICCR書き

込みを行うことで、ACKビット生成前にICDR書き込みとICCR書き込みを行うことが可能です。 

6. 送信から受信に変更する場合は、ICDRに最終データを書き込み後、ICCRにH'81を書き込みます。最終デー

タを送信後に送信から受信に自動変更し受信動作を開始します。 

 

3.を繰り返し行うことにより、データを順次送信することができます。 

非アクノリッジ検出時には受信したアクノリッジビットが 1のとき（TACK＝1のとき）、非アクノリッジ割り

込みが発生します。非アクノリッジを検出せずにデータを連続転送する場合は、ICICの TACKEビットを 0に設

定して 3.および 4.～6.を行います。このとき非アクノリッジ検出は行いませんので連続的にデータを送信すること

ができます。 

また、送信から受信に変更する場合は、最終データ送信完了までに ICCRへ H'81を書き込んでください。この

とき ICCRへの書き込みが遅れる場合は、WAIT割り込みを使用して最終データ送信完了までに ICCRに書き込む

ようにしてください。 
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SCL
（マスタ出力）

SDA
（マスタ出力）

SDA
（受信デバイス出力）

DTE

ICDR

送信バッファ

ユーザの処理 [2]開始条件発行 [3]ICDRライト

ICCR

1

S P/Sr

ビット
7

ビット
6

ビット
5

ビット
4

ビット
3

ビット
2
ビット

1
ビット

0
ビット

7
ビット

6
ビット

5
ビット

4
ビット

3
ビット

2
ビット

1
ビット

0

2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

データ1

データ1

データ1 データ2

データ2

アクノリッジ アクノリッジ

データ2

DTE割り込み要求
（アクノリッジ発行前に再送／停止
条件が発行されていないとき）

DTE
割り込み要求

DTE
割り込み要求

TACK

BUSY

[4]ICDRライト＋停止条件発行（ICCR=H'90）
[5]ICDRライト＋再送条件発行（ICCR=H'94）

DTE割り込み
DTE割り込み

送信データがないとき

 

図 32.6 マスタ送信モード動作タイミング例（WAIT＝0のとき） 

 

32.4.3 マスタ受信動作 

マスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、送信デバイスがデータを送信した後マスタ

デバイスがアクノリッジを返します。以下にマスタ受信モードの受信手順と動作を示します。 

（1） 2バイト以上の連続データを受信する場合 

1. 送信から受信に自動変更し受信を開始します。 

2. 受信バッファにデータを受信後、ICDRにデータを転送しDTEビットが1にセットされます。このとき、次の

データ受信を開始します。 

3. 続けてデータを受信する場合は、ICDRからデータを読み出します。ICDRからデータを読み出すとDTEビッ

トは自動的にクリアされます。 

4. 停止条件を発行、生成する場合は、ICDRからデータ読み出し後、ICCRにH'C0を書き込みます。そして停止

条件を発行後に最終データを受信完了し、ICDRからデータ読み出し後に停止条件を生成して停止します。 

5. 再送条件を発行、生成する場合は、ICDRからデータ読み出し後、ICCRにH'D4を書き込みます。そして再送

条件を発行後に最終データを受信完了し、ICDRからデータ読み出し後に再送条件を生成します。再送条件を

生成すると受信から送信に自動変更し送信より開始します。 
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「2.」、「3.」を繰り返し行うことにより、連続的に 2バイト以上のデータを受信することができます。 

2バイト以上の連続データを受信する場合、受信中再送、停止条件生成のために ICDRレジスタから最終データ

1つ前のデータ読み出しと ICCRレジスタに H'D4、H'C0の書き込みを行います。 

最終データ 1つ前の ICDR読み出しと ICCR書き込みが遅延し、最終データ受信時の NACKビット生成までに

ICDR読み出しと ICCR書き込み処理が終わらない場合、最終データ受信時にACKビットを生成してしまうため、

IICの通信プロトコルが守れなくなります。そのため、最終データ受信時の NACKビット生成までに ICDR読み出

しと ICCR書き込みを行ってください。 

なお、WAIT割り込みが発生してから、WAIT割り込みの要因をクリアするまでに最終データ一つ前の ICDR読

み出しと ICCR書き込みを行うことで、最終データ受信時に NACKビットが生成されます。 
 

（2） 1バイトのみデータを受信する場合 

1バイトのみデータを受信する場合は、WAIT割り込みを使用して ICCRに停止条件／再送条件を発行してくだ

さい。 

1. 送信から受信に自動変更し受信を開始します。 

2. WAIT割り込みが1にセットされます。このとき、停止条件を発行、生成する場合はICCRにH'C0を書き込み

ます。再送条件を発行、生成する場合はICCRにH'D4を書き込みます。 

3. WAIT割り込みを0にクリアします。 

4. 受信バッファにデータを受信後、ICDRにデータを転送しDTEビットが1にセットされます。 

5. ICDRからデータ読み出し後、ICCRに停止条件を発行していた場合は、停止条件を生成して停止します。ICCR

に再送条件を発行していた場合は、再送条件を生成します。再送条件を生成すると受信から送信に自動変更

し送信より開始します。 
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SCL
（マスタ出力）

SDA
（マスタ出力）

SDA
（送信デバイス出力）

DTE

ICDR

受信バッファ

ユーザの処理

ICCR

191

マスタ送信モード マスタ受信モード

P/Sr

ビット
7

ビット
6

ビット
5

ビット
4

ビット
3

ビット
2

ビット
1

ビット
0

ビット
7

ビット
6

ビット
5

ビット
4

ビット
3

ビット
2

ビット
1

ビット
0

2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

データ1

データ1

アクノリッジ 非アクノリッジ

データ2
DTE

割り込み
要求

DTE
割り込み
要求

BUSY

データ1ライトデータ データ2

データ2

アクノリッジ

（送信時）[6]ICDRライト＋送受信切り替え（ICCR=H'31）

DTE割り込み

 [4] or [5]ICDRリード

DTE割り込み

[4]ICDRリード＋停止条件発行（ICCR=H'C0）
[5]ICDRリード＋再送条件発行（ICCR=H'D4）

DTE割り込み  

図 32.7 マスタ受信モード動作タイミング例（WAIT＝0のとき） 
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IICモジュールの処理

各パラメータの設定

送信

開始条件生成

送信バッファの
データを送信

データを送信完了後
停止する

データを送信完了後
再送開始する

データを送信完了後
受信モードにする

ICDRのデータを内部
送信バッファに転送

DTE＝1

DTE＝0

アプリケーションの処理

ICCL、ICCH、
ICICの設定

開始条件
ICCR＝H'94

ICDRにデータライト
＋

停止条件ICCR＝H'90

ICDRにデータライト
＋

再送条件ICCR＝H'94

ICDRにデータライト
＋

送受信切り替えICCR＝H'81

DTE割り込み

start

stop

ICDRにデータライト

B

C

B

A C

 

図 32.8 I2C転送シーケンス（送信時） 
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IICモジュールの処理

受信

送信バッファの
データを送信

受信バッファに
データを受信

受信バッファの
データをICDRに転送

データを受信完了後
再送開始する

データを受信完了後
停止する

再送

停止

受信バッファの
データをICDRに転送

DTE＝1

DTE＝0

DTE＝1

アプリケーションの処理
2バイト以上受信

ICDRからデータリード
＋

停止条件ICCR＝H'C0
（ACK＝1＋停止条件）

ICDRからデータリード
＋

再送条件ICCR＝H'D4
（ACK＝1＋再送条件）

DTE割り込み

ICDRからデータリード

ICDRからデータリード

DTE割り込み

A

B

C
 

図 32.9 I2C転送シーケンス（2バイト以上受信時） 
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IICモジュールの処理

受信

受信バッファに
データを受信

受信バッファの
データをICDRに転送

データを受信完了後
再送開始する

データを受信完了後
停止する

再送

停止

DTE＝1

アプリケーションの処理
1バイト受信

停止条件
ICCR＝H'C0

（ACK＝1＋停止条件）

停止

再送条件
ICCR＝H'D4

（ACK＝1＋再送条件）

再送

ICDRからデータリード

WAIT割り込みクリア

WAIT割り込み

DTE割り込み

A

B

C
 

図 32.10 I2C転送シーケンス（1バイト受信時） 
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32.4.4 SCLラインの同期化 

SCLラインがハイからローの状態に変化すると、関連するデバイスはロー期間のカウントを開始します。ある

デバイスのクロックがローになると、そのデバイスは自分のクロックがハイの状態になるまで SCLラインをロー

に保持します（図 32.11を参照）。しかし、このデバイスのクロックがローからハイに変化しても他のデバイス

のクロックがまだロー期間内にある場合、SCLラインの状態は変化しません。したがって、SCLラインのロー期

間は、ロー期間の最も長いデバイスによって決定されることになります。この間、ロー期間の短いデバイスは、

ハイのまま待ち状態になります。 

すべてのデバイスがロー期間を終了すると、クロックラインが解放されて、ハイ状態になります。これでデバ

イスのクロックと SCLラインが同じ状態になり、どちらもハイ期間のカウントを開始します。SCLラインは、ハ

イ期間を最初に終了したデバイスによって再びロー状態にされます。 

このように、ロー期間の最も長いデバイスによってロー期間が、ハイ期間の最も短いデバイスによってハイ期

間がそれぞれ決定され、SCLラインの同期がとられます。 

待ち状態
ハイクロックカウントの
開始点

ハイクロック
カウンターリセット

CLK1

CLK2

SCL

 

図 32.11 SCLラインの同期化 
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32.4.5 ノイズ除去回路 

SCL端子および SDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます｡図 32.12にノイズ除去回

路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 3段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力信号（また

は SDA端子入力信号）が Pφでサンプリングされ、（A）、（B）の出力が一致したとき、はじめて後段へそのレ

ベルを伝えます。一致しない場合は前のレベルを保持します。 

一致検出
回路

Pφ

SCL入力信号
または

SDA入力信号

内部SCL信号
または

内部SDA信号

SCL入力信号
または

SDA入力信号

スパイクノイズ

（A）

（B）

tsp

tsp ＝ 2 × 1/Pφ
（Pφの2サイクル以下のスパイクノイズを除去します。）　  

図 32.12 ノイズ除去回路のブロック図 

 

32.4.6 アービトレーションロスト動作 

本モジュールは、バス競合負けした場合、アービトレーションロスト割り込み要求を発行できます。 

割り込み発生条件は以下の 4項目です。 

• マスタ送受信モードで、SCLクロックがハイカウント中に受信データが変化したとき 

• SCLクロックがハイカウント中にSCLラインがローレベルになったとき 

• 本モジュールが開始条件を発行する前に開始条件を検出したとき 

• モニタしたSDA（外部）と本モジュールが出力したデータが不一致であったとき 

上記の条件で ICSRの ALビットが 1にセットされ、アービトレーションロスト割り込みが発生します。 

データ転送中にアービトレーションロストを検出すると SDAラインは直ちに解放します。SCLクロックライン

はそのフレームのアクノリッジ終了までクロックを出力した後、バスを解放します。図 32.13にアービトレーシ

ョンロスト割り込み動作タイミング例を示します。 

また、割り込みを解除する場合は、ICSRの ALビットを 0クリアします。 

0クリアするための条件は以下の 2項目です。 

• DTE＝1のときICDRにデータを書き込み（送信時）、データを読み出し（受信時）したとき 

• 0を書き込んだとき 
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SCL

SDA

BUSY

AL

ユーザの処理

（1）マスタ送受信モードでSCLクロックがハイカウント中に送受信データが変化したとき

ICEリセット

SCL

SDA

SDA内部

BUSY

AL

ユーザの処理
（4）外部SDAをモニタし、本モジュールが出力するSDAと異なるとき

ICEリセット

SCL

SDA

BUSY

AL

ユーザの処理

（2）SCLクロックがハイカウント中にSCLラインがローレベルになったとき

ICEリセット

ロードライブ（外的要因等）SCL

SDA

BUSY

AL

ユーザの処理
（3）本モジュールが開始条件を発行する前に開始条件を検出したとき

ICEリセット

 

図 32.13 アービトレーションロスト割り込み動作タイミング例 
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32.4.7 非アクノリッジ動作 

本モジュールは送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった（非アクノリッジ）場合に非アクノリッジ

割り込みを発行できます。受信デバイスからのアクノリッジビットは ICSRの TACKビットに格納され、ICICの

TACKE＝1のときに TACKビットが 1にセットされると非アクノリッジ割り込みが発行されます。 

また、この非アクノリッジ割り込みを解除する場合は TACKビットを 0クリアします。 

図 32.14に非アクノリッジ動作タイミング例を示します。 

SCL

SDA

TACK

ユーザの処理 TACKクリア  

図 32.14 非アクノリッジ動作タイミング例 
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32.4.8 ウェイト動作 

本モジュールは、ICSRのWAITにより動作モードをウェイト状態にすることができます。 

マスタデバイスで送信クロックの 8クロック目で立ち下がり時、WAIT＝1にセットされます。 

その後、送信クロックはWAITが 0クリアされるまでローレベルに固定します。 

WAITが 0クリアされると送信クロックは 9クロック目を生成し、ウェイト状態から復帰します。 

WAIT割り込みを使用して IICの通信処理を行う場合、WAIT状態をハード的に検知してからソフト処理によっ

てWAIT割り込みの要因がクリアされるまで IICの信号はWAIT状態で停滞します。DTE割り込みのみで通信処

理を行った場合はWAIT状態で停滞することはないので、WAIT割り込みを使用した場合は IICの信号がWAIT

状態で停滞している分だけ通信が遅れます。 

SCL
（マスタ出力）

SDA
（マスタ出力）

SDA
（受信デバイス出力）

WAIT

ユーザの処理

ウェイト割り込み

ウェイト割り込みクリア

1

ビット
7

ビット
6

ビット
5

ビット
4

ビット
3

ビット
2
ビット

1
ビット

0
ビット

7
ビット

6

2 3 4 5 6 7 8 9 1 2

データ1

アクノリッジ

データ2

 

図 32.15 ウェイト動作タイミング例 
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WAIT割り込み

No

Yes

No

Yes

送信データ残り
1バイト？

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

START

ICCR.ICE＝1

ICCL、ICCHの設定
DTE割り込み許可
WAIT割り込み許可

割り込み待ち

割り込み待ち

WAIT割り込み
WAIT割り込み要因のクリア

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

ICCR＝H'94（開始条件）

割り込み待ち

DTE割り込み
DTE割り込みを禁止

ICDR＝スレーブアドレス（W）

ICDR＝送信データ
ICCR＝H'90

WAIT割り込み要因のクリア

ICDR＝送信データ
WAIT割り込み要因のクリア

END  

図 32.16 ウェイト使用時の送信ソフトフロー例 
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No

Yes

START

ICCR.ICE＝1

ICCL、ICCHの設定
DTE割り込み許可
WAIT割り込み許可

割り込み待ち

割り込み待ち

DTE割り込み
ICDRデータリード

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

ICCR＝H'94（開始条件）

割り込み待ち

DTE割り込み
DTE割り込みを禁止

ICDR＝スレーブアドレス（R）

割り込み待ち

WAIT割り込み
ICCR＝H'81

WAIT割り込み要因のクリア

WAIT割り込み
ICCR＝H'C0

DTE割り込み許可
WAIT割り込み要因のクリア

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

 

図 32.17 ウェイト使用時の 1バイトリードソフトフロー例 
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WAIT割り込み

送信データ残り
1バイト？

START

ICCR.ICE＝1

ICCL、ICCHの設定
DTE割り込み許可
WAIT割り込み許可

割り込み待ち

割り込み待ち

WAIT割り込み
WAIT割り込み要因のクリア

ICCR＝H'94（開始条件）

割り込み待ち

割り込み待ち

DTE割り込み
DTE割り込み禁止設定

ICDR＝スレーブアドレス（R）

割り込み待ち

DTE割り込み
DTE割り込みを禁止

ICDR＝スレーブアドレス（W）

ICDR＝送信データ
ICCR＝H'94

DTE割り込み許可
WAIT割り込み要因のクリア

ICDR＝送信データ
WAIT割り込み要因のクリア

WAIT割り込み

送信データ残り
なし？

ICDR＝送信データ
ICCR＝H'81

WAIT割り込み要因のクリア

ICDR＝送信データ
WAIT割り込み要因のクリア

No

Yes

No

Yes

A

WAIT割り込み

受信データ残り
1バイト？

割り込み待ち

DTE割り込み

DTE割り込み

WAIT割り込み

受信データ残り
1バイト？

WAIT割り込み禁止
ICDRの読み出し

DTE割り込み禁止設定
ICDRの読み出し

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

Yes

割り込み待ち

発生した
割り込みは？

A

ICSR.DTE＝1？

受信データ残り
1バイト？

ICDRの読み出し

ICCR＝H'C0

DTE割り込み許可
WAIT割り込み要因のクリア

No

Yes

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

 

図 32.18 ウェイト使用時の nバイトライト／nバイトリードソフトフロー例 
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DTE割り込み

No

Yes

No

Yes

送信データ残り
なし？

START

ICCR.ICE＝1

ICDR＝送信データ

ICCL、ICCHの設定
DTE割り込み許可
WAIT割り込み禁止

割り込み待ち

割り込み待ち

ICIC＝H'00
ICSR＝H'00

ICCR.ICE＝0

ICCR＝H'94（開始条件）

DTE割り込み
ICDR＝スレーブアドレス（W）

ICCR＝H'90
DTE割り込み禁止

END

ICSR.BUSY＝0？
ICSR.SCLM＝1？
ICSR.SDAM＝1？

 

図 32.19 送信のソフトフロー例（WAIT＝0） 
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32.5 使用上の注意事項 

（1） アービトレーションロスト 

アービトレーションロストを検出したときに、スレーブデバイスの状態によってはバスが解放できない場合が

あります。 

アービトレーションロストから復帰し再度通信を行う場合は、完全に内部を初期化するために、ICCRの ICEビ

ットによる初期化を行う必要があります。 
 

（2） ICEリセット 

データ転送中に ICEリセットを行ったとき、即時に SCLクロックが停止するためスレーブデバイスの状態によ

ってはバスが解放できない場合があります。 
 

（3） 停止条件生成時の処理 

停止条件を発行、生成後に送受信を行うと、停止条件を生成できなくなる場合がありますので、停止条件生成

後もしくは同条件での次送受信開始設定前に ICCRの ICEビットによる初期化を行ってください。 
 

（4） I2C未使用時の処理 

I2Cバスインタフェースを使用していない場合、使用しないチャネルは ICCRの ICEビットを 0にしてディスエ

ーブルにしてください。 
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33. ビデオプロセッシングユニット（VPU） 

ビデオプロセッシングユニット（VPU）は、 

• VC-1（SMPTE 412M-2006）規格に準拠したビットストリームの復号（デコード） 

• MPEG-4（ISO/IEC 14496）規格に準拠したビットストリームの符号化（エンコード）および復号（デコード） 

を実現します。 

VPUは、MPEG-4ビデオ規格のうち、シンプルプロファイル（MPEG-4SP）、アドバンストシンプルプロファ

イル（MPEG-4ASP）、ショートヘッダ、AVCベースラインプロファイル、および VC-1シンプルプロファイル、

メインプロファイル（VC-1）をサポートします。 

本章では､シンプルプロファイル、アドバンストシンプルプロファイル、およびショートヘッダをMPEG-4、AVC 

ベースラインプロファイルを AVC、VC-1シンプルプロファイル、メインプロファイルを VC-1で表します。 

33.1 特長 

VPUには、以下の特長があります。 

• DTME（Dynamic Timeslot Method） 

バス状態に応じて動的に処理パイプラインのスロットの長さを変化させます、たとえば、バストラフィック

が大きい場合にもスロットの処理時間を最適に保つことが可能です。 

• MPEG-4、AVCのVOPエンコード 

メモリ上にある画像を、MPEG-4ではVOP（Video Object Plane）単位、AVCではスライス単位でエンコード

処理を行い、ビットストリームを生成します。MPEG-4ではB-VOPエンコード（両方向探索）、AVCではマ

ルチリファレンスエンコード（2面）をサポートします。AVCエンコードの場合、最小8×8ブロック単位で

1/4画素精度の探索をサポートします。 

ARME（Adaptive Realtime Motion Estimation）：探索範囲、探索回数を増やし、動き予測の品質を上げること

ができます（MPEG-4、AVC共通）。 

POI（Predict from Original Image）：実時間探索可能なイントラ予測モードをサポートします（AVC）。 

ASP（Active Skip Prediction）：スキップマクロブロックの発生量を増やすよう探索を制御することで、低ビ

ットレート時の画質を向上させます（AVC）。 

CWQ（Custom Weighted Quantization）：符号対象画像面内の発生符号量をマクロブロック（MB）単位で調

整可能です。たとえば、肖像画のような画像の符号化の場合、画像の中心部に符号を多く割り当てることに

より詳細な表現が可能となります。 
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• MPEG-4、AVC、VC-1のデコード 

メモリ上にあるビットストリームを読み出し、MPEG-4ではVOP単位、AVCではスライス単位、VC-1ではピ

クチャ単位のデコード処理を行います。 

エラー発生時に、エラー部分およびエラーブロック境界を目立たなくさせるため、複数のコンシールモード

をサポートします。 

• デブロッキングフィルタ 

デコード画像あるいはエンコードのローカルデコード画像に対し、デブロッキングフィルタをかけた画像を

別に出力可能です。 

• MPEG-4におけるビデオヘッダサーチ 

メモリ上にあるビットストリームを読み出し、次のスタートコードを検出します。 
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34. キャプチャエンジンユニット（CEU） 

キャプチャエンジンユニット（CEU）は、外部から入力される画像データを取り込み、メモリに転送するキャ

プチャモジュールです。CEUは、バスブリッジモジュールを経由してシステムバスに接続します。 

本 LSIは、CEUを 2セット内蔵しており、それぞれ CEU0、CEU1と表記します。 

34.1 特長 

CEU は、以下の機能を持ちます。 

（1） 画像データ取り込み 

• 外部モジュールからの画像をキャプチャし、YCbCrデータをYデータとCbCrデータに分けてメモリに書き込

みます。 

• カメラモジュール等の外部接続モジュールからJPEGデータ、RGB565等のYCbCrデータ以外の画像データを

取り込み、順次メモリに書き込みます。 

• インターレース入力画像を、両フィールド単位もしくは片フィールド単位で取り込み、メモリに書き込みま

す。 

両フィールド単位のキャプチャでは、フレームイメージでメモリに格納できます。 

（2） フィルタ処理 

• 内蔵しているフィルタによって、画像の縮小処理および高周波成分除去処理（水平方向のみ）を行います。

なお、縮小後の画像サイズはVGA以下に対応します。また、フィルタ処理はYCbCr入力のみに対応します。 

（3） 画像情報抽出 

• キャプチャ画面の複雑度を抽出し、メモリに書き込みます。MPEG-4のエンコード時に出力された本情報を、

シーンチェンジを判定する情報として利用できます。 

（4） フォーマット変換 

• YCbCr 4:2:2フォーマットで入力された画像データをYCbCr 4:2:0フォーマットに変換して、メモリに書き込み

ます。なお、変換アルゴリズムは、偶数ラインの色差成分（CbCr）を間引くのみの単純間引きです。 
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34.2 CEUの機能概要 

CEUの機能概要を表 34.1に、主機能とその詳細を表 34.2に示します。 
 

表 34.1 CEUの機能概要 

分類 項目 実現機能 説明 特記事項 

5M画素 2560 pixel×1920 line 

3M画素 2048 pixel×1536 line 

2M画素 1632 pixel×1224 line 

UXGA 1600 pixel×1200 line 

SXGA(1) 1280 pixel×1024 line 

SXGA(2) 1280 pixel×960 line 

XGA 1024 pixel×768 line 

SVGA 800 pixel×600 line 

VGA 640 pixel×480 line 

CIF 352 pixel×288 line 

QVGA 320 pixel×240 line 

QCIF 176 pixel×144 line 

QQVGA 160 pixel×120 line 

サイズ 

Sub-QCIF 128 pixel×96 line 

水平方向：4画素単位 

垂直方向：4ライン単位 

Cb
0
、Y

0
、Cr

0
、Y

1
… 

Cr
0
、Y

0
、Cb

0
、Y

1
… 

Y
0
、Cb

0
、Y

1
、Cr

0
… 

YCbCr 4:2:2 

8ビット 

Y
0
、Cr

0
、Y

1
、Cb

0
… 

{Y
0
、Cb

0
}、{Y

1
、Cr

0
}… YCbCr 4:2:2 

16ビット {Y
0
、Cr

0
}、{Y

1
、Cb

0
}… 

クロック比 1:1に対応 

同期信号のエッジから指定された 

容量を取り込み 

入力 

フォーマット 

バイナリデータ 

水平同期信号をイネーブルとして 

取り込み 

順次書き込み 

水平・垂直 

同期信号極性 

任意 アクティブハイ／アクティブロー  

キャプチャ 

開始位置 

任意 カメラ入力クロック単位で指定可 水平方向：1サイクル単位 

垂直方向：1HD（水平同期信

号）単位 

接続可能 

カメラ 

キャプチャ 

画素数 

任意 水平 4画素単位、垂直 4ライン単位

で指定可 
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分類 項目 実現機能 説明 特記事項 

フィールドイメージで格納 両フィールド 

キャプチャ フレームイメージで格納 

キャプチャ：2VD（垂直同期

信号）単位 

接続可能 

カメラ 

インターレース 

片フィールド 

キャプチャ 

トップフィールド／ボトムフィール

ド指定可 

キャプチャ：1VD単位 

メモリ 

書き込み 

出力 

フォーマット 

YCbCr 4:2:2 

YCbCr 4:2:0 

YCbCr 4:2:0は単純間引き  

等倍、縮小 キャプチャ画面

の縮小 

1/16～1の任意倍率（縮小後の画面

は VGA以下） 

 フィルタ機能 

ローパスフィルタ  高周波成分の除去 水平方向のみ適応可 

画面情報抽出 複雑度 キャプチャ画面

の複雑度を抽出 

画素値のバラツキの程度を表す MPEG-4に利用 

16ライン単位／8ライン単位

／1画面単位選択可 

 

表 34.2 CEUの主機能とその詳細 

主機能 詳   細 

画像データ取り込み • 外部モジュールからの画像をキャプチャし、YCbCrデータを Yデータと CbCrデータに分けてメモ

リに書き込みます。 

• カメラモジュール等の外部接続モジュールから JPEGデータ等の YCbCrデータ以外の画像データ

を取り込み、順次メモリに書き込みます。 

• インターレース入力画像を、両フィールド単位もしくは片フィールド単位で取り込み、メモリに書

き込みます。両フィールド単位のキャプチャでは、フレームイメージでメモリに格納できます。 

フィルタ処理 内蔵しているフィルタによって、画像の縮小処理および高周波成分除去処理（水平方向のみ）を行い

ます。 

なお、縮小後の画像サイズは VGA以下に対応します。また、フィルタ処理は YCbCr入力のみに適応

します。 

画像情報抽出 キャプチャ画面の複雑度を抽出し、メモリに書き込みます。MPEG-4のエンコード時に出力された本

情報を、シーンチェンジを判定する情報として利用できます。 

フォーマット変換 YCbCr 4:2:2フォーマットで入力された画像データを YCbCr 4:2:0フォーマットに変換して、メモリ

に書き込みます。 

なお、変換アルゴリズムは、偶数ラインの色差成分（CbCr）を間引くのみの単純間引きです。 
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CEUのブロック図を図 34.1に示します。 

カメラ フィルタ
ブロック
（FLB）

キャプチャ
インタフェース
ブロック 
（CIB）

データ配置
ブロック
（DAB）

レジスタブロック（RGB）

書き込み
バッファ
ブロック
（WBB）

バスブリッジ
インタフェース
ブロック
（BIB） バス

ブリッジ

 

図 34.1 CEUのブロック図 

 

34.3 CEUの端子構成 

CEUの端子構成を表 34.3に示します。 
 

表 34.3 CEUの端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

VIO0_D7～VIO0_D0 CEU0用データバス 入力 CEU0へのカメラ画像データ入力です。 

VIO1_D7～VIO1_D0/ 

VIO0_D15～VIO0_D8* 

CEU1用データバス

/CEU0用上位データバス 

入力 CEU1/CEU0へのカメラ画像データ入力です。 

VIO0_CLK、VIO1_CLK CEU用クロック 入力 CEUへのカメラクロック入力です。 

VIO0_VD、VIO1_VD CEU用垂直同期 入力 CEUへのカメラ垂直同期信号入力です。 

VIO0_HD、VIO1_HD CEU用水平同期 入力 CEUへのカメラ水平同期信号入力です。 

VIO0_FLD、VIO1_FLD フィールド信号 入力 CEUへのフィールド識別信号入力です。 

VIO_CKO カメラ用クロック出力 出力 カメラへのクロック出力です。 

【注】 * VIO1_D7～VIO1_D0/VIO0_D15～VIO0_D8は、いずれか一方を使用できます。 

CEU0のみ 16ビットインタフェースをサポートします。CEU0の上位データバスが CEU1のデータバスと共用端子

のため、16ビットインタフェース使用時 CEU1は使用できません。 

端子の切り替え方法は、「第 48章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 

本文中の記述は、VIO_CLK、VIO_VD、VIO_HDで表します。データバスについて、バス幅による区別が不要な場合

は VIO_Dと表します。 
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34.4 CEUレジスタの説明 

CEUレジスタ構成を表 34.4に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 34.5に示します。 

CEUレジスタは一部を除いて 2面構成（A面、B面）となっています。CEUは、この 2面のレジスタを切り替

えて使用します。また、2面あるレジスタの場合、ミラーアドレスとして、常に使用していない面のレジスタにア

クセスできるアドレスも用意してあります。レジスタ面切り替えタイミングを図 34.2に示します。CEUは、VD

割り込みがアサートされると同時にレジスタ面を切り替えます。 

レジスタ説明において、「動作中」とは、キャプチャ開始レジスタ（CAPSR）の CEビットによる起動から、

キャプチャイベントクリアレジスタ（CETCR）のキャプチャ終了割り込み CPEビットが発生するまでの期間を意

味します。また、各レジスタにおいて、読み出し専用指定のビットには、絶対に 0以外の値を書き込まないでく

ださい。0以外を書き込んだ場合の動作は保証しません。 
 

表 34.4 CEUのレジスタ構成 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

CEU0キャプチャ開始レジスタ CAPSR_0 R/W H'FE91 0000 － － 32 

CEU0キャプチャ制御レジスタ CAPCR_0 R/W H'FE91 0004 － － 32 

CEU0キャプチャインタフェース制御レジスタ* CAMCR_0 R/W H'FE91 0008 － － 32 

CEU0キャプチャインタフェースサイクル 

レジスタ* 

CMCYR_0 R/W H'FE91 000C － － 32 

CEU0キャプチャインタフェースオフセットレジ

スタ 

CAMOR_0 R/W H'FE91 0010 H'FE91 1010 H'FE91 2010 32 

CEU0キャプチャインタフェース幅レジスタ CAPWR_0 R/W H'FE91 0014 H'FE91 1014 H'FE91 2014 32 

CEU0キャプチャインタフェース入力方式 

レジスタ 

CAIFR_0 R/W H'FE91 0018 － － 32 

CEU0レジスタ制御レジスタ CRCNTR_0 R/W H'FE91 0028 － － 32 

CEU0レジスタ強制制御レジスタ CRCMPR_

0 

R/W H'FE91 002C － － 32 

CEU0キャプチャフィルタ制御レジスタ CFLCR_0 R/W H'FE91 0030 H'FE91 1030 H'FE91 2030 32 

CEU0キャプチャフィルタサイズクリップ 

レジスタ 

CFSZR_0 R/W H'FE91 0034 H'FE91 1034 H'FE91 2034 32 

CEU0キャプチャデスティネーション幅レジスタ CDWDR_0 R/W H'FE91 0038 H'FE91 1038 H'FE91 2038 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Yレジスタ CDAYR_0 R/W H'FE91 003C H'FE91 103C H'FE91 203C 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Cレジスタ CDACR_0 R/W H'FE91 0040 H'FE91 1040 H'FE91 2040 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 

CDBYR_0 R/W H'FE91 0044 H'FE91 1044 H'FE91 2044 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 

CDBCR_0 R/W H'FE91 0048 H'FE91 1048 H'FE91 2048 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

CEU0キャプチャバンドルデスティネーションサ

イズレジスタ 

CBDSR_0 R/W H'FE91 004C H'FE91 104C H'FE91 204C 32 

CEU0ファイアウォール動作制御レジスタ CFWCR_0 R/W H'FE91 005C － － 32 

CEU0キャプチャローパスフィルタ制御レジスタ CLFCR_0 R/W H'FE91 0060 H'FE91 1060 H'FE91 2060 32 

CEU0キャプチャデータ出力制御レジスタ CDOCR_0 R/W H'FE91 0064 H'FE91 1064 H'FE91 2064 32 

CEU0キャプチャデータ複雑度レジスタ CDDCR_0 R/W H'FE91 0068 H'FE91 1068 H'FE91 2068 32 

CEU0キャプチャデータ複雑度アドレスレジスタ CDDAR_0 R/W H'FE91 006C H'FE91 106C H'FE91 206C 32 

CEU0キャプチャイベント割り込み許可レジスタ CEIER_0 R/W H'FE91 0070 － － 32 

CEU0キャプチャイベントフラグクリアレジスタ CETCR_0 R/W H'FE91 0074 － － 32 

CEU0キャプチャステータスレジスタ CSTSR_0 R H'FE91 007C － － 32 

CEU0キャプチャソフトウェアリセットレジスタ CSRTR_0 R/W H'FE91 0080 － － 32 

CEU0キャプチャデータ容量レジスタ CDSSR_0 R/W H'FE91 0084 － － 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Yレジスタ 2 CDAYR2_0 R/W H'FE91 0090 H'FE91 1090 H'FE91 2090 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Cレジスタ 2 CDACR2_0 R/W H'FE91 0094 H'FE91 1094 H'FE91 2094 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 2 

CDBYR2_0 R/W H'FE91 0098 H'FE91 1098 H'FE91 2098 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 2 

CDBCR2_0 R/W H'FE91 009C H'FE91 109C H'FE91 209C 32 

CEU1キャプチャ開始レジスタ CAPSR_1 R/W H'FE91 4000 － － 32 

CEU1キャプチャ制御レジスタ CAPCR_1 R/W H'FE91 4004 － － 32 

CEU1キャプチャインタフェース制御レジスタ* CAMCR_1 R/W H'FE91 4008 － － 32 

CEU1キャプチャインタフェースサイクル 

レジスタ* 

CMCYR_1 R/W H'FE91 400C － － 32 

CEU1キャプチャインタフェースオフセットレジ

スタ 

CAMOR_1 R/W H'FE91 4010 H'FE91 5010 H'FE91 6010 32 

CEU1キャプチャインタフェース幅レジスタ CAPWR_1 R/W H'FE91 4014 H'FE91 5014 H'FE91 6014 32 

CEU1キャプチャインタフェース入力方式 

レジスタ 

CAIFR_1 R/W H'FE91 4018 － － 32 

CEU1レジスタ制御レジスタ CRCNTR_1 R/W H'FE91 4028 － － 32 

CEU1レジスタ強制制御レジスタ CRCMPR_

1 

R/W H'FE91 402C － － 32 

CEU1キャプチャフィルタ制御レジスタ CFLCR_1 R/W H'FE91 4030 H'FE91 5030 H'FE91 6030 32 

CEU1キャプチャフィルタサイズクリップ 

レジスタ 

CFSZR_1 R/W H'FE91 4034 H'FE91 5034 H'FE91 6034 32 

CEU1キャプチャデスティネーション幅レジスタ CDWDR_1 R/W H'FE91 4038 H'FE91 5038 H'FE91 6038 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Yレジスタ CDAYR_1 R/W H'FE91 403C H'FE91 503C H'FE91 603C 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Cレジスタ CDACR_1 R/W H'FE91 4040 H'FE91 5040 H'FE91 6040 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 

CDBYR_1 R/W H'FE91 4044 H'FE91 5044 H'FE91 6044 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 

CDBCR_1 R/W H'FE91 4048 H'FE91 5048 H'FE91 6048 32 

CEU1キャプチャバンドルデスティネーションサ

イズレジスタ 

CBDSR_1 R/W H'FE91 404C H'FE91 504C H'FE91 604C 32 

CEU1ファイアウォール動作制御レジスタ CFWCR_1 R/W H'FE91 405C － － 32 

CEU1キャプチャローパスフィルタ制御レジスタ CLFCR_1 R/W H'FE91 4060 H'FE91 5060 H'FE91 6060 32 

CEU1キャプチャデータ出力制御レジスタ CDOCR_1 R/W H'FE91 4064 H'FE91 5064 H'FE91 6064 32 

CEU1キャプチャデータ複雑度レジスタ CDDCR_1 R/W H'FE91 4068 H'FE91 5068 H'FE91 6068 32 

CEU1キャプチャデータ複雑度アドレスレジスタ CDDAR_1 R/W H'FE91 406C H'FE91 506C H'FE91 606C 32 

CEU1キャプチャイベント割り込み許可レジスタ CEIER_1 R/W H'FE91 4070 － － 32 

CEU1キャプチャイベントフラグクリアレジスタ CETCR_1 R/W H'FE91 4074 － － 32 

CEU1キャプチャステータスレジスタ CSTSR_1 R H'FE91 407C － － 32 

CEU1キャプチャソフトウェアリセットレジスタ CSRTR_1 R/W H'FE91 4080 － － 32 

CEU1キャプチャデータ容量レジスタ CDSSR_1 R/W H'FE91 4084 － － 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Yレジスタ 2 CDAYR2_1 R/W H'FE91 4090 H'FE91 5090 H'FE91 6090 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Cレジスタ 2 CDACR2_1 R/W H'FE91 4094 H'FE91 5094 H'FE91 6094 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 2 

CDBYR2_1 R/W H'FE91 4098 H'FE91 5098 H'FE91 6098 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 2 

CDBCR2_1 R/W H'FE91 409C H'FE91 509C H'FE91 609C 32 

【注】 * 外部モジュールの特性により決まるレジスタ（CAMCR、CMCYR）の設定変更後、外部入力クロックで 10サイク

ル以上はキャプチャ起動をかけないでください。 
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表 34.5 CEUの各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

CAPSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAPCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAMCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMCYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAMOR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAPWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAIFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CRCNTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CRCMPR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFLCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFSZR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDWDR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CBDSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFWCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CLFCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDOCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDDCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDDAR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CEIER_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CETCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CSTSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CSRTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDSSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDAYR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDACR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBYR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBCR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

【注】 nはチャネル番号（0、1）。以下本文中の記述は、チャネル番号を省略した形で表します。 
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システムクロック

CSPSR.CE

CAPSR.CE

A B

VIO_VD

CETCR.VD
VD

 

図 34.2 レジスタ面切り替えタイミング（VD正極性の場合） 

 

34.4.1 キャプチャ開始レジスタ（CAPSR） 

CAPSRは、外部モジュールから CEUに入力されるデータのキャプチャを実行させるレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — CE

— — — — — — — — — — — — — — — CPKIL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 CPKIL 0 R/W キャプチャをソフトウェアリセットする場合は、本ビットに 1を書き込ん

でください。フレームの終了までキャプチャ動作を行わないで、即座に終

了します。本ビットに 1を書き込む場合には、CEビットには必ず 0を書

き込んでください。 

キャプチャのソフトウェアリセット処理中は、本ビットは 1を表示します。

本ビットが 1のときは、リセット処理を行っていますので、キャプチャ開

始をかけないようにしてください。再度、キャプチャを開始する場合は、

CSTSRの CPTONビットを参照し、CEUが停止（アイドル）状態になっ

ていることを確認してください。その後､本ビットが 0になるのを待って

からキャプチャを開始してください。キャプチャ再起動のタイミングを図

34.6に示します。 

本ビットでソフトウェアリセットを行った場合、ソフトウェアリセット直

後にキャプチャ終了割り込み（CETCRの CPEビット）を出力する場合が

ありますが、この割り込みは無視してください。また、キャプチャ終了割

り込みが出力されなくても、次フレームのキャプチャ前には、割り込み要

因（CPEビット）は必ずクリアしてください。 

0：通常状態 

1：キャプチャのソフトウェアリセット 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 CE 0 R/W (1) シングルキャプチャの場合 

本ビットは、次フレームのキャプチャ予約ビットです。1を書き込むと、

次の VD入力から 1フレームのキャプチャを行い、1フレームキャプチャ

終了割り込み（CETCRの CPEビット）がアサートされ停止状態となりま

す（図 34.7）。再びキャプチャを行う場合は、本ビットに 1を書き込んで

ください。また、VD極性、HD極性の変更後は、次の VD割り込みがアサ

ートするまで本ビットに 1を書き込まないでください。 

本ビットはキャプチャ予約状態を表しているため、読み出し時には 1をセ

ットしてから VDが入力されるまで 1が読み出され、VDが入力されると、

本ビットは 0に戻るため、0が読み出されます。 

キャプチャ終了は、1フレームキャプチャ終了割り込み（CPEビット）に

より判定してください。データ取り込みモードでも同様です。 

レジスタの設定は、キャプチャ開始フレームの VD割り込みまでに行って

ください。レジスタに書き込まれた設定は、次の VD入力で反映されます。

動作中に書き込みを行った場合、レジスタ設定は、次の VD入力以降のキ

ャプチャ動作に反映されます。動作中の書き込みを禁止している設定レジ

スタに、動作中に書き込みを行った場合、割り込み要因（CETCRの IGRW

ビット）が発生します。割り込み要因の詳細は CETCRレジスタの説明を

参照してください。 

(2) 連続キャプチャ 

CAPCRの CTNCPビットに 1をセットした状態で、本ビットに 1をセッ

トすると、次フレームから連続でキャプチャを行います（図 34.8）。この

とき、本ビットは 0クリアされずに常に 1を保持します。キャプチャを停

止する場合は、本ビットを 0クリアすれば、そのときのフレームをキャプ

チャして終了します。 

連続キャプチャ動作は、画像取り込みモード時のみとなります。 

なお、キャップチャデータを書き込むメモリの先頭アドレスは、フレーム

ごとに設定してください。 

0：キャプチャの停止 

1：キャプチャの実行 
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VD（垂直同期信号）、HD（水平同期信号）の極性がともに正の場合、1フレームは VDの立ち上がりエッジか

ら次の VDの立ち上がりエッジまでの期間、1ラインは HDの立ち上がりエッジから次の立ち上がりエッジまでの

期間と定義しています。1フレームのタイミングを図 34.3に示します（VD極性、HD極性ともに正の場合）。 

1VD期間（1フレーム）

1HD期間（1ライン）

VIO_HD

VIO_VD

 

図 34.3 フレームタイミング 

 

VD、HDの極性がともに正の場合、1フィールドは 1フレームと同様に、以下のように定義します。 

• VDの立ち上がりエッジから次のVDの立ち上がりエッジまでの期間 

• 1ラインは、HDの立ち上がりエッジから次の立ち上がりエッジまでの期間 

 

フィールド識別信号 FLDは、VDの入力から 1HD以上の期間確定させてください。1フィールドのタイミング

を図 34.4に示します（VD極性、HD極性ともに正の場合）。 

1HD以上確定

VIO_FLD

1VD期間（1フィールド）

1HD期間（1ライン）

VIO_HD

VIO_VD

VD入力から1HD以上確定

VIO_FLD

VIO_HD

VIO_VD

1HD期間（1ライン）

 

図 34.4 1フィールドのタイミング 
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データイネーブル取り込みでは、1フレームを VDの立ち上がりエッジから VDの立ち下りエッジまでの期間と

定義しています。HDをイネーブル信号（正極性）として、VDが HIGHの期間に HDがアサートされたサイクル

のデータを取り込みます。データイネーブル取り込みの場合の、1フレームのタイミング図を図 34.5に示します。 

1フレーム

データ有効期間（HDアサート）

VIO_HD

VIO_VD

 

図 34.5 フレームのタイミング（データイネーブル取り込みの場合） 

 

動作中 停止中

CPKIL

リセットCSTSR.CPTON

VIO_HD

VIO_VD

再起動禁止 再起動許可

CPKIL

CAPSR.CPKIL

CSTSR.CPTON

 

図 34.6 キャプチャのソフトウェアリセットおよび再起動のタイミング 
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次フレームの
レジスタ設定期間

次フレームの
レジスタ設定期間

動作中 停止中

CAPSR.CE

CSTSR.CPTON

VIO_HD

VIO_VD

1
CETCR.CPE 1

 

図 34.7 1フレームキャプチャの CEビット書き込みタイミングとレジスタ設定 

 

CAPSR.CE

CSTSR.CPTON

VIO_VD

 

図 34.8 連続フレームキャプチャ 
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34.4.2 キャプチャ制御レジスタ（CAPCR） 

CAPCRは、連続フレームキャプチャの設定、フレームドロップの間隔の設定を行います。 

本レジスタは、動作中は書き換えないでください。動作中に書き込みを行った場合は、動作保証されません。

また、動作中に本レジスタを書き換えた場合、割り込み要因 CETCRの IGRWビットに B'1がセットされます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

MTCM[1:0]FDRP[7:0] — — — — — CTNCP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 FDRP[7:0] H'00 R/W 連続フレームキャプチャ時のフレームドロップ間隔設定 

本ビットに 0を設定するとフレームドロップは行わずに、すべてのフレー

ムをキャプチャします。 

FDRPビットに設定した値と、キャプチャするフレームのタイミングを図

34.9に示します。 

フレームドロップ間隔の単位は、キャプチャ設定によって異なります。キ

ャプチャ設定とフレームドロップ間隔の単位との関係を表 34.6に示しま

す。FDRPビットが 2の場合の各設定におけるフレームドロップのタイミ

ングイメージを図 34.10に示します。 

両フィールドキャプチャ時は、2ndフィールドのトップ／ボトムにかかわ

らず、連続で 2VDキャプチャします。また、両フィールドキャプチャ時

は、2ndフィールドのトップ／ボトムにかかわらず、1stフィールドのト

ップ／ボトムの判定で、フレームドロップ数カウンタをカウントアップし

ます。 

CAPSRの CEビットに 0を書き込んだ場合には、キャプチャフレームで

あれば、現在のフレームをキャプチャして終了しますが、ドロップフレー

ムのときは内部的に強制終了動作となりますので、終了割り込み（CETCR

の CPEビット）は出力されません。 

CEビットが 1の間は本ビットの設定を変更しないでください。 

【注】連続キャプチャを実行中は本設定値を変更しないでください。本設

定値を変更する場合は、連続キャプチャをいったん終了し（CEビ

ット＝0）、連続キャプチャ実行レジスタ（CAPCR）の CTNCPビ

ットに 0を設定し、その後再び連続キャプチャを実行してください。

連続キャプチャ中とは図 34.9に示す CEビットが 1の期間をいい

ます。 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21、20 MTCM[1:0] 00 R/W バスブリッジへのデータの転送単位を指定 

画像データ書き込み先の SDRAMでは、アドレスをより連続的にアクセス

することによりアクセス効率を高めることができます。書き込み効率を上

げたいときは、本ビットの設定値を 11としてください。外部から見て、

本ビットの設定値による変化はありません。 

00：4バースト 1転送（4QW×1）単位でバスへ転送 

01：4バースト 2転送（4QW×2）単位でバスへ転送 

10：4バースト 4転送（4QW×4）単位でバスへ転送 

11：4バースト 8転送（4QW×8）単位でバスへ転送 

(1) 画像データ取り込みの場合 

00：Yデータの転送および Cデータの転送を 4QWごとに行う 

01：Yデータの転送および Cデータの転送を 4QW×2ごとに行う 

10：Yデータの転送および Cデータの転送を 4QW×4ごとに行う 

11：Yデータの転送および Cデータの転送を 4QW×8ごとに行う 

(2) データ取り込みの場合 

00：データの転送を 4QWごとに行う 

01：データの転送を 4QW×2ごとに行う 

10：データの転送を 4QW×4ごとに行う 

11：データの転送を 4QW×8ごとに行う 

19～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 CTNCP 0 R/W 本ビットを 1にセットしキャプチャを行うと、CAPSRの CEビットが 0

クリアされるか、CAPSRの CPKILビットによるソフトウェアリセットま

で、連続でキャプチャを行います（図 34.8参照）。連続キャプチャの設

定は、キャプチャを開始する前に設定してください。 

本ビットを書き換える場合は、一度 CEビットに 0を書き込み、キャプチ

ャ動作を停止させた後、実行してください。キャプチャ中に本ビットが書

き換えられた場合、動作は保証されません。 

データ取り込みモード時は、本ビットを 0に設定してください。 

0：CEビットが 1のとき、1フレームのみキャプチャを実行 

1：CEビットが 0になるまで、連続的にキャプチャを実行 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

 



 

34. キャプチャエンジンユニット（CEU） 

34-16  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

CAPTURE_STATE

FDRP

IDLE

No.

CAPSR.CE 1

CAPSR.CE

VIO_VD

CAPSR.CE 0

CAPTURE CAPTURE

DROP DROP DROP DROPDROP IDLE

0 1 2 n+1 n+2 n+3n

 

図 34.9 FDRPビットの設定値とフレームドロップタイミング 

 

表 34.6 キャプチャ設定とフレームドロップ間隔単位の関係 

入力方式 キャプチャ画像 1stキャプチャ画像 フレームドロップ間隔単位 キャプチャ設定 

プログレッシブ フレーム 起動直後のフレーム フレーム A 

B 起動直後のフィールド 2フィールド 

（1stキャプチャフィールドカウント） C 

トップフィールド 2フィールド 

（トップフィールドカウント） 

D 

両フィールド 

（2VDキャプチャ）

ボトムフィールド 2フィールド 

（ボトムフィールドカウント） 

E 

F 起動直後のフィールド 1stキャプチャフィールド 

G 

トップフィールド トップフィールド H 

インターレース 

片フィールド 

（1VDキャプチャ）

ボトムフィールド ボトムフィールド I 

 

VIO_VD

A 
B 
C 
D 
E 
F 
G 
H 
I

【注】　FDRP＝2

【記号説明】

：キャプチャ
：ドロップ

：フレーム
：トップフィールド
：ボトムフィールド

F 
tf 
bf

F 
tf 
bf 
bf 
tf 
tf 
bf 
bf 
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bf 
tf 
tf 
bf 
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tf 
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bf 
bf 
tf 
tf 
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bf 
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F 
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tf 
tf 
bf 
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tf 
bf

F 
tf 
bf 
bf 
tf 
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tf 
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bf 
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bf 
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tf 
tf 
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bf 
tf 
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F 
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bf
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bf
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bf 
bf 
tf 
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bf 
bf 
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tf 
bf 
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tf 
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F 
tf 
bf 
bf 
tf 
tf 
bf 
bf 
tf

F 
bf 
tf 
tf 
bf 
bf
tf
tf 
bf

F 
tf 
bf 
bf 
tf 
tf 
bf 
bf 
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F 
bf 
tf 
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tf 
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F 
tf 
bf 
bf 
tf 
tf 
bf 
bf 
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F 
bf 
tf 
tf 
bf 
bf
tf
tf 
bf

 

図 34.10 各設定におけるフレームドロップのタイミングイメージ（FDRP＝2） 
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34.4.3 キャプチャインタフェース制御レジスタ（CAMCR） 

CAMCRは、キャプチャインタフェースを設定するレジスタです。 

本レジスタで設定できる項目は、以下のとおりです。 

• 画像取り込みまたはデータ取り込み動作を選択 

• 垂直、水平同期信号の極性の選択 

• 画像データの、各成分（Y、Cb、Cr）の入力順序の選択（画像取り込みモード時のみ） 

• デジタル画像入力端子の選択（8ビット／16ビット） 

• フィールド識別信号の極性の選択 

 

本レジスタは、接続するモジュールに合わせて設定してください。データ取り込みモードの際は、DTARYビッ

トを B'0に設定してください。本レジスタは、動作中は書き換えないでください。動作中に書き込みを行った場

合の動作は保証しません。また、動作中に本レジスタを書き換えた場合、割り込み要因 CETCRの IGRWビット

に B'1がセットされます。 

【注】 本レジスタの設定変更後は、外部入力クロックで 10サイクル以上待ってから起動をかけてください。 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — DTIF DTARY[1:0]— — — — JPG[1:0] — — VDPOL HDPOL

— — — — — — — — — — — — — — — FLDPOL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 FLDPOL 0 R/W 外部モジュールからのフィールド識別信号（FLD）の極性設定 

0：FLD信号がハイのときトップフィールド、ローのときボトムフィー

ルドとして検出 

1：FLD信号がローのときトップフィールド、ハイのときボトムフィー

ルドとして検出 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

12 DTIF 0 R/W キャプチャ対象となるデジタル画像入力端子を設定 

0：8ビットデジタル画像入力端子に入力されたデータをキャプチャ 

1：16ビットデジタル画像入力端子に入力されたデータをキャプチャ 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 DTARY[1:0] 00 R/W 輝度成分と色差成分の入力順序設定 

外部モジュールから入力される、輝度成分（Y）と色差成分（Cb、Cr）の

入力順序は、モジュールにより異なります。CEUは、図 34.11に示す入力

順序に対応しています。対応する値を、本ビットにセットしてください。

データ取り込みモードでは 00を設定してください。 

• 8ビットインタフェース時 

00：画像入力データを Cb
0
、Y

0
、Cr

0
、Y

1
の順序で取り込み 

01：画像入力データを Cr
0
、Y

0
、Cb

0
、Y

1
の順序で取り込み 

10：画像入力データを Y
0
、Cb

0
、Y

1
、Cr

0
の順序で取り込み 

11：画像入力データを Y
0
、Cr

0
、Y

1
、Cb

0
の順序で取り込み 

• 16ビットインタフェース時 

00：画像入力データを{Cb
0
、Y

0
}、{Cr

0
、Y

1
}の順序で取り込み 

01：画像入力データを{Cr
0
、Y

0
}、{Cb

0
、Y

1
}の順序で取り込み 

10：画像入力データを{Y
0
、Cb

0
}、{Y

1
、Cr

0
}の順序で取り込み 

11：画像入力データを{Y
0
、Cr

0
}、{Y

0
、Cb

0
}順序で取り込み 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

5、4 JPG[1:0] 00 R/W 取り込みデータの選択 

00：画像取り込みモード 

（入力データを Yと CbCrに分けてメモリに出力） 

01：データ同期取り込みモード 

（同期信号に同期して指定された容量の入力データを入力順にメ

モリ指定アドレスに出力） 

10：データイネーブル取り込みモード 

（HDをイネーブルとして入力データを取り込み、入力順にメモリ

指定アドレスに出力） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 VDPOL 0 R/W 外部モジュールからの垂直同期信号検出の極性設定 

正極性の場合の VDと VD割り込みの関係を図 34.14に示します。 

なお、設定変更時に VD割り込みが立つ場合がありますので、本ビットの

設定を変更した場合には、必ずイベントレジスタ（CETCR）の VDビット

をクリアしてください。データイネーブル取り込みモードでは使用しませ

ん。 

0：外部モジュールからの垂直同期信号（VD）を正極性として検出 

1：外部モジュールからの垂直同期信号（VD）を負極性として検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 HDPOL 0 R/W 外部モジュールからの水平同期信号検出の極性設定 

正極性の場合の HDと HD割り込みの関係を図 34.15に示します。 

なお、設定変更時に HD割り込みが立つ場合がありますので、本ビットの

設定を変更した場合には、必ずイベントレジスタ（CETCR）の HDビッ

トをクリアしてください。データイネーブル取り込みモードでは 0を設定

してください。 

0：外部モジュールからの水平同期信号（HD）を正極性として検出 

1：外部モジュールからの水平同期信号（HD）を負極性として検出 

 

VIO_CLK

VIO_HD

VIO_D7 VIO_D0

CAMCR.DTARY＝0

CAMCR.DTARY＝1

CAMCR.DTARY＝2

CAMCR.DTARY＝3

Cb Y Cr Y Cb Y Cr Y

Cb YCr

Cr

Y Cb Y Cr Y

Cb YY Cb Y Cr Y

CrCb Y Y CbY Cr Y
 

図 34.11 画像データの入力順序 

 

CAMCRの JPGビットは、デジタル画像データを取り込むのか、JPEG等のデータを取り込むのかを選択します。

また、JPEG等のデータを取り込む場合は、同期信号に同期して、指定された容量のデータを連続して取り込むの

か、水平同期信号をイネーブルとしてデータを取り込むのかを選択します。 

データイネーブル取り込みモードでは、垂直同期信号（VD）の立ち上がりから立ち下がりまでを 1フレームと

してデータを取り込みます。水平同期信号（HD）は、VDが HIGHの期間にのみ有効で、イネーブル信号として

扱われます。HDがアサート（HIGH）されているサイクルに入力されたデータを取り込み。順次メモリに出力し

ます。 

データイネーブル取り込みモードのインタフェースタイミング図を図 34.12、図 34.13に示します。 

VIO_CLK

VIO_VD

VIO_HD

VIO_D

 

図 34.12 データイネーブル取り込みタイミング（VDが HIGHの期間内に HDがアサート（HIGH）） 
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VIO_CLK

VIO_VD

VIO_HD

VIO_D

 

図 34.13 データイネーブル取り込みタイミング（VDが HIGHの期間外に HDがアサート（HIGH）） 

 

本モジュールは、データイネーブル取り込みモードでは、VDの立ち上がりエッジで取り込みを開始し、VDの

立ち下がりエッジで取り込みを終了します。したがって、VDが HIGHのまま LOWにならなかった場合、終了処

理に移行しません。また、VDが HIGHのままで、HDもアサートしたままの場合、データを取り込み続けます。 

VIO_VD

VD

VD

 

図 34.14 VDが正極性の場合の VIO_VDと VD割り込みの関係 

 

VIO_HD

HD

HD

 

図 34.15 HDが正極性の場合の VIO_HDと HD割り込みの関係 
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34.4.4 キャプチャインタフェースサイクルレジスタ（CMCYR） 

CMCYRは、イリーガル VD、およびイリーガル HDの検出に使用します。HDに関しては、HDの立ち上がり

から次の HDの立ち上がりまでのサイクル数（HDが負極性の場合は立ち下がり）、VDに関しては VDの立ち上

がりから次の VDまでの HDの数（VDが負極性の場合は立ち下がり）を設定します。 

本レジスタは、動作中は書き換えないでください。動作中に書き込みを行った場合の動作は保証しません。ま

た、動作中に本レジスタを書き換えた場合、割り込み要因 CETCRの IGRWビットに B'1がセットされます。 

データイネーブル取り込みモード時は、本レジスタにすべて 0を設定してください。 

【注】 本レジスタの設定変更後は、外部入力クロックで 10サイクル以上待ってから起動をかけてください。 

 

R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— —

— — VCYL[13:0]

HCYL[13:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

29～16 VCYL[13:0] H'0000 R/W 外部モジュールの縦方向の HD数 

外部モジュールの VDサイクル数を HD数で設定します。外部モジュール

から入力された VDのサイクル数がこの設定値と違う場合に、割り込み要

因 CETCR.IGVSが発生します。イリーガル VDを検出したい場合に設定

してください。 

本ビットを 0に設定した場合、割り込み要因 CETCR.IGVSは発生しませ

ん。また、CAMCRの VDPOLビット（VD極性）を変更した際、割り込

み要因 CETCR.IGVSが発生する場合がありますが、これは無視してくだ

さい。 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

13～0 HCYL[13:0] H'0000 R/W 外部モジュールの横方向のサイクル数 

外部モジュールの HDサイクル数を設定します。外部モジュールから入力

された HDのサイクル数がこの設定値と違う場合に、割り込み要因

CETCR.IGHSが発生します。イリーガル HDを検出したい場合に設定して

ください。 

本ビットを 0に設定した場合、割り込み要因 CETCR.IGHSは発生しませ

ん。また、CAMCRの HDPOLビット（HD極性）を変更した際、割り込

み要因 CETCR.lIGHSが発生する場合がありますが、これは無視してくだ

さい。 
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34.4.5 キャプチャインタフェースオフセットレジスタ（CAMOR） 

CAMORは、キャプチャを行う際のキャプチャ開始位置の設定を行います。 

外部モジュールによって、VD（垂直同期信号）から有効画像期間開始位置までの HD（水平同期信号）数や、

HDから有効画像期間開始位置までのクロックサイクル数が異なりますので、本レジスタの設定で対応してくださ

い。また、設定値を有効画像領域よりも多く設定することで、画像の切り出しキャプチャにも対応しています。

データ同期取り込みの場合は、有効データ期間開始位置までのサイクル数（HD数）の設定となります。 

データイネーブル取り込みモード時は、本レジスタは使用しません。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

— — — — VOFST[11:0]

HOFST[12:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 VOFST[11:0] H'000 R/W キャプチャ位置を垂直同期信号からの HD数指定（1HD単位） 

垂直同期信号からのブランク期間は、外部モジュールにより異なります。

これに対応するため、本ビットに、垂直方向のキャプチャ開始位置を、垂

直同期信号からの HD数で指定することで、画像有効領域からキャプチャ

することが可能です（図 34.16参照）。また、外部モジュールによっては、

データイネーブルとして垂直同期信号を出力するものがあります。この場

合、ブランク期間は存在しませんので、本ビットには 0を設定してくださ

い（図 34.17参照）。 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

12～0 HOFST[12:0] H'0000 R/W キャプチャ位置を水平同期信号からのサイクル数指定（1サイクル単位） 

水平同期信号からのブランク期間は、外部モジュールにより異なります。

これに対応するため、本ビットに、水平方向のキャプチャ開始位置を、水

平同期信号からの外部入力クロックサイクル数で指定することで、画像有

効領域からキャプチャすることが可能です。データ同期取り込みの際も同

様です（図 34.18参照）。また、外部モジュールによっては、データイネ

ーブルとして水平同期信号を出力するものがあります。この場合、ブラン

ク期間は存在しませんので、本ビットには 0をセットしてください（図

34.19参照）。 

【注】CEUは、最初の HD（水平同期信号）が必ず最初の VD（垂直同期

信号）と同時または後に入力されることが動作条件となります。こ

こでの「入力」とは、極性（CAMCRの VDPOLおよび HDPOLビ

ット）に依存します。 
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VOFST

blank blank blank H0 H1 Hn-1 Hn blank blank blank

VIO_VD

VIO_HD

VIO_D15～VIO_D0

 

図 34.16 垂直オフセット 

 

VIO_VD

VIO_HD

VIO_D15～VIO_D0

VOFST=0

H2 H3H0 H1 Hn-1 Hn blank blankblank blank blank

 

図 34.17 VDがデータイネーブルの場合のタイミング 

 

HOFST

blank blank blank blank blank blank blankCb0 Y0 Cr0 Y1 Cb2 Y2

VIO_CLK

VIO_HD

VIO_D7～VIO_D0

 

図 34.18 水平オフセット 

 

HOFST=0

blank blank blank blank blank blankCb0 Y0 Cr0 Y1 Cr2 Y3Cb2 Y2

VIO_CLK

VIO_HD

VIO_D7～VIO_D0

 

図 34.19 HDがデータイネーブルの場合のタイミング（8ビットインタフェース） 
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34.4.6 キャプチャインタフェース幅レジスタ（CAPWR） 

CAPWRは、画像取り込みを行う際の取り込み（キャプチャ）サイクル幅を設定します。 

データ入力端子のビット幅および取り込むデータによって、設定単位が異なります。それぞれの設定単位は表

34.7を参照してください。データイネーブル取り込みモード時は、本レジスタは使用しません。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

— — — — VWDTH[11:0]

HWDTH[12:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～18 

17、16 

VWDTH[11:2]

VWDTH[1:0] 

H'000 R/W 

R 

垂直方向のキャプチャ期間指定（4HD単位） 

本ビットには、VOFSTビットで指定した位置からのキャプチャライン数

（HD数）を指定します。図 34.20に垂直ブランク期間が 0の場合のタイ

ミングを示します。CEUは、垂直方向に本ビットで指定したライン数（HD

数）のみをキャプチャします。 

データ同期取り込みの際も同様に設定してください。 

最大設定値は、1,920HD（5M画素）となります。 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12～1 

0 

HWDTH[12:1]

HWDTH[0] 

H'0000 R/W 

R 

水平方向のキャプチャ期間指定 

本ビットには、HOFSTビットで指定した位置からのキャプチャサイクル

数を指定します。図 34.21に水平ブランク期間が 0の場合のタイミングを

示します。CEUは、水平方向に本ビットで指定したサイクル数のみをキャ

プチャします。データ同期取り込みの際も同様に設定してください。 

最大設定値は以下のとおりです。 

• 8ビットインタフェースの場合 

画像キャプチャ時（8サイクル単位） ：5,120サイクル 

（2,560画素） 

データ同期取り込みモード時（4サイクル単位） ：2,560サイクル 

（2,560バイト） 

• 16ビットインタフェースの場合 

画像キャプチャ時（4サイクル単位） ：2,560サイクル 

（2,560画素） 

データ同期取り込みモード時（2サイクル単位） ：1,280サイクル 

（2,560バイト） 

【注】データ同期取り込みの際は CFSZR、CDWDRの値は CAPWRに設

定した値をもとに設定してください。詳細は、CFSZR、CDWDR

を参照してください。 

 

表 34.7 取り込み（キャプチャ）サイクル幅設定単位 

垂直方向 水平方向 インタフェース 

画像キャプチャ データ同期取り込み 画像キャプチャ データ同期取り込み 

8ビットインタフェース 4HD 4HD 8サイクル 4サイクル 

16ビットインタフェース 4HD 4HD 4サイクル 2サイクル 

 

VWDTH

VIO_VD

VIO_HD 1H 2H 3H

VIO_D15～VIO_D0

VOFST=0

vaild vaildvaild vaild vaild vaild blank blankvaild blank blank

 

図 34.20 垂直キャプチャタイミング 
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VIO_CLK

VIO_HD

VIO_D7 VIO_D0

HOFST=0

blank blank blankCb0 Y0 Cr0 Y1 Crn-1 YnCb2 Yn-1

HWDTH

 

図 34.21 水平キャプチャタイミング（画像キャプチャ 8ビットインタフェース） 
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34.4.7 キャプチャインタフェース入力方式レジスタ（CAIFR） 

CAIFRは、キャプチャ画像の入力方式（プログレッシブ／インターレース）、キャプチャ画像（フレーム／両

フィールド／片フィールド）、キャプチャを開始する画像（トップフィールド／ボトムフィールド等）を設定し

ます。本レジスタは、データ取り込みの際は使用しません。 

本レジスタは、動作中は書き換えないでください。動作中に書き込みを行った場合の動作は保証しません。ま

た、動作中に本レジスタを書き換えた場合、割り込み要因 CETCRの IGRWビットに B'1がセットされます。 

本レジスタで設定する項目を表 34.8に示します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — IFS — — — CIM FCI[1:0]— —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

8 IFS 0 R/W キャプチャ画像の入力方式設定 

0：プログレッシブ 

1：インターレース 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 CIM 0 R/W キャプチャ画像設定 

キャプチャ画像の入力方式がプログレッシブ（フレーム画像）の場合、お

よびキャプチャ画像の入力方式がインターレースでかつ、トップ／ボトム

両フィールドを連続してキャプチャする場合は 0を設定してください。キ

ャプチャ画像の入力方式がインターレースでかつ、片フィールド画像のみ

をキャプチャする場合は 1を設定してください。 

0：フレーム画像（1VD）もしくは両フィールド画像（2VD）をキャプ

チャ 

1：片フィールド画像（1VD）をキャプチャ 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 FCI[1:0] 00 R/W キャプチャ開始タイミング設定 

キャプチャを開始するタイミングを、最初にキャプチャする画像を指定す

ることで設定します。 

入力方式がプログレッシブの場合は、00を設定してください。 

00：トップ／ボトムフィールドにかかわらず、キャプチャ起動直後の

VD入力からキャプチャを開始 

01：キャプチャ起動後、トップフィールド画像の入力まで待って、トッ

プフィールドからキャプチャを開始 

10：キャプチャ起動後、ボトムフィールド画像の入力まで待って、ボト

ムフィールドからキャプチャを開始 

11：設定禁止 

 

表 34.8 CAIFR設定項目 

入力方式 IFSビット キャプチャ画像 CIMビット キャプチャを開始する画像 FCIビット 

プログレッシブ 0 フレーム 0 起動直後のフレーム B'00 

起動直後のフィールド B'00 

トップフィールド B'01 

ボトムフィールド B'10 

両フィールド 

（2VDキャプチャ） 

0 

設定禁止 B'11 

起動直後のフィールド B'00 

トップフィールド B'01 

ボトムフィールド B'10 

インターレース 1 

片フィールド 

（1VDキャプチャ） 

1 

設定禁止 B'11 
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フレーム画像キャプチャおよび片フィールド画像キャプチャでは、1VDのキャプチャを終了した時点で、1フ

レームキャプチャ終了割り込みが発生します。一方、両フィールド画像キャプチャでは、1VDのキャプチャが終

了した時点で、1フィールドキャプチャ終了割り込みが発生し、2VDのキャプチャを終了した時点で、1フレーム

キャプチャ終了割り込みが発生します。このとき、1フィールドキャプチャ終了割り込みと 1フレームキャプチャ

終了割り込みは、同時に発生します。両フィールド画像キャプチャの 1フレームキャプチャ終了割り込みおよび

フィールドキャプチャ終了割り込みのタイミングを図 34.22に示します。 

VIO_HD

VIO_FLD

VIO_VD

CAPSR.CE

CSTSR.CPTON

1フィールド
キャプチャ終了
割り込み
CETCR.CFE

1フィールド
キャプチャ期間

1フレーム
キャプチャ終了
割り込み
CETCR.CPE

ボトムフィールド
キャプチャ終了

両フィールドキャプチャ期間

1フィールド
キャプチャ期間

トップフィールド
キャプチャ終了

 

図 34.22 両フィールド画像キャプチャの 1フレームキャプチャ終了割り込み 

およびフィールドキャプチャ終了割り込みタイミング 

 



 

34. キャプチャエンジンユニット（CEU） 

34-30  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

フレームキャプチャ画像および片フィールドキャプチャ画像は、CDAYR、CDACRに設定されているアドレス

を先頭に、メモリに格納されます（図 34.23）。両フィールドキャプチャ画像は、トップフィールドとボトムフィ

ールドで格納されるメモリ領域が異なります。トップフィールドは、CDAYR、CDACRに設定されているアドレ

スを先頭に、ボトムフィールドは、CDBYR、CDBCRに設定されているアドレスを先頭に、メモリに格納されま

す（図 34.24）。 

CEU入力画像
CDWDRCDAYR、CDACR

メモリイメージ

 

図 34.23 フレームキャプチャ画像および片フィールドキャプチャ画像のメモリ格納イメージ 

 

CEUトップフィールド入力画像

CDWDRCDBYR、CDBCR
CDAYR、CDACR

メモリイメージ

CEUボトムフィールド入力画像  

図 34.24 両フィールドキャプチャ画像のメモリ格納イメージ 
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インターレース入力方式の連続キャプチャで、FCIビットを B'00に設定した場合、両フィールド画像キャプチ

ャでは、最初に取り込んだフィールドを基準にして、2VDを連続してキャプチャします（図 34.25）。片フィー

ルド画像キャプチャでは、最初に取り込んだフィールドのみ 1VDを連続してキャプチャします（図 34.26）。 

VIO_VD

VIO_D15～
VIO_D0

【記号説明】

：キャプチャ ：トップフィールド
：ボトムフィールド

tf 
bf

tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf

 

図 34.25 インターレース両フィールド連続キャプチャ 

（起動直後の画像がトップフィールドの場合（FCI＝B'00）） 

【記号説明】

：キャプチャ ：トップフィールド
：ボトムフィールド

tf 
bf

VIO_VD

VIO_D15～
VIO_D0

tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf tf bf

 

図 34.26 インターレース片フィールド連続キャプチャ 

（起動直後の画像がトップフィールドの場合（FCI＝B'00）） 

 

（1） インターレース入力のフレームイメージ格納 

CEUでは、インターレース入力画像をフレームイメージでメモリに格納できます。インターレース入力画像を

フレームイメージで格納する場合、本レジスタの各ビットを以下のように設定してください。 

入力方式 ：インターレース（IFSビット＝B'1） 

キャプチャ画像 ：両フィールド（CIMビット＝B'0） 

キャプチャを開始する画像 ： 禁止設定を除く任意（FCIビット＝任意） 
 

インターレース入力を両フィールドキャプチャし、フレームイメージでメモリに格納した場合のメモリイメー

ジを図 34.27に示します。CDAYR、CDACRにはトップフィールドキャプチャ画像のメモリ格納先先頭アドレス

を、CDBYR、CDBCRにはボトムフィールドキャプチャ画像のメモリ格納先先頭アドレスを設定してください。

インターレース画像をフレームイメージでメモリに格納する場合、CDWDRには図 34.27のように、トップフィ

ールドとボトムフィールドを横に並べるイメージで、メモリ領域の画像の横サイズを設定してください。また、

CAPWRの VWDTHビットには、フィールド画像のキャプチャライン数を設定してください。 
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図 34.27のメモリ領域の画像の横サイズを CDWDR/2で折り返したメモリイメージを、図 34.28に示します。

図 34.27のイメージでレジスタを設定することによって、図 34.28のようにインターレース画像がフレームイメ

ージでメモリに格納されます。 

CEUトップフィールド入力画像

CDWDR
CDBYR、CDBCR

CAPWR.VWDTH

CDAYR、CDACR

メモリイメージ

CDWDR/2

CEUボトムフィールド入力画像  

図 34.27 インターレース入力両フィールドキャプチャのメモリ格納イメージ 

 

CDWDR/2

CAPWR.VWDTH×2

CDAYR、CDACR

メモリイメージ
CDBYR、CDBCR

 

図 34.28 インターレース入力のフレームイメージメモリ格納イメージ 
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34.4.8 CEUレジスタ制御レジスタ（CRCNTR） 

CRCNTRは、2面構成となっているレジスタの面の切り替えを制御します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — RVS — — RS RC

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 RVS 0 R/W 両フィールドキャプチャ時のレジスタ面切り替えタイミング設定 

本ビットは、両フィールドキャプチャでかつ RCビットが 1のときのみ有

効です。 

0：2VDごとにレジスタ面を切り替え 

1：1VDごとにレジスタ面を切り替え 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 RS 0 R/W VDに同期して CEUが使用するレジスタ面を指定 

本ビットは、RCビットが 0のときのみ有効です。 

0：A面のレジスタを使用する 

1：B面のレジスタを使用する 

0 RC 0 R/W VDに同期して CEUが使用するレジスタ面の切り替え指定 

レジスタ面を切り替えない場合は、RSビットで指定されたレジスタ面を

使用します。 

0：VDに同期して指定されたレジスタ面を使用する 

1：VDに同期してレジスタ面を切り替える 

 

CSTSR.CE

2VD

VIO_VD

VIO_FLD

レジスタ面 B面 A面 B面 A面
 

図 34.29 RVSビットが B'0のときのレジスタ面切り替えタイミング 
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CSTSR.CE

1VD

VIO_VD

VIO_FLD

レジスタ面 B面 A面 B面 A面 B面 A面 B面
 

図 34.30 RVSビットが B'1のときのレジスタ面切り替えタイミング 

 

34.4.9 CEUレジスタ強制制御レジスタ（CRCMPR） 

CRCMPRは、2面構成となっているレジスタ面の切り替えを強制的に制御します。本レジスタを設定すること

により、直接レジスタ面の切り替えを制御できます。 

本レジスタは、動作中は書き換えないでください。動作中に書き込みを行った場合の動作は保証しません。ま

た、動作中に本レジスタを書き換えた場合、割り込み要因 CETCRの IGRWビットに B'1がセットされます。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — RA

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 RA 0 R/W 現在指定しているレジスタ面を表しています。本レジスタ値は、キャプチ

ャを開始する VDに同期して自動的に切り替わります。 

VDに同期してレジスタ面を切り替える設定（CRCNTRの RCビットが 1）

で、A面のレジスタ設定からキャプチャを開始したい場合は、本ビットで

B面を指定してください。 

0：A面のレジスタを指定する 

1：B面のレジスタを指定する 
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34.4.10 キャプチャフィルタ制御レジスタ（CFLCR） 

CFLCRは、画像縮小フィルタの縮小率を設定します。 

CEUには画像縮小フィルタが実装されており、キャプチャした画像を縮小してメモリへ格納することができま

す。縮小処理を行わない場合（等倍）は、本レジスタに 0を設定してください。本レジスタに 0以外を設定した

場合、縮小処理を実行します。データ取り込みの際は、本レジスタはすべて 0を指定してください。 

インターレース入力画像をフレーム画像として扱うときは、本レジスタには 0を設定し、フィルタをかけない

でください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HMANT[3:0] HFRAC[11:0]

VMANT[3:0] VFRAC[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 VMANT[3:0] H'0 R/W 垂直方向の縮小率の倍数部 

VMANTの設定範囲は、H'0～H'Fです。VMANTを H'0、VFRACを H'000

に設定した場合には、縮小フィルタを使用しません。 

27～19 

18～16 

VFRAC[11:3]

VFRAC[2:0] 

H'000 R/W 

R 

垂直方向の縮小率の仮数部 

VFRACの設定範囲は、H'000～H'FF8です。VMANTのみでは設定できな

い端数を含む縮小率を設定してください。 

15～12 HMANT[3:0] H'0 R/W 水平方向の縮小率の倍数部 

HMANTの設定範囲は、H'0～H'Fです。HMANTを H'0、HFRACを H'000

に設定した場合には、縮小フィルタを使用しません。 

11～3 

2～0 

HFRAC[11:3]

HFRAC[2:0] 

H'000 R/W 

R 

水平方向の縮小率の仮数部 

HFRACの設定範囲は、H'000～H'FF8です。HMANTのみでは設定できな

い端数を含む縮小率を設定してください。 

 

CEUには、画像縮小フィルタが実装されており、キャプチャした画像を縮小してメモリへ格納することができ

ます。 

CEU 

 

図 34.31 キャプチャ画像の縮小 
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以下に、フィルタの入力画素数と出力画素数からMANT（VMANTまたは HMANT）と FRAC（VFRACまたは

HFRAC）を求める計算式を示します。この説明から、CEUの入力画素に対して要求する出力画素を得られるよう

にMANTおよび FRACを設定してください。 

まず、仮のMANT値および FRAC値を求めます。計算に必要となるパラメータを、 
 

SCL  =

α =

4096
α

MANT  4096 + FRAC . . .  数式1

. . .  数式2

 
 

と定義します。整数 xの小数点以下を切り捨てる演算子を x として表現すると、数式 1および数式 2より 
 

SCL
1 、MANT = MANT × 8512 × FRAC =

SCL

1

 
 

としてMANTおよび FRACを仮に設定できます。ここで、縮小時のフィルタ出力サイズ（SIZED）は入力画像

サイズを Sin（8ビットインタフェースの場合：CAPWR設定値の 1/2、16ビットインタフェースの場合：CAPWR

設定値）として、 
 

SIZED = 1 + + Sin    1
MANTpre

1
2

MANTpre × 4096
×

α
- 1- . . .  数式3

 
MANTpre

MANTpre

MANTpre

MANTpre

= 1

= 2

= 4

= 8

(0 ≤ MANT < 2)

(8 ≤ MANT )

(4 ≤ MANT < 8)

(2 ≤ MANT < 4)

 
 

として計算できます。 

これらの式に仮で求めたMANT、FRAC、および入力画像サイズを代入すると出力画素を求めることができま

す。求めた出力画素数がMANT、FRACを仮で求める際に使用した出力画素より小さくなった場合は、FRAC(α)

の値を少し小さくして再計算を行い、要求する出力画素より大きい画素値が得られるMANTおよび FRACを本レ

ジスタに設定してください。 

（例）640画素を 480画素に縮小する 

SCL＝480/640＝3/4となりMANT＝1、MANTpre＝1、FRAC＝H'550を仮で設定します。これを 
 

SIZED = 1 + + Sin    1
MANTpre

1
2

MANTpre × 4096
×

α
- 1- . . .  数式3

 
 

へ代入すると出力画素数＝479を得ることがでます。この出力画素数は、要求する出力画素数 480よりも小さい

ため、FRACを 8小さい H'548にして再計算すると、出力画素数＝480を得ることができ、要求する出力画素数 480

に等しいので、レジスタへはMANT＝1、FRAC＝H'548を設定します。 
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表 34.9 縮小フィルタの各倍率設定例 

FRAC 倍率 

10進数 16進数 

MANT 入力画素数 出力画素数 サイズクリップ

（CFSZR） 

7/8 576 H'240 1 640 560 560 

3/4 1352 H'548 1 640 480 480 

5/8 2448 H'990 1 640 400 400 

1/2 0 H'0 2 640 320 320 

3/8 2728 H'AA8 2 640 240 240 

1/3 0.0 H'0 3 640 213 212 

1/4 0.0 H'0 4 640 160 160 

1/5 0.0 H'0 5 640 128 128 

1/6 0.0 H'0 6 640 107 104 

1/7 0.0 H'0 7 640 91 88 

1/8 0.0 H'0 8 640 80 80 

1/16 4088 H'FF8 15 640 40 40 

【注】 本縮小フィルタでは VGAサイズのラインメモリを用いて縮小を行うために、VGAよりも大きいサイズの画像を入力し

て縮小を行う場合、出力後の画像サイズが SubQCIFサイズ以上 VGAサイズ以下になるように設定してください。縮小

を行わない場合（等倍）は、本制約は関係ありません。 

 

34.4.11 キャプチャフィルタサイズクリップレジスタ（CFSZR） 

CFSZRは、フィルタの出力サイズ微調整用のクリップサイズ設定用レジスタです。CFLCRと合わせて使用して

ください。フィルタの出力サイズをクリップする際、そのサイズを画素数で設定してください。設定単位は 4画

素単位です。等倍出力の場合も設定してください。データイネーブル取り込みモード時は、本レジスタは使用し

ません。 

データ同期取り込みの際は、本レジスタは CAPWRの設定をもとに設定してください。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — HFCLP[11:0]

VFCLP[11:0]— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～18 

17、16 

VFCLP[11:2]

VFCLP[1:0] 

H'000 R/W 

R 

垂直方向のフィルタ出力サイズのクリップ値（4画素単位） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～1 

0 

HFCLP[11:1]

HFCLP[0] 

H'000 R/W 

R 

水平方向のフィルタ出力サイズのクリップ値（4画素単位） 

 

CEU部に搭載している縮小フィルタは、設定によっては、奇数画素／奇数ラインを出力する場合があります。

このため、フィルタは出力サイズを整えるために、図 34.32に示すように、本レジスタに設定した画素数で出力

画像をクリッピングします。クリップサイズ指定は、縦横 4画素単位で指定可能です。 

CFSZR.HFCLP = h
CFSZR.VFCLP = v

(h+a) pixels

(v+b) lines

h pixels

v lines

 

図 34.32 フィルタ出力画像のクリッピング 

 

クリップの画素数は、画面の左上からのカウントになります。設定した画素数よりも右側、設定したライン数

よりも下側にある画素については、クリップ機能により切り捨てられます。本レジスタに設定した画素数が、実

際のフィルタ出力画素数よりも大きい場合、動作保証できませんので、必ずフィルタの出力画素数以下の値を設

定してください。 

【注】 データ同期取り込みモードの際は以下の設定が必要となります。以下の設定を行わないと、データを正しく取り込むこ

とができません。 

 ・8ビットインタフェースの場合： 

  VFCLP＝CAPWR.VWDTH 

  HFCLP＝CAPWR.HWDTH/2 

 ・16ビットインタフェースの場合： 

  VFCLP＝CAPWR.VWDTH 

  HFCLP＝CAPWR.HWDTH 
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34.4.12 キャプチャデスティネーション幅レジスタ（CDWDR） 

CDWDRは、キャプチャした画像を出力するメモリ領域の画像の横サイズを 4バイト単位（4画素単位）で設定

します。 

データ同期取り込みの際は、CAPWRの設定をもとに、本レジスタを設定してください。データイネーブル取

り込みモード時は、本レジスタは使用しません。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — CHDW[12:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

12～2 

1、0 

CHDW[12:2]

CHDW[1:0] 

H'0000 R/W 

R 

キャプチャ画像を書き込むメモリ領域の画像の横サイズをバイト数で指

定（4バイト単位） 

CEUでキャプチャした画像データは、メモリへ格納されます。このとき、

図 34.33に示すように、キャプチャした画像における水平右端の折り返し

が、メモリ領域にある画像イメージの横サイズと異なる場合、キャプチャ

イメージ格納の際に、画像右端でアドレスをジャンプさせる必要がありま

す。このため、本ビットには、メモリにキャプチャした画像を書き込む際

の、メモリ空間にある画像イメージの横サイズを設定してください。 

最大設定値は 8,188バイト（8,188画素）です。 

データ同期取り込みの際は以下のように設定してください。 

8ビットインタフェースの場合： 

CHDW＝CAPWR.HWDTH 

16ビットインタフェースの場合： 

CHDW＝CAPWR.HWDTH×2 
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CEU出力画像
CHDW

メモリイメージ

 

図 34.33 キャプチャ画像とメモリ領域画像 
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34.4.13 キャプチャデータアドレス Yレジスタ（CDAYR） 

CDAYRは、フレーム画像キャプチャおよび片フィールド画像キャプチャの際のデータの輝度（Y）成分のデー

タ格納先アドレス指定、両フィールド画像キャプチャの際のトップフィールドの輝度（Y）成分格納先アドレス指

定、およびデータ取り込みの際のデータ格納先アドレス指定を行います。CEUは、キャプチャした画像データを

バスを経由し輝度成分データ（Y）と色差成分データ（C）に分けてメモリへ書き込みます。フレーム画像キャプ

チャおよび片フィールド画像キャプチャの際は、キャプチャデータの Y（輝度）成分のデータ格納に使用するメ

モリ領域の先頭アドレスを設定してください。両フィールド画像キャプチャの際は、トップフィールドキャプチ

ャ画像の Y（輝度）成分の格納先先頭アドレスを設定してください。データ取り込みの際は、データ格納に使用

するメモリ領域の先頭アドレスを設定してください。 

アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位は、ロングワード単位です。画像キャプ

チャの際は 4画素単位、データ取り込みの際は 4バイト単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0

が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CAYR[15:0]

CAYR[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CAYR[31:2]

CAYR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャデータの Y（輝度）成分データ

格納先アドレス（4画素単位） 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャデータの Y（輝度）成分デ

ータ格納先アドレス（4画素単位） 

• 両フィールド画像キャプチャ時：トップフィールドキャプチャデータの

Y（輝度）成分データ格納先アドレス（4画素単位） 

• データ取り込み時：データ格納先アドレス（4バイト単位） 

• データイネーブル取り込みバンドル書き込み時：データ格納先アドレス

（32バイト単位） 
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本レジスタには、図 34.34に示すように、取り込んだデータを格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレス

を設定してください。 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャした画像のY成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレス

を設定してください。 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャした画像のY成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアド

レスを設定してください。 

• 両フィールド画像キャプチャ時：キャプチャしたトップフィールド画像のY成分を格納するメモリ領域の先

頭ポイントのアドレスを設定してください。 

• データ取り込み時：キャプチャしたデータを格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレスを設定してくだ

さい。データ取り込みモードでは先頭アドレスから単純にデータを詰めていくため、終端アドレスは以下の

ようになります。 

（終端アドレス）＝CDAYR＋（取り込みバイト数） 

• データイネーブル取り込みバンドル書き込み時は、32バイト単位でアドレスを設定してください。 

 

CDAYR

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEU出力画像

CDAYR
（格納先頭アドレス）

メモリイメージ

 

図 34.34 キャプチャ画像と Y成分メモリ領域の関係 
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34.4.14 キャプチャデータアドレス Cレジスタ（CDACR） 

CDACRは、フレーム画像キャプチャおよび片フィールド画像キャプチャの際のデータの色差（C）成分の格納

先アドレス指定および両フィールド画像キャプチャの際のトップフィールドの色差（C）成分格納先アドレス指定

を行います。CEUは、キャプチャした画像データを、バスを経由し、輝度成分データ（Y）と色差成分データ（C）

に分けてメモリへ書き込みます。フレーム画像キャプチャおよび片フィールドキャプチャの際は、キャプチャデ

ータの C（色差）成分を格納するメモリ領域の先頭アドレスを設定してください。両フィールドキャプチャの際

は、トップフィールドキャプチャ画像の C（色差）成分の格納先先頭アドレスを設定してください。データ取り

込みの際は、本レジスタは使用しません。 

本レジスタで設定するアドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位は、ロングワード

単位です。また、4画素単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CACR[15:0]

CACR[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CACR[31:2]

CACR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャデータの C（色差）成分データ

格納先アドレス（4画素単位） 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャデータの C（色差）成分デ

ータ格納先アドレス（4画素単位） 

• 両フィールド画像キャプチャ時：トップフィールドキャプチャデータの

C（色差）成分データ格納先アドレス（4画素単位） 
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本レジスタには、図 34.35に示すように、キャプチャした画像の C成分を格納するメモリ領域の先頭ポイント

のアドレスを設定してください。また、C成分の出力データ形式は図 34.36のようになっており、この形式でメ

モリに格納します。 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャした画像のC成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレス

を設定してください。 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャした画像のC成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアド

レスを設定してください。 

• 両フィールド画像キャプチャ時：キャプチャしたトップフィールド画像のC成分を格納するメモリ領域の先

頭ポイントのアドレスを設定してください。 

 

CDACR

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEU出力画像
CDACR

メモリイメージ

 

図 34.35 キャプチャ画像と C成分メモリ領域の関係 

 

Cb0 Cr0 Cb2 Cr2

 

図 34.36 C成分のメモリ出力イメージ 
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34.4.15 キャプチャデータボトムフィールドアドレス Yレジスタ（CDBYR） 

CDBYRは、両フィールド画像キャプチャの際のボトムフィールドキャプチャデータの輝度（Y）成分格納先の

アドレスを指定します。CEUは、キャプチャした画像データを、バスを経由し、輝度成分データ（Y）と色差成

分データ（C）に分けてメモリへ書き込みます。本レジスタには、両フィールドキャプチャ画像のボトムフィール

ドの、Y（輝度）成分を格納するメモリ領域の先頭アドレスを設定してください。フレーム画像キャプチャ、片フ

ィールド画像キャプチャの場合と、データ取り込みの際は、本レジスタは使用しません。 

アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位はロングワード単位です。また、4画素

単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CBYR[15:0]

CBYR[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CBYR[31:2] 

CBYR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

ボトムフィールドキャプチャデータの Y（輝度）成分データ格納先アドレ

ス（4画素単位） 

 

本レジスタには、図 34.37に示すように、ボトムフィールドキャプチャ画像の Y成分を格納するメモリ領域の

先頭ポイントのアドレスを設定してください。 

CDBYR

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEUボトムフィールド
キャプチャ出力画像

CDBYR

メモリイメージ

 

図 34.37 ボトムフィールドキャプチャ画像と Y成分メモリ領域の関係 
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34.4.16 キャプチャデータボトムフィールドアドレス Cレジスタ（CDBCR） 

CDBCRは、両フィールド画像キャプチャの際の、ボトムフィールドキャプチャデータの色差（C）成分格納先

のアドレスを指定します。CEUは、キャプチャした画像データを、バスを経由し、輝度成分データ（Y）と色差

成分データ（C）に分けてメモリへ書き込みます。本レジスタには、両フィールドキャプチャ画像のボトムフィー

ルドの C（色差）成分を格納するメモリ領域の先頭アドレスを設定してください。フレーム画像キャプチャ、片

フィールドキャプチャの場合と、データ取り込みの際は、本レジスタは使用しません。 

アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位はロングワード単位です。また、4画素

単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CBCR[15:0]

CBCR[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CBCR[31:2]

CBCR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

ボトムフィールドキャプチャデータの C（色差）成分データ格納先アドレ

ス（4画素単位） 

 

本レジスタには、図 34.38に示すように、ボトムフィールドキャプチャ画像の C成分を格納するメモリ領域の、

先頭ポイントのアドレスを設定してください。また、C成分の出力データ形式は図 34.39のようになっており、

この形式でメモリに格納します。 

CDBCR

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEUボトムフィールド
キャプチャ出力画像

CDBCR

メモリイメージ

 

図 34.38 ボトムフィールドキャプチャ画像と C成分メモリ領域の関係 
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Cb0 Cr0 Cb2 Cr2

 

図 34.39 C成分のメモリ出力イメージ 

 

34.4.17 キャプチャバンドルデスティネーションサイズレジスタ（CBDSR） 

CBDSRは、バンドル書き込みの際の、メモリ出力サイズを設定します。画像キャプチャ、およびデータ同期取

り込みの際は、メモリ出力ライン数を設定します。データイネーブル取り込みの際は、メモリ出力バイト数を設

定します。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CBVS[15:0]

— — — — — — — — — CBVS[22:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

22～0 CBVS[22:3] 

CBVS[2:0] 

H'000 R/W 

R 

バンドル書き込みの際のメモリ出力ライン数またはメモリ出力バイト数 

画像キャプチャおよびデータ同期取り込み時：バンドル書き込みの際のメモ

リ出力ライン数 

単位：8ライン、最小：8ライン、最大 4,088ライン（H'FF8） 

データイネーブル取り込み時：バンドル書き込みの際のメモリ出力バイト数 

単位：32バイト、最小：512バイト、最大 6,291,456バイト（H'600000） 
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（a） 画像キャプチャ、およびデータ同期取り込み時 

バンドル書き込みでメモリに書き込むキャプチャデータのライン数を、8の倍数で設定してください。本レジス

タは CDOCR.CBE＝1のときのみ有効です。CDOCR.CBE＝1で、本レジスタが H'0の場合、本モジュールはメモ

リ書き込むキャプチャデータのライン数を、H'8として動作します。最大設定ライン数は、4,088（H'FF8）ライン

です。CBVS[11:3]までが有効です。 

CEU入力画像
メモリイメージ

CBVS

CBVS

 

図 34.40 バンドル書き込みキャプチャ画像のメモリ格納イメージ 

 

（b） データイネーブル取り込み時 

バンドル書き込みでメモリに書き込むキャプチャデータのバイト数を、32の倍数で設定してください。本レジ

スタは CDOCR.CBE＝1のときのみ有効です。最小設定サイズは 512バイトです。512バイト未満に設定した場合

の動作は保証しません。 
 

34.4.18 キャプチャローパスフィルタ制御レジスタ（CLFCR） 

CLFCRは、ローパスフィルタを動作させるか否かを設定します。データ取り込みモードの際は、LPFビットを

B'0に設定してください。 

CEUが実装するローパスフィルタの特性上、ローパスフィルタ処理後の画像は、原画像に比べて位相位置が 1

画素右にずれて見えます。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — LPF

— — — — — — — — — — — — — — — —
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 LPF 0 R/W ローパスフィルタの動作有無を設定 

ローパスフィルタは、出力画像の水平方向の高周波成分を除去します。デ

ータ取り込みモードでは 0を設定してください。 

0：ローパスフィルタなし 

1：ローパスフィルタあり（水平方向のみ） 

 

34.4.19 ファイアウォール動作制御レジスタ（CFWCR） 

CFWCRは、データイネーブル取り込みの際の書き込みアドレスの上限を設定します。外部モジュールからの

VD入力が立ち下がらず、終了が通知されなかった場合にメモリへの書き込み暴走を抑止することができます。 

本レジスタは、データイネーブル取り込み時のみ有効です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

FWV[10:0] — — — — FWE

FWV[26:11]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 FWV[26:0] H'0000008 R/W 書き込みアドレスの上限を指定 

32ビット中の上位 27ビットを指定します。 

FWV[26:0]<<5 + H'1Fが上限アドレスです。 

4～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 FWE 0 R/W FWEビット=1のとき、アドレスが FWV設定値以上になった場合、アド

レスを保持し、割り込み要因 FWFをセットします。それ以降、アドレス

はインクリメントされず、データは上限のアドレスに上書きされます。 

0：ファイアウォールを起動しない 

1：ファイアウォールを起動する 

 

34.4.20 キャプチャデータ出力制御レジスタ（CDOCR） 

CDOCRは、キャプチャデータのメモリへの出力方式を設定します。データ取り込みモードの際は、CDSビッ

トを B'1、CBEビットを B'0の設定にしてください。 
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R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R R R R R/W R R R R/W R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — CFXAD — — — CDS — COLS COWS COBS

— — — — — — — — — — — — — — — CBE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 CBE 0 R/W メモリに書き込むキャプチャデータのライン数を制御 

• 画像キャプチャ時 

メモリに書き込むキャプチャデータのライン数を制御します。本レジス

タによってバンドル書き込みが設定された場合、CBDSRレジスタに設

定されたライン単位で、CDAYR、CDACRと CDAYR2、CDACR2（両

フィールドキャプチャ時のボトムフィールドは、CDBYR、CDBCRと

CDBYR2、CDBCR2）で指定されたアドレスに、交互にキャプチャデー

タを書き込みます（図 34.41）。CBDSRレジスタに設定されたライン数

分のキャプチャデータの書き込みが終了した時点で、各アドレス指定レ

ジスタに対応した書き込み終了割り込みを発生します。なお、1フレー

ム（1フィールド）キャプチャ終了時は、バンドル書き込み終了時でも、

バンドル書き込み終了割り込みは発生しません。 

• データ同期取り込み時 

メモリに書き込むキャプチャデータのライン数を制御します。本レジスタ

によってバンドル書き込みが設定された場合、CBDSRレジスタに設定さ

れたライン単位で、CDAYRと CDAYR2で指定されたアドレスに、交互に

キャプチャデータを書き込みます。CBDSRレジスタに設定されたライン

数分のキャプチャデータの書き込みが終了した時点で、各アドレス指定レ

ジスタに対応した書き込み終了割り込みを発生します。なお、1フレーム

キャプチャ終了時は、バンドル書き込み終了時でも、バンドル書き込み終

了割り込みは発生しません。 

• データイネーブル取り込み時 

メモリに書き込むキャプチャデータのバイト数を制御します。本レジス

タによってバンドル書き込みが設定された場合、CBDSRレジスタに設

定されたバイト単位で、CDAYRと CDAYR2で指定されたアドレスに、

交互にキャプチャデータを書き込みます。CBDSRレジスタに設定され

たバイト数分のキャプチャデータの書き込みが終了した時点で、各アド

レス指定レジスタに対応した書き込み終了割り込みを発生します。なお、

データイネーブル取り込み時のみ、1フレームキャプチャ終了時も、バ

ンドル書き込み終了時は、バンドル書き込み終了割り込みを発生します。 

各アドレス指定レジスタと書き込み終了割り込み要因の対応を表 34.10

に、画像キャプチャおよびデータ同期取り込み時の書き込み終了割り込み

タイミングを図 34.42に、データイネーブル取り込み時の書き込み終了割

り込みタイミングを図 34.43に示します。 

0：通常書き込み 

1：バンドル書き込み 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

8 CFXAD 0 R/W CEUが処理した画像およびデータをメモリ出力する際のアドレス固定モ

ードを設定します。アドレス固定モードを設定した場合、CEUが画像出力

する書き込みアドレスは、インクリメントせずに常に一定となります。 

アドレス固定モードを使用する際には、CDAYR、CDACR、CDBYR、

CDBCRの出力アドレスレジスタには、必ず下位 5ビットが 0であるアド

レスを設定してください。 

0：出力部の出力アドレスをインクリメント（通常動作） 

1：出力部の出力アドレスを固定（固定モード） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 CDS 0 R/W YCbCr 4:2:2フォーマットで取り込んだ画像データをメモリ出力する際の

画像フォーマットを指定 

本ビットに 0を書き込んだ場合、奇数ラインは、輝度成分（Y）のみを出

力し色差成分（Cb,Cr）は出力しません。インターレース入力画像も同様

に、フィールドの奇数ラインは、輝度成分（Y）のみを出力し色差成分

（Cb,Cr）は出力しません。データ取り込みモードでは 1を設定してくだ

さい。 

0：YCbCr 4:2:2から YCbCr 4:2:0に変換してメモリに出力 

1：YCbCr 4:2:2のままメモリに出力 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

2 COLS 0 R/W CEUから出力するデータのロングワード単位の入れ替えを制御 

0：ロングワード単位の入れ替えしない 

1：ロングワード単位の入れ替えする 

1 COWS 0 R/W CEUから出力するデータのワード単位の入れ替えを制御 

0：ワード単位の入れ替えしない 

1：ワード単位の入れ替えする 

0 COBS 0 R/W CEUから出力するデータのバイト単位の入れ替えを制御 

0：バイト単位の入れ替えしない 

1：バイト単位の入れ替えする 
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CEU入力画像
メモリイメージ

CBDSR

CBDSR

CDWDRCDAYR、CDACR

CDAYR2、CDACR2

 

図 34.41 バンドル書き込みメモリ格納イメージ 

 

表 34.10 アドレス指定レジスタと書き込み終了割り込み要因の対応 

アドレス指定レジスタ バンドル書き込み終了割り込み要因 

CDAYR、CDACR CETCR.CPBE1 

CDAYR2、CDACR2 CETCR.CPBE2 

CDBYR、CDBCR CETCR.CPBE3 

CDBYR2、CDBCR2 CETCR.CPBE4 
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VIO_HD

VIO_VD

CAPSR.CE

Bundle1
書き込み終了
割り込み
CETCR.CPBE1

Bundle2
書き込み終了
割り込み
CETCR.CPBE2

CBDSRライン
Bundle1

キャプチャ期間

CBDSRライン
Bundle2

キャプチャ期間

1フレーム
キャプチャ終了
割り込み
CETCR.CPE

書き込み

クリア

クリア

1フレームキャプチャ期間

CDAYR、CDACRへの
書き込み終了

CDAYR2、CDACR2への
書き込み終了

 

図 34.42 書き込み終了割り込みのタイミング（画像キャプチャ時、データ同期取り込み時） 

VIO_HD

VIO_VD

CAPSR.CE

バンドル1
書き込み終了
割り込み要因
CETCR.CPBE1=1

バンドル2
書き込み終了
割り込み要因
CETCR.CPBE2=1

CBDSRバイト
バンドル1

キャプチャ期間

CBDSRバイト 
バンドル2

キャプチャ期間

1フレーム
キャプチャ終了
割り込み要因
CETCR.CPE=1

書き込み

クリア

クリア

1フレームキャプチャ期間

CDAYRへの
書き込み終了

CDAYR2への
書き込み終了

 

図 34.43 書き込み終了割り込みのタイミング（データイネーブル取り込み時） 
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COLS、COWS、COBSビットは、CEUから出力するデータのロングワード単位、ワード単位、バイト単位の入

れ替えを制御するビットです。エンディアンによるデータの並びの問題が生じた場合に設定してください。デー

タ入れ替えレジスタのビットを以下に示します。データ取り込みの際も同様に設定できます。 

入れ替え機能としては、図 34.44のように、バイト単位、ワード単位、ロングワード単位、バイト－ワード－

ロングワード入れ替えが可能です。入れ替えを行う場合には、各制御ビットを B'1に設定してください。 

ロングワードスワップ

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

4 32 1 8 76 5

64ビット

バイトスワップ

4 3 2 18 7 6 5

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

1 23 4 5 67 8

64ビット

ワードスワップ

1 23 45 67 8

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 45 6 7 8

1 2 3 45 6 7 8

64ビット

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

64ビット

ロングワード－ワード－バイトスワップ

 

図 34.44 データ入れ替え機能 
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34.4.21 キャプチャデータ複雑度レジスタ（CDDCR） 

CDDCRは、キャプチャ画像の複雑度抽出の設定を行います。CEUは、キャプチャ画像の輝度成分の値から画

像の複雑度を算出します。連続する画像の複雑度の比較結果を、シーンチェンジを検出する際の情報として利用

できます。データ取り込みモードでは使用しません。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — DCOE DCSL[1:0]— —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 DCOE 0 R/W キャプチャ画像の複雑度をメモリに出力するか否かを設定 

本ビットに 1を書き込む場合は必ず、複雑度のメモリ書き込み先アドレス

を設定してください。アドレスを設定しないままキャプチャを起動させた

場合、メモリ上のデータを壊す可能性があります。 

データ取り込みモードでは 0を設定してください。 

0：キャプチャ画像の複雑度をメモリに出力しない 

1：キャプチャ画像の複雑度をメモリに出力する 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1、0 DCSL[1:0] 00 R/W 画像の複雑度を算出する際の演算画素範囲を選択 

00：キャプチャ画像の 16ライン分の輝度成分の複雑度を算出 

01：キャプチャ画像の 8ライン分の輝度成分の複雑度を算出 

10：キャプチャ画像の 1画面分の輝度成分の複雑度を算出 

11：設定禁止 
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34.4.22 キャプチャデータ複雑度アドレスレジスタ（CDDAR） 

CDDARは、キャプチャ画像の複雑度の格納先アドレスを指定します。CEUは、CDDCRの DCOEビットが B'1

のとき、キャプチャした画像の複雑度をメモリに書き込みます。本レジスタには、複雑度の格納に使用するメモ

リ領域の先頭アドレスを設定してください。データ取り込みの際は、本レジスタは使用しません。 

なお、連続キャプチャの際も、格納先アドレスは毎フレーム（フィールド）設定してください。 

キャプチャ画像の複雑度は、DCOEビットで抽出するか否かを、CDDCRの DCSLビットで抽出範囲（16ライ

ン／8ライン／1画面）を設定します。アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位は、

ロングワード単位です。また、ロングワード単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入され

ます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DCAR[15:0]

DCAR[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

DCAR[31:2] 

DCAR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

キャプチャ画像の複雑度の格納先アドレス（4バイト単位） 

 

本レジスタには、図 34.45に示すように、キャプチャした画像の複雑度を格納するメモリ領域の先頭ポイント

のアドレスを設定してください。また、複雑度の出力データ形式は図 34.46のようにロングワード単位になって

おり、この形式でメモリに格納します。 

CDDAR

メモリ

キャプチャ画像複雑度
メモリ領域

CEU出力画像

 

図 34.45 キャプチャ画像の複雑度のメモリ領域 
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DC0 DC1 DC2 DC3

DC

32ビット

【記号説明】
DC：キャプチャ画像の複雑度  

図 34.46 キャプチャ画像の複雑度のメモリ出力イメージ 

 

34.4.23 キャプチャイベント割り込み許可レジスタ（CEIER） 

CEIERは、CEUの割り込みを発生するイベントフラグレジスタに割り込み許可を設定するレジスタです。 
 

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CPBE
4IE

CPBE
3IE

CPBE
2IE

CPBE
1IE — — VDIE HDIE — — — IGR

WIE — — CF
EIE

CP
EIE

— — — — — — NV
DIE

NH
DIE FWFIE DCO

FIE — VB
PIE — IGV

SIE
IGH
SIE

CDT
OFIE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

25 NVDIE 0 R/W 非 VD割り込み許可。データイネーブル取り込み時は、本割り込みは禁止

に設定してください。 

0：非 VD割り込み禁止 

1：非 VD割り込み許可 

24 NHDIE 0 R/W 非 HD割り込み許可。データイネーブル取り込み時は、本割り込みは禁止

に設定してください。 

0：非 HD割り込み禁止 

1：非 HD割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23 FWFIE 0 R/W FWF割り込み許可 

0：FWF割り込み禁止 

1：FWF割り込み許可 

22 DCOFIE 0 R/W DCOF割り込み許可 

0：DCOF割り込み禁止 

1：DCOF割り込み許可 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

20 VBPIE 0 R/W VBP割り込み許可 

0：VBP割り込み禁止 

1：VBP割り込み許可 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

18 IGVSIE 0 R/W IGVS割り込み許可 

0：IGVS割り込み禁止 

1：IGVS割り込み許可 

17 IGHSIE 0 R/W IGHS割り込み許可 

0：IGHS割り込み禁止 

1：IGHS割り込み許可 

16 CDTOFIE 0 R/W CDTOF割り込み許可 

0：CDTOF割り込み禁止 

1：CDTOF割り込み許可 

15 CPBE4IE 0 R/W CPBE4割り込み許可 

0：CPBE4割り込み禁止 

1：CPBE4割り込み許可 

14 CPBE3IE 0 R/W CPBE3割り込み許可 

0：CPBE3割り込み禁止 

1：CPBE3割り込み許可 

13 CPBE2IE 0 R/W CPBE2割り込み許可 

0：CPBE2割り込み禁止 

1：CPBE2割り込み許可 

12 CPBE1IE 0 R/W CPBE1割り込み許可 

0：CPBE1割り込み禁止 

1：CPBE1割り込み許可 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

9 VDIE 0 R/W VD割り込み許可 

0：VD割り込み禁止 

1：VD割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 HDIE 0 R/W HD割り込み許可 

0：HD割り込み禁止 

1：HD割り込み許可 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 IGRWIE 0 R/W キャプチャ中レジスタアクセス割り込み許可 

0：キャプチャ中レジスタアクセス割り込み禁止 

1：キャプチャ中レジスタアクセス割り込み許可 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 CFEIE 0 R/W CFE割り込み許可 

0：CFE割り込み禁止 

1：CFE割り込み許可 

0 CPEIE 0 R/W 1フレームキャプチャ終了割り込み許可 

0：1フレームキャプチャ終了割り込み禁止 

1：1フレームキャプチャ終了割り込み許可 

 

34.4.24 キャプチャイベントフラグクリアレジスタ（CETCR） 

CETCRは、CEU内部で CPUに対して割り込みが起こった場合に、その要因を表すレジスタです。本レジスタ

に立っているフラグは、そのまま割り込み信号になっていますので、対応する割り込みが許可（イネーブル）に

なっていると、割り込みが発生します。割り込みを消す場合には、割り込み要因に対応するビットを 0クリアす

ることで、書き込み後、数サイクルでクリアされます。 

消去したい割り込み要因のビットに 0をセットし、そのままの状態に保持したい場合には、1をセットして書き

込みを行ってください。たとえば、CPEビットのみクリアしたい場合は、H'FFFF FFFEの書き込みを行ってくだ

さい。 

本レジスタへの書き込み時に 0を書き込んだビットは、クリアされます。1を書き込んだ場合には、そのビット

の値は現在の値が保持されます。割り込み要因のクリア時には、クリアしたい要因のビットにのみ 0を書き込み、

それ以外のビットには 1を書き込んでください。 
 

【注】 以下の場合、本レジスタは不定値となりますので、必ず本レジスタの全ビットを 0クリアしてください。 

 ・リセット直後の VD、HDビット 

 ・クロックストップ後の全ビット 

 ・キャプチャインタフェースの同期信号極性設定を変化させた時の VD、HDビット 
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R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0

CPBE4 CPBE3 CPBE2 CPBE1 — — VD HD — — — IGRW — — CFE CPE

— — — — — — NVD NHD FWF DCOF — VBP — IGVS IGHS CDTOF

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

25 NVD 0 R/W VDが入力されなかったことを表す割り込み 

非 VD割り込みが発生するタイミングは、14ビットの内部カウンタがフル

のときです。したがって、NVDフラグは VDが入力されてから 16384ラ

イン以上次の VDが入力されないと 1になります。 

24 NHD 0 R/W HDが入力されなかったことを表す割り込み 

非 HD割り込みが発生するタイミングは、デジタル画像入力端子のビット

幅によって異なります。 

8ビットデジタル画像入力端子の場合、8サイクルごとにインクリメント

する 11ビットの内部カウンタがフルのときです。したがって、NHDフラ

グは HDが入力されてから 16,376サイクル以上次の HDが入力されない

ときに 1となります。 

16ビットデジタル画像入力端子の場合、4サイクルごとにインクリメント

する 12ビットの内部カウンタがフルのときです。したがって、NHDフラ

グは HDが入力されてから 16,380サイクル以上次の HDが入力されない

と 1となります。 

VDがローの期間中 HDもローに固定されているカメラを接続した場合等

には、NHDフラグが立つ可能性があります。 

データイネーブル取り込み時は、本割り込みは無視してください。 

23 FWF 0 R/W CFWCR.FMVで指定される数値を超えるアドレスにデータを書き込もう

としたときに生じる割り込み 

CFWCR.FWE=1のとき、CFWCR.FMVで指定された数値を超えるアドレ

スにデータを書き込もうとした場合に 1になります。 

22 DCOF 0 R/W 画像の複雑度抽出において、転送要求中のデータが継続のデータに上書き

されたことを表す割り込み 

画像の複雑度抽出ではデータを蓄積するバッファを実装していないため、

バスへの転送が後続の複雑度が算出されるまでに完成していなければ、バ

スへの転送を待っていたデータを後読のデータで上書きします。DCOFビ

ットは、バスへの転送を待っている画像の複雑度を、後読の画像の複雑度

が上書きした場合に 1となります。 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 VBP 0 R/W CEUがデータを保持している状態で、VDが入力されたことを表す（V.B.P

が不足している）割り込み 

VBP割り込みの発生条件は以下のとおりです。 

【発生条件 1】 

CEU内部にキャプチャデータを抱えた状態で VDが入力された 

【発生条件 2】 

ライトバッファのオーバフローまたはイリーガル HDにより、最後の転

送データを内部により検知できなくなり、終了タイミングが次の VDま

で分からない（VDのタイミングで VBP割り込みを発生させることによ

りキャプチャ Failを知らせることができる） 

本割り込みが発生した場合は、終了割り込み（CETCRの CPEビット）は

発生せず、そのフレームの画像は正しくキャプチャされません。キャプチ

ャ終了割り込み（CPEビット）が発生する場合が希にありますが、この場

合の終了割り込みは無視してください 。また、次の VDまでキャプチャ

はできません（キャプチャ予約信号 CAPSRの CEビットが 1でもキャプ

チャは開始しません）。 

発生条件 2の場合は、本割り込みを待つことなく、ソフトウェアリセット

（CAPSRの CPKILビット）によりキャプチャを終了し、その後再起動を

するようにしてください。この場合は VDまで待たずに動作が終了するた

め、VBP割り込みは発生せず、次の VDから取り込みが可能となります。 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

18 IGVS 0 R/W CMCYRに設定した VDサイクルと外部モジュールからの VDサイクルが

異なる時に発生する割り込み 

外部モジュールから VDの入力が不正に入った時に 1が立ちます。CEUへ

の VDの HDサイクル数が CMCYRの VCYLビットに設定した値と異なる

ときに、1が立ちます。ただし、VCYLビットが 0の設定のときは、割り

込みを発生しません。 

17 IGHS 0 R/W CMCYRに設定した HDサイクルと外部モジュールからの HDサイクルが

異なる時に発生する割り込み 

外部モジュールから HDの入力が不正に入った時に 1が立ちます。CEU

へのHDのクロックサイクル数がCMCYRのHCYLビットに設定した値と

異なるときに、1が立ちます。ただし、HCYLビットが 0の設定のときは、

割り込みを発生しません。 

16 CDTOF 0 R/W ライトバッファの CRAMにおいて、データのオーバフローがあったこと

を表す割り込み 

キャプチャ動作は、外部モジュールからリアルタイムでデータが入力され

ます。このため、ある一定以上の転送レートで、CEUの内部バッファから

メモリへキャプチャしたデータを転送しなければ、フレームイメージが壊

れます。本ビットは、CEU内部にあるライトバッファ CRAM内データの

バスへの書き出しが間に合わず、データがオーバフローした場合に 1とな

ります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 CPBE4 0 R/W バンドル書き込みで、CDBYR2、CDBCR2への書き込みが終了したこと

を表す割り込み 

この割り込みは、最後のキャプチャデータを転送し、その完了通知を受け

取った時点で、次の HD入力とは関係なく出力されます。 

CBDSRで設定したライン数をキャプチャし、バスへの最後のデータ転送

が完了した時点で、本ビットに 1が立ちます。 

なお、バンドル書き込みの最後のキャプチャデータが、1フレーム（フィ

ールド）の最後のキャプチャデータの場合、本割り込みは発生しません。 

14 CPBE3 0 R/W バンドル書き込みで、CDBYR、CDBCRへの書き込みが終了したことを表

す割り込み 

この割り込みは、最後のキャプチャデータを転送し、その完了通知を受け

取った時点で、次の HD入力とは関係なく出力されます。 

CBDSRで設定したライン数をキャプチャし、バスへの最後のデータ転送

が完了した時点で、本ビットに 1が立ちます。 

なお、バンドル書き込みの最後のキャプチャデータが、1フレーム（フィ

ールド）の最後のキャプチャデータの場合、本割り込みは発生しません。 

13 CPBE2 0 R/W バンドル書き込みで、CDAYR2、CDACR2への書き込みが終了したこと

を表す割り込み 

この割り込みは、最後のキャプチャデータを転送し、その完了通知を受け

取った時点で、次の HD入力とは関係なく出力されます。 

CBDSRで設定したライン数（データイネーブル取り込み時はバイト数）

をキャプチャし、バスへの最後のデータ転送が完了した時点で、本ビット

に 1が立ちます。 

なお、画像キャプチャまたはデータ同期取り込み時、バンドル書き込みの

最後のキャプチャデータが、1フレーム（フィールド）の最後のキャプチ

ャデータの場合、本割り込みは発生しません。 

12 CPBE1 0 R/W バンドル書き込みで、CDAYR、CDACRへの書き込みが終了したことを 

表す割り込み 

この割り込みは、最後のキャプチャデータを転送し、その完了通知を受け

取った時点で、次の HD入力とは関係なく出力されます。 

CBDSRで設定したライン数（データイネーブル取り込み時はバイト数）

をキャプチャし、バスへの最後のデータ転送が完了した時点で、本ビット

に 1が立ちます。 

なお、画像キャプチャまたはデータ同期取り込み時、バンドル書き込みの

最後のキャプチャデータが、1フレーム（フィールド）の最後のキャプチ

ャデータの場合、本割り込みは発生しません。 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 VD 不定 R/W 外部モジュールから VD（垂直同期信号）が入力されたことを表す 

割り込み 

外部モジュールからの VDを検出した時点で 1になります。CAMCRの

VDPOLビットを変化させた直後は擬似 VDが入り本ビットが 1となるの

で、VDPOLビット変化後の VD割り込みは無視してください。 

8 HD 不定 R/W 外部モジュールから HD（水平同期信号）が入力されたことを表す 

割り込み 

外部モジュールからの HDを検出した時点で 1になります。CAMCRの

HDPOLビットを変化させた直後は擬似 HDが入り本ビットが 1となるの

で、HDPOLビット変化後の HD割り込みは無視してください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 IGRW 0 R/W 動作中の書き込みが禁止されているレジスタに、キャプチャ中にアクセス

が行われたことを表す割り込み 

CEUのレジスタは、キャプチャ実行中に書き換えが禁止されているもの

と、書き込みが許可されているものがあります。各レジスタへの書き込み

の許可と禁止を表 34.11に示します。本ビットは、キャプチャ中に書き込

みが禁止されているレジスタにキャプチャ実行中に書き込みがあったと

きに、1が立ちます。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 CFE 0 R/W 外部モジュールからの 1フィールドのキャプチャが終了したことを表す 

割り込み 

この割り込みは、最後のキャプチャデータを転送し、その完了通知を受け

取った時点で、次の VD入力とは関係なく出力されます（図 34.47参照）。 

両フィールドキャプチャ時のみ発生します。 

0 CPE 0 R/W 外部モジュールからの 1フレームのキャプチャが終了したことを表す 

割り込み 

この割り込みは、最後のキャプチャデータを転送し、その完了通知を受け

取った時点で、次の VD入力とは関係なく出力されます。 

1フレームのキャプチャが終了したことを表します。CAPWRで設定した

画像をキャプチャし、バスへの最後のデータ転送が完了した時点で、本ビ

ットに 1が立ちます（図 34.48参照）。 
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表 34.11 キャプチャ中のレジスタ書き込みの許可と禁止 

名称 キャプチャ中の書き込み 名称 キャプチャ中の書き込み 

CAPSR ○ CDBCR ○ 

CAPCR × CBDSR ○ 

CAMCR × CFWCR ○ 

CMCYR × CLFCR ○ 

CAMOR ○ CDOCR ○ 

CAPWR ○ CDDCR ○ 

CAIFR × CDDAR ○ 

CRCNTR ○ CEIER ○ 

CRCMPR × CETCR ○ 

CFLCR ○ CSTSR × 

CFSZR ○ CSRTR ○ 

CDWDR ○ CDSSR × 

CDAYR ○ CDAYR2 ○ 

CDACR ○ CDACR2 ○ 

CDBYR ○ CDBYR2 ○ 

  CDBCR2 ○ 

【記号説明】 ○：許可 、×：禁止 

 

VIO_VD

VIO_HD

VIO_FLD

VIO_D15～
VIO_D0

キャプチャ

キャプチャ開始

1フィールド
キャプチャ終了割り込み 

CETCR.CFE=1 キャプチャ開始

 

図 34.47 CFE発生タイミング 
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VIO_VD

VIO_HD

VIO_D15～
VIO_D0

キャプチャ

キャプチャ開始

1フレーム
キャプチャ終了割り込み 

CETCR.CPE=1 キャプチャ開始

 

図 34.48 CPE発生タイミング 

 

34.4.25 キャプチャステータスレジスタ（CSTSR） 

CSTSRは、CEU内部のステータスを表すレジスタです。CETCRとは異なり、本レジスタの要因については割

り込みを発生しません。 

CEUの動作／停止状態の判定は、本レジスタで行います。停止状態を確認するためには、すべての ON状態を

示すステータスビット（ビット 9、8、0）が、完全に 0になっていることを確認してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — CP
REQ

CP
ACK — — — — — — — CP

TON

— — — — — — — CRST — — — — — — — CP
FLD

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

24 CRST 0 R 現在使用しているレジスタ面を表しています。 

0：A面のレジスタを使用している 

1：B面のレジスタを使用している 

23～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 CPFLD 0 R キャプチャ中のフィールドを表しています。 

0：ボトムフィールドをキャプチャしている 

1：トップフィールドをキャプチャしている 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

9 CPREQ 0 R ブリッジインタフェースのリクエスト出力ポートのレベルを表していま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 CPACK 0 R ブリッジインタフェースのアクノリッジ入力ポートのレベルを表してい

ます。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 CPTON 0 R CEUが動作中であることを表します。 

本ビットはキャプチャ開始時の内部 VDから 1フレームキャプチャ終了割

り込みの発生まで 1を保持します。CEUの動作中期間を図 34.49に示し

ます。 

 

システムクロック

CETCR.VD
（VD割り込み）

割り込みクリア

CETCR.CPE
（1フレーム
キャプチャ
終了割り込み）

CSTSR.CPTON

CSPSR.CE

CSPSR.CE書き込み

割り込みクリア

動作中 停止中

CSPSR.CE書き込み  

図 34.49 キャプチャ時の動作ステータス 

 

34.4.26 キャプチャソフトウェアリセットレジスタ（CSRTR） 

CSRTRは、CEUの内部回路に対して、モジュールリセットを行うレジスタです。本リセット処理は、バスの状

態を考慮しないリセットなので、通常状態時ではかけないでください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — ALL
RST

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ALLRST 0 R/W CEU全体にリセットをかけ、またバスへのリクエスト信号にもリセットを

かけます。 

0：通常状態 

1：CEUの同期系回路全体にモジュールリセットをかける 

 

注意 ALLRSTビットへの書き込みは、システム全体がフリーズした場合などの特別な場合を除いては行わない

でください。動作中に ALLRSTビットへの書き込みを行うと、暴走や指定外メモリ領域の破壊等、致命的

な破綻につながる可能性があります。 

 
 

34.4.27 キャプチャデータ容量レジスタ（CDSSR） 

CDSSRは、データイネーブル取り込み時にメモリに書き込んだデータの容量を表します。本レジスタは、キャ

プチャ終了時に正しい値を表示するので、キャプチャ終了時に参照してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CDSS[15:0]

CDSS[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDSS[31:0] H'0000 0000 R データイネーブル取り込み時にメモリに書き込んだデータ容量をバイト

単位で表します。 

バンドル書き込みの場合は、1フレームキャプチャ終了時に選択されてい

るアドレスに書き込んだデータ容量を表します。バンドル書き込みでは、

CBDSRレジスタで指定されたバイト数をバスに転送し次第、データ書き

込み先のアドレスを切り替えます。 

したがって、バンドル書き込みの終了と同時に、1フレームのキャプチャ

が終了した場合、本レジスタには H'0000 0000が表示されます。 

バンドル書き込み時の CDSSR動作タイミングイメージを図 34.50および

図 34.51に示します。 
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キャプチャデータ

CDAYR

CBDSR

CDAYR2 CDAYR CDAYR2 CDAYR

CDAYR

H'00000000

アドレス

CETCR.CPBE1

CETCR.CPBE2

CETCR.CPE

CDSSR

 

図 34.50 バンドル書き込み時の CDSSR動作タイミングイメージ図 

（バンドル書き込み終了とキャプチャ終了が同時の場合） 

 

キャプチャデータ

CDAYR

CBDSR

CDAYR2 CDAYR CDAYR2 CDAYR

CDAYR

H'00000200

アドレス

CETCR.CPBE1

CETCR.CPBE2

CETCR.CPE

CDSSR

H'00000200

 

図 34.51 バンドル書き込み時の CDSSR動作タイミングイメージ図 

（バンドル書き込み終了とキャプチャ終了が異なる場合） 

 

34.4.28 キャプチャデータアドレス Yレジスタ 2（CDAYR2） 

CDAYR2は、バンドル書き込みで使用する輝度（Y）成分用のアドレス指定、およびデータ取り込みの際のバ

ンドル 書き込みで使用するデータ格納先アドレス指定レジスタです。バンドル書き込みでのみ使用します。 

フレーム画像キャプチャおよび片フィールド画像キャプチャの際のデータの Y 成分のデータ格納先アドレス

指定、両フィールド画像キャプチャの際のトップフィールドの Y成分格納先アドレス指定、およびデータ取り込

みの際の、データ格納先アドレス指定を行います。CEUは、キャプチャした画像データを、バスを経由し、輝度

成分データ（Y）と色差成分データ（C）に分けてメモリへ書き込みます。フレーム画像キャプチャおよび片フィ

ールド画像キャプチャの際は、キャプチャデータの Y成分のデータ格納に使用するメモリ領域の先頭アドレスを

設定してください。両フィールド画像キャプチャの際は、トップフィールドキャプチャ画像の Y成分の格納先先

頭アドレスを設定してください。データ取り込みの際は、データ格納に使用するメモリ領域の先頭アドレスを設
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定してください。 

アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位は、ロングワード単位です。また、4画

素単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CAYR2[15:0]

CAYR2[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CAYR2[31:2]

CAYR2[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャデータの Y成分データ格納先ア

ドレス（4画素単位） 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャデータの Y成分データ格納

先アドレス（4画素単位） 

• 両フィールド画像キャプチャ時：トップフィールドキャプチャデータの
Y成分データ格納先アドレス（4画素単位） 

• データ同期取り込み時：データ格納先アドレス（4バイト単位） 

• データイネーブル取り込み時：データ格納先アドレス（32バイト単位） 

 

本レジスタには、図 34.52に示すように、取り込んだデータをバンドル書き込みにより格納するメモリ領域の

先頭ポイントのアドレスを設定してください。 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャした画像のY成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレス

を設定してください。 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャした画像のY成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアド

レスを設定してください。 

• 両フィールド画像キャプチャ時：キャプチャしたトップフィールド画像のY成分を格納するメモリ領域の先

頭ポイントのアドレスを設定してください。 

• データ同期取り込み時：キャプチャしたデータを格納するメモリ領域の、先頭ポイントのアドレスを設定し

てください。 

• データイネーブル取り込み時：キャプチャしたデータを格納するメモリ領域の、先頭ポイントのアドレスを

32 バイト単位で設定してください。 
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CDAYR2

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEU出力画像

CDAYR2
（格納先頭アドレス）

メモリイメージ

 

図 34.52 キャプチャ画像と Y成分メモリ領域の関係 
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34.4.29 キャプチャデータアドレス Cレジスタ 2（CDACR2） 

CDACR2は、バンドル書き込みで使用する色差（C）成分用のアドレス指定レジスタです。バンドル書き込み

でのみ使用します。 

フレーム画像キャプチャおよび片フィールド画像キャプチャの際のデータの C成分の格納先アドレス指定、お

よび両フィールド画像キャプチャの際のトップフィールドの C成分格納先アドレス指定を行います。CEUはキャ

プチャした画像データを、バスを経由し輝度成分データ（Y）と色差成分データ（C）に分けてメモリへ書き込み

ます。フレーム画像キャプチャおよび片フィールドキャプチャの際は、キャプチャデータの C成分を格納するメ

モリ領域の先頭アドレスを設定してください。両フィールドキャプチャの際は、トップフィールドキャプチャ画

像の C成分の格納先先頭アドレスを設定してください。データ取り込みの際は、本レジスタは使用しません。 

本レジスタで設定するアドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位は、ロングワード

単位です。また、4画素単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CACR2[15:0]

CACR2[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CACR2[31:2]

CACR2[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャデータの C成分データ格納先ア

ドレス（4画素単位） 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャデータの C成分データ格納

先アドレス（4画素単位） 

• 両フィールド画像キャプチャ時：トップフィールドキャプチャデータの

C成分データ格納先アドレス（4画素単位） 
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本レジスタには、図 34.53に示すように、キャプチャした画像の C 成分をバンドル書き込みにより格納するメ

モリ領域の先頭ポイントのアドレスを設定してください。 

• フレーム画像キャプチャ時：キャプチャした画像のC成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレス

を設定してください。 

• 片フィールド画像キャプチャ時：キャプチャした画像のC成分を格納するメモリ領域の先頭ポイントのアド

レスを設定してください。 

• 両フィールド画像キャプチャ時：キャプチャしたトップフィールド画像のC成分を格納するメモリ領域の先

頭ポイントのアドレスを設定してください。 

また、C成分の出力データ形式は図 34.54のようになっており、この形式でメモリに格納します。 

 

CDACR2

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEU出力画像
CDACR2

メモリイメージ

 

図 34.53 キャプチャ画像と C成分メモリ領域の関係 

 

Cb0 Cr0 Cb2 Cr2

 

図 34.54 C成分のメモリ出力イメージ 

 



 

34. キャプチャエンジンユニット（CEU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  34-73 

2013.01.18  

 

SH7724 

34.4.30 キャプチャデータボトムフィールドアドレス Yレジスタ 2（CDBYR2） 

CDBYR2は、バンドル書き込みで使用するボトムフィールド輝度（Y）成分用のアドレス指定レジスタです。

バンドル書き込みでのみ使用します。 

両フィールド画像キャプチャの際のボトムフィールドキャプチャデータの Y成分格納先のアドレスを指定しま

す。CEUは、キャプチャした画像データを、バスを経由し、輝度成分データ（Y）と色差成分データ（C）に分け

てメモリへ書き込みます。本レジスタには、両フィールドキャプチャ画像のボトムフィールドの Y成分を格納す

るメモリ領域の先頭アドレスを設定してください。フレーム画像キャプチャ、片フィールド画像キャプチャの場

合と、データ取り込みの際は、本レジスタは使用しません。 

アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位はロングワード単位です。また、4画素

単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CBYR2[15:0]

CBYR2[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CBYR2[31:2]

CBYR2[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

ボトムフィールドキャプチャデータの Y成分データ格納先アドレス 

（4画素単位） 

 

本レジスタには、図 34.55に示すように、ボトムフィールドキャプチャ画像の Y成分をバンドル書き込みによ

り格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレスを設定してください。 

CDBYR2

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEUボトムフィールド
キャプチャ出力画像

CDBYR2

メモリイメージ

 

図 34.55 ボトムフィールドキャプチャ画像と Y成分メモリ領域の関係 
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34.4.31 キャプチャデータボトムフィールドアドレス Cレジスタ 2（CDBCR2） 

CDBCR2は、バンドル書き込みで使用するボトムフィールド色差（C）成分用のアドレス指定レジスタです。

バンドル書き込みでのみ使用します。 

両フィールド画像キャプチャの際の、ボトムフィールドキャプチャデータの C成分格納先のアドレスを指定し

ます。CEUはキャプチャした画像データを、バスを経由し、輝度成分データ（Y）と色差成分データ（C）に分け

てメモリへ書き込みます。本レジスタには、両フィールドキャプチャ画像のボトムフィールドの C成分を格納す

るメモリ領域の先頭アドレスを設定してください。フレーム画像キャプチャ、片フィールドキャプチャの場合と、

データ取り込みの際は、本レジスタは使用しません。 

アドレスは、32ビットで指定します。本レジスタ設定のアドレス単位はロングワード単位です。また、4画素

単位の設定になっているため、下位 2ビットには必ず 0が挿入されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CBCR2[15:0]

CBCR2[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

CBCR2[31:2]

CBCR2[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

ボトムフィールドキャプチャデータの C成分データ格納先アドレス（4画

素単位） 

 

本レジスタには、図 34.56に示すように、ボトムフィールドキャプチャ画像の C成分をバンドル書き込みによ

り格納するメモリ領域の先頭ポイントのアドレスを設定してください。また、C成分の出力データ形式は図 34.57

のようになっており、この形式でメモリに格納します。 

CDBCR2

メモリ

Yメモリ領域

Cメモリ領域

CEUボトムフィールド
キャプチャ出力画像

CDBCR2

メモリイメージ

 

図 34.56 ボトムフィールドキャプチャ画像と C成分メモリ領域の関係 
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Cb0 Cr0 Cb2 Cr2

 

図 34.57 C成分のメモリ出力イメージ 

 

34.5 CEUの使用上の注意事項 

34.5.1 外部モジュールの接続条件 

（1） クロック周波数 

外部から入力するクロックは、CEUの動作クロック周波数に対し、両方のジッタを含んだ状態で等倍以下の周

波数で動作させてください。 

CEU動作クロック周波数≧外部入力クロック周波数 

 

（2） ブランク期間 

各ラインの最終有効画素から次の水平同期信号 HDまでの期間は、20サイクル以上空けてください。 
 

（3） フィールド識別信号確定期間 

フィールド識別信号 FLDは、VDの入力から 1HD以上の期間確定させてください。 
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34.5.2 入出力機能制限事項 

表 34.12に、CEUの入出力機能の制限事項を示します。 
 

表 34.12 CEUの入出力機能の制限事項 

項目 制限事項 

外部モジュール動作クロックと CEU動作クロックの両方のジッタを含んだ状態で、外部モジュール動作ク

ロックの周波数は、常に CEU動作クロック周波数以下であること。 

インタフェースの選択、外部モジュールの動作クロック周波数、および HD/VDの極性等の変更は、キャプ

チャ動作を完全に停止した状態で行うこと。 

画像取り込み時のキャプチャ水平幅は、 

8ビットインタフェースの場合：8サイクル単位 

16ビットインタフェースの場合：4サイクル単位 

で指定すること。 

データ取り込み時のキャプチャ水平幅は、 

8ビットインタフェースの場合：4サイクル単位 

16ビットインタフェースの場合：2サイクル単位 

で指定すること。 

キャプチャ垂直幅は、4ライン単位で指定すること。 

水平同期信号間のサイクル数は、外部入力クロックで、最大 16,383サイクル以下にすること。 

垂直同期信号間のライン（HD）数は、最大 16,383ライン以下にすること。 

最小キャプチャ画素数は、sub-QCIF（128×96）である。 

最大キャプチャ画素数は、5M（2,560×1,920）画素である。 

外部モジュール

インタフェース 

データイネーブル取り込み時のキャプチャ容量（4バイト単位で指定すること） 

最大：6M（2,048×1,536×2）バイト 

最小：16バイト 

出力アドレスは、ロングワード単位で指定すること。 

出力先画像（メモリ）の横幅は、4画素単位で指定すること。 

水平出力画素数（横クリップサイズ）は、4画素単位で指定すること。 

垂直出力ライン（HD）数（縦クリップサイズ）は、4ライン（HD）単位で指定すること。 

アドレス固定モードでは、出力アドレスの下位 5ビットを 0とし、出力サイズは、8画素（8バイト）単位

で指定すること。 

メモリ出力 

データイネーブル取り込みバンドル書き込み時は、出力アドレスを 32バイト単位で指定すること。 

内部処理 フィルタのクリップサイズ設定は、フィルタの実出力サイズ以下の値に設定すること。 
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35. ビデオエンジンユニット（VEU） 

ビデオエンジンユニット（VEU）は、メモリから読み込んだ画像に対して、YCbCr／RGB変換、拡大／縮小、

減色処理などの各種画像処理を行うモジュールです。 

本 LSIは、VEUを 2セット内蔵しており、それぞれ VEU0、VEU1と表記します。 

35.1 特長 

VEUは、以下の機能を持ちます。 

• RGB⇔YCbCr変換機能によるフォーマット変換 

• フィルタ機能による画像の拡大縮小 

• 減色処理（量子化）を行い、RGBを32ビット単位にパック 

• RGBの減色時にディザ処理を実行 

• ローパスフィルタ機能による高周波成分の除去 

• ローパスフィルタをブロック境界のみに適用するデブロッキングフィルタ機能を実現 

• メディアンフィルタ機能を実現 

• 画像のエッジ強調（エンハンサ機能） 
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35.2 機能概要 

表 35.1に VEUの機能概要を示します。また、VEUでは、1回の起動で同時に実現ができる機能とできない機

能があります。これを表 35.2に示します。 

なお、本文中の機能説明と表 35.1の機能説明との間に相違があった場合は、「35.4 使用上の注意事項」を優

先します。 
 

表 35.1 機能概要 

項目 実現機能 説明 特記事項 

入力フォーマット YCbCr（4:4:4／4:2:2／4:2:0） 

RGBパック 

  

出力フォーマット YCbCr（4:4:4／4:2:2／4:2:0） 

RGBパック 

  

読み出しモード 通常読み出し 

バンドル読み出し 

バンドル読み出しライン数 

8ライン～960ライン設定可 

 

ローパスフィルタ 高周波成分の除去   

デブロッキングフィルタ ブロック境界のみの高周波成分

の除去 

  

エンハンサ 画像強調   

メディアンフィルタ 砂状ノイズ除去   

上下／左右反転 独立に指定可 組み合わせにより、180°回

転を実現可能 

画像回転／反転 

90°／270°回転 時計回りに回転  

拡大縮小等倍 メモリ画面の拡大縮小 ×1/16～×16の任意倍率  

フォーマット変換 YCbCr⇔RGB変換 YCbCr形式と RGB形式の双

方向変換 

 

24 bpp Full Color（1,677万色） ディザ処理不可 

18 bpp 26万色 ディザ処理不可 

16 bpp High Color（65,536色）  

12 bpp 4,096色  

ディザ処理（減色処理） 

8 bpp 256色  

最大画像サイズ 16M画素 4,092 pixel×4,092 line  

最小画像サイズ 16×16画素 16pixel×16line  

【注】 フィルタの拡大倍率は、1/16倍～16倍の間で設定できます。詳細は、「35.3.11 VEUリサイズフィルタ制御レジスタ

（VRFCR）」、「35.3.12 VEUリサイズフィルタサイズクリップレジスタ（VRFSR）」を参照してください。 
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表 35.2 1回の起動内の同時実現機能一覧 

 バンドル 

モード 

色変換 ローパス 

フィルタ 

デブロッキング

フィルタ 

メディアン

フィルタ 

エンハンサ 上下／ 

左右反転 

90°／270° 

回転 

拡大縮小 

バンドル 

モード 

－ ○ × × × ○ ○ × ○ 

色変換 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ローパス 

フィルタ 

× ○ － × × × ○ ○ × 

デブロッキング

フィルタ 

× ○ × － ○* × ○ ○ × 

メディアン 

フィルタ 

× ○ × ×* － × ○ ○ × 

エンハンサ ○ ○ × × × － ○ × ○ 

上下／左右反転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 

90°／270° 

回転 

× ○ ○ ○ ○ × ○ － × 

拡大縮小 ○ ○ × × × ○ ○ × － 

【記号説明】○：可能、×：不可 

【注】 本表の各項目に対応するレジスタ値を下記に示します。 

 バンドルモード ：VESTR.VBE 

 色変換 ：VTRCR.TE 

 ローパスフィルタ ：VFMCR.LPHV 

 デブロッキングフィルタ ：VFMCR.LPHV && VFMCR.DBLK 

 メディアンフィルタ ：VFMCR.MED 

 エンハンサ ：VENHR.ENHH  ||  VENHR.ENHV 

 上下／左右反転 ：VFMCR.VMRR／VFMCR.HMRR 

 90度／270度回転 ：VFMCR.ROTR／VFMCR.ROTL 

 拡大／縮小 ：VRFCR ! =0 

 * デブロッキングフィルタ → メディアンフィルタの順は可、逆は不可 
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VEUのブロック図を図 35.1に示します。 

SuperHywayバス

バスインタフェース

画像読み出し 画像書き込み

ICB

VEU

 

図 35.1 VEUのブロック図 

【注】 図 35.1において、反転とは左右反転および上下反転を表し、回転とは 90度回転または 270度回転を表します。 

拡大縮小後の反転回路では左右反転、上下反転、およびこの 2つの反転の複合である 180度回転を実行することがで

きます。 

メディアンフィルタ後の回転、反転回路では拡大縮小後の反転回路で可能な動作に加え 90度回転、270度回転および

90度回転＋左右反転の複合、90度回転＋上下反転の複合が可能です。 
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• 動作説明 

VEUの演算処理順序を図 35.2に示します。VEUはさまざまな機能を有していますが、表 35.14に示すように

一回の起動で同時に行うことができない機能が存在します。図 35.2に示す経路 1、経路 2のいずれかの経路とな

りますので別の経路にある処理は実行できません。 

1. VESTR.VBE||（VENHR.ENHH||VENHR.ENHV）||（VRFCR!＝0）の条件を満たし、かつVFMCR.FLTPI＝0の

場合は経路2となります。 

2. 1.以外の場合は経路1となります。 

 

経路1 経路2

回転（VFMCR.ROTR | VFMCR.ROTL）

バンドル読み出し
（VESTR.VBE）

色変換
（VTRCR.TE）

ローパスフィルタ
（VFMCR.LPHV）

デブロッキング
フィルタ

（VFMCR.DBLK）

エッジ強調
（VENHR.ENHH |
  VENHR.ENHV）

メディアンフィルタ
（VFMCR.MED）

左右反転
（VFMCR.HMRR）

上下反転
（VFMCR.VMRR）

ディザ
（VTRCR.DITH）

色置換
（VAPCR.APCON）

拡大縮小
（VRFCR）

 

図 35.2 VEUのレジスタ設定と処理フロー、同時実現機能 
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35.3 レジスタの説明 

（1） レジスタの R/W制限 

レジスタの R/W制限について示します。以下のレジスタ操作が保証されない場合、動作破綻する可能性があり

ます。 

1. すべてのレジスタの読み出し専用ビットおよびリザーブ領域に対しては、1書き込みを禁止します。指定され

ている設定値以外の値を設定しないでください。 

2. 読み出し専用ビットは、0以外の値が読み出されることがありますが、この値は書き変えないでください。 

3. 動作中のレジスタ書き込み禁止を規定しているレジスタ（ビット）に関しては、動作中のレジスタ書き込み

を禁止します（読み出しは可）。VEUの動作状態は、VEU起動レジスタ（VESTR）のVEビットを読み出す

ことで判定可能です。レジスタの書き換えは、このビットが0を示しているときに書き換えてください。 

（2） 本文中で使用されている語句、略語 

本文中で使用されている語句について説明します。 

1. 「ソフトウェアリセット」とは、VEUの処理動作の処理中断を表し、現在の処理を中止します。ソフトウェ

アリセットを行ったフレームの画像処理結果は、保証されません。 

2. 「モジュールリセット」は、VEU内部回路への強制リセットを示します。動作としては、モジュールリセッ

トは、ハードウェアの状態を一切考慮せずにリセット動作を行います。このため、VEUが正常動作中にモジ

ュールリセットを適用すると、VEU周辺のハードウェアが動作不能状態になる可能性があります。 

3. 本文中の「動作中」とは、VEU起動レジスタ（VESTR）のVEビットが1となっている状態を示します。 

4. 本文中のレジスタのビット名を参照する場合、レジスタ名.ビット名の形式で表します。 

（例）VESTR.VE 
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（3） レジスタ一覧 

VEUのレジスタ構成を表 35.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 35.4に示します。 
 

表 35.3 VEUのレジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

VEU0起動レジスタ VESTR_0 R/W H'FE92 0000 32 

VEU0ソースメモリ幅レジスタ VESWR_0 R/W H'FE92 0010 32 

VEU0ソースサイズレジスタ VESSR_0 R/W H'FE92 0014 32 

VEU0ソースアドレス Yレジスタ VSAYR_0 R/W H'FE92 0018 32 

VEU0ソースアドレス Cレジスタ VSACR_0 R/W H'FE92 001C 32 

VEU0バンドルソースサイズレジスタ VBSSR_0 R/W H'FE92 0020 32 

VEU0デスティネーションメモリ幅レジスタ VEDWR_0 R/W H'FE92 0030 32 

VEU0デスティネーションアドレス Yレジスタ VDAYR_0 R/W H'FE92 0034 32 

VEU0デスティネーションアドレス Cレジスタ VDACR_0 R/W H'FE92 0038 32 

VEU0変換制御レジスタ VTRCR_0 R/W H'FE92 0050 32 

VEU0リサイズフィルタ制御レジスタ VRFCR_0 R/W H'FE92 0054 32 

VEU0リサイズフィルタサイズクリップレジスタ VRFSR_0 R/W H'FE92 0058 32 

VEU0エンハンスレジスタ VENHR_0 R/W H'FE92 005C 32 

VEU0リサイズフィルタサブ制御レジスタ VRSCR_0 R/W H'FE92 0064 32 

VEU0リサイズフィルタサイズクリップオフセット

レジスタ 

VRSOR_0 R/W H'FE92 0068 32 

VEU0フィルタモード制御レジスタ VFMCR_0 R/W H'FE92 0070 32 

VEU0垂直タップ係数レジスタ VVTCR_0 R/W H'FE92 0074 32 

VEU0水平タップ係数レジスタ VHTCR_0 R/W H'FE92 0078 32 

VEU0指定色レジスタ VAPCR_0 R/W H'FE92 0080 32 

VEU0変換色レジスタ VECCR_0 R/W H'FE92 0084 32 

VEU0フィル色指定レジスタ VFLCR_0 R/W H'FE92 0088 32 

VEU0アドレス固定レジスタ VAFXR_0 R/W H'FE92 0090 32 

VEU0スワッピングレジスタ VSWPR_0 R/W H'FE92 0094 32 

VEU0イベント割り込みイネーブルレジスタ VEIER_0 R/W H'FE92 00A0 32 

VEU0イベントレジスタ VEVTR_0 R/W H'FE92 00A4 32 

VEU0ステータスレジスタ VSTAR_0 R H'FE92 00B0 32 

VEU0モジュールリセットレジスタ VBSRR_0 R/W H'FE92 00B4 32 

VEU0リサイズ通過帯域設定レジスタ VRPBR_0 R/W H'FE92 00C8 32 

VEU1起動レジスタ VESTR_1 R/W H'FE92 4000 32 

VEU1ソースメモリ幅レジスタ VESWR_1 R/W H'FE92 4010 32 

VEU1ソースサイズレジスタ VESSR_1 R/W H'FE92 4014 32 

VEU1ソースアドレス Yレジスタ VSAYR_1 R/W H'FE92 4018 32 

VEU1ソースアドレス Cレジスタ VSACR_1 R/W H'FE92 401C 32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

VEU1バンドルソースサイズレジスタ VBSSR_1 R/W H'FE92 4020 32 

VEU1デスティネーションメモリ幅レジスタ VEDWR_1 R/W H'FE92 4030 32 

VEU1デスティネーションアドレス Yレジスタ VDAYR_1 R/W H'FE92 4034 32 

VEU1デスティネーションアドレス Cレジスタ VDACR_1 R/W H'FE92 4038 32 

VEU1変換制御レジスタ VTRCR_1 R/W H'FE92 4050 32 

VEU1リサイズフィルタ制御レジスタ VRFCR_1 R/W H'FE92 4054 32 

VEU1リサイズフィルタサイズクリップレジスタ VRFSR_1 R/W H'FE92 4058 32 

VEU1エンハンスレジスタ VENHR_1 R/W H'FE92 405C 32 

VEU1リサイズフィルタサブ制御レジスタ VRSCR_1 R/W H'FE92 4064 32 

VEU1リサイズフィルタサイズクリップオフセット

レジスタ 

VRSOR_1 R/W H'FE92 4068 32 

VEU1フィルタモード制御レジスタ VFMCR_1 R/W H'FE92 4070 32 

VEU1垂直タップ係数レジスタ VVTCR_1 R/W H'FE92 4074 32 

VEU1水平タップ係数レジスタ VHTCR_1 R/W H'FE92 4078 32 

VEU1指定色レジスタ VAPCR_1 R/W H'FE92 4080 32 

VEU1変換色レジスタ VECCR_1 R/W H'FE92 4084 32 

VEU1フィル色指定レジスタ VFLCR_1 R/W H'FE92 4088 32 

VEU1アドレス固定レジスタ VAFXR_1 R/W H'FE92 4090 32 

VEU1スワッピングレジスタ VSWPR_1 R/W H'FE92 4094 32 

VEU1イベント割り込みイネーブルレジスタ VEIER_1 R/W H'FE92 40A0 32 

VEU1イベントレジスタ VEVTR_1 R/W H'FE92 40A4 32 

VEU1ステータスレジスタ VSTAR_1 R H'FE92 40B0 32 

VEU1モジュールリセットレジスタ VBSRR_1 R/W H'FE92 40B4 32 

VEU1リサイズ通過帯域設定レジスタ VRPBR_1 R/W H'FE92 40C8 32 
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表 35.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

VESTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VESWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VESSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VBSSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEDWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VDAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VDACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VTRCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VRFCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VRFSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VENHR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VFMCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VVTCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VHTCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VAPCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VECCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VFLCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VAFXR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSWPR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEIER_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEVTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSTAR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VBSRR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VRPBR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

【注】 nはモジュール番号（0、1）。以下、本文中の記述はモジュール番号を省略した形で表します。 
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35.3.1 VEU起動レジスタ（VESTR） 

VESTRは、VEUの起動、処理のソフトウェアリセットを制御するレジスタです。VESTRによる処理の起動前

には、VEUに関するすべてのレジスタが設定されていなければなりません。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VBE — — — — — — — VE

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBE 0 R/W バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモード）設定 

VEUでは、1フレームの画像を VBSSRで設定したライン数で分けて読み出

し処理を行うモードとして、バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモ

ード）があります。バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードでの起動

時は、回転処理、デブロッキングフィルタ処理、ローパスフィルタ処理、メ

ディアンフィルタ処理は実行できません（左右反転、上下反転、左右上下反

転は可）。 

0：通常読み出しモード 

1：バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードの設定 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VE 0 R/W VEU処理開始および処理のソフトウェアリセット（処理動作の中断）制御 

VEUが停止状態で本ビットを 1とすると、VEUはレジスタ設定値に従って

メモリ上の画像処理を開始し、本ビットは 1となります。また、本ビットが

1の状態で 0を書き込んだ場合、現在処理中の VEU処理を即座に中止する

ことができます。 

ソフトウェアリセット処理の終了は、ソフトウェアリセットを VEUに対し

て発行した後、本ビットが 0になることで確認可能です。ソフトウェアリセ

ット処理後に再起動する場合は、VEビット＝0を確認後に行ってください。 

0：NOP 

（本ビットが 1のときに 0を書き込むとソフトウェアリセット動作） 

1：VEUの処理開始 
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VEUの起動の際に、VBEビットが B'1の状態で VEビットに B'1を書き込むとバンドル読み出しモード（Nラ

イン読み出しモード）となります。バンドル読み出しモードでは、2つのメモリ領域から、VBSSRの VBSSビッ

トで設定したライン数を交互に読み込みます。VEUがVBSSRで設定したライン数の読み込みを完了した時点で、

1フレームすべての読み出しを終えていなければバンドル終了割り込み（VEVTR.VBEND）が発生し、読み出し再

起動待ち状態となります。読み出しの再起動をかけるときは、バンドル終了割り込みの要因をクリア後に、再び

VEビットに B'1書き込みを行ってください（VBEビットが B'1のまま書き込む）。これを繰り返し、1フレーム

すべてを終えた時点で 1フレーム終了割り込み（VEVTR.VEEND）を発生します。バンドル読み出し処理の処理

イメージを図 35.5に示します。通常画像処理、バンドル読み出しモードでの読み出し処理、およびバンドル読み

出しモードでの読み出し再起動待ちの状態は、VESTARで確認可能です。 

【ソフトウェアリセット時の注意】 

 1. VEUソフトウェアリセット発行のタイミングによっては、VEU終了割り込みフラグ（VEVTR.VEEND）が B'1と

なる場合がありますが、ソフトウェアリセットを発行したフレームの処理画像は保証されません。 

 2. VEUソフトウェアリセット後、VEENDフラグが B'1とならない場合でも、VEENDフラグは必ず B'0クリアして

ください。 

 3. バンドル読み出しモードにおいてソフトウェアリセットをかける際は、バンドル終了割り込み後の再起動をかける

前までに行ってください。 

CLK
VESTR = 
H'0000 0001

VESTR.VE

VESTR.VEEND

 

図 35.3 VEビットと各ステータスの動作タイミング 

CLK
VESTR = 
H'0000 0001

内部リセット

（ソフトウェア
リセット）

VESTR.VE

VESTR = 
H'0000 0000

VEU起動禁止期間

 

図 35.4 ソフトウェアリセットと各ステータスの動作タイミング 
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読み出し領域1

メモリ領域読み出し画像

読み出し領域2

フィルムイメージで出力

VEU

VBSSR.VBSS

VBSSR.VBSS

 

図 35.5 バンドル読み出しモードの処理イメージ図 

 

35.3.2 VEUソースメモリ幅レジスタ（VESWR） 

VESWRは、VEUのソースメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VSW[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～2 

1、0 

VSW[15:2] 

VSW[1:0] 

H'0000 R/W 

R 

VEUのソースメモリ領域の幅を設定（4画素単位） 

VTRCRの RPKF＝0、1、3、7、13のときは、2画素単位となります。 
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VSWビットには、VEUの処理において、ソース画像が配置されているソースメモリ領域の横幅をバイト数で指

定してください。設定はソース画像 4画素に相当するバイト数単位で設定してください。読み込み画像が YCbCr

のときは、Y成分に合わせた設定にしてください。YCbCr 4:2:0、YCbCr 4:2:2、および YCbCr 4:4:4読み込みにお

ける C成分のソースメモリ領域の横幅は、それぞれ VSW、VSW、および VSW×2の値が適用されます。VTRCR

の RPKF＝0、1、3、7、13（RGB 2byte/pixelまたは RGB 4byte/pixel）のときは、ソース画像 2画素に相当するバ

イト数単位で設定することが可能です。図 35.6(A)に示すように、画像をメモリ領域から切り出す場合は、あるラ

インの画像の右端アドレスとその次のライン画像左端アドレスは不連続となります。これに対して、図 35.6(B)

は VEUに入力する画像の水平サイズがメモリの水平アドレス長と同じ場合を表しており、この場合は画像の右端

アドレスと次のラインの左端アドレスが連続値になります。 

Source Memory

02:02

Source Memory

02:02

（A） （B）

VESWR.VSW VESWR.VSW

 

図 35.6 画像の切り出し幅と VESWRの関係 

 

35.3.3 VEUソースサイズレジスタ（VESSR） 

VESSRは、VEUが読み込む画像の縦横サイズ（画素数）を設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — VHSS[11:0]

— — — — VVSS[11:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 VVSS[11:0] H'000 R/W VEUの垂直方向の読み込み画素数を設定 

本ビットには、VEUが読み込むソース画像の垂直方向の読み込み画素数を

設定してください（図 35.7参照）。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しなしの場合（図 35.7参

照） 

読み込みフォーマット、書き込みフォーマットともに RGBで、かつ

VTRCR.RPKFが 3（RGB 2byte/pixel）、0、1、7、13（RGB 4byte/pixel）、

いずれかでかつ VTRCR.WPKFが 1、2、6（RGB 2byte/pixel）、14、19、

20、22、23（RGB 4byte/pixel）のいずれかの場合は、2画素単位の指定

が可能です。それ以外では、4画素単位に指定してください。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しありの場合（図 35.7参

照） 

1画素単位の指定が可能です。 

ただし、YCbCr 4:2:0フォーマットの場合には、2画素単位に切り上げた

範囲までのデータがメモリ上に配置されている必要があります。 

最大設定値は 4,092画素となります。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～0 VHSS[11:0] H'000 R/W VEUの水平方向の読み込み画素数を設定 

本ビットには、VEUが読み込むソース画像の水平方向の読み込み画素数を

設定してください（図 35.7参照）。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しなしの場合（図 35.7参

照） 

読み込みフォーマット、書き込みフォーマットともに RGBで、かつ

VTRCR.RPKFが 3（RGB 2byte/pixel）、0、1、7、13（RGB 4byte/pixel）、

いずれかでかつ VTRCR.WPKFが 1、2、6（RGB 2byte/pixel）、14、19、

20、22、23（RGB 4byte/pixel）のいずれかの場合は、2画素単位の指定

が可能です。それ以外では、4画素単位に指定してください。 

• 拡大縮小、エンハンサ、およびバンドル読み出しありの場合（図 35.7参

照） 

1画素単位の指定が可能です。 

ただし、VESWR.VSW[15:0]には、（VHSS[11:0]を 4画素単位に切り上げ

た値）×4/（使用フォーマットの P_density_y）以上の値を設定してくだ

さい。 

ただし、YCbCr 4:2:0、YCbCr4:2:2フォーマットの場合には、VHSS[11:0]

を 2画素単位に切り上げた範囲までのデータがメモリ上に配置されてい

る必要があります。 

最大設定値は 4,092画素となります。 
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Source Memory

02:02

VESSR.VHSS

VESSR.VVSS

 

図 35.7 読み込みサイズと VESSRの関係 
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35.3.4 VEUソースアドレス Yレジスタ（VSAYR） 

VSAYRは、VEUが読み込む画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。ただし、Nライン読み出しモード時の再起動待ち状態（VSTAR

＝H'0000 1001の状態）では、本レジスタへの書き込みは可能です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VSAY[15:0]

VSAY[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VSAY[31:2] 

VSAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W 

R 

VEUのY/RGBプレーンの読み込み先頭アドレスを設定（ロングワード単位） 

 

VSAYビットには、図 35.8のように VEUの Y/RGBプレーン画像先頭アドレスを設定します。YCbCr形式の画

像を読み込む場合には Yプレーンの先頭アドレスを指定し、RGB形式の画像を読み込む場合には RGBプレーン

の先頭アドレス（読み込む画像領域の左上端アドレス）を設定してください。YCbCr形式の Yプレーンの入力フ

ォーマットは図 35.8のようになります。RGB形式の場合の入力フォーマットは、表 35.8を参照してください。 

【注】 バンドル読み出しモード時は、VEVTR.VBEND割り込みごとに 2つのアドレスを交互に設定してください。 

Source Memory

02:02
VSAYR.VSAY

Y0 Y1 Y2 Y3

31 0
MSB LSB

 

図 35.8 VSAYRの設定アドレスと Yプレーンのフォーマット 
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35.3.5 VEUソースアドレス Cレジスタ（VSACR） 

VSACRは、VEUが読み込む画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。ただし、Nライン読み出しモード時の再起動待ち状態（VSTAR

＝H'0000 1001の状態）では、本レジスタへの書き込みは可能です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VSAC[15:0]

VSAC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VSAC[31:2] 

VSAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VEUの Cプレーンの読み込み先頭アドレスを指定（1ロングワード単位、

YCbCr 4:4:4のときは 2ロングワード単位） 

 

VSACビットには、図 35.9のように VEUのソース画像の Cプレーン先頭アドレスを設定します。YCbCr形式

の画像を読み込む場合には、Cプレーンの先頭アドレス（読み込む画像領域の左上端アドレス）を指定してくだ

さい。Cプレーンの入力フォーマットは、図 35.9のようになります。RGB形式の画像を読み込む場合は、VSACR

は使用しません。また、YCbCr 4:2:0、YCbCr 4:2:2フォーマットでは 1ロングワード単位ですが、YCbCr 4:4:4フ

ォーマットのときは 2ロングワード単位となります。 
 

【注】 バンドル読み出しモード時は、VEVTR.VBEND割り込みごとに 2つのアドレスを交互に設定してください。 

Source Memory

02:02
VSACR.VSAC

Cb0 Cr0 Cb2 Cr2

31 0
MSB

YCbCr 4:2:0
YCbCr 4:2:2

YCbCr 4:4:4

LSB

Cb0 Cr0 Cb1 Cr1

 

図 35.9 VSACRの設定アドレスと Cプレーンのフォーマット 
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35.3.6 VEUバンドルソースサイズレジスタ（VBSSR） 

VBSSRは、バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモード）時に VEUが 1回の起動で読み込む画像のラ

イン数（画素数）を設定するレジスタです。本レジスタは、バンドル読み出しモード以外では設定の必要はあり

ません。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — VBSS[11:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～3 

2～0 

VBSS[11:3] 

VBSS[2:0] 

H'000 R/W 

R 

バンドル読み出しモード（Nライン読み出しモード）時の 1回の起動で読み

出すライン数（8ライン単位） 

 

VBSSビットには、バンドル読み出しモード時に VEUが 1回の処理に読み込むソース画像のライン数を設定し

てください。設定の単位は、8ライン単位、最大設定値は 960ラインとなります。 

処理1読み出し領域
バンドル読み出し終了割り込み

40ライン

VEUの起動

VESSR.VVSS = 144 
VBSSR.VBSS = 40

VSAY(C)R

処理2読み出し領域
バンドル読み出し終了割り込み

40ライン

処理2の起動

VSAY(C)R

処理3読み出し領域
バンドル読み出し終了割り込み

40ライン

処理3の起動

VSAY(C)R

処理4読み出し領域
VEU終了割り込み

24ライン

処理4の起動

VSAY(C)R

 

図 35.10 バンドル読み出しモード時の読み込み画像と各処理の読み込み画像の関係 
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35.3.7 VEUデスティネーションメモリ幅レジスタ（VEDWR） 

VEDWRは、VEUのデスティネーションメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VDW[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

15～2 

1、0 

VDW[15:2] 

VDW[1:0] 

H'0000 R/W 

R 

VEUのデスティネーションメモリ領域の幅を設定（ロングワード単位） 

 

VDWビットには、デスティネーション画像が配置されるデスティネーションメモリ領域の横幅をバイト数で指

定します。設定はデスティネーション画像 4画素に相当するバイト数の単位で設定してください。書き込み画像

が YCbCrのときは Y成分に合わせた設定にしてください。YCbCr 4:2:0、YCbCr 4:2:2、および YCbCr 4:4:4書き込

みにおける C成分のデスティネーションメモリ領域の横幅は、それぞれ VDW、VDW、および VDW×2の値が適

用されます。VTRCRのWPKF＝1、2、6（RGB 2byte/pixel）および 8～14、19、20、22、23（RGB 4byte/pixel）の

ときは、デスティネーション画像 2画素に相当するバイト数の単位で設定することが可能です。図 35.11(A)に示

すように、画像をメモリ上の背景画面等に貼り付ける場合は、あるラインの画像の右端アドレスとその次のライ

ン画像左端アドレスは不連続となります。これに対して、図 35.11(B)は VEUが出力する画像の水平サイズがメモ

リの水平方向のメモリ幅と同じ場合を表しており、この場合は画像の右端アドレスと次のラインの左端アドレス

が連続値となります。 
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Destination Memory

02:02

Destination Memory

02:02

（A） （B）

VEDWR.VDW VEDWR.VDW

 

図 35.11 画像の貼り付け幅と VEDWRの関係 

 

35.3.8 VEUデスティネーションアドレス Yレジスタ（VDAYR） 

VDAYRは、VEUが書き出す画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VDAY[15:0]

VDAY[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VDAY[31:2] 

VDAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W 

R 

VEUのY/RGBプレーンの書き出し先頭アドレスを設定（ロングワード単位） 
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VDAYビットには、図 35.12のように VEUのデスティネーション画像先頭アドレス（出力画像領域の左上端の

アドレス）を設定します。YCbCr形式の画像を書き出す場合には Yプレーンの先頭アドレスを指定し、RGB形式

の画像を書き出す場合には RGBプレーンの先頭アドレスを設定してください。 

VTRCR.WPKF＝6（RGB 16bppパック）では、ワード単位で設定することが可能です。 

Destination Memory

02:02
VDAYR.VDAY

 

図 35.12 VDAYRの設定アドレス 

 

VDAYRに指定するアドレスは、画像を回転／反転する場合に指定するポイントが変化します。この指定ポイ

ントについて表 35.5に各処理に対応するアドレスの指定ポイントを表します。図 35.13にブロック処理の場合の

アドレス指定ポイント、図 35.14にライン処理の場合のアドレス指定ポイントを図示します。灰色の四角形が出

力画像とすると☆印の場所がアドレス設定ポイントとなります。 

拡大縮小、エンハンサ、バンドル読み出しモードのいずれも使用しない、かつ VFMCR.FLTPI＝0ときの各アド

レス指定ポイントは、デスティネーションへの出力画像を 16×16画素のブロックに分割したとき、上下左右のコ

ーナー部分に位置するブロックの左上端のアドレスとなっています。また、拡大縮小、エンハンサ、バンドル読

み出しモードのいずれかも使用しない、かつ VFMCR.FLTPI＝1のとき、もしくは拡大縮小、エンハンサ、バンド

ル読み出しモードのいずれかを使用するとき、各アドレス指定ポイントは出力画像の4隅のいずれかになります。 
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表 35.5 VDAYRへのアドレス指定ポイント 

 回転／ 

反転なし

90°回転 270°回転 90°回転+

水平反転

90°回転+

垂直反転

水平反転 垂直反転 水平反転+

垂直反転 

（ブロック処理） 

拡大縮小、 

エンハンサ、バンド

ル読み出しなし、 

かつ FLTPI=0 

－ D E F G A B C 

（ライン処理） 

拡大縮小、エンハン

サ、バンドル読み出

しなし、かつ

VFMCR.FLTPI=1、

もしくは拡大縮小、 

エンハンサ、バンド

ル読み出しあり 

－ × × × × H J K 

 

F

上下

H

H H

H

V

V V

V

B

左右

上下 左右

上下270˚ 180˚

A

C

V

H

E

V

H

V

H

90˚

D

V
H

G

 

図 35.13 VDAYRへのアドレス指定ポイント位置（ブロック処理） 
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上下

H

H H

H

V

V V

V

J
左右

上下180˚

H

K

 

図 35.14 VDAYRへのアドレス指定ポイント位置（ライン処理） 
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YCbCr形式の画像を書き出す場合には Yプレーンのアドレスを指定し、RGB形式の画像を書き出す場合には

RGBプレーンのアドレスを設定してください。 

アドレス設定式を以下に示します。 

Offset_ad 出力画像の左上端のアドレス位置となります。 

yuv420out 書き込みフォーマットが YCbCr4:2:0 1：VTRCR.CHDS＝0のとき 

  0：VTRCR.CHDS＝1または 2のとき 

clip_hsize ライン処理出力横サイズ VRFSR.VHCLP 

clip_vsize ライン処理出力縦サイズ VRFSR.VVCLP 

clip_vsize_c ライン処理出力縦サイズ(C) (clip_vsize+1)/2：VTRCR.CHDS＝0のとき（切り捨て） 

  clip_vsize：VTRCR.CHDS＝1または 2のとき 

dest_width 書き込みメモリ幅 VEDWR.VEW 

dest_width_c 書き込みメモリ幅(C) dest_width：VTRCR.CHDS＝0または 1のとき 

  dest_width×2：VTRCR.CHDS＝2のとき 

src_hblk 横ブロック数 VESSR.VHSS/16（切り上げ） 

src_vblk 縦ブロック数 VESSR.VVSS/16（切り上げ） 

src_sideh 右端ブロック横サイズ (VESSR.VHSS+15)%16+1 

src_sidev 下端ブロック縦サイズ (VESSR.VVSS+15)%16+1 

< > 負の数を 0とする演算子 < >の中が 0以下の場合は 0、それ以外は< >内の値 
 

RGB出力のときの P_density_yは、表 35.6を参照してください。また、YCbCr出力の場合の P_density_yおよび

P_density_cは表 35.7を参照してください。 

【Y成分出力アドレス】 

0 VDAYR=offset_ad 

F VDAYR=offset_ad 

D VDAYR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×(4／P_density_y) 

A VDAYR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×(4／P_density_y) 

E VDAYR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×dest_width 

B VDAYR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×dest_width 

G VDAYR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×dest_width＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>× 

(4／P_density_y) 

C VDAYR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×dest_width＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>× 

(4／P_density_y) 

H VDAYR=offset_ad＋clip_hsize×(4／P_density_y) 

J VDAYR=offset_ad＋(clip_vsize－1)×dest_width 

K VDAYR=offset_ad＋(clip_vsize－1)×dest_width＋clip_hsize×(4／P_density_y) 
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【C成分出力アドレス】 

0 VDACR=offset_ad 

F VDACR=offset_ad 

D VDACR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>×(4/P_density_c) 

A VDACR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>×(4/P_density_c) 

E VDACR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c 

B VDACR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c 

G VDACR=offset_ad＋<((src_hblk－2)×16＋src_sideh)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c＋<((src_vblk－2)×16＋

src_sidev)>×(4/P_density_c) 

C VDACR=offset_ad＋<((src_vblk－2)×16＋src_sidev)>/(1＋yuv420out)×dest_width_c＋<((src_hblk－2)×16＋

src_sideh)>×(4/P_density_c) 

H VDACR=offset_ad＋clip_hsize×(4/P_density_c) 

J VDACR=offset_ad＋(clip_vsize_c－1)×dest_width_c 

K VDACR=offset_ad＋(clip_vsize_c－1)×dest_width_c＋clip_hsize×(4/P_density_c) 
 

35.3.9 VEUデスティネーションアドレス Cレジスタ（VDACR） 

VDACRは、VEUが書き出す画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VDAC[15:0]

VDAC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

VDAC[31:2] 

VDAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VEUの Cプレーンの書き出し先頭アドレスを指定（1ロングワード単位、

YCbCr 4:4:4のときは 2ロングワード単位） 

 

VDACビットには、図 35.15のように VEUのデスティネーション画像先頭アドレス（出力画像領域の左上端の

アドレス）を設定します。YCbCr形式の画像を書き出す場合には、Cプレーンの先頭アドレスを指定してくださ

い。RGB形式の画像を書き出す場合は、VDACRは使用しません。 

VDACRに指定するアドレスは、画像を回転／反転する場合に指定するポイントが変化します。この指定ポイン

トについては VDAYRと同様ですので、図 35.13と表 35.5を参照してください。ただし、YCbCr 4:2:0で出力す

る場合には、C成分の垂直方向の出力ライン数が Y成分の場合や RGB出力時に比べて 1/2倍になります。垂直方

向へのアドレス計算時に（メモリ幅×垂直方向のライン数）として計算する場合には、ライン数が 1/2となること

に注意してください（「35.3.8 VEUデスティネーションアドレス Yレジスタ（VDAYR）」の説明を参照）。 
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Destination Memory

02:02
VDACR.VDAC

 

図 35.15 VDACRの設定アドレス 

 

35.3.10 VEU変換制御レジスタ（VTRCR） 

VTRCRは、主に VEUの色変換、入出力データフォーマットに関する処理内容の設定を行います。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CHRR[1:0] RPKF[3:0] — —— DITH TM2 TM1 TE RY

PAD[7:0] CHDS[1:0] — WPKF[4:0]

——

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 PAD[7:0] H'00 R/W VEUの出力データが RGB形式のとき、出力データ中に埋め込む PAD値を

設定 

RGBの出力データパックの型には、図 35.16のように PADを含むものがあ

ります（表 35.6参照）。PADには、任意の 8ビットのデータを付加するこ

とができます。本ビットには、この PADの部分に埋め込むデータを設定し

てください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23、22 CHDS[1:0] 00 R/W VEUの出力データが YCbCr形式のとき、出力フォーマット形式を選択 

YCbCr形式出力時には、表 35.7のパックパターンで出力を行います。YCbCr 

4:4:4から YCbCr 4:2:2形式、YCbCr 4:2:0形式への変換は、左右は 2画素

の平均値により行い、垂直方向は単純間引きとなります。 

メモリ出力先は Yと Cで別プレーンとなります。したがって、Y:Cのメモ

リ領域の比は、YCbCr 4:2:0のときは 2:1、YCbCr 4:2:2のときは 2:2、YCbCr 

4:4:4のときは 2:4となります。 

00：YCbCrモードのとき YCbCr 4:2:0で出力 

01：YCbCrモードのとき YCbCr 4:2:2で出力 

10：YCbCrモードのとき YCbCr 4:4:4で出力 

11：設定禁止 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

20～16 WPKF[4:0] 00000 R/W VEUの出力データが RGB形式のとき、出力データパック形式を設定 

VEUでは出力するデータを 32ビットにパックします。このときのデータフ

ォーマットは、RGB形式で出力する場合は表 35.6、YCbCr形式で出力する

場合は、表 35.7に示すパターンでパックを行います。RGB形式出力時の場

合は、表 35.6のWPKFの欄に示した値を、本ビットに設定してください。 

RGBのスタッフィング出力パック（WPKF＝H'10、H'11、H'12、H'15）時

には、ラインの先頭は必ず表 35.6に示した phase0のパック形式になりま

す。 

15、14 CHRR[1:0] 00 R/W VEUの入力画像形式を選択 

YCbCr形式入力時には、表 35.7のパックパターンで出力を行います。 

00：入力画像形式を YCbCr 4:2:0として読み込む 

01：入力画像形式を YCbCr 4:2:2として読み込む 

10：入力画像形式を YCbCr 4:4:4として読み込む 

00：設定禁止 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～8 RPKF[3:0] 0000 R/W VEUの入力が RGB形式のとき、RGBの入力データバック形式を設定 

本ビットの設定による RGBのフォーマットと入力形式の関係は、表 35.8

のようになっています。RGB形式で VEUに入力する場合は、表 35.8の

RPKFの欄に示した値を本ビットに設定してください。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 DITH 0 R/W RGB画像の減色処理時のディザ処理の有無 

VEUには RGB画像を減色する機能があります。減色後の色数はWPKFビ

ットの設定に依存します。RGB画像の減色処理は、量子化処理により行う

ため、量子化処理により減色後の画像には擬似輪郭が発生します。この現象

は色数を少なくする程顕著になり、一般的に画質劣化の原因となります。

VEUではこの画質劣化を抑制するためのディザ処理を行うことが可能で

す。 

0：VEUの出力画像が RGB形式のとき減色時にディザ処理を適用しない 

1：VEUの出力画像が RGB形式のとき減色時にディザ処理を適用する 

3 

2 

TM2 

TM1 

0 

0 

R/W 

R/W 

TM1ビットは色変換回路の色変換式を ITU-R BT.601もしくは BT.709に設

定するビットです。TM2ビットは色変換において R/G/Bと Y/Cb/Crの 8-bit

デジタル値の変換範囲を設定します。 

00：色変換式は ITU-R BT.601に準拠し、値域 RGB(0,255)⇔Y(16,235)、

CbCr(16,240)の変換を行う 

01：色変換式は ITU-R BT.601に準拠し、値域 RGB(0,255)⇔YCbCr(0,255)

の変換を行う 

10：色変換式は ITU-R BT.709に準拠し、値域 RGB(0,255)⇔Y(16,235)、

CbCr(16,240)の変換を行う 

11：色変換式は ITU-R BT.709に準拠し、値域 RGB(16,235)⇔Y(16,235)、

CbCr(16,240)の変換を行う 

1 

0 

TE 

RY 

0 

0 

R/W 

R/W 

TEビットは RGB⇔YCbCr変換回路のオン／オフを設定します。 

RYビットは入力形式が RGBであるか YCbCrであるかを設定します。 

表 35.9に TEビットと RYビットの設定と入出力のデータ形式の関係を示

します。 

00：ソース画像を YCbCr形式として読み込み、YCbCr→RGB変換を行わ

ない 

01：ソース画像を RGB形式として読み込み、RGB→YCbCr変換を行わ

ない 

10：ソース画像を YCbCr形式として読み込み、YCbCr→RGB変換を行う 

11：ソース画像を RGB形式として読み込み、RGB→YCbCr変換を行う 

 

MSB

MSB

LSB

LSB

31

31

24 23 0

08 7

PAD

PADPixel Data

Pixel Data

 

図 35.16 PADを含むデータパックの型 
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表 35.6 RGBデータの出力パック形式 

B'00000

B'00001 

B'00010 

B'00110 

B'01000 

B'01010 

B'01101 

B'01110 

B'10000

B'10001

B'10010

B'10011 

B'10100 

B'10101 

B'10110 

B'10111

0 

1 

2 

6 

8 

10 

13 

14 

16

17

18

19 

20 

21

22 

23

R0 

0 

R0 

R0 

R0 

R0 

R0 

G1 

B2 

0

0

0

R0 

G1 

B2 

R0 

R0 

G1 

B2 

0 

0

R0 

0 

R0 

R0 

R0 

R0 

R0 

G1 

B2 

0

0

0

R0 

G1 

B2 

R0 
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0 
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0 
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8 

12 

16 

18 

24 
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⎯

⎯

⎯

⎯ 

0 

1

2 

0

1

2
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1 

2 

⎯ 

0 

1 

2 

⎯

31～24

PhaseBit Rate
[bpp]

4

2

2

1

4/3 

4/3

4/3

1

4/3 

1

P Density_y
[pix/LW]

WPKFNo.

23～16

Bit

15～8 7～0

PAD

PAD

PAD

PAD

PAD

PAD

 
 

表 35.7 YCbCrデータのパック形式 

Y data

C data

Y data

C data 

Y data

C data

0 

1 

2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Y0 

Cb0 

Cb2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Y1 

Cr0 

Cr2

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb2 

Y2 

Cb1 

Cb3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr2 

Y3 

Cr1 

Cr3

16 

16 

24

31～24

Bit Rate
[bpp]

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2

P density
Y, C

[pix/LW]

CompNo.

23～16

Bit

15～8 7～0

 
 

表 35.8 RGBデータの入力パック形式 

B'00000

B'00001 

B'00010

B'00011 

B'00111

B'01101

0 

1 

2

3 

7

13

X 

R0 

R0

G1

B2

R0

X

X

X 

R0 

R0

G1

B2

R0

X

X

X 

R0 

R0

G1

B2

R0

X

X

X 

R0

R0

G1

B2

R0

X

X

X 

R0 

R0

G1

B2

R0

X

X

X 

R0 

R0

G1

B2

G0

X

X

X 

R0 

R0

G1

B2

G0

X

X

X 

R0 

R0

G1

B2

G0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

G0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

G0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

G0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

B0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

B0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

B0

X

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

B0

R0

X

R0 

G0 

G0

B1

R3

B0 

R0

X

G0 

B0 

B0

R2

G3

R1 

R0

R0

G0 

B0 

B0

R2

G3

R1 

R0

R0

G0 

B0 

B0

R2

G3

R1 

R0

R0

G0 

B0 

B0

R2

G3

R1 

R0

R0

G0 

B0 

B0

R2

G3

R1 

G0

R0

G0 

B0 

B0

R2

G3

G1 

R0

G0

G0 

B0 

B0

R2

G3

G1 

G0

G0

G0 

B0 

B0

R2

G3

G1 

G0

G0

B0 

X 

R1

G2

B3

G1 

G0

G0

B0 

X 

R1

G2

B3

G1 

G0

G0

B0 

X 

R1

G2

B3

G1 

B0

G0

B0 

X 

R1

G2

B3

B1 

B0

B0

B0 

X 

R1

G2

B3

B1 

B0

B0

B0 

X 

R1

G2

B3

B1 

B0

B0

B0 

X 

R1

G2

B3

B1 

B0

B0

B0 

X 

R1

G2

B3

B1 

B0

B0

24 

16 

18

16

⎯

⎯

0

1

2

⎯

⎯

⎯

31～24

PhaseBit Rate
[bpp]

1 

4/3

2 

1

1

P Density-y
[pix/LW]

RPKFNo.

23～16

Bit

15～8 7～0

【記号説明】x : Don't care  
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表 35.9 VTRCRの TEビット、RYビットと入出力のデータ形式の関係 

TEビット RYビット 入力 出力 

0 0 YCbCr形式 YCbCr形式 

0 1 RGB形式 RGB形式 

1 0 YCbCr形式 RGB形式 

1 1 RGB形式 YCbCr形式 

 

35.3.11 VEUリサイズフィルタ制御レジスタ（VRFCR） 

VRFCRは、画像拡大縮小フィルタの拡大率／縮小率の設定を行います。拡大縮小処理を実行する場合は、他の

いくつかの処理は同時に行うことができません（表 35.14参照）。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VHMNT[3:0] VHFRC[11:0]

VVMNT[3:0] VVFRC[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 VVMNT[3:0] H'0 R/W 垂直方向の拡大縮小率の倍数部 

VVMNTビットでは、垂直方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'0～H'F

です。VVMNTビットを H'0、VVFRCビットを H'000に設定した場合には、

等倍出力となります。 

27～16 VVFRC[11:0] H'000 R/W 垂直方向の縮小率の端数部 

VVFRCビットでは、垂直方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'000～

H'FFFです。 

15～12 VHMNT[3:0] H'0 R/W 水平方向の拡大縮小率の倍数部 

VHMNTビットでは、水平方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'0～H'F

です。VHMNTビットを H'0、VHFRCビットを H'000に設定した場合には、

等倍出力となります。 

11～0 VHFRC[11:0] H'000 R/W 水平方向の縮小率の端数部 

VHFRCビットでは、水平方向の倍率設定を行います。設定範囲は H'000～

H'FFFです。 

 

VEUでは図 35.17に示すように、画像拡大縮小フィルタによる画像拡大または縮小が可能です。VRFCRを設

定したときは、メディアンフィルタ、デブロッキングフィルタ、ローパスフィルタ、および回転との同時動作は

禁止されるので、VFMCRの HMRR（左右反転）および VMRR（上下反転）以外のビットには B'0を設定してく

ださい。 
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拡大縮小の倍率は、1/16～16倍の範囲で設定可能です。 

02:02

02:02

02:02

02:02

02:02

Source Image

VEU3F 
Scaling Filter

Down Sample

Up Sample

 

図 35.17 VEUによる画像の拡大縮小 

 

倍率、入力画素数から拡大縮小フィルタの出力画素数を求める式を示します。 

α =MANT×4096+FRAC … 数式1 

SCL=4096/α … 数式2 

数値 Aの小数点以下を切り捨てる演算 <A> 

入力サイズを Sin、出力サイズを SIZEと表します。 

【注】 水平：Sin=VESSR.VHSS 

 垂直：Sin=VESSR.VVSS 

 

【縮小】 

SIZE=<1+ ( <1+ (Sin–1) /MANTpre> –1)×MANTpre×SCL> [1/16<SCL≦1] … 数式3 

MANTpre=1[1≦MANT<4] 

 =2[4≦MANT<8] 

 =4[8≦MANT<16] 

【拡大】 

SIZE=<1+ (Sin–1)×SCL> [1<SCL<16,VRSCR.AMD=0] … 数式5 

SIZE=<Sin×SCL> [1<SCL<16,VRSCR.AMD=1] … 数式6 

【注】 VRSCR.AMDに関しては VRSCRを参照 
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• 例：88画素を352画素に拡大（VRSCR.AMD=0） 

倍率=352/88=4であり、SCL=4と仮定し、数式1、数式2にあてはめ、MANT=0、FRAC=1024と仮決めします。

数式5へ代入すると、SIZE（出力画素数）=349を得ることができます。所望の出力画素数352よりも小さいた

め、SCL（数式1）の値をこれより大きい値でかつ最小の値（MANT=0、FRAC=H'3FF）に設定します。これ

により出力画素=349となりますが、まだ所望の画素数より小さいため、これを繰り返します。MANT=0、

FRAC=H'3F7で所望の画素数352を得ることができるので、88画素を352画素に拡大（VRSCR.AMD=0）する

ために、MANT=0、FRAC=H'3F7を設定してください。 

 

表 35.10 拡大／縮小フィルタの水平方向の各倍率設定例 

FRAC 倍率 AMD 

10進 16進 

MANT 

8 0 508 H'1FC 0 

4 0 1017 H'3F9 0 

2 0 2039 H'7F7 0 

1.5 0 2723 H'AA3 0 

8 1 512 H'200 0 

4 1 1024 H'400 0 

2 1 2048 H'800 0 

1.5 1 2730 H'AAA 0 

7/8 0 585 H'249 1 

3/4 0 1365 H'555 1 

5/8 0 2457 H'999 1 

1/2 0 0 H'0 2 

1/4 0 0 H'0 4 

1/8 0 0 H'0 8 
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35.3.12 VEUリサイズフィルタサイズクリップレジスタ（VRFSR） 

VRFSRは、フィルタの端数出力画素について、クリップ（切り捨て）の設定を行います。VRFCRと合わせて

設定してください。本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VHCLP[11:0] 

VVCLP[11:0]— — — —

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

27～16 VVCLP[11:0] H'000 R/W 拡縮後の縦クリップサイズを画素数で指定（1画素単位） 

ただし、YCbCr 4:2:0のときは、2画素単位で設定してください。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

11～1 

0 

VHCLP[11:1]

VHCLP[0] 

H'000 R/W 

R 

拡縮後の横クリップサイズを画素数で指定（4画素単位） 

ただし、VTRCR.WPKF（書き込みパック）=1、2、6、8～14、19、20、22、

23のときは、2画素単位で設定してください。 

 

VRFSR.VVCLP、VRFSR.VHCLPは、ライン処理（拡大縮小またはヘンハンサまたはバンドル読み出しあり）の

場合の出力サイズを設定するレジスタです。VRFSRは横方向 4画素単位、縦方向 1画素単位（YCbCr 4:2:0出力

の場合は 2画素単位）で指定可能です。ただし、RGB 2byte/pixel（VTRCR.WPKF=1、2、6）と RGB 4byte/pixel

（VTRCR.WPKF=8～14、19、20、22、23）は横方向 2画素単位の設定が可能です。 

最大設定値は VRFSR.VVCLPおよび VRFSR.VHCLPともに 4,092画素となり、最小設定値は VRFSR.VVCLPお

よび VRFSR.VHCLPともに 16画素となります。ただし、VRFSR.VHCLP＋VRSOR.VHCLOFS≦4,092となるよう

に設定してください。 
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Input Image

Scaling

VRFSR.VHCLP=h
VRFSR.VVCLP=v

(VRSOR.VHCLOFS) pixel

(h+a) pixel

(v+b) 
 line

h pixel

v line

Clipping

02:02 02:02

02:02

 

図 35.18 VEU拡大縮小フィルタ出力画像のクリッピング 

Input Image

Scaling

VRFSR.VHCLP=h
VRFSR.VVCLP=v

(VRSOR.VHCLOFS) pixel

(h-a) pixel

(v-b) 
 line

h pixel

v line

Clipping

02:02 02:02

02:02

 

図 35.19 VEU拡大縮小フィルタ出力画像の押し出し 

 

本設定値をフィルタ出力画素数より小さく設定すると、図35.18に示すように出力画像をクリッピングします。

出力する画素数は、VRSOR.VHCLOFSで設定したオフセット画素だけ右方向へずらした位置からのカウントとな

ります。設定した画素数よりも右側、設定したライン数よりも下側にある画素については、画像クリップ機能に

より切り捨てられます。 

本設定値をフィルタ出力画素数よりも大きく設定した場合、VRSCR.FMDビットの値に従い、VRSOR.VHCLOFS

で設定したオフセット画素だけ右方向へずらした位置から画素数をカウントし、設定した画素数まで画素を補完

出力します（図 35.19）。 
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ただし、水平方向に関しては、VRFSRに設定した画素数が実際の拡大縮小フィルタ出力画素数を 16の倍数ま

で切り上げた値よりも大きい場合には、補完機能は動作しません。この場合、VEUがハングアップする可能性が

あるので、必ず、数式 1～数式 6を用いて求めた画素数を 16の倍数に切り上げた値以下の数値を VRFSRに設定

してください。 

数式 1～数式 6から求まるフィルタ出力画素数が 16M＋N（N=1～16）の場合、VRFSR.VV(H)CLP≦16M+16 

なお、拡大または縮小処理をする以外は、VRFSR.VHCLP=VESSR.VHSS、VRFSR.VVCLP=VESSR.VVSSの設定

としてください。 
 

35.3.13 VEUエンハンスレジスタ（VENHR） 

VENHRは、画像のエッジ強調フィルタ（エンハンサ）の設定を行います。エッジ強調処理を実行する場合は、

他のいくつかの処理は同時に行うことができません（表 35.2参照）。本レジスタは、動作中の書き込みは禁止で

す。 

VENHRを設定したときは、メディアンフィルタ、デブロッキングフィルタ、ローパスフィルタ、および回転と

の同時動作は禁止となるので、VFMCRの HMRR（左右反転）および VMRR（上下反転）以外のビットには 0を

設定してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R/W R/W

ENSCL[2:0]

R/W R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — ENHV ENHH

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

10～8 ENSCL[2:0] 010 R/W エッジ強調の倍率を設定 

001：強調レベル 1（最大） 

010：強調レベル 2 

011：強調レベル 3 

100：強調レベル 4（最小） 

上記以外：設定禁止 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

1 ENHV 0 R/W 垂直方向のエッジ強調の有無 

0：垂直方向のエッジ強調を行わない 

1：垂直方向のエッジ強調を行う 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ENHH 0 R/W 水平方向のエッジ強調の有無 

0：水平方向のエッジ強調を行わない 

1：水平方向のエッジ強調を行う 

 

35.3.14 VEUリサイズフィルタサブ制御レジスタ（VRSCR） 

VRSCRは、ライン処理（SCALINGまたは ENHANCEまたはバンドル読み出しあり）での拡大縮小フィルタの

調整を行うレジスタです。ブロック処理（SCALINGおよび ENHANCEおよびバンドル読み出しなし）では、本

設定値は初期値（すべて 0）を設定してください。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — —

AMD FMD LC[1:0] — — — —

— — —

— — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 AMD 0 R/W VEUの拡大縮小フィルタが拡大時に生成する画素数を指定します。AMD=1

を設定すると、AMD=0にて生成される出力画像の上下、左右に画素を補完

することにより int(n*拡大率)の画素数が生成されます。 

0：拡大時、得られる画素数は 1+int((n-1)*拡大率)になる 

1：拡大時、得られる画素数が int(n*拡大率）になるようにする 

30 FMD 0 R/W VEUの拡大縮小フィルタがクリップサイズに満たない画像を出力した際、

クリップサイズまで画素を補間します。FMDは補間方法を指定します。

FMD=0の場合、右端（下端）の画素値をコピーして画素値を補完します。

FMD=1の場合、フィル色指定レジスタ（VFLCR）にて指定した色で右端（下

端）の画素を補完します。 

0：最終生成画素／最終生成ラインを繰り返して出力 

1：変換色指定レジスタ（VFLCR）で指定された色を繰り返し出力 

29、28 LC[1:0] 00 R/W ソース画像の水平左端の切り取り画素数指定 

0～3まで指定可能 

ソースアドレスレジスタの VSAYR、VSACRともにロングワード単位なの

で、たとえば、入力フォーマットが YCbCrの場合は、背景画面からの水平

切り出し開始位置は 4画素単位となります。そのため、左端 4M+LC（M：

整数、LC：0～3の整数）の画素位置から背景画面の切り出しを行いたい場

合は、4Mを読み取り先頭アドレス VSAYRで調整し、下位 2ビットを本ビ

ット（LC）で調整します。 

本ビットに値を設定した場合、拡大縮小フィルタへの入力は、水平

VESSR.VHSS－VRSCR.LC、垂直 VESSR.VVSSとなります。 



 

35. ビデオエンジンユニット（VEU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  35-37 

2013.01.18  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

Source Memory

Background Image

Cut Image

VESSR.VHSS

4M LC
VESSR.VVSS

VDAYR.VDAY

VESWR.VSW

 

図 35.20 背景画面と切り出し画素位置の関係 

 

35.3.15 VEUリサイズフィルタサイズクリップオフセットレジスタ（VRSOR） 

VRSORは、フィルタ出力画素のクリップ動作時における、画面左側のクリップオフセットの設定を行います。

オフセット位置の詳細については図 35.18および図 35.19を参照してください。なお、図 35.2に示す経路 2にお

いて、拡大縮小後の出力画像の横画素数よりも小さく設定してください。 

また、VRFSR.VHCLP＋VRSOR.VHCLOFS≦4092となるように設定してください。 

本レジスタを設定する場合は、VRFCR、VRFSRレジスタと合わせて設定してください。また、「35.2 機能概

要」で説明している経路 2（ライン処理（拡大縮小またはエンハンサまたはバンドル読み出しあり））の動作を行

う際の出力サイズ設定となりますので、拡大縮小を行わない場合にも設定を行ってください。 

本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — VHCLOFS[7:0]

— — — — —

—

— — —

— — —

— — — — — — — —

 
 



 

35. ビデオエンジンユニット（VEU） 

35-38  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 VHCLOFS 

[7:0] 

H'00 R/W 拡大縮小後の横方向のクリップオフセットを画素数で指定（1画素単位）し

てください。 

 

35.3.16 VEUフィルタモード制御レジスタ（VFMCR） 

VFMCRは、フィルタ処理をする際の動作モードを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R/W R/W R R R R R R R R/W

R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — TPN — — DBLK LPHV — — VMRR HMRR — — ROTL ROTR

— — — — — — MED
FST

FLTPI — — — — — — — MED

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

25 MEDFST 0 R/W MEDFSTは、FLTPIが 1に設定された場合に、メディアンフィルタおよび

LPF/デブロッキングフィルタの処理順序を変更するビットです。 

0：LPF/デブロッキングフィルタ、メディアンフィルタの順序で処理を行

う 

1：メディアンフィルタ、LPF/デブロッキングフィルタの順序で処理を行

う 

24 FLTPI 0 R/W FLTPIは、LPF、デブロッキングフィルタおよびメディアンフィルタの高速

処理を制御するビットです。 

0：LPF/デブロッキングフィルタ、メディアンフィルタの高速処理を行わ

ない 

1：LPF/デブロッキングフィルタ、メディアンフィルタの高速処理を行う 

FLTPIに 1を設定する場合は、設定制約があるので、必ず以下を設定してく

ださい。 

(1)VFMCR.ROTR=0 

(2)VFMCR.ROTL=0 

(3)VESTR.VBE=0 

(4)VRSOR.VHCLOFS=0 

(5)VRFSR.VVCLP=VSSR.VVSS 

(6)VRFSR.VHCLP=VSSR.VHSS 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

16 MED 0 R/W メディアンフィルタ適用 

メディアンフィルタを適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ

強調フィルタとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は

行うことができません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、

VRFCR、VENHR、および VESTRの VBEビットには 0を設定してくださ

い（拡大縮小処理、エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作

禁止）。 

本ビットとフィルタ動作の関係は、表 35.11を参照してください。 

0：メディアンフィルタを使用しない 

1：入力画像に対してメディアンフィルタを適用する 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12 TPN 0 R/W ローパスフィルタ（LPF）のタップ数設定 

0：LPFのタップ数を 3タップに設定する 

1：LPFのタップ数を 5タップに設定する 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

9 DBLK 0 R/W デブロッキングモード適用 

デブロッキングフィルタを適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エ

ッジ強調フィルタとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動

作は行うことができません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、

VRFCR、VENHR、および VESTRの VBEビットには 0を設定してくださ

い（拡大縮小処理、エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作

禁止）。 

本ビットとフィルタ動作の関係は、表 35.11を参照してください。 

0：LPFを入力画像全体に対して適用（通常モード） 

1：LPFを入力画像の 8×8画素ブロックの境界のみに対して適用（デブ

ロッキングモード） 

8 LPHV 0 R/W ローパスフィルタ適用 

ローパスフィルタを適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ強

調フィルタとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は行

うことができません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、VRFCR、

VENHR、および VESTRの VBEビットには 0を設定してください（拡大縮

小処理、エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作禁止）。 

本ビットとフィルタ動作の関係は、表 35.11を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対してローパスフィルタ（LPF）を適用 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 



 

35. ビデオエンジンユニット（VEU） 

35-40  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 VMRR 0 R/W 垂直反転（水平軸対称）フィルタ適用 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して垂直反転（水平軸対称）フィルタを適用 

4 HMRR 0 R/W 水平反転（垂直軸対称）フィルタ適用 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して水平反転（垂直軸対称）フィルタを適用 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

1 ROTL 0 R/W 270°回転（時計回り）フィルタ適用 

回転処理を適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ強調フィル

タとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は行うことが

できません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、VRFCR、VENHR、

および VESTRの VBEビットには 0を設定してください（拡大縮小処理、

エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作禁止）。 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して 270°回転（時計回り）フィルタを適用 

0 ROTR 0 R/W 90°回転（時計回り）フィルタ適用 

回転処理を適用する場合は、拡大縮小処理との同時動作、エッジ強調フィル

タとの同時動作、およびバンドル読み出しモードとの同時動作は行うことが

できません。したがって、本ビットを 1に設定したときは、VRFCR、VENHR、

および VESTRの VBEビットには 0を設定してください（拡大縮小処理、

エッジ強調処理、バンドル読み出しモードとの同時動作禁止）。 

本ビットと回転／反転動作の関係は、表 35.12を参照してください。 

0：NOP 

1：入力画像に対して 90°回転（時計回り）フィルタを適用 

 

表 35.11 MED、DBLK、LPHVビットとフィルタ動作の関係 

MEDビット DBLKビット LPHVビット フィルタ動作 

0 0 0 スルー 

0 0 1 ローパスフィルタ 

0 1 1 デブロッキングフィルタ 

1 1 1 デブロッキングフィルタ＋メディアンフィルタ* 

1 0 0 メディアンフィルタ 

 その他  設定禁止 

【注】 * デブロッキングフィルタ→メディアンフィルタの順番は変更できません。 
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表 35.12 VMRR、VHRR、ROTL、ROTRビットと回転／反転動作の関係 

VMRRビット HMRRビット ROTLビット ROTRビット 回転/反転動作 

0 0 0 0 回転反転なし 

0 0 0 1 時計回りに 90°回転 

0 0 1 0 時計回りに 270°回転 

0 1 0 1 時計回りに 90°回転後、水平反転 

1 0 0 1 時計回りに 90°回転後、垂直反転 

0 1 0 0 水平反転 

1 0 0 0 垂直反転 

1 1 0 0 180°回転 

 その他  設定禁止 
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「270°回転後、水平反転」と「270°回転後、垂直反転」は、それぞれ「90°回転後、垂直反転」および「90°

回転後、水平反転」で実現できます。 

各回転／反転機能を使用したときの処理後の画像と原画との関係を、図 35.21、図 35.22に示します。 

水平反転

90°回転+垂直反転
（270°回転+水平反転）

90°回転

90°回転

270°回転

270°回転+垂直反転
（90°回転+水平反転）

270°回転

原画

02:02

02:02

02
:0
2

02
:0

2

02:02

水平反転

垂直反転 垂直反転

 

図 35.21 回転／反転の組み合わせ画像と原画との関係 
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原画

垂直反転

垂直反転＋水平反転＝180°回転

水平反転

02:02

 

図 35.22 反転画像と原画像の関係 

 

35.3.17 VEU垂直タップ係数レジスタ（VVTCR） 

VVTCRは、ローパスフィルタ適用の際の垂直タップ係数を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

VTPC3[3:0] VTPC2[3:0] VTPC1[3:0] VTPC0[3:0]

— — — — — — — — — VSHFT[2:0] VTPC4[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

22～20 VSHFT[2:0] 000 R/W 垂直タップ演算後のシフト量指定 

垂直方向の各タップの合計値を足した後、右にシフトする数を設定します。

VTPC0～VTPC4ビットの合計値に対応した設定を行ってください。 

表 35.13に VVTCR.VTPCの合計値に対応した値を示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～16 VTPC4[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 4設定（3TAPフィルタの場合は 0設定にしてください） 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素右の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

15～12 VTPC3[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 3設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素右の成分の寄与を設定します。 

11～8 VTPC2[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 2設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、その位置の成分の寄与を設定します。 

7～4 VTPC1[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 1設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素左の成分の寄与を設定します。 

3～0 VTPC0[3:0] H'0 R/W 垂直タップ係数 0設定（3TAPフィルタの場合は 0設定にしてください） 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素左の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

 

表 35.13 VTPC4～VTPC0の合計とシフト量（VSHFT）の設定 

ΣVVTCR.VTPC VVTCR.VSHFT 

4 2 

8 3 

16 4 

32 5 

64 6 

 

以下に VVTCRの設定例を示します。VTPC4ビットが H'0、VTPC0ビットが H'0のときは、3TAPのローパスフ

ィルタなので、VFMCRの TPNビットに B'0を設定してください。また、それ以外は 5TAPのローパスフィルタ

なので、TPNビットに B'1を設定してください。 
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表 35.14 VVTCR設定例 

ビット名 VSHFTビット VTPC4ビット VTPC3ビット VTPC2ビット VTPC1ビット VTPC0ビット 

2 0 1 2 1 0 

3 0 1 6 1 0 

3 1 2 2 2 1 

3 1 1 4 1 1 

4 0 1 14 1 0 

4 0 3 10 3 0 

4 0 5 6 5 0 

4 1 1 12 1 1 

4 1 2 10 2 1 

4 1 3 8 3 1 

4 1 4 6 4 1 

4 2 3 6 3 2 

4 3 3 4 3 3 

5 0 9 14 9 0 

5 1 8 14 8 1 

5 1 9 12 9 1 

5 1 10 10 10 1 

5 2 7 14 7 2 

5 2 9 10 9 2 

5 3 6 14 6 3 

5 3 7 12 7 3 

5 3 8 10 8 3 

5 4 5 14 5 4 

5 4 7 10 7 4 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

6 11 14 14 14 11 

設定値 

6 12 13 14 13 12 

【注】 水平タップ数と垂直タップ数は同一にする必要があります。 
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35.3.18 VEU水平タップ係数レジスタ（VHTCR） 

VHTCRは、ローパスフィルタ適用の際の水平タップ係数を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HTPC3[3:0] HTPC2[3:0] HTPC1[3:0] HTPC0[3:0]

— — — — — — — — — HSHFT[2:0] HTPC4[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

22～20 HSHFT[2:0] 000 R/W 水平タップ演算後のシフト量指定 

水平方向の各タップの合計値を足した後、右にシフトする数を設定します。

設定は VVTCRの VSHFTビットの項を参照してください。 

表 35.15に VHTCR.HTPCの合計値に対応した値を示します。 

19～16 HTPC4[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 4設定 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素右の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

15～12 HTPC3[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 3設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素右の成分の寄与を設定します。 

11～8 HTPC2[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 2設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、その位置の成分の寄与を設定します。 

7～4 HTPC1[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 1設定 

ローパスフィルタを掛ける場合、1画素左の成分の寄与を設定します。 

3～0 HTPC0[3:0] H'0 R/W 水平タップ係数 0設定 

5TAPのローパスフィルタを掛ける場合、2画素左の成分の寄与を設定しま

す。3TAPのローパスフィルタを掛ける場合は 0に設定してください。 

 

表 35.15 HTPC4～HTPC0の合計とシフト量（HSHFT）の設定 

ΣVHTCR.HTPC VHTCR.HSHFT 

4 2 

8 3 

16 4 

32 5 

64 6 
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以下に VHTCRの設定例を示します。HTPC4ビットと HTPC0ビットがともに H'0のときは、3TAPのローパス

フィルタなので、VFMCRの TPNビットに B'0を設定してください。また、それ以外は 5TAPのローパスフィル

タなので、TPNビットに B'1を設定してください。 
 

表 35.16 VHTCR設定例 

ビット名 HSHFTビット HTPC4ビット HTPC3ビット HTPC2ビット HTPC1ビット HTPC0ビット 

2 0 1 2 1 0 

3 0 1 6 1 0 

3 1 2 2 2 1 

3 1 1 4 1 1 

4 0 1 14 1 0 

4 0 3 10 3 0 

4 0 5 6 5 0 

4 1 1 12 1 1 

4 1 2 10 2 1 

4 1 3 8 3 1 

4 1 4 6 4 1 

4 2 3 6 3 2 

4 3 3 4 3 3 

5 0 9 14 9 0 

5 1 8 14 8 1 

5 1 9 12 9 1 

5 1 10 10 10 1 

5 2 7 14 7 2 

5 2 9 10 9 2 

5 3 6 14 6 3 

5 3 7 12 7 3 

5 3 8 10 8 3 

5 4 5 14 5 4 

5 4 7 10 7 4 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

5 5 5 12 5 5 

5 5 6 10 6 5 

5 5 7 8 7 5 

6 11 14 14 14 11 

設定値 

6 12 13 14 13 12 

【注】 水平タップ数と垂直タップ数は同一にする必要があります。 
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35.3.19 VEU指定色レジスタ（VAPCR） 

VAPCRは、指定色指定レジスタです。 

VEUの処理画像の任意の画素が本レジスタで指定した指定色と等しい場合、VCCRで指定した変換色と置き換

えます。RGB出力の場合は、有効ビット以外の下位ビットは 0に設定してください。YCbCr出力モードでは、YCbCr 

4:4:4出力のみ対応しています。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GAPC[7:0] BAPC[7:0]

— — — — — — — AP
CON RAPC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

24 APCON 0 R/W 指定色置換 

0：VEUの処理画像をそのまま出力 

1：VEUの処理画像の指定色と等しい画素を変換色で置き換えて出力 

23～16 RAPC[7:0] H'00 R/W 指定色の R（Cb）成分を指定 

15～8 GAPC[7:0] H'00 R/W 指定色の G（Y）成分を指定 

7～0 BAPC[7:0] H'00 R/W 指定色の B（Cr）成分を指定 

 

入力画像 処理画像

：指定透過色
：指定変換色

フィルタ色変換
ディザ 透過色変換

出力画像

【記号説明】

 

図 35.23 VEU処理画像の指定色画素の変換色への置き換え 
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35.3.20 VEU変換色レジスタ（VECCR） 

VECCRは、変換色指定レジスタです。 

VEUの処理画像の任意の画素が VAPCRで指定した指定色と等しい場合、本レジスタで指定した変換色と置き

換えます。RGB出力の場合は、有効ビット以外の下位ビットは 0に設定してください。YCbCr出力モードでは、

YCbCr 4:4:4出力のみ対応しています。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GCHGC[7:0] BCHGC[7:0]

— — — — — — — — RCHGC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～16 RCHGC[7:0] H'00 R/W 変換色の R（Cb）成分を指定 

15～8 GCHGC[7:0] H'00 R/W 変換色の G（Y）成分を指定 

7～0 BCHGC[7:0] H'00 R/W 変換色の B（Cr）成分を指定 

 

35.3.21 VEUフィル色指定レジスタ（VFLCR） 

VFLCRは、フィル色指定レジスタです。 

VRSCR.FMD=1のとき、VEUの拡大縮小フィルタが生成した画素領域からクリップサイズレジスタにより指定

したクリップ領域までの間にフィルされる色を指定します。RGB出力の場合は、有効ビット以外の下位ビットは

0に設定してください。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GFILC[7:0] BFILC[7:0]

— — — — — — — — RFILC[7:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

23～16 RFILC[7:0] H'00 R/W フィル色の R（Cb）成分を指定 

15～8 GFILC[7:0] H'00 R/W フィル色の G（Y）成分を指定 

7～0 BFILC[7:0] H'00 R/W フィル色の B（Cr）成分を指定 

 

35.3.22 VEUアドレス固定レジスタ（VAFXR） 

VAFXRは、VEUから出力するデータのアドレスを固定モード出力に設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — VAFIX

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VAFIX 0 R/W 出力アドレス固定モード 

本ビットが 1のときは、VEUの画像書き込み先アドレスを VDAYRに設定

した値に固定します。本ビットが 0のときは、出力アドレスはデータと

VEDWRに応じてインクリメントします。 

アドレス固定モードは、VEUの出力画像形式が RGBモードのときみ有効で

す。出力画像形式が YCbCrモードのときは、本ビットを 0に設定してくだ

さい。アドレス固定モードを使用する場合は、VFMCRの MED、LPHV、

ROTL、ROTRビットをすべて 0（メディアンフィルタ、ローパスフィルタ、

回転の禁止）、VRFCRを 0（等倍出力）、VDAYRおよび VRFSRの下位 3

ビットを 0（バースト転送以外を不可）に設定してください。 

0：出力アドレスをアドレス固定モードにしない 

1：出力アドレスをアドレス固定モードにする 
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35.3.23 VEUスワッピングレジスタ（VSWPR） 

VSWPRは、VEUのデータ入出力部で 64ビットデータ内の入れ替え（スワッピング）を設定するレジスタです。 

アドレスを 64ビットで区切った場合、 

• すべての入出力をロングワード単位で入れ替える場合 ：H'0000 0044 

• すべての入出力をワード単位で入れ替える場合 ：H'0000 0022 

• すべての入出力をバイト単位で入れ替える場合 ：H'0000 0011 

• すべての入出力をMSBからLSBにわたってバイト単位で入れ替える場合 ：H'0000 0077 

を設定します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — VEOLS VEOWS VEOBS — VEILS VEIWS VEIBS

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

6 VEOLS 0 R/W 出力ロングワードスワップ設定 

出力ロングワードスワップは、VEUの出力部で、64ビットのデータに対し

MSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます

（図 35.24）。 

0：出力ロングワードスワップをしない 

1：出力ロングワードスワップをする 

5 VEOWS 0 R/W 出力ワードスワップ設定 

出力ワードスワップは、VEUの出力部で、64ビットのデータに対し MSB

側 32ビット内と LSB側 32ビット内をワード単位で入れ替えます（図

35.25）。 

0：出力ワードスワップをしない 

1：出力ワードスワップをする 

4 VEOBS 0 R/W 出力バイトスワップ設定 

出力バイトスワップは、VEUの出力部で、64ビットのデータに対し各 16

ビット内において、バイト単位でデータを入れ替えます（図 35.26）。 

0：出力バイトスワップをしない 

1：出力バイトスワップをする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

2 VEILS 0 R/W 入力ロングワードスワップ設定 

入力ロングワードスワップは、VEUの入力部で、64ビットのデータに対し

MSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます

（図 35.24）。 

0：入力ロングワードスワップをしない 

1：入力ロングワードスワップをする 

1 VEIWS 0 R/W 入力ワードスワップ設定 

入力ワードスワップは、VEUの入力部で、64ビットのデータに対し MSB

側 32ビット内と LSB側 32ビット内において、ワード単位でデータを入れ

替えます（図 35.25）。 

0：入力ワードスワップをしない 

1：入力ワードスワップをする 

0 VEIBS 0 R/W 入力バイトスワップ設定 

入力バイトスワップは、VEUの入力部で、64ビットのデータに対し各 16

ビット内において、バイト単位でデータを入れ替えます（図 35.26）。 

0：入力バイトスワップをしない 

1：入力バイトスワップをする 

 

63 32 31 0

63 3231 0

 

図 35.24 ロングワードスワップ時のデータスワップ前後の関係 

 

63 48 47 32

63 4847 32

31 16 15 0

31 1615 0

 

図 35.25 ワードスワップ時のデータスワップ前後の関係 
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63 56 55 48

63 5655 48

47 40 39 32

47 4039 32

31 24 23 16

31 2423 16

15 8 7 0

15 87 0

 

図 35.26 バイトスワップ時のデータスワップ前後の関係 

 

35.3.24 VEUイベント割り込みイネーブルレジスタ（VEIER） 

VEIERは、VEVTRのフラグを割り込み信号として出力することを禁止／許可設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VB
ENDE — — — — — — — VE

ENDE

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBENDE 0 R/W VEVTR.VBENDの割り込み信号出力の禁止／許可を設定 

VEIER.VBENDE=1の場合は VEVTR.VBEND=1となった場合、割り込み信

号が出力されます。VEIER.VBENDE=0の場合は VEVTR.VBEND=1となっ

た場合でも、割り込み信号は出力されません。 

0：VEVTR.VBENDの割り込み信号出力を禁止 

1：VEVTR.VBENDの割り込み信号出力を許可 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VEENDE 0 R/W VEVTR.VEENDの割り込み信号出力の禁止／許可を設定 

VEIER.VEENDE=1の場合は VEVTR.VEEND=1となった場合、割り込み信

号が出力されます。VEIER.VEENDE=0の場合は VEVTR.VEEND=1となっ

た場合でも、割り込み信号は出力されません。 

0：VEVTR.VEENDの割り込み信号出力を禁止 

1：VEVTR.VEENDの割り込み信号出力を許可 
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35.3.25 VEUイベントレジスタ（VEVTR） 

VEVTRは、VEU内部で割り込みが発生した場合に、その要因を表すレジスタです。VEVTRの各要因の割り込

み信号への出力許可／禁止は VEIERで設定します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VB
END — — — — — — — VE

END

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBEND 0 R/W 本フラグは、VEUのバンドル読み出し（Nライン読み出し）モード時、VEU

が 1回の読み出し処理（VBSSRに設定したライン数の読み出し）が終了し

たときに 1となります。本フラグが発生した場合は、VEUは読み出し再起

動待ち状態となりますので、割り込み要因のクリアを行った後にアドレスレ

ジスタの切り替えを行い、読み出し再起動（VESTR＝H'0000 0011）を行っ

てください。 

【読み出しの場合】 

0：バンドル読み出し処理時の読み出し処理状態または VBENDフラグク

リア後の状態 

1：バンドル読み出し処理時の再起動待ちを表すステータス 

【書き込みの場合】 

0：VBENDフラグの 0クリアを行う 

1：現在の値を保持 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VEEND 0 R/W 本フラグは、VEUの処理がすべて終了したときに 1となります。本フラグ

は、処理終了後 0クリアしなければ 0にはなりません。このため、次の VEU

の起動前に必ず本フラグに 0を書き込み、0クリアする必要があります。 

【読み出しの場合】 

0：VEUの処理が終了していない状態または VEENDフラグクリア後の状

態 

1：VEUの処理が終了したことを表すステータス 

【書き込みの場合】 

0：VEENDフラグの 0クリアを行う 

1：現在の値を保持 
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35.3.26 VEUステータスレジスタ（VSTAR） 

VSTARは、VEU内部のステータスおよび内部信号の状態を表示するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — VB
PRC — — — VB

READ — — — — — — — VE
PRC

— — — — — — — INTL — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

24 INTL 0 R VEUの CPUへの割り込み信号のアサート状態を表示 

0：VEUの割り込み信号ポートに、割り込み信号がアサートされていない

ことを表す 

1：VEUの割り込み信号ポートに、割り込み信号がアサートされているこ

とを表す 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

12 VBPRC 0 R VEUのバンドル読み出しモード動作状態。詳しくは表 35.27を参照してく

ださい。 

0：VEUがバンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作を行って

いないことを表す 

1：VEUがバンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作している

ことを表す 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 VBREAD 0 R 詳しくは表 35.18を参照してください。 

0：バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作中に VEUが再

起動待ちであることを示す 

1：バンドル読み出し（Nライン読み出し）モードで動作中に VEUが読

み出し処理中であることを示す 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 VEPRC 0 R VESTRの VEビットと同じ値を示します。詳しくは表 35.18を参照してく

ださい。 

0：VEUがレディー（停止状態）であることを表す 

1：VEUがビジー（動作状態）であることを表す 
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VEUでの動作は、通常動作モードおよびバンドル読み出しモードの 2つがあります。通常動作モードでは起動

から処理終了までレジスタ書き換えはありません。バンドル読み出しモードでは動作中に 2つの状態として、読

み出し処理状態およびソフトによる再起動待ち状態があります。各状態と VSTARを読み出したときの値は表

35.17のようになります。また、通常動作モードにおける VSTARの状態遷移を図 35.27、バンドル読み出しモー

ドにおける VSTARの状態遷移を図 35.28に示します。 
 

表 35.17 各状態で VSTARを読み出したときのレジスタ値 

動作モード VBPRCビット VBREADビット VEPRCビット 

停止中 0 0 0 通常動作 

動作中 0 0 1 

停止中 0 0 0 

読み出し処理中 1 1 1 

Nライン読み出しモード 

再起動待ち 1 0 1 

 

CLK
VESTR = 
H'0000 0001

VSTAR.VBPRC

VSTAR.VBREAD

VSTAR.VEPRC

VEVTR.VEEND

VEU起動

動作中

 

図 35.27 通常動作モードにおける VSTARの状態遷移 

読み出し処理状態 読み出し処理状態

再起動待ち状態 再起動待ち状態

読み出し処理状態

CLK
VESTR = 
H'0000 0011

VSTAR.VBPRC

VSTAR.VBREAD

VSTAR.VEPRC

VEVTR.VBEND

VEVTR.VEEND

VEU起動 VEU再起動 VEU再起動

動作中

 

図 35.28 バンドル読み出しモードにおける VSTARの状態遷移 
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35.3.27 VEUモジュールリセットレジスタ（VBSRR） 

VBSRRは、VEUに対してモジュールリセットを行うレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 

動作中にモジュールリセットを行った場合、CPUバスとハンドシェイクしている論理回路等に強制リセットが

適用されるため、動作破綻が VEU外部に及ぶ可能性がありあります。CPUバスとのハンドシェイクを正常に行っ

て終了させる場合は、「35.3.1 VEU起動レジスタ（VESTR）」を参照してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R W R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — ALL
RST — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

8 ALLRST 0 W モジュールリセット 

ALLRSTビットに 1を書き込むと、VEUの内部のすべての制御信号し対し

てリセットが適用されます。 

0：設定禁止 

1：VEU内部のリセットを行う 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

35.3.28 VEUリサイズ通過帯域設定レジスタ（VRPBR） 

VRPBRレジスタは、拡大縮小時の信号通過帯域を設定します。VRFCR、VRFSRレジスタと合わせて設定して

ください。本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HBW[6:0]

— — — — — — — — —

— — — — — — — — —

VBW[6:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

22～16 VBW[6:0] H'00 R/W 拡大縮小時の縦方向の信号通過帯域を設定します。 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

6～0 HBW[6:0] H'00 R/W 拡大縮小時の横方向の信号通過帯域を設定します。 

 

縦方向の拡大時（VRFCR.VMNTが 0の場合）は、VRPBR.VBWに 64を設定してください。 

縦方向の縮小時（VRFCR.VMNTが 0以外の場合）については、以下の式に従い VRPBR.VBWを設定してくだ

さい。 

VSPBR.VBW =
4096× VRFCR.VMNT＋VRFCR.VFRC

4096× VMANTpre
64× ( ) 

ただし、VMANTpreは 

4(8≦VRFCR.VMNT<16) 

2(4≦VRFCR.VMNT<8) 

1(1≦VRFCR.VMNT<4) 

となります。また、<A>は数値 Aの小数点以下を切り捨てる演算です。 
 

横方向の拡大時（VRFCR.HMNTが 0の場合）は、VRPBR.HBWに 64を設定してください。 

横方向の縮小時（VRFCR.HMNTが 0以外の場合）については、以下の式に従い VRPBR.HBWを設定してくだ

さい。 

VSPBR.HBW =
4096× VRFCR.HMNT＋VRFCR.HFRC

4096× HMANTpre
64× ( ) 

ただし、HMANTpreは 

4(8≦VRFCR.HMNT<16) 

2(4≦VRFCR.HMNT<8) 

1(1≦VRFCR.HMNT<4) 

となります。また、<A>は数値 Aの小数点以下を切り捨てる演算です。 
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35.4 使用上の注意事項 

（1） 動作中の制限事項 

VEUの動作中に、クロック停止またはモジュールスタンバイ（MSTPビットのセット）を行わないでください。 
 

（2） 入力制限事項 

本文中の制限事項と本表の制限事項の間に相違があった場合は、本表の制限事項を優先します。 
 

表 35.18 入出力制限事項 

項目 パック 制限事項 

RGB565、 

4 byte/pixel 

• 入力開始アドレスはロングワード単位で指定する。 

• 原画像（メモリ）の横幅は、ソース画像 2画素に相当するバイト数で指定する。 

入力 

その他 • 入力開始アドレスはロングワード単位で指定する。ただし、スタッフィングの RGBパック入力時は、

phase0のパックから読み出しを開始するようアドレスを指定する。 

• 原画像（メモリ）の横幅は、ソース画像 4画素に相当するバイト数の単位で指定する。 

RGB565 

4 byte/pixel 

• 出力アドレスはロングワード単位で指定する。 

• 出力先画像（メモリ）の横幅は、デスティネーション画像 2画素に相当するバイト数で指定する。 

出力 

その他 • 出力アドレスはロングワード単位で指定する。 

• 出力先画像（メモリ）の横幅は、デスティネーション画像 4画素に相当するバイト数の単位で指定

する。 
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36. ブレンドエンジンユニット（BEU） 

ブレンドエンジンユニット（BEU）は、3画面のブレンド処理を行い、その上に 4個のウィンドウを重ねて表示

するマルチウィンドウ機能を搭載します。 

本 LSIは、BEUを 2セット内蔵しており、それぞれ BEU0、BEU1と表記します。 

36.1 特長 

BEUは、3画面のブレンド処理を行い、その上に 4個のウィンドウを重ねて表示するマルチウィンドウ機能を

搭載したモジュールであり、以下の機能を提供します。 

• Video（ビデオ）画面対応 

• OSD（On Screen Display：オンスクリーンディスプレイ）画面対応 

• Graphic（グラフィック）画面対応 

• Video1、Video2、OSD／Graphicの3面ブレンド 

• 3画面を任意位置にブレンド可能 

• 3入力のどれでも親画面とすることが可能 

• 子画面の位置が、親画面からはみ出し可能だが、はみ出した領域は出力されない 

• ラスタオペレーション2機能 

• マルチウィンドウ機能（3面ブレンドの上に4個のウィンドウを重ねて表示） 

• 出力先として、メモリ、VOU、LCDC、メモリとVOU、メモリとLCDCから選択可能 

 

36.2 BEUの機能概要 

本 LSIは、本モジュールを 2セット内蔵します。各モジュールは、LCDC、VOUとの連動動作の有無について

機能が異なります。 
 

表 36.1 LCDC、VOUとの連動動作の有無 

モジュール LCDC連動動作 VOU連動動作 

BEU0 あり なし 

BEU1 なし あり 
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BEU（ブレンドエンジンユニット）の機能概要を表 36.2に示します。 
 

表 36.2 BEUの機能概要 

分類 項目 実現機能 説明 特記事項 

YCbCr形式 YCbCr 4:4:4/4:2:2/4:2:0 

αYCbCr4:4:4/4:2:2/4:2:0

α/Y/C別プレーン入力 

YCbCr 4:2:0は縦ライン 2回読み

出し 

入力 

フォーマット 

RGB形式 RGBパック  

入力系 1にて

RGB/YCbCrの ITU-R 

BT709または ITU-R 

BT601規定の変換が可

能 

YCbCr形式 YCbCr 4:4:4/ 4:2:2/ 4:2:0 Y/C別プレーン出力 出力 

フォーマット RGB形式 RGBパック RGBパック出力 

出力系にて RGB/YCbCr

の ITU-R BT709または

ITU-R BT601規定の変

換が可能 

最大サイズ 4092×4092画素 入出力画像 

サイズ 最小サイズ 1×1画素 

YCbCr4:2:0：水平／垂直共に 2

画素単位で指定可能 

YCbCr4:2:2：水平方向 2画素単位

で指定可能 

その他のフォーマットにて 1画

素単位で指定可能 

 

24bpp Full Color（1677万色） ディザ処理不可 

18bpp 26万色 ディザ処理不可 

16bpp High Color（65536万色）  

12bpp 4096色  

ディザ処理 ディザ処理 

（減色処理） 

8bpp 256色  

ブレンド処理 PinP ビデオ画像 2面と

OSD/Graphicの 3面 

ブレンド 

• 3入力のどれでも親画面として

設定可 

• 3画面を任意位置にブレンド可

• 主領域からのはみ出し可。はみ

出した領域は出力されない 

• タイルパターンのブレンド可 

• 入力系 1～3で透過色の指定が

可能 

* 

データ形式 8bpp   OSD 

CLUTサイズ 32ビットαRGB 

32ビットαYCbCr 

  

ラスタオペ 

レーション 2 

 3種類の描画色処理 加算、置き換え、減算  

マルチウィン

ドウ機能 

 4ウィンドウ 3面ブレンドの上に 4個のウィン

ドウを重ねる 

• 画像サイズは、出力位

置に 1画素単位の設定

が可能 

• 他ウィンドウとの重な

りを禁止とする 
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分類 項目 実現機能 説明 特記事項 

表示データ 

出力 

出力先指定 出力系＋メモリ書き戻し 出力系に表示データの出力と同

時にメモリに書き戻す 

 

【注】 * 読み込み画像形式の設定をRGB形式に設定した場合、入力画面もRGB形式に、YcbCr形式に設定した場合は、YcbCr

形式にする必要があります。ただし入力系 1は読み込み画像形式の設定にかかわらず RGB形式、YcbCr形式どちら

の画像形式にすることも可能ですが、入力画像形式と読み込み画像形式の設定が相違した場合、入力系 1で色変換

する必要があります。また入力パック形式は、それぞれの入力系で任意に設定することが可能です。 

透過色指定は、入力フォーマット RGB565、RGB666、RGB888、YCbCrをサポートします。 

 

BEUのブロック図を図 36.1に示します。 

バス

バス 
ブリッジ

BEU (Blend Engine Unit)

S-BUS
インタ 
フェース 

M
-B

U
S
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

バス 
ブリッジ

In 1
読み出しバッファ

In 2
読み出しバッファ

In 3
読み出しバッファ

書き込みバッファ データパック

入力系1

入力系2

入力系3

ブ
レ
ン
ド
ま
た
は
 

ラ
ス
タ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

2

V
O

U

OSD

レジスタ制御

色変換

色変換

LC
D

C

In 4（マルチウィンドウ）
読み出しバッファ

入力系4

 

図 36.1 ブロック図 
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36.3 レジスタの説明 

（1） レジスタの R/W制限 

BEUレジスタの R/W制限について示します。以下のレジスタ操作が保証されない場合、動作破綻の可能性があ

ります。 

• すべてのBEUレジスタの読み出し専用ビットおよびリザーブ領域に対しては、1書き込みを禁止します。指定

されている設定値以外の値を設定しないでください。 

• BEUのレジスタ構成は、一部を除いて2面構成（A面、B面）となっています。動作中レジスタへの書き込み

禁止を規定しているレジスタ（ビット）に関しては、動作中のレジスタ書き込みを禁止とします（読み出し

は可）。BEUの動作状態は、ステータスレジスタ（BSTAR）のBEPRCビットを読み出すことで判定可能です。

レジスタの書き換えは、これらのビットがB'0を示しているときに書き換えてください。また、2面構成のレ

ジスタに関しては、ミラーアドレスに書き込みを行った場合、常に使用していない面のレジスタに対してア

クセスされます。A面もしくはB面に直接書き込みを行う場合は、使用中の面への書き込みを禁止とします。 

（2） 本文中で使用されている語句 

本文中で使用されている語句について説明します。 

• ｢強制終了｣または｢ソフトリセット｣とはBEUの処理動作の強制終了を表します。動作としては、現在の処理

を中止し、ハードウェアとして正常終了します。ソフトリセットを行ったフレームの画像処理結果は、保証

されません。 

• 「モジュールリセット」は、BEU内部回路への強制リセットを示します。動作としては、モジュールリセッ

トはハードウェアの状態を一切考慮せずにリセット動作を行います。このため、BEUが正常動作中にモジュ

ールリセットを適用すると、BEU周辺のハードウェアが動作不能状態になる可能性があります。 

• 本文中の「動作中」とは、ステータスレジスタ（BSTAR）のBEPRCビットがB'1となっている状態を示しま

す。 

• 本文中のレジスタのビットを参照する場合、レジスタ名.ビット名の形式で表します。 

（例）BESTR.BEIVK 
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（3） レジスタ一覧 

BEUのレジスタ構成を表36.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表28.52に示します。 
 

表 36.3 BEUのレジスタ構成 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU0起動レジスタ BESTR_0 R/W H'FE93 0000 － － 32 

BEU0ソースメモリ幅指定レジスタ 1 BSMWR1_0 R/W H'FE93 0010 H'FE93 1010 H'FE93 2010 32 

BEU0ソースサイズ指定レジスタ 1 BSSZR1_0 R/W H'FE93 0014 H'FE93 1014 H'FE93 2014 32 

BEU0ソースアドレス Yレジスタ 1 BSAYR1_0 R/W H'FE93 0018 H'FE93 1018 H'FE93 2018 32 

BEU0ソースアドレス Cレジスタ 1 BSACR1_0 R/W H'FE93 001C H'FE93 101C H'FE93 201C 32 

BEU0ソースアドレスαレジスタ 1 BSAAR1_0 R/W H'FE93 0020 H'FE93 1020 H'FE93 2020 32 

BEU0ソース画像フォーマットレジスタ 1 BSIFR1_0 R/W H'FE93 0024 H'FE93 1024 H'FE93 2024 32 

BEU0ソースメモリ幅指定レジスタ 2 BSMWR2_0 R/W H'FE93 0028 H'FE93 1028 H'FE93 2028 32 

BEU0ソースサイズ指定レジスタ 2 BSSZR2_0 R/W H'FE93 002C H'FE93 102C H'FE93 202C 32 

BEU0ソースアドレス Yレジスタ 2 BSAYR2_0 R/W H'FE93 0030 H'FE93 1030 H'FE93 2030 32 

BEU0ソースアドレス Cレジスタ 2 BSACR2_0 R/W H'FE93 0034 H'FE93 1034 H'FE93 2034 32 

BEU0ソースアドレスαレジスタ 2 BSAAR2_0 R/W H'FE93 0038 H'FE93 1038 H'FE93 2038 32 

BEU0ソース画像フォーマットレジスタ 2 BSIFR2_0 R/W H'FE93 003C H'FE93 103C H'FE93 203C 32 

BEU0ソースメモリ幅指定レジスタ 3 BSMWR3_0 R/W H'FE93 0040 H'FE93 1040 H'FE93 2040 32 

BEU0ソースサイズ指定レジスタ 3 BSSZR3_0 R/W H'FE93 0044 H'FE93 1044 H'FE93 2044 32 

BEU0ソースアドレス Yレジスタ 3 BSAYR3_0 R/W H'FE93 0048 H'FE93 1048 H'FE93 2048 32 

BEU0ソースアドレス Cレジスタ 3 BSACR3_0 R/W H'FE93 004C H'FE93 104C H'FE93 204C 32 

BEU0ソースアドレスαレジスタ 3 BSAAR3_0 R/W H'FE93 0050 H'FE93 1050 H'FE93 2050 32 

BEU0ソース画像フォーマットレジスタ 3 BSIFR3_0 R/W H'FE93 0054 H'FE93 1054 H'FE93 2054 32 

BEU0タイルパターンサイズレジスタ BTPSR_0 R/W H'FE93 0058 H'FE93 1058 H'FE93 2058 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 1 BMSMWR1_0 R/W H'FE93 0070 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 1 BMSSZR1_0 R/W H'FE93 0074 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 1 BMSAYR1_0 R/W H'FE93 0078 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 1 BMSACR1_0 R/W H'FE93 007C － － 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 2 BMSMWR2_0 R/W H'FE93 0080 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 2 BMSSZR2_0 R/W H'FE93 0084 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 2 BMSAYR2_0 R/W H'FE93 0088 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 2 BMSACR2_0 R/W H'FE93 008C － － 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 3 BMSMWR3_0 R/W H'FE93 0090 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 3 BMSSZR3_0 R/W H'FE93 0094 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 3 BMSAYR3_0 R/W H'FE93 0098 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU0マルチ画面入ソースアドレス C 

レジスタ 3 

BMSACR3_0 R/W H'FE93 009C － － 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 4 BMSMWR4_0 R/W H'FE93 00A0 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 4 BMSSZR4_0 R/W H'FE93 00A4 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 4 BMSAYR4_0 R/W H'FE93 00A8 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 4 BMSACR4_0 R/W H'FE93 00AC － － 32 

BEU0マルチ画面ソースフォーマットレジスタ BMSIFR_0 R/W H'FE93 00F0 － － 32 

BEU0ブレンドコントロールレジスタ 0 BBLCR0_0 R/W H'FE93 0100 H'FE93 1100 H'FE93 2100 32 

BEU0ブレンドコントロールレジスタ 1 BBLCR1_0 R/W H'FE93 0104 － － 32 

BEU0プロセス制御レジスタ BPROCR_0 R/W H'FE93 0108 H'FE93 1108 H'FE93 2108 32 

BEU0マルチウィンドウ制御レジスタ 0 BMWCR0_0 R/W H'FE93 010C － － 32 

BEU0ブレンドロケーション設定レジスタ 1 BLOCR1_0 R/W H'FE93 0114 H'FE93 1114 H'FE93 2114 32 

BEU0ブレンドロケーション設定レジスタ 2 BLOCR2_0 R/W H'FE93 0118 H'FE93 1118 H'FE93 2118 32 

BEU0ブレンドロケーション設定レジスタ 3 BLOCR3_0 R/W H'FE93 011C H'FE93 111C H'FE93 211C 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 1 BMLOCR1_0 R/W H'FE93 0120 － － 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 2 BMLOCR2_0 R/W H'FE93 0124 － － 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 3 BMLOCR3_0 R/W H'FE93 0128 － － 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 4 BMLOCR4_0 R/W H'FE93 012C － － 32 

BEU0マルチ画面透過色制御レジスタ 1 BMPCCR1_0 R/W H'FE93 0130 － － 32 

BEU0マルチ画面透過色制御レジスタ 2 BMPCCR2_0 R/W H'FE93 0134 － － 32 

BEU0ブレンドパックフォームレジスタ BPKFR_0 R/W H'FE93 0140 H'FE93 1140 H'FE93 2140 32 

BEU0透過色制御レジスタ 0 BPCCR0_0 R/W H'FE93 0144 H'FE93 1144 H'FE93 2144 32 

BEU0透過色制御レジスタ 11 BPCCR11_0 R/W H'FE93 0148 H'FE93 1148 H'FE93 2148 32 

BEU0透過色制御レジスタ 12 BPCCR12_0 R/W H'FE93 014C H'FE93 114C H'FE93 214C 32 

BEU0透過色制御レジスタ 21 BPCCR21_0 R/W H'FE93 0150 H'FE93 1150 H'FE93 2150 32 

BEU0透過色制御レジスタ 22 BPCCR22_0 R/W H'FE93 0154 H'FE93 1154 H'FE93 2154 32 

BEU0透過色制御レジスタ 31 BPCCR31_0 R/W H'FE93 0158 H'FE93 1158 H'FE93 2158 32 

BEU0透過色制御レジスタ 32 BPCCR32_0 R/W H'FE93 015C H'FE93 115C H'FE93 215C 32 

BEU0デスティネーションメモリ幅レジスタ BDMWR_0 R/W H'FE93 0160 H'FE93 1160 H'FE93 2160 32 

BEU0デスティネーションアドレス Yレジスタ BDAYR_0 R/W H'FE93 0164 H'FE93 1164 H'FE93 2164 32 

BEU0デスティネーションアドレス Cレジスタ BDACR_0 R/W H'FE93 0168 H'FE93 1168 H'FE93 2168 32 

BEU0アドレス固定レジスタ BAFXR_0 R/W H'FE93 0180 H'FE93 1180 H'FE93 2180 32 

BEU0スワッピングレジスタ BSWPR_0 R/W H'FE93 0184 H'FE93 1184 H'FE93 2184 32 

BEU0イベント割り込みイネーブルレジスタ BEIER_0 R/W H'FE93 0188 － － 32 

BEU0イベントレジスタ BEVTR_0 R/W H'FE93 018C － － 32 

BEU0レジスタ制御レジスタ BRCNTR_0 R/W H'FE93 0194 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU0ステータスレジスタ BSTAR_0 R H'FE93 0198 － － 32 

BEU0モジュールリセットレジスタ BBRSTR_0 R/W H'FE93 019C － － 32 

BEU0レジスタ面強制指定レジスタ BRCHR_0 R/W H'FE93 01A0 － － 32 

BEU0カラールックアップテーブル CLUT_0 R/W H'FE93 3000～

H'FE93 33FF 

－ － 32 

BEU1起動レジスタ BESTR_1 R/W H'FE93 4000 － － 32 

BEU1ソースメモリ幅指定レジスタ 1 BSMWR1_1 R/W H'FE93 4010 H'FE93 5010 H'FE93 6010 32 

BEU1ソースサイズ指定レジスタ 1 BSSZR1_1 R/W H'FE93 4014 H'FE93 5014 H'FE93 6014 32 

BEU1ソースアドレス Yレジスタ 1 BSAYR1_1 R/W H'FE93 4018 H'FE93 5018 H'FE93 6018 32 

BEU1ソースアドレス Cレジスタ 1 BSACR1_1 R/W H'FE93 401C H'FE93 501C H'FE93 601C 32 

BEU1ソースアドレスαレジスタ 1 BSAAR1_1 R/W H'FE93 4020 H'FE93 5020 H'FE93 6020 32 

BEU1ソース画像フォーマットレジスタ 1 BSIFR1_1 R/W H'FE93 4024 H'FE93 5024 H'FE93 6024 32 

BEU1ソースメモリ幅指定レジスタ 2 BSMWR2_1 R/W H'FE93 4028 H'FE93 5028 H'FE93 6028 32 

BEU1ソースサイズ指定レジスタ 2 BSSZR2_1 R/W H'FE93 402C H'FE93 502C H'FE93 602C 32 

BEU1ソースアドレス Yレジスタ 2 BSAYR2_1 R/W H'FE93 4030 H'FE93 5030 H'FE93 6030 32 

BEU1ソースアドレス Cレジスタ 2 BSACR2_1 R/W H'FE93 4034 H'FE93 5034 H'FE93 6034 32 

BEU1ソースアドレスαレジスタ 2 BSAAR2_1 R/W H'FE93 4038 H'FE93 5038 H'FE93 6038 32 

BEU1ソース画像フォーマットレジスタ 2 BSIFR2_1 R/W H'FE93 403C H'FE93 503C H'FE93 603C 32 

BEU1ソースメモリ幅指定レジスタ 3 BSMWR3_1 R/W H'FE93 4040 H'FE93 5040 H'FE93 6040 32 

BEU1ソースサイズ指定レジスタ 3 BSSZR3_1 R/W H'FE93 4044 H'FE93 5044 H'FE93 6044 32 

BEU1ソースアドレス Yレジスタ 3 BSAYR3_1 R/W H'FE93 4048 H'FE93 5048 H'FE93 6048 32 

BEU1ソースアドレス Cレジスタ 3 BSACR3_1 R/W H'FE93 404C H'FE93 504C H'FE93 604C 32 

BEU1ソースアドレスαレジスタ 3 BSAAR3_1 R/W H'FE93 4050 H'FE93 5050 H'FE93 6050 32 

BEU1ソース画像フォーマットレジスタ 3 BSIFR3_1 R/W H'FE93 4054 H'FE93 5054 H'FE93 6054 32 

BEU1タイルパターンサイズレジスタ BTPSR_1 R/W H'FE93 4058 H'FE93 5058 H'FE93 6058 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 1 BMSMWR1_1 R/W H'FE93 4070 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 1 BMSSZR1_1 R/W H'FE93 4074 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 1 BMSAYR1_1 R/W H'FE93 4078 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 1 BMSACR1_1 R/W H'FE93 407C － － 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 2 BMSMWR2_1 R/W H'FE93 4080 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 2 BMSSZR2_1 R/W H'FE93 4084 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 2 BMSAYR2_1 R/W H'FE93 4088 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 2 BMSACR2_1 R/W H'FE93 408C － － 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 3 BMSMWR3_1 R/W H'FE93 4090 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 3 BMSSZR3_1 R/W H'FE93 4094 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 3 BMSAYR3_1 R/W H'FE93 4098 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU1マルチ画面入ソースアドレス C 

レジスタ 3 

BMSACR3_1 R/W H'FE93 409C － － 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 4 BMSMWR4_1 R/W H'FE93 40A0 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 4 BMSSZR4_1 R/W H'FE93 40A4 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 4 BMSAYR4_1 R/W H'FE93 40A8 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 4 BMSACR4_1 R/W H'FE93 40AC － － 32 

BEU1マルチ画面ソースフォーマットレジスタ BMSIFR_1 R/W H'FE93 40F0 － － 32 

BEU1ブレンドコントロールレジスタ 0 BBLCR0_1 R/W H'FE93 4100 H'FE93 5100 H'FE93 6100 32 

BEU1ブレンドコントロールレジスタ 1 BBLCR1_1 R/W H'FE93 4104 － － 32 

BEU1プロセス制御レジスタ BPROCR_1 R/W H'FE93 4108 H'FE93 5108 H'FE93 6108 32 

BEU1マルチウィンドウ制御レジスタ 0 BMWCR0_1 R/W H'FE93 410C － － 32 

BEU1ブレンドロケーション設定レジスタ 1 BLOCR1_1 R/W H'FE93 4114 H'FE93 5114 H'FE93 6114 32 

BEU1ブレンドロケーション設定レジスタ 2 BLOCR2_1 R/W H'FE93 4118 H'FE93 5118 H'FE93 6118 32 

BEU1ブレンドロケーション設定レジスタ 3 BLOCR3_1 R/W H'FE93 411C H'FE93 511C H'FE93 611C 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 1 BMLOCR1_1 R/W H'FE93 4120 － － 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 2 BMLOCR2_1 R/W H'FE93 4124 － － 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 3 BMLOCR3_1 R/W H'FE93 4128 － － 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 4 BMLOCR4_1 R/W H'FE93 412C － － 32 

BEU1マルチ画面透過色制御レジスタ 1 BMPCCR1_1 R/W H'FE93 4130 － － 32 

BEU1マルチ画面透過色制御レジスタ 2 BMPCCR2_1 R/W H'FE93 4134 － － 32 

BEU1ブレンドパックフォームレジスタ BPKFR_1 R/W H'FE93 4140 H'FE93 5140 H'FE93 6140 32 

BEU1透過色制御レジスタ 0 BPCCR0_1 R/W H'FE93 4144 H'FE93 5144 H'FE93 6144 32 

BEU1透過色制御レジスタ 11 BPCCR11_1 R/W H'FE93 4148 H'FE93 5148 H'FE93 6148 32 

BEU1透過色制御レジスタ 12 BPCCR12_1 R/W H'FE93 414C H'FE93 514C H'FE93 614C 32 

BEU1透過色制御レジスタ 21 BPCCR21_1 R/W H'FE93 4150 H'FE93 5150 H'FE93 6150 32 

BEU1透過色制御レジスタ 22 BPCCR22_1 R/W H'FE93 4154 H'FE93 5154 H'FE93 6154 32 

BEU1透過色制御レジスタ 31 BPCCR31_1 R/W H'FE93 4158 H'FE93 5158 H'FE93 6158 32 

BEU1透過色制御レジスタ 32 BPCCR32_1 R/W H'FE93 415C H'FE93 515C H'FE93 615C 32 

BEU1デスティネーションメモリ幅レジスタ BDMWR_1 R/W H'FE93 4160 H'FE93 5160 H'FE93 6160 32 

BEU1デスティネーションアドレス Yレジスタ BDAYR_1 R/W H'FE93 4164 H'FE93 5164 H'FE93 6164 32 

BEU1デスティネーションアドレス Cレジスタ BDACR_1 R/W H'FE93 4168 H'FE93 5168 H'FE93 6168 32 

BEU1アドレス固定レジスタ BAFXR_1 R/W H'FE93 4180 H'FE93 5180 H'FE93 6180 32 

BEU1スワッピングレジスタ BSWPR_1 R/W H'FE93 4184 H'FE93 5184 H'FE93 6184 32 

BEU1イベント割り込みイネーブルレジスタ BEIER_1 R/W H'FE93 4188 － － 32 

BEU1イベントレジスタ BEVTR_1 R/W H'FE93 418C － － 32 

BEU1レジスタ制御レジスタ BRCNTR_1 R/W H'FE93 4194 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU1ステータスレジスタ BSTAR_1 R H'FE93 4198 － － 32 

BEU1モジュールリセットレジスタ BBRSTR_1 R/W H'FE93 419C － － 32 

BEU1レジスタ面強制指定レジスタ BRCHR_1 R/W H'FE93 41A0 － － 32 

BEU1カラールックアップテーブル CLUT_1 R/W H'FE93 7000～

H'FE93 73FF 

－ － 32 
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表 36.4 BEUの各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ 

略称 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

BESTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSMWR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSSZR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAYR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSACR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAAR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSIFR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSMWR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSSZR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAYR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSACR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAAR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSIFR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSMWR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSSZR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAYR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSACR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAAR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSIFR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BTPSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSMWR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSSZR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSAYR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSACR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSMWR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSSZR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSAYR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSACR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSMWR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSSZR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSAYR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSACR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSMWR4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSSZR4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSAYR4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSACR4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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レジスタ 

略称 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

BMSIFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BBLCR0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BBLCR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPROCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMWCR0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BLOCR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BLOCR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BLOCR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMLOCR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMLOCR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMLOCR3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMLOCR4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMPCCR1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMPCCR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPKFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR11_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR12_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR21_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR22_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR31_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR32_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BDMWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BDAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BDACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BAFXR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSWPR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEIER_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEVTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRCNTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSTAR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BBRSTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRCHR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CLUT_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

【注】 nはモジュール番号（0、1）。以下、本文中の記述は、モジュール番号を省略した形で表します。 
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36.3.1 BEU起動レジスタ（BESTR） 

BESTRは、BEUの起動や中断、入力画面の有効／無効を制御するレジスタです。BEUの起動前には、本レジ

スタを除き、動作パラメータを設定するすべてのレジスタが設定されていなければなりません。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — —CHON3 CHON2 CHON1 — — — — BEIVK

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10 

9 

8 

CHON3 

CHON2 

CHON1 

0 

0 

0 

R/W

R/W

R/W

本ビットは、入力系ごとに使用／不使用を設定します。BBLCR1の PWD

ビットで親画面に選ばれた入力系は、CHON1～3ビットに 1を書き込む必

要があります。親画面を不使用に設定した場合は、起動の直後に BEVTR

の BEVIOビットがセットされ、処理が停止します。 

CHONn（n＝1～3） 

0：入力系 nを使用しない 

1：入力系 nを使用する 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 BEIVK 0 R/W 本ビットは、BEUの処理開始および処理中断を制御します。BEUが停止

状態のときに本ビットに 1を書き込むと、BSTARの BEPRCビットを 1

にセットしてブレンド処理を開始します。 

また、動作状態（BSTAR.BEPRC＝1の状態）の BEUに BESTR.BEIVK

＝0を書き込むと、ソフトリセットシーケンスの後に停止状態に至ります。

なお、停止状態（BSTAR.BEPRC＝0の状態）の BESTR/BEIVK＝0書き

込みは NOPとなります。 

0：NOP（BSTAR.BEPRC＝1時に 0を書き込むと、ソフトリセット） 

1：BEUの処理開始 
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36.3.2 BEUソースメモリ幅指定レジスタ 1～3（BSMWR1～BSMWR3） 

BSMWRは、BEU入力系 1～3のソースメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSMW[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

15～2 

1、0 

BSMW[15:2] 

BSMW[1:0] 

H'0000 R/W

R 

入力系 1～3のソースメモリ領域の幅を設定（2ロングワード orロングワ

ード単位） 

本ビットには、ソース画像が配置されているソースメモリ領域の横幅を指

定します。本ビットの設定は、入力データが YCbCr、もしくは RGB24bpp

（stuffing）形式の場合は、2ロングワード単位の設定となり、それ以外の

データ形式の場合はロングワード単位の設定となります。YCbCr444の場

合、Cプレーンのデータ量が Yプレーンデータの倍となっているため、内

部では、設定値の倍で使用されます。 
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36.3.3 BEUソースサイズ指定レジスタ 1～3（BSSZR1～BSSZR3） 

BSSZRは、BEU入力系 1～3が読み込む画像の縦横幅を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

— — —

—

— BVSS[11:0]

BHSS[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 BVSS[11:0] H'000 R/W 入力系 1～3の垂直方向の読み込み画素数を設定 

本ビットには、入力系 1～3が読み込むソース画像の垂直方向の読み込み

画素数を設定します。入力系 nが YCbCr4:2:0の場合は 2画素単位、それ

以外のフォーマットでは 1画素単位の設定が可能です。VOU出力モードの

とき、設定は 4画素単位になりますが、VOU出力モードで VSKIPが有効

な場合は、8画素単位になります。LCDC出力モードのとき、1画素単位

の設定が可能です。 

入力系nが親画面の場合、本設定サイズが出力画像サイズとなるため、VOU

もしくは LCDCと連動動作をする際は、連動ブロックの出力画像サイズと

合わせてください。 

入力系 nが子画面の場合、YCbCr4:2:0では 2画素単位の範囲までのデー

タをメモリ上に準備してください。 

入力系 3が OSDモードの場合、BHSSは 4画素単位で指定してください。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 BHSS[11:0] H'000 R/W 入力系 1～3の水平方向の読み込み画素数を設定 

本ビットには、入力系 1～3が読み込むソース画像の水平方向の読み込み

画素数を設定します。入力系 nが YCbCr4:2:2または YCbCr4:2:0の場合

は 2画素単位、それ以外のフォーマットでは 1画素単位の設定が可能です。

VOU出力モードのとき、設定は 4画素単位になります。LCDC出力モード

のとき、設定は 8画素単位になります（親画面サイズに限る）。 

入力系nが親画面の場合、本設定サイズが出力画像サイズとなるため、VOU

もしくは LCDCと連動動作をする際は、連動ブロックの出力画像サイズと

合わせてください。 

入力系 nが子画面の場合、YCbCr4:2:2または YCbCr4:2:0では 2画素単位

の範囲までのデータをメモリ上に準備してください。 

入力系 3が OSDモードの場合、BHSSは 4画素単位で指定してください。 
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36.3.4 BEUソースアドレス Yレジスタ 1～3（BSAYR1～BSAYR3） 

BSAYRは、BEU入力系 1～3が読み込む画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSAY[31:16]

BSAY[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BSAY[31:2] 

BSAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

入力系 1～3の Y/RGBプレーンの読み込み先頭アドレスを設定（2ロング

ワード orロングワード単位） 

YCbCr形式の画像を読み込む場合には、Yプレーンの先頭アドレスを設定

します。また、RGB形式の画像を読み込む場合には、RGBプレーンの先

頭アドレスを設定します。本ビットの設定は、入力データが YCbCr、もし

くは RGB24bpp（stuffing）形式の場合は、2ロングワード単位の設定とな

り、それ以外のデータ形式の場合はロングワード単位の設定となります。 

 

36.3.5 BEUソースアドレス Cレジスタ 1～3（BSACR1～BSACR3） 

BSACRは、BEU入力系 1～3が読み込む画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSAC[15:0]

BSAC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BSAC[31:2] 

BSAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

入力系 1～3の Cプレーンの読み込み先頭アドレスを設定（2ロングワー

ド単位） 

YCbCr形式の画像を読み込む場合には、Cプレーンの先頭アドレスを設定

します。 

なお、画像形式が RGB形式の場合は、本レジスタは使用しません。 
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36.3.6 BEUソースアドレスαレジスタ 1～3（BSAAR1～BSAAR3） 

BSAARは、BEU入力系 1～3が読み込む画像のαプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSAA[15:0]

BSAA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BSAA[31:2] 

BSAA[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

入力系 1～3のαプレーンの読み込み先頭アドレスを設定（2ロングワー

ド単位） 

YCbCr形式の画像を読み込む場合には、αプレーンの先頭アドレスを設定

します。 

なお、画像形式が RGB形式の場合は、本レジスタは使用しません。 

 

メモリ幅[バイト]
BSMWRn.BSMW

【注】n=1～3

水平読み出し画素数[画素]
BSSZRn.BHSS

垂
直
読
み
出
し
画
素
数

[画
素

]
B

S
S

Z
R

n.
B

V
S

S

Y/RGB プレーン先頭アドレス[バイト]
BSAYRn.BSAY
Cプレーン先頭アドレス[バイト]
BSACRn.BSAC
αプレーン先頭アドレス[バイト]
BSAARn.BSAA

 

図 36.2 入力系 nの読み出し画素数と先頭アドレス 
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36.3.7 BEUソース画像フォーマットレジスタ 1～3（BSIFR1～BSIFR3） 

BSIFRは、BEU入力系 1～3が読み込む画像のフォーマットを指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 

• 入力系1（BSIFR1）の設定 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— IN1 
TM2

IN1TM IN1TE CHRR[2:0] RPKF[4:0]— — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

14 IN1TM2 0 R/W ITU-R BT.601、または ITU-R BT.709規定 YCbCrと 8ビットフルスケール

RGBの色変換を使用するかの選択を行います。 

0：ITU-R BT.601規定 YCbCrと 8ビットフルスケール RGBの色変換を

使用します 

1：ITU-R BT.709規定 YCbCrと 8ビットフルスケール RGBの色変換を

使用します 

13 IN1TM 0 R/W ITU-R BT.601、または ITU-R BT.709規定 YCbCrと 8ビットフルスケール

RGBの色変換を使用するか、8ビットフルスケール YCbCrと 8ビットフ

ルスケール RGBの色変換を使用するかの選択を行います。 

0：full-range RGB[0,255]、compressed-range YCbCr[16,235/240]の色変

換を使用します 

1：full-range RGB[0,255]、full-range YCbCr[0,255]の色変換を使用しま

す 

12 IN1TE 0 R/W RGB⇔YCbCr変換回路のオン／オフを設定 

RGB⇔YCbCr変換の方向は、BPKFRの RYビットで選択します。 

0：RGB⇔YCbCr変換しない 

1：RGB⇔YCbCr変換する 

【注】 RGB⇔YCbCr変換を行う場合、変換結果が他の入力系と同形式と

なるようにソース画像を読み込みます。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 CHRR[2:0] 000 R/W 入力系 1に入力する画像形式は、BPKFRの RYビットと IN1TEビットの

設定で決まります。入力系 1が YCbCr形式の場合、本ビットの設定によ

ってデータパック形式を選ぶことができます。データパック形式を表 36.6

に記します。 

000：YCbCr 4:4:4として読み込む 

001：YCbCr 4:2:2として読み込む 

010：YCbCr 4:2:0として読み込む 

011：αYCbCr 4:4:4として読み込む 

100：αYCbCr 4:2:2として読み込む 

101：αYCbCr 4:2:0として読み込む 

上記以外：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4～0 RPKF[4:0]  00000 R/W 入力系 1の入力画像形式が RGB形式のとき、RGBの入力データパック形

式を設定 

入力系 1に入力する画像形式は、BPKFRの RYビットと IN1TEビットの

設定で決まります。入力系 1が RGB形式の場合、本ビットの設定によっ

てデータパック形式を表 36.5の中から選ぶことができます。 

 

• 入力系2（BSIFR2）の設定 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — CHRR[2:0] RPKF[4:0]— — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 



 

36. ブレンドエンジンユニット（BEU） 

36-20  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 CHRR[2:0] 000 R/W BPKFRの RYビットが 0に設定されているとき、入力系 2に入力する画

像は YCbCr形式であり、本ビットの設定によってデータパック形式を選

ぶことができます。入力系 2が YCbCr形式のとき、データパック形式は

表 36.6になります。 

000：YCbCr 4:4:4として読み込む 

001：YCbCr 4:2:2として読み込む 

010：YCbCr 4:2:0として読み込む 

011：αYCbCr 4:4:4として読み込む 

100：αYCbCr 4:2:2として読み込む 

101：αYCbCr 4:2:0として読み込む 

上記以外：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4～0 RPKF[4:0] 00000 R/W 入力系 2の入力画像形式が RGB形式のとき、RGBの入力データパック形

式を設定 

BPKFRの RYビットが 1に設定されているとき、入力系 2に入力する画

像は RGB形式であり、本ビットの設定によってデータパック形式を表

36.5の中から選ぶことができます。 
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• 入力系3（BSIFR3）の設定 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — MOD0MOD1 CHRR[2:0] RPKF[4:0]— — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

13 MOD1 0 R/W 入力系 3が OSDモードのときの入力画像データの取り込み方法を設定し

ます。本ビットに 1（CLUT）を設定する場合は、入力系 3が OSDモード

のときのみとします。また、動作中 CLUTの読み出しおよび書き込みアク

セスを禁止します。 

入力系 3が OSDで、本ビットが 1のときの色情報およびアルファ値は

CLUTを参照して求めることができますが、CLUTの内容は H'FE93 3000

～H'FE93 33FFからロングワードアクセスで書き換えることができます。

CLUTの色情報およびアルファ値の格納順序は図 36.3のとおりです。

CLUTの初期値は不定です。 

0：入力系 1、2と同じグラフィック画像またはビデオ入力 

1：色情報およびアルファ値を CLUTから参照 

12 MOD0 0 R/W 入力系 3を通常モードとして使用するか、OSDモードとして使用するか設

定します。 

本ビットが 0のとき、入力系 3はグラフィック画像およびビデオを扱い、

その動作は入力系 1、2と同じです。このときソース画像の読み込み画素

数は BSSZR3で設定します。 

本ビットが 1のとき、入力系 3は OSD画像を扱い、繰り返しパターン出

力をサポートします。繰り返しパターン出力とは、同じ絵柄のタイルを並

べたような出力のことを指します。タイル 1枚のサイズは BSSZR3の

BHSSおよびBVSSビットで決まり、出力画面への貼付けサイズはBTPSR

の TPHSおよび TPVSビットで決まります。BSSZR3と BTPSRの設定値

の大小関係によって、出力の表現が図 36.4のように異なって見えます。 

0：入力系 3を入力系 1、2と同じグラフィックまたはビデオとして使用

する 

1：入力系 3を、OSDとして使用する 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 CHRR[2:0] 000 R/W BPKFRの RYビットが 0に設定されているとき、入力系 3に入力する画

像は YCbCr形式であり、本ビットの設定によってデータパック形式を選

ぶことができます。入力系 3が YCbCr形式のとき、データパック形式は

表 36.6になります。 

000：YCbCr 4:4:4として読み込む 

001：YCbCr 4:2:2として読み込む 

010：YCbCr 4:2:0として読み込む 

011：αYCbCr 4:4:4として読み込む 

100：αYCbCr 4:2:2として読み込む 

101：αYCbCr 4:2:0として読み込む 

上記以外：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4～0 RPKF[4:0] 00000 R/W 入力系 3の入力画像形式が RGB形式のとき、RGBの入力データパック形

式を設定 

BPKFRの RYビットが 1に設定されているとき、入力系 3に入力する画

像は RGB形式であり、本ビットの設定によってデータパック形式を表

36.5の中から選ぶことができます。 

 

表 36.5 RGBデータの入力パック形式 
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表 36.6 YCbCrデータのパック形式 
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図 36.3 CLUTの色情報格納順序 
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図 36.4 繰り返しパターン出力 
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36.3.8 BEUタイルパターンサイズレジスタ（BTPSR） 

BTPSRは、BEU入力系 3が OSDモードのときに、出力画面への貼り付けサイズを指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

TPVS[11:0]

TPHS[11:0]

— — —

—

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 TPVS[11:0] H'000 R/W タイルパターンの垂直方向の出力サイズを設定 

本ビットには、入力系 3が OSDモードに設定されたとき、出力画面への

垂直貼り付けサイズを設定します。1画素単位の設定が可能です。入力系

3が OSDモードでないときは、本設定は無視されます。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～0 TPHS[11:0] H'000 R/W タイルパターンの水平方向の出力サイズを設定 

本ビットには、入力系 3が OSDモードに設定されたとき、出力画面への

水平貼り付けサイズを設定します。1画素単位の設定が可能です。入力系

3が OSDモードでないときは、本設定は無視されます。 

 

36.3.9 BEUマルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 1～4（BMSMWR1～BMSMWR4） 

BMSMWRは、マルチ画面 1～4のソースメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSMW[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — BSMW[17:16]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17～2 

1、0 

BSMW[17:2] 

BSMW[1:0] 

H'00000 R/W

R 

マルチ画面のソースメモリ領域の幅を設定（2ロングワード orロングワー

ド単位） 

本ビットの設定は、入力データが YCbCr、もしくは RGB24bpp（stuffing）

形式の場合は、2ロングワード単位の設定となり、それ以外のデータ形式

の場合はロングワード単位の設定となります。設定は、2ロングワード、

またはロングワード単位のため、下位 2ビットは読み出し専用です。 

 

36.3.10 BEUマルチ画面ソースサイズレジスタ 1～4（BMSSZR1～BMSSZR4） 

BMSSZRは、マルチ画面 1～4が読み込む画像の縦横幅を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

BVSS[11:0]

BHSS[11:0]

— — —

—

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 BVSS[11:0] H'000 R/W マルチ画面が読み込むソース画像の垂直方向の読み込み画素数を設定 

YCbCr4:2:0の場合には 2画素単位、それ以外のフォーマットでは 1画素

単位の設定が可能です。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～0 BHSS[11:0] H'000 R/W マルチ画面が読み込むソース画像の水平方向の読み込み画素数を設定 

YCbCr4:2:2、YCbCr4:2:0の場合は 2画素単位、それ以外のフォーマット

では 1画素単位の設定が可能です。 

【注】 おのおののマルチ画面は、水平方向に関して、BMLOCRn.CHLCの下位 2ビットを切り捨てた位置から、BMSSZRn.BHSS

に BMLOCRn.CHLC[1:0]を加算した値を 4画素単位に切り上げた画素数の領域を画像操作領域として扱います。マルチ

画面 1～4の画像操作領域が重なる設定や画像操作領域が親画面をはみ出す設定は禁止とします。 
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36.3.11 BEUマルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 1～4（BMSAYR1～BMSAYR4） 

BMSAYRは、マルチ画面 1～4が読み込む画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSAY[15:0]

BSAY[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BSAY[31:2] 

BSAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

YCbCr形式の画像を読み込む場合には、Yプレーンの先頭アドレスを指定

し、RGB形式の画像を読み込む場合には、RGBプレーンの先頭アドレス

を設定します。 

本ビットの設定は、入力データが YCbCr、もしくは RGB24bpp（stuffing）

形式の場合は、2ロングワード単位の設定となり、それ以外のデータ形式

の場合はロングワード単位の設定となります。 

設定は、2ロングワード、またはロングワード単位のため、下位 2ビット

は読み出し専用です。 

 

36.3.12 BEUマルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 1～4（BMSACR1～BMSACR4） 

BMSACRは、マルチ画面 1～4が読み込む画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BSAC[15:0]

BSAC[31:16]

 
 



 

36. ブレンドエンジンユニット（BEU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  36-27 

2013.01.18  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BSAC[31:2] 

BSAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

YCbCr形式の画像を読み込む場合には、Cプレーンの先頭アドレスを指定

します。 

本ビットの設定は、2ロングワード単位の設定となります。 

設定は、2ロングワード単位のため、下位 2ビットは読み出し専用です。

なお、画像形式が RGB形式の場合は、本レジスタは使用しません。 

 

36.3.13 BEUマルチ画面ソース画像フォーマットレジスタ（BMSIFR） 

BMSIFRは、マルチ画面 1～4が読み込む画像のフォーマットを指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — —CHRR[1:0] RPKF[4:0]

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

9、8 CHRR[1:0] 00 R/W BPKFRの RYビットに 0が設定されているとき、マルチウィンドウに入

力する画像は YCbCr形式であり、本ビットの設定によってデータパック

形式を表 36.7の中から選ぶことができます。 

00：マルチウィンドウの入力画像形式がYCbCr形式の場合、YCbCr 4:4:4

として読み込む 

01：マルチウィンドウの入力画像形式がYCbCr形式の場合、YCbCr 4:2:2

として読み込む 

10：マルチウィンドウの入力画像形式がYCbCr形式の場合、YCbCr 4:2:0

として読み込む 

11：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4～0 RPKF[4:0] 00000 R/W マルチウィンドウの入力画像形式が RGB形式のとき、RGBの入力データ

バック形式を設定 

BPKFRの RYビットに 1が設定されているとき、マルチウィンドウに入

力する画像は RGB形式であり、本ビットの設定によってデータパック形

式を表 36.8の中から選ぶことができます。 
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表 36.7 YCbCrデータのパック形式 

Y Data

C Data

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y2

Cb1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

31～24Component

YCbCr 4:4:4データ形式

23～16 15～8 7～0

Y Data

C Data

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y2

Cb2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

31～24Component

YCbCr 4:2:2/4:2:0データ形式

23～16 15～8 7～0

 
 

表 36.8 RGBデータの入力パック形式 

0

1

2

3

7

11 

12

13

B'00000

B'00001

B'00010

B'00011

B'00111

B'01011 

B'01100

B'01101

α

R0

R0

G1

B2

R0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

―

―

0

1

2

―

―

0 

1 

2 

―

―

α

R0

R0

G1

B2

R0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

α

R0

R0

G1

B2

R0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

α

R0

R0

G1

B2

R0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

α

R0

R0

G1

B2

R0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

α

R0

R0

G1

B2

G0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

α

R0

R0

G1

B2

G0

―

B0 

G1 

R2 

α

―

α

R0

R0

G1

B2

G0

―

B0 

G1 

R2

α

―

R0

G0

G0

B1

R3

G0

―

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

G0

―

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

G0

―

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

B0

―

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

B0

―

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

B0

―

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

B0

R0

G0 

R1 

B3

B0

―

R0

G0

G0

B1

R3

B0

R0

G0 

R1 

B3

B0

―

G0

B0

B0

R2

G3

R1

R0

R0 

B2

G3 

G0

R0

B0

α

R1

G2

B3

G1

G0

B1 

G2

R3

R0

G0

B0

α

R1

G2

B3

G1

G0

B1 

G2

R3

R0

G0

B0

α

R1

G2

B3

G1

B0

B1 

G2

R3

R0

G0

B0

α

R1

G2

B3

B1

B0

B1 

G2

R3

R0

B0

B0

α

R1

G2

B3

B1

B0

B1 

G2

R3

R0

B0

B0

α

R1

G2

B3

B1

B0

B1 

G2

R3

R0

B0

B0

α

R1

G2

B3

B1

B0

B1 

G2

R3

R0

B0

B0

α

R1

G2

B3

B1

B0

B1 

G2

R3

R0

B0

G0

B0

B0

R2

G3

R1

R0

R0 

B2

G3

G0

R0

G0

B0

B0

R2

G3

R1

R0

R0 

B2

G3

G0

R0

G0

B0

B0

R2

G3

R1

R0

R0 

B2

G3

G0

R0

G0

B0

B0

R2

G3

R1

G0

R0 

B2

G3

G0

R0

G0

B0

B0

R2

G3

G1

G0

R0 

B2

G3

G0

G0

G0

B0

B0

R2

G3

G1

G0

R0 

B2

G3

G0

G0

G0

B0

B0

R2

G3

G1

G0

R0 

B2

G3

G0

G0

24

16 

18

24 

24

16

31～24No Phase
Bit Rate

[bpp]
RPKF
[4:0] 23～16

Bit

15～8 7～0

 
 

36.3.14 BEUブレンドコントロールレジスタ 0（BBLCR0） 

BBLCR0は、BEUの入力系のブレンドおよび出力モードを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

V2AP[7:0] V1AP[7:0]

— —AMUX1AMUX2AMUX3 LAY[2:0] V3AP[7:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

30 

29 

28 

AMUX3 

AMUX2 

AMUX1 

0 

0 

0 

R/W

R/W

R/W

本ビットの設定によって各入力系でブレンドする際に、入力画面の画素デ

ータが持っているアルファ値を適用するか、または V3AP、V2AP、V1AP

ビットによってレイヤー単位に設定されているアルファ値を適用するか

を選択できます。ただし、画素データが持っているアルファ値を適用する

設定（AMUX1～3ビット＝1）が行われ、かつアルファ値を含まない入力

パック形式が指定されたときは、アルファ値＝255を代入します。表 36.9

にレジスタの設定値によって、ブレンド時に使用されるアルファ値を示し

ます。 

0：ブレンド時に、入力系 nに設定されているレイヤー単位のアルファ

値を適用する（n＝1～3） 

1：ブレンド時に、画素が持っているアルファ値を適用する 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

26～24 LAY[2:0] 000 R/W  ブレンド時のレイヤーの重なり順序を指定 

本ビットの設定値により、レイヤーの重なり順序は表 36.10のようになり

ます。 

23～16 V3AP[7:0] H'00 R/W 入力系 3のアルファ値を指定 

設定の範囲は 0～255であり、0で完全透明、255で完全不透明のブレンド

となります。 

15～8 V2AP[7:0] H'00 R/W 入力系 2のアルファ値を指定 

設定の範囲は 0～255であり、0で完全透明、255で完全不透明のブレンド

となります。 

7～0 V1AP[7:0] H'00 R/W 入力系 1のアルファ値を指定 

設定の範囲は 0～255であり、0で完全透明、255で完全不透明のブレンド

となります。 
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表 36.9 入力アルファ値の選択 

レジスタ設定値 使用するアルファ値 

BSIFRn.MOD 

Graphics/OSD 

BPKFR.RY BSIFRn. 

RPKF[4:0] 

CHRR[2:0] 

パック形式 

BBLCR0. 

AMUXn 

BPCCR0.

SAPExx

BPCCRxx.

R、GY、 

B[15:0] 

データ比較

アルファ値 

0 － BBCLR0.VnAP[7:0]の値 

一致 BPCCRx.AP[7:0]の値 

0 

1 

不一致 BBCLR0.VnAP[7:0]の値 

0 － αを含む形式 ：画素単位のα値 

αを含まない形式 ：255 

一致 BPCCRxx.AP[7:0]の値 

0：YCbCr 全パック形式

1 

1 

不一致 αを含む形式 ：画素単位のα値 

αを含まない形式 ：255 

0 － － BBCLR0.VnAP[7:0]の値 パック形式

RGB888/666/

565以外 
1 － － 255 

0 － BBCLR0.VnAP[7:0]の値 

1 一致 BPCCRxx.AP[7:0]の値 

0 

 不一致 BBCLR0.VnAP[7:0]の値 

0 － αを含む形式 ：画素単位のα値 

αを含まない形式 ：255 

一致 BPCCRxx.AP[7:0]の値 

0： 

グラフィック 

1：RGB 

パック形式

RGB888/666/

565 

1 

1 

不一致 αを含む形式 ：画素単位のα値 

αを含まない形式 ：255 

－ 0 － － BBCLR0.VnAP[7:0]の値 1：OSD － 

－ 1 － － CLUTに格納された色単位のα値 

【注】 n＝1～3、xx＝11、12、21、22、31、32 
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表 36.10 LAYビットの設定によるレイヤーブレンドの順序 

LAY 最前面 中間面 最背面 

B'000 入力系 3 入力系 2 入力系 1 

B'001 入力系 2 入力系 3 入力系 1 

B'010 入力系 3 入力系 1 入力系 2 

B'011 入力系 1 入力系 3 入力系 2 

B'100 入力系 2 入力系 1 入力系 3 

B'101 入力系 1 入力系 2 入力系 3 

B'110 設定禁止 

B'111 設定禁止 

 

36.3.15 BEUブレンドコントロールレジスタ 1（BBLCR1） 

BBLCR1は、BEUの入力系のブレンドを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — ATF — — — — — — DPMD — — — PXAVSKIP

PWD[1:0] MT[2:0]— — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

25、24 PWD[1:0] 00 R/W BEUで処理を実行する際の親画面を指定します。ここで親画面に選択され

た入力系のソース画像読み込みサイズ（BSSZR1～3）が、出力画面サイズ

となります。 

00：入力系 1を親画面として設定 

01：入力系 2を親画面として設定 

10：入力系 3を親画面として設定 

11：設定禁止 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18～16 MT[2:0] 001 R/W BEUで処理を実行する際の出力モードを指定します。* 

001：メモリ出力モード 

010：VOU出力モード 

011：メモリ、VOU同時出力モード 

100：LCDC出力モード 

101：メモリ、LCDC同時出力モード 

上記以外：設定禁止 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

12 ATF 0 R/W VSKIPビットに 1が設定されたとき、最初のフィールドで奇数ライン、次

のフィールドで偶数ラインが読み出されます。このとき、本ビットに 1を

設定すると、奇数ラインと偶数ラインのアドレスは自動で切り替わりま

す。本ビットに 0を設定すると、フィールドごとに設定を替えアドレスを

切り替えます。本ビットは VOU出力モードのみ有効となります。 

0：フィールドごとにアドレスを設定 

1：NTSCモード時、奇数アドレスと偶数アドレスを自動設定 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

8 VSKIP 0 R/W 本ビットが 0の場合、入力画面の読み出しに際し、BSSZR1～3で設定さ

れたサイズの画素を読み出します。出力画面サイズは、PWDビットで設

定された親画面のサイズと一致します。 

本ビットが 1の場合、入力画面の読み出しに際し、奇数ライン目のみを読

出すことにより、BSSZR1～3で設定されたサイズを垂直方向に 1/2した

画素データを読み出します。出力画面サイズは、PWDビットで設定され

た親画面のサイズの 1/2になります。 

親画面を入力系 1としたときの例を図 36.5に示します。 

0：入力画面読み出し全ライン 

1：入力画面読み出し 1ライン飛ばし 

【注】本ビットが 1のとき、子画面の垂直配置位置も 1/2となります。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4 DPMD 0 R/W RGB565入力について、他フォーマットへ変換する際の下位ビット拡張を

ゼロ詰めと MSB詰めから選択します。 

対象フォーマットは RGBフォーマットの PKF=B'00011、B'01101の 2種

類です。他は対応しません。 

0：ゼロ詰め（従来互換） 

1：MSB詰め 

本設定は、入力 1、2、3、マルチのすべてに有効となります。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PXA 0 R/W 本ビットは、PADを含む RGB出力パック時に PAD部に挿入する値を、

入力系の画素単位のアルファ値またはBPKFRのPADビットに設定されて

いるアルファ値から選択するビットです。入力系の画素単位のアルファ値

とは、BBLCR0の AMUX1～3ビットによって選択されたアルファ値です。

入力系の画素単位のアルファ値を出力する場合、表 36.11に示すように、

下面のアルファ値が優先的に選ばれます。 

0：出力画像の PAD部に、BPKFRの PADビットに設定されているアル

ファ値を適用する（RGB、YCbCr） 

1：出力画像の PAD部に、入力系の画素単位のアルファ値を適用する

（RGB、YCbCr） 

【注】 * LCDC出力モード時は、BEUを起動した後に、LCDCに起動をかけることにより動作します。 

LCDC出力モード時の終了処理は、LCDCを終了した後に、BEUにソフトリセットをかけてください。 

VOU出力モード時は、BEUを起動した後に、VOUに起動をかけることにより動作します。 

VOU出力モード時の終了処理は、VOUを終了した後に、BEUにソフトリセットをかけてください。 

 

BSSZR1.BHSS

BLOCR3.CHLC 入力画像 出力画像

出力画面＝
入力系1（親画面）

入力系3（子画面）

VSKIP＝0のとき

BSSZR3.BHSS

B
LO

C
R

3.
C

V
LC

B
S

S
Z

R
1.

B
V

S
S

BSSZR1.BHSS
＝親画面の水平サイズ

BSSZR1.BHSS
＝親画面の水平サイズ

BSSZR1.BVSS
＝親画面の垂直サイズ

BSSZR1.BVSS/2
＝親画面の垂直サイズの1/2

入力系1（親画面）

入力系1（親画面）

入力系2（子画面）

入力系3（子画面）

入力系2（子画面）

入力系3（子画面）

入力系2（子画面）

VSKIP＝1のとき

BSSZR2.BHSS

BLOCR2.CHLC

B
LO

C
R

2.
C

V
LC

B
S

S
Z

R
2.

B
V

S
S

B
S

S
Z

R
3.

B
V

S
S

 

図 36.5 読み出しスキップ有無による出力画像の比較 
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表 36.11 入力系の画素単位のアルファ値の優先順位 

最上層画面 中間層画面 最下層画面 アルファ値 

画素あり 画素あり 画素あり 最下層画面 

画素あり 画素あり 画素なし 中間層画面 

画素あり 画素なし 画素あり 最下層画面 

画素なし 画素あり 画素あり 最下層画面 

画素あり 画素なし 画素なし 最上層画面 

画素なし 画素なし 画素あり 最下層画面 

画素なし 画素あり 画素なし 中間層画面 

 

36.3.16 BEUプロセス制御レジスタ（BPROCR） 

BPROCRは、BEUが画像に対して行う処理を制御するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — MODE[1:0]

BRSEL — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 BRSEL 0 R/W ブレンド処理またはラスタオペレーション 2の選択 

0：ブレンド処理を有効にする 

1：ラスタオペレーション 2を有効にする 

30～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1、0 MODE[1:0] 00 R/W ラスタオペレーション 2選択時の描画色処理選択 

ブレンド処理が選択された場合は、本ビットの設定は無効となります。 

00：加算（親画面と子画面のピクセル色を加算する） 

出力画面＝子画面×子画面混合率＋親画面×親画面混合率 

01：置き換え（親画面を子画面のピクセル色で置き換える） 

出力画面＝子画面×子画面混合率 

10：減算（親画面から子画面のピクセル色を減算する） 

出力画面＝親画面×親画面混合率－子画面×子画面混合率 

11：設定禁止 
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図 36.6の画像処理部において、BRSELビットの設定により、ブレンドまたはラスタオペレーション 2のどち

らかの処理が選択されます。また、ラスタオペレーション 2が選択されたときの加算時出力例を図 36.7に示しま

す。 

入
力
1

デ
パ
ッ
ク

デ
ィ
ザ

画像処理

ラスタオペレーション2選択時
α1データ：親画面混合率
α2データ：子画面混合率

パ
ッ
ク

出
力

R1データ[7:0]

G1データ[7:0]

B1データ[7:0]

α1データ[7:0]

R1データ[7:0]

G1データ[7:0]

B1データ[7:0]

α1データ[7:0]

R出力データ[7:0]

G出力データ[7:0]

B出力データ[7:0]

α出力データ[7:0]

入
力
2

デ
パ
ッ
ク

デ
ィ
ザ

R2データ[7:0]

G2データ[7:0]

B2データ[7:0]

α2データ[7:0]

R2データ[7:0]

G2データ[7:0]

B2データ[7:0]

α2データ[7:0]

ラスタ
オペレーション2
またはブレンド

 

図 36.6 画像処理選択 

赤

黄

入力1:親画面

入力2:子画面

原点

緑

加算処理

出力結果

描画色処理（加算）  

図 36.7 ラスタオペレーション 2処理、加算時の出力例 
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36.3.17 BEUマルチウィンドウ制御レジスタ 0（BMWCR0） 

BMWCR0は、マルチウィンドウ機能の有効／無効、およびマルチ画面 1～4の使用／未使用を設定するレジス

タです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R/W R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — MSON4 MSON3 MSON2 MSON1

MWEN — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MWEN 0 R/W マルチウィンドウ機能の有効／無効を設定 

0：マルチウィンドウ機能を無効にする 

1：マルチウィンドウ機能を有効にする 

30～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

3 

2 

1 

0 

MSON4 

MSON3 

MSON2 

MSON1 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

マルチウィンドウで使用する画面を設定 

マルチ画面は、最大で 4面使用することが可能です。MWENビットが 0

に設定されている場合は、本ビットの設定は無効となります。 

MSONn（n＝1～4） 

0：マルチ画面 nを使用しない 

1：マルチ画面 nを使用する 
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36.3.18 ブレンドロケーション設定レジスタ 1～3（BLOCR1～BLOCR3） 

BLOCRは、BEUのブレンド時に、入力系 1～3の配置位置を指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

CVLC[11:0]

CHLC[11:0]

— — —

—

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 CVLC[11:0] H'000 R/W 入力系 1～3のブレンド開始位置を原点からの垂直オフセットを画素数で

指定（図 36.9参照、1画素単位） 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～0 CHLC[11:0] H'000 R/W 入力系 1～3のブレンド開始位置を原点からの水平オフセットを画素数で

指定 

 

図 36.8～図 36.11に BEUの出力画面を示します。出力画面サイズは親画面サイズと一致します。親画面は

BBLCR1の PWDビットの設定によって、入力系 1、入力系 2、および入力系 3のいずれかを選ぶことができます。

また、重なり順序は、BBLCR0の LAYビットの設定によって、親画面設定とは独立に任意の順序を設定できます。

入力画面が重なり合わない領域は、ブレンド演算を行いません。また、子画面の領域のうち、親画面からはみ出

した領域については出力画面に書き込みを行いません。 

親画面（すなわち出力画面）の左上隅が原点となります。子画面の位置は、原点に対するオフセットで与えら

れます。たとえば、入力画面 1を親画面に設定した場合、入力画面 1の左上隅が原点になり、入力画面 2の位置

は BLOCR2の CHLCビット、BLOCR2の CVLCビットで決まり、入力画面 3の位置は BLOCR3の CHLCビット、

BLOCR3の CVLCビットで決まります。 

VOUもしくはLCDCと連動動作する場合は、親画面のサイズを連動ブロックの出力サイズに合わせてください。 
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図 36.8 BEU出力画面 

BSSZR1.BHSS

BLOCR3.CHLC

出力画面＝
入力系1（親画面）

入力系3（子画面）

入力系1の左上隅が原点です。原点に
対する入力系2の位置はBLOCR2レジス
タの設定値で決まり、原点に対する入力
系3の位置はBLOCR3レジスタの設定値
で決まります。このときBLOCR1レジス
タの設定値は無視されます。
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図 36.9 入力系 1が親画面のときの出力画面 
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入力系2の左上隅が原点です。原点に
対する入力系3の位置はBLOCR3レジス
タの設定値で決まり、原点に対する入力
系1の位置はBLOCR1レジスタの設定値
で決まります。このときBLOCR2レジス
タの設定値は無視されます。

 

図 36.10 入力系 2が親画面のときの出力画面 
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入力系3の左上隅が原点です。原点に
対する入力系1の位置はBLOCR1レジス
タの設定値で決まり、原点に対する入力
系2の位置はBLOCR2レジスタの設定値
で決まります。このときBLOCR3レジス
タの設定値は無視されます。

 

図 36.11 入力系 3が親画面のときの出力画面 
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36.3.19 BEUマルチ画面ロケーションレジスタ 1～4（BMLOCR1～BMLOCR4） 

BMLOCRは、マルチウィンドウ内、マルチ画面 1～4の配置位置を指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — —

CVLC[11:0]

CHLC[11:0]

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 CVLC[11:0] H'000 R/W マルチ画面の開始位置を原点からの垂直オフセットを画素数で指定（図

36.13参照、1画素単位） 

マルチ画面 1～4の画像操作領域が重なる設定は禁止とします。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～0 CHLC[11:0] H'000 R/W マルチ画面の開始位置を原点からの水平オフセットを画素数で指定（図

36.13参照、1画素単位） 

おのおののマルチ画面は、水平方向に関して、CHLCの下位 2ビットを切

り捨てた位置から、BMSSZRn.BHSSに CHLC[1:0]を加算した値を 4画素

単位に切り上げた画素数の領域を画像操作領域として扱います。 

マルチ画面 1～4の画像操作領域が重なる設定は禁止とします。 

 

マルチウィンドウ機能は、入力系 1～3のブレンド結果の上に、最大 4画面のウィンドウ（マルチ画面）を重ね

る機能で、有効サイズは親画面サイズと一致します。親画面は BBLCR1の PWDビットの設定によって、入力系 1、

入力系 2、および入力系 3のいずれかを選ぶことができます。図 36.12に入力系 1～3のブレンド結果にマルチウ

ィンドウを重ねたときの出力結果を示します。 

なお、マルチウィンドウには、αブレンドの機能は含まれていません。 
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図 36.12 マルチウィンドウ出力結果 

親画面（すなわち出力画面）の左上隅が原点となり、各マルチ画面の位置は、原点に対するオフセットで与え

られます。たとえば、入力画面 1を親画面に設定したら、入力画面 1の左上隅が原点になり、マルチ画面 1から 4

の位置は BMLOCR1～4の CHLCビット、BMLOCR1～4の CVLCビットで決まります。マルチ画面 1、2を有効

にしたときの配置位置指定を図 36.13に示します。 

BSSZR1.BHSS

BMLOCR2.CHLC 親：入力系1
親画面サイズ

マルチ画面2

BMSSZR2.BHSS

原点

B
M

LO
C

R
2.

C
V

LC

B
S

S
Z

R
1.

B
V

S
S

マルチ画面1

B
M

LO
C

R
1.

C
V

LC

B
M

S
S

Z
R

1.
B

V
S

S

B
M

S
S

Z
R

2.
B

V
S

S

BMLOCR1.CHLC

BMSSZR1.BHSS

入力系1の左上隅が原点です。原点に
対するマルチ画面1の位置はBMLOCR1レジス
タの設定値で決まり、原点に対するマルチ
画面2の位置はBMLOCR2レジスタの設定値
で決まります。

 

図 36.13 マルチ画面配置位置 
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36.3.20 BEUマルチ画面透過色制御レジスタ 1、2（BMPCCR1、BMPCCR2） 

BMPCCRは、透過色比較の比較データを設定するレジスタです。 

BEUマルチ画面のパックフォームが RGB565、RGB666、RGB888、YCbCrのとき、入力データと本ビットに設

定された R、GY、Bデータで比較します。比較対照となるビット幅は、入力パックフォームにより異なり、上位

ビットから有効ビットを指定します。有効ビット以外のビットには 0を設定してください。 

なお、YCbCr形式の場合、Y成分のみの比較となります。たとえば、RGB565パックフォームの場合､Rデータ

は R[7:3]ビット、Gデータは GY[7:2]ビット、Bデータは B[7:3]ビットと比較します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R[7:0]

GY[7:0] B[7:0]

— — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

23～16 R[7:0] H'00 R/W 比較データ R（RGB） 

15～8 GY[7:0] H'00 R/W 比較データ G（RGB）、Y（YCbCr） 

7～0 B[7:0] H'00 R/W 比較データ B（RGB） 
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36.3.21 ブレンドパックフォームレジスタ（BPKFR） 

BPKFRは、BEUの出力系ブレンドのパック形式を指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — RY TE CHDS[1:0] WPCK[4:0]— — WP 
KFR

PAD[7:0] — — TM2 TM — — — DITH2

DITH1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 PAD[7:0] H'00 R/W 出力データパックの PAD値を指定 

表 36.14に示すパックで出力する場合、表中の PADで示した部分に格納

する値を設定します。 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

21 TM2 0 R/W ITU-R BT.601、または ITU-R BT.709規定 YCbCrと 8ビットフルスケール

RGBの色変換を使用するかの選択を行います。 

0：ITU-R BT.601規定 YCbCrと 8ビットフルスケール RGBの色変換を

使用します 

1：ITU-R BT.709規定 YCbCrと 8ビットフルスケール RGBの色変換を

使用します 

20 TM 0 R/W ITU-R BT.601、または ITU-R BT.709規定 YCbCrと 8ビットフルスケール

RGBの色変換を使用するか、8ビットフルスケール YCbCrと 8ビットフ

ルスケール RGBの色変換を使用するかの選択を行います。 

0：full-range RGB[0,255]、compressed-range YCbCr[16,235/240]の色変

換を使用します 

1：full-range RGB[0,255]、full-range YCbCr[0,255]の色変換を使用しま

す 

19～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 DITH2 0 R/W 入力系 2の減色処理時の量子化処理／ディザ処理の選択 

0：入力系 2の減色処理時に、量子化処理を行う 

1：入力系 2の減色処理時に、ディザ処理を行う 

【注】ディザ処理は、読み込み画像形式の設定が RGB形式（BPKFR.RY

＝1）のときのみ処理が実行されます。 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DITH1 0 R/W 入力系 1の減色処理時の量子化処理／ディザ処理の選択 

0：入力系 1の減色処理時に、量子化処理を行う 

1：入力系 1の減色処理時に、ディザ処理を行う 

【注】ディザ処理は、読み込み画像形式の設定が RGB形式（BPKFR.RY

＝1）のときのみ処理が実行されます。 

11 

10 

RY 

TE 

0 

0 

R/W

R/W

TEビットは RGB⇔YCbCr変換回路のオン／オフを設定します。RYビッ

トは RGB⇔YCbCr変換の方向を選択します。 

TEビットと RYビットの設定と入出力のデータ形式の関係は、表 36.12
を参照してください。 

00：ソース画像を YCbCr形式として読み込み、YCbCr→RGB変換を行
わない 

01：ソース画像を YCbCr形式として読み込み、YCbCr→RGB変換を行
う 

10：ソース画像を RGB形式として読み込み、RGB→YCbCr変換を行わ
ない 

11：ソース画像を RGB形式として読み込み、RGB→YCbCr変換を行う 

9、8 CHDS[1:0] 00 R/W BEUの YCbCr出力形式を設定 

表 36.13に YCbCrデータの出力パック形式を示します。 

00：入力系 2の出力画像形式が YCbCr形式の場合、YCbCr 4:4:4として
書き込む 

01：入力系 2の出力画像形式が YCbCr形式の場合、YCbCr 4:2:2として
書き込む 

10：入力系 2の出力画像形式が YCbCr形式の場合、YCbCr 4:2:0として
書き込む 

11：設定禁止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

5 WPKFR 0 R/W BEUの出力データが RGB形式のとき、出力データパック形式を設定 

BGR888(3byte/pixel)フォーマット出力の設定を行う場合は、

BPKFR.WPKFR=1、BPKFR.WPCK=H'15の設定にしてください。 

0：BPKFR.WPKFに示すパックフォーマットで出力 

1：BGR888フォーマットで出力 

4～0 WPCK[4:0] 00000 R/W BEUの出力パック形式を指定 

BEUでは出力するデータを 32ビットにパックします。このときのデータ

フォーマットは、RGB形式で出力する場合は表 36.14に示すパターンでパ

ックします。表中のWPCKの欄に示した値を、本ビットに設定します。 

 

表 36.12 RPKFRの TEビット、RYビットと入出力のデータ形式の関係 

TEビット RYビット 入力 出力 

0 0 YCbCr形式 YCbCr形式 

0 1 RGB形式 RGB形式 

1 0 YCbCr形式 RGB形式 

1 1 RGB形式 YCbCr形式 
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表 36.13 YCbCrデータの出力パック形式 

Y Data

C Data

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y2

Cb1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y3

Cr1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

Y2

Cb1

31～24Component

YCbCr 4:4:4データ形式
23～16 15～8 7～0

Y Data

C Data

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y0

Cb0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y1

Cr0

Y2

Cb2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y3

Cr2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

Y2

Cb2

31～24Component

YCbCr 4:2:2/4:2:0データ形式
23～16 15～8 7～0

 
 

表 36.14 RGBデータの出力パック形式 

0

1
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10

13

14

16

17
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19

20

21 

22 

23

B'00000

B'00001

B'00010

B'00110

B'01000

B'01010

B'01101

B'01110

B'10000

B'10001

B'10010

B'10011

B'10100

B'10101

B'10110 

B'10111

R0

0

R0

R0

R0

R0

R0

G1

B2

0 

0 

0 

R0

G1

B2

R0

R0

G1

B2 

0 

0

R0

0

R0

R0

R0

R0

R0

G1

B2

0 

0 

0 

R0

G1

B2

R0

R0

G1

B2 

0 

0

R0

0

R0

R0

R0

R0

R0

G1

0

R0

G1

B2

R0

G1

B2

R0

R0

G1

B2 

0 

0

G0

0

R0

R0

R0

R0

R0

G1

0

R0

G1

B2 

R0

G1

B2

R0

R0

G1

B2 

0 

0

G0

R0

G0

R0

R0

R0

R0

B1

0

R0

G1

B2

R0

G1

B2

R0

R0

G1

B2 

0 

0

G0

R0

G0

G0

R0

R0

R0

B1

0

R0

G1

B2

R0

G1

B2

R0

R0

G1

B2 

0 

0

B0

R0

G0

G0

G0

0

G0

B1

0

R0

G1

B2 

0

0

0

R0

R0

G1

B2 

0 

0

B0

R0

G0

G0

G0

0

G0

B1

0

R0

G1

B2

0

0

0

R0

R0

G1

B2 

R0 

0

R1

G0

B0

G0

G0

R0

R0

G0

G0

B1

R3

0

0

0 

G0

B1

R3

R0

G0

G0

B1

R3 

R0 

0

R1

G0

B0

G0

G0

R0

R0

G0

G0

B1

R3

0

0

0 

G0

B1

R3

R0

G0

G0

B1

R3 

R0 

0

R1

G0

B0

G0

G0

R0

R0

G0

G0

0

R3

G0

B1

R3 

G0

B1

R3

R0

G0

G0

B1

R3 

R0 

0

G1

G0

B0

B0

G0

R0

R0

G0

G0

0

R3

G0

B1

R3 

G0

B1

R3

R0

G0

G0

B1

R3 

R0 

0

G1

B0

0

B0

B0

R0

R0

G0

B0

0

R3

G0

B1

R3 

G0

B1

R3

R0

G0

G0

B1

R3 

R0 

0

G1

B0

0

B0

B0

R0

R0

G0

B0

0

R3

G0

B1

R3 

G0

B1

R3

R0

G0

G0

B1

R3 

G0 

0

B1

B0

0

B0

B0

G0

0

0

B0

0

G3

G0

B1

R3 

0

0

0

R0

G0

G0

B1

R3 

G0 

R0

B1

B0

0

B0

B0

G0

0

0

B0

0

G3

G0

B1

R3 

0

0

0

R0

G0

G0

B1

R3 

G0 

R0

R2

0

R1

R1

B0

G0

G0

B0

B0

R2

G3

0

0

0 

B0

R2

G3

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

R0

R3

G1

B1

G1

B0

B0

R1

G2

B3

0

0

0 

R1

G2

B3

B0

R1

G2

B3 

G0 

G0

R3

G1

B1

G1

B0

B0

R1

G2

B3

0

0

0 

R1

G2

B3

B0

R1

G2

B3 

G0 

G0

R3

G1

B1

G1

0

B0

R1

G2

0

R1

G2

B3 

R1

G2

B3

B0

R1

G2

B3 

B0 

B0

G3

G1

B1

B1

0

B0

R1

G2

0

R1

G2

B3 

R1

G2

B3

B0

R1

G2

B3 

B0 

B0

G3

B1

0

B1

0

B0

R1

B2

0

R1

G2

B3 

R1

G2

B3

B0

R1

G2

B3 

B0 

B0

G3

B1

0

B1

0

B0

R1

B2

0

R1

G2

B3 

R1

G2

B3

B0

R1

G2

B3 

B0 

B0

B3

B1

0

B1

0

0

G1

B2

0

R1

G2

B3 

0

0

0

B0

R1

G2

B3 

B0 

B0

B3

B1

0

B1

0

0

G1

B2

0

R1

G2

B3 

0

0

0

B0

R1

G2

B3 

B0 

B0

R2

0

R1

R1

B0

G0

G0

B0

B0

R2

G3

0

0

0 

B0

R2

G3

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

R0

R2

0

R1

R1

0

G0

G0

B0

0

R2

G3

B0

R2

G3 

B0

R2

G3

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

R0

G2

0

R1

R1

0

G0

G0

B0

0

R2

G3

B0

R2

G3 

B0

R2

G3

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

R0

G2

R1

G1

R1

0

B0

G0

B0

0

R2

B3

B0

R2

G3 

B0

R2

G3

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

G0

G2

R1

G1

G1

0

B0

G0

B0

0

R2

B3

B0

R2

G3 

B0

R2

G3

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

G0

B2

R1

G1

G1

0

B0

0

0

0

G2

B3

B0

R2

G3 

0

0

0

G0

B0

B0

R2

G3 

0 

G0

B2

R1

G1

G1

0

B0

0

0

0

G2

B3

B0

R2

G3 

0

0

0

G0

B0

B0

R2

G3 

G0 

G0

8

12

16

18

24 

18 

－

－

－

－

0

1

2

0

1

2

0

1

2

－

0

1

2

－

PAD

31～24No Phase
Bit Rate

[bpp]
WPCK
[4:0] 23～16

Bit

15～8 7～0

PAD

PAD

PAD

PAD

PAD

 
 

36.3.22 BEU透過色制御レジスタ 0（BPCCR0） 

BPCCR0は、透過色の比較を有効にするか無効にするか設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CV3 CV2 CV1 CV0 — — —SPIC SAPEM2 SAPEM1 SAPE32 SAPE31 SAPE22 SAPE21 SAPE12 SAPE11

— — — — — — — — — — — — — — — —
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

15 CV3 0 R/W マルチ画面色置換機能 

マルチで入力された画素値が BMPCCR1.R、BMPCCR1.GY、BMPCCR1.B

と一致した場合、その画素値および、αを BMPCCR2の値と置き換えます。

CV3=1のときは、BPCCR0.SAPEM2-1=0と設定してください。 

0：マルチ画面色置換機能オフ 

1：マルチ画面色置換機能オン 

14 

13 

12 

CV2 

CV1 

CV0 

0 

0 

0 

R/W

R/W

R/W

CV2：入力系 3画面色置換機能 

CV1：入力系 2画面色置換機能 

CV0：入力系 1画面色置換機能 

入力系 1～入力系 3で入力された画素値が BPCCRx1.R、BPCCRx1.GY、

BPCCRx1.Bと一致した場合、その画素値および、αを BPCCRx2の値と

置き換えます (x：1、2、3で各入力系に対応）。 

その入力系の入力フォーマットが RGB565、666、888、YCbCrの場合に

色置換機能が有効となります。 

色置換機能は、入力系ごとに独立に設定可能です。 

CV2=1のときは、BPCCR0.SAPE32-31=0と設定してください。 

CV1=1のときは、BPCCR0.SAPE22-21=0と設定してください。 

CV0=1のときは、BPCCR0.SAPE12-11=0と設定してください。 

【注】1. 入力データのセンター中心拡張（BBLCR1.SELRDD=1）を行う

場合は、色置換機能は使用できません。 

 2. 入力系 1の色置換を使用する場合は、入力系 1の透過色機能は

使用できません。 

0：入力系 x画面色置換機能オフ 

1：入力系 x画面色置換機能オン 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10 SPIC 0 R/W BEUマルチ画面の入力パックフォームが、RGB565、RGB666、RGB888、

および YCbCrで、かつ SAPEM2ビットもしくは SAPEM1ビットが 1の

とき、データ比較を行います。 

0：データ比較の結果一致でマルチ画面を選択、不一致でブレンド画面

を選択 

1：データ比較の結果一致でブレンド画面を選択、不一致でマルチ画面

を選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 

8 

SAPEM2 

SAPEM1 

0 

0 

R/W

R/W

透過色の比較は、入力系ごとに 2種類の色比較が可能となっており、

SAPEM2ビットに 1が設定されているとき、マルチ画面の入力データと

BMPCCR2で設定されたデータの比較が行われます。また、SAPEM1ビッ

トに 1が設定されているときは、BMPCCR1で設定されたデータで比較が

行われます。SAPEM2、1ともに 0が設定されたときは、データ比較は無

効となります。 

00：BEUマルチ画面のデータ比較 1、2を無効 

01：BEUマルチ画面のデータ比較 1を有効 

10：BEUマルチ画面のデータ比較 2を有効 

11：BEUマルチ画面のデータ比較 1、2を有効 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

5 

4 

SAPE32 

SAPE31 

0 

0 

R/W

R/W

透過色の比較は、入力系ごとに 2種類の色比較が可能となっており、

SAPE32ビットに 1が設定されているとき、入力系 3の入力データと

BPCCR32で設定されたデータの比較が行われます。また、SAPE31ビッ

トに 1が設定されているときは、BPCCR31で設定されたデータで比較が

行われます。SAPE32、31ともに 0が設定されたときは、データ比較は無

効となります。 

00：入力系 3のデータ比較 1、2を無効 

01：入力系 3のデータ比較 1を有効 

10：入力系 3のデータ比較 2を有効 

11：入力系 3のデータ比較 1、2を有効 

3 

2 

SAPE22 

SAPE21 

0 

0 

R/W

R/W

透過色の比較は、入力系ごとに 2種類の色比較が可能となっており、

SAPE22ビットに 1が設定されているとき、入力系 2の入力データと

BPCCR22で設定されたデータの比較が行われます。また、SAPE21ビッ

トに 1が設定されているときは、BPCCR21で設定されたデータで比較が

行われます。SAPE22、21ともに 0が設定されたときは、データ比較は無

効となります。 

00：入力系 2のデータ比較 1、2を無効 

01：入力系 2のデータ比較 1を有効 

10：入力系 2のデータ比較 2を有効 

11：入力系 2のデータ比較 1、2を有効 

1 

0 

SAPE12 

SAPE11 

0 

0 

R/W

R/W

透過色の比較は、入力系ごとに 2種類の色比較が可能となっており、

SAPE12ビットに 1が設定されているとき、入力系 1の入力データと

BPCCR12で設定されたデータの比較が行われます。また、SAPE11ビッ

トに 1が設定されているときは、BPCCR11で設定されたデータで比較が

行われます。SAPE12、11ともに 0が設定されたときは、データ比較は無

効となります。 

00：入力系 1のデータ比較 1、2を無効 

01：入力系 1のデータ比較 1を有効 

10：入力系 1のデータ比較 2を有効 

11：入力系 1のデータ比較 1、2を有効 
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36.3.23 BEU透過色制御レジスタ 11、12、21、22、31、32 

（BPCCR11、BPCCR12、BPCCR21、BPCCR22、BPCCR31、BPCCR32） 

BPCCRは、透過色比較の比較データとアルファ値を設定するレジスタです。 

BEU入力系 1～3のパックフォームが RGB565、RGB666、RGB888、YCbCrのとき、入力データと本ビットに

設定された R、GY、Bデータで比較します。比較対照となるビット幅は、入力パックフォームにより異なり、上

位ビットから有効ビットを指定します。有効ビット以外のビットには 0を設定してください。 

なお、YCbCr形式の場合、Y成分のみの比較となります。たとえば、RGB565パックフォームの場合､Rデータ

は R[7:3]ビット、Gデータは GY[7:2]、ビット、Bデータは B[7:3]ビットと比較します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

AP[7:0]

GY[7:0]

R[7:0]

B[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 AP[7:0] H'00 R/W データ比較の結果一致したとき適用されるアルファ値 

BEU入力系 1の入力パックフォームが、RGB565、RGB666、RGB888、

YCbCrでかつ BPCCR0の SAPExxビットが 1のとき、それぞれのビット

に対応した BPCCRxxの値とデータ比較を行います。比較の結果、データ

が一致した場合、画素アルファ値を本ビットで設定したアルファ値に置き

換えます（xx＝11、12、21、22、31、32）。 

23～16 R[7:0] H'00 R/W 比較データ R（RGB） 

15～8 GY[7:0] H'00 R/W 比較データ G（RGB）、Y（YCbCr） 

7～0 B[7:0] H'00 R/W 比較データ B（RGB） 
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36.3.24 BEUデスティネーションメモリ幅レジスタ（BDMWR） 

BDMWRは、BEUのデスティネーションメモリ領域のメモリ幅を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BDW[15:0]

BDW[17:16]— — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17～2 

1、0 

BDW[17:2] 

BDW[1:0] 

H'00000 R/W

R 

BEUのデスティネーションメモリ領域の幅を設定（ロングワード単位） 

BEUの処理において、デスティネーション画像が配置されるデスティネー

ションメモリ領域の横幅をバイト数で指定します。 

親画面で出力水平画素数を 4画素単位まで切り上げた画素数に担当する幅

以上の値を指定してください（その範囲まで、データのライトが生じます。

出力画素数を超えた範囲は、"黒"が出力されます）。 

 

36.3.25 BEUデスティネーションアドレス Yレジスタ（BDAYR） 

BDAYRは、BEUが書き出す画像の Y/RGBプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BDAY[15:0]

BDAY[31:16]

 
 



 

36. ブレンドエンジンユニット（BEU） 

36-50  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BDAY[31:2]

BDAY[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

BEUの Y/RGBプレーンの書き出し先頭アドレスを指定（ロングワード単

位） 

YCbCr形式の画像を書き出す場合には、Yプレーンの先頭アドレスを指定

し、RGB形式の画像を書き出す場合には、RGBプレーンの先頭アドレス

を設定します。 
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36.3.26 BEUデスティネーションアドレス Cレジスタ（BDACR） 

BDACRは、BEUが書き出す画像の Cプレーンの先頭アドレスを設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BDAC[15:0]

BDAC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

BDAC[31:2]

BDAC[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

BEUの Cプレーンの書き出し先頭アドレスを指定（ロングワード単位） 

YCbCr形式の画像を書き出す場合には、Cプレーンの先頭アドレスを指定

します。 

【注】画像形式が RGB形式の場合、本レジスタは使用しません。 

 

メモリ幅[バイト]
BDMWR.BDW

親画面の水平画素数

親
画
面
の
垂
直
画
素
数

Y/RGB プレーン先頭アドレス[バイト]
BDAYR.BDAY
Cプレーン先頭アドレス[バイト]
BDACR.BDAC
αプレーン先頭アドレス[バイト]
BDAAR.BDAA

 

図 36.14 出力画面のサイズと先頭アドレス 
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36.3.27 BEUアドレス固定レジスタ（BAFXR） 

BAFXRは、BEUから出力するデータのアドレスを固定モード出力に設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — BAFIX

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 BAFIX 0 R/W 本ビットが 1のときは、BEUの画像書き込み先アドレスを、BDAYR、

BDACRで設定した値に固定します。本ビットが 0のときは、アドレスは

BDMWRに応じてインクリメントされます。 

0：BEUの出力アドレスをアドレス固定モードにしない 

1：BEUの出力アドレスをアドレス固定モードにする 

【注】アドレス固定モード時は、RGB形式のみ使用できます。YCbCr形

式のときは保証しません。 
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36.3.28 BEUスワッピングレジスタ（BSWPR） 

BSWPRは、BEUのデータ入出力部で、64ビットデータ内の入れ替え（スワッピング）を設定するレジスタで

す。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。 
 

R/W R R R R R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — BEILS2 BEIWS2 BEIBS2 — —BEOLS BEOWS BEOBS BEILS BEIWS BEIBS

MODSEL — — — — BEILS4 BEIWS4 BEIBS4 — — — — — BEILS3 BEIWS3 BEIBS3

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MODSEL 0 R/W BSWPR.MODSEL＝1の場合は、入力系ごとのスワップ設定が可能となり

ます。BSWPR.MODSEL＝0の場合、すべての入力系は BSWPR.BEILS、

BSWPR.BEIWS、BSWPR.BEIBSで設定されたスワップ設定となります。 

0：入力系別スワップ設定モードを OFF 

1：入力系別スワップ設定モードを ON 

30～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

26 BEILS4 0 R/W 0：入力系 4（マルチ画面）の入力ロングワードスワップを OFF 

1：入力系 4（マルチ画面）の入力ロングワードスワップを ON 

25 BEIWS4 0 R/W 0：入力系 4（マルチ画面）の入力ワードスワップを OFF 

1：入力系 4（マルチ画面）の入力ワードスワップを ON 

24 BEIBS4 0 R/W 0：入力系 4（マルチ画面）の入力バイトスワップを OFF 

1：入力系 4（マルチ画面）の入力バイトスワップを ON 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

18 BEILS3 0 R/W 0：入力系 3（マルチ画面）の入力ロングワードスワップを OFF 

1：入力系 3（マルチ画面）の入力ロングワードスワップを ON 

17 BEIWS3 0 R/W 0：入力系 3（マルチ画面）の入力ワードスワップを OFF 

1：入力系 3（マルチ画面）の入力ワードスワップを ON 

16 BEIBS3 0 R/W 0：入力系 3（マルチ画面）の入力バイトスワップを OFF 

1：入力系 3（マルチ画面）の入力バイトスワップを ON 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10 BEILS2 0 R/W 0：入力系 2（マルチ画面）の入力ロングワードスワップを OFF 

1：入力系 2（マルチ画面）の入力ロングワードスワップを ON 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 BEIWS2 0 R/W 0：入力系 2（マルチ画面）の入力ワードスワップを OFF 

1：入力系 2（マルチ画面）の入力ワードスワップを ON 

8 BEIBS2 0 R/W 0：入力系 2（マルチ画面）の入力バイトスワップを OFF 

1：入力系 2（マルチ画面）の入力バイトスワップを ON 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

6 BEOLS 0 R/W 出力ロングワードスワップ設定 

出力ロングワードスワップは、BEUの出力部で、64ビットのデータに対

しMSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロングワード単位で入れ替えま

す。 

0：BEUの出力ロングワードスワップをしない 

1：BEUの出力ロングワードスワップをする 

5 BEOWS 0 R/W 出力ワードスワップ設定 

出力ワードスワップは、BEUの出力部で、64ビットのデータに対し MSB

もしくは LSB側から 16ビットをワード単位で入れ替えます。 

0：BEUの出力ワードスワップをしない 

1：BEUの出力ワードスワップをする 

4 BEOBS 0 R/W 出力バイトスワップ設定 

出力バイトスワップは、BEUの出力部で、64ビットのデータに対し MSB

もしくは LSB側から 16ビットをバイト単位でデータを入れ替えます。 

0：BEUの出力バイトスワップをしない 

1：BEUの出力バイトスワップをする 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

2 BEILS 0 R/W 入力ロングワードスワップ設定 

入力ロングワードスワップは、BEUの入力部（すべての入力系に対する）

で、64ビットのデータに対し MSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロ

ングワード単位で入れ替えます。 

BSWPR.MODSEL＝0でかつ BSWPR.BEILS＝1の場合は、BEU部の入力

系読み出し部（すべての入力系に対する）で、64ビットのデータに対し

MSB側 32ビットと LSB側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます。

BSWPR.BEILS＝0の場合はロングワード単位の入れ替えを行いません。 

BSWPR.MODSEL＝1でかつ BSWPR.BEILS＝1の場合は、BEU部の入力

系 1読み出し部で、64ビットのデータに対し MSB側 32ビットと LSB側

32ビットをロングワード単位で入れ替えます。BSWPR.BEILS＝0の場合

はロングワード単位の入れ替えを行いません。 

0：BEUの入力ロングワードスワップをしない 

1：BEUの入力ロングワードスワップをする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 BEIWS 0 R/W 入力ワードスワップ設定 

入力ワードスワップは、BEUの入力部（すべての入力系に対する）で、64

ビットのデータに対し MSBもしくは LSB側から 16ビットをワード単位

で入れ替えます。 

BSWPR.MODSEL＝0でかつ BSWPR.BEIWS＝1の場合は、BEU部の入

力系読み出し部（すべての入力系に対する）で、64ビットのデータに対し

MSBもしくは LSB側から 16ビットをワード単位で入れ替えます。

BSWPR.BEIWS＝0の場合はワード単位の入れ替えを行いません。 

BSWPR.MODSEL＝1でかつ BSWPR.BEIWS＝1の場合は、BEU部の入

力系 1読み出し部で、64ビットのデータに対し MSBもしくは LSB側から

16bitをワード単位で入れ替えます。BSWPR.BEIWS＝0の場合はワード単

位の入れ替えを行いません。 

0：BEUの入力ワードスワップをしない 

1：BEUの入力ワードスワップをする 

0 BEIBS 0 R/W 入力バイトスワップ設定 

入力バイトスワップは、BEUの入力部（すべての入力系に対する）で、64

ビットのデータに対し MSBもしくは LSB側から 16ビットをバイト単位

でデータを入れ替えます。 

BSWPR.MODSEL＝0でかつ BSWPR.BEIBS＝1の場合は、BEU部の入力

系読み出し部（すべての入力系に対する）で、64ビットのデータに対し

MSBもしくは LSB側から 16ビットを、バイト単位でデータを入れ替えま

す。BSWPR.BEIBS＝0の場合はこれらの入れ替えを行いません。 

BSWPR.MODSEL＝1でかつ BSWPR.BEIBS＝1の場合は、BEU部の入力

系 1読み出し部で、64ビットのデータに対し MSBもしくは LSB側から

16bitを、バイト単位でデータを入れ替えます。BSWPR.BEIBS＝0の場合

はこれらの入れ替えを行いません。 

0：BEUの入力バイトスワップをしない 

1：BEUの入力バイトスワップをする 
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MODSEL＝0のデータスワップ機能を図 36.15に示します。データスワップ設定レジスタに 1系統分だけの

（BSWPR）の設定を持ち、これが各入力系の設定となっています。 

画像データ（入力系1）

画像データ（入力系2）

画像データ（入力系3）

画像データ（入力系4）

データスワップ

データスワップ

データスワップ

データスワップ

BSWPR レジスタ
全入力系用データスワップ設定

 

図 36.15 MODSEL＝0のデータスワップ構成 

 

MODSEL=1のデータスワップ構成を図 36.16に示します。入力系ごとにデータスワップ方法を変えることが可

能な構成となります。 

画像データ（入力系1）

画像データ（入力系2）

画像データ（入力系3）

画像データ（入力系4）

データスワップ

データスワップ

データスワップ

データスワップ

BSWPR レジスタ
入力系1データスワップ設定
入力系2データスワップ設定
入力系3データスワップ設定
入力系4データスワップ設定

 

図 36.16 MODSEL＝1のデータスワップ構成 

 



 

36. ブレンドエンジンユニット（BEU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  36-57 

2013.01.18  

 

SH7724 

ロングワードスワップ

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

4 32 1 8 76 5

64ビット

バイトスワップ

4 3 2 18 7 6 5

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

1 23 4 5 67 8

64ビット

ワードスワップ

1 23 45 67 8

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 45 6 7 8

1 2 3 45 6 7 8

64ビット

MSB LSB
1 2 3 4 5 6 7 8

64ビット

ワード－バイトスワップ

 

図 36.17 データの入れ替え機能 
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36.3.29 BEUイベント割り込みイネーブルレジスタ（BEIER） 

BEIERは、BEVTRのフラグの割り込み信号出力の禁止／許可を設定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — BE
VIOE

BE
ENDE

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 BEVIOE 0 R/W 本ビットは、BEVTRの BEVIOビットの割り込み信号出力の禁止／許可を

設定します。 

0：BEVTRの BEVIOビットの割り込み信号出力を禁止 

1：BEVTRの BEVIOビットの割り込み信号出力を許可 

0 BEENDE 0 R/W 本ビットは、BEVTRの BEENDビットの割り込み信号出力の禁止／許可

を設定します。 

0：BEVTRの BEENDビットの割り込み信号出力を禁止 

1：BEVTRの BEENDビットの割り込み信号出力を許可 

 

36.3.30 BEUイベントレジスタ（BEVTR） 

BEVTRは、BEU内部で割り込み要因が発生した場合に、その要因を表すレジスタです。BEVTRの各要因の割

り込み信号への出力許可／禁止は、BEIERで設定します。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — BE
VIO

BE
END

— — — — — — — — — — — — — — — INT
REQ
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 INTREQ 0 R 本ビットは、BEU内部で割り込み要因が発生し、BEIERで割り込み出力を

許可していた場合に 1となります。 

BEU内部で割り込み要因が発生しても、BEIERで割り込み出力を禁止して

いた場合またはBEIERで割り込み出力を許可してもBEU内部で割り込み要

因が発生していない場合、本ビットは 0となります。 

0：外部に割り込みを出力していないことを示す 

1：BEU内部に割り込み要因が発生し、外部に割り込みを出力中であるこ

とを示す 

15～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 BEVIO 0 R/W BEVIOフラグ（違反ステータス） 

[読み出し時] 

0：違反設定を検出しなかった状態または BEVIOフラグクリア後の状態 

1：違反設定を検出したことを表すステータス 

[書き込み時] 

0：BEVIOフラグの 0クリアを行う 

1：NOP 

0 BEEND 0 R/W BEENDフラグ（終了ステータス） 

[読み出し時] 

0：BEU部の処理が終了していない状態または BEENDフラグクリア後の

状態 

1：BEUの処理が終了したことを表すステータス 

[書き込み時] 

0：BEENDフラグの 0クリアを行う 

1：NOP 

 

BEUが動作を終了したとき、BEENDフラグ（終了ステータス）がセットされます。このとき、BEIERの BEENDE

ビット（終了割り込み禁止／許可）が 1なら、割り込みが発生します。BEENDフラグは、同ビットに 0を書き込

むことでリセットできます。BEENDビットは、処理終了後、0クリアしなければ 0になりません。このため、次

の BEUの起動前に必ず BEENDビットに 0を書き込み、0クリアする必要があります。 
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BESTR.BEIVK
に"1"書き込み

"0"

レジスタ
BESTR.BEIVK

動作開始

BSTAR.BEPRC
動作中フラグ

BEVTR.BEEND
終了フラグ

BEVTR.BEVIO
違反フラグ

be2o_intreq_n
外部出力

BEVTR.BEEND
に"0"書き込み

Media BUS Bridgeから
バス権取得信号受信完了

Media BUS Bridgeへの
最終書き込みコマンド送信完了

ただし
BEIER.BEENDE（終了割り込み許可）＝1
BEIER.BEVIOE（違反割り込み許可）＝1

 

図 36.18 違反設定なしの動作シーケンスと終了フラグの強制セット 

 

図 36.19に示すような違反設定を行い BESTRの BEIVKビット（動作開始）をセットすると、BEUは動作を開

始せず、BEVIOフラグ（違反ステータス）がセットされます。このとき、BEIERの BEVIOEビット（違反割り込

み禁止／許可）が 1なら、割り込みが発生します。BEVIOフラグは、同ビットに 0を書き込むことでリセットで

きます。BEVIOフラグがセットされたとき、BEVTRの BEENDビット（終了ステータス）はセットされず、スケ

ジューラ部もデータ転送系もデータ処理系も起動されません。 

BEVIOフラグは、処理終了後、0クリアしなければ 0にはなりません。このため、次の BEUの起動前に、必ず

BEVIOフラグに 0を書き込み、0クリアする必要があります。 

BEIVKビットは、BEVIOフラグがセットされるのと同時にリセットされます。 

BESTR.BEIVK
に"1"書き込み

"0"

レジスタ
BESTR.BEIVK

動作開始

BSTAR.BEPRC
動作中フラグ

BEVTR.BEEND
終了フラグ

BEVTR.BEVIO
違反フラグ

be2o_intreq_n
外部出力

BEVTR.BEVIO
に"0"書き込み

違反設定を検出

ただし
BEIER.BEENDE（終了割り込み許可）＝1
BEIER.BEVIOE（違反割り込み許可）＝1

 

図 36.19 違反設定ありの動作シーケンスと違反フラグの強制セット 
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36.3.31 BEUレジスタ制御レジスタ（BRCNTR） 

BRCNTRは、BEUレジスタで 2面構成となっているレジスタの面の切り替えを制御するレジスタです。 

また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — —— RS RC

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 RS 0 R/W レジスタ面指定 

VSYNCに同期して BEUが使用するレジスタ面を指定します。本レジスタ

は RCビットが 0のときのみ有効です。 

0：BEUは A面のレジスタを使用する 

1：BEUは B面のレジスタを使用する 

0 RC 0 R/W レジスタ面切り替えイネーブル 

VSYNCに同期してBEUが使用するレジスタ面を切り替えるか指定します。

切り替えない場合は BRCNTR_RSで指定されたレジスタ面が使用されま

す。切り替え動作時、BEUが単独で動作している場合、BEUに起動がかか

ったとき、レジスタ面を切り替えます。 

VOU/LCDCと連動で動作している場合は、VOUもしくは LCDCからの切り

替え信号でレジスタ面を切り替えます。 

0：指定されたレジスタ面を使用する 

1：レジスタ面を切り替える 
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36.3.32 BEUステータスレジスタ（BSTAR） 

BSTARは、BEU内部のステータスや内部信号の状態を表示するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — ——REGST BEPRC

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

8 REGST 0 R 現在使用しているレジスタの面を示します。 

0：BEUは A面のレジスタを使用している 

1：BEUは B面のレジスタを使用している 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 BEPRC 0 R BESTRの BEIVKビットにより BEU部を起動すると、本ビットは 1とな

ります。本ビットが 1のときは、BEU部が動作していることを表し、この

期間は動作中の操作禁止を規定したレジスタに対し、操作を行わないよう

にします。 

本ビットは、BEVTRの BEENDフラグと同時に、自動的に 0となります。 

0：BEUが停止状態であることを表す 

1：BEUが動作状態であることを表す 
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36.3.33 BEUモジュールリセットレジスタ（BBRSTR） 

BBRSTRは、BEUに対してモジュールリセットを行うレジスタです。 

動作中の書き込みは禁止です。動作中に ALLRSTビットに 1を書き込んだ場合、CPUバスとハンドシェイクし

ている論理回路等に強制リセットが適用されるため、動作破綻が BEU外部に及ぶ可能性があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — ALL
RST

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 ALLRST 0 W 本ビットに 1を書き込むと、BEUの内部のすべての制御信号し対して、リ

セットが適用されます。 

動作中に本ビットに 1を書き込んだ場合、CPUバスとハンドシェイクして

いる論理回路等に強制リセットが適用されるため、動作破綻が BEU外部

に及ぶ可能性がありあります。 

0：NOP 

1：BEUをモジュールリセット 
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36.3.34 BEUレジスタ面強制指定レジスタ（BRCHR） 

BRCHRは、レジスタ面を強制指定するレジスタです。 

読み出し専用のビットに対しては、1の書き込みを禁止します。これらのビットに 1を書き込んだ場合、動作破

綻する場合があります。また、本レジスタは、動作中の書き込みは禁止です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — RCH

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 RCH 0 R/W レジスタ面強制指定 

本ビットは、現在使用しているレジスタの面を強制的に切り替えます。本

レジスタによる使用レジスタ面の切り替えは、BRCNTRの RCビットが 1

のときのみ有効となります。レジスタの面を強制的に切り替える際には、

あらかじめ RCビットに 1を設定してください。 

0：A面のレジスタを指定 

1：B面のレジスタを指定 
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36.4 連動動作 

36.4.1 連動動作でのレジスタ切り替え 

VOU/LCDC連続動作では、レジスタ面切り替え指定（BRCNTR.RC＝1）とし、VOUもしくは LCDCからの切

り替え信号のタイミングでレジスタ値を内部レジスタにロードし、同時にレジスタ面を切り替えます。 

切り替え信号の出力タイミングは、VOUと LCDCとで若干異なります。VOUはフレームの開始時に切り替え

信号を出力するのに対して、LCDCではフレーム終了時に切り替え信号を出力します。このため、LCDC連動動

作時は、BEU起動直後にレジスタ面を切り替える必要があります。 

図 36.20に VOU連動時レジスタ切り替え動作を、図 36.21に LCDC連動時レジスタ切り替え動作を図示しま

す。 

DV_VSYNC

DV_D15～0

RC（レジスタ切り替え信号）

BESTR.BEIVK
（BEU_Start信号）

BSTAR.REGST
（BEUステータス）

Bレジスタロード

Bレジスタ
へ設定

Aレジスタ
へ設定

Bレジスタ
へ設定

Bレジスタ
へ設定

Aレジスタ
へ設定

（ミラーへ書く）

Bレジスタロード Aレジスタロード

Bレジスタで動作 Aレジスタで動作 Bレジスタで動作 Bレジスタで動作Aレジスタで動作

Bレジスタロード BレジスタロードAレジスタロード

TOP BOTTOM TOP BOTTOM

 

図 36.20 VOU連動時レジスタ切り替え動作 
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LCDVSYN

LCDD17～0

RC（レジスタ切り替え信号）

BESTR.BEIVK
（BEU_Start信号）

BSTAR.REGST
（BEUステータス）

Bレジスタロード

Bレジスタ
へ設定

Aレジスタ
へ設定

Bレジスタ
へ設定

Bレジスタ
へ設定

Aレジスタ
へ設定

Bレジスタロード

LCDCの最初のVSYNCにより
BRCHR.RCHに1書き込みを行い
BSTAR.REGSTの値を強制的に反転させる

Aレジスタロード

Bレジスタで動作 Aレジスタで動作 Bレジスタで動作 Aレジスタで動作

Bレジスタロード BレジスタロードAレジスタロード

valid_data valid_data valid_data valid_data

 

図 36.21 LCDC連動時レジスタ切り替え動作 

 

36.4.2 連動動作でのマルチウィンドウ 

マルチウィンドウ関連のレジスタは、すべて 2面構造となっていないため、動作中のレジスタ設定が禁止とな

っています。このため、フレームを連続で動作させる場合、マルチウィンドウの画像をフレームごとに変えたり、

画像サイズを変更するということはできません。また、マルチウィンドウを有効にして VOUとの連動動作時、

NTSCモード（BBLCR1.VSKIP＝1）として動作させる場合、フィールドアドレスを自動で切り替える設定

（BBLCR1.ATF=1）にする必要があります。 
 



 

36. ブレンドエンジンユニット（BEU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  36-67 

2013.01.18  

 

SH7724 

36.4.3 連動動作でのデータフォーマット選択 

連動動作のとき、LCDCは BEUから RGB形式のデータを受け取ることを期待します。VOUは BEUから YCbCr

形式のデータを受け取ることを期待します。 

このため、連動動作で設定可能な入出力フォーマットは、以下の表に示す組み合わせとなります。 
 

表 36.15 RPKFRの TEビット、RYビットと入出力の連動動作可否の関係 

TEビット RYビット BEU入力 BEU出力 VOU連動動作 LCDC連動動作 

0 0 YCbCr形式 YCbCr形式 ○ × 

0 1 RGB形式 RGB形式 × ○ 

1 0 YCbCr形式 RGB形式 × ○ 

1 1 RGB形式 YCbCr形式 ○ × 

【注】 ○：動作可、×：動作不可 
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37. JPEGプロセッシングユニット（JPU） 

JPU（JPEG Processing Unit）は、JPEGベースラインに準拠した圧縮伸長方式を持った JPEGコーデックを内蔵

しており、画像データの圧縮および JPEGデータの伸長を高速に処理することができます。 

圧縮伸長処理には、LSI外部で接続される SDRAM等の外部バッファ上で、フレームバッファあるいはラスタ

－ブロック変換のためのラインバッファが必要となります。 

37.1 特長 

JPUは、以下の特長を持ちます。 

• 対応規格：JPEGベースライン 

• 演算精度：JPEG Part2、ISO-IEC10918-2準拠 

• カラーフォーマット：YCbCr 4:2:2（H=2:1:1,V=1:1:1）／4:2:0（H=2:1:1,V=2:1:1） 

• 量子化テーブル：4テーブル内蔵 

• ハフマンテーブル：4テーブル内蔵（AC係数2テーブル、DC係数2テーブル） 

• 対象マーカ：SOI（Start Of Image）、SOF0（Start Of Frame Type 0）、SOS（Start Of Scan）、DQT（Define Quantization 

Tables）、DHT（Define Huffman Tables）、DRI（Define Restart Interval）、RSTm（Restart marks）、EOI（End 

Of Image） 

• 画像データレート：最大108MB/s（54MHz動作時） 

• ラインバッファモードによりSDRAM等のRAM領域上でのフレームバッファを削減可能 

• 本モードは、カメラセンサのピクセルクロック周波数、RAM構成により使用できない場合があります。 

• 圧縮処理時、画像の回転（90°、180°、270°）が可能（フレームバッファモードのみ） 

• ストリーム書き出し、読み出し時に、設定されたデータ量の転送ごとにアドレスをトグルさせるリロードモ

ードをサポートし、バッファ容量を削減可能 

• 処理単位：アドレス境界8バイト単位、データ長4バイト単位で設定可能 

ただし、圧縮時の出力データは、終端がアドレス16バイト境界となるデータサイズとなります。 

• 処理可能画像サイズ： 

最大：横4,092×縦4,092、最小：横16×縦16画素 

処理単位は4画素単位となります。 

 

【注】 非対応カラーフォーマットおよび非対応画像サイズの圧縮／伸長処理は行わないでください。 
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JPUと周辺モジュールとの接続を図 37.1に示します。 

S
H

w
yバ
ス

量子化
テーブル

量子化／
DCT
ブロック

ハフマン
テーブル

ハフマン
符号化

スレーブ
インタフェース コアコントローラ

マスタ
インタフェース

JPEGIPコア

JPU

 

図37.1 JPUと周辺モジュールの接続 
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37.2 レジスタの説明 

JPUのレジスタ構成を表 37.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 37.2に示します。 

レジスタは、すべて 32ビットアクセスです。リザーブビットまたは読み出し専用ビットへ書き込みを行う場合

は必ず 0を書いてください。ただし、JPEG割り込みステータスレジスタ（JINTS）に関しては、クリアの際の 0

書き込みはクリア対象ビットのみとし、その他のビットには 1を書いてください。規定以外のレジスタアクセス

をした場合、動作は保証できません。 
 

表37.1 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

JPEGコードモードレジスタ JCMOD R/W H'FE98 0000 32 

JPEGコードコマンドレジスタ JCCMD R/W H'FE98 0004 32 

JPEGコードステータスレジスタ JCSTS R H'FE98 0008 32 

JPEGコード量子化テーブル番号レジスタ JCQTN R/W H'FE98 000C 32 

JPEGコードハフマンテーブル番号レジスタ JCHTN R/W H'FE98 0010 32 

JPEGコード DRI上位レジスタ JCDRIU R/W H'FE98 0014 32 

JPEGコード DRI下位レジスタ JCDRID R/W H'FE98 0018 32 

JPEGコード垂直方向サイズ上位レジスタ JCVSZU R/W H'FE98 001C 32 

JPEGコード垂直方向サイズ下位レジスタ JCVSZD R/W H'FE98 0020 32 

JPEGコード水平方向サイズ上位レジスタ JCHSZU R/W H'FE98 0024 32 

JPEGコード水平方向サイズ下位レジスタ JCHSZD R/W H'FE98 0028 32 

JPEGコードデータカウント上位レジスタ JCDTCU R H'FE98 002C 32 

JPEGコードデータカウント中位レジスタ JCDTCM R H'FE98 0030 32 

JPEGコードデータカウント下位レジスタ JCDTCD R H'FE98 0034 32 

JPEG割り込みイネーブルレジスタ JINTE R/W H'FE98 0038 32 

JPEG割り込みステータスレジスタ JINTS R/W H'FE98 003C 32 

JPEGコードデコードエラーレジスタ JCDERR R/W H'FE98 0040 32 

JPEGコード再起動レジスタ JCRST R H'FE98 0044 32 

JPEGインタフェース圧縮制御レジスタ JIFECNT R/W H'FE98 0070 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Yアドレスレジスタ 1 JIFESYA1 R/W H'FE98 0074 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Cアドレスレジスタ 1 JIFESCA1 R/W H'FE98 0078 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Yアドレスレジスタ 2 JIFESYA2 R/W H'FE98 007C 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Cアドレスレジスタ 2 JIFESCA2 R/W H'FE98 0080 32 

JPEGインタフェース圧縮ソースメモリ幅レジスタ JIFESMW R/W H'FE98 0084 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース垂直方向サイズレジスタ JIFESVSZ R/W H'FE98 0088 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース水平方向サイズレジスタ JIFESHSZ R/W H'FE98 008C 32 

JPEGインタフェース圧縮デスティネーションアドレス 

レジスタ 1 

JIFEDA1 R/W H'FE98 0090 32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

JPEGインタフェース圧縮デスティネーションアドレス 

レジスタ 2 

JIFEDA2 R/W H'FE98 0094 32 

JPEGインタフェース圧縮データリロードサイズレジスタ JIFEDRSZ R/W H'FE98 0098 32 

JPEGインタフェース伸長制御レジスタ JIFDCNT R/W H'FE98 00A0 32 

JPEGインタフェース伸長ソースアドレスレジスタ 1 JIFDSA1 R/W H'FE98 00A4 32 

JPEGインタフェース伸長ソースアドレスレジスタ 2 JIFDSA2 R/W H'FE98 00A8 32 

JPEGインタフェース伸長データリロードサイズレジスタ JIFDDRSZ R/W H'FE98 00AC 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーションメモリ幅 

レジスタ 

JIFDDMW R/W H'FE98 00B0 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション垂直方向 

サイズレジスタ 

JIFDDVSZ R H'FE98 00B4 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション水平方向 

サイズレジスタ 

JIFDDHSZ R H'FE98 00B8 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Yアドレス 

レジスタ 1 

JIFDDYA1 R/W H'FE98 00BC 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Cアドレス 

レジスタ 1 

JIFDDCA1 R/W H'FE98 00C0 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Yアドレス 

レジスタ 2 

JIFDDYA2 R/W H'FE98 00C4 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Cアドレス 

レジスタ 2 

JIFDDCA2 R/W H'FE98 00C8 32 

JPEGコード量子化テーブル 0レジスタ JCQTBL0 R/W H'FE99 0000～

H'FE99 003C 

32 

JPEGコード量子化テーブル 1レジスタ JCQTBL1 R/W H'FE99 0040～

H'FE99 007C 

32 

JPEGコード量子化テーブル 2レジスタ JCQTBL2 R/W H'FE99 0080～

H'FE99 00BC 

32 

JPEGコード量子化テーブル 3レジスタ JCQTBL3 R/W H'FE99 00C0～

H'FE99 00FC 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC0レジスタ JCHTBD0 R/W H'FE99 0100～

H'FE99 010C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC0レジスタ JCHTBD0 R/W H'FE99 0110～

H'FE99 0118 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC0レジスタ JCHTBA0 R/W H'FE99 0120～

H'FE99 012C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC0レジスタ JCHTBA0 R/W H'FE99 0130～

H'FE99 01D0 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC1レジスタ JCHTBD1 R/W H'FE99 0200～

H'FE99 020C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC1レジスタ JCHTBD1 R/W H'FE99 0210～

H'FE99 0218 

32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

JPEGコードハフマンテーブル AC1レジスタ JCHTBA1 R/W H'FE99 0220～

H'FE99 022C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC1レジスタ JCHTBA1 R/W H'FE99 0230～

H'FE99 02D0 

32 

【注】 JPEGコード量子化テーブルおよび JPEGコードハフマンテーブルの設定は「37.3.1 (6) テーブル設定」を参照してく

ださい。 

 

表37.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

JCMOD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCCMD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCSTS 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCQTN 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCHTN 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDRIU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDRID 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCVSZU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCVSZD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCHSZU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCHSZD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDTCU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDTCM 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDTCD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JINTE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JINTS 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDERR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCRST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFECNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESYA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESCA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESYA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESCA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESMW 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESVSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESHSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFEDA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

JIFEDA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFEDRSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDCNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDSA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDSA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDRSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDMW 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDVSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDHSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDYA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDCA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDYA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDCA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCQTBL0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCQTBL1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCQTBL2 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCQTBL3 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 
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37.2.1 JPEGコードモードレジスタ（JCMOD） 

JCMODは、JPU動作前に各種モードを設定するレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — — —

— SOIC PCTR MSKIP[1:0] CCNT DSP REDU[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

8 SOIC 0 R/W SOIマーカ削除設定 

MSKIPビットが B'00時のみ有効です。 

本モード設定時、JCDTCU、JCDTDM、JCDTCDの示す符号量は SOI（2

バイト）を含む値です。 

0：SOIマーカあり 

1：SOIマーカ削除 

7 PCTR 0 R/W 画像データ入力制御設定 

1に固定してください。 

6、5 MSKIP[1:0] 00 R/W マーカスキップモード設定 

00：マーカを出力します 

01：マーカを出力しません 

上記以外：設定禁止 

4 CCNT 0 R/W 符号量カウントモード（圧縮時のみ有効） 

0：符号量カウントモードオフ 

1：符号量カウントモードオン 

3 DSP 0 R/W 圧縮／伸長設定 

0：圧縮処理のとき 

1：伸長処理のとき 

2～0 REDU[2:0] 000 R/W 

（圧縮時） 

R 

（伸長時） 

間引き設定 

001：4:2:2 

010：4:2:0 

上記以外：（圧縮時）設定禁止 

（伸長時）JPUは正しく処理を行えませんので、エラーとし

て扱ってください。 
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37.2.2 JPEGコードコマンドレジスタ（JCCMD） 

JCCMDは、各種コマンドを設定するレジスタです。コマンド設定後に 0書き込みによるクリアをする必要はあ

りません。 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

【注】*   読み出し値は不定となります。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R*/W R*/W R*/W R*/W R*/W R R R R R*/W R*/W R*/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — SRST RWC
MD

RRC
MD

LCM
D1

LCM
D2 BRST — — — — JEND JRST JSRT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

12 SRST 0 R/W ソフトウェアリセット 

本ビットに 1を設定することにより、JPUはリセット処理されます。本ビ

ットは、CPUパスと JPU間の転送処理が終了するまで 1を示し、処理が

終了すると 0になります。ソフトウェアリセット設定後、本ビットが 0と

なるまでの期間、再度ソフトウェアリセット設定やバスリセット設定は禁

止します。 

詳細は「37.6 ソフトウェアリセット処理｣を参照してください。 

11 RWCMD 0 R*/W リロードバッファ書き込み再開コマンド 

リロードモード時、圧縮時のみ有効です。 

JIFEDRSZで設定されたリロードバッファ 1面分の処理（データ転送終了）

で、JPUは符号データ書き込み処理を停止します。また、圧縮処理も自動

的に停止しますが、最初の 2リロードバッファ分の書き込みは自動的に行

われます。ただし、JIFEDA1と JIFEDA2が等しいときには、リロードバ

ッファ 1面分での動作となり、最初の 1面分のデータ転送終了で JPUは

符号データ書き込み処理を停止します。本ビットへ 1を書き込むことによ

り、符号データ書き込み処理を再開してください。 

10 RRCMD 0 R*/W リロードバッファ読み出し再開コマンド 

リロードモード時、伸長時のみ有効です。 

JIFDDRSZで設定されたリロードバッファ 1面分の処理（データ転送終了）

で、JPUは符号データ読み出し処理を停止します。また、伸長処理も自動

的に停止します。本ビットへ 1を書き込むことにより符号データ読み出し

処理を再開してください。JPUは符号終端が未検出であるかぎり、符号デ

ータ読み出しを続けます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 LCMD1 0 R*/W 外部ラインバッファ処理再開コマンド 

間引き設定 4:2:0、ラインバッファモード時のみ有効です。 

JIFDCNTまたは JIFECNTで設定されたライン単位の処理（データ転送終

了）で、JPUは画像データ転送処理を停止します。また、JPU処理も自動

的に停止しますが、伸長時の最初の 2ラインバッファ分の書き込み処理は

自動的に行われます。ただし、JIFDDYA1と JIFDDYA2が等しく、

JIFDDCA1と JIFDDCA2が等しいときは、ラインバッファ 1面分での動作

となり、最初の最初の 1面分のデータ転送終了で JPUは画像データ書き

込み処理を停止します。圧縮、伸長時ともに本ビットへ 1を書き込むこと

により転送処理を再開してください。 

8 LCMD2 0 R*/W 外部ラインバッファ処理再開コマンド 

間引き設定 4:2:2、ラインバッファモード時のみ有効です。 

JIFDCNTまたは JIFECNTで設定されたライン単位の処理（データ転送終

了）で、JPUは画像データ転送処理を停止します。JPU処理も自動的に停

止しますが、伸長時の最初の 2ラインバッファ分の書き込み処理は自動的

に行われます。ただし、JIFDDYA1と JIFDDYA2が等しく、JIFDDCA1と

JIFDDCA2が等しいときは、ラインバッファ 1面分での動作となり、最初

の最初の 1面分のデータ転送終了で JPUは画像データ書き込み処理を停

止します。圧縮、伸長時ともに本ビットへ 1を書き込むことにより転送処

理を再開してください。 

7 BRST 0 R*/W バスリセット 

本ビットに 1を設定することにより、内部回路がリセットされます。 

動作中（JPEGコア処理開始コマンド設定後から JINTSのデータ転送終了

割り込み発生まで）は本ビットを 1に設定しないでください。 

バスリセット処理については「37.5 バスリセット処理」を参照してくだ

さい。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

2 JEND 0 R*/W 割り込み信号解除コマンド 

JINTSの INS6、INS5、INS3ビットの割り込み要因に対してのみ有効です。 

割り込み信号解除は、1を設定してください。 

1 JRST 0 R*/W JPEGコア処理停止解除コマンド 

画像サイズ、間引きの読み出しリクエスト（JINTEの INT3ビットの設定）

による処理停止解除時、1を設定してください（伸長時のみ有効）。 

0 JSRT 0 R*/W JPEGコア処理開始コマンド 

処理開始時、本ビットに 1を設定してください。JPU起動中に再度 1を書

き込まないでください。 

【注】 * 読み出し値は不定となります。 
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37.2.3 JPEGコードステータスレジスタ（JCSTS） 

JCSTSは、内部ステータスを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— —

— STS

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0 STS 0 R 動作状態 

JPU内の JPEGコア部の動作状態を示します。本ステータスが非動作状態

となっても、JPUはデータ転送未完了の場合があります。データ転送完了

は、JINTSの転送終了割り込みにて確認してください。 

0：非動作時 

1：圧縮または伸長動作時 

 

37.2.4 JPEGコード量子化テーブル番号レジスタ（JCQTN） 

JCQTNは、圧縮処理前に量子化テーブル番号を設定するレジスタです。 

• 量子化テーブルNo.0 JCQTBL0を第1色成分に使用する場合、QT1にB'00を設定 

• 量子化テーブルNo.1 JCQTBL1を第1色成分に使用する場合、QT1にB'01を設定 

• 量子化テーブルNo.2 JCQTBL2を第1色成分に使用する場合、QT1にB'10を設定 

• 量子化テーブルNo.3 JCQTBL3を第1色成分に使用する場合、QT1にB'11を設定 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — —

— QT3[1:0] QT2[1:0] QT1[1:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

5、4 QT3[1:0] 00 R/W 第 3色成分の量子化テーブル番号 

3、2 QT2[1:0] 00 R/W 第 2色成分の量子化テーブル番号 

1、0 QT1[1:0] 00 R/W 第 1色成分の量子化テーブル番号 

 

37.2.5 JPEGコードハフマンテーブル番号レジスタ（JCHTN） 

JCHTNは、圧縮処理前にハフマンテーブル番号（AC/DC）を設定するレジスタです。 

• DC/ACハフマンテーブルNo.0（JCHTBD0、JCHTBA0）を第1色成分に使用する場合、HTA1ビットにB'0、HTD1

ビットにB'0を設定 

• DC/ACハフマンテーブルNo.1（JCHTBD1、JCHTBA1）を第1色成分に使用する場合、HTA1ビットにB'1、HTD1

ビットにB'1を設定 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — —

— HTA3 HTD3 HTA2 HTD2 HTA1 HTD1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

5 HTA3 0 R/W 第 3色成分のハフマンテーブル番号（AC） 

4 HTD3 0 R/W 第 3色成分のハフマンテーブル番号（DC） 

3 HTA2 0 R/W 第 2色成分のハフマンテーブル番号（AC） 

2 HTD2 0 R/W 第 2色成分のハフマンテーブル番号（DC） 

1 HTA1 0 R/W 第 1色成分のハフマンテーブル番号（AC） 

0 HTD1 0 R/W 第 1色成分のハフマンテーブル番号（DC） 
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37.2.6 JPEGコード DRI上位レジスタ（JCDRIU） 

JCDRIUは、RSTマーカを挿入するMCU（Minimum Coded Unit）数の上位バイトを設定するレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — DRIU[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 DRIU[7:0] H'00 R/W RSTマーカを挿入する MCU数の上位バイト 

上位、下位ともに H'00を設定した場合、DRI、RSTマーカは挿入されま

せん（圧縮時のみ有効）。 

 

37.2.7 JPEGコード DRI下位レジスタ（JCDRID） 

JCDRIDは、RSTマーカを挿入するMCU数の下位バイトを設定するレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — DRID[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 DRID[7:0] H'00 R/W RSTマーカを挿入する MCU数の下位バイト 

上位、下位ともに H'00を設定した場合、DRI、RSTマーカは挿入されま

せん（圧縮時のみ有効）。 
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37.2.8 JPEGコード垂直方向サイズ上位レジスタ（JCVSZU） 

JCVSZUは、垂直方向の画像サイズ値の上位バイトを設定するレジスタです。ただし、圧縮時に回転処理を行

う場合、回転後のサイズを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — —

— VSZU[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 VSZU[7:0] H'00 R/W 垂直方向の画像サイズ値の上位バイト 

設定できる最大垂直方向サイズは 4,092画素です。 

伸長時は JPEG符号データからのダウンロード値がセットされます。 

垂直方向サイズが 2,048を超えている場合は、エラーとして扱ってくださ

い。 

 

37.2.9 JPEGコード垂直方向サイズ下位レジスタ（JCVSZD） 

JCVSZDは、垂直方向の画像サイズ値の下位バイトを設定するレジスタです。ただし、圧縮時に回転処理を行

う場合、回転後のサイズを設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — —

— VSZD[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 VSZD[7:0] H'00 R/W 垂直方向の画像サイズ値の下位バイト 

伸長時は JPEG符号データからのダウンロード値がセットされます。 
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37.2.10 JPEGコード水平方向サイズ上位レジスタ（JCHSZU） 

JCHSZUは、水平方向の画像サイズ値の上位バイトを設定するレジスタです。ただし、圧縮時に回転処理を行

う場合、回転後のサイズを設定してください。 
 
ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — HSZU[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 HSZU[7:0] H'00 R/W 水平方向の画像サイズ値の上位バイト 

設定できる最大水平方向サイズは 4,092画素です。 

伸長時は JPEG符号データからのダウンロード値がセットされます。 

水平方向サイズが 4,092を超えている場合は、エラーとして扱ってくださ

い。 

 

37.2.11 JPEGコード水平方向サイズ下位レジスタ（JCHSZD） 

JCHSZDは、水平方向の画像サイズ値の下位バイトを設定するレジスタです。ただし、圧縮時に回転処理を行

う場合、回転後のサイズを設定してください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — HSZD[7:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 HSZD[7:0] H'00 R/W 水平方向の画像サイズ値の下位バイト 

伸長時は JPEG符号データからのダウンロード値がセットされます。 
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37.2.12 JPEGコードデータカウント上位レジスタ（JCDTCU） 

JCDTCUは、圧縮データ量のカウント値の上位バイトが設定されるレジスタです。本レジスタ設定は、圧縮時

のみ有効です。本レジスタの値は、処理開始時にリセットされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — —

— DCU[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 DCU[7:0] H'00 R 圧縮データ量のカウント値の上位バイト 

 

37.2.13 JPEGコードデータカウント中位レジスタ（JCDTCM） 

JCDTCMは、圧縮データ量のカウント値の中位バイトが設定されるレジスタです。本レジスタ設定は、圧縮時

のみ有効です。本レジスタの値は、処理開始時にリセットされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — —

— DCM[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 DCM[7:0] H'00 R 圧縮データ量のカウント値の中位バイト 
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37.2.14 JPEGコードデータカウント下位レジスタ（JCDTCD） 

JCDTCDは、圧縮データ量のカウント値の下位バイトが設定されるレジスタです。本レジスタ設定は、圧縮時

のみ有効です。本レジスタの値は、処理開始時にリセットされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — DCD[7:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 DCD[7:0] H'00 R 圧縮データ量のカウント値の下位バイト 

 

37.2.15 JPEG割り込みイネーブルレジスタ（JINTE） 

JINTEは、割り込み許可を設定するレジスタです。 

INT7～INT5ビットを B'1に設定した場合、JINTSの INS5ビットでエラーステータスが B'1となり、詳細なエラ

ーコードは JCDERRの ERRビットに示されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3

INT14 INT13 INT12 INT11 INT10 — INT7 INT6 INT5 INT3

2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R R/W R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

14 INT14 0 R/W 符号データ読み出し時のアドレスリロードごとに割り込みを発生させる

かどうかを設定するフラグ（リロードモードオン時のみ有効）。 

13 INT13 0 R/W 符号データ書き込み時のアドレスリロードごとに割り込みを発生させる

かどうかを設定するフラグ（リロードモードオン時のみ有効）。 

12 INT12 0 R/W Y成分 16ラインの倍数／C成分 8ラインの倍数ごとの転送終了時に割り

込みを発生させるかどうかを設定するフラグ（ラインバッファモード時の

み有効）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 INT11 0 R/W Y/C成分 8ラインの倍数ごとの転送終了時に割り込みを発生させるかどう

かを設定するフラグ（ラインバッファモード時のみ有効）。 

10 INT10 0 R/W 外部バッファへの転送終了割り込みを発生させるかどうかを設定するフ

ラグ。 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7 INT7 0 R/W ハフマン符号化セグメント内のリスタートインターバル間のデータ数に

異常があった場合、割り込みを発生させるかどうか設定するフラグ。 

本フラグを設定しない場合、エラーコードも返しません（伸長時のみ有

効）。 

6 INT6 0 R/W ハフマン符号化セグメント内の総データ数に異常があった場合、割り込み

を発生させるかどうかを設定するフラグ。 

本フラグを設定しない場合、エラーコードも返しません（伸長時のみ有

効）。 

5 INT5 0 R/W ハフマン符号化セグメント内の最終 MCUデータ数に異常があった場合、

割り込みを発生させるかどうかを設定するフラグ。 

本フラグを設定しない場合、エラーコードも返しません（伸長時のみ有

効）。 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

3 INT3 0 R/W 圧縮データの解析の結果、画像サイズ、間引きの設定値が読み出し可能で

あるときに、割り込みを発生させるかどうかを設定するフラグ（伸長時の

み有効）。 

2～0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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37.2.16 JPEG割り込みステータスレジスタ（JINTS） 

JINTSは、割り込み発生の原因を判別するレジスタです。 

INS3と INS14～INS10ビットは、JINTEの対応ビットに B'1が設定されていないと割り込みは発生しません。

割り込み発生の要因が INS14～INS10ビットのいずれかである場合、0書き込みによるステータスのクリアで割り

込み信号はネゲートされます。INS6、INS5、INS3ビット（JPEGコア部）が割り込み要因である場合は、ステー

タスのクリアとともに JCCMDにて割り込みを解除してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3

INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 — — INS6 INS5 INS3

2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

【注】* 読み出し値が1 のビットのみ0 書き込みによるクリアを行ってください。
 読み出し値が0 のビットには1 を書き込んでください。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R R R R/W* R/W* R R/W* R R R

————————————————

— — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

14 INS14 0 R/W* ストリームデータ読み出し時のアドレスリロードごとに 1に設定されま

す。 

（リロードモード時のみ有効） 

13 INS13 0 R/W* ストリームデータ書き込み時のアドレスリロードごとに 1に設定されま

す。 

（リロードモード時のみ有効） 

12 INS12 0 R/W* ラインバッファ、Y 16ラインの倍数／C 8ラインの倍数ごとの転送終了し

たときのみ 1に設定されます。 

（間引き設定 4:2:0、ラインバッファモード時のみ有効） 

11 INS11 0 R/W* ラインバッファ、Y/C 8ラインの倍数ごとの転送終了したときのみ 1に設

定されます。 

（間引き設定 4:2:2、ラインバッファモード時のみ有効） 

10 INS10 0 R/W* JPU圧縮／伸長結果のデータ転送がすべて終了したとき 1に設定されま

す。 

9～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

6 INS6 0 R/W* 正常終了したときのみ 1に設定されます。 

5 INS5 0 R/W* 圧縮データエラーが発生したときのみ 1に設定されます（伸長時のみ有

効）。 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 INS3 0 R/W* 画像サイズ／間引き値を読み出し可能なときのみ 1に設定されます（伸長

時のみ有効）。割り込み発生時、JPUは処理停止状態となります。処理停

止状態は JCRSTに示されます。処理再開は、処理停止解除コマンド

（JCCMDの JRSTビット）を設定します。 

2～0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

【注】 * 読み出し値が 1のビットのみ 0書き込みによるクリアを行ってください。 

読み出し値が 0のビットには 1を書き込んでください。 

 

37.2.17 JPEGコードデコードエラーレジスタ（JCDERR） 

JCDERRは、伸長動作時、圧縮データ解析でエラーが発生した場合のエラー種類をコードにて判別するレジス

タです。 

本レジスタの値は処理開始時にリセットされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — ERR[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

3～0 ERR[3:0] 1010 R/W エラーコード（表 37.4、表 37.5参照） 

 

37.2.18 JPEGコード再起動レジスタ（JCRST） 

JCRSTは、画像サイズ、間引きの読み出しリクエスト（JINTEの INT3ビットの設定）による処理停止状態を示

します（伸長時のみ有効）。 

処理再開は、処理停止解除コマンド JCCMDの JRSTビットを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— —

— RST
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0 RST 0 R 動作状態 

0：下記以外の状態 

1：JINTEの割り込み要因によるサスペンド中 

 

37.2.19 JPEGインタフェース圧縮制御レジスタ（JIFECNT） 

JIFECNTは、圧縮処理を制御するレジスタです。なお、SWAPビットは、伸長時にも使用されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PU[11:0]

— — — — — — — — —

— — — —

REL
OAD SWAP[1:0] ROT[1:0] BUF INFT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 PU[11:0] H'000 R/W 処理単位設定（ラインバッファモード時のみ有効） 

【YCbCr 4:2:2処理時】 

Y/Cの縦方向ライン数（8の倍数：H'008単位）を設定してください。

（PU[2:0]ビットに 0を書き込んでください）。 

【YCbCr 4:2:0処理時】 

Yの縦方向ライン数（16の倍数：H'010単位）を設定してください（PU[3:0]

ビットに 0を書き込んでください）。Cの縦方向ライン数は自動的に Yの

設定値の半分になります。 

【注】最大 2,048ライン、最小 16ラインの設定になります。それ以外の

値は設定しないでください。 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

6 RELOAD 0 R/W リロードモード設定 

0：リロードモードオフ 

1：リロードモードオン 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 SWAP[1:0] 00 R/W バイト／ワードスワップ設定（JIFDCNT参照） 

JPUへの読み出しデータがスワップ対象となります（圧縮時：画像データ、

伸長時：符号データ）。 

00：(1) (2) (3) (4) 

01：(2) (1) (4) (3)［バイトスワップ］ 

10：(3) (4) (1) (2)［ワードスワップ］ 

11：(4) (3) (2) (1)［ワード—バイトスワップ］ 

3、2 ROT[1:0] 00 R/W 回転読み出しモード設定（フレームバッファモード時のみ有効） 

00：0° 

01：90°回転 

10：180°回転 

11：270°回転 

1 BUF 0 R/W バッファモード選択 

0：フレームバッファモード 

1：ラインバッファモード 

0 INFT 0 R/W 間引き設定 

0：YCbCr4:2:2 

1：YCbCr4:2:0 

【注】 SWAPビット以外のビットは、JCMODの DSPビットが 0（圧縮処理）のときのみ書き込みが可能です。 

 

37.2.20 JPEGインタフェース圧縮ソース Yアドレスレジスタ 1（JIFESYA1） 

JIFESYA1は、Y成分のソースアドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは、8画素単位で設定してください。90°、180°、270°回転読み出し設定時は、回転後の原点アド

レスを設定ください。なお、回転読み出しは、フレームバッファモード時のみ有効です（「37.3.1(7) 回転読み

出しモード設定」参照）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

ESYA1[31:16]

ESYA1[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

ESYA1[31:3]

ESYA1[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

Y成分のソースアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 



 

37. JPEGプロセッシングユニット（JPU） 

37-22  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

37.2.21 JPEGインタフェース圧縮ソース Cアドレスレジスタ 1（JIFESCA1） 

JIFESCA1は、C成分のソースアドレスを設定するレジスタです。 

本レジスタは､8画素単位で設定してください。90°、180°、270°回転読み出し設定時は回転後の原点アドレ

スを設定ください。なお、回転読み出しは、フレームバッファモード時のみ有効です（「37.3.1(7) 回転読み出

しモード設定」参照）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

ESCA1[31:16]

ESCA1[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

ESCA1[31:3]

ESCA1[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

C成分のソースアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.22 JPEGインタフェース圧縮ソース Yアドレスレジスタ 2（JIFESYA2） 

JIFESYA2は、Y成分のソースアドレスを設定するレジスタで、ラインバッファモード時のみ有効です。 

先頭アドレスは、8画素単位で設定してください。JPUが使用する Y成分のソースアドレスは、設定されたラ

インバッファ単位ごとに、JIFESYA1→JIFESYA2→JIFESYA1→…と自動的に切り替わります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

ESYA2[31:16]

ESYA2[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

ESYA2[31:3]

ESYA2[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

Y成分のソースアドレス設定（ラインバッファモード時のみ有効、8画素

単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.23 JPEGインタフェース圧縮ソース Cアドレスレジスタ 2（JIFESCA2） 

JIFESCA2は、C成分のソースアドレスを設定するレジスタで､ラインバッファモード時のみ有効です。 

先頭アドレスは、8画素単位で設定してください。JPUが使用する C成分のソースアドレスは、設定されたラ

インバッファ単位ごとに、JIFESCA1→JIFESCA2→JIFESCA1→…と自動的に切り替わります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

ESCA2[31:16]

ESCA2[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

ESCA2[31:3]

ESCA2[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

C成分のソースアドレス設定（ラインバッファモード時のみ有効、8画素

単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.24 JPEGインタフェース圧縮ソースメモリ幅レジスタ（JIFESMW） 

JIFESMWは、画像データが格納されているバッファのメモリ幅を設定するレジスタです（「37.3.3 画像デー

タ格納」参照）。 

本レジスタは､8画素単位で設定してください。設定可能なサイズは最大 4,092画素、最小 16画素です。それ以

外の範囲は設定しないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

ESMW[11:0]—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～3 

2～0 

ESMW[11:3]

ESMW[2:0] 

H'000 R/W

R 

画像データが格納されているバッファのメモリ幅設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.25 JPEGインタフェース圧縮ソース垂直方向サイズレジスタ（JIFESVSZ） 

JIFESVSZは、外部バッファから取り込む垂直方向の画像サイズを設定するレジスタです（「37.3.3 画像デー

タ格納」参照）。 

画像サイズは、4画素単位で設定してください。設定可能なサイズは最大 4,092画素、最小 16画素です。それ

以外の範囲は設定しないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

ESVSZ[11:0]— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～2 

1、0 

ESVSZ[11:2]

ESVSZ[1:0] 

H'000 R/W

R 

外部バッファから取り込む垂直方向の画像サイズの設定（4画素単位） 

下位 2ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.26 JPEGインタフェース圧縮ソース水平方向サイズレジスタ（JIFESHSZ） 

JIFESHSZは、外部バッファから取り込む水平方向の画像サイズを設定するレジスタです（「37.3.3 画像デー

タ格納」参照）。 

画像サイズは、4画素単位で設定してください。設定可能なサイズは最大 4,092画素、最小 16画素です。それ

以外の範囲は設定しないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

ESHSZ[11:0]— ———

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

11～2 

1、0 

ESHSZ[11:2]

ESHSZ[1:0]

H'000 R/W

R 

外部バッファから取り込む水平方向の画像サイズの設定（4画素単位） 

下位 2ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.27 JPEGインタフェース圧縮デスティネーションアドレスレジスタ 1（JIFEDA1） 

JIFEDA1は、符号データのデスティネーションアドレスを設定するレジスタです。 

先頭アドレスは、8画素単位で設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

EDA1[31:16]

EDA1[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

EDA1[31:3] 

EDA1[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

符号データのデスティネーションアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.28 JPEGインタフェース圧縮デスティネーションアドレスレジスタ 2（JIFEDA2） 

JIFEDA2は、符号データのデスティネーションアドレスを設定するレジスタです。 

先頭アドレスは、8画素単位で設定してください。JPUが使用する符号データのデスティネーションアドレスは、

JIFEDRSZで設定されたデータ転送終了ごとに、JIFEDA1→JIFEDA2→JIFEDA1→…と切り替わります（オートリ

ロードモード時のみ有効）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

EDA2[31:16]

EDA2[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

EDA2[31:3] 

EDA2[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

符号データのデスティネーションアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.29 JPEGインタフェース圧縮データリロードサイズレジスタ（JIFEDRSZ） 

JIFEDRSZは、ターゲットアドレス切り替えまでのデータ数（256バイト単位）を設定するレジスタです。本レ

ジスタは、オートリロードモード時のみ有効です。符号量カウントモード時には、本レジスタは H'0000 0000を設

定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

EDRSZ[23:16]

EDRSZ[15:0]

— ———————

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

23～8 

7～0 

EDRSZ[23:8]

EDRSZ[7:0]

H'00 0000 R/W

R 

符号データのデスティネーションアドレス設定（256バイト単位） 

下位 8ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.30 JPEGインタフェース伸長制御レジスタ（JIFDCNT） 

JIFDCNTは、伸長処理を制御するレジスタです。SWAPビットは、圧縮処理時にも使用されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

PU[11:0]

REL
OAD SWAP[1:0] BMS— — — — — — — — — — — —

————

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～16 PU[11:0] H'000 R/W 処理単位設定（ラインバッファモード時のみ有効） 

【YCbCr 4:2:2処理時】 

Y/Cの縦方向ライン数（8の倍数：H'0008単位）を設定してください

（PU[2:0]ビットには 0を書き込んでください）。 

【YCbCr 4:2:0処理時】 

Yの縦方向ライン数（16の倍数：H'0010単位）を設定してください（C

の縦方向ライン数は自動的に Yの設定値の半分になります。PU[3:0]ビッ

トに 0を書き込んでください）。 

【注】最大 2,048ライン、最小 16ラインの設定になります。それ以外の

値は設定しないでください。 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

3 RELOAD 0 R/W リロードモード設定 

0：リロードモードオフ 

1：リロードモードオン 

2、1 SWAP[1:0] 00 R/W バイト／ワードスワップ設定（JIFECNT参照） 

JPUからの書き込みデータがスワップ対象となります（圧縮時：符号デー

タ、伸長時：画像データ）。 

00：(1) (2) (3) (4) 

01：(2) (1) (4) (3)［バイトスワップ］ 

10：(3) (4) (1) (2)［ワードスワップ］ 

11：(4) (3) (2) (1)［バイト—ワードスワップ］ 

0 BMS 0 R/W バッファモード選択 

0：フレームバッファモード 

1：ラインバッファモード 

【注】 SWAPビット以外のビットは、JCMODの DSPビットが 1（伸長処理）のときのみ書き込みが可能です。 
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37.2.31 JPEGインタフェース伸長ソースアドレスレジスタ 1（JIFDSA1） 

JIFDSA1は、符号データのソースアドレスを設定します。符号データの先頭アドレスは、8画素単位で設定して

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DSA1[31:16]

DSA1[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DSA1[31:3] 

DSA1[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

符号データのソースアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.32 JPEGインタフェース伸長ソースアドレスレジスタ 2（JIFDSA2） 

JIFDSA2は、符号データのソースアドレスを設定するレジスタです。 

先頭アドレスは、8画素単位で設定してください。JPUが使用する符号データのソースアドレスは、JIFDDRSZ

で設定されたデータ転送終了ごとに、JIFDSA1→JIFDSA2→JIFDSA1→…と自動的に切り替わります（オートリロ

ードモード時のみ有効）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DSA2[31:16]

DSA2[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DSA2[31:3] 

DSA2[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

符号データのソースアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.33 JPEGインタフェース伸長データリロードサイズレジスタ（JIFDDRSZ） 

JIFDDRSZは、アドレス切り替えまでのデータ数（256バイト単位）を設定するレジスタです（オートリロード

モード時のみ有効）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

DDRSZ[23:16]

DDRSZ[15:0]

— ———————

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

23～8 

7～0 

DDRSZ[23:8]

DDRSZ[7:0]

H'00 0000 R/W

R 

アドレス切り替えまでのデータ数設定（256バイト単位） 

下位 8ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.34 JPEGインタフェース伸長デスティネーションメモリ幅レジスタ（JIFDDMW） 

JIFDDMWは、外部バッファへ書き出す画像データのメモリ幅を設定するレジスタです（「37.3.3 画像データ

格納」参照）。 

本レジスタは、8画素単位で設定してください。設定可能なサイズは最大 4,092画素、最小 16画素です。それ

以外の範囲は設定しないでください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DDMW[31:16]

DDMW[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DDMW[31:3]

DDMW[2:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

外部バッファに格納されている画像データのメモリ幅の設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.35 JPEGインタフェース伸長デスティネーション垂直方向サイズレジスタ

（JIFDDVSZ） 

JIFDDVSZは、外部バッファへ書き出す垂直方向の画像サイズが読み出されるレジスタです。本レジスタは、

伸長時のみ有効です。画像サイズが処理可能範囲を超えた場合は、エラーとして扱ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

DDVSZ[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

15～0 DDVSZ[15:0] H'0000 R 外部バッファへ書き出す垂直方向の画像サイズ 

JPEG符号データ解析後、4画素単位で JCVSZU、JCVSZDの値が自動的

に設定されます。 

 

37.2.36 JPEGインタフェース伸長デスティネーション水平方向サイズレジスタ

（JIFDDHSZ） 

JIFDDHSZは、外部バッファへ書き出す垂直方向の画像サイズが読み出されるレジスタです。本レジスタは、

伸長時のみ有効です。画像サイズが処理可能範囲を超えた場合は、エラーとして扱ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

DDHSZ[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

15～0 DDHSZ[15:0] H'0000 R 外部バッファへ書き出す水平方向の画像サイズ 

JPEG符号データ解析後、4画素単位で JCHSZU、JCHSZDの値が自動的

に設定されます。 
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37.2.37 JPEGインタフェース伸長デスティネーション Yアドレスレジスタ 1

（JIFDDYA1） 

JIFDDYA1は、Y成分のデスティネーションアドレスを設定するレジスタです。アドレス値は､8画素単位で設

定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DDYA1[31:16]

DDYA1[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DDYA1[31:3]

DDYA1[2:0]

H'0000 0000 R/W

R 

Y成分のデスティネーションアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.38 JPEGインタフェース伸長デスティネーション Cアドレスレジスタ 1

（JIFDDCA1） 

JIFDDCA1は、C成分のデスティネーションアドレスを設定するレジスタです。アドレス値は、8画素単位で設

定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DDCA1[31:16]

DDCA1[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DDCA1[31:3]

DDCA1[2:0]

H'0000 0000 R/W

R 

C成分のデスティネーションアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.2.39 JPEGインタフェース伸長デスティネーション Yアドレスレジスタ 2

（JIFDDYA2） 

JIFDDYA2は、Y成分のデスティネーションアドレスを設定するレジスタです。本レジスタは､ラインバッファ

モード時のみ有効です。 

アドレス値は､8画素単位で設定してください。JPUが使用する Y成分のデスティネーションアドレスは、

JIFDDRSZで設定されたデータ転送終了ごとに、JIFDDYA1→JIFDDYA2→JIFDDYA1→…と自動的切り替わります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DDYA2[31:16]

DDYA2[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DDYA2[31:3]

DDYA2[2:0]

H'0000 0000 R/W

R 

Y成分のデスティネーションアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 

 

37.2.40 JPEGインタフェース伸長デスティネーション Cアドレスレジスタ 2

（JIFDDCA2） 

JIFDDCA2は、C成分のデスティネーションアドレスを設定するレジスタです。本レジスタは､ラインバッファ

モード時のみ有効です。 

アドレス値は､8画素単位で設定してください。JPUが使用する C成分のデスティネーションアドレスは、

JIFDDRSZで設定されたデータ転送終了ごとに、JIFDDCA1→JIFDDCA2→JIFDDCA1→…と自動的に切り替わりま

す。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

DDCA2[31:16]

DDCA2[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 

2～0 

DDCA2[31:3]

DDCA2[2:0]

H'0000 0000 R/W

R 

C成分のデスティネーションアドレス設定（8画素単位） 

下位 3ビットは必ず 0としてください。 
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37.3 動作説明 

37.3.1 圧縮 

（1） 処理概要 

圧縮処理の動作フローは、以下のようになります。 

（a） フレームバッファモード 

1. 画像データ1フレーム分が外部バッファに転送 

2. JPEGコア起動 

マーカ出力（マーカ出力終了後、画像データ入力可能） 

通常モード時：約30,000サイクル（SOI～SOSマーカ作成に必要なサイクル） 

マーカスキップモード時：約300サイクル（SOSマーカ作成） 

3. 外部バッファからJPUに画像データをMCUごとに転送 

4. JPEGコア部へ画像データ入力 

JPEGコアでは、MCU単位で随時処理、圧縮データを出力 

5. フレームデータ処理終了で割り込み発生 

リロードモードオン時：リロード設定数処理終了ごとに割り込み発生 

（b） ラインバッファモード 

1. JPEGコア起動 

マーカ出力（マーカ出力終了後、画像データ入力可能） 

通常モード時：約30,000サイクル（SOI～SOSマーカ作成に必要なサイクル） 

マーカスキップモード時：約300サイクル（SOSマーカ作成） 

2. 画像データY／C成分8ライン倍数（YCbCr 4:2:2）／Y成分16、C成分8ラインの倍数（YCbCr 4:2:0）分が外部

ラインバッファに転送 

転送終了後にJPUに対して転送終了コマンド発行 

外部バッファ転送終了ごとにJPUに対し転送終了コマンド発行 

3. 外部バッファからMCUごとにJPUに転送 

4. JPEGコア部へ画像データ入力 

JPEGコアでは、MCU単位で随時処理、圧縮データ出力 

5. JPUが外部ラインバッファから1面分の読み出しが終了後、画像データを外部ラインバッファに転送 

転送終了後にJPUに対して転送終了コマンド発行（処理3.に遷移） 

6. 設定フレームデータ処理終了で割り込み発生 

リロードモードオン時：リロード設定数処理終了ごとに割り込み発生 
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（2） フレームバッファモード（圧縮） 

初期設定後、外部のバッファに画像データを準備した後、JCCMDの JSRTビットに B'1を設定し、JPUを起動

します。起動後、JPEGマーカヘッダ部（SOI～SOS）を生成し出力しますが、マーカヘッダ部生成には約 30,000

サイクル掛かります。 

START

END

画像データ読み出し

JPU起動

初期設定1

JPU割り込み処理1

 

図37.2 フレームバッファモード圧縮処理フロー 

リセット処理後、JPU起動までに必要なレジスタ設定をすべて完了してください。 

初期設定1

END

ハードリセット設定

JPEGコア設定

JPU設定

JPU設定

JPEGコア設定
間引き設定
圧縮／伸張設定
符号量カウントモードﾞ設定
マーカースキップモード設定
SOI マーカー削除設定
量子化テーブル番号設定
ハフマンテーブル番号設定
DRI値設定
縦方向画像サイズ設定
横方向画像サイズ設定
量子化テーブル設定
ハフマンテーブル設定

:  JCMODのREDUビット
:  JCMODのDSPビット
:  JCMODのCCNTビット
:  JCMODのMSKIPビット
:  JCMODのSOICビット
:  JCQTN
:  JCHTN
:  JCDRIU、JCDRID
:  JCVSZU、JCVSZD
:  JCHSZU、JCHSZD
:  JCQTBL1～JCQTBL4
:  JCHTB0、JCHTB1、JCHTA0、JCHTA1

:  JINTEのINT14～INT10ビット 
:  JIFECNTのINFTビット 
:  JIFECNTのBUFビット 
:  JIFECNTのROTビット 
:  JIFECNTのSWAPビット 
:  JIFDCNTのSWAPビット 
:  JIFECNTのRELOADビット 
:  JIFESYA1
:  JIFESCA1
:  JIFESMW
:  JIFESVSZ
:  JIFESHSZ
:  JIFEDA1、JIFEDA2
:  JIFEDRSZ

割り込み設定
間引き設定
バッファモード選択
回転読出しモード選択
読み出しデータバイト／ワードスワップ設定
書き込みデータバイト／ワードスワップ設定
リロードモード設定
Y成分ソースアドレス設定
C成分ソースアドレス設定
画像バッファメモリ幅設定
取り込み垂直方向画像サイズ設定
取り込み水平方向画像サイズ設定
ストリームデータ書き込み先頭アドレス設定
アドレス切り替えデータ数設定  

図37.3 初期設定 1フロー 
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フレームバッファモード（圧縮）時の割り込み処理フローを図 37.4に示します。多重割り込み発生時（図 37.4

以外の多重割り込み発生時も含む）は、すべての割り込み要因の処理を行ってください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS6ビットがB'1の場合、JPEG圧縮処理が終了しています。符号データの転送が

残っているのでJPUは処理を継続していますが、最終符号データの転送が終了するとINS10ビットにもB'1が

設定されます。本割り込み要因でアサートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアでは

クリアされません。割り込み信号解除コマンドを設定し（JCCMDのJENDビットにB'1を設定）、割り込み信

号をクリアしてください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS10ビットがB'1の場合、全符号データの転送が終了しJPUの圧縮処理が終了し

ているので、外部で符号データの転送を行ってください。リロードモード設定時も残りの符号データの転送

を行ってください。最終リロード面への符号データ転送サイズがJIFEDRSZで設定された符号データ数に一致

した場合、INS10ビットとINS13ビットには同じタイミングでB'1が設定されます。本割り込みはJINTEのINT10

ビットがB'1に設定されている場合に発生します。 

• リロードモードで圧縮処理時に、割り込みステータスJINTSのINS13ビットがB'1の場合、JIFDDRSZで設定さ

れた符号データ数の転送が終了していることを示します。1回目の割り込み発生時には、リロード面の符号デ

ータを退避（別メモリ空間への転送等）してください。2回目以降の割り込み発生時には、データ退避に加え、

リロードバッファへの転送処理再開コマンドを設定してください。 

JPU割り込み処理1

END

割り込みステータス
レジスタ読み出し

割り込みステータス
書き込みクリア

外部符号データ転送

割り込み発生?

Yes

No

割り込み要因判定

INS10＝1

INS6＝1

割り込みステータス
書き込みクリア

割り込み信号
解除コマンド設定

 

図37.4 JPU割り込み圧縮処理 1フロー 
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（3） ラインバッファモード（圧縮） 

初期設定後、JCCMDの JSRTビットに B'1を設定し、JPUを起動します。起動後、JPEGマーカヘッダ部（SOI

～SOS）を生成し出力しますが、マーカヘッダ部生成には約 30,000サイクル掛かります。外部のバッファに画像

データが準備でき、ラインバッファ書き込み終了コマンドが設定されると、JPUは、外部画像バッファから画像

データを取り込み、圧縮処理を開始します。 

START

END

L＝0

JPU起動

画像データ読み出し
全画像データ終了?

Yes

No

初期設定2

JPEGヘッダ処理

外部画像データ転送

JPU割り込み処理2

【記号説明】
L：ラインバッファ処理面数  

図37.5 ラインバッファモード圧縮処理フロー 
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リセット処理後、JPU起動までに必要なレジスタ設定をすべて完了してください。 

初期設定2

END

ハードリセット設定

JPEGコア設定

JPU設定

JPEGコア設定

JPU設定

間引き設定
圧縮／伸張設定
符号量カウントモードﾞ設定
マーカースキップモード設定
SOI マーカー削除設定
量子化テーブル番号設定
ハフマンテーブル番号設定
DRI値設定
縦方向画像サイズ設定
横方向画像サイズ設定
量子化テーブル設定
ハフマンテーブル設定

割り込み設定
間引き設定
バッファモード選択
回転読み出しモード
読み出しデータバイト／ワードスワップ設定
書き込みデータバイト／ワードスワップ設定
リロードモード設定
処理単位設定
Y成分ソースアドレス設定
C成分ソースアドレス設定
画像バッファメモリ幅設定
取り込み垂直方向画像サイズ設定
取り込み水平方向画像サイズ設定
ストリームデータ書き込み先頭アドレス設定
アドレス切り替えデータ数設定

:  JINTEのINT14～INT10ビット 
:  JIFECNTのINFTビット 
:  JIFECNTのBUFビット 
:  JIFECNTのROTビット 
:  JIFECNTのSWAPビット 
:  JIFDCNTのSWAPビット 
:  JIFECNTのRELOADビット 
:  JIFECNTのPUビット 
:  JIFESYA1、JIFESYA2
:  JIFESCA1、JIFESYA2
:  JIFESMW
:  JIFESVSZ
:  JIFESHSZ
:  JIFEDA1、JIFEDA2
:  JIFEDRSZ

:  JCMODのREDUビット
:  JCMODのDSPビット
:  JCMODのCCNTビット
:  JCMODのMSKIPビット
:  JCMODのSOICビット
:  JCQTN
:  JCHTN
:  JCDRIU、JCDRID
:  JCVSZU、JCVSZD
:  JCHSZU、JCHSZD
:  JCQTBL1～JCQTBL4
:  JCHTB0、JCHTB1、JCHTA0、JCHTA1

 

図37.6 初期設定 2フロー 
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ラインバッファモード時は、JPUの起動後にラインバッファ処理再開コマンドを設定してください。ラインバ

ッファへの画像データの読み出しは起動前でも実行可能です。ラインバッファ 2面のうち、一方は JPUからの読

み出し、もう一方は外部からの画像データ書き込みで使用するため、割り込み設定を利用し、読み出し面の JPU

読み出しを確認してからラインバッファへ画像データの書き込みを行ってください。 

外部画像データ転送

END

画像データ読み出し

ラインバッファ処理
再開コマンド設定

L＝L＋1

ラインバッファ1面
読み出し終了?

Yes

No

L?

L＝2

L＜2

全画像データ
読み出し終了?

Yes

No

【記号説明】
  L：ラインバッファ処理面数  

図37.7 外部画像データ転送フロー 

 

多重割り込み発生時（図 37.8以外の多重割り込み発生時も含む）は、すべての割り込み要因の処理を行ってく

ださい。 

• 割り込みステータスJINTSのINS12ビットあるいは、INS11ビットがB'1の場合、ラインバッファ1面の画像デ

ータ転送が終了していますのでラインバッファに次の画像データを用意してください。本割り込みは、割り

込み設定JINTEのINT12ビットあるいは、INT11ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

• 割り込みステータスJINTSのINS6ビットがB'1の場合、JPEG圧縮処理が終了しています。符号データの転送が

残っていますので、JPUは処理を継続していますが、最終符号データの転送が終了するとINS10ビットにもB'1

が設定されます。本割り込み要因でアサートされました割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリ

アではネゲートされません。割り込み信号解除コマンドを設定し（JCCMDのJENDビットにB'1を設定）、割

り込み信号をネゲートしてください。 
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• 割り込みステータスJINTSのINS10ビットがB'1の場合、全符号データの転送が終了しJPUの圧縮処理が終了し

ていますので、外部で符号データの転送を行ってください。リロードモード設定時も、残りの符号データの

転送を行ってください。最終リロード面への符号データ転送サイズがJIFEDRSZで設定された符号データ数と

一致した場合、INS10ビットとINS13ビットは同タイミングでB'1が設定されます。本割り込みは、割り込み

設定JINTEのINT10ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

• リロードモードで圧縮処理時に、割り込みステータスJINTSのINS13ビットがB'1の場合、JIFDDRSZで設定さ

れた符号データ数の転送が終了していることを示します。1回目の割り込み発生時には、リロード面の符号デ

ータを退避（別メモリ空間への転送等）してください。2回目以降の割り込み発生時には、データ退避に加え、

リロードバッファへの転送処理再開コマンドを設定してください。 

JPU割り込み処理2

END

割り込みステータス
レジスタ読み出し

外部符号データ転送

割り込みステータス書き込みクリア
（書き込みクリアで割り込み信号が

ネゲート）

割り込み発生?

Yes

No

割り込み要因判定

INS10 1

INS6 1INS12＝1またはINS11＝1

割り込みステータス書き込みクリア

割り込み信号解除コマンド設定

L＝L－1

【記号説明】
  L：ラインバッファ処理面数  

図37.8 JPU割り込み処理 2フロー 
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（4） JPEG符号データ FORMAT 

圧縮時、出力されるデータストリームの構成を図 37.9に示します。SOI～EOIまでの符号データ量は JCDTCU、

JCDTCM、JCDTCDに示されます。また、JCDRIU、JCDRIDがともに H'0000 0000に設定されている場合、下記

のマーカは出力されません。 

• DRIマーカ 

• RSTマーカ（圧縮画像データ内） 

圧縮画像 EOISOSDHTSOF0DRIDQTSOI
 

図37.9 JPEG符号データフォーマット 

DQT ：使用していないテーブルについては出力されません。 

DHT ：出力順は DC0、AC、DC1、AC1。使用していないテーブルについては出力されません。 

SOF0 ：成分識別子は、C1＝第一色成分、C2＝第二色成分、C3＝第三色成分となります。 

SOS ：スキャン成分セレクタは、CS1＝第一色成分、CS2＝第二色成分、CS3＝第三色成分となります。 
 

各ヘッダ容量（参考） 

• SOI ：2バイト（FFD8） 

• DQT ：量子化テーブル2枚使用時134バイト、3枚使用時199バイト（1枚増減で±65バイト） 

• DRI ：6バイト 

• SOF0 ：19バイト（4:2:2） 

• DHT ：420バイト（2枚使用時） 

• SOS ：14バイト（4:2:2） 

• EOI ：2バイト（FFD9） 

 

（a） マーカスキップオン設定時の JPEG符号データフォーマット 

JCMODのMSKIPビットに B'01を設定すると、SOI～DHTまでのマーカは出力されません。 

RSTマーカは、DRI値（上位）レジスタ、DRI（下位）レジスタの設定に依存します。SOS～EOIまでの符号デ

ータ量は、JCDTCU、JCDTCM、JCDTCDに示されます。 

EOI圧縮画像SOS
 

図37.10 マーカスキップオン時の JPEG符号データフォーマット 
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（b） SOIマーカ削除設定時の JPEG符号データフォーマット 

JCMODの SOICビットに B'1を設定すると、SOIマーカは出力されません。本設定は、マーカスキップオフ設

定時のみ有効です。DQT～EOIまでの符号データ量は、JCDTCU、JCDTCM、JCDTCDから－2バイトした値とな

ります。 

圧縮画像 EOISOSDHTSOF0DRIDQT
 

図37.11 SOIマーカ削除時の JPEG符号データフォーマット 

（c） JPEG符号データ終端部出力について 

JPUはアドレスの 16バイト境界でデータが終了するように転送を行いますので、符号終端部（EOIマーカ）が

16バイト境界にない場合、H'FFを埋めて出力します。JCDTCU、JCDTCM、JCDTCDには、この H'FFのバイト数

は含まれません。 
 

（5） 符号量カウントモード 

符号データ量のみをカウントするモードです。圧縮処理時、JCMODの CCNTビットに B'1を設定し、リロード

モードオン、JIFEDRSZ（ターゲットアドレス切り替えデータ数）を 0に設定してください。JPEG符号データは

出力されません。 
 

（6） テーブル設定 

（a） 量子化テーブル設定 

8×8ブロックのアドレス順とレジスタアドレス順が対応しています。JPU処理中の本テーブルへのアクセスは

禁止です。 
 

表37.3 量子化テーブル 

00 01 02 03 04 05 06 07 

08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F 

10 11 12 13 14 15 16 17 

18 19 1A 1B 1C 1D 1E 1F 

20 21 22 23 24 25 26 27 

28 29 2A 2B 2C 2D 2E 2F 

30 31 32 33 34 35 36 37 

38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F 

 

JCQTBL0（H'FE99 0000）＝H'0001 0203 

JCQTBL0（H'FE99 0004）＝H'0405 0607 

 ： 

JCQTBL0（H'FE99 003C）＝H'3C3D 3E3F 
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（b） ハフマンテーブル設定 

JPEG勧告 ITU-T T81付属書 K.3.3記載のハフマンテーブル設定方法 

圧縮処理時は全グループ番号に対してハフマン符号が生成できるように、必ず以下の設定を符号数分行ってく

ださい。 

• DCハフマンテーブル：符号長ごとの符号数＝12符号、発生頻度順のグループ番号＝12個 

• ACハフマンテーブル：符号長ごとの符号数＝162符号、発生頻度順のゼロラン長／グループ番号＝162個 

また、JPU処理中の本テーブルへのアクセスは禁止です。 
 

• 表K.3/T81 

JCHTBD0（H'FE99 0100）＝H'0001 0501 

JCHTBD0（H'FE99 0104）＝H'0101 0101 

JCHTBD0（H'FE99 0108）＝H'0100 0000 

JCHTBD0（H'FE99 010C）＝H'0000 0000 

JCHTBD0（H'FE99 0110）＝H'0001 0203 

JCHTBD0（H'FE99 0114）＝H'0405 0607 

JCHTBD0（H'FE99 0118）＝H'0809 0A0B 

• 表K.4/T81 

JCHTBD1（H'FE99 0200）＝H'0003 0101 

JCHTBD1（H'FE99 0204）＝H'0101 0101 

JCHTBD1（H'FE99 0208）＝H'0101 0100 

JCHTBD1（H'FE99 020C）＝H'0000 0000 

JCHTBD1（H'FE99 0210）＝H'0001 0203 

JCHTBD1（H'FE99 0214）＝H'0405 0607 

JCHTBD1（H'FE99 0218）＝H'0809 0A0B 

• 表K.5/T81 

JCHTBA0（H'FE99 0120）＝H'0002 0103 

JCHTBA0（H'FE99 0124）＝H'0302 0403 

JCHTBA0（H'FE99 0128）＝H'0505 0404 

JCHTBA0（H'FE99 012C）＝H'0000 017D 

JCHTBA0（H'FE99 0130）＝H'0102 0300 

JCHTBA0（H'FE99 0134）＝H'0411 0512 

JCHTBA0（H'FE99 0138）＝H'2131 4106 

JCHTBA0（H'FE99 013C）＝H'1351 6107 

JCHTBA0（H'FE99 0140）＝H'2271 1432 

JCHTBA0（H'FE99 0144）＝H'8191 A108 

 ： 
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JCHTBA0（H'FE99 01C0）＝H'E3E4 E5E6 

JCHTBA0（H'FE99 01C4）＝H'E7E8 E9EA 

JCHTBA0（H'FE99 01C8）＝H'F1F2 F3F4 

JCHTBA0（H'FE99 01CC）＝H'F5F6 F7F8 

JCHTBA0（H'FE99 01D0）＝H'F9FA 0000 

• 表K.6/T81 

JCHTBA1（H'FE99 0220）＝H'0002 0102 

JCHTBA1（H'FE99 0224）＝H'0404 0304 

JCHTBA1（H'FE99 0228）＝H'0705 0404 

JCHTBA1（H'FE99 022C）＝H'0001 0277 

JCHTBA1（H'FE99 0230）＝H'0001 0203 

JCHTBA1（H'FE99 0234）＝H'1104 0521 

JCHTBA1（H'FE99 0238）＝H'3106 1241 

JCHTBA1（H'FE99 023C）＝H'5107 6171 

JCHTBA1（H'FE99 0240）＝H'1322 3281 

JCHTBA1（H'FE99 0244）＝H'0814 4291 

 ： 

JCHTBA1（H'FE99 02C0）＝H'E2E3 E4E5 

JCHTBA1（H'FE99 02C4）＝H'E6E7 E8E9 

JCHTBA1（H'FE99 02C8）＝H'EAF2 F3F4 

JCHTBA1（H'FE99 02CC）＝H'F5F6 F7F8 

JCHTBA1（H'FE99 02D0）＝H'F9FA 0000 
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（7） 回転読み出しモード設定 

フレームバッファモード使用時のみ圧縮処理で、画像回転処理（JIFECNTの ROTビット設定）が可能です。 

回転設定時の JIFESYA1と JIFECYA1には、図 37.12に示すソースアドレスを設定してください。 

MCU MCU

間引き設定4:2:2
270°回転時のソースアドレス
回転後原点から8 画素分移動

間引き設定4:2:0
270°回転時のソースアドレス
回転後原点から16 画素分移動

間引き設定4:2:2、4:2:0
180°回転時のソースアドレス
回転後原点から16 画素分移動

間引き設定4:2:2、4:2:0
90°回転時のソースアドレス
回転後原点に同じ

MCU MCU

 

図37.12 回転時のソースアドレス位置 

37.3.2 伸長 

（1） 処理概要 

伸長処理の動作フローは、以下のようになります。 

（a） フレームバッファモード 

1. JPEGコア処理（伸長） 

リロードモードオン時：リロード設定数処理終了ごとに割り込み発生 

2. 伸長データ転送 

1フレームデータ随時処理、転送 

3. 処理終了で割り込み発生 

 

（b） ラインバッファモード 

1. JPEGコア処理（伸長） 

リロードモードオン時：リロード設定数処理終了ごとに割り込み発生 

2. 伸長データ転送 

3. Y/C 8ライン倍数（YCbCr 4:2:2）／16ライン倍数（YCbCr 4:2:0）ごとに外部バッファに転送、割り込み発生

転送終了ごとにJPUへ転送終了コマンド発行 

4. 処理終了で割り込み発生 

 



 

37. JPEGプロセッシングユニット（JPU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  37-45 

2013.01.18  

 

SH7724 

（2） フレームバッファモード（伸長） 

初期設定後、JCCMDの JSRTビットに B'1を設定し JPUを起動します。起動後、JPUは外部バッファから符号

データを転送し伸長処理を開始します。多重割り込み発生時（図 37.13以外の多重割り込み発生時も含む）は、

すべての割り込み要因の処理を行ってください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS14ビットがB'1の場合、リロード面の符号データ転送が完了しています。本

割り込みは、割り込み設定JINTEのINT14ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

START

END

R?

R 2

R 2

割り込み発生？

Yes

No

割り込み要因判定

それ以外

INS3 1INS14 1

R＝0

JPEG符号データ読み出し

割り込みステータス書き込みクリア
（書き込みクリアで割り込み信号が

ネゲート）

R＝R－1

JPEG伸張処理

割り込みステータス
レジスタ読み出し

JPU起動

初期設定3

外部符号データ読み出し

JPU割り込み処理3

JPU割り込み処理4

【記号説明】
R：リロード処理面数  

図37.13 フレームバッファ処理フロー 
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リセット処理後、JPU起動までに必要なレジスタ設定をすべて完了してください。 

初期設定3

END

ハードリセット設定

JPEGコア設定

JPU設定

JPEGコア設定

JPU設定

圧縮／伸張設定
割り込み設定

割り込み設定
読み出しデータバイト／ワードスワップ設定
書き込みデータバイト／ワードスワップ設定
バッファモード選択設定
リロードモード設定
ストリームデータ読み出し先頭アドレス設定
アドレス切り替えデータ数設定
SDRAM格納水平方向画素数設定
Y成分デスティネーションアドレス設定
C成分デスティネーションアドレス設定

:  JCMODのDSPビット
:  JINTEのINT7～INT5、INT3ビット

:  JINTEのINT14～INT10ビット 
:  JIFECNTのSWAPビット 
:  JIFDCNTのSWAPビット 
:  JIFDCNTのBMSビット
:  JIFDCNTのRELOADビット 
:  JIFDS1、JIFDS2
:  JIFDDRSZ
:  JIFDDMW
:  JIFDDYA1
:  JIFDDCA1  

図37.14 初期設定 3フロー 



 

37. JPEGプロセッシングユニット（JPU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  37-47 

2013.01.18  

 

SH7724 

リロードオフ時、JPUは起動後、すぐに符号データの読み出しを開始しますので起動前に符号データを用意し

てください。起動前にすべての符号データが用意されていない場合、JPUの符号データ転送に遅れないように順

次符号データを用意してください。 

リロードオン時は、JPUの起動後にリロード転送書き込み終了コマンドを設定してください。リロード面への

符号データの転送は起動前でも実行可能です。リロード面は 2面あり、一方は JPUからの読み出し、もう一方は

外部からの画像データ書き込みで使用するため、割り込み設定を利用し、読み出し面の JPU読み出し完了を確認

してリロードバッファへの書き込みを行ってください。 

外部符号データ転送

END

リロード面符号データ転送

リロードバッファ
読み出し再開コマンド設定

R＝R＋1

リロード面転送終了?

Yes

No

リロードモードオン？

Yes

No

全符号データ
転送終了?

Yes

No

【記号説明】
R：リロード処理面数  

図37.15 外部符号データ転送フロー 
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多重割り込み発生時（図 37.16以外の多重割り込み発生時も含む）は、すべての割り込み要因の処理を行って

ください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS3ビットがB'1の場合、JPEG符号データが入力され、間引き、画像サイズ情報

の読み出しが可能となっています。各レジスタ読み出し後、処理停止解除コマンドにより伸長処理の再開を

設定してください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT3ビットにB'1が設定されている場合に発生しま

す。また、本割り込み要因でアサートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアではネゲ

ートされません。割り込み信号解除コマンドを設定し（JCCMDのJENDビットにB'1を設定）、割り込み信号

をクリアしてください。 

JPU割り込み処理3

END

割り込みステータス書き込みクリア 
処理停止状態確認
間引き設定値読み出し
画像サイズ値読み出し

割り込み信号解除コマンド設定
処理停止解除コマンド設定

 

図37.16 JPU割り込み処理 3フロー 
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伸長処理終了時の割り込み処理フローです。多重割り込み発生時（図 37.17以外の多重割り込み発生時も含む）

は、すべての割り込み要因の処理を行ってください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS5ビットがB'1の場合、入力されたJPEG符号データに問題があり、JPUは伸長

処理を終了しております。JCDERRのERRビットを読み出し、エラー要因を判定してください。本割り込み

要因でアサートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアではネゲートされません。割り

込み信号解除コマンドを設定し（JCCMDのJENDビットにB'1を設定）、割り込み信号をクリアしてください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS6ビットがB'1の場合、JPEG伸長処理が終了しています。INS10ビットにもB'1

が設定されていれば、全画像データの転送が完了しJPUの伸長処理は終了しています。本割り込み要因でア

サートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアではネゲートされません。割り込み信号

解除コマンドを設定し（JCCMDのJENDビットにB'1を設定）、割り込み信号をクリアしてください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS10ビットがB'1の場合、全画像データの転送が終了し、JPUの伸長処理も終了

していますので、外部で画像データの転送を行ってください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT10

ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

JPU割り込み処理4

END

割り込みステータス書き込みクリア
割り込み信号解除コマンド設定

割り込みステータス書き込みクリア
（書き込みクリアで割り込み信号が

ネゲート）

割り込み要因判定
INS6 1 INS5 1

INS10 1?

Yes

No

割り込みステータス書き込みクリア
割り込み信号解除コマンド設定
エラーコード値読み出し

 

図37.17 JPU割り込み処理 4フロー 
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（3） ラインバッファモード（伸長） 

初期設定後、JCCMDの JSRTビットに B'1を設定し、JPUを起動します。起動後、外部のバッファに符号デー

タを準備してください。符号データが準備されていると JPUは外部符号バッファから符号データを読み出し、伸

長処理を開始します。 

多重割り込み発生時（図 37.18以外の多重割り込み発生時も含む）は、すべての割り込み要因の処理を行って

ください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS14ビットがB'1の場合、リロード面の符号データ転送が完了しております。

本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT14ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

START

END

R?

R 2

R 2

割り込み発生？

Yes

No

割り込み要因判定

それ以外

INS3、INS11、
またはINS12 1INS14 1

R＝0

JPEG符号データ読み出し

割り込みステータス書き込みクリア
（書き込みクリアで割り込み信号が

ネゲート）

R＝R－1

JPEG伸張処理

割り込みステータス
レジスタ読み出し

JPU起動

初期設定5

外部符号データ転送

JPU割り込み処理5

JPU割り込み処理4

【記号説明】
  R：リロード処理面数  

図37.18 ラインバッファモード伸長処理フロー 
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リセット処理後、JPU起動までに必要なレジスタ設定をすべて完了してください。 

初期設定4

END

ハードリセット設定

JPEGコア設定

JPU設定

JPEGコア設定

JPU設定

圧縮／伸張設定
割り込み設定

割り込み設定
読み出しデータバイト／ワードスワップ設定
書き込みデータバイト／ワードスワップ設定
バッファモード選択設定
リロードモード設定
処理単位設定 
ストリームデータ読み出し先頭アドレス設定
アドレス切り替えデータ数設定
SDRAM格納水平方向画素数設定
Y成分デスティネーションアドレス設定
C成分デスティネーションアドレス設定

:  JCMODのDSPビット
:  JINTEのINT7～INT5、INT3ビット

:  JINTEのINT14～INT10ビット 
:  JIFECNTのSWAPビット 
:  JIFDCNTのSWAPビット 
:  JIFDCNTのBMSビット
:  JIFDCNTのRELOADビット 
:  JIFDCNTのPUビット

:  JIFDS1、JIFDS2
:  JIFDDRSZ
:  JIFDDMW
:  JIFDDYA1、JIFDDYA2
:  JIFDDCA1、JIFDDCA2  

図37.19 初期設定 4フロー 
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多重割り込み発生時（図 37.20以外の多重割り込み発生時も含む）は、すべての割り込み要因の処理を行って

ください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS3ビットがB'1の場合、JPEG符号データが入力され、間引き、画像サイズ情報

の読み出しが可能となっています。各レジスタ読み出し後、処理停止解除コマンドにより伸長処理の再開を

設定してください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT3ビットにB'1が設定されている場合に発生しま

す。また、本割り込み要因でアサートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアではネゲ

ートされません。割り込み信号解除コマンドを設定し（JCCMDのJENDビットにB'1を設定）、割り込み信号

をクリアしてください。 

• 割り込みステータスJINTSのINS11ビットあるいはINS12ビットがB'1の場合、ラインバッファ1面分の画像デ

ータの転送が終了していることを示します。1回目の割り込み発生時には、ラインバッファの画像データを、

別メモリ空間への転送等の方法で退避してください。2回目以降の割り込み発生時には、データ退避に加え、

ラインバッファ処理再開コマンドを設定してください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT11ビットあ

るいはINT12ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

JPU割り込み処理5

END

割り込みステータス書き込みクリア
処理停止状態確認
間引き設定値読出し
画像サイズ値読出し

画像データ書き込み

割り込み要因判定
INS3＝1 INS12またはINS11＝1

1面分転送終了？

1回目割り込み？

Yes

No

Yes

No

割り込みステータス書き込みクリア
（書き込みクリアで割り込み信号が

ネゲート）

割り込み信号解除コマンド設定
処理停止解除コマンド設定

ラインバッファ処理
再開コマンド設定

 

図37.20 JPU割り込み処理 5フロー 
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（4） 入力 JPEG符号データ 

伸長処理時の処理対象マーカは、SOS、SOF0、SOS、DQT、DHT、DRI、RSTm、EOIです。その他のマーカは

次項に示すエラー対象マーカ以外、検出しても読み飛ばします。 
 

（5） JPEG伸長エラー 

（a） エラーマーカ 

伸長処理時、圧縮データ解析でマーカエラーが発生した場合、エラー種類をコードにて判別し、JCDERRの ERR

ビットに表 37.4に示すコード値を設定します。JPUは、エラー検出すると割り込み信号を発生し、処理を終了し

ます。格納されるコード値は、次フレームの処理を行う際の処理開始およびバスリセットでデフォルト値（B'1010）

となります。 

表37.4 伸長エラーコード 

コード値（CODE） エラー内容 

B'0000 正常 

B'0001 SOI未検出。EOI検出まで SOI未検出 

B'0010 SOF1～SOFFの検出 

B'0011 YCbCr 4:4:4（H = 1:1:1,V = 1:1:1）/ 4:2:2（H = 2:1:1,V = 1:1:1）/ 4:1:1（H = 4:1:1,V = 1:1:1）/  

4:2:0（H = 2:1:1,V = 2:1:1）以外の間引きを検出 

B'0100 SOF精度異常。「8」以外を検出 

B'0101 DQT精度異常。「0」以外を検出 

B'0110 コンポーネント異常 1。SOF0ヘッダのコンポーネント数が「1」「3」「4」以外を検出 

B'0111 コンポーネント異常 2。SOF0ヘッダのコンポーネント数と SOSのコンポーネント数が異なる場合 

B'1000 SOS検出時に SOF0、DQT、DHT未検出 

B'1001 SOS未検出。EOI検出までに SOS未検出 

B'1010 EOI未検出（デフォルト） 

B'1011 リスタートインターバルデータ数エラーを検出 

B'1100 画像サイズエラーを検出 

B'1101 最終 MCUデータ数エラーを検出 

B'1110 ブロックデータ数エラーを検出 

 

（b） ハフマン符号化セグメントエラー 

伸長動作時、圧縮データ解析でハフマン符号化セグメントにビット反転やデータ欠落によるエラーで復号デー

タ数の増減が発生した場合、エラー種類を判別し、エラーコードを JCDERRの ERRビットに設定します。表 37.5

にセグメントエラーコードを示します。JINTEの INT7～INT5の該当ビットに B'1を設定した場合のみ、エラーコ

ードを設定し、割り込み信号を発生させ処理を終了します。格納されるコード値は、次フレームの処理を行う際

の処理開始およびバスリセットでデフォルト値（B'1010）となります。 

本エラー検出は、復号データ数の増減を検出するので、ハフマン符号化セグメント内にエラーが存在しても復

号データ数に増減が生じない場合、エラー検出されません。 
 



 

37. JPEGプロセッシングユニット（JPU） 

37-54  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

【例】間引き設定 4:2:2、DRI=2、X=80Pixel、Y=8Pixelのハフマン符号化セグメントのデータ数 

SOS 符号化セグメント

最終MCUデータ数 ：間引き設定は4:2:2で、1MCU分の復号データ数は256となります。

リスタートインターバルデータ数 ：リスタートインターバル1、2には、2MCU分のデータが存在するので、
   復号データ数は512となります。

画像サイズ ：総復号データ数は1280となります。

RST 符号化セグメント RST 符号化セグメント

リスタートインターバル1 リスタートインターバル2 リスタートインターバル3

EOI

 

図37.21 ハフマン符号化セグメント 

 

表37.5 セグメントエラーコード 

コード値（CODE） エラー内容 

B'0000 正常 

B'1011 リスタートインターバルデータ数エラーは、DRIマーカセグメントに規定されるデータ数と各インターバ

ルのデータ数を比較し、一致しないインターバルを検出した場合、伸長エラーCODE[1011]を設定します。

リスタートインターバル間隔に満たない最終インターバルは対象外です。 

DRIマーカセグメントが存在しない場合や、規定値が"00"の場合は、RSTmマーカが存在してもエラー検

出しません。また、RSTmマーカモジュロ 8の m順番（m=0～7）もエラー検出対象外です。 

JINTEの INT7ビットに B'0を設定すると、本エラー検出を行いません。 

B'1100 画像サイズエラーは、フレームパラメータに規定されるライン数、ライン数当たりのサンプル数より算出

した画像データ数および SOS～EOIまでの総データ数（ピクセル単位）を比較し一致しない場合、伸長エ

ラーCODE[1100]を設定します。JINTEの INT6ビットに B'0を設定すると、本エラー検出を行いません。

画像データ数は MCU単位となりますので、算出の際のライン数とライン数当たりのサンプル数は MCU

単位にまで切り上げます。 

B'1101 最終 MCUデータ数エラーは、EOI検出時の MCUデータ数が MCU単位となっているかチェックし、端数

の有無を検出します。CODE[1100]が同時発生したときは、CODE[1100]が優先されます。 

JINTEの INT5ビットに B'0を設定すると、本エラー検出を行いません。 

B'1110 ブロックデータ数エラーは、1ブロックが 8×8単位となっているかチェックし、端数の有無を検出しま

す。JINTEの INT7～INT5ビットにすべて B'0を設定すると、本エラー検出を行いません。 
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37.3.3 画像データ格納 

バッファの画像データ格納と JPUのデータ転送について示します。 

（1） フレームバッファモード（VGA：640×480、画像データ領域⇔QVGA：320×240をデータ転送する場合） 

• レジスタ設定値例： 

 VGA→VGAの場合 

JIFESMW/JIFDDMW： H'0000 0280 (640) H'0000 0280 

JIFESYA1/JIFDDYA1： H'0001 2CA0 (76960) H'0000 0000 

JIFESHSZ/JIFDDHSZ： H'0000 0140 (320) H'0000 0280 

JIFESVSZ/JIFDDVSZ： H'0000 00F0 (240) H'0000 01E0 

JIFESCA1/JIFDDCA1： H'0005 DCA0 (384160) H'0004 B000 

輝度成分データ領域

色差成分データ領域

JIFESMW/JIFDDMW

JIFESYA1/JIFDDYA1
offset_y_ya1

offset_x_ya1

JIFESHSZ/JIFDDHSZ

JIFESVSZ/JIFDDVSZ

JIFESCA1/JIFDDCA1
offset_y_ca1

offset_x_ca1

JIFESHSZ/JIFDDHSZ

JIFESVSZ/JIFDDVSZ

 

図37.22 フレームバッファデータ割り付けイメージ 
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（2） 画像データ格納 

（a） 輝度成分データ 

JIFESYA1/JIFDDYA1（JIFESYA2/JIFDDYA2）を画像原点とし、JIFESHSZ/JIFDDHSZ、JIFESVSZ/JIFDDVSZで

設定された領域のデータを転送します。 

• レジスタ設定値： 

JIFESMW/JIFDDMW： H'0000 0010 (16) 

JIFESYA1/JIFDDYA1： H'0000 0000 (0) 

JIFESHSZ/JIFDDHSZ： H'0000 0010 (16) 

JIFESVSZ/JIFDDVSZ： H'0000 0010 (16) 

 

• バッファ格納データ 

H'0000 0000＝Y00,Y01,Y02,Y03 

H'0000 0004＝Y04,Y05,Y06,Y07 

H'0000 0008＝Y08,Y09,Y0A,Y0B 

H'0000 000C＝Y0C,Y0D,Y0E,Y0F 

 : 

H'0000 00F0＝YF0,YF1,YF2,YF3 

H'0000 00F4＝YF4,YF5,YF6,YF7 

H'0000 00F8＝YF8,YF9,YFA,YFB 

H'0000 00FC＝YFC,YFD,YFE,YFF 

 

• JPUデータ転送 

1MCU単位でライン方向にバースト転送します。1MCU1ライン：16バイト 
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図37.23 輝度データ 

（b） 色差成分データ（Cb :U、Cr：V） 

JIFESYCA1/JIFDDCA1（JIFESCA2/JIFDDCA2）を画像原点とし、JIFESHSZ/JIFDDHSZ、JIFESVSZ/JIFDDVSZ

で設定された領域のデータを転送します。 

• レジスタ設定値 

JIFESMW/JIFDDMW： H'0000 0010 (16) 

JIFESCA1/JIFDDCA1： H'0000 0100 (256) 

JIFESHSZ/JIFDDHSZ： H'0000 0010 (16) 

JIFESVSZ/JIFDDVSZ： H'0000 0010 (16) 

 

• バッファ格納データ 

H'0000 0100＝U00,V00,U02,V02 

H'0000 0104＝U04,V04,U06,V06 

H'0000 0108＝U08,V08,U0A,V0A 

H'0000 010C＝U0C,V0C,U0E,V0E 

 ： 
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H'0000 01F0＝UF0,VF0,UF2,VF2 

H'0000 01F4＝UF4,VF4,UF6,VF6 

H'0000 01F8＝UF8,VF8,UFA,VFA 

H'0000 01FC＝UFC,VFC,UFE,VFE 

 

• JPUデータ転送 

1MCU単位でライン方向にバースト転送します。1MCU1ライン：16バイト 
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図37.24 色差データ 

 



 

37. JPEGプロセッシングユニット（JPU） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  37-59 

2013.01.18  

 

SH7724 

37.3.4 符号データ格納 

符号データの格納と JPUの符号データ転送について示します。 

（1） 符号データサンプル：符号長（SOI～EOI）592バイト 

表37.6 符号データサンプル 

ADDRESS 000102030405060708090A0B0C0D0E0F 101112131415161718191A1B1C1D1E1F 

0000 00 FFD8FFDB008400100B0C0E0C0A100E0D 0E1211101318281A181616183123251D 

0000 20 283A333D3C3933383740485C4E404457 453738506D51575F626768673E4D7179 

0000 40 7064785C656763011112121815182F1A 1A2F6342384263636363636363636363 

0000 60 63636363636363636363636363636363 63636363636363636363636363636363 

0000 80 6363636363636363FFC000110801E002 8003012100021101031101FFC401A200 

0000 A0 00010501010101010100000000000000 000102030405060708090A0B10000201 

0000 C0 0303020403050504040000017D010203 00041105122131410613516107227114 

0000 E0 328191A1082342B1C11552D1F0243362 7282090A161718191A25262728292A34 

0001 00 35363738393A434445464748494A5354 55565758595A636465666768696A7374 

0001 20 75767778797A838485868788898A9293 9495969798999AA2A3A4A5A6A7A8A9AA 

0001 40 B2B3B4B5B6B7B8B9BAC2C3C4C5C6C7C8 C9CAD2D3D4D5D6D7D8D9DAE1E2E3E4E5 

0001 60 E6E7E8E9EAF1F2F3F4F5F6F7F8F9FA01 00030101010101010101010000000000 

0001 80 000102030405060708090A0B11000201 02040403040705040400010277000102 

0001 A0 03110405213106124151076171132232 8108144291A1B1C109233352F0156272 

0001 C0 D10A162434E125F11718191A26272829 2A35363738393A434445464748494A53 

0001 E0 5455565758595A636465666768696A73 7475767778797A82838485868788898A 

0002 00 92939495969798999AA2A3A4A5A6A7A8 A9AAB2B3B4B5B6B7B8B9BAC2C3C4C5C6 

0002 20 C7C8C9CAD2D3D4D5D6D7D8D9DAE2E3E4 E5E6E7E8E9EAF2F3F4F5F6F7F8F9FAFF 

0002 40 DA000C03010002110311003F0000FFD9 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

 

（2） 符号終端部の転送データについて 

【圧縮処理時】 

アドレス 16バイト境界まで H'FFを埋めます。 

CC：符号データ、FF-D9：EOIマーカ 

• CC-CC-FF-D9 残り16バイト境界までH'FF埋め 

• CC-FF-D9-FF 残り16バイト境界までH'FF埋め 

• FF-D9-FF-FF 残り16バイト境界までH'FF埋め 
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【伸長処理時】 

• JPEGコアがEOIマーカを検出するまでJPUはリードを行います。JPUは符号データサイズ以上の読み出しを行

う可能性があります。 

 

（3） リロードオフ 

表 37.6の符号データサンプルで格納方法を示します。 
 

• JIFEDA1/JIFDSA1：H'0000 0000の場合 

表37.6のように符号先頭からアドレスインクリメントされ格納されます。 

 

• JIFEDA1/JIFDSA1：H'0000 0004の場合 

ADDRESS 000102030405060708090A0B0C0D0E0F 101112131415161718191A1B1C1D1E1F 

0000 00 XXXXXXXXFFD8FFDB008400100B0C0E0C 0A100E0D0E1211101318281A18161618 

0000 20 3123251D283A333D3C3933383740485C 4E404457453738506D51575F62676867 

 : 

0002 20 C3C4C5C6C7C8C9CAD2D3D4D5D6D7D8D9 DAE2E3E4E5E6E7E8E9EAF2F3F4F5F6F7 

0002 40 F8F9FAFFDA000C03010002110311003F 0000FFD9FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF 

 

• JIFEDA1/JIFDSA1：H'0000 0008の場合 

ADDRESS 000102030405060708090A0B0C0D0E0F 101112131415161718191A1B1C1D1E1F 

0000 00 XXXXXXXXXXXXXXXXFFD8FFDB00840010 0B0C0E0C0A100E0D0E1211101318281A 

0000 20 181616183123251D283A333D3C393338 3740485C4E404457453738506D51575F 

 : 

0002 20 B8B9BAC2C3C4C5C6C7C8C9CAD2D3D4D5 D6D7D8D9DAE2E3E4E5E6E7E8E9EAF2F3 

0002 40 F4F5F6F7F8F9FAFFDA000C0301000211 0311003F0000FFD9FFFFFFFFFFFFFFFF 

 

• JIFEDA1/JIFDSA1：H'0000 000Cの場合 

ADDRESS 000102030405060708090A0B0C0D0E0F 101112131415161718191A1B1C1D1E1F 

0000 00 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXFFD8FFDB 008400100B0C0E0C0A100E0D0E121110 

0000 20 1318281A181616183123251D283A333D 3C3933383740485C4E40445745373850 

 : 

0002 20 B4B5B6B7B8B9BAC2C3C4C5C6C7C8C9CA D2D3D4D5D6D7D8D9DAE2E3E4E5E6E7E8 

0002 40 E9EAF2F3F4F5F6F7F8F9FAFFDA000C03 010002110311003F0000FFD9FFFFFFFF 
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（4） リロードオン 

• JIFEDA1/JIFDSA1：H'0000 0000の場合 

JIFEDA2/JIFDSA2： H'0000 0100 

JIFEDRSZ/JIFDDRSZ： H'0000 0100 

 

ADDRESS 000102030405060708090A0B0C0D0E0F 101112131415161718191A1B1C1D1E1F 

（リロード面1） 

0000 00 FFD8FFDB008400100B0C0E0C0A100E0D 0E1211101318281A181616183123251D 

 : 

0000 E0 328191A1082342B1C11552D1F0243362 7282090A161718191A25262728292A34 

（リロード面2） 

0001 00 35363738393A434445464748494A5354 55565758595A636465666768696A7374 

 : 

0001 E0 5455565758595A636465666768696A73 7475767778797A82838485868788898A 

（リロード面1） 

0000 00 92939495969798999AA2A3A4A5A6A7A8 A9AAB2B3B4B5B6B7B8B9BAC2C3C4C5C6 

0000 20 C7C8C9CAD2D3D4D5D6D7D8D9DAE2E3E4 E5E6E7E8E9EAF2F3F4F5F6F7F8F9FAFF 

0000 40 DA000C03010002110311003F0000FFD9 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

 

37.3.5 端数データ処理 

JPUは 4画素単位の画像サイズに対して圧縮・伸長が可能ですので、MCUサイズに満たないデータ処理が発生

する場合があります（端数データ処理）。JPUが符号化処理する画像サイズがMCUサイズに対して端数設定され

た場合、画像原点に対して右端部、下端部を黒データ（Y：H'00、CbCr：H'80）で埋めMCUを完全化し符号化し

ます。回転設定時は、回転後の新しい原点に対して右端部、下端部がMCU完全化されます。 

伸長処理時、JPEG符号データ内の画像サイズ情報（SOF0マーカ内パラメータ値）がMCUサイズに対して端

数設定されていた場合、JPUは端数の画像サイズ情報を基に SDRAM等の外部バッファへデータ転送します。し

たがって､JPU自身が端数設定で符号化した JPEG符号データを JPUが伸長処理した場合、右端部、下端部の黒埋

めデータは転送されません。 
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37.4 割り込み処理フロー 

JPUの割り込みは、圧縮／伸長処理関連とデータ転送関連の割り込み要因に分類されます。割り込み要因によ

り割り込み信号の解除方法が異なります。 

37.4.1 圧縮／伸長処理割り込み 

割り込みステータス JINTSの INS6、INS5、INS3ビットは、JPUに内蔵されている JPEGコアの割り込み要因で

す。本割り込み要因でアサートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアではネゲートされま

せん。割り込み信号解除コマンドを設定し（JCCMDの JENDビットに B'1を設定）、割り込み信号をクリアして

ください。 

（1） 圧縮 

• JPEG圧縮処理終了 

割り込みステータスJINTSのINS6ビットがB'1の場合、JPEG圧縮処理が終了しています。符号データの転送が

完了すると、JPUの圧縮処理は終了します。 

 

（2） 伸長 

• JPEG伸長処理終了 

割り込みステータスJINTSのINS6ビットがB'1の場合、JPEG伸長処理が終了しています。画像データの転送が

完了すると、JPUの伸長処理は終了します。 

• JPEG伸長エラー発生 

割り込みステータスJINTSのINS5ビットがB'1の場合、入力されたJPEG符号データに問題があり、JPUは伸長

処理を終了しています。エラーコード（JCDERRのERRビット）を読み出し、エラー要因を判定してくださ

い。 

• 画像サイズ間引き情報読み出しリクエスト 

割り込みステータスJINTSのINS3ビットがB'1の場合、JPEG符号データが入力され、間引き、画像サイズ情報

の読み出しが可能となっています。JPEG伸長処理は一時停止状態なので、各レジスタアクセス後、処理停止

解除コマンドを設定し、JPEG伸長処理を再開させてください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT3ビ

ットにB'1が設定されている場合に発生します。 
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37.4.2 データ転送処理割り込み 

割り込みステータス JINTSの INS14～INS10ビットは、画像／符号データ転送関連の割り込み要因です。本割

り込み要因でアサートされた割り込み信号は、割り込みステータス書き込みクリアによりネゲートされます。 
 

（1） 圧縮 

• ラインバッファ1面読み出し終了で発生（ラインバッファモード） 

割り込みステータスJINTSのINS12ビットあるいはINS11ビットがB'1の場合、ラインバッファ1面の画像デー

タ転送が終了しているので、ラインバッファに次の画像データを用意し、ラインバッファからの転送処理再

開を行ってください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT12ビットあるいはINT11ビットにB'1が設定さ

れている場合に発生します。 

• リロード設定データ数書き込み終了で発生 

割り込みステータスJINTSのINS13ビットがB'1の場合、JIFEDRSZで設定された符号データ数の転送が終了し

ていることを示します。1回目の割り込み発生時には、リロード面の符号データを退避（別メモリ空間への転

送等）してください。退避が完了し、次のリロード割り込み発生時には、データ退避に加えリロードバッフ

ァへの転送処理再開コマンドを設定してください。最初の2面分のリロードバッファ書き込みは自動的に行わ

れ、それぞれ割り込みが発生します。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT13ビットにB'1が設定されて

いる場合に発生します。 

• 全処理終了で発生 

割り込みステータスJINTSのINS10ビットがB'1の場合、全符号データの転送が終了し、JPUの圧縮処理も終了

しているので、外部で符号データの転送を行ってください。リロードモード設定時も、残りの符号データの

転送を行ってください。最終リロード面への符号データ転送サイズがJIFEDRSZで設定された符号データ数に

一致した場合、JINTSのINS10ビットとINS13ビットは同タイミングでB'1が設定されます。本割り込みは、割

り込み設定JINTEのINT10ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

 

（2） 伸長 

• ラインバッファ1面書き込み終了で発生（ラインバッファモード） 

割り込みステータスJINTSのINS12ビットあるいはINS11ビットがB'1の場合、ラインバッファ1面分の画像デ

ータ転送が終了していることを示します。1回目の割り込み発生時には、ラインバッファの画像データを退避

（別メモリ空間への転送等）してください。退避が完了し、次のラインバッファ割り込み発生時には、デー

タ退避に加えラインバッファへの転送処理再開コマンドを設定してください。最初の2面分のラインバッファ

書き込みは自動的に行われ、それぞれ割り込みが発生します。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT12

ビットあるいはINT11ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 
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• リロード設定データ数読み出し終了で発生 

割り込みステータスJINTSのINS14ビットがB'1の場合、リロード面の符号データ転送が完了しているので、

リロード面に符号データを用意し、リロードバッファからの転送処理再開コマンドを設定してください。本

割り込みは、割り込み設定JINTEのINT14ビットにB'1が設定されている場合に発生します。 

• 全処理終了で発生 

割り込みステータスJINTSのINS10ビットがB'1の場合、全画像データの転送が終了し、JPUの伸長処理も終了

しているので、外部で画像データの転送を行ってください。本割り込みは、割り込み設定JINTEのINT10ビッ

トにB'1が設定されている場合に発生します。 

 

37.5 バスリセット処理 

バスリセットコマンドを発行（JCCMDの BRSTビットに 1を設定）することにより、バスリセットが実行され

ます。動作中はバスリセットコマンドを発行しないでください。 

バスリセットを入れることにより、下記以外のレジスタは初期化されます。 
 

• JPEGコードモードレジスタ（JCMOD） 

• JPEGコードコマンドレジスタ（JCCMD） 

• JPEGコード量子化テーブル番号レジスタ（JCQTN） 

• JPEGコードハフマンテーブル番号レジスタ（JCHTN） 

• JPEGコードDRI上位レジスタ（JCDRIU） 

• JPEGコードDRI下位レジスタ（JCDRID） 

• JPEGコード垂直方向サイズ上位レジスタ（JCVSZU） 

• JPEGコード垂直方向サイズ下位レジスタ（JCVSZD） 

• JPEGコード水平方向サイズ上位レジスタ（JCHSZU） 

• JPEGコード水平方向サイズ下位レジスタ（JCHSZD） 

• JPEG割り込みイネーブルレジスタ（JINTE） 
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37.6 ソフトウェアリセット処理 

ソフトウェアリセットコマンドを発行（JCCMDの SRSTビットに 1を設定）することにより、ソフトウェアリ

セットが実行されます。ソフトウェアリセットが設定されると、JPUが現在行っている転送処理が完了するまで

JCCMDの SRSTビットは 1を示します。ソフトウェアリセット処理が完了すると、下記のレジスタは初期化され

ます。 

• JPEGコードステータスレジスタ（JCSTS） 

• JPEGコードデータカウント上位レジスタ（JCDTCU） 

• JPEGコードデータカウント中位レジスタ（JCDTCM） 

• JPEGコードデータカウント下位レジスタ（JCDTCD） 

• JPEG割り込みステータスレジスタ（JINTS） 

• JPEGコードデコードエラーレジスタ（JCDERR） 

• JPEGコード再起動レジスタ（JCRST） 
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38. 2Dグラフィックアクセラレータ（2DG） 

2DGは、2Dグラフィックスの描画を行うモジュールです。 

本機能をご使用の場合は Sφ、Bφ、Pφのクロック比を下記に設定してください。 

 Sφ：Bφ：Pφ＝4：2：1 

38.1 特長 

（1） 描画機能 

4頂点面描画 

多角形描画 

線描画 

高機能太線描画 

アンチエイリアス処理 

ラスタオペレーション／αブレンド付きBitBLT 

（2） 色表現 

ソース：1、8、16ビット／画素 

描画：8、16ビット／画素 

ワーク：1ビット／画素 

（3） スクリーン座標 

X方向：0～4,095 

Y方向：0～4,095 

（4） レジスタ設定 

カレントポインタ設定[MOVE/RMOVE] 

ローカルオフセット設定[LCOFS/RLCOFS] 

特定のアドレスマップドレジスタ設定[WPR] 

（5） シーケンス制御 

ジャンプ[JUMP] 

サブルーチン[GOSUB]（ネスティングレベル：1） 
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39. LCDコントローラ（LCDC） 

LCDコントローラ（LCDC）は、表示データをメモリまたは BEU（Blend Engine Unit）から受け取り、設定に応

じてパレットメモリによって表示色を決定した後、液晶モジュールに送ります。本 LCDCには、RGBインタフェ

ース方式、および 80系 CPUバスインタフェース方式（SYSインタフェース）の TFT液晶モジュールを接続する

ことが可能です。 

39.1 特長 

LCDCには以下のような特長があります。 

• TFT液晶モジュールに対応（NTSC／PAL方式、LVDSインタフェース方式の液晶モジュールを除く） 

• 液晶モジュールインタフェースとして以下の2種類をサポート 

RGBインタフェース：8／9／12／16／18／24ビットデータバス幅 

80系CPUバスインタフェース（SYSインタフェース）：8／9／12／16／18／24ビットデータバス幅 

• SYSインタフェースでは、VSYNC入力／出力モードをサポート 

• 12／16／18／24bppの表示画像データフォーマットをサポート 

• 表示画像データは、液晶モジュールのリフレッシュレートに応じて連続的に取得する連続モードと、表示画

像のフレームレートに応じて間欠的に取得するワンショットモードをサポート 

• 液晶モジュールのパネルサイズに合わせて表示画像データを取得するフル画面モードと、書き換え部分のみ

を取得するパーシャル画面モードをサポート 

• 256エントリ、24ビット入出力のカラーパレットメモリを搭載し、RGB各色に対して補正が可能 

• 出力信号のレベル反転機能をサポートし、各種液晶モジュールの信号極性に合わせることが可能 

• フレーム単位やユーザ指定ライン位置で割り込み発生が可能 

• YCbCr信号を取得し、RGB変換して液晶モジュールに出力可 

• YCbCr出力動作モードをサポート 
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LCDCの機能表を表 39.1に示します。 
 

表39.1 LCDC機能表 

大項目 小項目 機能 補足 

12bpp RGB 444  

16bpp RGB 565  

18bpp RGB 666 

BGR 666 

 

24bpp RGB 888 

BGR 888 

 

入力データ形式 

YCbCr YCbCr4:2:0、4:2:2、4:4:4  

RGB8 3cycle/pixel 

RGB9 2cycle/pixel 

RGB12a 2cycle/pixel 

RGB12b 1cycle/pixel 

RGB16 1cycle/pixel 

RGB18 1cycle/pixel 

RGB 

インタフェース 

RGB24 1cycle/pixel 

SYS8a 3cycle/pixel 

SYS8b 3cycle/pixel 

SYS8c 2cycle/pixel 

SYS8d 2cycle/pixel 

SYS9 2cycle/pixel 

SYS12 2cycle/pixel 

SYS16a 1cycle/pixel 

SYS16b 2cycle/pixel 

SYS16c 2cycle/pixel 

SYS18 1cycle/pixel 

SYS 

インタフェース 

SYS24 1cycle/pixel 

出力データ形式 

YCbCr出力 YCbCr4:2:2  

RGB 

インタフェース 

HSYNC、VSYNCによるインタフェース 

• 極性反転 

• 出力幅、位置設定 

 LCDドライバ 

インタフェース 

SYS 

インタフェース 

80系バスインタフェース 

• VSYNC入力／出力対応 

 

ソースクロック バスクロック、周辺クロック、外部クロック  ドットクロック 

分周比 n/m 

m＝60、54、48、42 

1≦n≦m/3、m/2 
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大項目 小項目 機能 補足 

ユーザ指定 指定ラインを読み込み完了時に発生  

フレームのピクセル出力開始時に発生  フレーム 

フレームのピクセル出力終了時に発生  

VRAMアクセスのフレーム終了時で発生  VRAMリード 

VRAMアクセスのライン終了時で発生  

VSYNCアサート時に発生  

割り込み 

VSYNC 

VSYNCネゲート時に発生  

液晶モジュールのリフレッシュレートに合わせて取得  画像データ取得 

動画等のフレームレートに応じて任意のタイミングで

取得 

 

全画面表示  表示画像サイズ 

指定した部分のみを書き換え  

表示画像 

画像データ加工 カラーパレットにより、RGB各色に対して変換処理 

• 256エントリ 

• 24ビット入出力 

 

フォーマット変換 YCbCr→RGB YCbCrデータを RGBに変換して出力  
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LCDCのブロック図を図 39.1に示します。 

表示データ

バスクロック

SuperHywayバス

パレットデータ

LCDLCLK

周辺クロック
ドットクロック生成

メイン電源制御 電源制御

ラインメモリ パレットメモリ

LCD
インタフェース

LCDDCK

LCDモジュール

LCDD23～ 
LCDD0
LCDRS
LCDWR
LCDRD
LCDHSYN
LCDDISP
LCDDON
LCDVCPWC
LCDVEPWC
LCDVSYN
LCDCS

LCDC

BEU

 

図39.1 LCDCのブロック図 
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39.2 端子構成 

LCDCの端子構成を表 39.2に示します。 
 

表39.2 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

LCDDON 表示 ON/OFF信号 出力 表示開始信号（DON） 

LCDVCPWC 電源制御 出力 液晶モジュール電源制御（V
CC
） 

LCDVEPWC 電源制御 出力 液晶モジュール電源制御（V
EE
） 

LCDDCK/LCDWR ドットクロック／ 

ライトストローブ 

出力 ドットクロック信号（RGBインタフェース時）／ 

ライトストローブ信号（SYSインタフェース時） 

LCDVSYN 垂直同期信号 出力／入出力 液晶用垂直同期信号（VSYNC） 

（RGBインタフェース時：出力、 

SYSインタフェース：入出力、 

YCbCr出力モード：出力） 

LCDHSYN/LCDCS 水平同期信号／ 

チップセレクト 

出力 水平同期信号（RGBインタフェース時、YCbCr出力モード時）／

チップセレクト信号（SYSインタフェース時） 

LCDDISP/LCDRS 表示イネーブル／ 

レジスタセレクト 

出力 表示イネーブル信号（RGBインタフェース時）／ 

レジスタセレクト信号（SYSインタフェース時） 

LCDRD リードストローブ 出力 リードストローブ信号（SYSインタフェース時） 

LCDD23～LCDD0 LCDデータバス 出力／入出力 液晶パネル用データ 

（RGBインタフェース時：出力、 

SYSインタフェース時：入出力 

YCbCr出力モード：出力） 

LCDLCLK 入力クロック 入力 LCDソースクロック（外部入力） 
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39.3 レジスタの説明 

LCDCのレジスタ構成を表 39.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 39.4に示しま

す。 

LCDCのレジスタは、一部を除いて 2面構成（A面、B面）となっています。LCDCは、この 2面のレジスタを

切り替えて使用します。また、2面あるレジスタの場合、ミラーアドレスとして、常に使用していない面のレジス

タにアクセスできるアドレスも用意してあります。 
 

表39.3 レジスタ構成 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

LCDCパレットデータレジスタ LDPR00～

LDPRFF 

R/W H'FE94 0000～

H'FE94 03FC 

－ － 32 

LCDドットクロックパターン 

レジスタ 1 

MLDDCKPAT1R R/W H'FE94 0400 － － 32 

LCDドットクロックパターン 

レジスタ 2 

MLDDCKPAT2R R/W H'FE94 0404 － － 32 

LCDCドットクロックレジスタ LDDCKR R/W H'FE94 0410 － － 32 

ドットクロックストップレジスタ LDDCKSTPR R/W H'FE94 0414 － － 32 

LCDモジュールタイプレジスタ 1 MLDMT1R R/W H'FE94 0418 H'FE94 1418 H'FE94 2418 32 

LCDモジュールタイプレジスタ 2 MLDMT2R R/W H'FE94 041C H'FE94 141C H'FE94 241C 32 

LCDモジュールタイプレジスタ 3 MLDMT3R R/W H'FE94 0420 H'FE94 1420 H'FE94 2420 32 

LCDデータフォーマットレジスタ MLDDFR R/W H'FE94 0424 H'FE94 1424 H'FE94 2424 32 

LCDスキャンモードレジスタ 1 MLDSM1R R/W H'FE94 0428 H'FE94 1428 H'FE94 2428 32 

LCDスキャンモードレジスタ 2 MLDSM2R R/W H'FE94 042C － － 32 

LCD表示データ取り込み開始 

アドレスレジスタ 1 

MLDSA1R R/W H'FE94 0430 H'FE94 1430 H'FE94 2430 32 

LCD表示データ取り込み開始 

アドレスレジスタ 2 

MLDSA2R R/W H'FE94 0434 H'FE94 1434 H'FE94 2434 32 

LCD表示データ格納メモリ 

ラインサイズレジスタ 

MLDMLSR R/W H'FE94 0438 H'FE94 1438 H'FE94 2438 32 

LCD水平キャラクタナンバー 

レジスタ 

MLDHCNR R/W H'FE94 0448 H'FE94 1448 H'FE94 2448 32 

LCD水平同期信号レジスタ MLDHSYNR R/W H'FE94 044C H'FE94 144C H'FE94 244C 32 

LCD垂直ラインナンバーレジスタ MLDVLNR R/W H'FE94 0450 H'FE94 1450 H'FE94 2450 32 

LCD垂直同期信号レジスタ MLDVSYNR R/W H'FE94 0454 H'FE94 1454 H'FE94 2454 32 

LCD水平パーシャル画面レジスタ MLDHPDR R/W H'FE94 0458 H'FE94 1458 H'FE94 2458 32 

LCD垂直パーシャル画面レジスタ MLDVPDR R/W H'FE94 045C H'FE94 145C H'FE94 245C 32 

LCDパワーマネジメントレジスタ MLDPMR R/W H'FE94 0460 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

LCDCパレット制御レジスタ LDPALCR R/W H'FE94 0464 － － 32 

LCDC割り込みレジスタ LDINTR R/W H'FE94 0468 － － 32 

LCDCステータスレジスタ LDSR R H'FE94 046C － － 32 

LCDC制御レジスタ 1 LDCNT1R R/W H'FE94 0470 － － 32 

LCDC制御レジスタ 2 LDCNT2R R/W H'FE94 0474 － － 32 

LCDCレジスタ面制御レジスタ LDRCNTR R/W H'FE94 0478 － － 32 

LCDC入力画像データスワップレジスタ LDDDSR R/W H'FE94 047C － － 32 

LCDCレジスタ面強制指定レジスタ LDRCR R/W H'FE94 0484 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 0 LDDWD0R R/W H'FE94 0800 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 1 LDDWD1R R/W H'FE94 0804 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 2 LDDWD2R R/W H'FE94 0808 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 3 LDDWD3R R/W H'FE94 080C － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 4 LDDWD4R R/W H'FE94 0810 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 5 LDDWD5R R/W H'FE94 0814 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 6 LDDWD6R R/W H'FE94 0818 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 7 LDDWD7R R/W H'FE94 081C － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 8 LDDWD8R R/W H'FE94 0820 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 9 LDDWD9R R/W H'FE94 0824 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ A LDDWDAR R/W H'FE94 0828 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ B LDDWDBR R/W H'FE94 082C － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ C LDDWDCR R/W H'FE94 0830 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ D LDDWDDR R/W H'FE94 0834 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ E LDDWDER R/W H'FE94 0838 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ F LDDWDFR R/W H'FE94 083C － － 32 

LCDCドライバリードデータレジスタ LDDRDR R/W H'FE94 0840 － － 32 

LCDCドライバライトアクセスレジスタ LDDWAR R/W H'FE94 0900 － － 32 

LCDCドライバリードアクセスレジスタ LDDRAR R/W H'FE94 0904 － － 32 
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表39.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

LDPR00～

LDPRFF 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDDCKPAT1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDDCKPAT2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDCKR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDCKSTPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMT1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMT2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMT3R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDDFR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSM1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSM2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSA1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSA2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMLSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDWBFR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDWBCNTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDWBAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDHCNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDHSYNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDVLNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDVSYNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDHPDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDVPDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDPMR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDPALCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDINTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDCNT1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDCNT2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDRCNTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDDSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDRCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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レジスタ略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

LDDWD0R～

LDDWDFR 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDRDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDWAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDRAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

 

39.3.1 LCDCパレットデータレジスタ 00～FF（LDPR00～LDPRFF） 

LDPRnnは、パレットメモリにパレットデータを設定するためのレジスタです。本レジスタ群の該当するレジ

スタを経由して、任意のパレットメモリにアクセスしてください。一つ一つのレジスタは、R、G、Bおのおの 8

ビットずつの有効領域を含む 32ビットのレジスタです。カラーパレットの詳細仕様、および設定方法については

「39.4.2 カラーパレット仕様について」を参照してください。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

PALDnn[15:0]

－ － － － － － － － PALDnn[23:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

23～0 PALDnn[23:0] 不定 R/W パレットデータ 

【注】 nn＝00～FF 
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39.3.2 LCDドットクロックパターンレジスタ 1（MLDDCKPAT1R） 

LCDCは LDDCKRで選択したソースクロックを分周することでドットクロックを生成します。MLDDCKPAT1R

はMLDDCKPAT2Rと組み合わせてドットクロック出力パターンを設定するレジスタです。ドットクロックの設

定例は「39.4.7 ドットクロック設定例」を参照してください。 
 

R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DCKPAT1[47:32]

－ － － － DCKPAT1[59:48]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

27～0 DCKPAT1[59:32] H'000 0000 R/W ドットクロックパターン 1[59:32] 

ソースクロックを分周したドットクロック出力パターンの上位 28ビット

を設定します（MLDDCKPAT2Rと合わせて最大 60ビット）。 

LDDCKR.MDCDRに設定した値が 60未満の場合は、MSB側が Don't Care

となります。 

 

39.3.3 LCDドットクロックパターンレジスタ 2（MLDDCKPAT2R） 

MLDDCKPAT2Rは、ドットクロック出力パターンの下位 32ビットを設定するレジスタです。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DCKPAT1[15:0]

DCKPAT1[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DCKPAT1[31:0] H'0000 0000 R/W ドットクロックパターン 1[31:0] 

ソースクロックを分周したドットクロック出力パターンの下位 32ビット

を設定します（MLDDCKPAT1Rと合わせて最大 60ビット）。 
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39.3.4 LCDCドットクロックレジスタ（LDDCKR） 

LDDCKRは、入力クロックを選択し、出力するドットクロックの分周比を設定するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0

－ － － － － － － MOSEL MDCDR[5:0]

－ － － － － － － － －

－ －

－ － － － － ICKSEL[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17、16 ICKSEL[1:0] 00 R/W 入力クロック選択* 

ドットクロックの供給クロックを選択します。 

00：バスクロック（Bφ）を選択 

01：周辺クロック（Pφ）を選択 

10：外部クロック（LCDLCLK）を選択 

11：設定禁止 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

13～10 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値は必ず 1にしてください。 

9～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

6 MOSEL 0 R/W 出力クロック選択 

出力するドットクロックとして、分周比が 1/1のクロック、または本レジ

スタで設定した分周比のクロックのいずれかを選択します。 

0：1/1分周以外を使用 

1：1/1分周を使用 

5～0 MDCDR[5:0] 111100 R/W クロック分周比 

入力クロック分周比（n/m）の分母値（m）を設定します。 

分周比の分母値（m）は、60、54、48、42以外の数値は設定できません。

本フィールドの値は、MLDDCKPAT1Rおよび MLDDCKPAT2Rに設定す

るパターンのビット数と合うように設定してください。 

【注】 * CPGにより、バスクロックと周辺クロックの周波数を同一に設定した場合は、バスクロックを選択（ICKSELビッ

ト＝B'00）してください。 
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39.3.5 ドットクロックストップレジスタ（LDDCKSTPR） 

LDDCKSTPRは、LCDCドットクロックの停止／再開を制御するレジスタです。 

ドットクロック停止→再供給する場合､DCKSTPビットを 1に設定し､DCKSTSビットが 1になったことを確認

してから、各種設定を行い、ドットクロック再供給を行ってください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － －

－ － － －－ － － － － － － － － － － DCK
STP

－ － － － － － DCK
STS

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

16 DCKSTS 0 R ドットクロックステータス 

LCDC内のドットクロックが停止しているときに 1にセットされます。 

0：ドットクロック供給中 

1：ドットクロック停止中 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

0 DCKSTP 0 R/W ドットクロック停止／再開制御 

LCDC内のドットクロックの停止／再開を指示します。 

0：ドットクロック供給 

1：ドットクロック停止 
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39.3.6 LCDモジュールタイプレジスタ 1（MLDMT1R） 

LCDCでは、LCDモジュールタイプレジスタ 1～3を用いて、接続する液晶パネルに適合するインタフェースモ

ード、制御信号極性、データバス幅、アクセスサイクル数等を設定することが可能です。 

MLDMT1Rは、インタフェース（RGB／SYS）の選択、制御信号の極性や出力制御等を行うレジスタです。 
 

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R/W R/W

R R R/W R/W R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

－ － YM IFM － － － － － － － － MIFTYP[3:0]

－ － － VPOL HPOL DW
POL

DI
POL

DA
POL － － － － － － HS

CNT
DW
CNT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

28 VPOL 0 R/W 垂直同期信号極性選択 

本ビットは、VSYNC出力モード（MLDMT2Rの VSELビット＝0）時、

RGBインタフェースもしくは SYSインタフェースで液晶モジュールに接

続する際の VSYNC信号極性を選択します。また、本ビットは、VSYNC

入力モード（MLDMT2Rの VSELビット＝1）の場合、入力する VSYNC

信号の極性を変更します。LCDC内部の VSYNC信号極性はハイアクティ

ブですので、これに合わせて極性を変更してください。 

• VSYNC出力モード時 

0：VSYNC信号はハイアクティブ 

1：VSYNC信号はローアクティブ 

• VSYNC入力モード時 

0：VSYNC信号の極性を反転しない 

1：VSYNC信号の極性を反転する 

27 HPOL 0 R/W 水平同期信号極性選択 

本ビットは、RGBインタフェースで液晶モジュールに接続する際の

HSYNC信号極性を選択します。IFMビットが RGBインタフェースモー

ド時のみ有効となります。 

0：HSYNC信号はハイアクティブ 

1：HSYNC信号はローアクティブ 

26 DWPOL 1 R/W ドットクロック極性選択 

本ビットは、RGBインタフェースで液晶モジュールに接続する際のドッ

トクロック信号極性を選択します。 

0：ドットクロックの立ち下がりエッジでデータをラッチ 

1：ドットクロックの立ち上がりエッジでデータをラッチ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 DIPOL 0 R/W 表示イネーブル極性選択 

本ビットは、RGBインタフェースで液晶モジュールに接続する際の表示

イネーブル信号極性を選択します。IFMビットが RGBインタフェースモ

ード時のみ有効となります。 

0：表示イネーブル信号はハイアクティブ 

1：表示イネーブル信号はローアクティブ 

24 DAPOL 0 R/W 表示データ極性選択 

本ビットは、RGBインタフェースもしくは SYSインタフェースで液晶モ

ジュールに接続する際の表示データ極性を選択します。 

SYSインタフェース時、本ビットの設定は表示データにのみ有効となり、

接続する液晶ドライバへのコマンドやインストラクションには影響しま

せん。 

0：表示データはハイアクティブ 

1：表示データはローアクティブ 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17 HSCNT 0 R/W HSYNC信号出力制御 

本ビットは、垂直帰線期間中の HSYNC出力信号を制御します。IFMビッ

トが RGBインタフェースモード時のみ有効となります。 

0：垂直帰線期間で HSYNCを出力する 

1：垂直帰線期間で HSYNCを出力しない 

16 DWCNT 0 R/W ドットクロック制御 

本ビットは、RGBインタフェースモード時の水平／垂直帰線期間中のド

ットクロック信号を制御します。 

0：水平／垂直帰線期間でドットクロックを出力する 

1：水平／垂直帰線期間でドットクロックを出力しない 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

13 YM 0 R/W YCbCr出力モード設定 

本ビットがセットされたときは、YCbCr出力モードとして動作します。 

0：通常動作モード 

1：YCbCr出力動作モード 

12 IFM 0 R/W インタフェースモード設定 

液晶モジュールと接続する際のインタフェースモードを設定します。 

0：RGBインタフェースモード 

1：SYSインタフェースモード 

11～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 



 

39. LCDコントローラ（LCDC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  39-15 

2013.01.18  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 MIFTYP[3:0] 1010 R/W 液晶モジュール設定 

IFMビットで選択された液晶モジュールの種類を設定します 

（表 39.5、図 39.17参照）。 

 

表39.5 液晶モジュール設定 

• IFMビット＝B'0 

MIFTYP[3:0] 説   明 

B'0000 RGB8（24bpp、3回転送、8:8:8） 

B'0001 リザーブ 

B'0010 リザーブ 

B'0011 リザーブ 

B'0100 RGB9（18bpp、2回転送、9:9） 

B'0101 RGB12a（24bpp、2回転送、12:12） 

B'0110 RGB12b（12bpp、1回転送） 

B'0111 RGB16（16bpp、1回転送） 

B'1000 リザーブ 

B'1001 リザーブ 

B'1010 RGB18（18bpp、1回転送） 

B'1011 RGB24（24bpp、1回転送） 

B'1100～B'1111 リザーブ 

 

• IFMビット＝B'1 

MIFTYP[3:0] 説   明 

B'0000 SYS8a（24bpp、3回転送、8:8:8） 

B'0001 SYS8b（18bpp、3回転送、8:8:2） 

B'0010 SYS8c（18bpp、3回転送、2:8:8） 

B'0011 SYS8d（16bpp、2回転送、8:8） 

B'0100 SYS9（18bpp、2回転送、9:9） 

B'0101 SYS12（24bpp、2回転送、12:12） 

B'0110 リザーブ 

B'0111 SYS16a（16bpp、1回転送） 

B'1000 SYS16b（18bpp、2回転送、16:2） 

B'1001 SYS16c（18bpp、2回転送、2:16） 

B'1010 SYS18（18bpp、1回転送） 

B'1011 SYS24（24bpp、1回転送） 

B'1100～B'1111 リザーブ 
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39.3.7 LCDモジュールタイプレジスタ 2（MLDMT2R） 

MLDMT2Rは、SYSインタフェース使用時のライトウェイト制御、アクセスステータス表示を行うレジスタで

す。 
 

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WCEC[7:0] WCLW[7:0]

－ － － CSUP[2:0] RSV VSEL WCSC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

28～26 CSUP[2:0] 001 R/W チップセレクトセットアップ期間設定 

本ビットは、SYS I/Fの表示データ転送時、表示データを転送する際のチ

ップセレクトのセットアップ期間（LCDCS～LCDWRの期間）を設定しま

す。 

25 RSV 0 R/W VSYNCモードレジスタセレクト極性設定 

本ビットは、SYSインタフェース時、表示データを転送する際のレジスタ

セレクト極性を設定します。 

0：レジスタセレクトはロー 

1：レジスタセレクトはハイ 

24 VSEL 0 R/W VSYNC入出力モード選択 

本ビットは、SYSインタフェース時、接続する液晶モジュールの VSYNC

入出力モードを選択します。本ビットは SYSインタフェースで液晶モジ

ュールに接続している時のみ有効です。本ビットを変更できるのは

LDCNT2Rの DOビットが 0のときのみです。 

0：VSYNC出力モード（LCDCが VSYNCを出力） 

1：VSYNC入力モード（LCDCは外部からの VSYNCを受け付け、それ

に応じて表示データ／コマンドを出力） 

23～16 WCSC[7:0] H'00 R/W セットアップ期間設定 

SYS I/Fのコマンド転送時、ライトストローブ（LCDWR）のセットアップ

期間（LCDCS～LCDWRの期間）をバスクロック単位で設定します。 

15～8 WCEC[7:0] H'00 R/W ライトサイクル期間設定 

SYS I/Fのコマンド転送時、チップセレクト（LCDCS）のサイクル期間を

バスクロック単位で設定します。 

7～0 WCLW[7:0] H'00 R/W ロー期間設定 

SYS I/Fのコマンド転送時、ライトストローブのロー期間をバスクロック

単位で設定します。 
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39.3.8 LCDモジュールタイプレジスタ 3（MLDMT3R） 

MLDMT3Rは、SYSインタフェース使用時のリードウェイト制御を行うレジスタです。 
 

R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RCEC[7:0] RCLW[7:0]

－ － RDLC[5:0] RCSC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

29～24 RDLC[5:0] 00000 R/W リードデータラッチ設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、リードデータをラッチするタイミ

ングをバスクロック単位で設定します。 

23～16 RCSC[7:0] H'00 R/W セットアップ期間設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、リードストローブのセットアップ

期間をバスクロック単位で設定します。 

15～8 RCEC[7:0] H'00 R/W リードサイクル期間設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、チップセレクト（LCDCS）のサ

イクル期間をバスクロック単位で設定します。 

7～0 RCLW[7:0] H'00 R/W ロー期間設定 

SYSインタフェースのコマンド転送時、リードストローブのロー期間をバ

スクロック単位で設定します。 
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39.3.9 LCDデータフォーマットレジスタ（MLDDFR） 

MLDDFRは、入力画像データの種類を設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

R R R R R R R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － YF[1:0] － － － PKF[4:0]

－ － － － － － － － － － － － － － CF CC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17 CF 0 R/W YCbCr→RGB変換式指定 

0：エクステンション型 RGB変換式を使用 

1：コンプレスト型 RGB変換式を使用 

16 CC 0 R/W YCbCr→RGB変換指定 

YCbCr→RGB変換の指定を行います。メモリ上にある表示データが

YCbCr形式の場合に指定します。 

0：YCbCr→RGB変換を行わない 

1：YCbCr→RGB変換を行う 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

9、8 YF[1:0] 00 R/W 入力画像 YCbCrデータパック形式 

入力画像データが YCbCr形式のときのパック形式を指定します。

MLDDFRの CCビットが 1のときのみ有効です。 

00：入力画像データが YCbCr4:2:0形式 

01：入力画像データが YCbCr4:2:2形式 

10：入力画像データが YCbCr4:4:4形式 

11：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

4～0 PKF[4:0] 00000 R/W 入力画像 RGBデータパック形式指定 

入力画像データが RGB形式のときのパック形式を指定します。MLDDFR

の CCビットが 0のときのみ有効です。 

YCbCrのパック形式を表 39.6、RGBのパック形式を表 39.7に示します。 

【注】 LCDCが BEUと連動して動作する場合は、PKFビット＝B'00000を設定してください。 
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表39.6 YCbCrのパック形式 

ビット YF[1:0] YCbCr  

31～24 23～16 15～8 7～0 

Ydata Y0 Y1 Y2 Y3 B'00 4:2:0 

Cdata Cb0 Cr0 Cb2 Cr2 

Ydata Y0 Y1 Y2 Y3 B'01 4:2:2 

Cdata Cb0 Cr0 Cb2 Cr2 

Ydata Y0 Y1 Y2 Y3 B'10 4:4:4 

Cdata Cb0 Cr0 Cb1 Cr1 

B'11 リザーブ 

 

表39.7 RGBのパック形式 
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39.3.10 LCDスキャンモードレジスタ 1（MLDSM1R） 

MLDSM1Rは、ワンショット／連続モードの選択、フル画面／パーシャル画面取得の選択を行います。詳しい

設定方法については、「39.4.4 ワンショットモード」、「39.4.5 パーシャル画面モード」を参照してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － PRD － － － － － － － OS

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

8 PRD 0 R/W パーシャルサイズリード設定 

外部メモリから取得する表示データのサイズを設定します。 

0：フルサイズ（＝パネルサイズ）のデータを取得 

1：パーシャルサイズのデータを取得 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 OS 0 R/W ワンショットリード設定 

外部メモリから、表示データを取得するモードを設定します。 

0：連続モード（パネルのリフレッシュレートに応じた表示データを取得） 

1：ワンショットモード（MLDSM2RのOSTRGビットをトリガとして取

得） 
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39.3.11 LCDスキャンモードレジスタ 2（MLDSM2R） 

MLDSM2Rは、ワンショットトリガを設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － OST
RG

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 OSTRG 0 R/W ワンショットトリガ 

表示データ取得モードがワンショットモードの時、本ビットをセットする

ことにより、外部メモリから 1フレーム分のデータを取得します。本ビッ

トはワンショットの表示動作が開始されると 0にクリアされます。 

0：－ 

1：1フレーム分のデータを取得 

 

39.3.12 LCD表示データ取り込み開始アドレスレジスタ 1（MLDSA1R） 

MLDSA1Rは、メモリ内の表示データの開始アドレスを指定します。表示データが YCbCr形式のときは、輝度

信号の開始アドレスを指定します。表示データ取得先に BEUを指定した場合は、本レジスタは設定不要です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SA[15:3] －－ －

SA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 SA[31:3] H'0000 0000 R/W 表示データ開始アドレス 

メモリ内における表示データの開始アドレスを指定します。表示データが

YCbCr形式のときは輝度信号の開始アドレスを指定します。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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39.3.13 LCD表示データ取り込み開始アドレスレジスタ 2（MLDSA2R） 

MLDSA2Rは、メモリ内の色差信号の表示データの開始アドレスを指定します。表示データが YCbCr形式のと

きのみ有効です。表示データ取得先に BEUを指定した場合は、本レジスタは設定不要です。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SA[15:3] －－ －

SA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 SA[31:3] H'0000 0000 R/W 表示データ開始アドレス 

メモリ内における色差信号の表示データの開始アドレスを指定します。表

示データが YCbCr形式のときのみ有効となります。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

 

39.3.14 LCD表示データ格納メモリラインサイズレジスタ（MLDMLSR） 

MLDMLSRは、表示データが格納されているメモリの 1ラインのサイズを指定します。垂直方向に 1ラインイ

ンクリメントするときの値となります。表示データが YCbCr4:4:4形式の色差信号に関しては、設定された値の 2

倍の値が使用されます。表示データ取得先に BEUを指定した場合は、本レジスタは設定不要です。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

LS[15:3] － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

15～3 LS[15:3] H'0000 R/W ラインサイズ 

表示データを格納するメモリの 1ラインのサイズを指定します。表示デー

タが YCbCr4:4:4形式の色差信号のときは、2倍の値が使用されます。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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39.3.15 LCD水平キャラクタナンバーレジスタ（MLDHCNR） 

MLDHCNRは、液晶モジュールの横方向のサイズ、および水平帰線期間を含めた全体のスキャンサイズを指定

するレジスタです。MLDHCNRはキャラクタ単位（8ドット）で設定してください。ただし、LCDCが BEUと連

動して動作する場合は、BEUの水平出力サイズが LCDCの表示水平サイズとなります。その場合、HDCNビット

は BEUの親画面水平サイズ BSSZRn.BHSS(n：親画面)と同じサイズとなるように設定してください。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

－ － － － － － － － HTCN[7:0]

－ － － － － － － － HDCN[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

23～16 HDCN[7:0] H'1E R/W 水平表示キャラクタナンバー 

水平画面方向の表示キャラクタ数を設定します（1キャラクタ＝8ドット

単位）。 

（例）横幅 240 Pixelの液晶モジュールを使用する場合 

HDCNビット＝(240 / 8)＝30＝H'1E 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 HTCN[7:0] H'21 R/W 水平総キャラクタナンバー 

水平画面方向の総キャラクタ数を設定します（1キャラクタ＝8ドット単

位）。最小の水平帰線期間は 3キャラクタ（24ドット）です。 

【注】 1. 水平方向の表示画素のデータ量は 1ライン当たり 4Kバイト以内に制限されます。たとえば、32ビット/pixel

（MLDDFRの PKFビット＝B'00000）の場合、水平方向の画素数は 1024（キャラクタ数は 128）までとなります。 

 2. HDCN、HTCNビットが 

HTCN≧HDCN＋3 

の関係を満足するように設定してください。 
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39.3.16 LCD水平同期信号レジスタ（MLDHSYNR） 

MLDHSYNRは、液晶モジュールの横方向の同期信号の発生タイミング、およびサイズを指定するレジスタで

す。 
 

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － HSYNP[7:0]

－ － － － － － － － － － － － HSYNW[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

19～16 HSYNW[3:0] H'1 R/W 水平同期信号幅 

水平画面方向の同期信号幅をキャラクタ数で設定します（1キャラクタ＝8

ドット単位）。 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 HSYNP[7:0] H'20 R/W 水平同期信号出力位置 

水平画面方向の同期信号の出力位置をキャラクタ数で設定します（1キャ

ラクタ＝8ドット単位）。 

【注】 HSYNW、HSYNPビットが、 

HTCN≧HSYNP＋HSYNW 

HSYNP≧HDCN＋1 

の関係を満足するように設定してください。 

 

39.3.17 LCD垂直ラインナンバーレジスタ（MLDVLNR） 

MLDVLNRは、液晶モジュールの縦方向のサイズ、および垂直帰線期間を含めた全体の縦方向の長さを指定す

るレジスタです。ただし、LCDCが BEUと連動して動作する場合は、BEUの垂直出力サイズが LCDCの表示垂

直サイズとなります。その場合、VDLNビットは BEUの親画面垂直サイズ BSSZRn.BVSS(n：親画面)と同じ設定

にしてください。 
 

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0

－ － － － － VTLN[10:0]

－ － － － － VDLN[10:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

26～16 VDLN[10:0] H'140 R/W 垂直表示ラインナンバー 

垂直画面方向の表示ライン数を設定します（ライン単位）。 

（例）320ラインの液晶モジュールを使用する場合 

VDLNビット＝320＝H'140 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10～0 VTLN[10:0] H'142 R/W 垂直総ラインナンバー 

垂直画面方向の総ライン数を設定します（ライン単位）。総ライン数の最

小値は 3です。 

【注】 1. VTLN、VDLNビットが、 

VTLN≧VDLN＋1 

の関係を満足するように設定してください。 

 2. VSYNC入力モードのときは、入力される VSYNCの間隔よりも VTLNビットで規定される 1フレームの期間の方

が短くなるように設定してください。コマンド発行の期間である垂直帰線期間は、表示動作終了後から VTLNビッ

トで規定されるフレーム終了のタイミングまでとなります。 

 

39.3.18 LCD垂直同期信号レジスタ（MLDVSYNR） 

MLDVSYNRは、液晶モジュールの縦方向の同期信号の発生タイミング、および幅を指定するレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1

－ － － － － VSYNP[10:0]

－ － － － － － － － － － － － VSYNW[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

19～16 VSYNW[3:0] H'1 R/W 垂直同期信号幅 

垂直画面方向の同期信号幅を設定（ライン単位）。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10～0 VSYNP[10:0] H'141 R/W 垂直同期信号出力位置 

垂直画面方向の同期信号の出力位置を設定（ライン単位）。 

【注】 VSYNPビットが、 

VTLN≧VSYNP 

VSYNP≧VDLN＋1 

の関係を満足するように設定してください。 
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Active Video = Top/Left Border + Addressable Video + Bottom/Right Border 
Total H Blank = Hsync Time + Back Porch + Front Porch
Total V Blank = Vsync Time + Back Porch + Front Porch
 
LDHCNR.HDCN = H Addressable Video
LDHCNR.HTCN = H Total Time
LDHSYNR.HSYNW = Hsync Time
LDHSYNR.HSYNP = H Addressable Video + Right Border + Front Porch
 
LDVLNR.VDLN = V Addressable Video
LDVLNR.VTLN = V Total Time
LDVSYNR.VSYNW = Vsync Time
LDVSYNR.VSYNP = V Addressable Video + Bottom Border + Front Porch  

図39.2 有効な表示と帰線期間 

 

39.3.19 LCD水平パーシャル画面レジスタ（MLDHPDR） 

MLDHPDRは、パーシャル画面モード時の水平方向の表示キャラクタ数、およびオフセットキャラクタ数を設

定します。詳しい設定方法については「39.4.5 パーシャル画面モード」を参照してください。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － HPDOCN[7:0]

－ － － － － － － － HPDCN[7:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

23～16 HPDCN[7:0] H'00 R/W 水平パーシャル画面キャラクタ数 

パーシャル画面モード時、パーシャル画面の水平方向の表示キャラクタ数

を設定します（1キャラクタ＝8ドット単位）。 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

7～0 HPDOCN[7:0] H'00 R/W 水平パーシャル画面オフセットキャラクタ数 

パーシャル画面モード時、表示画面サイズに対するパーシャル画面の水平

方向のオフセットをキャラクタ数で設定します（1キャラクタ＝8ドット

単位）。 

 

39.3.20 LCD垂直パーシャル画面レジスタ（MLDVPDR） 

MLDVPDRは、パーシャル画面モード時の垂直方向の表示ライン数、およびオフセットライン数を設定します。 
 

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － VPDOLN[10:0]

－ － － － － VPDLN[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

26～16 VPDLN[10:0] H'000 R/W 垂直パーシャル画面ライン数 

パーシャル画面モード時、パーシャル画面の垂直方向の表示ライン数を設

定します（1キャラクタ＝8ドット単位）。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10～0 VPDOLN[10:0] H'000 R/W 垂直パーシャル画面オフセットライン数 

パーシャル画面モード時、表示画面サイズに対するパーシャル画面の垂直

方向のオフセットを、ライン数で設定します。 
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39.3.21 LCDパワーマネジメントレジスタ（MLDPMR） 

MLDPMRは、液晶モジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。詳細は

「39.4.6 パワーマネジメント」を参照してください。 

液晶モジュールを使用していない場合は、必ず本レジスタを H'0000 0000に設定してください。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

OFFE[3:0] OFFF[3:0] － VC VE DO － － LPS[1:0]

ONA[3:0] ONB[3:0] ONC[3:0] OFFD[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ONA[3:0] 0000 R/W 電源投入シーケンス期間 A 

液晶モジュールの電源投入シーケンスにおいて、LCDVCPWC端子から表

示データ（LCDD）とタイミング信号（LCDHSYN、LCDDCK、LCDDISP、

LCDVSYN、LCDRD）の出力開始までの期間をフレーム周期単位で設定し
ます。VCビットが 0のときは必ずONAビットをH'0に設定してください。 

27～24 ONB[3:0] 0000 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 B 

液晶モジュールの電源投入シーケンスにおいて、表示データ（LCDD）と

タイミング信号（LCDHSYN、LCDDCK、LCDDISP、LCDVSYN、LCDRD）

の出力開始から LCDVEPWC端子のアサートまでの期間をフレーム単位

で設定します。VEビットが 0のときは必ず ONBビットを H'0に設定して

ください。 

23～20 ONC[3:0] 0000 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 C 

液晶モジュールの電源投入シーケンスにおいて、LCDVEPWC端子のアサ

ートから LCDDON端子のアサートまでの期間をフレーム単位で設定しま

す。 

19～16 OFFD[3:0] 0000 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 A 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて、LCDDON端子のネゲー

トから LCDVEPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム単位で設定し

ます。VEビットが 0のときは必ず OFFDビットを H'0に設定してくださ

い。 

15～12 OFFE[3:0] 0000 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 B 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて、LCDVEPWC端子のネゲ

ートから表示データ（LCDD）とタイミング信号（LCDHSYN、LCDDCK、

LCDDISP、LCDVSYN、LCDRD）の出力停止までの期間をフレーム単位

で設定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 OFFF[3:0] 0000 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 C 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて表示データ（LCDD）とタ

イミング信号（LCDHSYN、LCDDCK、LCDDISP、LCDVSYN、LCDRD）

の出力停止から LCDVCPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム単位

で設定します。VCビットが 0のときは必ず OFFFビットを H'0に設定し

てください。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

6 VC 0 R/W LCDVCPWC端子イネーブル 

LCDVCPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定。 

0：LCDVCPWC端子はロー固定 

1：LCDVCPWC端子は、所定のシーケンスに従い、アサート、または

ネゲートする 

5 VE 0 R/W LCDVEPWC端子イネーブル 

LCDVEPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定。 

0：LCDVEPWC端子はロー固定 

1：LCDVEPWC端子は、所定のシーケンスに従い、アサート、または

ネゲートする 

4 DO 0 R/W LCDDON端子イネーブル 

LCDDON端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定。 

0：LCDDON端子はロー固定 

1：LCDDON端子は、所定のシーケンスに従い、アサート、またはネゲ

ートする 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1、0 LPS[1:0] 00 R 液晶モジュール電源入力状態 

電源、制御機能を使用しているときの液晶モジュールの電源投入状態を示

します。 

00：液晶モジュールへの電源が遮断されている 

11：液晶モジュールへの電源が投入されている 
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39.3.22 LCDCパレット制御レジスタ（LDPALCR） 

本レジスタはパレットメモリへのアクセスモードを指定します。カラーパレットの詳細仕様、設定方法につい

ては「39.4.2 カラーパレット仕様について」を参照してください。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － PE

－ － － － － － － － － － － － － － － MM

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

16 MM 0 R/W パレットモード 

パレットメモリの使用有無を指定します。 

0：パレット未使用 

1：パレット使用、かつパレットは 24ビット入力で 24ビット出力 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 PE 0 R/W パレットリード／ライトイネーブル 

パレットメモリへのアクセス元を指定します。 

0：LCDCがパレットメモリを使用（ディスプレイモード） 

1：ホスト（CPU）がパレットメモリを使用（CPUアクセスモード） 
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39.3.23 LCDC割り込みレジスタ（LDINTR） 

LDINTRは、各種割り込みの開始点の指定、およびステータス表示を行います。 
 

R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ SE UE ME MHE FE VSE VEE － SS US MS MHS FS VSS VES

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － UILN[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

26～16 UILN[10:0] H'000 R/W ユーザ指定割り込み発生ラインナンバー 

ユーザ指定割り込みを発生させる位置を指定します。ユーザ指定割り込みは、

本レジスタに設定されたライン数に対応する外部メモリからの画像イメージ

リードが完了したときに発生します。 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

14 SE 0 R/W フレーム開始割り込みイネーブル 

液晶パネルにフレームの開始ピクセルを出力したときに割り込みを発生する

かを設定します。ワンショットモードのときは、出力フレームのみ有効とな

ります。 

0：液晶パネルにフレームの開始ピクセルを出力したときに割り込みを 

発生しない 

1：液晶パネルにフレームの開始ピクセルを出力したときに割り込みを 

発生する 

13 UE 0 R/W ユーザ指定割り込みイネーブル 

LCDCユーザ指定割り込みを発生するかを設定します。 

0：ユーザ指定割り込みを発生させない 

1：ユーザ指定割り込みを発生する 

12 ME 0 R/W メモリアクセス割り込みイネーブル 

LCDCによる外部メモリアクセスのフレームの終了時に割り込みを発生する

かを設定します。 

0：外部メモリアクセスのフレームの終了時に割り込みを発生させない 

1：外部メモリアクセスのフレームの終了時に割り込みを発生させる 

11 MHE 0 R/W データメモリリード割り込みイネーブル 

外部メモリアクセスのライン終了時に割り込みを発生するかを設定します。 

0：外部メモリアクセスのライン終了時に割り込みを発生させない 

1：外部メモリアクセスのライン終了時に割り込みを発生する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 FE 0 R/W フレーム終了割り込みイネーブル 

液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを発生する

かを設定します。ワンショットモードのときは、出力フレームのみ有効とな

ります。 

0：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを 

発生させない 

1：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを 

発生する 

9 VSE 0 R/W VSYNC開始割り込みイネーブル 

VSYNC開始割り込みを発生するかを設定します。 

0：VSYNC開始割り込みを発生させない 

1：VSYNC開始割り込みを発生する 

8 VEE 0 R/W VSYNC終了割り込みイネーブル 

VSYNC終了割り込みを発生するかを設定します。 

0：VSYNC終了割り込みを発生させない 

1：VSYNC終了割り込みを発生する 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

6 SS 0 R/W フレーム開始割り込み状態 

フレーム開始割り込みが発生した時点で 1値を示します。ワンショットモー

ドのときは、出力フレームのみ有効となります。フレーム開始割り込みに対

する処理ルーチンの中で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがフレーム開始割り込みを行っていない、またはフレーム開始 

割り込み発生に対して処理済みの通知を受けた状態を表す 

1：LCDCがフレーム開始割り込みを行い、処理済みの通知を受けていな 

い状態を表す 

5 US 0 R/W ユーザ指定割り込み状態 

ユーザ指定割り込みが発生した時点で 1値を示します。ユーザ指定割り込み

に対する処理ルーチ中で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがユーザ指定割り込みを行っていない、またはユーザ指定割り 

込み発生に対して処理済みの通知を受けた状態を表す 

1：LCDCがユーザ指定割り込みを行い、処理済みの通知を受けていない 

状態を表す 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 MS 0 R/W メモリアクセス割り込み状態 

外部メモリアクセスのフレーム終了割り込みが発生した時点で 1値を示しま

す。外部メモリアクセスのフレーム終了割り込みに対する処理ルーチン中で、

レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが外部メモリアクセスのフレーム終了割り込みを行っていない、

または外部メモリアクセスのフレーム終了割り込み発生に対して処理

済みの通知を受けた状態を表す 

1：LCDCが外部メモリアクセスのフレーム終了割り込みを行い、処理済み

の通知を受けていない状態を表す 

3 MHS 0 R/W データメモリリード割り込み状態 

外部メモリアクセスのライン終了割り込みが発生した時点で 1値を示しま

す。外部メモリアクセスのライン終了開始割り込みに対する処理ルーチン中

で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが外部メモリアクセスのライン終了割り込みを行っていない、ま

たは外部メモリアクセスのライン終了割り込み発生に対して処理済み

の通知を受けた状態を表す 

1：LCDCが外部メモリアクセスのライン終了割り込みを行い、処理済みの

通知を受けていない状態を表す 

2 FS 0 R/W フレーム終了割り込み状態 

フレーム終了割り込みが発生した時点で 1値を示します。ワンショットモー

ドのときは、出力フレームのみ有効となります。フレーム終了割り込みに対

する処理ルーチン中で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがフレーム終了割り込みを行っていない、またはフレーム終了割

り込み発生に対して処理済みの通知を受けた状態を表す 

1：LCDCがフレーム終了割り込みを行い、処理済みの通知を受けていない

状態を表す 

1 VSS 0 R/W VSYNC開始割り込み状態 

VSYNC開始割り込みが発生した時点で 1値を示します。VSYNC開始割り込

みに対する処理ルーチン中で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてくださ

い。 

0：LCDCが VSYNC開始割り込みを行っていない、または VSYNC開始割

り込み発生に対して処理済みの通知を受けた状態を表す 

1：LCDCが VSYNC開始割り込みを行い、処理済みの通知を受けていない

状態を表す 

0 VES 0 R/W VSYNC終了割り込み状態 

VSYNC終了割り込みが発生した時点で 1値を示します。VSYNC終了割り込

みに対する処理ルーチン中で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてくださ

い。 

0：LCDCが VSYNC終了割り込みを行っていない、または VSYNC終了割

り込み発生に対して処理済みの通知を受けた状態を表す 

1：LCDCが VSYNC終了割り込みを行い、処理済みの通知を受けていない

状態を表す 
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39.3.24 LCDCステータスレジスタ（LDSR） 

LDSRは、LCDC動作に関するステータスを示します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － MSS － MRS － － － － － － AS ST

－ － － － － MRLS[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

26～16 MRLS[10:0] H'000 R メモリリードライン状態 

現在、外部メモリから読み出されているライン数を表示します。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10 MSS 1 R LCDCステータス 

LCDCの表示動作がイネーブルになっているかどうかを示します。

LDCNT2Rの MEビットが 1のとき、本ビットは 0になります。 

0：LCDCは有効 

1：LCDCは無効 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

8 MRS 0 R レジスタ面ステータス 

LCDCが使用しているレジスタ面を示します。 

0： A面のレジスタを使用 

1： B面のレジスタを使用 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 AS 0 R SYSインタフェースアクセスステータス 

本ビットは SYSインタフェース時におけるアクセスステータスを示しま

す。ステータスがビジーのときには、新しいトランザクションを発行しな

いでください。発行してもその動作は保証されません。 

0：フリー状態 

1：ビジー状態（リード／ライトアクセス実行中、もしくは実行待ち） 

0 ST 0 R 動作ステータス 

本ビットは LCDCの動作状態を示します。 

0：待機状態 

1：動作状態 
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39.3.25 LCDC制御レジスタ 1（LDCNT1R） 

LDCNT1Rは、LCDC動作期間中、液晶パネルへの表示データ出力有無を設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

－ － － － － － － － － － － － － － － DE

－ － － － － － － － － － － － － － － －

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 DE 1 R/W ディスプレイイネーブル 

LCDC動作期間中、液晶パネルへの表示データ出力有無を設定します。 

本ビットを 0にすることによって、液晶パネルへの出力データを固定しま

す。本ビットは 0のときも、表示データ出力以外の LCDC動作は実行しま

す。 

0：表示データを出力しない（ローもしくはハイ固定） 

1：表示データを出力する 
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39.3.26 LCDC制御レジスタ 2（LDCNT2R） 

LDCNT2Rは、リセットの設定、液晶モジュールの表示動作を設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R/W R/W R R R R R/W R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － SR BR － － － － MD － ME DO

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

9 SR 0 R/W ソフトウェアリセット 

LCDC内のレジスタ以外すべての内部回路を初期化します。バスのトラン

ザクションを保証します。ただし、BEUとの連動動作時は BEUとのハン

ドシェーク動作を保証しません。ハンドシェーク動作中でも即座にリセッ

トがかかります。ソフトウェアリセットをかける場合は、必ず 2回以上か

けてください。連動動作中にソフトウェアリセットをかける場合には、必

ず BEUに先にリセットをかけてください。 

0：通常動作状態 

1：リセット状態 

8 BR 0 R/W モジュールリセット 

LCDC内のレジスタ以外すべての内部回路を初期化します。バスのトラン

ザクションを保証しません。BEUとの連動動作時は BEUとのハンドシェ

ーク動作を保証しません。ハンドシェーク動作中でも即座にリセットがか

かります。連動動作中にソフトウェアリセットをかける場合には、必ず

BEUに先にリセットをかけてください。 

0：通常動作状態 

1：リセット状態 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

3 MD 0 R/W 表示データ取得先指定 

表示データ取得先を指定します。表示データ取得先に BEUを指定した場

合は、表示データ形式を RGB888（MLDDFRの PKFビット＝0）に設定

してください。 

0：表示データはメモリから取得 

1：表示データは BEU経由で取得 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 ME 0 R/W 液晶イネーブル 

ディスプレイオン時に液晶モジュールに対する LCDCによる表示動作の

イネーブルを指定します。DOビットを 0にして表示オフにするときも、

本ビットは 1のままにしてください。 

0：LCDCは表示動作を行わない 

1：LCDCは表示動作を行う 

0 DO 0 R/W ディスプレイオン 

LCDCによる表示動作の開始／終了を指示します。制御シーケンスの状態

は MLDPMRの LPSビットを参照することで確認できます。 

なお、DOビットを 1にするときは、MEビットを必ず 1にしてください。 

0：LCDCの動作を終了（表示オフモード） 

1：LCDCの動作を開始（表示オンモード） 

 

LCDCの表示動作開始時／動作終了時のシーケンスを示します。 

• LCDCの表示動作開始時（DOビットB'0→B'1）： 

1. LCDCの動作を開始します。 

2. MLDPMR、およびLDCNT2Rで設定されたシーケンスに従い、液晶モジュールの電源を投入します。 

MLDPMRのLPSビットがB'00→B'11になれば、所定のシーケンスは終了です。 

所定のシーケンスが終了するまで、次のDOビットの操作は行わないでください。 

 

• LCDCの表示動作停止時（DOビットB'1→B'0）： 

【注】 LDCNT2R の MEビットは、B'1のままとしてください。 

1. MLDPMR、およびLDCNT2Rで設定されたシーケンスに従い、液晶モジュールの電源を遮断します。 

2. LCDCの動作を停止します。 

MLDPMRのLPSビットが、B'11→B'00になれば所定のシーケンスは終了です。 

所定のシーケンスが終了するまで、DOビットおよびMEビットの操作は行わないでください。 
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39.3.27 LCDCレジスタ面切り替え制御レジスタ（LDRCNTR） 

LDRCNTRは、レジスタ面を指定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － MRS MRC

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

1 MRS 0 R/W レジスタ面指定 

フレーム表示動作終了時に同期して、LCDCが使用するレジスタ面を指定

します。本ビットは MRCビットが 0のときのみ有効です。 

0：A面のレジスタを使用 

1：B面のレジスタを使用 

0 MRC 0 R/W レジスタ面切り替えイネーブル 

フレーム表示動作終了時に同期して、LCDCが使用するレジスタ面を切り

替えるか指定します。切り替えない場合は MRSビットで指定されたレジ

スタ面が使用されます。 

0：フレーム表示動作終了時に同期して、指定されたレジスタ面を使用 

1：フレーム表示動作終了時に同期して、レジスタ面を切り替え 
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39.3.28 LCDC入力画像データスワップレジスタ（LDDDSR） 

LDDDSRは、入力画像データのバイトスワップ、ワードスワップ、ロングワードスワップを設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － LS WS BS

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

2 LS 0 R/W 入力画像データロングワードスワップ選択 

入力画像データに対して、ロングワードスワップを行います。 

0：ロングワードスワップを行わない 

1：ロングワードスワップを行う 

1 WS 0 R/W 入力画像データワードスワップ選択 

入力画像データに対して、ワードスワップを行います。 

0：ワードスワップを行わない 

1：ワードスワップを行う 

0 BS 0 R/W 入力画像データバイトスワップ選択 

入力画像データに対して、バイトスワップを行います。 

0：バイトスワップを行わない 

1：バイトスワップを行う 

【注】 LCDCは、データをビッグエンディアンで扱います。 

 

MSB LSB

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 45 6 7 8

32ビット 32ビット

64ビット

 

図39.3 ロングワードスワップ 
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MSB LSB

1 2 3 4 5 6 7 8

1 23 4 5 67 8

16ビット 16ビット 16ビット 16ビット

64ビット

 

図39.4 ワードスワップ 

MSB LSB

1 2 3 4 5 6 7 8

4 32 1 8 76 5

8ビット 8ビット 8ビット 8ビット 8ビット 8ビット 8ビット 8ビット

64ビット

 

図39.5 バイトスワップ 
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39.3.29 LCDCレジスタ面強制指定レジスタ（LDRCR） 

LDRCRは、レジスタ面を即座に強制指定する制御を行います。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － MR

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 MR 0 R/W レジスタ面指定 

LCDCが使用するレジスタ面を指定します。 

0：A面のレジスタを使用 

1：B面のレジスタを使用 
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39.3.30 LCDCドライバライトデータレジスタ 0～F（LDDWD0R～LDDWDFR） 

LDDWDnRは、液晶ドライバライトデータ、レジスタセレクト（LCDRS）を設定するレジスタです。 

DWDビットにライトデータを設定する場合、どのビットのデータが有効なインストラクションになるのかは、

液晶ドライバの仕様を参照してください。 
 

R R R R/W R R R R/W R R R R R R R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DWD[15:0]

－ － － WD
ACT － － － RSW － － － － － － DWD[17:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

28 WDACT 0 R/W データライト選択 

SYSインタフェース時、DWDビットに設定されたライトデータを液晶ド

ライバに発行するか否かを指定します。 

0： DWDビットに設定されたライトデータを液晶ドライバに発行しない 

1： DWDビットに設定されたライトデータを液晶ドライバに発行する 

27～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

24 RSW 0 R/W ライトレジスタセレクト極性選択 

SYSインタフェース時、CPUアクセスの書き込みサイクルにおけるレジ

スタセレクト（LCDRS）極性を設定します。 

0：レジスタセレクトはロー 

1：レジスタセレクトはハイ 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17～0 DWD[17:0] H'0 0000 R/W 書き込みデータ 

SYSインタフェース時、液晶ドライバへのライトデータを設定します。 
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39.3.31 LCDCドライバリードデータレジスタ（LDDRDR） 

LDDRDRは、液晶ドライバリードデータの表示、レジスタセレクト（LCDRS）を設定するレジスタです。 
 

R R R R R R R R/W R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DRD[15:0]

－ － － －－ － － RSR － － － － － － DRD[17:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

24 RSR 0 R/W リードレジスタセレクト極性選択 

SYSインタフェース時、CPUアクセスのリードサイクルにおけるレジス

タセレクト（LCDRS）極性を設定します。 

0：レジスタセレクトはロー 

1：レジスタセレクトはハイ 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

17～0 DRD[17:0] H'0 0000 R リードデータ 

SYSインタフェース時、液晶ドライバからリードデータが読み出されま

す。 
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39.3.32 LCDCドライバライトアクセスレジスタ（LDDWAR） 

LCDCは、WAビットをB'1にすることによって、液晶ドライバに対してライトトランザクションを発行します。

ただし、LDDWDnRのWDACTビットが B'1である LDDWDnRの DWDビットのデータが設定されます。また、

書き込まれる順番は、LDDWD0Rから LDDWD1R、LDDWD2R…となり、LDDWDnRのWDACTビットが B'0に

なったところで終了します。すべてのWDACTビットが B'1の場合、LDDWDFRの書き込みを発行した時点で終

了します。ライトトランザクションを発行するときは、必ず LDDWD0RのWDACTビットを B'1にしてください。

ライトトランザクションの発行後、WAビットは自動的に B'0にクリアされます。 

【注】 1. SYSインタフェースモード時、表示動作中に LCDドライバへのライトトランザクションを発行する場合、垂直帰

線期間を 2ライン以上に設定してください。 

 2. ライトトランザクションを発行する際は、LCDドライバへのアクセスが完了するのに十分な時間が確保できるよ

う、垂直帰線期間を設定してください。 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － WA

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 WA 0 R/W ライトトランザクション発行 

ライトトランザクションを発行します。 

0：－ 

1：ライトトランザクション発行 
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39.3.33 LCDCドライバリードアクセスレジスタ（LDDRAR） 

LCDCは RAビットを B'1に設定することで、液晶ドライバに対してリードトランザクションを発行します。本

レジスタにアクセス後、リードデータは LDDRDRの DRDビットに格納されます。 

【注】 1. SYSインタフェースモード時、表示動作中に LCDドライバへのリードトランザクションを発行する場合、垂直帰

線期間を 2ライン以上に設定してください。 

 2. リードトランザクションを発行する際は、LCDドライバへのアクセスが完了するのに十分な時間が確保できるよ

う、垂直帰線期間を設定してください。垂直帰線期間内にリードアクセスが終了しなかった場合、LDINTRの CA

ビットが B'1になります。 

 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － － － － RA

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0 RA 0 R/W リードトランザクション発行 

リードトランザクションを発行します。 

0：－ 

1：リードトランザクション発行 
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39.4 動作説明 

39.4.1 LCDC表示性能 

• 液晶モジュール 

TFTパネル、モジュールインタフェースは、RGBインタフェースと80系CPUバスインタフェース（SYSイン

タフェース）に対応 

• 表示解像度 

最大WXGA、HD（1280×720）クラスまで対応可能 

• 表示色 

最大1,677万色（24ビットカラー） 

• 表示色制御 

256エントリ／24ビット入力24ビット出力対応パレットメモリ内蔵 

• データ極性反転制御 

RGBインタフェース信号の極性反転、および表示データの反転 

 

39.4.2 カラーパレット仕様について 

LCDCは、1エントリにつき 24ビットデータ入力／24ビットデータ出力で 256エントリ同時使用可能なカラー

パレットを内蔵しています。カラーパレットの設定は、LCDCを起動していない状態のときに行ってください。 

カラーパレットは、以下の手順により、ユーザによる随時設定が可能です。 

1. LDPALCRのPEビットがB'0（初期値）：通常表示モード 

2. LDPALCRにアクセスし、PEビットをB'1に設定：カラーパレット設定モードに移行 

3. LDPRnn（nn＝H'00～H'FF）にアクセスし、PALDnnビットに必要な値を書き込む 

4. LDPALCRにアクセスし、PEビットをB'0に設定：通常表示モードに戻る 

 

カラーパレットのデータフォーマットを図 39.6に示します。 

7 02431 15

R7 R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1 G0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0
 

図39.6 カラーパレットデータフォーマット 

LDPRnnの PALDnnビットは、上記のようにビット[23:16]が Rデータ、ビット[15:8]が Gデータ、ビット[7:0]

が Bデータにそれぞれ対応します。ビット[31:24]は無効です。 
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39.4.3 表示タイミングコントロール 

表示解像度の設定は、LCD水平キャラクタナンバーレジスタ（MLDHCNR）、LCD水平同期信号レジスタ

（MLDHSYNR）、LCD垂直ラインナンバーレジスタ（MLDVLNR）、LCD垂直同期信号レジスタ（MLDVSYNR）

によって行います。 

LCDCドットクロックレジスタ（LDDCKR）で分周比を設定します。液晶モジュールのフレームレートは、上

記のレジスタに設定された 1画面分の表示期間＋帰線期間（非表示期間）と使用するクロックの周波数、さらに

分周比により決定されます。 

また、LCDCは、メモリから 1フレームのリードが終了後、液晶モジュールにフレームの最終ピクセルを出力

したとき、フレーム単位、およびユーザの指定した任意のライン単位での割り込みを発生する機能等を持ってい

ます。LCDC割り込みレジスタ（LDINTR）を用いてその機能を設定します。 
 

39.4.4 ワンショットモード 

LCDCは、表示データを取得する際、動画のフレームレートに合わせて表示画像を間欠的に取得するワンショ

ットモードをサポートします。 

以下に使用例、注意事項を示します。 
 

• 使用例1 

1. MLDSM1RのOSビットをB'0に設定：連続モード（初期値） 

2. OSビットをB'1に設定：ワンショットモードに移行 

3. 画像を表示したいタイミングでMLDSM2RのOSTRGビットをB'1に設定：1フレーム分の表示データを取得 

4. 3を繰り返す 

5. OSビットをB'0に設定：連続モードに戻る 

 

• 使用例2：ワンショットモードで連続的に表示データを取得する場合 

1. MLDSM1RのOSビットをB'0に設定：連続モード（初期値） 

2. OSビットをB'1に設定：ワンショットモードに移行 

3. フレーム終了割り込みステータスを確認（LDINTRのFSビット） 

4. FSビットがB'1であれば、MLDSM2RのOSTRGビットをB'1に設定：1フレーム分の表示データを取得 

5. FSビットをB'0に設定：フレーム終了割り込みステータスのクリア 

6. 3～5を繰り返す 

7. OSビットをB'0に設定：連続モードに戻る 

【注】 MLDPMRの ONA、ONB、および ONCビットのいずれかにオフセットを設定した場合（H'F以外を設定）、最初に必

ずトリガをかけてください。ただし、そのフレームの画像は出力されません。 
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39.4.5 パーシャル画面モード 

LCDCは、表示データを取得する際、書き換え部分のみを取得するパーシャル画面モードをサポートします。 

以下に使用例、注意事項を示します。 

• 使用例 

1. MLDHPDR、MLDVPDRによりパーシャル画面サイズを設定する 

2. MLDSM1RのPRDビットをB'0、OSビットをB'1に設定：全画面、ワンショットモード 

3. LDCNT2RのDOビットをB'1に設定：LCDC起動 

4. 全画面、ワンショットモードにより表示データを取得 

5. パーシャル画面モードを使用する場合、表示データを取得していないときに、PRDビットをB'1、OSビット

をB'1に設定：パーシャル画面、ワンショットモードへ移行 

6. MLDSM2RのOSTRGビットをB'1に設定：パーシャル画面サイズの表示データを取得 

7. 6を繰り返す 

8. PRDビットをB'0、OSビットをB'1に設定：全画面、ワンショットモードへ戻る 

 

【注】 1. MLDHPDR、MLDVPDRによるパーシャル画面サイズ＋オフセット数が、全画面モードでの表示サイズを超えない

ように設定してください。 

 2. 連続モード時の取得画面サイズの切り替え（全画面モード⇔パーシャル画面モード、パーシャル画面サイズの変更）

はサポートしておりません。取得画面サイズの切り替えは、LCDC停止中（MLDPMRの LPSビット＝B'00）、も

しくはワンショットモードで表示データを取得していないときに行ってください。 

 

39.4.6 パワーマネジメント 

ここではパワーマネジメントについて説明します。 

通常、液晶モジュールは電源の投入遮断に関し、特定のシーケンス処理を必要としています。LCDパワーマネ

ジメントレジスタ（MLDPMR）、LCDC制御レジスタ 1（LDCNT1R）、LCDC制御レジスタ 2（LDCNT2R）を設

定することにより、液晶電源制御端子（LCDVCPWC、LCDVEPWC、LCDDON）を使用して、液晶モジュールの

要求に応じた多様な電源制御シーケンス処理を実行可能です。電源制御シーケンスの概略タイミングチャートを

図 39.7に示します。図中では、MLDPMRの ONAビット、ONBビット、ONCビット、OFFDビット、OFFEビ

ット、および OFFFビットをそれぞれ ONA、ONB、ONC、OFFD、OFFE、および OFFFで表します。 
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(in) LDCNTR.DON

(out) LCDVCPWC端子

(out) 表示データ、
     タイミング信号

(out) LCDVEPWC端子

(out) LCDDON端子

レジスタ設定による
シーケンス期間

(out) LDPMP.LPS

電源投入開始 電源遮断開始

ONA ONB OFFD OFFE OFFF

液晶モジュール動作

ONC

 

図39.7 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

 

39.4.7 ドットクロック設定例 

ドットクロックの設定例について説明します。ソースクロックを 33MHz、水平方向の総ドット数（MLDHCNR

の HTCNビット）が 304ドット、垂直画面方向の総ライン数（MLDVLNRの VTLNビット）が 330ラインの場合

に、リフレッシュレート 55Hzを得たい場合を例とします。この場合のドットクロックパターン設定例を図 39.8

に示します。RGBインタフェースの 2回転送、3回転送モード時には、リフレッシュレートのそれぞれ 2倍、3

倍になるようにドットクロックを設定してください。 

なお、ドットクロックの設定（MLDDCKPAT1R、MLDDCKPAT2R、LDDCKR）は LCDCが待機状態のときに

行ってください。動作中にこれらの値を変更した場合、動作を保証しません。 

分周比の分母（m）は、60、54、48、42以外の数値は設定できません。 

33MHz÷(304×330×55Hz)＝5.98≒6 → 分周比をn/m=10/60に設定 

LDDCKRのMDCDRビット＝H'3C 

MLDDCKPAT1RのDCKPAT1ビット＝H'1C71C71 

MLDDCKPAT2RのDCKPAT1ビット＝H'C71C71C7 

ソースクロック
（60クロック）

ドットクロック
（10クロック）

0

1 C 7 1 C 7 1 C 7 1 C 7 1 C 7

00111000111000111000111000111000111000111000111000111000111

 

図39.8 ドットクロックパターン設定例 

SYSインタフェース時、出力されるライトストローブ信号パターンは設定したドットクロックパターンの反転

したパターンになります。 
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【注】 ドットクロックのソースクロックとして、Bφ、Pφ、LCDLCLKが選択できます。 

Pφを選択する場合は、Pφを Bφより遅い周波数とし、クロック比 1：1の設定は行わないでください。また、LCDLCLK

を選択する場合は、LCDLCLKをジッタ込みで Bφと同じか遅い周波数としてください。 

 

39.4.8 BEUとの連動動作 

LCDCは BEUから画像データを取得し、LCDパネルに表示動作を行うことができます。 

（1） 開始手順 

1. BEUのレジスタ設定を行います。ここで、BEUは出力先にLCDCを選択してください。レジスタ設定の詳細

は「39.3 レジスタの説明」を参照してください。 

2. BEUに起動をかけます。これで、BEUはLCDCからのリクエスト待ち状態になります。 

3. LCDCのレジスタ設定を行います。LCDCではデータ取得先をBEUに設定してください。 

4. LCDCに起動をかけます。これで連動して動作します。 

 

設定例を以下に示します。ここでは QCIFサイズ（176×144）の画像をブレンドなしで出力する場合の例を示し

ます。 
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• BEUレジスタ設定： 

BSMWR1 ← H'000000B0 （画像のメモリ幅設定：176） 

BSSZR1 ← H'009000B0 （画像サイズの設定：176×144） 

BSAYR1 ← H'0C000000 （画像（Y）の格納エリア：H'0C000000） 

BSACR1 ← H'0C400000 （画像（CbCr）の格納エリア：H'0C400000） 

BSIFR1 ← H'00000000 （画像フォーマット：YCbCr444） 

BBLCR0 ← H'00000000 （ブレンド設定） 

BBLCR1 ← H'00040000 （親画面設定、LCDC出力設定） 

BESTR ← H'00000101 （BEU起動設定） 

 

• LCDCレジスタ設定： 

通常のレジスタ設定を行う （ドットクロック設定、LCDパネル設定等） 

MLDDFR ← H'00000000 （入力データフォーマット：RGB888指定） 

MLDHCNR.HDCN ← H'16 （水平サイズ設定：22キャラクタ[176画素]） 

MLDVLNR.VDLN ← H'90 （垂直サイズ：144ライン） 

LDCNT2R ← H'0000000B （取得先BEU指定、LCDC起動設定） 

 

（2） 終了手順 

1. LCDCを表示OFFモードにします（LDCNT2R.DO＝0に設定する）。 

2. LCDCの動作終了を待つ（MLDPMR.LPS＝0を待つ）。 

3. BEUに終了をかけます（BESTR＝0に設定する）。 

 

【注】 1. BEUと LCDCとの連動動作時にリセットをかける場合、BEU→LCDCの順にリセットをかけるようにしてくださ

い。 

 2. LCDCの入力画像サイズは BEUの出力画像サイズと同じ値を設定するようにしてください。 

 3. BEUと LCDCの連動動作のときは、データ形式は RGB888で受け渡しされます。入力データフォーマットは

RGB888（MLDDFR＝0：0RGB）に指定してください。 

 4. 表示データを BEUから取得する場合、水平方向の画素数は 1024ドット（＝128キャラクタ）以下としてくださ

い。レジスタ面切り替え機能を使用する場合、LCDCと BEUは同期してレジスタ面が切り替わります。LCDCの

フレーム終了割り込みを使用し、LCDC、BEUのレジスタ設定を行うようにしてください。 

 5. LDCNT2Rの MEビットは 1のままにしてください。 

 
 



 

39. LCDコントローラ（LCDC） 

39-52  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

39.4.9 YCbCr出力動作 

YCbCr出力動作モードについて説明します。 

この動作モードは、MLDMT1R.YM＝1に設定されたときの動作となります。入力された YCbCr4:2:0データに

対して RGB変換を行わず、設定されたタイミングに従い YCbCr4:2:2データとして出力します。図 39.9に出力信

号の例、図 39.10に有効な表示と帰線期間を示します。 

この期間はLCDC_HSYNCはLow固定

LCDVSYN

LCDHSYN

LCDD23 0 LINE0 LINE0LINE1

(3)

(4)

(2)

(5) (6)

(1)

LINE N-2 LINE N-1

LCDDCK

LCDHSYN

LCDD23 8

LCDD7 0

不定

不定 Y0 Cb0 Y1 Cr0 Y2 Cb2 Y3 Cr2 Y4 Cb4 Y5 Cr4 Cb 
M-2

Y 
M-2

Cr 
M-2

Y 
M-1 不定

 

図39.9 YCbCr動作モードの出力信号の例 
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図39.10 YCbCr動作モードの有効な表示と帰線期間 

 

YCbCr動作モード時の有効な表示と帰線期間は、RGBインタフェース時と同じです。ただし、設定されたタイ

ミングに従い内部用の水平同期信号と垂直同期信号を発生させ動作しますが、外部に出力する同期信号は全く別

の信号になります。外部に出力する水平同期信号は、水平表期間にアサートされます。これは、垂直が表示期間

（Vsyncがアサートされている）の場合のみアサートされます。外部に出力する垂直同期信号は、垂直表示期間に

アサートされます。 

本モード時には、設定値に以下の制限があります。 

MLDHCNR.HTCN＝MLDHCNR.HDCN＋20 

MLDHSYNR.HSYNP＝MLDHCNR.HDCN＋10 

MLDHSYNR.HSYNW＝3 

MLDVLNR.VTLN＝MLDVLNR.VDLN＋20 

MLDVSYNR.VSYNP＝MLDVLNR.VDLN＋10 

MLDVSYNR.VSYNW＝4 
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図 39.9の（1）～（6）のサイクル数を以下に示します。 

（1）＝MLDHCNR.HTCN×320 

（2）＝160 

（3）＝MLDVLNR.VDLN×MLDHCNR.HTCN×8×2 

（4）＝MLDHCNR.HDCN×8×2 

（5）＝320 

（6）＝160 
 

ドットクロックの設定は、RGBインタフェースの 2回転送と同様の設定にしてください。すなわち、リフレッ

シュレートの 2倍になるようにドットクロックを設定してください。 

YCbCr 動作モード時は、入力データは YCbCr4:2:0データのみ可能となります。この動作モード時には、RGB

変換を行わず、データは YCbCr4:2:2にパックされ出力されます。 

データ形式を図 39.11に示します。 

1画素目（1回目、Y[7:0]）

1画素目（2回目、Cb[7:0]） 

2画素目（1回目、Y[7:0]） 

2画素目（2回目、Cr[7:0]）

出力データ

Y[7]

Cb[7]

Y[7]

Cr[7]

Y[6]

Cb[6]

Y[6]

Cr[6]

Y[5]

Cb[5]

Y[5]

Cr[5]

Y[4]

Cb[4]

Y[4]

Cr[4]

Y[3]

Cb[3]

Y[3]

Cr[3]

Y[2]

Cb[2]

Y[2]

Cr[2]

Y[1]

Cb[1]

Y[1]

Cr[1]

Y[0]

Cb[0]

Y[0]

Cr[0]

LCDD 
17

LCDD 
16

LCDD 
15

LCDD 
14

LCDD 
13

LCDD 
12

LCDD 
11

LCDD 
10

LCDD 
9

LCDD 
8

LCDD 
7

LCDD 
6

LCDD 
5

LCDD 
4

LCDD 
3

LCDD 
2

LCDD 
1

LCDD 
0

LCDD 
23

LCDD 
22

LCDD 
21

LCDD 
20

LCDD 
19

LCDD 
18

 

図39.11 YCbCr動作モードの出力フォーマット 

 

YCbCr動作モード時は、パーシャル画面モード、カラーパレットは使用できません。これらは使用しないよう

に設定をしてください。 

YCbCr動作モード時は、画像サイズは SQCIF（128×96）、QCIF（176×144）、QVGA（320×240）、 

CIF（352×288）、VGA（640×480）のみサポートします。 
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39.5 レジスタ設定方法 

39.5.1 2面レジスタの切り替えタイミング 

LCDCは、レジスタを 2面持っています。レジスタ面が切り替わるタイミングは、液晶のフレーム表示を終了

し、フレーム終了割り込みが発生したときです。 

レジスタ面の切り替えおよびフレーム終了割り込み発生のタイミングを図 39.12に示します。フレーム終了割

り込みが発生したら、次のフレーム用のレジスタ設定を行うようにしてください。 

A面 A面B面 B面

clk_m

LCDC使用レジスタ面

フレーム終了割り込み

B面またはミラーに設定 A面またはミラーに設定 B面またはミラーに設定  

図39.12 割り込みとレジスタ設定のタイミング 
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39.6 クロックと液晶データ信号例 

（1） 16ビットデータバス、1サイクル 1回転送、TFT液晶モジュール 240×320Pixel（RGBインタフェース接

続） 

LCDDCK

LCDD0

LCDD1

LCDD2

LCDD3

B0,0

B0,1

B0,2

B0,3

B0,4

G0,0

G0,1

G0,2

G0,4

G0,5

R0,0

R0,1

R0,2

R0,3

R0,4

LCDD16

LCDD17

LCDD4

LCDD5

LCDD6

LCDD7

LCDDISP

水平方向表示期間 
LDHCNR.HDCN

垂直同期信号幅 
LDVSYNR.VSYNW

垂直方向表示期間 LDVLNR.VDLN

垂直方向総期間 LDVLNR.VTLN

垂直帰線期間

垂直同期信号出力位置 LDVSYNR.VSYNP

水平同期信号幅 
LDHSYNR.HSYNW

水平同期信号出力位置 LDHSYNR.HSYNP

水平方向総期間 LDHCNR.HTCN

水平帰線期間 

LCDDISP

LCDHSYN

LCDD0-15

ライン単位

フレーム単位

LCDD8

LCDD9

LCDD10

LCDD11

LCDD12

LCDD13

LCDD14

LCDD15

B1,0

B1,1

B1,2

B1,3

B1,4

G1,0

G1,1

G1,2

G1,4

G1,5

R1,0

R1,1

R1,2

R1,3

R1,4

B0,0

B0,1

B0,2

B0,3

B0,4

G0,0

G0,1

G0,2

G0,4

G0,5

R0,0

R0,1

R0,2

R0,3

R0,4

1ライン目
データ

B1,0

B1,1

B1,2

B1,3

B1,4

G1,0

G1,1

G1,2

G1,4

G1,5

R1,0

R1,1

R1,2

R1,3

R1,4

B2,0

B2,1

B2,2

B2,3

B2,4

G2,0

G2,1

G2,2

G2,4

G2,5

R2,0

R2,1

R2,2

R2,3

R2,4

B239,0

B239,1

B239,2

B239,3

B239,4

G239,0

G239,1

G239,2

G239,4

G239,5

R239,0

R239,1

R239,2

R239,3

R239,4

R0,3 R1,3R0,3 R1,3 R2,3 R239,3

2ライン目
データ

320ライン目
データ

LCDHSYN

LCDVSYN

 

図39.13 クロックと液晶データ信号例（1） 
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（2） 16ビットデータバス、1サイクル 1回転送、TFT液晶モジュール 240×320Pixel（SYSインタフェース接

続） 

LCDWR

LCDD0

LCDD1

LCDD2

LCDD3

B0,0

B0,1

B0,2

B0,3

B0,4

G0,0

G0,1

G0,2

G0,3

G0,4

G0,5

R0,0

R0,1

R0,2

R0,3

R0,4

LCDD16

LCDD17

ハイ

ロー

LCDD4

LCDD5

LCDD6

LCDD7

LCDRS

LCDCS

水平方向表示期間 
LDHCNR.HDCN

垂直同期信号幅 
LDVSYNR.VSYNW

垂直方向表示期間 LDVLNR.VDLN

垂直方向総期間 LDVLNR.VTLN

垂直帰線期間

垂直同期信号出力位置 LDVSYNR.VSYNP

水平同期信号幅 
LDHSYNR.HSYNW

水平同期信号出力位置 LDHSYNR.HSYNP

水平方向総期間 LDHCNR.HTCN

水平帰線期間 

LCDWR

LCDCS

LCDD0-15

ライン単位

フレーム単位

LCDD8

LCDD9

LCDD10

LCDD11

LCDD12

LCDD13

LCDD14

LCDD15

B1,0

B1,1

B1,2

B1,3

B1,4

G1,0

G1,1

G1,2

G1,3

G1,4

G1,5

R1,0

R1,1

R1,2

R1,3

R1,4

B0,0

B0,1

B0,2

B0,3

B0,4

G0,0

G0,1

G0,2

G0,3

G0,4

G0,5

R0,0

R0,1

R0,2

R0,3

R0,4

1ライン目
データ

B1,0

B1,1

B1,2

B1,3

B1,4

G1,0

G1,1

G1,2

G1,3

G1,4

G1,5

R1,0

R1,1

R1,2

R1,3

R1,4

B2,0

B2,1

B2,2

B2,3

B2,4

G2,0

G2,1

G2,2

G2,3

G2,4

G2,5

R2,0

R2,1

R2,2

R2,3

R2,4

B239,0

B239,1

B239,2

B239,3

B239,4

G239,0

G239,1

G239,2

G239,3

G239,4

G239,5

R239,0

R239,1

R239,2

R239,3

R239,4

2ライン目
データ

320ライン目
データ

LCDRD

LCDVSYN

xLDMT2RのCSUPビットの
設定に従いアサート

 

図39.14 クロックと液晶データ信号例（2） 
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（3） 16ビットデータバス、1サイクル 1回転送、TFT液晶モジュール 240×320Pixel（SYSインタフェース接

続、コマンド転送時） 

LCDWR

LCDD0

LCDD1

LCDD2

LCDD3

B0,0

B0,1

B0,2

B0,3

B0,4

G0,0

G0,1

G0,2

G0,3

G0,4

G0,5

R0,0

R0,1

R0,2

R0,3

R0,4

LCDD16

LCDD17

LCDD4

LCDD5

LCDD6

LCDD7

LCDRS

LCDVSYN

LCDCS

コマンドライト

xLDMT2Rの
CSUPビットの
設定に従いアサート

xLDCKPAT1R、xLDCKPAT2Rの設定に従い、LDDCKRのICKSELビットで選択したソースクロックに同期した信号を出力。【注】 *1 

*2 

*3

xLDMT2RのWCSCビット、WCECビット、WCLWビットの設定に従い、バスクロック同期の信号を出力。

xLDMT3RのRCSCビット、RCECビット、RCLWビットの設定に従い、バスクロック同期の信号を出力。

コマンドリード

LCDD8

LCDD9

LCDD10

LCDD11

LCDD12

LCDD13

LCDD14

LCDD15

B1,0

B1,1

B1,2

B1,3

B1,4

G1,0

G1,1

G1,2

G1,3

G1,4

G1,5

R1,0

R1,1

R1,2

R1,3

R1,4

B0,0

B0,1

B0,2

B0,3

B0,4

G0,0

G0,1

G0,2

G0,3

G0,4

G0,5

R0,0

R0,1

R0,2

R0,3

R0,4

B1,0

B1,1

B1,2

B1,3

B1,4

G1,0

G1,1

G1,2

G1,3

G1,4

G1,5

R1,0

R1,1

R1,2

R1,3

R1,4

B2,0

B2,1

B2,2

B2,3

B2,4

G2,0

G2,1

G2,2

G2,3

G2,4

G2,5

R2,0

R2,1

R2,2

R2,3

R2,4

B239,0

B239,1

B239,2

B239,3

B239,4

G239,0

G239,1

G239,2

G239,3

G239,4

G239,5

R239,0

R239,1

R239,2

R239,3

R239,4

LCDRD

*2*1

*3

 

図39.15 クロックと液晶データ信号例（3） 
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39.7 データフォーマット 

39.7.1 LCD出力データフォーマット 

LCDパネルに出力するデータフォーマットを図 39.16に示します。 

SYS8a(1回目)
SYS8a(2回目)
SYS8a(3回目)

SYS8b(1回目)
SYS8b(2回目)
SYS8b(3回目)

SYS8c(1回目)
SYS8c(2回目)
SYS8c(3回目)

SYS8d(1回目)
SYS8d(2回目)

SYS9(1回目)
SYS9(2回目)

SYS12(1回目)
SYS12(2回目)

SYS16a(1回目) 

SYS24(1回目) 

SYS16b(1回目)
SYS16b(2回目)

SYS16c(1回目)
SYS16c(2回目)

SYS18(1回目)

RGB8(1回目)
RGB8(2回目)
RGB8(3回目)

RGB9(1回目)
RGB9(2回目)

RGB12a(1回目)
RGB12a(2回目)

RGB12b(1回目)

RGB16(1回目)

RGB18(1回目) 

RGB24(1回目)

出力データ

24bpp

18bpp

18bpp

16bpp

18bpp

24bpp

16bpp

24bpp

18bpp

18bpp

18bpp

24bpp

18bpp

24bpp

12bpp

16bpp

18bpp 

24bpp

R7
G7
B7

R7
G5

R5
G3

R7
G4

R7
G4

R7
G3

R7 

R7
B3

R7
R5

R7

R7
G7
B7

R7
G4

R7
G3

R7

R7

R7

R6
G6
B6

R6
G4

R4
G2

R6
G3

R6
G3

R6
G2

R6 

R6
B2

R6
R4

R6

R6
G6
B6

R6
G3

R6
G2

R6

R6

R6

R5
G5
B5

R5
G3

R3
B7

R5
G2

R5
G2

R5
G1

R5 

R5

R3

R5

R5
G5
B5

R5
G2

R5
G1

R5

R5

R5

R4
G4
B4

R4
G2

R2
B6

R4
B7

R4
B7

R4
G0

R4 

R4

R2

R4

R4
G4
B4

R4
B7

R4
G0

R4

R4

R4

R3
G3
B3

R3
B7

G7
B5

R3
B6

R3
B6

R3
B7

R3 

R3

G7

R3

R3
G3
B3

R3
B6

R3
B7

G7

R3

R3

R2
G2
B2

R2
B6

G6
B4

G7
B5

R2
B5

R2
B6

G7 

R2

G6

R2

R2
G2
B2

R2
B5

R2
B6

G6

G7

R2

R1
G1
B1

G7
B5
B3

R7
G5
B3

G6
B4

G7
B4

R1
B5

G6 

G7

G5

G7

R1
G1
B1

G7
B4

R1
B5

G5

G6

G7

R0
G0
B0

G6
B4
B2

R6
G4
B2

G5
B3

G6
B3

R0
B4

G5 

G6

G4

G6

R0
G0
B0

G6
B3

R0
B4

G4

G5

G6

G5
B2

G7
B3

G5

G5
B2

G7
B3

B7

G5

G6
B2

G4 

G5

G3

G4

G6
B2

B6

G4

G4

G5
B1

G3

G4

G2 

G3

G5
B1

B5

G3

G3

G4
B0

G2

G3

B7 

G2

G4
B0

B4

G2

G2

B7

G2

B6 

B7

B7

B7

B6

B7

B5 

B6

B6

B6

B5

B6

B4 

B5

B5

B5

B4

B5

B3 

B4

B4

B4

B3

B4

B2 

B3

B3

B3

B2

B2

LCDD
17

LCDD
16

LCDD
15

LCDD
14

LCDD
13

LCDD
12

LCDD
11

LCDD
10

LCDD
9

LCDD
8

LCDD
7

LCDD
6

LCDD
5

LCDD
4

LCDD
3

LCDD
2

LCDD
1

LCDD
0

LCDD
23

LCDD
22

LCDD
21

LCDD
20

LCDD
19

LCDD
18

R7 R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1 G0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

R7 R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1 G0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0  

図39.16 LCD出力データフォーマット 
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39.8 使用上の注意事項 

39.8.1 ユーザ指定割り込みについての注意事項 

LCDCの画像データ入力フォーマットが YCbCr420のとき、ユーザ指定割り込みは以下の動作となります。 

1. ユーザ指定割り込み位置を画像の縦ライン数の半分以下の値に設定した場合、1フレームに2回ユーザ指定割

り込みが出力されます。最初の割り込み位置は正常です。最初のユーザ指定割り込みのみを検知してくださ

い。 

2. ユーザ指定割り込み位置を画像の縦ライン数の半分より大きい値を設定した場合、ユーザ指定割り込みは発

生しません。画像の縦ライン数の半分より大きい値（n）を設定するときは、nを設定するのではなく、 

（n-画像縦幅/2）を設定し、2回目の割り込みを本来の割り込み位置として検出してください。 
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40. ビデオ出力ユニット（VOU） 

VOU（Video Output Unit）は BEU（Blend Engine Unit）、もしくはメモリから取得した画像データを ITU-R BT.601、

または ITU-R BT.656に準拠したデジタルデータとして出力します。また、画像データの拡大処理を行うことがで

きます。 
 

40.1 特長 

VOUは、以下の特長を持ちます。 

• 対応映像方式 ：NTSC、PAL 

• 出力デジタルレベル ：ITU-R BT.601準拠、ITU-R BT.656準拠 

• 出力インタフェース ：Y/C 16ビットインタフェース 

  YC多重8ビットインタフェース 

• 出力タイミング ：Y/C 16ビットインタフェース時 13.5MHz 

  YC多重8ビットインタフェース時 27MHz 

• 出力ピクセル周波数 ：13.5MHz 

  27MHz 

• 入力対応画像 ：sub-QCIF、QVGA、WQVGA、VGA 

• 最大出力画像サイズ ：720×240（NTSC）、720×288（PAL）／フィールド 

• 入力画像フォーマット ：YCbCr 4:2:0、4:2:2、4:4:4 

 ：RGB 

• 画像拡大機能 ：水平方向 1倍、1.125倍、2倍、2.25倍、4倍 

  垂直方向 1倍、2倍、4倍 

• RGB→YCbCr変換機能 ：RGBデータを取得しYCbCrに変換して出力 

• レジスタ2重化 ：レジスタを2重化することによりレジスタアクセスを容易化 

【注】 画像サイズは水平、垂直ともに 4画素単位です。 
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ブロック図を図 40.1に示します。 
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図40.1 VOUのブロック図 

40.2 端子構成 

端子構成を表 40.1に示します。 
 

表40.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

DV_CLK ピクセルクロック出力 出力 ピクセルクロック出力（13.5MHz、27MHz） 

DV_VSYNC 垂直同期信号 出力 VOUが出力する垂直同期信号 

DV_HSYNC 水平同期信号 出力 VOUが出力する水平同期信号 

DV_D15～DV_D8 データ出力 出力 ピクセルデータ上位 

（Y：16ビットインタフェース時） 

（YC：YC多重 8ビット時） 

（Rec656出力時） 

DV_D7～DV_D0 データ出力 出力 ピクセルデータ下位 

（C：16ビットインタフェース時） 

（0：YC多重 8ビット時） 

（0：Rec656出力時） 

DV_CLKI ビデオクロック入力 入力 ビデオクロック入力端子（27MHz） 
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40.3 レジスタの説明 

VOUのレジスタ構成を表 40.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 40.3に示します。 

VOUのレジスタは一部を除いて 2面構成（A面、B面）となっています。VOUはこの 2面のレジスタを切り替

えて使用します。また、2面あるレジスタの場合、常に使用していない面のレジスタにアクセスできるミラーアド

レスも用意してあります。 
 

表40.2 レジスタ構成 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

VOU起動レジスタ VOUER R/W H'FE96 0000 － － 32 

VOU制御レジスタ VOUCR R/W H'FE96 0004 H'FE96 1004 H'FE96 2004 32 

VOUステータスレジスタ VOUSTR R/W H'FE96 0008 － － 32 

VOUビデオ制御レジスタ VOUVCR R/W H'FE96 000C H'FE96 100C H'FE96 200C 32 

VOU入力画像サイズレジスタ VOUISR R/W H'FE96 0010 H'FE96 1010 H'FE96 2010 32 

VOUバックカラーレジスタ VOUBCR R/W H'FE96 0014 H'FE96 1014 H'FE96 2014 32 

VOU表示位置レジスタ VOUDPR R/W H'FE96 0018 H'FE96 1018 H'FE96 2018 32 

VOU表示サイズレジスタ VOUDSR R/W H'FE96 001C H'FE96 101C H'FE96 201C 32 

VOU有効画素開始位置レジスタ VOUVPR R/W H'FE96 0020 H'FE96 1020 H'FE96 2020 32 

VOU割り込みレジスタ VOUIR R/W H'FE96 0024 － － 32 

VOUリセットレジスタ VOUSRR R/W H'FE96 0028 － － 32 

VOUモード設定レジスタ VOUMSR R/W H'FE96 002C H'FE96 102C H'FE96 202C 32 

VOU水平同期間隔レジスタ VOUHIR R/W H'FE96 0030 H'FE96 1030 H'FE96 2030 32 

VOU入力画像データフォーマット

レジスタ 

VOUDFR R/W H'FE96 0034 H'FE96 1034 H'FE96 2034 32 

VOU入力画像データ格納先頭アド

レスレジスタ 1 

VOUAD1R R/W H'FE96 0038 H'FE96 1038 H'FE96 2038 32 

VOU入力画像データ格納先頭アド

レスレジスタ 2 

VOUAD2R R/W H'FE96 003C H'FE96 103C H'FE96 203C 32 

VOU入力画像データアドレスイン

クリメントレジスタ 

VOUAIR R/W H'FE96 0040 H'FE96 1040 H'FE96 2040 32 

VOU入力画像データスワップ 

レジスタ 

VOUSWR R/W H'FE96 0044 － － 32 

VOUレジスタ面切り替えレジスタ VOURCR R/W H'FE96 0048 － － 32 

VOUレジスタ面強制指定レジスタ VOURPR R/W H'FE96 0050 － － 32 
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表40.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

VOUER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUVCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUISR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUBCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUDPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUDSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUVPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUSRR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUMSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUHIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUDFR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUAD1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUAD2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUAIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUSWR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOURCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOURPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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40.3.1 VOU起動レジスタ（VOUER） 

VOUERは、VOUの起動／停止の制御を行います。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R/W R R R R R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— SEN OM IS ST

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — —

— — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

8 SEN 0 R/W 同期信号イネーブル 

VOUから出力される同期信号の起動、および停止を行います。STビット

を 1にセットする場合には、必ず本ビットを 1にセットしなければなりま

せん。 

0：同期信号の出力を停止 

1：同期信号の出力を開始 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

2 OM 0 R/W 動作モード指定 

VOUがメモリから入力画像を取得する場合に、フレーム単位、フィール

ド単位のどちらで動作するかの動作モードを指定します。フィールド単位

の動作モードを指定するときは、VOUAD1R、VOUAD2Rはフィールドご

とに先頭アドレスを指定してください。この場合、VSYNC割り込み、レ

ジスタ切り替えはフィールドに同期して行うようにしてください。フレー

ム単位の動作モードを指定するときは、VOUAD1R、VOUAD2Rはフレー

ムの先頭アドレスを指定してください。また、入力画像はフレームイメー

ジで格納してください。このとき、VOUはトップフィールドおよびボト

ムフィールドのそれぞれの画像を自動で取得します。この場合、VSYNC

割り込み、レジスタ切り替えはフレームに同期して行うようにしてくださ

い。 

なお、YCbCr 4:2:0の画像を扱うときは、フレーム単位で動作させるよう

にしてください。 

0：フィールド単位で動作 

1：フレーム単位で動作 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 IS 0 R/W 表示データ取得先選択 

表示データを BEUとメモリのどちらから取得するかを選択します。表示

データを BEUから取得するときは、VOUの入力画像データの設定にかか

わらず YCbCr 4:4:4形式で取得します。BEUは、出力パック形式にかかわ

らず、VOUに対しては YCbCr 4:4:4形式で表示データを出力します。 

なお、メモリからデータを取得する場合で垂直方向の拡大動作を行うとき

は、表示データはフレームイメージで格納するようにしてください。 

0：表示データを BEUから取得 

1：表示データをメモリから取得 

0 ST 0 R/W 起動 

VOUの起動／停止を行うビットです。このビットを 1にセットすること

で、VOUが起動します。VOUを停止する際には 0を書き込んでください。

実際の停止は、直後のフレームの終了で行われ、VOUSTRの EXEビット

もフレームの終了まで 1が保持されます。 

0：VOUを停止 

1：VOUを起動 

 

40.3.2 VOU制御レジスタ（VOUCR） 

VOUCRは、出力モードの設定、割り込みの許可や同期信号の幅の選択などを行います。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — VW[4:0] — — — — — — — —

MD[2:0] CKPL HPOL VPOL HSC[1:0] — HW[6:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 MD[2:0] 000 R/W 出力モード選択 

VOUから出力されるデータのフォーマット、およびピクセルクロック周

波数の選択を行うビットです。 

000：NTSC、16ビットインタフェース、クロック出力 13.5MHz 

001：NTSC、8ビットインタフェース、クロック出力 27MHz 

011：NTSC、8ビットインタフェース（Rec656）、クロック出力 27MHz 

101：PAL、8ビットインタフェース、クロック出力 27MHz 

上記以外：リザーブ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28 CKPL 0 R/W ピクセルクロック極性 

VOUから出力されるデータ、および同期信号のピクセルクロックへの同

期エッジを変更します。 

0：データ、および同期信号は、ピクセルクロックの立ち上がりに同期 

1：データ、および同期信号は、ピクセルクロックの立ち下がりに同期 

27 HPOL 0 R/W 水平同期信号極性 

VOUから出力される水平同期信号の極性を変更します。 

0：DV_HSYNCはアクティブハイ 

1：DV_HSYNCはアクティブロー 

26 VPOL 0 R/W 垂直同期信号極性 

VOUから出力される垂直同期信号の極性を変更します。 

0：DV_VSYNCはアクティブハイ 

1：DV_VSYNCはアクティブロー 

25、24 HSC[1:0] 00 R/W 水平同期抑制 

VOUから出力される水平同期信号を有効期間内のみ出力させる場合に、

本ビットを 1にしてください。 

00：通常動作 

01：有効データ期間のみ DV_HSYNCを出力 

10：DV_VSYNCのネゲート区間のみ DV_HSYNCを出力 

11：設定禁止 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

22～16 HW[6:0] H'40 R/W 水平同期信号アサート幅設定 

VOUから出力される水平同期信号のアサート幅を変更します。 

アサート幅は 13.5MHzクロック数で指定してください。初期値は 64です。 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

12～8 VW[4:0] H'03 R/W 垂直同期信号アサート幅設定 

VOUから出力される垂直同期信号のアサート幅を変更します。アサート

幅はライン数で指定してください。初期値は 3です。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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40.3.3 VOUステータスレジスタ（VOUSTR） 

VOUSTRは、割り込み要因のクリアなどを行います。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FLD —

EXE —

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— —

— RS

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 EXE 0 R 実行フラグ 

本ビットのセットは、VOUERの STビットを 1にセットした後のトップ

フィールドの開始時に行われます。また、クリアは、STビットを 0にし

た後のフレームの終了時に行われます。 

0：VOUは停止中 

1：VOUは実行中 

30～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

16 RS 0 R レジスタ面ステータス 

使用中のレジスタ面を示します。 

0：A面のレジスタを使用 

1：B面のレジスタを使用 

15 FLD 0 R フィールドフラグ 

処理中のフィールドを示します。 

0：処理中のフィールドはトップフィールド 

1：処理中のフィールドはボトムフィールド 

14～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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40.3.4 VOUビデオ制御レジスタ（VOUVCR） 

VOUVCRは、ビデオ制御に関する種々の設定を行います。 
 

R R R R R R R R R/W R R R R R R R

R/W R/W R R R R R R R R R/W R/W R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HME VME — — — — — — — — — — —HM[1:0] VM

— — — — — — — — — — — — — — —CLB

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

23 CLB 0 R/W カラーバー選択 

本ビットを 1に設定した場合、本ビット以外の VOUVCRの設定は無効と

なり、出力画像はカラーバーとなります。また、VOUDPR、および VOUBCR

の設定も無効となります。 

出力するカラーバーは図 40.2に示すパターンとなります。 

0：通常画像を出力 

1：カラーバーを出力 

22～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

15 HME 0 R/W 水平方向画像拡大イネーブル 

本ビットを 1に設定した場合、水平方向の画像拡大が有効となります。拡

大率は HMビットの指定に従います。 

0：水平方向の出力画像サイズは入力画像サイズと同一 

1：水平方向の出力画像サイズを拡大。拡大率は HMビットで設定 

【注】水平拡大処理時、VOUVPR.HVP＋VOUDPR.HPは 9以下に設定し

ないでください。 

14 VME 0 R/W 垂直方向画像拡大イネーブル 

本ビットを 1に設定した場合、垂直方向の画像拡大が有効となります。拡

大率は VMビットの指定に従います。 

なお、メモリからデータを取得する場合で垂直方向の拡大動作を行うとき

は、表示データはフレームイメージで格納するようにしてください。 

0：垂直方向の出力画像サイズは入力画像サイズと同一 

1：垂直方向の出力画像サイズを拡大。拡大率は VMの設定 

13～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 HM[1:0] 00 R/W 水平方向画像拡大率設定 

水平方向の画像拡大率を指定します。本ビットの設定は HMEビットが 1

に設定されている時のみ有効です。 

なお、拡大後の画像サイズは 720以下になるように設定してください。 

00：拡大率は 1.125倍 

01：拡大率は 2.25倍 

10：拡大率は 2倍 

11：拡大率は 4倍 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

0 VM 0 R/W 垂直方向画像拡大率設定 

垂直方向の画像拡大率を指定します。本ビットの設定は VMEビットが 1

に設定されている時のみ有効です。 

なお、拡大後の垂直画像サイズが、240以下になるように設定してくださ

い。 

0：拡大率は 2倍 

1：拡大率は 4倍 
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CLBビットの設定で出力されるカラーバーパターンを図 40.2に示します。 

104 104 102 102 102 102 104

180

60

128 336128 128  

図40.2 出力カラーバーパターン 

40.3.5 VOU入力画像サイズレジスタ（VOUISR） 

VOUISRは、入力画像水平サイズ、および入力画像垂直サイズを指定します。 

フレーム単位の動作モード指定時(VOUERレジスタの OMビットが 1のとき)は VSZに入力画像垂直サイズの 

半分の値を設定してください。 
 

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — VSZ[8:0]

— — — — — — HSZ[9:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25～18 

17、16 

HSZ[9:2] 

HSZ[1:0] 

H'000 R/W 

R 

入力画像水平サイズ 

入力画像の水平方向のサイズを指定します。サイズは 4nに制限されます

ので、下位 2ビットは必ず 0としてください。BEUと連動して動作する

場合、BEUの出力画像水平サイズと同じ値を設定してください。 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

8～0 VSZ[8:0] H'000 R/W 入力画像垂直サイズ 

入力画像の垂直方向のサイズを指定します。BEUと連動して動作する場

合、BEUの出力画像垂直サイズと同じ値を設定してください。 

 

40.3.6 VOUバックカラーレジスタ（VOUBCR） 

VOUBCRは、輝度設定、赤色差設定、および青色差設定を設定します。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

Cr[7:0] Cb[7:0]

— — — — — — — — Y[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

23～16 Y[7:0] H'10 R/W 輝度設定 

背景色の輝度を設定します。初期値は 16です。 

15～8 Cr[7:0] H'80 R/W 赤色差設定 

背景色の赤色差を設定します。初期値は 128です。 

7～0 Cb[7:0] H'80 R/W 青色差設定 

背景色の青色差を設定します。初期値は 128です。 
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40.3.7 VOU表示位置レジスタ（VOUDPR） 

VOUDPRは、水平方向、および垂直方向の画像出力位置を指定します。 
 

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

— — — — — — — VP[8:0]

— — — — — — HP[9:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

25～17 

16 

HP[9:1] 

HP[0] 

H'080 R/W 

R 

水平位置指定 

水平方向の画像出力位置を指定します。指定範囲は 0～858（NTSC）、 

0～864（PAL）となります。 

水平方向の出力位置は 2nに制限されますので、最下位ビットは必ず 0と

してください。初期値は 128です。 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

8～0 VP[8:0]  H'010 R/W 垂直位置指定 

垂直方向の画像出力位置を指定します。指定範囲は 0～262（NTSC）、 

0～312（PAL）となります。 

初期値は 16です。 

 



 

40. ビデオ出力ユニット（VOU） 

40-14  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

40.3.8 VOU表示サイズレジスタ（VOUDSR） 

VOUDSRは、水平方向、および垂直方向の画像サイズを指定します。 
 

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0

— — — — — — — VDS[8:0]

— — — — — — HDS[9:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

25～17 

16 

HDS[9:1] 

HDS[0] 

H'2D0 R/W 

R 

水平方向画像サイズ 

水平方向の画像サイズを指定します。画面の調整用にご使用ください 

VOUは本ビットで指定されたサイズ分のデータを出力します。水平方向

の画像サイズは 2nに制限されますので、最下位ビットは必ず 0に設定し

てください。初期値は 720です。 

本ビット（VOUDSR.HDS）は以下の制約に従い設定してください。 

表示サイズ(VOUDSR.HDS)≧表示位置(VOUDPR.HP)+入力画像サイズ

(VOUISR.HSZ) 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

8～0 VDS[8:0] H'0F0 R/W 垂直方向画像サイズ 

垂直方向の画像サイズを指定します。VOUは本ビットで指定されたサイ

ズ分のラインを出力します。初期値は 240です。 

本ビット（VOUDSR.VDS）は以下の制約に従い設定してください。 

表示サイズ(VOUDSR.VDS)≧表示位置(VOUDPR.VP)+入力画像サイズ

(VOUISR.VSZ) 
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40.3.9 VOU有効画素開始位置レジスタ（VOUVPR） 

VOUVPRは、水平方向、および垂直方向の有効画素開始位置を指定します。 
 

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

— VVP[6:0]

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— —

— HVP[9:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

23～17 

16 

HVP[7:1] 

HVP[0] 

H'78 R/W 

R 

水平方向有効画素開始位置 

水平方向の有効となる出力データの位置をピクセルクロックで指定しま

す。本ビットの設定値と VOUDSRの HDSビットの設定値の和は、BT.601

インタフェイス使用時は 858以下（NTSC）、864以下（PAL）、BT.656

インタフェイス使用時は 856以下（NTSC）になるようにしてください。

また、水平方向の有効画素位置は 2nに制限されますので、最下位ビット

は必ず 0としてください。初期値は 120です。 

【注】水平拡大処理時は VOUVPR.HVP＋VOUDPR.HPは 9以下には設定

しないでください。 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

6～0 VVP[6:0] H'14 R/W 垂直方向有効画素開始位置 

垂直方向の有効となる出力データの位置をライン数で指定します。本ビッ

トの設定値と VOUDSRの VDSビットの設定値の和は、262以下（NTSC）、

312以下（PAL）になるようにしてください。また、データ処理の関係上、

3以下には設定しないでください。初期値は 20です。 
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図 40.3に VOUDPR、VOUVPR、VOUDSRの設定値と出力画像の関係を示します。 

VOUDPR.HP[9:0]

NTSC : 263/262
PAL : 313/312

NTSC : 858
PAL : 864

VOUVPR.HVP[7:0]

VOUDSR.HDS[9:0]
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R
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図40.3 VOUDPR、VOUVPR、VOUDSRの設定値と出力画像の関係 
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40.3.10 VOU割り込みレジスタ（VOUIR） 

VOUIRは、各種割り込みの設定とステータス表示を行います。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

R R R R R R R/W R/W R R R R R R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — —FS VS VT

— — — — — — — — — — — — — — FI VI

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

17 FI 0 R/W フィールド終了割り込みイネーブル 

フィールド終了割り込み発生を指定します。 

0：フィールド終了割り込みを発生させない 

1：フィールド終了割り込みを発生させる 

16 VI 0 R/W VSYNC同期割り込みイネーブル 

VSYNCに同期した割り込み発生を指定します。厳密なタイミングは

VSYNCに同期してレジスタ面が切り替わるのと同じタイミングで割り込

みが発生します。 

0：VSYNC同期割り込みを発生させない 

1：VSYNC同期割り込みを発生させる 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

9 FS 0 R/W フィールド終了割り込みステータス 

フィールド終了割り込みステータスを示します。 

0：フィールド終了割り込みが発生していない 

1：フィールド終了割り込みが発生している 

8 VS 0 R/W VSYNC同期割り込みステータス 

VSYNC同期割り込みステータスを示します。 

0：VSYNC同期割り込みが発生していない 

1：VSYNC同期割り込みが発生している 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

2 VT 0 R/W VSYNC同期割り込みタイミング設定 

VSYNC同期割り込みの発生タイミングの設定を行うビットです。 

0：フィールドの VSYNCに同期して VSYNC同期割り込みが発生 

1：フレームの VSYNCに同期して VSYNC同期割り込みが発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

 

40.3.11 VOUリセットレジスタ（VOUSRR） 

VOUSRRは、VOUのリセットを行います。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— SR BR

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — —

— — — — — — — — — HR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

16 HR 0 R/W BEUハンドシェークリセット 

BEU側とのハンドシェークを強制的に停止します。次のフィールドで ST

ビットが 1の場合、BEUとのハンドシェークは再開されます。本ビットに

1を書き込む際は BEU側を必ず停止してください。本ビットは 1書き込

み後は自動的に 0にクリアされます。 

0：何もしません 

1：BEUとのハンドシェークを強制的に停止します 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

8 SR 0 R/W ソフトリセット 

VOUのソフトリセットを行うビットです。このビットを 1にセットしま

すと、VOUが初期化されます。バスのトランザクションを保証します。

BEUとのハンドシェークは強制終了します。BEUと連動動作をしている

ときは、必ず BEUに先にリセットをかけるようにしてください。1書き込

み後は自動的に 0にクリアされます。 

0：何もしません 

1：VOUERの SENビットを除いて、VOUを初期化します 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 BR 0 R/W モジュールリセット 

VOUのモジュールリセットを行うビットです。このビットを 1にセット

しますと、VOUが初期化されます。BEUとのハンドシェーク、およびバ

スのトランザクションを保証しません。BEUと連動動作をしているとき

は、必ず BEUに先にリセットをかけるようにしてください。1書き込み後

は自動的に 0にクリアされます。 

0：何もしません 

1：VOUERの SENビットを除いて、VOUを初期化します 

 

40.3.12 VOUモード設定レジスタ（VOUMSR） 

VOUMSRは、動作モードの設定､VSYNCアサート位置調整、および水平同期間隔選択を行います。 
 

R/W R R R R R R R R/W R R R R R R R

R/W R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

HIS —

LMD —

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — —

— — — — — — — —VSA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 LMD 0 R/W LCDCコンパチブルモード 

VOUのモードを LCDCコンパチブルモードに設定するビットです。LCDC

コンパチブルモード使用時は入力クロックを 24.5454MHzとしてくださ

い。また、VOUDSRの HDSビットを必ず 640に設定してください。 

0：通常動作モード 

1：LCDCコンパチブルモード 

30～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

23 VSA 0 R/W VSYNCアサート位置調整 

本ビットは LCDCコンパチブルモード時の VSYNCのアサート位置を

HSYNCのアサートに同期させるか、NTSCモードと同様にボトムフィー

ルドは HSYNCと次の HSYNCの中間で同期させるかを選択します。 

なお、本ビットの設定は LMDビットが 1のときのみ有効です。 

0：HSYNCに同期して VSYNCを出力します 

1：NTSCモードのタイミングで VSYNCを出力します 

22～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 HIS 0 R/W 水平同期間隔選択 

本ビットは HSYNCの間隔を固定とするか、VOUHIRの設定に従うかを選

択するビットです。 

0：HSYNCの間隔を固定します。NTSCモード選択時は 858画素間隔、

PALモード選択時は 864画素間隔でHSYNCが出力されます。LCDC

コンパチブルモード選択時には 780画素間隔で HSYNCが出力され

ます。 

1：VOUHIRの HIビットで設定された画素間隔で HSYNCが出力され 

ます 

14～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

 

40.3.13 VOU水平同期間隔レジスタ（VOUHIR） 

VOUHIRは、水平同期間隔を設定します。 
 

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — — — — — — — — —

— HI[9:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

25～17 

16 

HI[9:1] 

HI[0] 

H'35A R/W 

R 

水平同期間隔 

水平同期信号の間隔を画素数で指定します。本ビットの設定は VOUMSR

の HISビットが 1のときのみ有効です。同期信号の間隔は 2nに制限され

ますので、最下位ビットは必ず 0に設定してください。初期値は 858です。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 
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40.3.14 VOU入力画像データフォーマットレジスタ（VOUDFR） 

VOUDFRは、入力画像データフォーマットの変換、データパック形式の指定などを行います。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R R R R R R R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — YF[1:0] — — — PKF[4:0]

— — — — — — — — — — — — — — — CC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

16 CC 0 R/W RGB→YCbCr変換指定 

RGB→YCbCr変換の指定を行います。メモリ上にある表示データが RGB

形式の場合に指定します。 

0：RGB→YCbCr変換を行わない 

1：RGB→YCbCr変換を行う 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

9、8 YF[1:0] 00 R/W 入力画像 YCbCrデータパック形式 

入力画像データが YCbCr形式のときのパック形式を指定します。CCビッ

トが 0のときのみ有効です。 

00：入力画像データが YCbCr4:2:0形式 

01：入力画像データが YCbCr4:2:2形式 

10：入力画像データが YCbCr4:4:4形式 

11：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

4～0 PKF[4:0] 00000 R/W 入力画像 RGBデータパック形式指定 

入力画像データが RGB形式のときのパック形式を指定します。CCビット

が 1のときのみ有効です。 
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YCbCrのパック形式を表 40.4、RGBのパック形式を表 40.5に示します。 
 

表40.4 YCbCrのパック形式 

YF[1:0] YCbCr  31～24 23～16 15～8 7～0 

Ydata Y0 Y1 Y2 Y3 B'00 4:2:0 

Cdata Cb0 Cr0 Cb2 Cr2 

Ydata Y0 Y1 Y2 Y3 B'01 4:2:2 

Cdata Cb0 Cr0 Cb2 Cr2 

Ydata Y0 Y1 Y2 Y3 B'10 4:4:4 

Cdata Cb0 Cr0 Cb1 Cr1 

B'11 リザーブ 

 

表40.5 RGBのパック形式 

B'00000

B'00001 

B'00011

B'00111 

B'01000 

B'01001 

B'01010

B'01011 

B'01100 

B'01101 

     ～

B'11111

0

R0

R0

0

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

R0

0

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

R0

0 

0 

R0 

G1 

B2 

B0 

G1 

R2

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

R0

0 

0 

R0 

G1 

B2 

B0 

G1 

R2

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

R0

0 

R0 

R0 

G1 

B2 

B0 

G1 

R2

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

G0

0 

R0 

R0 

G1 

B2 

B0 

G1 

R2

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

G0

0 

R0 

R0 

G1 

B2 

B0 

G1 

R2

B0 

G1 

R2 

0

0

R0

G0

0 

R0 

R0 

G1 

B2 

B0 

G1 

R2

B0 

G1 

R2 

0

R0

G0

G0

0 

G0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

G0

0 

G0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

G0

0 

G0 

G0 

B1 

R3 

G0 

R1 

B3 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

B0

0 

G0 

G0 

B1 

R3 

G0 

R1 

B3 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

B0

0 

B0 

G0 

B1 

R3 

G0 

R1 

B3 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

B0

0 

B0 

G0 

B1 

R3 

G0 

R1 

B3 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

B0

R0 

B0 

G0 

B1 

R3 

G0 

R1 

B3 

G0 

R1 

B3 

B0

R0

G0

B0

R0 

B0 

G0 

B1 

R3 

G0 

R1 

B3 

G0 

R1 

B3 

B0

G0

B0

R1

R0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R0 

B2

G3

G0

G0

B0

R1

R0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R0 

B2 

G3 

G0

G0

B0

R1

R0 

0 

B0 

R2 

G3

R0 

B2 

G3

R0 

B2 

G3 

G0

G0

B0

R1

R0 

0 

B0 

R2 

G3 

R0

B2 

G3 

R0 

B2 

G3 

G0

G0

B0

R1

G0 

R1 

B0 

R2 

G3 

R0 

B2 

G3 

R0 

B2

G3

G0

G0

B0

G1

G0 

R1 

B0 

R2 

G3 

R0 

B2 

G3 

R0 

B2 

G3 

G0

G0

B0

G1

G0 

R1 

B0 

R2 

G3 

R0 

B2 

G3 

R0 

B2 

G3 

G0

G0

B0

G1

G0 

R1 

B0 

R2 

G3 

R0 

B2 

G3 

R0 

B2

G3 

G0

B0

0

G1

G0 

G1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

B1

G2 

R3 

R0

B0

0

G1

G0 

G1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

B1

G2

R3 

R0

B0

0

G1

B0 

G1 

R1

G2 

B3

B1

G2 

R3 

B1 

G2

R3 

R0

B0

0

B1

B0 

G1 

R1

G2 

B3

B1

G2 

R3 

B1 

G2

R3 

R0

B0

0

B1

B0 

B1 

R1

G2 

B3

B1

G2 

R3 

B1 

G2

R3 

R0

B0

0

B1

B0 

B1 

R1

G2 

B3

B1

G2 

R3 

B1 

G2

R3 

R0

B0

0

B1

B0 

B1 

R1

G2 

B3

B1

G2 

R3 

B1 

G2

R3 

R0

B0

0

B1

B0 

B1 

R1

G2 

B3

B1

G2 

R3 

B1 

G2

R3 

R0

24 

24 

16 

18

12

18 

18 

24 

24 

- 

0 

1

2 

0 

1 

2 

0 

1 

2

31～24

PhaseBit Rate
[bpp]

PKF
[4:0] 23～16

Bit

15～8 7～0

 
 

40.3.15 VOU入力画像データ格納先頭アドレスレジスタ 1（VOUAD1R） 

VOUAD1Rは、入力画像データの輝度信号もしくは RGB信号の表示データの先頭アドレスを設定します。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ADR[15:0]

ADR[31:16]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

ADR[31:2] 

ADR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VOUが入力画像データをメモリから取得する際の輝度信号もしくは RGB

信号の表示データの先頭アドレスを指定します。画像データはフレームイ

メージで格納してください。 

なお、下位 2ビットは必ず 0に設定してください。 

【注】 本レジスタに設定するアドレスは、キャッシュの有効／無効にかか

わらず P0領域として設定してください。 

 

40.3.16 VOU入力画像データ格納先頭アドレスレジスタ 2（VOUAD2R） 

VOUAD2Rは、入力画像データの色差信号表示データの先頭アドレスを設定します。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ADR[15:0]

ADR[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 

1、0 

ADR[31:2] 

ADR[1:0] 

H'0000 0000 R/W

R 

VOUが入力画像データをメモリから取得する際の、色差信号の表示デー

タの先頭アドレスを指定します。画像データはフレームイメージで格納し

てください。 

なお、下位 2ビットは必ず 0に設定してください。 

【注】 本レジスタに設定するアドレスは、キャッシュの有効／無効にかか

わらず P0領域として設定してください。 

 

40.3.17 VOU入力画像データアドレスインクリメントレジスタ（VOUAIR） 

VOUAIRは、入力画像データのアドレスインクリメント値を設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

AIR[15:0]

————————————————
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

15～2 

1、0 

AIR[15:2] 

AIR[1:0] 

H'0000 R/W

R 

VOUが入力画像データをメモリから取得する際の、1ラインのアドレス 

インクリメント値を指定します。表示データが YCbCr4:4:4形式の色差信

号のときは、設定された値の 2倍の値がアドレスインクリメント値となり

ます。 

なお、下位 2ビットは必ず 0に設定してください。 

 

40.3.18 VOU入力画像データスワップレジスタ（VOUSWR） 

VOUSWRは、入力画像データのバイトスワップ、ワードスワップ、ロングワードスワップを設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— LS WS BS

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

2 LS 0 R/W 入力画像データロングワードスワップ選択 

入力画像データに対して、ロングワードスワップを行います（図 40.4参

照）。 

0：ロングワードスワップを行わない 

1：ロングワードスワップを行う 

1 WS 0 R/W 入力画像データワードスワップ選択 

入力画像データに対して、ワードスワップを行います（図 40.5参照）。 

0：ワードワップを行わない 

1：ワードスワップを行う 

0 BS 0 R/W 入力画像データバイトスワップ選択 

入力画像データに対して、バイトスワップを行います（図 40.6参照）。 

0：バイトスワップを行わない 

1：バイトスワップを行う 
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MSB LSB

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 45 6 7 8

32 32

64

 

図40.4 ロングワードスワップ 

MSB LSB

1 2 3 4 5 6 7 8

1 23 4 5 67 8

16 16 16 16

64

 

図40.5 ワードスワップ 

MSB LSB

1 2 3 4 5 6 7 8

4 32 1 8 76 5

8 8 8 8 8 8 8 8

64

 

図40.6 バイトスワップ 
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40.3.19 VOUレジスタ面切り替えレジスタ（VOURCR） 

VOURCRは、VOUが使用するレジスタ面の指定と切り替えタイミングを設定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— CT RS RC

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

2 CT 0 R/W 切り替えタイミング指定 

フィールドの VSYNCに同期して切り替えるのか、フレームの VSYNCに

同期して切り替えるのかを指定します。 

0：レジスタ面切り替えのタイミングはフィールドの VSYNCに同期 

1：レジスタ面切り替えのタイミングはフレームの VSYNCに同期 

1 RS 0 R/W レジスタ面指定 

フィールドもしくはフレームの VSYNCに同期して VOUが使用する 

レジスタ面を指定します。フィールド、フレームのどちらの VSYNCであ

るかは CTビットで指定します。本ビットは RCビットが 0のときのみ有

効です。 

0：A面のレジスタを使用します 

1：B面のレジスタを使用します 

0 RC 0 R/W レジスタ面切り替えイネーブル 

フィールド、もしくはフレームの VSYNCに同期して VOUが使用するレ

ジスタ面を切り替えるか指定します。フィールド、フレームのどちらの

VSYNCであるかは CTビットで指定します。切り替えない場合は

VOURCRの RSビットで指定されたレジスタ面が使用されます。 

0：VSYNCに同期して指定されたレジスタ面を使用する 

1：VSYNCに同期してレジスタ面を切り替える 
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40.3.20 VOUレジスタ面強制指定レジスタ（VOURPR） 

VOURPRは、VOUが使用するレジスタ面を指定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— RP

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

— —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も必ず 0にしてください。 

0 RP 0 R/W 使用レジスタ面指定 

使用するレジスタ面を指定します。 

0：A面使用指定 

1：B面使用指定 

 



 

40. ビデオ出力ユニット（VOU） 

40-28  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

メモリ、BEUのどちらから入力画像データを取得するか、また、入力画像データフォーマットは YCbCr、RGB

のどちらなのか、それぞれにおいて設定が必要なレジスタを表 40.6に示します。 
 

表40.6 必要設定レジスタ 

入力画像をメモリから取得 入力画像を BEUから取得 レジスタ名 

YCbCr形式 RGB形式 YCbCr形式 

VOUER ○ ○ ○ 

VOUCR ○ ○ ○ 

VOUSTR － － － 

VOUVCR ○ ○ ○ 

VOUISR ○ ○ ○ 

VOUBCR ○ ○ ○ 

VOUDPR ○ ○ ○ 

VOUDSR ○ ○ ○ 

VOUVPR ○ ○ ○ 

VOUIR ○ ○ ○ 

VOUSRR － － － 

VOUMSR ○ ○ ○ 

VOUHIR ○ ○ ○ 

VOUDFR ○ ○ × 

VOUAD1R ○ ○ × 

VOUAD2R ○ × × 

VOUAIR ○ ○ × 

VOURCR ○ ○ ○ 

【記号説明】○：設定が必要、×：設定は不要、－：任意 
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40.4 動作説明 

VOUは、BEUもしくはメモリから取得した画像を拡大、およびフォーマット変換して、外部へ出力します。出

力画像は YCbCr 4:2:2フォーマットで、ITU-R BT.601、および ITU-R BT.656に準拠します。また、出力時の SYNC

信号も入力されるピクセル周波数のクロックより生成します。 

VOUの出力信号をデジタルビデオエンコーダに接続することで、容易に TVに画像を出力することができます。 
 

40.4.1 SYNC信号の生成 

SYNC（DV_HSYNC、DV_VSYNC）信号、およびピクセルクロック（DV_CLK）は、VOUERの SENビットが

B'1に設定されたときに、出力を開始します。SYNC信号は、13.5MHzのクロックを元に生成されます。SENビッ

トが B'0に設定されたとき、SYNC信号、およびピクセルクロックの出力が停止します。また、垂直同期のアサー

ト位置によって、トップ／ボトムフィールドの判定を行うことができます。 
 

40.4.2 VOUの起動／停止 

VOUの起動は、VOUERの STビットを B'1に設定することで行われます。STビットを B'1に設定する際は、

SENビットも B'1に設定されていなければなりません。STビットが B'1に設定された後、最初のトップフィール

ドの開始時点で、EXEビットが B'1にセットされ、VOUが動作を開始します。 

VOUを停止する際には、STビットを B'0に設定します。STビットが B'0に設定された直後のフィールドの終

了時点で、EXEビットが B'0にクリアされます。 
 

40.4.3 BEUとのハンドシェーク 

表示画像データを BEU経由で取得している場合、VOUERの EXEビットが B'1にセットされているとき、VOU

と BEU間でハンドシェークが行われている可能性がありますので、BEUを停止させないでください。また、VOU

動作中にリセットを行った場合（VOUSRRの HRビット、SRビット、BRビットのどれかに B'1書き込み）には、

BEUとのハンドシェークが途切れてしまいますので、BEU側も必ずリセットを行ってください。 
 

40.4.4 VOU起動中のレジスタの書き換え 

VOUはレジスタを 2面持っていますので、VOU起動中のレジスタ書き換えは原則的に VOUが使用していない

レジスタ面（もしくはミラーアドレス）に対して行ってください。VOUER、VOUSRR、VOURCR、および VOUCR

の IEビットを除いて、VOUが使用しているレジスタの書き換えを行った場合、動作を保証いたしません。VOURCR

の RCビットが B'1のときは、VSYNCに同期してレジスタ面が切り替わります。RCビットが B'0のときは、VSYNC

に同期して VOURCRの RSビットで指定されたレジスタ面を使用します。 

なお、BEUと VOUが連動して動作しているときは、BEUと VOUは同じタイミングでレジスタ面切り替えを

行います。レジスタ切り替え信号は、VOUから BEUに出力されることになります。 
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40.5 VOU設定手順 

VOUを使用して画像を出力する場合の設定手順を説明します。 

QVGA画像を、BEUを経由して、等倍出力する場合の設定例を図 40.7に示します。 

入力画像は YCbCr 4:2:2で、Yデータが H'0C00 0000より格納され、CbCrデータが H'0C40 0000より格納されて

いるものとします。 

まず BEUの設定を行ってください。本設定例では、1枚の画像を VOUに出力する設定になっていますが、BEU

では複数の画像をブレンド処理して出力することが可能ですので、ブレンド処理を行う場合には、所望の設定を

BEUに対して実施してください。BEUの設定の最後で、BEUの起動ビットをセットします。これによって、BEU

は VOUからの起動信号待ちの状態となります。 

続いて、VOUの設定を行います。割り込みの設定、表示位置の設定などを行った後、VOUの起動を行います。 

BSMW1 ← H'0000 0140
BSSZR1 ← H'00F0 0140
BSAYR1 ← H'0C00 0000
BSACR1 ← H'0C40 0000
BSIFR1  ← H'0000 0000
BBLCR0 ← H'0000 0000
BBLCR1 ← H'0001 0100
BESTR  ← H'0000 0101

VOUCR ← H'0040 0301
VOUVCR ← H'0000 0000
VOUBCR ← H'0010 8080
VOUDPR ← H'0080 0010
VOUDSR ← H'02D0 00F0
VOUVPR ← H'0014 0014
VOURCR ← H'0000 0001
VOUER ← H'0000 0101

＜BEUの設定＞
画像のメモリ幅設定 ：320
画像サイズの設定 ：320×240
画像（Y）の格納エリア ：H'0C00 0000
画像（C）の格納エリア ：H'0C40 0000
画像フォーマットYCbCr 4:2:2の設定
ブレンド設定
親画面設定およびVOU出力の設定
BEU起動設定

＜VOUの設定＞
割り込み設定、SYNC幅設定
画像拡大の設定
バックカラーの設定
表示位置の設定
有効画素の設定
ブランクオフセットの設定
レジスタ切り替え設定
VOUの起動設定

Start

 

図40.7 QVGA等倍出力時の設定例 
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40.6 タイミング 

40.6.1 同期タイミング 

HSYNCとデータ有効期間のタイミングを図 40.8に示します。HSYNCのアサート幅は、VOUCRの HWビット

の値となります。HSYNC発行から有効データ期間までのクロック数は、VOUVPRのHVPビットの値となります。

データ有効期間は VOUDSRの HDSビットの値となります。 

DV_CLK

VOUCR.HW
DV_HSYNC

DV_D15～DV_D8

DV_D7～DV_D0

VOUVPR.HVP

VOUDSR.HDS（データ有効期間）
 

図40.8 HSYNCとデータ有効期間のタイミング 

 

HSYNCと VSYNCの発生タイミングを図 40.9に示します。VSYNCのアサート幅は、VOUCRの VWビットで

指定されたライン数になります。トップフィールドの場合、VSYNCは HSYNCに同期して出力されます。ボトム

フィールドの場合、VSYNCは HSYNCと次の HSYNCの中間で出力されます。 

1ライン
NTSC : 858clk
PAL : 864clk

DV_HSYNC

DV_VSYNC
（トップフィールド）

DV_VSYNC
（ボトムフィールド）

VOUCR.VW（ライン数）

NTSC : 429clk
PAL : 432clk  

図40.9 HSYNCと VSYNCの発生タイミング 
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40.6.2 フィールド終了割り込み発生タイミング 

フィールド終了割り込み発生タイミングを図 40.10に示します。 

DV_HSYNC

DV_VSYNC

DV_INT_REQ_N

5ピクセルクロック 5ピクセルクロック  

図40.10 割り込み発生タイミング 

 

40.6.3 2面レジスタの切り替えタイミング 

VOUはレジスタを 2面持っています。レジスタ面の切り替わるタイミングは、フレームもしくはフィールドの

VSYNCに同期して、VSYNC発生の 2クロック後に切り替わります。また、レジスタ面が切り替わるのと同じタ

イミングで VSYNC割り込みが発生します。レジスタ面の切り替え、および VSYNC割り込み発生のタイミングを

図 40.11に示します。VSYNC割り込みが発生したら、次のフレーム、もしくはフィールドのレジスタ設定を行う

ようにしてください。 

VSYNC割り込み（VOUIR.VI）とフィールド割り込み（VOUIR.FI）は同時に使用しないでください。 

A AB B

clk_m

VSYNC

VOU

VSYNC

B A B  

図40.11 割り込みとレジスタ設定のタイミング 
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41. メディア RAM（MERAM） 

本 LSIは、メディア RAM（MERAM）を 128Kバイト搭載しています。本MERAM上に、最高 32面のインタ

ーコネクトバッファ（ICB）を定義することができます。各 ICBは、対応画像モジュール（以降、対応モジュー

ル）のトランザクションに対して、リードバッファやライトバッファとして機能することができるほか、ICBを

経由して対応画像モジュール間でデータの授受を行うように設定することができます。ICBを用いることで、

SDRAMアクセスの低減、アクセスの効率化を図ることができます。 

また、MERAM上の複数の領域を連結して、フレームバッファキャッシュとして定義できます。 

対応モジュール：CEU×2、VEU×2、BEU×2、VPU、JPU、LCDCからのアクセス 

本機能を使用する場合は、物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR）のビット 7に 1を設定してください。 

（PASCRの詳細は、「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照ください） 
 

41.1 特長 

（a） インターコネクトバッファ（ICB）の特長 

• 最大32面のバッファ定義が可能。 

• リードバッファとして動作可能。対応モジュールからのリードトランザクションに応じ、設定したSDRAM

上の領域からデータを先読みしてバッファに格納します。対応モジュールからのトランザクション発生前に、

事前に読み出しを開始させることもできます。 

• ライトバッファとして動作可能。対応モジュールからのライトトランザクションを受理し、バッファに格納

します。SDRAMへの書き戻しあり、なしを選択可能。 

• 対応モジュールのライトバッファを、別の対応モジュールのリードバッファとして使用することにより、

MERAM上でデータの受け渡しが可能です。あわせてSDRAMへの書き込みを行うこともできます。 

 

（b） フレームバッファキャッシュの特長 

• 複数のICBを結合した領域をフレームバッファキャッシュとして定義可能 
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Super Hyway(SHwy)

Bus Bridge

SH-X2 DBSC DMAC1 2DGDMAC0

ICB制御
レジスタ

ICB使用判定・MERAM上アドレス生成・ヒット判定

MERAMアクセスポート調停

SHwy－MERAM転送DMAC

VEU×2

VPU

LCDC

CEU×2

JPU

BEU×2

内蔵RAM
（128Kバイト）

MERAM（メディアRAM）の呼称範囲

 

図41.1 MERAMと他のモジュールとの関係 
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41.2 レジスタの説明 

MERAMのレジスタ構成およびメモリ構成を表 41.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態

を表 41.2に示します。 
 

表41.1 レジスタ構成およびメモリ構成 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ICB制御レジスタ 0 MEVCR0 R/W H'E800 0000 32 

ICB制御レジスタ 1 MEVCR1 R/W H'E800 0004 32 

ICB転送終了割り込み制御レジスタ METEIE R/W H'E800 0008 32 

ICBトランザクションエラー割り込み制御レジスタ MEILIE R/W H'E800 000C 32 

ICBアクティブステータスレジスタ MEACTST R/W H'E800 0010 32 

ICB転送終了ステータスレジスタ METEST R/W H'E800 0014 32 

ICBライトトランザクションエラーステータスレジスタ MEILWST R/W H'E800 0018 32 

ICBリードトランザクションエラーステータスレジスタ MEILRST R/W H'E800 001C 32 

ICB00バッファ制御レジスタ ME00CTRL R/W H'E800 0400 32 

ICB00フレームサイズレジスタ ME00BSIZE R/W H'E800 0404 32 

ICB00 MERAM設定レジスタ ME00MCNF R/W H'E800 0408 32 

ICB00予約 － R H'E800 040C 32 

ICB00外部メモリスタートアドレスレジスタ A ME00SSARA R/W H'E800 0410 32 

ICB00外部メモリスタートアドレスレジスタ B ME00SSARB R/W H'E800 0414 32 

ICB00外部メモリバッファサイズレジスタ ME00SBSIZE R/W H'E800 0418 32 

ICB00予約 － R H'E800 041C 32 

ICB01 ****  

～ ICB31**** 

ME01**** 

～ME31**** 

R/W H'E800 0420 

～H'E800 07FC 

32 

MERAM直接アクセス空間 － R/W H'E808 0000～

H'E809 FFFF 

8/16/32 

【注】 ミラーアドレスとして、H'E800 0000～H'E80F FFFFの範囲でも同様にアクセスできます。ただし、SH-X2コアからア

クセスする場合は、ミラーアドレスの範囲でのみアクセス可能です。 
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表41.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオンリ

セット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

MEVCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEVCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

METEIE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEILIE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEACTST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

METEST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEILWST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEILRST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEnnCNTRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEnnBSIZE 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

MEnnMCNF 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

MEnnSSARA 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

MEnnSSARB 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

MEnnSBSIZE 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

【注】 nn＝00～31 
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41.2.1 ICBnnコントロールレジスタ（MEnnCTRL） 

MEnnCTRL（nn＝00～31）は、ICBnnの動作モードを規定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— 0 0 0 — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— BSZ[2:0]

NXT[4:0]

— —

WD[1:0]

—

WS CB WBF WF

MSAR[8:0]

RF CM MD[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 不定 R/W リザーブビット 

書き込む場合には常に 0を書いてください。 

30～28 BSZ[2:0] 000 R/W ブロックラインを構成するライン数を示します。 

2^BSZ[2:0]ラインをブロックラインとして扱います。1、2、4、8、16、32、

64、128ラインからなるブロックラインを規定できます。 

27～25 － 不定 R リザーブビット 

書き込む場合には常に 0を書いてください。 

24～16 MSAR[8:0] H'000 R/W MERAM上に確保するメモリ領域の使用開始アドレスをKバイト単位で指

定します（0～127）。（MEnnBSIZE.XSZM1[15:0]+1）を 2^n KBに切り

上げた数（1KBも含みます）の倍数で指定してください。 

MERAM上で使用されるメモリ領域の量に関しては、「41.2.3 

ICBnnMERAM設定レジスタ（MEnnMCNF）」を参照してください。 

15～11 NXT[4:0] 00000 R/W フレームバッファキャッシュを構成する場合に、次の ICB番号を設定しま

す。現バッファ番号を設定するとフレームバッファキャッシュの終了バッ

ファであることを示します。MD[2:0]＝B'111でのみ本ビットの値が使用さ

れます。詳細は、「41.4.4 フレームバッファキャッシュとしての設定」

を参照してください。 



 

41. メディア RAM（MERAM） 

41-6  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10、9 WD[1:0] 00 R/W 書き込み動作の完了の検出法を設定します。MD[2:0]＝B'010、B'011、B'100

でのみ本ビットの値が使用されます。 

00：対象モジュールが終了を通知し、かつ、出力アドレスが最終アドレ

スに一致しているときに完了と見なします。 

01：出力アドレスが最終アドレスに一致しているときに完了と見なしま

す。 

10：対象モジュールが終了を通知したときに完了と見なします。 

11：完了を検出しません。 

本ビットが B'11以外の設定で、設定した完了条件を検出すると、本レジス

タのWFビットがセットされ、ICB上に最終ラインまでのデータの書き込

み完了が示されます。 

このとき、MD[2:0]＝B'010、B'011の場合は、WFビットに 1がセットさ

れることにより、最終ラインまでのデータのライトバックが開始されます。

また、MD[2:0]＝B'011、B'100の場合は、WFビットに 1がセットされる

ことにより、最終ラインまでのデータの読み出しが可能になります。 

【注】 1. 最終アドレスとは、MEnnBSIZEの YSZM1および XSZM1ビッ

トで決定されるピクセルを含む 8バイトのアドレスを示します。 

 2. 本ビットに設定する値は、各対応モジュールの特性や動作設定

に依存して変わります。詳細は、「41.5  対応モジュール個別

の設定」を参照してください。 

8 WS 0 R/W 最終画素を含むライトトランザクションの完了を待たせるか否かを設定

します。MD[2:0]＝B'010、B'011、B'100でのみ本ビットの値が使用され

ます。また、WD[1:0]ビットにて B'11以外の値を設定し、設定された完了

条件に合致したライトトランザクションに対してのみ機能します。 

0：書き込み完了を意味するライトトランザクションを受けると、同ラ

イトトランザクションを ICB上に反映させた後、当該 ICBの使用が

完了するまで、同ライトトランザクションを出力したモジュールの

動作完了を待たせます。 

1：書き込み完了を意味するライトトランザクションであっても同ライ

トトランザクションを出力したモジュールは動作完了します。 

【注】 本ビットに設定する値は、各対応モジュールの特性や動作設定に依

存して変わります。詳細は、「41.5 対応モジュール個別の設定」

を参照してください。 

7 CB 0 R/W 当該 ICBが、A面を使用中の場合に 0を、B面を使用中に 1を表示します。

書き込む場合には常に 0を書いてください。 

特別に記載した使用例で示される場合を除き、本ビットに書き込んだ値が

使用されることはありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 WBF 0 R/W MD[2:0]＝B'001、B'111の場合、当該 ICB上のデータのリードフィル動作

が完了したことを表示します。MD[2:0]＝B'010、B'011の場合、当該 ICB

上のデータのライトバック動作が完了したことを表示します。 

書き込む場合には常に 0を書いてください。ただし、当該 ICBの動作中に

本ビットに対し 1を書き込むと、現在実行中のリードフィル／ライトバッ

ク動作を最後として、動作を終了させます。 

【注】 当該 ICB動作中に本ビットに 1を書いた場合、SDRAM上へライト

バックされるデータ、または、ICBへリードフィルされるデータの

値は保証されません。本ビットに 1を書く場合には、WFビット、

RFビットへも同時に 1を書き、当該バッファの使用を終了してく

ださい。 

5 WF 0 R/W MD[2:0]＝B'010、B'011、B'100の場合、当該 ICB上のデータの書き込み

動作が完了したことを表示します。WD[1:0]ビットにより書き込み動作完

了の検出がなされた場合には、自動で 1がセットされます。 

書き込む際には 0を書いてください。ただし、当該 ICBの動作中に本ビッ

トに対し 1を書き込むと、当該 ICBへの書き込み動作が完了したことが通

知されたものと見なされます。WD[1:0]ビットの機能によって自動的に書

き込み動作の完了を検出できないモジュールの場合、モジュールの動作完

了を受けた後に本ビットに対して 1を書き込み、当該 ICBに対する書き込

み動作が完了したことを手動で通知してください。 

MD[2:0]＝B'010、B'011の場合には、本ビットへ 1がセットされることに

より、ICB上に残ったデータのライトバックが開始されます。また、MD[2:0]

＝B'011、B'100の場合には、本ビットへ 1がセットされることにより、

最終ラインまでのデータの読み出しが可能になります。 

本ビットが 1で、かつ、以下の条件を満たす場合、当該 ICBの使用が完了

したものとされ、MEACTSTの ACnnビットがネゲートされ、METEST

の TEnnビットがセットされます。このとき、WBF、WF、RFの各ビット

はクリアされます。 

【条件】 

MD[2:0]＝B'010のとき：WBFビットのセット（ライトバック完了） 

MD[2:0]＝B'011のとき：WBFビットのセット（ライトバック完了）かつ

RFビットのセット（リード動作完了） 

MD[2:0]＝B'100のとき：RFビットのセット（リード動作完了） 

【注】 オフセット付アドレス（ライン N）を先頭アドレスとして書き込

みを行った場合においても、動作完了時にライン 0～N を含めた

データがライトバックされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 RF 0 R/W MD[2:0]＝B'001、B'011、B'100 の場合、当該 ICB上のデータの読み出し

動作が完了したことを表示します。MEnnBSIZEの RCNT[3:0]ビットの機

能により読み出し動作完了が検出された場合には、自動的に 1がセットさ

れます。書き込む際には 0を書いてください。ただし、当該 ICBの動作中

に本ビットに 1を書き込むと、当該 ICBからの読み出し動作が完了したこ

とが通知されたものと見なされます。MEnnBSIZEの RCNT[3:0]ビットに

より自動的に読み出し動作の完了が検出できないモジュールの場合、モジ

ュールの動作完了を受けた後に本ビットに対して 1を書き込み、当該 ICB

に対する読み出し動作が完了したことを通知してください。 

本ビットが 1で、かつ、以下の条件を満たす場合、当該 ICBの使用が完了

したものとされ、MEACTSTの ACnnビットがネゲートされ、METEST

の TEnnビットがセットされます。このとき、WBF、WF、RFの各ビット

はクリアされます。 

【条件】 

MD[2:0]＝B'001のとき：WBFビットのセット（リードフィル完了） 

MD[2:0]＝B'011のとき：WBFビットのセット（ライトバック完了）かつ

WFビットのセット（ライト動作完了） 

MD[2:0]＝B'100のとき：WFビットのセット（ライト動作完了） 

MD[2:0]＝B'111のとき：WBFビットのセット(リードフィル完了) 

3 CM 0 R/W 連続アドレスモード 

対応モジュールからのアドレスから、ライン番号、ライン内オフセットへ

の変換する方法を指定します。詳細は「41.3 MERAMのアクセス法」を

参照ください。 

0：MEnnBSIZE.XSZM1<4,096：アドレスのビット[11:0]がライン内オフ

セット、ビット[12]以上がライン番号を示します。 

4,096≦MEnnBSIZE.XSZM1：アドレスのビット[14:0]がライン内オ

フセット、ビット[15]以上がライン番号を示します。 

1：MEnnBSIZE.XSZM1<1,024：アドレスのビット[9:0]がライン内オフ

セット、ビット[10]以上がライン番号を示します。 

1,024≦MEnnBSIZE.XSZM1<2,048：アドレスのビット[10:0]がライ

ン内オフセット、ビット[11]以上がライン番号を示します。 

2,048≦MEnnBSIZE.XSZM1<4,096：アドレスのビット[11:0]がライ

ン内オフセット、ビット[12]以上がライン番号を示します。 

4,096≦MEnnBSIZE.XSZM1<8,192：アドレスのビット[12:0]がライ

ン内オフセット、ビット[13]以上がライン番号を示します。 

【注】MEnnCTRL.CM＝1の場合には、MEnnBSIZE.XSZM1<8,192で使用

ください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 MD[2:0] 000 R/W ICBnn使用モードを示します。 

000：ICB使用なし 

001：リードバッファモード 

010：ライトバッファモード 

011：インターコネクトバッファ（ライトバックあり）モード 

100：インターコネクトバッファ（ライトバックなし）モード 

111：フレームバッファキャッシュモード 

 

41.2.2 ICBnnフレームサイズレジスタ（MEnnBSIZE） 

MEnnBSIZE（nn＝00～31）は、ICBnnに対応するフレームバッファのサイズを設定します。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

XSZM1[15:0]

RCNT[3:0] YSZM1[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 RCNT[3:0] 不定 R/W 本リード動作完了検出法を設定します。 

0を設定すると、読み出し動作の完了の検出を行いません。0以外の値とし

て nを設定した場合、出力アドレスが最終アドレスに n回目に一致してい

るときに完了と見なします。 

本ビットが 0以外の値になっており、設定した完了条件を検出すると、

MEnnCNTRLレジスタの RFビットがセットされ、読み出し動作が完了した

ことが示されます。 

【注】 1. 最終アドレスとは、MEnnBSIZEの YSZM1および XSZM1ビット

で決定されるピクセルを含む 8バイトのアドレスを示します。 

 2. 本ビットに設定する値は、各対応モジュールの特性や動作設定に

依存して変わります。詳細は、「41.5 対応モジュール個別の設

定」を参照してください。 

27～16 YSZM1[11:0] 不定 R/W ICBnn（nn＝0～31）に対応するフレームバッファのライン数－1を指定し

ます（0～4095）。 

15～0 XSZM1[15:0] 不定 R/W ICBnn（nn＝0～31）に対応するフレームバッファの 1ライン中にある実デ

ータサイズ－1をバイト単位で指定します（0～65,535バイト）。 

【注】MEnnCTRL.CM＝1の場合には、MEnnBSIZE.XSZM1<8,192で使用

ください。 
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41.2.3 ICBnnMERAM設定レジスタ（MEnnMCNF） 

MEnnMCNF（nn＝00～31）は、ICBnnが使用するMERAM上のバッファ領域の各種設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

KWBNM[3:0]

— — — —

KRBNM[3:0]

— — — — — —

BNM[7:0]

— — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 KWBNM[3:0] 不定 R/W MEnnCTRL.MD[2:0]＝B'010、B'011、B'100の場合、書き込み時保持ライ

ン数を指定します。 

MEnnCTRLの BSZ[2:0]ビットで規定されたブロックライン数の単位で指

定し、 

書き込み時保持ライン数＝(KWBNM[3:0]+1)<<MEnnCTRL.BSZ[2:0] 

と扱われます。 

ライン nへの書き込みを検出すると、ライン（n－書き込み時保持ライン

数）上のデータが確定しているものと判断します。以後、ライン（n－書

き込み時保持ライン数）への書き込み動作が生じた場合、その書き込み動

作はフリーズします。 

【注】本ビットに設定する値は、各対応モジュールの特性や動作設定に依

存して変わります。詳細は、「41.5 対応モジュール個別の設定」

を参照してください。 

27～24 KRBNM[3:0] 不定 R/W MEnnCTRL.MD[2:0]＝B'001、B'011、B'100、B'111の場合、読み出し時保

持ライン数を指定します。 

MEnnCTRLの BSZ[2:0]ビットで規定されたブロックライン数の単位で指

定し、 

読み出し時保持ライン数＝(KRBNM[3:0]+1)<<MEnnCTRL.BSZ[2:0] 

と扱われます。 

ライン nへの読み出しを検出すると、ライン（n－読み出し時保持ライン

数）上のデータは解放可能であると判断します。以後、ライン（n－読み

出し時保持ライン数）への読み出し動作が生じた場合、その読み出し動作

はフリーズします。 

【注】本ビットに設定する値は、各対応モジュールの特性や動作設定に依

存して変わります。詳細は、「41.5 対応モジュール個別の設定」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～16 BNM[7:0] 不定 R/W MERAM上に確保するライン数を示します（設定した値+1のライン数が確

保されます）。 

MEnnCTRLの BSZ[2:0]ビットの設定によらず、ライン数で指定します。

最低でも次のライン数を確保してください。 

MD＝B'001：（読み出し保持ライン数+1ブロックライン数） 

MD＝B'010：（書き込み保持ライン数+1ブロックライン数） 

MD＝B'011、B'100：（書き込み保持ライン数+読み出し保持ライン数+1

ブロックライン数） 

MD＝B'111：設定法は、「(a) MERAM上に確保されるメモリ領域の計

算法」を参照してください。 

15～0 － 不定 R リザーブビット 

書き込む値は必ず 0にしてください。 

 

（a） MERAM上に確保されるメモリ領域の計算法 

ICBnnを定義すると、MEnnCTRLのMSAR[8:0]ビットで示される先頭アドレスから、下記の量のメモリ領域が

確保されます。 

確保されるメモリ量（Kバイト）＝（（MEnnBSIZE.XSZM1[15:0]+1）を2^n KBに切り上げた数（1KBも含む））

×（MEnnMCNF.BNM[7:0]+1） 

他の ICBによる確保領域と重なっていることの検出は行われませんので、おのおのが重ならないように

MSAR[8:0]ビットを設定してください。 

【注】 「MERAM上の確保ライン数」＋「リード時保持ライン数」＋「ライト時保持ライン数」が 256未満となるように設定

してください。 

 

41.2.4 ICBnn外部メモリスタートアドレスレジスタ A（MEnnSSARA） 

MEnnSSARA（nn＝00～31）は、ICBnnに対応するフレームバッファ（A面）の外部メモリ上での先頭アドレス

を示します。SSARAは 8の倍数である必要があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — 0 0 0

SSARA[15:3] — ——

SSARA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 SSARA[31:3] 不定 R/W ICBnn（nn＝0～31）に対応するフレームバッファ（A面）の外部メモリ

上の先頭アドレスを示します（8バイト単位）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

 

41.2.5 ICBnn外部メモリスタートアドレス B（MEnnSSARB） 

MEnnSSARB（nn＝00～31）は、ICBnnに対応するフレームバッファ（B面）の外部メモリ上での先頭アドレス

を示します。SSARBは 8の倍数である必要があります。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — 0 0 0

SSARB[15:3] — ——

SSARB[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 SSARB[31:3] 不定 R/W ICBnn（nn＝0～31）に対応するフレームバッファ（B面）の外部メモリ

上の先頭アドレスを示します（8バイト単位）。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

 

41.2.6 ICBnn外部メモリバッファサイズレジスタ（MEnnSBSIZE） 

MEnnSBSIZE（nn＝00～31）は、ICBnnが対応するフレームバッファの外部メモリ上での 1ラインの幅をバイト

単位で示します。1ラインの幅は 8の倍数で指定する必要があります。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — 0 0 0

SBSIZE[15:3] — — —

—— — — — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

15～3 SBSIZE[15:3] 不定 R/W フレームバッファの 1ラインの幅（8バイト単位）を示します。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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41.2.7 ICB制御レジスタ 0（MEVCR0） 

MEVCR0は、将来の拡張用のレジスタです。書き込みは禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本レジスタへの書き込みは禁止です。 

 

41.2.8 ICB制御レジスタ 1（MEVCR1） 

MEVCR1は、ICBの初期化、およびフラグレジスタへの直接書き込みを制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RST

—

WD

—

AMD

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RST 0 R/W ICBリセット 

本ビットに 1を書き込むと、ICBの初期化を行います。初期化完了後、自動

的にクリアされます。ICBを使用している対応モジュールすべてをリセット

した後、本ビットに 1をセットしてください。 

ICBを使用したソフトウェアに異常が発生した場合に使用してください。 

30 WD 0 R/W ライトディレクション設定 

MEACTST、METEST、MEILWST、MEILRSTレジスタへの書き込みは、通

常 1を書いたビットへのビットクリア動作になりますが、本ビットに 1が

セットされている場合、1を書いたビットへのビットセット動作に切り替わ

ります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29 AMD 0 R/W アドレス指定モード切替 

0：対応モジュールからのアドレスがH'8000 0000～H'BFFF FFFFのとき、

ICB機能を使用します。 

1：対応モジュールからのアドレスが H'C000 0000～H'DFFF FFFFのと

き、ICB機能を使用します。 

詳細は「41.3 MERAMのアクセス法」を参照ください。 

28～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

 

41.2.9 ICB転送終了割り込み設定レジスタ（METEIE） 

METEIEは、各 ICBの転送終了フラグ（METEST.TEnn）による割り込み発生を制御します（nn＝0～31）。 

書き込み動作を自動検出できないモジュールに対し手動にてMEnnCTRLのWFビットをセットした場合、本割

り込み機能により、そのライトバック動作の完了を待つことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TInn

TInn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TInn H'0000 0000 R/W 各ビット（nn＝0～31）に 1をセットすることにより、METESTレジスタ

の各 ICBの転送終了フラグ（TEnn）が 1のときに割り込みを発生します。 

割り込み発生後、TEnnフラグをクリアするか、本レジスタの TInnをクリ

アすることで割り込みは取り下げられます。 
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41.2.10 ICBトランザクションエラー割り込み設定レジスタ（MEILIE） 

MEILIEは、各 ICBのエラーステータスフラグ（MEILWST.IWnn、MEILRST.IRnn）による割り込み発生を制御

します（nn＝0～31）。各エラーステータスの成立条件に関しては、MEILWST、MEILRSTレジスタの説明を参照

してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IInn

IInn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 IInn H'0000 0000 R/W 各ビット（nn＝0～31）に 1をセットすることにより、MEILWSTレジスタ

またはMEILRSTレジスタの各 ICBのエラー終了フラグ（IWnn、または IRnn）

が 1のときに割り込みを発生します。 

ライト側、リード側のいずれかのフラグにより割り込みが発生します。割り

込み発生後、IWnnおよび IRnnフラグをクリアするか、本レジスタの IInn

をクリアすることで割り込みは取り下げられます。 

 

41.2.11 ICBアクティブステータスレジスタ（MEACTST） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ACnn

ACnn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 ACnn H'0000 0000 R/W ICBnn（nn＝0～31）が使用中であることを示します。 

MEVCR1.WD＝0の場合には、本レジスタに 1を書き込むと、1が書き込ま

れたビットはクリアされ、0が書き込まれたビットの値は変化しません。。

MEVCR1.WD＝1の場合には、本レジスタに 1を書き込むと 1が書き込まれ

たビットがセットされ、0が書き込まれたビットの値は変化しません。 
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（a） ICBnnの状態遷移 

ACnnビット（nn＝0～31）は、ICBnn（nn＝0～31）が使用中であることを示します。 

対応モジュールから ICBnnへトランザクションが発生し、それがエラーでない場合、ACnnビットがセットさ

れ、ICBnnは使用中になります。 

使用中状態となった ICBnnは、1面分の処理が完了した時点で、いったん、非使用中状態にする必要がありま

す。1面分の処理が完了するとは、次の状態をいいます。 

• MD＝B'001、B'111の場合：MEnnCTRL.RF＝1かつMEnnCTRL.WBF＝1 

RFビットは、ICBnnを使用しているモジュールの読み出し動作が完了しているこ

とを示します。WBF＝1は、ICBnnへのリードフィル動作が最終ラインまで完了し

ていることを示します。 

• MD＝B'010の場合： MEnnCTRL.WF＝1かつMEnnCTRL.WBF＝1 

WFビットは、ICBnnを使用しているモジュールの書き込み動作が完了しているこ

とを示します。WBF＝1は、ICBnnへ書き込まれたデータの外部メモリへのライト

バックが最終ラインまで完了していることを示します。 

• MD＝B'011の場合： MEnnCTRL.WF＝1かつMEnnCTRL.WBF＝1かつMEnnCTRL.RF＝1 

• MD＝B'100の場合： MEnnCTRL.WF＝1かつMEnnCTRL.RF＝1 

 

ICBnnの 1面分の処理が完了すると、MEnnCTRLのWBF、WF、RFの各ビットがクリアされ、METESTレジス

タの当該ビット（TEnn）がセットされます。同時にMEACTSTの当該ビット（ACnn）がクリアされ、ICBnnは非

使用中状態になります。 

WF、RFビットをセットするには、対応モジュールの終了割り込みにより、使用していた全 ICBnnのWFおよ

び RFビットに手動にて 1をセットするという手法があります。なお、WBFビットに 1をセットするとライトバ

ック動作が中断しますので、セットしないでください。 

また、書き込み動作、読み出し動作それぞれにつき、1面分の処理完了を自動検出する機能が使用できる場合が

あります。詳細はMEnnCTRL.WD[1:0]、MEnnCTRL.WS、MEnnBSIZE.RCNT[3:0]の機能説明、および「41.5 対

応モジュール個別の設定」を参照してください。自動検出が使用できる場合、書き込みあるいは読み出し動作の

最後のトランザクションの実行によりMEnnCTRL.WF/RFビットが自動でセットされ、手動でのセットを行う必要

がなくなります。 

非使用中状態に戻った ICBnnは、対応モジュールからの次面のトランザクションを処理できるようになります。

使用中状態のまま、次面のトランザクションが生じた場合、一般にはトランザクションエラーとなりますが、次

の場合には動作を継続できます。 

• ICBnnへ発生したトランザクションのA面／B面指定が、使用中のICBnnのA面／B面表示と逆の場合 

• ICBnnへ発生したトランザクションのA面／B面指定が、使用中のICBnnのA面／B面表示と同一であるが、ト

ランザクションのライン番号が0であり、かつ、すでに最終ラインまでのトランザクションが処理されており、

かつ、読み出し／書き込み保持ライン数内にライン0が含まれない場合 

 

これらの条件では、このトランザクションの発生をICBnnの使用完了と見なし、自動的に完了処理を開始します。
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トランザクションが読み出しの場合には、同モジュールが読み出し動作として使用している高々2面のバッファ

のRFビットをセットし、それらのバッファが非使用中になるのを待ってから、発生したトランザクションを処

理します。また、トランザクションがライトの場合には、同モジュールが書き込み動作として使用している高々

2面のバッファのWFビットをセットし、それらのバッファが非使用中になるのを待ってから、発生したトラン

ザクションを処理します。 

【注】 BEUの読み出し側、2D-DMACの読み出し／書き込み側では 2面以上の ICBを使用できますが、ある ICBnnへの次面

のトランザクションの発生により、別の用途で使用している ICBへの完了処理が行われる場合があります。このため、

対応モジュールの読み出し／書き込みおのおのにつき、2面以上の ICBを使用する場合には、この機能は使用できませ

ん。 

 

トランザクションエラーが検出されると、MEILWSTおよびMEILRSTレジスタの当該ビット（IWnn／IRnn）

がセットされ、同時にMEACTSTレジスタの当該ビット（ACnn）はネゲートされます。トランザクションエラー

に関してはMEILWST、MEILRSTレジスタの説明を参照してください。 
 

（b） 「使用中」の ICBに対するレジスタ書き込み 

MEACTSTレジスタへの書き込みは、通常 1を書いたビットに対応する ACビットがネゲートされます。また、

MEVCR1.WD＝1状態では、1を書いたビットに対応する ACビットがセットされます。レジスタ書き込みによる

ACビットの操作は、特別に記載のある使用例を除き行う必要はありません。 

ACnn＝1である期間、ICBnnの設定レジスタへの書き込み動作は、次のように扱われます。 

• MEnnCTRLへの書き込み動作は、WBF、WF、RFビットへの1書き込みのみが機能し、その他のビットの値は

変化しません。また、WBF、WF、RFビットの全ビットに0を書き込んだ場合、各ビットの値は変化しません

が、ICBnnの設定レジスタの再評価がなされ、バッファの再起動やリードフィル動作の先行起動が行われま

す。 

バッファの再起動は、MEILRSTレジスタのエラーフラグのクリアと再開方法、リードフィル動作の先行起動

は、「(c) リードフィル動作の先行起動」を参照してください。 

• その他のICBnn設定レジスタへの書き込みは可能ですが、MEnnSSARA、MEnnSSARBのうちMEnnCTRL.CB

ビットで示されるレジスタと逆面のレジスタのみ、書き換え可能とします。その他のレジスタへの書き込み

は行わないでください。 

 

（c） リードフィル動作の先行起動 

MEnnCTRL.MD[2:0]＝B'001の設定の場合、MERAMへのリードフィルは、モジュールから ICBnnへのリードト

ランザクションが生じ、MEACTnn.ACnnビットが 1になった後に開始されます。モジュールからの ICBnnへのリ

ードトランザクションが生じる前に事前にリードフィル動作を開始したい場合、次の手順により実現できます。 

1. ICBnnの設定を行います。 

2. MEACTnn.ACnnビットを手動でセットします。このとき、MEVCR1.WD＝1を設定しておく必要があります。 

3. MEnnCTRLに対し、全ビット0を書き込みます。 

 

MEACTST.ACnn＝1のため、MEnnCTRLへの書き込みはなされませんが、ICBnnの設定が再評価されることに

より、リードフィル動作が開始されます。 
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【注】 ICBnnを初回に使用する場合、手順 1において、MEnnCTRL+H'0C、MEnnCTRL+H'1Cのアドレスに対し、H'00000000

を書き込んでください。 

 

41.2.12 ICB転送終了ステータスレジスタ（METEST） 

TEnnビット（nn＝0～31）は、ICBnn（nn＝0～31）の 1面分の処理が完了したことを示します。 

ICBの 1面分の処理の完了の定義については、MEnnCTRLレジスタのWFおよび RFビットの説明を参照して

ください。 

METESTレジスタへの書き込みは、通常、1を書いたビットに対応する TEビットがネゲートされます。また、

MEVCR1.WD＝1状態では、1を書いたビットに対応する TEビットがセットされます。 

METEIEレジスタによる割り込み機能を使用している場合、割り込み発生により、割り込みを発生させたビッ

トをクリアしてください。割り込み機能を使用しない場合、TEnnビットをクリアする必要はありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TEnn

TEnn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TEnn H'0000 0000 R/W ICBnn（nn＝0～31）の 1面分の処理が完了したことを示します。 

本レジスタに 1を書き込むと、1が書き込まれたビットはクリアされます。 
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41.2.13 ICBライトトランザクションエラーステータスレジスタ（MEILWST） 

IWnnビット（nn＝0～31）は、ICBnn（nn＝0～31）へ、処理できないライトトランザクションが発生したこと

を示します。本ビットがセットされると、同時にMEACTレジスタの ACnnビットはネゲートされます。ライト

トランザクションエラーになる条件は、次のとおりです。 

ライトトランザクションエラー発生の条件： 

• MEnnCTRL.MD[2:0]＝B'000設定のICBnnへライトトランザクションが発生した場合 

• リードトランザクションエラー、または、すでにライトトランザクションエラーの成立しているICBnn

（MEILRST.IRnnが1またはMEILWST.IWnnが1）へのライトトランザクションが発生した場合 

• いったん動作状態になったICBnnのMEACTST.ACnnビットを、MEACTSTへの書き込みによりネゲートした

状態にて、ICBnnへのライトトランザクションが発生した場合 

• 動作中のICBnn（MEACTST.ACnnが1）のA面／B面表示（MEnnCTRL.CBビットの値）と異なる面へのライト

トランザクションが生じた場合。ただし、同一モジュールが繰り返し同一ICBnnを使用する場合、A面／B面

の不一致は旧面の動作完了を意味し、エラーとはなりません。 

 

MEILWSTレジスタへの書き込みは、通常、1を書いたビットに対応する IWビットがネゲートされます。また、

MEVCR1.WD＝1状態では、1を書いたビットに対応する IWビットがセットされます。 

MEILIEレジスタによる割り込み機能を使用している場合、割り込み発生により、割り込みを発生させたビット

をクリアしてください。また、割り込み機能を使用しない場合でも、IWnnビットが成立している ICBnnへのトラ

ンザクションは同ビットの成立以後処理されませんので、IWnnビットのクリア処理が必要になります。「41.2.14 

（a） エラーフラグのクリアと再開方法」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IWnn

IWnn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 IWnn H'0000 0000 R/W ICBnn（nn＝0～31）へライトトランザクションのエラーが発生したことを

示します。 

本レジスタに 1を書き込むと、1が書き込まれたビットはクリアされます。 
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41.2.14 ICBリードトランザクションエラーステータスレジスタ（MEILRST） 

IRnnビット（nn＝0～31）は、ICBnn（nn＝0～31）へ、処理できないリードトランザクションが発生したこと

を示します。本ビットがセットされると、同時にMEACTの ACnnビットはネゲートされます。リードトランザ

クションエラーになる条件は、次のとおりです。 

リードトランザクションエラー発生の条件： 

• MEnnCTRL.MD[2:0]＝B'000設定のICBnnへリードトランザクションが発生した場合 

• ライトトランザクションエラー、または、すでにリードトランザクションエラーの成立しているICBnn

（MEILRST.IRnnが1またはMEILWST.IWnnが1）へのリードトランザクションが発生した場合 

• いったん動作状態になったICBnnのMEACTST.ACnnビットを、MEACTSTへの書き込みによりネゲートした

状態にて、ICBnnへのリードトランザクションが発生した場合 

• 動作中のICBnn（MEACTST.ACnnが1）のA面／B面表示（MEnnCTRL.CBビットの値）と異なる面へのリード

トランザクションが生じた場合。ただし、同一モジュールが繰り返し同一ICBnnを使用する場合、A面／B面

の不一致は旧面の動作完了を意味し、エラーとはなりません。 

 

MEILRSTレジスタへの書き込みは、通常、1を書いたビットに対応する IRビットがネゲートされます。また、

MEVCR1.WD＝1状態では、1を書いたビットに対応する IRビットがセットされます。 

MEILIEレジスタによる割り込み機能を使用している場合、割り込み発生により、割り込みを発生させたビット

をクリアしてください。また、割り込み機能を使用しない場合でも、IRnnビットが成立している ICBnnへのトラ

ンザクションは同ビットの成立以後処理されませんので、IRnnビットのクリア処理が必要になります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IRnn

IRnn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 IRnn H'0000 0000 R/W ICBnn（nn＝0～31）へライトトランザクションのエラーが発生したことを

示します。 

本レジスタに 1を書き込むと、1が書き込まれたビットはクリアされます。 
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（a） エラーフラグのクリアと再開方法 

MEILWST.IWnnまたはMEILRST.IRnnフラグを成立させたトランザクションは、そのトランザクションが処理

されるか、ICB全体を初期化するまで ICBモジュール内に滞留しクリアされません。したがって、エラーフラグ

を成立させたトランザクションの素性を予期しうる特別な場合を除き、エラーを生じさせたモジュールおよび ICB

全体を初期化する必要があります。 

1. ICBnn以外でも、ICBを使用しているモジュールがあれば、一時的にICBを使用しないようにモジュールのレ

ジスタ設定を変更してください。 

2. ICBnnへ使用しエラーを生じさせている可能性のある全モジュールに対して、ソフトウェアリセットを発行

してください。 

3. MEVCR1レジスタのRSTビットに1をセットし、ICBをリセットしてください。 

 

エラーフラグを成立させたトランザクションの素性が予期でき、同ドランザクションを完了させうる場合には、

次の手順が使用できます。 

【例】MD[2:0]＝B'000へのトランザクション発行によるエラーの場合： 

1. MEILWST.IWnnあるいはMEILRST.IRnnフラグが成立した状態のまま、ICBnnを同トランザクションが処理で

きるよう設定し、MD[2:0]をB'000以外の値に設定します。 

2. MEILWST.IWnnおよびMEILWST.IRnnビットをクリアします。 

3. MEACTST.ACnnをセットします。ACnnビットのセットには、MEVCR1.WDビットを1に設定した後に、

MEACTSTレジスタの当該ビットに1をセットします。 

4. MEnnCTRLに対して全ビット0を書き込んでください。ACnnビット＝1のため、実際に書き込みは行われませ

んが、MEnnCTRLへの書き込み動作によりICBnnの設定が再評価され、滞留していたトランザクションが処

理されます。 

 



 

41. メディア RAM（MERAM） 

41-22  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

41.3 MERAMのアクセス法 

41.3.1 SuperHywyイニシエータからの直接アクセス 

アプリケーションドメインのアドレス H'E808 0000～H'E809 FFFFの 128Kバイトの空間は、MERAMのメモリ

に直接アクセス可能です。ただし、ICBとしての使用状況とは無関係にアクセスされますので、ICBとして使用

されていない領域にのみアクセスしてください。 
 

41.3.2 対象画像モジュールからの直接アクセス 

対象画像モジュール（CEU×2、VEU×2、BEU×2、VPU、LCDC、JPU）からの H'0000 0000～H'7FFF FFFFお

よび H'C000 0000～H'FFFF FFFFのアドレスは SHwy上に出力されます。したがって、対象画像モジュールから

MERAMを直接アクセスする場合、H'E808 0000～H'E809 FFFFの128Kバイトの空間を指定してください。ただし、

ICBとしての使用状況とは無関係にアクセスされますので、ICBとして使用されていない領域にのみアクセスし

てください。 
 

41.3.3 対象画像モジュールからの ICBアクセス 

MEVCR1.AMD＝0の場合、対象画像モジュール（CEU×2、VEU×2、BEU×2、VPU、LCDC、JPU）から H'8000 

0000～H'BFFF FFFFへのアクセスが、ICBへのアクセスになります。 

MEVCR1.AMD＝1の場合、対象画像モジュールから H'C000 0000～H'DFFF FFFFへのアクセスが、ICBへのア

クセスになります。 

画像モジュールからのアドレスは下記のように解釈されて ICBが使用されます。 

ビットフィールドの意味： 

• An/B ：0のときA面指示、1のときB面指示を表します。 

• ICBnum[4:0] ：ICBバッファ番号を示します。 

• LINE[n:0] ：ライン番号を示します。 

• OFFSET[m:0] ：ライン内オフセット（バイト単位）を示します。 

 

• MEVCR1.AMD＝0、MEnnCTRL.CM＝0、VPU以外の対象モジュール 

（a-1） MEnnBSIZE.XSZM＜4,096 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[3:0]

0 An/B ICBnum[4:0]

OFFSET[11:0]

LINE[11:4]
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（a-2） 4,096≦MEnnBSIZE.XSZM 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

[0]

0

OFFSET[14:0]

An/B ICBnum[4:0] LINE[8:1]

 
 

• MEVCR1.AMD＝0、MEnnCTRL.CM＝1、VPU以外の対象モジュール 

（b-1） MEnnBSIZE.XSZM1＜1,024 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[5:0]

0 An/B ICBnum[4:0]

OFFSET[9:0]

LINE[13:6]

 

（b-2） 1,024≦MEnnBSIZE.XSZM1＜2,048 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[4:0]

0 An/B ICBnum[4:0]

OFFSET[10:0]

LINE[12:5]

 

（b-3） 2,048≦MEnnBSIZE.XSZM1＜4,096 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[3:0]

0 An/B ICBnum[4:0]

OFFSET[11:0]

LINE[11:4]

 

（b-4） 4,096≦MEnnBSIZE.XSZM1＜8,192 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[2:0]

0 An/B ICBnum[4:0]

OFFSET[12:0]

LINE[10:3]

 

【注】 MEnnCTRL.CM＝1では MEnnBSIZE.XSZM1＜8,192で使用ください。 
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• MEVCR1.AMD＝1、MEnnCTRL.CM＝0、VPU以外の対象モジュール 

（c-1） MEnnBSIZE.XSZM1＜4,096 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[3:0]

1 0 ICBnum[4:0]

OFFSET[11:0]

An/B LINE[11:4]

 
 

（c-2） 4,096≦MEnnBSIZE.XSZM1 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

[0]

1

OFFSET[14:0]

0 ICBnum[4:0] An/B LINE[8:1]

 
 

• MEVCR1.AMD＝0、MEnnCTRL.CM＝1、VPU以外の対象モジュール 

（d-1） MEnnBSIZE.XSZM1＜1,024 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[5:0]

1 0 ICBnum[4:0]

OFFSET[9:0]

An/B LINE[12:6]

 
 

（d-2） 1024≦MEnnBSIZE.XSZM1＜2,048 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[4:0]

1 0 ICBnum[4:0]

OFFSET[10:0]

An/B LINE[11:5]

 

（d-3） 2,048≦MEnnBSIZE.XSZM1＜4,096 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[3:0]

1 0 ICBnum[4:0]

OFFSET[11:0]

An/B LINE[10:4]
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（d-4） 4,096≦MEnnBSIZE.XSZM1＜8,192 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

LINE[2:0]

1 0 ICBnum[4:0]

OFFSET[12:0]

An/B LINE[9:3]

 
 

【注】 MEnnCTRL.CM＝1では、MEnnBSIZE.XSZM＜8,192で使用ください。 

 

• 対象画像モジュールが VPUの場合 

VPUにはライン幅設定レジスタが存在しないため、VPUからのアドレス出力をライン番号／ライン内オフセッ

トアドレスに分離して生成することができません。したがって、VPUに関しては、MEnnBSIZE.XSZM1の設定値

を使用して、ICB内にてライン番号／ライン内オフセットに分解します。このとき、MEnnCTRL.CMビットは意

味を持ちません。 

MEVCR1.AMD＝0の場合には、アドレスの[23:0]、MEVCR1.AMD＝1の場合にはアドレスの[22:0]を、フレーム

先頭からのオフセットアドレスとして扱います。A面、B面指定、ICB番号の指定法は、他の対象モジュールと同

様です。 

（e-1） MEVCR1.AMD＝0、対象モジュールが VPUの場合 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

FRAME_OFFSET[15:0]

0 An/B ICBnum[4:0] FRAME_OFFSET[23:16]

 
 

（e-2） MEVCR1.AMD＝1、対象モジュールが VPUの場合 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1

FRAME_OFFSET[15:0]

1 0 ICBnum[4:0] An/B FRAME_OFFSET[22:16]
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41.3.4 ライン番号・オフセットアドレスに関する補足 

前記(a)～(e)では、対象画像モジュールが VPU以外の場合において、画像 IPの出力アドレスを ICB機能として

解釈するかを記述しています。画像 IP側のアドレスの生成法には、次の 2通りの方法があります。 
 

（a） 画像モジュールのストライド長を ICB機能としての解釈とあわせる使用法 

VPU以外の IPでは、ストライド長を設定するレジスタがあり、本レジスタに H'1000あるいは H'8000を設定す

ることで、モジュールの出力するアドレスがそのまま ICB機能としての解釈と合致します(a-1)(a-2)、(c-1)(c-2)。

（以下、本章では本使用法に即した例示を行っています。） 

外部メモリ上での実データ幅およびストライド長は、MEnnBSIZE.XSZM1およびMEnnSBSIZE.SBSIZEにて設

定します。 

本使用法では、MERAM、外部メモリ間の転送は、MEnnBSIZE.XSZM1およびMEnnSBSIZE.SBSIZEで設定され

る画面データ量と等しくなります。MERAM上には各ラインごとに(MEnnBSIZE.XSZM1+1)を 1KB/2KB/4KBに切

り上げたバッファ領域が確保されるので、MEnnBSIZE.XSZM1の値によってはMERAM上のバッファ領域の無駄

が生じます。 
 

（b） 画像モジュールのストライド長を外部メモリ上の値と合わせた使用法 

画像モジュールのストライド長は外部メモリ上の値（Wとします）と同じ値を設定します。したがって、画像

IPからのアドレスは、ICBバッファの識別部分＋フレーム内オフセットアドレスの形で生成されることになりま

す。 

対応するMEnnCTRL.CMに 1をセットし、MEnnBSIZE.XSZM1＝H'3FF、MEnnSBSIZE.SBSIZE＝H'400として設

定した場合で例示します。ICBは、画像モジュールの出力アドレスのフレーム先頭からのオフセット位置を、1K

バイト単位のラインと解釈し、外部メモリとの間で転送を行います。 

この使用法では、メモリ上の無効データ領域（Wから、実データの幅 Hを除いた範囲）も含めて、MERAM・

SDRAM間の転送が行われるので、W-Hが大きい場合には無駄な転送量が大きくなります。MERAM上のバッフ

ァ領域は、1Kバイト単位のうち、無効データ領域部分を除き有効に使用されます。したがって、W-Hが大きくな

い画像データを扱う場合には（2）の使用法を用いることでMERAMのバッファ領域を小容量とすることができま

す。 

以下に、本使用法での ICBの設定法をまとめます。 

• MEnnCTRL.CM＝1とし、連続アドレスモードを指定してください。 

• MEnnBSIZE.XSZM1＝H'3FFとし、ICBの1ラインを1KB設定としてください。 

• MEnnSBSIZE.SBSIZE＝H'400とし、ICBの1ラインを1KB設定としてください。 

• MEnnBSIZE.YSZM1＝roundup((W×(V-1)+H)/1KB)-1とし、最終ピクセルを含む1KBが含まれる設定としてく

ださい。ここで、Vは外部メモリ上のライン数です。roundup(f)は、fを整数に切り上げる計算を示します。 

• MEnnMCNF.BNM＝確保したいバッファライン数を1KB単位で指定します。 

• MEnnMCNF.KRBNM/MEnnMCNF.KWBNMには、「41.5 対応モジュール個別の設定」で記述される各IPの

必要保持ライン数をnとして、次のように算出した値を設定してください。 

－ N＝roundup(n×W/1KB)+1とし、1KB単位に換算した必要保持ライン数Nを算出してください。ただし、
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VEUの画像入力時を除き、保持ライン数記述が1であり、かつ、対象画像がYUV420フォーマットのC面でな

い場合には、n＝0すなわちN＝1として算出することができます。 

－ 16≧Nの場合、MEnnCTRL.BSZ＝0とし、Ns＝Nとします。 

－ 32≧N＞16の場合、MEnnCTRL.BSZ＝1とし、Ns＝roundup(N/2)とします。 

－ 64≧N＞32の場合、MEnnCTRL.BSZ＝2とし、Ns＝roundup(N/4)とします。 

－ （以下同様。Ns≦16となるBSZ値を設定してください。) 

－ MEnnBSIZE.KRBNM/MEnnBSIZE.KWBNM＝Ns-1を設定します。 

また、下記に注意してください。 

• 最終ラインでは、画像の最終ピクセルを1KBに切り上げた範囲まで外部メモリへのアクセスが生じます。し

たがって、外部メモリ上には、その範囲を確保してください。 

• 「41.5 対応モジュール個別の設定」で後述されるアクセス終了の自動検出機能は、本使用法においては使

用できません。手動にてアクセス終了を通知してください。 

• 画像モジュールがVPUの場合の設定法は、「41.5.6 VPUの画像入力」を参照ください。 

 



 

41. メディア RAM（MERAM） 

41-28  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

41.4 ICBの設定方法 

【注】 本節では、「41.3.4（a） 画像モジュールのストライド長を ICB機能としての解釈とあわせる使用法」に即して記述

しています。「41.3.4（b） 画像モジュールのストライド長を外部メモリ上の値と合わせた使用法」も可能なので同

節をあわせて参照ください。 

41.4.1 リードフィルバッファとしての設定 

VEU0のリードアクセスに ICBをリードフィルバッファとして使用するものとし、設定例を示します。 

• ICB00の設定（Yデータ用） 

ME00CNTRL = H'0000 0701 ；// リードフィルモード、終了検出なし 

  // H'E558 0000からバッファ領域配置 

ME00BSIZE = H'005F 007F ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

ME00MCNF = H'0F1F 0000 ；// 読み出し時保持ライン=16、総バッファライン数=32 

ME00SSARA = H'5800 0000 ；// Yデータの外部メモリ上先頭アドレス（A面） 

ME00SSARB = H'5900 0000 ；// Yデータの外部メモリ上先頭アドレス（B面） 

ME00SBSIZE = H'0000 0080 ；// 外部メモリ上の画面幅（128バイト） 

• ICB01の設定（Cデータ用） 

ME01CNTRL = H'0020 0701 ；// リードフィルモード、終了検出なし 

  // H'E558 8000からバッファ領域配置 

ME01BSIZE = H'005F 007F ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

ME01MCNF = H'0F1F 0000 ；// リード時保持ライン=16、総バッファライン数=32 

ME01SSARA = H'5800 8000 ；// Cデータの外部メモリ上先頭アドレス（A面） 

ME01SSARB = H'5900 8000 ；// Cデータの外部メモリ上先頭アドレス（B面） 

ME01SBSIZE = H'0000 0080 ；// 外部メモリ上の画面幅（128バイト） 

• VEU0の設定 

VESSR_0 = H'0060 0080 ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

VSAYR_0 = H'8000 0000 ；// Yデータ読み出しにICB00（A面）を使用 

VSACR_0 = H'8100 0000 ；// Cデータ読み出しにICB01（A面）を使用 

VESWR_0 = H'0000 1000 ；// ICB使用時には、画面幅としてH'1000を設定します 

VRFSR_0 = H'0060 0080 ；// 出力クリップ。縦96ライン、横128ピクセル 

VDAYR_0 = H'5801 0000 ；// Yデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（A面） 

VDACR_0 = H'5801 8000 ；// Yデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（A面） 

VEDWR_0 = H'0000 0080 ；// 外部メモリ上の画面幅128バイト 

VEIER_0 = H'0000 0001 ；// 割り込みイネーブル 
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（その他のレジスタは、VEU0で行う機能に従って設定します。） 

これらの設定の後、VESTR_0 = H'0000 0001により VEU0を起動します。VEU0からのリードアクセス要求は、

ICB00（A面）／ICB01（A面）を使用するアドレスを指していますので、MERAMは設定された外部メモリアド

レス（H'5800 0000/ H'5800 8000）からのリードフィル動作を開始します。 

このリードフィル動作は、ME00BSIZE.YSZM1/ME01BSIZE.YSZM1で規定されたライン数分の動作が完了する

か、ME00BSIZE.BNM/ME01BSIZE.BNMで規定されるバッファライン数分のバッファ領域がフルになるまで自動

的に継続されます。 

VEU0からのリードアクセス要求が、すでにバッファ領域にリードフィルされたラインへの要求であれば、

MERAMは VEU0に対してデータを返します。まだリードフィルの完了していないラインへの要求であれば、そ

の要求は当該のリードフィル動作が完了するまで待たされます。 

VEU0はブロック単位の処理をすることがあるため、読み出し対象のライン番号が常に連続的にインクリメン

トされず、あるラインへの読み出しが行われた後、高々16ライン前のラインを再び読み出す場合があります。し

たがって、ME00MCNF.KRBNMには 16ライン以上の読み出し時保持ライン数を設定する必要があります。 

MERAMが、VEU0からのアクセス要求に対し nライン目までを応答した場合、n－（読み出し時保持ライン数）

のデータは不要と判断し、バッファ領域から排除します。その領域は、新たなリードフィル用の領域として再利

用されます。 

VEU0からの割り込みを検出したら、ICB00/ICB01への読み出し動作が完了したことを、 

ME00CNTRL = H'0000 0711 ；//RFビット=1 

ME01CNTRL = H'0020 0711 ；//RFビット=1 

を書き込むことで、MERAMに通知してください。 

RFビットのセットにより、ICB00/ICB01は未使用状態に戻り、MEACTSTレジスタの[1:0]ビットが 0に戻りま

す。VEU0の次回の動作や、他のモジュールの動作のための ICB00/ICB01の設定を行うことができます。 

VEU0の読み出し開始アドレスとして、 

VSAYR_0 = H'A000 0000 ；// Yデータ読み出しにICB00（B面）を使用 

VSACR_0 = H'A100 0000 ；// Cデータ読み出しにICB01（B面）を使用 

を設定すると、外部メモリの H'5900 0000/ H'5900 8000からのデータをリードフィルします。VEU0の 2面持ち

レジスタ設定と組み合わせる等により、MERAMや VEU0のレジスタの再設定を減らすことができます。 
 

41.4.2 ライトバックバッファとしての設定 

VEU1のライトアクセスに ICBをライトバックバッファとして使用するものとし、設定例を示します。 

• ICB02の設定（Yデータ用） 

ME02CNTRL = H'0040 0702 ；// ライトバックバッファモード、終了検出なし 

  // H'E559 0000からバッファ領域配置 

ME02BSIZE = H'005F 007F ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

ME02MCNF = H'F01F 0000 ；//書き込み時保持ライン=16、総バッファライン数=32 

ME02SSARA = H'5802 0000 ；// Yデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（A面） 
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ME02SSARB = H'5902 0000 ；// Yデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（B面） 

ME02SBSIZE = H'0000 0080 ；// 外部メモリ上の画面幅（128バイト） 

• ICB03の設定（Cデータ用） 

ME03CNTRL = H'0060 0702 ；// ライトバックバッファモード、終了検出なし。 

  // H'E559 8000からバッファ領域配置。 

ME03BSIZE = H'005F 007F ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

ME03MCNF = H'F01F 0000 ；// ライト時保持ライン=16、総バッファライン数=32 

ME03SSARA = H'5802 8000 ；// Cデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（B面） 

ME03SSARB = H'5902 8000 ；// Cデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（B面） 

ME03SBSIZE = H'0000 0080 ；// 外部メモリ上の画面幅（128バイト） 

• VEU1の設定 

VESSR_1 = H'0060 0080 ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

VSAYR_1 = H'5801 0000 ；// Yデータの外部メモリ上先頭アドレス 

  // （VEU0の出力結果をさらに処理するものとした設定例です。） 

VSACR_1 = H'5801 8000 ；// Cデータの外部メモリ上先頭アドレス 

  // （VEU0の出力結果をさらに処理するものとした設定例です。） 

VESWR_1 = H'0000 0080 ；// 外部メモリ上画面幅128バイト。 

VRFSR_1 = H'0060 0080 ；// 出力クリップ。縦96ライン、横128ピクセル 

VDAYR_1 = H'8200 0000 ；// Yデータ書き込みにICB02（A面）を使用 

VDACR_1 = H'8300 0000 ；// Cデータ書き込みにICB03（A面）を使用 

VEDWR_1 = H'0000 1000 ；// ICB使用時には、画面幅としてH'1000を設定します。 

VEIER_1 = H'0000 0001 ；// 割り込みイネーブル 

（その他のレジスタは VEU1で行う機能に従って設定します。） 
 

これらの設定の後、VESTR_1 = H'0000 0001により VEU1を起動します。VEU1からのライトアクセス要求は、

ICB02（A面）／ICB03（A面）を使用するアドレスを指していますので、MERAMは書き込みデータをMERAM

上に確保されたバッファ領域への書き込み動作として処理します。ME02BSIZE.BNM/ME03BSIZE.BNMで規定さ

れるバッファライン数分のバッファ領域がフルになるまでは書き込みが可能です。 

VEU1はブロック単位の処理をすることがあるため、書き込み対象のライン番号が常に連続的にインクリメン

トされず、あるラインへの書き込みが行われた後、高々16ライン前のラインへ再び書き込む場合があります。し

たがって、ME02MCNF.KWBNM/ ME03MCNF.KWBNMには 16ライン以上の書き込み時保持ライン数を設定する

必要があります。 

MERAMが、VEU1からのアクセス要求に対し nライン目までを応答した場合、n－（書き込み時保持ライン数）

のデータは書き込みが完了したと判断し、外部メモリへのライトバックが行われます。ライトバックが完了した

領域は書き込みデータ用の領域として再利用されます。バッファ領域の再利用を繰り返しながら、VEU1からの書
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き込みは、ME02BSIZE.YSZM1/ME03BSIZE.YSZM1で規定された最終ラインに達するまで処理されます。 

VEU1からの割り込みを検出したら、ICB02/ICB03への書き込み動作が完了したことを、 

ME02CNTRL = H'0040 0722 ；// WFビット=1 

ME03CNTRL = H'0060 0722 ；// WFビット=1 

を書き込むことで、MERAMに通知してください。WFビットのセットにより、MERAMは、まだ外部メモリ

へ書き戻されていないデータを書き戻した後、ICB02/ICB03は未使用状態に戻り、MEACTレジスタの[3:2]ビット

が 0に戻ります。データ書き戻しの際、最終ラインからライト時保持ライン数分のデータは、WFビットがセット

されないかぎり書き戻しが行われないことに注意してください。 

この後、VEU1の次回の動作や、他のモジュールの動作のための ICB02/ICB03の設定を行うことができます。 

VEU1の書き込み開始アドレスとして、 

VSAYR_1 = H'A200 0000 ；// Yデータ書き込みにICB02（B面）を使用 

VSACR_1 = H'A300 0000 ；// Cデータ書き込みにICB03（B面）を使用 

を設定すると、外部メモリの H'5902 0000/H'5902 8000を先頭としてデータをライトバックします。VEU1の 2

面持ちレジスタ設定と組み合わせるなどにより、MERAMやVEU1のレジスタの再設定を減らすことができます。 
 

41.4.3 インターコネクトバッファとしての設定 

VEU0と VEU1を ICBを介してインターコネクトするものとして、設定例を示します。 

• ICB04の設定（Yデータ用） 

ME04CNTRL = H'0080 0703 ；// ライトバックつきインターコネクトモード、終了検出なし 

  // H'E55A0000からバッファ領域配置 

ME04BSIZE = H'005F 007F ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

ME04MCNF = H'FF2F 0000 ；// 書き込み時保持ライン=16、読み出し時保持ライン=16、 

  // 総バッファライン数=32 

ME04SSARA = H'5801 0000 ；// VEU0の処理結果の 

  // Yデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（A面） 

ME04SSARB = H'5901 0000 ；// Yデータを格納する外部メモリ上先頭アドレス（B面） 

ME04SBSIZE = H'0000 0080 ；// VEU0の処理結果のメモリ上の画面幅（128バイト） 

• ICB05の設定（Cデータ用） 

ME05CNTRL = H'00A0 0703 ；//ライトバックつきインターコネクトモード、終了検出なし 

  //H'E55A 8000からバッファ領域配置 

ME05BSIZE = H'005F 007F ；// 縦96ライン、横128ピクセル 

ME05MCNF = H'FF2F 0000 ；// ライト時保持ライン=16, リード時保持ライン=16, 

  // 総バッファライン数=48 

ME05SSARA = H'5803 8000 ；// VEU0の処理結果の 

  // Cデータを格納する外部メモリ上の先頭アドレス（A面） 
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ME05SSARB = H'5903 8000 ；// Cデータを格納する外部メモリ上の先頭アドレス（B面） 

ME05SBSIZE = H'0000 0080 ；// VEU0の処理結果のメモリ上の画面幅（128バイト） 

 

• VEU0の設定（差分のみを示します） 

VDAYR1 = H'8400 0000 ；// YデータライトにICB04（A面）を使用 

VDACR1 = H'8500 0000 ；// CデータライトにICB05（A面）を使用 

VEDWR1 = H'0000 1000 ；// ICB使用時には、画面幅としてH'1000を設定します 

• VEU1の設定（差分のみを示します） 

VSAYR_1 = H'84000000 ；// YデータリードにICB04（A面）を使用 

VSACR_1 = H'85000000 ；// CデータリードにICB05（A面）を使用 

VESWR_1 = H'00001000 ；// ICB使用時には、画面幅としてH'1000を設定します 

 

これらの設定の後、VESTR_0 = H'00000001、VESTR_1 = H'00000001により VEU0および VEU1を起動します。

これらの設定により、VEU0の出力データは、MERAM上のバッファ領域を介し VEU1の入力データとして使用

されます。また、VEU0の出力データはさらに外部メモリへもライトバックされます。 

ME04CNTRL.MD/ME05CNTRL.MDが B'100の設定の場合には、VEU0の出力データはMERAM上に一時的に保

持されるのみで、外部メモリへのアクセスは行われません。 

VEU0の処理は完了し、割り込みが発生しますが、この時点では VEU0のデータのうち最終ラインから書き込

み時保持ライン数のデータが確定していないと見なされているため、VEU1の処理は完了していません。VEU0か

らの割り込みを検出したら、ICB04/ICB05への書き込み動作が完了したことを、 

ME04CNTRL = H'00800723 ；// WFビット=1 

ME05CNTRL = H'00A00723 ；// WFビット=1 

を書き込むことで、MERAMに通知してください。WFビットのセットにより、MERAMは、全データが確定

したものと見なし、VEU0が残りの処理を開始し、まだ外部メモリへ書き戻されていないデータの書き戻しを行い

ます。VEU0の割り込みが発生したら、ICB04/ICB05への読み出し動作が完了したことを、 

ME04CNTRL = H'00800713 ；// RFビット=1 

ME05CNTRL = H'00A00713 ；// RFビット=1 

を書き込むことで、MERAMに通知してください。RFビットに 1がセットされ、外部メモリへの書き戻しも完

了していれば、ICB04/ICB05は未使用状態に戻り、MEACTレジスタの[5:4]ビットが 0に戻ります。この後、VEU0、

VEU1の次回の動作や、他のモジュールの動作のための ICB04/ICB05の設定を行うことができます。 

ICB04/ICB05の A面、B面の別は、VEU0の出力結果の書き戻しアドレスの選択に使用されますが、VEU0/VEU1

の A面／B面の選択は一致させてください。 
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41.4.4 フレームバッファキャッシュとしての設定 

ICBをフレームバッファキャッシュとして使用する場合、ICBを 2面組み合わせて使用します。1面をマーカバ

ッファ、もう一面をキャッシュバッファと呼びます。 

• マーカバッファ 

マーカバッファとして使用できるのは、ICB28～ICB31のバッファのみです。逆に、ICB28～ICB31のうち、

MEmmCTRL.MD=B'111（ここでは、mm=28～31）として設定されているものはマーカバッファとして扱われ

ます。マーカバッファのMEmmCTRL.NXT[4:0]ビットに、対応するキャッシュバッファの番号を設定します。 

• キャッシュバッファ 

マーカバッファへのライン番号0のアクセスが生じると、MEmmCTRL.NXT[4:0]ビットが参照され、設定値（cc

とします）に従って、ICBccの使用と読みかえられます。 

ICBccは、リードフィルバッファと同様に動作しますが、MEccMCNT.BNM[7:0]ビットで確保されたバッファ

ライン数分のリードフィルが完了すると制御をMEccCTRL.NXT[4:0]に指定されたバッファに移し、フィルさ

れたデータが上書きされずにMERAMのメモリ上に残るようにします。MEccCTRL.NXT[4:0]ビットには、再

びマーカバッファの番号（mm）を指定してください。 

ICBccからICBmmへ処理が移る際には、ICBccのアクティブビット（MEACTST.ACcc）は1のまま残ります。

キャッシュバッファへのアクセスが行われた際に、MEACTST.ACcc=1であり、かつ、MEccCTRL.CBビット

によるA面／B面表示とアクセスされたアドレスによるA面／B面表示が一致している場合、ICBcc上にすでに

データがあると見なし、リードフィル動作は行われません。不一致の場合、または、MEACTST.ACcc=0であ

る場合には、データの更新があった、または初回のアクセスと見なし、ACTccをセットし、CBビットを更新

して新たにリードフィル動作を行います。 

 

マーカバッファへライン番号 0以外で制御が戻ると、マーカバッファ上にてリードフィルバッファとして動作

を継続します。マーカバッファ上では、通常のリードフィルバッファと同様に、MERAM上のバッファを再利用

しながら、最終ラインまで動作を継続します。マーカバッファとしては、リードフィルバッファとして動作する

ための最低限のライン数を確保してください。最低ライン数は 2です。 

1フレーム分の表示データすべてを ICBキャッシュバッファ内に格納した場合、表示データが不正になる現象

が発生します。画面サイズが小さく、1フレーム分の表示データすべてをキャッシュバッファに格納できる場合で

も、分割して格納してください。 

以下に、マーカバッファ／キャッシュバッファそれぞれにつき、フレームバッファキャッシュモード特有の設

定法をまとめます。 

• マーカバッファの設定 

MEmmCTRL： MD[2:0]ビットにB'111を設定し、NXT[4:0]ビットにはccを設定してください。MSAR[8:0]ビ

ットには、マーカバッファが使用するMERAM上のバッファの先頭アドレスを指定します。 
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MEmmBSIZE： YSZM1[11:0]ビットには、フレームバッファ（全画面）の総ライン数－1を設定します。

RCNT[3:0]ビットには1を設定し、読み出し動作完了が検出できるようにしてください。手動

で完了を指示することも可能です。 

MEmmMCNF： BNM[7:0]ビットには、最低1（2ライン確保）を設定します。KRBNM[3:0]には、0以上（1ラ

イン保持以上）を指定します。 

MEmmSSARA/MEmmSSARB：A面、B面それぞれにつき、キャッシュバッファにて保持し得ない外部メモリ

上の先頭アドレスを設定してください。 

MEmmSBSIZE：他のモードと同様です。外部メモリ上の画面の幅をバイト単位で指定します。 

• キャッシュバッファの設定 

MEccCTRL： MD[2:0]ビットにB'111を設定し、NXT[4:0]ビットにはmmを設定してください。MSAR[8:0]

ビットにはキャッシュ領域として確保するMERAM上の先頭アドレスをKバイト単位で指定

します。 

MEccBSIZE： YSZM1[11:0]ビットには、フレームバッファ（全画面）の総ライン数－1を設定します。全画

面がキャッシュバッファ上に乗るだけのバッファ量が確保されている場合には、RCNT[3:0]

ビットには1を設定し、キャッシュバッファ上で読み出し動作完了が検出できるようにして

ください。 

MEccMCNF： BNM[7:0]ビットには、MERAM上に確保可能なライン数を指定します。KRBNM[3:0]には、0

以上（1ライン保持以上）を指定します。 

MEccSSARA/MEccSSARB：A面、B面それぞれにつき、外部メモリ上での先頭アドレスを設定してください。 

MEccSBSIZE： 他のモードと同様です。外部メモリ上の画面の幅をバイト単位で指定します。 

 

フレームバッファキャッシュに対する 1面分の処理終了を手動にて行う場合、マーカバッファの

MEmmCTRL.RFビットに 1を書き込みます。この場合、ICBccのアクティブステートMEACTST.ACccビットは

クリアされません。フレームバッファキャッシュ全体の使用を中止したり、フレームバッファキャッシュの設定

の変更をしたりする場合には、MEACTST.ACccビットを手動にてクリアしてください。 

• 補足：キャッシュバッファ上のデータの再利用法 

LCDリフレッシュモードからの復帰後などでMERAM上に画像データが存在している状態からフレームバッ

ファキャッシュを使用する場合、キャッシュバッファをあらかじめ「フィル済み」として設定することによ

り初回のリードフィルを省略することができます。この場合、通常のキャッシュバッファの設定に加え、下

記の設定を行ってください。 

MEccCTRL ← 通常の初期設定 | H'0000 0040 //WBFビットセット 

MEccCTRL+H'0C番地 ← H'0000 0000 // 

MEccCTRL+H'1C番地 ← H'0000 0000 // 

MEVCR1 ← H'4000 0000； //ACTビットのセットモードへ移行 

MEACTST[cc] ← B'1； //キャッシュバッファのアクティブビットセット 

MEVCR1 ← H'0000 0000； //ACTビットのクリアモードへ戻す 



 

41. メディア RAM（MERAM） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  41-35 

2013.01.18  

 

SH7724 

41.5 対応モジュール個別の設定 

【注】 本節では、「41.3.4（a） 画像モジュールのストライド長を ICB機能としての解釈とあわせる使用法」に即して記述

しています。「41.3.4（b） 画像モジュールのストライド長を外部メモリ上の値と合わせた使用法」も可能なので同

節をあわせて参照ください。 

41.5.1 VEUの画像出力 

本 LSIには VEUモジュールが 2個、搭載されていますが、それぞれ ICB機能の使用法は同等です。以下の説明

では、n番目の VEUとして VEUnという記述を使用します。 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

VEUn.VDAYRレジスタおよび VEUn.VDACRレジスタを ICB使用に設定できます。あわせて、VEUn.VEDWR

レジスタに H'1000を設定してください。 

【注】 1. VEUn.VEDWRレジスタは Y画像、CbCr画像共通であり、Y画像、CbCr画像の一方を ICB使用、一方を ICB非

使用と設定することはできません。また、YCbCr444フォーマットでは、Y面、CbCr画像で BDWR値の扱いが変

わるため、使用できません。 

 2. 90度／270度回転／垂直反転を伴う設定では、画像出力に ICBを使用できません。水平反転のみ ICBを使用可能

です。 

 3. バンドルモードはサポートしません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

書き込み時保持ライン数は、VEUで行う処理により次の値を設定してください。 

• VEUの処理がVESTR.VBE || (VENHR.ENH || VENHR.ENHV) || (VRFCR!=0)の条件を満たす場合、1以上 

• 同条件を満たさない場合、16以上 

 

（c） 1面分の処理完了の検出 

VEUは、画像出力時に最終ピクセルへの書き込み動作を通知するモジュールに当たります。したがって、

MEnnCTRL.WD[1:0]＝B'10、MEnnCTRL.WS＝B'0の組み合わせの設定を推奨します。 

【注】 WD[1:0]=B'11、WS=B'1とし、外部メモリへのライトバック完了や ICBでの他モジュールからの読み出し完了を待た

ない設定にすることもできます。この場合には、VEUnからの完了割り込みを受け、VEUnが使用している全 ICBnnに

関して MEnnCTRL.WFおよび RFビットに 1を書き込み、全 ICBnnの使用完了を通知した後、ICBからの転送完了割

り込み等を利用して全 ICBnnの転送完了を確認します。 

 

41.5.2 VEUの画像入力 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

VEUn.VSAYRレジスタおよび VEUn.VSACRレジスタを ICB使用に設定できます。あわせて、VEUn.VESWR

レジスタに H'1000を設定してください。 

【注】 1. VEUn.VESWRレジスタは Y画像、CbCr画像共通であり、Y画像、CbCr画像の一方を ICB使用、一方を ICB非

使用と設定することはできません。また、YCbCr444フォーマットでは Y面、CbCr画像で BDWR値の扱いが変

わるため、使用できません。 

 2. 90度／270度回転／垂直反転を伴う設定でも画像入力には ICBを使用できます。 
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3. バンドルモードはサポートしません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

読み出し時保持ライン数は、VEUで行う処理により次の値を設定してください。 

• VEUの処理がVESTR.VBE ||（VENHR.ENHH || VENHR.ENHV）||（VRFCR!＝0）の条件を満たす場合、1以上 

• 同条件を満たさない場合 

－ LPFフィルタなしの場合、16以上。ただし、MEDフィルタありの場合、18以上 

－ 3TAP LPFありの場合、18以上。ただし、MEDフィルタありの場合、20以上 

－ 5TAP LPFありの場合、20以上。ただし、MEDフィルタありの場合、22以上 

 

（c） 1面分の処理完了の検出 

VEUは、リードアクセスのパターンが使用条件により複雑なため、リードアクセスの 1面分の完了を自動検出

するのは難しいモジュールに当たります。VEUの動作完了を受け、手動にて MEnnCTRL.RFに 1を書くことで、

リードアクセスの完了を ICBへ通知する方法を推奨します。 
 

41.5.3 BEUの画像出力 

本 LSIには BEUモジュールが 2個搭載されていますが、それぞれ ICBに関連した機能は同等です。以下の説明

では、n番目の BEUとして BEUnという記述を使用します。 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

BEUn.BDAYRレジスタおよび BEUn.BDACRレジスタを ICB使用に設定できます。あわせて、BEUn.BDWRレ

ジスタに H'1000を設定してください。 

【注】 BEUn.BDWRレジスタは Y画像、CbCr画像共通であり、Y画像、CbCr画像の一方を ICB使用、一方を ICB非使用と

設定することはできません。また、YCbCr4:4:4フォーマットでは Y面、CbCr画像で BDWR値の扱いが変わるため、

使用できません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

書き込み時保持ライン数≧1を設定してください。 
 

（c） 1面分の処理完了の検出 

BEUは、画像出力時に最終ピクセルへの書き込み動作を通知するモジュールに当たります。したがって、

MEnnCTRL.WD[1:0]＝B'10、MEnnCTRL.WS＝B'0の組み合わせの設定を推奨します。 

【注】 WD[1:0]=B'11、WS=B'1とし、外部メモリへのライトバック完了や ICBでの他モジュールからの読み出し完了を待た

ない設定とすることもできます。この場合には、BEUnからの完了割り込みを受け、BEUnが使用している全 ICBnnに

関して MEnnCTRL.WFおよび RFビットに 1を書き込み、全 ICBnnの使用完了を通知した後、ICBからの転送完了割

り込みなどを利用して全 ICBnnの転送完了を確認します。 

 

41.5.4 BEUの画像入力 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

BEUn.BSAYR1、BEUn.BSACR1、BEUn.BSAYR2、BEUn.BSACR2、BEUn.BSAYR3および BEUn.BSACR3レジ
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スタを ICB使用に設定できます。あわせて、BEUn.BSWR1、BEUn.BSWR2および BEUn.BSWR3レジスタに H'1000

を設定してください。 

【注】 1. BEUn.BSWR1～3レジスタは Y画像、CbCr画像共通であり、Y画像、CbCr画像の一方を ICB使用、一方を ICB

非使用と設定することはできません。また、YCbCr4:4:4フォーマットでは Y面、CbCr画像で BDWR値の扱いが

変わるため、使用できません。 

2. マルチ画面機能はサポートしません。 

3. BEUの入力に ICBを使用する場合、入力系すべてで ICBを使用してください。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

読み出し時保持ライン数≧1を設定してください。 
 

（c） 1面分の処理完了の検出 

BEUは、リードアクセスのパタンが使用条件により複雑なため、リードアクセスの 1面分の完了を自動検出す

るのは難しいモジュールに当たります。BEUの動作完了を受け、手動にてMEnnCTRL.RFビットに 1を書くこと

で、リードアクセスの完了を ICBへ通知する方法を推奨します。 
 

41.5.5 VPUの画像出力 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

VPU.VP4_DWY_ADDR、VPU.VP4_DWC_ADDR、VPU.VP4_D2WY_ADDRおよび VPU.VP4_D2WC_ADDRレジ

スタを ICB使用に設定できます。ただし、VPU.VP4_DWY_ADDR/ VPU.VP4_DWC_ADDRの一方を ICB使用、一

方を未使用と設定することはできません。また、VPU.VP4_D2WY_ADDR/ VPU.VP4_D2WC_ADDRの一方を ICB

使用、一方を未使用と設定することはできません。 
 

（b） 保持ライン数の条件 

書き込み時保持ライン数としては、VPUの出力レジスタに対応して、次の値を設定してください。 

• VPU.VP4_DWY_ADDRに対応するバッファ：20以上 

• VPU.VP4_DWC_ADDRに対応するバッファ：12以上 

• VPU.VP4_D2WY_ADDRに対応するバッファ：20以上 

• VPU.VP4_D2WC_ADDRに対応するバッファ：12以上 

 

【備考】 VPUの出力画像は YUV420フォーマットのため、CbCr面のライン数は Y面の半分として表記しています。ただし、

VP4_D2WC_ADDRに対応するバッファは、12以上の書き込み時保持ライン数が必要です。 

 

（c） 1面分の処理完了の検出 

VPUは、1マクロブロックの Y面／C面それぞれの出力完了ごとに書き込み完了を通知するモジュールに当た

り、1画面分の処理完了を検出するにはアドレス比較との併用が必要になります。 

Y面に対応する ICBを ICByy、C面に対応する ICBを ICBccとしたとき、 

MEyyCTRL.WD[1:0]=B'11（検出しない）、MEyyCTRL.WS=1（ストールしない）、 

MEccCTRL.WD[1:0]=B'00（書き込み完了信号と、最終アドレス一致の双方で検出）、MEccCTRL.WS=0（スト
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ールする）を設定します。 

この際、 

MEccBSIZE.YSZM[11:0]＝VPU.VP4_IMAGE_SIZE.HD[11:0]－1 

MEccBSIZE.XSZM[15:0]＝VPU.VP4_IMAGE_SIZE.WD[11:0]－1 

を設定してください。 

【注】 WD[1:0]=B'11、WS=B'1とし、外部メモリへのライトバック完了や ICBでの他モジュールからの読み出し完了を待た

ない設定にすることもできます。この場合には、VPUからの完了割り込みを受け、BEUnが使用している全 ICBnnに

関して MEnnCTRL.WFおよび RFビットに 1を書き込み、全 ICBnnの使用完了を通知した後、ICBからの転送完了割

り込みなどを利用して全 ICBnnの転送完了を確認します。 

 

41.5.6 VPUの画像入力 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

VPU.VP4_CPY_ADDR、VPU.VP4_CPC_ADDRレジスタを ICB使用に設定できます。ただし、Y/Cの ICB使用

／未使用は、あわせてください。 

VPU.VP4_R0Y_ADDR, VPU.VP4_R0C_ADDRを ICB使用に設定できます。ただし、Y/Cの ICB使用／未使用は、

あわせてください。 
 

（b） 保持ライン数の条件 

VP4_CPY_ADDR、VP4_CPC_ADDRレジスタに関しては、読み出し時保持ライン数≧48を設定してください。 

VPU.VP4_R0Y_ADDR, VPU.VP4_R0Cに関しては、 

VPU.VP4_VOP_CTRL.FF[2:0] =1のとき、読み出し時保持ライン数≧48を設定してください。 

VPU.VP4_VOP_CTRL.FF[2:0] =2のとき、読み出し時保持ライン数≧80を設定してください。 
 

（c） 1面分の処理完了の検出 

1面分の読み出し動作の完了を自動検出するように設定する場合、各 ICBnnに対して、 

MEnnBSIZE.RCNT[3:0]=B'0010（最終アドレス一致の 2回一致で検出）を設定してください。 

この際、 

MEnnBSIZE.YSZM[11:0]＝VPU.VP4_IMAGE_SIZE.HD[11:0]－1 

MEnnBSIZE.XSZM[15:0]＝VPU.VP4_IMAGE_SIZE.WD[11:0]－1 

を設定してください。 
 

【注】 VPUに関しては、画像出力、入力に使用する ICBのバッファを次のように設定することで、MERAM上のバッファ領

域の容量を削減することができます。 

 MEnnBSIZE.XSZM1[15:0] = H'3FF 

 MEnnBSIZE.YSZM1[11:0] = roundup(VP4_IMAGE_SIZE.HD[11:0]×VP4_IMAGE_SIZE.WD[11:0]/1KB)-1 

 MEnnBSIZE.KRBNM[3:0] : roundup(48×VP4_IMAGE_SIZE.WD[11:0]/1KB)で算出される、1KB換算での必要保持ライ

ン数を設定してください。16を超える場合には、MEnnCTRL.BSZを調整してください。 

 MEnnSBSIZE.SBSIZE= H'400 

 ただし、最終ラインでは、最終画素を含む 1KBまで外部メモリへのアクセスが生じますので、その領域までを確保し
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てください。上記例では、1ラインを 1KBの設定にする例を示しましたが、同様に 1ラインを 2KBの設定とすること

も可能です（1ラインを 4KB以上の設定とすることはできません）。 

 

41.5.7 CEUの画像出力 

本 LSIには CEUモジュールが 2個搭載されていますが、それぞれ ICBに関連した機能は同等です。以下の説明

では、n番目の CEUとして CEUnという記述を使用します。 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

CEUn.CDAYR、CEUn.CDACR、CEUn.CDBYRおよび CEUn.CDBCRレジスタを ICB使用に設定できます。あわ

せて、CEUn.CDWDRレジスタに H'1000を設定してください。 

【注】 CEUn.CDWDRレジスタは Y画像、CbCr画像共通であり、Y画像、CbCr画像の一方を ICB使用、一方を ICB非使用

と設定することはできません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

書き込み時保持ライン数≥1を設定してください。 
 

（c） 1面分の処理完了の検出 

CEUは、画像出力時に最終ピクセルへの書き込み動作を通知するモジュールに当たります。したがって、

MEnnCTRL.WD[1:0]＝B'10、MEnnCTRL.WS＝B'0の組み合わせの設定を推奨します。 

【注】 WD[1:0]=B'11、WS=B'1とし、外部メモリへのライトバック完了や ICBでの他モジュールからの読み出し完了を待た

ない設定とすることもできます。この場合には、CEUからの完了割り込みを受け、CEUが使用している全 ICBnnに関

して MEnnCTRL.WFビットに 1を書き込み、全 ICBnnの使用完了を通知した後、ICBからの転送完了割り込みなどを

利用して全 ICBnnの転送完了を確認します。 

 

41.5.8 JPUの画像出力 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

JPU.JIFDDYA1、JPU.JIFDDYC1、JPU.JIFDDYA2、JPU.JIFDDYC2を ICB使用に設定できます。あわせて、

JPU.JIFDDMWに H'1000を設定してください。 

【注】 JPU.JIFDDMWはこれらのレジスタで共通なので、ICB使用/非使用を混在することはできません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

書き込み時保持ライン数≧8を設定してください。 

 

（c） 1面分の処理完了の検出 

自動検出機能は使用せず、MEnnCTRL.WD[1:0]=B'11（検出しない）としてください。JPUからの完了割り込み

を受け、JPUの当該処理が使用している全 ICBnnに関してMEnnCTRL.WFおよび RFに 1を書き込み、全 ICBnn

の使用完了を通知した後、ICBからの転送完了割り込み等を利用して全 ICBnnの転送完了を確認してください。 
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41.5.9 JPUの画像入力 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

JPU.JIFESYA1、JPU.JIFESYC1、JPU.JIFESYA2、JPU.JIFESYC2を ICB使用に設定できます。あわせて、

JPU.JIFESMWに H'1000を設定してください。 

【注】 JPU.JIFESMWはこれらのレジスタで共通なので、ICB使用／非使用を混在することはできません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

読み出し時保持ライン数≧8を設定してください。 
 

（c） 1面分の処理完了の検出 

自動検出機能は使用せず、MEnnCTRL.WD[1:0]=B'11（検出しない）としてください。JPUからの完了割り込み

を受け、JPUの当該処理が使用している全 ICBnnに関してMEnnCTRL.WFおよび RFに 1を書き込み、全 ICBnn

の使用完了を通知した後、ICBからの転送完了割り込み等を利用して全 ICBnnの転送完了を確認してください。 

41.6 LCDCの画像入力 

フレームバッファキャッシュモードで使用の場合には、「41.4.4 フレームバッファキャッシュとしての設定」

を参照ください。下記には、リードフィルモードで使用する場合の条件を記述します。 

【注】LCDCは、インターコネクトモードでは使用しないでください。 

 

（a） ICBを使用可能なレジスタおよび条件 

LCDC.MLDSA1Rおよび LCDC.MLDSA2Rを ICB使用に設定できます。あわせて、LCDC.MLDMLSRに H'1000

を設定してください。 

【注】 LCDC.MLDMLSRは Y画像、CbCr画像共通なので、Y画像、CbCr画像の一方を ICB使用、一方を ICB非使用と設定

することはできません。また、YCbCr444フォーマットでは Y面、CbCr画像で MLDMLSR値の扱いが変わるため、使

用できません。 

 

（b） 保持ライン数の条件 

読み出し時保持ライン数≧1を設定してください。 

 

（c） 1面分の処理完了の検出 

1面分の読み出し動作の完了を自動検出するように設定するとき、MLDSA1R（MLDSA2Rを使用している場合

にはMLDSA2R）に対応する ICB番号を nnとして、MEnnBSIZE.RCNT[3:0]=B'0001（最終アドレスの 1回一致で

検出）を設定してください。 

この際、 

MEnnBSIZE.YSZM[11:0]＝LCDC.MLDVCNR.VDLN[10:0]－1 

MEnnBSIZE.XSZM[15:0]＝LCDC.MLDHCNR.HDCN[7:0]×8×(byte/pixel)－1 

を設定してください。 
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41.7 外部メモリへのアクセスの処理順 

ICBの各バッファは、外部メモリに対してリードフィル、またはライトバックを生成します。これらのリード

フィル、ライトバック要求（以下、外部メモリアクセス要求）が処理される順序について説明します。 

1.  各ICBが生成した外部メモリアクセス要求は、1ラインごとに処理されます。1ライン分の処理が完了するご

とに他のICBの処理に移行します。 

2. 各ICBが生成した外部メモリアクセス要求は、3種のキューに蓄積されていきます。一度キューに外部メモリ

アクセス要求を蓄積すると、その外部メモリアクセス要求が完了するまで次のリクエストを生成させません。 

• キュー0：ICB00～ICB15の生成した外部メモリアクセス要求が蓄積されます。 

• キュー1：ICB16～ICB23が生成した外部メモリアクセス要求が蓄積されます。 

• キュー2：ICB24～ICB31が生成した外部メモリアクセス要求が蓄積されます。 

ただし、フレームバッファキャッシュモードのキャッシュバッファとして使用されているICBに関しては、

それらがICB00～ICB23を使用している場合でも、外部メモリアクセス要求はキュー2に蓄積されます。 

キュー0～キュー2に蓄積された外部メモリアクセス要求は、 

キュー2 → キュー1 → キュー2 → キュー0 → キュー2 →… 

の順序で処理されます。すなわち、キュー2に蓄積された外部メモリアクセス要求は2回に1度処理され、キュ

ー1/キュー0に蓄積された外部メモリアクセス要求は4回に1度処理されます。キュー0およびキュー1の処理頻

度は同等ですが、キュー0へはICB00～ICB15の高々16個の外部アクセス要求が蓄積され、キュー1へはICB16

～23の高々8個の外部アクセス要求が蓄積されますので、この蓄積量の違いによりキュー1の処理の方が早く

処理されることになります。 

したがって、優先度の高い処理から、ICB24～ICB31、ICB16～23、ICB0～15の順に割り当ててください。 
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42. 画像切り出しダイレクトメモリアクセスコントロ
ーラ（2D-DMAC） 

本 LSIは、画像切り出しダイレクトメモリアクセスコントローラ（2D-DMAC）を内蔵しています。フレームバ

ッファメモリ上の画像データを読み出し、画像切り出し、回転／反転、単純拡大、フォーマット変換を行い、フ

レームバッファ上に書き戻すモジュールです。 
 

42.1 特長 

• 画像切り出し機能 

フレームメモリのソース画像データ原点からシフトさせた点（Sx、Sy）から任意の矩形領域を切り出し、別

のフレームメモリに書き出します。YCbCr形式、RGB形式共に1画素単位の切り出しが可能です。画像のクリ

ッピングや画像の動き補正として使用可能です。 

• 画像回転/反転機能 

ソース画像に対して上下／左右反転および90°/270°回転を行って出力することが可能です。 

• 単純拡大機能 

デスティネーション画像書き出し時に、X方向、Y方向にそれぞれ2倍に単純拡大して出力することが可能で

す。回転時は使用不可です。 

• フォーマット変換 

RGBのサポートフォーマット間でフォーマット変換が可能です。 

YCbCrのサポートフォーマット間でフォーマット変換が可能です（YCbCr4:2:0、YCbCr4:2:2）。 

RGB-YCbCr間のフォーマット変換はできません。 

変換方式はVIOと同等です。 

• チャネル数 

8チャネルの設定が可能です。YCbCr形式では、Y面、C面に対してそれぞれチャネル設定を行います。した

がって、YCbCr形式では4面、RGB形式では8面処理までの同時処理になります。チャネル間の処理の遷移は、

1ライン（回転使用時は1マクロブロックライン）の処理完了ごとに行われます。 

• 割り込み 

各チャネルのデータ転送ハーフエンド時およびデータ転送終了時に出力可能です。 
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2D-DMACのブロック図を図 42.1に示します。 

また、ピクセル処理ブロックのフローを図 42.2に示します。 
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図42.1 2D-DMACブロック図 

 

読み出し
モジュール

書き込み
モジュール
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色変換 拡大
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図42.2 ピクセル処理ブロックのフロー 
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42.2 レジスタの説明 

2D-DMACのレジスタ構成を表 42.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 42.2に示し

ます。 

表42.1 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

割り込みステータスクリアレジスタ CHSTCLR R/W H'FEA0 0010 32 

チャネル優先度切替レジスタ  CHPRI R/W H'FEA0 0014 32 

CH0コントロールレジスタ CH0CTRL R/W H'FEA0 0020 32 

CH1コントロールレジスタ CH1CTRL R/W H'FEA0 0024 32 

CH2コントロールレジスタ CH2CTRL R/W H'FEA0 0028 32 

CH3コントロールレジスタ CH3CTRL R/W H'FEA0 002C 32 

CH4コントロールレジスタ CH4CTRL R/W H'FEA0 0120 32 

CH5コントロールレジスタ CH5CTRL R/W H'FEA0 0124 32 

CH6コントロールレジスタ CH6CTRL R/W H'FEA0 0128 32 

CH7コントロールレジスタ CH7CTRL R/W H'FEA0 012C 32 

CH0入出力スワップレジスタ CH0SWAP R/W H'FEA0 0030 32 

CH1入出力スワップレジスタ CH1SWAP R/W H'FEA0 0034 32 

CH2入出力スワップレジスタ CH2SWAP R/W H'FEA0 0038 32 

CH3入出力スワップレジスタ CH3SWAP R/W H'FEA0 003C 32 

CH4入出力スワップレジスタ CH4SWAP R/W H'FEA0 0130 32 

CH5入出力スワップレジスタ CH5SWAP R/W H'FEA0 0134 32 

CH6入出力スワップレジスタ CH6SWAP R/W H'FEA0 0138 32 

CH7入出力スワップレジスタ CH7SWAP R/W H'FEA0 013C 32 

CH0ソースアドレスレジスタ CH0SAR R/W H'FEA0 0080 32 

CH0デスティネーションアドレスレジスタ CH0DAR R/W H'FEA0 0084 32 

CH0デスティネーションピクセルレジスタ CH0DPXL R/W H'FEA0 0088 32 

CH0ソースフォーマットレジスタ CH0SFMT R/W H'FEA0 008C 32 

CH0デスティネーションフォーマットレジスタ CH0DFMT R/W H'FEA0 0090 32 

CH0ソースラインアドレスレジスタ CH0SARE R H'FEA0 0094 32 

CH0デスティネーションラインアドレスレジスタ CH0DARE R H'FEA0 0098 32 

CH0デスティネーションピクセル処理レジスタ CH0DPXLE R H'FEA0 009C 32 

CH1ソースアドレスレジスタ CH1SAR R/W H'FEA0 00A0 32 

CH1デスティネーションアドレスレジスタ CH1DAR R/W H'FEA0 00A4 32 

CH1デスティネーションピクセルレジスタ CH1DPXL R/W H'FEA0 00A8 32 

CH1ソースフォーマットレジスタ CH1SFMT R/W H'FEA0 00AC 32 

CH1デスティネーションフォーマットレジスタ CH1DFMT R/W H'FEA0 00B0 32 

CH1ソースラインアドレスレジスタ CH1SARE R H'FEA0 00B4 32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

CH1デスティネーションラインアドレスレジスタ CH1DARE R H'FEA0 00B8 32 

CH1デスティネーションピクセル処理レジスタ CH1DPXLE R H'FEA0 00BC 32 

CH2ソースアドレスレジスタ CH2SAR R/W H'FEA0 00C0 32 

CH2デスティネーションアドレスレジスタ CH2DAR R/W H'FEA0 00C4 32 

CH2デスティネーションピクセルレジスタ CH2DPXL R/W H'FEA0 00C8 32 

CH2ソースフォーマットレジスタ CH2SFMT R/W H'FEA0 00CC 32 

CH2デスティネーションフォーマットレジスタ CH2DFMT R/W H'FEA0 00D0 32 

CH2ソースラインアドレスレジスタ CH2SARE R H'FEA0 00D4 32 

CH2デスティネーションラインアドレスレジスタ CH2DARE R H'FEA0 00D8 32 

CH2デスティネーションピクセル処理レジスタ CH2DPXLE R H'FEA0 00DC 32 

CH3ソースアドレスレジスタ CH3SAR R/W H'FEA0 00E0 32 

CH3デスティネーションアドレスレジスタ CH3DAR R/W H'FEA0 00E4 32 

CH3デスティネーションピクセルレジスタ CH3DPXL R/W H'FEA0 00E8 32 

CH3ソースフォーマットレジスタ CH3SFMT R/W H'FEA0 00EC 32 

CH3デスティネーションフォーマットレジスタ CH3DFMT R/W H'FEA0 00F0 32 

CH3ソースラインアドレスレジスタ CH3SARE R H'FEA0 00F4 32 

CH3デスティネーションラインアドレスレジスタ CH3DARE R H'FEA0 00F8 32 

CH3デスティネーションピクセル処理レジスタ CH3DPXLE R H'FEA0 00FC 32 

CH4ソースアドレスレジスタ CH4SAR R/W H'FEA0 0180 32 

CH4デスティネーションアドレスレジスタ CH4DAR R/W H'FEA0 0184 32 

CH4デスティネーションピクセルレジスタ CH4DPXL R/W H'FEA0 0188 32 

CH4ソースフォーマットレジスタ CH4SFMT R/W H'FEA0 018C 32 

CH4デスティネーションフォーマットレジスタ CH4DFMT R/W H'FEA0 0190 32 

CH4ソースラインアドレスレジスタ CH4SARE R H'FEA0 0194 32 

CH4デスティネーションラインアドレスレジスタ CH4DARE R H'FEA0 0198 32 

CH4デスティネーションピクセル処理レジスタ CH4DPXLE R H'FEA0 019C 32 

CH5ソースアドレスレジスタ CH5SAR R/W H'FEA0 01A0 32 

CH5デスティネーションアドレスレジスタ CH5DAR R/W H'FEA0 01A4 32 

CH5デスティネーションピクセルレジスタ CH5DPXL R/W H'FEA0 01A8 32 

CH5ソースフォーマットレジスタ CH5SFMT R/W H'FEA0 01AC 32 

CH5デスティネーションフォーマットレジスタ CH5DFMT R/W H'FEA0 01B0 32 

CH5ソースラインアドレスレジスタ CH5SARE R H'FEA0 01B4 32 

CH5デスティネーションラインアドレスレジスタ CH5DARE R H'FEA0 01B8 32 

CH5デスティネーションピクセル処理レジスタ CH5DPXLE R H'FEA0 01BC 32 

CH6ソースアドレスレジスタ CH6SAR R/W H'FEA0 01C0 32 

CH6デスティネーションアドレスレジスタ CH6DAR R/W H'FEA0 01C4 32 

CH6デスティネーションピクセルレジスタ CH6DPXL R/W H'FEA0 01C8 32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

CH6ソースフォーマットレジスタ CH6SFMT R/W H'FEA0 01CC 32 

CH6デスティネーションフォーマットレジスタ CH6DFMT R/W H'FEA0 01D0 32 

CH6ソースラインアドレスレジスタ CH6SARE R H'FEA0 01D4 32 

CH6デスティネーションラインアドレスレジスタ CH6DARE R H'FEA0 01D8 32 

CH6デスティネーションピクセル処理レジスタ CH6DPXLE R H'FEA0 01DC 32 

CH7ソースアドレスレジスタ CH7SAR R/W H'FEA0 01E0 32 

CH7デスティネーションアドレスレジスタ CH7DAR R/W H'FEA0 01E4 32 

CH7デスティネーションピクセルレジスタ CH7DPXL R/W H'FEA0 01E8 32 

CH7ソースフォーマットレジスタ CH7SFMT R/W H'FEA0 01EC 32 

CH7デスティネーションフォーマットレジスタ CH7DFMT R/W H'FEA0 01F0 32 

CH7ソースラインアドレスレジスタ CH7SARE R H'FEA0 01F4 32 

CH7デスティネーションラインアドレスレジスタ CH7DARE R H'FEA0 01F8 32 

CH7デスティネーションピクセル処理レジスタ CH7DPXLE R H'FEA0 01FC 32 

 

表42.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

CHSTCLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHPRI 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnCTRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnSWAP 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnSAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnDAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnDPXL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnSFMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnDFMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnSARE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnDARE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHnDPXLE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

n：0～7 
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42.2.1 コントロールレジスタ（CHnCTRL） 

CHnCTRL（n=0～7）は、各チャネルの転送モードおよび割り込み出力を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W

—

HMRR VMRR ROTL

—

ROTR

—— —

—

—

MX

—

—

—

MY

—

HIE

—

HE

—

TIE

—

TE

—

—

—

—

—

STP

—

DMAEN

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 HMRR 0 R/W 水平反転（垂直軸対称） 

ソース画像を水平反転して出力します。本ビットと回転／反転動作の関係

は、表 42.5を参照してください。 

0：NOP 

1：ソース画像を水平反転して出力 

14 VMRR 0 R/W 垂直反転（水平軸対称） 

ソース画像を垂直反転して出力します。本ビットと回転／反転動作の関係

は、表 42.5を参照してください。 

0：NOP 

1：ソース画像を垂直反転して出力 

13 ROTL 0 R/W 270°回転（時計回り） 

ソース画像を 270°回転して出力します。本ビットを 1に設定する場合は

ROTRビットを 0に設定してください。本ビットと回転／反転動作の関係

は、表 42.5を参照してください。 

0：NOP 

1：ソース画像を 270°回転して出力 

12 ROTR 0 R/W 90°回転（時計回り） 

ソース画像を 90°回転して出力します。本ビットを 1に設定する場合は

ROTLビットを 0に設定してください。本ビットと回転／反転動作の関係

は、表 42.5を参照してください。 

0：NOP 

1：ソース画像を 90°回転して出力 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 MX 0 R/W X方向拡大 

0：拡大を行わない 

1：X方向に 2倍に拡大して出力する 

ROTRまたは ROTLが 1のときは 0に設定してください。 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 MY 0 R/W Y方向拡大 

0：拡大を行わない 

1：X方向に 2倍に拡大して出力する 

ROTRまたは ROTLが 1のときは 0に設定してください。 

7 HIE 0 R/W ハーフエンド割り込みイネーブル 

ハーフエンドを割り込み要求として出力するかどうかを設定します。 

0：ハーフエンドによる割り込みを禁止 

1：ハーフエンドによる割り込みを許可 

6 HE 0 R/W ハーフエンド 

ライン数の半分のデータ転送が終了したこと示すビットです。CHnDPXLE

の DVPXLEビットが転送開始前に設定した CHnDPXLの DVPXLビットの

値の 1/2（右に 1ビットシフトした値）になると、本ビットは 1になります。 

ROTRまたは ROTLが 1のときは CHnDPXLEの DHPXLEビットが転送開

始前に設定した CHnDPXLの DHPXLビットの値の 1/2以下になると、本ビ

ットは 1になります。 

1読み出しの後の 0クリアのみ有効です。 

本ビットは CHSTCLRレジスタによるクリアも可能です。 

5 TIE 0 R/W トランスファエンド割り込みイネーブル 

トランスファエンドを割り込み要求として出力するかどうかを設定しま

す。 

0：トランスファエンドによる割り込みを禁止 

1：トランスファエンドによる割り込みを許可 

4 TE 0 R/W トランスファエンド 

CHnDPXLEの DVPXLEビットが転送開始前に設定した CHnDPXLの

DVPXLビットと、転送がすべて終了すると、本ビットは 1になります。本

ビットが 1になると、DMAENが自動的にクリアされます。1読み出しの後

の 0クリアのみ有効です。 

本ビットは CHSTCLRレジスタによるクリアも可能です。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 STP 0 R/W 転送中断 

転送を一時的に中断します。本ビットに 1が設定されると、転送中ライン

が終了するまで待機した後に転送を中断し、DMAENビットを 0にします。

その際、本ビットも同時にクリアされます。その後、転送を再開する場合

は DMAENビットを 1に設定してください。また、チャネルの動作をリセ

ットする場合は SARレジスタ、DARレジスタ、DPXLレジスタに再書き込

みを行ってください。 

［書き込み時］ 

0：NOP 

1：転送を一時的に中断する 

［読み出し時］ 

0：転送中または転送中断 

1：転送中のラインが終了するまで待機中 

0 DMAEN 0 R/W DMA転送イネーブル 

転送を有効にします。1書き込みのみ有効です。転送処理中は 1が表示され､

転送終了により自動的にクリアされます。0書き込みは無効です。転送の中

断は STPビットに 1を書き込むことで行います。 

［書き込み時］ 

0：NOP 

1：転送処理を実行する 

［読み出し時］ 

0：転送が行われていない 

1：転送中である 
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42.2.2 入出力スワップレジスタ（CHnSWAP） 

CHnSWAP（n=0～7）は、2D-DMACのデータ入出力部で 64ビットのデータ入れ替えを制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

— — —

—

—

—

—

—

— — —

— — — —

—

— — —

OLS

—

OWS

—

OBS

—

—

—

ILS

—

IWS

—

IBS

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 OLS 0 R/W 出力ロングワードスワップ設定 

2D-DMACの出力部で、64ビットのデータに対し、MSB側 32ビットと LSB

側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます。 

0：出力ロングワードスワップをしない 

1：出力ロングワードスワップをする 

5 OWS 0 R/W 出力ワードスワップ設定 

2D-DMACの出力部で、64ビットのデータに対し、MSB側 32ビット内と

LSB側 32ビット内をワード単位で入れ替えます。 

0：出力ワードスワップをしない 

1：出力ワードスワップをする 

4 OBS 0 R/W 出力バイトスワップ設定 

2D-DMACの出力部で、64ビットのデータに対し、各 16ビット内をバイト

単位で入れ替えます。 

0：出力バイトスワップをしない 

1：出力バイトスワップをする 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 ILS 0 R/W 入力ロングワードスワップ設定 

2D-DMACの入力部で、64ビットのデータに対し、MSB側 32ビットと LSB

側 32ビットをロングワード単位で入れ替えます。 

0：入力ロングワードスワップをしない 

1：入力ロングワードスワップをする 

1 IWS 0 R/W 入力ワードスワップ設定 

2D-DMACの入力部で、64ビットのデータに対し、MSB側 32ビット内と

LSB側 32ビット内をワード単位で入れ替えます。 

0：入力ワードスワップをしない 

1：入力ワードスワップをする 



 

42. 画像切り出しダイレクトメモリアクセスコントローラ（2D-DMAC） 

42-10  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 IBS 0 R/W 入力バイトスワップ設定 

2D-DMACの入力部で、64ビットのデータに対し、各 16ビット内をバイト

単位で入れ替えます。 

0：入力バイトスワップをしない 

1：入力バイトスワップをする 

 

システムをリトルエンディアンで動作させる場合、本レジスタにより入力／出力フォーマットに応じたスワッ

プ方式を選択してください。各スワップを設定した場合のデータの関係を図 42.3、図 42.4、図 42.5に示します。 

63 32 31 0

31 0 63 32

 

図42.3 ロングワードスワップ時のデータスワップ前後の関係 

63 32 3148 47 16 15

0 3132 63

0

47 48 15 16

 

図42.4 ワードスワップ時のデータスワップ前後の関係 

63 32 3148 47 16 15 8 7

0 15

24 23

16 31

40 39

32 47

56 55

48 63 24 756 39

0

55 40 23 8

 

図42.5 バイトスワップ時のデータスワップ前後の関係 
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42.2.3 ソースフォーマットレジスタ（CHnSFMT） 

CHnSFMT（n=0～7）は、ソース画像の設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — —

HWTH[15:0]

— MD[1:0] PKF[4:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 HWTH[15:0] H'0000 R/W ソース画像水平方向バイトサイズ 

ソース画像の 1ラインの幅をバイト単位で指定します。パックサイズの倍数

である必要があります。 

ROTRまたは ROTLが 1のときは 16nに設定してください。 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6、5 MD[1:0] 00 R/W ソース画像フォーマット 

00：RGBデータ 

01：Yデータ 

10：CbCrデータ（YCbCr4:2:0） 

11：CbCrデータ（YCbCr4:2:2） 

4～0 PKF[4:0] 00000 R/W ソース画像 RGBデータパック形式指定 

ソース画像データが RGB形式のときのパック形式を指定します。MD=B'00

のときのみ有効です。パック形式を表 42.3に示します。 

 

表42.3 RGBパック形式 

a
R0
R0
G1
B2

0

0
0
0
0
0
0

B0
G1
R2
a
0

0
1
2

0
1
2
0
1
2
0
1
2

a
R0
R0
G1
B2

0

0
0
0
0
0
0

B0
G1
R2
a
0

R0
G0
G0
B1
R3

0

0
0
0
0
0
0

G0
R1
B3
B0
0

a
R0
R0
G1
B2

0

R0
G1
B2
B0
G1
R2
B0
G1
R2
a
0

a
R0
R0
G1
B2

0

R0
G1
B2
B0
G1
R2
B0
G1
R2
a
0

a
R0
R0
G1
B2

0

R0
G1
B2
B0
G1
R2
B0
G1
R2
a
0

a
R0
R0
G1
B2

0

R0
G1
B2
B0
G1
R2
B0
G1
R2
a
0

a
R0
R0
G1
B2

0

R0
G1
B2
B0
G1
R2
B0
G1
R2
a
0

a
R0
R0
G1
B2

0

R0
G1
B2
B0
G1
R2
B0
G1
R2
a
0

R0
G0
G0
B1
R3

0

0
0
0
0
0
0

G0
R1
B3
B0
0

G0
B0
B0
R2
G3
R0

R0
0
0
0
0
0
0
0

R0
B2
G3
G0
R0

G0
B0
B0
R2
G3
R0

R0
0
0
0
0
0
0
0

R0
B2
G3
G0
R0

R0
G0
G0
B1
R3

0

G0
B1
R3
G0
R1
B3
G0
R1
B3
B0
0

R0
G0
G0
B1
R3

0

G0
B1
R3
G0
R1
B3
G0
R1
B3
B0
0

R0
G0
G0
B1
R3

0

G0
B1
R3
G0
R1
B3
G0
R1
B3
B0
0

R0
G0
G0
B1
R3

R0

G0
B1
R3
G0
R1
B3
G0
R1
B3
B0
0

R0
G0
G0
B1
R3

0

G0
B1
R3
G0
R1
B3
G0
R1
B3
B0
0

R0
G0
G0
B1
R3

R0

G0
B1
R3
G0
R1
B3
G0
R1
B3
B0
0

31～24
B0
a

R1
G2
B3
G0
R0
G0
G0
0
0
0
0
0
0

B1
G2
R3
R0
G0

B0
a

R1
G2
B3
G0
R0
G0
G0
0
0
0
0
0
0

B1
G2
R3
R0
G0

B0
a

R1
G2
B3
G0
R0
B0
G0
R1
G2
B3
B1
G2
R3
B1
G2
R3
R0
G0

B0
a

R1
G2
B3
B0
G0
B0
G0
R1
G2
B3
B1
G2
R3
B1
G2
R3
R0
B0

B0
a

R1
G2
B3
B0
G0
B0
B0
R1
G2
B3
B1
G2
R3
B1
G2
R3
R0
B0

B0
a

R1
G2
B3
B0
G0
B0
B0
R1
G2
B3
B1
G2
R3
B1
G2
R3
R0
B0

B0
a

R1
G2
B3
B0
B0
B0
B0
R1
G2
B3
B1
G2
R3
B1
G2
R3
R0
B0

B0
a

R1
G2
B3
B0
B0
B0
B0
R1
G2
B3
B1
G2
R3
B1
G2
R3
R0
B0

G0
B0
B0
R2
G3
R0

R0
0

B0
R2
G3
R0
B2
G3
R0
B2
G3
G0
R0

G0
B0
B0
R2
G3
R0

R0
0

B0
R2
G3
R0
B2
G3
R0
B2
G3
G0
R0

G0
B0
B0
R2
G3
R0

G0
R0
B0
R2
G3
R0
B2
G3
R0
B2
G3
G0
R0

G0
B0
B0
R2
G3
G0

G0
R0
B0
R2
G3
R0
B2
G3
R0
B2
G3
G0
G0

G0
B0
B0
R2
G3
G0

G0
R0
B0
R2
G3
R0
B2
G3
R0
B2
G3
G0
G0

G0
B0
B0
R2
G3
G0

G0
R0
B0
R2
G3
R0
B2
G3
R0
B2
G3
G0
G0

23～16 15～8 7～0
BitPhase

24
24

24

16
8

18
12

18

18

24

24
16

Bit Rate
[bpp]

B'00000
B'00001

B'00010

B'00011
B'00100
B'00111
B'01000

B'01001

B'01010

B'01011

B'01100
B'01101

PKF
[4:0]

ARGB8888
RGBA8888

RGB888

RGB565
RGB332

pRGB14-666
pRGB4-444

RGB666

BGR666

BGR888

ABGR8888
RGB565

Format
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42.2.4 ソースアドレスレジスタ（CHnSAR） 

CHnSAR（n=0～7）は、ソース画像の転送開始アドレスを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SAR[31:16]

SAR[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 SAR[31:0] H'0000 0000 R/W ソース画像切り出し開始アドレス 

ソース画像データの切り出し開始ピクセルを表すアドレスを設定します。 

 

42.2.5 デスティネーションフォーマットレジスタ（CHnDFMT） 

CHnDFMT（n=0～7）は、デスティネーション画像フォーマットなどを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

KALPHA[7:0]

HWTH[15:0]

AV MD[1:0] PKF[4:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 HWTH[15:0] H'0000 R/W デスティネーション画像水平方向バイトサイズ 

デスティネーション画像の 1ラインの幅をバイト単位で指定します。16nの

値になるように設定してください。CTRL.MX=1の場合には、拡大後の値を

設定してください。 

15～8 KALPHA[7:0] H'00 R/W アルファ指定 

ソース画像がアルファ無しフォーマット、またはアルファありフォーマット

で AV=1を設定している場合に、出力に使用するアルファ値を設定します。 

7 AV 0 R/W アルファ有効 

0：ソース画像がアルファつきフォーマットの場合に、そのアルファ値を

無効とします。出力がアルファつきの場合は KALPHAの値が出力され

ます。 

1：ソース画像がアルファつきフォーマットの場合に、そのアルファ値を

有効とします。出力がアルファつきの場合に出力されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6、5 MD[1:0] 00 R/W デスティネーション画像フォーマット 

00：RGBデータ 

01：Yデータ 

10：CbCrデータ（YCbCr4:2:0） 

11：CbCrデータ（YCbCr4:2:2） 

4～0 PKF[4:0] 00000 R/W デスティネーション画像 RGBデータパック形式指定 

デスティネーション画像データが RGB形式のときのパック形式を指定しま

す。MD=B'00のときのみ有効です。パック形式を表 42.3に示します。 

 

42.2.6 デスティネーションピクセルレジスタ（CHnDPXL） 

CHnDPXL（n=0～7）は、デスティネーション画像の水平／垂直方向のピクセルサイズを設定します。 

CHnDPXLは値の変更がない場合でも、DMAENで転送処理を 1回実行するたびに再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DHPXL[15:0]

DVPXL[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 DHPXL[15:0] H'0000 R/W デスティネーション画像水平方向ピクセルサイズ 

デスティネーション画像の水平方向ピクセルサイズを設定します。

CTRL.MX=1の場合にも、拡大前の値を設定してください。YCbCr4:2:2、

YCbCr4:2:0の場合の CbCr面は、画素数の 1/2を設定してください。 

最小ピクセルサイズは 1となります。1以上の値を設定してください。 

15～0 DVPXL[15:0] H'0000 R/W デスティネーション画像垂直方向ピクセルサイズ 

デスティネーション画像の垂直方向ピクセルサイズを設定します。

CTRL.MY=1の場合にも、拡大前の値を設定してください。YCbCr4:2:0の場

合の CbCr面は、ライン数の 1/2を設定してください。 

最小ピクセルサイズは 1となります。1以上の値を設定してください。 
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42.2.7 デスティネーションアドレスレジスタ（CHnDAR） 

CHnDAR（n=0～7）は、デスティネーション画像の転送開始アドレスを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DAR[31:16]

DAR[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DAR[31:0] H'00000000 R/W デスティネーション画像の開始アドレスを指定します。 

VMRR、HMRR、ROTR、ROTL、MYビットの設定に応じて CHnDARに設

定するアドレス指定ポイントが変化します。設定方法については「42.3.2 

画像回転／反転」を参照してください。 

16nの開始アドレスのみ指定可能です。 

 

42.2.8 ソースラインアドレスレジスタ（CHnSARE） 

CHnSARE（n=0～7）は、ソース画像の処理中ラインの先頭アドレスを表示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

SARE[31:16]

SARE[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 SARE[31:0] H'0000 0000 R 内部処理用で、読み出しのみ可能なレジスタです。 

読み出すとソース画像の処理中ラインの先頭アドレスが表示されます。 
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42.2.9 デスティネーションラインアドレスレジスタ（CHnDARE） 

CHnDARE（n=0～7）は、デスティネーション画像の処理中ラインの先頭アドレスを表示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DARE[31:16]

DARE[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DARE[31:0] H'0000 0000 R 内部処理用で、読み出しのみ可能なレジスタです。 

読み出すとデスティネーション画像の処理中ラインの先頭アドレスが表示

されます。 

 

42.2.10 デスティネーションピクセル処理レジスタ（CHnDPXLE） 

CHnDPXLE（n=0～7）は、デスティネーション画像の未処理ライン数を表示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DVPXLE[15:0]

DHPXLE[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 DHPXLE[15:0] H'0000 R 内部処理用で、読み出しのみ可能なレジスタです。 

読み出すとデスティネーション画像の未処理水平ライン数が表示されます。 

15～0 DVPXLE[15:0] H'0000 R 内部処理用で、読み出しのみ可能なレジスタです。 

読み出すとデスティネーション画像の未処理ライン数が表示されます。 
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42.2.11 割り込みステータスクリアレジスタ（CHSTCLR） 

CHSTCLRは、各チャネルの HEビットおよび TEビットの状態を表示します。本レジスタへの書き込みにより、

1を書いたビットに対応するチャネルの HEビット、TEビットがクリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— —

CHnHE[7:0]

—— — — — — — — — — —

CHnTE[7:0]

— — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 にしてください。 

15～8 CHnHE[7:0] H'00 R/W CHn（n＝0～7）の HEビットの状態を表示します。 

本ビットに 1を書き込むと、対応するチャネルの HEビットがクリアされ

ます。 

［書き込み時］ 

0：NOP 

1：HEビットをクリアする 

［読み出し時］ 

0：HEが 0である 

1：HEが 1である  

7～0 CHnTE[7:0] H'00 R/W CHn（n＝0～7）の TEビットの状態を表示します。 

本ビットに 1を書き込むと、対応するチャネルの TEビットがクリアされま

す。 

［書き込み時］ 

0：NOP 

1：TEビットをクリアする 

［読み出し時］ 

0：TEが 0である 

1：TEが 1である 
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42.2.12 チャネル優先度切替レジスタ（CHPRI） 

CHPRIは、各チャネルの処理優先度を設定します。処理実行時にはすべての CHの優先度を 1に設定してくだ

さい。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CH7PRI[3:0] CH6PRI[3:0] CH5PRI[3:0] CH4PRI[3:0]

CH3PRI[3:0] CH2PRI[3:0] CH1PRI[3:0] CH0PRI[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 CH7PRI[3:0] H'0 R/W CH7処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

27～24 CH6PRI[3:0] H'0 R/W CH6処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

23～20 CH5PRI[3:0] H'0 R/W CH5処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

19～16 CH4PRI[3:0] H'0 R/W CH4処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

15～12 CH3PRI[3:0] H'0 R/W CH3処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

11～8 CH2PRI[3:0] H'0 R/W CH2処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

7～4 CH1PRI[3:0] H'0 R/W CH1処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 

3～0 CH0PRI[3:0] H'0 R/W CH0処理優先度 

実行時には必ず 1を設定してください。 
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42.3 動作説明 

本モジュールは、ソース画像から必要サイズ分の画像を切り出しデスティネーション画像として格納すること

が可能です。その際、同時にフォーマット変換、回転／反転および拡大を行うことが可能です。 

42.3.1 画像切り出し 

S

O

水平方向バイトサイズ
（SFMT.HWTH）

転送開始アドレス（SAR）

ソース画像

水平方向バイトサイズ
（DFMT.HWTH）

転送先開始アドレス（DAR）

デスティネーション画像

水平方向ピクセルサイズ（DPXL.DHPXL）

垂
直
方
向
ピ
ク
セ
ル
数

（
D

P
X

L.
D

V
P

X
L）

 

図42.6 画像切り出し概略図 

 

画像切り出しの概略図を図 42.6に示します。 

画像フォーマットは YCbCr4:2:0、YCbCr4:2:2、RGB形式に対応します。YCbCr形式、RGB形式共に 1画素単

位の切り出しが可能です。ただし、YCbCr形式については Y/C独立でメモリに格納するため、別チャネルで設定

を行ってください。 

ソース画像については、切り出し開始座標 Sのアドレスおよび水平方向のバイトサイズをレジスタにて設定す

る必要があります。SARには切り出し開始ピクセルの先頭アドレスを設定してください。ただし、YCbCr形式に

おいては、原点 Oに対して切り出し開始座標 S（SAR）の X座標が奇数である場合、Yと Cで水平方向にずれが

発生します。さらに、YCbCr4:2:0形式においては、原点 Oに対して切り出し開始座標 Sの Y座標が奇数である場

合、Yと Cで垂直方向にずれが発生します。 

デスティネーション画像については、転送先開始アドレスおよび水平／垂直方向ピクセル数、水平方向バイト

サイズの設定が必要です。水平方向バイトサイズ（DFMT.HWTH）については、16nの整数値（≧DPXL.DHPXL

×ピクセル当たりバイト数）になるように設定してください。図の灰色部分は無効データとして破棄してくださ

い。ただし、YCbCr形式においては、Yの水平ピクセルサイズを奇数に設定した場合、画像右端に無効データが

生じることがあります。同様に、YCbCr4:2:0の Yの垂直ピクセルサイズを奇数に設定した場合、画像下端に無効

データが生じることがあります。 

上記の各制限事項を表 42.4に示します。 
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表42.4 各フォーマットにおける制限事項 

フォーマット 項   目 制限事項 

共通 デスティネーション画像水平方向バイトサイズ

（CHnDFMT.HWTH） 

16n（バイト）に設定してください。 

ソース画像水平方向切り出し開始位置

（CHnSAR.SAR） 

ソース画像の原点 Oに対して切り出し開始座標 S

（SAR）の X座標が奇数である場合、Yと CbCrで

水平方向にずれが発生します。 

Yデータ 

（YCbCr4:2:2） 

デスティネーション画像水平方向ピクセルサイズ

(CHnDPXL.DHPXL) 

デスティネーション画像の水平ピクセルサイズが

奇数である場合、画像右端に無効データが生じるこ

とがあります。 

ソース画像水平方向切り出し開始位置

（CHnSAR.SAR） 

ソース画像の原点 Oに対して切り出し開始座標 S

（SAR）の X座標が奇数である場合、Yと CbCrで

水平方向にずれが発生します。 

ソース画像垂直方向切り出し開始位置

（CHnSAR.SAR） 

ソース画像の原点 Oに対して切り出し開始座標 S

（SAR）の Y座標が奇数である場合、Yと CbCrで

垂直方向にずれが発生します。 

デスティネーション画像水平方向ピクセルサイズ

（CHnDPXL.DHPXL） 

デスティネーション画像の水平ピクセルサイズが

奇数である場合、画像右端に無効データが生じるこ

とがあります。 

Yデータ 

（YCbCr4:2:0） 

デスティネーション画像垂直方向ピクセルサイズ

（CHnDPXL.DVPXL） 

デスティネーション画像の垂直ピクセルサイズが

奇数である場合、画像下端に無効データが生じるこ

とがあります。 
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42.3.2 画像回転／反転 
 

表42.5 VMRR、HMRR、ROTL、ROTRビットと回転／反転動作の関係 

VMRRビット HMRRビット ROTLビット ROTRビット DAR指定 

ポイント 

回転／反転動作 

0 0 0 0 A 回転／反転なし 

0 0 0 1 C 時計回りに 90°回転 

0 0 1 0 B 時計回りに 270°回転 

0 1 0 1 

1 0 1 0 

A 時計回りに 90°回転後、水平反転 

（時計回りに 270°回転後、垂直反転） 

1 0 0 1 

0 1 1 0 

D 時計回りに 90°回転後、垂直反転 

（時計回りに 270°回転後、水平反転） 

0 1 0 0 C 水平反転 

1 0 0 0 B 垂直反転 

1 1 0 0 D 180°回転 

その他 － 設定禁止 

 

表 42.5に示すように、VMRR、HMRR、ROTR、ROTLビットの組み合わせにより 90°単位で任意の回転／反

転動作が実行できます。回転を伴う動作を行った場合のソース画像とデスティネーション画像との関係は図 42.7、

反転のみを行った場合のソース画像とデスティネーション画像との関係は図 42.8を参照してください。 

また、回転／反転動作時は VMRR、HMRR、ROTR、ROTLビットの設定に応じて CHnDARに設定するアドレ

ス指定ポイントが変化します。各処理に対応するアドレス指定ポイントを図 42.9に図示します。 

アドレス設定式を以下に示します。 

offset_add デスティネーション画像の左上端のアドレス 

dest_hwidth デスティネーション画像の水平方向バイトサイズ（CHnDFMT.DHWTH） 

dest_vpxl デスティネーション画像の垂直方向ピクセルサイズ（CHnDPXL.DVPXL） 

 

A DAR = offset_add 

B DAR = offset_add + (dest_hwidth × (dest_vpxl - 1)) 

C DAR = offset_add + dest_hwidth 

D DAR = offset_add + (dest_hwidth ×dest_vpxl) 
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垂直反転 垂直反転

水平反転

水平反転

90°回転

90°回転＋垂直反転
（270°回転＋水平反転）270°回転

（灰色部分は無効データ領域を示す）  

図42.7 回転を伴う動作時のソース画像とデスティネーション画像との関係  
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水平反転＋垂直反転＝180°回転

（灰色部分は無効データ領域を示す） 

垂直反転

水平反転

 

図42.8 反転動作時のソース画像とデスティネーション画像との関係 

 

（灰色部分は無効データ領域を示す） 

Line 1
Line 2

Line N-1
Line N

16n(Byte)

A

B

V

H

Line 1
Line 2

Line N-1
Line N

16n(Byte)

C

D

V

H

 

図42.9 CHnDARのアドレス指定ポイント 
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42.3.3 RGB／YCbCrフォーマット変換 

RGBフォーマット間、YCbCrフォーマット間（YCbCr4:2:0、YCbCr4:2:2）での変換がそれぞれ可能です。サポ

ートする RGBフォーマットについては表 42.3を参照してください。ただし、RGB-YCbCr間のフォーマット変換

はできません。 
 

42.3.4 単純拡大出力 

CTRL.MX = 1、CTRL.MY = 1を設定することで、それぞれ X方向、Y方向の拡大出力を行うことが可能です。

拡大処理はソース画像のピクセルを X方向、Y方向にそれぞれコピーして出力する単純拡大形式で行われます。 

概略図を図 42.10に示します。 

P(0, 0)

P(0, 1)

P(1, 0)

P(1, 1)

P(0, 0)

P(0, 1)

P(1, 0)

P(0, 0) P(1, 0)

P(1, 1)

P(0, 1) P(1, 1)

P(0, 0)

P(0, 1)

P(0, 0)

P(0, 1)

P(1, 0)

P(1, 1)

P(1, 0)

P(0, 0) P(0, 0) P(1, 0)P(1, 0)

P(0, 0) P(0, 0) P(1, 0)P(1, 0)

P(1, 1)

P(0, 1) P(0, 1) P(1, 1)P(1, 1)

P(0, 1) P(0, 1) P(1, 1)P(1, 1)

CTRL.MY=1

CTRL.MX=1

CTRL.MX=1
CTRL.MY=1

ソース画像

 

図42.10 ピクセル拡大出力 
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42.4 転送フロー 

図 42.11に 2D-DMACによる転送のフローチャートを示します。 

初期設定
SAR、SFMT、DAR、

DFMT、DPXL

開始

終了

DMAEN=1

STP=1

転送実行
SARE、DARE、

DPXLE更新

TE=1?

TE割り込み要求
（TEI=1のとき）

Yes

転送終了?

No

Yes

転送終了?

Yes

No

No

 

図42.11 2D-DMAC転送フローチャート 
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42.5 使用上の注意事項 

42.5.1 切り出し画像サイズに対する制約 

2D-DMACでの水平方向の切り出し画像サイズが、バッファ RAMサイズ 1.5KB（1536バイト）を超えない範囲

で使用してください。 

水平方向の切り出し画像サイズは CHnDPXL.DHPXL[15:0] ×（1ピクセルあたりのバイト数）で算出されるサ

イズです。 
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43. TSインタフェース（TSIF） 

TSIF（Transport Stream I/F）は、日本の地上波デジタル放送サービスの一環として行われるワンセグメント放送

に用いられるMPEG2-トランスポートストリーム（TS）受信等に用いられるモジュールです。TSIFは、MPEG2

規格のシステムレイヤのデコード処理に必要なパケットデータの抽出、PCR管理を行います。 
 

43.1 特長 

TSIFは、以下の特長を持ちます。 

• シリアルデータ入力 

• DMAオートリクエストによるTSデータ転送モードのサポート 

• TSパケットの取得 

合計38種のPID（パケットID）フィルタリング（PAT／CATパケットは固定、PCR／Video／Audioパケットは

専用のPID値） 

全有効パケット受信モード（Nullパケット削除）のサポート 

Nullパケットを含む全パケット受信モードのサポート 

重複パケット削除モードのサポート 

TSパケットデータ読み出し時のエンディアンタイプ設定が可能 

TSパケットデータ取得時のタイムスタンプ機能サポート 

• TSデータの解析 

random access indicator検出 

discontinuity indicator検出 

Videoスタートコード、ショートヘッダの検出 

• PCR情報の抽出 

• システム時刻生成のサポート 

【略語】 

 MPEG ：Moving Picture Expert Group  

 TS ：Transport Stream 

 PID ：Packet ID 

 PAT ：Program Association Table 

 CAT ：Conditional Access Table 

 PCR ：Program Clock Reference 

 ES ：Elementary Stream 
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図 43.1に TSIFのブロック図を示します。 

入力信号は、TSデータとそれを転送するための制御信号であり、出力信号は、本モジュールで取捨選択された

TSパケットデータとなります。 

シリアルで入力された TSデータは、8ビットのパラレルデータに変換された後に、TS同期検出回路で TSパケ

ットのヘッダを検出します。さらに TSフィルタ回路にて、あらかじめ設定された PIDテーブルにより TSパケッ

トの PIDの判定／フィルタリングを行い、TSパケット用のバッファへ格納します。このようにして、あらかじめ

指定された TSパケットのみがバッファに格納され、バスインタフェースを経由して、メモリ等へ転送されます。 

TSヘッダの解析回路は、TSパケットのヘッダを解析し、ヘッダ情報の取得や、他のブロックへのトリガ信号

の生成を行うブロックです。ESデータ検索回路は、TSパケット内に収められているエレメンタリストリーム（ES）

の中のスタートコード、ショートヘッダの検索を行います。この結果は、映像デコードの制御を行う上位のソフ

トウェアにて、映像デコードの開始タイミング等を制御するための補助データとして用いることができます。 

PCR管理部では、TSパケットより抽出した PCR情報を元にシステム時刻管理に必要な情報を出力します。 

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

周
辺
バ
ス

バッファ

情報抽出

検索結果

システム時刻情報

ヒット判定

PCR_PID判定

PID

Video_PID判定

Adaptation Field
インジケータ

TSフィルタTS_SDAT

TS同期

PID
テーブル

TSヘッダ
解析

Adaptation
Field解析

ESデータ
検索

PCR管理

TS_SCLK

TS_SDEN

TS_SPSYNC

 

図 43.1 TSIFのブロック図 
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43.2 端子構成 

端子構成を表 43.1に示します。 
 

表 43.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

TS_SDAT TSシリアルデータ 入力 TSパケットデータのシリアル入力端子 

レジスタ設定にて極性反転が可能です。 

TS_SCK TSシリアルクロック 入力 シリアル入力クロック端子 

レジスタ設定にて極性反転が可能です。初期値は立ち上がり同期と

なります。 

TS_SDEN TSデータイネーブル 入力 シリアル入力有効信号端子 

レジスタ設定にて極性反転、オン／オフ設定が可能です。初期値は

オンで、TS_SDEN信号がハイで有効となります。 

TS_SPSYNC TSデータ同期 入力 バイト境界信号端子 

レジスタ設定にて極性反転が可能です。初期値は立ち上がりでバイ

ト境界となります。 
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43.3 レジスタの説明 

TSIFのレジスタ構成を表 43.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 43.3に示します。 
 

表 43.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

TSIFコントロールレジスタ TSCTLR R/W H'A4C8 0000 32 

TSIF PIDデータレジスタ TSPIDR R/W H'A4C8 0004 32 

TSIFコマンドレジスタ TSCMDR R/W H'A4C8 0008 32 

TSIF割り込みステータスレジスタ TSSTR R/W H'A4C8 000C 32 

TSIF TSデータレジスタ TSTSDR R H'A4C8 0010 32 

TSIFバッファクリアレジスタ TSBUFCLRR R/W H'A4C8 0014 32 

TSIF割り込みイネーブルレジスタ TSINTER R/W H'A4C8 0018 32 

TSIF PSCALEレジスタ TSPSCALER R/W H'A4C8 0020 32 

TSIF PSCALE_Rレジスタ TSPSCALERR R/W H'A4C8 0024 32 

TSIF PCRADCMODEレジスタ TSPCRADCMDR R/W H'A4C8 0028 32 

TSIF PCRADCレジスタ TSPCRADCR R/W H'A4C8 002C 32 

TSIF TR_PCRADCレジスタ TSTRPCRADCR R/W H'A4C8 0030 32 

TSIF D_PCRADCレジスタ TSDPCRADCR R/W H'A4C8 0034 32 

TSIFフリーランカウンタ TSFRC R/W H'A4C8 0040 32 

 

表 43.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

TSCTLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPIDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSCMDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSTSDR 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

TSBUFCLRR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSINTER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPSCALER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPSCALERR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPCRADCMDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPCRADCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSTRPCRADCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSDPCRADCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSFRC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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43.3.1 TSIFコントロールレジスタ（TSCTLR） 

TSCTLRは、TSIFの制御用レジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R R/W R R R/W R R R R/W R/W R/W

－ PLN
GTH

TSD
ATP

TSC
LKP

TSV
LDP － PSY

CP － － SDE
NE － － － TFA DPD

MD
DREQ

MD

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

EN PC 
RMD － － － － FRC 

ADD
FRC 
STR FRCPSC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

30 PLNGTH 0 R/W TSパケットデータのバイト構成設定 

0：TSパケットが 204バイト構成 

1：TSパケットが 188バイト構成 

29 TSDATP 0 R/W TSパケットデータの入力極性設定 

0：TSデータ入力正極性 

1：TSデータ入力負極性（極性反転して使用） 

28 TSCLKP 0 R/W TSクロックの入力極性設定 

0：TSデータクロック入力正極性（立ち上がりエッジでデータ取り込み） 

1：TSデータクロック入力負極性（立ち下がりエッジでデータ取り込み） 

27 TSVLDP 0 R/W TSパケットデータイネーブル信号の入力極性設定 

0：TSデコーダからの TS_SDEN信号が正極性（ハイで有効） 

1：TSデコーダからの TS_SDEN信号が負極性（ローで有効） 

26 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

25 PSYCP 0 R/W TSパケットデータ同期信号の入力極性設定 

0：TSパケット同期信号 TS_SPSYNCが正極性（ハイで同期バイト） 

1：TSパケット同期信号 TS_SPSYNCが負極性（ローで同期バイト） 

24、23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

22 SDENE 0 R/W TSパケットデータイネーブル信号の有効・無効設定 

0：TSデコーダからの TS_SDEN信号を有効にします 

1：TSデコーダからの TS_SDEN信号を無視します 

21～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 TFA 0 R/W TSIF内部のソフトウェアリセット信号 

起動時には自動的にリセット状態となります。1を書き込んでリセット解

除してください。本ビットで TSSTR以外の TSIF内部レジスタは初期化

されません。リセットを発行した場合、本ビットの読み出しにて 0を確認

した後にリセット解除を行ってください。 

【注】TS_SCKを 8サイクル以上入力後、TFAビットを 1としてくださ

い。 

0：TSIF内部をリセットします（TSSTR以外のレジスタ部を除く） 

1：リセット解除 

17 DPDMD 0 R/W 連続した TSパケットの重複データ（duplicate packet）削除 

削除されるデータは、1つ前の連続したパケットの PIDと

continuity_counterが一致したデータとなります。ただし、

adaptation_field_control=x0（x：don't care）のときは削除されません。 

0：重複データ有効モード 

 連続パケットの PIDと continuity_counterが一致してもデータを削

除しません。 

1：重複データ削除モード 

 連続したパケットにおいて 1つ前のパケットの PIDと

continuity_counterが一致したデータを削除します。 

ただし、adaptation_field_control=x1（x：don't care）のときのみ有

効です。 

16 DREQMD 0 R/W DMACによる 1パケット分（188バイトまたは 192バイト）の TSデータ

転送後、自動的に TSBUFCLRRの PECビットを 1にセットするかどうか

を選択します。 

0：DMA割り込み転送モード 

 1パケット分（188バイトまたは 192バイト）の TSデータ転送後、

PECビットを 1にセットしません 

1：DMAオート転送モード 

 1パケット分（188バイトまたは 192バイト）の TSデータ転送後に

PECビットを 1にセットし、内部バッファをクリアします 

15 EN 0 R/W TSTSDRから TSパケットデータを読み出すときのエンディアンタイプ設

定 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

14 PCRMD 0 R/W TSPCRADCと TSTRPCRADCの時刻表示設定 

0：90 kHz単位の時刻表示 

1：45 kHz単位の時刻表示 

13～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 FRCADD 0 R/W PID一致タイミング時の TSFRC値（タイムスタンプ）付加設定 

0：TSTSDRに TSFRC値を付加しない 

（TSTSDRは 188バイトの TSパケットデータ） 

1：TSTSDRの 189～192バイト目に TSFRC値（タイムスタンプ）を

付加する（TSTSDRは 188バイトの TSパケットデータ＋4バイト

の TSFRC） 

8 FRCSTR 0 R/W TSFRCの動作設定 

0：TSFRCのカウント動作停止 

1：TSFRCはカウントアップ動作 

7～0 FRCPSC 

[7:0] 

H'00 R/W TSFRCの分周クロック設定 

Bφの n分周にする場合は、FRCPSC＝（n－1）に設定してください。 

例：Bφ＝50 MHz時に、50分周の 1 MHzクロックにする場合は、 

  FRCPSC＝49（H'31）に設定してください。 

 

以下に TFAビットが TSIF内部に反映される条件を示します。 

TFAビットは、DREQMDビットの条件により、以下のタイミングで TSIF内部に反映されます。 
 

DREQMDビット TFAビット 反映タイミング 

0→1 レジスタ設定で随時反映 0 

1→0 レジスタ設定で随時反映 

0→1 レジスタ設定で随時反映 1 

1→0 PECビットの自動 1セットのタイミング 
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43.3.2 TSIF PIDデータレジスタ（TSPIDR） 

TSPIDRは、PIDフィルタのセクションテーブル設定する PIDの値を設定するためのレジスタです。 

本レジスタへの書き込み後、TSCMDRへの書き込みを行うことにより PIDDへの設定内容が反映されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － PIDD[12:0]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

28～16 PIDD[12:0] H'0000 R/W TSパケットデータのバイト構成設定 

PIDフィルタのセクションテーブル設定する PIDの値を設定します。PIDD

の設定後、TSCMDRへの書き込みを行うことにより本レジスタの設定内

容が反映されます。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

 

43.3.3 TSIFコマンドレジスタ（TSCMDR） 

TSCMDRは、TSPIDRで設定した値を PIDテーブルに設定するためのレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － PT[5] － － ALLPI 
DMD PIDMD TFE － PPS PT[4:0]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

28 PT[5] 0 R/W PIDテーブルを設定するセクションの選択（表 43.4参照） 

これらのビットは PIDMDビット、および TFEビットが 0のときのみ有効

となります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

25 ALLPIDMD 0 R/W 

24 PIDMD 0 R/W 

PIDフィルタのモード設定 

ALLPIDMD PIDMD 

0 0 ：PIDテーブルに設定した値が有効となります 

（PIDフィルタモード） 

0 1 ：NULLパケット（PID＝H'1FFF）以外の PIDが

すべて有効となります 

（全有効パケット受信モード） 

1 * ：NULLパケット（PID＝H'1FFF）を含む、 

すべての PIDが有効になります 

（全パケット受信モード） 

23 TFE 0 R/W PIDテーブルの内容クリア 

0：－ 

1：PIDテーブルの内容をクリアします 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

21 PPS 0 R/W 

20～16 PT[4:0] 00000 R/W 

PIDテーブルを設定するセクションの選択（表 43.4参照） 

これらのビットは PIDMDビット、および TFEビットが 0のときのみ有効

となります。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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PIDMDビットが 0のときに、TSPIDRの PIDフィルタのセクションテーブルに設定する値を書いた後、下記の

いずれかの値を書き込むことにより、指定される選択セクションに PIDの値が設定されます。 

これ以外に、PAT用（H'0000固定）、CAT用（H'0001固定）の PIDが実装されます。 
 

表 43.4 PPSおよび PTビット設定と PID値の関連 

PPS PT[5:0] 選択セクション 

1 xxxxxx PCR_PID 

0 000000 Video 

0 000001 Audio 

0 000010 PID_1 

0 000011 PID_2 

0 000100 PID_3 

0 000101 PID_4 

0 000110 PID_5 

0 000111 PID_6 

0 001000 PID_7 

0 001001 PID_8 

0 001010 PID_9 

0 001011 PID_10 

0 001100 PID_11 

0 001101 PID_12 

0 001110 PID_13 

0 001111 PID_14 

0 010000 PID_15 

0 010001 PID_16 

0 010010 PID_17 

0 010011 PID_18 

0 010100 PID_19 

0 010101 PID_20 

0 010110 PID_21 

0 010111 PID_22 

0 011000 PID_23 

0 011001 PID_24 

0 011010 PID_25 

0 011011 PID_26 

0 011100 PID_27 

0 011101 PID_28 

0 011110 PID_29 

0 011111 PID_30 
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PPS PT[5:0] 選択セクション 

0 100000 PID_31 

0 100001 PID_32 

0 100010 PID_33 

【注】 x：don't care 

 

43.3.4 TSIF割り込みステータスレジスタ（TSSTR） 

TSSTRは、TSIF内部の状態を示すステータスレジスタです。各ビットともクリアのための 0書き込みが可能で

す。SYNCFビット以外は、パケット受信完了時に TSSTRにセットされます。一度、1にセットされたビットは 0

を書き込むまでクリアされませんので、次パケットの受信完了までにクリアしてください。TSSTRの各ビット

（SYNCFビットを除く）は、TSCTLRの TFAビットにより初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 － 0 0 0
R R R R R R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)*R/(W)* R R/(W)* R R/(W)*R/(W)*R/(W)*

－ － － PID[12:0]

－ － － － － ADCF PIDF STOF RANDF DISCF SYNCF OFEF － VSCF VSHF TSIF
INTF

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

28～16 PID[12:0] H'0000 R/(W)* 直前に入力した TSパケットの PIDを示します。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10 ADCF 0 R/(W)* PCRADC更新フラグ 

1：PCRADCが更新された（PCRパケットが入力された）ことを示しま

す。 

［セット条件］ 

• PCRADCが更新された（PCRパケットが入力された）とき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 PIDF 0 R/(W)* 該当 PIDパケット受信フラグ 

1：PIDフィルタモード（ALLPIDMD＝0、PIDMD＝0）時、設定した PID

パケットを受信したことを示します。 

［セット条件］ 

• PIDフィルタモード（ALLPIDMD＝0、PIDMD＝0）時、設定した PID

パケットを受信したとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 

8 STOF 0 R/(W)* 割り込み発生中のパケット受信終了フラグ 

1：割り込み発生状態で、次のパケット受信終了によるステータス更新（本

ビット除く）が発生したことを示します。 

［セット条件］ 

• 割り込み発生状態で、次のパケット受信終了によるステータス更新（本

ビット除く）が発生したとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 

7 RANDF 0 R/(W)* random_access_indicatorフラグ 

1：直前に入力した TSパケットの random_access_indicatorが 1である

ことを示します。 

［セット条件］ 

• 直前に入力した TSパケットの random_access_indicatorが 1である

とき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 

6 DISCF 0 R/(W)* PCR不連続フラグ 

1：直前に入力した PCRパケットの discontinuity_indicatorが PCR不連

続状態であることを示します。 

［セット条件］ 

• 直前に入力した PCRパケットの discontinuity_indicatorが PCR不連

続状態であるとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 



 

43. TSインタフェース（TSIF） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  43-13 

2013.01.18  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 SYNCF 1 R 同期モードフラグ 

TSパケットの同期信号の検出による内部同期／非同期モードの状態 

非同期モード時、2回連続で同期信号（H'47）を検出すると、同期モードに

入ります。同期モード時、4回連続で同期信号を検出できないと、非同期モ

ードに入ります。書き込む値は必ず 0にしてください。 

0：TSIFが同期モードであることを示します（TSパケットの同期が取れ

ている） 

1：TSIFが非同期モードであることを示します（TSパケットの同期が取

れていない） 

4 OFEF 0 R/(W)* バッファオーバフローフラグ 

TSIF内部バッファのオーバフロー 

1：内部バッファにオーバフローエラーが発生したことを示します 

［セット条件］ 

• 内部バッファにオーバフローエラーが発生したとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 

3 － 不定 R リザーブビット 

書き込む値は必ず 0にしてください。 

2 VSCF 0 R/(W)* Videoパケットスタートコード検出フラグ 

1：直前に入力した TSパケットが Videoパケットで、かつそのペイロー

ド内にスタートコード（B'0000 0000 0000 0000 0000 0001 xxxx 

xxxx）が存在することを示します 

［セット条件］ 

• 直前に入力した TSパケットが Videoパケットで、かつそのペイロー

ド内にスタートコード（B'0000 0000 0000 0000 0000 0001 xxxx xxxx）

が存在するとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 

1 VSHF 0 R/(W)* Videoパケットショートヘッダ検出フラグ 

1：直前に入力した TSパケットが Videoパケットで、かつそのペイロー

ド内にショートヘッダ（B'0000 0000 0000 0000 1000 00xx xxxx 

xxxx）が存在することを示します 

［セット条件］ 

• 直前に入力した TSパケットが Videoパケットで、かつそのペイロー

ド内にショートヘッダ（B'0000 0000 0000 0000 1000 00xx xxxx xxxx）

が存在するとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TSIFINTF 0 R/(W)* TSIF転送要求フラグ 

内部バッファに 1パケット分（188バイト）の TSデータがあることを示し

ます。 

1：TSデータが内部バッファに 1パケット分存在することを示します 

［セット条件］ 

• TSデータが内部バッファに 1パケット分存在するとき 

［クリア条件］ 

• 0を書き込んだとき 

• TFA＝0の状態が内部に反映されたとき 

【注】 * 0書き込みのみ可能です。 

 

43.3.5 TSIF TSデータレジスタ（TSTSDR） 

TSTSDRは、設定した PIDにて抽出された TSパケットデータを読み出すためのレジスタです。TSCTLRの EN

ビットにより、エンディアンタイプの設定が可能です。 

また、TSCTLRの FRCADD＝1設定により、189～192バイト目には、PID一致タイミング時の TSFRC値（タイ

ムスタンプ）が格納され、パケット管理データとして使用可能になります。 

本レジスタより、1パケット分（188バイト）の TSデータを読み出した後は、必ず TSBUFCLRRの PECビット

を 1にセットしてください（DMAオート転送モードの場合を除く）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —
R R R R R R R R R R R R R R R R

TSD[31:16]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —
R R R R R R R R R R R R R R R R

TSD[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TSD[31:0] 不定 R TSCTLRの FRCADD＝0のとき 

• 1～188バイト：設定した PIDにて抽出された TSパケットデータ 

TSCTLRの FRCADD＝1のとき 

• 1～188バイト：設定した PIDにて抽出された TSパケットデータ 

• 189～192バイト：PID一致タイミング時の TSFRC値* 
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• TSパケットデータのフォーマット 

【ビッグエンディアン】 TSCTLRの ENビット＝0のとき 
 

ビット： 31 24 23 16 16 8 7 0
TSDn[7:0] TSDn＋1[7:0] TSDn＋2[7:0] TSDn＋3[7:0]

（n＝0、4、8、 ....、180、184）  
 

【リトルエンディアン】 TSCTLRの ENビット＝1のとき 
 

ビット： 31 24 23 16 16 8 7 0
TSDn＋3[7:0] TSDn＋2[7:0] TSDn＋1[7:0] TSDn[7:0]

（n＝0、4、8、 ....、180、184）  
 

【注】 * 189～192バイト目にある PID一致タイミング時の TSFRCの読み出しについて 

TSFRC値は、32ビットカウンタ値ですので、常にロングワードデータとなります。 

 
ビット： 31 0

PID一致タイミング時のTSFRC[31:0]  
 

43.3.6 TSIFバッファクリアレジスタ（TSBUFCLRR） 

TSBUFCLRRは、TSパケットデータの読み出し完了後に、TSIFの内部バッファのクリアを行うためのレジスタ

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － PEC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PEC 0 R/W TSパケットデータ読み出し完了ビット 

TSパケットデータ読み出し完了後、直ちに 1を設定してください。また、

転送エラーなどにより、1パケット分の TSデータを破棄する場合にも 1

を設定してください。本ビットは自動的に 0に復帰します。 

なお、TSCTLRの DREQMDビットを 1に設定している場合や TSパケッ

トデータの読み出し完了前は、本レジスタへのアクセスは行わないでくだ

さい。 

1： TSパケット転送後、内部バッファをクリアします（1セット後 0に

自動復帰します） 

1パケット分の転送後、およびエラー発生などによりデータを破棄

する場合には必ず 1セットが必要です。 

［セット条件］ 

• 1を書き込んだとき 

［クリア条件］ 

• 自動的にクリアされます 

 

43.3.7 TSIF割り込みイネーブルレジスタ（TSINTER） 

TSINTERは、TSIFからの割り込み要求を制御するレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － ADCE PIDE STOE RANDE DISCE SYNCE OFEE － VSCE VSHE TSIF
INTE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

10 ADCE 0 R/W ADC割り込みイネーブルビット 

0：PCRADCが更新された（PCRパケットが入力された）ときの割り込

みを禁止 

1：PCRADCが更新された（PCRパケットが入力された）ときに割り込

みを発生 

9 PIDE 0 R/W PID割り込みイネーブルビット 

0：PIDフィルタモードのとき、設定した PIDパケットの受信時の割り込

みを禁止 

1：PIDフィルタモードのとき、設定した PIDパケットの受信時に割り込

みを発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 STOE 0 R/W STO割り込みイネーブルビット 

0：割り込み発生状態で次のパケット受信終了によるステータス更新時

（割り込みタイムオーバ）の割り込みを禁止 

1：割り込み発生状態で次のパケット受信終了によるステータス更新時

（割り込みタイムオーバ）に割り込みを発生 

7 RANDE 0 R/W RAND割り込みイネーブルビット 

0：直前に入力した TSパケットの random_access_indicatorが 1のとき

の割り込みを禁止 

1：直前に入力した TSパケットの random_access_indicatorが 1のとき

の割り込みを発生 

6 DISCE 0 R/W DISC割り込みイネーブルビット 

0：直前に入力した PCRパケットの discontinuity_indicatiorが PCR不連

続のときの割り込みを禁止 

1：直前に入力した PCRパケットの discontinuity_indicatiorが PCR不連

続のときに割り込みを発生 

5 SYNCE 0 R/W SYNC割り込みイネーブルビット 

0：TSIFが非同期モードのときの割り込みを禁止 

1：TSIFが非同期モードのときに割り込みを発生 

4 OFEE 0 R/W OFE割り込みイネーブルビット 

0：内部バッファのオーバフローエラー時の割り込みを禁止 

1：内部バッファのオーバフローエラー時に割り込みを発生 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

2 VSCE 0 R/W VSC割り込みイネーブルビット 

0：直前に入力した TSパケットに Videoパケットのスタートコードが検

出されたときの割り込みを禁止 

1：直前に入力した TSパケットに Videoパケットのスタートコードが検

出されたときに、割り込みを発生 

1 VSHE 0 R/W VSH割り込みイネーブルビット 

0：直前に入力した TSパケットに Videoパケットのショートヘッダが検

出されたときの割り込みを禁止 

1：直前に入力した TSパケットに Videoパケットのショートヘッダが検

出されたときに、割り込みを発生 

0 TSIFINTE 0 R/W TSIFINT割り込みイネーブルビット 

0：内部バッファに 1パケット分（188バイト）の TSデータがあるとき

の割り込みを禁止 

1：内部バッファに 1パケット分（188バイト）の TSデータがあるとき

に、割り込みを発生 
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43.3.8 TSIF PSCALEレジスタ（TSPSCALER） 

TSPSCALERは、内部プリスケーラのカウンタ設定値 1、2を設定するためのレジスタです。EXT_MODE＝B'0

の場合、PSCALE2ビットの設定値は、PSCALE1ビットの設定値に 1を加えた値となるようにしてください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － PSCALE2[9:0]

－ － － － － － PSCALE1[9:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

25～16 PSCALE2[9:0] H'000 R/W 内部プリスケーラのカウンタ設定値 2を設定 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

9～0 PSCALE1[9:0] H'000 R/W 内部プリスケーラのカウンタ設定値 1を設定 

 

43.3.9 TSIF PSCALE_Rレジスタ（TSPSCALERR） 

TSPSCALERRは内部プリスケーラのカウンタ設定値 1、2の比率を設定するためのレジスタです。 

EXT_MODE＝B'0の場合、PSCALE_R1ビットと PSCALE_R2ビットの設定値の和が 9となるようにしてくださ

い。 
 

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － － － PSCALE_R1[3:0]

－ － － － － － － － － － － － PSCALE_R2[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

19～16 PSCALE_R2

[3:0] 

H'0 R/W 内部プリスケーラのカウンタ設定値 2の比率を設定 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 PSCALE_R1

[3:0] 

H'0 R/W 内部プリスケーラのカウンタ設定値 1の比率を設定 

 

TSPSCALERRは、TSPSCALERが H'0000 0000の状態で設定し、その後、TSPSCALERを設定してください。 

EXT_MODE＝B'0の場合、TSPSCALERおよび TSPSCALERRは下記の式を満たすように設定してください。 
 

PSCALE1 × PSCALE_R1 + PSCALE2 × PSCALE_R2

PSCALE_R1 + PSCALE_R2

PSCALE_R1 + PSCALE_R2 = 9

PSCALE2 = PSCALE1 + 1

× B = 90kHz

 
 

TSIFの動作周波数に対する、TSPSCALERおよび TSPSCALERRそれぞれのレジスタ設定例を示します。 

EXT_MODE＝B'1の場合、表 43.5に示した動作周波数のみの対応となります。 
 

表 43.5 動作周波数に対する TSPSCALERおよび TSPSCALERRの設定例 

• EXT_MODE＝B'0 

動作周波数[MHz] PSCALE2 PSCALE1 PSCALE_R2 PSCALE_R1 

10.0 H'070 H'06F H'1 H'8 

12.0 H'086 H'085 H'3 H'6 

12.6 H'08C H'08B H'9 H'0 

12.8 H'08F H'08E H'2 H'7 

14.4 H'0A1 H'0A0 H'0 H'9 

16.0 H'0B2 H'0B1 H'7 H'2 

19.2 H'0D6 H'0D5 H'3 H'6 

20.0 H'0DF H'0DE H'2 H'7 

27.0 H'12D H'12C H'0 H'9 

33.0 H'16F H'16E H'6 H'3 

48.0 H'216 H'215 H'3 H'6 

50.0 H'22C H'22B H'5 H'4 

54.0 H'259 H'258 H'0 H'9 

66.0 H'2DE H'2DD H'3 H'6 

 

• EXT_MODE＝B'1 

動作周波数[MHz] PSCALE2 PSCALE1 PSCALE_R2 PSCALE_R1 

13.5 H'000 H'001 H'0 H'1 

27.0 H'000 H'002 H'0 H'1 

40.5 H'000 H'003 H'0 H'1 

54.0 H'000 H'004 H'0 H'1 

【注】 動作周波数は、バスクロック（Bφ）となります。 
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43.3.10 TSIF PCRADCモードレジスタ（TSPCRADCMDR） 

TSPCRADCMDRは、PCRADCのモードを設定するためのレジスタです。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － － － EXT_
MODE TR_SEL[4:0]

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は必ず 0にしてください。 

5 EXT_MODE 0 R/W D_PCRADC計算時にPCR_extensionを含めて計算するかどうかを設定し

ます。本ビットが 1の設定は、本ブロックが（13.5×n）MHz動作（n=1、

2、3、4）以外では使用できません。 

0：D_PCRADC計算時に PCR_extensionを含めません 

1：D_PCRADC計算時に PCR_extensionを含めて計算します 

4～0 TR_SEL[4:0] H'00 R/W TSIFに入力される PCRADC用トリガ信号の選択 

同時に複数のビットに 1を設定しないでください。 

00000：トリガ信号の選択を行いません 

01000：DMAC0のチャネル 3からの割り込み信号をトリガとします 

00100：DMAC0のチャネル 2からの割り込み信号をトリガとします 

00010：DMAC0のチャネル 1からの割り込み信号をトリガとします 

00001：DMAC0のチャネル 0からの割り込み信号をトリガとします 

上記以外：設定禁止 
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43.3.11 TSIF PCRADCレジスタ（TSPCRADCR） 

TSPCRADCRは、内部クロックでカウントアップした PCR値を示します（90kHz単位の時刻を表します）。 

リセット解除後、PCRパケットが入力されるとカウントアップを開始します。その後、PCRパケットが入力さ

れるごとにストリーム中の PCR値を用いてカウンタ値の補正を行います。本レジスタは、パケット非同期状態で

も更新されます。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

PCRADC[15:0]

PCRADC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 PCRADC[31:0] H'0000 0000 R 内部クロックでカウントアップした PCR値を示します。 

TSCTLRの PCRMD＝0のとき：90kHz単位の時刻を表します 

TSCTLRの PCRMD＝1のとき：45kHz単位の時刻を表します 

 

43.3.12 TSIF TR_PCRADCレジスタ（TSTRPCRADCR） 

TSTRPCRADCRは、TR_SELビットで選択した PCRADC用トリガ信号により取り込んだ PCRADCの値を示し

ます（90kHz単位の時刻を表します）。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

TR_PCRADC[15:0]

TR_PCRADC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TR_PCRADC

[31:0] 

H'0000 0000 R TR_SELビットで選択した PCRADC用トリガ信号により取り込んだ

PCRADCの値を示します。 

TSCTLRの PCRMD＝0のとき：90kHz単位の時刻を表します 

TSCTLRの PCRMD＝1のとき：45kHz単位の時刻を表します 
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43.3.13 TSIF D_PCRADCレジスタ（TSDPCRADCR） 

TSDPCRADCRは、ストリーム PCR－TSPCRADCの値を 2の補数で示します。本レジスタの値はリセット解除

後、2つ目の PCRパケット入力以降に有効となります。 

ストリーム PCR－TSPCRADCの値が 32767より大きい値、あるいは－32768より小さい値の場合、

D_PCRADC[31:16]ビットは H'8000を示します（D_PCRADCは、TSCTLRの PCRMD設定値の影響を受けません。

D_PCRADC[31:16]は常に 90kHz単位、D_PCRADC[15:0]は 27MHz単位の時刻差を表します）。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

D_PCRADC[15:0]

D_PCRADC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 D_PCRADC 

[31:0] 

H'0000 0000 R ストリーム PCR－TSPCRADCの値を示します。 

 

43.3.14 TSIFフリーランカウンタ（TSFRC） 

TSFRCは、TSCTLRの FRCPSC[7:0]で設定した分周クロックでカウントアップする 32ビットのフリーランカウ

ンタです。TSCTLRの FRCSTR＝1設定後にカウントアップ動作を開始します。 

TSFRCは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、U-スタンバイで H'0000 0000に初期化されます。TSCTLR

の TFA＝0設定では初期化されません。 

TSCTLRの FRCADD＝1設定で、TSTSDRの 189～192バイト目には、PID一致タイミング時の TSFRC値（タ

イムスタンプ）が格納されます。 
 

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

TSFRC[15:0]

TSFRC[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TSFRC[31:0] H'0000 0000 R/W フリーランカウンタ値を示します。 
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43.4 動作説明 

43.4.1 TSデータプロトコル 

本 LSIがサポートする TSパケットは、同期バイトを含む 188バイトの実行データと、誤り訂正のための 16バ

イトのリードソロモン符号（パリティデータ）からなり、全体としては 204バイトで構成されています（図 43.2）。

TSIFでは、188バイト（パリティなし）と 204バイト（パリティあり）の両方の TSデータ形式をサポートします。 

データ入力端子は、 

•  シリアルデータ（TS_SDAT）入力 

•  シリアルデータクロック（TS_SCK）入力 

•  同期（TS_SPSYNC）入力 

•  有効（TS_SDEN）入力 

で構成されています。接続される LSIの仕様に応じて、これらの極性をソフトウェアで切り替え可能にしてい

ます（図 43.3）。 

パケット本体（188バイト）

TSパケット（204バイト）
パリティ

（16バイト）

同期バイト
（H'47）  

図 43.2 MPEG2-TSパケット構成 



 

43. TSインタフェース（TSIF） 

43-24  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

TS_SCK

TS_SDAT

TS_SDEN

TS_SPSYNC

同期バイト

（例1）有効データが連続して入力されない場合

データバイト パリティバイト

7 6 5 4 7 6 5 43 2 1 0 7 6 5 4 7 6 5 43 2 1 0 7 63 2 1 0

TS_SCK

TS_SDAT

TS_SDEN

TS_SPSYNC

同期バイト

（例2）有効データが連続して入力される場合

データバイト パリティバイト

7 6 5 4 7 6 5 43 2 1 0 7 6 5 4 7 6 5 43 2 1 0 7 63 2 1 0

 

図 43.3 TSデータシリアル入力タイミング 
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43.4.2 同期処理部 

同期処理は、パケットの同期をとり、その後の PIDフィルタ処理等を実現するための機能です。 

地上波の放送局から送られてくる TSパケットデータは常時送信されていますが、受信端末は送信側のタイミン

グに関係なく受信を開始するため、パケットの途中から入力されることになります。同期処理は、途中から再生

される TSパケットデータの先頭を特定し、パケットの中の各種データを正確に処理するために欠かせない処理で

す。また、入力データは送信状況に応じて信号品質が劣化する場合があり、チューナ、OFDM復調器等を通して

得られる TSパケットデータにエラーが含まれる可能性があります。 

同期処理では、このようなエラーに対する保護処理も行います。 

起動時には、まず同期バイト（H'47）を検索し、検出すると 1パケット周期（188バイトあるいは 204バイト）

後に再度同期バイトが現れるか調べます。2回連続して同期バイトが現れた場合、同期がとれたものと判断します。

いったん同期が取れた場合には、同期バイトが決まった場所に現れない場合にも、すぐにエラーとはせず、通常

の処理を継続します。 

同期バイトが連続して 4回出現しない場合には、同期が外れたものと判断します。一度同期が外れると、起動

時と同じように同期を取るための処理を開始します。 

同期状態

同期保護状態

1周期後同期バイト検出

非同期保護状態

非同期状態
(初期状態)

1周期後同期バイト非検出

1周期後同期バイト非検出

1周期後同期バイト検出

1周期後同期バイト非検出
（4回目）

1周期後同期バイト非検出（1回目）

1周期後同期バイト非検出
（2、3回目）

1周期後同期バイト検出
2回目

同期バイト検出
（1回目）

 

図 43.4 同期バイト検出ステート構成 
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43.4.3 PIDフィルタ処理部 

PIDフィルタ処理では、TSパケットの PIDをチェックし、あらかじめ指定した PIDテーブルの値と一致した場

合には、そのパケットをバッファへ格納する処理を行います。 

PIDの値としては、全部で 26個の値が登録できます。ただし、PAT用（H'0000）と CAT用（H'0001）の PID

は固定であり、変更はできません。PCRパケット用、Videoパケット用および Audioパケット用は、それぞれ専

用のセクションに PIDの値を設定する必要がありますが、その他の 21個の PIDはどのセクションに設定しても問

題ありません。 

バッファ

ヒット判定

PID

TSフィルタTSパケットデータ

PID
テーブル

TSヘッダ
解析

 

図 43.5 PIDフィルタブロック図 

 

表 43.6 PIDテーブル 

No. セクション PID値（12ビット） 内容 

1 Video 任意設定 Videoパケット専用 

2 Audio 任意設定 Audioパケット専用 

3 PID1 任意設定 任意パケット用 

4 PID2 任意設定 任意パケット用 

5 PID3 任意設定 任意パケット用 

6 PID4 任意設定 任意パケット用 

7 PID5 任意設定 任意パケット用 

8 PID6 任意設定 任意パケット用 

9 PID7 任意設定 任意パケット用 

10 PID8 任意設定 任意パケット用 

11 PID9 任意設定 任意パケット用 

12 PID10 任意設定 任意パケット用 

13 PID11 任意設定 任意パケット用 

14 PID12 任意設定 任意パケット用 

15 PID13 任意設定 任意パケット用 

16 PID14 任意設定 任意パケット用 
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No. セクション PID値（12ビット） 内容 

17 PID15 任意設定 任意パケット用 

18 PID16 任意設定 任意パケット用 

19 PID17 任意設定 任意パケット用 

20 PID18 任意設定 任意パケット用 

21 PID19 任意設定 任意パケット用 

22 PID20 任意設定 任意パケット用 

23 PID21 任意設定 任意パケット用 

24 PID22 任意設定 任意パケット用 

25 PID23 任意設定 任意パケット用 

26 PID24 任意設定 任意パケット用 

27 PID25 任意設定 任意パケット用 

28 PID26 任意設定 任意パケット用 

29 PID27 任意設定 任意パケット用 

30 PID28 任意設定 任意パケット用 

31 PID29 任意設定 任意パケット用 

32 PID30 任意設定 任意パケット用 

33 PID31 任意設定 任意パケット用 

34 PID32 任意設定 任意パケット用 

35 PID33 任意設定 任意パケット用 

36 PAT H'0000固定 PATパケット専用 

37 CAT H'0001固定 CATパケット専用 

38 PCR 任意設定 PCRパケット専用 

 

43.4.4 ビットストリーム検索部 

ビットストリーム検索は、PCRパケットおよび Videoパケットに関し、ソフトウェアの負荷を減らすためにパ

ケットの中身をチェックする機能を持っています。具体的には下記に示す機能を実現しています。 

1. PCRの不連続性チェック 

PCRの不連続性（Discontinuity-indicator）を自動検出して、ステータスレジスタに反映します。PCRパケット

が入力され場合のソフト処理の遅れを軽減するためのものです。PCRは基地局（放送局）から送られる基準

クロック信号であり、番組の切り替え等で、別のPCRに切り替えられる場合があります。 

2. PCR_flagの検出 

TSパケットのadaptation_fieldからPCR_flagを検出してステータスレジスタに反映します。 

3. random_access_indicatorの検出 

TSパケットのadaptation_fieldからrandom_access_indicatorを検出してステータスレジスタに反映します。 

4. Duplicate Packetの削除 

連続するTSパケットからPIDとcontinuity_counterをチェックし、重複したTSデータをバッファに格納しないよ
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うにします。 

5. スタートコードチェック 

Videoのストリーム中に、スタートコード（H'0000 01xx）が存在する場合に、ステータスレジスタに反映し

ます。スタートコードは、MPEG規格で用いられる映像データの中の区切りを示すデータで、たとえば、シ

ーケンスの先頭、画像の先頭等につけられます。 

6. ショートヘッダチェック 

Videoのストリーム中に、ショートヘッダ（B'0000 0000 0000 0000 1000 00xx xxxx xxxx）が存在する場合に、

ステータスレジスタに反映します。 

 

これらの処理は、図 43.6に示す Adaptation Field解析部と ESデータ検索部で行います。 

PIDフィルタ処理を行うための、TSヘッダ解析時に同時に Adaptation Fieldの有無を解析し、PIDテーブルでの

PCRパケット、あるいは Videoパケットのヒット情報が入力されたときに、それぞれのブロックで必要な処理を

開始します。 

それぞれの結果は、ステータスレジスタに反映されます。 

情報抽出

検索結果

PCR_PID判定

Video_PID判定

Adaptation Field
インジケータ

TSデータ

PID
テーブル

TSヘッダ
解析

Adaptation
Field解析

ESデータ
検索

 

図 43.6 ストリーム検索部ブロック図 
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43.4.5 処理フロー 

図 43.7に TSIFモジュールの処理フローの概略を示します。 

パワーオン起動時に TSIFはリセット状態となっているので、初期化処理を完了するまでは何の信号も発生しま

せん。TSIFで抽出すべき TSパケットの ID（PID）を PIDテーブルに設定し、その他必要な設定を完了した後、

ソフトウェアリセットを解除して TSIFを起動し、同時に所望の割り込みを許可します。後は必要な TSパケット

が抽出されるまで待機します。 

初期値設定

ソフトリセット解除

TSIF起動

所望の割り込み許可

パワーオン（リセット状態）

イニシャライズ

起動

待機（ループ）
 

図 43.7 TSIF処理フロー 

 

TSパケットデータの転送には以下の 2種類があります。 

（1） DMA割り込み転送モード（図 43.8） 

割り込みルーチンでは、バッファに格納されたパケットデータをメモリ上に構成されるキュー（Queue）へ転送

します。キューは、PIDの値に応じて、複数個設ける必要があります（例：ビデオ、オーディオ他）。割り込み

が発生しましたら、まず TSSTRを読み出してください。このとき、ステータスでエラーが検出され、そのパケッ

トのデータを破棄する場合には、必ず TSBUFCLRRの PECビットをセットしてください。次に、TSSTRの PID

ビットの値をチェックします。 

たとえば、そのパケットがビデオパケットの場合、そのパケットをビデオパケットのキューに DMA等で転送

します。188バイト転送、または TSデータ＋TSFRCの 192バイト転送した後、必ず PECビットをセットして内

部バッファをクリアしてください。 
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ステータスリード

PIDチェック

PIDのキューへ188バイト 
または192バイトデータ転送

PECビットセット

割り込み

割り込み終了
 

図 43.8 TSIF割り込み処理フロー 

 

（2） DMAオート転送モード 

本モードを使用する際には、TSIF起動前に DMACブロックに所望の設定を行う必要があります。TSIFは、TS

パケットが 1パケット（188バイト）分、または TSパケットが 1パケット＋TSFRC（192バイト）分入力される

と自動的に DMAに転送要求信号を発行し、DMA転送を開始します。本モードを用いることにより、割り込みの

頻度を下げることができます。 
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44. サウンドプロセッシングユニット 2（SPU2） 

サウンドプロセッシングユニット 2（SPU2）は、AACやMP3などのオーディオコーデックや、Pre／Postサウ

ンド処理を行う 2つのオーディオ処理専用 DSPと、DSPおよびシステム CPUが起動可能な DMAC（SPU－DMAC）

を有したバスブリッジで構成されるサウンド、オーディオ処理専用ユニットです。 

オーディオコーデックのみならず、Pre／Post処理を DSPで実行するために、システム CPUから DSP-IO周辺

モジュールへのダイレクトアクセス、DSPから SPU2外部空間へのアクセスなど、機能強化を図っています。 

SPU2の機能を使用する場合は、物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR）のビット 7に 1を設定してください

（PASCRビットの詳細は、「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照ください）。 

また、SPU2の機能を使用する場合は、周波数制御レジスタ（FRQCRA）にて、Iφと Sφのクロック比を下記に

設定してください（FRQCRAレジスタの詳細は、「第 17章 クロックパルス発振器（CPG）」を参照ください）。 

Iφ：Sφ＝N：1 N=1，2，3（N=4以上は設定禁止） 
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44.1 特長 

SPU2の機能および特長を表 44.1に示します。 

表 44.1 SPU-DMAC機能および特長 

分類 項目 詳細 

チャネル数 • 3チャネル 

転送データ長 • SHwy：ロングワード（4バイト）、8ロングワード（32バイト） 

• DSP-P RAM：32ビット、32ビット×8バースト 

• DSP-X/Y RAM：24ビット 

 16ビット×16、24ビット×8バースト（アライメントモード） 

 24ビット×10または 11バースト（シームレスモード） 

最大転送回数 • 65,535回（16ビット） 

アドレスモード • デュアルアドレスモード 

アドレッシング • 上位 9ビットは固定（ベースアドレス） 

• 固定／23ビット（8MB）インクリメント 

転送要求 • オートリクエスト 

優先順位 • 固定（Ch0＞Ch1＞Ch2） 

割り込み要求 • データ転送終了時に SH、DSPへ割り込み要求を発生可能 

割り込み要因マスク、割り込み要求マスク共に可能 

データスワップ • DMA転送データをスワップ可能 

（バイトスワップ、ワードスワップ、バイト-ワードスワップ） 

DMAC 

• 上記の機能を有した DMACを一つの DSP専用に搭載 

• SPU2内には DSPおよび DMACを 2組搭載 

• 2つの DSP-X/Yメモリ間転送は、SPU内部で閉じ、SHwyを経由しない 

バス 

ブリッジ 

DSP 

インタフェース 

• 外部メモリ－DSPメモリ間の DMA転送が可能 

• ターゲットスルーモードにより CPUから直接 DSPメモリにアクセス可能 

• バススルーモードにより、DSPから SPU2外部へアクセス可能 

• DSPから SPU2レジスタへのアクセス可能 

バス 

ブリッジ 

IOインタフェース • 複数 DSPおよび CPUからの SPU2レジスタ、外部周辺モジュールへのアクセスを調

停 

• 外部周辺モジュールを接続可能 
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45. FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI） 

FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI：Fifo-attached Serial Interface）は、D/A、A/Dに接続するサウンド入出

力インタフェースです。オーディオ処理用回路から出力される 24ビットデータを LRクロック、Bitクロック、シ

リアルデータの 3線で外部出力する出力動作機能と、入力された 3線データを 24ビットデータにする入力動作機

能を持ちます。FIFOの状態を管理し、割り込みを発生させることで、入出力動作を連続して行うことができます。 

本モジュールは、オーディオ処理用回路である SPU2（サウンドプロセッシングユニット 2）の周辺回路になり

ます。 

45.1 特長 

FSIの機能、特長を表 45.1に示します。 
 

表 45.1 FSI機能一覧 

項目 内容 詳細 

サンプリング周波数（fs） 8kHz～96kHz（最大） 

オーディオクロック LRクロック、Bitクロックを生成するクロック 

（64fs、128fs、256fs、512fs） 

25MHz（最大） 

動作周波数 

FSI動作周波数 SPU2-DSPクロック：4MHz～83.4MHz 

DSP/IO データバス幅 24ビット 

モノラル（1チャネル） MONO、MONO Delay 

ステレオ（2チャネル） I2S、PCM 

入出力対応 

フォーマット 

マルチチャネル（1～8チャネル） TDM、TDM Delay 

マスタ動作（64fs、128fs、256fs、512fsのオーディオクロックから

LRクロック、Bitクロックを生成） 

LRクロック（fs）：8kHz～96kHz 

Bitクロック： 

32bit/fs、64bit/fs、128bit/fs、256bit/fs、512bit/fs（モノラル） 

64bit/fs、128bit/fs、256bit/fs、512bit/fs（ステレオ） 

256bit/fs、512bit/fs（マルチチャネル） 

出力インタフェース 3線シリアル出力 

（×2：ポート A、B） 

スレーブ動作（外部からの LRクロック、Bitクロックで動作可能） 

LRクロック（fs）：8kHz～96kHz 

Bitクロック： 

32bit/fs、64bit/fs、128bit/fs、256bit/fs、512bit/fs（モノラル） 

64bit/fs、128bit/fs、256bit/fs、512bit/fs（ステレオ） 

256bit/fs、512bit/fs（マルチチャネル） 



 

45. FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI） 

45-2  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

項目 内容 詳細 

マスタ動作 

出力インタフェースと同じ LRクロック、Bitクロックに対応 

入力インタフェース 3線シリアル入力 

(×2：ポート A、B) 

スレーブ動作 

出力インタフェースと同じ LRクロック、Bitクロックに対応 

FIFOステータス 状態、格納サンプルデータ数、オーバーフロー、アンダーフロー 

FIFOクリア アドレスポインタをクリア 

FIFO ワード数 256ワード 

FIFO 

割り込み要因 

発生条件選択 

出力動作： 

(1) Empty 

(2) 1/2を超えたデータの空き 

(3) 1サンプル以上の空き 

入力動作： 

(1) FULL 

(2) 1/2以上データ 

(3) 1サンプル以上のデータ 

割り込み 割り込み制御 外部に割り込み要求を発生可能 

割り込み要因マスク、割り込み信号マスクに対応 

MUTE MUTEモード 通常 MUTE、ゼロクロス MUTEに対応 
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図 45.1に FSIのブロック図を示します。 

シリアルポート Bは、ポート Aと同じ構造、インタフェースを持ちます。 

内蔵RAM
ポートA出力

内蔵RAM
ポートA入力

SPU2

DSP

REGC

BUFC

INTC

IOIF

Output FIFO
Control
(DOFF)

Input FIFO
Control
(DIFF)

Output
I2S
(DOIS)

CLK GEN

Input
I2S
(DIIS)

シリアルポートB

シリアルポートA

FSICKA

FSICKB

SPUCK

CLKAUDIOAO

FSIAOLRCK

FSIAOSD

FSIBOSD

FSIAISD

FSIBISD

FSIAOBCK

FSIAILRCK

FSIAIBCK

CLKAUDIOBO

FSIBOLRCK

FSIBOBCK

FSIBILRCK

FSIBIBCK

fsio_int

fsii_int_ack

ckgo_ado_bck

fsii_io_addr[7:0]

fsii_io_wr

fsii_io_rd

fsio_io_hold

fsii_io_data_out[23:0]

fsio_io_data_in[23:0]

ckgo_ado_lrck

ckgo_adi_bck ckgo_adi_lrck

Output transfer

Input transfer

 

図 45.1 ブロック図 
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各ブロックの概要を説明します。 

（1） シリアルポート A 

シリアルポート Aは、CLK GEN、Data OutputFIFO Control、Data InputFIFO Control、Data OutputI2S、および Data 

InputI2Sの 5つのモジュールで構成され、オーディオデータの入出力動作を実行するモジュールです。 

各モジュールの説明を以下に示します。 

（a） CLK GEN 

CLK GENは、内部で生成したマスタクロックと外部からのスレーブクロックを選択し、内部モジュール

（DOIS、DIIS）に出力するモジュールです。 

（b） Data Output FIFO Control(DOFF) 

DSPからのデータが書き込まれるFIFOを出力FIFOと呼びます。DOFFはDP-RAMとのアクセスを制御します。

FIFOの状態はFIFOステータスレジスタ（A_DOFF_ST）に反映されます。 

出力FIFO制御レジスタ（A_DOFF_CTL）で、FIFOの割り込み要因発生条件（A_DOFF_CTL.IHC）を設定し

ます。 

FIFOクリア（A_DOFF_CTL.CLR）は、内蔵RAMへのアクセスポインタ、エラー履歴を初期化します。 

（c） Data OutputI2S(DOIS) 

CLK GENから出力されるLRクロックの立ち下がり、立ち上がりでカウンタを制御して、DOFFにデータを要

求します。 

データに付属するチャネル番号を判定し、各チャネルのバッファにデータを格納します。次のLRクロックで、

データを読み出し、左シフト演算を行い、シリアルデータを出力します。 

（d） Data Input FIFO Control(DIFF) 

外部からのデータが書き込まれるFIFOを入力FIFOと呼びます。Data IutputFIFO Controlは内蔵RAMへのアク

セスを制御します。FIFOの状態はFIFOステータスレジスタ（A_DIFF_ST）に反映されます。 

入力FIFO制御レジスタ（A_DIFF_CTL）で、FIFOの割り込み要因発生条件（A_DIFF_CTL.IHC）を設定しま

す。 

FIFOクリア（A_DOFF_CTL.CLR）は、内蔵-RAMへのアクセスポインタ、エラー履歴を初期化します。 

（e） Data Input I2S(DIIS) 

CLK GENから出力されるLRクロックの立ち上がり、立ち下がりでカウンタを制御して、パラレル変換した

信号を各チャネルのバッファに格納します。格納されたデータは、チャネル番号を連接して、入力FIFOに書

き込まれます。 

 

（2） シリアルポート B 

シリアルポート Aと同じ構造、インタフェースを持ち、独立して動作します。 
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（3） その他の管理モジュール 

主な機能ごとにレジスタを管理するモジュールです。 

（a） INTC 

割り込み信号の制御を行うモジュールです。内部で発生する割り込み4要因を、1本の割り込み信号にまとめ

外部に出力します。割り込みイベントはFIFOの容量で判定されます。判定条件を変更することもできます。 

発生したイベントに対しては、要因マスクと信号マスクで制御することができます。 

（b） BUFC 

BUFC部は、DSPからFIFOへのデータ読み出し／書き込みを制御するモジュールです。入力データを連続で

読むために、FIFOから先読みを行います。最初の読み出しは4ウェイト後出力されますが、それ以降はバッ

ファポインタを制御してバッファに格納されたデータを読み出すことで、1ウェイトの連続読み出しが可能で

す。 

（c） REGC 

INTC、BUFC以外で使用するレジスタを管理するモジュールです。フォーマット、クロック、MUTEの設定

はこのモジュールで管理されます。 

（d） IOIF 

INTC、BUFC、REGCの読み出しデータを選択するモジュールです。 

DSP-IOからアクセス可能なレジスタのウェイトサイクル数を表45.2にまとめます。 

 

表 45.2 FSIレジスタの読み出し／書き込みウェイトサイクル 

レジスタ 読み出し 書き込み 

A_DIDT 

B_DIDT 

初回（4ウェイト） 

次回から（1ウェイト） 

禁止 

その他のレジスタ 1ウェイト ウェイトなし 
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45.2 入出力端子 

FSIの端子構成を表 45.3に示します。 
 

表 45.3 端子構成 

FSIブロック 端子名 機能 入出力 説   明 

FSIAOLRCK ポート Aサウンド出力

L/Rクロック 

出力 サウンド出力 L/Rクロック端子です。 

（マスタ） 

FSIAOBCK ポート Aサウンド出力 

ビットクロック 

出力 サウンド出力ビットクロック端子です。 

（マスタ） 

FSIAOSD ポート Aサウンド出力 

シリアルデータ 

出力 サウンド出力シリアルデータ端子です。 

FSIAILRCK ポート Aサウンド入力

L/Rクロック 

入力 サウンド入力 L/Rクロック端子です。 

（スレーブ） 

FSIAIBCK ポート Aサウンド入力 

ビットクロック 

入力 サウンド入力ビットクロック端子です。 

（スレーブ） 

FSIAISD ポート Aサウンド入力 

シリアルデータ 

入力 サウンド入力シリアルデータ端子です。 

FSICKA ポート Aソースクロック

入力 

入力 ポート A用のソースクロック入力端子です。 

（CPGモジュールに入力されます。） 

ポート A 

CLKAUDIOAO ポート Aオーディオクロ

ック出力 

出力 ポート A用オーディオクロック出力端子です。 

FSIBOLRCK ポート Bサウンド出力

L/Rクロック 

出力 サウンド出力 L/Rクロック端子です。 

（マスタ） 

FSIBOBCK ポート Bサウンド出力 

ビットクロック 

出力 サウンド出力ビットクロック端子です。 

（マスタ） 

FSIBOSD ポート Bサウンド出力 

シリアルデータ 

出力 サウンド出力シリアルデータ端子です。 

FSIBILRCK ポート Bサウンド入力

L/Rクロック 

入力 サウンド入力 L/Rクロック端子です。 

（スレーブ） 

FSIBIBCK ポート Bサウンド入力 

ビットクロック 

入力 サウンド入力ビットクロック端子です。 

（スレーブ） 

FSIBISD ポート Bサウンド入力 

シリアルデータ 

入力 サウンド入力シリアルデータ端子です。 

FSICKB ポート Bソースクロック

入力 

入力 ポート B用のソースクロック入力端子です。 

（CPGモジュールに入力されます。） 

ポート B 

CLKAUDIOBO ポート Bオーディオクロ

ック出力 

出力 ポート B用のオーディオクロック出力端子です。 
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45.3 レジスタの説明 

FSIのレジスタ構成を表 45.4に示します。 
 

表 45.4 レジスタ構成 

アクセスサイズ分類 レジスタ名 略称 R/W 

（CPU/DSP共）
CPU DSP 

物理 

アドレス 

DSP 

アドレス 

ポート A出力シリアルフォーマットレジスタ A_DO_FMT R/W 32 24 H'FE3C0000 H'00 

ポート A出力 FIFO制御レジスタ A_DOFF_CTL R/W 32 24 H'FE3C0004 H'01 

ポート A出力 FIFOステータスレジスタ A_DOFF_ST R/W 32 24 H'FE3C0008 H'02 

ポート A入力シリアルフォーマットレジスタ A_DI_FMT R/W 32 24 H'FE3C000C H'03 

ポート A入力 FIFO制御レジスタ A_DIFF_CTL R/W 32 24 H'FE3C0010 H'04 

ポート A入力 FIFOステータスレジスタ A_DIFF_ST R/W 32 24 H'FE3C0014 H'05 

ポート Aクロック設定 1レジスタ A_CKG1 R/W 32 24 H'FE3C0018 H'06 

ポート Aクロック設定 2レジスタ A_CKG2 R/W 32 24 H'FE3C001C H'07 

ポート Aリードデータレジスタ A_DIDT R 32 24 H'FE3C0020 H'08 

ポート Aライトデータレジスタ A_DODT W 32 24 H'FE3C0024 H'09 

ポート A 

ポート A MUTEステートレジスタ A_MUTE_ST R 32 24 H'FE3C0028 H'0A 

ポート B出力シリアルフォーマットレジスタ B_DO_FMT R/W 32 24 H'FE3C0040 H'10 

ポート B出力 FIFO制御レジスタ B_DOFF_CTL R/W 32 24 H'FE3C0044 H'11 

ポート B出力 FIFOステータスレジスタ B_DOFF_ST R/W 32 24 H'FE3C0048 H'12 

ポート B入力シリアルフォーマットレジスタ B_DI_FMT R/W 32 24 H'FE3C004C H'13 

ポート B入力 FIFO制御レジスタ B_DIFF_CTL R/W 32 24 H'FE3C0050 H'14 

ポート B入力 FIFOステータスレジスタ B_DIFF_ST R/W 32 24 H'FE3C0054 H'15 

ポート Bクロック設定 1レジスタ B_CKG1 R/W 32 24 H'FE3C0058 H'16 

ポート Bクロック設定 2レジスタ B_CKG2 R/W 32 24 H'FE3C005C H'17 

ポート Bリードデータレジスタ B_DIDT R 32 24 H'FE3C0060 H'18 

ポート Bライトデータレジスタ B_DODT W 32 24 H'FE3C0064 H'19 

ポート B 

ポート B MUTEステートレジスタ B_MUTE_ST R 32 24 H'FE3C0068 H'1A 

割り込みステートレジスタ INT_ST R/W 32 24 H'FE3C0200 H'80 

割り込み要因マスクレジスタ IEMSK R/W 32 24 H'FE3C0204 H'81 

割り込み 

割り込み信号マスクレジスタ IMSK R/W 32 24 H'FE3C0208 H'82 

MUTE MUTE設定レジスタ MUTE R/W 32 24 H'FE3C020C H'83 

クロックリセットレジスタ CLK_RST R/W 32 24 H'FE3C0210 H'84 リセット 

ソフトウェアリセットレジスタ SOFT_RST R/W 32 24 H'FE3C0214 H'85 

内蔵 RAM 

容量 

FIFOサイズレジスタ FIFO_SZ R 32 24 H'FE3C0218 H'86 

【注】 1. ポート A、ポート Bレジスタは同じ内容、設定のレジスタです。 

 2. CPUアクセス時の各レジスタのビット 31～24の初期値は、すべて 0となります。 
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表 45.5 各処理レジスタモードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R- 

スタンバイ 

U- 

スタンバイ 

スリープ 

A_DO_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DOFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DOFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DI_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DIFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DIFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_CKG1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_CKG2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DIDT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DODT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_MUTE_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DO_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DOFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DOFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DI_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DIFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DIFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_CKG1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_CKG2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DIDT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DODT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_MUTE_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INT_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IEMSK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMSK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CLK_RST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SOFT_RST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FIFO_SZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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45.3.1 ポート A/B出力シリアルフォーマットレジスタ（A_DO_FMT/B_DO_FMT） 

A_DO_FMT/B_DO_FMTは読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B出力動作

で使用するフォーマットをMONO、MONO_Delay、PCM、I2S、TDM、TDM_Delayから選択します。 

TDM、TDM_Delayモードを選択した場合は、チャネル数を設定します（1～8チャネル）。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

— — — — — — — — — FMT[2:0] — NCH[2:0]

— — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 FMT[2:0] 011 R/W フォーマット選択 

000：MONO（1チャネル） 

001：MONO Delay（1チャネル） 

010：PCM（2チャネル） 

011：I2S（2チャネル） 

100：TDM（1～8チャネル） 

101：TDM Delay（1～8チャネル） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 NCH[2:0] 000 R/W TDM、TDM_Delay時のチャネル数を設定します。 

TDM、TDM_Delay以外のフォーマットを設定した場合、B'000を指定して

ください。 

000：1チャネル 

001：2チャネル 

010：3チャネル 

011：4チャネル 

100：5チャネル 

101：6チャネル 

110：7チャネル 

111：8チャネル 
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45.3.2 ポート A/B出力 FIFO制御レジスタ（A_DOFF_CTL/B_DOFFCTL） 

A_DOFF_CTL/B_DOFF_CTLは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B出

力 FIFOの割り込みの要因発生条件を設定します。FIFOクリアは内蔵 RAMへのアクセスポインタを初期化し、

オーバーフロー、アンダーフローのエラー履歴をクリアします。 

• 1/2を超えた空がある状態のデータ格納量 

1ch ：127サンプル（127word）以下 

2ch ：63サンプル（126word）以下 

3、4ch ：31サンプル（3ch：93word、4ch：124word）以下 

5～8ch ：15サンプル（5ch：75word、6ch：90word、7ch：105word、8ch：120word）以下 

 

R R R/W R/W R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/(W)*

23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — CLR

— — IHC[1:0] — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 IHC[1:0] 01 R/W 割り込み要因発生条件 

00：Empty状態 

01：1/2を超えた空がある状態 

10：1サンプル以上の空きがある状態 

11：設定禁止（Full状態） 

19～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CLR 0 R/(W)* FIFOクリア 

アクセスポインタ、エラー履歴を初期化します。 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0：割り込み要因発生条件だけを変更する場合、0書き込みとしてくださ

い。 

1：FIFOクリア 

【注】 * 1書き込みすると、CLRビットは 1パルスアサートされ、0になります。 
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45.3.3 ポート A/B出力 FIFOステータスレジスタ（A_DOFF_ST/B_DOFF_ST） 

A_DOFF_ST/B_DOFF_STは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B出力

FIFOの状態、格納サンプルデータ数、オーバーフロー、アンダーフロー履歴を読み出すことができます。 

OFビットおよび UFビットは、0書き込みで履歴をクリアします。 

OFビットおよび UFビットのクリア手順については、「45.6 FIFOオーバーフロー、アンダーフロー仕様」を

参照してください。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R/(W)* R R R R/(W)*

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SZ[7:0] — OF — UF

— —

— — — —

ST[1:0] — — — SZ[8]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 ST[1:0] 00 R FIFO状態 

00：Empty状態 

01：1/2未満のデータがある状態 

10：1/2以上のデータがある状態 

11：Full状態 

19～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16～8 SZ[8:0] H'000 R サンプルデータ数 

FIFOに格納されているサンプルデータ数を表します。サンプルデータの最

大値は設定したフォーマットのチャネル数で変化します。各チャネルの最

大サンプルデータ数を示します（256wordの場合）。 

（ ）内を超えるデータ数の書き込みが起きた場合、オーバーフローが発

生します。 

3チャネルモードでは 4チャネル単位、5～7チャネルモードでは 8チャネ

ル単位に FIFOを使用しています。SPU2-DSPは最大書き込み回数に注意

してください。 

1チャネル：256（256×1=256） 

2チャネル：128（128×2=256） 

3チャネル：64（64×3=192） 

4チャネル：64（64×4=256） 

5チャネル：32（32×5=160） 

6チャネル：32（32×6=192） 

7チャネル：32（32×7=224） 

8チャネル：32（32×8=256） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 OF 0 R/(W)* FIFOエラー履歴 

0：エラー無し 

1：オーバーフロー発生 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 UF 0 R/(W)* FIFOエラー履歴 

0：エラー無し 

1：アンダーフロー発生 

【注】 * 0書き込みで FIFOエラー履歴をクリア、1で保持します。 
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45.3.4 ポート A/B入力シリアルフォーマットレジスタ（A_DI_FMT/B_DI_FMT） 

A_DI_FMT/B_DI_FMTは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B入力動

作で使用するフォーマットをMONO、MONO_Delay、PCM、I2S、TDM、TDM_Delayから選択します。 

TDM、TDM_Delayを選択した場合は、チャネル数を設定します。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

— — — — — — — — — FMT[2:0] — NCH[2:0]

— — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 FMT[2:0] 011 R/W フォーマット選択 

000：MONO（1チャネル） 

001：MONO Delay（1チャネル） 

010：PCM（2チャネル） 

011：I2S（2チャネル） 

100：TDM（1～8チャネル） 

101：TDM Delay（1～8チャネル） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 NCH[2:0] 000 R/W TDM、TDM_Delayのチャネル数を設定します。 

TDM、TDM_Delay以外のフォーマットを設定した場合、B'000を指定して

ください。 

000：1チャネル 

001：2チャネル 

010：3チャネル 

011：4チャネル 

100：5チャネル 

101：6チャネル 

110：7チャネル 

111：8チャネル 
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45.3.5 ポート A/B入力 FIFO制御レジスタ（A_DIFF_CTL/B_DIFF_CTL） 

A_DIFF_CTL/B_DIFF_CTLは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B入力

FIFOの割り込みの要因発生条件を設定します。FIFOクリアは内蔵 RAMへのアクセスポインタを初期化します。 

オーバーフロー、アンダーフローのエラー履歴を削除します。 

• 1/2以上のデータがある状態のデータ格納量 

1ch ：128サンプル（128word）以上 

2ch ： 64サンプル（128word）以上 

3、4ch ： 32サンプル（3ch：96word、4ch：128word）以上 

5～8ch ： 16サンプル（5ch：80word、6ch：96word、7ch：112word、8ch：128word）以上 

 

R R R/W R/W R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R/(W)*

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — CLR

— —

— — — ——— — —— — — —

IHC[1:0] — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 IHC[1:0] 01 R/W 割り込み要因発生条件 

00：Full状態 

01：1/2以上のデータがある状態 

10：1サンプル以上のデータがある状態 

11：設定禁止（Empty状態） 

19～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CLR 0 R/(W)* FIFOクリア 

アクセスポインタ、エラー履歴を初期化します。 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0：割り込み要因発生条件だけを変更する場合、0書き込みとしてくださ

い。 

1：FIFOクリア 

【注】 * 1書き込みすると、CLRビットは 1パルスアサートされ、B'0になります。 
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45.3.6 ポート A/B入力 FIFOステータスレジスタ（A_DIFF_ST/B_DIFF_ST） 

A_DIFF_ST/B_DIFF_STは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポートA/B入力 FIFO

の状態、格納サンプルデータ数、オーバーフロー、アンダーフロー履歴を読み出すことができます。 

OFビットおよび UFビットは、0書き込みで履歴をクリアします。 

OFビットおよび UFビットのクリア手順については、「45.6 FIFOオーバーフロー、アンダーフロー仕様」を

参照してください。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SZ[7:0] — OF — UF

— —

— — — —

ST[1:0] — — — SZ[8]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 ST[1:0] 00 R FIFO状態 

00：Empty状態 

01：1/2未満のデータがある状態 

10：1/2以上のデータがある状態 

11：Full状態 

19～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16～8 SZ[8:0] H'000 R サンプルデータ数 

FIFOに格納されているサンプルデータ数を表します。サンプルデータの最

大値は設定したフォーマットのチャネル数で変化します。各チャネルの最

大サンプルデータ数を示します（256wordの場合）。 

（ ）内を超えるデータ数の読み込みが起きた場合、アンダーフローが発

生します。 

3チャネルモードでは 4チャネル単位、5～7チャネルモードでは 8チャネ

ル単位に FIFOを使用しています。SPU2-DSPは最大読み込み回数に注意

してください。 

1チャネル：256（256×1=256） 

2チャネル：128（128×2=256） 

3チャネル：64（64×3=192） 

4チャネル：64（64×4=256） 

5チャネル：32（32×5=160） 

6チャネル：32（32×6=192） 

7チャネル：32（32×7=224） 

8チャネル：32（32×8=256） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 OF 0 R/(W)* FIFOエラー履歴 

0：エラー無し 

1：オーバーフロー発生 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 UF 0 R/(W)* FIFOエラー履歴 

0：エラー無し 

1：アンダーフロー発生 

【注】 * 0書き込みで FIFOエラー履歴をクリア、1で保持します。 
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45.3.7 ポート A/Bクロック設定 1レジスタ（A_CKG1/B_CKG1） 

A_CKG1/B_CKG1は、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/Bで使用する

マスタクロックの生成と、内部モジュールで使用する LRクロック、Bitクロックのマスタ、スレーブ選択を行い

ます。 

マスタクロックは、CPGのオーディオクロック（FSICKA/FSICKB）から生成されます。ブロック図を図 45.2

に示します。 
 

R R R R R R R R

R R R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

— DIMD — DOMD

— —

— — — ——— —ACKMD[1:0] BPFMD[2:0]

— —— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 ACKMD[1:0] 00 R/W マスタ動作時の LRクロックを生成するためのオーディオクロックを指定

します。 

サンプリング周波数（fs）に対して、何 fsのオーディオクロックが入力さ

れるか選択します。 

00：512fs 

01：256fs 

10：128fs 

11：64fs 

【注】TDM、TDM_Delay設定時は、512fs/256fsを選択してください。LR

クロックの出力波形は「45.8 シリアルデータフォーマット」を参

照してください。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 BPFMD[2:0] 001 R/W マスタ動作時の Bitクロックの分周比を設定します。 

フォーマット、入力されたオーディオクロックによって使用できない設定

があります。表 45.6を参照してください。 

000：32bit/fs 

001：64bit/fs 

010：128bit/fs 

011：256bit/fs 

100：512bit/fs 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 DIMD 0 R/W DIISモジュールのマスタ／スレーブ選択 

0：スレーブ動作 

1：マスタ動作 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DOMD 0 R/W DOISモジュールのマスタ／スレーブ選択 

0：スレーブ動作 

1：マスタ動作 

 

decoder

decoder

ACKMD[1:0]

BPFMD[2:0]

FSICKA（ポートA）
FSICKB（ポートB） DOMD

ckgo_ado_lrck（ポートA）
ckgo_bdo_lrck（ポートB）

ckgo_adi_lrck（ポートA）
ckgo_bdi_lrck（ポートB）

ckgo_ado_bck（ポートA）
ckgo_bdo_bck（ポートB）

ckgo_adi_bck（ポートA）
ckgo_bdi_bck（ポートB）

FSIAUDIOAO（ポートA） 
FSIAUDIOBO（ポートB）

DIMD

DOMD

DIMD

◆ master_lrck

マスタ動作時

スレーブ動作時

slave_lrck

slave_bck

◆ master_bck

1

0

1

0

1

0

1

0

 

図 45.2 マスタクロック生成、入出力動作、マスタ、スレーブセレクト 
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マスタ動作時では、CPGからのオーディオクロック（FSICKA/FSICKB）同期でデコードを行い、LRクロック

（FSIAOLRCK/FSIBOLRCK）、Bitクロック（FSIAOBCK/FSIBOBCK）を生成します。CLKAUDIOAO/CLKAUDIOBO

は FSICKA/FSICKBをそのまま外部に出力します。フォーマットごとに設定可能な CKMD、BPFMDの組み合わせ

を表 45.6に示します。オーディオクロックよりも速い Bitクロックは生成できません。 

スレーブ動作では外部の LRクロック、Bitクロックを使用します。内部モジュールでは、Bitクロックの立ち上

がりに対して、LRクロックの立ち下がりを基準にデータ変換を行うため、スレーブ動作を行う場合、A_CKG2レ

ジスタで、外部インタフェースの仕様に合わせてクロックの反転設定を行ってください。 

（マスタモードでは外部の DAC、ADCの仕様に合わせて反転を設定することができます。） 
 

表 45.6 対応フォーマット一覧 

MONO、MONO Delay I2S、PCM TDM、TDM Delay 動作クロック 

BPFMD BPFMD BPFMD 

マスタ 

ACKMD：64fs 

64bit/fs 

32bit/fs 

64bit/fs (*) 

マスタ 

ACKMD：128fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

32bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

(*) 

マスタ 

ACKMD：256fs 

256bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

32bit/fs 

256bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

256bit/fs 

マスタ 

ACKMD：512fs 

512bit/fs 

256bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

32bit/fs 

512bit/fs 

256bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

512bit/fs 

256bit/fs 

スレーブ 512bit/fs 

256bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

32bit/fs 

512bit/fs 

256bit/fs 

128bit/fs 

64bit/fs 

512bit/fs 

256bit/fs 

【注】 * TDM/TDM Delayモードでは、256fs、512fsを選択してください。 

 



 

45. FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI） 

45-20  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

45.3.8 ポート A/Bクロック設定 2レジスタ（A_CKG2/B_CKG2） 

A_CKG2/B_CKG2は、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/Bで使用する

マスタクロックとスレーブクロックの反転を選択します。外部インタフェースの仕様に合わせて、反転を行うこ

とができます。 
 

R R R R R R R R

R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— LRS — BRS

— — — —

— — — ——— — —— LRM — BRM

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 LRM 0 R/W マスタ LRクロック反転設定 

0：反転なし 

1：反転あり 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 BRM 0 R/W マスタ Bitクロック反転設定 

0：反転なし 

1：反転あり 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 LRS 0 R/W スレーブ LRクロック反転設定 

0：反転なし 

1：反転あり 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 BRS 0 R/W スレーブ Bitクロック反転設定 

0：反転なし 

1：反転あり 
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FSICKA（ポートA）/
FSICKB（ポートB）

FSICKA（ポートA）/
FSICKB（ポートB）

FSIAOLRCK（ポートA）/
FSIBOLRCK（ポートB）

FSIAILRCK（ポートA）/
FSIBILRCK（ポートB）

LRM

LRS

BRS

DOMDDIMD

ckgo_adi_lrck/
ckgo_bdi_lrck

ckgo_ado_lrck/ 
ckgo_bdo_lrck

CLK GEN

decoder

DIIS DOIS

FSIAOBCK（ポートA）/ 
FSIBOBCK（ポートB）

FSIAIBCK（ポートA）/
FSIBIBCK（ポートB）

BRM

DOMDDIMD

ckgo_adi_bck/ 
ckgo_bdi_bck

ckgo_ado_bck/ 
ckgo_bdo_bck

CLK GEN

decoder

DIIS DOIS

 

図 45.3 マスタ、スレーブクロック反転セレクタ 

 

1つのシリアルポートで作れるマスタ出力、スレーブ入力端子の Bitクロック、LRクロックは、1系統です。同

じシリアルポートを使用した（マスタ、マスタ）、（スレーブ、スレーブ）動作は、異なるフォーマット、異な

る Bitクロック、LRクロックでは動作できません。 

異なるフォーマット、Bitクロック、LRクロックで入出力動作を同時に行う場合は、ポート A、ポート Bで入

出力動作を別々に設定してください。 

（マスタ、マスタ）モードで入力、出力が異フォーマットの場合は、出力フォーマットの LRクロックを生成し

ます。使用しない転送のマスタ／スレーブ選択は、スレーブ（初期値）としてください。 
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45.3.9 ポート A/Bリードデータレジスタ（A_DIDT/B_DIDT） 

A_DIDT/B_DIDTは、読み込み専用の 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B入力 FIFOに格納された

データを読むことができます。FIFOが Emptyの状態で読み込むと、アンダーフローのエラーが発生します。 

ソフトウェアリセット（SOFT_RST.SR）中、または対象ポートのリセット（SOFT_RST.SRA、SOFT_RST.SRB）

中に FIFOリードレジスタ（A_DIDT、B_DIDT）をリードしないでください。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DIDT[23:16]

DIDT[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～0 DIDT[23:0] H'00 0000 R 入力 FIFOからデータを読み込みます。 

読み込み専用のレジスタです。 

 

45.3.10 ポート A/Bライトデータレジスタ（A_DODT/B_DODT） 

A_DODT/B_DODTは、書き込み専用の 24ビットのレジスタです。シリアルポート A/B出力 FIFOにデータを

書くことができます。FIFOが Fullの状態で書き込むと、オーバーフローのエラーが発生します。 
 

W W W W W W W W

W W W W W W W W W W W W W W W W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DODT[23:16]

DODT[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～0 DODT[23:0] H'00 0000 W 出力 FIFOにデータを書き込みます。 

書き込み専用のレジスタです。 
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45.3.11 ポート A/B MUTEステート（A_MUTE_ST/B_MUTE_ST） 

A_MUTE_ST/B_MUTE_STは、読み出し専用の 24ビットのレジスタです。ポート A/Bの入出力動作で、チャネ

ルごとにMUTEの状態を表示します。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

I_CH8 I_CH5 I_CH4 I_CH1

— — — —

I_CH7 I_CH6 I_CH3 I_CH2O_CH7O_CH8 O_CH4 O_CH3O_CH6 O_CH5 O_CH2 O_CH1

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 O_CH8 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 8 MUTEオフ 

1：チャネル 8 MUTE状態 

14 O_CH7 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 7 MUTEオフ 

1：チャネル 7 MUTE状態 

13 O_CH6 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 6 MUTEオフ 

1：チャネル 6 MUTE状態 

12 O_CH5 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 5 MUTEオフ 

1：チャネル 5 MUTE状態 

11 O_CH4 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 4 MUTEオフ 

1：チャネル 4 MUTE状態 

10 O_CH3 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 3 MUTEオフ 

1：チャネル 3 MUTE状態 

9 O_CH2 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 2 MUTEオフ 

1：チャネル 2 MUTE状態 

8 O_CH1 0 R ポート A出力 MUTEステート 

0：チャネル 1 MUTEオフ 

1：チャネル 1 MUTE状態 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 I_CH8 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 8 MUTEオフ 

1：チャネル 8 MUTE状態 

6 I_CH7 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 7 MUTEオフ 

1：チャネル 7 MUTE状態 

5 I_CH6 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 6 MUTEオフ 

1：チャネル 6 MUTE状態 

4 I_CH5 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 5 MUTEオフ 

1：チャネル 5 MUTE状態 

3 I_CH4 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 4 MUTEオフ 

1：チャネル 4 MUTE状態 

2 I_CH3 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 3 MUTEオフ 

1：チャネル 3 MUTE状態 

1 I_CH2 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 2 MUTEオフ 

1：チャネル 2 MUTE状態 

0 I_CH1 0 R ポート A入力 MUTEステート 

0：チャネル 1 MUTEオフ 

1：チャネル 1 MUTE状態 
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45.3.12 割り込みステートレジスタ（INT_ST） 

INT_STは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。各 4要因をそれぞれ保持します。書き込み

は 0クリアのみ有効で、1を書き込むとそれまでの値を保持します。特定の要因クリアを行う場合、他の要因ビッ

トには 1を書き込んでください。 

割り込みステートレジスタは、要因マスクが解除された状態で割り込み発生条件と FIFOの状態が一致したとき、

セットされます。要因クリアとセットが同時に入った場合は、セットを優先します。 
 

R R R R R R R R

R R R R/(W)* R R R R/(W)* R R R R/(W)* R R R R/(W)*

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— IIA — IOA

— — — —

— — — ——— — —— IIB — IOB

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 IIB 0 R/(W)* ポート B入力 FIFO割り込み 

0：クリア 

1：要因保持 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 IOB 0 R/(W)* ポート B出力 FIFO割り込み 

0：クリア 

1：要因保持 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 IIA 0 R/(W)* ポート A入力 FIFO割り込み 

0：クリア 

1：要因保持 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 IOA 0 R/(W)* ポート A出力 FIFO割り込み 

0：クリア 

1：要因保持 

【注】 * 0書き込みで要因クリア、1書き込みで保持します。 
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45.3.13 割り込み要因マスク設定レジスタ（IEMSK） 

IEMASKは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。各 FIFOの割り込み要因のマスク設定を行

います。後述の IMASKレジスタで割り込み信号マスクを解除していても、本レジスタで割り込み要因をマスクす

ると要因自体がセットされないため、割り込みは発生しません。 
 

R R R R R R R R

R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— MIRA — MORA

— — — —

— — — ——— — —— MIRB — MORB

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 MIRB 0 R/W ポート B入力 FIFO割り込み要求マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 MORB 0 R/W ポート B出力 FIFO割り込み要求マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 MIRA 0 R/W ポート A入力 FIFO割り込み要求マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MORA 0 R/W ポート A出力 FIFO割り込み要求マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 
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45.3.14 割り込み信号マスク設定レジスタ（IMSK） 

IMASKは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。DSPに対する各 FIFOの割り込み信号のマス

クを行います。信号マスクを解除している FIFOに割り込み要因が発生すると、割り込み要求信号が発生します。 

1要因の割り込みステート INT_ST.IOA、要因マスク IEMSK.MORA、信号マスク IMSK.MRAの関係を図 45.4

に示します。他の要因についても同様の構成です。 
 

R R R R R R R R

R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— MIA — MOA

— — — —

— — — ——— — —— MIB — MOB

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 MIB 0 R/W ポート B入力 FIFO割り込み信号マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 MOB 0 R/W ポート B出力 FIFO割り込み信号マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 MIA 0 R/W ポート A入力 FIFO割り込み信号マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MOA 0 R/W ポート A出力 FIFO割り込み信号マスク 

0：マスク 

1：割り込み許可 
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IEMSK.MORA

(int_event)

INT_ST.IOA

IMSK.MOA

1

0
int_ioa

 

図 45.4 ポート A出力 FIFO割り込み要求信号 
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45.3.15 MUTE設定レジスタ（MUTE） 

MUTEは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。ポート A、Bの入出力のMUTE機能を有効

にします。MUTEモード選択後、MUTE ON/OFFを設定してください。MUTEのタイミング仕様は、「45.5 MUTE

仕様」を参照してください。 
 

R R R R R R R R

R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— TYIA — TYOA

— — — —

— TSIA — TSOA—— — —TSIB TYIB TSOB TYOB

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 TSIB 0 R/W ポート B入力 MUTE 

0：MUTE OFF 

1：MUTE ON 

12 TYIB 0 R/W ポート B入力 MUTEモード設定 

0：通常 MUTE 

1：ゼロクロス MUTE 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 TSOB 0 R/W ポート B出力 MUTE 

0：MUTE OFF 

1：MUTE ON 

8 TYOB 0 R/W ポート B出力 MUTEモード設定 

0：通常 MUTE 

1：ゼロクロス MUTE 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 TSIA 0 R/W ポート A入力 MUTE 

0：MUTE OFF 

1：MUTE ON 

4 TYIA 0 R/W ポート A入力 MUTEモード設定 

0：通常 MUTE 

1：ゼロクロス MUTE 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TSOA 0 R/W ポート A出力 MUTE 

0：MUTE OFF 

1：MUTE ON 

0 TYOA 0 R/W ポート A出力 MUTEモード設定 

0：通常 MUTE 

1：ゼロクロス MUTE 
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45.3.16 クロックリセット設定レジスタ（CLK_RST） 

CLK_RSTは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。リセット時は、クロック生成部から出力

される LRクロック、Bitクロックをマスクします（ただし、fsに対して Bitクロックの分周比が 1:1の場合は、

Bitクロックを出し続けます）。動作フローに従って、フォーマット、クロック設定後、リセットを解除してくだ

さい。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— CRB — CRA

— — — —

— — — ——— — —— — — —

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 CRB* 0 R/W ポート Bクロックリセット 

0：リセット 

1：リセット解除 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CRA* 0 R/W ポート Aクロックリセット 

0：リセット 

1：リセット解除 

【注】 * オーディオクロック同期のカウンタのリセットを行うため、オーディオクロックの周期より長いアサート期間が必

要です。 
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45.3.17 ソフトウェアリセット設定レジスタ（SOFT_RST） 

SOFT_RSTは、読み出し／書き込み可能な 24ビットのレジスタです。内部レジスタの初期化を行います。 

ソフトウェアリセット（SOFT_RST.SR）中、または対象ポートのリセット（SOFT_RST.SRA、SOFT_RST.SRB）

中に FIFOリードレジスタ（A_DIDT、B_DIDT）をリードしないでください。 

ソフトウェアリセット（SOFT_RST.SR）中のライトは無効で、FIFOリードレジスタ以外のレジスタリードは 0

値が読み出されます。 
 

R R R R R R R R

R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

— IR — SR

— — — —

— — — ——— — —— SRB — SRA

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 SRB* 1 R/W ポート Bソフトウェアリセット 

ポート B FIFOクリアを行います。 

0：リセット 

1：リセット解除 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 SRA* 1 R/W ポート Aソフトウェアリセット 

ポート A FIFOクリアを行います。 

0：リセット 

1：リセット解除 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 IR 1 R/W 割り込みリセット 

ackが返されなくても割り込み信号をネゲートします。 

0：リセット 

1：リセット解除 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 SR 1 R/W ソフトウェアリセット 

すべてのレジスタが初期化されます。 

0：リセット 

1：リセット解除 
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【注】 * SRA、SRBビットは、各ポートの DOIS、DIISの Bitクロックより長いアサート期間が必要です。 
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45.3.18 FIFOサイズレジスタ（FIFO_SZ） 

FIFO_SZは、読み出し専用の 24ビットのレジスタです。内蔵 RAM容量を表します。 
 

R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— AI[2:0] — AO[2:0]

— — — —

— —BI[2:0] BO[2:0]

— — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 BI[2:0] 000 R ポート B入力 FIFO容量 

内蔵 RAM容量を示します。 

000：256word 

001：予約（512word） 

010：予約（1024word） 

011：予約（2048word） 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 BO[2:0] 000 R ポート B出力 FIFO容量 

内蔵 RAM容量を示します。 

000：256word 

001：予約（512word） 

010：予約（1024word） 

011：予約（2048word） 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 AI[2:0] 000 R ポート A入力 FIFO容量 

内蔵 RAM容量を示します。 

000：256word 

001：予約（512word） 

010：予約（1024word） 

011：予約（2048word） 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 AO[2:0] 000 R ポート A出力 FIFO容量 

内蔵 RAM容量を示します。 

000：256word 

001：予約（512word） 

010：予約（1024word） 

011：予約（2048word） 
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45.4 インタフェース仕様 

45.4.1 FSI、SPU2接続インタフェース仕様 

FSIのアドレス空間は 8ビット（H'00～H'FF）です。FSIレジスタへのアクセスは、SPU2の DSP/IOバスから読

み出し／書き込みを行います。 

（1） BUFC仕様 

図 45.5に A_DIDT、B_DIDTレジスタに読み出し要求を出してから、データが出力されるまでのデータの流れ

を示します。 

入力 FIFOに格納されたデータを連続で読み出すため、fsio_io_hold信号を A_DIDTレジスタまたは B_DIDTレ

ジスタの読み出し時に管理します。FSIに読み出し要求を出力すると、コントロール部のバッファにデータが格納

されるまで hold信号は下がらず、読み出し要求はアサートされ続けます。入力 FIFOに連続してデータリクエス

トが発生し、コントローラ部のバッファに次に読むデータが格納されます。 

連続で読み出す場合、読み出し要求を出しながらコントローラ部のバッファに格納されたデータを先読みする

ことで、他のレジスタと同様 1ウェイトで連続してデータを読むことができます。 
 

DSP

SPU2

FSICKA
FSICKB
SPUCK

BUFC

BUF0

BUF1

BUF2

A

B

FIFO

FSI

内蔵RAM
ポートA入力

fsii_io_rd

fsio_io_hold

fsio_io_data_in[23:0]

①

②

③ ④

⑤

⑥
 

図 45.5 入力 FIFO読み出し要求ブロック図 

 



 

45. FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  45-37 

2013.01.18  

 

SH7724 

45.4.2 クロックインタフェース仕様 

クロック信号のブロック図を図 45.6に示します。 

REGC

BUFC

INTC

IOIF

CLK GEN

出力 I2S 
(DOIS)

出力FIFO 
(DOFF)

入力FIFO 
(DIFF)

出力FIFO 
(DOFF)

入力FIFO 
(DIFF)

入力 I2S 
(DIIS)

ckgo_ado_bck

ckgo_adi_bck

シリアルポートA

CLK GEN

出力 I2S 
(DOIS)

入力 I2S 
(DIIS)

ckgo_bdo_bck

ckgo_bdi_bck

シリアルポートB

CLKAUDIOAO
FSIAOBCK

CLKAUDIOBO
FSIBOBCK

FSICKA
FSIAIBCK

FSICKB
FSIBIBCK
SPUCK

 

図 45.6 FSIクロック入力ブロック図 
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45.4.3 リセットインタフェース仕様 

FSIリセット一覧表を表 45.7に示します。 
 

表 45.7 FSIリセット種類、初期化レジスタとブロック 

初期化を行うモジュール リセット名 レジスタ 初期化 

レジスタ INTC BUFC REGC CLK 

GEN 

出力

FIFO 

入力

FIFO 

出力

I2S 

入力

I2S 

ハードウェア 

リセット 

－ 全レジスタ ○ 

ソフトウェア 

リセット 

SOFT_RST.SR ソフトウェア 

リセット以外 

全レジスタ 

○ ○ 

（Bitclk同期FF除く） 

ポート A 

リセット 

SOFT_RST.SRA ポート A 

FIFOクリアを行う 

－ － － － ○（ポート Aのみ） 

ポート B 

リセット 

SOFT_RST.SRB ポート B 

FIFOクリアを行う 

－ － － － ○（ポート Bのみ） 

クロック 

リセット A 

CLK_RST.CRA － － － － ○ 

(ポートA)

－ － － － 

クロック 

リセット B 

CLK_RST.CRB － － － － ○ 

(ポートB)

－ － － － 

割り込み 

リセット 

SOFT_RST.IR － ○ 

(fsio_int

ネゲート)

－ － － － － － － 

ポート A 

出力 FIFO 

クリア 

A_DOFF_CTL.CLR － － － － － ○ 

(ポートA)

－ － － 

ポート A 

入力 FIFO 

クリア 

A_DIFF_CTL.CLR － － ○ 

(ポートA)

－ － － ○ 

(ポートA) 

－ － 

ポート B 

出力 FIFO 

クリア 

B_DOFF_CTL.CLR － － － － － ○ 

(ポートB)

－ － － 

ポート B 

入力 FIFO 

クリア 

B_DIFF_CTL.CLR － － ○ 

(ポートB)

－ － － ○ 

(ポートB) 

－ － 

【記号説明】 ○：リセット、－：レジスタ保持 
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（1） ハードウェアリセット 

全レジスタ、全モジュールを初期化します。 

（2） ソフトウェアリセット 

ソフトウェアリセット（SOFT_RST.SR）以外の全レジスタ、全モジュールを初期化します。マスタ動作の場

合、クロックリセットにより非同期渡しを行っているBitクロックが固定になることがあるため、ポートA、

Bリセット後、実行してください（「(8) FSI初期化手順」を参照）。 

（3） ポート A、Bリセット 

Bitクロック同期のFFを初期化するためのリセット信号。 

非同期渡しを行っているため、レジスタ書き込み後、Bitクロック1サイクル以上のウェイトが必要です。 

Start

End

ポートAリセット
SOFT_RST.SRA←B'0

ポートAリセット解除
SOFT_RST.SRA←B'1

ポートA（DOIS、DISS）
Bitクロック
1サイクル以上ウェイト

 

図 45.7 ポート Aリセットフロー 
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（4） クロックリセット A、B 

オーディオクロック同期の FFを初期化するためのリセット信号。 

非同期渡しを行っているため、レジスタ書き込み後、オーディオクロック 1サイクル以上のウェイトが必要で

す。 

Start

End

クロックリセットA
CLK_RST.CRA←B'0

クロックリセットA解除
ACK_RST.PACR←B'1

ポートA
オーディオクロック
1サイクル以上ウェイト

 

図 45.8 クロックリセット Aフロー 

 

（5） 割り込みリセット 

割り込み信号（fsio_int）をレジスタ書き込みでネゲートします。 

（6） ポート A、B出力 FIFOクリア 

FIFOコントロール部のアドレスポインタ、エラー履歴をクリアします。 

（7） ポート A、B入力 FIFOクリア 

FIFOコントロール部のアドレスポインタ、エラー履歴、連続1ウェイト読み出しのためのバッファをクリア

します。 

（8） FSI初期化手順 

FSI初期化手順を図45.9に示します。ハードウェアリセットとソフトウェアリセットを使用する方法がありま

す。ハードウェアリセットと同じ効果を得るには、ポートA、Bリセット（Bitクロック同期のFFを初期化）

後、ソフトウェアリセットを実行してください。 
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Start

End

ハードウェアリセット

ハードウェアリセット解除

Start

End

ポートAリセット
SOFT_RST.SRA←B'0

ポートBリセット
SOFT_RST.SRB←B'0

ソフトウェアリセット
SOFT_RST.SR←B'0

ソフトウェアリセット解除
SOFT_RST.SR←B'1

ポートA、B（DOIS、DIIS）
Bitクロック
1サイクル以上ウェイト*1

ポートA、B
オーディオクロック
1サイクル以上ウェイト*2

ハードウェアリセット使用 ソフトウェアリセット使用

【注】 *1 ポートリセットが確実にアサートされるまでウェイト 
 *2 クロックリセットが確実にアサートされるまでウェイト  

図 45.9 FSI初期状態動作フロー 
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45.5 MUTE仕様 

FSIは、通常MUTEとゼロクロスMUTE機能を入出力動作で持ちます。MUTE回路は出力 FIFO、入力 FIFOに

それぞれ実装されます。 

（1） 通常 MUTE 

通常MUTEは 1サンプルデータ単位でMUTEを行います。通常MUTEはセットされた 2サンプル後のチャネ

ル 1からMUTE（0出力）となります。MUTE解除も同様、解除した 2サンプル後のチャネル 1から解除されま

す。 

図 45.10に 2チャネルのオーディオ出力とMUTE信号を示します。 

0

＋

－

MUTE_ST_A.O_CH1

mute_ao

doffo_rdt[26:3]

MUTE SET

MUTE解除

CH1

0

＋

－

MUTE_ST_A.O_CH2

mute_ao

doffo_rdt[26:3]

MUTE SET

MUTE解除

CH2

 

図 45.10 通常MUTE仕様（出力動作） 

 

入力動作は変換モジュール（入力 I2S）から、入力 FIFOに書かれたデータに対して、MUTE信号アサートで内

蔵 RAMに 0書き込みを行います。 
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（2） ゼロクロス MUTE 

ゼロクロスMUTEをセットするとチャネルごとに独立して、前のデータと比較を行います。 

①前のデータが 0、②現在のデータが 0、③前のデータと異符号の場合 

①～③どれかの条件が一致した場合、ゼロクロスMUTEが解除されるまでMUTE（0出力）となります。 

MUTE（0出力）解除はセットと同様、前のデータと比較を行い、①～③の場合にチャネルごとに独立して解除

します。 

図 45.11に 2チャネルのオーディオ出力とゼロクロスMUTE信号を示す。 

0

＋

－

MUTE_ST_A.O_CH1

mute_z_ao

doffo_rdt[26:3]

前データと比較
異符号でMUTE OFF

前データと比較
異符号でMUTE OFF

前データと比較
異符号でMUTE （0出力）

前データと比較
異符号でMUTE （0出力）

CH1

0

＋

－

MUTE_ST_A.O_CH2

mute_z_ao

doffo_rdt[26:3]

CH2

 

図 45.11 ゼロクロスMUTE仕様（出力動作） 

 

ゼロクロスMUTEをセットしても、①～③の条件を満たさない場合、MUTE（0出力）はかかりません。 

ゼロクロスMUTEを解除しないと、①～③の条件を満たしても、MUTE（0出力）は解除されません。 

途中で、通常MUTEに切り替えて強制的にMUTE、MUTE解除することができます。 

入力動作は変換モジュール（入力 I2S）から、入力 FIFOに書かれるデータに対して、①～③の判定を行い、内

蔵 RAMに 0書き込みを行います。 
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45.6 FIFOオーバーフロー、アンダーフロー仕様 

FIFOはアンダーフロー、オーバーフローのエラーが発生すると、レジスタに保持します。出力 FIFO、入力 FIFO

のアンダーフロー、オーバーフローについて説明します。 

出力 FIFOのアンダーフローは、FIFOが Empty状態で、出力 I2Sからデータ要求があった場合に発生します。

このとき、出力 FIFOは H'00 0000データとチャネル番号[2:0]を出力します。オーバーフローは、FIFOに格納可能

量より多くのデータを DSPが書き込んだ場合に発生します。格納可能量以上の出力 FIFOへの書き込みは無視さ

れます。 

DOISDOFF

FIFO(empty)

req

H'00 0000、ch[2:0]DSP

no data write

Under flow

DOISDOFF

FIFO(full)

req

DSP

data write full

FSI

FSI

data[23:0]、ch[2:0]

Over flow

 

図 45.12 出力 FIFOアンダーフロー、オーバーフロー 

 

入力 FIFOのオーバーフローは、FIFOが Full状態の場合に外部から 3線シリアルデータが入力されると発生し

ます。発生時の入力 FIFOへの書き込みは無視されます。アンダーフローは、入力 FIFOが Empty状態で DSPか

らリード要求が入ったとき、発生します。発生時には 0が読み出されます。 
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DIISDIFF

FIFO(full)

en

data[23:0]、ch[2:0]DSP

no data read

DIISDIFF

FIFO(empty)

en

DSP

FSI

FSI

data[23:0]、ch[2:0]

data read empty

Under flow

Over flow

 

図 45.13 入力 FIFOオーバーフロー、アンダーフロー 

 

FSIのエラーフラグ一覧を表 45.8に示します。FSIは、4種類のエラーフラグを持ちます。図 45.14にシリアル

出力についてエラーフラグのクリアフローを示します。同様に、図 45.15にシリアル入力についてエラーフラグ

のクリアフローを示します。 
 

表 45.8 エラーフラグ一覧 

No. レジスタ名 内容 

(1) A_DOFF_ST.OF オーバーフローエラー 

(2) A_DOFF_ST.UF 

シリアル出力 

アンダーフローエラー 

(3) A_DIFF_ST.OF オーバーフローエラー 

(4) A_DIFF_ST.UF 

シリアル入力 

アンダーフローエラー 

 

（1） シリアル出力オーバーフローエラーのクリア方法 

シリアル出力動作でオーバーフローしフラグを検出した場合、アプリケーション固有の処理を行ってからフ

ラグをクリアしてください。 

（2） シリアル出力アンダーフローエラーのクリア方法 

シリアル出力動作でアンダーフローしフラグを検出した場合、アプリケーション固有の処理を行い、出力デ

ータをA_DODTレジスタに書き込んでからフラグをクリアしてください。 

（3） シリアル入力オーバーフローエラーのクリア方法 

シリアル入力動作でオーバーフローしフラグを検出した場合、アプリケーション固有の処理を行い、A_DIDT

レジスタから入力データを読み出した後にフラグをクリアしてください。 

（4） シリアル入力アンダーフローエラーのクリア方法 

シリアル入力動作でアンダーフローしフラグを検出した場合、アプリケーション固有の処理を行ってからフ

ラグをクリアしてください。 

 



 

45. FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI） 

45-46  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

Start

End

エラーフラグ検出
A_DOFF_ST.OF→B'1

エラーフラグクリア
A_DOFF_ST.OF←B'0

Start

End

エラーフラグ検出
A_DOFF_ST.UF→B'1

エラーフラグクリア
A_DOFF_ST.UF←B'0

FIFOライト
A_DODT

（１）オーバーフローエラー （2）アンダーフローエラー  

図 45.14 シリアル出力エラーフラグのクリアフロー 

 

Start

End

エラーフラグ検出
A_DIFF_ST.OF→B'1

エラーフラグクリア
A_DIFF_ST.OF←B'0

Start

End

エラーフラグ検出
A_DIFF_ST.UF→B'1

エラーフラグクリア
A_DIFF_ST.UF←B'0

FIFOリード
A_DIDT

（3）オーバーフローエラー （4）アンダーフローエラー  

図 45.15 シリアル入力エラーフラグのクリアフロー 
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45.7 FIFOクリア 

FSIは、入出力ごとに FIFOクリア機能を持ちます。FIFOクリアには、以下の機能があります。 

（1） UF/OFエラー履歴のクリア 

FIFOステータスレジスタを0にします。 

（2） FIFOコントロールのアドレスポインタをクリア 

内蔵RAMアクセスを制御するカウンタを初期化します。FIFOクリアを行った場合、アドレスは先頭に戻り、

クリア前のデータは上書きされます。 

（3） BUFC部で先読み中のデータおよび BUFポインタをクリア 

連続読み出しのため、BUFC部で先読みしているデータとBUFポインタをクリアします。 

（4） FIFOコントロール部マスク 

FIFOクリア後、2サンプル目の（CH0）リクエストから有効とします（フォーマット、クロック設定が確定

した状態のリクエスト（出力）、イネーブル（入力）から取得するため）。 
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45.8 シリアルデータフォーマット 

以下に全フォーマットの 3線シリアルデータを示します。 

（1） スレーブクロックの反転設定 

シリアル変換部（DOIS、DIIS）では、Bitクロックの立上りに対して、LRクロックの立下りを基準（CH0）

に動作します。マスタ動作では仕様通りのクロックを内部で生成しますが、外部からのLRクロック、Bitクロ

ックを入力するスレーブ動作の場合、反転レジスタの設定を正しく行ってください。図中のBitクロック、LR

クロックの関係をスレーブ動作で入力されたクロックと考える場合、表45.9または図中の反転設定を行って

ください。 

 

表 45.9 スレーブクロック反転レジスタ設定一覧 

図 チャネル数 フォーマット スレーブ LRクロック 

レジスタ反転設定 

A(B)_CKG2.LRS 

スレーブ Bitクロック 

レジスタ反転設定 

A(B)_CKG2.BRS 

1ch MONO 1（反転） 0 図 45.16 

1ch MONO Delay 1（反転） 0 

図 45.17 2ch PCM（STEREO） 1（反転） 1（反転） 

図 45.18 2ch I2S（STEREO Delay） 0 1（反転） 

図 45.19 1～8ch TDM（マルチチャネル） 1（反転） 1（反転） 

図 45.20 1～8ch TDM（マルチチャネル）Delay 1（反転） 1（反転） 

 

（2） マスタクロックの反転設定 

マスタ動作で出力信号となるLRクロック、Bitクロックは接続するDAC、ADCの仕様に合わせて反転するこ

とができます。図中のBitクロック、LRクロックの関係をマスタ動作で出力していると考える場合、表45.10

のマスタクロック反転レジスタ設定を行っています。 

 

表 45.10 マスタクロック反転レジスタ設定一覧 

図 チャネル数 フォーマット マスタ LRクロック 

レジスタ反転設定 

A(B)_CKG2.LRM 

マスタ Bitクロック 

レジスタ反転設定 

A(B)_CKG2.BRM 

1ch MONO 0 0 図 45.16 

1ch MONO Delay 0 0 

図 45.17 2ch PCM（STEREO） 0 1（反転） 

図 45.18 2ch I2S（STEREO Delay） 0 1（反転） 

図 45.19 1～8ch TDM（マルチチャネル） 0 1（反転） 

図 45.20 1～8ch TDM（マルチチャネル）Delay 0 1（反転） 
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MONO、MONO_Delayシリアルデータフォーマットを示します。 

prev.sam next.samppadding

32/64/128/256/512bclk
(Sync:1bclk)

24bit
チャネル1

M L

bclk

lrclk

sd

MONO（1チャネル）

CKG2.LRS = B'1
CKG2.BRS = B'0

prev.sam next.samppadding

32/64/128/256/512bclk
(Sync:1bclk)

24bit
チャネル1

M L

bclk

lrclk

sd

MONO delay（1チャネル）

CKG2.LRS = B'1
CKG2.BRS = B'0  

図 45.16 MONO、MONO_Delayフォーマット 

 



 

45. FIFO内蔵シリアルインタフェース（FSI） 

45-50  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

PCM、I2Sのシリアルデータフォーマットを示します。 

prev.sam next.samppadding

32bclk

24bitチャネル1

M L

64bclk
32bclk

padding

24bitチャネル2

M L

bclk

lrclk

sd

PCM（2チャネル）64bit/fs

CKG2.LRS = B'1
CKG2.BRS = B'1

prev.sam next.samppadding

64bclk

24bit 
チャネル1

M L

128bclk
64bclk

padding

24bit 
チャネル2

M L

bclk

lrclk

sd

PCM（2チャネル）128bit/fs

CKG2.LRS = B'1
CKG2.BRS = B'1  

図 45.17 PCMフォーマット 

 

prev.sam next.samppadding

32bclk

24bitチャネル1

M L

64bclk
32bclk

padding

24bitチャネル2

M L

bclk

lrclk

sd

I2S（2チャネル）64bit/fs

CKG2.LRS = B'0 
CKG2.BRS = B'1

prev.sam next.samppadding

64bclk

24bit 
チャネル1

M L

128bclk
64bclk

padding

24bit 
チャネル2

M L

bclk

lrclk

sd

I2S（2チャネル）128bit/fs

CKG2.LRS = B'0 
CKG2.BRS = B'1  

図 45.18 I2Sフォーマット 
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TDM、TDM_Delayのシリアルデータフォーマットを示します。 

TDM（8チャネル）256bit/fs

prev.sam next.samppad.M ML pad.L

24bitチャネル1 24bitチャネル2

(Sync:32bclk)

24bitチャネル8

bclk

audio_clk

lrclk

sd

TDM（8チャネル）512bit/fs

CKG2.LRS = B'1 
CKG2.BRS = B'1

pad.M L

32bclk
256bclk

32bclk 32bclk

prev.sam next.samppM ML pL

24bit 
チャネル1

24bit 
チャネル2

24bit 
チャネル8

(Sync:32bclk)

bclk

audio_clk

lrclk

sd

CKG2.LRS = B'1 
CKG2.BRS = B'1

pad.M L

32bclk
512bclk

32bclk 32bclk

 

図 45.19 TDMフォーマット 

 

TDM delay（nチャネル）256bit/fs

prev.sam next.samppad.M ML pad.L

24bit
チャネル1

24bit 
チャネル2

24bit 
チャネルn

bclk

lrclk

sd

CKG2.LRS = B'1 
CKG2.BRS = B'1

M pad.L

32bclk
256bclk

32bclk 32bclk

 

図 45.20 TDM Delayフォーマット 
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45.9 動作フロー 

FSI全体動作と各動作フローの関係を図 45.21に示します。 

起動フロー
（図45.22）

割り込み初期設定
（図45.24）

ソフトウェアリセット処理
（図45.27）

再設定フロー
（図45.23）

DSP割り込み処理
（図45.25）

Start

End

（1）再生／録音準備中
 設定
 ・フォーマット
 ・クロック
 ・割り込み条件

（2）再生／録音実行中
 割り込み処理待ち

（3）終了処理

（FSI再設定の場合は、
クロック停止、再開の
処理は無視してください。）

FSI再設定orクロック停止
ハードウェアリセット？

ハードウェアリセット処理
（図45.26）

 

図 45.21 FSI全体動作と各動作フロー 
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45.9.1 FSI起動手順 

シリアルポート Aについて FSI起動手順のフローチャートを図 45.22に示します。シリアルポート Bも同様の

手順で実行します。 

クロック設定
A_CKG1
A_CKG2

フォーマット設定
A_DO_FMT
A_DI_FMT

クロックリセット解除
CLK_RST.CRA ← B'1

マスタ動作で使用する場合、 
フォーマット、クロック設定後、
クロックリセット解除を行って
ください。
スレーブ動作の場合は不要です。

ハードウェアリセット解除

FSI起動

【注】CPUからアクセス時には、あらかじめSPU2にクロックを供給し、SPUSRST.SPUSRST=1として 
 ソフトウェアリセットを解除してください。  

図 45.22 FSI起動フロー（ポート A） 

 

上記の手順で FSIを起動してください。設定した Bitクロック、LRクロックが変換部（DOIS、DIISモジュール）

に入力され、FIFOコントロール部（DOFF、DIFFモジュール）にデータ要求、書き込みが起こります。 
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45.9.2 FSI再起動手順 

FSI再起動フローをシリアルポート Aについて示します。シリアルポート Bも同様の手順で実行します。転送

フォーマット、クロックの再設定を行う場合は、以下の手順で行ってください。 

ハードウェアリセットを使用し再設定をする場合、下記のフローは不要です。 

再設定ポート
割り込み信号マスク
IMSK.MOA ← B'0
IMSK.MIA ← B'0
割り込み要因マスク
IEMSK.MOA ← B'0
IEMSK.MIA ← B'0

割り込み要因クリア
INT_ST.IOA ← B'0
INT_ST.IIA ← B'0

ポートAリセット
SOFT_RST.SRA ← B'0

ポートAリセット解除
SOFT_RST.SRA ← B'1

ポートA（DOIS、DIIS）
Bitクロック
1サイクル以上ウェイト

クロックリセット
CLK_RST.CRA ← B'0

ポートA
オーディオクロック
1サイクル以上ウェイト

再設定ポートによる
割り込みをマスク

再設定ポートを初期化

FSI 起動手順と同じ処理

前回クロック設定が
スレーブ動作の場合省略可

*1

*2

FSI起動／割り込み発生中

フォーマット、クロック再設定

【注】CPUからアクセス時には、あらかじめSPU2にクロックを供給し、SPUSRST.SPUSRST=1として 
 ソフトウェアリセットを解除してください。 
 *1 Bitクロック同期のFFを初期化するため、Bitクロック1サイクルより長いアサート期間入力して 
  ください。 
 *2 マスタクロックを生成していた場合はクロックリセットを、オーディオクロック1サイクルより 
  長いアサート期間入力してください。  

図 45.23 FSI再設定フロー（ポート A） 

 

再設定ポートの割り込みマスク後、ポートリセットを行い初期化します。 

ポート初期化完了後、「45.9.1 FSI起動手順」に戻り、フォーマット、クロックの再設定をしてください。 
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45.9.3 初期割り込み設定手順 

FSI起動後の割り込み初期設定フローを図 45.24に示します。 

割り込み信号マスク確認
IMSK.xxx ← B'0

割り込み発生条件設定
XXX_CTL.IHC ← B'00
 B'01
 B'10

割り込み要因マスク設定
IEMSK.xxx ← B'1

FIFOクリア
xxx_CTL.CLR ← B'1

割り込み要因クリア
INT_ST.xxx ← B'0

割り込み信号マスク設定
IMSK.xxx ← B'1

FSI起動

割り込み発生 
（FIFO動作）

【注】CPUからアクセス時には、あらかじめSPU2にクロックを供給し、SPUSRST.SPUSRST=1として 
 ソフトウェアリセットを解除してください。  

図 45.24 割り込み初期設定フロー 

 

割り込み設定は、ポート A、B、入力、出力（4モード）で独立して設定可能です。図中「xxx」は任意の転送

対象を示します。 

実行する転送の信号マスクを確認後、割り込み発生条件と要因マスクを設定、FIFOクリアします。FIFOクリ

ア前に発生、保持する可能性のある割り込み要因をクリア後、信号マスクを解除してください。 

FIFOクリア後の FIFO容量で割り込み信号が発生します。初期に音声データを入出力する場合、このフローに

従い、設定してください。 
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45.9.4 FSI割り込み発生時の SPU2-DSP動作フロー例 

音声データ連続転送のため、割り込みを受けた DSPが行う動作フロー例を図 45.25に示します。 

FSIにack信号を返す
fsii_int_ack ← B'1

割り込みステートリード
FSI__INT_ST

オーバーフローしない
サンプルデータライト
FSI_A_DODT

処理を行った
割り込み要因クリア
FSI__INT_ST ← B'0

割り込み発生
fsio_int ← B'1

End

clk_fsi
（1 サイクル）

（1）

（2）

割り込み要求
判定

出力ステータスリード
FSI_A_DOFF_ST

入力ステータスリード
FSI_A_DIFF_ST

アンダーフローしない
サンプルデータリード
FSI_A_DIDT

(ポートBも同様)

【注】CPUからアクセス時には、あらかじめSPU2にクロックを供給し、SPUSRST.SPUSRST=1として 
 ソフトウェアリセットを解除してください。  

図 45.25 DSP動作フロー例 

 

割り込み信号を受けた DSPは、FSIに ack信号を返します。その後、割り込みステートを読み込み、要因が発

生した FIFOを特定し、対応する処理を行います。処理後、発生した割り込み要因をクリアし、フローを終了しま

す。FSIは、要因クリアを行うことで、新しい割り込み信号をアサートすることができます。 

複数の割り込み要因を 1回の割り込みで処理する場合には、図中の（2）→（1）へ戻り複数処理を実行後、1

回のレジスタライトで要因クリアしてください。 

DSP動作フローの処理を正しく行う限り発生しませんが、空要因で割り込みが発生した場合は要因クリアのレ

ジスタライトを行ってください。割り込み処理後に要因クリアを行わないと、次回の割り込み信号は発生しませ

ん。 
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45.9.5 クロック停止、再開手順 

図 45.26、図 45.27にクロック停止、再開のフローを示します。 

FSIの全クロックを停止する前には、ハードウェアリセットを入力してください。クロック再開後は、図 45.22

の起動フローの設定を行ってください。 

ハードウェアリセット

全クロック停止

クロック再開

FSI

起動フロー
（図45.22）

 

図 45.26 全クロック停止、再開フロー（ハードウェアリセット） 

 

複数（2）ポートの転送を実行しながら、1ポートの転送に関するクロックだけを停止する場合は、図 45.23の

再設定フローで対象の転送に関するリセットを行い、クロックを停止してください。停止した転送を再開する場

合は停止したクロックを再開後、図 45.22の起動手順で停止したポートに関する設定のみを行ってください。 

再設定フロー
（図45.23）

停止するポートの
クロック停止

転送ポートの
クロック再開

FSI

起動フロー
（図45.22）

 

図 45.27 全クロック停止、再開フロー（ソフトウェアリセット） 

 

ハードウェアリセットを使用せずに、全クロックを停止する場合は、図 45.23の再設定フローを行い、クロッ

クを停止してください。クロック再開後は図 45.22の起動フローの設定を行ってください。 
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45.10 制限事項 

FSIを使用する際の制限事項を表 45.8に示します。 
 

表 45.11 FSI使用時の制限事項 

制限事項 No. 

分類 内容 

1 TDM、TDM Delayモードの LRクロックは、64fs、128fsのオーディオクロックで

は生成できないので設定しないでください。 

2 

マスタ動作 

クロック設定 

Bitクロックの設定（BPFMDレジスタ）は、入力されたオーディオクロックとフォ

ーマットによって制限されます（オーディオクロックより早い Bitクロックは生成

できません）。 

3 割り込み信号発生タイミング マスク全解除時、FIFOステータスが監視条件と一致（イベント発生）から 2サイ

クル（clk_fsi）後に発生します。 

4 オーバーフロー、アンダーフロー

発生ワーストケース 

出力割り込み（Empty）、入力割り込み（Full）、システムクロック：4MHz、fs：

96kHz（bit_clk=50MHz）、TDM（8チャネル）のようなワーストケースで割り込

み信号が発生してから、オーバーフロー、アンダーフローエラーが発生するのは、

システムクロック約 10サイクル後です。 

このようなワーストケースで連続動作を行う場合は、割り込み発生条件を 1/2にし

てください。また、安定した連続動作を行うためにはシステムクロックもビットク

ロックと同程度が必要です。このケースにおいて、Full状態から 10サイクルでオ

ーバーフローが発生するサイクル数は、システムクロックを 10倍（40MHz）にす

ることで約 100サイクル、割り込み発生条件 1/2にすると約 700サイクル、両方行

うと、その積、約 70000サイクルになります。 

5 FIFOステータスリード 1ウェイトなので現在から 1サイクル（clk_fsi）前の結果が出力されます。 

6 入出力同時動作 シリアルポート 1つの同時動作（マスタ、マスタ）、（スレーブ、スレーブ）は、

異なるフォーマット、異なる LR/Bitクロックでは動作しません（1系統のため）。 

7 ポートリセット フォーマット、クロック変更などで DOIS、DIISモジュール内部のリセットを行う

場合は、入力されている Bitクロックより長いアサート期間のリセットが必要です。 

8 クロックリセット マスタクロック生成のカウンタは、オーディオクロック同期のため、再設定でリセ

ットを行う場合、オーディオクロックより長いアサート期間が必要です。 

9 同位相マスタ出力 ポート A、B同時にマスタ動作を行う場合、同一位相のクロックを保障できません。 

10 ソフトウェアリセット中のアク

セス制限 

ソフトウェアリセット（SOFT_RST.SR）中、または対象ポートのリセット

（SOFT_RST.SRA、SOFT_RST.SRB）中に FIFOリードレジスタ（A_DIDT、

B_DIDT）のリードは禁止です。 
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46. ATAPIインタフェース（ATAPI） 

ATAPIインタフェースは、ATAおよび ATAPI物理インタフェースを提供します。このデバイスは、ATAタス

クコマンドおよび ATAPIパケットコマンドをサポートしています。 

46.1 特長 

• プライマリチャネルサポート 

• マスタ／スレーブサポート 

• 3.3V I/Oインタフェース 

• PIOモード0～4、マルチワードDMAモード0～2、ウルトラDMAモード0～4をサポート 

• ディスクリプタモードをサポート 

 

ATAPIのブロック図を、図 46.1に示します。 

HPBバスへ
HPBバスクロック：83 MHz 
データバス幅：32ビット

SHwyバスクロック：166 MHz 
データバス幅：64ビット

SHwyバスへ

レジスタバス
インタフェース

ATAPI
インタフェース
コントロール
レジスタ

SHwyバス
インタフェース

64ビット 32ビット

16ビット

DMA
コントロール

FIFO
（32バイト）

CRC

物理
インタフェース

DMA転送用

ダブルバッファ

PIO転送用
IDED15～
IDED0
IDEA2～
IDED0

IODACK

IODREQ

IDECS0、
IDECS1

IDEIOWR

IDEIORD

IDEIORDY

IDEINT

IDERST

DIRECTION

EXBUF_ENB

 

図 46.1 ATAPIブロック図 
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46.2 入出力端子 

ATAPIの端子構成を表 46.1に示します。 
 

表 46.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 ATAPI仕様 説   明 

IDED15～0 データバス 入出力 DD（15:0） 双方向データバス 

IDEA2～0 アドレスバス 出力 DA（36） アドレスバス 

IODACK DMAアクノレッジ 出力 DMACK# プライマリチャネル DMAアクノレッジ 

（アクティブロー） 

IODREQ DMAリクエスト 入力 DMARQ プライマリチャネル DMAリクエスト 

（アクティブハイ） 

IDECS0、

IDECS1 

チップセレクト 出力 CS0#、CS1# プライマリチャネルチップセレクト 

（アクティブロー） 

IDEIOWR  WRイネーブル 出力 DIOW#、STOP プライマリチャネルディスク書き込み 

（アクティブロー） 

IDEIORD  RDイネーブル 出力 DIOR#、HDMARDY#、

HSTROBE 

プライマリチャネルディスク読み出し 

（アクティブロー） 

IDEIORDY レディ信号 入力 IORDY、DDMARDY#、

DSTROBE 

プライマリチャネルレディ信号 

（アクティブハイ） 

IDEINT 割り込み要求 入力 INTRQ プライマリチャネル割り込み要求* 

（アクティブハイ） 

IDERST  ATAPIデバイス 

リセット 

出力 RESET# プライマリチャネル ATAPIデバイスリセット 

（アクティブロー） 

DIRECTION 外部データ 

ディレクション 

出力 － 外部レベルシフタディレクション信号 

（デバイスへのライト時に 0） 

EXBUF_ENB 外部データ 

イネーブル 

出力 － 外部レベルシフタイネーブル信号 

（アクティブロー） 

【注】 * ATAPIインタフェースは、ATAPIデバイスからの割り込み信号をレベルトリガ入力とみなします。 
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46.3 レジスタの説明 

ATAPIのレジスタ構成を表 46.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 46.3に示しま

す。 

表 46.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ* 

ATAPIコントロールレジスタ ATAPI_CONTROL1 R/W H'A4DA 2180 32 

ATAPIステータスレジスタ ATAPI_STATUS R/W H'A4DA 2184 32 

割り込みイネーブルレジスタ ATAPI_INT_ENABLE R/W H'A4DA 2188 32 

ディスクリプタテーブルベースアドレス

レジスタ 

ATAPI_DTB_ADR R/W H'A4DA 2198 32 

DMAスタートアドレスレジスタ ATAPI_DMA_START_ADR R/W H'A4DA 219C 32 

DMA転送カウントレジスタ ATAPI_DMA_TRANS_CNT R/W H'A4DA 21A0 32 

ATAPIコントロール 2レジスタ ATAPI_CONTROL2 R/W H'A4DA 21A4 32 

ATAPI信号ステータスレジスタ ATAPI_SIG_ST R H'A4DA 21B0 32 

バイトスワップレジスタ ATAPI_BYTE_SWAP R/W H'A4DA 21BC 32 

PIOタイミング 1レジスタ ATAPI_PIO_TIMING1 R/W H'A4DA 21C0 32 

PIOタイミング 2レジスタ ATAPI_PIO_TIMING2 R/W H'A4DA 21C4 32 

マルチワード DMAタイミングレジスタ ATAPI_MULTI_TIMING R/W H'A4DA 21C8 32 

ウルトラ DMAタイミングレジスタ ATAPI_ULTRA_TIMING R/W H'A4DA 21CC 32 

【注】 * ロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止です。 

 

表 46.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ

モジュール

スタンバイ

R- 

スタンバイ

U- 

スタンバイ 

スリープ 

ATAPI_CONTROL1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_STATUS 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_INT_ENABLE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_DTB_ADR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_DMA_START_ADR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_DMA_TRANS_CNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_CONTROL2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_SIG_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_BYTE_SWAP 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_PIO_TIMING1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_PIO_TIMING2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_MULTI_TIMING 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_ULTRA_TIMING 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 
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46.3.1 ATAPIコントロールレジスタ（ATAPI_CONTROL1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R R/W R R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W

-

-

- - - - - - - - - - - - - - -

- - - RADRE DTA32M - DTCD - RESET M/S - UDMAEN DESE R/W STOP START

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

12 RADRE 0 R/W ATAタスクファイルレジスタマップのリザーブアドレスへのアクセスを有

効にします。 

0：リザーブアドレスへのアクセス無効 

1：リザーブアドレスへのアクセス有効 

11 DTA32M 0 R/W ディスクリプタテーブル動作モード時のディスクリプタ用DMAスタートア

ドレスのビット 31～29を有効にします。これに伴って終了フラグをビット

31～0に変更します。 

0：ディスクリプタ用 DMAスタートアドレスの有効ビットは 28～2 

1：ディスクリプタ用 DMAスタートアドレスの有効ビットは 31～2 

10 — 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 DTCD 0 R/W 本ビットは、ウルトラ DMA動作時に連続するデバイスターミネーション動

作に対する動作モードを制御します。 

デバイスターミネーションを受け付けても転送数に達していない場合は、異

常終了せず、次のデバイスからの DMARQを待って、転送を再開します。 

既存の ATAデバイスの中に、デバイスターミネーションをポーズと同等に

扱っているデバイスが存在するため、デバイスターミネーションを受け付け

ても転送数に達していない場合は、異常終了せず、次のデバイスからの

DMARQを待って転送を再開する必要があります。 

この動作モードを「デバイスターミネーション連続モード」と呼びます。 

0：デバイスターミネーション連続モード 

1：デバイスターミネーション連続モードの抑止 

8 — 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RESET 0 R/W 本ビットは、ATAPIデバイスのリセットを制御します。 

本ビットを 1にセットすると、ATAPIリセット信号がアサートされます。

IDERST信号はアクティブロー信号です。 

0：IDERST信号はハイレベルになります。 

1：IDERST信号がローレベルになります。 

6 M/S 0 R/W 本ビットは、ATAPIデバイスのマスタあるいはスレーブを選択します。 

0：ATAPIデバイスはスレーブになります。 

1：ATAPIデバイスはマスタになります。 

5 — 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

4 UDMAEN 0 R/W 本ビットは、ウルトラ DMAのイネーブルビットです。 

0：マルチワード DMAを使用 

1：ウルトラ DMAを使用 

3 DESE 0 R/W 本ビットは、ディスクリプタテーブル動作モードを制御します。 

0：ディスクリプタ機能無効 

1：ディスクリプタ機能有効 

2 R/W 0 R/W 本ビットは、FIFOの読み出し／書き込みを制御します。 

データを ATAPIデバイスから読み出す場合は、本ビットを 1にセットして

ください。データを ATAPIデバイスに書き込む場合は、0にクリアしてく

ださい。 

0：FIFO書き込み（DMA転送時のデータアウト動作） 

1：FIFO読み出し（DMA転送時のデータイン動作） 

1 STOP 0 R/W 本ビットは、DMA転送を強制終了します。 

本ビットは、次の DMA転送が開始されると 0にクリアされます。DMAが

アクティブな時（ACT=1）にパワーダウン（ATAPI内部クロック OFF）す

る場合は、DMA転送を強制終了してください。 

【書き込み時】 

0：無視されます。 

1：データ転送を強制終了します。 

【読み出し時】 

0：強制終了コマンドは、発行されません。 

1：データ転送の強制終了コマンドが発行されます。 

【注】強制終了されたアドレスから DMA転送を再開できるわけではありま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 START 0 R/W 本ビットは DMA転送を開始します。 

本ビットが 1にセットされると、DMA転送を開始します。本ビットを 0に

クリアした場合、無視されます。 

【書き込み時】 

0：無視されます。 

1：DMA転送を開始します。 

【読み出し時】 

0：DMA転送は非アクティブです。 

1：DMA転送中でビジー状態です。 

【注】DMAがアクティブである場合は、タスクファイルレジスタのアクセ

スは禁止です。 

 

46.3.2 ATAPIステータスレジスタ（ATAPI_STATUS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 36 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - SWERR IFERR DNEND DEVTRM DEVINT TOUT ERR NEND ACT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

8 SWERR 0 R/W ソフトウェアエラービット 

本ビットが 1にセットされた場合、DMAがアクティブのときにタスクファ

イルレジスタがアクセスされたことを示します。DMAアクティブ中のタス

クレジスタアクセスは禁止されています。たとえば、ウルトラ DMA、マル

チワード DMA転送中に PIO転送を行うと、本ビットが 1にセットされま

す。このとき、LSI外部には出力されることはなく、アクセスは無視されま

す。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IFERR 0 R/W 本ビットは、ATAPIインタフェースプロトコルエラーが検出されたことを

示します。 

• ウルトラ DMAデータインバーストがホスト終了状態において、

（IDEDREQ＝1）または（IDEIORDY＝0）のとき 

• ウルトラ DMAデータアウトバーストがデバイス終了状態において、

IDEIORDY＝0のとき 

• ウルトラ DMAデータアウトバーストが開始されたとき、IDEIORDY＝0 

• ウルトラ DMAデータアウトバーストがホスト終了状態において、

（IDEDREQ＝1）または（IDEIORDY＝0）のとき 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

6 DNEND  0 R/W 本ビットは、ディスクリプタモードで、すべての DMAが正常終了したこと

を示します。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

5 DEVTRM 0 R/W ATAPIモジュールに設定された DMA転送バイト数に到達する前に、ATAPI

デバイスのウルトラ DMAモードが終了された場合、本ビットは 1にセット

されます。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

4 DEVINT 0 R 本ビットは、ATAPIデバイス割り込み IDEINT端子のステータスを示しま

す。本ビットは、読み出し専用ビットです。 

本ビットは、本 LSIチップ内にステータスを保持していないので、IDEINT

が 0の場合は、本ビットも 0にクリアされます。ATAPIインタフェースは、

ATAPIデバイスからの割り込み信号をレベルトリガ入力とみなします。

ATAPI規格に従い、割り込みペンディング状態をクリアするために、ステ

ータスレジスタを読み出すために使用する IDEIORDをネゲートしてから

400ns以内に、IDEINTは ATAPIデバイスによりネゲートされます。 

3 TOUT 0 R/W 本ビットは、IORDYタイムアウトが検出されたことを示します。 

タイムアウトは、ベースクロックで 225サイクル以上の期間、応答がない

（IDEIORDY端子がローレベル）場合に検出されます。 

本ビットに 0を書き込むと、本ビットはリセットされます。 

2 ERR 0 R/W 本ビットは、DMAアボートを検出した場合に 1にセットされます。 

• ホストが DMA転送を強制終了する場合 

• DTCD=1かつデバイスターミネーションが発生し ACT=0になる場合、0

を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

1 NEND 0 R/W 本ビットは DMAが正常終了したことを示します。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

0 ACT 0 R 本ビットは、DMAがアクティブであることを示します。 

DMAがアクティブなときにパワーダウン（ATAPI内部クロック OFF）する

場合は、DMA転送を強制終了（STOP=1）してください。 
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46.3.3 割り込みイネーブルレジスタ（ATAPI_INT_ENABLE） 

各ビットに 1を書き込むと、ATAPIステータスレジスタの各ビットに対応する割り込み信号がイネーブルにな

ります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 36 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - iSWERR iIFERR iDNEND iDEVTRM iDEVINT iTOUT iERR iNEND iACT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

8 iSWERR 0 R/W SWERR割り込みイネーブルビット 

7 iIFERR 0 R/W IFERR割り込みイネーブルビット 

6 iDNEND  0 R/W DNEND割り込みイネーブルビット 

5 iDEVTRM 0 R/W DEVTRM割り込みイネーブルビット 

4 iDEVINT 0 R/W DEVINT割り込みイネーブルビット 

3 iTOUT 0 R/W TOUT割り込みイネーブルビット 

2 iERR 0 R/W ERR割り込みイネーブルビット 

1 iNEND 0 R/W NEND割り込みイネーブルビット 

0 iACT 0 R/W ACT割り込みイネーブルビット 

ACTは DMA転送が完了すると自動的にクリアされるので、アサート中に

割り込み処理を終了させてください。 
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46.3.4 PIOタイミング 1レジスタ（ATAPI_PIO_TIMING1） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタにマシンサイクル数を設定してください。 

マシンサイクルは、ベースバスクロックです。 
 
ベースクロック モード 0 モード 1 モード 2 モード 3 モード 4 

133MHz H'0051 H'0035 H'002D H'0019 H'0011 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 36 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - -

- - - - - - - - -

pSDCT[6:0]

pMDCT[6:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

22～16 pSDCT[6:0] 0000000 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

15～7 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

6～0 pMDCT[6:0] 0000000 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

 

46.3.5 PIOタイミング 2レジスタ（ATAPI_PIO_TIMING2） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタにマシンサイクル数を設定してください。 

マシンサイクルは、ベースバスクロックです。 
 
ベースクロック モード 0 モード 1 モード 2 モード 3 モード 4 

133MHz H'280B H'2808 H'2805 H'0C05 H'0B05 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 36 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - 0 0 0 0 0 0 - - - - 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

- - 0 0 0 0 0 0 - - - - 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - - -

- - - - - -

pSDPW[5:0]

pMDPW[5:0]

pSDST[3:0]

pMDST[3:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

29～24 pSDPW[5:0] 000000 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅を設

定します。 

23～20 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

19～16 pSDST[3:0] 0000 R/W 本ビットは、PIOモードのスレーブ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWR

に対するアドレスセットアップ時間を設定します。 

15、14 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

13～8 pMDPW[5:0] 000000 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅を設定

します。 

7～4 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

3～0 pMDST[3:0] 0000 R/W 本ビットは、PIOモードのマスタ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRに

対するアドレスセットアップ時間を設定します。 

 

DCT

IDEIORD/
IDEIOWR

ATA 
アドレス

DST

DCT ：周期の設定 
DPW ：IDEIORD/IDEIOWRのLowパルス幅の設定 
DST ：アドレスとIDEIORD/IDEIOWRへのセットアップ時間の設定

DPW DST

【注】 DCT、DST、DPWは各レジスタ設定値×ベースクロック周期により設定されます。  

図 46.2 PIOタイミングレジスタ 
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46.3.6 マルチワード DMAタイミングレジスタ（ATAPI_MULTI_TIMING） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタにマシンサイクル数を設定してください。 

ベースクロック モード 0 モード 1 モード 2 

133MHz H'411E H'150C H'110B 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 36 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- 0 0 0 0 0 0 0 - - 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 0 0 0 0 0 0 0 - - 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

mSDCT[6:0]

mMDCT[6:0] mMDPW[5:0]

mSDPW[5:0]- - -

- - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

30～24 mSDCT[6:0] 0000000 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

23、22 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

21～16 mSDPW[5:0] 000000 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅を設

定します。 

15 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

14～8 mMDCT[6:0] 0000000 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

7、6 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

5～0 mMDPW[5:0] 000000 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅を設定

します。 

 

DCT

IDEIORD/
IDEIOWR

DCT ：周期の設定 
DPW ：IDEIORD/IDEIOWRのLowパルス幅の設定

DPW

【注】 DCT、DPWは各レジスタ設定値×ベースクロック周期により設定されます。  

図 46.3 マルチワード DMAタイミングレジスタ 
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46.3.7 ウルトラ DMAタイミングレジスタ（ATAPI_ULTRA_TIMING） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタにマシンサイクル数を設定してください。 
 
ベースクロック モード 0 モード 1 モード 2 モード 3 モード 4 

133MHz H'1017 H'0B12 H'090F H'070F H'050F 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 36 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - 0 0 0 0 0 - - 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - 0 0 0 0 0 - - 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - -

- - - - -

uSDCT[4:0]

uMDCT[4:0]

uSDRP[5:0]

uMDRP[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

28～24 uSDCT[4:0] 00000 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

23、22 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

21～16 uSDRP[5:0] 000000 R/W 本ビットは、DMARDY（IDEIORDYではない）ネゲートからスレーブ ATAPI

デバイスによる中断までの時間を設定します。 

15～13 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

12～8 uMDCT[4:0] 00000 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

7、6 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

5～0 uMDRP[5:0] 000000 R/W 本ビットは、DMARDY（IDEIORDYではない）ネゲートからマスタ ATAPI

デバイスによる中断までの時間を設定します。 
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DCT ：周期の設定 
DRP ：DMARDY（IDEIORD）ネゲート時からSTOP（IDEIOWR）信号発行までの設定 
  （データインバースト時に使用）

DCT

DRP

DCT

【注】 DCT、DRPは各レジスタ設定値×ベースクロック周期により設定されます。

STOP
(IDEIOWR)

DMARDY
(IDEIORD)

 

図 46.4 ウルトラ DMAタイミングレジスタ 

 

46.3.8 ディスクリプタテーブルベースアドレスレジスタ（ATAPI_DTB_ADR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

DTBA[31:16]

DTBA[15:2] - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 DTBA [31:2] H’0000 0000 R/W 本ビットは、ディスクリプタテーブルベースアドレスを示します。 

ビット 31～0は、ディスクリプタテーブルベースアドレスをバイト単位で

設定するために使用されます。ディスクリプタテーブル用に 32ビットアド

レス境界を確保しなければならいので、ビット 1、0は無視されます。 

1、0 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

【注】 本アドレスは、DMAアクティブ後も変化せず、設定値は保持されます。 

 

（1） ディスクリプタテーブル 

ディスクリプタテーブルは、終了フラグ、ディスクリプタ用 DMAスタートアドレスおよびディスクリプタ用

DMA転送カウントを 1組とするテーブルです。 
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（a） ディスクリプタ用 DMAスタートアドレス bit28～2有効時（DTA32M=0、初期値） 

表 46.4 メモリ内のディスクリプタテーブルマップ 

アドレス データ内容 

DTBA 1番目の終了フラグ（ビット 31=0）および DDSTA格納アドレス 

DTBA＋4 1番目の DDTRC格納アドレス 

DTBA＋8 2番目の終了フラグ（ビット 31=0）および DDSTA格納アドレス 

DTBA＋12 2番目の DDTRC格納アドレス 

．．．． ．．．． 

DTBA+8*（n-1） n番目の終了フラグ（ビット 31=1）および DDSTA格納アドレス 

DTBA+8*（n-1）+4 n番目の DDTRC格納アドレス 

 

• 終了フラグおよびディスクリプタ用DMAスタートアドレス 

有効フラグおよびディスクリプタ用 DMAスタートアドレスは、メモリ内のディスクリプタテーブルベースア

ドレス+m（m：2の倍数、0、2、4、）に設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

DTEND - -

- -

DDSTA[28:16]

DDSTA[15:2]  
 

ビット ビット名 説   明 

31 DTEND 本ビットは、ディスクリプタ DMA動作の終了を制御します。 

0：ディスクリプタテーブルの有効 

本ビットが 0のときに、DMA転送カウントを読み込み、DMA転送し、次のディ

スクリプタテーブルを読み込みます。 

1：ディスクリプタ DMA動作の終了 

本ビットの 1のときに、最後のディスクリプタテーブルと認識します。 

30、29 — リザーブビット 

28～2 DDSTA [28:2] 本ビットは、ディスクリプタ動作時の DMAスタートアドレスを示します。 

ビット 28～0は、DMAスタートアドレスをバイト単位で設定するために使用されま

す。DMAスタートアドレスに 32ビットアドレス境界を確保しなければならいので、

ビット 1、0は無視されます。 

1、0 — リザーブビット 
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（b） ディスクリプタ用 DMAスタートアドレス bit31～29有効時（DTA32M=1） 
 

表 46.5 メモリ内のディスクリプタテーブルマップ 

アドレス データ内容 

DTBA 1番目の終了フラグ（ビット 0=0）および DDSTA格納アドレス 

DTBA＋4 1番目の DDTRC格納アドレス 

DTBA＋8 2番目の終了フラグ（ビット 0=0）および DDSTA格納アドレス 

DTBA＋12 2番目の DDTRC格納アドレス 

．．．． ．．．． 

DTBA+8×(n-1) n番目の終了フラグ（ビット 0=1）および DDSTA格納アドレス 

DTBA+8×(n-1)+4 n番目の DDTRC格納アドレス 

 

• 終了フラグおよびディスクリプタ用DMAスタートアドレス 

有効フラグおよびディスクリプタ用 DMAスタートアドレスは、メモリ内のディスクリプタテーブルベースア

ドレス+m（m：2の倍数、0、2、4、･･･）に設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

- DTEND

DDSTA[31:16]

DDSTA[15:2]  
 

ビット ビット名 説   明 

31～2 DDSTA [31:2] 本ビットは、ディスクリプタ動作時の DMAスタートアドレスを示します。 

ビット 31～0は、DMAスタートアドレスをバイト単位で設定するために使用されま

す。DMAスタートアドレスに 32ビットアドレス境界を確保しなければならいので、

ビット 1、0は無視されます。 

1 — リザーブビット 

0 DTEND 本ビットは、ディスクリプタ DMA動作の終了を制御します。 

0：ディスクリプタテーブルの有効 

本ビットが 0のときに、DMA転送カウントを読み込み、DMA転送し、次のデ

ィスクリプタテーブルを読み込みます。 

1：ディスクリプタ DMA動作の終了 

本ビットの 1のときに、最後のディスクリプタテーブルと認識します。 
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• ディスクリプタ用DMA転送カウント 

ディスクリプタ用 DMA転送カウントは、メモリ内のディスクリプタテーブルベースアドレス+m（m：2の倍数

+1、1、3、5、･･･）に設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

R/W：

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

- - -

-DDTRC[15:1]

DDTRC[28:16]

 
 
ビット ビット名 R/W 説   明 

31～29 — R リザーブビット 

28～1 DDTRC[28:1] R/W 本ビットは、ディスクリプタ動作時の DMA転送カウントを設定します。 

ビット 28～0は、DMA転送カウントをバイト単位で設定するために使用

されます。ビット 0は、ATAPIのデータバスが 16ビット単位（ワード単

位）なので無視されます。 

0 — R リザーブビット 

 

46.3.9 DMAスタートアドレスレジスタ（ATAPI_DMA_START_ADR） 

本レジスタは、DMAスタートアドレスをバイト単位で設定するために使用されます。DMAスタートアドレス

用に 32ビットアドレス境界を確保しなければならないので、ビット 1、0は無視されます。 

【注】 本アドレスは、DMAアクティブ後も変化せず、設定値は保持されます。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

DSTA[31:16]

DSTA[15:2] - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 DSTA[31:2] H'0000 0000 R/W 本ビットは、メモリ内のデータ転送開始アドレスを示す DMAスタート

アドレスを設定します。 

1、0 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 
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46.3.10 DMA転送カウントレジスタ（ATAPI_DMA_TRANS_CNT） 

本レジスタは、DMA転送カウントをバイト単位で設定するために使用されます。ビット 0は、ATAPIのデータ

バスが 16ビット単位（ワード単位）のため無視されます。 

【注】 本カウント値は、DMAアクティブ後も変化せず、設定値は保持されます。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

DTRC[28:16]

DTRC[15:1]

- - -

-

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

28～1 DTRC[28:1] H'000 0000 R/W 本ビットは、DMA転送カウントを設定します。 

0 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

 

46.3.11 ATAPIコントロール 2レジスタ（ATAPI_CONTROL2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - -
LWORD
SWAP

WORD
SWAP IFEN

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 LWORDSWAP 0 R/W 本ビットは、SHwyバス上の 2ロングワード（64ビットデータ）単位の上

位 32ビットデータと下位 32ビットデータの交換するかどうかを制御しま

す。 

データ転送におけるロングワードスワップは、ATAPI_CONTROL1レジスタ

の STARTビットが 1にセットされ、DMAモードがスタートした場合のみ

有効です。 

0：ロングワードスワップは実行されません。SHwyバス上の 64ビットデ

ータは、ビッグエンディアン形式で表されます。 

1：ATAPIインタフェースと SHwyバス間で、ロングワードスワップが実

行されます。 

1 WORDSWAP 0 R/W 本ビットは、SHwyバスの 64ビットバスがイネーブルされている場合、ロ

ングワード単位の上位 16ビットデータと下位 16ビットデータの交換する

かどうかを制御します。 

データ転送におけるワードスワップは、ATAPI_CONTROL1レジスタの

STARTビットが 1にセットされ、DMAモードがスタートした場合のみ有効

です。 

0：ワードスワップは実行されません。 

1：ATAPIインタフェースと SHwyバス間で、ワードスワップが実行され

ます。 

0 IFEN 0 R/W 本ビットは、ATAPIインタフェースのイネーブルを制御します。 

0：ATAPIインタフェースは無効 

1：ATAPIインタフェースは有効 

【注】 0のとき、ATAPIインタフェースの I/O端子は入力端子として機能

し、出力端子はハイインピーダンス状態になります。 

 

46.3.12 ATAPI信号ステータスレジスタ（ATAPI_SIG_ST） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - -
DDMA
RDY

DMA
RQ

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 — — R リザーブビット 

不定値が読み出されます。 

1 DDMARDY — R 本ビットは、ATAPIDDMARDY（IDEIORDYの反転）信号状態を示します。 

0 DMARQ — R 本ビットは、ATAPIDMARQ（IDEDREQ）信号状態を示します。 
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46.3.13 バイトスワップレジスタ（ATAPI_BYTE_SWAP） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - - - - - - - - - -

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - -
BYTE
SWAP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 — — R リザーブビット 

0 BYTESWAP 0 R/W 本ビットは、ATAPIインタフェースの上位 8ビットと下位 8ビットのスワ

ップを制御するビットです。 

バイトスワップは、ATAPI_CONTROL1レジスタの STARTビットが 1に

セットされ、DMAモードがスタートした場合のみ有効です。 

0：バイトスワップは実行されません。 

1：APAPIインタフェースと SHwyバス間でバイトスワップが実行されま

す。 
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46.4 ATAPIのデータバスアライメント 

（1） HPBバス側のデータバスアライメント 

ビッグエンディアン／リトルエンディアンによる違いはありません。 

物理的なバス幅は、32ビット固定です。 

バス幅

アクセス

サイズ

バイト

ワード

ロングワード

アドレス

4n 
4n + 1
4n + 2 
4n + 3

4n 
4n + 2

4n

32ビットバス 16ビットバス 8ビットバス

31 16 8 0 31 16 8 0 31 16 8 0

規定せず

規定せず

規定せず

規定せず

規定せず

規定せず

規定せず

規定せずB3 B2 B1 B0

【注】 B3：31～24、B2：23～16、B1：15～8、B0：7～0ビット目  

図 46.5 HPBバス側のデータバスアライメント 

 

（2） SHwyバス側のデータバスアライメント 

バス幅は、64ビット固定です。 
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1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0D3 D2 D5 D4D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

変換なし ワードスワップ

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

0 
0 
0

0 
1 
0

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0 D3 D2D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0D3 D2D5 D4D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

ロングワードスワップ ロングワード、ワードスワップ

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

1 
0 
0

1 
1
0

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0 D3D2 D5D4 D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0D3D2 D5D4D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

バイトスワップ ワード、バイトスワップ

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

0 
0 
1

0 
1 
1

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

データ方向：ATAPIデバイス→ATAPI内部→SHwy-Bus

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0 D3D2D5D4 D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0D3D2D5D4D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

ロングワード、バイトスワップ ロングワード、ワード、バイトスワップ

LONGWORDSWAP bit:   ATAPI 2  (bit2)
          WORDSWAP bit:   ATAPI 2  (bit1)
     BYTESWAP bit:   (bit 0)

1 
0 
1

1 
1 
1

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

【注】

 

図 46.6 SHwyバス側のデータバスアライメント(1) 
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D0 D2 D4 D6

D1 D3 D5 D7

D3

D2

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0D3 D2 D5 D4D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

変換なし ワードスワップ

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

0 
0 
0

0 
1 
0

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0 D3 D2D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1 D0D3 D2D5 D4D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

ロングワードスワップ ロングワード、ワードスワップ

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

1 
0 
0

1 
1
0

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0 D3D2 D5D4 D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0D3D2 D5D4D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

バイトスワップ ワード、バイトスワップ

LONGWORDSWAP bit:
WORDSWAP bit:
BYTESWAP bit:

0 
0 
1

0 
1 
1

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

データ方向：SHwy-Bus→ATAPI内部→ATAPIデバイス

D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6 D1 D0 D3 D2 D5 D4 D7 D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0 D3D2D5D4 D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

D1D0D3D2D5D4D7D6

63～56 55～48 47～40 39～32 31～24 23～16 15～08 07～00

ロングワード、バイトスワップ ロングワード、ワード、バイトスワップ

LONGWORDSWAP bit: ATAPI 2  (bit2)
 WORDSWAP bit: ATAPI 2  (bit1)
 BYTESWAP bit:   (bit 0)

1 
0 
1

1 
1 
1

ATAPIデバイス

ATAPI内

SHwyバス

【注】

bit15-8

bit7-0

D1 D3 D5 D7

D0 D2 D4 D6

1回目 2回目 3回目 4回目

bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

D0 D2D4 D6

D1 D3D5 D7bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

D0 D2D4 D6

D1 D3D5 D7

bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

D0D2D4D6

D1D3D5D7

bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

D0D2D4D6

D1D3D5D7bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

D0D2 D4D6

D1D3 D5D7

bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

D1

D0

D5D7

D4D6

bit15-8

bit7-0

1回目 2回目 3回目 4回目

 

図 46.7 SHwyバス側のデータバスアライメント(2) 
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46.5 機能説明 

ATAPIインタフェースは、プライマリチャネルをホストとしてサポートしています。また、ATAPIインタフェ

ース仕様書に定義されているように、マスタ／スレーブ構成もサポートしています。ATAPIインタフェースは、

3.3V I/Oインタフェースをサポートしています。 

ATAタスクファイルレジスタおよび ATAPIパケットコマンドタスクファイルレジスタは、SHレジスタマップ

空間に割り付けられています。そのため、SHにより本レジスタをアクセスする場合は、DVDROMドライブなど

のデバイス内のレジスタを DCS[1:0]端子および DSA[2:0]端子でアドレスすることによりアクセスできます。 
 

46.5.1 ATAPIインタフェースレジスタマップ 

下記のレジスタは、ATAPI/ATAデバイスに割り付けられており、ATAPIモジュールには割り付けられていませ

ん。 

表 46.6 ATAタスクファイルレジスタマップ 

アドレス 読み出しレジスタ 書き込みレジスタ 端子アドレス

IDECS1,0、IDEA2~0

H：HighLevel 

L：LowLevel@3.3V I/O

アクセスサイズ*1 

（可能ビットサイズ） 

レジスタ 

ロケーション 

H'A4DA 2100 データ データ HL-LLL/HH-XXX 

（X：don't care） 

32（16）*2 ドライブ 

H'A4DA 2104 エラー 機能 HL-LLH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2108 セクタカウント セクタカウント HL-LHL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 210C セクタ番号 セクタ番号 HL-LHH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2110 シリンダロー シリンダロー HL-HLL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2114 シリンダハイ シリンダハイ HL-HLH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2118 デバイス／ヘッド デバイス／ヘッド HL-HHL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 211C ステータス コマンド HL-HHH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2120 廃止 廃止 LH-LLL 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2124 廃止 廃止 LH-LLH 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2128 廃止 廃止 LH-LHL 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 212C 廃止 廃止 LH-LHH 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2130 廃止 廃止 LH-HLL 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2134 廃止 廃止 LH-HLH 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2138 代替ステータス デバイス 

コントロール 

LH-HHL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 213C 廃止 廃止 LH-HHH 32（8）*3 外部*4 

【注】 *1 CPUは、上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセス

は禁止です。 

 *2 データバスの 15～0ビットが使用されます。 

 *3 データバスの 7～0ビットが使用されます。 
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 *4 ATAPI_CONTROL1レジスタの RADRE=1のときに外部アクセス有効。 

 

表 46.7 ATAPIパケットコマンドタスクファイルレジスタマップ 

アドレス 読み出しレジスタ 書き込みレジスタ 端子アドレス

IDECS1,0、IDEA2~0

アクセスサイズ*1 

（可能ビットサイズ） 

レジスタ 

ロケーション 

H'A4DA 2100 データ データ HL-LLL 32（16）*2 ドライブ 

H'A4DA 2104 エラー 機能 HL-LLH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2108 割り込み要因 — HL-LHL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 210C — — HL-LHH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2110 バイトカウント 

ロー 

バイトカウント 

ロー 

HL-HLL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2114 バイトカウント 

ハイ 

バイトカウント 

ハイ 

HL-HLH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2118 デバイスセレクト デバイスセレクト HL-HHL 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 211C ステータス コマンド HL-HHH 32（8）*3 ドライブ 

H'A4DA 2120 廃止 廃止 LH-LLL 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2124 廃止 廃止 LH-LLH 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2128 廃止 廃止 LH-LHL 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 212C 廃止 廃止 LH-LHH 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2130 廃止 廃止 LH-HLL 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2134 廃止 廃止 LH-HLH 32（8）*2 外部*4 

H'A4DA 2138 代替ステータス デバイス 

コントロール 

LH-HHL 32（8）*2 ドライブ 

H'A4DA 213C 廃止 廃止 LH-HHH 32（8）*3 外部*4 

【注】 *1 ロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止です。 

 *2 データバスの 15～0ビットが使用されます。 

 *3 データバスの 7～0ビットが使用されます。 

 *4 ATAPI_CONTROL1レジスタの RADRE=1のときに外部アクセス有効。 

 



 

46. ATAPIインタフェース（ATAPI） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  46-25 

2013.01.18  

 

SH7724 

46.5.2 データ転送モード 

ATAPIインタフェースコントロールレジスタは、PIO転送モード、マルチワード DMA転送モード、ウルトラ

DMA転送モードをサポートしています。ATAPIインタフェースコントロールレジスタは、転送モードを開始し、

各転送モードにより異なる ATAPIインタフェースタイミングを設定します。 

PIOモード 0～4、マルチワード DMAモード 0～2、ウルトラ DMAモード 0～4をサポートしています。 

マルチワード DMAデータ転送およびウルトラ DMAデータ転送用に、SHwyバスが使用できます。一方、PIO

転送は HPBバスしか使用できません。 
 

表 46.8 データ転送モード 

データ転送モード 

ATAデバイス-SHwyバス間の DMAデータ転送 

内部動作および内部レジスタ 

PIOデータ転送 

マルチワード DMA ウルトラ DMA 

FIFO動作 バイパス* 使用 使用 

コントロールレジスタ UDMAENビット Don'tCare 0 1 

コントロールレジスタ START/STOPビット Not Used Used Used 

【注】 * CPUが ATAデバイスに対して PIOアクセスします。 

SHwyバス DMAでは、ATAPIデバイスとメモリ間でデータが転送されます。 

 

46.5.3 ディスクリプタ機能 

ATAPIインタフェースは、DMAデータ転送のメモリ空間に重複しない複数の連続したメモリ空間を指定するこ

とができます。ディスクリプタテーブルにそれぞれの DMAスタートアドレスおよび DMA転送カウントを設定し

ます。 
 

46.5.4 外部レベルシフタ制御機能 

ATAPIインタフェースは、外部レベルシフタのディレクション信号（DIRECTION、デバイスへの書き込み時に

0）とそのイネーブル信号（EXBUF_ENB、アクティブロー）を有しており、PIO、マルチワード DMA、ウルトラ

DMA動作時に図 46.8～図 46.13に示すタイムチャートで動作します。 
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IDEIORD

EXBUF_ENB

ATA
アドレス

DIRECTION

IDED15～0
入力（MobileR2側）

有効値
 

図 46.8 PIOリードデータ転送 

 

IDEIORD

EXBUF_ENB

ATA
アドレス

DIRECTION

IDED15～0
出力（ATAデバイス側）

有効値
 

図 46.9 PIOライトデータ転送 
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IODACK

IDEIORD

EXBUF_ENB

DIRECTION

IDED15～0
入力（MobileR2側）

有効値有効値
 

図 46.10 マルチワード DMAデータインバースト 

 

IODACK

IDEIOWR

EXBUF_ENB

DIRECTION

IDED15～0
出力（ATAデバイス側）

有効値有効値
 

図 46.11 マルチワード DMAデータアウトバースト 
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IODACK

IDEIORDY

EXBUF_ENB

DIRECTION

IDED15～0
入力（MobileR2側）

有効値 有効値

CRC

有効値有効値

IDED15～0
出力（ATAデバイス側）  

図 46.12 ウルトラ DMAデータインバースト 

 

IODACK

IDEIORD

EXBUF_ENB

DIRECTION

CRC有効値 有効値 有効値 有効値
IDED15～0
出力（ATAデバイス側）  

図 46.13 ウルトラ DMAデータアウトバースト 
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46.6 動作手順 

46.6.1 初期化 

（1） インタフェースイネーブルビットの設定 

ATAPI_CONTROL2レジスタの IFENビットを 1にセットしてください。 

（2） タイミングレジスタの設定 

以下のレジスタに適切な値を書き込んでください。 

各値については、各レジスタの説明を参照してください。 

• PIOタイミングレジスタ（ATAPI_PIO_TIMING1、ATAPI_PIO_TIMING2） 

• マルチワードDMAタイミングレジスタ（ATAPI_MULTI_TIMING） 

• ウルトラDMAタイミングレジスタ（ATAPI_ULTRA_TIMING） 

 

46.6.2 PIO転送モード手順 

開始

終了

ATAPIコントロールレジスタの
M/Sビットに1を書き込む

ATAPIコントロールレジスタの
M/Sビットに0を書き込む

タスクファイルレジスタを
ライト、またはリード

No

Yes

【注】 ATAPIステータスレジスタのACTビットが1の間は、PIO転送を絶対に
 実行しないでください。

マスタドライブ？

 

図 46.14 PIO転送モード手順（FIFO未使用の場合） 
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46.6.3 マルチワード DMA転送モード手順 

（1） ポーリングによる SHwyバスを介したメモリとの転送 

マスタドライブ？

ACT＝1？

ERR＝0かつNEND＝1？

開始

終了

ATAPIコントロールレジスタの
M/Sビットに1を書き込む

DMA転送カウントレジスタに
転送数を書き込む

ATAPIコントロールレジスタの
M/Sビットに0を書き込む

ATAPIデバイスを起動する

DMAスタートアドレスレジスタに
ユニファイドメモリアドレスを
書き込む

以下の値をATAPIコントロール
レジスタのビット7～0に書き込む
ATAPIデバイスリード：0m100101
ATAPIデバイスライト：0m100001

ATAPIステータスレジスタのクリア ATAPIステータスレジスタのクリア

ERR処理

Yes

Yes
Yes

No

No

No

プロセス（d）

プロセス（b）

【注】　M/Sビットと同じ値をmに設定してください。

 

図 46.15 ポーリングによる SHwyバスを介したメモリとの転送 
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（2） 割り込みによる SHwyバスを介したメモリとの転送 

割り込み発生？

ERR＝0かつNEND＝1？

開始

終了

割り込みイネーブルレジスタの
iERRビットおよびiNENDビット
に1を書き込む

割り込みイネーブルレジスタの
iERRビットおよびiNENDビット
に0を書き込む

プロセス（d）と同様

以下の値をATAPIコントロール
レジスタのビット7～0に書き込む
ATAPIデバイスリード：0m100101
ATAPIデバイスライト：0m100001

ATAPIステータスレジスタのクリアATAPIステータスレジスタのクリア

ERR処理

Yes

No

プロセス（c）

【注】　M/Sビットと同じ値をmに設定してください。

Yes No

 

図 46.16 割り込みによる SHwyバスを介したメモリとの転送 
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46.6.4 ウルトラ DMA転送モード手順 

（1） ポーリングによる SHwyバスを介したメモリとの転送 

開始

終了

プロセス（d）と同様

プロセス（b）と同様

以下の値をATAPIコントロールレジスタの
ビット7～0に書き込む

ATAPIデバイスリード：0m110101 
ATAPIデバイスライト：0m110001 【注】　M/Sビットと同じ値をmに設定してください。

 

図 46.17 ポーリングによる SHwyバスを介したメモリとの転送 

 

（2） 割り込みによる SHwyバスを介したメモリとの転送 

開始

終了

プロセス（d）と同様

プロセス（c）と同様

以下の値をATAPIコントロールレジスタの
ビット7～0に書き込む

ATAPIデバイスリード：0m110101 
ATAPIデバイスライト：0m110001

割り込みイネーブルレジスタのiERRビット
およびiNENDビットに1を書き込む

【注】　M/Sビットと同じ値をmに設定してください。

 

図 46.18 割り込みによる SHwyバスを介したメモリとの転送 
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46.6.5 ATAPIデバイスのハードウェアリセット手順 

開始

終了

25μs以上待機

ATAPIコントロールレジスタの 
RESETビットに1を書き込む

ATAPIコントロールレジスタの 
RESETビットに0を書き込む

 

図 46.19 ATAPIデバイスのハードウェアリセット手順 

 

46.6.6 参考文献 

「AT Attachment with Packet Interface - 7 , Revision 4b 21 April 3604」 
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47. イーサネットMACコントローラ（EtherMAC） 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格に準拠したイーサネット

MACコントローラ（EtherMAC）を内蔵しています。EtherMACは、イーサネットコントローラ（EtherC）、イー

サネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）、Mll-RMIIインタフェース変換回

路から構成されています。 

EtherCは、上記規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と接続することにより、イーサネット／IEEE802.3フレ

ームの送受信を行うことができます。本 EtherCはMAC層インタフェースを 1系統内蔵しています。また、EtherC

は、E-DMACに直結しており、E-DMACを用いてメモリとの高速アクセスが可能です。 

E-DMACは、バッファ管理の多くの部分をディスクリプタを用いて制御します。このため、CPUの負荷を軽減

し、効率の良いデータ送受信制御を行うことができます。 

Mll-RMIIインタフェース変換回路により RMIIインタフェースにて PHYとの接続を行います。 

47.1 特長 

（1）EtherCの機能 

• イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信 

• 10Mbpsおよび100Mbps転送への対応 

• 全二重モードおよび半二重モード対応 

• IEEE802.3u規格のMII（Media Independent Interface）対応* 

• IEEE802.3x規格のフロー制御準拠 

【注】* 本 LSIでは MIIでの PHY接続はできません。 

 

（2）E-DMACの機能 

• ディスクリプタ管理方式によるCPU負荷の軽減 

•  送受信フレームステータスのディスクリプタへの反映 

•  ブロック転送（32バイト単位）によるシステムバスの効率使用 

• シングルフレーム・マルチバッファ方式対応可能 

 

（3）RMIIインタフェース 

• RMII Rev.1.2対応のインタフェースでPHY接続 
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47.1.1 ブロック図 

図 47.1にイーサネットMACコントローラのブロック図を、表 47.1に各ブロックの機能を示します。 

SuperHyway（SHwy）バス

イーサネットMACコントローラ

イーサネットPHY（RMII）インタフェース

MIIインタフェース

SHwyバスインタフェース
（SHWYC）

ダイレクトメモリアクセス
コントローラ
（E-DMAC）

イーサネット
コントローラ
（EtherC）

MII-RMIIインタフェース変換回路

受信FIFO送信FIFO

 

図 47.1 ブロック図 
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表 47.1 各ブロックの機能 

ブロック 機能 

SHwy IF変換（SHWYC） • SHwyイニシエータポートとダイレクトメモリアクセスコントローラの

DMA-IFのインタフェース変換 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（E-DMAC） 

• イーサネットコントローラの送信および受信データを、メモリ上の送受信

バッファと内蔵 FIFOの間での DMA転送 

詳細は「47.5 E-DMAC動作説明」を参照してください。 

イーサネットコントローラ（EtherC） • IEEE802.3uの MAC層規格に準拠 

• フレーム送受信 

• 10/100Mbps転送対応 

• IEEE802.3u規格の MII（Media Independent Interface）対応* 

• フロー制御（IEEE802.3x／バックプレッシャー方式） 

詳細は「47.6 EtherC動作説明」を参照してください。 

送信／受信 FIFO（TFIFO/RFIFO） • ダイレクトメモリアクセスコントローラ用送信／受信 FIFO 

送信 FIFO容量：2Kバイト 

受信 FIFO容量：2Kバイト 

MII-RMIIインタフェース変換回路 • RMII Rev.1.2インタフェース対応 

【注】 * EtherCの出力は MIIですが、MII-RMII変換後の信号が外部端子にて入出力されます。 
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47.2 入出力端子 

端子構成を表 47.2に示します。 
 

表 47.2 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

LNKSTA リンクステータス 入力 PHY出力の LINK信号入力端子 

MDC 管理用データクロック 出力 MDIOによる情報転送用の参照クロック信号です。 

MDIO 管理用データ 入出力 PHYとの間で管理情報を交換するための双方向信号です。 

RMII_CRS_DV RMIIキャリア検出 入力 RMIIキャリア検出信号入力端子です。 

RMII_REF_CLK RMIIリファレンスクロック 入力 RMIIリファレンスクロック入力端子です。 

RMII_RX_ER RMII受信エラー 入力 RMII受信エラー入力端子です。 

RMII_RXD0 RMII受信データ 入力 RMIIの 2ビットの受信データ入力端子です。 

RMII_RXD1 RMII受信データ 入力 RMIIの 2ビットの受信データ入力端子です。 

RMII_TX_EN RMII送信イネーブル 出力 RMII送信イネーブル出力端子です。 

RMII_TXD0 RMII送信データ 出力 RMIIの 2ビットの送信データ出力端子です。 

RMII_TXD1 RMII送信データ 出力 RMIIの 2ビットの送信データ出力端子です。 

 

47.3 アドレスマップ 

表 47.3にイーサネットMACコントローラ内のアドレスマップを示します。 
 

表 47.3 アドレスマップ 

アドレス（Hex） 容量（Byte） レジスタ 

H'A460 0000～H'A460 00FF 256 E-DMACレジスタ 

H'A460 0100～H'A460 01FF 256 EtherCレジスタ 

H'A460 0200～H'A460 02FF 256 （Reserved） 

H'A460 0300～H'A460 03FF 256 （Reserved） 

H'A460 0400～H'A460 04FF 256 （Reserved） 

H'A460 0500～H'A460 05FF 256 （Reserved） 

H'A460 0600～H'A460 06FF 256 （Reserved） 

H'A460 0700～H'A460 07FF 256 （Reserved） 

H'A460 0800～H'A460 10FF 63744 （Reserved） 
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47.4 レジスタの説明 

（1） レジスタアクセスにおける注意事項 

上位ソフトウェアより本章で定義するレジスタにアクセスする場合、下記の制限および注意事項を守ってくだ

さい。 

1. 本章内各レジスタのビットで、明示的に定義していないビットについては、書き込み時の0を保証し、読み出

し時には不定として扱ってください。 

2. 各レジスタの属性でライト制限事項「なし」と記述してあるビットについても、未定義ビットは上述の制限

に従ってください。 

各レジスタは 32ビット長で、32ビット単位のアクセスを原則とします。したがって、部分書き込み、部分読み

出しはできません。 

表 47.4に E-DMACレジスタ一覧、表 47.5に EtherCレジスタ一覧を示します。 
 

表 47.4 E-DMACレジスタ一覧 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

E-DMACモードレジスタ EDMR R/W H'A460 0000 32 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR R/W H'A460 0008 32 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR R/W H'A460 0010 32 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR R/W H'A460 0018 32 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR R/W H'A460 0020 32 

EtherC/E-DMACステータスレジスタ EESR R/W H'A460 0028 32 

EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ EESIPR R/W H'A460 0030 32 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER R/W H'A460 0038 32 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR R/W H'A460 0040 32 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR R/W H'A460 0048 32 

FIFO容量指定レジスタ FDR R/W H'A460 0050 32 

受信方式制御レジスタ RMCR R/W H'A460 0058 32 

送信 FIFOアンダランカウントレジスタ TFUCR R/W H'A460 0064 32 

受信 FIFOオーバフローカウントレジスタ RFOCR R/W H'A460 0068 32 

フロー制御開始 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR R/W H'A460 0070 32 

送信割り込み設定レジスタ TRIMD R/W H'A460 007C 32 
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表 47.5 EtherCレジスタ一覧 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

EtherCモードレジスタ ECMR R/W H'A460 0100 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR R/W H'A460 0108 32 

EtherCステータスレジスタ ECSR R/W H'A460 0110 32 

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'A460 0118 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR R/W H'A460 0120 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR R H'A460 0128 32 

乱数生成カウンタ上限値レジスタ RDMLR R/W H'A460 0140 32 

IPG設定レジスタ IPGR R/W H'A460 0150 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR R/W H'A460 0154 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR R/W H'A460 0158 32 

受信 PAUSEフレームカウンタレジスタ RFCF R H'A460 0160 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER R/W H'A460 0164 32 

PAUSEフレーム再送回数カウンタレジスタ TPAUSECR R H'A460 0168 32 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR R/W H'A460 01C0 32 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR R/W H'A460 01C8 32 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR R/W H'A460 01D0 32 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR R/W H'A460 01D4 32 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR R/W H'A460 01D8 32 

キャリア未検出カウンタレジスタ CNDCR R/W H'A460 01DC 32 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR R/W H'A460 01E4 32 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR R/W H'A460 01E8 32 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR R/W H'A460 01EC 32 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR R/W H'A460 01F0 32 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR R/W H'A460 01F4 32 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジス

タ 

MAFCR R/W H'A460 01F8 32 
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47.4.1 E-DMACモードレジスタ（EDMR） 

EDMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACの動作モードを指定します。 

本レジスタの設定は、通常リセット後の初期設定時に行います。データ送信中に本レジスタによって EtherCお

よび E-DMACを初期化すると回線上に異常データを送出する可能性があります。動作モードの設定は、送信と受

信機能が有効状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り替えるには、ソフトウェアリセットビット

（SWR）により、EtherCおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。なお、EtherCおよび

E-DMACの初期化完了までの所要時間は、内部バスクロックで 64サイクルです。このため、EtherCおよび E-DMAC

内のレジスタアクセスは、内部バスクロックで 64サイクル経過後に行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — DE DL[1:0]

— — — — —

— — — SWRR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 DE 0 R/W DMAデータエンディアン変換 

0：DMAデータのエンディアンを変換しません。 

1：DMAデータのエンディアンを変換します。 

送受信ディスクリプタ、レジスタについてはエンディアン変換しませ

ん。 

5、4 DL[1:0] 00 R/W 送受信ディスクリプタ長の指定 

00：16バイト 

01：32バイト 

10：64バイト 

11：設定禁止 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 SWR 0 R/W E-DMAC、EtherCのソフトウェアリセット 

書き込み時 

0：無効 

1：E-DMAC、EtherCをリセットします。ただし、TDLAR、RDLAR、RMFCR、

TFUCR、RFOCRはリセットされません。 
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47.4.2 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR） 

EDTRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに送信指示を行います。 

1つのフレームの送信を終了すると、次のディスクリプタを読み込みます。このディスクリプタ内の送信ディス

クリプタ有効ビットが有効であれば、送信を継続します。また、送信ディスクリプタ有効ビットが無効な場合は、

TRビットをクリアして送信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — —

— — — TR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TR 0 R/W 送信要求 

0：送信停止状態。0を書き込んでも送信は停止しません。送信の終了は、

送信ディスクリプタ内の有効ビットで制御します。 

1：送信開始。該当するディスクリプタを読み込み、送信有効ビットが 1

であるフレームを送信します。 
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47.4.3 E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR） 

EDRRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに受信指示を行います。 

E-DMACは、受信要求ビットがセットされると、当該受信ディスクリプタを読み込みます。ディスクリプタ内

の受信ディスクリプタ有効ビットが有効であれば、EtherCからの受信要求に備えます。受信バッファ分の受信が

完了すると、E-DMACは次のディスクリプタを読み込みフレームの受信に備えます。このとき、ディスクリプタ

内の受信ディスクリプタ有効ビットが無効である場合は、RRビットをクリアして受信 DMACの動作を停止しま

す。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — —

— — — RR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RR 0 R/W 受信要求 

0：受信機能を無効にします。 

E-DMACは、処理中のフレーム受信を完了させた後、受信機能を無効

とします。 

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC受信可能状態にします。 

E-DMACは、受信ディスクリプタリングをアクセスし、受信待ち状態

となります。受信完了後の本ビットの動作は、RMCRの設定により異

なりますので、RMCRレジスタの定義を参照してください。 
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47.4.4 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR） 

TDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。 

各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成とします。送信中に本

レジスタを書き換えることは禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の

TRビット（＝0）による送信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDLA[15:0]

TDLA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDLA[31:0] H'0000 

0000 

R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000 

【注】ソフトウェアリセット（EDMR.SWR=1）の場合は、リセットされま

せん。 
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47.4.5 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR） 

RDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。 

各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成とします。受信中に本

レジスタを書き換えることは禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の

RRビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDLA[15:0]

RDLA[31:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDLA[31:0] H'0000 

0000 

R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

16バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000 

32バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000 

64バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000 

【注】ソフトウェアリセット（EDMR.SWR=1）の場合は、リセットされま

せん。 
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47.4.6 EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR） 

EESRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherCと E-DMACを合わせた通信ステータ

スを表示します。 

本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1を書き込むことでクリアされます。ただし、

ビット 22（ECI）は読み出し専用で、1を書き込んでもクリアされません。0書き込みは、各ビットの状態には影

響しません。各割り込み要因は EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の当該ビットによ

ってマスクすることが可能です。本ステータス要因ごとに、INTC2に対して割り込みを発生させます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

TWB — DMA 
ER ECI TC TDE TFUF FR RDE RFE

—

—

— — — —DLC CD TRO RMAFCND RRF

— — TABT RABT RFC 
OF

RTLF RTSF PRE CERF—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 TWB 0 R/W ライトバック完了 

フレーム送信完了後の E-DMACからの当該ディスクリプタへのライトバッ

クが完了したことを示します。本動作は、TRIMDの TISビットが 1にセッ

トされているときのみ有効です。 

0：ライトバック未完了または送信未指示 

1：ライトバック完了 

29～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

26 TABT 0 R/W 送信中断検出（本ビットは使用禁止です） 

フレーム送信時、障害等により EtherCがフレーム送信を中断したことを示

します。 

0：フレーム送信中断未発生または送信未指示 

1：フレーム送信中断発生 

25 RABT 0 R/W 受信中断検出 

フレーム受信時、障害等により EtherCがフレーム受信を中断したことを示

します。 

0：フレーム受信中断未発生または受信未指示 

1：フレーム受信中断発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー 

受信 FIFO内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示します。 

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない 

1：受信フレームカウンタがオーバフローした 

23 DMAER 0 R/W DMA転送エラー 

E-DMACが DMA転送でエラーを検出したことを示します。 

0：DMA転送エラーを検出していない（正常動作） 

1：DMA転送エラーを検出した 

【注】DMA転送エラーが検出されると、E-DMACは送受信を停止します。

再開するには、EDMRの SWRビットにより、ソフトウェアリセット

をかけてから再設定してください。 

22 ECI 0 R EtherCステータスレジスタ要因 

本ビットは、リード専用です。EtherCにある ECSRの要因がクリアされる

と、本ビットもクリアされます。 

0：EtherCステータス割り込み要因未検出 

1：EtherCステータス割り込み要因検出 

21 TC 0 R/W フレーム送信完了 

送信ディスクリプタによって指定されたデータをすべて EtherCより送信し

たことを示します。1フレームの送信が完了した場合、次のディスクリプタ

内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）がセットされていなかった場

合に送信完了とみなし、本ビットが 1となります。フレーム送信完了後は、

E-DMACは転送状態を当該ディスクリプタにライトバックします。 

0：転送未完了または転送未指示 

1：転送完了 

20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇 

フェッチした送信ディスクリプタが無効であったことを示します。ただし、

ディスクリプタ内の情報がフレームの最後／1フレームすべてであった直

後を除きます。 

0：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝1を検出 

1：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝0を検出 

19 TFUF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

フレームを送信中に送信 FIFOにアンダフローが発生したことを示します。

回線上には、不完全なデータが送出されます。 

0：アンダフロー未発生 

1：アンダフロー発生 

18 FR 0 R/W フレーム受信 

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示します。本ビッ

トは、1フレームを受信するたびに 1にセットされます。 

0：フレーム未受信 

1：フレーム受信済み 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇 

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、当該受信ディスク

リプタを RACT＝1に設定し受信起動をかけることで、受信を再開すること

ができます。本要因の発生により、EDRRR.RRが 0にクリアされます。 

0：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝1を検出 

1：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝0を検出 

16 RFOF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

フレームを受信中に受信 FIFOがオーバフローしたことを示します。 

0：オーバフロー未発生 

1：オーバフロー発生 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 CND 0 R/W キャリア未検出（本ビットは使用禁止です） 

キャリアの検出状態を示します。 

0：送信開始時にキャリア検出 

1：キャリア未検出 

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出（本ビットは使用禁止です） 

フレーム送信中のキャリア消失を検出したことを示します。 

0：キャリア消失未検出 

1：キャリア消失検出 

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出（本ビットは使用禁止です） 

フレーム送信中に遅延衝突を検出したことを示します。 

0：遅延衝突未検出 

1：遅延衝突検出 

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ（本ビットは使用禁止です） 

フレーム送信中にリトライオーバが発生したことを示します。これは、

EtherCが送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づく 15回の再送をあ

わせ全部で 16回の送信試行に失敗したことを示します。 

0：送信リトライオーバ未検出 

1：送信リトライオーバ検出 

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信 

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信 

0：端数ビットフレーム未受信 

1：端数ビットフレーム受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー 

EtherCの RFLRで設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト数のフレ

ームを受信したことを示します。 

0：ロングフレーム未受信 

1：ロングフレーム受信 

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー 

64バイト未満のフレームを受信したことを示します。 

0：ショートフレーム未受信 

1：ショートフレーム受信 

1 PRE 0 R/W PHY-LSI受信エラー 

0：PHY-LSI受信エラー未検出 

1：PHY-LSI受信エラー検出 

0 CERF 0 R/W 受信フレーム CRCエラー 

0：CRCエラー未検出 

1：CRCエラー検出 
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47.4.7 EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR） 

EESIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1書き込みで割り込みが許可されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

— TWB
IP — DMAER 

IP
ECI
IP

TC0
IP

TDE
IP

TFUF
IP

FR
IP

RDE
IP

RFE
IP

— — — — DLC
IP

CD
IP

TRO
IP

RMAF
IP

CND
IP

RRF
IP

— — TABT
IP

RABT
IP

RFCOF
IP

RTLF
IP

RTSF
IP

PRE
IP

CERF
IP— —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 TWBIP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

29～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可（本ビットは使用禁止です） 

0：送信中断検出割り込み禁止 

1：送信中断検出割り込み許可 

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止 

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

23 DMAERIP 0 R/W DMA転送エラー割り込み許可 

0：DMA転送エラー割り込み禁止 

1：DMA転送エラー割り込み許可 

22 ECIIP 0 R/W EtherCステータスレジスタ要因割り込み許可 

0：EtherCステータス割り込み禁止 

1：EtherCステータス割り込み許可 

21 TCIP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

19 TFUFIP 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー割り込み許可 

0：アンダフロー割り込み禁止 

1：アンダフロー割り込み許可 

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可 

0：フレーム受信割り込み禁止 

1：フレーム受信割り込み許可 

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

16 RFOFIP 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー割り込み許可 

0：オーバフロー割り込み禁止 

1：オーバフロー割り込み許可 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 CNDIP 0 R/W キャリア未検出割り込み許可（本ビットは使用禁止です） 

0：キャリア未検出割り込み禁止 

1：キャリア未検出割り込み許可 

10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可（本ビットは使用禁止です） 

0：キャリア消失検出割り込み禁止 

1：キャリア消失検出割り込み許可 

9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可（本ビットは使用禁止です） 

0：遅延衝突割り込み禁止 

1：遅延衝突割り込み許可 

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可（本ビットは使用禁止です） 

0：送信リトライオーバ割り込み禁止 

1：送信リトライオーバ割り込み許可 

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可 

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止 

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0：PHY-LSI受信エラー割り込み禁止 

1：PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0 CERFIP 0 R/W 受信フレーム CRCエラー割り込み許可 

0：CRCエラー割り込み禁止 

1：CRCエラー割り込み許可 
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47.4.8 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER） 

TRSCERは、EtherC/E-DMACステータスレジスタの各ビットで報告される、送信および受信ステータス情報を

当該ディスクリプタの TFS25～TFS0および RFS26～RFS0に反映するか否かを指示します。 

本レジスタの各ビットは、EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 11からビット 0に対応し、

各ビットに 0を設定すると、送信ステータス（EESRのビット 11からビット 8）は送信ディスクリプタの TFS3～

TFS0ビットに、また受信ステータス（EESRのビット 7からビット 0）は受信ディスクリプタの RFS7～RFS0ビ

ットに反映されます。1を設定すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反映されません。LSIのリセ

ット後は、各ビットは 0に設定されています。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

—

— — — — DLC
CE

CD
CE

TRO
CE

RMAF
CE

CND 
CE

RRF
CE

RTLF
CE

RTSF
CE

PRE
CE

CERF
CE

— — — — — — — — — — — — — — —

— —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 CNDCE 0 R/W CNDビットコピー指示 

0：CNDビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映

しない。 

10 DLCCE 0 R/W DLCビットコピー指示 

0：DLCビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映

しない。 

9 CDCE 0 R/W CDビットコピー指示 

0：CDビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映す

る。 

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映

しない。 

8 TROCE 0 R/W TROビットコピー指示 

0：TROビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映

しない。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RMAFCE 0 R/W RMAFビットコピー指示 

0：RMAFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反

映する。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映

しない。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RRFCE 0 R/W RRFビットコピー指示 

0：RRFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映

しない。 

3 RTLFCE 0 R/W RTLFビットコピー指示 

0：RTLFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映

しない。 

2 RTSFCE 0 R/W RTSFビットコピー指示 

0：RTSFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映

しない。 

1 PRECE 0 R/W PREビットコピー指示 

0：PREビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映

する。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映

しない。 

0 CERFCE 0 R/W CERFビットコピー指示 

0：CERFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反

映する。 

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映

しない。 
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47.4.9 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR） 

RMFCRは、受信時に受信バッファに収容しきれずに廃棄されたフレーム数を示す 16ビットのカウンタです。 

受信 FIFOがオーバフローすると、この FIFO内にある受信フレームは廃棄されます。このときに廃棄するフレ

ームの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFになるとカウントアップを停止します。カウンタの

値は、本レジスタへの書き込み動作で 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

MCF[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MFC[15:0] H'0000 R/W ミスドフレームカウンタ 

受信時に、受信バッファに転送しきれずに廃棄されたフレーム数を示しま

す。 

全ビットが 1（H'FFFF）となった時点でカウントアップを停止します。 

【注】ソフトウェアリセット（EDMR.SWR=1）の場合はリセットされませ

ん。 
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47.4.10 送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR） 

TFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信 FIFOの

しきい値を指定します。 

実際のしきい値は、設定した数値の 4倍の値に相当します。EtherCは送信 FIFO内のデータ数が本レジスタで指

定されたバイト数を超えるか、送信 FIFOが満杯、または 1フレーム分のデータ書き込みが行われると送信を開始

します。なお、本レジスタの設定は、送信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — —

— — — — —

TFT[10:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

10～0 TFT[10:0] H'000 R/W 送信 FIFOしきい値 

送信 FIFOのしきい値は、必ず FDRで指定した FIFO容量値より小さい値に

設定してください。 

H'000：ストア＆フォワードモード 

H'001～H'00C：設定禁止 

H'00D：52バイト 

H'00E：56バイト 

：   ： 

H'1FF：2044バイト 

H'200：2048バイト 

H'201～H'7FF：設定禁止 

【注】 1. 1フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要で

す。 

 2. 送受信 FIFO容量よりも本レジスタの設定値が大きいときの動作は保証しません。 
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47.4.11 FIFO容量指定レジスタ（FDR） 

FDRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信および受信 FIFOの容量を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —

— — —

— — — — —

TFD[4:0] RFD[4:0]— — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12～8 TFD[4:0] 00000 R/W 送信 FIFO容量 

送信 FIFOの容量を指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを

禁止します。 

00000：256バイト 

00001：512バイト 

00010：768バイト 

00011：1024バイト 

00100：1280バイト  

00101：1536バイト 

00110：1792バイト 

00111：2048バイト 

01000～11111：設定禁止 

【注】EDTRR.TR = 1のとき、本ビットへの書き込みは無効です。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4～0 RFD[4:0] 00000 R/W 受信 FIFO容量 

受信 FIFOの容量を指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを

禁止します。 

00000：256バイト 

00001：512バイト 

00010：768バイト 

00011：1024バイト 

00100：1280バイト 

00101：1536バイト 

00110：1792バイト 

00111：2048バイト 

01000～11111：設定禁止 

【注】EDRRR.RR = 1のとき、本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 送受信 FIFO容量よりも本レジスタの設定値が大きいときの動作は保証しません。 

 



 

47. イーサネット MACコントローラ（EtherMAC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  47-25 

2011.02.09  

 

SH7724 

47.4.12 受信方式制御レジスタ（RMCR） 

RMCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フレームを受信するときの EDRRRの RR

ビットの制御方法を指定します。なお、本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

— － — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — —

— — RNC RNR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 RNC 0 R/W 受信起動ビットのリセットモード 

0：nop 

1：ソフトウェアによる EDRRRの受信起動ビット（EDRRR.RR）のリセ

ットを可能にします。受信ディスクリプタの RACTビットが 0の場合

（受信ディスクリプタが空の状態）でも、受信起動ビット（EDRRR.RR）

はリセットされずに、受信ディスクリプタが取り込まれて受信フレー

ムの DMA転送を継続します。 

0 RNR 0 R/W 受信起動ビットリセット 

0：EDRRRの受信起動ビット（EDRRR.RR）は、1フレームの受信が完

了したときハードウェアでセルフクリアします。1フレーム単位の制御

が可能です。後続の受信フレームを受信する場合は、再度 EDRRRの

受信起動ビットを設定する必要があります。 

1：EDRRRの受信起動ビット（EDRRR.RR）は、上位ソフトウェアによ

り制御します。受信起動ビット（EDRRR.RR）に 1書き込み後は、

EDRRR.RRに 0書き込みを行うまでハードウェアが自律的に受信ディ

スクリプタのフェッチを行いフレームを受信します。複数フレームを

連続で受信可能となります。連続受信を行う場合は、受信起動ビット

リセットを 1に設定することを推奨します。ただし、受信ディスクリ

プタ枯渇を検出した場合は、ハードウェアで EDRRR.RRをセルフクリ

アします。 
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47.4.13 送信 FIFOアンダランカウントレジスタ（TFUCR） 

送信 FIFOが、アンダランした回数を示すレジスタです。カウンタの値は、本レジスタへの書き込み動作で 0ク

リアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

UNDER[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 UNDER 

[15:0] 

H'0000 R/W 送信 FIFOアンダフロー数 

送信 FIFOにおけるアンダフローが発生した回数が設定されます。 

カウント値が H'FFFFとなったら停止します。 

 

47.4.14 受信 FIFOオーバフローカウントレジスタ（RFOCR） 

受信 FIFOが、オーバフローした回数を示すレジスタです。カウンタの値は、本レジスタへの書き込み動作で 0

クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

OVER[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 OVER[15:0] H'0000 R/W 受信 FIFOオーバフロー数 

受信 FIFOにおけるオーバフローが発生した回数が設定されます。 

カウント値が H'FFFFとなったら停止します。 
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47.4.15 フロー制御開始 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR） 

FCFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherCのフロー制御の設定（自動 PAUSE

送信のしきい値設定）を行います。 

受信 FIFOデータ容量（RFDO[2:0]）、受信フレーム数（RFFO[2:0]）によるしきい値を設定できます。受信 FIFO

データ容量しきい値判定、および受信フレーム数しきい値判定の論理和を条件として、フロー制御を開始します。 

RFDOの設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO容量設定レジスタ（FDR）で設定した受信 FIFO

容量値と同じ設定である場合は、（FIFOデータ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。たとえば、FDR

の RFD＝1、FCFTRの RFDO＝1の場合は、受信 FIFO内に（512－64）バイトのデータを格納されたとき、フロ

ー制御がオンになります。なお、本レジスタの RFDOの設定値は、FDRの RFDの設定値と同じか小さい値を設定

してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

— — — — — — — —

— — — — —— — — — — — — —

— — — — — RFFO[2:0]

RFDO[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18～16 RFFO[2:0] 111 R/W 受信フレーム数オーバフローBSY送出しきい値 

000：2フレーム格納完了時送出 

001：4フレーム格納完了時送出 

010：6フレーム格納完了時送出 

 ：       ： 

110：14フレーム格納完了時送出 

111：16フレーム格納完了時送出 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 RFDO[2:0] 111 R/W 受信 FIFOオーバフローBSY送出しきい値 

000：224（256－32）バイト格納時送出 

001：480（512－32）バイト格納時送出 

010：736（768－32）バイト格納時送出 

 ：       ： 

110：1760（1792－32）バイト格納時送出 

111：2016（2048－32）バイト格納時送出 

【注】FDR.RFDの設定値と同じ値を設定した場合は、－32バイトではなく

－64バイトでビジーを送出します。 
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47.4.16 送信割り込み設定レジスタ（TRIMD） 

TRIMDは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信動作時にフレ－ムごとのライトバッ

ク完了を EESRの TWBビットおよび割り込みにて通知するかどうかを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — TIM

— — — — —

— — — TIS

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 TIM 0 R/W 送信割り込みモード 

0：毎送信フレームモード 

送信フレーム毎ライトバック完了時に割り込み。 

1：割り込みモード 

送信ディスクリプタ TWBIビット設定ディスクリプタのライトバック

完了時に割り込み。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TIS 0 R/W 送信割り込み設定 

0：割り込み未設定 

TIMビットで指定したモードでの割り込み通知を行わない。 

TISビット＝0のとき、TIMビットの設定は無効 

1：割り込み設定 

TIMビットで指定したモードで EESRの TWBビットを 1とし割り込

み通知を行う。 
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47.4.17 EtherCモードレジスタ（ECMR） 

ECMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、イーサネットコントローラの動作モードを

指定するレジスタです。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。 

動作モードの設定は、送信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り替

える場合は、EDMRの SWRビットにより、EtherCおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定を行います。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

— — — — — — TPC ZPF PFR RXF TXF

— — — PRC 
EF — — — — — RE TE RTM

— — — — —

ILB — DM PRM

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 TPC 0 R/W PAUSEフレーム送信 

0：PAUSE期間中には PAUSEフレームを送信する。 

1：PAUSE期間中でも PAUSEフレームを送信しない。 

19 ZPF 0 R/W 0 time PAUSEフレーム使用許可 

0：TIMEパラメータが 0の PAUSEフレーム制御を無効にする。 

Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行いません。

Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した場合、PAUSE

フレームを破棄します。 

1：TIMEパラメータが 0の PAUSEフレーム制御を有効にする。 

Timer値の示す時間が経過していない状態で、受信 FIFOのデータ量が

FCFTR設定値未満になると Timer値が 0の自動PAUSEフレームを送

信します。Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した場

合、送信待ち状態を解除します。 

18 PFR 0 R/W PAUSEフレーム受信モード 

0：PAUSEフレームを E-DMACへ転送しない。 

1：PAUSEフレームを E-DMACへ転送する。 

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になる。 

1：受信系のフロー制御機能が有効になる。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になる。 

（自動 PAUSEフレームは送信されません） 

1：送信系のフロー制御機能が有効になる。 

（必要に応じて自動 PAUSEフレームが送信されます） 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 PRCEF 0 R/W CRCエラーフレーム受信許可 

0：CRCエラーとなった受信フレームをエラーとする。 

1：CRCエラーとなった受信フレームをエラーとしない。 

11～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 RE 0 R/W 受信許可 

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）としたときに受信中

のフレームがあれば、当該フレームの受信終了まで受信機能は有効となりま

す。 

0：受信機能を無効にする。 

1：受信機能を有効にする。 

5 TE 0 R/W 送信許可 

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたときに送信中

のフレームがあれば、当該フレームの送信終了まで送信機能は有効となりま

す。 

0：送信機能を無効にする。 

1：送信機能を有効にする。 

4 RTM 0 R/W 転送レート設定 

MII-RMII変換回路への転送レート指定ビットです。 

0：10 Mbps 

1：100 Mbps 

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード 

EtherC内部でのループバックモードを指定します。 

0：通常のデータ送受信を行う。 

1：DM＝1のとき、EtherC内の MAC内部でのデータの折り返しを行う。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 DM 0 R/W デュプレックスモード 

EtherCの転送方式を指示します。 

0：半二重転送方式を指定する。 

1：全二重転送方式を指定する。 

0のとき、EtherC内部ループバックモード（ILB=1）は設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード 

本ビットを設定すると、すべてのイーサネットフレームを受信することがで

きます。このときすべてのイーサネットフレームとは、宛先アドレス、ブロ

ードキャストアドレス、マルチキャストビットなどの相違や有無にかかわら

ず、受信可能なすべてのフレームを表します。 

0：EtherCは通常動作を行う。 

1：EtherCはプロミスキャスモード動作を行う。 

 

47.4.18 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR） 

RFLRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、本 LSIが受信することのできる最大フレー

ム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — ——

— — — —

— — — —

RFL[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 RFL[11:0] H'000 R/W 受信フレームデータ長 

ここでのフレームデータは、宛先アドレスから CRCデータまでを含んだ範

囲となりますが、実際には、宛先アドレスからデータまでがメモリ上に転送

されます。CRCデータは含まれません。ここで指定された値を超えたデー

タを受信したとき、設定された値を超えた分のデータは廃棄されます。 

H'000～H'5EE：1,518バイト 

H'5EF：1,519バイト 

H'5F0：1,520バイト 

：    ： 

H'7FF：2,047バイト 

H'800～H'FFF：2,048バイト 

 



 

47. イーサネット MACコントローラ（EtherMAC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  47-33 

2011.02.09  

 

SH7724 

47.4.19 EtherCステータスレジスタ（ECSR） 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC内のステータスを表示するレジスタ

です。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知することが可能です。PSRTO、LCHNG、ICDビットに 1

を書き込むと、対応するフラグをクリアできます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。また、割

り込みを発生するビットは、ECSIPRレジスタの対応するビットによって割り込みを許可または禁止することがで

きます。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、E-DMACの EESRレジスタ ECIビットに反映されます。 

本ステータス要因ごとに INTC2に対して割り込みを発生させます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — PSRTO

— — — — —

— LCHNG — ICD

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 PSRTO 0 R/W PAUSEフレーム再送リトライオーバ 

フロー制御を用いる際の PAUSEフレームの再送において、再送回数が自動

PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に設定した再送上限

値を超えたことを表します。 

0：PAUSEフレーム再送回数が上限値を超えていない。 

1：PAUSEフレーム再送回数が上限値を超えた。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 LCHNG 0 R/W リンク信号変化 

PHY-LSIから入力される Ether_LINK信号が、ハイレベルからローレベルに

あるいはローレベルからハイレベルに変化したことを表します。 

現在の Link状態を確認するには、PHY部ステータスレジスタ（PSR）の

LMONビットを参照してください。 

0：Ether_LINK信号の変化を検出していない。 

1：Ether_LINK信号の変化（ハイレベルからローレベルあるいはローレベ

ルからハイレベル）を検出した。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出 

回線上で PHY-LSIが不正なキャリアを検出したことを表します。すなわち、

PHY-LSIから本 LSIへ通知される信号が RX-DV=0かつ RX-ER=1かつ

RXD[3:0]=B'1110の組み合わせとなった場合、本ビットがセットされます。 

ただし、PHY-LSIから入力される信号の変化がソフトウェアの認識時間よ

りも早く変化するような場合は、正しい情報が得られないことがあります。

採用する PHY-LSIのタイミングを参照してください。 

0：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出していない。 

1：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出した。 

 

47.4.20 EtherC割り込み許可レジスタ（ECSIPR） 

ECSIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ECSRレジスタによって報告される割り

込み要因の許可を指示します。各ビットは、ECSRのビットに対応する割り込みを許可することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R/W R R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — PSRT 
OIP

— — — — —

— LCHN
GIP — ICDIP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 PSRTOIP 0 R/W Pauseフレーム再送リトライオーバ割り込み許可ビット 

0：PSRTOの割り込み通知を禁止 

1：PSRTOの割り込み通知を許可 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 LCHNGIP 0 R/W リンク信号変化割り込み許可ビット 

0：LCHNGの割り込み通知を禁止 

1：LCHNGの割り込み通知を許可 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット 

0：ICDの割り込み通知を禁止 

1：ICDの割り込み通知を許可 
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47.4.21 PHY部インタフェースレジスタ（PIR） 

PIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MIIを経由して PHY-LSI内部のレジスタにア

クセスする手段を提供します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — MDI

— — — — —

MDO MMD MDC—

—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 MDI 不定 R MIIマネジメントデータイン 

MDIO端子のレベルを表します。 

2 MDO 0 R/W MIIマネジメントデータアウト 

MMDビットが 1のとき、本ビットに設定された値を MDIO端子より出力し

ます。 

1 MMD 0 R/W MIIマネジメントモード 

MIIとのデータのリード／ライト方向を規定します。 

0：リード方向を規定 

1：ライト方向を規定 

0 MDC 0 R/W MIIマネジメントデータクロック 

本ビットに設定された値を MDC端子より出力し、MIIへのマネジメントデ

ータクロックを供給します。 
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47.4.22 PHY部ステータスレジスタ（PSR） 

PSRは、読み出し専用のレジスタで、PHY-LSIからのインタフェース信号を読み込むことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 —

R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — —

— — — LMON

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 LMON 不定 R Ether_LINK端子状態 

Ether_LINK端子に PHY-LSIから出力される Link信号を接続することによ

って、Link状態を読み込むことができます。極性については、接続する

PHY-LSIの仕様を参照してください。 

 

47.4.23 乱数生成カウンタ上限値設定レジスタ（RDMLR） 

RDMLRは乱数生成部で使用しているカウンタの上限値を設定することができるレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — RMD[19:16]— — — — —

RMD[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

19～0 RMD[19:0] H'0 0000 R/W 乱数生成部で使用しているカウンタの上限値 

H'00000：通常の動作での設定値です。 

H'00001～H'FFFFE：カウンタの上限値がこの設定値になります。 

【注】 このレジスタは、EtherCの乱数生成部の動作が変わるため、0以外を設定する場合は、注意してください。 
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47.4.24 IPG設定レジスタ（IPGR） 

IPGRは、IPG（InterPacketGap）の値を設定するレジスタです。EtherCモードレジスタ（ECMR）の送受信機能

が有効な状態での書き換えは、禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

— — — — — —— — — — — IPG[4:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4～0 IPG[4:0] H'14 R/W Inter Packet Gap 

4ビット時間ごとに IPG値を設定します。 

H'00～06：40ビット時間 

H'07：44ビット時間 

 ：    ： 

H'14：96ビット時間 

 ：    ： 

H'1F：140ビット時間 

 

47.4.25 自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR） 

APRは、自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。 

自動 PAUSEフレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータと

して使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

AP[15:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 AP[15:0] H'0000 R/W 自動 PAUSE 

自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビッ

トは、512ビット時間を表します。 

 

47.4.26 手動 PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR） 

MPRは、手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。 

手動 PAUSEフレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータと

して使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

MP[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － 不定 W リザーブビット 

読み出すと常に不定が読み出されます。書き込み時は常に 0にしてくださ

い。 

15～0 MP[15:0] 不定 W 手動 PAUSE 

手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビッ

トは、512ビット時間を表します。読み出すと不定値が読み出されます。 
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47.4.27 受信 PAUSEフレームカウンタレジスタ（RFCF） 

RFCFは PAUSEフレームの受信カウンタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — —— — — — —

— — — — — — — — RPAUSE[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 RPAUSE 

[7:0] 

H'00 R PAUSEフレームの受信回数 

 

47.4.28 自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER） 

TPAUSERは、自動 PAUSEフレームの再送回数の上限値を設定します。本レジスタは、送信機能が有効な状態

での書き換えを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

TPAUSE[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 TPAUSE 

[15:0] 

H'0000 R/W 自動 PAUSEフレーム再送回数上限値 

H'0000：再送回数無制限 

H'0001：再送回数は、1回 

：    ： 

H'FFFF：再送回数は、65,535回 
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47.4.29 PAUSEフレーム再送回数カウンタレジスタ（TPAUSECR） 

TPAUSECRは PAUSEフレームの再送回数を示すカウンタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — —— — — — —

— — — — — — — — TXP[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 TXP[7:0] H'00 R PAUSEフレームの受信回数 

 

47.4.30 MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR） 

MAHRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの上位 32ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRビットにより EtherCおよび

E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MA[31:16]

MA[47:32]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MA[47:16] H'0000 

0000 

R/W MACアドレスビット 47～16 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジス

タには H'01234567を設定します。 
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47.4.31 MACアドレス下位設定レジスタ（MALR） 

MALRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの下位 16ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信または受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRビットにより EtherCおよび

E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — —— — — — —

MA[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MA[15:0] H'0000 R/W MACアドレスビット 15～0 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジス

タには H'89ABを設定します。 
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47.4.32 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR） 

TROCRは、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレーム数を示す 32ビットのカウンタで

す。送信を 16回失敗すると、本レジスタは 1カウントアップします。本レジスタの値が、H'FFFFFFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアされます。書き

込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TROC[31:16]

TROC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TROC[31:0] H'0000 

0000 

R/W 送信リトライオーバカウント 

送信時に、再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレームのカウ

ント数を表します。 

 

47.4.33 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR） 

CDCRは、送信開始以降すべての回線上の遅延衝突回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き

込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

COSDC[31:16]

COSDC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 COSDC 

[31:0] 

H'0000 

0000 

R/W 遅延衝突検出カウント 

送信開始からのすべての遅延衝突の回数を表します。 
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47.4.34 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR） 

LCCRは、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカ

ウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込

む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LCC[31:16]

LCC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 LCC[31:0] H'0000 

0000 

R/W 消失キャリアカウント 

データ送信中に消失したキャリアのカウント数を表します。 

 

47.4.35 キャリア未検出カウンタレジスタ（CNDCR） 

CNDCRは、プリアンブルを送出中にキャリアを検出できなかった回数を示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にク

リアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CNDC[31:16]

CNDC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CNDC[31:0] H'0000 

0000 

R/W キャリア未検出カウント 

未検出キャリアのカウント数を表します。 
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47.4.36 CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR） 

CEFCRは、CRCエラーとなったフレームの受信回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込む

値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CEFC[31:16]

CEFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CEFC[31:0] H'0000 

0000 

R/W CRCエラーフレームカウント 

CRCエラーとなったフレームを受信したカウント数を表します。 

 

47.4.37 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR） 

FRECRは、PHY-LSIから入力される RX-ER端子により受信エラーとなったフレームの個数を示す 32ビットの

カウンタです。RX-ER端子がアクティブになるごとに 1カウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアされま

す。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FREC[31:16]

FREC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FREC[31:0] H'0000 

0000 

R/W フレーム受信エラーカウント 

フレームを受信中にエラーとなったカウント数を表します。 
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47.4.38 64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ（TSFRCR） 

TSFRCRは、64バイト未満のフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタです。本レジスタの値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TSFC[31:16]

TSFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TSFC[31:0] H'0000 

0000 

R/W 64バイト未満フレーム受信カウント 

64バイト未満のフレームを受信したカウント数を表します。 

 

47.4.39 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR） 

TLFRCRは、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信したことを示す 32

ビットのカウンタです。本レジスタの値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。端数ビットを含

むフレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場合は、端数ビットフレーム受信カ

ウンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアさ

れます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TLFC[31:16]

TLFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TLFC[31:0] H'0000 

0000 

R/W 指定バイト超フレーム受信カウント 

RFLRの値を超えるフレームを受信したカウント数を表します。 
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47.4.40 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR） 

RFCRは、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RFC[31:16]

RFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RFC[31:0] H'0000 

0000 

R/W 端数ビットフレーム受信カウント 

端数ビットデータを含むフレームを受信したカウント数を表します。 

 

47.4.41 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR） 

MAFCRは、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MAFC[31:16]

MAFC[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MAFC[31:0] H'0000 

0000 

R/W マルチキャストアドレスフレームカウント 

マルチキャストフレームを受信したカウント数を表します。 
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47.5 E-DMAC動作説明 

E-DMACは、EtherCと接続され、送受信データを CPUの介在なく効率的な転送をメモリ（バッファ）との間で

行います。E-DMACは、各バッファと対応したディスクリプタと呼ぶバッファポインタなどを格納した制御情報

をみずから読み込みます。この制御情報に従って送信データを送信バッファから読み込み、受信データは受信バ

ッファにライトします。このディスクリプタを複数個連続して配置（ディスクリプタリスト）することで、送信

ならびに受信を連続して実行できます。 

47.5.1 ディスクリプタリストとデータバッファ 

通信プログラムは、送受信の開始に先立って、メモリ上に送信および受信の各ディスクリプタリストを作成し

ます。そしてこのリストの先頭アドレスを、送信または受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタに設定

します。 

ディスクリプタの開始アドレスの設定は、E-DMACモードレジスタ（EDMR）で設定したディスクリプタ長に

従ったアドレス境界に設定してください。送信バッファの開始アドレスの設定は、ロングワードを境界として設

定する必要はなく、ワード境界、バイト境界として設定しても構いません。 

（1） 送信ディスクリプタ 

図 47.2に送信ディスクリプタと送信バッファの関係を示します。本ディスクリプタの指示により、送信フレー

ムと送信バッファの構成を1フレーム／1バッファまたは1フレーム／マルチバッファのように関連づけることが

可能です。 

送信バッファ長（TBL）1～16バイトの指定を行う際は、バッファアドレスは 32バイト境界にする必要があり

ます。なお、送信バッファ長（TBL）0バイトの指定の動作は保証されません。 

送信ディスクリプタ 送信バッファ

有効送信データ

T
A
C
T

T
D
L
E

T
F
P

T
W
B
I

TFSTD0

TBLTD1

TBA

パディング（4/20/52バイト）*

【注】　*   EDMRのDL[1:0]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
32バイトのとき：パディング＝20バイト
64バイトのとき：パディング＝52バイト

TD2

31 30 29 28 27 26 25                         　　                      0
T
F
E

31                                     16

31                                                                                     0

 

図 47.2 送信ディスクリプタと送信バッファの関係 
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（a） 送信ディスクリプタ 0（TD0） 

TD0は、送信フレームのステータスを示します。これによりフレーム送信状態を連絡します。 

（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効 

当該ディスクリプタが有効であることを示します。このビットはソフトウェア

によってセット（＝1）され、送信フレームを転送完了したとき、または何らか

の要因により送信がアボートされたときにハードウェアによりクリア（＝0）さ

れます。 

30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリング最終 

セット（＝1）時、当該ディスクリプタが送信ディスクリプタリングの最終であ

ることを示します。 

29、28 TFP[1:0] 00 R/W 送信フレーム内位置 

送信バッファと送信フレームの関連づけを行います。 

00～10：設定禁止 

11：本ディスクリプタで指示する送信バッファの内容が 1フレームに 

 相当する（1フレーム／1バッファ） 

【注】本ビットは、11に設定してください。 

27 TFE 0 R/W 送信フレームエラー 

セット（＝1）時、TFSにエラーがあることを示します（TFS7～TFS0について

は、TRSCERにより本ビットのセットをマスク可能。ただし、TFS7～TFS0の

要因が TFS8もセットさせる場合はマスクできません）。 

1：フレーム受信中断発生 

26 TWBI 0 R/W ライトバック完了後割り込み指示 

（TRIMDの設定により有効となります。） 

0：nop 

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後、割り込みます。 

25～0 TFS すべて 0 R/W 送信フレームステータス 

TFS25～9［予約（書き込み時は 0としてください）］： 

TFS8［送信アボート検出］： 

セット（＝1）時、フレーム送信中にアボート信号がセット（＝1）されたこ

とを示します（TFEセット要因）。 

TFS7～4［予約（書き込み時は 0としてください）］、 

TFS3［ノーキャリア検出（EESRの CNDビットに相当）］、 

TFS2［キャリア消失検出（EESRの DLCビットに相当）］、 

TFS1［送信中の遅延衝突検出（EESRの CDビットに相当）］、 

TFS0［送信リトライオーバ（EESRの TROビットに相当）］： 

セット（＝1）時、フレーム送信中に TFS8～1がセット（＝1）されたことを

示します（TFEセット要因ですが、TRSCERにより設定可能）。 
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（b） 送信ディスクリプタ 1（TD1） 

TD1は、送信バッファ長を示します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TBL すべて 0 R/W 送信バッファ長 

対象となる送信バッファの有効バイト長を示します。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

（c） 送信ディスクリプタ 2（TD2） 

TD2は、当該送信バッファの先頭アドレスを示します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TBA すべて 0 R/W 送信バッファアドレス 

送信バッファの先頭アドレスを示します。 

 

（2） 受信ディスクリプタ 

図 47.3に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。受信バッファのアドレスは 32バイトバウン

ダリで設定してください。 

受信バッファ長（RBL）0のディスクリプタ指定の動作は保証されません。 

受信ディスクリプタ 受信バッファ

有効受信データ

R
A
C
T

R
D
L
E

R
F
P

R
F
E

RFSRD0

RBL
RFLRD1

RBA

パディング（4/20/52バイト）*

RD2

31 30 29 28 27 26                                                            0

31                                     16
31                                                                                     0

15                                        0

【注】　*   EDMRのDL[0:1]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。
16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
32バイトのとき：パディング＝20バイト
64バイトのとき：パディング＝52バイト  

図 47.3 受信ディスクリプタと受信バッファの関係 
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（a） 受信ディスクリプタ 0（RD0） 

RD0は、受信フレームのステータスを示します。これによりフレーム受信状態を連絡します。 

（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効 

当該ディスクリプタが有効であることを示します。このビットはソフトウェア

によってセット（＝1）され、受信フレームを RD2で示されるバッファアドレ

スに転送し、フレームすべてを転送完了したとき、または受信バッファがいっ

ぱいになった場合にハードウェアによりクリア（＝0）されます。 

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリング最終 

セット（＝1）時、当該ディスクリプタが受信ディスクリプタリングの最終であ

ることを示します。 

29、28 RFP 00 R/W 受信フレーム内位置 

受信バッファと受信フレームの関連づけを行います。 

00：本ディスクリプタで指示する受信バッファのフレーム受信を継続する

（フレームを完結しない） 

01：本ディスクリプタで指示する受信バッファはフレームの最後を含む（フ

レームを完結する） 

10：本ディスクリプタで指示する受信バッファはフレームの先頭である（フ

レームを完結しない） 

11：本ディスクリプタで指示する受信バッファの内容が 1フレームに相当す

る（1フレーム／1バッファ） 

27 RFE 0 R/W 受信フレームエラー 

セット（＝1）時、RFSにエラーがあることを示します。 

（RFSのビット 7～ビット 0については、TRSCERにより本ビットのセットを

マスク可能。ただし、RFSの RFS7～RFS0の要因が RFS8もセットさせる場

合はマスクできません。） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～0 RFS すべて 0 R/W 受信フレームステータス 

RFS26～10［予約（書き込み時は 0としてください）］： 

RFS9［受信 FIFOオーバフロー（EESRの RFOFビットに相当）］： 

セット（＝1）時、受信 FIFOオーバフローにより、途中で切断されたフレー

ムがライトバックされたことを示します（RFEセット要因）。 

RFS8［受信アボート検出］： 

セット（＝1）時、フレーム受信中にアボート信号がセット（＝1）されたこ

とを示します（RFEセット要因）。 

RFS7［マルチキャストアドレスフレームを受信（EESRの RMAFビットに相

当）］、 

RFS6、5［予約（書き込み時は 0としてください）］、 

RFS4［端数ビットフレーム受信エラー（EESRの RRFビットに相当）］、 

RFS3［ロングフレーム受信エラー（EESRの RTLFビットに相当）］、 

RFS2［ショートフレーム受信エラー（EESRの RTSFビットに相当）］、 

RFS1［PHY-LSI受信エラー（EESRの PREビットに相当）］、 

RFS0［受信フレーム CRCエラー検出（EESRの CERFビットに相当）］： 

セット（＝1）時、フレーム受信中に RFS8～1がセット（＝1）されたことを

示します（RFEセット要因ですが、TRSCERにより設定可能）。 

 

（b） 受信ディスクリプタ 1（RD1） 

RD1は、受信バッファ長を示します。 

（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RBL すべて 0 R/W 受信バッファ長 

対象となる受信バッファのバイト長を示します。 

バッファ長は 32×nの大きさで設定してください。 

15～0 RFL すべて 0 R/W 受信フレーム長 

バッファ内に格納された受信フレームの長さ（バイト数）を示します。 

フレームの最後を含むディスクリプタにライトバックされます。 

 

（c） 受信ディスクリプタ 2（RD2） 

RD2は、当該受信バッファの先頭アドレスを示します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RBA すべて 0 R/W 受信バッファアドレス 

受信バッファの先頭アドレスを示します。 

バッファアドレスは 32バイト境界に設定してください。 
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47.5.2 送信機能 

送信機能が有効で、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の送信要求ビット（TR）をセットすると、E-DMAC

は送信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初期状態では送信ディス

クリプタ先頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。読み込んだディスクリプタ

の TACTビットが有効な場合は、E-DMACは TD2で指定される送信バッファ先頭アドレスから順次送信フレーム

データを読み出して EtherCに転送します。EtherCは送信フレームを作成しMIIに向けて送信を開始します。ディ

スクリプタ内で指示されるバッファ長分の DMA転送後、TFPの値によって以下のような処理を行います。 

• TFP＝B'00またはB'10（フレーム継続）： 

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットのみ）を行います。 

• TFP＝B'01またはB'11（フレーム終了）： 

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットおよびステータス）を行います。 

 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが有効な間は、E-DMACはディスクリプタの読み込みとフレームの

送信を継続します。TACTビットが無効なディスクリプタを読み込むと、E-DMACは EDTRRの TRビットをリセ

ットして送信処理を完了します。 
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本LSI＋メモリ

送信フロー

【記号説明】

EtherC/E-DMAC初期化
送信ディスクリプタ、
送信バッファ設定

送信起動
送信ディスクリプタ読み込み
送信データ転送
送信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。

：送信ディスクリプタ、送信バッファ設定の他、EtherC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット1の書き
　込みを行います。
：ECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが送信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により送信データを送信FIFOに書き込みます。
：E-DMACがTACTビットに0を書き込み、送信ディスクリプタに送信ステータスを
　書き込みます。

E-DMAC EtherC Ethernet送信FIFO

EtherC/E-DMAC 
初期化

送信ディスクリプタ
送信バッファ設定

送信起動

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信完了

送信ディスクリプタ読み込み

送信データ転送

フレーム送信

送信データ転送

 

図 47.4 送信フローの例 
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47.5.3 受信機能 

受信機能が有効で CPUが E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）をセットすると、

E-DMACは受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初期状態では受

信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込んだ後に受信待機状態とな

ります。RACTビットが有効でかつ自局あてのフレームを受信すると、RD2で指定される受信バッファに転送し

ます。受信したフレームのデータ長が RD1で与えられるバッファ長よりも大きい場合は、E-DMACはバッファが

満了となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP＝B'10または B'00）を行った後に次のディスクリプタ

を読み込みます。そして新たな RD2によって指定される受信バッファに引き続きデータを転送します。フレーム

の受信が完了した場合、または何らかのエラーでフレーム受信を中断した場合は、当該ディスクリプタにライト

バック（RFP＝B'11または B'01）を行った後に受信処理を終了します。そして次のディスクリプタを読み込み受

信待機状態となります。 
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本LSI＋メモリ

受信フロー

E-DMAC EtherC受信FIFO Ethernet

EtherC/E-DMAC 
初期化

受信ディスクリプタ
受信バッファ設定

受信完了

受信データ転送

受信データ転送

フレーム受信

受信起動

受信ディスクリプタ読み込み

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ読み込み
（次フレーム受信準備）

受信ディスクリプタ読み込み

【記号説明】

EtherC/E-DMAC初期化
受信ディスクリプタ、
受信バッファ設定

受信起動
受信ディスクリプタ読み込み
受信データ転送
受信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。

：受信ディスクリプタ、受信バッファ設定の他、EtherC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き
　込みを行います。
：ECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが受信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により受信データを受信FIFOから受信バッファに書き込みます。
：E-DMACがRACTビットに0を書き込み、受信ディスクリプタに受信ステータスを
　書き込みます。  

図 47.5 受信フローの例 
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47.5.4 マルチバッファフレームの受信処理について 

マルチバッファフレームの受信中にエラーが発生した場合は、E-DMACは図 47.6に示す処理を行います。 

図中で受信ディスクリプタが無効（RACTビットが 0）である部分はすでにバッファデータを正常に受信した部

分を、受信ディスクリプタが有効（RACTビットが 1）である部分は未受信バッファであることを示します。図中

で RACTビットが 1である最初のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが発生した場合は、ディスクリプタ

にステータスのライトバックを行います。 

EESIPRでエラー割り込みを許可している場合は、ライトバック直後に割り込みが発生します。新しいフレーム

の受信要求がある場合には、エラーが発生したバッファの次のバッファから引き続き受信を行います。 

E-DMAC

RACTを無効にして、
かつRFE、RFSをライト

ディスクリプタリード

ディスクリプタ

受信済みデータ

未受信データ

受信エラー
発生

…
…
…
…
…
…
…
…

フレームの先頭

このバッファから
新しいフレームを
引き続き受信する

0

0

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

R
A
C
T

R
D
L
E

R
F
P

ディスクリプタ
で設定した
バッファ長

 

図 47.6 受信エラー発生後の E-DMAC動作 
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47.6 EtherC動作説明 

イーサネットコントローラ（EtherC）の動作の概要を以下に示します。 

イーサネットコントローラ（EtherC）は、IEEE802.3xに準拠した制御をサポートしており、使用される Pause

フレームの送信および受信が可能です。 

47.6.1 送信動作 

EtherC送信部は、送信 E-DMACから送信要求があると、送信データをフレームに組み立ててMIIに出力します。

MIIを経由した送信データは、PHY-LSIによって回線上に送出されます。EtherC送信部の状態遷移図を図 47.7に

示します。 

リセット

TEセット FDPX

FDPX

【注】*1

　　　*2

再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
送信時間間隔の調整が含まれます。
512 ビット以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
512 ビットを越えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。

TEリセット

再送15回失敗
or

512 ビット時間
以後の衝突

衝突

衝突

正常送信

キャリア検出

キャリア検出

SFD送信

データ送信

CRC送信

再送処理*1

キャリア
検出

送信開始
（プリアンブル送出）アイドル

キャリア
未検出

キャリア
未検出

キャリア
検出

HDPX

再送
起動

送信停止

エラー検出

エラー

エラー

エラー

エラー報告

衝突*2

      衝突*2

HDPX

【記号説明】 
 FDPX : Full Duplex
 HDPX : Half Duplex 
 SFD : Start FrameDelimiter

 

図 47.7 EtherC送信部状態遷移図 
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1. 送信許可（TE）ビットがセットされると、送信アイドル状態に遷移します。 

2. 送信E-DMACから送信要求があるとEtherCは、キャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経てプリアン

ブルをMIIに送出します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択しているときには、送信

E-DMACから送信要求があると即座にプリアンブルを送出します。 

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）を発生し

ます。データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となると、それぞれを割り込み要因として報告

します。 

4. フレーム間隔時間を経た後はアイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。 

 

47.6.2 受信動作 

EtherC受信部は、MIIより入力されたフレームをプリアンブル、SFD、データおよび CRCデータに分解し、受

信 E-DMACには DA（あて先アドレス）から CRCデータまでを出力します。EtherC受信部の状態遷移図を図 47.8

に示します。 

リセット

REセット

REリセット

【記号説明】
　SFD：Start Frame Delimiter

【注】*  エラーフレームもバッファに対しデータ転送を行います。

プリアンブル
検出

プロミスキャス
and 他局宛アドレス

SFD受信

Rx-DVネゲート

自局宛アドレス
or  ブロードキャスト
or  マルチキャスト
or  プロミスキャス

受信終了

エラー報告*

受信エラー
検出

受信エラー
検出

正常受信

受信停止

不正キャリア
検出

アイドル
フレーム
受信開始

デスティネーション
アドレス受信

エラー検出 データ受信

CRC受信

SFD受信
待ち

 

図 47.8 EtherC受信部状態遷移図 
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1. 受信許可（RE）ビットがセットされると、受信アイドル状態に遷移します。 

2. 受信パケットのプリアンブルに続くSFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を開始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。 

3. 通常モードでは、フレームのデスティネーションアドレスが本LSIあての場合、ブロードキャストフレームの

場合、またはマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャスモードでは、フレ

ームの種類にかかわらずデータ受信を開始します。 

4. MIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果はメモリ上へのフレームデー

タをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エラーステータスを報

告します。 

5. 1フレームを受信後、EtherCモードレジスタ内の受信許可ビットが設定（RE＝1）されていると、次のフレー

ム受信に備えます。 

 

47.6.3 MIIフレームタイミング 

各種MIIフレームのタイミングを図 47.9～図 47.14に示します。 

TX-CLK

TX-EN

TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

SFDPreamble Data CRC

 

図 47.9 MIIフレーム送信タイミング（正常時） 

 

TX-CLK

TX-EN

TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

Preamble JAM

 

図 47.10 MIIフレーム送信タイミング（衝突発生） 
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TX-CLK

TX-EN

TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

SFDPreamble Data

 

図 47.11 MIIフレーム送信タイミング（送信エラー発生） 

 

RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

RX-ER

Preamble Data CRCSFD

 

図 47.12 MIIフレーム受信タイミング（正常受信） 

 

RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

RX-ER

Preamble Data XXXXSFD

 

図 47.13 MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（1）受信エラー通知） 

 

RX-CLK

RX-DV

RXD3～0

RX-ER

XXXX 1110 XXXX

 

図 47.14 MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（2）受信エラー通知） 
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47.6.4 MIIレジスタのアクセス方法 

PHY-LSI内にあるMIIレジスタへは、本 LSIの PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してアクセスし

ます。IEEE802.3uで規定されるMIIフレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースとして接続します。 
 

（1） MII管理フレームのフォーマット 

MII管理フレームのフォーマットを図 47.15に示します。MIIレジスタをアクセスするには、（2）で示す手順

に従う管理フレームをプログラムによって実現します。 

アクセス種別 MII管理フレーム

項目

ビット数

リード

ライト

PRE

32

1..1

1..1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

00001

00001

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D..D

D..D

IDLE

X

PRE
ST
OP
PHYAD

REGAD

TA

DATA

IDLE

：32個の連続した1
：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、00001をライト（MSBから順次ライト）。
　このビットは、PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、00001をライト（MSBから順次ライト）。
　このビットは、PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り換える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

【記号説明】

 

図 47.15 MII管理フレームフォーマット 
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（2） MIIレジスタアクセス手順 

プログラムは、PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してMIIレジスタをアクセスします。アクセス

は、1ビット単位のデータライト、1ビット単位のデータをリードし、バスの解放および単独バス解放の組み合わ

せによって実現します。MIIレジスタアクセスタイミング例を図 47.16～図 47.19に示します。アクセスタイミン

グは、PHY-LSIの種類によって異なります。 

MDC

MDO

1ビットデータのライトと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 47.16 1ビットデータのライトフロー 

 

MDC

MDO

バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト 

MMD＝0
MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト
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図 47.17 バス解放フロー（図 47.15中のリード時の TA） 
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図 47.18 1ビットデータのリードフロー 
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図 47.19 単独バス解放フロー（図 47.15中のライト時の IDLE） 

 

47.6.5 IPG設定による動作 

EtherCは、送信フレーム間の無送信期間 IPG（Inter Packet Gap）を変更する機能を有しています。IPG設定レジ

スタ（IPGR）の設定値を変更することで、伝送効率を標準値よりも上げたり下げたりすることが可能です。なお

IPGの設定は IEEE802.3標準で定められています。設定を変更するときは、同じネットワークでそれぞれの機器が

うまく動作するかどうかの確認作業を十分に行ってください。 
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ケース-A
（短いIPG）

① ② ③ ④ ⑤

ケース-B
（長いIPG）

① ② ③ ④

パケット IPG*

【注】*　IPGは、回線の状態やシステムバスの使用状況により、設定値より長くなることがあります。  

図 47.20 IPGの変更による伝送効率の違い 

 

47.6.6 フロー制御 

EtherCは、全二重動作時に IEEE802.3x準拠のフロー制御機能をサポートしています。フロー制御は、受信と送

信の双方の動作に対して適用することができます。フロー制御をするときの PAUSEフレームの送信には、次の手

順があります。 

（1） 自動 PAUSEフレームの送信 

受信フレームに対しては、受信 FIFO（E-DMACに内蔵）に書き込まれたデータ量が E-DMAC内蔵のフロー制

御開始 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）に設定された値に達すると PAUSEフレームを自動送信します。こ

のときの PAUSEフレームに含まれる TIMEパラメータは、自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）で設定し

ます。自動 PAUSEフレームの送信は、受信 FIFO内のデータが読み出されてデータ量が FCFTR設定値未満にな

るまで繰り返されます。また、自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）により PAUSEフレーム

の再送信回数の上限値を設定することもできます。この場合は、受信 FIFO内のデータ量が FCFTR設定値未満に

なるか、送信回数が TPAUSERの設定値に達するまで PAUSEフレームの送信が繰り返されます。自動 PAUSEフ

レームの送信は EtherCモードレジスタ（ECMR）の TXFビットが 1の場合に有効となります。 

（2） 手動 PAUSEフレームの送信 

ソフトウェアからの指示により、PAUSEフレームを送信します。手動 PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR）

への Timer値を書き込むと、手動 PAUSEフレームの送信を開始します。この手順による PAUSEフレームの送信

は、1回のみです。 

（3） PAUSEフレームの受信 

PAUSEフレームを受信した場合、Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を待ちます。ただし、

送信中のフレームについては送信を継続します。PAUSEフレームの受信は EtherCモードレジスタ（ECMR）の

RXFビットが 1の場合に有効となります。 
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47.7 PHY-LSIとの接続 

47.7.1 RMIIフレームタイミング 

RMII フレームのタイミングを図 47.21、図 47.22に示します。 
 

RMII_REF_CLK

RMII_TX_EN

RMII_TXD1

RMII_TXD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 A B C D E F G H I J 0

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 A B C D E F G H I J 0

Preamble SFD/J/ /K/ Data

nibble boundary

 

図 47.21 RMIIフレーム受信タイミング（100Mbps正常受信時） 

 

RMII_REF_CLK

RMII_TX_EN

RMII_TXD1

RMII_TXD0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 A B C D E F G H I J 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 A B C D E F G H I J 0

Preamble SFD Data  

図 47.22 RMIIフレーム送信タイミング（100Mbps正常送信時） 
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47.7.2 Mll-RMIIインタフェース変換 

本 LSIは、RMIIインタフェースをサポートしています。RMIIインタフェースは、Mll-RMII変換回路で、MII

インタフェースを変換して作成されます。 

（1） クロック 

RMIIインタフェースからの REF50CK（50MHz）を分周し、TX-CLK/RX-CLK（25MHz、2.5MHz）を出力しま

す。 

（2） 受信 

RMII インタフェースからの受信波形をMIIインタフェースに変換して出力します（10Mbps、100Mbps）。 

RMII インタフェースからのフォルスキャリア検知をMIIインタフェースに変換して出力します。 

RMII インタフェースからの RMII_RX-ER信号をMIIインタフェースに出力します。 

【注】フォルスキャリア検知は、プリアンブル検出から受信が終了する（RX-DVネゲート）まで発生しません。 

（3） 送信 

MIIインタフェースからの送信波形を RMIIインタフェースに変換して出力します（10Mbps、100Mbps）。 

コリジョン信号（COL）を CRSと TX-ENの ANDで生成します。 

（4） 全二重／半二重の選択 

全二重転送モード時は、COLアサートを抑止します。 
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図 47.23に、インタフェース変換回路の概略図を示します。 

 

RMII_CRS-DV

MII-RMII変換

TX-EN RMII_TX-EN

RMII_TXD1
RMII_TXD0

4ビット→
2ビット変換

ETXD3～
ETXD0

COL

CRS

2ビット→
4ビット変換

CRS、
RX_DV
生成

フォルス
キャリア検知

クロック
　生成

RX-DV

ERXD3～
ERXD0

TX-ER

RMII_REF_CLK

RMII_RXD1
RMII_RXD0

RMII_RX-ER

D

D

半2重／全2重

TX-CLK

RX-CLK

 

図 47.23 MII-RMIIインタフェース変換概略図 
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47.8 使用上の注意事項 

（1） ピンセレクトレジスタ 

イーサネットMACコントローラの機能を有効にするには、PFCのピンセレクトレジスタを EtherMACに設定し

ます。本設定は、CPUからイーサネットMACコントローラにアクセスする前に設定してください。 
 

（2） ソフトウェアリセット 

イーサネットMACコントローラのソフトウェアリセットは E-DMACの EDMRの SWRビットに 1をセットす

ることにより可能です。 

DMA転送中にソフトウェアリセットを実行した場合でも実行中の転送動作は完了しますが、DMAデータは保

証されません。 
 

（3） スタンバイ 

イーサネットMACコントローラはスタンバイへの移行が指示されると、現在実行中の SHwyイニシエータ動作

を完了後スタンバイ状態になります。スタンバイ状態からの復帰時は、リセットおよび初期設定が必要です。 
 

（4） 半二重動作時の Backoff期間 

イーサネットMACコントローラにおいて既知の不具合があります。不具合は半二重動作時の他局との衝突発生

時にのみ発生し、Backoff期間が規定より長くなることがあります。Backoff期間が長くなるケースがあることで

送信性能が劣化することになります。性能劣化度合いについては、衝突の発生頻度などによって異なりますが、

衝突の頻度が増加する程、劣化度合いが高くなります。 
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48. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

48.1 概要 

ピンファンクションコントローラ（PFC）は、汎用ポート機能およびマルチプレクス端子の機能を選択するため

のレジスタで構成されています。端子機能と入出力方向は、LSIの動作モードに関係なく端子ごとに個別に選択す

ることができます。 

表 48.1に、本 LSIのマルチプレクス端子の一覧を示します。 

各端子は、汎用ポート、機能 1、機能 2、機能 3の機能を選択できます。機能 1だけのマルチプレクス端子の場

合、ポート制御レジスタで「その他の機能」を設定すると機能 1が選択されます。機能 1、機能 2、機能 3のマル

チプレクス端子の場合、ポート制御レジスタで「その他の機能」を設定し、かつピンセレクトレジスタで使用す

る機能を選択します。 

表中のハッチングで示した部分は、リセット直後から使用できる機能です。I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ A、

B、C、Dの設定は、ポート制御レジスタの設定よりも優先されます。 
 

表 48.1 マルチプレクス一覧表 

汎用ポート 機能 1（関連モジュール） 機能 2（関連モジュール） 機能 3（関連モジュール） 

PTA7 入出力 D23 入出力 (BSC) KEYOUT2 出力 (KEYSC) IDED15 入出力 (ATAPI) 

PTA6 入出力 D22 入出力 (BSC) KEYOUT1 出力 (KEYSC) IDED14 入出力 (ATAPI) 

PTA5 入出力 D21 入出力 (BSC) KEYOUT0 出力 (KEYSC) IDED13 入出力 (ATAPI) 

PTA4 入出力 D20 入出力 (BSC) KEYIN4 入力 (KEYSC) IDED12 入出力 (ATAPI) 

PTA3 入出力 D19 入出力 (BSC) KEYIN3 入力 (KEYSC) IDED11 入出力 (ATAPI) 

PTA2 入出力 D18 入出力 (BSC) KEYIN2 入力 (KEYSC) IDED10 入出力 (ATAPI) 

PTA1 入出力 D17 入出力 (BSC) KEYIN1 入力 (KEYSC) IDED9 入出力 (ATAPI) 

PTA0 入出力 D16 入出力 (BSC) KEYIN0 入力 (KEYSC) IDED8 入出力 (ATAPI) 

PTB7 入出力 D31 入出力 (BSC) TPUTO1 出力 (TPU) IDEA1 出力 (ATAPI) 

PTB6 入出力 D30 入出力 (BSC) TPUTO0 出力 (TPU) IDEA0 出力 (ATAPI) 

PTB5 入出力 D29 入出力 (BSC) － IODREQ 入力 (ATAPI) 

PTB4 入出力 D28 入出力 (BSC) － IDECS0 出力 (ATAPI) 

PTB3 入出力 D27 入出力 (BSC) － IDECS1 出力 (ATAPI) 

PTB2 入出力 D26 入出力 (BSC) KEYOUT5/IN5 入出力 (KEYSC) IDEIORD 出力 (ATAPI) 

PTB1 入出力 D25 入出力 (BSC) KEYOUT4/IN6 入出力 (KEYSC) IDEIOWR 出力 (ATAPI) 

PTB0 入出力 D24 入出力 (BSC) KEYOUT3 出力 (KEYSC) IDEINT 入力 (ATAPI) 

PTC7 入出力 LCDD7 入出力 (LCDC) － － 

PTC6 入出力 LCDD6 入出力 (LCDC) － － 

PTC5 入出力 LCDD5 入出力 (LCDC) － － 
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汎用ポート 機能 1（関連モジュール） 機能 2（関連モジュール） 機能 3（関連モジュール） 

PTC4 入出力 LCDD4 入出力 (LCDC) － － 

PTC3 入出力 LCDD3 入出力 (LCDC) － － 

PTC2 入出力 LCDD2 入出力 (LCDC) － － 

PTC1 入出力 LCDD1 入出力 (LCDC) － － 

PTC0 入出力 LCDD0 入出力 (LCDC) － － 

PTD7 入出力 LCDD15 入出力 (LCDC) － － 

PTD6 入出力 LCDD14 入出力 (LCDC) － － 

PTD5 入出力 LCDD13 入出力 (LCDC) － － 

PTD4 入出力 LCDD12 入出力 (LCDC) － － 

PTD3 入出力 LCDD11 入出力 (LCDC) － － 

PTD2 入出力 LCDD10 入出力 (LCDC) － － 

PTD1 入出力 LCDD9 入出力 (LCDC) － － 

PTD0 入出力 LCDD8 入出力 (LCDC) － － 

PTE7 入出力 FSIMCKB 入力 (FSI) － － 

PTE6 入出力 FSIMCKA 入力 (FSI) － － 

PTE5 入出力 LCDD21 入出力 (LCDC) SCIF2_TXD 出力 (SCIF2) － 

PTE4 入出力 LCDD20 入出力 (LCDC) SCIF4_SCK 入出力 (SCIFA4) － 

PTE3 入出力 LCDD19 入出力 (LCDC) SCIF4_RXD 入力 (SCIFA4) － 

PTE2 入出力 LCDD18 入出力 (LCDC) SCIF4_TXD 出力 (SCIFA4) － 

PTE1 入出力 LCDD17 入出力 (LCDC) － － 

PTE0 入出力 LCDD16 入出力 (LCDC) － － 

PTF7 入出力 LCDVSYN 入出力 (LCDC) － － 

PTF6 入出力 LCDDISP/LCDRS 出力 (LCDC) － － 

PTF5 入出力 LCDHSYN/LCDCS 出力 (LCDC) － － 

PTF4 入出力 LCDDON 出力 (LCDC) － － 

PTF3 入出力 LCDDCK/LCDWR 出力 (LCDC) － － 

PTF2 入出力 LCDVEPWC 出力 (LCDC) SCIF0_TXD 出力 (SCIF0) － 

PTF1 入出力 LCDD23 入出力 (LCDC) SCIF2_SCK 入出力 (SCIF2) － 

PTF0 入出力 LCDD22 入出力 (LCDC) SCIF2_RXD 入力 (SCIF2) － 

PTG5 出力 AUDCK 出力 (AUD) － － 

PTG4 出力 AUDSYNC 出力 (AUD) － － 

PTG3 出力 AUDATA3 出力 (AUD) － － 

PTG2 出力 AUDATA2 出力 (AUD) － － 

PTG1 出力 AUDATA1 出力 (AUD) － － 

PTG0 出力 AUDATA0 出力 (AUD) － － 

PTH7 入出力 VIO0_VD 入力 (VIO) － － 

PTH6 入出力 VIO0_CLK 入力 (VIO) － － 

PTH5 入出力 VIO0_D7 入力 (VIO) － － 
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汎用ポート 機能 1（関連モジュール） 機能 2（関連モジュール） 機能 3（関連モジュール） 

PTH4 入出力 VIO0_D6 入力 (VIO) － － 

PTH3 入出力 VIO0_D5 入力 (VIO) － － 

PTH2 入出力 VIO0_D4 入力 (VIO) － － 

PTH1 入出力 VIO0_D3 入力 (VIO) － － 

PTH0 入出力 VIO0_D2 入力 (VIO) － － 

PTJ7 出力 PDSTATUS 出力 (システム) － － 

PTJ6 出力 STATUS2 出力 (システム) － － 

PTJ5 出力  STATUS0 出力 (システム) － － 

PTJ3 入出力 A25 出力 (BSC) BS 出力 (BSC) － 

PTJ2 入出力 A24 出力 (BSC) － － 

PTJ1 入出力  A23 出力 (BSC) － － 

PTJ0 入出力  A22 出力 (BSC) － － 

PTK7 入出力 VIO1_D5 入力 (VIO) VIO0_D13 入力 (VIO) IDED5 入出力 (ATAPI) 

PTK6 入出力  VIO1_D4 入力 (VIO) VIO0_D12 入力 (VIO) IDED4 入出力 (ATAPI) 

PTK5 入出力 VIO1_D3 入力 (VIO) VIO0_D11 入力 (VIO) IDED3 入出力 (ATAPI) 

PTK4 入出力 VIO1_D2 入力 (VIO) VIO0_D10 入力 (VIO) IDED2 入出力 (ATAPI) 

PTK3 入出力 VIO1_D1 入力 (VIO) VIO0_D9 入力 (VIO) IDED1 入出力 (ATAPI) 

PTK2 入出力 VIO1_D0 入力 (VIO) VIO0_D8 入力 (VIO) IDED0 入出力 (ATAPI) 

PTK1 入出力 VIO0_FLD 入力 (VIO) － － 

PTK0 入出力 VIO0_HD 入力 (VIO) － － 

PTL7 入出力 DV_D5 出力 (VOU) SCIF3_SCK 入出力 (SCIFA3) RMII_RXD0 入力 (EtherMAC) 

PTL6 入出力 DV_D4 出力 (VOU) SCIF3_RXD 入力 (SCIFA3) RMII_RXD1 入力 (EtherMAC) 

PTL5 入出力 DV_D3 出力 (VOU) SCIF3_TXD 出力 (SCIFA3) RMII_REF_CLK 入力 

(EtherMAC) 

PTL4 入出力 DV_D2 出力 (VOU) SCIF1_SCK 入出力 (SCIF1) RMII_TX_EN 出力 (EtherMAC) 

PTL3 入出力 DV_D1 出力 (VOU) SCIF1_RXD 入力 (SCIF1) RMII_TXD0 出力 (EtherMAC) 

PTL2 入出力 DV_D0 出力 (VOU) SCIF1_TXD 出力 (SCIF1) RMII_TXD1 出力 (EtherMAC) 

PTL1 入出力 DV_D15 出力 (VOU) － － 

PTL0 入出力 DV_D14 出力 (VOU) MSIOF0_MCK 入出力 (MSIOF0) － 

PTM7 入出力  DV_D13 出力 (VOU) MSIOF0_TSCK 入出力 

(MSIOF0) 

－ 

PTM6 入出力  DV_D12 出力 (VOU) MSIOF0_RXD 入力 (MSIOF0) － 

PTM5 入出力  DV_D11 出力 (VOU) MSIOF0_TXD 出力 (MSIOF0) － 

PTM4 入出力  DV_D10 出力 (VOU) MSIOF0_TSYNC 入出力 

(MSIOF0) 

－ 

PTM3 入出力 DV_D9 出力 (VOU) MSIOF0_SS1/MSIOF0_RSCK  

入出力 (MSIOF0) 

－ 

PTM2 入出力  DV_D8 出力 (VOU) MSIOF0_SS2/MSIOF0_RSYNC  

入出力 (MSIOF0) 

－ 
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汎用ポート 機能 1（関連モジュール） 機能 2（関連モジュール） 機能 3（関連モジュール） 

PTM1 入出力  LCDVCPWC 出力 (LCDC) SCIF0_RXD 入力 (SCIF0) － 

PTM0 入出力  LCDRD 出力 (LCDC) SCIF0_SCK 入出力 (SCIF0) － 

PTN7 入出力  VIO0_D1 入力 (VIO) － － 

PTN6 入出力  VIO0_D0 入力 (VIO) － － 

PTN5 入出力  DV_CLKI 入力 (VOU) － － 

PTN4 入出力  DV_CLK 出力 (VOU) SCIF2_SCK 入出力 (SCIF2) － 

PTN3 入出力  DV_VSYNC 出力 (VOU) SCIF2_RXD 入力 (SCIF2) － 

PTN2 入出力  DV_HSYNC 出力 (VOU) SCIF2_TXD 出力 (SCIF2) － 

PTN1 入出力  DV_D7 出力 (VOU) SCIF3_CTS 入力 (SCIFA3) RMII_RX_ER 入力 (EtherMAC) 

PTN0 入出力  DV_D6 出力 (VOU) SCIF3_RTS 出力 (SCIFA3) RMII_CRS_DV 入力 (EtherMAC) 

PTQ7 入出力 D7 入出力 (BSC) － － 

PTQ6 入出力 D6 入出力 (BSC) － － 

PTQ5 入出力 D5 入出力 (BSC) － － 

PTQ4 入出力 D4 入出力 (BSC) － － 

PTQ3 入出力 D3 入出力 (BSC) － － 

PTQ2 入出力 D2 入出力 (BSC) － － 

PTQ1 入出力 D1 入出力 (BSC) － － 

PTQ0 入出力 D0 入出力 (BSC) － － 

PTR7 入出力 CS6B/CE1B 出力 (BSC) － － 

PTR6 入出力 CS6A/CE2B 出力 (BSC) － － 

PTR5 入出力 CS5B/CE1A 出力 (BSC) － － 

PTR4 入出力 CS5A/CE2A 出力 (BSC) － － 

PTR3 入力 IOIS16 入力 (BSC) LCDLCLK 入力 (LCDC) － 

PTR2 入力 WAIT 入力 (BSC) － － 

PTR1 入出力 WE3/ICIOWR 出力 (BSC) TPUTO3 出力 (TPU) TPUTI3 入力 (TPU) 

PTR0 入出力 WE2/ICIORD 出力 (BSC) TPUTO2 出力 (TPU) IDEA2 出力 (ATAPI) 

PTS6 入出力 VIO_CKO 出力 (VIO) － － 

PTS5 入出力 VIO1_FLD 入力 (VIO) TPUTI2 入力 (TPU) IDEIORDY 入力 (ATAPI) 

PTS4 入出力 VIO1_HD 入力 (VIO) SCIF5_SCK 入出力 (SCIFA5) － 

PTS3 入出力 VIO1_VD 入力 (VIO) SCIF5_RXD 入力 (SCIFA5) － 

PTS2 入出力 VIO1_CLK 入力 (VIO) SCIF5_TXD 出力 (SCIFA5) － 

PTS1 入出力 VIO1_D7 入力 (VIO) VIO0_D15 入力 (VIO) IDED7入出力 (ATAPI) 

PTS0 入出力 VIO1_D6 入力 (VIO) VIO0_D14 入力 (VIO) IDED6入出力 (ATAPI) 

PTT7 入出力 D15 入出力 (BSC) － － 

PTT6 入出力 D14 入出力 (BSC) － － 

PTT5 入出力 D13 入出力 (BSC) － － 

PTT4 入出力 D12 入出力 (BSC) － － 

PTT3 入出力 D11 入出力 (BSC) － － 
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汎用ポート 機能 1（関連モジュール） 機能 2（関連モジュール） 機能 3（関連モジュール） 

PTT2 入出力 D10 入出力 (BSC) － － 

PTT1 入出力 D9 入出力 (BSC) － － 

PTT0 入出力 D8 入出力 (BSC) － － 

PTU7 入出力 DACK0 出力 (DMAC) － － 

PTU6 入出力 DREQ0 入力 (DMAC) － － 

PTU5 入出力 FSIOASD 出力 (FSI) － － 

PTU4 入出力 FSIIABCK 入力 (FSI) － － 

PTU3 入出力 FSIIALRCK 入力 (FSI) － － 

PTU2 入出力 FSIOABCK 出力 (FSI) － － 

PTU1 入出力 FSIOALRCK 出力 (FSI) － － 

PTU0 入出力 CLKAUDIOAO 出力 (FSI) － － 

PTV7 入出力 FSIIBSD 入力 (FSI) MSIOF1_SS2/MSIOF1_RSYNC  

入出力 (MSIOF1) 

－ 

PTV6 入出力 FSIOBSD 出力 (FSI) MSIOF1_SS1/MSIOF1_RSCK  

入出力 (MSIOF1) 

－ 

PTV5 入出力 FSIIBBCK 入力 (FSI) MSIOF1_RXD 入力 (MSIOF1) － 

PTV4 入出力 FSIIBLRCK 入力 (FSI) MSIOF1_TSYNC 出力 (MSIOF1) － 

PTV3 入出力 FSIOBBCK 出力 (FSI) MSIOF1_TSCK 入出力 

(MSIOF1) 

－ 

PTV2 入出力 FSIOBLRCK 出力 (FSI) MSIOF1_TXD 出力 (MSIOF1) － 

PTV1 入出力 CLKAUDIOBO 出力 (FSI) MSIOF1_MCK 入力 (MSIOF1) － 

PTV0 入出力 FSIIASD 入力 (FSI) － － 

PTW7 入出力 MMC_D7 入出力 (MMCIF) SDHI1CD 入力 (SDHI1) IODACK 出力 (ATAPI) 

PTW6 入出力 MMC_D6 入出力 (MMCIF) SDHI1WP 入力 (SDHI1) IDERST 出力(ATAPI) 

PTW5 入出力 MMC_D5 入出力 (MMCIF) SDHI1D3 入出力 (SDHI1) EXBUF_ENB 出力 (ATAPI) 

PTW4 入出力 MMC_D4 入出力 (MMCIF) SDHI1D2 入出力 (SDHI1) DIRECTION 出力 (ATAPI) 

PTW3 入出力 MMC_D3 入出力 (MMCIF) SDHI1D1 入出力 (SDHI1) － 

PTW2 入出力 MMC_D2 入出力 (MMCIF) SDHI1D0 入出力 (SDHI1) － 

PTW1 入出力 MMC_D1 入出力 (MMCIF) SDHI1CMD 入出力 (SDHI1) － 

PTW0 入出力 MMC_D0 入出力 (MMCIF) SDHI1CLK 出力 (SDHI1) － 

PTX7 入出力 DACK1 出力 (DMAC) IRDA_OUT 出力 (IrDA) － 

PTX6 入出力 DREQ1 入力 (DMAC) IRDA_IN 入力 (IrDA) － 

PTX5 入出力 TS0_SDAT 入力 (TSIF) － LNKSTA 入力 (EtherMAC) 

PTX4 入出力 TS0_SCK 入力 (TSIF) － MDIO 入出力 (EtherMAC) 

PTX3 入出力 TS0_SDEN 入力 (TSIF) － MDC 出力 (EtherMAC) 

PTX2 入出力 TS0_SPSYNC 入力 (TSIF) － － 

PTX1 入出力 MMC_CLK 出力 (MMCIF) － － 

PTX0 入出力 MMC_CMD 入出力 (MMCIF) － － 
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汎用ポート 機能 1（関連モジュール） 機能 2（関連モジュール） 機能 3（関連モジュール） 

PTY7 入出力 SDHI0CD 入力 (SDHI0) － － 

PTY6 入出力 SDHI0WP 入力 (SDHI0) － － 

PTY5 入出力 SDHI0D3 入出力 (SDHI0) － － 

PTY4 入出力 SDHI0D2 入出力 (SDHI0) － － 

PTY3 入出力 SDHI0D1 入出力 (SDHI0) － － 

PTY2 入出力 SDHI0D0 入出力 (SDHI0) － － 

PTY1 入出力 SDHI0CMD 入出力 (SDHI0) － － 

PTY0 入出力 SDHI0CLK 出力 (SDHI0) － － 

PTZ7 入出力 IRQ7 入力 (INTC) SCIF3_CTS 入力 (SCIFA3) － 

PTZ6 入出力 IRQ6 入力 (INTC) SCIF3_RTS 出力 (SCIFA3) － 

PTZ5 入出力 IRQ5 入力 (INTC) SCIF3_SCK 入出力 (SCIFA3) － 

PTZ4 入出力 IRQ4 入力 (INTC) SCIF3_RXD 入力 (SCIFA3) － 

PTZ3 入出力 IRQ3 入力 (INTC) SCIF3_TXD 出力 (SCIFA3) － 

PTZ2 入出力 IRQ2 入力 (INTC) － － 

PTZ1 入出力 IRQ1 入力 (INTC) － － 

PTZ0 入出力 IRQ0 入力 (INTC) － － 
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48.2 レジスタの説明 

PFCのレジスタ構成を表 48.2に示します。また、各処理モ－ドにおけるレジスタの状態を表 48.3に示します。 
 

表 48.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート A制御レジスタ PACR R/W H'A405 0100 16 

ポート B制御レジスタ PBCR R/W H'A405 0102 16 

ポート C制御レジスタ PCCR R/W H'A405 0104 16 

ポート D制御レジスタ PDCR R/W H'A405 0106 16 

ポート E制御レジスタ PECR R/W H'A405 0108 16 

ポート F制御レジスタ PFCR R/W H'A405 010A 16 

ポート G制御レジスタ PGCR R/W H'A405 010C 16 

ポート H制御レジスタ PHCR R/W H'A405 010E 16 

ポート J制御レジスタ PJCR R/W H'A405 0110 16 

ポート K制御レジスタ PKCR R/W H'A405 0112 16 

ポート L制御レジスタ PLCR R/W H'A405 0114 16 

ポート M制御レジスタ PMCR R/W H'A405 0116 16 

ポート N制御レジスタ PNCR R/W H'A405 0118 16 

ポート Q制御レジスタ PQCR R/W H'A405 011A 16 

ポート R制御レジスタ PRCR R/W H'A405 011C 16 

ポート S制御レジスタ PSCR R/W H'A405 011E 16 

ポート T制御レジスタ PTCR R/W H'A405 0140 16 

ポート U制御レジスタ PUCR R/W H'A405 0142 16 

ポート V制御レジスタ PVCR R/W H'A405 0144 16 

ポートW制御レジスタ PWCR R/W H'A405 0146 16 

ポート X制御レジスタ PXCR R/W H'A405 0148 16 

ポート Y制御レジスタ PYCR R/W H'A405 014A 16 

ポート Z制御レジスタ PZCR R/W H'A405 014C 16 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'A405 0120 8 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'A405 0122 8 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'A405 0124 8 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'A405 0126 8 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'A405 0128 8 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'A405 012A 8 

ポート Gデータレジスタ PGDR R/W H'A405 012C 8 

ポート Hデータレジスタ PHDR R/W H'A405 012E 8 

ポート Jデータレジスタ PJDR R/W H'A405 0130 8 

ポート Kデータレジスタ PKDR R/W H'A405 0132 8 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Lデータレジスタ PLDR R/W H'A405 0134 8 

ポート Mデータレジスタ PMDR R/W H'A405 0136 8 

ポート Nデータレジスタ PNDR R/W H'A405 0138 8 

ポート Qデータレジスタ PQDR R/W H'A405 013A 8 

ポート Rデータレジスタ PRDR R/W H'A405 013C 8 

ポート Sデータレジスタ PSDR R/W H'A405 013E 8 

ポート Tデータレジスタ PTDR R/W H'A405 0160 8 

ポート Uデータレジスタ PUDR R/W H'A405 0162 8 

ポート Vデータレジスタ PVDR R/W H'A405 0164 8 

ポートWデータレジスタ PWDR R/W H'A405 0166 8 

ポート Xデータレジスタ PXDR R/W H'A405 0168 8 

ポート Yデータレジスタ PYDR R/W H'A405 016A 8 

ポート Zデータレジスタ PZDR R/W H'A405 016C 8 

ピンセレクトレジスタ A PSELA R/W H'A405 014E 16 

ピンセレクトレジスタ B PSELB R/W H'A405 0150 16 

ピンセレクトレジスタ C PSELC R/W H'A405 0152 16 

ピンセレクトレジスタ D PSELD R/W H'A405 0154 16 

ピンセレクトレジスタ E PSELE R/W H'A405 0156 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ A HIZCRA R/W H'A405 0158 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ B HIZCRB R/W H'A405 015A 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ C HIZCRC R/W H'A405 015C 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ D HIZCRD R/W H'A405 015E 16 

モジュール機能選択レジスタ A MSELCRA R/W H'A405 0180 16 

モジュール機能選択レジスタ B MSELCRB R/W H'A405 0182 16 

プルアップ制御レジスタ PULCR R/W H'A405 0184 16 

I/Oバッファ Drive制御レジスタ A DRVCRA R/W H'A405 018A 16 

I/Oバッファ Drive制御レジスタ B DRVCRB R/W H'A405 018C 16 

I/Oバッファ Drive制御レジスタ C DRVCRC R/W H'A405 018E 16 
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表 48.3 各処理モ－ドにおけるレジスタの状態 

略称 パワ－オン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュ－ル 

スタンバイ 

U-スタンバイ R-スタンバイ スリ－プ 

PACR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PBCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PCCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PDCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PECR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PFCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PGCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PHCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PJCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PKCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PLCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PMCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PNCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PQCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PRCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PTCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PUCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PVCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PXCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PYCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PZCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PADR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PBDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PCDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PDDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PEDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PFDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PGDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PHDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PJDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PKDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PLDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PMDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PNDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 
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略称 パワ－オン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュ－ル 

スタンバイ 

U-スタンバイ R-スタンバイ スリ－プ 

PQDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PRDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PTDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PUDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PVDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PWDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PYDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PZDR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSELA 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSELB 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSELC 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSELD 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PSELE 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

HIZCRA 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

HIZCRB 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

HIZCRC 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

HIZCRD 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

MSELCRA 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

MSELCRB 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

PULCR 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

DRVCRA 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

DRVCRB 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 

DRVCRC 初期化 保持 保持 － 初期化 保持 保持 
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48.2.1 ポート A制御レジスタ（PACR） 

PACRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Aの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PA7MD[1:0] PA6MD[1:0] PA5MD[1:0] PA4MD[1:0] PA3MD[1:0] PA2MD[1:0] PA1MD[1:0] PA0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PA7MD[1:0] 00 R/W PTA7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PA6MD[1:0] 00 R/W PTA6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PA5MD[1:0] 00 R/W PTA5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PA4MD[1:0] 00 R/W PTA4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PA3MD[1:0] 00 R/W PTA3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PA2MD[1:0] 00 R/W PTA2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PA1MD[1:0] 00 R/W PTA1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PA0MD[1:0] 00 R/W PTA0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.2 ポート B制御レジスタ（PBCR） 

PBCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Bの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB7MD[1:0] PB6MD[1:0] PB5MD[1:0] PB4MD[1:0] PB3MD[1:0] PB2MD[1:0] PB1MD[1:0] PB0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PB7MD[1:0] 00 R/W PTB7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PB6MD[1:0] 00 R/W PTB6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PB5MD[1:0] 00 R/W PTB5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PB4MD[1:0] 00 R/W PTB4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PB3MD[1:0] 00 R/W PTB3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PB2MD[1:0] 00 R/W PTB2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PB1MD[1:0] 00 R/W PTB1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PB0MD[1:0] 00 R/W PTB0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.3 ポート C制御レジスタ（PCCR） 

PCCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Cの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PC7MD[1:0] PC5MD[1:0] PC4MD[1:0] PC3MD[1:0] PC2MD[1:0] PC1MD[1:0]PC6MD[1:0] PC0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PC7MD[1:0] 10 R/W PTC7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PC6MD[1:0] 10 R/W PTC6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PC5MD[1:0] 10 R/W PTC5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PC4MD[1:0] 10 R/W PTC4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PC3MD[1:0] 10 R/W PTC3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PC2MD[1:0] 10 R/W PTC2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PC1MD[1:0] 10 R/W PTC1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PC0MD[1:0] 10 R/W PTC0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.4 ポート D制御レジスタ（PDCR） 

PDCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Dの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PD7MD[1:0] PD6MD[1:0] PD5MD[1:0] PD4MD[1:0] PD3MD[1:0] PD2MD[1:0] PD1MD[1:0] PD0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PD7MD[1:0] 10 R/W PTD7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PD6MD[1:0] 10 R/W PTD6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PD5MD[1:0] 10 R/W PTD5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PD4MD[1:0] 10 R/W PTD4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PD3MD[1:0] 10 R/W PTD3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PD2MD[1:0] 10 R/W PTD2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PD1MD[1:0] 10 R/W PTD1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PD0MD[1:0] 10 R/W PTD0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.5 ポート E制御レジスタ（PECR） 

PECRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Eの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PE7MD[1:0] PE6MD[1:0] PE4MD[1:0] PE1MD[1:0]PE2MD[1:0]PE3MD[1:0] PE0MD[1:0]PE5MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PE7MD[1:0] 10 R/W PTE7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PE6MD[1:0] 10 R/W PTE6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PE5MD[1:0] 10 R/W PTE5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

9、8 PE4MD[1:0] 10 R/W PTE4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

7、6 PE3MD[1:0] 10 R/W PTE3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

5、4 PE2MD[1:0] 10 R/W PTE2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PE1MD[1:0] 10 R/W PTE1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PE0MD[1:0] 10 R/W PTE0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.6 ポート F制御レジスタ（PFCR） 

PFCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Fの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PF7MD[1:0] PF6MD[1:0] PF5MD[1:0] PF4MD[1:0] PF1MD[1:0]PF2MD[1:0]PF3MD[1:0] PF0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PF7MD[1:0] 10 R/W PTF7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PF6MD[1:0] 10 R/W PTF6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PF5MD[1:0] 10 R/W PTF5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PF4MD[1:0] 10 R/W PTF4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PF3MD[1:0] 10 R/W PTF3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PF2MD[1:0] 10 R/W PTF2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 



 

48. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

48-22  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2011.02.09 

SH7724

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PF1MD[1:0] 10 R/W PTF1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

01：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

1、0 PF0MD[1:0] 10 R/W PTF0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

01：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 
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48.2.7 ポート G制御レジスタ（PGCR） 

PGCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Gの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — PG5MD[1:0] PG1MD[1:0]PG2MD[1:0]PG3MD[1:0]PG4MD[1:0] PG0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11、10 PG5MD[1:0] 01 R/W PTG5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

9、8 PG4MD[1:0] 01 R/W PTG4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

7、6 PG3MD[1:0] 01 R/W PTG3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

5、4 PG2MD[1:0] 01 R/W PTG2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

3、2 PG1MD[1:0] 01 R/W PTG1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

1、0 PG0MD[1:0] 01 R/W PTG0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 
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48.2.8 ポート H制御レジスタ（PHCR） 

PHCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Hの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PH7MD[1:0] PH6MD[1:0] PH5MD[1:0] PH4MD[1:0] PH3MD[1:0] PH2MD[1:0] PH1MD[1:0] PH0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PH7MD[1:0] 10 R/W PTH7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PH6MD[1:0] 10 R/W PTH6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PH5MD[1:0] 10 R/W PTH5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PH4MD[1:0] 10 R/W PTH4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PH3MD[1:0] 10 R/W PTH3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PH2MD[1:0] 10 R/W PTH2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PH1MD[1:0] 10 R/W PTH1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PH0MD[1:0] 10 R/W PTH0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.9 ポート J制御レジスタ（PJCR） 

PJCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Jの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PJ7MD[1:0] PJ6MD[1:0] PJ1MD[1:0]PJ5MD[1:0] — — PJ3MD[1:0] PJ2MD[1:0] PJ0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PJ7MD[1:0] 00 R/W PTJ7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

13、12 PJ6MD[1:0] 00 R/W PTJ6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

11、10 PJ5MD[1:0] 00 R/W PTJ5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

1x：設定禁止 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 PJ3MD[1:0] 00 R/W PTJ3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PJ2MD[1:0] 00 R/W PTJ2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

3、2 PJ1MD[1:0] 00 R/W PTJ1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PJ0MD[1:0] 00 R/W PTJ0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.10 ポート K制御レジスタ（PKCR） 

PKCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Kの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PK7MD[1:0] PK1MD[1:0]PK2MD[1:0]PK3MD[1:0]PK4MD[1:0]PK5MD[1:0]PK6MD[1:0] PK0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PK7MD[1:0] 10 R/W PTK7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PK6MD[1:0] 10 R/W PTK6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PK5MD[1:0] 10 R/W PTK5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PK4MD[1:0] 10 R/W PTK4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PK3MD[1:0] 10 R/W PTK3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PK2MD[1:0] 10 R/W PTK2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PK1MD[1:0] 10 R/W PTK1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PK0MD[1:0] 10 R/W PTK0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.11 ポート L制御レジスタ（PLCR） 

PLCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Lの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PL7MD[1:0] PL6MD[1:0] PL5MD[1:0] PL4MD[1:0] PL3MD[1:0] PL2MD[1:0] PL1MD[1:0] PL0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PL7MD[1:0] 10 R/W PTL7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PL6MD[1:0] 10 R/W PTL6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PL5MD[1:0] 10 R/W PTL5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PL4MD[1:0] 10 R/W PTL4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PL3MD[1:0] 10 R/W PTL3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PL2MD[1:0] 10 R/W PTL2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PL1MD[1:0] 10 R/W PTL1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PL0MD[1:0] 10 R/W PTL0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.12 ポート M制御レジスタ（PMCR） 

PMCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポートMの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PM7MD[1:0] PM6MD[1:0] PM5MD[1:0] PM4MD[1:0] PM3MD[1:0] PM2MD[1:0] PM1MD[1:0] PM0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PM7MD[1:0] 10 R/W PTM7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PM6MD[1:0] 10 R/W PTM6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PM5MD[1:0] 10 R/W PTM5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PM4MD[1:0] 10 R/W PTM4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PM3MD[1:0] 10 R/W PTM3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PM2MD[1:0] 10 R/W PTM2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PM1MD[1:0] 10 R/W PTM1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PM0MD[1:0] 10 R/W PTM0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.13 ポート N制御レジスタ（PNCR） 

PNCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Nの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PN7MD[1:0] PN6MD[1:0] PN5MD[1:0] PN4MD[1:0] PN3MD[1:0] PN2MD[1:0] PN1MD[1:0] PN0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PN7MD[1:0] 10 R/W PTN7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PN6MD[1:0] 10 R/W PTN6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PN5MD[1:0] 10 R/W PTN5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

9、8 PN4MD[1:0] 10 R/W PTN4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PN3MD[1:0] 10 R/W PTN3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PN2MD[1:0] 10 R/W PTN2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PN1MD[1:0] 10 R/W PTN1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PN0MD[1:0] 10 R/W PTN0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.14 ポート Q制御レジスタ（PQCR） 

PQCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Qの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PQ7MD[1:0] PQ6MD[1:0] PQ5MD[1:0] PQ4MD[1:0] PQ3MD[1:0] PQ2MD[1:0] PQ1MD[1:0] PQ0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PQ7MD[1:0] 00 R/W PTQ7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

13、12 PQ6MD[1:0] 00 R/W PTQ6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

11、10 PQ5MD[1:0] 00 R/W PTQ5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

9、8 PQ4MD[1:0] 00 R/W PTQ4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

7、6 PQ3MD[1:0] 00 R/W PTQ3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

5、4 PQ2MD[1:0] 00 R/W PTQ2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PQ1MD[1:0] 00 R/W PTQ1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

1、0 PQ0MD[1:0] 00 R/W PTQ0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 
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48.2.15 ポート R制御レジスタ（PRCR） 

PRCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Rの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PR7MD[1:0] PR6MD[1:0] PR5MD[1:0] PR4MD[1:0] PR3MD[1:0] PR1MD[1:0]PR2MD[1:0] PR0MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PR7MD[1:0] 00 R/W PTR7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PR6MD[1:0] 00 R/W PTR6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PR5MD[1:0] 00 R/W PTR5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PR4MD[1:0] 00 R/W PTR4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PR3MD[1:0] 00 R/W PTR3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：設定禁止 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PR2MD[1:0] 00 R/W PTR2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：設定禁止 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PR1MD[1:0] 00 R/W PTR1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PR0MD[1:0] 00 R/W PTR0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.16 ポート S制御レジスタ（PSCR） 

PSCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Sの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — PS1MD[1:0]PS2MD[1:0]PS3MD[1:0]PS4MD[1:0]PS5MD[1:0]PS6MD[1:0] PS0MD[1:0]

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PS6MD[1:0] 10 R/W PTS6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PS5MD[1:0] 10 R/W PTS5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PS4MD[1:0] 10 R/W PTS4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PS3MD[1:0] 10 R/W PTS3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PS2MD[1:0] 10 R/W PTS2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PS1MD[1:0] 10 R/W PTS1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PS0MD[1:0] 10 R/W PTS0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.17 ポート T制御レジスタ（PTCR） 

PTCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Tの端子機能を選択します。 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PT7MD[1:0] PT6MD[1:0] PT5MD[1:0] PT4MD[1:0] PT3MD[1:0] PT2MD[1:0] PT1MD[1:0] PT0MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PT7MD[1:0] 00 R/W PTT7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

13、12 PT6MD[1:0] 00 R/W PTT6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

11、10 PT5MD[1:0] 00 R/W PTT5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

9、8 PT4MD[1:0] 00 R/W PTT4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

7、6 PT3MD[1:0] 00 R/W PTT3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

5、4 PT2MD[1:0] 00 R/W PTT2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 



 

48. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  48-43 

2011.02.09  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PT1MD[1:0] 00 R/W PTT1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

1、0 PT0MD[1:0] 00 R/W PTT0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 
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48.2.18 ポート U制御レジスタ（PUCR） 

PUCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Uの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PU5MD[1:0] PU4MD[1:0] PU3MD[1:0] PU2MD[1:0]PU6MD[1:0]PU7MD[1:0] PU0MD[1:0]PU1MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PU7MD[1:0] 10 R/W PTU7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PU6MD[1:0] 10 R/W PTU6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PU5MD[1:0] 10 R/W PTU5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PU4MD[1:0] 10 R/W PTU4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PU3MD[1:0] 10 R/W PTU3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PU2MD[1:0] 10 R/W PTU2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PU1MD[1:0] 10 R/W PTU1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PU0MD[1:0] 10 R/W PTU0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.19 ポート V制御レジスタ（PVCR） 

PVCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Vの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PV4MD[1:0] PV1MD[1:0]PV2MD[1:0]PV3MD[1:0] PV0MD[1:0]PV5MD[1:0]PV7MD[1:0] PV6MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PV7MD[1:0] 10 R/W PTV7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PV6MD[1:0] 10 R/W PTV6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PV5MD[1:0] 10 R/W PTV5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PV4MD[1:0] 10 R/W PTV4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PV3MD[1:0] 10 R/W PTV3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PV2MD[1:0] 10 R/W PTV2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PV1MD[1:0] 10 R/W PTV1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PV0MD[1:0] 10 R/W PTV0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.20 ポートW制御レジスタ（PWCR） 

PWCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポートWの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PW4MD[1:0] PW1MD[1:0]PW2MD[1:0]PW3MD[1:0] PW0MD[1:0]PW5MD[1:0]PW7MD[1:0] PW6MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PW7MD[1:0] 10 R/W PTW7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PW6MD[1:0] 10 R/W PTW6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PW5MD[1:0] 10 R/W PTW5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PW4MD[1:0] 10 R/W PTW4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PW3MD[1:0] 10 R/W PTW3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PW2MD[1:0] 10 R/W PTW2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PW1MD[1:0] 10 R/W PTW1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PW0MD[1:0] 01 R/W PTW0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.21 ポート X制御レジスタ（PXCR） 

PXCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Xの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PX4MD[1:0] PX1MD[1:0]PX2MD[1:0]PX3MD[1:0] PX0MD[1:0]PX5MD[1:0]PX7MD[1:0] PX6MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PX7MD[1:0] 10 R/W PTX7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PX6MD[1:0] 10 R/W PTX6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PX5MD[1:0] 10 R/W PTX5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

9、8 PX4MD[1:0] 10 R/W PTX4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

7、6 PX3MD[1:0] 10 R/W PTX3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 

5、4 PX2MD[1:0] 10 R/W PTX2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルダウン MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PX1MD[1:0] 10 R/W PTX1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PX0MD[1:0] 10 R/W PTX0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.22 ポート Y制御レジスタ（PYCR） 

PYCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Yの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PY4MD[1:0] PY1MD[1:0]PY2MD[1:0]PY3MD[1:0] PY0MD[1:0]PY5MD[1:0]PY7MD[1:0] PY6MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PY7MD[1:0] 10 R/W PTY7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PY6MD[1:0] 10 R/W PTY6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PY5MD[1:0] 10 R/W PTY5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PY4MD[1:0] 10 R/W PTY4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PY3MD[1:0] 10 R/W PTY3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PY2MD[1:0] 10 R/W PTY2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PY1MD[1:0] 10 R/W PTY1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PY0MD[1:0] 01 R/W PTY0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.23 ポート Z制御レジスタ（PZCR） 

PZCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Zの端子機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PZ4MD[1:0] PZ1MD[1:0]PZ2MD[1:0]PZ3MD[1:0] PZ0MD[1:0]PZ5MD[1:0]PZ7MD[1:0] PZ6MD[1:0]

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PZ7MD[1:0] 10 R/W PTZ7モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

13、12 PZ6MD[1:0] 10 R/W PTZ6モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

11、10 PZ5MD[1:0] 10 R/W PTZ5モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

9、8 PZ4MD[1:0] 10 R/W PTZ4モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

7、6 PZ3MD[1:0] 10 R/W PTZ3モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

5、4 PZ2MD[1:0] 10 R/W PTZ2モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PZ1MD[1:0] 10 R/W PTZ1モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 

1、0 PZ0MD[1:0] 10 R/W PTZ0モード 

00：その他の機能（表 48.1参照） 

01：ポ－ト出力 

10：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オン） 

11：ポ－ト入力（プルアップ MOS：オフ） 
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48.2.24 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

PADRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTA7～PTA0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PA7DT PA6DT PA5DT PA4DT PA3DT PA2DT PA1DT PA0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PA7DT 0 R/W 

6 PA6DT 0 R/W 

5 PA5DT 0 R/W 

4 PA4DT 0 R/W 

3 PA3DT 0 R/W 

2 PA2DT 0 R/W 

1 PA1DT 0 R/W 

0 PA0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 
 

48.2.25 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

PBDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTB7～PTB0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB7DT PB6DT PB5DT PB4DT PB3DT PB2DT PB1DT PB0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7DT 0 R/W 

6 PB6DT 0 R/W 

5 PB5DT 0 R/W 

4 PB4DT 0 R/W 

3 PB3DT 0 R/W 

2 PB2DT 0 R/W 

1 PB1DT 0 R/W 

0 PB0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.26 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

PCDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTC7～PTC0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PC7DT PC5DT PC4DT PC3DT PC2DT PC1DT

R/W

PC6DT PC0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7DT 0 R/W 

6 PC6DT 0 R/W 

5 PC5DT 0 R/W 

4 PC4DT 0 R/W 

3 PC3DT 0 R/W 

2 PC2DT 0 R/W 

1 PC1DT 0 R/W 

0 PC0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.27 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

PDDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTD7～PTD0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PD7DT PD6DT PD5DT PD4DT PD3DT PD2DT PD1DT PD0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7DT 0 R/W 

6 PD6DT 0 R/W 

5 PD5DT 0 R/W 

4 PD4DT 0 R/W 

3 PD3DT 0 R/W 

2 PD2DT 0 R/W 

1 PD1DT 0 R/W 

0 PD0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.28 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

PEDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTE7～PTE0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PE7DT PE6DT PE5DT PE4DT PE3DT PE2DT PE1DT PE0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7DT 0 R/W 

6 PE6DT 0 R/W 

5 PE5DT 0 R/W 

4 PE4DT 0 R/W 

3 PE3DT 0 R/W 

2 PE2DT 0 R/W 

1 PE1DT 0 R/W 

0 PE0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.29 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

PFDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTF7～PTF0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PF7DT PF6DT PF5DT PF4DT PF3DT PF2DT PF1DT PF0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PF7DT 0 R/W 

6 PF6DT 0 R/W 

5 PF5DT 0 R/W 

4 PF4DT 0 R/W 

3 PF3DT 0 R/W 

2 PF2DT 0 R/W 

1 PF1DT 0 R/W 

0 PF0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.30 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

PGDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTG5～PTG0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — PG5DT PG4DT PG3DT PG2DT PG1DT PG0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5 PG5DT 0 R/W 

4 PG4DT 0 R/W 

3 PG3DT 0 R/W 

2 PG2DT 0 R/W 

1 PG1DT 0 R/W 

0 PG0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込み

時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時は

本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込み

時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.31 ポート Hデータレジスタ（PHDR） 

PHDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTH7～PTH0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PH7DT PH6DT PH5DT PH4DT PH3DT PH2DT PH1DT PH0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PH7DT 0 R/W 

6 PH6DT 0 R/W 

5 PH5DT 0 R/W 

4 PH4DT 0 R/W 

3 PH3DT 0 R/W 

2 PH2DT 0 R/W 

1 PH1DT 0 R/W 

0 PH0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.32 ポート Jデータレジスタ（PJDR） 

PJDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTJ7～PTJ0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W

PJ7DT PJ6DT PJ5DT — PJ3DT PJ2DT PJ1DT PJ0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PJ7DT 0 R/W 

6 PJ6DT 0 R/W 

5 PJ5DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

3 PJ3DT 0 R/W 

2 PJ2DT 0 R/W 

1 PJ1DT 0 R/W 

0 PJ0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.33 ポート Kデータレジスタ（PKDR） 

PKDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTK7～PTK0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PK7DT PK6DT PK5DT PK4DT PK3DT PK2DT PK1DT PK0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PK7DT 0 R/W 

6 PK6DT 0 R/W 

5 PK5DT 0 R/W 

4 PK4DT 0 R/W 

3 PK3DT 0 R/W 

2 PK2DT 0 R/W 

1 PK1DT 0 R/W 

0 PK0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.34 ポート Lデータレジスタ（PLDR） 

PLDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTL7～PTL0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PL7DT PL6DT PL5DT PL4DT PL3DT PL2DT PL1DT PL0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PL7DT 0 R/W 

6 PL6DT 0 R/W 

5 PL5DT 0 R/W 

4 PL4DT 0 R/W 

3 PL3DT 0 R/W 

2 PL2DT 0 R/W 

1 PL1DT 0 R/W 

0 PL0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.35 ポート Mデータレジスタ（PMDR） 

PMDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTM7～PTM0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PM7DT PM6DT PM5DT PM4DT PM3DT PM2DT PM1DT PM0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PM7DT 0 R/W 

6 PM6DT 0 R/W 

5 PM5DT 0 R/W 

4 PM4DT 0 R/W 

3 PM3DT 0 R/W 

2 PM2DT 0 R/W 

1 PM1DT 0 R/W 

0 PM0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.36 ポート Nデータレジスタ（PNDR） 

PNDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTN7～PTN0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PN7DT PN6DT PN5DT PN4DT PN3DT PN2DT PN1DT PN0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PN7DT 0 R/W 

6 PN6DT 0 R/W 

5 PN5DT 0 R/W 

4 PN4DT 0 R/W 

3 PN3DT 0 R/W 

2 PN2DT 0 R/W 

1 PN1DT 0 R/W 

0 PN0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.37 ポート Qデータレジスタ（PQDR） 

PQDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTQ7～PTQ0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PQ7DT PQ6DT PQ5DT PQ4DT PQ3DT PQ2DT PQ1DT PQ0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PQ7DT 0 R/W 

6 PQ6DT 0 R/W 

5 PQ5DT 0 R/W 

4 PQ4DT 0 R/W 

3 PQ3DT 0 R/W 

2 PQ2DT 0 R/W 

1 PQ1DT 0 R/W 

0 PQ0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.38 ポート Rデータレジスタ（PRDR） 

PRDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTR7～PTR0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PR7DT PR6DT PR5DT PR4DT PR3DT PR2DT PR1DT PR0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PR7DT 0 R/W 

6 PR6DT 0 R/W 

5 PR5DT 0 R/W 

4 PR4DT 0 R/W 

3 PR3DT 0 R/W 

2 PR2DT 0 R/W 

1 PR1DT 0 R/W 

0 PR0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.39 ポート Sデータレジスタ（PSDR） 

PSDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTS6～PTS0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— PS6DT PS5DT PS4DT PS3DT PS2DT PS1DT PS0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

6 PS6DT 0 R/W 

5 PS5DT 0 R/W 

4 PS4DT 0 R/W 

3 PS3DT 0 R/W 

2 PS2DT 0 R/W 

1 PS1DT 0 R/W 

0 PS0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.40 ポート Tデータレジスタ（PTDR） 

PTDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTT7～PTT0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PT7DT PT6DT PT5DT

R/W

PT0DTPT4DT PT3DT PT2DT PT1DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PT7DT 0 R/W 

6 PT6DT 0 R/W 

5 PT5DT 0 R/W 

4 PT4DT 0 R/W 

3 PT3DT 0 R/W 

2 PT2DT 0 R/W 

1 PT1DT 0 R/W 

0 PT0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.41 ポート Uデータレジスタ（PUDR） 

PUDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTU7～PTU0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PU7DT PU6DT PU5DT PU4DT PU3DT PU2DT PU1DT PU0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PU7DT 0 R/W 

6 PU6DT 0 R/W 

5 PU5DT 0 R/W 

4 PU4DT 0 R/W 

3 PU3DT 0 R/W 

2 PU2DT 0 R/W 

1 PU1DT 0 R/W 

0 PU0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.42 ポート Vデータレジスタ（PVDR） 

PVDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTV7～PTV0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PV7DT PV6DT PV5DT PV4DT PV3DT PV2DT PV1DT PV0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PV7DT 0 R/W 

6 PV6DT 0 R/W 

5 PV5DT 0 R/W 

4 PV4DT 0 R/W 

3 PV3DT 0 R/W 

2 PV2DT 0 R/W 

1 PV1DT 0 R/W 

0 PV0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.43 ポートWデータレジスタ（PWDR） 

PWDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTW7～PTW0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PW7DT PW6DT PW5DT PW4DT PW3DT PW2DT PW1DT PW0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PW7DT 0 R/W 

6 PW6DT 0 R/W 

5 PW5DT 0 R/W 

4 PW4DT 0 R/W 

3 PW3DT 0 R/W 

2 PW2DT 0 R/W 

1 PW1DT 0 R/W 

0 PW0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.44 ポート Xデータレジスタ（PXDR） 

PXDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTX6～PTX0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PX7DT PX6DT PX5DT PX4DT PX3DT PX2DT PX1DT PX0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PX7DT 0 R/W 

6 PX6DT 0 R/W 

5 PX5DT 0 R/W 

4 PX4DT 0 R/W 

3 PX3DT 0 R/W 

2 PX2DT 0 R/W 

1 PX1DT 0 R/W 

0 PX0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

 

48.2.45 ポート Yデータレジスタ（PYDR） 

PYDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTY7～PTY0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PY7DT PY6DT PY5DT PY4DT PY3DT PY2DT PY1DT PY0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PY7DT 0 R/W 

6 PY6DT 0 R/W 

5 PY5DT 0 R/W 

4 PY4DT 0 R/W 

3 PY3DT 0 R/W 

2 PY2DT 0 R/W 

1 PY1DT 0 R/W 

0 PY0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.46 ポート Zデータレジスタ（PZDR） 

PZDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで，PTZ7～PTZ0端子のデータを格納します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PZ7DT PZ6DT PZ5DT PZ4DT PZ3DT PZ2DT PZ1DT PZ0DT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PZ7DT 0 R/W 

6 PZ6DT 0 R/W 

5 PZ5DT 0 R/W 

4 PZ4DT 0 R/W 

3 PZ3DT 0 R/W 

2 PZ2DT 0 R/W 

1 PZ1DT 0 R/W 

0 PZ0DT 0 R/W 

出力ポートの場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は書き込んだ値が端子から出力されます。 

入力ポートの場合：読み出すと端子の状態が読み出されます。書き込み時

は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 

ポート以外の場合：読み出すと本レジスタの値が読み出されます。書き込

み時は本レジスタに書き込めますが端子の状態には影響しません。 
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48.2.47 ピンセレクトレジスタ A（PSELA） 

PSELAは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート以外の機能を 2つ以上マルチプレクス

している端子の機能を選択します。ポート以外の機能を使用する場合は、PSELAの該当ビットを設定した後にポ

ート制御レジスタを「その他の機能」に設定してください。 

設定例：PTA7～0/BSC/KEYSC端子において、KEYSC機能を使用する場合 

1．PSELA.PSA14ビットに 1を書き込み 

2．ポート A制御レジスタ（PACR）の PZnMD[1:0]（n=7～0）ビットを B'00（その他の機能）に設定 

3．I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ A（HIZCRA）の HIZA15ビットを B'0（I/Oバッファは通常動作）に設定 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W

PSA15 PSA14 PSA13 PSA12 — PSA10 PSA9 PSA8 PSA7 PSA6 PSA5 — PSA3 PSA2 PSA1 PSA0

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PSA15 

PSA14 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTA7～PTA0、PTB2、PTB1、PTB0マルチプレクス機能の選択 

00：BSC（D26～D16）を選択 

01：KEYSC（KEYOUT2～KEYOUT0、KEYIN4～KEYIN0、KEYOUT5/IN5、

KEYOUT4/IN6、KEYOUT3）を選択 

10：ATAPI（IDED15～IDED8、IDEIORD、IDEIOWR、IDEINT）を選択 

11：設定禁止 

13 PSA13 0 R/W PTW3～PTW0マルチプレクス機能の選択 

0：MMCIF（MMC_D3～MMC_D0）を選択 

1：SDHI1（SDHI1D3～SDHI1D0、SDHI1CMD、SDHI1CLK）を選択 

12 PSA12 0 R/W PTX7、PTX6マルチプレクス機能の選択 

0：DMAC（DACK1、DREQ1）を選択 

1：IrDA（IRDA_OUT、IRDA_IN）を選択 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 PSA10 0 R/W PTS4マルチプレクス機能の選択 

0：VIO（VIO1_HD）を選択 

1：SCIFA5（SCIF5_SCK）を選択 

9 PSA9 0 R/W PTS3、PTS2マルチプレクス機能の選択 

0：VIO（VIO1_VD、VIO1_CLK）を選択 

1：SCIFA5（SCIF5_RXD、SCIF5_TXD）を選択 

8 PSA8 0 R/W PTJ3マルチプレクス機能の選択 

0：BSC（A25）を選択 

1：BSC（BS）を選択 



 

48. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  48-69 

2011.02.09  

 

SH7724 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PSA7 0 R/W PTM0マルチプレクス機能の選択 

0：LCDC（LCDRD）を選択 

1：SCIF0（SCIF0_SCK）を選択 

6 PSA6 0 R/W PTF2、PTM1マルチプレクス機能の選択 

0：LCDC（LCDVEPWC、LCDVCPWC）を選択 

1：SCIF0（SCIF0_TXD、SCIF0_RXD）を選択 

5 PSA5 0 R/W PTR3マルチプレクス機能の選択 

0：BSC（IOIS16）を選択 

1：LCDC（LCDLCLK）を選択 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 

2 

PSA3 

PSA2 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTE3、PTE2マルチプレクス機能の選択 

00：LCDC（LCDD19、LCDD18）を選択 

01：SCIFA4（SCIF4_RXD、SCIF4_TXD）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

1 

0 

PSA1 

PSA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTR1マルチプレクス機能の選択 

00：BSC（WE3/ICIOWR）を選択 

01：TPU（TPUTO3）を選択 

10：TPU（TPUTI3）を選択 

11：設定禁止 
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48.2.48 ピンセレクトレジスタ B（PSELB） 

PSELBは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート以外の機能を 2つ以上マルチプレクスし

ている端子の機能を選択します。ポート以外の機能を使用する場合は、PSELBの該当ビットを設定した後にポー

ト制御レジスタを「その他の機能」に設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— PSB14 PSB13 PSB12 PSB11 PSB10 PSB9 PSB8 PSB7 PSB6 PSB5 PSB4 PSB3 PSB2 PSB1 PSB0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 PSB14 0 R/W PTZ3マルチプレクス機能の選択 

0：INTC（IRQ3）を選択 

1：SCIFA3（SCIF3_TXD）を選択 

13 PSB13 0 R/W PTZ4マルチプレクス機能の選択 

0：INTC（IRQ4）を選択 

1：SCIFA3（SCIF3_RXD）を選択 

12 PSB12 0 R/W PTZ5マルチプレクス機能の選択 

0：INTC（IRQ5）を選択 

1：SCIFA3（SCIF3_SCK）を選択 

11 PSB11 0 R/W PTZ6マルチプレクス機能の選択 

0：INTC（IRQ6）を選択 

1：SCIFA3（SCIF3_RTS）を選択 

10 PSB10 0 R/W PTZ7マルチプレクス機能の選択 

0：INTC（IRQ7）を選択 

1：SCIFA3（SCIF3_CTS）を選択 

9 

8 

PSB9 

PSB8 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTL7、PTL6マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D5、DV_D4）を選択 

01：SCIFA3（SCIF3_SCK、SCIF3_RXD）を選択 

10：EtherMAC（RMII_RXD0、RMII_RXD1）を選択 

11：設定禁止 

7 

6 

PSB7 

PSB6 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTK7～PTK2、PTS1、PTS0マルチプレクス機能の選択 

00：VIO（VIO1_D7～VIO1_D0）を選択 

01：VIO（VIO0_D15～VIO0_D8）を選択 

10：ATAPI（IDED7～IDED0）を選択 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

PSB5 

PSB4 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTN2マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_HSYNC）を選択 

01：SCIF2（SCIF2_TXD）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3 

2 

PSB3 

PSB2 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTN1マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D7）を選択 

01：SCIFA3（SCIF3_CTS）を選択 

10：EtherMAC（RMII_RX_ER）を選択 

11：設定禁止 

1 

0 

PSB1 

PSB0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTN0マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D6）を選択 

01：SCIFA3（SCIF3_RTS）を選択 

10：EtherMAC（RMII_CRS_DV）を選択 

11：設定禁止 
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48.2.49 ピンセレクトレジスタ C（PSELC） 

PSELCは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート以外の機能を 2つ以上マルチプレクスし

ている端子の機能を選択します。ポート以外の機能を使用する場合は、PSELCの該当ビットを設定した後にポー

ト制御レジスタを「その他の機能」に設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

PSC15 PSC14 PSC13 PSC12 PSC11 PSC10 PSC9 PSC8 PSC7 PSC6 PSC5 PSC4 — PSC2 PSC1 PSC0

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PSC15 

PSC14 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTV5～PTV2マルチプレクス機能の選択 

00：FSI（FSIIBBCK、FSIIBLRCK、FSIOBBCK、FSIOBLRCK）を選択 

01：MSIOF1（MSIOF1_RXD、MSIOF1_TSYNC、MSIOF1_TSCK、

MSIOF1_TXD）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

13 

12 

PSC13 

PSC12 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTM7～PTM4マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D13～DV_D10）を選択 

01：MSIOF0（MSIOF0_TSCK、MSIOF0_RXD、MSIOF0_TXD、

MSIOF0_TSYNC）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

11 

10 

PSC11 

PSC10 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTM3、PTM2マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D9、DV_D8）を選択 

01：MSIOF0（MSIOF0_SS1、MSIOF0_SS2）を選択 

10：MSIOF0（MSIOF0_RSCK、MSIOF0_RSYNC）を選択 

11：設定禁止 

9 

8 

PSC9 

PSC8 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTL4～PTL2マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D2～DV_D0）を選択 

01：SCIF1（SCIF1_SCK、SCIF1_RXD、SCIF1_TXD）を選択 

10：EtherMAC（RMII_TX_EN、RMII_TXD0、RMII_TXD1）を選択 

11：設定禁止 

7 

6 

PSC7 

PSC6 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTF1マルチプレクス機能の選択 

00：LCDC（LCDD23）を選択 

01：SCIF2（SCIF2_SCK）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

PSC5 

PSC4 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTE5、PTF0マルチプレクス機能の選択 

00：LCDC（LCDD21、LCDD22）を選択 

01：SCIF2（SCIF2_TXD、SCIF2_RXD）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 PSC2 0 R/W PTX3マルチプレクス機能の選択 

0：TSIF（TS0_SDEN）を選択 

1：EtherMAC（MDC）を選択 

1 PSC1 0 R/W PTX4マルチプレクス機能の選択 

0：TSIF（TS0_SCK）を選択 

1：EtherMAC（MDIO）を選択 

0 PSC0 0 R/W PTX5マルチプレクス機能の選択 

0：TSIF（TS0_SDAT）を選択 

1：EtherMAC（LNKSTA）を選択 
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48.2.50 ピンセレクトレジスタ D（PSELD） 

PSELDは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート以外の機能を 2つ以上マルチプレクス

している端子の機能を選択します。ポート以外の機能を使用する場合は、PSELDの該当ビットを設定した後にポ

ート制御レジスタを「その他の機能」に設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PSD15 PSD14 PSD13 PSD12 PSD11 PSD10 PSD9 PSD8 PSD7 PSD6 PSD5 PSD4 PSD3 PSD2 PSD1 PSD0

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PSD15 

PSD14 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTN3マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_VSYNC）を選択 

01：SCIF2（SCIF2_RXD）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

13 

12 

PSD13 

PSD12 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTN4マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_CLKを選択 

01：SCIF2（SCIF2_SCK）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

11 PSD11 0 R/W PTN5マルチプレクス機能の選択 

0：VOU（DV_CLKI）を選択 

1：設定禁止 

10 

9 

PSD10 

PSD9 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTF6、PTF5、PTF3マルチプレクス機能の選択 

00：LCDC（LCDDISP、LCDHSYN、LCDDCK）を選択 

01：LCDC（LCDRS、LCDCS、LCDWR）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

8 PSD8 0 R/W PTF7、PTF4マルチプレクス機能の選択 

0：LCDC（LCDVSYN、LCDDON）を選択 

1：設定禁止 

7 

6 

PSD7 

PSD6 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTV7、PTV6マルチプレクス機能の選択 

00：FSI（FSIIBSD、FSIOBSD）を選択 

01：MSIOF1（MSIOF1_SS1、MSIOF1_SS2）を選択 

10：MSIOF1（MSIOF1_RSYNC、MSIOF1_RSCK）を選択 

11：設定禁止 

5 PSD5 0 R/W PTC7～PTC0、PTD7～PTD0、PTE1、PTE0マルチプレクス機能の選択 

0：LCDC（LCDD0～LCDD17）を選択 

1：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PSD4 0 R/W PTL1マルチプレクス機能の選択 

0：VOU（DV_D15）を選択 

1：設定禁止 

3 

2 

PSD3 

PSD2 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTE4マルチプレクス機能の選択 

00：LCDC（LCDD20）を選択 

01：SCIFA4（SCIF4_SCK）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

1 

0 

PSD1 

PSD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTR0マルチプレクス機能の選択 

00：BSC（WE2/ICIORD）を選択 

01：TPU（TPUTO2）を選択 

10：ATAPI（IDEA2）を選択 

11：設定禁止 
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48.2.51 ピンセレクトレジスタ E（PSELE） 

PSELEは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート以外の機能を 2つ以上マルチプレクスし

ている端子の機能を選択します。ポート以外の機能を使用する場合は、PSELEの該当ビットを設定した後にポー

ト制御レジスタを「その他の機能」に設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PSE15 PSE14 PSE13 PSE12 PSE11 PSE10 PSE9 PSE8 PSE7 PSE6 PSE5 PSE4 PSE3 PSE2 PSE1 PSE0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PSE15 

PSE14 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTB7、PTB6マルチプレクス機能の選択 

00：BSC（D31、D30）を選択 

01：TPU（TPUTO1、TPUTO0）を選択 

10：ATAPI（IDEA1、IDEA0）を選択 

11：設定禁止 

13 

12 

PSE13 

PSE12 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTW7～PTW4マルチプレクス機能の選択 

00：MMCIF（MMC_D7～MMC_D4）を選択 

01：SDHI1（SDHI1CD、SDHI1WP、SDHI1D3、SDHID2）を選択 

10：ATAPI（IODACK、IDERST、EXBUF_ENB、DIRECTION）を選択 

11：設定禁止 

11 PSE11 0 R/W PTB5～PTB3マルチプレクス機能の選択 

0：BSC（D29～D27）を選択 

1：ATAPI（IODREQ、IDECS0、IDECS1）を選択 

10 PSE10 0 R/W PTV0マルチプレクス機能の選択 

0：FSI（FSIIASD）を選択 

1：設定禁止 

9 

8 

PSE9 

PSE8 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTS5マルチプレクス機能の選択 

00：VIO（VIO1_FLD）を選択 

01：TPU（TPUTI2）を選択 

10：ATAPI（IDEIORDY）を選択 

11：設定禁止 

7 

6 

PSE7 

PSE6 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTL5マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D3）を選択 

01：SCIFA3（SCIF3_TXD）を選択 

10：EtherMAC（RMII_REF_CLK）を選択 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

PSE5 

PSE4 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTL0マルチプレクス機能の選択 

00：VOU（DV_D14）を選択 

01：MSIOF0（MSIOF0_MCK）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3 

2 

PSE3 

PSE2 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTV1マルチプレクス機能の選択 

00：FSI（CLKAUDIOBO）を選択 

01：MSIOF1（MSIOF1_MCK）を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

1 PSE1 0 R/W PTU5～PTU1マルチプレクス機能の選択 

0：FSI（FSIOASD、FSIIABCK、FSIIALRCK、FSIOABCK、FSIOALRCK）

を選択 

1：設定禁止 

0 PSE0 0 R/W PTU0マルチプレクス機能の選択 

0：FSI（CLKAUDIOAO）を選択 

1：設定禁止 
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48.2.52 I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ A（HIZCRA） 

HIZCRAは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子の Hi-Z制御を機能単位ごとに行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W

HIZA15 HIZA14 HIZA13 HIZA12 HIZA11 HIZA10 HIZA9 HIZA8 HIZA7 HIZA6 — — — — HIZA1 HIZA0

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 HIZA15 0 R/W PTA端子（D23～D16）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

14 HIZA14 0 R/W PTB7～PTB3端子（D31～D27、TPUTO1、TPUTO0）のハイインピーダン

ス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

13 HIZA13 0 R/W PTB2～PTB0端子（D26～D24、KEYOUT5/IN5、KEYOUT4/IN6、KEYOUT3）

のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

12 HIZA12 0 R/W PTC7～0、PTD7～0、PTE1、PTE0端子（LCDD17～LCDD0）のハイイン

ピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

11 HIZA11 0 R/W PTE7、PTE6端子（FSIMCKA、FSIMCKB）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

10 HIZA10 0 R/W PTE5端子（LCDD21/SCIF2_TXD）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

9 HIZA9 0 R/W PTE4、PTE3、PTE2端子（LCDD20/SCIF4_SCK、LCDD19/SCIF4_RXD、

LCDD18/SCIF4_TXD）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

8 HIZA8 0 R/W PTF7～PTF3端子（LCDVSYN、LCDDISP/LCDRS、LCDHSYN/LCDCS、

LCDDON、LCDDCK/LCDWR）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 HIZA7 0 R/W PTF2、PTM1、PTM0端子（LCDVEPWC/SCIF0_TXD、

LCDVCPWC/SCIF0_RXD、LCDRD/SCIF0_SCK）のハイインピーダンス制

御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

6 HIZA6 0 R/W PTF1、PTF0端子（LCDD23/SCIF2_SCK、LCDD22/SCIF2_RXD）のハイ

インピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 HIZA1 1 R/W PTG5～PTG0端子（AUDCK、AUDSYNC、AUDATA3～AUDATA0）のハイ

インピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

0 HIZA0 1 R/W PTR3端子（IOIS16/LCDLCLK）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 
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48.2.53 I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ B（HIZCRB） 

HIZCRBは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子の Hi-Z制御を機能単位ごとに行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

HIZB15 HIZB14 HIZB13 HIZB12 HIZB11 HIZB10 HIZB9 HIZB8 HIZB7 HIZB6 HIZB5 HIZB4 HIZB3 HIZB2 HIZB1 —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 HIZB15 0 R/W PTH7～PTH0、PTN7、PTN6端子（VIO0_VD、VIO0_CLK、VIO0_D7～D0）

のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

14 HIZB14 0 R/W PTJ7～PTJ5端子（PDSTATUS、STATUS2、STATUS0）のハイインピー

ダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

13 HIZB13 0 R/W PTJ3～PTJ0端子（A25～A22）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

12 HIZB12 0 R/W PTK7～PTK0端子（VIO1_D5/IDED5～VIO1_D0/IDED0、VIO0_FLD、

VIO0_HD）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

11 HIZB11 0 R/W PTL7～PTL5端子（DV_D5/SCIF3_SCK/RMII_RXD0、DV_D4/SCIF3_RXD/ 

RMII_RXD1、DV_D3/SCIF3_TXD/RMII_REF_CLK）のハイインピーダンス

制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

10 HIZB10 0 R/W PTL4～PTL2端子（DV_D2/SCIF1_SCK/RMII_TX_EN、DV_D1/SCIF1_RXD/ 

RMII_TXD0、DV_D0/SCIF1_TXD/RMII_TXD1）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

9 HIZB9 0 R/W PTL1端子（DV_D15）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

8 HIZB8 0 R/W PTL0、PTM7～PTM2、PTN5端子（DV_D14/MSIOF0_MCK、DV_D13/ 

MSIOF0_TSCK、DV_D12/MSIOF0_RXD、DV_D11/MSIOF0_TXD、DV_D10/ 

MSIOF0_TSYNC、DV_D9/MSIOF0_SS1/MSIOF0_RSCK、DV_D8/ 

MSIOF0_SS2/MSIOF0_RSYNC、DV_CLKI）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 HIZB7 0 R/W PTN4～PTN2端子（DV_CLK/SCIF2_SCK、DV_VSYNC/SCIF2_RXD、

DV_HSYNC/SCIF2_TXD）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

6 HIZB6 0 R/W PTN1、PTN0端子（DV_D7/SCIF3_CTS/RMII_RX_ER、DV_D6/SCIF3_RTS/ 

RMII_CRS_DV）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

5 HIZB5 0 R/W PTQ7～PTQ0、PTT7～PTT0端子（D15～D0）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

4 HIZB4 0 R/W PTR7～PTR4、PTR2～PTR0端子（CS5A、CS5B、CS6A、CS6B、WE2、

WE3、WAIT）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

3 HIZB3 0 R/W PTS5～PTS0端子（VIO1_FLD/TPUTI2/IDEIORDY、VIO1_HD/SCIF5_SCK、

VIO1_VD/SCIF5_RXD、VIO1_CLK/SCIF5_TXD、VIO1_D7/IDED7、

VIO1_D6/IDED6）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

2 HIZB2 0 R/W PTS6端子（VIO_CKO）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

1 HIZB1 0 R/W PTU7、PTU6端子（DACK0、DREQ0）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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48.2.54 I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ C（HIZCRC） 

HIZCRCは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子の Hi-Z制御を機能単位ごとに行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

— — HIZC13 HIZC12 HIZC11 HIZC10 HIZC9 HIZC8 HIZC7 HIZC6 HIZC5 HIZC4 — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 HIZC13 0 R/W PTU5～PTU0端子（FSIOASD、FSIIABCK、FSIIALRCK、FSIOABCK、

FSIOALRCK、CLKAUDIOAO）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

12 HIZC12 0 R/W PTV7～PTV1端子（FSIIBSD/MSIOF1_SS2/MSIOF1_RSYNC、FSIOBSD/ 

MSIOF1_SS1/MSIOF1_RSCK、FSIIBBCK/MSIOF1_RXD、FSIIBLRCK/ 

MSIOF1_TSYNC、FSIOBBCK/MSIOF1_TSCK、FSIOBLRCK/ 

MSIOF1_TXD、CLKAUDIOBO/MSIOF1_MCK）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

11 HIZC11 0 R/W PTV0端子（FSIIASD）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

10 HIZC10 0 R/W PTW7～PTW4端子（MMC_D7/SDHI1CD/IODACK、MMC_D6/SDHI1WP/ 

IDERST、MMC_D5/SDHI1D3/EXBUF_ENB、MMC_D4/SDHI1D2/ 

DIRECTION）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

9 HIZC9 0 R/W PTW3～PTW0端子（MMC_D3/SDHI1D1、MMC_D2/SDHI1D0、

MMC_D1/SDHI1CMD、MMC_D0/SDHI1CLK）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

8 HIZC8 0 R/W PTX7、PTX6端子（DACK1/IRDA_OUT、DREQ1/IRDA_IN）のハイインピ

ーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

7 HIZC7 0 R/W PTX5～PTX3端子（TS_SDAT/LNKSTA、TS_SCK/MDIO、TS_SDEN/MDC）

のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 HIZC6 0 R/W PTX2端子（TS_SPSYNC）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

5 HIZC5 0 R/W PTX1、PTX0端子（MMC_CLK、MMC_CMD）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

4 HIZC4 0 R/W PTY7～PTY0端子のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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48.2.55 I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ D（HIZCRD） 

HIZCRDは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子の Hi-Z制御を機能単位ごとに行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

HIZD15 HIZD14 HIZD13 HIZD12 HIZD11 HIZD10 HIZD9 HIZD8 — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 HIZD15 0 R/W PTZ7端子（IRQ7）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

14 HIZD14 0 R/W PTZ6端子（IRQ6）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

13 HIZD13 0 R/W PTZ5端子（IRQ5）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

12 HIZD12 0 R/W PTZ4端子（IRQ4）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

11 HIZD11 0 R/W PTZ3端子（IRQ3）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

10 HIZD10 0 R/W PTZ2端子（IRQ2）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

9 HIZD9 0 R/W PTZ1端子（IRQ1）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

8 HIZD8 0 R/W PTZ0端子（IRQ0）のハイインピーダンス制御 

0：I/Oバッファは通常動作 

1：I/Oバッファは入力固定、出力ハイインピーダンス 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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48.2.56 モジュール機能選択レジスタ A（MSELCRA） 

MSELCRAは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、モジュール特有の機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — —— — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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48.2.57 モジュール機能選択レジスタ B（MSELCRB） 

MSELCRBは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、モジュール特有の機能を選択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R/W R R/W R R R R/W R

MSELB 
15

MSELB 
14

— — — — — —
MSELB 

7
—

MSELB 
5

— — —
MSELB 

1
—

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

MSELB15 

MSELB14 

0 

0 

R/W 

R/W 

XTAL_USBの発振制御 

00：OSCは発振 

01：OSCは停止 

10：外部クロック入力 

11：OSCは停止 

13～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 MSELB7 0 R/W SCIF2ポート選択 

0：PTE5、PTF1、PTF0ポートを選択 

1：PTN4～PTN2ポートを選択 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 MSELB5 0 R/W SCIFA3ポート選択 

0：PTL7～PTL5、PTN1、PTN0ポートを選択 

1：PTZ7～PTZ3ポートを選択 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 MSELB1 0 R/W LCDVSYNの入出力切り替え 

0：出力 

1：入力 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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48.2.58 プルアップ制御レジスタ（PULCR） 

PULCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子のプルアップ制御を行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R

PUL15 — —

R R

— — — — — — — — — — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PUL15 1 R/W TRST端子のプルアップ制御を行います。 

0：プルアップ MOSオフ 

1：プルアップ MOSオン 

14～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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48.2.59 I/Oバッファ Drive制御レジスタ A（DRVCRA） 

DRVCRAは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、I/Oバッファのドライバビリティを選択しま

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W

DRVA 
15

DRVA 
14

DRVA 
13

DRVA 
12

DRVA 
11

DRVA 
10

DRVA9 DRVA8 DRVA7 DRVA6 DRVA5 DRVA4 — — DRVA1 DRVA0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

DRVA15 

DRVA14 

0 

1 

R/W 

R/W 

BSC端子（D31～D0、A25～A0、WE2、WE3、RD、RDWR、WE0、WE1、

CS0、CS4、CS5A、CS5B、CS6A、CS6B、IOIS16、WAIT）、PTU7、PTU6、

PTZ1、PTZ0端子のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

13 

12 

DRVA13 

DRVA12 

0 

0 

R/W 

R/W 

MMCIF端子（PTW7～PTW0、PTX1、PTX0）のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

11 

10 

DRVA11 

DRVA10 

0 

0 

R/W 

R/W 

VIO端子（PTN7、PTN6、PTH7～PTH0、PTK7～PTK0、PTS6～PTS0）、

SCL1、SDA1端子のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

9 

8 

DRVA9 

DRVA8 

0 

0 

R/W 

R/W 

FSI端子（PTU5～PTU0、PTV7～PTV0、PTE7、PTE6）のドライブ能力選

択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

7 

6 

DRVA7 

DRVA6 

0 

0 

R/W 

R/W 

LCDC端子（PTC7～PTC0、PTD7～PTD0、PTE5～PTE0、PTF7～PTF0、

PTM1、PTM0）端子のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

DRVA5 

DRVA4 

0 

0 

R/W 

R/W 

PTL7～PTL0、PTM7～PTM2、PTN5～PTN0、PTX5～PTX2端子のドライブ

能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

DRVA1 

DRVA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

SDHI0端子（PTY7～PTY0）、PTZ2端子のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 
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48.2.60 I/Oバッファ Drive制御レジスタ B（DRVCRB） 

DRVCRBは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、I/Oバッファのドライバビリティを選択しま

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DRVB 
15

DRVB 
14 — — — — — — DRVB7 DRVB6 DRVB5 DRVB4 DRVB3 DRVB2 DRVB1 DRVB0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

DRVB15 

DRVB14 

1 

0 

R/W 

R/W 

CKO端子のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

13～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 

6 

DRVB7 

DRVB6 

0 

0 

R/W 

R/W 

ASEBRK/BRKAK端子のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

5 

4 

DRVB5 

DRVB4 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ7～IRQ3端子（PTZ7～PTZ3）、SCIFA3端子（PTZ7～PTZ3）のドライ

ブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

3 

2 

DRVB3 

DRVB2 

0 

0 

R/W 

R/W 

IrDA端子（PTX7、PTX6）のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

1 DRVB1 0 R/W SCL1、SDA1端子（IIC1）の I/O電圧（VCCQ_VIO）設定 

0：I/O電圧（VCCQ_VIO）は 1.8V 

1：I/O電圧（VCCQ_VIO）は 2.85V 

0 DRVB0 0 R/W SCL0、SDA0端子（IIC0）の I/O電圧（VCCQ_SR）設定 

0：I/O電圧（VCCQ_SR）は 1.8V 

1：I/O電圧（VCCQ_SR）は 2.85V 
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48.2.61 I/Oバッファ Drive制御レジスタ C（DRVCRC） 

DRVCRCは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、I/Oバッファのドライバビリティを選択しま

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

DRVC 
15

DRVC 
14

DRVC 
13

DRVC 
12

DRVC 
11

DRVC 
10

DRVC9 DRVC8 DRVC7 DRVC6 DRVC5 DRVC4 — — — —

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

DRVC15 

DRVC14 

1 

1 

R/W 

R/W 

DBSC CLK端子（MCLK、MCLK）のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

13 

12 

DRVC13 

DRVC12 

1 

0 

R/W 

R/W 

DBSCアドレス／制御端子（MCKE、MODT、MRAS、MWE、MCAS、MCS、

MBA2～0、MA13～0）のドライブ能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

11 

10 

DRVC11 

DRVC10 

1 

0 

R/W 

R/W 

DBSC DATA端子（MDQ31～MDQ24）、MDQM3、MDQS3端子のドライブ

能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

9 

8 

DRVC9 

DRVC8 

1 

0 

R/W 

R/W 

DBSC DATA端子（MDQ23～MDQ16）、MDQM2、MDQS2端子のドライブ

能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

7 

6 

DRVC7 

DRVC6 

1 

0 

R/W 

R/W 

DBSC DATA端子（MDQ15～MDQ8）、MDQM1、MDQS1端子のドライブ

能力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

DRVC5 

DRVC4 

1 

0 

R/W 

R/W 

DBSC DATA端子（MDQ7～MDQ0）、MDQM0、MDQS0端子のドライブ能

力選択 

00：I/Oバッファのドライブ能力最小 

01：I/Oバッファのドライブ能力小 

10：I/Oバッファのドライブ能力大 

11：I/Oバッファのドライブ能力最大 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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48.3 端子毎設定一覧表 

表 48.4に端子ごとの機能一覧表、Drive制御、Hi-Z制御ビット、端子選択ビット一覧を示します。 
 

表 48.4 端子ごとの設定一覧表 

ポート

端子名 

機能 1 

端子名 

機能 2 

端子名 

機能 3 

端子名 

Drive制御 

ビット 

Hi-Z制御 

ビット 

ポート制御 

ビット 

機能 1/2/3 

選択ビット 

SCIF2/3 

選択ビット 

PTA7 D23 KEYOUT2 IDED15 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[15:14] PSA[15:14] － 

PTA6 D22 KEYOUT1 IDED14 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[13:12] PSA[15:14] － 

PTA5 D21 KEYOUT0 IDED13 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[11:10] PSA[15:14] － 

PTA4 D20 KEYIN4 IDED12 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[9:8] PSA[15:14] － 

PTA3 D19 KEYIN3 IDED11 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[7:6] PSA[15:14] － 

PTA2 D18 KEYIN2 IDED10 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[5:4] PSA[15:14] － 

PTA1 D17 KEYIN1 IDED9 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[3:2] PSA[15:14] － 

PTA0 D16 KEYIN0 IDED8 DRVA[15:14] HIZA[15] PACR[1:0] PSA[15:14] － 

PTB7 D31 TPUTO1 IDEA1 DRVA[15:14] HIZA[14] PBCR[15:14] PSE[15:14] － 

PTB6 D30 TPUTO0 IDEA0 DRVA[15:14] HIZA[14] PBCR[13:12] PSE[15:14] － 

PTB5 D29 － IODREQ DRVA[15:14] HIZA[14] PBCR[11:10] PSE[11] － 

PTB4 D28 － IDECS0 DRVA[15:14] HIZA[14] PBCR[9:8] PSE[11] － 

PTB3 D27 － IDECS1 DRVA[15:14] HIZA[14] PBCR[7:6] PSE[11] － 

PTB2 D26 KEYOUT5/IN5 IDEIORD DRVA[15:14] HIZA[13] PBCR[5:4] PSA[15:14] － 

PTB1 D25 KEYOUT4/IN6 IDEIOWR DRVA[15:14] HIZA[13] PBCR[3:2] PSA[15:14] － 

PTB0 D24 KEYOUT3 IDEINT DRVA[15:14] HIZA[13] PBCR[1:0] PSA[15:14] － 

PTC7 LCDD7 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[15:14] PSD[5] － 

PTC6 LCDD6 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[13:12] PSD[5] － 

PTC5 LCDD5 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[11:10] PSD[5] － 

PTC4 LCDD4 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[9:8] PSD[5] － 

PTC3 LCDD3 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[7:6] PSD[5] － 

PTC2 LCDD2 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[5:4] PSD[5] － 

PTC1 LCDD1 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[3:2] PSD[5] － 

PTC0 LCDD0 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PCCR[1:0] PSD[5] － 

PTD7 LCDD15 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[15:14] PSD[5] － 

PTD6 LCDD14 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[13:12] PSD[5] － 

PTD5 LCDD13 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[11:10] PSD[5] － 

PTD4 LCDD12 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[9:8] PSD[5] － 

PTD3 LCDD11 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[7:6] PSD[5] － 

PTD2 LCDD10 － － DRVA[7:6] HIZA12] PDCR[5:4] PSD[5] － 

PTD1 LCDD9 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[3:2] PSD[5] － 

PTD0 LCDD8 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PDCR[1:0] PSD[5] － 
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ポート

端子名 

機能 1 

端子名 

機能 2 

端子名 

機能 3 

端子名 

Drive制御 

ビット 

Hi-Z制御 

ビット 

ポート制御 

ビット 

機能 1/2/3 

選択ビット 

SCIF2/3 

選択ビット 

PTE7 FSIMCKB － － DRVA[9:8] HIZA[11] PECR[15:14] － － 

PTE6 FSIMCKA － － DRVA[9:8] HIZA[11] PECR[13:12] － － 

PTE5 LCDD21 SCIF2_TXD － DRVA[7:6] HIZA[10] PECR[11:10] PSC[5:4] MSELB[7] 

PTE4 LCDD20 SCIF4_SCK － DRVA[7:6] HIZA[9] PECR[9:8] PSD[3:2] － 

PTE3 LCDD19 SCIF4_RXD － DRVA[7:6] HIZA[9] PECR[7:6] PSA[3:2] － 

PTE2 LCDD18 SCIF4_TXD － DRVA[7:6] HIZA[9] PECR[5:4] PSA[3:2] － 

PTE1 LCDD17 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PECR[3:2] PSD[5] － 

PTE0 LCDD16 － － DRVA[7:6] HIZA[12] PECR[1:0] PSD[5] － 

PTF7 LCDVSYN － － DRVA[7:6] HIZA[8] PFCR[15:14] PSD[8] － 

PTF6 LCDDISP/LCDRS － － DRVA[7:6] HIZA[8] PFCR[13:12] PSD[10:9] － 

PTF5 LCDHSYN/LCDCS － － DRVA[7:6] HIZA[8] PFCR[11:10] PSD[10:9] － 

PTF4 LCDDON － － DRVA[7:6] HIZA[8] PFCR[9:8] PSD[8] － 

PTF3 LCDDCK/LCDWR － － DRVA[7:6] HIZA[8] PFCR[7:6] PSD[10:9]] － 

PTF2 LCDVEPWC SCIF0_TXD － DRVA[7:6] HIZA[7] PFCR[5:4] PSA[6] － 

PTF1 LCDD23 SCIF2_SCK － DRVA[7:6] HIZA[6] PFCR[3:2] PSC[7:6] MSELB[7] 

PTF0 LCDD22 SCIF2_RXD － DRVA[7:6] HIZA[6] PFCR[1:0] PSC[5:4] MSELB[7] 

PTG5 AUDCK － － － HIZA[1] PGCR[11:10] － － 

PTG4 AUDSYNC － － － HIZA[1] PGCR[9:8] － － 

PTG3 AUDATA3 － － － HIZA[1] PGCR[7:6] － － 

PTG2 AUDATA2 － － － HIZA[1] PGCR[5:4] － － 

PTG1 AUDATA1 － － － HIZA[1] PGCR[3:2] － － 

PTG0 AUDATA0 － － － HIZA[1] PGCR[1:0] － － 

PTH7 VIO0_VD － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[15:14] － － 

PTH6 VIO0_CLK － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[13:12] － － 

PTH5 VIO0_D7 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[11:10] － － 

PTH4 VIO0_D6 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[9:8] － － 

PTH3 VIO0_D5 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[7:6] － － 

PTH2 VIO0_D4 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[5:4] － － 

PTH1 VIO0_D3 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[3:2] － － 

PTH0 VIO0_D2 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PHCR[1:0] － － 

PTJ7 PDSTATUS － － DRVA[15:14] HIZB[14] PJCR[15:14] － － 

PTJ6 STATUS2 － － DRVA[15:14] HIZB[14] PJCR[13:12] － － 

PTJ5 STATUS 0 － － DRVA[15:14] HIZB[14] PJCR[11:10] － － 

PTJ3 A25 BS － DRVA[15:14] HIZB[13] PJCR[7:6] PSA[8] － 

PTJ2 A24 － － DRVA[15:14] HIZB[13] PJCR[5:4] － － 

PTJ1 A23 － － DRVA[15:14] HIZB[13] PJCR[3:2] － － 

PTJ0 A22 － － DRVA[15:14] HIZB[13] PJCR[1:0] － － 
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ポート

端子名 

機能 1 

端子名 

機能 2 

端子名 

機能 3 

端子名 

Drive制御 

ビット 

Hi-Z制御 

ビット 

ポート制御 

ビット 

機能 1/2/3 

選択ビット 

SCIF2/3 

選択ビット 

PTK7 VIO1_D5 VIO0_D13 IDED5 DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[15:14] PSB[7:6] － 

PTK6 VIO1_D4 VIO0_D12 IDED4 DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[13:12] PSB[7:6] － 

PTK5 VIO1_D3 VIO0_D11 IDED3 DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[11:10] PSB[7:6] － 

PTK4 VIO1_D2 VIO0_D10 IDED2 DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[9:8] PSB[7:6] － 

PTK3 VIO1_D1 VIO0_D9 IDED1 DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[7:6] PSB[7:6] － 

PTK2 VIO1_D0 VIO0_D8 IDED0 DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[5:4] PSB[7:6] － 

PTK1 VIO0_FLD － － DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[3:2] － － 

PTK0 VIO0_HD － － DRVA[11:10] HIZB[12] PKCR[1:0] － － 

PTL7 DV_D5 SCIF3_SCK RMII_RXD0 DRVA[5:4] HIZB[11] PLCR[15:14] PSB[9:8] MSELB[5] 

PTL6 DV_D4 SCIF3_RXD RMII_RXD1 DRVA[5:4] HIZB[11] PLCR[13:12] PSB[9:8] MSELB[5] 

PTL5 DV_D3 SCIF3_TXD RMII_REF_CLK DRVA[5:4] HIZB[11] PLCR[11:10] PSE[7:6] MSELB[5] 

PTL4 DV_D2 SCIF1_SCK RMII_TX_EN DRVA[5:4] HIZB[10] PLCR[9:8] PSC[9:8] － 

PTL3 DV_D1 SCIF1_RXD RMII_TXD0 DRVA[5:4] HIZB[10] PLCR[7:6] PSC[9:8] － 

PTL2 DV_D0 SCIF1_TXD RMII_TXD1 DRVA[5:4] HIZB[10] PLCR[5:4] PSC[9:8] － 

PTL1 DV_D15 － － DRVA[5:4] HIZB[9] PLCR[3:2] PSD[4] － 

PTL0 DV_D14 MSIOF0_MCK － DRVA[5:4] HIZB[8] PLCR[1:0] PSE[5:4] － 

PTM7 DV_D13 MSIOF0_TSCK － DRVA[5:4] HIZB[8] PMCR[15:14] PSC[13:12] － 

PTM6 DV_D12 MSIOF0_RXD － DRVA[5:4] HIZB[8] PMCR[13:12] PSC[13:12] － 

PTM5 DV_D11 MSIOF0_TXD － DRVA[5:4] HIZB[8] PMCR[11:10] PSC[13:12] － 

PTM4 DV_D10 MSIOF0_TSYNC － DRVA[5:4] HIZB[8] PMCR[9:8] PSC[13:12] － 

PTM3 DV_D9 MSIOF0_SS1/ 

MSIOF0_RSCK 

－ DRVA[5:4] HIZB[8] PMCR[7:6] PSC[11:10] － 

PTM2 DV_D8 MSIOF0_SS2/ 

MSIOF0_RSYNC 

－ DRVA[5:4] HIZB[8] PMCR[5:4] PSC[11:10] － 

PTM1 LCDVCPWC SCIF0_RXD － DRVA[7:6] HIZA[7] PMCR[3:2] PSA[6] － 

PTM0 LCDRD SCIF0_SCK － DRVA[7:6] HIZA[7] PMCR[1:0] PSA[7] － 

PTN7 VIO0_D1 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PNCR[15:14] － － 

PTN6 VIO0_D0 － － DRVA[11:10] HIZB[15] PNCR[13:12] － － 

PTN5 DV_CLKI － － DRVA[5:4] HIZB[8] PNCR[11:10] PSD[11] － 

PTN4 DV_CLK SCIF2_SCK － DRVA[5:4] HIZB[7] PNCR[9:8] PSD[13:12] MSELB[7] 

PTN3 DV_VSYNC SCIF2_RXD － DRVA[5:4] HIZB[7] PNCR[7:6] PSD[15:14] MSELB[7] 

PTN2 DV_HSYNC SCIF2_TXD － DRVA[5:4] HIZB[7] PNCR[5:4] PSB[5:4] MSELB[7] 

PTN1 DV_D7 SCIF3_CTS RMII_RX_ER DRVA[5:4] HIZB[6] PNCR[3:2] PSB[3:2] MSELB[5] 

PTN0 DV_D6 SCIF3_RTS RMII_CRS_DV DRVA[5:4] HIZB[6] PNCR[1:0] PSB[1:0] MSELB[5] 

PTQ7 D7 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[15:14] － － 

PTQ6 D6 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[13:12] － － 

PTQ5 D5 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[11:10] － － 
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ポート

端子名 

機能 1 

端子名 

機能 2 

端子名 

機能 3 

端子名 

Drive制御 

ビット 

Hi-Z制御 

ビット 

ポート制御 

ビット 

機能 1/2/3 

選択ビット 

SCIF2/3 

選択ビット 

PTQ4 D4 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[9:8] － － 

PTQ3 D3 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[7:6] － － 

PTQ2 D2 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[5:4] － － 

PTQ1 D1 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[3:2] － － 

PTQ0 D0 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PQCR[1:0] － － 

PTR7 CS6B/CE1B － － DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[15:14] － － 

PTR6 CS6A/CE2B － － DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[13:12] － － 

PTR5 CS5B/CE1A － － DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[11:10] － － 

PTR4 CS5A/CE2A － － DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[9:8] － － 

PTR3 IOIS16 LCDLCLK － DRVA[15:14] HIZA[0] PRCR[7:6] PSA[5] － 

PTR2 WAIT － － DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[5:4] － － 

PTR1 WE3/ICIOWR TPUTO3 TPUTI3 DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[3:2] PSA[1:0] － 

PTR0 WE2/ICIORD TPUTO2 IDEA2 DRVA[15:14] HIZB[4] PRCR[1:0] PSD[1:0] － 

PTS6 VIO_CKO － － DRVA[11:10] HIZB[2] PSCR[13:12] － － 

PTS5 VIO1_FLD TPUTI2 IDEIORDY DRVA[11:10] HIZB[3] PSCR[11:10] PSE[9:8] － 

PTS4 VIO1_HD SCIF5_SCK － DRVA[11:10] HIZB[3] PSCR[9:8] PSA[10] － 

PTS3 VIO1_VD SCIF5_RXD － DRVA[11:10] HIZB[3] PSCR[7:6] PSA[9] － 

PTS2 VIO1_CLK SCIF5_TXD － DRVA[11:10] HIZB[3] PSCR[5:4] PSA[9] － 

PTS1 VIO1_D7 VIO0_D15 IDED7 DRVA[11:10] HIZB[3] PSCR[3:2] PSB[7:6] － 

PTS0 VIO1_D6 VIO0_D14 IDED6 DRVA[11:10] HIZB[3] PSCR[1:0] PSB[7:6] － 

PTT7 D15 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[15:14] － － 

PTT6 D14 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[13:12] － － 

PTT5 D13 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[11:10] － － 

PTT4 D12 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[9:8] － － 

PTT3 D11 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[7:6] － － 

PTT2 D10 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[5:4] － － 

PTT1 D9 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[3:2] － － 

PTT0 D8 － － DRVA[15:14] HIZB[5] PTCR[1:0] － － 

PTU7 DACK0 － － DRVA[15:14] HIZB[1] PUCR[15:14] － － 

PTU6 DREQ0 － － DRVA[15:14] HIZB[1] PUCR[13:12] － － 

PTU5 FSIOASD － － DRVA[9:8] HIZC[13] PUCR[11:10] PSE[1] － 

PTU4 FSIIABCK － － DRVA[9:8] HIZC[13] PUCR[9:8] PSE[1] － 

PTU3 FSIIALRCK － － DRVA[9:8] HIZC[13] PUCR[7:6] PSE[1] － 

PTU2 FSIOABCK － － DRVA[9:8] HIZC[13] PUCR[5:4] PSE[1] － 

PTU1 FSIOALRCK － － DRVA[9:8] HIZC[13] PUCR[3:2] PSE[1] － 

PTU0 CLKAUDIOAO － － DRVA[9:8] HIZC[13] PUCR[1:0] PSE[0] － 
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ポート

端子名 

機能 1 

端子名 

機能 2 

端子名 

機能 3 

端子名 

Drive制御 

ビット 

Hi-Z制御 

ビット 

ポート制御 

ビット 

機能 1/2/3 

選択ビット 

SCIF2/3 

選択ビット 

PTV7 FSIIBSD MSIOF1_SS2/ 

MSIOF1_RSYNC 

－ DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[15:14] PSD[7:6] － 

PTV6 FSIOBSD MSIOF1_SS1/ 

MSIOF1_RSCK 

－ DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[13:12] PSD[7:6] － 

PTV5 FSIIBBCK MSIOF1_RXD － DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[11:10] PSC[15:14] － 

PTV4 FSIIBLRCK MSIOF1_TSYNC － DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[9:8] PSC[15:14] － 

PTV3 FSIOBBCK MSIOF1_TSCK － DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[7:6] PSC[15:14] － 

PTV2 FSIOBLRCK MSIOF1_TXD － DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[5:4] PSC[15:14] － 

PTV1 CLKAUDIOBO MSIOF1_MCK － DRVA[9:8] HIZC[12] PVCR[3:2] PSE[3:2] － 

PTV0 FSIIASD － － DRVA[9:8] HIZC[11] PVCR[1:0] PSE[10] － 

PTW7 MMC_D7 SDHI1CD IODACK DRVA[13:12] HIZC[10] PWCR[15:14] PSE[13:12] － 

PTW6 MMC_D6 SDHI1WP IDERST DRVA[13:12] HIZC[10] PWCR[13:12] PSE[13:12] － 

PTW5 MMC_D5 SDHI1D3 EXBUF_ENB DRVA[13:12] HIZC[10] PWCR[11:10] PSE[13:12] － 

PTW4 MMC_D4 SDHI1D2 DIRECTION DRVA[13:12] HIZC[10] PWCR[9:8] PSE[13:12] － 

PTW3 MMC_D3 SDHI1D1 － DRVA[13:12] HIZC[9] PWCR[7:6] PSA[13] － 

PTW2 MMC_D2 SDHI1D0 － DRVA[13:12] HIZC[9] PWCR[5:4] PSA[13] － 

PTW1 MMC_D1 SDHI1CMD － DRVA[13:12] HIZC[9] PWCR[3:2] PSA[13] － 

PTW0 MMC_D0 SDHI1CLK － DRVA[13:12] HIZC[9] PWCR[1:0] PSA[13] － 

PTX7 DACK1 IRDA_OUT － DRVB[3:2] HIZC[8] PXCR[15:14] PSA[12] － 

PTX6 DREQ1 IRDA_IN － DRVB[3:2] HIZC[8] PXCR[13:12] PSA[12] － 

PTX5 TS0_SDAT － LNKSTA DRVA[5:4] HIZC[7] PXCR[11:10] PSC[0] － 

PTX4 TS0_SCK － MDIO DRVA[5:4] HIZC[7] PXCR[9:8] PSC[1] － 

PTX3 TS0_SDEN － MDC DRVA[5:4] HIZC[7] PXCR[7:6] PSC[2] － 

PTX2 TS0_SPSYNC － － DRVA[5:4] HIZC[6] PXCR[5:4] － － 

PTX1 MMC_CLK － － DRVA[13:12] HIZC[5] PXCR[3:2] － － 

PTX0 MMC_CMD － － DRVA[13:12] HIZC[5] PXCR[1:0] － － 

PTY7 SDHI0CD － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[15:14] － － 

PTY6 SDHI0WP － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[13:12] － － 

PTY5 SDHI0D3 － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[11:10] － － 

PTY4 SDHI0D2 － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[9:8] － － 

PTY3 SDHI0D1 － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[7:6] － － 

PTY2 SDHI0D0 － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[5:4] － － 

PTY1 SDHI0CMD － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[3:2] － － 

PTY0 SDHI0CLK － － DRVA[1:0] HIZC[4] PYCR[1:0] － － 

PTZ7 IRQ7 SCIF3_CTS － DRVB[5:4] HIZD[15] PZCR[15:14] PSB[10] MSELB[5] 

PTZ6 IRQ6 SCIF3_RTS － DRVB[5:4] HIZD[14] PZCR[13:12] PSB[11] MSELB[5] 

PTZ5 IRQ5 SCIF3_SCK － DRVB[5:4] HIZD[13] PZCR[11:10] PSB[12] MSELB[5] 
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ポート

端子名 

機能 1 

端子名 

機能 2 

端子名 

機能 3 

端子名 

Drive制御 

ビット 

Hi-Z制御 

ビット 

ポート制御 

ビット 

機能 1/2/3 

選択ビット 

SCIF2/3 

選択ビット 

PTZ4 IRQ4 SCIF3_RXD － DRVB[5:4] HIZD[12] PZCR[9:8] PSB[13] MSELB[5] 

PTZ3 IRQ3 SCIF3_TXD － DRVB[5:4] HIZD[11] PZCR[7:6] PSB[14] MSELB[5] 

PTZ2 IRQ2 － － DRVA[1:0] HIZD[10] PZCR[5:4] － － 

PTZ1 IRQ1 － － DRVA[15:14] HIZD[9] PZCR[3:2] － － 

PTZ0 IRQ0 － － DRVA[15:14] HIZD[8] PZCR[1:0] － － 
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49. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチまたは

オペランドの読み出し書き込み、オペランドのサイズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチのと

きの停止タイミングがあります。 

49.1 特長 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます 

ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル 0と 1） 

ユーザブレークは、チャネル 0、1独立に、または連続した（シーケンシャル）一つの条件として設定するこ

とができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル 0のブレーク条件が一致した後チャネル 1のブレー

ク条件の一致が発生、またはチャネル 1のブレーク条件が一致した後チャネル 0のブレーク条件の一致が発

生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASIDとアドレス 32ビットから構成された 40ビットの比較において、ASIDは全ビット比較または全ビット

マスクのいずれかを選択できます。 

アドレス 32ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位 12ビット（4Kバイトページ）、下位

10ビット（1Kバイトページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。 

• データ 

チャネル 1のみ、32ビットマスク可能。 

• バスサイクル 

命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）またはオペランドアクセスでのブレーク 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード、およびクワッドワードをサポート 

2. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 

3. PCブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

4. ブレーク条件（チャネル 1に対してのみ）として、最大 212－1回まで繰り返し回数を指定可能。 
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図 49.1に UBCのブロック図を示します。 

SAB
内部バス

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

チャネル0
動作制御

チャネル1
動作制御

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

制御

CBR0

CAR0

CAMR0

CRR0

CBR1

CAR1

CAMR1

CDR1

CDMR1

CETR1

CRR1

CCMFR

CBCR

ユーザブレーク要求

SDB
アクセス
制御

CBR0
CRR0
CAR0
CAMR0
CBR1
CRR1
CAR1

CAMR1
CDR1
CDMR1
CETR1
CCMFR
CBCR
SAB
SDB

【記号説明】

ASID
コンパレータ

ASID
コンパレータ

ASID

：マッチ条件設定レジスタ0
：マッチ動作設定レジスタ0
：マッチアドレス設定レジスタ0
：マッチアドレスマスク設定レジスタ0
：マッチ条件設定レジスタ1
：マッチ動作設定レジスタ1
：マッチアドレス設定レジスタ1

：マッチアドレスマスク設定レジスタ1
：マッチデータ設定レジスタ1
：マッチデータマスク設定レジスタ1
：実行回数ブレークレジスタ1
：チャネルマッチフラグレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ
：オペランドアドレスバス
：オペランドデータバス  

図 49.1 UBCのブロック図 
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49.2 レジスタの説明 

UBCには以下のレジスタがあります。 
 

表 49.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 H'1F20 0000 32 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 H'1F20 0004 32 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 H'1F20 0008 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 R/W H'FF20 000C H'1F20 000C 32 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 H'1F20 0020 32 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 R/W H'FF20 002C H'1F20 002C 32 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 H'1F20 0030 32 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 H'1F20 0600 32 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 H'1F20 0620 32 

【注】 * P4アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理

アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 49.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

レジスタ 

略称 

パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

CBR0 H'2000 0000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CRR0 H'0000 2000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CAR0 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CAMR0 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CBR1 H'2000 0000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CRR1 H'0000 2000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CAR1 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CAMR1 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CDR1 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CDMR1 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CETR1 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CCMFR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

CBCR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

【注】 * MPMD端子＝ロー時。MPMD端子がハイ状態のときは、パワーオンリセットと同じになります。 
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アクセスサイズはコントロールレジスタのサイズと同じでなければなりません。サイズが異なると、レジスタ

の書き込み動作で書き込みが実行されず、読み出し動作は不定な値を返します。コントロールレジスタを書き換

える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合があります。

コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだデータを読み出してください。

それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 
 

49.2.1 マッチ条件設定レジスタ 0、1（CBR0、CBR1） 

CBR0、CBR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件を指定します。設定可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASIDの有無とその値、

（3）データ値の有無、（4）オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バス、（7）命令フェッチまたはオ

ペランドアクセス、（8）読み出しまたは書き込みです。 
 

• CBR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

― SZ ― ― ― ― CD ID ― RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタの MF0ビット 

000001：CCMFRレジスタの MF1ビット 

その他：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR0[0]に 1

を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してください。

また CCRMFレジスタの MF0ビットが 0の状態で、本レジスタの

MFEビットを 1に、MFIビットを 000000に設定するとチャネル 0

でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV H'00 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

14～12 SZ すべて 0 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べてのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：リザーブ（設定禁止） 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

2、1 RW  00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 
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• CBR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

DBE SZ ETBE ― ― ― CD ID ― RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタの MF0ビット 

000001：CCMFRレジスタの MF1ビット 

その他：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に 1

を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してくださ

い。また、CCRMFレジスタの MF1ビットが 0の状態で、本レジ

スタの MFEビットを 1に、MFIビットを 000001に設定するとチ

ャネル 1でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV すべて 0 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 DBE 0 R/W データ値イネーブル*2 

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビットは、オペ

ランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にデータ値を含める 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：リザーブ（設定禁止） 

11 ETBE 0 R/W 実行回数値イネーブル 

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。このビットが 1

の場合、マッチ条件が成立した回数が CETR1 レジスタで指定した値と等

しくなったとき、CRR1レジスタで指定した動作が発生します。 

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に実行回数値を含める 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 RW 00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 *3 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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49.2.2 マッチ動作設定レジスタ 0、1（CRR0、CRR1） 

CRR0、CRR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1が

マッチ条件を満たした場合の動作を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサイクルに対するブ

レークタイミング、（2）ブレーク要求の有無です。 
 

• CRR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

本ビットを読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にし

てください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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• CRR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

本ビットを読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にし

てください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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49.2.3 マッチアドレス設定レジスタ 0、1（CAR0、CAR1） 

CAR0、CAR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件とする仮想アドレスを指定します。 
 

• CAR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR0レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 

 

• CAR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 
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49.2.4 マッチアドレスマスク設定レジスタ 0、1（CAMR0、CAMR1） 

CAMR0、CAMR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、対応するチャネルのマ

ッチアドレス設定レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビットを指定します（マスクす

るビットに 1を設定します）。 
 

• CAMR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR0 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

• CAMR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 
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49.2.5 マッチデータ設定レジスタ 1（CDR1） 

CDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 1のブレーク条件とするデータ値

を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CD

CD

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CD 不定 R/W 比較データ値 

ブレーク条件とするデータ値を指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に SDB

のデータ値を指定します。 

 

表 49.3 マッチデータ設定レジスタの指定 

CBR1でのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0] 

オペランドバス（バイト） Don't care SDB7～0 

オペランドバス（ワード） Don't care SDB15～0 

オペランドバス（ロングワード） SDB31～0 

【注】 1. データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 3. クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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49.2.6 マッチデータマスク設定レジスタ 1（CDMR1） 

CDMR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、マッチデータよって指定されるデータ値

のうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに 1を設定します）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CDM

CDM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDM 不定 R/W 比較データ値マスク 

CDR1 レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクするビットを指

定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：データ値ビット CD[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：データ値ビット CD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

49.2.7 実行回数ブレークレジスタ 1（CETR1） 

CETR1 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、ブレークが発生するまでのチャネルヒッ

ト回数を指定します。指定できる最大値は 212－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ条件に実行回数値

を含めた場合、チャネルがヒットするごとに本レジスタ値は 1 ずつデクリメントされ、レジスタ値が H'001 にな

った後さらにヒットするとブレークが発生します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― CET

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 CET 不定 R/W 実行回数 

ブレーク条件とする実行回数を指定します。 
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49.2.8 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR） 

CCMFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件が成立したかど

うかを示します。チャネルのマッチ条件が成立した場合、対応するフラグビットに 1 が設定されます。フラグの

クリアは、クリアしたいビットを 0、それ以外のビットを 1にしたデータを本レジスタに書き込むことで行います

（書き込み値と現在値の論理積が書き込まれます）。本マッチフラグを用いることで、複数チャネルによるシー

ケンシャル動作を実現できます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― MF1 MF0

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 MF1 0 R/W チャネル 1条件一致フラグ 

チャネル 1にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R/W チャネル 0条件一致フラグ 

チャネル 0にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0のマッチ条件一致 
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49.2.9 ブレークコントロールレジスタ（CBCR） 

CBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、ユーザブレークデバッグサポート機能を使

用するかどうかを指定します。ユーザブレークデバッグサポート機能の詳細については、「49.4 ユーザブレー

クデバッグサポート機能」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― UBDE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

0 UBDE 0 R/W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブル 

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。 

0：デバッグサポート機能を使用しない 

1：デバッグサポート機能を使用する 
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49.3 動作説明 

49.3.1 アクセスに関する用語の説明 

命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命令のフェ

ッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを指します。たとえ

ば、命令MOV.W @(disp,PC),Rnのアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオペランドアクセスです。「デ

ータ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。 

すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセスまたは書き込みアクセスのいずれかに分類されます。次の

命令は特別の注意が必要です。 
 

• PREF、OCBPおよび OCBWB命令：読み出しアクセスとして扱います。 

• MOVCA.Lおよび OCBI命令 ：書き込みアクセスとして扱います。 

• TAS.B命令 ：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱います。 

 

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命令

に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、ワード、

ロングワード、クワッドワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオペランド

アクセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。 
 

49.3.2 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ／オペランドアクセス、読み出し／書き込み条件

を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）により指定します。ブレークアドレスをマッチアドレス

設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設定レジスタ（CAMR0、

CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、マッチ条件設定レジスタのAIEビットをセ

ットし、AIVビットによりASIDを指定します。マッチ条件にデータ値を含める場合は、マッチ条件設定レジ

スタのDBEビットをセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ（CDR1）、データのマスク条

件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッチ条件に実行回数を含める場合は、

マッチ条件設定レジスタのETBEビットをセットし、実行回数条件を実行回数ブレークレジスタ（CETR1）

により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、マッチ条件設定レジスタのMFEビットをセッ

トし、シーケンス元チャネル番号をMFIにより指定します。 

2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク位置を、

マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。他のすべてのレジスタ、およびマッチ条件設

定レジスタの CE ビットを除くビットの設定が終了したのち、マッチ条件設定レジスタの CE ビットをセッ

トし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。この手順により、コントロールレジスタの設定

値が直後の後続命令から有効となることを保証できます。リセット後、初期状態のコントロールレジスタか
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らマッチ条件設定レジスタの CEビットをセットした場合、意図しないブレークが発生する場合があります。 

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ（MF1、

MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容により、CPUへの

ブレーク要求が発生します。SR レジスタの BLビットにより、ブレーク要求に対する CPU の動作が異なり

ます。BLビットが 0のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行われますが、BLビットが 1の場

合例外処理は行われません。 

4. マッチ条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用するこ

とができます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フラグを再び使用

できるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対するメモリストア命令により 0

を書き込んでください。 

5. チャネル 0およびチャネル 1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブレ

ーク要求は 1つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが 2つともセットされる場合が

あります。 

6. SRレジスタの BLビットが 1の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判定は行わ

れ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットさ

れます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のとき

にシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリア

してください。 
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49.3.3 命令フェッチサイクルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令フェッチ

となります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対するマッチ動作レジ

スタ（CRR0またはCRR1）のBIEビットをセットしてください。ブレークのタイミングを命令実行の前にす

るか後にするかは、PCBビットで指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指定する場合、

マッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）のLSBを0にクリアしてください。このビットが1にセッ

トされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行することが確定

した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐または割り込みの遷移中

にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用できません。命令実行前

ブレークと他の例外との優先順位については、「第5章 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令の

遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の実行前にブレークが発生します。た

だし、RTE命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しないでください。 

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実行された

のち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランによってフ

ェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークと他の例外との優先順位については、「第5章 

例外処理」を参照してください。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対して実行後ブレークが指定され

ると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. チャネル1のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、マッチ条件設定レジスタCBR1のDBEビ

ットは無効となり、マッチデータ設定レジスタCDR1およびマッチデータマスク設定レジスタCDMR1の設定

は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値を設定することはできませ

ん。 
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49.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク 

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）のオペランド

サイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。 

 

表 49.4 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス 

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット 

クワッドワード アドレスビット A31～A3 

ロングワード アドレスビット A31～A2 

ワード アドレスビット A31～A1 

バイト アドレスビット A31～A0 

マッチ条件に含まれない クワッドワードアクセス時のアドレスビット A31～A3 

ロングワードアクセス時のアドレスビット A31～A2 

ワードアクセス時のアドレスビット A31～A1 

バイトアクセス時のアドレスビット A31～A0 

 

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）にアドレスH'00001003を設定するとき、

マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（他のすべての条件が成立すると仮定した場合）

以下が含まれることを意味します。 

 

アドレスH'00001000に対するロングワードアクセス 

アドレスH'00001002に対するワードアクセス 

アドレスH'00001003に対するバイトアクセス 

 

2. チャネル 1のマッチ条件にデータ値が含まれる場合 

データ値をマッチ条件に含める場合は、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）のオペランドサイズセレクト（SZ

ビット）によりクワッドワード、ロングワード、ワード、またはバイトを指定し、かつマッチデータ設定レ

ジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要があります。このとき、

アドレス条件とデータ条件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワードアクセス、ロン

グワードアクセスに対するデータ値およびマスクは、それぞれCDR1およびCDMR1のビット7～0、ビット15

～0、ビット31～0に設定します。クワッドワードアクセスの場合、64ビットデータは上位32ビットと下位32

ビットに分割され、2つの32ビットデータ単位として条件比較が行われます。2つの32ビットデータ単位のい

ずれかがマッチ条件を満足すると、マッチ条件成立となります。 

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命

令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。 
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4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前にブレ

ークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数命令実行した後に

なる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、遅延分岐命令やその遅延ス

ロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。RTE命令

の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでください。また、データ値を条件に含める場合は、

RTE命令の 1.～6.命令前でブレークを発生させないでください。 

 

49.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビットおよびMFI ビットを設定することで、シーケンシャ

ル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッチ条件が成立、またはその逆）を指定することが

できます。シーケンス元チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE、およびマッチ動作設定レジ

スタのBIEビットをクリアしてください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE

ビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIで指定します。シーケンシャル条件成立時のブレーク

要求の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケンシャル条件

指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされます。シーケンス

元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のときにシーケンス元チャ

ネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリアしてください。 

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル 1については実行回数ブレーク条件も指定することができます。 

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、シーケン

シャル条件が保証されない場合があります。 

 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでください。 

命令 Bは命令 Aの 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランドアクセス

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0または 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令フェッチ

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 
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• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

49.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPCに退避し、例外処理状態に移行します。マッチ条

件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます。 
 

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、その

前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令のアドレス

が SPCに退避されます。 

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行さ

れ、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、それ

らの命令は実行され、分岐先のアドレスが SPCに退避されます。 

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令が実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合は、分岐

先のアドレスが SPCに退避されます。 

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件と指定指定する場合 

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後から 6 命

令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが SPC に退避されま

す。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット命令で条件が一致した場合

は、分岐先アドレスが SPCに退避されます。また、条件に一致した命令の次命令が分岐命令である場合は、

分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発生するときがあります。この場合も、SPCに

は分岐先のアドレスが退避されます。 
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49.4 ユーザブレークデバッグサポート機能 

ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPUがユーザブレーク要求を受理した場合の分岐

先アドレスを変更することができます。ブレークコントロールレジスタ CBCRの UBDEビットを 1にセットする

ことにより、[VBR＋オフセット]で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBRで示されるアドレスへ分岐しま

す。ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを図 49.2に示します。 
 

SPC ← PC
SSR ← SR

SR.BL ← B'1

SR.MD ← B'1
SR.RB ← B'1

例外／割り込み
発生

例外 例外／ 
割り込み／トラップ?

トラップ

割り込み

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + ベクタオフセット

RTE命令を実行
PC ← SPC
SR ← SSR

SGR ← R15

PC ← DBR

デバッグプログラム

R15 ← SGR
（STC命令）

リセット例外?

（CBCR.UBDE == 1）&&
（ユーザブレーク）?

例外動作の終了

INTEVT ← 割り込みコードEXPEVT ← 例外コード

YesNo

NoYes

ハードウェア動作

例外処理ルーチン

TRA ← TRAPA （imm）

EXPEVT ← H'160

 

図 49.2 ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート 
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49.5 ユーザブレーク使用例 

（1） 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件 

• 例1-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00000404／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、アドレス H'00000404 の命令実行後、またはアドレス H'00008010～H'00008016 の命令実

行前に発生します。 

 

• 例1-2 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 
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【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にユーザブレークが発生します。 
 

• 例1-3 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00027128／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00031415／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、アドレス H'00027128の命令実行前に発生します。チャネル 1では、命令フェッチは偶数ア

ドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 

 

• 例1-4 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 
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【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にブレークが発生します。 

 

• 例1-5 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00000500／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000813／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00001000／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000005／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000500、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00001000、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000005 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

実行回数：5回 

ASID、データ値は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークはアドレス H'00000500の命令の実行前に生じます。チャネル 1では、ユー

ザブレークは、アドレス H'00001000の命令を 4回実行した後、5回目の命令実行前に生じます。 
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• 例1-6 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00008404／CAMR0＝H'00000FFF／ 

CBR1＝H'40700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00008000～H'00008FFEの命令の実行後、または、ASID＝H'70

でアドレス H'00008010～H'00008016の命令の実行前に生じます。 
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（2） オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件 

• 例2-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800023／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00123456／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'4070A025／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'000ABCDE／CAMR1＝H'000000FF／ 

CDR1＝H'0000A512／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれない） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF、ASID：H'70 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／書き込み／ワード 

実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00123454に対するロングワードの読み出し、

アドレス H'00123456に対するワード読み出し、あるいはアドレス H'00123456 に対するバイト読み出しで生

じます。チャネル 1では、ユーザブレークは ASID＝H'70で H'000ABC00～H'000ABCFEにワード H'A512を

書き込むときに生じます。 
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49.6 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレ

ークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行する前に、以下の（1）

～（3）のいずれかを実行してください。 

（1）変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください（レジスタリードとRTE命

令は連続している必要はありません）。 

（2）変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI

命令を実行してください（レジスタリードとICBI命令は連続している必要はありません）。 

（3）UBCレジスタの変更前にIRMCR.R1＝0（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジスタリード

→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してください。 

 

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありません。最

後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。 

2. CRR0および CRR1の PCBビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効です。 

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルのマッチ条件

が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに対してチャネル 0お

よびチャネル 1の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されてもシーケンシャル条件は成立せ

ず、ブレークは発生しません。 

4. SLEEP命令に対しては、命令フェッチサイクルをマッチ条件とする命令実行後ブレークを発生させないでく

ださい。また、SLEEP 命令の 1～5 命令前では、オペランドアクセスをマッチ条件とするブレークを発生さ

せないでください。 

5. ユーザブレークと他の例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われます。優先順

位に関しては、「第 5章 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発生した場合は、ユー

ザブレークは発生しません。 

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレーク

を含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットされませ

ん。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実行された完了する時点で改めてブレーク

が発生し、フラグがセットされます。 

• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同時に

発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 
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6. チャネル 0、チャネル 1において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果 SPCの値が両方のブ

レークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両チャネルともにセ

ットされます。たとえば、 

アドレス 110の命令（チャネル 0で命令フェッチに対する実行後ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF0＝1 

アドレス 112の命令（チャネル 1で命令フェッチに対する実行前ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF1＝1 

7. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでください。

またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE 命令の 1～6 命令前でブレークを発生させない

でください。 

8. 実行ステートが 2以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例外が発生

します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、CCMFR.MF0（または CCMFR.MF1）ビットが 1 にセッ

トされる場合と、セットされない場合があります。 
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50. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（IEEE1149.1）に準拠したシリアル入出力インタフェース

であり、エミュレータの接続に使用します。 

50.1 特長 

H-UDIは JTAG、IEEE1149.1 ''IEEE Standard Test Access Port and Boundary-Scan Architecture''に準拠したシリアル

入出力インタフェースです。H-UDIは、エミュレータとの接続に使用します。エミュレータを使用する場合は本

インタフェースの機能を使用しないでください。なお、エミュレータとの接続方法は各エミュレータのユーザー

ズマニュアルを参照してください。 

H-UDIは 6本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST、ASEBRK/BRKACK）からなります。ASEBRK/BRKACK

を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAGの規格に準拠します。さらにエミュレータ専用端子として 6

本の信号（AUDSYNC、ADUCK、AUDATA3～AUDATA0）があります。 

図 50.1に H-UDIのブロック図を示します。 

H-UDI回路は内部に TAPコントローラと、SDBPR、SDIR、SDDR（SDDRH、SDDRL）、SDINTの計 5本のレ

ジスタを持ちます。SDBPRは JTAGのバイパスモードをサポートするためのレジスタ、SDIRはコマンド用のレ

ジスタ、SDDRはデータ用のレジスタ、SDINTは H-UDI割り込み用のレジスタです。SDIRは TDI、TDO端子か

ら直接アクセスできます。 

TAP（Test Access Port）コントローラと制御レジスタはチップのリセット端子とは独立して、TRST端子をロー

レベルにするか、TMSを 1に設定して TCKを 5サイクル以上かけることによりリセットがかかります。その他の

回路は通常リセット期間中にリセットがかかり初期化されます。 
 



 

50. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

50-2  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

ブレーク
制御

デコード

SDIR

SDINT

SDDRH

SDDRL

MUX

SDBPR

TDO

TCK

ASEBRK/BRKACK

TMS

TRST

TDI

TAP
コントローラ

割り込み／
リセット他

AUDSYNC

AUDCK

AUDATA3～0

トレース
制御

シ
フ
ト
レ
ジ
ス
タ

周
辺
モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

 

図 50.1 H-UDIのブロック図 
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50.2 入出力端子 

H-UDIの端子構成を表 50.1に示します。 
 

表 50.1 H-UDIの端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 未使用時 

TCK クロック端子 入力 JTAGのシリアルクロック入力端子と同じです。この信号

に同期してデータ入力端子 TDIから H-UDI回路にデータ

を与えるか、データ出力端子 TDOからデータを読み出し

ます。 

オープン*1 

TMS モード端子 入力 モードセレクト入力端子。TCKに同期してこの信号を変

化させることで、TDIから入力するデータの意味を決定し

ます。そのプロトコルは JTAG(IEEE Std 1149.1)規格に準

拠します。 

オープン*1 

TRST*2 リセット端子 入力 H-UDIをリセットする入力端子。TCKとは非同期に受け

付け、ローレベルで JTAGインタフェース回路に対するリ

セットがかかります。JTAGの利用の有無にかかわらず、

電源投入時に TRSTを一定期間ローレベルにしなければ
なりません。これは IEEEの規格と異なります。 

グランド固定

または 

RESET接続*3 

TDI データ入力端子 入力 データ入力端子。TCKに同期してこの信号を変化させる

ことで H-UDI回路にデータを送ります。 

オープン*1 

TDO データ出力端子 出力 データ出力端子。TCKに同期してこの信号を読むことで、

H-UDI回路からデータを読み取ります。 

オープン 

ASEBRK/ 

BRKACK 

エミュレータ用端子 入出力 エミュレータ専用の端子 オープン*1 

AUDSYNC 

AUDCK 

AUDATA3～0 

エミュレータ用端子 出力 エミュレータ専用の端子 オープン 

MPMD ASEモード 

（エミュレーション

サポートモード設

定） 

入力 ローレベルで ASEモードとなり、エミュレーションサポ

ート機能が使用可能となります。 

E10A等のエミュレータを使用する場合、ローレベルに固

定してください。 

オープン*1 

【注】 *1 チップ内でプルアップされています。エミュレータを使用可能なボードを設計する場合、あるいは H-UDI経由で

割り込み、リセットを利用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題ありません。 

 *2 エミュレータを使用可能なボードを設計する場合あるいは H-UDI経由で割り込み／リセットを利用する場合は、

電源投入時に RESETと重複する期間 TRSTをローレベルにし、かつ TRST単独でも制御可能となるようにしてく
ださい。 

 *3 グランド固定または RESETと同じ（あるいは同じ挙動の）信号と接続する。ただし、グランド固定の場合には下
記の問題があります。TRSTはチップ内でプルアップされているため外部からグランドに固定すると微小な電流が
流れます。電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及ぼし

ませんが、不要な電力を消費することになります。TRSTのプルアップはピンファンクションコントローラ（PFC）

のプルダウン制御レジスタ（PULCR）でオフすることができます。詳細は「第 48章 ピンファンクションコント

ローラ（PFC）」を参照してください。 

 

TCKの周波数が本 LSIの周辺クロックの周波数より低くなるように TCKあるいは本 LSIの CPGの設定を行っ

てください。 
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50.3 レジスタの説明 

H-UDIには以下のレジスタがあります。 
 

表 50.2 レジスタ構成（1） 

CPU側 名称 略称 

R/W P4領域 

アドレス*1
 

エリア 7 

アドレス*1
 

サイズ 初期値*2
 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 H'1C11 0000 16 H'0EFF 

データレジスタ H SDDR/SDDRH R/W H'FC11 0008 H'1C11 0008 32/16 不定 

データレジスタ L SDDRL R/W H'FC11 000A H'1C11 000A 16 不定 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 H'1C11 0018 16 H'0000 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － 不定 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは。TLBを用いて 

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 TRST端子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Reset状態で初期化されます。 

 

表 50.3 レジスタ構成（2） 

H-UDI端子側 名称 略称 

R/W サイズ 初期値*1
 

インストラクションレジスタ SDIR R/W 32 H'FFFF FFFD（固定値*2） 

データレジスタ H SDDR/SDDRH － － － 

データレジスタ L SDDRL － － － 

割り込み要因レジスタ SDINT W*3 32 H'0000 0000 

バイパスレジスタ SDBPR R/W 1 不定 

【注】 *1 TRST端子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Reset状態で初期化されます。 

 *2 H-UDIからの読み出し値は常に固定値（H'FFFF FFFD）となります。 

 *3 H-UDI割り込みコマンドにより最下位ビットへ 1を書き込むことができます。 

 

表 50.4 各処理状態におけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ 

SDIR H'0EFF 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

SDDR/SDDRH 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

SDDRL 不定 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

SDINT H'0000 保持 保持 保持 保持* 保持* 保持 

【注】 * MPMD端子=ロー時。MPMD端子がハイ状態のときは、パワーオンリセットと同じになります。 

 



 

50. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  50-5 

2013.01.18  

 

SH7724 

50.3.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、CPUから読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタです。シリアル入力（TDI）から値（コマンド）

をセットします。TRSTまたは TAPの Test Logic Resetステートで初期状態になります。H-UDIからの書き込みの

場合、CPUのモードとは無関係に書き込みができます。またリザーブとなっているコマンドをセットした場合の

動作は保証しません。 
 
ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

TI —— ———— ——

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TI 00001110 R テストインストラクションビット 7～0 

11111111：バイパス 

0110xxxx：H-UDI、リセット、ネゲート 

0111xxxx：H-UDI、リセット、アサート 

101xxxxx：H-UDI割り込み 

00001110：初期状態 

上記以外：設定禁止 

7～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

 

50.3.2 データレジスタ H、L（SDDRH、SDDRL） 

SDDRは、SDDRHと SDDRLの 2本を連結した 32ビットのレジスタで、それぞれ CPUから読み出し／書き込

み可能な 16ビットのレジスタです。また、SDDRとして CPUから 32ビットで読み出し／書き込みが行えます。

このレジスタ値は、CPUのリセットでは初期化されませんが、TRSTでは初期化されます。 
 

• SDDRH 

 
ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

— — — — — — — — — — — — — — — —

SDDRHデータ

 
 

• SDDRL 

 
ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

— — — — — —

SDDRLデータ

— — — — — — — — — —
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50.3.3 割り込み要因レジスタ（SDINT） 

SDINTは CPUから読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。H-UDI端子側からは、SDIRに「H-UDI

割り込み」コマンドをセットした（Update-IR）場合に、INTREQビットが 1になります。SDIRが「H-UDI割り込

み」コマンドの間、H-UDI端子の TDIと TDOの間に SDINTが接続され、32ビットのレジスタとして読み出し可

能です。その場合上位 16ビットが 0に、下位 16ビットが SDINTになります。 

CPU側からは INTREQビットに 0を書き込むことしかできません。このビットが 1の間は割り込み要求が発行

され続けますので、割り込みハンドラ内で必ず 0にクリアするようにしてください。このレジスタ値は TRSTま

たは TAPの Test Logic Resetステートで初期状態になります。 
 
ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 0

— INTREQ——————————————

0000000000000000
R/WRRRRRRRRRRRRRRR

2 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

0 INTREQ 0 R/W 割り込み要求ビット 

「H-UDI割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示します。CPU

からはこのビットに 0を書き込むことにより割り込み要求をクリアできま

す。このビットに 1を書き込んだ場合は、直前の値を保持します。 
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50.4 動作説明 

50.4.1 TAP制御 

図 50.2に TAP制御回路の内部状態を示します。JTAGで規定されている状態遷移に準拠しています。 

• 遷移条件はTCKの立ち上がりエッジにおけるTMS値です。 

• TDI値はTCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、TCKの立ち下がりエッジでシフトします。 

• TDO値はTCKの立ち下がりエッジで変化します。またTDOはShift-DR、Shift-IRステート以外ではハイインピ

ーダンス状態です。 

• TRST=0への遷移でTCKとは非同期で"Test-Logic-Reset"状態へ遷移します。 

Test -Logic-Reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DR-ScanRun-Test/Idle

1

0

0

0

0
1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR-Scan

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0

 

図 50.2 TAP制御状態遷移図 
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50.4.2 H-UDIリセット 

SDIRコマンドによりシステムリセットをかけられます。H-UDIの端子から H-UDIリセット・アサートコマン

ドを送り、さらに H-UDIリセット・ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます（図 50.3参照）。H-UDI

リセット・アサートコマンドと H-UDIリセット・ネゲートコマンド間に必要な時間は、システムリセットをかけ

るためにリセット端子をローレベルに保つ時間と同じです。 

H-UDI
リセット・アサート

H-UDI
リセット・ネゲートH-UDI端子

チップ内リセット

CPU状態 リセット処理リセット通常

 

図 50.3 H-UDIリセット 

 

50.4.3 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は、H-UDIから SDIRにコマンド値を設定することにより割り込みを発生させる機能です。 

H-UDI割り込みの要求信号は、コマンドセット後（Update-IR）に SDINTレジスタの INTREQビットが 1にな

ることによりアサートされます。ソフトウェアにより INTREQビットに 0を書き込まない限り割り込み要求信号

はネゲートされませんので、割り込み要求を取りこぼすことはありません。H-UDI割り込みコマンドが SDIRに

セットされている間は、TDIと TDOの間に SDINTが接続されます。 
 

50.5 使用上の注意事項 

一度設定した SDIRコマンドは TRSTのアサート、または TAPを Test-Logic-Reset状態にすることによる初期化

以外は H-UDIから他のコマンドを書き込まない限り変化しません。 

H-UDIは、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、H-UDIの機

能は使用できません。 
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51. レジスタ一覧 

アドレス一覧では、内蔵 I/Oレジスタの情報を示し、次の構成になっています。 
 

1. レジスタアドレス一覧（機能モジュールごと、マニュアル章番号順） 

• 機能モジュールごと、マニュアルの章番号の順に記載します。 

• 本リストで記載されていないリザーブアドレスのアクセスはしないでください。 

• アドレスは、16ビットまたは32ビットの場合、ビッグエンディアンを前提として、MSB側のアドレスを記載

しています。 

 

2. 各動作モードにおけるレジスタの状態 

• 「レジスタアドレス一覧（機能モジュールごと、マニュアル章番号順）」の順序で、レジスタの状態を記載

します。 

• 初期化の各ビットの状態は、該当する章のレジスタ説明を参照してください。 

• 基本的な動作モード時のレジスタの状態を示しており、内蔵モジュール固有のリセットなどがある場合は、

内蔵モジュールの章を参照してください。 
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51.1 レジスタアドレス一覧 

アクセスサイズは、ビット数を示します。 

【注】 未定義、リザーブアドレスのアクセスは禁止します。これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作

については保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

 
レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 32 

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 32 

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 32 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 

例外処理 

32 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 32 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL R/W H'FF00 0004 32 

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 32 

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 32 

ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ PTEA R/W H'FF00 0034 32 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 32 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 

MMU 

32 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 32 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 32 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C 

キャッシュ 

32 

LCKコントロールレジスタ PRLCKCR R/W H'FF80 0018 32 

PRIコントロールレジスタ 0(SH-X2) PRPRICR 0 R/W H'FF80 0028 32 

PRIコントロールレジスタ 1(DBG) PRPRICR 1 R/W H'FF80 0030 32 

PRIコントロールレジスタ 2(DMAC0) PRPRICR 2 R/W H'FF80 0038 32 

PRIコントロールレジスタ 3(DMAC1) PRPRICR 3 R/W H'FF80 0040 32 

PRIコントロールレジスタ 4(ICB) PRPRICR 4 R/W H'FF80 0048 32 

PRIコントロールレジスタ 5 予約 R/W H'FF80 0050 32 

PRIコントロールレジスタ 6(2DGcmd) PRPRICR 6 R/W H'FF80 0058 32 

PRIコントロールレジスタ 7(2DG) PRPRICR 7 R/W H'FF80 0060 32 

PRIコントロールレジスタ 8(ATAPI) PRPRICR 8 R/W H'FF80 0068 32 

PRIコントロールレジスタ 9(SPU2) PRPRICR 9 R/W H'FF80 0070 32 

PRIコントロールレジスタ 10(Ether) PRPRICR 10 R/W H'FF80 0078 

SuperHyway 

32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'A414 0000 16 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'A414 001C 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 00 INTPRI00 R/W H'A414 0010 32 

割り込み要因レジスタ 00 INTREQ00 R/W H'A414 0024 8 

割り込みマスクレジスタ 00 INTMSK00 R/W H'A414 0044 8 

割り込みマスククリアレジスタ 00 INTMSKCLR00 W H'A414 0064 8 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/W H'A414 00C0 16 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK R/W H'A470 0000 32 

割り込み優先レベル設定レジスタ A IPRA R/W H'A408 0000 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ B IPRB R/W H'A408 0004 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ C IPRC R/W H'A408 0008 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ D IPRD R/W H'A408 000C 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ E IPRE R/W H'A408 0010 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ F IPRF R/W H'A408 0014 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ G IPRG R/W H'A408 0018 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ H IPRH R/W H'A408 001C 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ I IPRI R/W H'A408 0020 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ J IPRJ R/W H'A408 0024 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ K IPRK R/W H'A408 0028 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ L IPRL R/W H'A408 002C 16 

割り込みマスクレジスタ 0 IMR0 R/W H'A408 0080 8 

割り込みマスクレジスタ 1 IMR1 R/W H'A408 0084 8 

割り込みマスクレジスタ 2 IMR2 R/W H'A408 0088 8 

割り込みマスクレジスタ 3 IMR3 R/W H'A408 008C 8 

割り込みマスクレジスタ 4 IMR4 R/W H'A408 0090 8 

割り込みマスクレジスタ 5 IMR5 R/W H'A408 0094 8 

割り込みマスクレジスタ 6 IMR6 R/W H'A408 0098 8 

割り込みマスクレジスタ 7 IMR7 R/W H'A408 009C 8 

割り込みマスクレジスタ 8 IMR8 R/W H'A408 00A0 8 

割り込みマスクレジスタ 9 IMR9 R/W H'A408 00A4 8 

割り込みマスクレジスタ 10 IMR10 R/W H'A408 00A8 8 

割り込みマスクレジスタ 11 IMR11 R/W H'A408 00AC 8 

割り込みマスクレジスタ 12 IMR12 R/W H'A408 00B0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 0 IMCR0 W H'A408 00C0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 1 IMCR1 W H'A408 00C4 8 

割り込みマスククリアレジスタ 2 IMCR2 W H'A408 00C8 

INTC 

8 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

割り込みマスククリアレジスタ 3 IMCR3 W H'A408 00CC 8 

割り込みマスククリアレジスタ 4 IMCR4 W H'A408 00D0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 5 IMCR5 W H'A408 00D4 8 

割り込みマスククリアレジスタ 6 IMCR6 W H'A408 00D8 8 

割り込みマスククリアレジスタ 7 IMCR7 W H'A408 00DC 8 

割り込みマスククリアレジスタ 8 IMCR8 W H'A408 00E0 8 

割り込みマスククリアレジスタ 9 IMCR9 W H'A408 00E4 8 

割り込みマスククリアレジスタ 10 IMCR10 W H'A408 00E8 8 

割り込みマスククリアレジスタ 11 IMCR11 W H'A408 00EC 8 

割り込みマスククリアレジスタ 12 IMCR12 W H'A408 00F0 

INTC 

8 

メモリアドレスマップ選択レジスタ MMSELR R/W H'FF80 0020 32 

共通コントロールレジスタ CMNCR R/W H'FEC1 0000 32 

CS0空間バスコントロールレジスタ CS0BCR R/W H'FEC1 0004 32 

CS4空間バスコントロールレジスタ CS4BCR R/W H'FEC1 0010 32 

CS5A空間バスコントロールレジスタ CS5ABCR R/W H'FEC1 0014 32 

CS5B空間バスコントロールレジスタ CS5BBCR R/W H'FEC1 0018 32 

CS6A空間バスコントロールレジスタ CS6ABCR R/W H'FEC1 001C 32 

CS6B空間バスコントロールレジスタ CS6BBCR R/W H'FEC1 0020 32 

CS0空間ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR R/W H'FEC1 0024 32 

CS4空間ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR R/W H'FEC1 0030 32 

CS5A空間ウェイトコントロールレジスタ CS5AWCR R/W H'FEC1 0034 32 

CS5B空間ウェイトコントロールレジスタ CS5BWCR R/W H'FEC1 0038 32 

CS6A空間ウェイトコントロールレジスタ CS6AWCR R/W H'FEC1 003C 32 

CS6B空間ウェイトコントロールレジスタ CS6BWCR R/W H'FEC1 0040 32 

リセットバスウェイトカウンタ RBWTCNT － H'FEC1 0054 

BSC 

32 

DBSC2 SDRAM種類設定レジスタ DBKIND R/W H'FD00 0008 32 

DBSC2ステータスレジスタ DBSTATE R H'FD00 000C 32 

SDRAM動作許可レジスタ DBEN R/W H'FD00 0010 32 

SDRAMコマンド制御レジスタ DBCMDCNT R/W H'FD00 0014 32 

SDRAM CKE制御レジスタ DBCKECNT R/W H'FD00 0018 32 

SDRAM構成レジスタ DBCONF R/W H'FD00 0020 32 

SDRAMタイミングレジスタ 0 DBTR0 R/W H'FD00 0030 32 

SDRAMタイミングレジスタ 1 DBTR1 R/W H'FD00 0034 32 

SDRAMタイミングレジスタ 2 DBTR2 R/W H'FD00 0038 32 

SDRAMタイミングレジスタ 3 DBTR3 R/W H'FD00 003C 32 

SDRAMリフレッシュ/パワーダウン制御レジスタ 0 DBRFPDN 0 R/W H'FD00 0040 32 

SDRAMリフレッシュ/パワーダウン制御レジスタ 1 DBRFPDN 1 R/W H'FD00 0044 

DBSC 

32 
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SDRAMリフレッシュ／パワーダウン制御レジスタ 2 DBRFPDN 2 R/W H'FD00 0048 32 

SDRAMリフレッシュステータスレジスタ DBRFSTS R/W H'FD00 004C 32 

SDRAMモード設定レジスタ DBMRCNT W H'FD00 0060 32 

DDR-PAD部制御レジスタ 0 DBPDCNT0 R/W H'FD00 0108 

DBSC 

32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_0 DMA0_SAR_0 R/W H'FE00 8020 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_0 DMA0_DAR_0 R/W H'FE00 8024 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_0 DMA0_TCR_0 R/W H'FE00 8028 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_0 DMA0_CHCR_0 R/W H'FE00 802C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_1 DMA0_SAR_1 R/W H'FE00 8030 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_1 DMA0_DAR_1 R/W H'FE00 8034 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_1 DMA0_TCR_1 R/W H'FE00 8038 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_1 DMA0_CHCR_1 R/W H'FE00 803C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_2 DMA0_SAR_2 R/W H'FE00 8040 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_2 DMA0_DAR_2 R/W H'FE00 8044 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_2 DMA0_TCR_2 R/W H'FE00 8048 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_2 DMA0_CHCR_2 R/W H'FE00 804C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_3 DMA0_SAR_3 R/W H'FE00 8050 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_3 DMA0_DAR_3 R/W H'FE00 8054 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_3 DMA0_TCR_3 R/W H'FE00 8058 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_3 DMA0_CHCR_3 R/W H'FE00 805C 32 

DMA0オペレーションレジスタ DMA0_DMAOR R/W H'FE00 8060 16 

DMA0ソースアドレスレジスタ_4 DMA0_SAR_4 R/W H'FE00 8070 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_4 DMA0_DAR_4 R/W H'FE00 8074 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_4 DMA0_TCR_4 R/W H'FE00 8078 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_4 DMA0_CHCR_4 R/W H'FE00 807C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ_5 DMA0_SAR_5 R/W H'FE00 8080 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ_5 DMA0_DAR_5 R/W H'FE00 8084 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ_5 DMA0_TCR_5 R/W H'FE00 8088 32 

DMA0チャネルコントロールレジスタ_5 DMA0_CHCR_5 R/W H'FE00 808C 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_0 DMA0_SARB_0 R/W H'FE00 8120 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_0 DMA0_DARB_0 R/W H'FE00 8124 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_0 DMA0_TCRB_0 R/W H'FE00 8128 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_1 DMA0_SARB_1 R/W H'FE00 8130 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_1 DMA0_DARB_1 R/W H'FE00 8134 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_1 DMA0_TCRB_1 R/W H'FE00 8138 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_2 DMA0_SARB_2 R/W H'FE00 8140 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_2 DMA0_DARB_2 R/W H'FE00 8144 

DMAC 

32 
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DMA0トランスファカウントレジスタ B_2 DMA0_TCRB_2 R/W H'FE00 8148 32 

DMA0ソースアドレスレジスタ B_3 DMA0_SARB_3 R/W H'FE00 8150 32 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B_3 DMA0_DARB_3 R/W H'FE00 8154 32 

DMA0トランスファカウントレジスタ B_3 DMA0_TCRB_3 R/W H'FE00 8158 32 

DMA0拡張リソースセレクタ_0 DMA0_DMARS_0 R/W H'FE00 9000 16 

DMA0拡張リソースセレクタ_1 DMA0_DMARS_1 R/W H'FE00 9004 16 

DMA0拡張リソースセレクタ_2 DMA0_DMARS_2 R/W H'FE00 9008 16 

DMA1ソースアドレスレジスタ_0 DMA1_SAR_0 R/W H'FDC0 8020 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_0 DMA1_DAR_0 R/W H'FDC0 8024 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_0 DMA1_TCR_0 R/W H'FDC0 8028 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_0 DMA1_CHCR_0 R/W H'FDC0 802C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_1 DMA1_SAR_1 R/W H'FDC0 8030 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_1 DMA1_DAR_1 R/W H'FDC0 8034 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_1 DMA1_TCR_1 R/W H'FDC0 8038 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_1 DMA1_CHCR_1 R/W H'FDC0 803C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_2 DMA1_SAR_2 R/W H'FDC0 8040 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_2 DMA1_DAR_2 R/W H'FDC0 8044 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_2 DMA1_TCR_2 R/W H'FDC0 8048 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_2 DMA1_CHCR_2 R/W H'FDC0 804C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_3 DMA1_SAR_3 R/W H'FDC0 8050 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_3 DMA1_DAR_3 R/W H'FDC0 8054 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_3 DMA1_TCR_3 R/W H'FDC0 8058 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_3 DMA1_CHCR_3 R/W H'FDC0 805C 32 

DMA1オペレーションレジスタ DMA1_DMAOR R/W H'FDC0 8060 16 

DMA1ソースアドレスレジスタ_4 DMA1_SAR_4 R/W H'FDC0 8070 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_4 DMA1_DAR_4 R/W H'FDC0 8074 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_4 DMA1_TCR_4 R/W H'FDC0 8078 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_4 DMA1_CHCR_4 R/W H'FDC0 807C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ_5 DMA1_SAR_5 R/W H'FDC0 8080 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ_5 DMA1_DAR_5 R/W H'FDC0 8084 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ_5 DMA1_TCR_5 R/W H'FDC0 8088 32 

DMA1チャネルコントロールレジスタ_5 DMA1_CHCR_5 R/W H'FDC0 808C 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_0 DMA1_SARB_0 R/W H'FDC0 8120 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_0 DMA1_DARB_0 R/W H'FDC0 8124 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_0 DMA1_TCRB_0 R/W H'FDC0 8128 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_1 DMA1_SARB_1 R/W H'FDC0 8130 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_1 DMA1_DARB_1 R/W H'FDC0 8134 

DMAC 

32 
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DMA1トランスファカウントレジスタ B_1 DMA1_TCRB_1 R/W H'FDC0 8138 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_2 DMA1_SARB_2 R/W H'FDC0 8140 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_2 DMA1_DARB_2 R/W H'FDC0 8144 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_2 DMA1_TCRB_2 R/W H'FDC0 8148 32 

DMA1ソースアドレスレジスタ B_3 DMA1_SARB_3 R/W H'FDC0 8150 32 

DMA1デスティネーションアドレスレジスタ B_3 DMA1_DARB_3 R/W H'FDC0 8154 32 

DMA1トランスファカウントレジスタ B_3 DMA1_TCRB_3 R/W H'FDC0 8158 32 

DMA1拡張リソースセレクタ_0 DMA1_DMARS_0 R/W H'FDC0 9000 16 

DMA1拡張リソースセレクタ_1 DMA1_DMARS_1 R/W H'FDC0 9004 16 

DMA1拡張リソースセレクタ_2 DMA1_DMARS_2 R/W H'FDC0 9008 

DMAC 

16 

周波数制御レジスタ A FRQCRA R/W H'A415 0000 32 

周波数制御レジスタ B FRQCRB R/W H'A415 0004 32 

ビデオクロック周波数制御レジスタ VCLKCR R/W H'A415 0048 32 

FSIクロック A周波数制御レジスタ FCLKACR R/W H'A415 0008 32 

FSIクロック B周波数制御レジスタ FCLKBCR R/W H'A415 000C 32 

IRDAクロック周波数制御レジスタ IRDACLKCR R/W H'A415 0018 32 

SPUクロック周波数制御レジスタ SPUCLKCR R/W H'A415 003C 32 

PLL 制御レジスタ PLLCR R/W H'A415 0024  32 

FLL逓倍レジスタ FLLFRQ R/W H'A415 0050  32 

周波数変更ステータスレジスタ LSTATS R H'A415 0060 

CPG 

32 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR R/W H'A415 0020 32 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'A415 0030 32 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'A415 0034 32 

モジュールストップレジスタ 2 MSTPCR2 R/W H'A415 0038 32 

ブートアドレスレジスタ BAR R/W H'A415 0040 

リセット、 

低消費電力 

モード 

32 

RCLKウォッチドッグタイマカウンタ RWTCNT R/W H'A452 0000 8/16*
1
 

RCLKウォッチドッグタイマコントロール／ステータス

レジスタ 

RWTCSR R/W H'A452 0004 

RWDT 

8/16*
1
 

タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H'FFD8 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 0_0 TCOR0_0 R/W H'FFD8 0008 32 

タイマカウンタ 0_0 TCNT0_0 R/W H'FFD8 000C 32 

タイマコントロールレジスタ 0_0 TCR0_0 R/W H'FFD8 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 0_1 TCOR0_1 R/W H'FFD8 0014 32 

タイマカウンタ 0_1 TCNT0_1 R/W H'FFD8 0018 32 

タイマコントロールレジスタ 0_1 TCR0_1 R/W H'FFD8 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 0_2 TCOR0_2 R/W H'FFD8 0020 32 

タイマカウンタ 0_2 TCNT0_2 R/W H'FFD8 0024 

TMU 

32 
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タイマコントロールレジスタ 0_2 TCR0_2 R/W H'FFD8 0028 16 

タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFD9 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 1_0 TCOR1_0 R/W H'FFD9 0008 32 

タイマカウンタ 1_0 TCNT1_0 R/W H'FFD9 000C 32 

タイマコントロールレジスタ 1_0 TCR1_0 R/W H'FFD9 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 1_1 TCOR1_1 R/W H'FFD9 0014 32 

タイマカウンタ 1_1 TCNT1_1 R/W H'FFD9 0018 32 

タイマコントロールレジスタ 1_1 TCR1_1 R/W H'FFD9 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 1_2 TCOR1_2 R/W H'FFD9 0020 32 

タイマカウンタ 1_2 TCNT1_2 R/W H'FFD9 0024 32 

タイマコントロールレジスタ 1_2 TCR1_2 R/W H'FFD9 0028 

TMU 

16 

タイマスタートレジスタ TPU_TSTR R/W H'A4C9 0000 16 

タイマコントロールレジスタ 0 TPU_TCR0 R/W H'A4C9 0010 16 

タイマモードレジスタ 0 TPU_TMDR0 R/W H'A4C9 0014 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 0 TPU_TIOR0 R/W H'A4C9 0018 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 0 TPU_TIER0 R/W H'A4C9 001C 16 

タイマステータスレジスタ 0 TPU_TSR0 R/W H'A4C9 0020 16 

タイマカウンタ 0 TPU_TCNT0 R/W H'A4C9 0024 16 

タイマジェネラルレジスタ 0A TPU_TGR0A R/W H'A4C9 0028 16 

タイマジェネラルレジスタ 0B TPU_TGR0B R/W H'A4C9 002C 16 

タイマジェネラルレジスタ 0C TPU_TGR0C R/W H'A4C9 0030 16 

タイマジェネラルレジスタ 0D TPU_TGR0D R/W H'A4C9 0034 16 

タイマコントロールレジスタ 1 TPU_TCR1 R/W H'A4C9 0050 16 

タイマモードレジスタ 1 TPU_TMDR1 R/W H'A4C9 0054 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 1 TPU_TIOR1 R/W H'A4C9 0058 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 1 TPU_TIER1 R/W H'A4C9 005C 16 

タイマステータスレジスタ 1 TPU_TSR1 R/W H'A4C9 0060 16 

タイマカウンタ 1 TPU_TCNT1 R/W H'A4C9 0064 16 

タイマジェネラルレジスタ 1A TPU_TGR1A R/W H'A4C9 0068 16 

タイマジェネラルレジスタ 1B TPU_TGR1B R/W H'A4C9 006C 16 

タイマジェネラルレジスタ 1C TPU_TGR1C R/W H'A4C9 0070 16 

タイマジェネラルレジスタ 1D TPU_TGR1D R/W H'A4C9 0074 16 

タイマコントロールレジスタ 2 TPU_TCR2 R/W H'A4C9 0090 16 

タイマモードレジスタ 2 TPU_TMDR2 R/W H'A4C9 0094 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 2 TPU_TIOR2 R/W H'A4C9 0098 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2 TPU_TIER2 R/W H'A4C9 009C 16 

タイマステータスレジスタ 2 TPU_TSR2 R/W H'A4C9 00A0 

TPU 

16 
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タイマカウンタ 2 TPU_TCNT2 R/W H'A4C9 00A4 16 

タイマジェネラルレジスタ 2A TPU_TGR2A R/W H'A4C9 00A8 16 

タイマジェネラルレジスタ 2B TPU_TGR2B R/W H'A4C9 00AC 16 

タイマジェネラルレジスタ 2C TPU_TGR2C R/W H'A4C9 00B0 16 

タイマジェネラルレジスタ 2D TPU_TGR2D R/W H'A4C9 00B4 16 

タイマコントロールレジスタ 3 TPU_TCR3 R/W H'A4C9 00D0 16 

タイマモードレジスタ 3 TPU_TMDR3 R/W H'A4C9 00D4 16 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ 3 TPU_TIER3 R/W H'A4C9 00DC 16 

タイマステータスレジスタ 3 TPU_TSR3 R/W H'A4C9 00E0 16 

タイマカウンタ 3 TPU_TCNT3 R/W H'A4C9 00E4 16 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 3 TPU_TIOR3 R/W H'4AC9 00D8 16 

タイマジェネラルレジスタ 3A TPU_TGR3A R/W H'A4C9 00E8 16 

タイマジェネラルレジスタ 3B TPU_TGR3B R/W H'A4C9 00EC 16 

タイマジェネラルレジスタ 3C TPU_TGR3C R/W H'A4C9 00F0 16 

タイマジェネラルレジスタ 3D TPU_TGR3D R/W H'A4C9 00F4 

TPU 

16 

コンペアマッチタイマスタートレジスタ CMSTR R/W H'A44A 0000 16 

コンペアマッチタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ 

CMCSR R/W H'A44A 0060 16 

コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT R/W H'A44A 0064 32 

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR R/W H'A44A 0068 

CMT 

32 

コマンド設定レジスタ CE_CMD_SET R/W H'A4CA 0000 16/32 

アーギュメントレジスタ CE_ARG R/W H'A4CA 0008 16/32 

自動 CMD12アーギュメントレジスタ CE_ARG_CMD12 R/W H'A4CA 000C 16/32 

コマンド制御レジスタ CE_CMD_CTRL R/W H'A4CA 0010 16/32 

転送ブロック設定レジスタ CE_BLOCK_SET R/W H'A4CA 0014 16/32 

クロックコントロールレジスタ CE_CLK_CTRL R/W H'A4CA 0018 16/32 

バッファアクセス設定レジスタ CE_BUF_ACC R/W H'A4CA 001C 16/32 

レスポンスレジスタ 3 CE_RESP3 R/W H'A4CA 0020 16/32 

レスポンスレジスタ 2 CE_RESP2 R/W H'A4CA 0024 16/32 

レスポンスレジスタ 1 CE_RESP1 R/W H'A4CA 0028 16/32 

レスポンスレジスタ 0 CE_RESP0 R/W H'A4CA 002C 16/32 

自動 CMD12レスポンスレジスタ CE_RESP_CMD12 R/W H'A4CA 0030 16/32 

データレジスタ CE_DATA R/W H'A4CA 0034 16*
2
/32 

割り込みフラグレジスタ CE_INT R/W H'A4CA 0040 16/32 

割り込みマスクレジスタ CE_INT_MASK R/W H'A4CA 0044 16/32 

ステータスレジスタ 1 CE_HOST_STS1 R/W H'A4CA 0048 16/32 

ステータスレジスタ 2 CE_HOST_STS2 R/W H'A4CA 004C 

MMCIF 

16/32 



 

51. レジスタ一覧 

51-10  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

バージョンレジスタ CE_VERSION R/W H'A4CA 007C MMCIF 16/32 

MSIOF0送信モードレジスタ 1 MSIOF0_SITMDR1 R/W H'A4C4 0000 32 

MSIOF0送信モードレジスタ 2 MSIOF0_SITMDR2 R/W H'A4C4 0004 32 

MSIOF0送信モードレジスタ 3 MSIOF0_SITMDR3 R/W H'A4C4 0008 32 

MSIOF0受信モードレジスタ 1 MSIOF0_SIRMDR1 R/W H'A4C4 0010 32 

MSIOF0受信モードレジスタ 2 MSIOF0_SIRMDR2 R/W H'A4C4 0014 32 

MSIOF0受信モードレジスタ 3 MSIOF0_SIRMDR3 R/W H'A4C4 0018 32 

MSIOF0送信クロックセレクトレジスタ MSIOF0_SITSCR R/W H'A4C4 0020 16 

MSIOF0受信クロックセレクトレジスタ MSIOF0_SIRSCR R/W H'A4C4 0022 16 

MSIOF0コントロールレジスタ MSIOF0_SICTR R/W H'A4C4 0028 32 

MSIOF0 FIFOコントロールレジスタ MSIOF0_SIFCTR R/W H'A4C4 0030 32 

MSIOF0ステータスレジスタ MSIOF0_SISTR R/W H'A4C4 0040 32 

MSIOF0割り込み許可レジスタ MSIOF0_SIIER R/W H'A4C4 0044 32 

MSIOF0送信制御データレジスタ 1 MSIOF0_SITDR1 W H'A4C4 0048 32 

MSIOF0送信制御データレジスタ 2 MSIOF0_SITDR2 W H'A4C4 004C 32 

MSIOF0送信 FIFOデータレジスタ MSIOF0_SITFDR W H'A4C4 0050 32 

MSIOF0受信制御データレジスタ 1 MSIOF0_SIRDR1 R H'A4C4 0058 32 

MSIOF0受信制御データレジスタ 2 MSIOF0_SIRDR2 R H'A4C4 005C 32 

MSIOF0受信 FIFOデータレジスタ MSIOF0_SIRFDR R H'A4C4 0060 32 

MSIOF1送信モードレジスタ 1 MSIOF1_SITMDR1 R/W H'A4C5 0000 32 

MSIOF1送信モードレジスタ 2 MSIOF1_SITMDR2 R/W H'A4C5 0004 32 

MSIOF1送信モードレジスタ 3 MSIOF1_SITMDR3 R/W H'A4C5 0008 32 

MSIOF1受信モードレジスタ 1 MSIOF1_SIRMDR1 R/W H'A4C5 0010 32 

MSIOF1受信モードレジスタ 2 MSIOF1_SIRMDR2 R/W H'A4C5 0014 32 

MSIOF1受信モードレジスタ 3 MSIOF1_SIRMDR3 R/W H'A4C5 0018 32 

MSIOF1送信クロックセレクトレジスタ MSIOF1_SITSCR R/W H'A4C5 0020 16 

MSIOF1受信クロックセレクトレジスタ MSIOF1_SIRSCR R/W H'A4C5 0022 16 

MSIOF1コントロールレジスタ MSIOF1_SICTR R/W H'A4C5 0028 32 

MSIOF1 FIFOコントロールレジスタ MSIOF1_SIFCTR R/W H'A4C5 0030 32 

MSIOF1ステータスレジスタ MSIOF1_SISTR R/W H'A4C5 0040 32 

MSIOF1割り込み許可レジスタ MSIOF1_SIIER R/W H'A4C5 0044 32 

MSIOF1送信制御データレジスタ 1 MSIOF1_SITDR1 W H'A4C5 0048 32 

MSIOF1送信制御データレジスタ 2 MSIOF1_SITDR2 W H'A4C5 004C 32 

MSIOF1送信 FIFOデータレジスタ MSIOF1_SITFDR W H'A4C5 0050 32 

MSIOF1受信制御データレジスタ 1 MSIOF1_SIRDR1 R H'A4C5 0058 32 

MSIOF1受信制御データレジスタ 2 MSIOF1_SIRDR2 R H'A4C5 005C 32 

MSIOF1受信 FIFOデータレジスタ MSIOF1_SIRFDR R H'A4C5 0060 

MSIOF 

32 
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シリアルモードレジスタ 0 SCSMR0 R/W H'FFE0 0000 16 

ビットレートレジスタ 0 SCBRR0 R/W H'FFE0 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCSCR0 R/W H'FFE0 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 0 SCFTDR0 W H'FFE0 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 0 SCFSR0 R/W H'FFE0 0010 16 

レシーブ FIFOレジスタ 0 SCFRDR0 R H'FFE0 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 0 SCFCR0 R/W H'FFE0 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 0 SCFDR0 R H'FFE0 001C 16 

ラインステータスレジスタ 0 SCLSR0 R/W H'FFE0 0024 16 

シリアルモードレジスタ 1 SCSMR1 R/W H'FFE1 0000 16 

ビットレートレジスタ 1 SCBRR1 R/W H'FFE1 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCSCR1 R/W H'FFE1 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 1 SCFTDR1 W H'FFE1 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 1 SCFSR1 R/W H'FFE1 0010 16 

レシーブ FIFOレジスタ 1 SCFRDR1 R H'FFE1 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 1 SCFCR1 R/W H'FFE1 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 1 SCFDR1 R H'FFE1 001C 16 

ラインステータスレジスタ 1 SCLSR1 R/W H'FFE1 0024 16 

シリアルモードレジスタ 2 SCSMR2 R/W H'FFE2 0000 16 

ビットレートレジスタ 2 SCBRR2 R/W H'FFE2 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCSCR2 R/W H'FFE2 0008 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ 2 SCFTDR2 W H'FFE2 000C 8 

シリアルステータスレジスタ 2 SCFSR2 R/W H'FFE2 0010 16 

レシーブ FIFOレジスタ 2 SCFRDR2 R H'FFE2 0014 8 

FIFOコントロールレジスタ 2 SCFCR2 R/W H'FFE2 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ 2 SCFDR2 R H'FFE2 001C 16 

ラインステータスレジスタ 2 SCLSR2 R/W H'FFE2 0024 

SCIF 

16 

シリアルモードレジスタ A3 SCASMR3 R/W H'A4E3 0000 16 

ビットレートレジスタ A3 SCABRR3 R/W H'A4E3 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ A3 SCASCR3 R/W H'A4E3 0008 16 

トランスミットデータストップレジスタ A3 SCATDSR3 R/W H'A4E3 000C 8 

FIFOエラー数レジスタ A3 SCAFER3 R H'A4E3 0010 16 

シリアルステータスレジスタ A3 SCASSR3 R/W H'A4E3 0014 16 

FIFOコントロールレジスタ A3 SCAFCR3 R/W H'A4E3 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ A3 SCAFDR3 R H'A4E3 001C 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ A3 SCAFTDR3 W H'A4E3 0020 8 

レシーブ FIFOデータレジスタ A3 SCAFRDR3 R H'A4E3 0024 

SCIFA 

8 
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シリアルモードレジスタ A4 SCASMR4 R/W H'A4E4 0000 16 

ビットレートレジスタ A4 SCABRR4 R/W H'A4E4 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ A4 SCASCR4 R/W H'A4E4 0008 16 

トランスミットデータストップレジスタ A4 SCATDSR4 R/W H'A4E4 000C 8 

FIFOエラー数レジスタ A4 SCAFER4 R H'A4E4 0010 16 

シリアルステータスレジスタ A4 SCASSR4 R/W H'A4E4 0014 16 

FIFOコントロールレジスタ A4 SCAFCR4 R/W H'A4E4 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ A4 SCAFDR4 R H'A4E4 001C 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ A4 SCAFTDR4 W H'A4E4 0020 8 

レシーブ FIFOデータレジスタ A4 SCAFRDR4 R H'A4E4 0024 8 

シリアルモードレジスタ A5 SCASMR5 R/W H'A4E5 0000 16 

ビットレートレジスタ A5 SCABRR5 R/W H'A4E5 0004 8 

シリアルコントロールレジスタ A5 SCASCR5 R/W H'A4E5 0008 16 

トランスミットデータストップレジスタ A5 SCATDSR5 R/W H'A4E5 000C 8 

FIFOエラー数レジスタ A5 SCAFER5 R H'A4E5 0010 16 

シリアルステータスレジスタ A5 SCASSR5 R/W H'A4E5 0014 16 

FIFOコントロールレジスタ A5 SCAFCR5 R/W H'A4E5 0018 16 

FIFOデータ数レジスタ A5 SCAFDR5 R H'A4E5 001C 16 

トランスミット FIFOデータレジスタ A5 SCAFTDR5 W H'A4E5 0020 8 

レシーブ FIFOデータレジスタ A5 SCAFRDR5 R H'A4E5 0024 

SCIFA 

8 

64Hzカウンタ R64CNT R H'A465 FEC0 8 

秒カウンタ RSECCNT R/W H'A465 FEC2 8 

分カウンタ RMINCNT R/W H'A465 FEC4 8 

時カウンタ RHRCNT R/W H'A465 FEC6 8 

曜日カウンタ RWKCNT R/W H'A465 FEC8 8 

日カウンタ RDAYCNT R/W H'A465 FECA 8 

月カウンタ RMONCNT R/W H'A465 FECC 8 

年カウンタ RYRCNT R/W H'A465 FECE 16 

秒アラームレジスタ RSECAR R/W H'A465 FED0 8 

分アラームレジスタ RMINAR R/W H'A465 FED2 8 

時アラームレジスタ RHRAR R/W H'A465 FED4 8 

曜日アラームレジスタ RWKAR R/W H'A465 FED6 8 

日アラームレジスタ RDAYAR R/W H'A465 FED8 8 

月アラームレジスタ RMONAR R/W H'A465 FEDA 8 

RTCコントロールレジスタ 1 RCR1 R/W H'A465 FEDC 8 

RTCコントロールレジスタ 2 RCR2 R/W H'A465 FEDE 8 

年アラームレジスタ RYRAR R/W H'A465 FEE0 

RTC 

16 
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RTCコントロールレジスタ 3 RCR3 R/W H'A465 FEE4 RTC 8 

DMA受信割り込み要因クリアレジスタ IRIF_RINTCLR W H'A45D 0016 16/8 

DMA送信割り込み要因クリアレジスタ IRIF_TINTCLR W H'A45D 0018 16/8 

IrDA-SIR10コントロールレジスタ IRIF_SIR0 R/W H'A45D 0020 16/8 

IrDA-SIR10ボーレート誤差補正レジスタ IRIF_SIR1 R/W H'A45D 0022 16/8 

IrDA-SIR10ボーレートカウント設定レジスタ IRIF_SIR2 R/W H'A45D 0024 16/8 

IrDA-SIR10ステータスレジスタ IRIF_SIR3 R H'A45D 0026 16/8 

ハードウェアフレーム処理設定レジスタ IRIF_SIR_FRM R/W H'A45D 0028 16/8 

EOF値設定レジスタ IRIF_SIR_EOF R/W H'A45D 002A 16/8 

フラグクリアレジスタ IRIF_SIR_FLG W H'A45D 002C 16/8 

UARTステータスレジスタ 2 IRIF_SIR_STS2 R/W H'A45D 002E 16/8 

UARTコントロールレジスタ IRIF_UART0 R/W H'A45D 0030 16/8 

UARTステータスレジスタ IRIF_UART1 R H'A45D 0032 16/8 

UARTモードレジスタ IRIF_UART2 R/W H'A45D 0034 16/8 

UART送信データレジスタ IRIF_UART3 W H'A45D 0036 16/8 

UART受信データレジスタ IRIF_UART4 R H'A45D 0038 16/8 

UART割り込みマスクレジスタ IRIF_UART5 R/W H'A45D 003A 16/8 

UARTボーレート誤差補正レジスタ IRIF_UART6 R/W H'A45D 003C 16/8 

UARTボーレートカウントレジスタ IRIF_UART7 R/W H'A45D 003E 16/8 

CRCエンジンコントロールレジスタ IRIF_CRC0 R/W H'A45D 0040 16/8 

CRCエンジン入力データレジスタ IRIF_CRC1 W H'A45D 0042 16/8 

CRCエンジン演算レジスタ IRIF_CRC2 W H'A45D 0044 16/8 

CRCエンジン出力データレジスタ 1 IRIF_CRC3 R H'A45D 0046 16/8 

CRCエンジン出力データレジスタ 2 IRIF_CRC4 R H'A45D 0048 

IrDA 

16/8 

キースキャンコントロールレジスタ 1 KYCR1 R/W H'A44B 0000 16 

キースキャンコントロールレジスタ 2 KYCR2 R/W H'A44B 0004 16 

キースキャンインデータレジスタ KYINDR R H'A44B 0008 16 

キースキャンアウトデータレジスタ KYOUTDR R/W H'A44B 000C 

KEYSC 

16 
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システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ

_0 

SYSCFG_0 R/W H'A4D8 0000 16 

CPUバスウェイト設定レジスタ_0 BUSWAIT_0 R/W H'A4D8 0002 16 

システムコンフィギュレーションステータスレジスタ_0 SYSSTS_0 R H'A4D8 0004 16 

デバイスステートコントロールレジスタ_0 DVSTCTR_0 R/W H'A4D8 0008 16 

テストモードレジスタ_0 TESTMODE_0 R/W H'A4D8 000C 16 

CFIFOポートレジスタ_0 CFIFO_0 R/W H'A4D8 0014 8、16、32 

D0FIFOポートレジスタ_0 D0FIFO_0 R/W H'A4D8 0018 8、16、32 

D1FIFOポートレジスタ_0 D1FIFO_0 R/W H'A4D8 001C 8、16、32 

CFIFOポート選択レジスタ_0 CFIFOSEL_0 R/W H'A4D8 0020 16 

CFIFOポートコントロールレジスタ_0 CFIFOCTR_0 R/W H'A4D8 0022 16 

D0FIFOポート選択レジスタ_0 D0FIFOSEL_0 R/W H'A4D8 0028 16 

D0FIFOポートコントロールレジスタ_0 D0FIFOCTR_0 R/W H'A4D8 002A 16 

D1FIFOポート選択レジスタ_0 D1FIFOSEL_0 R/W H'A4D8 002C 16 

D1FIFOポートコントロールレジスタ_0 D1FIFOCTR_0 R/W H'A4D8 002E 16 

割り込み許可レジスタ 0_0 INTENB0_0 R/W H'A4D8 0030 16 

割り込み許可レジスタ 1_0 INTENB1_0 R/W H'A4D8 0032 16 

BRDY割り込み許可レジスタ_0 BRDYENB_0 R/W H'A4D8 0036 16 

NRDY割り込み許可レジスタ_0 NRDYENB_0 R/W H'A4D8 0038 16 

BEMP割り込み許可レジスタ_0 BEMPENB_0 R/W H'A4D8 003A 16 

SOF出力コンフィグレーションレジスタ_0 SOFCFG_0 R/W H'A4D8 003C 16 

割り込みステータスレジスタ 0_0 INTSTS0_0 R/W H'A4D8 0040 16 

割り込みステータスレジスタ 1_0 INTSTS1_0 R/W H'A4D8 0042 16 

BRDY割り込みステータスレジスタ_0 BRDYSTS_0 R/W H'A4D8 0046 16 

NRDY割り込みステータスレジスタ_0 NRDYSTS_0 R/W H'A4D8 0048 16 

BEMP割り込みステータスレジスタ_0 BEMPSTS_0 R/W H'A4D8 004A 16 

フレームナンバーレジスタ_0 FRMNUM_0 R/W H'A4D8 004C 16 

μフレームナンバーレジスタ_0 UFRMNUM_0 R/W H'A4D8 004E 16 

USBアドレスレジスタ_0 USBADDR_0 R H'A4D8 0050 16 

USBリクエストタイプレジスタ_0 USBREQ_0 R/W H'A4D8 0054 16 

USBリクエストバリューレジスタ_0 USBVAL_0 R/W H'A4D8 0056 16 

USBリクエストインデックスレジスタ_0 USBINDX_0 R/W H'A4D8 0058 16 

USBリクエストレングスレジスタ_0 USBLENG_0 R/W H'A4D8 005A 16 

DCPコンフィギュレーションレジスタ_0 DCPCFG_0 R/W H'A4D8 005C 16 

DCPマックスパケットサイズレジスタ_0 DCPMAXP_0 R/W H'A4D8 005E 16 

DCPコントロールレジスタ_0 DCPCTR_0 R/W H'A4D8 0060 16 

パイプウィンドウ選択レジスタ_0 PIPESEL_0 R/W H'A4D8 0064 

USB 

16 
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パイプコンフィギュレーションレジスタ_0 PIPECFG_0 R/W H'A4D8 0068 16 

パイプバッファ指定レジスタ_0 PIPEBUF_0 R/W H'A4D8 006A 16 

パイプマックスパケットサイズレジスタ_0 PIPEMAXP_0 R/W H'A4D8 006C 16 

パイプ周期制御レジスタ_0 PIPEPERI_0 R/W H'A4D8 006E 16 

パイプ 1コントロールレジスタ_0 PIPE1CTR_0 R/W H'A4D8 0070 16 

パイプ 2コントロールレジスタ_0 PIPE2CTR_0 R/W H'A4D8 0072 16 

パイプ 3コントロールレジスタ_0 PIPE3CTR_0 R/W H'A4D8 0074 16 

パイプ 4コントロールレジスタ_0 PIPE4CTR_0 R/W H'A4D8 0076 16 

パイプ 5コントロールレジスタ_0 PIPE5CTR_0 R/W H'A4D8 0078 16 

パイプ 6コントロールレジスタ_0 PIPE6CTR_0 R/W H'A4D8 007A 16 

パイプ 7コントロールレジスタ_0 PIPE7CTR_0 R/W H'A4D8 007C 16 

パイプ 8コントロールレジスタ_0 PIPE8CTR_0 R/W H'A4D8 007E 16 

パイプ 9コントロールレジスタ_0 PIPE9CTR_0 R/W H'A4D8 0080 16 

パイプ 1トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_0 

PIPE1TRE_0 R/W H'A4D8 0090 16 

パイプ 1トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE1TRN_0 R/W H'A4D8 0092 16 

パイプ 2トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_0 

PIPE2TRE_0 R/W H'A4D8 0094 16 

パイプ 2トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE2TRN_0 R/W H'A4D8 0096 16 

パイプ 3トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_0 

PIPE3TRE_0 R/W H'A4D8 0098 16 

パイプ 3トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE3TRN_0 R/W H'A4D8 009A 16 

パイプ 4トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_0 

PIPE4TRE_0 R/W H'A4D8 009C 16 

パイプ 4トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE4TRN_0 R/W H'A4D8 009E 16 

パイプ 5トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_0 

PIPE5TRE_0 R/W H'A4D8 00A0 16 

パイプ 5トランザクションカウンタレジスタ_0 PIPE5TRN_0 R/W H'A4D8 00A2 16 

デバイスアドレス 0コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD0_0 R/W H'A4D8 00D0 16 

デバイスアドレス 1コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD1_0 R/W H'A4D8 00D2 16 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD2_0 R/W H'A4D8 00D4 16 

デバイスアドレス 3コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD3_0 R/W H'A4D8 00D6 16 

デバイスアドレス 4コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD4_0 R/W H'A4D8 00D8 16 

デバイスアドレス 5コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD5_0 R/W H'A4D8 00DA 16 

デバイスアドレス 6コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD6_0 R/W H'A4D8 00DC 16 

デバイスアドレス 7コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD7_0 R/W H'A4D8 00DE 16 

デバイスアドレス 8コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD8_0 R/W H'A4D8 00E0 16 

デバイスアドレス 9コンフィグレーションレジスタ_0 DEVADD9_0 R/W H'A4D8 00E2 

USB 

16 
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デバイスアドレス Aコンフィグレーションレジスタ_0 DEVADDA_0 R/W H'A4D8 00E4 16 

USB電源制御レジスタ 0 UPONCR0 R/W H’A40501D4 16 

システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ

_1 

SYSCFG_1 R/W H'A4D9 0000 16 

CPUバスウェイト設定レジスタ_1 BUSWAIT_1 R/W H'A4D9 0002 16 

システムコンフィギュレーションステータスレジスタ_1 SYSSTS_1 R H'A4D9 0004 16 

デバイスステートコントロールレジスタ_1 DVSTCTR_1 R/W H'A4D9 0008 16 

テストモードレジスタ_1 TESTMODE_1 R/W H'A4D9 000C 16 

CFIFOポートレジスタ_1 CFIFO_1 R/W H'A4D9 0014 8、16、32 

D0FIFOポートレジスタ_1 D0FIFO_1 R/W H'A4D9 0100 8、16、32 

D1FIFOポートレジスタ_1 D1FIFO_1 R/W H'A4D9 0120 8、16、32 

CFIFOポート選択レジスタ_1 CFIFOSEL_1 R/W H'A4D9 0020 16 

CFIFOポートコントロールレジスタ_1 CFIFOCTR_1 R/W H'A4D9 0022 16 

D0FIFOポート選択レジスタ_1 D0FIFOSEL_1 R/W H'A4D9 0028 16 

D0FIFOポートコントロールレジスタ_1 D0FIFOCTR_1 R/W H'A4D9 002A 16 

D1FIFOポート選択レジスタ_1 D1FIFOSEL_1 R/W H'A4D9 002C 16 

D1FIFOポートコントロールレジスタ_1 D1FIFOCTR_1 R/W H'A4D9 002E 16 

割り込み許可レジスタ 0_1 INTENB0_1 R/W H'A4D9 0030 16 

割り込み許可レジスタ 1_1 INTENB1_1 R/W H'A4D9 0032 16 

BRDY割り込み許可レジスタ_1 BRDYENB_1 R/W H'A4D9 0036 16 

NRDY割り込み許可レジスタ_1 NRDYENB_1 R/W H'A4D9 0038 16 

BEMP割り込み許可レジスタ_1 BEMPENB_1 R/W H'A4D9 003A 16 

SOF出力コンフィグレーションレジスタ_1 SOFCFG_1 R/W H'A4D9 003C 16 

割り込みステータスレジスタ 0_1 INTSTS0_1 R/W H'A4D9 0040 16 

割り込みステータスレジスタ 1_1 INTSTS1_1 R/W H'A4D9 0042 16 

BRDY割り込みステータスレジスタ_1 BRDYSTS_1 R/W H'A4D9 0046 16 

NRDY割り込みステータスレジスタ_1 NRDYSTS_1 R/W H'A4D9 0048 16 

BEMP割り込みステータスレジスタ_1 BEMPSTS_1 R/W H'A4D9 004A 16 

フレームナンバーレジスタ_1 FRMNUM_1 R/W H'A4D9 004C 16 

μフレームナンバーレジスタ_1 UFRMNUM_1 R/W H'A4D9 004E 16 

USBアドレスレジスタ_1 USBADDR_1 R H'A4D9 0050 16 

USBリクエストタイプレジスタ_1 USBREQ_1 R/W H'A4D9 0054 16 

USBリクエストバリューレジスタ_1 USBVAL_1 R/W H'A4D9 0056 16 

USBリクエストインデックスレジスタ_1 USBINDX_1 R/W H'A4D9 0058 16 

USBリクエストレングスレジスタ_1 USBLENG_1 R/W H'A4D9 005A 16 

DCPコンフィギュレーションレジスタ_1 DCPCFG_1 R/W H'A4D9 005C 16 

DCPマックスパケットサイズレジスタ_1 DCPMAXP_1 R/W H'A4D9 005E 

USB 

16 
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DCPコントロールレジスタ_1 DCPCTR_1 R/W H'A4D9 0060 16 

パイプウィンドウ選択レジスタ_1 PIPESEL_1 R/W H'A4D9 0064 16 

パイプコンフィギュレーションレジスタ_1 PIPECFG_1 R/W H'A4D9 0068 16 

パイプバッファ指定レジスタ_1 PIPEBUF_1 R/W H'A4D9 006A 16 

パイプマックスパケットサイズレジスタ_1 PIPEMAXP_1 R/W H'A4D9 006C 16 

パイプ周期制御レジスタ_1 PIPEPERI_1 R/W H'A4D9 006E 16 

パイプ 1コントロールレジスタ_1 PIPE1CTR_1 R/W H'A4D9 0070 16 

パイプ 2コントロールレジスタ_1 PIPE2CTR_1 R/W H'A4D9 0072 16 

パイプ 3コントロールレジスタ_1 PIPE3CTR_1 R/W H'A4D9 0074 16 

パイプ 4コントロールレジスタ_1 PIPE4CTR_1 R/W H'A4D9 0076 16 

パイプ 5コントロールレジスタ_1 PIPE5CTR_1 R/W H'A4D9 0078 16 

パイプ 6コントロールレジスタ_1 PIPE6CTR_1 R/W H'A4D9 007A 16 

パイプ 7コントロールレジスタ_1 PIPE7CTR_1 R/W H'A4D9 007C 16 

パイプ 8コントロールレジスタ_1 PIPE8CTR_1 R/W H'A4D9 007E 16 

パイプ 9コントロールレジスタ_1 PIPE9CTR_1 R/W H'A4D9 0080 16 

パイプ 1トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_1 

PIPE1TRE_1 R/W H'A4D9 0090 16 

パイプ 1トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE1TRN_1 R/W H'A4D9 0092 16 

パイプ 2トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_1 

PIPE2TRE_1 R/W H'A4D9 0094 16 

パイプ 2トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE2TRN_1 R/W H'A4D9 0096 16 

パイプ 3トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_1 

PIPE3TRE_1 R/W H'A4D9 0098 16 

パイプ 3トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE3TRN_1 R/W H'A4D9 009A 16 

パイプ 4トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_1 

PIPE4TRE_1 R/W H'A4D9 009C 16 

パイプ 4トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE4TRN_1 R/W H'A4D9 009E 16 

パイプ 5トランザクションカウンタイネーブルレジスタ

_1 

PIPE5TRE_1 R/W H'A4D9 00A0 16 

パイプ 5トランザクションカウンタレジスタ_1 PIPE5TRN_1 R/W H'A4D9 00A2 16 

デバイスアドレス 0コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD0_1 R/W H'A4D9 00D0 16 

デバイスアドレス 1コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD1_1 R/W H'A4D9 00D2 16 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD2_1 R/W H'A4D9 00D4 16 

デバイスアドレス 3コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD3_1 R/W H'A4D9 00D6 16 

デバイスアドレス 4コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD4_1 R/W H'A4D9 00D8 16 

デバイスアドレス 5コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD5_1 R/W H'A4D9 00DA 16 

デバイスアドレス 6コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD6_1 R/W H'A4D9 00DC 16 

デバイスアドレス 7コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD7_1 R/W H'A4D9 00DE 

USB 

16 
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デバイスアドレス 8コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD8_1 R/W H'A4D9 00E0 16 

デバイスアドレス 9コンフィグレーションレジスタ_1 DEVADD9_1 R/W H'A4D9 00E2 16 

デバイスアドレス Aコンフィグレーションレジスタ_1 DEVADDA_1 R/W H'A4D9 00E4 16 

USB電源制御レジスタ 1 UPONCR1 R/W H’A4050192 

USB 

16 

I2Cバスデータレジスタ ICDR R/W H'A447 0000 8 

I2Cバスコントロールレジスタ ICCR R/W H'A447 0004 8 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR R/W H'A447 0008 8 

I2C割り込みコントロールレジスタ ICIC R/W H'A447 000C 8 

I2Cクロックコントロールレジスタロー ICCL R/W H'A447 0010 8 

I2Cクロックコントロールレジスタハイ ICCH R/W H'A447 0014 

IIC 

8 

CEUは、一部のレジスタを除き A面、B面アドレスとミラーアドレスを持ちます。表 51.1を参照ください。 CEU0/1  

VEU0起動レジスタ VESTR_0 R/W H'FE92 0000 32 

VEU0ソースメモリ幅レジスタ VESWR_0 R/W H'FE92 0010 32 

VEU0ソースサイズレジスタ VESSR_0 R/W H'FE92 0014 32 

VEU0ソースアドレス Yレジスタ VSAYR_0 R/W H'FE92 0018 32 

VEU0ソースアドレス Cレジスタ VSACR_0 R/W H'FE92 001C 32 

VEU0バンドルソースサイズレジスタ VBSSR_0 R/W H'FE92 0020 32 

VEU0デスティネーションメモリ幅レジスタ VEDWR_0 R/W H'FE92 0030 32 

VEU0デスティネーションアドレス Yレジスタ VDAYR_0 R/W H'FE92 0034 32 

VEU0デスティネーションアドレス Cレジスタ VDACR_0 R/W H'FE92 0038 32 

VEU0変換制御レジスタ VTRCR_0 R/W H'FE92 0050 32 

VEU0リサイズフィルタ制御レジスタ VRFCR_0 R/W H'FE92 0054 32 

VEU0リサイズフィルタサイズクリップレジスタ VRFSR_0 R/W H'FE92 0058 32 

VEU0エンハンスレジスタ VENHR_0 R/W H'FE92 005C 32 

VEU0リサイズフィルタサブ制御レジスタ VRSCR_0 R/W H'FE92 0064 32 

VEU0リサイズフィルタサイズクリップオフセットレジ

スタ 

VRSOR_0 R/W H'FE92 0068 32 

VEU0フィルタモード制御レジスタ VFMCR_0 R/W H'FE92 0070 32 

VEU0垂直タップ係数レジスタ VVTCR_0 R/W H'FE92 0074 32 

VEU0水平タップ係数レジスタ VHTCR_0 R/W H'FE92 0078 32 

VEU0指定色レジスタ VAPCR_0 R/W H'FE92 0080 32 

VEU0変換色レジスタ VECCR_0 R/W H'FE92 0084 32 

VEU0フィル色指定レジスタ VFLCR_0 R/W H'FE92 0088 32 

VEU0アドレス固定レジスタ VAFXR_0 R/W H'FE92 0090 32 

VEU0スワッピングレジスタ VSWPR_0 R/W H'FE92 0094 32 

VEU0イベント割り込みイネーブルレジスタ VEIER_0 R/W H'FE92 00A0 32 

VEU0イベントレジスタ VEVTR_0 R/W H'FE92 00A4 

VEU0 

32 
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VEU0ステータスレジスタ VSTAR_0 R H'FE92 00B0 32 

VEU0モジュールリセットレジスタ VBSRR_0 R/W H'FE92 00B4 32 

VEU0リサイズ通過帯域設定レジスタ VRPBR_0 R/W H'FE92 00C8 

VEU0 

32 

VEU1起動レジスタ VESTR_1 R/W H'FE92 4000 32 

VEU1ソースメモリ幅レジスタ VESWR_1 R/W H'FE92 4010 32 

VEU1ソースサイズレジスタ VESSR_1 R/W H'FE92 4014 32 

VEU1ソースアドレス Yレジスタ VSAYR_1 R/W H'FE92 4018 32 

VEU1ソースアドレス Cレジスタ VSACR_1 R/W H'FE92 401C 32 

VEU1バンドルソースサイズレジスタ VBSSR_1 R/W H'FE92 4020 32 

VEU1デスティネーションメモリ幅レジスタ VEDWR_1 R/W H'FE92 4030 32 

VEU1デスティネーションアドレス Yレジスタ VDAYR_1 R/W H'FE92 4034 32 

VEU1デスティネーションアドレス Cレジスタ VDACR_1 R/W H'FE92 4038 32 

VEU1変換制御レジスタ VTRCR_1 R/W H'FE92 4050 32 

VEU1リサイズフィルタ制御レジスタ VRFCR_1 R/W H'FE92 4054 32 

VEU1リサイズフィルタサイズクリップレジスタ VRFSR_1 R/W H'FE92 4058 32 

VEU1エンハンスレジスタ VENHR_1 R/W H'FE92 405C 32 

VEU1リサイズフィルタサブ制御レジスタ VRSCR_1 R/W H'FE92 4064 32 

VEU1リサイズフィルタサイズクリップオフセットレジ

スタ 

VRSOR_1 R/W H'FE92 4068 32 

VEU1フィルタモード制御レジスタ VFMCR_1 R/W H'FE92 4070 32 

VEU1垂直タップ係数レジスタ VVTCR_1 R/W H'FE92 4074 32 

VEU1水平タップ係数レジスタ VHTCR_1 R/W H'FE92 4078 32 

VEU1指定色レジスタ VAPCR_1 R/W H'FE92 4080 32 

VEU1変換色レジスタ VECCR_1 R/W H'FE92 4084 32 

VEU1フィル色指定レジスタ VFLCR_1 R/W H'FE92 4088 32 

VEU1アドレス固定レジスタ VAFXR_1 R/W H'FE92 4090 32 

VEU1スワッピングレジスタ VSWPR_1 R/W H'FE92 4094 32 

VEU1イベント割り込みイネーブルレジスタ VEIER_1 R/W H'FE92 40A0 32 

VEU1イベントレジスタ VEVTR_1 R/W H'FE92 40A4 32 

VEU1ステータスレジスタ VSTAR_1 R H'FE92 40B0 32 

VEU1モジュールリセットレジスタ VBSRR_1 R/W H'FE92 40B4 32 

VEU1リサイズ通過帯域設定レジスタ VRPBR_1 R/W H'FE92 40C8 

VEU1 

32 

BEUは、一部のレジスタを除き A面、B面アドレスとミラーアドレスを持ちます。表 51.2を参照ください。 BEU0/1  

JPEGコードモードレジスタ JCMOD R/W H'FE98 0000 32 

JPEGコードコマンドレジスタ JCCMD R/W H'FE98 0004 32 

JPEGコードステータスレジスタ JCSTS R H'FE98 0008 32 

JPEGコード量子化テーブル番号レジスタ JCQTN R/W H'FE98 000C 

JPU 

32 
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JPEGコードハフマンテーブル番号レジスタ JCHTN R/W H'FE98 0010 32 

JPEGコード DRI上位レジスタ JCDRIU R/W H'FE98 0014 32 

JPEGコード DRI下位レジスタ JCDRID R/W H'FE98 0018 32 

JPEGコード垂直方向サイズ上位レジスタ JCVSZU R/W H'FE98 001C 32 

JPEGコード垂直方向サイズ下位レジスタ JCVSZD R/W H'FE98 0020 32 

JPEGコード水平方向サイズ上位レジスタ JCHSZU R/W H'FE98 0024 32 

JPEGコード水平方向サイズ下位レジスタ JCHSZD R/W H'FE98 0028 32 

JPEGコードデータカウント上位レジスタ JCDTCU R H'FE98 002C 32 

JPEGコードデータカウント中位レジスタ JCDTCM R H'FE98 0030 32 

JPEGコードデータカウント下位レジスタ JCDTCD R H'FE98 0034 32 

JPEG割り込みイネーブルレジスタ JINTE R/W H'FE98 0038 32 

JPEG割り込みステータスレジスタ JINTS R/W H'FE98 003C 32 

JPEGコードデコードエラーレジスタ JCDERR R/W H'FE98 0040 32 

JPEGコード再起動レジスタ JCRST R H'FE98 0044 32 

JPEGインタフェース圧縮制御レジスタ JIFECNT R/W H'FE98 0070 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Yアドレスレジスタ 1 JIFESYA1 R/W H'FE98 0074 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Cアドレスレジスタ 1 JIFESCA1 R/W H'FE98 0078 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Yアドレスレジスタ 2 JIFESYA2 R/W H'FE98 007C 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース Cアドレスレジスタ 2 JIFESCA2 R/W H'FE98 0080 32 

JPEGインタフェース圧縮ソースメモリ幅レジスタ JIFESMW R/W H'FE98 0084 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース垂直方向サイズレジス

タ 

JIFESVSZ R/W H'FE98 0088 32 

JPEGインタフェース圧縮ソース水平方向サイズレジス

タ 

JIFESHSZ R/W H'FE98 008C 32 

JPEGインタフェース圧縮デスティネーションアドレス

レジスタ 1 

JIFEDA1 R/W H'FE98 0090 32 

JPEGインタフェース圧縮デスティネーションアドレス

レジスタ 2 

JIFEDA2 R/W H'FE98 0094 32 

JPEGインタフェース圧縮データリロードサイズレジス

タ 

JIFEDRSZ R/W H'FE98 0098 32 

JPEGインタフェース伸長制御レジスタ JIFDCNT R/W H'FE98 00A0 32 

JPEGインタフェース伸長ソースアドレスレジスタ 1 JIFDSA1 R/W H'FE98 00A4 32 

JPEGインタフェース伸長ソースアドレスレジスタ 2 JIFDSA2 R/W H'FE98 00A8 32 

JPEGインタフェース伸長データリロードサイズレジス

タ 

JIFDDRSZ R/W H'FE98 00AC 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーションメモリ幅

レジスタ 

JIFDDMW R/W H'FE98 00B0 

JPU 

32 
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JPEGインタフェース伸長デスティネーション垂直方向

サイズレジスタ 

JIFDDVSZ R H'FE98 00B4 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション水平方向

サイズレジスタ 

JIFDDHSZ R H'FE98 00B8 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Yアドレ

スレジスタ 1 

JIFDDYA1 R/W H'FE98 00BC 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Cアドレ

スレジスタ 1 

JIFDDCA1 R/W H'FE98 00C0 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Yアドレ

スレジスタ 2 

JIFDDYA2 R/W H'FE98 00C4 32 

JPEGインタフェース伸長デスティネーション Cアドレ

スレジスタ 2 

JIFDDCA2 R/W H'FE98 00C8 32 

JPEGコード量子化テーブル 0レジスタ JCQTBL0 R/W H'FE99 0000～

H'FE99 003C 

32 

JPEGコード量子化テーブル 1レジスタ JCQTBL1 R/W H'FE99 0040～

H'FE99 007C 

32 

JPEGコード量子化テーブル 2レジスタ JCQTBL2 R/W H'FE99 0080～

H'FE99 00BC 

32 

JPEGコード量子化テーブル 3レジスタ JCQTBL3 R/W H'FE99 00C0～

H'FE99 00FC 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC0レジスタ JCHTBD0 R/W H'FE99 0100～

H'FE99 010C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC0レジスタ JCHTBD0 R/W H'FE99 0110～

H'FE99 0118 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC0レジスタ JCHTBA0 R/W H'FE99 0120～

H'FE99 012C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC0レジスタ JCHTBA0 R/W H'FE99 0130～

H'FE99 01D0 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC1レジスタ JCHTBD1 R/W H'FE99 0200～

H'FE99 020C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル DC1レジスタ JCHTBD1 R/W H'FE99 0210～

H'FE99 0218 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC1レジスタ JCHTBA1 R/W H'FE99 0220～

H'FE99 022C 

32 

JPEGコードハフマンテーブル AC1レジスタ JCHTBA1 R/W H'FE99 0230～

H'FE99 02D0 

JPU 

32 

LCDCは、一部のレジスタを除き A面、B面アドレスとミラーアドレスを持ちます。表 51.3を参照ください。 LCDC  

VOUは、一部のレジスタを除き A面、B面アドレスとミラーアドレスを持ちます。表 51.4を参照ください。 VOU  

ICB制御レジスタ 0 MEVCR0 R/W H’E800 0000 32 

ICB制御レジスタ 1 MEVCR1 R/W H’E800 0004 

MERAM 

32 
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ICB転送終了割り込み制御レジスタ METEIE R/W H’E800 0008 32 

ICBトランザクションエラー割り込み制御レジスタ MEILIE R/W H’E800 000C 32 

ICBアクティブステータスレジスタ MEACTST R/W H’E800 0010 32 

ICB転送終了ステータスレジスタ METEST R/W H’E800 0014 32 

ICBライトトランザクションエラーステータスレジスタ MEILWST R/W H’E800 0018 32 

ICBリードトランザクションエラーステータスレジスタ MEILRST R/W H’E800 001C 32 

ICB00バッファ制御レジスタ ME00CTRL R/W H’E800 0400 32 

ICB00フレームサイズレジスタ ME00BSIZE R/W H’E800 0404 32 

ICB00 MERAM設定レジスタ ME00MCNF R/W H’E800 0408 32 

ICB00予約 － R H’E800 040C 32 

ICB00外部メモリスタートアドレスレジスタ A ME00SSARA R/W H’E800 0410 32 

ICB00外部メモリスタートアドレスレジスタ B ME00SSARB R/W H’E800 0414 32 

ICB00外部メモリバッファサイズレジスタ ME00SBSIZE R/W H’E800 0418 32 

ICB00予約 － R H’E800 041C 32 

ICB01 **** ME01**** R/W H’E800 0420～

H’E800 043C 

32 

ICB02 **** ME02**** R/W H’E800 0440～

H’E800 045C 

32 

ICB03 **** ME03**** R/W H’E800 0460～

H’E800 047C 

32 

ICB04 **** ME04**** R/W H’E800 0480～

H’E800 049C 

32 

ICB05 **** ME05**** R/W H’E800 04A0～

H’E800 04BC 

32 

ICB06 **** ME06**** R/W H’E800 04C0～

H’E800 04DC 

32 

ICB07 **** ME07**** R/W H’E800 04E0～

H’E800 04FC 

32 

ICB08 **** ME08**** R/W H’E800 0500～

H’E800 051C 

32 

ICB09 **** ME09**** R/W H’E800 0520～

H’E800 053C 

32 

ICB10 **** ME10**** R/W H’E800 0540～

H’E800 055C 

32 

ICB11 **** ME11**** R/W H’E800 0560～

H’E800 057C 

32 

ICB12 **** ME12**** R/W H’E800 0580～

H’E800 059C 

MERAM 

32 
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ICB13 **** ME13**** R/W H’E800 05A0～

H’E800 05BC 

32 

ICB14 **** ME14**** R/W H’E800 05C0～

H’E800 05DC 

32 

ICB15 **** ME15**** R/W H’E800 05E0～

H’E800 05FC 

32 

ICB16 **** ME16**** R/W H’E800 0600～

H’E800 061C 

32 

ICB17 **** ME17**** R/W H’E800 0620～

H’E800 063C 

32 

ICB18 **** ME18**** R/W H’E800 0640～

H’E800 065C 

32 

ICB19 **** ME19**** R/W H’E800 0660～

H’E800 067C 

32 

ICB20 **** ME20**** R/W H’E800 0680～

H’E800 069C 

32 

ICB21 **** ME21**** R/W H’E800 06A0～

H’E800 06BC 

32 

ICB22 **** ME22**** R/W H’E800 06C0～

H’E800 06DC 

32 

ICB23 **** ME23**** R/W H’E800 06E0～

H’E800 06FC 

32 

ICB24 **** ME24**** R/W H’E800 0700～

H’E800 071C 

32 

ICB25 **** ME25**** R/W H’E800 0720～

H’E800 073C 

32 

ICB26 **** ME26**** R/W H’E800 0740～

H’E800 075C 

32 

ICB27 **** ME27**** R/W H’E800 0760～

H’E800 077C 

32 

ICB28 **** ME28**** R/W H’E800 0780～

H’E800 079C 

32 

ICB29 **** ME29**** R/W H’E800 07A0～

H’E800 07BC 

32 

ICB30 **** ME30**** R/W H’E800 07C0～

H’E800 07DC 

32 

ICB31**** ME31**** R/W H’E800 07E0～

H’E800 07FC 

32 

MERAM直接アクセス空間 － R/W H'E808 0000～

H'E809 FFFF 

MERAM 

8/16/32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

割り込みステータスクリアレジスタ CHSTCLR R/W H'FEA0 0010 32 

チャネル優先度切替レジスタ CHPRI R/W H'FEA0 0014 32 

CH0コントロールレジスタ CH0CTRL R/W H'FEA0 0020 32 

CH1コントロールレジスタ CH1CTRL R/W H'FEA0 0024 32 

CH2コントロールレジスタ CH2CTRL R/W H'FEA0 0028 32 

CH3コントロールレジスタ CH3CTRL R/W H'FEA0 002C 32 

CH4コントロールレジスタ CH4CTRL R/W H'FEA0 0120 32 

CH5コントロールレジスタ CH5CTRL R/W H'FEA0 0124 32 

CH6コントロールレジスタ CH6CTRL R/W H'FEA0 0128 32 

CH7コントロールレジスタ CH7CTRL R/W H'FEA0 012C 32 

CH0入出力スワップレジスタ CH0SWAP R/W H'FEA0 0030 32 

CH1入出力スワップレジスタ CH1SWAP R/W H'FEA0 0034 32 

CH2入出力スワップレジスタ CH2SWAP R/W H'FEA0 0038 32 

CH3入出力スワップレジスタ CH3SWAP R/W H'FEA0 003C 32 

CH4入出力スワップレジスタ CH4SWAP R/W H'FEA0 0130 32 

CH5入出力スワップレジスタ CH5SWAP R/W H'FEA0 0134 32 

CH6入出力スワップレジスタ CH6SWAP R/W H'FEA0 0138 32 

CH7入出力スワップレジスタ CH7SWAP R/W H'FEA0 013C 32 

CH0ソースアドレスレジスタ CH0SAR R/W H'FEA0 0080 32 

CH0デスティネーションアドレスレジスタ CH0DAR R/W H'FEA0 0084 32 

CH0デスティネーションピクセルレジスタ CH0DPXL R/W H'FEA0 0088 32 

CH0ソースフォーマットレジスタ CH0SFMT R/W H'FEA0 008C 32 

CH0デスティネーションフォーマットレジスタ CH0DFMT R/W H'FEA0 0090 32 

CH0ソースラインアドレスレジスタ CH0SARE R H'FEA0 0094 32 

CH0デスティネーションラインアドレスレジスタ CH0DARE R H'FEA0 0098 32 

CH0デスティネーションピクセル処理レジスタ CH0DPXLE R H'FEA0 009C 32 

CH1ソースアドレスレジスタ CH1SAR R/W H'FEA0 00A0 32 

CH1デスティネーションアドレスレジスタ CH1DAR R/W H'FEA0 00A4 32 

CH1デスティネーションピクセルレジスタ CH1DPXL R/W H'FEA0 00A8 32 

CH1ソースフォーマットレジスタ CH1SFMT R/W H'FEA0 00AC 32 

CH1デスティネーションフォーマットレジスタ CH1DFMT R/W H'FEA0 00B0 32 

CH1ソースラインアドレスレジスタ CH1SARE R H'FEA0 00B4 32 

CH1デスティネーションラインアドレスレジスタ CH1DARE R H'FEA0 00B8 32 

CH1デスティネーションピクセル処理レジスタ CH1DPXLE R H'FEA0 00BC 32 

CH2ソースアドレスレジスタ CH2SAR R/W H'FEA0 00C0 32 

CH2デスティネーションアドレスレジスタ CH2DAR R/W H'FEA0 00C4 32 

CH2デスティネーションピクセルレジスタ CH2DPXL R/W H'FEA0 00C8 

2D-DMAC 

32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

CH2ソースフォーマットレジスタ CH2SFMT R/W H'FEA0 00CC 32 

CH2デスティネーションフォーマットレジスタ CH2DFMT R/W H'FEA0 00D0 32 

CH2ソースラインアドレスレジスタ CH2SARE R H'FEA0 00D4 32 

CH2デスティネーションラインアドレスレジスタ CH2DARE R H'FEA0 00D8 32 

CH2デスティネーションピクセル処理レジスタ CH2DPXLE R H'FEA0 00DC 32 

CH3ソースアドレスレジスタ CH3SAR R/W H'FEA0 00E0 32 

CH3デスティネーションアドレスレジスタ CH3DAR R/W H'FEA0 00E4 32 

CH3デスティネーションピクセルレジスタ CH3DPXL R/W H'FEA0 00E8 32 

CH3ソースフォーマットレジスタ CH3SFMT R/W H'FEA0 00EC 32 

CH3デスティネーションフォーマットレジスタ CH3DFMT R/W H'FEA0 00F0 32 

CH3ソースラインアドレスレジスタ CH3SARE R H'FEA0 00F4 32 

CH3デスティネーションラインアドレスレジスタ CH3DARE R H'FEA0 00F8 32 

CH3デスティネーションピクセル処理レジスタ CH3DPXLE R H'FEA0 00FC 32 

CH4ソースアドレスレジスタ CH4SAR R/W H'FEA0 0180 32 

CH4デスティネーションアドレスレジスタ CH4DAR R/W H'FEA0 0184 32 

CH4デスティネーションピクセルレジスタ CH4DPXL R/W H'FEA0 0188 32 

CH4ソースフォーマットレジスタ CH4SFMT R/W H'FEA0 018C 32 

CH4デスティネーションフォーマットレジスタ CH4DFMT R/W H'FEA0 0190 32 

CH4ソースラインアドレスレジスタ CH4SARE R H'FEA0 0194 32 

CH4デスティネーションラインアドレスレジスタ CH4DARE R H'FEA0 0198 32 

CH4デスティネーションピクセル処理レジスタ CH4DPXLE R H'FEA0 019C 32 

CH5ソースアドレスレジスタ CH5SAR R/W H'FEA0 01A0 32 

CH5デスティネーションアドレスレジスタ CH5DAR R/W H'FEA0 01A4 32 

CH5デスティネーションピクセルレジスタ CH5DPXL R/W H'FEA0 01A8 32 

CH5ソースフォーマットレジスタ CH5SFMT R/W H'FEA0 01AC 32 

CH5デスティネーションフォーマットレジスタ CH5DFMT R/W H'FEA0 01B0 32 

CH5ソースラインアドレスレジスタ CH5SARE R H'FEA0 01B4 32 

CH5デスティネーションラインアドレスレジスタ CH5DARE R H'FEA0 01B8 32 

CH5デスティネーションピクセル処理レジスタ CH5DPXLE R H'FEA0 01BC 32 

CH6ソースアドレスレジスタ CH6SAR R/W H'FEA0 01C0 32 

CH6デスティネーションアドレスレジスタ CH6DAR R/W H'FEA0 01C4 32 

CH6デスティネーションピクセルレジスタ CH6DPXL R/W H'FEA0 01C8 32 

CH6ソースフォーマットレジスタ CH6SFMT R/W H'FEA0 01CC 32 

CH6デスティネーションフォーマットレジスタ CH6DFMT R/W H'FEA0 01D0 32 

CH6ソースラインアドレスレジスタ CH6SARE R H'FEA0 01D4 32 

CH6デスティネーションラインアドレスレジスタ CH6DARE R H'FEA0 01D8 32 

CH6デスティネーションピクセル処理レジスタ CH6DPXLE R H'FEA0 01DC 

2D-DMAC 

32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

CH7ソースアドレスレジスタ CH7SAR R/W H'FEA0 01E0 32 

CH7デスティネーションアドレスレジスタ CH7DAR R/W H'FEA0 01E4 32 

CH7デスティネーションピクセルレジスタ CH7DPXL R/W H'FEA0 01E8 32 

CH7ソースフォーマットレジスタ CH7SFMT R/W H'FEA0 01EC 32 

CH7デスティネーションフォーマットレジスタ CH7DFMT R/W H'FEA0 01F0 32 

CH7ソースラインアドレスレジスタ CH7SARE R H'FEA0 01F4 32 

CH7デスティネーションラインアドレスレジスタ CH7DARE R H'FEA0 01F8 32 

CH7デスティネーションピクセル処理レジスタ CH7DPXLE R H'FEA0 01FC 

2D-DMAC 

32 

TSIFコントロールレジスタ TSCTLR R/W H'A4C8 0000 32 

TSIF PIDデータレジスタ TSPIDR R/W H'A4C8 0004 32 

TSIFコマンドレジスタ TSCMDR R/W H'A4C8 0008 32 

TSIF割り込みステータスレジスタ TSSTR R/W H'A4C8 000C 32 

TSIF TSデータレジスタ TSTSDR R H'A4C8 0010 32 

TSIFバッファクリアレジスタ TSBUFCLRR R/W H'A4C8 0014 32 

TSIF割り込みイネーブルレジスタ TSINTER R/W H'A4C8 0018 32 

TSIF PSCALEレジスタ TSPSCALER R/W H'A4C8 0020 32 

TSIF PSCALE_Rレジスタ TSPSCALERR R/W H'A4C8 0024 32 

TSIF PCRADCMODEレジスタ TSPCRADCMDR R/W H'A4C8 0028 32 

TSIF PCRADCレジスタ TSPCRADCR R/W H'A4C8 002C 32 

TSIF TR_PCRADCレジスタ TSTRPCRADCR R/W H'A4C8 0030 32 

TSIF D_PCRADCレジスタ TSDPCRADCR R/W H'A4C8 0034 32 

TSIFフリーランカウンタ TSFRC R/W H'A4C8 0040 

TSIF 

32 

ポート A出力シリアルフォーマットレジスタ A_DO_FMT R/W H'FE3C0000 32 

ポート A出力 FIFO制御レジスタ A_DOFF_CTL R/W H'FE3C0004 32 

ポート A出力 FIFOステータスレジスタ A_DOFF_ST R/W H'FE3C0008 32 

ポート A入力シリアルフォーマットレジスタ A_DI_FMT R/W H'FE3C000C 32 

ポート A入力 FIFO制御レジスタ A_DIFF_CTL R/W H'FE3C0010 32 

ポート A入力 FIFOステータスレジスタ A_DIFF_ST R/W H'FE3C0014 32 

ポート Aクロック設定 1レジスタ A_CKG1 R/W H'FE3C0018 32 

ポート Aクロック設定 2レジスタ A_CKG2 R/W H'FE3C001C 32 

ポート Aリードデータレジスタ A_DIDT R H'FE3C0020 32 

ポート Aライトデータレジスタ A_DODT W H'FE3C0024 32 

ポート A MUTEステートレジスタ A_MUTE_ST R H'FE3C0028 32 

ポート B出力シリアルフォーマットレジスタ B_DO_FMT R/W H'FE3C0040 32 

ポート B出力 FIFO制御レジスタ B_DOFF_CTL R/W H'FE3C0044 32 

ポート B出力 FIFOステータスレジスタ B_DOFF_ST R/W H'FE3C0048 32 

ポート B入力シリアルフォーマットレジスタ B_DI_FMT R/W H'FE3C004C 

FSI 

32 
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ポート B入力 FIFO制御レジスタ B_DIFF_CTL R/W H'FE3C0050 32 

ポート B入力 FIFOステータスレジスタ B_DIFF_ST R/W H'FE3C0054 32 

ポート Bクロック設定 1レジスタ B_CKG1 R/W H'FE3C0058 32 

ポート Bクロック設定 2レジスタ B_CKG2 R/W H'FE3C005C 32 

ポート Bリードデータレジスタ B_DIDT R H'FE3C0060 32 

ポート Bライトデータレジスタ B_DODT W H'FE3C0064 32 

ポート B MUTEステートレジスタ B_MUTE_ST R H'FE3C0068 32 

割り込みステートレジスタ INT_ST R/W H'FE3C0200 32 

割り込み要因マスクレジスタ IEMSK R/W H'FE3C0204 32 

割り込み信号マスクレジスタ IMSK R/W H'FE3C0208 32 

MUTE設定レジスタ MUTE R/W H'FE3C020C 32 

クロックリセットレジスタ CLK_RST R/W H'FE3C0210 32 

ソフトウェアリセットレジスタ SOFT_RST R/W H'FE3C0214 32 

FIFOサイズレジスタ FIFO_SZ R H'FE3C0218 

FSI 

32 

ATAPIコントロールレジスタ ATAPI_CONTROL1 R/W H'A4DA 2180 32 

ATAPIステータスレジスタ ATAPI_STATUS R/W H'A4DA 2184 32 

割り込みイネーブルレジスタ ATAPI_INT_ENABLE R/W H'A4DA 2188 32 

ディスクリプタテーブルベースアドレスレジスタ ATAPI_DTB_ADR R/W H'A4DA 2198 32 

DMAスタートアドレスレジスタ ATAPI_DMA_START

_ADR 

R/W H'A4DA 219C 32 

DMA転送カウントレジスタ ATAPI_DMA_TRANS

_CNT 

R/W H'A4DA 21A0 32 

ATAPIコントロール 2レジスタ ATAPI_CONTROL2 R/W H'A4DA 21A4 32 

ATAPI信号ステータスレジスタ ATAPI_SIG_ST R H'A4DA 21B0 32 

バイトスワップレジスタ ATAPI_BYTE_SWAP R/W H'A4DA 21BC 32 

PIOタイミング 1レジスタ ATAPI_PIO_TIMING1 R/W H'A4DA 21C0 32 

PIOタイミング 2レジスタ ATAPI_PIO_TIMING2 R/W H'A4DA 21C4 32 

マルチワード DMAタイミングレジスタ ATAPI_MULTI_TIMIN

G 

R/W H'A4DA 21C8 32 

ウルトラ DMAタイミングレジスタ ATAPI_ULTRA_TIMI

NG 

R/W H'A4DA 21CC 

ATAPI 

32 

E-DMACモードレジスタ EDMR R/W H'A460 0000 32 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR R/W H'A460 0008 32 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR R/W H'A460 0010 32 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR R/W H'A460 0018 32 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR R/W H'A460 0020 32 

EtherC/E-DMACステータスレジスタ EESR R/W H'A460 0028 32 

EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ EESIPR R/W H'A460 0030 

EtherMAC 

32 
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送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER R/W H'A460 0038 32 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR R/W H'A460 0040 32 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR R/W H'A460 0048 32 

FIFO容量指定レジスタ FDR R/W H'A460 0050 32 

受信方式制御レジスタ RMCR R/W H'A460 0058 32 

送信 FIFOアンダランカウントレジスタ TFUCR R/W H'A460 0064 32 

受信 FIFOオーバフローカウントレジスタ RFOCR R/W H'A460 0068 32 

フロー制御開始 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR R/W H'A460 0070 32 

送信割り込み設定レジスタ TRIMD R/W H'A460 007C 32 

EtherCモードレジスタ ECMR R/W H'A460 0100 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR R/W H'A460 0108 32 

EtherCステータスレジスタ ECSR R/W H'A460 0110 32 

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'A460 0118 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR R/W H'A460 0120 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR R H'A460 0128 32 

乱数生成カウンタ上限値レジスタ RDMLR R/W H'A460 0140 32 

IPG設定レジスタ IPGR R/W H'A460 0150 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR R/W H'A460 0154 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR W H'A460 0158 32 

受信 PAUSEフレームカウンタレジスタ RFCF R H'A460 0160 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER R/W H'A460 0164 32 

PAUSEフレーム再送回数カウンタレジスタ TPAUSECR R H'A460 0168 32 

EtherCモードレジスタ ECMR R/W H'A460 0100 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR R/W H'A460 0108 32 

EtherCステータスレジスタ ECSR R/W H'A460 0110 32 

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'A460 0118 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR R/W H'A460 0120 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR R/W H'A460 0128 32 

乱数生成カウンタ上限値レジスタ RDMLR R/W H'A460 0140 32 

IPG設定レジスタ IPGR R/W H'A460 0150 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR R/W H'A460 0154 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR R/W H'A460 0158 32 

受信 PAUSEフレームカウンタ RFCF R/W H'A460 0160 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER R/W H'A460 0164 32 

PAUSEフレーム再送回数カウンタレジスタ TPAUSECR R/W H'A460 0168 32 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR R/W H'A460 01C0 32 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR R/W H'A460 01C8 

EtherMAC 

32 
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送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR R/W H'A460 01D0 32 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR R/W H'A460 01D4 32 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR R/W H'A460 01D8 32 

キャリア未検出カウンタレジスタ CNDCR R/W H'A460 01DC 32 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR R/W H'A460 01E4 32 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR R/W H'A460 01E8 32 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR R/W H'A460 01EC 32 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR R/W H'A460 01F0 32 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR R/W H'A460 01F4 32 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ MAFCR R/W H'A460 01F8 

EtherMAC 

32 

ポート Aコントロールレジスタ PACR R/W H'A405 0100 16 

ポート Bコントロールレジスタ PBCR R/W H'A405 0102 16 

ポート Cコントロールレジスタ PCCR R/W H'A405 0104 16 

ポート Dコントロールレジスタ PDCR R/W H'A405 0106 16 

ポート Eコントロールレジスタ PECR R/W H'A405 0108 16 

ポート Fコントロールレジスタ PFCR R/W H'A405 010A 16 

ポート Gコントロールレジスタ PGCR R/W H'A405 010C 16 

ポート Hコントロールレジスタ PHCR R/W H'A405 010E 16 

ポート Jコントロールレジスタ PJCR R/W H'A405 0110 16 

ポート Kコントロールレジスタ PKCR R/W H'A405 0112 16 

ポート Lコントロールレジスタ PLCR R/W H'A405 0114 16 

ポート Mコントロールレジスタ PMCR R/W H'A405 0116 16 

ポート Nコントロールレジスタ PNCR R/W H'A405 0118 16 

ポート Qコントロールレジスタ PQCR R/W H'A405 011A 16 

ポート Rコントロールレジスタ PRCR R/W H'A405 011C 16 

ポート Sコントロールレジスタ PSCR R/W H'A405 011E 16 

ポート Tコントロールレジスタ PTCR R/W H'A405 0140 16 

ポート Uコントロールレジスタ PUCR R/W H'A405 0142 16 

ポート Vコントロールレジスタ PVCR R/W H'A405 0144 16 

ポートWコントロールレジスタ PWCR R/W H'A405 0146 16 

ポート Xコントロールレジスタ PXCR R/W H'A405 0148 16 

ポート Yコントロールレジスタ PYCR R/W H'A405 014A 16 

ポート Zコントロールレジスタ PZCR R/W H'A405 014C 16 

ピンセレクトレジスタ A PSELA R/W H'A405 014E 16 

ピンセレクトレジスタ B PSELB R/W H'A405 0150 16 

ピンセレクトレジスタ C PSELC R/W H'A405 0152 16 

ピンセレクトレジスタ D PSELD R/W H'A405 0154 

PFC 

16 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'A405 0120 8 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'A405 0122 8 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'A405 0124 8 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'A405 0126 8 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'A405 0128 8 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'A405 012A 8 

ポート Gデータレジスタ PGDR R/W H'A405 012C 8 

ポート Hデータレジスタ PHDR R/W H'A405 012E 8 

ポート Jデータレジスタ PJDR R/W H'A405 0130 8 

ポート Kデータレジスタ PKDR R/W H'A405 0132 8 

ポート Lデータレジスタ PLDR R/W H'A405 0134 8 

ポート Mデータレジスタ PMDR R/W H'A405 0136 8 

ポート Nデータレジスタ PNDR R/W H'A405 0138 8 

ポート Qデータレジスタ PQDR R/W H'A405 013A 8 

ポート Rデータレジスタ PRDR R/W H'A405 013C 8 

ポート Sデータレジスタ PSDR R/W H'A405 013E 8 

ポート Tデータレジスタ PTDR R/W H'A405 0160 8 

ポート Uデータレジスタ PUDR R/W H'A405 0162 8 

ポート Vデータレジスタ PVDR R/W H'A405 0164 8 

ポートWデータレジスタ PWDR R/W H'A405 0166 8 

ポート Xデータレジスタ PXDR R/W H'A405 0168 8 

ポート Yデータレジスタ PYDR R/W H'A405 016A 8 

ポート Zデータレジスタ PZDR R/W H'A405 016C 8 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ A HIZCRA R/W H'A405 0158 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ B HIZCRB R/W H'A405 015A 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ C HIZCRC R/W H'A405 015C 16 

I/Oバッファ Hi-Z制御レジスタ D HIZCRD R/W H'A405 015E 16 

モジュール機能選択レジスタ A MSELCRA R/W H'A405 0180 16 

モジュール機能選択レジスタ B MSELCRB R/W H'A405 0182 16 

プルアップダウン制御レジスタ PULCR R/W H'A405 0184 16 

I/Oバッファ Drive制御レジスタ A DRVCRA R/W H'A405 018A 16 

I/Oバッファ Drive制御レジスタ B DRVCRB R/W H'A405 018C 16 

I/Oバッファ Drive制御レジスタ C DRVCRC R/W H'A405 018E 

PFC 

16 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 32 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 32 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 R/W H'FF20 000C 

UBC 

32 
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レジスタ名称 略称 R/W アドレス モジュール アクセス 

サイズ 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 32 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 32 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 R/W H'FF20 002C 32 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 32 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 32 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 32 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 32 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 

UBC 

32 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 16 

データレジスタ H SDDR/SDDRH R/W H'FC11 0008 32/16 

データレジスタ L SDDRL R/W H'FC11 000A 16 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 16 

バイパスレジスタ SDBPR － － 

H-UDI 

－ 

【注】 *1 書き込みは 16ビット、読み出しは 8ビットです。 

 *2 16ビットアクセス時は、H' A4CA 0034のみアクセス可能です。 
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表 51.1  CEU（CEU0、CEU1）のレジスタアドレス一覧 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

CEU0キャプチャ開始レジスタ CAPSR_0 R/W H'FE91 0000 － － 32 

CEU0キャプチャ制御レジスタ CAPCR_0 R/W H'FE91 0004 － － 32 

CEU0キャプチャインタフェース制御レジスタ* CAMCR_0 R/W H'FE91 0008 － － 32 

CEU0キャプチャインタフェースサイクル 

レジスタ* 

CMCYR_0 R/W H'FE91 000C － － 32 

CEU0キャプチャインタフェースオフセットレジ

スタ 

CAMOR_0 R/W H'FE91 0010 H'FE91 1010 H'FE91 2010 32 

CEU0キャプチャインタフェース幅レジスタ CAPWR_0 R/W H'FE91 0014 H'FE91 1014 H'FE91 2014 32 

CEU0キャプチャインタフェース入力方式 

レジスタ 

CAIFR_0 R/W H'FE91 0018 － － 32 

CEU0レジスタ制御レジスタ CRCNTR_0 R/W H'FE91 0028 － － 32 

CEU0レジスタ強制制御レジスタ CRCMPR_

0 

R/W H'FE91 002C － － 32 

CEU0キャプチャフィルタ制御レジスタ CFLCR_0 R/W H'FE91 0030 H'FE91 1030 H'FE91 2030 32 

CEU0キャプチャフィルタサイズクリップ 

レジスタ 

CFSZR_0 R/W H'FE91 0034 H'FE91 1034 H'FE91 2034 32 

CEU0キャプチャデスティネーション幅レジスタ CDWDR_0 R/W H'FE91 0038 H'FE91 1038 H'FE91 2038 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Yレジスタ CDAYR_0 R/W H'FE91 003C H'FE91 103C H'FE91 203C 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Cレジスタ CDACR_0 R/W H'FE91 0040 H'FE91 1040 H'FE91 2040 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 

CDBYR_0 R/W H'FE91 0044 H'FE91 1044 H'FE91 2044 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 

CDBCR_0 R/W H'FE91 0048 H'FE91 1048 H'FE91 2048 32 

CEU0キャプチャバンドルデスティネーションサ

イズレジスタ 

CBDSR_0 R/W H'FE91 004C H'FE91 104C H'FE91 204C 32 

CEU0ファイアウォール動作制御レジスタ CFWCR_0 R/W H'FE91 005C － － 32 

CEU0キャプチャローパスフィルタ制御レジスタ CLFCR_0 R/W H'FE91 0060 H'FE91 1060 H'FE91 2060 32 

CEU0キャプチャデータ出力制御レジスタ CDOCR_0 R/W H'FE91 0064 H'FE91 1064 H'FE91 2064 32 

CEU0キャプチャデータ複雑度レジスタ CDDCR_0 R/W H'FE91 0068 H'FE91 1068 H'FE91 2068 32 

CEU0キャプチャデータ複雑度アドレスレジスタ CDDAR_0 R/W H'FE91 006C H'FE91 106C H'FE91 206C 32 

CEU0キャプチャイベント割り込み許可レジスタ CEIER_0 R/W H'FE91 0070 － － 32 

CEU0キャプチャイベントフラグクリアレジスタ CETCR_0 R/W H'FE91 0074 － － 32 

CEU0キャプチャステータスレジスタ CSTSR_0 R H'FE91 007C － － 32 

CEU0キャプチャソフトウェアリセットレジスタ CSRTR_0 R/W H'FE91 0080 － － 32 

CEU0キャプチャデータ容量レジスタ CDSSR_0 R/W H'FE91 0084 － － 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Yレジスタ 2 CDAYR2_0 R/W H'FE91 0090 H'FE91 1090 H'FE91 2090 32 

CEU0キャプチャデータアドレス Cレジスタ 2 CDACR2_0 R/W H'FE91 0094 H'FE91 1094 H'FE91 2094 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 2 

CDBYR2_0 R/W H'FE91 0098 H'FE91 1098 H'FE91 2098 32 

CEU0キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 2 

CDBCR2_0 R/W H'FE91 009C H'FE91 109C H'FE91 209C 32 

CEU1キャプチャ開始レジスタ CAPSR_1 R/W H'FE91 4000 － － 32 

CEU1キャプチャ制御レジスタ CAPCR_1 R/W H'FE91 4004 － － 32 

CEU1キャプチャインタフェース制御レジスタ* CAMCR_1 R/W H'FE91 4008 － － 32 

CEU1キャプチャインタフェースサイクル 

レジスタ* 

CMCYR_1 R/W H'FE91 400C － － 32 

CEU1キャプチャインタフェースオフセットレジ

スタ 

CAMOR_1 R/W H'FE91 4010 H'FE91 5010 H'FE91 6010 32 

CEU1キャプチャインタフェース幅レジスタ CAPWR_1 R/W H'FE91 4014 H'FE91 5014 H'FE91 6014 32 

CEU1キャプチャインタフェース入力方式 

レジスタ 

CAIFR_1 R/W H'FE91 4018 － － 32 

CEU1レジスタ制御レジスタ CRCNTR_1 R/W H'FE91 4028 － － 32 

CEU1レジスタ強制制御レジスタ CRCMPR_

1 

R/W H'FE91 402C － － 32 

CEU1キャプチャフィルタ制御レジスタ CFLCR_1 R/W H'FE91 4030 H'FE91 5030 H'FE91 6030 32 

CEU1キャプチャフィルタサイズクリップ 

レジスタ 

CFSZR_1 R/W H'FE91 4034 H'FE91 5034 H'FE91 6034 32 

CEU1キャプチャデスティネーション幅レジスタ CDWDR_1 R/W H'FE91 4038 H'FE91 5038 H'FE91 6038 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Yレジスタ CDAYR_1 R/W H'FE91 403C H'FE91 503C H'FE91 603C 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Cレジスタ CDACR_1 R/W H'FE91 4040 H'FE91 5040 H'FE91 6040 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 

CDBYR_1 R/W H'FE91 4044 H'FE91 5044 H'FE91 6044 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 

CDBCR_1 R/W H'FE91 4048 H'FE91 5048 H'FE91 6048 32 

CEU1キャプチャバンドルデスティネーションサ

イズレジスタ 

CBDSR_1 R/W H'FE91 404C H'FE91 504C H'FE91 604C 32 

CEU1ファイアウォール動作制御レジスタ CFWCR_1 R/W H'FE91 405C － － 32 

CEU1キャプチャローパスフィルタ制御レジスタ CLFCR_1 R/W H'FE91 4060 H'FE91 5060 H'FE91 6060 32 

CEU1キャプチャデータ出力制御レジスタ CDOCR_1 R/W H'FE91 4064 H'FE91 5064 H'FE91 6064 32 

CEU1キャプチャデータ複雑度レジスタ CDDCR_1 R/W H'FE91 4068 H'FE91 5068 H'FE91 6068 32 

CEU1キャプチャデータ複雑度アドレスレジスタ CDDAR_1 R/W H'FE91 406C H'FE91 506C H'FE91 606C 32 

CEU1キャプチャイベント割り込み許可レジスタ CEIER_1 R/W H'FE91 4070 － － 32 

CEU1キャプチャイベントフラグクリアレジスタ CETCR_1 R/W H'FE91 4074 － － 32 

CEU1キャプチャステータスレジスタ CSTSR_1 R H'FE91 407C － － 32 

CEU1キャプチャソフトウェアリセットレジスタ CSRTR_1 R/W H'FE91 4080 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス 

（A面） 

アドレス 

（B面） 

ミラー 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

CEU1キャプチャデータ容量レジスタ CDSSR_1 R/W H'FE91 4084 － － 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Yレジスタ 2 CDAYR2_1 R/W H'FE91 4090 H'FE91 5090 H'FE91 6090 32 

CEU1キャプチャデータアドレス Cレジスタ 2 CDACR2_1 R/W H'FE91 4094 H'FE91 5094 H'FE91 6094 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Yレジスタ 2 

CDBYR2_1 R/W H'FE91 4098 H'FE91 5098 H'FE91 6098 32 

CEU1キャプチャデータボトムフィールド 

アドレス Cレジスタ 2 

CDBCR2_1 R/W H'FE91 409C H'FE91 509C H'FE91 609C 32 

【注】 * 外部モジュールの特性により決まるレジスタ（CAMCR、CMCYR）の設定変更後、外部入力クロックで 10サイク

ル以上はキャプチャ起動をかけないでください。 
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表 51.2 BEU（BEU0、BEU1）のレジスタアドレス一覧 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU0起動レジスタ BESTR_0 R/W H'FE93 0000 － － 32 

BEU0ソースメモリ幅指定レジスタ 1 BSMWR1_0 R/W H'FE93 0010 H'FE93 1010 H'FE93 2010 32 

BEU0ソースサイズ指定レジスタ 1 BSSZR1_0 R/W H'FE93 0014 H'FE93 1014 H'FE93 2014 32 

BEU0ソースアドレス Yレジスタ 1 BSAYR1_0 R/W H'FE93 0018 H'FE93 1018 H'FE93 2018 32 

BEU0ソースアドレス Cレジスタ 1 BSACR1_0 R/W H'FE93 001C H'FE93 101C H'FE93 201C 32 

BEU0ソースアドレスαレジスタ 1 BSAAR1_0 R/W H'FE93 0020 H'FE93 1020 H'FE93 2020 32 

BEU0ソース画像フォーマットレジスタ 1 BSIFR1_0 R/W H'FE93 0024 H'FE93 1024 H'FE93 2024 32 

BEU0ソースメモリ幅指定レジスタ 2 BSMWR2_0 R/W H'FE93 0028 H'FE93 1028 H'FE93 2028 32 

BEU0ソースサイズ指定レジスタ 2 BSSZR2_0 R/W H'FE93 002C H'FE93 102C H'FE93 202C 32 

BEU0ソースアドレス Yレジスタ 2 BSAYR2_0 R/W H'FE93 0030 H'FE93 1030 H'FE93 2030 32 

BEU0ソースアドレス Cレジスタ 2 BSACR2_0 R/W H'FE93 0034 H'FE93 1034 H'FE93 2034 32 

BEU0ソースアドレスαレジスタ 2 BSAAR2_0 R/W H'FE93 0038 H'FE93 1038 H'FE93 2038 32 

BEU0ソース画像フォーマットレジスタ 2 BSIFR2_0 R/W H'FE93 003C H'FE93 103C H'FE93 203C 32 

BEU0ソースメモリ幅指定レジスタ 3 BSMWR3_0 R/W H'FE93 0040 H'FE93 1040 H'FE93 2040 32 

BEU0ソースサイズ指定レジスタ 3 BSSZR3_0 R/W H'FE93 0044 H'FE93 1044 H'FE93 2044 32 

BEU0ソースアドレス Yレジスタ 3 BSAYR3_0 R/W H'FE93 0048 H'FE93 1048 H'FE93 2048 32 

BEU0ソースアドレス Cレジスタ 3 BSACR3_0 R/W H'FE93 004C H'FE93 104C H'FE93 204C 32 

BEU0ソースアドレスαレジスタ 3 BSAAR3_0 R/W H'FE93 0050 H'FE93 1050 H'FE93 2050 32 

BEU0ソース画像フォーマットレジスタ 3 BSIFR3_0 R/W H'FE93 0054 H'FE93 1054 H'FE93 2054 32 

BEU0タイルパターンサイズレジスタ BTPSR_0 R/W H'FE93 0058 H'FE93 1058 H'FE93 2058 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 1 BMSMWR1_

0 

R/W H'FE93 0070 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 1 BMSSZR1_0 R/W H'FE93 0074 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 1 BMSAYR1_0 R/W H'FE93 0078 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 1 BMSACR1_0 R/W H'FE93 007C － － 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 2 BMSMWR2_

0 

R/W H'FE93 0080 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 2 BMSSZR2_0 R/W H'FE93 0084 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 2 BMSAYR2_0 R/W H'FE93 0088 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 2 BMSACR2_0 R/W H'FE93 008C － － 32 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 3 BMSMWR3_

0 

R/W H'FE93 0090 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 3 BMSSZR3_0 R/W H'FE93 0094 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 3 BMSAYR3_0 R/W H'FE93 0098 － － 32 

BEU0マルチ画面入ソースアドレス C 

レジスタ 3 

BMSACR3_0 R/W H'FE93 009C － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU0マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 4 BMSMWR4_

0 

R/W H'FE93 00A0 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースサイズレジスタ 4 BMSSZR4_0 R/W H'FE93 00A4 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 4 BMSAYR4_0 R/W H'FE93 00A8 － － 32 

BEU0マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 4 BMSACR4_0 R/W H'FE93 00AC － － 32 

BEU0マルチ画面ソースフォーマットレジスタ BMSIFR_0 R/W H'FE93 00F0 － － 32 

BEU0ブレンドコントロールレジスタ 0 BBLCR0_0 R/W H'FE93 0100 H'FE93 1100 H'FE93 2100 32 

BEU0ブレンドコントロールレジスタ 1 BBLCR1_0 R/W H'FE93 0104 － － 32 

BEU0プロセス制御レジスタ BPROCR_0 R/W H'FE93 0108 H'FE93 1108 H'FE93 2108 32 

BEU0マルチウィンドウ制御レジスタ 0 BMWCR0_0 R/W H'FE93 010C － － 32 

BEU0ブレンドロケーション設定レジスタ 1 BLOCR1_0 R/W H'FE93 0114 H'FE93 1114 H'FE93 2114 32 

BEU0ブレンドロケーション設定レジスタ 2 BLOCR2_0 R/W H'FE93 0118 H'FE93 1118 H'FE93 2118 32 

BEU0ブレンドロケーション設定レジスタ 3 BLOCR3_0 R/W H'FE93 011C H'FE93 111C H'FE93 211C 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 1 BMLOCR1_0 R/W H'FE93 0120 － － 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 2 BMLOCR2_0 R/W H'FE93 0124 － － 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 3 BMLOCR3_0 R/W H'FE93 0128 － － 32 

BEU0マルチ画面ロケーションレジスタ 4 BMLOCR4_0 R/W H'FE93 012C － － 32 

BEU0マルチ画面透過色制御レジスタ 1 BMPCCR1_

0 

R/W H'FE93 0130 － － 32 

BEU0マルチ画面透過色制御レジスタ 2 BMPCCR2_

0 

R/W H'FE93 0134 － － 32 

BEU0ブレンドパックフォームレジスタ BPKFR_0 R/W H'FE93 0140 H'FE93 1140 H'FE93 2140 32 

BEU0透過色制御レジスタ 0 BPCCR0_0 R/W H'FE93 0144 H'FE93 1144 H'FE93 2144 32 

BEU0透過色制御レジスタ 11 BPCCR11_0 R/W H'FE93 0148 H'FE93 1148 H'FE93 2148 32 

BEU0透過色制御レジスタ 12 BPCCR12_0 R/W H'FE93 014C H'FE93 114C H'FE93 214C 32 

BEU0透過色制御レジスタ 21 BPCCR21_0 R/W H'FE93 0150 H'FE93 1150 H'FE93 2150 32 

BEU0透過色制御レジスタ 22 BPCCR22_0 R/W H'FE93 0154 H'FE93 1154 H'FE93 2154 32 

BEU0透過色制御レジスタ 31 BPCCR31_0 R/W H'FE93 0158 H'FE93 1158 H'FE93 2158 32 

BEU0透過色制御レジスタ 32 BPCCR32_0 R/W H'FE93 015C H'FE93 115C H'FE93 215C 32 

BEU0デスティネーションメモリ幅レジスタ BDMWR_0 R/W H'FE93 0160 H'FE93 1160 H'FE93 2160 32 

BEU0デスティネーションアドレス Yレジスタ BDAYR_0 R/W H'FE93 0164 H'FE93 1164 H'FE93 2164 32 

BEU0デスティネーションアドレス Cレジスタ BDACR_0 R/W H'FE93 0168 H'FE93 1168 H'FE93 2168 32 

BEU0アドレス固定レジスタ BAFXR_0 R/W H'FE93 0180 H'FE93 1180 H'FE93 2180 32 

BEU0スワッピングレジスタ BSWPR_0 R/W H'FE93 0184 H'FE93 1184 H'FE93 2184 32 

BEU0イベント割り込みイネーブルレジスタ BEIER_0 R/W H'FE93 0188 － － 32 

BEU0イベントレジスタ BEVTR_0 R/W H'FE93 018C － － 32 

BEU0レジスタ制御レジスタ BRCNTR_0 R/W H'FE93 0194 － － 32 



 

51. レジスタ一覧 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  51-37 

2013.01.18  

 

SH7724 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU0ステータスレジスタ BSTAR_0 R H'FE93 0198 － － 32 

BEU0モジュールリセットレジスタ BBRSTR_0 R/W H'FE93 019C － － 32 

BEU0レジスタ面強制指定レジスタ BRCHR_0 R/W H'FE93 01A0 － － 32 

BEU0カラールックアップテーブル CLUT_0 R/W H'FE93 3000～

H'FE93 33FF 

－ － 32 

BEU1起動レジスタ BESTR_1 R/W H'FE93 4000 － － 32 

BEU1ソースメモリ幅指定レジスタ 1 BSMWR1_1 R/W H'FE93 4010 H'FE93 5010 H'FE93 6010 32 

BEU1ソースサイズ指定レジスタ 1 BSSZR1_1 R/W H'FE93 4014 H'FE93 5014 H'FE93 6014 32 

BEU1ソースアドレス Yレジスタ 1 BSAYR1_1 R/W H'FE93 4018 H'FE93 5018 H'FE93 6018 32 

BEU1ソースアドレス Cレジスタ 1 BSACR1_1 R/W H'FE93 401C H'FE93 501C H'FE93 601C 32 

BEU1ソースアドレスαレジスタ 1 BSAAR1_1 R/W H'FE93 4020 H'FE93 5020 H'FE93 6020 32 

BEU1ソース画像フォーマットレジスタ 1 BSIFR1_1 R/W H'FE93 4024 H'FE93 5024 H'FE93 6024 32 

BEU1ソースメモリ幅指定レジスタ 2 BSMWR2_1 R/W H'FE93 4028 H'FE93 5028 H'FE93 6028 32 

BEU1ソースサイズ指定レジスタ 2 BSSZR2_1 R/W H'FE93 402C H'FE93 502C H'FE93 602C 32 

BEU1ソースアドレス Yレジスタ 2 BSAYR2_1 R/W H'FE93 4030 H'FE93 5030 H'FE93 6030 32 

BEU1ソースアドレス Cレジスタ 2 BSACR2_1 R/W H'FE93 4034 H'FE93 5034 H'FE93 6034 32 

BEU1ソースアドレスαレジスタ 2 BSAAR2_1 R/W H'FE93 4038 H'FE93 5038 H'FE93 6038 32 

BEU1ソース画像フォーマットレジスタ 2 BSIFR2_1 R/W H'FE93 403C H'FE93 503C H'FE93 603C 32 

BEU1ソースメモリ幅指定レジスタ 3 BSMWR3_1 R/W H'FE93 4040 H'FE93 5040 H'FE93 6040 32 

BEU1ソースサイズ指定レジスタ 3 BSSZR3_1 R/W H'FE93 4044 H'FE93 5044 H'FE93 6044 32 

BEU1ソースアドレス Yレジスタ 3 BSAYR3_1 R/W H'FE93 4048 H'FE93 5048 H'FE93 6048 32 

BEU1ソースアドレス Cレジスタ 3 BSACR3_1 R/W H'FE93 404C H'FE93 504C H'FE93 604C 32 

BEU1ソースアドレスαレジスタ 3 BSAAR3_1 R/W H'FE93 4050 H'FE93 5050 H'FE93 6050 32 

BEU1ソース画像フォーマットレジスタ 3 BSIFR3_1 R/W H'FE93 4054 H'FE93 5054 H'FE93 6054 32 

BEU1タイルパターンサイズレジスタ BTPSR_1 R/W H'FE93 4058 H'FE93 5058 H'FE93 6058 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 1 BMSMWR1_

1 

R/W H'FE93 4070 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 1 BMSSZR1_1 R/W H'FE93 4074 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 1 BMSAYR1_1 R/W H'FE93 4078 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 1 BMSACR1_1 R/W H'FE93 407C － － 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 2 BMSMWR2_

1 

R/W H'FE93 4080 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 2 BMSSZR2_1 R/W H'FE93 4084 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 2 BMSAYR2_1 R/W H'FE93 4088 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 2 BMSACR2_1 R/W H'FE93 408C － － 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 3 BMSMWR3_

1 

R/W H'FE93 4090 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 3 BMSSZR3_1 R/W H'FE93 4094 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 3 BMSAYR3_1 R/W H'FE93 4098 － － 32 

BEU1マルチ画面入ソースアドレス C 

レジスタ 3 

BMSACR3_1 R/W H'FE93 409C － － 32 

BEU1マルチ画面ソースメモリ幅レジスタ 4 BMSMWR4_

1 

R/W H'FE93 40A0 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースサイズレジスタ 4 BMSSZR4_1 R/W H'FE93 40A4 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Yレジスタ 4 BMSAYR4_1 R/W H'FE93 40A8 － － 32 

BEU1マルチ画面ソースアドレス Cレジスタ 4 BMSACR4_1 R/W H'FE93 40AC － － 32 

BEU1マルチ画面ソースフォーマットレジスタ BMSIFR_1 R/W H'FE93 40F0 － － 32 

BEU1ブレンドコントロールレジスタ 0 BBLCR0_1 R/W H'FE93 4100 H'FE93 5100 H'FE93 6100 32 

BEU1ブレンドコントロールレジスタ 1 BBLCR1_1 R/W H'FE93 4104 － － 32 

BEU1プロセス制御レジスタ BPROCR_1 R/W H'FE93 4108 H'FE93 5108 H'FE93 6108 32 

BEU1マルチウィンドウ制御レジスタ 0 BMWCR0_1 R/W H'FE93 410C － － 32 

BEU1ブレンドロケーション設定レジスタ 1 BLOCR1_1 R/W H'FE93 4114 H'FE93 5114 H'FE93 6114 32 

BEU1ブレンドロケーション設定レジスタ 2 BLOCR2_1 R/W H'FE93 4118 H'FE93 5118 H'FE93 6118 32 

BEU1ブレンドロケーション設定レジスタ 3 BLOCR3_1 R/W H'FE93 411C H'FE93 511C H'FE93 611C 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 1 BMLOCR1_1 R/W H'FE93 4120 － － 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 2 BMLOCR2_1 R/W H'FE93 4124 － － 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 3 BMLOCR3_1 R/W H'FE93 4128 － － 32 

BEU1マルチ画面ロケーションレジスタ 4 BMLOCR4_1 R/W H'FE93 412C － － 32 

BEU1マルチ画面透過色制御レジスタ 1 BMPCCR1_

1 

R/W H'FE93 4130 － － 32 

BEU1マルチ画面透過色制御レジスタ 2 BMPCCR2_

1 

R/W H'FE93 4134 － － 32 

BEU1ブレンドパックフォームレジスタ BPKFR_1 R/W H'FE93 4140 H'FE93 5140 H'FE93 6140 32 

BEU1透過色制御レジスタ 0 BPCCR0_1 R/W H'FE93 4144 H'FE93 5144 H'FE93 6144 32 

BEU1透過色制御レジスタ 11 BPCCR11_1 R/W H'FE93 4148 H'FE93 5148 H'FE93 6148 32 

BEU1透過色制御レジスタ 12 BPCCR12_1 R/W H'FE93 414C H'FE93 514C H'FE93 614C 32 

BEU1透過色制御レジスタ 21 BPCCR21_1 R/W H'FE93 4150 H'FE93 5150 H'FE93 6150 32 

BEU1透過色制御レジスタ 22 BPCCR22_1 R/W H'FE93 4154 H'FE93 5154 H'FE93 6154 32 

BEU1透過色制御レジスタ 31 BPCCR31_1 R/W H'FE93 4158 H'FE93 5158 H'FE93 6158 32 

BEU1透過色制御レジスタ 32 BPCCR32_1 R/W H'FE93 415C H'FE93 515C H'FE93 615C 32 

BEU1デスティネーションメモリ幅レジスタ BDMWR_1 R/W H'FE93 4160 H'FE93 5160 H'FE93 6160 32 

BEU1デスティネーションアドレス Yレジスタ BDAYR_1 R/W H'FE93 4164 H'FE93 5164 H'FE93 6164 32 

BEU1デスティネーションアドレス Cレジスタ BDACR_1 R/W H'FE93 4168 H'FE93 5168 H'FE93 6168 32 

BEU1アドレス固定レジスタ BAFXR_1 R/W H'FE93 4180 H'FE93 5180 H'FE93 6180 32 

BEU1スワッピングレジスタ BSWPR_1 R/W H'FE93 4184 H'FE93 5184 H'FE93 6184 32 

BEU1イベント割り込みイネーブルレジスタ BEIER_1 R/W H'FE93 4188 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス 

サイズ 

BEU1イベントレジスタ BEVTR_1 R/W H'FE93 418C － － 32 

BEU1レジスタ制御レジスタ BRCNTR_1 R/W H'FE93 4194 － － 32 

BEU1ステータスレジスタ BSTAR_1 R H'FE93 4198 － － 32 

BEU1モジュールリセットレジスタ BBRSTR_1 R/W H'FE93 419C － － 32 

BEU1レジスタ面強制指定レジスタ BRCHR_1 R/W H'FE93 41A0 － － 32 

BEU1カラールックアップテーブル CLUT_1 R/W H'FE93 7000～

H'FE93 73FF 

－ － 32 
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表 51.3 LCDCのレジスタアドレス一覧 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス

サイズ 

LCDCパレットデータレジスタ LDPR00～

LDPRFF 

R/W H'FE94 0000～

H'FE94 03FC 

－ － 32 

LCDドットクロックパターン 

レジスタ 1 

MLDDCKPAT1R R/W H'FE94 0400 － － 32 

LCDドットクロックパターン 

レジスタ 2 

MLDDCKPAT2R R/W H'FE94 0404 － － 32 

LCDCドットクロックレジスタ LDDCKR R/W H'FE94 0410 － － 32 

ドットクロックストップレジスタ LDDCKSTPR R/W H'FE94 0414 － － 32 

LCDモジュールタイプレジスタ 1 MLDMT1R R/W H'FE94 0418 H'FE94 1418 H'FE94 2418 32 

LCDモジュールタイプレジスタ 2 MLDMT2R R/W H'FE94 041C H'FE94 141C H'FE94 241C 32 

LCDモジュールタイプレジスタ 3 MLDMT3R R/W H'FE94 0420 H'FE94 1420 H'FE94 2420 32 

LCDデータフォーマットレジスタ MLDDFR R/W H'FE94 0424 H'FE94 1424 H'FE94 2424 32 

LCDスキャンモードレジスタ 1 MLDSM1R R/W H'FE94 0428 H'FE94 1428 H'FE94 2428 32 

LCDスキャンモードレジスタ 2 MLDSM2R R/W H'FE94 042C － － 32 

LCD表示データ取り込み開始 

アドレスレジスタ 1 

MLDSA1R R/W H'FE94 0430 H'FE94 1430 H'FE94 2430 32 

LCD表示データ取り込み開始 

アドレスレジスタ 2 

MLDSA2R R/W H'FE94 0434 H'FE94 1434 H'FE94 2434 32 

LCD表示データ格納メモリ 

ラインサイズレジスタ 

MLDMLSR R/W H'FE94 0438 H'FE94 1438 H'FE94 2438 32 

LCD水平キャラクタナンバー 

レジスタ 

MLDHCNR R/W H'FE94 0448 H'FE94 1448 H'FE94 2448 32 

LCD水平同期信号レジスタ MLDHSYNR R/W H'FE94 044C H'FE94 144C H'FE94 244C 32 

LCD垂直ラインナンバーレジスタ MLDVLNR R/W H'FE94 0450 H'FE94 1450 H'FE94 2450 32 

LCD垂直同期信号レジスタ MLDVSYNR R/W H'FE94 0454 H'FE94 1454 H'FE94 2454 32 

LCD水平パーシャル画面レジスタ MLDHPDR R/W H'FE94 0458 H'FE94 1458 H'FE94 2458 32 

LCD垂直パーシャル画面レジスタ MLDVPDR R/W H'FE94 045C H'FE94 145C H'FE94 245C 32 

LCDパワーマネジメントレジスタ MLDPMR R/W H'FE94 0460 － － 32 

LCDCパレット制御レジスタ LDPALCR R/W H'FE94 0464 － － 32 

LCDC割り込みレジスタ LDINTR R/W H'FE94 0468 － － 32 

LCDCステータスレジスタ LDSR R H'FE94 046C － － 32 

LCDC制御レジスタ 1 LDCNT1R R/W H'FE94 0470 － － 32 

LCDC制御レジスタ 2 LDCNT2R R/W H'FE94 0474 － － 32 

LCDCレジスタ面制御レジスタ LDRCNTR R/W H'FE94 0478 － － 32 

LCDC入力画像データスワップレジスタ LDDDSR R/W H'FE94 047C － － 32 

LCDCレジスタ面強制指定レジスタ LDRCR R/W H'FE94 0484 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 0 LDDWD0R R/W H'FE94 0800 － － 32 
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アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス

サイズ 

LCDCドライバライトデータレジスタ 1 LDDWD1R R/W H'FE94 0804 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 2 LDDWD2R R/W H'FE94 0808 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 3 LDDWD3R R/W H'FE94 080C － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 4 LDDWD4R R/W H'FE94 0810 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 5 LDDWD5R R/W H'FE94 0814 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 6 LDDWD6R R/W H'FE94 0818 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 7 LDDWD7R R/W H'FE94 081C － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 8 LDDWD8R R/W H'FE94 0820 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ 9 LDDWD9R R/W H'FE94 0824 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ A LDDWDAR R/W H'FE94 0828 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ B LDDWDBR R/W H'FE94 082C － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ C LDDWDCR R/W H'FE94 0830 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ D LDDWDDR R/W H'FE94 0834 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ E LDDWDER R/W H'FE94 0838 － － 32 

LCDCドライバライトデータレジスタ F LDDWDFR R/W H'FE94 083C － － 32 

LCDCドライバリードデータレジスタ LDDRDR R/W H'FE94 0840 － － 32 

LCDCドライバライトアクセスレジスタ LDDWAR R/W H'FE94 0900 － － 32 

LCDCドライバリードアクセスレジスタ LDDRAR R/W H'FE94 0904 － － 32 
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表 51.4 VOUのレジスタアドレス一覧 

アドレス レジスタ名称 略称 R/W 

アドレス（A面） アドレス（B面） ミラーアドレス 

アクセス 

サイズ 

VOU起動レジスタ VOUER R/W H'FE96 0000 － － 32 

VOU制御レジスタ VOUCR R/W H'FE96 0004 H'FE96 1004 H'FE96 2004 32 

VOUステータスレジスタ VOUSTR R/W H'FE96 0008 － － 32 

VOUビデオ制御レジスタ VOUVCR R/W H'FE96 000C H'FE96 100C H'FE96 200C 32 

VOU入力画像サイズレジスタ VOUISR R/W H'FE96 0010 H'FE96 1010 H'FE96 2010 32 

VOUバックカラーレジスタ VOUBCR R/W H'FE96 0014 H'FE96 1014 H'FE96 2014 32 

VOU表示位置レジスタ VOUDPR R/W H'FE96 0018 H'FE96 1018 H'FE96 2018 32 

VOU表示サイズレジスタ VOUDSR R/W H'FE96 001C H'FE96 101C H'FE96 201C 32 

VOU有効画素開始位置レジスタ VOUVPR R/W H'FE96 0020 H'FE96 1020 H'FE96 2020 32 

VOU割り込みレジスタ VOUIR R/W H'FE96 0024 － － 32 

VOUリセットレジスタ VOUSRR R/W H'FE96 0028 － － 32 

VOUモード設定レジスタ VOUMSR R/W H'FE96 002C H'FE96 102C H'FE96 202C 32 

VOU水平同期間隔レジスタ VOUHIR R/W H'FE96 0030 H'FE96 1030 H'FE96 2030 32 

VOU入力画像データフォーマットレジスタ VOUDFR R/W H'FE96 0034 H'FE96 1034 H'FE96 2034 32 

VOU入力画像データ格納先頭アドレス 

レジスタ 1 

VOUAD1R R/W H'FE96 0038 H'FE96 1038 H'FE96 2038 32 

VOU入力画像データ格納先頭アドレス 

レジスタ 2 

VOUAD2R R/W H'FE96 003C H'FE96 103C H'FE96 203C 32 

VOU入力画像データアドレスインクリメント 

レジスタ 

VOUAIR R/W H'FE96 0040 H'FE96 1040 H'FE96 2040 32 

VOU入力画像データスワップレジスタ VOUSWR R/W H'FE96 0044 － － 32 

VOUレジスタ面切り替えレジスタ VOURCR R/W H'FE96 0048 － － 32 

VOUレジスタ面強制指定レジスタ VOURPR R/W H'FE96 0050 － － 32 
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51.2 各動作モードにおけるレジスタの状態 
 

略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ モジュール 

TRA 不定 不定 保持 － 不定 不定 保持 

EXPEVT H'0000 0000 H'0000 0020 保持 － H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

INTEVT 不定 不定 保持 － 不定 不定 保持 

EXPMASK H'0000 001F H'0000 001F 保持 － H'0000 001F H'0000 001F 保持 

例外処理 

PTEH 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

PTEL 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

TTB 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

TEA 不定 保持 保持 保持 不定 不定 保持 

MMUCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

PTEA H'0000 xxx0 H'0000 xxx0 保持 保持 H'0000 xxx0 H'0000 xxx0 保持 

PASCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

IRMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

MMU 

CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

QACR0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 不定 

QACR1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 不定 

RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

キャッシ

ュ 

PRPRICR 0～10 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PRLCKCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SuperHy

way 

パケット

ルータ 

ICR0 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

ICR1 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTPRI00 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTREQ00 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTMSK00 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

INTMSKCLR00 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

NMIFCR 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

USERIMASK 初期化 初期化 保持 保持 保持 初期化 保持 

IPRA 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRB 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTC 
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IPRH 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRI 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRJ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR6 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR7 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR8 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR9 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR10 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR11 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMR12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR6 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR7 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR8 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR9 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR10 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR11 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMCR12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTC 
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MMSELR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 初期化 

CMNCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

CS0BCR 初期化 保持 保持 － 保持 *1 初期化 保持 

CS4BCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5ABCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5BBCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6ABCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6BBCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS0WCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

CS4WCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5AWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS5BWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6AWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CS6BWCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

RBWTCNT 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

BSC 

DBKIND 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBSTATE 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBEN 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBCMDCNT 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBCKECNT 初期化 初期化 保持 － 保持 初期化 保持 

DBCONF 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR0 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR1 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR2 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBTR3 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFPDN 0 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFPDN 1 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFPDN 2 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBRFSTS 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBMRCNT 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBPDCNT0 初期化 初期化 保持 － 初期化 初期化 保持 

DBSC 

DMA0_SAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_DAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_TCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_CHCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_DMAOR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_SARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMAC 
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DMA1_DARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_TCRB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA0_DMARS_0

～2 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_SAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DAR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_TCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_CHCR_0～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DMAOR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_SARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DARB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_TCRB_0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMA1_DMARS_0

～2 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DMAC 

FRQCRA 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FRQCRB 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

VCLKCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FCLKACR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FCLKBCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

IRDACLKCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

SPUCLKCR 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

PLLCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

FLLFRQ 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

LSTATS 初期化 保持 保持 － 初期化 初期化 保持 

CPG 

STBCR 初期化 保持 保持 － 保持 保持 保持 

MSTPCR0 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

MSTPCR1 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

MSTPCR2 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

BAR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

リセット、

低消費電力

モード 

RWTCNT 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 保持 

RWTCSR 初期化 保持 保持 保持 初期化*
1
 初期化*

1
 保持 

RWDT 
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TSTR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR0_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT0_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR0_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR0_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT0_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR0_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR0_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT0_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR0_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSTR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR1_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT1_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR1_0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR1_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT1_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR1_1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCOR1_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCNT1_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TCR1_2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TMU 

TPU_TSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCR0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TMDR0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIOR0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TIER0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TSR0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TCNT0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0A～3A 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0B～3B 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0C～3C 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU_TGR0D～3D 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPU 

CMSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMCSR 初期化 初期化*
1
 保持 保持 初期化*

1
 初期化*

1
 保持 

CMCNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMCOR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMT 
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CE_CMD_SET 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_ARG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_ARG_CMD12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_CMD_CTRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_BLOCK_SET 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_CLK_CTRL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_BUF_ACC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_RESP_CMD12 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_DATA 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_INT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_INT_MASK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_HOST_STS1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_HOST_STS2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CE_VERSION 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MMCIF 

MSIOF0_SITMDR1

～3 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRMDR1

～3 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SICTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIFCTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SISTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIIER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITDR1、2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SITFDR 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRDR1、2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF0_SIRFDR 不定 不定 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITMDR1

～3 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRMDR1

～3 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRSCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIOF 
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MSIO1_SICTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIFCTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SISTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIIER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITDR1、2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SITFDR 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRDR1、2 初期化 初期化 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIO1_SIRFDR 不定 不定 保持 初期化 初期化 初期化 保持 

MSIOF 

SCSMR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCBRR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCSCR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFTDR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFSR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFRDR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFCR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCFDR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCLSR0～2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCIF 

SCASMR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCABRR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASCR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCATDSR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFER3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCASSR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFCR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFDR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFTDR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCAFRDR3～5 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SCIFA 

R64CNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RSECCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMINCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RHRCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RWKCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RDAYCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMONCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RYRCNT 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RSECAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMINAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RTC 
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RHRAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RWKAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RDAYAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RMONAR 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR1 初期化／不定 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR2 初期化 初期化／不定 保持 保持 保持 保持 保持 

RYRAR 不定 保持 保持 保持 保持 保持 保持 

RCR3 初期化 初期化 保持 保持 保持 保持 保持 

RTC 

IRIF_RINTCLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_TINTCLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR0～3 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR_FRM 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR_EOF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_SIR_FLG 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART_STS2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_UART0～7 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IRIF_CRC0～4 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IrDA 

KYCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化*1 初期化 保持 

KYCR2 初期化*1 初期化*1 保持 保持 初期化*1 初期化*1 保持 

KYINDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

KYOUTDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

KEYSC 

SYSCFG_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BUSWAIT_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SYSSTS_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DVSTCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TESTMODE_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFO_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFO_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFO_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFOSEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFIFOCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFOSEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D0FIFOCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFOSEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

D1FIFOCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USB 
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INTENB0_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTENB1_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRDYENB_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

NRDYENB_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEMPENB_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SOFCFG_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTSTS0_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INTSTS1_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRDYSTS_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

NRDYSTS_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEMPSTS_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FRMNUM_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

UFRMNUM_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBADDR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBREQ_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBVAL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBINDX_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

USBLENG_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DCPCFG_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DCPMAXP_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DCPCTR_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPESEL_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPECFG_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPEBUF_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPEMAXP_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPEPERI_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPE1CTR_0/1～

PIPE9CTR_0/1 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPE1TRE_0/1～

PIPE5TRE_0/1 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIPE1TRN_0/1～

PIPE5TRN_0/1 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DEVADD0_0/1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

DEVADD1_0/1～

A_0/1 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

UPONCR0/1 初期化 保持 保持 保持 保持 初期化 保持 

USB 
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ICDR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICSR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICIC0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCL0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCH0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICDR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICSR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICIC1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCL1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ICCH1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

I2C 

CAPSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAPCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAMCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CMCYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAMOR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAPWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CAIFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CRCNTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CRCMPR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFLCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFSZR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDWDR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CBDSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CFWCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CLFCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDOCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDDCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDDAR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CEIER_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CETCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CSTSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CEU 
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CSRTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDSSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDAYR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDACR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBYR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDBCR2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CEU 

VESTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VESWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VESSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VBSSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEDWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VDAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VDACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VTRCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VRFCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VRFSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VENHR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VFMCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VVTCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VHTCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VAPCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VECCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VFLCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VAFXR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSWPR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEIER_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEVTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VSTAR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VBSRR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VRPBR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VEU 

BESTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSMWR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSSZR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSAYR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSACR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEU 
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BSAAR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSIFR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BTPSR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSMWR1_n～4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSSZR1_n～4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSAYR1_n～4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSACR1_n～4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMSIFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BBLCR0_n、1_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPROCR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMWCR0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BLOCR1_n～3_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMLOCR1_n～4_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BMPCCR1_n、2_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR0_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR11_n、12_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR21_n、22_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BPCCR31_n、32_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BDMWR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BDAYR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BDACR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BAFXR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSWPR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEIER_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEVTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRCNTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BSTAR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BBRSTR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BRCHR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEIMCR00_n、

01_n、02_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEIMCR10_n、

11_n、12_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEIMCR20_n、

21_n、22_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEICBR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEICOFFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEU 
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BEBMCR00_n、

01_n、02_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEBMCR10_n、

11_n、12_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEBMCR20_n、

21_n、22_n 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEBCBR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEBCOFFR_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CLUT_n 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

BEU 

JCMOD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCCMD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCSTS 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCQTN 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCHTN 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDRIU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDRID 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCVSZU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCVSZD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCHSZU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCHSZD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDTCU 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDTCM 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDTCD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JINTE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JINTS 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCDERR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCRST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFECNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESYA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESCA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESYA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESCA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESMW 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESVSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFESHSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFEDA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFEDA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFEDRSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JPU 
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JIFDCNT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDSA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDSA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDRSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDMW 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDVSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDHSZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDYA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDCA1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDYA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JIFDDCA2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

JCQTBL0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCQTBL1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCQTBL2 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCQTBL3 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA0 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBD1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JCHTBA1 不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

JPU 

LDPR00～LDPRFF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDDCKPAT1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDDCKPAT2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDCKR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDCKSTPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMT1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMT2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMT3R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDDFR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSM1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSM2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSA1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDSA2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDMLSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LCDC 
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MLDWBFR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDWBCNTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDWBAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDHCNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDHSYNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDVLNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDVSYNR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDHPDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDVPDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MLDPMR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDPALCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDINTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDCNT1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDCNT2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDRCNTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDDSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDRCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDWD0R～

LDDWDFR 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDRDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDWAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LDDRAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LCDC 

VOUER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUVCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUISR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUBCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUDPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUDSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUVPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUSRR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUMSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUHIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUDFR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOU 
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VOUAD1R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUAD2R 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUAIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOUSWR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOURCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOURPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

VOU 

MEVCR0 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEVCR1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

METEIE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEILIE 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEACTST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

METEST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEILWST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MEILRST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ME00CNTRL～

ME31CNTRL 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ME00BSIZE～

ME31BSIZE 

不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

ME00MCNF～

ME31MCNF 

不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

ME00SSARA～

ME31SSARA 

不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

ME00SSARB～

ME31SSARB 

不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

ME00SBSIZE～

ME31SBSIZE 

不定 不定 保持 保持 不定 不定 保持 

MERAM 

CHSTCLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CHPRI 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0CTRL～

CH7CTRL 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0SWAP～

CH7SWAP 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0SAR～

CH7SAR 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0DAR～

CH7DAR 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0DPXL～

CH7DPXL 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

2DDMAC 
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CH0SFMT～

CH7SFMT 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0DFMT～

CH7DFMT 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0SARE～

CH7SARE 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0DARE～

CH7DARE 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CH0DPXLE～

CH7DPXLE 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

2DDMAC 

TSCTLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPIDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSCMDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSSTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSTSDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSBUFCLRR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSINTER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPSCALER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPSCALERR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPCRADCMDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSPCRADCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSTRPCRADCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSDPCRADCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSFRC 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSIF 

A_DO_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DOFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DOFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DI_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DIFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DIFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_CKG1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_CKG2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DIDT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_DODT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

A_MUTE_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DO_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DOFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DOFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FSI 
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B_DI_FMT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DIFF_CTL 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DIFF_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_CKG1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_CKG2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DIDT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_DODT 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

B_MUTE_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

INT_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IEMSK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IMSK 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CLK_RST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

SOFT_RST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FIFO_SZ 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FSI 

ATAPI_CONTROL1 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_STATUS 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_INT_ENABL

E 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_DTB_ADR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_DMA_STAR

T_ADR 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_DMA_TRAN

S_CNT 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_CONTROL2 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_SIG_ST 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_BYTE_SWA

P 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_PIO_TIMIN

G1 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_PIO_TIMIN

G2 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_MULTI_TIMI

NG 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI_ULTRA_TIMI

NG 

初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ATAPI 

EDMR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EDTRR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EDRRR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EtherMAC 
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TDLAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RDLAR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EESR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EESIPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TRSCER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RMFCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TFTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FDR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RMCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TFUCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RFOCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FCFTR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TRIMD 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ECMR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RFLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ECSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ECSIPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RDMLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPGR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

APR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RFCF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPAUSER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPAUSECR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ECMR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RFLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ECSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

ECSIPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PIR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

PSR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RDMLR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

IPGR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

APR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MPR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RFCF 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EtherMAC 
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TPAUSER 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TPAUSECR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MAHR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MALR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TROCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CDCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

LCCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CNDCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

CEFCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

FRECR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TSFRCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

TLFRCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

RFCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

MAFCR 初期化 初期化 保持 保持 初期化 初期化 保持 

EtherMAC 

PACR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PBCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PCCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PDCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PECR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PFCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PGCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PHCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PJCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PKCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PLCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PMCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PNCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PQCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PRCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PSCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PTCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PUCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PVCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PWCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PXCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PYCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PZCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PFC 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ モジュール 

PSELA 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PSELB 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PSELC 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PSELD 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

HIZCRA 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

HIZCRB 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

HIZCRC 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

HIZCRD 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

MSELCRA 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

MSELCRB 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PULCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

DRVCRA 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

DRVCRB 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

SBSCR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PADR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PBDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PCDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PDDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PEDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PFDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PGDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PHDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PJDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PKDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PLDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PMDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PNDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PQDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PRDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PSDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PTDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PUDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PVDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PWDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PXDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PYDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PZDR 初期化 保持 保持 － 保持 初期化 保持 

PFC 
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略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

R-スタンバイ U-スタンバイ スリープ モジュール 

CBR0 H'2000 0000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CRR0 H'0000 2000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CAR0 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CAMR0 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CBR1 H'2000 0000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CRR1 H'0000 2000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CAR1 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CAMR1 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CDR1 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CDMR1 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CETR1 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CCMFR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

CBCR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

UBC 

SDIR H'0EFF 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

SDDR/SDDRH 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

SDDRL 不定 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

SDINT H'0000 保持 保持 保持 保持*2 保持*2 保持 

H-UDI 

【注】 *1 初期化されないビットがあります。 

 *2 MPMD端子＝ロー時。MPMD端子がハイ状態のときは、パワーオンリセットと同じになります。 
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52. 電気的特性 

52.1 絶対最大定格 

絶対最大定格を表 52.1に示します。 

表52.1 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧（I/O） VCCQ、VCCQ1、VCCQ_LCD、VCCQ_VIO、

VCCQ_MMC、VCCQ_SR、VCCQ_SDC 

－0.3～4.6 V 

電源電圧（DDR） VCCQ_DDR －0.3～2.6 V 

電源電圧（内部） VDD、VDD_PLL、VDD_FLL －0.3～1.8 V 

入力電圧（VBUS端子以外） Vin －0.3～VCCQ＋0.3 V 

入力電圧（VBUS端子） Vin_VBUS －0.3～5.5 V 

アナログ電源電圧（USB I/O） AV33、DV33 －0.3～4.6 V 

アナログ電源電圧（USB内部） AV12、DV12、UV12 －0.3～1.8 V 

保存温度 Tstg －55～125 ℃ 

【使用上の注意】 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 
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52.2 推奨動作条件 

推奨動作条件を表 52.2に示します。次節以降に記載したスペックは、特に断りがないかぎり、表 52.2の条件

での使用を前提としています。 

表52.2 推奨動作条件 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

-40 － 85 ℃ R8A77240D500BG 動作温度範囲（周囲温度 Ta） 

※型名によって異なります 

Topr 

-20 － 70 ℃ R8A77240B500BB 

1.15 － 1.3 V M1φ≦125MHz コア電源 VDD 

1.25 － 1.35 V M1φ≦166MHz 

VCCQ 2.7 3.3 3.6 V  

VCCQ1 1.65/2.7 1.8/3.3 1.95/3.6 V  

VCCQ_LCD 1.65/2.7 1.8/3.3 1.95/3.6 V  

VCCQ_VIO 1.65/2.7 1.8/3.3 1.95/3.6 V  

VCCQ_MMC 1.65/2.7 1.8/3.3 1.95/3.6 V  

VCCQ_SR 1.65/2.7 1.8/3.3 1.95/3.6 V  

I/O電源 

VCCQ_SDC 2.7 3.3 3.6 V  

1.15 － 1.3 V M1φ≦125MHz PLL用電源 VDD_PLL 

1.25 － 1.35 V M1φ≦166MHz 

1.15 － 1.3 V M1φ≦125MHz FLL用電源 VDD_FLL 

1.25 － 1.35 V M1φ≦166MHz 

DDR用電源 VCCQ_DDR 1.7 1.8 1.9 V  

USBアナログ 1.2V電源 AV12 1.15 － 1.35 V  

USBデジタル 1.2V電源 UV12 1.15 － 1.35 V  

USBデジタル 1.2V電源 DV12 1.15 － 1.35 V  

USBアナログ 3.3V電源 AV33 3.0 3.3 3.6 V  

USBデジタル 3.3V電源 DV33 3.0 3.3 3.6 V  

電源

電圧 

DDR2参照電圧 

（MVREF端子）* 

Vref 0.49×

VCCQ_DDR

0.50×

VCCQ_DDR

0.51×

VCCQ_DDR

V  

【注】 すべての電源端子は常時電源を供給し、Vss端子は必ずシステムのグランド（0V）に接続してください。 

 * Vref電圧は、VccQ_DDR電源から抵抗分圧で生成してください。 
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52.3 電源投入および切断順序 

マスタ I/O電源（VccQ）、その他の I/O電源（VccQ1、VccQ_LCD、VccQ_MMC、VccQ_SDC、VccQ_SR、VccQ_VIO、

DV33、AV33、VccQ_DDR）、1.2V系電源（VDD、VDD_PLL、VDD_FLL、DV12、AV12、UV12）の電源投入、電源

切断の順序について以下に規定します。 

52.3.1 電源の投入順序について 

電源投入シーケンスの例を図 52.1に示します。以下の手順に従って電源を投入してください。 

1. VccQ電源を最初に投入してください。このとき、RESETPをVIL以下のローレベルにしてください。 

2. VccQの電圧が「表52.2 推奨動作条件」で規定するMin値以上になるまで待ちます。 

3. VccQ以外のI/O電源を投入してください。投入順序は任意（順不同）です。 

4. 1.2V系電源を投入してください。 

5. すべての電源投入が完了後、RESETPを解除してください。 

 

VccQに供給する電源電圧は、以下の条件を満たすように設定してください。 

VccQ+0.3V≧その他のI/O電源 

クロックモード 3～7を使用する場合は、RTC_CLKの供給が必要です。VCCQ電源を投入した後、1.2V系電源

を投入するまでに RTC_CLKを入力してください。 
 

VccQ以外のI/O電源 

1.2V系電源

VDD (min)電圧

（min）

trVcc

tdVccQ
VccQ(min)電圧

trVccQ

VccQ

trVDD

tPWU tUNC

状態不定期間

GND

RESETP

RTC_CLK

上記以外の
全端子*

通常動作期間

パワーオンリセット状態端子状態は不定

【注】*　電源／GND、クロック関連、アナログ端子を除く  

図52.1 電源投入シーケンス 



 

52. 電気的特性 

52-4  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

表52.3 電源投入時間推奨値 

項  目 記号 時間 単位 

VCCQ電源安定時間 trVCCQ ≦300 μs 

VCC電源間安定時間差 *1 tdVCCQ ≧0 ms 

3.3V系 VCC－1.2V系電源投入時間差 tPWU 0～10 ms 

VDD電源安定時間 trVDD ≦1 ms 

状態不定時間 tUNC tPWU＋trVDD＋3tRcyc *2 ms 

【注】 I/O電源は、極力同時に投入してください。上記は推奨値であり、厳密な設定を要求するものではありません。 

 *1 tdVccQは、VccQ電源が安定した状態から他の I/O電源が安定するまでの時間差です。 

 *2 tRcycは、CPGで生成される RCLKクロックの 1サイクル期間を示します。 

 

端子状態は、状態不定期間 tUNCの後、パワーオンリセット状態に確定します。この不定状態によってシステム

が誤動作を起こさないようにシステム設計を行ってください。 
 

52.3.2 電源の切断順序について 

電源切断シーケンスの例を図 52.2に示します。以下の手順に従って電源を投入してください。 

1. 1.2V系電源を切断してください。 

2. VccQ以外のI/O電源を切断してください。切断順序は任意（順不同）です。 

3. 最後にVccQを切断してください。 

 

VccQ以外のI/O電源

1.2V系電源

VDD (min)電圧

tPWD

通常動作期間

GND

動作停止  

図52.2 電源切断シーケンス 

 

表52.4 電源切断時間推奨値 

項  目 記号 時間 単位 

1.2V系 VDD－3.3V系 VCCQ電源切断時間差 tPWD 0～10 ms 

【注】 上記は推奨値であり、厳密な設定を要求するものではありません。 
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52.4 DC特性 

DC特性を表 52.5、表 52.6、表 52.7に示します。 

表52.5 DC電圧特性 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

システム制御（VCCQ） VCCQ×0.8 － VCCQ＋0.3 V  

外部バスインタフェー

ス（VCCQ1） 

VCCQ1×0.8 － VCCQ1＋0.3 V  

VCCQ_DDR×0.8 － VCCQ_DDR＋0.3 V （LPDDR時） 

Vref＋0.2 － － V （DDR2時、AC） 

SDRAMインタフェース

（VCCQ_DDR、MSLD端

子以外） 
Vref＋0.125 － VCCQ_DDR＋0.3 V （DDR2時、DC） 

SDRAMインタフェース

（VCCQ_DDR、MSLD端

子） 

VCCQ_DDR×0.8 － VCCQ_DDR＋0.3 V  

LCDインタフェース

（VCCQ_LCD） 

VCCQ_LCD×0.8 － VCCQ_LCD＋0.3 V  

VIO（VCCQ_VIO） VCCQ_VIO×0.8 － VCCQ_VIO＋0.3 V  

MMCインタフェース

（VCCQ_MMC） 

VCCQ_MMC×0.8 － VCCQ_MMC＋0.3 V  

SDHI（VCCQ_SDC） VCCQ_SDC×0.8 － VCCQ_SDC＋0.3 V  

入力ハイ 

レベル電圧 

シリアルインタフェー

ス（VCCQ_SR） 

VIH

VCCQ_SR×0.8 － VCCQ_SR＋0.3 V  

システム制御（VCCQ） -0.3 － VCCQ×0.2 V  

外部バスインタフェー

ス（VCCQ1） 

-0.3 － VCCQ1×0.2 V  

-0.3 － VCCQ_DDR×0.2 V （LPDDR時） 

－ － Vref－0.2 V （DDR2時、AC） 

SDRAMインタフェース

（VCCQ_DDR、MSLD端

子以外） 
-0.3 － Vref－0.125 V （DDR2時、DC） 

SDRAMインタフェース

（VCCQ_DDR、MSLD端

子） 

-0.3 － VCCQ_DDR×0.2 V  

LCDインタフェース

（VCCQ_LCD） 

-0.3 

 

－ 

 

VCCQ_LCD×0.2 V 

 

 

VIO（VCCQ_VIO） -0.3 － VCCQ_VIO×0.2 V  

MMCインタフェース

（VCCQ_MMC） 

-0.3 － VCCQ_MMC×0.2 V  

SDHI（VCCQ_SDC） -0.3 － VCCQ_SDC×0.2 V  

入力ロー 

レベル電圧 

シリアルインタフェー

ス（VCCQ_SR） 

VIL 

-0.3 － VCCQ_SR×0.2 V  
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項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

AC差動入

力電圧 

SDRAMインタフェース

（VCCQ_DDR、差動入力

端子） 

VID 0.5 － VCCQ_DDR＋0.6 V （DDR2時、AC） 

AC差動入

力クロスポ

イント電圧 

SDRAMインタフェース

（VCCQ_DDR、差動入力

端子） 

VIX VCCQ_DDR×0.5－

0.175 

－ VCCQ_DDR×0.5＋

0.175 

V （DDR2時、AC） 

VCCQ×0.8 － － V VCCQ=2.7～3.6V、 

IOH＝－2mA 

システム制御 

（VCCQ、XTAL、

XTALUSB端子以外） VCCQ×0.9 － － V VCCQ=2.7～3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ1×0.8 － － V VCCQ1=2.7～3.6V、 

IOH＝－2mA 

VCCQ1×0.9 － － V VCCQ1=2.7～3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ1×0.8 － － V VCCQ1=1.65～

1.95V、 

IOH＝－2mA 

外部バスインタフェー

ス（VCCQ1） 

VCCQ1×0.9 － － V VCCQ1=1.65～

1.95V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_LCD×0.8 － － V VCCQ_LCD=2.7～

3.6V、 

IOH＝－2mA 

VCCQ_LCD×0.9 － － V VCCQ_LCD=2.7～

3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_LCD×0.8 － － V VCCQ_LCD=1.65～

1.95V、 

IOH＝－2mA 

出力ハイ 

レベル電圧 

LCDインタフェース

（VCCQ_LCD） 

VOH

VCCQ_LCD×0.9 － － V VCCQ_LCD=1.65～

1.95V、 

IOH＝－200μA 
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項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

VCCQ_VIO×0.8 － － V VCCQ_VIO=2.7～

3.6V、 

IOH＝－2mA 

VCCQ_VIO×0.9 － － V VCCQ_VIO=2.7～

3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_VIO×0.8 － － V VCCQ_VIO=1.65～

1.95V、 

IOH＝－2mA 

VIO（VCCQ_VIO） 

VCCQ_VIO×0.9 － － V VCCQ_VIO=1.65～

1.95V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_MMC×0.8 － － V VCCQ_MMC=2.7～

3.6V、 

IOH＝－2mA 

VCCQ_MMC×0.9 － － V VCCQ_MMC=2.7～

3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_MMC×0.8 － － V VCCQ_MMC=1.65～

1.95V、 

IOH＝－2mA 

MMCインタフェース

（VCCQ_MMC） 

VCCQ_MMC×0.9 － － V VCCQ_MMC=1.65～

1.95V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_SDC×0.8 － － V VCCQ_MMC=2.7～

3.6V、 

IOH＝－2mA 

SDHI（VCCQ_SDC） 

VCCQ_SDC×0.9 － － V VCCQ_MMC=2.7～

3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_SR×0.8 － － V VCCQ_SR=2.7～

3.6V、 

IOH＝－2mA 

VCCQ_SR×0.9 － － V VCCQ_SR=2.7～

3.6V、 

IOH＝－200μA 

VCCQ_SR×0.8 － － V VCCQ_SR=1.65～

1.95V、 

IOH＝－2mA 

出力ハイ 

レベル電圧 

シリアルインタフェー

ス（VCCQ_SR） 

VOH

VCCQ_SR×0.9 － － V VCCQ_SR=1.65～

1.95V、 

IOH＝－200μA 
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項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

システム制御 

（VCCQ、XTAL、

XTALUSB端子以外） 

－ － VCCQ×0.2 V VCCQ=2.7～3.6V、 

IOL＝2mA 

－ － VCCQ1×0.2 V VCCQ1=2.7～3.6V、 

IOL＝2mA 

外部バスインタフェー

ス（VCCQ1） 

－ － VCCQ1×0.2 V VCCQ1=1.65～

1.95V、 

IOL＝2mA 

－ － VCCQ_LCD×0.2 V VCCQ_LCD=2.7～

3.6V、 

IOL＝2mA 

LCDインタフェース

（VCCQ_LCD） 

－ － VCCQ_LCD×0.2 V VCCQ_LCD=1.65～

1.95V、 

IOL＝2mA 

－ － VCCQ_VIO×0.2 V VCCQ_VIO=2.7～

3.6V、 

IOL＝2mA 

（VCCQ_VIO、

SDA1/SCL1端子以外）

－ － VCCQ_VIO×0.2 V VCCQ_VIO=1.65～

1.95V、 

IOL＝2mA 

－ － VCCQ_MMC×0.2 V VCCQ_MMC=2.7～

3.6V、 

IOL＝2mA 

MMCインタフェース

（VCCQ_MMC） 

－ － VCCQ_MMC×0.2 V VCCQ_MMC=1.65～

1.95V、 

IOL＝2mA 

SDHI（VCCQ_SDC） － － VCCQ_SDC×0.2 V VCCQ_MMC=2.7～

3.6V、 

IOL＝2mA 

－ － VCCQ_SR×0.2 V VCCQ_SR=2.7～

3.6V、 

IOL＝2mA 

シリアルインタフェー

ス（VCCQ_SR、

SDA0/SCL0端子以外）

－ － VCCQ_SR×0.2 V VCCQ_SR=1.65～

1.95V、 

IOL＝2mA 

－ － 0.4 V VCCQ_SR=2.7～3.6V SDA0、SCL0端子 

－ － VCCQ_SR×0.15 V VCCQ_SR=1.65～

1.95V 

－ － 0.4 V VCCQ_VIO=2.7～

3.6V 

出力ロー 

レベル電圧 

SDA1、SCL1端子 

VOL

－ － VCCQ_VIO×0.15 V VCCQ_VIO=1.65～

1.95V 
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項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

－ － 10 mA VCCQ_SR=2.7～3.6V SDA0、SCL0端子 

－ － 5 mA VCCQ_SR=1.65～

1.95V 

－ － 10 mA VCCQ_VIO=2.7～

3.6V 

出力ロー 

レベル許容

電流 

SDA1、SCL1端子 

IOL 

－ － 5 mA VCCQ_VIO=1.65～

1.95V 
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表52.6 DC電流特性 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

－ 380 520 mA VDD＝1.2V、MCLK＝166.7MHz 

Iφ＝500MHz、Bφ＝83.4MHz 

M1φ＝83.4MHz 

IDD 

－ 425 580 mA VDD＝1.3V、MCLK＝166.7MHz 

Iφ＝500MHz、Bφ＝83.4MHz、 

M1φ＝166.7MHz 

ICC － － 100 

ICC_DDR (DDR2) － － 450 

通常動作時 

ICC_DDR (LPDDR) － － 80 

mA VCCQ＝3.3V、VCCQ_DDR=1.8V 

Bφ＝83.4MHz、 

MCLK＝166.7MHz 

BSC用データバス幅 16ビット 

IDD (VDD＝1.2V) － 100 200 

IDD (VDD＝1.3V) － 110 220 

ICC － － 30 

スリープ 

モード時* 

ICC_DDR － － 50 

mA *：リフレッシュサイクル以外の外

部バスサイクルがないとき 

*：全モジュールストップ：ON 

VCCQ＝3.3V、VCCQ_DDR=1.8V 

Bφ=83.4MHz、MCLK=166.7MHz 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード時 

Istby － 3 20 mA Ta＝25℃ 

VCCQ＝3.3V、VCCQ_DDR=1.8V 

VDD＝1.2V 

R-スタンバイ 

モード時 

Irstby － － 50 μA

消費電流 

U-スタンバイ 

モード時 

Iustby － － 40 μA

Ta＝25℃ 

VCCQ＝3.3V、VCCQ_DDR=1.8V 

VDD＝1.2V 

入力クロックオフ 

DBSC関連端子、

RESETP端子を

除く入力端子 

|Iin | － － 1 入力リーク電

流 

DBSC関連端子 |IinSB | － － 3 

μA Vin＝0.5～VCCQ－0.5V 

DBSC関連端子

を除く、入出力、

出力端子 

（オフ状態） 

|ISTI | － － 1 スリーステー

トリーク電流 

DBSC関連端子 |ISTISB | － － 3 

μA Vin＝0.5～VCCQ－0.5V 

40 － 300 kΩ VCCQ＝2.7～3.6V プルアップ／

プルダウン 

抵抗 

ポート端子 Ppull 

90  800 kΩ VCCQ＝1.65～1.95V 

DBSC関連端子 CSB － － 10 pF  端子容量 

全端子 C － － 10 pF  

【注】 1. 消費電流値は、VIHmin＝VCCQ－0.5V、VILmax＝0.5Vの条件で、すべての出力端子を無負荷状態にした場合の値で

す。 

 2. IDDは VDD、VDD-PLL、VDD-FLL、DV12、AV12、UV12端子に流れる電流の合計、ICCは VCCQ、VCCQ1、VCCQ_LCD、

VCCQ_VIO、VCCQ_MMC、VCCQ_SR、VCCQ_SDC、DV33、AV33端子に流れる電流の合計、ICC_DRRは VCC_DDR

に流れる電流、Istbyはスタンバイモード時の IDDと ICC、ICC_DDRの合計、Irstbyは R-スタンバイモード時の IDDと

ICC、ICC_DDRの合計、Iustbyは U-スタンバイモード時の IDDと ICC、ICC_DDRの合計です。 
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表52.7 出力許容電流値 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力ローレベル許容電流（1端子当たり） IOL － － 2.0 mA 

出力ローレベル許容電流（総和） ΣIOL － － 40 mA 

出力ハイレベル許容電流（1端子当たり） －IOH － － 2.0 mA 

出力ハイレベル許容電流（総和） Σ（－IOH） － － 40 mA 

I2C出力ローレベル許容電流（SCL、SDA） IOL - － 10 mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は本表の値を超えないようにしてください。 

 

52.5 AC特性 

本 LSIの入力は、原則としてクロック同期入力です。特に断りがないかぎり、各入力信号のセットアップ、ホ

ールド時間は必ず守ってください。 

1.8V/3.3V選択可能な I/O電源で 1.65～1.95Vの電圧を供給する場合は、I/Oバッファのドライブ能力を最大に設

定することを前提にしたスペックになります。I/Oバッファのドライブ能力設定については「第 48章 ピンファ

ンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
 

52.5.1 動作周波数 

表52.8 動作周波数範囲 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

CPU、FPU、キャッシュ（Iφ） 10 － 500  

SuperHywayバス（Sφ）、 

DBSCクロック（MCLK） 

10 － 166.7  

10 － 125  VPUクロック（M1φ） 

10 － 166.7 VDD=1.25V～1.35V 

BSCバス（Bφ） 10 － 83.4  

SPUクロック（SPUCK） 10 － 83.4  

周辺モジュール（Pφ） 2.5 － 41.7  

FSIクロック A（FSICKA） － － 41.7  

FSIクロック B（FSICKB） － － 41.7  

IrDAクロック（IrDACK） － － 41.7  

動作周波数 

ビデオクロック（VIO_CKO） 

f 

－ － 83.4 

MHz 
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52.5.2 クロックタイミング 

表52.9 クロックタイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

EXTALクロック入力周波数 fEX 15 50 MHz 

EXTALクロック入力サイクル時間 tEXcyc 20 66.7 ns 

EXTALクロック入力ローレベルパルス幅 tEXL 4.5 － ns 

EXTALクロック入力ハイレベルパルス幅 tEXH 4.5 － ns 

EXTALクロック入力立ち上がり時間 tEXr － 3 ns 

EXTALクロック入力立ち下がり時間 tEXf － 3 ns 

RTC_CLKクロック入力周波数 fRCLK 32 33 kHz 

RTC_CLKクロック入力サイクル時間 tRCLKcyc 30.3 31.3 μs 

RTC_CLKクロック入力ローレベルパルス幅 tRCLKL 10 － μs 

RTC_CLKクロック入力ハイレベルパルス幅 tRCLKH 10 － μs 

RTC_CLKクロック入力立ち上がり時間 tRCLKr － 200 ns 

RTC_CLKクロック入力立ち下がり時間 tRCLKf － 200 ns 

52.3 

CKOクロック出力周波数 fCKO 5 83.4 MHz 

CKOクロック出力サイクル時間 tCKOcyc 12 200 ns 

CKOクロック出力ローレベルパルス幅 tCKOL 3 － ns 

CKOクロック出力ハイレベルパルス幅 tCKOH 3 － ns 

CKOクロック出力立ち上がり時間 tCKOr － 3 ns 

CKOクロック出力立ち下がり時間 tCKOf － 3 ns 

52.4 

RESETP入力パルス幅 

（クロックモード 0、1、3～5、7） 

tRESPW 4 － tRcyc 

RESETP入力パルス幅（クロックモード 2、6） tRESPW 10 － ms 

RESETOUTアサート時間 

（クロックモード 0～2、4～7） 

tRESOUTM0 － 300 μs 

RESETOUTアサート時間（クロックモード 3） tRESOUTM0 － 2.3 ms 

52.5 

ソフトウェアスタンバイ復帰時間 

（クロックモード 0～2、4～7） 

tSOSM0 － 300 μs 

ソフトウェアスタンバイ復帰時間（クロックモード 3） tSOSM0 － 2.3 ms 

52.6 

R-スタンバイ復帰時間（クロックモード 0～2、4～7） tROSM0 － 560 μs 

R-スタンバイ復帰時間（クロックモード 3） tROSM0 － 2.5 ms 

52.7、52.8 

【注】 tRcycは CPGで生成される RCLKクロックの 1サイクル時間を示します。 
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tEXH

tEXf tEXr

tEXL

tEXcyc

VIH
VIH

VIH1/2 VCCQ 1/2 VCCQ
VIL VIL

EXTAL*
（入力）

tRCLKH

tRCLKf tRCLKr

tRCLKL

tRCLKcyc

VIH
VIH VIH1/2 VCCQ 1/2 VCCQ
VIL VIL

RTC_CLK
（入力）

【注】 *  EXTAL端子からクロックを入力する場合　  

図52.3 EXTAL、RTC_CLKクロック入力タイミング 

tCKOcyc

tCKOLtCKOH

VOH1/2VCCQ

CKO
（出力）

1/2VCCQ

tCKOrtCKOf

VOH

VOL VOL

VOH

 

図52.4 CKOクロック出力タイミング 

CKO

RESETP

tRESOUTM0

tRESPW

RESETOUT
 

図52.5 パワーオン発振安定時間 

 

CKO

NMI、
IRQ7～IRQ0

tSOSM0

 

図52.6 NMI、IRQによるソフトウェアスタンバイ復帰時発振安定時間 
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CKO

NMI、
IRQ7～IRQ0

tROSM0

 

図52.7 NMI、IRQによる R-スタンバイ復帰時発振安定時間 

CKO

NMI、
IRQ7～IRQ0

tROSM0

 

図52.8 NMI、IRQによる R-スタンバイ復帰時発振安定時間（クロックモード 3） 
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52.5.3 割り込み信号タイミング 
 

表52.10 割り込み信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

NMIセットアップ時間* tNMIS 12 － ns 

NMIホールド時間 tNMIH 6 － ns 

IRQ7～IRQ0セットアップ時間* tIRQS 12 － ns 

IRQ7～IRQ0ホールド時間 tIRQH 6 － ns 

52.9 

【注】 * NMIおよび IRQ7～IRQ0は非同期信号です。ここに示されたセットアップ時間が守られた場合、クロックの立ち上

がりで変化が検出されます。セットアップ時間が守られない場合、次のクロックの立ち上がりエッジまで検出が遅

れることがあります。 

 

CKO

NMI

tNMIH tNMIS

VIH

VIL

IRQ7～IRQ0

tIRQH tIRQS

VIH

VIL  

図52.9 割り込み信号入力タイミング 
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52.5.4 BSCバスタイミング仕様 

表52.11 BSCバスタイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

アドレス遅延時間 1 tAD1 1 12 ns 52.10～52.23 

アドレス遅延時間 2 tAD2 1/2×tcyc 1/2×tcyc＋12 ns 52.19 

アドレスセットアップ時間 tAS 0 － ns 52.10～52.19 

アドレスホールド時間 tAH 0 － ns 52.14 

CS遅延時間 1 tCSD1 1 12 ns 52.10～52.19、

52.21～52.24 

リードライト遅延時間 1 tRWD1 1 12 ns 52.10～52.19、

52.21～52.24 

リードライト遅延時間 2 tRWD2 1/2×tcyc 1/2×tcyc＋12 ns 52.16 

リードストローブ遅延時間 tRSD 1/2×tcyc  1/2×tcyc＋12 ns 52.10～52.19、

52.21、52.22 

リードデータセットアップ時間 1 tRDS1 1/2×tcyc＋8 － ns 52.10～52.16、

52.21～52.24 

リードデータセットアップ時間 3 tRDS3 1/2×tcyc＋8 － ns 52.17～52.19 

リードデータホールド時間 1 tRDH1 0 － ns 52.10～52.16、

52.21～52.24 

リードデータホールド時間 3 tRDH3 0 － ns 52.17～52.19 

ライトイネーブル遅延時間 1 tWED1 1/2×tcyc 1/2×tcyc＋12 ns 52.10～52.18、

52.21、52.22 

ライトイネーブル遅延時間 2 tWED2 0 12 ns 52.16、52.17 

ライトデータ遅延時間 1 tWDD1 － 12 ns 52.10～52.18、

52.21～52.24 

ライトデータホールド時間 1 tWDH1 1 － ns 52.10～52.16、

52.21～52.24 

ライトデータホールド時間 4 tWDH4 0 － ns 52.10 

WAITセットアップ時間 1 tWTS1 1/2×tcyc＋7 － ns 52.10～52.19、

52.24 

WAITホールド時間 1 tWTH1 1/2×tcyc＋6 － ns 52.10～52.19、

52.24 

BS遅延時間 1 tBSD1 － 12 ns 52.10～52.16、

52.21 ~ 52.24 

ライトデータホールド時間 5 tWDH5 1 － ns 52.21 ~ 52.24 

ICIORD遅延時間 tICRSD － 1/2×tcyc＋12 ns 52.23、52.24 

ICIOWR遅延時間 tICWSD － 1/2×tcyc＋12 ns 52.23、52.24 

IOIS16セットアップ時間 tIO16S 1/2×tcyc＋6 － ns 52.24 

IOIS16ホールド時間 tIO16H 1/2×tcyc＋4 － ns 52.24 

アドレス遅延時間 4 tAD4 -4.0 3.5 ns 52.20 
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項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

CS遅延時間 4 tCSD4 -4.0 3.0 ns 52.20 

BS遅延時間 tBSD -4.0 3.5 ns 52.20 

リードライト遅延時間 4 tRWD4 -4.0 3.5 ns 52.20 

リードストローブ遅延時間 4 tRSD -4.0 5.5 ns 52.20 

リードデータセットアップ時間 4 tRDS4 5.5 － ns 52.20 

リードデータホールド時間 4 tRDH4 1.5 － ns 52.20 

ライトイネーブル遅延時間 4 tWED4 -4.0 5.5 ns 52.20 

ライトデータ遅延時間 4 tWDD4 － 5.5 ns 52.20 

ライトデータホールド時間 6 tWDH6 -4.0 － ns 52.20 

【注】 表中の tcycは CKOクロック出力サイクル時間 tCKOcycを示します。 

 CSアサート開始（H->L）時 

 通常空間、非同期バースト ROM、バイト選択付き SRAM、PCMCIAの初回ライトアクセス時は min側スペックは無効

です。 

 CSネゲート（L->H）時 

 通常空間、バイト選択付き SRAM、PCMCIAのリードアクセス時で連続した後続アクセスが無いとき、CS信号ネゲート

の 1サイクル後にアドレス信号が変化します。 

 この場合は max側スペックは無効になります。 

 また、PCMCIA（IOカード）のライトアクセス時は、連続アクセス時も CS信号ネゲートの 1サイクル後にアドレス信

号が変化しますので、max側スペックは無効です。 
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T1 T2

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D31～D0

WEn

D31～D0

BS

DACKn*

WAIT

リード時

ライト時

tAD1

tRSD tRSD

tAD1

tCSD1 tAS

tAH

tRWD1

tRDH1

tRWD1

tRDS1

tDACD tDACD

tWDD1 tWDH1

tCSD1

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形

tBSD tBSD

tWED1 tWED1

tWTS1

tWTH1

tAH

tWDH4

 

図52.10 通常空間基本バスサイクル（ノーウェイト） 
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T1

tAD1

tAS

tCSD1

Tw T2

tAD1

tRWD1 tRWD1

tCSD1

tRSD tRSD tAH

tRDH1

tRDS1

tWED1 tWED1 tAH

tBSD tBSD

tWTH1

tWTS1

tDACD tDACD

tWDH1tWDD1

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D15～D0

リード時

WEn

BS

WAIT

DACKn*

【注】 *   DACKnはアクティブローを指定したときの波形

D15～D0

ライト時

 

図52.11 通常空間基本バスサイクル（ソフトウェアウェイト 1） 
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T1 Twx T2

CKO

A25～A0

CSn

RDWR

RD

D15～D0

WEn

D15～D0

BS

DACKn*

WAIT

リード時

ライト時

tAD1

tRSD tRSD

tAD1

tCSD1 tAS

tRWD1

tRDH1

tRWD1

tRDS1

tDACD tDACD

tWDD1 tWDH1

tCSD1

【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形

tBSD tBSD

tWED1 tWED1

tWTH1

tWTS1 tWTS1

tWTH1

 

図52.12 通常空間基本バスサイクル（非同期外部ウェイト 1挿入） 
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【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形
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図52.13 通常空間基本バスサイクル 

（ソフトウェアウェイト 1、非同期外部ウェイト有効（WMビット＝0）、アイドルサイクルなし設定） 
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【注】* DACKnはアクティブローを指定したときの波形
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図52.14 通常空間 CS拡張バスサイクル 

（SW＝1サイクル、HW＝1サイクル、非同期外部ウェイト 1挿入） 
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【注】*　DACKnはアクティブローを指定したときの波形
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図52.15 バイト選択付き SRAMバスサイクル 

（SW＝1サイクル、HW＝1サイクル、非同期外部ウェイト 1挿入、 

BAS＝0（ライトサイクル UB、LBコントロール）） 
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【注】*　DACKnはアクティブローを指定したときの波形  

図52.16 バイト選択付き SRAMバスサイクル 

（SW=1サイクル、HW=1サイクル、非同期外部ウェイト 1挿入、BAS=1（ライトサイクルWEコントロール）） 
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図52.17 バイト選択付き SRAMページモードリードバスサイクル PMD=1、BAS=1 

（ソフトウェアウェイト 1、非同期外部ウェイト 1挿入、バーストウェイト 1、2バースト） 
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図52.18 バイト選択付き SRAMページモードリードバスサイクル PMD=1、BAS=0 

（ソフトウェアウェイト 1、非同期外部ウェイト 1挿入、バーストウェイト 1、2バースト） 
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図52.19 バースト ROMリードバスサイクル 

（ソフトウェアウェイト 1、非同期外部ウェイト 1挿入、バーストウェイト 1、2バースト） 
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図52.20 クロック同期バースト ROMタイミング 
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図52.21 PCMCIAメモリカードインタフェースバスタイミング 
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図52.22 PCMCIAメモリカードインタフェースバスタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェアウェイト 1、ハードウェアウェイト 1） 
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図52.23 PCMCIA I/Oカードインタフェースバスタイミング 
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図52.24 PCMCIA I/Oカードインタフェースバスタイミング 

（TED[3:0]＝B'0010、TEH[3:0]＝B'0001、ソフトウェアウェイト 1、ハードウェアウェイト 1） 
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52.5.5 DBSCバスタイミング 

（1） DDR2-SDRAM 
 

表52.12 DDR2-SDRAMインタフェースタイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

CK周期 tCK 6.0 8 ns 

CK high期間 tCH (abs) 0.45 0.55 tCK 

CK low期間 tCL (abs) 0.45 0.55 tCK 

52.25 

CKに対する制御信号セットアップ時間 tIS 0.88 － ns 

CKに対する制御信号ホールド時間 tIH 0.88 － ns 

コントロール／アドレス信号幅 tIPW 0.6 － tCK 

52.26 

CKと DQS間スキュー（read） tRDQSCK -0.2 1.4 ns 52.27 

DQS high期間（read） tRDQSH 0.35 0.65 tCK 

DQS low期間（read） tRDQSL 0.35 0.65 tCK 

DQSプレアンブル時間（read） tRPRE 0.9 1.1 tCK 

DQSポストアンブル時間（read） tRPST 0.4 0.6 tCK 

52.28 

DQSと DQ間スキュー（read） tRDQSQ -0.54 0.54 ns 

DQSに対する DQホールド時間（read） tRQH 0.45tCK-0.47 － ns 

52.29 

ライトコマンド発行後初回 DQS立ち上がり時間（write） tWDQSS -0.18 0.18 tCK 

CKに対する DQS立ち下がりセットアップ時間（write） tWDSS 0.27 － tCK 

CKに対する DQS立ち下がりホールド時間（write） tWDSH 0.27 － tCK 

52.30 

DQS high期間（write） tWDQSH 0.35 0.9 tCK 

DQS low期間（write） tWDQSL 0.35 0.9 tCK 

DQSプレアンブル時間（write） tWPRE 0.35 － tCK 

DQSポストアンブル時間（write） tWPST 0.4 0.6 tCK 

52.31 

DQSに対する DQ/DMセットアップ時間（write） tWDS 0.43 － ns 

DQSに対する DQ/DMホールド時間（write） tWDH 0.43 － ns 

DQ/DM信号幅（write） tWDIPW 0.35 － tCK 

52.32 

DQの Hi-Z遷移時間（write） tHZ tWDH tCK ns 52.33 
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図52.25 出力クロック 
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図52.26 コマンド系端子と出力クロックとの関係 
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図52.27 データリード時の DQS入力 
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MDQS[1:0]（破線）

 

図52.28 DQS入力波形の制約（リード時） 
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図52.29 DQSに対する DQ入力波形の制約（リード時） 
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図52.30 CKに対する DQS出力波形の関係(ライト時) 
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図52.31 DQS出力波形の関係(ライト時) 
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図52.32 DQSと DQ/DQM出力波形の関係（ライト時） 
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図52.33 DQ出力が Hi-Zへ遷移するまでの時間（ライト時） 
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（2） Mobile-DDR-SDRAM 
 

表52.13 Mobile-DDR-SDRAMインタフェースタイミング 

条件 項  目 記号 

Min. Typ. Max. 

単位 参照図 

CK周期 tCK 6.0 － － ns 

CK high期間 tCH 0.45 － 0.55 tCK 

CK low期間 tCL 0.45 － 0.55 tCK 

CKに対する制御信号セットアップ時間 tIS 1.1 － － ns 

CKに対する制御信号ホールド時間 tIH 1.1 － － ns 

コントロール/アドレス信号幅 tIPW 2.7 － － ns 

DQS初回立ち上がり時間 tDQSS 0.85 － 1.25 tCK 

DQSライトプレアンブルセットアップ時間 tWPRES 0.5 － － ns 

DQS出力ハイレベルパルス幅 tDQSH 0.42 － 0.58 tCK 

DQS出力ローレベルパルス幅 tDQSL 0.42 － 0.58 tCK 

DQS立下りセットアップ時間 tDSS 0.18 － － tCK 

DQS立下りホールド時間 tDSH 0.18 － － tCK 

DQSライトポストアンブル時間 tWPST 0.4 － 0.6 tCK 

DQSに対する DQMセットアップ時間 tDS 0.7 － － ns 

DQSに対する DQMホールド時間 tDH 0.7 － － ns 

52.34 

DQSリードプレアンブル時間 tRPRE 0.9 － 1.1 tCK 

クロックからの DQSホールド時間 tDQSCK 2.0 － 7.7 ns 

DQSリードポストアンブル時間 tRPST 0.4 － 0.6 tCK 

DQリードアクセス時間 tAC 2.0 － 7.7 ns 

DQSからの DQ/DQSリードホールド時間 tQH 0.33 － － tCK 

DQSと DQ間スキュー tDQSQ － － 0.62 ns 

52.35 
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図52.34 Mobile-DDR-SDRAM出力タイミング（Write時） 
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図52.35 Mobile-DDR-SDRAM入力タイミング（Read時） 
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52.5.6 I/Oポート信号タイミング 
 

表52.14 I/Oポート信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

出力データ遅延時間 tPORTD － 17 

入力データセットアップ時間 tPORTS 17 － 

入力データホールド時間 tPORTH 10 － 

ns 52.36 

 

tPORTS

CKO

ポート7～0
（リード時）

ポート7～0
（ライト時）

tPORTH

tPORTD

 

図52.36 I/Oポートタイミング 

 

52.5.7 DMACモジュール信号タイミング 
 

表52.15 DMACモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

DREQセットアップ時間 tDREQS 8 － 

DREQホールド時間 tDREQH 8 － 

52.37 

DACK遅延時間 tDACD － 15 

ns 

52.38 

 

tDREQS tDREQH

CKO

DREQn

 

図52.37 DREQ入力タイミング（DREQローレベル検出） 

 

CKO

DACKn

tDACD tDACD

 

図52.38 DACK出力タイミング 
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52.5.8 TPUモジュール信号タイミング 
 

表52.16 TPUモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

出力データ遅延時間 tTOD － 15 ns 52.39 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 15 － ns 52.40 

タイマクロックパルス幅 tTCKWH 

tTCKWL 

3 － tpcyc 52.40 

【注】 tpcycは周辺クロック（Pφ）の 1サイクル時間を示します。 

CKO

tTOD

TPUTO
 

図52.39 TPU出力タイミング 

 

CKIO

TPU_TI2
TPU_TI3

tTCKS

tTCKWL tTCKWH
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図52.40 TPU出力タイミング 
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52.5.9 MSIOFモジュール信号タイミング 
 

表52.17 MSIOFモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

MSIOF_MCK0/1クロックサイクル時間 tMCYC 2×tbcyc* － ns 52.41 

MSIOF_MCK0/1入力ハイレベル幅 tMWH 0.4×tMCYC － ns 52.41 

MSIOF_MCK0/1入力ローレベル幅 tMWL 0.4×tMCYC － ns 52.41 

MSIOF_TSCK（RSCK）クロックサイクル時間 tMSCYC 2×tbcyc* - ns 52.42、52.43 

MSIOF_TSCK（RSCK）出力ハイレベル幅 tMSWHO 0.4×tMSCYC － ns 52.42 

MSIOF_TSCK（RSCK）出力ローレベル幅 tMSWLO 0.4×tMSCYC － ns 52.42 

MSIOF_TSCK（RSCK）入力ハイレベル幅 tMSWHI 0.4×tMSCYC － ns 52.42 

MSIOF_TSCK（RSCK）入力ローレベル幅 tMSWLI 0.4×tMSCYC － ns 52.43 

MSIOF_TSYNC（RSYNC）出力遅延時間 tFSD － 20 ns 52.42 

MSIOF_TSYNC（RSYNC）入力セットアップ時間 tFSS 20 － ns 52.43 

MSIOF_TSYNC（RSYNC）入力ホールド時間 tFSH 20 － ns 52.43 

MSIOF_TXD出力遅延時間 tTDD － 20 ns 52.42 

MSIOF_RXD入力セットアップ時間 tRDS 20 － ns 52.43 

MSIOF_RXD入力ホールド時間 tRDH 20 － ns 52.43 

【注】 * tbcycはバスクロック（Bφ）の 1サイクル時間を示します。 

 

tMWH tMWL

tMCYC

MSIOF_MCK0 
MSIOF_MCK1

 

図52.41 MSIOF_MCK入力タイミング 
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図52.42 MSIOF送受信タイミング（マスタモード） 
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図52.43 MSIOF送受信タイミング（スレーブモード） 
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52.5.10 SCIF/SCIFAモジュール信号タイミング 
 

表52.18 SCIF/SCIFAモジュール信号タイミング（調歩同期） 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SCK入力クロックサイクル tSCYC 4 － tpcyc 

SCK入力クロックハイレベル幅 tSCWH 0.4 － tSCYC 

SCK入力クロックローレベル幅 tSCWL 0.4 － tSCYC 

SCK入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － 1.5 tpcyc 

SCK入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － 1.5 tpcyc 

52.44 

TXD転送データ遅延時間 tTXD － 3×tpcyc＋50 ns 

RXD入力データセットアップ時間 tRXS 2×tpcyc － ns 

RXD入力データホールド時間 tRXH 2×tpcyc － ns 

RTS遅延時間 tRTSD － 100 ns 

CTSセットアップ時間 tCTSS 100 － ns 

CTSホールド時間 tCTSH 100 － ns 

52.45 

【注】 tpcycは、SCIFでは周辺クロック（Pφ）の 1サイクル時間、SCIFAではバスクロック（Bφ）の 1サイクル時間を示し

ます。 

 

表52.19 SCIF/SCIFAモジュール信号タイミング（クロック同期） 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SCK入出力クロックサイクル tSCYC 12 － tpcyc 

SCK入出力クロックハイレベル幅 tSCWH 0.4 0.6 tscyc 

SCK入出力クロックローレベル幅 tSCWL 0.4 0.6 tscyc 

SCK入出力同期クロック立ち上がり時間 tsSCKr － 1.5 tpcyc 

SCK入出力同期クロック立ち下がり時間 tsSCKf － 1.5 tpcyc 

52.44 

TXD出力データ遅延期間（SCK入力時） － 3×tpcyc＋50 ns 

TXD出力データ遅延期間（SCK出力時） 

tTXD 

－ 50 ns 

RXD入力データセットアップ時間（SCK入出力共通） tRXS 4 － tpcyc 

RXD入力データホールド時間（SCK入出力共通） tRXH 4 － tpcyc 

52.45 

【注】 tpcycは、SCIFでは周辺クロック（Pφ）の 1サイクル時間、SCIFAではバスクロック（Bφ）の 1サイクル時間を示し

ます。 

 

tSCWH

tSCWL

tSCKr tSCKf
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図52.44 SCIF/SCIFAモジュール信号タイミング 
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図52.45 SCIF/SCIFAモジュール信号タイミング 
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52.5.11 I2Cモジュール信号タイミング 
 

表52.20 I2Cデバイスに対する SDAおよび SCLバスラインの特性 

標準モード 高速モード 項  目 記号 

Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

SCLクロック周波数 fSCL 0 100 0 400 kHz 

ホールド時間（反復）『START』条件 

この期間の後、最初のクロックパルスを生成

tHD;STA 4.0 － 0.6 － μs 

SCLクロックのロー期間 tLOW 4.7 － 1.3 － μs 

SCLクロックのハイ期間 tHIGH 4.0 － 0.6 － μs 

反復『START』条件のセットアップ時間 tSU;STA 4.7 － 0.6 － μs 

データホールド時間：I2Cバス・デバイス用 tHD;DAT － 3.45 － 0.9 μs 

データセットアップ時間 tSU;DAT 250 － 100 － ns 

SDAおよび SCL信号の立ち上がり時間 tr － 1000 － 300 ns 

SDAおよび SCL信号の立ち下がり時間 tf － 300 － 300 ns 

『STOP』条件のセットアップ時間 tSU;STO 4.0 － 0.6 － μs 

『STOP』条件と『START』条件との 

間のバスフリー時間 

tBUF 4.7 － 1.3 － μs 

各接続デバイスの Lレベルにおける 

ノイズマージン（ヒステリシスを含む） 

VnL 0.1×VCCQ － 0.1×VCCQ － V 

各接続デバイスの Hレベルにおける 

ノイズマージン（ヒステリシスを含む） 

VnH 0.2×VCCQ － 0.2×VCCQ － V 

52.46 

【注】 1. すべての値は VCCQ×0.3および VCCQ×0.7レベル基準 

 2. 本モジュールでは I2Cバス規格を満たすため、バス負荷総容量に対応した適切なプルアップ抵抗（Rp）を実装する

必要があります。 

 3. I2Cにおけるプルアップ抵抗とバス負荷総容量との関係 
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 * デバイスは内部的に SDA信号に対して 300ns以上のホールド時間（SCL信号の VIHminに比較して）を有し、SCL

の立ち下がりエッジでの SDAの値が確定することを保証します。 
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図52.46 I2Cバス上におけるデバイスタイミングの定義 
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52.5.12 CEUモジュール信号タイミング 
 

表52.21 CEUモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

垂直同期（VIO_VD）セットアップ時間 tVVDS 2 － ns 

垂直同期（VIO_VD）ホールド時間 tVVDH 3.5 － ns 

水平同期（VIO_HD）セットアップ時間 tVHDS 2 － ns 

水平同期（VIO_HD）ホールド時間 tVHDH 3.5 － ns 

キャプチャ画像データ（VIO_D）セットアップ時間 tVDTS 2 － ns 

キャプチャ画像データ（VIO_D）ホールド時間 tVDTH 3.5 － ns 

カメラクロックサイクル tVCYC tbcyc* － ns 

カメラクロックハイレベル幅 tVHW 0.4×tVCYC － ns 

カメラクロックローレベル幅 tVLW 0.4×tVCYC － ns 

フィールド識別信号（VIO_FLD）セットアップ時間 tVFDS 2 － ns 

フィールド識別信号（VIO_FLD）ホールド時間 tVFDH 3.5 － ns 

52.47 

【注】 * tbcycは、内部バスクロック（Bφ）の 1サイクル時間を示します。 
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図52.47 VIOモジュール信号タイミング 
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52.5.13 LCDCモジュール信号タイミング 
 

表52.22 LCDCモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

クロック（LCDDCK）サイクル時間 tLCC 12 － ns 

クロック（LCDLCLK）サイクル時間 tLCLC 12 － ns 

クロック（LCDDCK）ハイレベルパルス時間 tLCHW 4 － ns 

クロック（LCDDCK）ローレベルパルス時間 tLCLW 4 － ns 

データ（LCDD）遅延時間 tLDD -5.6 4 ns 

表示許可（LCDDISP）遅延時間 tLID -5.6 4 ns 

水平同期信号（LCDHSYN）遅延時間 tLHD -5.6 4 ns 

垂直同期信号（LCDVSYN）遅延時間 tLVD -5.6 4 ns 

52.48 

チップセレクト信号（LCDCS）SYS I/Fコマンド 

遅延時間 

tLSYSCSD － 22 ns 

ライトストローブ信号（LCDDCK）SYS I/Fコマンド 

遅延時間 

tLSYSWRD － 22 ns 

レジスタセレクト信号（LCDDISP）SYS I/Fコマンド 

遅延時間 

tLSYSRSD － 22 ns 

データ（LCDD）SYS I/Fコマンドライトデータ遅延時間 tLSYSDD － 22 ns 

52.49 

リードストローブ信号（LCDRD）SYS I/Fコマンド 

遅延時間 

tLSYSRDD － 22 ns 

データ（LCDD）SYS I/Fリードデータセットアップ時間 tLSYSRDS 10 － ns 

データ（LCDD）SYS I/Fリードデータホールド時間 tLSYSRDH 5 － ns 

リードライト信号（LCDVCPWC）SYS I/Fコマンド 

遅延時間 

tLSYSRDWRD -12 12 ns 

52.50 

ライトストローブ信号（LCDWR）SYS I/Fデータ 

サイクル時間 

tLSYSDWRC 30 － ns 

ライトストローブ信号（LCDWR）SYS I/Fデータ 

ハイレベルパルス時間 

tLSYSDWRHW 9 － ns 

ライトストローブ信号（LCDWR）SYS I/Fデータ 

ローレベルパルス時間 

tLSYSDWRLW 9 － ns 

ライトストローブ信号（LCDWR）SYS I/Fデータ 

アドレスセットアップ時間 

tLSYSDAS tLSYSDWRC -12 tLSYSDWRC＋12 ns 

ライトストローブ信号（LCDWR）SYS I/Fデータ 

アドレスホールド時間* 

tLSYSDAH tLSYSDWRHW -12 tLSYSDWRHW＋12 ns 

データ（LCDD）SYS I/Fデータ遅延時間 tLSYSDDD -12 12 ns 

52.51 

入力垂直同期信号（LCDVSYN）セットアップ時間 tLVIS 10 － ns 

入力垂直同期信号（LCDVSYN）ホールド時間 tLVIH 5 － ns 

52.52 

【注】 * tLSYSDAHの最小値は 1tLSYSDWRHWです。tLSYSDWRHWは MLDDCKPAT1R、MLDDCKPAT2Rにより任意に設定可能で

す。 
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図52.48 LCDC AC特性 
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図52.49 LCDC AC特性 SYSインタフェース、コマンドライトバスサイクル 

（MLDMT2R.WCEC＝5、MLDMT2R.WCLW＝3） 
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図52.50 LCDC AC特性 SYSインタフェース、コマンドリードバスサイクル 

（MLDMT3R.RDLC＝4、MLDMT3R.RCEC＝5、MLDMT3R.RCLW＝3） 
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図52.51 LCDC AC特性 SYSインタフェース、データライトバスサイクル 
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図52.52 LCDC AC特性 VSYNC入力モード 

 

52.5.14 VOUモジュール信号タイミング 
 

表52.23 VOUモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

出力クロック周波数 fpx1 13.5 － 27 MHz 

出力クロックサイクル t pxcyc1 37 － 74.1 ns 

出力クロックハイ幅 t pxwH1 14 － － ns 

出力クロックロー幅 t pxwL1 14 － － ns 

出力データ遅延時間 tpxd1 -4 － 4 ns 

52.53 

出力クロック周波数 2 fpx2 13.5 － 27 MHz 

出力クロックサイクル 2 tpxcyc2 37 － 74.1 ns 

出力クロックハイ幅 2 tpxwH2 14 － － ns 

出力クロックロー幅 2 tpxwL2 14 － － ns 

出力データ遅延時間 2 tpxd2 -4 － 4 ns 

52.54 
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図52.53 VOU AC特性（VOUCR.CKPL＝0） 
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図52.54 VOU AC特性（VOUCR.CKPL＝1） 

 

52.5.15 TSIFモジュール信号タイミング 
 

表52.24 TSIFモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

Bφ≧40MHz tTSCYC 25 － ns TSIF入力クロックサイクル 

Bφ＜40MHz tTSCYC tbcyc* － ns 

TSIF入力クロックハイレベル幅 tTSHW 0.4×tTSCYC － ns 

TSIF入力クロックローレベル幅 tTSLW 0.4×tTSCYC － ns 

TSIF入力データセットアップ tTSDTS 5 － ns 

TSIF入力データホールド tTSDTH 5 － ns 

TSIF入力データイネーブル信号セットアップ tTSDES 5 － ns 

TSIF入力データイネーブル信号ホールド tTSDEH 5 － ns 

TSIF入力データ同期信号セットアップ tTSSYS 5 － ns 

TSIF入力データ同期信号ホールド tTSSYH 5 － ns 

52.55 

【注】 * tbcycは内部バスクロック（Bφ）の 1サイクル時間を示します。 
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図52.55 TSIFモジュール信号タイミング 

（TSCTLR.TSDATP＝0、TSCTLR.TSCLKP＝1、TSCTLR.TSVLDP＝0、TSCTLR.PSYCP＝0の場合） 
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52.5.16 KEYSCモジュール信号タイミング 
 

表52.25 KEYSCモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

KEYIN入力セットアップ時間 tKEYINS 15 － ns 

KEYIN入力ホールド時間 tKEYINH 15 － ns 

52.56 

KEYOUT遅延時間 tKEYOUTD － 15 ns 52.57 

 

RCLK

KEYIN6～KEYIN0

tKEYINS tKEYINH

【注】　KEYIN信号は非同期信号です。ここに示されたセットアップ時間が守られた場合、クロックの立ち上がりで
　　　　変化が検出されます。セットアップ時間が守られない場合、次のクロックの立ち上がりエッジまで検出が
　　　　遅れることがあります。  

図52.56 KEYIN入力タイミング 

RCLK

KEYOUT5～KEYOUT0

tKEYOUTD

 

図52.57 KEYOUT出力タイミング 
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52.5.17 ATAPIインタフェースモジュール信号タイミング 
 

表52.26 ATAPIインタフェース PIO転送タイミングの記号 

記号 項  目 

t0 サイクル時間 

t1 アドレスセットアップ時間 

t2 IDEIORD/IDEIOWRパルス幅 8-bit 

t2i IDEIORD/IDEIOWRリカバリ時間 

t3 IDEIOWRデータセットアップ時間 

t4 IDEIOWRデータホールド時間 

t5 IDEIORDデータセットアップ時間 

t6 IDEIORDデータホールド時間 

t6z IDEIORD3ステート遅延時間 

t9 アドレスホールド時間 

tRD IDEIORDYリードデータ有効時間 

tA IDEIORDYセットアップ時間 

tB IDEIORDYパルス時間 

tC IDEIORDYのネゲートからハイインピーダンスまでの時間 

 

表52.27 ATAPIインタフェース PIO転送によるレジスタアクセスタイミング 

測定条件：VccQ1＝VccQ_VIO＝VccQ_MMC＝2.7V～3.6V 

Mode 0 Mode 1 Mode 2 Mode 3 Mode 4 記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

t0 600 － 383 － 330 － 180 － 120 － ns 

t1 70 － 50 － 30 － 30 － 25 － ns 

t2 290 － 290 － 290 － 80 － 70 － ns 

t2i － － － － － － 70 － 25 － ns 

t3 60 － 45 － 30 － 30 － 20 － ns 

t4 30 － 20 － 15 － 10 － 10 － ns 

t5 50 － 35 － 20 － 20 － 20 － ns 

t6 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns 

t6z － 30 － 30 － 30 － 30 － 30 ns 

t9 20 － 15 － 10 － 10 － 10 － ns 

tRD 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 

tA 35 － 35 － 35 － 35 － 35 － ns 

tB － 1250 － 1250 － 1250 － 1250 － 1250 ns 

tC 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns 

52.58 
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表52.28 ATAPIインタフェース PIO転送によるデータ転送タイミング 

測定条件：VccQ1＝VccQ_VIO＝VccQ_MMC＝2.7V～3.6V 

Mode 0 Mode 1 Mode 2 Mode 3 Mode 4 記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

t0 600 － 383 － 240 － 180 － 120 － ns 

t1 70 － 50 － 30 － 30 － 25 － ns 

t2 290 － 290 － 290 － 80 － 70 － ns 

t2i － － － － － － 70 － 25 － ns 

t3 60 － 45 － 30 － 30 － 20 － ns 

t4 30 － 20 － 15 － 10 － 10 － ns 

t5 50 － 35 － 20 － 20 － 20 － ns 

t6 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns 

t6z － 30 － 30 － 30 － 30 － 30 ns 

t9 20 － 15 － 10 － 10 － 10 － ns 

tRD 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 

tA 35 － 35 － 35 － 35 － 35 － ns 

tB － 1250 － 1250 － 1250 － 1250 － 1250 ns 

tC 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns 

52.58 
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図52.58 デバイス間の PIOデータ転送およびレジスタ転送 
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表52.29 ATAPIインタフェースマルチワード転送タイミングの記号 

記号 項  目 

t0 サイクル時間 

tD IDEIORD/IDEIOWRパルス幅 

tE IDEIORDデータアクセス時間 

tF IDEIORDデータホールド時間 

tG IDEIORD/IDEIOWRデータセットアップ時間 

tH IDEIOWRデータホールド時間 

tI IODACKセットアップ時間 

tJ IODACKホールド時間 

tKR IDEIORDネゲートパルス幅 

tKW IDEIOWRネゲートパルス幅 

tLR IDEIORD・IODREQ遅延時間 

tLW IDEIOWR・IODREQ遅延時間 

tM IDECS[1:0]セットアップ時間 

tN IDECS[1:0]ホールド時間 

tZ IODACK3ステート遅延時間 

 

表52.30 ATAPIインタフェースマルチワード転送タイミング 

測定条件：VccQ1＝VccQ_VIO＝VccQ_MMC＝2.7V～3.6V 

Mode 0 Mode 1 Mode 2 記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. 

単位 参照図 

t0 480 － 150 － 120 － ns 52.60～52.62 

tD 215 － 80 － 70 － ns 

tE － 150 － 60 － 50 ns 

tF 5 － 5 － 5 － ns 

tG 100 － 30 － 20 － ns 

tH 20 － 15 － 10 － ns 

52.59～52.62 

tI 0 － 0 － 0 － ns 52.59 

tJ 20 － 5 － 5 － ns 52.61、52.62 

tKR 50 － 50 － 25 － ns 52.60～52.62 

tKW 215 － 50 － 25 － ns 52.60～52.62 

tLR － 120 － 40 － 35 ns 

tLW － 40 － 40 － 35 ns 

52.61 

tM 50 － 30 － 25 － ns 52.61 

tN 15 － 10 － 10 － ns 

tZ － 20 － 25 － 25 ns 

52.61、52.62 
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図52.59 マルチワード DMAデータ転送開始 
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図52.60 マルチワード DMAデータ転送 
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図52.61 デバイスからのマルチワード DMAデータ転送終了 
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図52.62 ホストからのマルチワード DMAデータ転送終了 
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表52.31 ATAPIインタフェースウルトラ DMA転送タイミングの記号 

記号 項  目 

t2CYCTYP 平均サイクル時間（2サイクル分） 

tCYC サイクル時間 

t2CYC 最小サイクル時間（2サイクル分） 

tDS データセットアップ時間（受け側） 

tDH データホールド時間（受け側） 

tDVS データセットアップ時間（送り側） 

tDVH データホールド時間（送り側） 

tCS CRCデータセットアップ時間（受け側） 

tCH CRCデータホールド時間（受け側） 

tCVS CRCデータセットアップ時間（送り側） 

tCVH CRCデータホールド時間（送り側） 

tZFS ストローブのドライブから最初の STROBEまでのセットアップ時間（送り側） 

tDZFS データのドライブから最初の STROBEまでのセットアップ時間（送り側） 

tFS 最初の STROBE時間 

tLI 制限付きインターロック時間 

tMLI 最小インターロック時間 

tUI 制限なしインターロック時間 

tAZ 出力リリース時間 

tZAH 出力ディレイ時間 

tZAD 出力確定時間（リリースから） 

tENV エンベローブ時間 

tRFS 最終の STROBE時間 

tRP STOPをアサートまたは DMARQをネゲートするまでの時間 

tIORDYZ IORDYをリリースするまでの時間 

tZIORDY STROBEをドライブするまでの時間 

tACK DMACKセットアップ／ホールド時間 

tSS STROBE STOP時間 
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表52.32 ATAPIインタフェースウルトラ DMA転送タイミング 

測定条件：VccQ1＝VccQ_VIO＝VccQ_MMC＝2.7V～3.6V 

Mode 0 Mode 1 Mode 2 Mode 3 Mode 4 記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max.

単位 参照図 

t2CYCTYP 240 － 160 － 120 － 90 － 60 － ns 52.64 

tCYC 112 － 73 － 54 － 39 － 25 － ns 

t2CYC 230 － 153 － 115 － 86 － 57 － ns 

tDS 15 － 10 － 7 － 7 － 5 － ns 

tDH 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns 

52.64、52.68 

tDVS 70 － 48 － 31 － 20 － 6.7 － ns 

tDVH 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － ns 

52.63、52.64、

52.68、52.69 

tCS 15 － 10 － 7 － 7 － 5 － ns  

tCH 5 － 5 － 5 － 5 － 5 － ns  

tCVS 70 － 48 － 31 － 20 － 6.7 － ns 

tCVH 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － 6.2 － ns 

52.64、52.67、

52.71、52.72 

tZFS 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 52.61 

tDZFS 70 － 48 － 31 － 20 － 6.7 － ns 52.61、52.68 

tFS － 230 － 200 － 170 － 130 － 120 ns 52.61 

tLI 0 150 0 150 0 150 0 100 0 100 ns 52.66～52.70 

52.71、52.72 

tMLI 20 － 20 － 20 － 20 － 20 － ns 52.68、52.67、

52.71、52.72 

tUI 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 52.61、52.68 

tAZ － 10 － 10 － 10 － 10 － 10 ns 52.63、52.66、

52.67 

tZAH 20 － 20 － 20 － 20 － 20 － ns 52.66、52.67 

tZAD 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 52.63 

tENV 20 70 20 70 20 70 20 55 20 55 ns 52.63、52.68 

tRFS － 75 － 70 － 60 － 60 － 60 ns 

tRP 160 － 125 － 100 － 100 － 100 － ns 

52.65、52.67、

52.70、52.72 

tIORDYZ － 20 － 20 － 20 － 20 － 20 ns 52.66、52.65、

52.71、52.72 

tZIORDY 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － ns 52.63、52.68 

tACK 20 － 20 － 20 － 20 － 20 － ns 52.63、52.66

～52.68、

52.71、52.72 

tSS 50 － 50 － 50 － 50 － 50 － ns 52.66、52.71 
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図52.63 ウルトラ DMAデータインバースト開始 



 

52. 電気的特性 

52-68  R01UH0174JJ0200  Rev.2.00 

  2013.01.18 

SH7724

(DSTROBE)
 IDEIORDY
（デバイス）

リード
IDED[15:0]

（デバイス）

 (DSTROBE)
IDEIORDY
（ホスト）

リード
IDED[15:0]
（ホスト）

t2CYC t2CYCTYP
tCYC

tDVH tDVStDVHtDVS tDVH

tCYC
t2CYC

tDHtDStDHtDH tDS

 

図52.64 ウルトラ DMAデータインバースト 
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図52.65 ホストからのウルトラ DMAデータインバーストポーズ 
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図52.66 デバイスからのウルトラ DMAデータインバースト終了 
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図52.67 ホストからのウルトラ DMAデータインバースト終了 
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図52.68 ウルトラ DMAデータアウトバースト開始 
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図52.69 ウルトラ DMAデータアウトバースト 
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図52.70 デバイスからのウルトラ DMAデータアウトバーストポーズ 



 

52. 電気的特性 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  52-73 

2013.01.18  

 

SH7724 

IDECS[1:0]
IDEA[2:0]

IODACK

（ホスト）

IODREQ
（デバイス）

リード
IDED[15:0]
（ホスト）

 (HSTROBE) 
IDEIORD

（ホスト）

 (DDMARDY) 
IDEIORDY
（デバイス）

 (STOP) 
IDEIOWR

（ホスト）

tACK

tACK

tIORDYZ

tLI

tACK

tMLI

tLI

tLI

tSS

tCVHtCVS

CRC

 

図52.71 ホストからのウルトラ DMAデータアウトバースト終了 
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図52.72 デバイスからのウルトラ DMAデータアウトバースト終了 
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表52.33 ATAPIインタフェース DIRECTIONタイミングの記号 

記号 項  目 

tDIRECTION_WF PIOライト時の DIRECTION立ち下がり遅延時間  

tDIRECTION_WR PIOライト時の DIRECTION立ち上がり遅延時間  

tMDIRECTION_F マルチワード DMAデータアウト DIRECTION立ち下がり遅延時間 

tMDIRECTION_R マルチワード DMAデータアウト DIRECTION立ち上がり遅延時間 

tUDIRECTION_F(CRC) ウルトラ DMAデータイン CRC 送信時の DIRECTION立ち下がり遅延時間 

tUDIRECTION_R(CRC) ウルトラ DMAデータイン CRC 送信時の DIRECTION立ち上がり遅延時間 

tUDIRECTION_F ウルトラ DMAデータアウト時の DIRECTION立ち下がり遅延時間 

tUDIRECTION_R ウルトラ DMAデータアウト時の DIRECTION立ち上がり遅延時間 

tDON DIRECTION立ち下りから IDED データバスを ONする時間  

tDOFF IDEDデータバスを OFFから DIRECTION立ち上がり時間 

 

表52.34 ATAPIインタフェース DIRECTIONタイミング 

測定条件：VccQ1＝VccQ_VIO＝VccQ_MMC＝2.7V～3.6V 

Mode 0 Mode 1 Mode 2 Mode 3 Mode 4 項  目および記号 

Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max. Min. Max.

単位 参照図 

tDIRECTION_WF 79 87 56 65 34 42 34 42 34 42 ns 

tDIRECTION_WR 63 71 63 71 33 41 33 41 33 41 ns 

52.73 

tMDIRECTION_F -19 -11 -19 -11 -19 -11 － － － － ns 

tMDIRECTION_R 3 12 3 12 3 12 － － － － ns 

52.75 

tUDIRECTION_F(CRC) 138 147 101 109 86 94 71 79 56 64 ns 

tUDIRECTION_R(CRC) 26 34 26 34 26 34 26 34 26 34 ns 

52.77、 

52.78 

tUDIRECTION_F 48 57 48 57 48 57 48 57 48 57 ns 52.79 

tUDIRECTION_R 56 64 56 64 56 64 56 64 56 64 ns 52.80、 

52.81 

tDON 9 15 9 15 9 15 9 15 18 22 ns 52.73、 

52.75、  

52.77～

52.79 

tDOFF 6 14 6 14 6 14 6 14 6 14 ns 52.73、

52.75、

52.77、

52.78、

52.80、52.81 
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図52.73 デバイスへの PIOデータ転送（DIRECTION） 
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図52.74 デバイスからの PIOデータ転送（DIRECTION） 
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図52.75 マルチワード DMA転送（DIRECTION） 
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図52.76 ウルトラ DMA転送データインバースト開始（DIRECTION） 
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図52.77 デバイスからのウルトラ DMA転送データインバースト終了（DIRECTION） 
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図52.78 ホストからのウルトラ DMA転送データインバースト終了（DIRECTION） 
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IDED[15:0]

DIRECTION

IODACK

IODREQ

IDECS[1:0]
IDEA[2:0]

(HSTROBE) 
IDEIORD

(DDMARDY) 
IDEIORDY

(STOP) 
IDEIOWR

tDON

tUDIRECTION_F

 

図52.79 ウルトラ DMA転送データアウトバースト開始（DIRECTION） 
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DIRECTION

IDED[15:0]

IODACK

IODREQ

IDECS[1:0]
IDEA[2:0]

(HSTROBE) 
IDEIORD

(DDMARDY) 
IDEIORDY

(STOP) 
IDEIOWR

tUDIRECTION_R

tDOFF

 

図52.80 ホストからのウルトラ DMA転送データアウトバースト終了（DIRECTION） 
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DIRECTION

IDED[15:0]

IODACK

IODREQ

IDECS[1:0]
IDEA[2:0]

(HSTROBE) 
IDEIORD

(DDMARDY) 
IDEIORDY

(STOP) 
IDEIOWR

tUDIRECTION_R

tDOFF

 

図52.81 デバイスからのウルトラ DMA転送データアウトバースト終了（DIRECTION） 
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52.5.18 イーサネットコントローラタイミング（RMII） 

表52.35 イーサネットコントローラタイミング（RMII） 

測定条件：VccQ_SR＝2.7V～3.6V 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

REF50CK サイクル時間 tRTcyc 20 － ns 

RMIIn_TXD_EN、RMII1M_TXD_EN出力遅延時間 tRTEND 2.5 15.5 ns 

RMIIn_TXD1、RMIIn_TXD0、RMII1M_TXD1、 

RMII1M_TXD0出力遅延時間 

tRETDD 2.5 15.5 ns 

RMIIn_CRS_DV、RMII1M_CRS_DVセットアップ時間 tRRDVS 4 － ns 

RMIIn_CRS_DV、RMII1M_CRS_DVホールド時間 tRRDVH 2.5 － ns 

RMIIn_RXD1、RMIIn_RXD0、RMII1M_RXD1、 

RMII1M_RXD0セットアップ時間 

tRERDS 4 － ns 

RMIIn_RXD1、RMIIn_RXD0、RMII1M_RXD1、 

RMII1M_RXD0ホールド時間 

tRERDH 2.5   

52.82 

RMIIn_RX_ERセットアップ時間 tRRERS 4  ns 

RMIIn_RX_ERホールド時間 tRRERH 2.5  ns 

52.83、52.84 

 

tRTEND

SFD DATA CRC

REF50CK

RMIIn_TXD_EN 
RMII1M_TXD_EN

RMIIn_TXD1 RMIIn_TXD0 
RMII1M_TXD1 RMII1M_TXD0

tRETDD

Preamble

 

図52.82 RMII送信タイミング 

SFD DATA CRC

REF50CK

tRERDS

tRERDH

tRRDVHtRRDVS

Preamble
RMIIn_RXD1 RMIIn_RXD0 
RMII1M_RXD1 RMII1M_RXD0

RMIIn_RX_ER
RMII1M_RX_ER

RMIIn_CRS_DV
RMII1M_CRS_DV

 

図52.83 RMII受信タイミング（正常動作時） 
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SFD DATA XXXX

tRRERS
tRRERH

Preamble

REF50CK

RMIIn_RXD1 RMIIn_RXD0 
RMII1M_RXD1 RMII1M_RXD0

RMIIn_RX_ER
RMII1M_RX_ER

RMIIn_CRS_DV
RMII1M_CRS_DV

 

図52.84 RMII受信タイミング（エラー発生ケース） 
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52.5.19 SDHIモジュール信号タイミング 
 

表52.36 SDHIモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

SDCLKクロックサイクル tSDPP 20 － ns 

SDCLKクロックハイレベル幅 tSDWH 0.4×tSDPP － ns 

SDCLKクロックローレベル幅 tSDWL 0.4×tSDPP － ns 

SDCMD、SDDAT3～SDDAT0出力データ遅延 

（データ転送モード） 

tSDODLY － 5 ns 

SDCMD、SDDAT3～SDDAT0入力データセットアップ tSDISU 5 － ns 

SDCMD、SDDAT3～SDDAT0入力データホールド tSDIH 2 － ns 

52.85 

 

tSDPP

tSDWL

tSDISU

tSDODLY(Max.) tSDODLY(Min.)

tSDIH

tSDWH

SDHI0CLK

SDHI0CMD
SDHI0D3 SDHI0D0

SDHI0CMD
SDHI0D3 SDHI0D0

 

図52.85 SDHIモジュール信号タイミング図 



 

52. 電気的特性 

R01UH0174JJ0200  Rev.2.00  52-87 

2013.01.18  

 

SH7724 

52.5.20 MMCIFモジュール信号タイミング 
 

表52.37 MMCIFモジュール信号タイミング 

測定条件：VccQ_MMC＝2.7V～3.6V 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

MMC_CLKクロックサイクル tMMCPP － 26/52 MHz 

MMC_CLKクロックハイレベル幅 TMMCWH 6.5 － ns 

MMC_CLKクロックローレベル幅 tMMCWL 6.5 － ns 

MMC_CMD、MMC_D7～MMC_D0出力データ遅延時間 tMMCODLY -6.5 6.5 ns 

MMC_CMD、MMC_D7～MMC_D0入力データセットアップ tMMCISU 4.5 － ns 

MMC_CMD、MMC_D7～MMC_D0 入力データホールド tMMCIH 4.5 － ns 

52.86 

 

tMMCPP

tMMCWL

tMMCISU

tMMCODLY(Max.) tMMCODLY(Min.)

tMMCWH

tMMCIH

MMC_CLK

MMC_CMD、MMC_D7～MMC_D0（入力）

MMC_CMD、MMC_D7～MMC_D0（出力）

 

図52.86 MMCIFモジュール信号タイミング図 
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52.5.21 FSIモジュール信号タイミング 
 

表52.38 FSIモジュール信号タイミング 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

FSIMCKクロック入力サイクル時間 tFSIMCYC 40 － ns 

FSIMCK入力ハイレベル幅 tFSIMWH 0.4×tFSIMCYC － ns 

FSIMCK入力ローレベル幅 tFSIMWL 0.4×tFSIMCYC － ns 

52.87 

FSIO_BCKクロックサイクル時間 tFSISICYC 80 － ns 

FSIO_BCK出力ハイレベル幅 tFSISWHO 0.4×tFSISICYC － ns 

FSIO_BCK出力ローレベル幅 tFSISWLO 0.4×tFSISICYC － ns 

FSIO_LRCK出力遅延時間 tFSIFSD － 20 ns 

FSII_BCK入力ハイレベル幅 tFSISWHI 0.4×tFSISICYC － ns 

FSII_BCK入力ローレベル幅 tFSISWLI 0.4×tFSISICYC － ns 

FSIO_SD出力遅延時間 tFSISTDD － 20 ns 

FSII_SD入力セットアップ時間 tFSISRDS 20 － ns 

FSII_SD入力ホールド時間 tFSISRDH 20 － ns 

52.88 

 

tFSIMWH tFSIMWL

tFSIMCYC

FSIMCKA FSIMCKB

 

図52.87 FSIMCK入力タイミング 
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tFSISICYC

tFSISWHOtFSISWLO

tFSISTDD tFSISTDDtFSISTDD
tFSISTDD

tFSISRDS tFSISRDH

tFSIFSD tFSIFSD

FSIOALRCK 
FSIIALRCK 
FSIOBLRCK 
FSIIBLRCK

FSIOABCK
FSIIABCK 
FSIOBBCK
FSIIBBCK

FSIOASD 
FSIOBSD

FSIIASD 
FSIIBSD

tFSISWHItFSISWLI

 

図52.88 FSI送信タイミング 
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52.5.22 H-UDIモジュール信号タイミング 
 

表52.39 H-UDIモジュール信号タイミング  

条件：VCCQ=3.3V±0.3V、Ta=-40～85℃、GND=VSS=0V、CL=30pF 

項  目 記号 Min. Max. 単位 参考図 

入力クロック周期 tTCKcyc 50 * － ns 

入力クロックパルス幅（High） tTCKH 15 － ns 

入力クロックパルス幅（Low） tTCKL 15 － ns 

入力クロック立ち上がり時間 tTCKr － 10 ns 

入力クロック立ち下がり時間 tTCKf － 10 ns 

52.89 

TDI/TMSセットアップ時間 tTDIS 15 － ns 

TDI/TMSホールド時間 tTDIH 15 － ns 

TDO出力遅延時間 tTDO 0 12 ns 

52.90 

【注】 * バウンダリスキャン動作時は 2MHzとなります。 

 

tTCKH

tTCKf tTCKr

tTCKL

tTCKcyc

VIH VIH
VIH

1/2VCCQTCK

【注】　TCK端子からクロックを入力する場合

1/2VCCQVIL VIL

 

図52.89 TCK入力タイミング図 

 

TDI
TMS

TCK

TDO

tTCKcyc

tTDO

tTDIHtTDIS

 

図52.90 H-UDIデータ転送タイミング 
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52.6 USB電気的特性 
 

表52.40 USB電気的特性 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

VBUS接続検出電圧 VVBUSIH 4.35 5.0 5.25 V  

外部リファレンス抵抗 RREF 5.544 5.6 5.656 kΩ ±1％ 

ドライバ出力インピーダンス RO 40.5 45 49.5 Ω  

900 － 1575 Ω アイドル時 DPプルアップ抵抗（Function mode） RPU 

1425 － 3090 Ω 送受信時 

DP、DMプルダウン抵抗 RPD 14250 － 24800 Ω  

EXTAL_USB入力クロック周波数 fEXTAL_USB 47.9952 48 48.0048 MHz ±100ppm 

発振安定時間 tUOSC 10 － － ms  

共通 

USB PLL安定化時間 tUPLL 120 － － μs  

入力ハイレベル電圧 VIH 2.0 － DV33+0.3 V  

入力ローレベル電圧 VIL -0.3 － 0.8 V  

差動入力感度 VDI 0.2 － － V ｜(DP)-(DM)｜ 

コモンモード電圧範囲 VCM 0.8 － 2.5 V  

FS/LS 

入力 

シングルエンディッドレシーバ 

スレッショルド電圧 

VSE 0.8 － 2.0 V  

出力ハイレベル電圧 VOH 2.8 － － V  FS/LS 

出力 出力ローレベル電圧 VOL － － 0.3 V  

スケルチ検出スレッショルド電圧 

（差動） 

VHSSQ 100 － 150 mV  

差動入力感度 VHSDI 150 － － mV ｜(DP)-(DM)｜ 

コモンモード電圧範囲 VHSCM -50 － 500 mV  

HS 

入力 

Chirp入力電圧 VCHIRP_RCV 700 － 1100 mV  

アイドル状態 VHSOI -10 － 10 mV  

出力ハイレベル電圧 VHSOH 360 － 440 mV  

出力ローレベル電圧 VHSOL -10 － 10 mV  

Chirp出力電圧（DP端子） VHSCHIRP_P 700 － 1100 mV  

HS 

出力 

Chirp出力電圧（DM端子） VHSCHIRP_M -900 － -500 mV  

出力立ち上がり時間（DP、DM） tFDR 4 － 20 ns  

出力立ち下がり時間（DP、DM） tFDF 4 － 20 ns  

出力立ち上がり／立ち上がり時間比 tFDR/tFDF 90 － 111.1 ％  

FS 

出力信号クロスオーバ電圧（DP、DM） VFCRS 1.3 － 2.0 V  

出力立ち上がり時間（DP、DM） tLDR 75 － 300 ns  

出力立ち下がり時間（DP、DM） tLDF 75 － 300 ns  

出力立ち上がり／立ち上がり時間比 tLDR/tLDF 80 － 125 ％  

LS 

出力信号クロスオーバ電圧（DP、DM） VLCRS 1.3 － 2.0 V  

HS DISCONNECT検出電圧 VDISCONNECT 525 － 625 mV  
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52.7 AC特性測定条件 

入出力信号参照レベル： VCCQ_DDR×0.5（DBSC出力） 

VREF（DBSC入力） 

VCCQ×0.5（DBSC以外） 

入力パルスレベル： Vss～VCCQ_DDR（DBSC） 

Vss～VCCQ（DBSC以外） 

入力立ち上がり、立ち下がり時間：1ns 
 

IOL

IOH

CL VREF

LSI出力端子

出力負荷切り替え
基準電圧

【注】 CLは測定装置の容量も含んだ合計値です。各端子は以下のように設定されています。
30pF：CKO、CS0、CS2～CS6B

50pF：上記以外の端子
IOL＝0.2mA、IOH＝–0.2mA

1.

2.  

図52.91 出力負荷回路 
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A. CPU動作モードレジスタ（CPUOPM） 

CPUOPMは、CPUの動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタは P4領域の H'FF2F0000あるいは

エリアアドレスの H'1F2F0000から 32ビットサイズで読み出し／書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む際

には、必ずリザーブビットに初期値を書き込むようにしてください。リザーブビットに初期値以外の値を書き込

んだ場合の動作は保証されません。 

CPUOPMの更新は、CPU以外の SuperHywayバスマスタからのアクセスでなく、CPUのストア命令で行ってく

ださい。また、CPUOPM更新後、一度 CPUOPMを読み出した後で、以下の 1.または 2.のどちらかを実行してく

ださい。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

 

1.または 2.の実行後、CPUは更新後の CPUOPMの値を用いて動作することが保証されます。 
 

初期値：
R/W：

— ——INTMU—RABD——————————

0011 000011000000
RRRR/WRR/WRRRRRRRRRR

ビット： 15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

初期値：
R/W：

— ———————————————

0000000000000000
RRRRRRRRRRRRRRRR

ビット： 31 30 29 28 27 2426 25 23 22 21 20 19 1618 17

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

9～6 － すべて 1 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 0 R/W サブルーチン復帰投機実行ビット 

0：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行します。本
ビットを 0に設定する場合は、「付録 C. サブルーチン復帰投機実
行」を参照してください。 

1：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行しません。 

4 － 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 INTMU 0 R/W 割り込み動作モード切り替えビット 

0：割り込みを受理しても SR.IMASKの値は変化しません。 

1：割り込みを受理した場合、受け付けたレベルを SR.IMASKの値に自
動的に設定します。 

2～0 － 000 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
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B. 命令プリフェッチとその副作用について 

本 LSIは、先読みした命令を保持するためのバッファを内部に設けており、常に命令の先読みを行っています。

したがって、各メモリ空間の最終 64バイト領域にプログラムを配置しないでください。その領域にプログラムを

配置した場合、メモリエリアを超えて命令の先読みのためのバスアクセスが発生する場合があります。 

以下にこれが問題となるケースを示します。 

アドレス

PCプログラムカウンタ

命令のプリフェッチアドレス

エリア0 
エリア1

H'03FF FFF8 
H'03FF FFFA 
H'03FF FFFC 
H'03FF FFFE 
H'4000 0000 
H'4000 0002

ADD R1,R4 
JMP @R2 
NOP
NOP

・
・
・

・
・
・

・
・
・

命令

 

図 B.1 命令のプリフェッチ 

 

図 B.1では、PC（プログラムカウンタ）が指し示す命令（ADD）と、H'0400 0002番地の命令フェッチが同時に

行われるケースを想定しています。また、プログラムは、後続の JMP命令、ディレイスロット命令の実行後、エ

リア 1以外の領域に分岐するものと仮定します。 

この場合、プログラムのフローから想定し得ないエリア 1へのバスアクセス（命令のプリフェッチ）が発生す

る可能性があります。 
 

（1） 命令のプリフェッチの副作用 

• 命令プリフェッチが引き起こす外部バスアクセスが原因でその領域に接続されたFIFOなどの外部デバイス

が誤動作する場合が考えられます。 

• 命令プリフェッチが引き起こす外部バス要求に応答するデバイスが存在しない場合、ハングアップの原因に

なります。 

 

（2） 回避方法 

• MMUを用いることで、これら不当な命令フェッチを回避することが可能です。 

• 各エリア最終64バイトの領域にプログラムを配置しないことで、回避することが可能です。 
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C. サブルーチン復帰投機実行 

SH-4Aはサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行する仕組みを内部に持っています。サブル

ーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行することにより、復帰時の実行サイクルを短縮することがで

きます。この機能は CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）のビット 5（RABD）の値を 0に設定すると有効にな

ります。しかしサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行すると、プログラム上アクセスするは

ずのないアドレスに対する命令フェッチが起きる場合があります。その結果、想定し得ないエリアへのバスアク

セスが発生したり、内部的に命令アドレスエラーが発生して誤動作を引き起こす可能性があります。想定し得な

いエリアへのバスアクセスが発生することによる副作用は、「付録 B.（1） 命令のプリフェッチの副作用」を参

照してください。 
 

• 使用条件： 

サブルーチン復帰投機実行の機能を有効にする場合、サブルーチンからの復帰は JSR/BSR/BSRF命令で PRに設

定した戻りアドレスに対して、RTS命令を使って行うようにしてください。これによりプログラム上アクセスす

るはずのないアドレスに対するアクセスを抑止でき、誤動作を回避することが可能です。 
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D. リセット、低消費電力状態での端子状態 
R-スタンバイ 

分類 端子名 
リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

EXTAL I I I I I I I I 

XTAL O*
3
 O*

3
 O*

3
 O*

3
 O*

3
 O*

3
 O*

3
 O*

3
 

クロック 

RTC_CLK I I I I I I I I 

MD3～MD0 I I I I I I I I 

MD8 I I I I I I I I 

MD5 I I I I I I I I 

MSLD I I I I I I I I 

TST I I I I I I I I 

動作 

モード 

TSTMD I I I I I I I I 

BOOT I I I I I I I I 

RESETP I I I I I I I I 

RESETA I I I I I I I I 

RESETOUT L L O O O O O O 

STATUS0 L L O L H H L H 

STATUS2 L L O L L H L L 

システム 

制御 

PDSTATUS L L O L L H L H 

IRQ7～IRQ0 - - - I I I I I 割り込み 

NMI Z I I I I I I I 

A25～A0 L L O O O/Z*
4
 O/Z*

4
 L O/Z*

4
 

BS - - - O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

CKO L O O O O/Z*
4
 O/Z*

4
 O O/Z*

4
 

CS4、CS0 H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

CS5A / CE2A H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

CS5B / CE1A H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

CS6A / CE2B H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

CS6B / CE1B H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

D31～D0 Z Z Z Z/I/O Z Z Z Z 

IOIS16 Z Z Z I Z Z I Z 

RDWR H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

RD H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

WAIT ZU IU IU IU IU IU IU IU 

WE1、WE0 / WE H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

WE2/ CIORD H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
 

BSC 

WE3 / ICIOWR H H O O H/Z*
4
 H/Z*

4
 H H/Z*

4
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R-スタンバイ 
分類 端子名 

リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

MA13～MA0 L H O O O/Z*
5
 O/Z*

5
 H O/Z*

5
 

MBA2～MBA0 L H O O O/Z*
5
 O/Z*

5
 H O/Z*

5
 

MCLK L O O IO IO/I*
5
 IO/I*

5
 IO IO/I*

5
 

MCLK H O O IO IO/I*
5
 IO/I*

5
 IO IO/I*

5
 

MCS L H O O O/Z*
5
 O/Z*

5
 H O/Z*

5
 

MDQ31～MDQ0 Z Z Z Z/I/O Z Z Z Z 

MDQM3～MDQM0 L H O O H/Z*
5
 H/Z*

5
 H H/Z*

5
 

MDQS3～MDQS0 Z Z Z Z/I/O*
5
 H/Z*

5
 H/Z*

5
 Z H/Z*

5
 

MDQS3～MDQS0 Z Z Z Z/I/O*
5
 L/Z*

5
 L/Z*

5
 Z L/Z*

5
 

MCAS L H O O O O H O 

MRAS L H O O O/Z*
5
 O/Z*

5
 H O/Z*

5
 

MWE L H O O O/Z*
5
 O/Z*

5
 H O/Z*

5
 

MCKE L/H*9 L/H*9 O O O O O O 

DBSC 

MODT L L O O O/Z*
5
 O/Z*

5
 L O/Z*

5
 

DREQ1、DREQ0 - - - I Z Z I Z DMAC 

DACK1、DACK0 - - - O O O O O 

CLKAUDIOAO - - - O O O O O 

CLKAUDIOBO - - - O O O O O 

FSIIABCK - - - I Z Z I Z 

FSIIALRCK - - - I Z Z I Z 

FSIIASD - - - I Z Z I Z 

FSIIBBCK - - - I Z Z I Z 

FSIIBLRCK - - - I Z Z I Z 

FSIIBSD - - - I Z Z I Z 

FSIMCKA - - - I Z Z I Z 

FSIMCKB - - - I Z Z I Z 

FSIOABCK - - - O O O O O 

FSIOALRCK - - - O O O O O 

FSIOASD - - - O O O O O 

FSIOBBCK - - - O O O O O 

FSIOBLRCK - - - O O O O O 

FSI 

FSIOBSD - - - O O O O O 

SCL1 Z Z Z I/O Z Z Z Z 

SCL0 Z Z Z I/O Z Z Z Z 

SDA1 Z Z Z I/O Z Z Z Z 

IIC 

SDA0 Z Z Z I/O Z Z Z Z 
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R-スタンバイ 
分類 端子名 

リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

LCDD23～LCDD0 - - - O O O L O 

LCDDCK - - - O O O O O 

LCDDISP - - - O O O L O 

LCDDON - - - O O O L O 

LCDHSYN - - - O O O L O 

LCDRD - - - O O O H O 

LCDCS - - - O O O H O 

LCDLCLK - - - I Z Z I Z 

LCDRS - - - O O O L O 

LCDWR - - - O O O H O 

LCDVCPWC - - - O O O L O 

LCDVEPWC - - - O O O L O 

LCDC 

LCDVSYN - - - O O O L O 

TS_SCK - - - I Z Z I Z 

TS_SDAT - - - I Z Z I Z 

TS_SDEN - - - I Z Z I Z 

TSIF 

TS_SPSYNC - - - I Z Z I Z 

DM1、DM0 Z Z Z Z/I/O*
5
 Z/I/O*

5
 Z/I/O*

5
 Z/I/O*

5
 Z/I/O*

5
 

DP1、DP0 Z Z Z Z/I/O*
5
 Z/I/O*

5
 Z/I/O*

5
 Z/I/O*

5
 Z/I/O*

5
 

EXTALUSB I I I I I I I I 

XTALUSB O O O O O O O O 

USB 

VBUS1、VBUS0 I I I I I I I I 

VIO0_CLK - - - I Z Z I Z 

VIO0_D15～VIO0_D0 - - - I Z Z I Z 

VIO0_FLD - - - I Z Z I Z 

VIO0_HD - - - I Z Z I Z 

VIO0_VD - - - I Z Z I Z 

VIO1_CLK - - - I Z Z I Z 

VIO1_D7～VIO1_D0 - - - I Z Z I Z 

VIO1_FLD - - - I Z Z I Z 

VIO1_HD - - - I Z Z I Z 

VIO1_VD - - - I Z Z I Z 

VIO 

(CEU) 

VIO_CKO - - - O O O O O 

DV_CLK - - - O O O O O 

DV_CLKI - - - I Z Z I Z 

DV_D15～DV_D0 - - - O O O O O 

DV_HSYNC - - - O O O O O 

VOU 

DV_VSYNC - - - O O O O O 
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R-スタンバイ 
分類 端子名 

リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

KEYIN4～KEYIN0 - - - IU IU IU IU IU 

KEYOUT3～

KEYOUT0 
- - - O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

KEYOUT4 / IN6 - - - O/Z/IU*
5
 O/Z/IU*

5
 O/Z/IU*

5
 O/Z/IU*

5
 O/Z/IU*

5
 

KEYSC 

KEYOUT5 / IN5 - - - O/Z/IU*
5
 O/Z/IU*

5
 O/Z/IU*

5
 O/Z/IU*

5
 O/Z/IU*

5
 

IRDA_IN - - - I Z Z I Z IrDA 

IRDA_OUT - - - O O O O O 

MSIOF0_MCK - - - I Z Z I Z 

MSIOF0_RXD - - - I Z Z I Z 

MSIOF0_SS1 / 

MSIOF0_RSCK 
- - - O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF0_SS2 / 

MSIOF0_RSYNC 
- - - O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF0_TSCK - - - O/I*
5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF0_TSYNC - - - O/I*
5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF0 

MSIOF0_TXD - - - O O O O O 

MSIOF1_MCK - - - I Z Z I Z 

MSIOF1_RXD - - - I Z Z I Z 

MSIOF1_SS1 / 

MSIOF1_RSCK 
- - - O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF1_SS2 / 

MSIOF1_RSYNC 
- - - O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF1_TSCK - - - O/I*
5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF1_TSYNC - - - O/I*
5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 O/I*

5
 

MSIOF1 

MSIOF1_TXD - - - O O O O O 

SCIF0_RXD - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF0_SCK - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

SCIF0_TXD - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

SCIF1_RXD - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF1_SCK - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

SCIF1_TXD - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

SCIF2_RXD - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF2_SCK - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

SCIF 

SCIF2_TXD - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 
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R-スタンバイ 
分類 端子名 

リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

SCIF3_CTS - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF3_RTS - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

SCIF3_RXD - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF3_SCK - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

SCIF3_TXD - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

SCIF4_RXD - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF4_SCK - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

SCIF4_TXD - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

SCIF5_RXD - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

SCIF5_SCK - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

SCIFA 

SCIF5_TXD - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

MMC_CLK - - - L/O L L L L 

MMC_CMD - - - I/O Z Z I Z 

MMC 

MMC_D7 ～MMC_D0 - - - I/O Z Z I Z 

SDHI0CD - - - I Z Z I Z 

SDHI0CLK - - - O L L L L 

SDHI0CMD - - - I/O Z Z I Z 

SDHI0D3～SDHI0D0 - - - I/O Z Z I Z 

SDHI0 

SDHI0WP - - - I Z Z I Z 

SDHI1CD - - - I Z Z I Z 

SDHI1CLK - - - O L L L L 

SDHI1CMD - - - I/O Z Z I Z 

SDHI1D3～SDHI1D0 - - - I/O Z Z I Z 

SDHI1 

SDHI1WP - - - I Z Z I Z 

TPUTI3、TPUTI2 - - - I Z Z I Z TPU 

TPUTO3～TPUTO0 - - - O O O O O 

DIRECTION - - - O H H O H 

EXBUF_ENB - - - O H H O H 

IDEA2～IDEA0 - - - O/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

IDECS1、IDECS0 - - - O/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

IDED15～IDED0 - - - Z/I/O Z Z Z/I/O Z 

IDEINT - - - I Z Z I Z 

IDEIORD - - - O/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

IDEIORDY - - - I Z Z I Z 

IDEIOWR - - - O/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

IDERST - - - O/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

IODACK - - - O/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 

ATAPI 

IODREQ - - - I Z Z I Z 
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R-スタンバイ 
分類 端子名 

リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

LNKSTA - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

MDC - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

MDIO - - - IO/Z*
5
 O/Z*

5
 O/Z*

5
 IO/Z*

5
 O/Z*

5
 

RMII_CRS_DV - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

RMII_REF_CLK - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

RMII_RX_ER - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

RMII_RXD0 - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

RMII_RXD1 - - - I/Z*
5
 Z Z I/Z*

5
 Z 

RMII_TX_EN - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

RMII_TXD0 - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

EtherMAC 

RMII_TXD1 - - - O/Z*
5
 Z Z O/Z*

5
 Z 

ポート A PTA7～PTA0 - - - P K K P K 

ポート B PTB7～PTB0 - - - P K K P K 

ポート C PTC7～PTC0 ZU ZU IU P K K P K 

ポート D PTD7～PTD0 ZU ZU IU P K K P K 

PTE1～PTE0 ZU ZU IU P K K P K 

PTE5～PTE2 ZD ZD ID P K K P K 

ポート E 

PTE7～PTE6 ZU ZU IU P K K P K 

PTF1～PTF0 ZD ZD ID P K K P K ポート F 

PTF7～PTF2 ZU ZU IU P K K P K 

ポート G PTG5～PTG0 Z Z Z P K K P K 

ポート H PTH7～PTH0 ZU ZU IU P K K P K 

ポート J PTJ7～PTJ0 - - - P K K P K 

ポート K PTK7～PTK0 ZU ZU IU P K K P K 

ポート L PTL7～PTL0 ZU ZU IU P K K P K 

ポート M PTM7～PTM0 ZU ZU IU P K K P K 

PTN4～PTN0 ZU ZU IU P K K P K 

PTN5 ZD ZD ID P K K P K 

ポート N 

PTN7～PTN6 ZU ZU IU P K K P K 

ポート Q PTQ7～PTQ0 - - - P K K P K 

ポート R PTR7～PTR0 - - - P K K P K 

ポート S PTS6～PTS0 ZU ZU IU P K K P K 

ポート T PTT7～PTT0 - - - P K K P K 

ポート U PTU7～PTU0 ZU ZU IU P K K P K 

ポート V PTV7～PTV0 ZU ZU IU P K K P K 

PTW0 L L O P K K P K ポートW 

PTW7～PTW1 ZU ZU IU P K K P K 
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R-スタンバイ 
分類 端子名 

リセット 

中*1
 

リセット 

中*2
 

リセット

後 

動作、

スリープ

ソフトウェア 

スタンバイ 停止時 復帰時 

U- 

スタンバイ 

PTX1、PTX0 ZU ZU IU P K K P K 

PTX5～PTX2 ZD ZD ID P K K P K 

ポート X 

PTX7、PTX6 ZU ZU IU P K K P K 

PTY0 L L O P K K P K ポート Y 

PTY7～PTY1 ZU ZU IU P K K P K 

ポート Z PTZ7～PTZ0 ZU ZU IU P K K P K 

TCK IU IU IU IU IU IU IU IU 

TMS IU IU IU IU IU IU IU IU 

TDI IU IU IU IU IU IU IU IU 

TDO Z Z/O Z/O Z/O*
6
 Z/O*

6
 Z/O*

6
 Z/O*

6
 Z/O*

6
 

TRST IU IU IU IU*
7
 IU*

7
 IU*

7
 IU*

7
 IU*

7
 

ASEBRK / BRKAK Z IU/OU*
8
 IU/OU*

8
 IU/OU*

8
 IU/OU*

8
 IU/OU*

8
 IU/OU*

8
 IU/OU*

8
 

H-UDI 

MPMD IU IU IU IU IU IU IU IU 

AUDATA3～

AUDATA0 
- - - O O O O O 

AUDCK - - - O O O O O 

AUD 

AUDSYNC - - - O O O O O 

【記号説明】 

 I ：入力（プルアップ/プルダウン MOS オフ） 

 IU ：入力（プルアップ MOSオン） 

 ID ：入力（プルダウン MOSオン） 

 H ：ハイレベル出力 

 L ：ロ－レベル出力 

 O ：出力 

 OU ：出力（プルアップ MOSオン） 

 P ：ポート機能（入力／出力、プルアップ／プルダウンはレジスタ設定に依存） 

 K ：ポート状態保持（入力バッファオフ、出力バッファは状態保持、プルアップ／プルダウンは状態保持） 

 Z ：ハイインピ－ダンス（入力バッファオフ、出力バッファオフ、プルアップ／プルダウン MOSオフ） 

 ZU ：プルアップ状態（入力バッファオフ、出力バッファオフ、プルアップ MOSオン） 

 ZD ：プルダウン状態（入力バッファオフ、出力バッファオフ、プルダウン MOSオン） 

 /（スラッシュ）の左側がデフォルトの状態です。 

 － ：選択できません 

【注】 *1 RESETPアサート期間および RESETPネゲート後、最大 2RCLKの期間を示します。 

  *2 RESETPネゲート後、RESETOUTがアサートされている期間を示します。 

 *3 クロックモ－ド（MD0～MD2）の設定に依存します。 

  *4 BSCの CMNCRレジスタの HIZMEM、HIZCNTビットの設定に従って、Zもしくは[H/L]になります。 

 *5 レジスタ設定に依存します。 
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  *6 MPMD端子＝Hの場合、TAPコントロ－ラの状態に依存します。MPMD端子＝Lの場合は、/の右の状態となりま

す。 

 *7 PULCRレジスタの設定により、プルアップ MOSオン／オフが切り替え可能です。 

  *8 プルアップ MOS付 I/Oで、MPMD端子＝L時、レジスタ設定により I/Oを切り替えます。また、TRST端子＝L

のとき入力となります。MPMD端子＝H時は常時入力となります。 

 *9 MSLD端子の状態に依存します。MSLD端子=Hのとき MCKE=Hとなり、MSLD端子=Lのとき MCKE=Lとなり

ます。 
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E. 外形寸法図（BGA449） 
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図 E.1 外形寸法図 
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【数字／記号】 
0による除算 ..................................................................6-11 

2次キャッシュアドレスアレイ....................................... 9-8 

2次キャッシュデータアレイ .......................................... 9-9 

2次キャッシュの構成と動作 .......................................... 9-3 

32ビットアドレス拡張 .................................................7-49 

【Ａ】 
ATTCH割り込み .......................................................31-128 

AVC................................................................................33-1 

【Ｂ】 
BCHG割り込み .........................................................31-128 

BEMP割り込み .........................................................31-122 

BRDY割り込み .........................................................31-113 

【Ｃ】 
CRCエンジン..............................................................29-25 

【Ｄ】 
DTCH割り込み .........................................................31-128 

DTME.............................................................................33-1 

【Ｅ】 
EOFERR割り込み ....................................................31-129 
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